
指
揮
者
の
育
成
に
教
育
者
と
し
て
大
き
な
業
績
を
残
し
た
。
な
お
定
期
演
奏
会
の
解

説
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー
の
名
を
記
す
こ
と
を
は
じ
め
た
の
は
彼
で
あ
る
。

昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
五

h
、
日
本
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
政
権
下
の
ド
イ
ツ
と
日
独

防
共
協
定
を
結
ん
だ
。
東
京
音
楽
学
校
も
国
政
に
準
ず
る
こ
と
が
余
儀
な
く
さ
れ
、

反
ナ
チ
で
あ
っ
た
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
は
同
校
を
辞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
後
の

年
、
昭
和
十
二
年
六
月
十
九
日
、
彼
は
自
分
の
心
境
を
託
す
か
の
よ
う
に
バ
ッ
ハ
の

〈
マ
タ
イ
受
難
曲
〉
本
邦
初
演
を
指
揮
し
た
。
そ
し
て
七
月
八
日
、
告
別
演
奏
の
〈
第

九
交
響
曲
〉
（
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）
を
指
揮
、
九
月
、
日
本
を
離
れ
た
。
タ
イ
よ
り
文

(

3

)

 

化
省
最
高
顧
問
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
ぼ
れ
ば
な
し

そ
の
一
上
流
社
会
の
社
交
場
的
で
あ
っ
た
定
期
演
奏
会
に
比
べ
、
奏
楽
堂
で
行
わ

れ
た
学
友
会
の
演
奏
会
は
ほ
ん
と
う
の
愛
好
家
が
聴
き
に
き
て
く
れ
た
。
回
数
券

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
入
場
券
は
全
部
売
り
切
れ
、
演
奏
す
る
わ
れ
わ
れ
は
見
栄

も
気
取
り
も
な
く
純
粋
に
自
分
の
音
楽
を
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た
。

そ
の
二
皇
室
の
方
々
を
演
奏
会
に
招
待
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
的
に
弱
い
東

京
音
楽
学
校
を
認
識
さ
せ
る
上
で
最
も
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
乗

杉
校
長
の
発
案
で
、
学
校
の
ペ
ン
キ
が
は
げ
た
り
、
校
庭
の
手
入
れ
が
必
要
に
な
る

と
宮
様
を
招
待
す
る
。
そ
う
す
る
と
そ
の
あ
と
す
ぐ
学
校
は
き
れ
い
に
な
っ
た
。

水
谷
達
夫
氏
談
（
昭
和
八
年
器
楽
部
〔
ピ
ア
J
〕
卒
業
、
同
十
年
研
究
科
修

了
、
昭
和
十
五
年

l
五
十
四
年
在
職
、
現
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）

(

1

)

『
日
本
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
協
会
会
報
』
第
一

号
、

一
九
八
四
年
一
月
一
日
。

(

2

)

徳
川
頼
貞
(
-
八
九
ニ
ー
一
九
五
四
）
侯
爵
。
徳
川
御
三
家
の
一
っ
、
紀
州
の
徳
川
家

出
身
。
音
楽
に
造
詣
深
く
、
大
正
七
年
七
月
東
京
の
麻
布
飯
倉
に
南
葵
音
楽
図
書
館
を
設
立
。

こ
の
図
書
館
は
同
十
二
年
の
関
東
大
震
災
で
閉
館
を
や
む
な
く
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
の
唯
一
の

音
楽
専
門
図
書
館
と
し
て
音
楽
界
に
貢
献
し
た
。
一
九
一
七
年
ロ
ン
ド
ン
で
競
売
に
か
か
っ
た

世
界
的
に
も
価
値
の
あ
る
カ
ミ
ン
グ
ス
（
イ
ギ
リ
ス
の
高
名
な
音
楽
史
家
）
の
音
楽
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
コ
ン
グ
レ
ス
と
せ
り
合
い
、
最
後
に
折
半
し

て
徳
川
氏
と
半
々
に
買
い
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
話
は
有
名
で
あ
る
。
以
後
こ
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
南
葵
音
楽
図
書
館
の
主
要
な
蔵
書
と
な
っ
て
い
た
。
昭
和
三
年
九
月
に
は
、
南
葵
楽
堂

の
パ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
が
徳
川
氏
よ
り
東
京
音
楽
学
校
に
寄
贈
さ
れ
奏
楽
堂
に
据
え
ら
れ
た
。

(

3

)

日
本
を
あ
と
に
し
た
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
は
、
日
本
と
タ
イ
合
同
の
音
楽
学
校
設
立
準
備

二、

ハ
短
調
競
奏
曲

（
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
作
カ
デ
ン
ツ
・
第
一
楽
章
）

一、

卒
業
證
書
授
呉

二、

校

長

式

辮

三
、
文
部
大
臣
告
僻

四
、
卒
業
生
網
代
謝
辮

五

、

賞

品

授

呉

六
、
卒

業

演

奏
演

奏

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

半
昔
階
的
幻
想
曲

ソ
。
フ
ラ
ノ
凋
唱

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

•
•
…
…
…
•
本
科
槃
楽
部
卒
業
生

紳
事
劇
「
天
地
創
造
」
中
の
ガ
ブ
リ

エ
ル
の
抒
情
調
：
・
ハ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

曲

目

モ

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

ノミ

…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

山

越

八

重

子

イ

ド

ン

作

曲

西

山

睛

江

ツ

ノ‘

作

曲

木

村

ゆ

き

東

京

一

音

楽

學

校

第
四
臨
時
敦
員
養
成
所

に
加
わ

っ
た
が
ナ
チ
の
圧
迫
に
よ
っ
て
断
念
、
タ
イ
滞
在
二
年
で
日
本
に
も
ど
っ
た
。
だ
が
一

九
四
四
年
敵
性
外
国
人
と
し
て
拘
禁
さ
れ
、
終
戦
に
よ
っ
て
釈
放
さ
れ
た
の
ち
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
。
四
年
後
三
度
目
の
来
日
、
一
九
五

一
年
か
ら
二
十
年
間
武
蔵
野
音
楽
大
学
で
教
鞭
を
と

っ
た
。
一
九
五
九
年
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章
。
東
京
で
没
す。

昭
和
二
年
三
月
二
十
五
日
卒
業
式

昭
和
二
年
三
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
開
始

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序
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―
二
、

一

三

、

．
 

ヽ

1

0
、

六、 四、

vヽヽ ホ
長
調
競
奏
曲
（
第
二
番
）
•
…
•
…
…
…
…
•

七

、

ピ

ア

ノ

猫

奏

愛
口
短
調
諧
譴
曲
（
作
品
三
一
）
•
…
…
•
•

休

憩

十

分

間

I

八

、

ピ

ア

ノ

凋

奏

九

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

凋

奏

…

ト

短

調

激

情

的

幻

想

曲

（

作

品

三

五

）

…

…

…

…

…

…

・

・

・

ヴ

ュ

ー

タ

ン

作

曲

ピ

ア

ノ

猫

奏

…

…

…

…

本

科

器

楽

部

卒

業

生

…

本

科

器

楽

部

卒

業

生

ラ

。

フ

ソ

デ

ィ

（

作

品

一

―

九

）

…

…

…

…

…

は

、

園

丁

ピ

ア

ノ

凋

奏

ヨ

ハ

ン

・

シ

ト

ラ

ウ

ス

作

曲

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

曲

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

…

…

…

…

…

…

研

究

科

磐

楽

部

修

了

生

ア
ン
ゼ
ル
モ
の
墓
に
（
作
品
六
•
第
三
番
）
•
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

ろ
、
小
夜
曲
（
作
品
一
〇
六
•
第
一
番
）
•
…
…
…
…
…
•
•
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

...........................
‘ノ

…

研

究

科

器

楽

部

修

了

生

ヘ
短
調
激
情
的
ソ
ナ
タ
（
作
品
五
七
•
第
一
楽
章
）
·
：
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

…

…

…

…

…

…

研

究

科

墜

楽

部

修

了

生

春

の

槃

（

作

品

四

一

0

)

…

…

…

…

…

…

岡

見

幾

久

子

（
『
東
京
昔
榮
學
校
一
覧
』
自
昭
和
二
年
至
昭
和
三
年
、
昭
和
二
年
十
月
、
七
二
頁
）

石

橋

盆

恵

D
庄
g
e
nt
:

C
h
a
r
l
e
s
 L
a
ut
r
u
p
.
 

ォ

ル

フ

作

曲

指
揮
者

淡

野

千

鶴

子

Si
e
b
e
nt
e
 S
y
m
p
h
o
ni
e
 
i

n
 A
 d
u
r
 O
p.
 

9
2
.
 

P
o
c
o
 sost
e
n
ut
o
-
v1vace 

Allegret
t

o
 

P
r
e
st
o
|
a
s
s
a
1
 m
e
n
o
 prest
o
 

A
l
l
e
g
r
o
 
c
o
n
 b
ri
o
.
 

シ

ャ

ー

ル

ス

・

ラ

ウ

ト

ル

ッ

プ

澤

崎

秋

橋

本

國

彦

…

…

…

…

…

…

…

…

・

：

本

科

器

楽

部

卒

業

生

イ
短
調
競
奏
曲
（
作
品
五
四
•
第
一
楽
章
）
•
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

近

藤

ヲ

キ

シ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
·
:
·
…
…
…
…
•
•
本
科
嬰
楽
部
卒
業
生

…
•
•
…
…
…
•
本
科
器
楽
部
卒
業
生

ー

休

憩

十

分

間
I

、

第

七

番

イ

長

調

交

魯

曲

（

作

品

九

二

）

Pi
a
n
o
fort
e: 
L
e
o
ni
d
 K
o
c
h
a
n
s
ki

.
 

ピ

ア

ノ

レ

オ

ニ

ー

ド

・

コ

ハ

ン

ス

キ

ョ

パ

ン

作

曲 吉

原

千

重

一

、

歌

劇

「

レ

オ

ノ

レ

」

の

序

曲

（

作

品

七

ニ

・

第

三

番

）

…

…

…

ド

ニ

ゼ

ッ

テ

ィ

作

曲

歌

劇

「

ル

ク

レ

ー

ツ

ィ

ア

・

ボ

ル

ジ

ア

」

中

の

ル

ク

レ

ー

ツ

ィ

ア

の

史

詩

歌

黒

澤

貞

子

ノゞ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
本
科
槃
楽
部
卒
業
生

い
、
「
吾
は
好
み
て
緑
の
森
を
通
り
行
き
た
り
」
｝
·
…
…
•
•
マ

ろ

、

「

誰

が

此

小

歌

を

考

へ

し

か

」

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
•
•
…
…
…
•
本
科
器
楽
部
卒
業
生

ツ

ノ‘

作

曲

西

川

満

枝

レ

ル

作

曲

河

原

喜

久

恵

一
四
、
ピ

ア

ノ

猫

奏

昭

和

二

年

五

月

七

日

、

…

研

究

科

器

楽

部

修

了

生

謝
肉
祭
（
作
品
九
）
•
•
…
…
…
…
…
•

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

第

五

十

二

回

定

期

演

奏

会

第

五

十

二

回

―

音

楽

演

奏

會

（

昭

和

二

年

五

月

七

、

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

K
o
m
p
o
ni
ert
 

v
o
n
 L
u
d
wi
g

 

v
a
n
 B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

O
u
v
e
r
ti.ire 
N
o
.
 

3
N
u
r
 
O
p
e
r
,,L
e
o
n
o
r
e
"
 O
p
.
 

7
2
.
 

二

、

。

ヒ

ア

ノ

・

合

唱

及

管

絃

楽

の

為

の

幻

想

曲

（

作

品

八

0

)

P
h
a
n
 
t

asi
e
 fur
 Pi
a
n
o
fort
e,
 Ch

o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
er 
O
p.
 

8
0
.
 

八
日
）

八

日

輻

井

直

俊

5
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演

奏

曲

目

解

脱

及

歌

詞

一
歌
劇
「
レ
オ
ノ
レ
」
の
序
曲
第
三
番
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

〔
『
百
年
史
演
奏
会
篇
第
一
巻
』
大
正
十
二
年
五
月
二
十
日
の
。フ

ロ
グ
ラ
ム
を
参
照
。
〕

ニ
ピ
ア
ノ
、
合
唱
及
管
絃
楽
の
為
の
幻
想
曲

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

昭和 2年 5月7日， 8日，第52回定期演奏会にて，「レオノレ」序曲第 3番。指

揮C.ラウトルップ（『昔架グラフ』第5巻第6号，第6巻第 1号，昭和2年）

間
も
な
く
オ
ー
ボ
エ
と
ホ
ル
ン
の
猿
竪
に
誘
は
れ
て
ピ
ア
ノ
が
次
の
主
想
を
表
は
す
。

こ
の
調
は
作
者
が
晉
作
の
小
歌

(
,,S
e
u
fze
r
ei
n
e
s
 
U
n
g
e
li
e
bt
e
n
")
か
ら
採
っ
た

も
の
で
、
甚
だ
箪
純
な
無
邪
氣
な
民
謡
式
の
歌
調
で
あ
る
。
フ
リ
ュ
ー
ト
、
オ
ー
ボ

工
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
順
次
に
此
の
旋
律
を
承
け
て
愛
奏
し
最
後
に
全
管
絃
が
之
を
荘

麗
に
叙
し
て
こ
A

に
一
段
落
を
告
げ
る
。
然
し
ピ
ア
ノ
と
管
絃
は
更
に
同
一
旋
律
の
初

節
を
異
っ
た
仕
方
で
斐
化
し
始
め
る
。
（
管
絃
部
は
次
の
如
く
で
あ
る
）
。

ア
レ
グ
ロ
ア
ダ
ー
ジ
ョ

以
下
快
速
、

緩
徐
及
び
進
行
曲
調
の
各
部
を
通
じ
て
、
種
々
な
愛
化
と
開
展
が
績
＜

が
、
や
が
て
曲
頭
の
進
行
曲
が
再
び
現
は
れ
、
績
い
て
以
前
と
同
じ
オ
ー
ボ
エ
と
ク
ラ

^
c
F
:
ヽ
，
言
ロ
―
'
尉
「
口
＿
『
）
竺
、
9

「恥＿pー

芦ev.
、
一
，
＼
／
＿
じ
―
日
―
『
五
一
[
)
ビ
「
じ
―
ぷ
い
ユ

A
-
l
c・ヽ

｀
 

．．
 

年
『
「
コ
叫

苓

M(-l↓ 

罪

賢
叩•

凪勺

＇ 閲•い

第
九
、
即
ち
合
唱
交
響
曲
の
原
型
と
し
て
興
味
あ
る
此
の
『
合
唱
幻
想
曲
』
(
-
八

ア
ダ
ー
ジ

ョ

ア

レ
グ
ロ

0
八
年
ヴ
ィ
ー
ン
初
演
奏
）
は
緩
徐
及
快
速
の
二
部
分
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
。
緩
徐
部
は

フ
ァ
ン
ク
ジ
ー

ピ
ア
ノ
獨
奏
の
幻
想
曲
で
、
最
初
暗
い
ハ
短
調
に
起
り
、
中
ご
ろ
愛
ホ
長
調
の
柔
く
明

る
い
情
調
に
移
る
が
、
や
が
て
激
し
い
躁
暴
に
終
る
。
此
の
間
何
等
の
纏
つ
た
楽
想
を

フ
イ
ナ
ー
レ

示
さ
ず
、
凡
て
が
不
定
な
夢
の
や
う
に
経
過
す
る
。
快
速
部
（
即
ち
終
曲
）
は
ピ
ア

ヴ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ノ
、
管
絃
楽
、
獨
唱
四
部
及
び
合
唱
の
為
に
作
ら
れ
、
そ
の
形
式
の
愛
奏
曲
で
あ
る

事
や
主
想
の
旋
律
の
順
次
進
行
に
富
め
る
事
等
の
黙
に
於
て
『
第
九
』
の
終
曲
に
類
似

し
て
ゐ
る
。
最
初
低
昔
に
現
は
れ
る
次
の
や
う
な
進
行
曲
調
（
ハ
短
調
）
に
始
ま
り

第2部 昭和の東京音楽学校篇 6
 



合
o
l
o
)

リ
ネ
ッ
ト
の
誘
ふ
槃
が
響
く
。
然
し
今
度
は
女
竪
の
二
部
（
獨
唱
）
が
之
に
答
へ
て
歌

詞
の
初
句
『
媚
ぶ
る
が
如
く
優
し
く
』
を
歌
ふ
。
男
磐
二
部
が
更
に
こ
れ
に
答
へ
、
績

い
て
女
槃
―
―
一
部
か
ら
男
槃
三
部
、
最
後
に
合
唱
が
こ
の
小
歌
を
表
は
し
、
や
が
て
華
々

し
い
終
局
に
達
す
る
。

終
曲
の
歌
詞
は
ク
フ
ネ
ル

(
K
uff
n
e
r
)
の
作
で
、
音
楽
の
徳
を
頌
す
る
意
味
の
も
の

で
あ
る
。
ー
『
媚
ぶ
る
〔
が
〕
如
く
優
し
く
、
愛
ら
し
く
、
我
が
生
の
和
槃
は
響
き
、

審
美
の
感
よ
り
花
疾
き
出
で
て
、
長
へ
に
に
ほ
ふ
。
平
和
と
歓
び
は
波
の
戯
れ
の
如
く

親
し
げ
に
流
れ
て
、
仇
の
如
く
荒
々
し
く
稗
き
し
も
の
も
今
は
打
ち
解
て
喜
悦
に
入

る
。
昔
の
魔
法
の
支
配
す
る
時
、
言
葉
の
婁
力
の
物
語
る
時
、
荘
麗
な
る
も
の
形
を
成

し
、
夜
と
嵐
と
は
光
と
な
る
。
外
部
の
安
憩
、
内
部
の
快
楽
は
幸
幅
な
る
者
に
行
は

る
。
さ
れ
ど
藝
術
の
春
の
日
は
雨
者
よ
り
光
を
生
ぜ
し
む
。
心
に
入
り
込
み
た
る
大
な

る
こ
と
は
や
が
て
新
た
に
美
し
く
疾
き
出
づ
。
精
紳
の
高
揚
す
る
や
常
に
心
霊
の
合
唱

響
く
。
さ
れ
ば
汝
等
美
し
き
震
魂
よ
、
欣
ん
で
美
術
の
賜
物
を
受
け
入
れ
よ
。
愛
と
カ

の
合
致
す
る
時
紳
々
の
恵
は
人
間
に
報
い
ん
。
』
（
以
下
反
復
）

S
c
h
m
ei
c
h
e
l
n
d
 h
o
l
d
 u
n
d
 li
e
b
li
c
h
 kling

e
n
 

U
n
s
e
r
s
 L
e
b
e
n
s
 H
a
r
m
o
ni
e
n
,
 

U
n
d
 d
e
m
 S
c
h
o
n
h
ei
t

ssi
n
n
 e
nt
s
c
h
wi
ng
e
n
 

B
l
u
m
e
n
 si
c
h
,
 di

e
 e
wi
g

 

bliihn
.
 

F
ri
e
d
'
u
n
d
 F
r
e
u
d
e
 g
lei
t

e
n
 f
r
e
u
n
d
li
c
h
 

W
i

e
 d
e
r
 W
e
l
l
e
n
 W
 e
c
h
s
e
l
sp
i

el :
 

W
a
s
 si
c
h
 d
r
a
ng
t

e
 r
a
u
h
 
u
n
d
 f
 ei
n
d
li
c
h
,
 

O
r
d
n
et

 

si
c
h
 z
u
 
H
o
c
h
g
ef
 iihl
.
 

W
e
n
n
 d
e
r
 T
o
n
e
 Z
a
u
b
e
r
 w
a
l
t
e
n
 

U
n
d
 d
e
s
 
W
o
rt
e
s
 
W
ei
h
e
 s
p
ri
c
ht

,
 

M
u
s
s
 si
c
h
 H
e
r
r
li
c
h
e
s
 
g
e
st
alten
,
 

N
a
c
ht
 

u
n
d
 S
tilr
m
e
 w
e
r
d
e
n
 L
i

c
ht・ 

.Au
s
s
e
r
e
 
R
u
h
e
,
 

i

n
n
e
r
e
 W
o
n
n
e
 

H
e
r
r
s
c
h
e
n
 f
u
r
 d
e
n
 Gliickli
c
h
e
n
.
 

D
a
c
h
 d
e
r
 
K
i
i
n
st
e
 Friihli
n
g
s
s
o
n
n
e
 

L
a
s
st
 

a
u
s
 b
ei
d
e
n
 L
i

c
ht

 

e
nt
st
e
h
n
.
 

国
に
屁

『
社
「
―
「4
ー

；

ー

忍

言
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第 1章

ス
ク
カ

ー
ト

絃
の
断
奏
的
上
行
昔
階
の
一
節
を
経
過
し
て
か
ら
進
行
曲
に
類
す
る
新
し
い
楽
想
（
ハ

長
調
）
に
進
む
。

此
の
想
が
更
に
か
の
上
行
昔
階
を
隔
て
A

反
復
せ
ら
れ
る
時
、
曲
は
主
調
の
屡
晋

「
ホ
」
に
到
達
し
て
、
凡
て
の
楽
器
は
こ
の
音
を
十
小
節
に
亘
つ
て
反
復
す
る
。
か
く

し
て
序
節
は
終
り
、
次
の
主
部
（
Vi
v
a
c
e
イ
長
調
八
分
六
）
に
連
る
。
此
の
部
分
の
主

想
は

詈
『
口
f
＿

T

1

ー

「

）

ご

j

よ

」

）

a

(
S
o
l
o
)
 

(
T
ut
t
i
)
 

(
T
ut
t
i
)
 

G
r
o
s
s
e
s
,
 <las i

n
s
 H
e
r
z
 g
e
d
r
u
n
g
e
n
,
 

Bli.iht
 

d
a
n
n
 n
e
u
 u
n
d
 s
c
h
o
n
 e
m
p
o
r
,
 

H
at
 

ei
n
 G
ei
st
 

si
c
h
 a
uf
 g

e
s
c
h
w
u
ng

e
n
,
 

H
a
l
lt
 
i

h
m
 st
et
s
 ei
n
 G
ei
st
e
r
c
h
o
r
.
 

N
e
h
mt
 

d
e
n
n
 hi
n
,
 

i

h
r
 s
c
h
o
n
e
n
 S
e
e
l
e
n
,
 

F
r
o
h
 di

e
 G
a
b
e
n
 s
c
h
o
n
e
r
 K
u
n
st

.
 

W
e
n
n
 si
c
h
 L
i

e
b
'
u
n
d
 K
r
af
t
 

v
e
r
m
a
h
l
e
n
,
 

L
o
h
nt
 

d
e
m
 M
e
n
s
c
h
e
n
 G
ot
t

e
r
 
G
u
n
st

.
 

N
e
h
mt
 

d
e
n
n
 hi
n
,
 &

c
.
 

N
e
h
mt
 

di

e
 G
a
b
e
n
 &
c
.
 

三

第

七

交

響

曲

（

イ

長

調

）

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

一
八
一
三
年
に
初
演
奏
を
し
た
こ
の
交
響
曲
は
ワ
ー
グ
ネ
ル
が
「
舞
踏
の
紳
化
」
と

呼
ん
だ
程
快
活
な
リ
ズ
ム
に
富
ん
だ
曲
で
あ
る
。
第
一
章
の
序
節
(
P
o
c
o
S
o
st
e
n
ut
o
)
 

は
次
の
荘
重
な
主
想
（
イ
長
調
四
分
四
）
を
以
て
始
ま
り

昭和 2年～12年 (1927~1937)



以
下
は
こ
れ
迄
の
部
分
を
自
由
に
愛
化
し
つ
A

反
復
す
る
も
の
で
、
中
に
短
か
い
フ

守
苫
ぶ
古
↓

警
霞
旧

嵐

rn、
TT̀  

，
 

シ
シ
リ
エ
ン
ヌ
の
性
質
を
帯
び
、
附
貼
昔
符
の
跳
躍
す
る
リ
ズ
ム
を
特
性
と
し
て
ゐ

る
。
こ
の
特
性
は
次
で
起
る
第
二
主
想
中
に
も
装
見
せ
ら
れ
、
又
次
の
部
分
即
ち
「
開

展
部
」
の
原
動
力
に
も
な
っ
て
ゐ
る
。
開
展
部
は
重
に
第
一
主
想
の
第
一
及
第
三
小
節

の
材
料
を
採
っ
た
も
の
で
、
此
虞
に
驚
く
べ
き
技
術
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
反
復
部
」

は
第
一
部
分
を
最
も
自
由
に
反
復
し、

楽
器
の
編
成
其
他
の
黙
で
以
前
の
材
料
を
著
し

コ

ー

ダ

オ

ス

テ

イ

ナ

ー

ト

く
愛
化
し
て
ゐ
る
。
総
休
止
を
以
て
始
ま
る
尾
旬
は
次
に
畢
げ
る
二
小
節
の
固
執
低
昔

に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
他
の
諸
音
が
「
ホ
」
の
風
琴
黙
を
維
持
す
る
間
に
ヴ
ィ
オ

ラ
と
バ
ス
は
最
弱
奏
か
ら
漸
次
最
強
奏
に
高
ま
り
つ
A

こ
の
楽
句
を
十
回
反
復
す
る
の

で
あ
る
。

第
二
章

(
A
l
l
e
g
r
e
tto
イ
短
調
四
分
二
）
は
柔
か
な
哀
傷
の
情
緒
に
充
ち
た
曲
で
、

ア
ン

n
ー
ル

古
く
か
ら
廣
く
愛
賞
せ
ら
れ
、
屡
々
再
奏
を
求
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
ふ
。
管
楽
の
和

昔
に
導
か
れ
て
低
い
絃
楽
に
現
は
れ
る
此
の
章
の
主
想
は
一
種
の
悲
し
い
進
行
曲
風
の

調
で
、

や
が
て
セ
ロ
と
ヴ
ィ
オ
ラ
が
憧
れ
る
や
う
な
次
の
旋
律
を
こ
れ
に
添
へ
る
。

此
の
憂
愁
を
帯
び
た
一
節
の
後
に
曲
は
明
る
い
イ
長
調
に
轄
じ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ

ァ
ゴ
ッ
ト
は
慰
め
る
や
う
に
次
の
優
し
い
旋
律
を
歌
ふ
。

鷹

＼
ヽ

喰

ー

／

斥

息

p 開

口
[

]

 』

四：

，
 

E
'
1
9令
且
~
＼
）

覧

＇

｀

E-じ
，
斤
一
，
]
ー
，
／

賽
量
冒
皿
「

t

-

「

ゴ

l
"
M
'
 

一

「

「

ー

|

「

'

「

「

"

亭
信
心

，
 
叫

鳳
ヽ

冒

墨

＇ 

ガ
ー
ト
を
も
含
ん
で
ゐ
る
。

第
三
章
(
P
r
e
st
0

四
分
三
）
は
次
の
主
想
を
有
す
る
へ
長
調
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
で
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
式
の
強
弱
の
封
照
に
富
み
、
極
め
て
自
由
な
快
活
な
氣
分
に
充
ち
て
ゐ

る。
ニ
長
調
の
ト
リ
オ

(
A
s
s
ai

m
e
n
o
 p
r
e
st
0

四
分
三
）
は
主
曲
と
全
く
趣
を
異
に
し

た
も
の
で
、
主
想
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
「
イ
」
昔
を
延
長
す
る
間
に
先
づ
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
に
現
は
れ
次
で
オ
ー
ボ
エ
に
移
る
。
こ
の
調
は
一
説
に
填
國
の
順
證
歌
だ
と
い
ふ
。

本
曲
で
は
普
通
の
式
と
異
つ
て
上
述
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
と
ト
リ
オ
と
が
雨
方
共
に
反

復
せ
ら
れ
、
最
後
に
ス
ケ
ル
ツ
ォ
が
三
度
鱚
つ
て
来
る
。
そ
し
て
ト
リ
オ
が
ま
た
も
現

は
れ
よ
う
と
す
る
が
、
力
強
い
短
か
い
終
止
に
よ
っ
て
突
然
断
ち
切
ら
れ
る
の
で
あ

る。
第
四
章
(
Alleg
ro
c
o
n
 b
ri
0

イ
長
調
四
分
二
）
は
極
度
に
快
活
な
又
嬉
戯
に
充
ち

た
曲
で
、
所
謂
「
ボ
タ
ン
を
外
し
た
」
寛
い
だ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
示
す
も
の
と
評
せ

ら
れ
る
。
全
管
絃
の
二
度
の
爆
竪
の
後
絃
楽
に
現
は
れ
る
次
の
主
想
は
弱
槃
部
に
ア
ク

セ
ン
ト
を
有
し
、
且
つ
強
奏
の
和
幸日
に
伴
奏
せ
ら
れ
て
、
多
少
粗
暴
な
性
質
を
帯
び
て

ゐ
る
。

唯
だ
第
二
の
嬰
へ
短
調
の
主
想
だ
け
は
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5
 

4
 

2
 

ー
昭
和
二
年
五
月
二
十
八
日

五
月
二
十
八
日

ピ

ア

ノ

涸

奏

3
．
ヴ
ィ
オ
リ

ン
猫
奏

ア

ル

ト

猥

唱

メ
ッ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

井

上

武

胡
桃
ノ
樹
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
シ

さ
く
ら
草
（
作
品
二
十
六
ノ
四
番
）
…
…
…
…
…
…
グ

か
ひ
な
き
小
夜
曲
（
作
品
八
十
四
ノ
四
番
）
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム

6
．
ヴ
ィ
オ
リ
ン
狼
奏

夫 ス

リ

ヒ

ユ

マ

ン

馬

場

ノ‘

Jレ

愛
は
低
れ
り
（
作
品
二
十
三
ノ
一
番
）
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

鷹

の

歌

（

作

品

七

十

一
ノ
四
番
）

…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ゾ
ン

我
が
悩
み
の
揺
藍
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ユ

マ

ン

四

家

フ

ミ

子

コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ジ

ツ

卜

小

宮

山

繁

鹿

島

縫

子

午
后
二
時
半
開
演

混

盤

合

唱

タ
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ク

几
ロ舟

子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
作
品
八
十
三
ノ
十
一
番
）
…
…
メ
ン
デ
ル
ゾ
ン

會

ユ

学
友
会
第
四
十
六
回
土
曜
演
奏
会

第
四
拾
六
回
土
曜
演
奏
會

マ
ン

ラ

ウ
員

此

の

暴

い

ュ

ー

モ

ア

に

充

ち

た

終

章

に

於

て

稽

優

美

な

趣

を

示

し

て

ゐ

る

。

「

開

展

部

」

と

最

後

の

百

二

十

四

節

に

亘

る

長

い

尾

句

は

此

の

章

の

陽

氣

な

氣

分

を

更

に

強

調

し

た

も

の

で

、

氣

ま

ぐ

れ

な

着

想

や

思

ひ

が

け

な

い

奇

襲

や

種

々

の

嬉

戯

を

示

し

て

ゐ

る。

2
セ

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
三
番

ア
ン
ダ
ン
テ
エ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ヴ
ォ

シ

” ユ

マ

ン

祖

父

江

な

っ

ロ

獨

奏

呉

ロ
、
雲

イ
、
羽

雀衣

オ
ラ
ン
ダ
民
謡

泰

次

郎

ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン

春
季
大
演
奏
會
曲
目

1
混

盤

合

唱

ノぐ

ソ
ナ

タ
第
五
番
（
作
品
二
十
四
）
•
…
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ベ

小

ア
レ
グ
ロ
ー

廿
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

休
め
、
愛
す
る
人
よ
（
作
品
五
十
九
J
八
番
）
…
…
ブ
ラ
ー
ム

汝
の
奇
き
眼
（
作
品
百

0
六
ノ
一
番
）
…
…
…
…
…

夜

8
．
ピ
ア
ノ

獨

奏

7
 昭

和
二
年
（
月
日
不
明
）

3
ソ
。
フ
ラ
ノ

獨

唱

イ
、
日
光
に
（
作
品
三
十
六
番
）

ロ
、
静
け
さ
（
作
品
三
十
九
番
）

ゴ
ル
タ
ー
マ
ン

学
友
会
春
季
演
奏
会

會

ノ
ク
タ
ー
ン
（
作
品
十
五
ノ
ニ
番
）
…
…
…
…
…
…
シ

華
美
な
圃
舞
曲
（
作
品
三
十
四
ノ
一
番
）
…
…
…
…

9
．
混

盤

合

唱

會

嵐
の
中
の
紳
（
作
品
百
十
二
）
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

〔手
書
き
の
横
書
き
〕

般

ヨ 若

” ” ” 初

員 員 ン

千

葉

多

可

子

ス 代 ン

，
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10混盤
合

唱

、

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

伴

奏

8
ア

ヴ

ィ

オ

ラ

助

奏

會

員

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

ニ

十

三

番

第

一

楽

章

ル

ト

獨

唱

イ

、

さ

す

ら

ひ

人

（

作

品

四

J

一

番

）

ロ

、

全

能

（

作

品

七

十

九

ノ

ニ

番

）

9
ピ

ア

ノ

ニ

重

奏
二

つ

の

ピ

ア

ノ

の

為

の

組

曲

イ

ン

ト

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

タ

ラ

ン

テ

ラ

ロ

マ

ン

ス

ワ

ル

ツ

ト

リ

ス

』

第

一

楽

章

5
絃

楽

合

奏

ァ

ン

ダ

ン

テ

、

カ

ン

タ

ー

ビ

レ

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

三

番

（

作

品

三

十

七

番

）

ラ

ハ

マ

ニ

ノ

フ

澤近

崎藤

秋 沖

” 
シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

齋

藤

静

子

ビ

オ

ッ

テ

イ

7
ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

郎

（『
＿
音
架
』
學
友
會
、
第
八
号
、
昭
和
二
年
十
二
月
、
一

0
0頁）

学

友

会

第

四

十

七

回

土

曜

演

奏

会

（

月

日

不

明

）

〔
こ
の
記
事
は
第
四
十
七
回
の
土
曜
演
奏
会
を
聴
い
た
感
想
文
と
思
わ
れ
る
。
演
奏
会
の
。
フ
ロ
グ

岡

田

『

ハ

長

調

ミ

サ

』

中

の

『

ク

イ

、

ノ‘

イ

ド

ン

6
バ

ス

獨

唱

及

合

唱

獨

唱

徳

山

漣

ヴ

ィ

オ

ラ

橋

本

國

彦

（

休

憩

）

チ

ャ

イ

コ

ウ

ス

キ

ー

員

演

奏

部

規

定

の

土

曜

演

奏

（

第

四

十

六

回

）

と

春

季

大

會

を

次

の

。

フ

ロ

グ

ラ

ム

で

行

〔

マ

マ

〕

ひ

ま

し

た

。

こ

の

間

六

月

二

十

四

日

夜

學

友

會

第

二

回

の

ラ

ダ

オ

放

送

を

致

し

ま

し

た

。

い

づ

れ

も

非

常

に

良

い

演

奏

の

出

来

た

の

は

大

塚

先

生

及

皆

様

の

不

断

の

努

力

の

な

す

所

で

あ

っ

た

事

を

深

く

謝

し

ま

す

。

猶

大

會

の

最

後

の

合

唱

（

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

伴

奏

）

セ

ン

ト

ボ

ー

ル

は

大

正

十

二

年

度

の

演

奏

係

、

河

村

、

伊

藤

、

小

村

、

喰

田

、

次

田

及

他

の

理

事

の

方

々

が

學

友

會

、

特

別

演

奏

會

開

催

の

豫

定

で

非

常

な

る

苦

心

の

下

に

管

絃

、

合

唱

各

。

ハ

ー

ト

七

百

餘

頁

を

用

意

さ

れ

た

楽

譜

で

あ

り

ま

す

。

が

不

幸

に

も

彼

の

大

震

災

の

為

に

中

止

に

な

っ

て

以

来

、

年

ご

と

の

演

奏

係

は

此

の

演

奏

の

質

現

に

腐

心

さ

れ

ま

し

た

が

遂

に

完

成

さ

れ

ま

せ

ん

で

し

た

。

『

こ

れ

は

是

非

と

も

近

き

勝

来

に

於

て

賓

現

さ

れ

て

欲

し

き

も

の

な

り

』

と

嘗

時

の

學

友

會

誌

に

記

さ

れ

て

あ

り

ま

す

。

大

會

に

演

奏

し

た

も

の

は

、

そ

の

中

の

第

十

五

番

コ

ー

ラ

ス

だ

け

で

あ

り

ま

す

。

他

は

又

の

機

會

を

掴

へ

て

多

年

の

懸

棠

を

満

た

し

た

い

と

思

ひ

ま

す

。

報

會

ベ

ー

ト

ベ

ン

指

揮

者

（『
＿
音
榮
』
屋
友
會
、
第
八
号
、
昭
和
二
年
十
二
月
‘
J
O
一
頁
）

4
ピ

ハ

、

兵

士

の

花

嫁

（

作

品

六

十

四

番

）

ノ

獨

奏

ア

山

田

み

ど

り
シ

ユ

マ

ン

『

聖

パ

ウ

ロ

』

中

の

合

唱

『

起

き

よ

、

光

明

来

れ

り

』

大

塚

淳

氏
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混
槃
合
唱
、
ピ
ア
ノ
の
原
曲
か
ら
編
曲
さ
れ
た
シ
ョ
パ
ン
の
此
曲
は
美
し
か
っ
た
。

男
槃
は
何
う
も
胤
れ
勝
ち
だ
っ
た
。
タ
ク
ト
の
動
き
と
装
竪
と
は
も
少
し
接
近
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
ふ
。
殊
に
。
ハ
ー
ト
の
鼠
唱
の
出
が
は
つ
き
り
し
な
い
。
僕
の
位
置

が
後
方
で
あ
っ
た
関
係
も
あ
ら
ふ
。
然
し
合
唱
と
云
ふ
も
の
は
タ
ク
ト
に
封
し
て
い
つ

も
後
れ
勝
ち
に
な
り
易
い
や
う
で
あ
る
。
『
リ
ー
ド
』
は
リ
ー
ド
で
も
離
れ
過
ぎ
て
は

い
け
ま
い
。

0
敦
授
に
此
傾
向
が
著
し
い
。
そ
れ
で
も

P
、
m
J
、
ガ
、
な
ど
は
餘
程
留

意
さ
れ
て
ゐ
る
、
合
唱
迄
が
馬
鹿
に
無
氣
力
だ
っ
た
の
は
今
日
の
天
候
に
で
も
依
る

~力゚

＊
 

＊
 

＊ 

ラ
ム
が
入
手
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
文
面
か
ら
推
察
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
〕

上
野
の
森
に
聰
く
の
詑

耶

魔

陀

上
野
の
森
を
歩
か
な
い
や
う
に
な
っ
て
か
ら
も
う
大
分
た

つ
。
美
術
館
の
側
を
通
る

と
明
日
か
ら
開
館
の
帝
展
ら
し
い
氣
分
が
瀕
つ
て
ゐ
た
。
圏
書
館
の
角
を
曲
る
と
向
ふ

に
多
勢
の
男
女
が
群
つ
て
ゐ
る
。
雨
側
の
柵
の
中
か
ら
は
ち
ら
／
＼
白
い
顔
が
見
ヘ

る
。
門
を
入
る
と
雨
側
の
木
立
の
蔭
や
窓
の
間
か
ら
、
制
服
姿
や
お
納
戸
の
袴
が
隠
れ

る
が
如
く
露
る
ミ
が
如
く
、
ま
る
で
斥
候
兵
が
偵
察
で
も
し
て
る
か
の
や
う
に
出
淡
逍

遥
し
て
ゐ
る
の
に
出
遭
は
す
。
そ
の
有
様
質
に
異
様
だ
。
僕
は
何
だ
か
罪
人
が
閥
所
で

も
通
る
や
う
な
氣
持
で
恐
る
ノ
＼
通
過
す
る
。
思
ひ
切
つ
て
ハ
イ
カ
ラ
な
連
中
の
集
注

す
る
視
線
の
下
を
行
く
の
は
二
龍
山
と
松
樹
山
の
間
を
通
ら
せ
ら
れ
る
の
思
が
あ
る
。

斯
の
場
面
は
賓
に
威
嚇
的
な
も
の
で
あ
っ
て
同
時
に
『
。
フ
ー
ン
』
と
臭
つ
て
く
る
一
種

の
興
奮
刺
だ
か
魔
酔
だ
か
の
や
う
な
も
の
は
一
閥
何
だ
ら
ふ
。
白
粉
の
香
ば
か
り
で
も

な
さ
そ
う
だ
。
お
ろ
／
＼
す
る
や
う
な
不
安
な
氣
持
に
な
る
。
こ
ん
な
事
で
は
い
け
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
つ
と
修
養
の
つ
ん
だ
方
に
は
、
斯
ふ
云
ふ
風
な
氣
分
が
濃
厚

で
あ
れ
ば
あ
る
程
音
楽
會
の
値
打
が
あ
る
ん
だ
そ
う
だ
と
思
へ
る
の
だ
そ
う
な
。
僕
は

此
學
校
の
門
は
も
う
こ
れ
で
二
三
十
回
は
潜
つ
て
ゐ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
で
も
何
う
も

此
の
狭
い
門
の
所
を
通
る
時
丈
は
旅
順
口
の
閉
塞
に
行
く
や
う
な
想
を
し
な
か
っ
た
試

し
が
な
い
。
何
う
も
僕
は
少
の
意
氣
地
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
寸
首
を
か
し
げ

て
見
た
が
そ
の
儘
。ハッ

ス
す
る
。

ペ
ル
ペ
ツ
ー
ム
・
モ
ビ
レ
と
云
ふ
曲
は
元
来
が
字
義
通
り
に
無
暗
に
間
断
な
き
機
械

の
如
く
動
け
ば
い
A

の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
大
瀧
さ
ん
は
此
上
も
な
く
弾
い
た

と
云
ふ
べ
き
だ
。
僕
は
、
そ
れ
と
は
知
ら
ず
に
。
ハ
ッ
シ
ョ
ン
と
か
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
と
か

を
此
人
、
此
曲
に
要
求
し
た
の
が
間
違
っ
て
ゐ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
細
か
な

晋
符
の
長
い
パ
ッ
セ
ー
ヂ
を
あ
の
軽
快
な
タ
ッ
チ
で
弾
き
こ
な
し
て
行
く
所
は
思
は
ず

ほ
ろ
り
と
さ
せ
ら
れ
る
。
但
し
一
、
二
の
音
を
ス
タ
ン
ブ
ル
し
た
か
何
う
か
は
筆
者
の

知
る
所
で
な
い
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
平
戸
君
、
大
愛
重
味
と
艶
の
あ
る

G
線
だ
と
感
心
す
る
間
も
な
く

何
で
も
な
い
五
六
小
節
目
で
早
く
も
ス
リ
ッ
。
フ
す
る
。
少
し
位
昔
が
よ
ろ
め
く
の
は
い

い
と
し
て
右
手
の
手
頸
に
柔
か
さ
が
著
し
く
足
り
な
い
。
概
し
て
右
手
の
運
用
に
甚
だ

し
く
生
な
所
が
あ
る
。
之
は
日
本
人
全
閥
に
就
い
て
云
へ
る
事
か
も
知
れ
な
い
が
。
尤

も
上
り
氣
味
の
時
は
さ
な
く
と
も
手
頸
は
浮
い
て
し
ま
つ
て
統
御
困
難
を
覺
へ
る
の
が

普
通
だ
が
。
最
後
の
ト
ニ
ッ
ク
の
全
昔
符
の
連
績
は
ダ
ウ
ン
・
ボ
ウ
で
止
め
る
事
の
出

来
る
も
の
は
さ
う
し
た
方
が
よ
く
な
い
か
と
思
ふ
、
あ
A

弓
の
ふ
る
へ
る
や
う
な
時
に

は
殊
に
そ
れ
を
感
じ
る
。
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
の
ア
ッ
。
フ
・
ボ
ウ
は
稽
も
す
る
と
あ
ん
な
風

に
ス
タ
ン
ブ
ル
し
や
す
い
。
尤
も
ヨ
ア
ヒ
ム
で
さ
へ
愛
な
事
が
あ
っ
た
と
言
ふ
か
ら
そ

ん
な
に
悲
観
す
る
に
も
嘗
ら
な
い
。

四
番
の
小
川
嬢
、
こ
の
位
な
と
こ
ろ
は
私
學
の
優
等
生
と
丁
度
太
刀
打
す
る
に
い
A

嘗
り
だ
。
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
ず
つ
と
見
渡
す
と
竪
楽
も
の
ば
か
り
は

一
ス
テ
ー
ヂ
で
三
曲

づ
A

歌
ふ
事
に
な
つ

て
ゐ
る
。

盛
澤
山
は
禁
物
だ
。
後
か
ら
／
＼
と
多
敷
の
出
演
者
が

拍
へ
て
ゐ
る
時
に
は
殊
に
然
り
。
一
人
が
一
度
に
三
つ
の
も
の
を
歌
ふ
と
云
ふ
事
は
、

歌
ひ
手
も
鑑
賞
者
も
共
に
思
想
感
情
の
混
馘
不
統
一
に
陥
る
事
を
意
味
す
る
。
聰
く
も

の
は
第
一
曲
の
感
じ
を
し
み
人
＼
噛
み
く
だ
い
て
ゐ
る
暇
も
な
く
直
ぐ
次
の
曲
を
味
ふ

べ
く
餘
儀
な
く
さ
れ
る
。
別
な
人
間
が
出
て
別
な
も
の
を
歌
ふ
な
ら
全
閥
の
氣
分
が
轄

換
さ
れ
る
か
ら
か
ま
は
な
い
。
ま
た
ソ
ナ
タ
の
楽
章
の
や
う
な
も
の
は
各
楽
章
の
愛
化

と
共
に
合
理
的
な
統
一
が
あ
る
か
ら
こ
れ
も
い
A

゜
盛
澤
山
に
も
そ
れ
相
賞
の
理
由
は

あ
ら
ふ
が
そ
れ
等
の
第
二
次
的
理
由
の
全
部
も
第
一
義
な
損
失
を
償
ふ
に
足
り
な
い
。

器
楽
の
獨
奏
家
が
大
抵
第
三
章
に
於
て
、
小
曲
を
集
め
て
敷
曲
を
矢
繊
早
に
弾
く
習
慣

が
あ
る
が
之
な
ん
ど
も
少
し
も
感
心
出
来
な
い
。
一
曲
で
止
せ
ば
一
曲
だ
け
は
生
き
る
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も
の
を
つ
る
べ
弧
の
お
影
に
全
部
豪
な
し
に
し
て
し
ま
ふ
。
そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
高

い
金
を
取
上
げ
た
手
前
時
間
が
短
く
つ
て
困
る
と
云
ふ
ん
で
す
か
。
ヘ
ー
、
僕
な
ん
ざ

暇
つ
ぶ
し
を
し
や
う
つ
て
来
た
ん
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
や
。
生
意
氣
な
事
を
ほ
ざ
く
様
だ

が
之
で
も
藝
術
々
々
つ
て
皆
ん
な
が
言
っ
て
る
も
の
を
聘
き
に
き
た
ん
だ
い
つ
て
、
た

ん
か
を
切
り
た
く
な
り
ま
す
。
大
分
横
道
へ
そ
れ
た
か
ら
元
へ
も
ど
つ
て
、
そ
の
意
味

に
於
て
ラ
ッ
フ
の
カ
ヴ
ア
チ
ナ
一
曲
弾
き
つ
放
し
て
さ
つ
さ
と
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
な

ん
か
は
敷
等
効
果
が
あ
る
。

ソ
ナ
タ
・
ク
ワ
シ
・
ウ
ナ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
、
作
品
第
二
十
七
番
ノ
第
二
、
曲
が
賓

に
巧
妙
に
出
来
て
る
な
あ
と
思
っ
て
聞
い
て
ゐ
る
。
演
奏
者
の
事
な
ど
忘
れ
て
し
ま

ふ。

1

お
つ
と
、
こ
れ
こ
そ
、
か
の
作
曲
者
と
演
奏
者
と
完
全
に
融
合
し
て
主
客
一

盟
の
境
地
だ
な
ど
早
合
貼
さ
れ
な
い
や
う
に
、
何
故
つ
て
、
演
奏
者
を
見
て
ゐ
る
と
だ

ね
、
そ
の
氣
取
っ
た
物
腰
が
何
う
に
も
斯
ふ
に
も
目
に
つ
い
て
僕
は
目
を
つ
ぶ
ら
ず
に

は
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
の
さ
。
憮
か
し
お
隣
り
の
人
は
僕
が
定
め
し
『
窓
か
ら
洩
れ
て
く

る
月
光
』
か
何
か
を
空
想
し
て
ゐ
る
ん
だ
と
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
が
曲
が
終
つ
て
彼

が
立
っ
た
時
そ
の
風
貌
が
思
っ
た
程
キ
ラ
ビ
ヤ
カ
で
な
く
髪
な
ど
も
至
極
無
雖
作
に
の

ば
し
て
お
い
た
所
が
一
寸
氣
に
入
っ
た
。
此
人
物
は
僕
に
丈
は
今
の
と
こ
ろ
小
さ
な
ス

〔

マ

マ

〕

フ
ィ
ン
ク
ス
だ
。
尤
も
そ
れ
に
は
他
の
わ
け
る
あ
る
。

ア
ダ
ヂ
オ
の
ト
リ
ッ
。
フ
ル
ノ
ー
ト
は
一
般
に
も
少
し
潤
澤
に
弾
け
さ
う
な
も
の
だ
と

思
ふ
が
何
う
か
、
そ
の
為
に
は
何
う
し
て
も
ペ
ダ
ル
を
餘
計
用
ひ
る
の
が
タ
ッ
チ
の
不

完
全
な
弾
琴
家
を
助
け
る
道
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ
が
こ
A

の
美
し
さ
は
か
つ
て
極
め

て
微
妙
な
ペ

ダ
リ
ン
グ
に
存
す
る
や
う
だ
。
シ
ャ
ー
マ
ー
版
な
ど
に
は
確
か
に
ペ
ダ
ル

の
自
由
採
用
を
許
し
且
原
曲
に
記
さ
れ
た
セ
ム
。
フ
レ
・
コ
ン
・
ソ
ル
デ
イ
ノ
ー
は
厳
守

す
る
に
及
ば
ず
と
注
を
し
て
ゐ
た
と
記
憶
す
る
が
、
そ
の
指
針
は
理
由
が
あ
る
と
思

ふ。

ピ
ア
ノ
潤
奏
。

二
部
に
入
っ
て
堺
嬢
の
メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
。
磨
き
の
か
A

つ
て
い
な
い
事
勿
論
だ
が

袂
の
短
い
事
氣
に
入
っ
た
。
（
尤
も
此
長
さ
は
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
す
る
と
僕
の
氣
の
せ
い
だ
）
六
ケ
敷
い
モ
デ
ュ
レ
ー
テ
ッ
ド
・

パ
ッ
セ

ー
ヂ
は
い

い
加
減
に
竪
を
出
し
て
引
込
む
。

次
は
椎
葉
嬢
の
ウ
エ
ー
ベ
ル
。

こ
れ
は
音
楽
學
校
第
一
の
先
生
の
伴

奏
だ
か
ら
僕
の
口
を
出
す
資
格
は
な
い
。
い
か
つ
い
鷹
の
や
う
な
目
と
鷲
の
や
う
な
鼻

の
横
に
し
よ
ん
ぼ
り
ひ
ざ
ま
づ
く
や
う
に
座
っ
た
小
娘
の
封
照
が
私
の
視
覺
を
喜
ば
せ

て
く
れ
た
。

二
重
唱
と
云
ふ
も
の
は
二
つ
の
音
磐
の
調
和
す
る
所
に
妙
味
が
あ
る
の
だ
と
い
ふ
事

は
よ
も
や
御
存
じ
な
い
事
も
あ
る
ま

い
。
特
に
最
初
の
中
は
河
原
さ
ん
と
般
若
さ
ん
と

は
そ
ぐ
は
な
か
っ
た
。
二
番
目
の
歌
の
時
は
、
三
度
や
六
度
の
連
績
が
多
か
っ
た
の
で

楽
だ
っ
た
故
か
歩
調
が
融
和
し
て
来
た
。
三
番
の
歌
に
到
つ
て
河
原
さ
ん
も
負
な
い
氣

に
な
っ
て
高
磐
を
張
り
上
げ
て
歌
っ
た
か
ら
何
う
や
ら
キ
ヤ
デ
ン
ツ
ア
は
二
人
の
磐
が

競
合
ひ
乍
ら
非
常
に
輝
か
し
い
効
果
を
現
じ
て
終
っ
た
。
全
閥
を
通
じ
て
般
若
さ
ん
が

も
少
し
遠
慮
す
る
事
に
よ
っ
て
曲
は
よ
り
聴
き
よ
く
な
っ
た
ら
う
と
思
ふ
。
何
っ
ち
か

と
云
へ
ば
般
若
さ
ん
の
も
少
し
で
こ
け
お
ど
し
に
も
堕
し
か
ね
な
い
磐
で
歌
ふ
歌
ひ
方

よ
り
多
少
内
容
の
充
賓
し
て
ゐ
る
河
原
さ
ん
の
方
を
と
る
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
林
君
は
無
難
に
弾
い
た
。
ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー
の
第
二
司
伴
楽
中

の
ロ
マ
ン
ス
は
澁
さ
の
黙
に
於
て
類
の
な
い
も
の
、
昔
調
、
平
日
程
の
妙
味
を
負
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
曲
、
極
め
て
う
ま
く
弾
か
な
け
れ
ば
少
し
も
面
白
く
な
い
と
云
ふ
曲

だ
。
林
君
は
之
だ
が
僕
の
望
む
よ
り
は
甘
っ
た
る
＜
弾
き
過
ぎ
た
。
そ
れ
は
兎
も
あ
れ

林
君
は
大
喝
采
を
得
た
。
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
な
ど
は
芝
居
の
忠
臣
蔵
と
同
様
弾
き
さ
へ
す

れ
ば
喝
采
を
博
す
事
受
合
だ
が
、
ウ
イ
氏
の
ロ
マ
ン
ス
が
大
喝
采
を
博
し
た
の
は
不
思

議
だ
と
思
っ
た
。
聘
衆
の
テ
ス
ト
が
高
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
學
校
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
の
姿
勢
が
何
う
も
ね
じ
れ
て
ゐ
て
少
し
も
堂
々
と

し
て
ゐ
な
い
。
何
う
も
大
曲
を
こ
な
す
と
云
ふ
に
は
土
憂
が
し
つ
か
り
し
て
ゐ
な
け
れ

ば
と
思
ふ
。

僕
の
な
ぐ
り
害
き
で
も
わ
か
る
だ
ら
ふ
、
そ
れ
は
決
し
て
カ
リ
カ
チ
ュ
ー
ア
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
。

最
後
の
合
唱
ー
此
曲
は
非
常
に
さ
つ
さ
と
清
ま
さ
れ
た
、
最
後
を
＜
A

る
為
め
に

は
兎
に
角
も
合
唱
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
髄
裁
上
仕
方
な

し
に
く
つ
付
け
た
と
云
は
ぬ
ば
か
り
|
ー
ぶ
へ
あ
つ
け
な
く
終
っ
た
時
痛
い
頭
を
か
A

ヘ
乍
ら
飛
出
た
。
外
氣
を
ぐ
つ
と
一
杯
吸
つ
て
空
を
見
る
と
灰
色
の
空
に
秋
の
雨
が
さ

さ
や
か
に
け
ぶ
つ
て
ゐ
た
。
美
術
館
の
前
を
通
る
と
、
黒
山
の
や
う
に
人
が
た
か
つ
て
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上
野
に
定
期
に
聞
か
れ
る
此
―
音
楽
會
は
全
般
か
ら
観
察
す
れ
ば
そ
の
演
奏
者
が
皆
若

い
連
中
で
あ
る
の
故
を
以
て
つ
ま
ら
な
い
も
の
だ
と
軽
々
し
く
看
過
し
て
し
ま
ふ
事
の

出
来
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
小
ぢ
ん
ま
り
し
て
全
碑
胆
の
間
に
他
に
見
ら
れ
な
い
テ

イ
ー
ム
ウ
オ
ー
ク
が
と
れ
て
ゐ
る
所
に
、
他
で
は
聴
か
れ
な
い
大
合
唱
を
き
く
事
の
出

＊
 

＊
 

＊
 

何
か
見
つ
め
て
ゐ
る
。
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ッ
チ
の
報
告
板
だ
。
試
合
は
八
回
目
で
明
大

攻
撃
の
所
。
ボ
ー
ル
ド
の
上
を
白
い
玉
が
ご
ろ
ノ
＼
動
く
、
ス
リ
ー
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ア

ウ
ト
、
次
の
バ
ッ
タ
ー
水
上
君
！
仲
々
面
白
い
。

暫
く
見
て
ゐ
る
中
に
明
大
の
安
打
純

出
で
早
大
の
混
馘
に
陥
る
所
、
手
に
取
る
や
う
に
わ
か
る
。
此
慮
に
は
五
分
間
前
迄
僕

の
島
し
て
ゐ
た
世
間
と
は
全
く
別
な
世
界
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
何
っ
ち
の
世
界
で
も
人

人
は
同
様
の
熱
中
で
耳
を
屹
て
A

ゐ
る
。
此
慮
の
世
界
も
仲
々
楡
快
だ
、
此
慮
に
は
深

〔

マ

マ

〕

い
も
の
や
、
氣
高
い
も
の
も
な
い
が
そ
の
代
り
偽
慢
と
虚
飾
が
な
い
。
僕
は
ゆ

つ
く
り

と
こ
A

で
紳
罷
を
解
放
し
て
頭
の
痛
み
を
治
療
し
て
ゐ
る
と
、
い
つ
の
ま
に
か
僕
の
前

に
肥
満
し
た
紳
士
が
立
つ
て
ゐ
る
。
彼
の
右
手
に
は
最
近
刊
行
の
一

園
本
|
|
'
僕
の
観

察
が
間
違
っ
て
ゐ
た
ら
御
注
意
下
さ
い
。
僕
は
恥
し
い
乍
ら
一
園
本
の
募
集
に
應
じ
な

か
っ
た
か
ら
何
ん
な
も
の
が
出
て
る
か
よ
く
知
ら
な
い
ん
だ
。
だ
が
、

『ボ

ワ
リ
ー
夫

人
』
と
云
ふ
文
字
を
確
か
に
そ
の
背
に
僕
は
讀
ん
で
と
っ
た
、
だ
が
表
装
と
中
味
が
異

つ
て
ゐ
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
中
味
こ
そ
一
園
本
だ
と
云
ふ
推
定
は
誤
ら
な
い
つ
も
り

〔

マ

マ

〕

だ
。
さ
て
そ
の
左
手
に
は
と
見
る
と
此
れ
は
又
以
外
、
彼
の
左
手
の
下
に
は
ペ
ン
の
打

〔

マ

マ

〕

違
の
徽
章
を
つ
け
た
少
年
が
抱
擁
さ
れ
て
ゐ
る
、

1

衆
人
遠
視
の
中
で
。
何
う
も
見

覺
へ
あ
る
後
姿
だ
と
思
っ
た
の
も
道
理
。
此
紳
士
は
誰
あ
ら
ふ
十
分
間
前
に
僕
の
目
の

前
で
ヘ
ン
デ
ル
の
聖
歌
を
指
揮
し
た

0
赦
授
で
は
な
い
か
。
さ
て
こ
そ
ペ
ン
の
ぶ
っ
ち

が
ひ
も
解
せ
た
が
解
せ
な
い
の
は
そ
の
醜
態
ー
ー
ー
醜
態
で
な
け
れ
ば
子
弟
間
の
こ
ま
や

か
な
愛
情
の
表
現
だ
っ
た
。
そ
れ
が
一
音
楽
家
の
無
邪
氣
な
勿
髄
を
振
り
捨
て
た
氣
軽
さ

か
ら
来
て
ゐ
る
の
か
、
は
た
ま
た
一
音
楽
家
の
だ
ら
し
な
さ
、
廿
っ
た
る
さ
或
は
懐
柔
政

策
か
ら
来
て
ゐ
る
の
か
知
る
由
も
な
い
が
門
外
漢
の
僕
見
た
い
な
も
の
か
ら
見
る
と
得

て
後
者
に
解
し
易
い
。
誤
解
を
ま
ね
く
の
は
つ
ま
ら
な
い
か
ら
誰
か
生
徒
に
注
意
し
て

上
げ
る
と
い
A

と
思
ふ
。
早
大
の
惨
敗
が
宜
告
さ
れ
た
時
、
落
目
に
な
る
と
あ
A

も
み

じ
め
な
も
の
か
な
あ
と
感
慨
に
浸
り
乍
ら
群
集
に
押
さ
れ
て
停
車
場
へ
と
急
い
だ
。

四
来
る
と
云
ふ
―
つ
の
大
き
な
と
り
柄
の
外
の
も
―
つ
の
意
義
が
あ
る
。
又
更
に
吾
等
の

興
味
を
引
く
所
以
は
即
＇
~
之
藝
術
の
諸
方
面
に
痛
感
す
る
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま

た
藝
術
と
云
ふ
事
の
中
に
潜
む
説
明
す
べ
か
ら
ざ
る
妙
味
で
あ
る
が
1

荒
け
づ
り
の

情
趣
、
生
地
そ
の
儘
の
魅
力
、
飾
り
つ
け
の
な
い
生
一
本
に
あ
る
。
だ
か
ら
下
手
に
本

氣
を
見
せ
や
う
と
か
技
巧
の
達
者
を
鼻
に
か
け
た
と
云
っ
た
や
う
な
風
な
の
は
此
學
校

で
見
や
う
と
要
求
し
な
い
と
同
時
に
見
ま
い
と
精
進
す
る
覺
悟
を
持
つ
べ
き
だ
。

（
『
月
刊
榮
譜
』
第
十
六
巻
第
十
二
号
、
昭
和
二
年
、
五
一
―

-
l五
六
頁
）

（口）（，，ヽ）

指
揮
者
シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ツ
。
フ

第
五
十
三
回
定
期
演
奏
会

ハ
レ
ル
ー
ヤ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
カ

三
つ
の
小
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ラ

ヴ

三
つ
の
夜
曲
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ド
ビ
ュ

雄
鶏
の
舞
踏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ニ
ー

昭
和
二
年
十
二
月
十
七
日
、
十
八
日

交
響

楽

（

第

二

番

）

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

無
伴
奏
混
磐
合
唱
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
合
唱
者
生
徒

い
―
―
―
つ
の
牧
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
作

ル

ダ

ー

ラ

作

ェ

ル

作

ッ

シ

ー

作
ン

作

〔
こ
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
原
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
解
説
書
か
ら
作
成

し

た。〕

演
奏
曲
目
解
説
及
歌
詞
〔
歌
詞
は
マ
ド
リ
ガ
ー
レ
の
み
〕

一

交

響

楽

（

第

二

番

）

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

ブ
ラ
ー
ム
ス
(
J
o
h
a
n
n
e
s
B
r
a
h
m
s
 1
8
3
3
|
1
8
9
7
)
の
此
曲
は
彼
の
第
一

交
響
楽

が
現
は
れ
て
か
ら
僅
か
一
年
程
後
に
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
閥
の
特
性
に
於
て
著
し

く
異
り
、

第
一
が
闘
手
の
生
活
を
表
は
す
に
反
し
て
、
此
は
享
楽
の
生
活
を
示
し
て
ゐ

る
。第

一
章
（
二
長
調
四
分
三
拍
子
の
過
度
な
ら
ざ
る
快
速
調
）
は
牧
民
的
の
輩
純
と
平

ル

ゼ
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無
伴
奏
混
盤
合
唱

三

つ

の

牧

歌

パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
作

和
と
に
充
ち
た
曲
で
、

最
初
の
主
想
は
ホ

ル
ン
と
木
管
の
封
話
と
し
て
表
は
れ
甚
だ
旋

律
的
で
あ
る
。
此
の
主
想
は
第
二
小
節
か
ら
始
ま
る
が
そ
の
前
の
最
初
の
三
年
日
は
極
め

て
重
要
な
も
の
で
、
此
章
の
み
な
ら
ず
凡
て
の
章
に
愛
形
し
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

セ

ロ
と
ヴ
ィ
オ
ラ
に
よ
っ
て
歌
は
れ
る
嬰

へ
短
調
の
第
二
主
想
は
極
め
て
優
美
で
、
彼
の

敬
慕
し
た
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
の
餘
韻
を
博
へ
て
ゐ
る
。
開
展
部
は
前
の
部
分
よ
り
も
熱

情
的
で
暫
く
牧
民
的
の
特
性
か
ら
離
れ
る
が
、
そ
れ
も
や
が
て
鎮
静
に
鱚
し
て
第
一
主

想
が
此
度
は
オ
ー
ボ
エ
に
現
は
れ
曲
は
平
和
に
進
行
し
て
尾
句
（
コ
ー
ダ
）
に
達
す

る
。
尾
句
は
此
の
章
の
最
も
美
し
い
部
分
で
、
ホ
ル
ン
の
獨
奏
が
殊
に
人
耳
を
惹
く
。

第
二
章
（
口
長
調
四
分
四
拍
子
の
過
度
な
ら
ざ
る
緩
徐
調
）
は
セ
ロ
の
奏
す
る
幅
廣

き
主
想
で
始
り
概
し
て
沈
ん
だ
氣
分
を
示
し
て
ゐ
る
。
中
頃
八
分
十
二
拍
子
の
優
美
な

舞
踏
調
に
移
つ
て
稽
快
活
に
な
る
が
、
曲
は
間
も
な
く

口
短
調
の
熱
情
的
な
一
節
に
進

み、

次
で
最
初
の
静
か
な
主
想
に
鱚

つ
て
弱
奏
に
終
る
。

第
三
章
（
卜
長
調
四
分
三
拍
子
の
優
美
な
稽
快
速
調
）
は
極
め
て
爽
快
な
曲
で
古
い

園
舞
曲
（
レ
ン
ド
レ
ル
）
に
類
す
る
輩
純
な
牧
民
的
の
主
想
で
始
り
、
や
が
て
此
の
主

想
の
愛
形
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
四
分
二
拍
子
の
最
急
調
（
。
フ

レ
ス
ト
）

に
進
む
。
此
慮

は
ト
リ
オ
と
も
言
ふ
べ
き
部
分
で
、
こ
れ
を
終
る
後
に
最
初
の
テ
ン
ボ
が
若
干
の
愛
化

を
以
て
現
は
れ
る
が
、
曲
は
間
も
な
く
第
二
の
ト
リ
オ
（
今
度
は
八
分
三
拍
子
の
最
急

調
）
に
進
み
前
の
ト
リ
オ
と
同
様
の
ユ
ー
モ
ア
と
活
氣
と
を
示
す
。
最
後
は
初
の
梢
快

速
調
の
反
復
を
以
て
終
る
。

終
章

（活
氣
あ
る
快
速
調
、
二

長
調
二
分
二
拍
子
）
は
ハ
イ
ド
ン
の
交
響
楽
を
思
は

せ
る
や
う
な
陽
氣
な
氣
分
に
充
ち
て
ゐ
る
。
主
想
は
最
初
弱
奏
で
起
る
が
、
や
が
て
複

雑
な
愛
化
を
表
し
つ
A

全
力
を
以
て
現
は
れ
、
次
で
純
過
的
の
一
節
を
越
え
て
快
い
イ

長
調
の
第
二
主
想
に
達
す
る
。
此
慮
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
好
ん
で
用
ひ
る
六
度
や
三
度
の

晋
程
に
富
ん
で
ゐ
る
。
開
展
部
に
於
て
は
嬰
へ
長
調
の
快
く
夢
み
る
如
き
一
節
が
殊
に

耳
を
惹
く
が
、
や
が
て
曲
は
反
復
部
に
移
り
績
い
て
第

一
章
と
同
じ
様
に

コ
ー
ダ
に
進

ん
で
最
後
は
激
し
い
歓
喜
を
表
は
し
て
終
る
。

＇ 

0
 M
u
tter 
voll 
E
r
b
a
r
m
e
n
 

M
a
d
ri
g

a
l
e
 

ロ
ー
マ
の
東
南
な
る。ハ

レ
ス
ト
リ
ー
ナ
市
に
生
れ
た
為
に
、
通
例
其
名
を
以
て
呼
ば

れ
て
ゐ
る
ピ
エ
ル
ル
イ
ジ
、
サ
ン
テ

(
Pi
e
rlui

g

i

S
a
nt
e
 d
a
 P
a
l
est
ri
n
a
 1
5
2
6

|
1
5
 

9
4
)

は
十
六
世
紀
に
於
け
る
最
大
の
作
曲
家
で
、
此
の
世
紀
の
末
に
ロ
ー
マ
の
サ
ン
、
ペ

ト
ロ
教
會
の
楽
長
と
し
て
世
を
去
り
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の

一
部
に
葬
ら
れ
た
。
僧
位
を
持

た
な
か
っ
た
彼
が
大
憎
正
に
等
し
い
此
の
證
遇
を
受
け
た
の
は
彼
の
宗
教
楽
に
於
け
る

功
績
の
偉
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
、

羅
馬
赦
會
の
為
に
未
曾
有
の
感
動
力
あ

る
幾
多
の
歌
曲
を
献
げ
た
か
ら
で
あ
る
。

1

然
し
今
日
演
奏
せ
ら
れ
る
三
曲
は
、
こ

の
方
面
に
於
け
る
作
品
で
は
な
い
。
彼
が
俗
楽
の
作
家
と
し
て
遺
し
た
傑
作
で
あ
る
。

マ
ド
リ
ガ
ル
は
元
輩
純
な
牧
民
の
歌
で
あ
っ
た
が
、
十
六
世
紀
の
中
頃
か
ら
高
尚
な
封

位
法
の
技
巧
を
加
へ
た
無
伴
奏
の
槃
楽
曲
と
し
て
流
行
し
、
知
名
の
作
家
が
競
つ
て
之

れ
の
創
作
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

常
時
の
マ
ド
リ
ガ
ル
の
歌
詞
は
上
品
な
愛
の
歌
で
、

曲
譜
は
模
倣
式
の
部
分
と
輩
純
な
昔
符
封
昔
符
式
の
部
分
と
の
交
代
す
る
こ
と
を
特
徴

と
し
て
ゐ
る
。
（
本
演
奏
の
諸
曲
も
そ
の
例
に
洩
れ
な
い
）

第

一
の
曲
は
伊
太
利
の
原
歌
詞
で
は
地
上
の
虐
女
に
封
す
る
讃
美
と
感
謝
の
意
を
述

べ
て
ゐ
る
が
、
今
日
用
ひ
る
獨
語
の
歌
詞
で
は
神
聖
な
る
天
の
女
王
の
證
讃
に
な

っ
て

ゐ
る
。
然
し
此
の
曲
は
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の
マ
ド
リ
ガ
ル
の
中
で
も
宗
教
的
色
彩
に
富

ん
だ
初
期
の
作
品
ゆ
ゑ
獨
語
の
歌
詞
で
も
掌
嵌
る
の
で
あ
ら
う
。
歌
詞
は
マ
リ
ア
の
慈

悲
に
よ
っ
て
慰
藉
と
勇
氣
と
希
望
と
を
得
た
る
を
感
謝
し
、
こ
れ
に
封
し
て
震
魂
と
誠

意
と
を
献
ぐ
る
意
を
述
べ
て
ゐ
る
。
次
の
二
曲
は
共
に
愛
の
歌
で
、
第
二
の
大
意
は
眩

き
光
眼
を
射
て
心
の
奥
に
圏
ら
ざ
る
快
楽
と
苦
悩
を
覺
え
た
る

こ
と
を
の
べ
、
不
思
議

に
燃
え
た
る
此
の
情
熱
は

一
に
彼
女
の
美
し
さ
よ
り
来
れ
り
と
結
ん
で
ゐ
る
。
第
三
は

愛
す
る
人
の
世
に
た
ぐ
ひ
な
き
優
し
さ
を
柄
へ

、
汝
は
月
の
如
く
星
の
如
く
日
光
の
如

く
に
暗
を
照
す
と
述
べ
て
ゐ
る
。

パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の
曲
は
旋
律
も
和
槃
も
全
く
中
世
の
数
會
旋
法
に
終
始
し
て
ゐ
る

の
で
極
め
て
古
雅
に
聞
え
る
。
和
音
は
箪
純
な
普
通
和
昔
に
富
み
、
不
協
和
―H日
は
細
心

の
注
意
を
以
て
和
げ
ら
れ
て
ゐ
る
為
に
凡
て
が
純
粋
に
園
満
に
平
和
に
響
く。
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ハ

レ

ル

ー

ヤ

カ

ル

ダ

ー

ラ

作

カ
ル
ダ
ー
ラ

(
A
n
to
n
io
C
a
l
d
a
r
a
 
1
6
7
0
1
1
7
3
6
)
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ヤ
に
生
れ
、
レ
グ

レ
ン
チ
に
學
び
種
々
の
閲
歴
を
罷
て
ヴ
ィ
ー
ン
宮
廷
の
第
二
楽
長
に
な
っ
た
人
で
、
彼

の
時
代
に
は
極
め
て
有
名
な
又
多
作
の
音
楽
家
で
あ
っ
た
。
本
演
奏
の
曲
は
天
の
女
皇

(
R
e
gin
a
 cael
i
)
に
主
の
復
活
を
祝
し
最
後
に
之
に
祈
疇
す
る
羅
馬
薔
敦
楽
の

で
、
美
し
い
楽
想
に
基
い

て
模
倣
式
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。

―

―

―

つ

の

小

歌

ラ

ヴ

ェ

ル

作

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
印
象
主
義
の
感
化
を
受
け
て
而
も
箇
性
を
猿
揮
し
た
現
代
佛
蘭
西

の
作
曲
家
中
、
最
も
成
功
し
た
者
は
ラ
ヴ
ェ
ル

(
M
a
u
r
ic
e
R
a
v
e
l
 
1
8
7
5
|
)
で
あ
る
。

彼
は
ピ
レ
ネ
ー
州
に
生
れ
、
幼
時
か
ら
パ
リ
に
定
住
し
十
四
歳
で
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト

ワ
ー
ル
に
入
り
、
二
十
二
歳
か
ら
ジ
ェ
ダ
ル
ジ
ュ
と
フ
ォ
ー
レ
に
就
て
作
曲
を
學
ん

だ
。
。
フ
リ
ュ
ニ
エ
ー
ル
の
説
に
従
へ
ば
「
彼
は
前
者
か
ら
は
確
賓
な
技
術
を
受
け
後
者

か
ら
は
優
れ
た
忠
告
を
得
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
彼
は
フ
ォ
ー
レ
の
如
く
に
古
典
的

形
式
と
非
凡
な
狡
明
力
と
を
結
合
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
彼
は
又
シ
ャ
ブ
リ
エ
の
感
化

を
も
受
け
、
サ
テ
ィ
ー
の
作
品
に
よ
っ
て
非
常
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
。
シ
ャ
ブ
リ
エ
と
フ

ォ
ー
レ
と
サ
テ
ィ
ー
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
以
上
に
彼
の
人
格
に
影
響
し
た
人
々
で
あ
る
。
」

ラ
ヴ
ェ
ル
の
諸
作
中
最
も
廣
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
ピ
ア
ノ
楽
で
あ
る
が
小
歌
、

室
楽
、
管
絃
楽
、
劇
楽
の
方
面
に
も
そ
れ
／
＼
箇
性
あ
る
名
作
を
出
し
た
。
本
演
奏
の

小
歌
は
一
九
一
六
年
に
出
た
も
の
で
、
詞
曲
共
に
彼
自
身
の
作
で
あ
る
。
古
い
小
歌
と

二
十
世
紀
の
大
謄
と
を
混
合
し
た
や
う
な
曲
で

ユ
ー
マ
ー
と
快
活
と
敏
感
と
を
同
時
に

含
ん
で
ゐ
る
。
歌
意
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一

日

の
暮
れ
方
に
ニ
コ
レ
ッ
ト
は
、
小
菊
、
水
仙
、
鈴
蘭
を
摘
み
に
、
牧
場
の
中

を
さ
ま
よ
っ
た
。
嬉
し
さ
う
に
飛
び
は
ね
て
、
諸
慮
方
々
を
覗
き
な
が
ら
。

古
狼
が
唸
つ
て
来
た
、
毛
を
逆
立
て
A

目
を
光
ら
せ
て
、
「
お
い
お
い
一
寸
二

コ
レ
ッ
ト
、
お
ば
ゞ
の
虞
へ
寄
ら
な
い
か
」
息
を
切
ら
し
て
ニ
コ
レ
ッ
ト
は
帽
子

も
白
靴
も
捨
て
A

逃
げ
た
。

綺
麗
な
小
姓
が
や
つ
て
来
た
。
青
い
靴
下
、
鼠
の
上
衣
「
お
い
お
い
一
寸
ニ
コ

レ
ッ
ト
、
や
さ
し
い
お
連
れ
が
ほ
し
く
は
な
い
か
」

賢
い
、
そ
れ
を
振
り
す
て

て
、
く
や
し
さ
う
に
の
ろ
／
＼
と
、
哀
れ
や
ニ
コ
レ
ッ
ト
は
立
ち
去
っ
た
。

し
ら
が
の
お
殿
様
が
来
た
、
蓋
め
面
の
厭
や
な
ふ
と
っ

ち
よ
「
お
い
お
い
お
と

な
し
い
ニ
コ
レ
ッ
ト
、
こ
の
金
み
ん
な
く
れ
よ
う
か
」
急
い
で
腕
に
と
び
つ
い

て
、
あ
A

お
と
な
し
い
ニ
コ
レ
ッ
ト
は
、
そ
れ
き
り
牧
場
へ
来
な
か
っ
た
。
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二
極
楽
の
綺
麗
な
鳥
が
一
―
―
蒻
（
私
の
つ
れ
は
い
く
さ
へ
行
っ
た
）
極
楽
の
綺
麗
な

鳥
が
三
蒻
、
こ
っ
ち
の
方
へ
飛
ん
で
来
た
。

一
番
目
の
は
空
よ
り
青
い
（
私
の

つ

れ
は
軍
へ
い
っ
た
）
、
二
番
目
の
は
白
雪
の
色
、
三
番
目
の
は
深
紅
の
赤
。
「
極
楽

の
綺
麗
な
小
鳥
、
何
を
こ
A

へ
持
つ
て
来
た
の
」
「
目
に
青
色
を
持
つ

て
来
た
。

（
お
前
の
お
つ
れ
は
軍
へ
行
っ
た
）
」
「
わ
た
し
は
綺
麗
な
額
に
と
、
白
雪
の

色

を

持
つ
て
来
た
。
そ
れ
よ
り
も
清
い
口
づ
け
を
、
人
に
や
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ぬ
。
」

「
極
楽
の
深
紅
の
鳥
（
私
の
つ
れ
は
軍
へ
行
っ

た
）
何
を
お
前
は
持
つ
て
来
た
の
」

「
員
赤
な
員
赤
な
誠
の
心
」
（
お
前
の
お
連
れ
は
軍
へ
行
っ
た
）
「
私
の
心
は
冷
め

て
来
た
。
こ
れ
も
つ
い
で
に
持
つ
て
行
っ
て
お
く
れ
。
」

三
老
婆
「
オ
ル
モ
ー
ン
ド
の
森
へ
は
行
く
な
。
若
い
娘
よ
、
森
へ
は
行
く
な
。
サ

テ
ィ
ー
ル
、
サ
ン
ト
ー
ル
、
魔
法
使
ひ
、
お
化
け
や
鬼
が
敷
々
居
る
ぞ
よ
。
」
老
爺

「
オ
ル
モ
ー
ン
ド
の
森
へ
は
行
く
な
。
若
き
を
の
子
よ
森
へ
は
行
く
な
。
女
の
フ

ォ
ー
ヌ
、
バ
ッ
カ
ス
の
巫
女
、
鬼
女
の
た
ぐ
ひ
が
敷
々
居
る
ぞ
。
」

娘
「
も
う
あ
の
森
へ
は
行
き
ま
せ
ぬ
」
男
子
「
決
し
て
あ
そ
こ
へ
は
も
う
行
か

ぬ
」
雨
者
「
お
化
け
も
鬼
も
も
う
居
ら
ぬ
。
愚
な
婆
や
、
愚
な
爺
が
追
ひ
彿
つ
て

し
ま
っ
た
も
の
。」

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
作

三

三

つ

の

夜

曲

昔
楽
に
於
け
る
印
象
派
の
創
始
者
と
し
て
全
欧
の
＿
音
楽
に
大
感
化
を
及
ぼ
し
た
ド
ビ

ュ
ッ
シ
ー

(
C
l
a
u
d
e
D
e
b
u
s
s
y
 1
8
6
2
|
1
9
1
8
)

は
十
一
歳
の
時
。
ハ
リ
の
コ
ン
セ
ル
ヴ

ア
ト
ワ
ー
ル
に
入
學
し
、
一
八
八
三
年
羅
馬
賞
を
得
て
南
欧
の
首
都
に
赴
い
た
が
、
此

の
留
學
中
に
彼
は
自
己
の
藝
術
に
就
て
反
省
し
た
結
果
、
今
迄
學
ん
だ
凡
て
の
法
式
を

忘
れ
て
新
に
彼
の
氣
質
を
満
足
さ
せ
る
法
則
を
猿
見
し
よ
う
と
思
ひ
立

っ
た
。
パ

リ
に

饉
つ
て
か
ら
の
彼
は
文
學
的
敦
養
を
得
よ
う
と
志
し
、
象
徴
派
の
詩
人
マ
ラ
ル
メ
の
家

に
出
入
し
て
其
虚
に
集
ま
る
文
士
蜜
家
等
の
封
話
を
聘
い
た
が
、
こ
れ
が
刺
激
と
な
っ

て
彼
は
印
象
派
の
方
法
に
類
す
る
様
式
を
―
音
楽
に
創
始
し
た
い
と
の
希
堂
を
起
し
遂
に

そ
れ
を
賓
現
し
た
。
彼
は
在
来
の
音
楽
に
見
る
様
な
論
理
的
な
「
開
展
」
を
避
け
、

「
調
」
の
表
示
に
開
す
る
厳
し
い
束
縛
を
寛
に
し
、
叉
和
槃

と
い
ふ
も
の
を
重
に
色
彩

的
効
果
の
為
に
利
用
す
る
等
の
新
手
段
に
よ
っ
て
、
諭
蜜
に
於
け
る
印
象
派
や
文
藝
に

於
け
る
象
徴
派
の
作
に
類
す
る
徹
妙
な
感
覺
美
や
夢
幻
的
な
氣
分
を
作
り
出
す
こ
と
に

成
功
し
た
の
で
あ
る
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
音
楽
に
於
け
る
獨
創
は
凡
て
此
の
根
本
観
念

の
賓
現
と
撰
張
と
に
外
な
ら
ぬ
。
彼
が
こ
の
革
命
的
方
法
を
試
み
た
最
初
の
曲
は
一
八

九
二
年
作
の
有
名
な
前
奏
曲
「
フ
ォ

ー
ヌ
の
午
後
」
で
、
そ
れ
以
来
音
楽
の
種
々
の
部

門
に
こ
の
新
様
式
を
開
拓
し
た
。
今
日
演
奏
す
る
三
曲
は
一
八
九
八
年
に
出
た
も
の
で

作
者
自
身
が
此
の
曲
に
輿
へ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
意
繹
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
夜
の
曲
」
と
い
ふ
題
は
此
虞
で
は
寧
ろ
一
般
的
な
殊
に
装
飾
的
な
意
味
で
用
ひ
た

つ
も
り
で
あ
る
。
即
ち
「
夜
の
曲
」
の
形
式
に
は
開
係
な
く
て
愛
化
あ
る
印
象
や
特
殊

の
光
に
就
て
こ
の
語
の
含
む
萬
事
に
開
係
し
て
ゐ
る
。

「
雲
」
（
N
u
a
g
e
s
)
は
不
愛
な
空
の
外
観
と
白
味
が
A

つ
た
灰
色
の
悶
え
の
中
に
散
つ

て
行
く
雲
の
緩
か
な
厳
か
な
進
行
。

「
祭
」

(
F
et
e
s
)

大
氣
の
中
に
舞
踏
す
る
運
動
、
リ
ヅ
ム
、
と
突
然
の
光
の
破
裂
。
又

祭
の
中
を
通
過
し
て
之
れ
と
入
り
ま
ざ
る
行
列
（
眩
い
全
然
観
念
的
の
幻
象
）
の
一
挿

節
も
あ
る
。
然
し
重
な
思
想
や
主
眼
は
あ
く
ま
で
も
同
一
に
止
る
の
で
あ
っ
て
1

常

に
祭
と
そ
れ
の
―
つ
に
溶
け
合
っ
た
音
楽
ー
ー
ー
萬
物
の
普
遍
の
リ
ヅ
ム
に
参
加
す
る
輝

け
る
塵
゜

「
シ
レ
ー
ヌ
」
（
S
i

r
e
n
e
s
)

海
と
そ
れ
の
無
敷
の
リ
ヅ
ム
、
次
に
月
光
を
浴
び
た
大
浪

の
中
に
シ
レ
ー
ヌ
の
紳
秘
の
歌
が
聞
え
る
。
そ
れ
は
笑
っ
て
消
え
る
。
（
以
上
）

シ
レ
ー
ヌ
は
希
騰
紳
話
に
博
は
る
海
の
女
神
で
、
妙
へ
な
る
歌
に
航
海
者
を
誘
つ
て

彼
等
を
破
滅
に
陥
れ
た
と
い
ふ
が
、
其
の
敷
や
名
や
住
む
海
岸
な
ど
の
事
は
直
々
に
記

さ
れ
て
ゐ
る
。
又
ど
ん
な
歌
を
歌
っ
た
か
は
少
し
も
分
ら
な
い
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
八

つ
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
と
八
つ
の
メ
ッ
ゾ
、
ソ
。フ
ラ
ノ
を
用
ひ
、
歌
詞
な
し
の
合
唱
で
彼
等
の

歌
を
表
は
し
て
ゐ
る
。

四

雄

鶏

の

舞

踏

ニ

ー

ル

ゼ

ン

作

現
代
北
欧
作
曲
家
中
の
第
一
流
に
敷
へ
ら
れ
る
ニ
ー
ル
ゼ
ン
(
C
a
r
l
Ni
e
l
s
e
n

i8
6
4

ー
）
は
丁
抹
オ
ウ
デ
ン
ゼ
ー
の
附
近
に
生
れ
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
父
は

彼
の
音
楽
趣
味
を
認
め
て
彼
を
軍
隊
の
劇
夙
手
に
な
ら
せ
た
が
、
其
頃
作
っ
た
彼
の
曲

が
ガ
ー
デ
に
認
め
ら
れ
、
彼
の
世
話
で
王
立
―
音
楽
院
に
入
學
し
非
常
な
進
歩
を
遂
げ
、
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賓

去
る
師
走
も
半
ば
に
催
さ
れ
た
音
楽
純
本
山
の
演
奏
會
に
赴
い
た
。
秋
季
と
い
ひ
た

い
所
だ
が
十
二
月
へ
入
っ
て
の
事
だ
か
ら
秋
と
云
う
銘
を
打
つ
事
も
な
ら
ず
そ
れ
か
と

云
つ
て
忘
年
演
奏
會
と
言
ふ
わ
け
に
も
行
か
ず
唯
の
演
奏
に
な
つ
て
し
ま
っ
た
。
何
故

こ
ん
な
妙
な
時
季
に
し
た
か
と
云
ふ
理
由
は
遥
に
洩
れ
承
る
所
に
よ
れ
ば
練
習
思
は
し

か
ら
ず
、
完
成
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
に
あ
る
ら
し
い
。
演
奏
を
聴
い
て
見
て
始
め
て
そ

の
理
由
が
わ
か
っ
た
。

今
日
は
定
刻
を
間
違
へ
て
出
掛
け
た
の
で
開
會
に
間
に
合
は
ず
、
お
影
で
、
常
な
ら

ば
黄
金
山
下
雨
霰
と
降
り
し
き
る
モ
ガ
・
モ
ボ
の
視
線
に
も
見
舞
は
れ
ず
開
城
後
の
旅

傾
口
の
や
う
な
氣
の
す
る
純
本
山
の
門
を
く
ゞ
っ
た
。
辻
り
込
む
と
曲
は
只
今
ブ
ラ
ー

ム
ス
交
響
楽
の
最
中
で
あ
る
。
靴
の
主
日
を
遠
慮
し
て
遠
く
か
ら
も
れ
る
楽
の
立
日
に
耳
を

傾
け
る
と
仲
々
奇
麗
だ
。
遠
昔
と
云
ふ
も
の
は
賓
に
い
A
。
季
日
が
遠
く
で
微
か
だ
と
聞

く
方
の
耳
は
、
却
つ
て
緊
張
す
る
。
耳
は
敵
だ
て
ね
ば
い
け
な
い
も
の
だ
。
グ
ワ
ー
ツ

と
響
い
て
来
る
昔
を
た
ゞ
聞
き
流
し
て
ゐ
る
の
は
味
を
汲
み
と
る
と
云
ふ
や
り
方
で
な

い
。
多
少
漠
然
と
来
る
知
覺
が
ー
ー
↓
て
の
説
明
の
仕
方
は
如
何
に
も
せ
よ
ー
ー
ー
一
等
美

を
含
み
易
か
ら
し
め
る
や
う
に
思
へ
る
。
あ
ら
探
し
は
又
別
だ
。
そ
れ
の
第
に
は
是
非

近
い
所
で
手
に
取
る
や
う
に
す
る
に
限
る
。
つ
ま
り
こ
れ
が
ぼ
ん
や
り
窟
員
（
一
名
藝

術
窟
員
）
の
好
か
れ
る
理
由
と
共
通
で
あ
る
。
時
に
は
一
園
券
の
席
の
方
が
三
園
券
の

席
よ
り
藝
術
的
に
観
賞
出
来
る
と
云
ふ
や
う
な
事
が
往
々
あ
る
。
そ
し
て
観
照
享
楽
の

為
と
批
評
あ
ら
探
が
し
の
為
め
で
は
聰
者
の
位
置
は
む
し
ろ
反
封
に
な
っ
て
く
べ
き
も

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

上
野
に
聰
く
の
記
（
十
二
月
）

山

田

一
八
八
九
年
か
ら
王
室
楽
部
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
畢
げ
ら
れ
、
十
餘
年
の
間
此
の

職
に
止
ま
っ
た
。
彼
の
園
熟
の
諸
作
が
現
は
れ
始
め
た
の
は
此
頃
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ー

ル
ゼ
ン
は
同
國
の
批
評
家
ハ
ン
メ
ル
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
全
く
近
代
的
の
人
で
あ
る
が
特

に
一
派
に
鴬
す
る
こ
と
は
な
い
。
堅
賓
な
封
位
法
の
基
礎
の
上
に
築
か
れ
た
彼
の
音
楽

は
藝
術
的
精
紳
と
獨
異
の
智
的
雰
園
氣
に
充
た
さ
れ
て
ゐ
る
。
本
演
奏
の
曲
は
喜
歌
劇

「
椴
装
舞
踏
會
」
中
の
一
舞
踏
曲
で
著
し
＜
ユ
ー
マ
ー
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

の
だ
と
い
ふ
餘
計
な
議
論
を
つ
け
加
へ
て
更
に
曲
の
進
行
を
は
か
ら
ふ
。
僕
の
聴
い
て

ゐ
る
所
は
第
三
楽
章
ア
レ
グ
ロ
ー
グ
ラ
ジ
オ
ソ
ー
、
ク
ワ
シ
・
ア
ン
ダ
ン
テ
、
で
あ
っ

た
の
で
曲
は
間
も
な
く
。
フ
レ
ス
ト
ー
か
ら
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
入
り
暫
く
し
て
拍
手
が
起
つ

〔

マ

マ

〕

た
。
多
分
上
出
来
だ
っ
た
の
だ
ら
ふ
。
遠
昔
は
『
妙
な
る
楽
の
幸
日
』
に
終
止
し
て
ゐ
た

の
で
詳
細
か
い
事
は
わ
か
ら
な
い
。

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
演
奏
は
割
合
に
目
づ
ら
し
く
（
レ
コ
ー
ド
に
は
入
っ
て
ゐ
る
が
）
面

白
く
罷
か
れ
て
い
A

も
の
だ
と
思
ふ
。
併
し
、
今
日
の
聴
き
も
の
は
曲
そ
の
も
の
A

債

値
か
ら
で
な
く
試
み
の
上
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
第
二
曲
以
後
に
注
目
と
期
待
を
よ
り
多

く
掛
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ら
ふ
。
郡
第
二
曲
は
多
少
歴
史
的
封
照
（
分
類
と
云
ふ
に

は
餘
り
に
散
漫
に
過
ぎ
る
か
ら
）
を
顧
慮
し
て
配
列
さ
れ
て
ゐ
る
し
、
第
三
曲
、
第
四

曲
は
共
に
近
代
派
作
家
を
殊
に
集
め
て
ゐ
る
。
勿
論
ド
ビ
ュ
ッ
ス
イ
や
ラ
ヴ
ェ
ル
の
名

は
吾
々
に
と
つ
て
巳
に
新
し
い
名
で
も
何
で
も
な
い
が
賓
際
我
楽
人
達
の
手
に
よ
っ
て

は
未
だ
何
程
も
演
奏
さ
れ
て
は
い
な
い
し
従
来
獨
逸
系
の
堅
い
好
み
の
純
本
山
の
試
み

と
し
て
は
全
く
他
目
に
は
清
水
の
舞
豪
か
ら
飛
下
り
た
の
観
が
な
い
で
も
な
い
。

借
て
第
二
部
は
パ
レ
ス
ト
リ
ナ
の
無
伴
奏
混
槃
合
唱
に
始
ま
る
。
三
つ
の
マ
ド
リ
ガ

ー
ル
は
決
し
て
輩
な
る
俗
楽
で
は
な
く
全
く
中
世
式
の
旋
法
に
加
ふ
る
に
宗
敦
味
を
豊

澗
に
含
ん
で
ゐ
る
も
の
で
封
位
法
の
妙
味
は
遺
憾
な
く
盛
さ
れ
て
ゐ
る
。
極
め
て
上
品

な
歌
で
あ
っ
た
。
斯
ふ
云
ふ
作
品
は
古
さ
に
よ
っ
て
捨
て
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

却
つ
て
古
さ
と
共
に
香
高
ま
る
も
の
で
あ
る
。
此
曲
の
終
止
は
決
し
て
主
和
絃
の
第
一

度
に
終
ら
ず
三
度
あ
た
り
で
終
へ
た
様
な
頗
る
奇
妙
な
感
じ
を
輿
へ
た
が
是
は
此
時
代

の
＿音
楽
の
特
色
だ
ら
ふ
。
此
曲
の
演
奏
は
例
に
よ
っ
て
難
な
く
清
ん
だ
が
一
寸
愛
に
感

じ
た
の
は
ソ
。
フ
ラ
ノ
と
テ
ナ
ー
の
獨
唱
付
の
如
く
聞
へ
た
事
で
あ
る
。
隣
り
の
生
徒
に

念
の
為
き
い
て
見
た
ら
決
し
て
ソ
ロ
付
ぢ
や
な
い
と
云
ふ
。
そ
れ
に
し
ち
や
ソ
プ
ラ
ノ

の
ト
ッ
。
フ
（
ミ
ス
・
サ
ト
ー
）
が
、
餘
り
大
き
い
槃
を
出
し
す
ぎ
る
で
は
な
い
か
、
コ

ー
ラ
ス
と
云
ふ
も
の
は
そ
う
云
ふ
も
の
ぢ
や
あ
る
ま
い
。
絃
楽
四
重
奏
な
ど
で
は
殊
に

昔
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
均
衡
と
云
ふ
事
は
最
も
重
大
な
黙
で
あ
る
。
自
然
の
墜
を
弱
く
し

ろ
と
い
ふ
の
は
無
理
な
や
う
で
あ
る
が
、
こ
う
云
ふ
場
合
だ
け
は
昔
最
を
調
節
し
て
個

個
の
―
H

日
を
見
せ
な
い
や
う
に
し
て
も
ら
は
な
け
れ
ば
合
唱
の
本
性
が
こ
わ
さ
れ
は
し
ま

い
か
。
生
徒
の
話
に
よ
る
と
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
も
時
に
愛
な
顔
を
す
る
の
だ
さ
う
だ
が
さ
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て
何
う
だ
か
。
昔
質
を
愛
へ
る
事
は
厄
介
だ
ら
ふ
が
昔
量
を
調
節
す
る
事
な
ん
か
少
し

も
六
ケ
敷
く
は
あ
る
ま
い
、
三
番
目
の
「
私
は
見
廻
は
す
」
で
は
す
つ
か
り
各
槃
部
が

倦
怠
し
き
っ
た
の
で
、

意
氣
涅
喪
に
加
ふ
る
に
混
胤
し
て
し
ま
っ
た
の
で
聰
き
苦
し
か

っ
た
。
い
つ
も
の
悪
い
癖
だ
と
思
ふ
。
テ
ノ
ー
ル
が
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
パ
ー
ト
を
歌
つ
て
し

ま
っ
た
の
な
ん
か
も
此
歌
だ
っ
た
と
思
ふ
。
カ
ル
ダ
ー
ラ
の
ハ
レ
ル
ー
ヤ
は
十
七
世
紀

の
も
の
、
之
を
橋
渡
し
に
ラ
ヴ
ェ
ル

の
有
名
な
ト

ロ
ア
・
シ
ャ
ン
ソ
ン
。

最
初
の
「
ニ
コ
レ
ッ
ト
」
は
可
愛
ら
し
い
旋
律
を
切
れ
／
＼
に
集
め
た
や
う
な
も
の

で
頗
る
東
洋
趣
味
を
取
入
れ
て
ゐ
る
事
が

一
聴
に
し
て
わ
か
る
。
ま
る

で
日
本
の
俗
謡

そ
の
儘
見
た
い
な
メ
ロ
デ
イ
ー
が
限
々
現
れ
る
。
印
象
派
の
お
手
の
も
の
で
あ
ら
ふ
が

ま
た
そ
の
俗
臭
に
至
っ
て
は
鼻
に
つ
く
事
賂
だ
し
い
。
オ
の
走
っ
た
作
で
あ
る
事
は
す

ぐ
う
な
づ
か
れ
る
が
要
す
る
に
筆
端
の
巧
智
と
目
先
き
の
奇
狂
と
よ
り
以
上
に
何
物
も

持
た
な
い
一
音
楽
で
あ
る
事
、
近
代
佛
蘭
西
美
術
に
現
れ
た
キ
ュ

ー
ビ
ズ
ム
な
ん
か
と
奄

も
異
な
ら
な
い
。
昔
質
の
殊
更
の
愛
化
な
ん
か
も
馬
鹿
々
々

し
い
も
の
と
し
か
響
か
な

い
。
そ
の
和
絃
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
、

封
位
法
的
に
グ
ロ
テ
ス
ク
で
あ
る
が
為
め
で
は
な
い
、

否
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
コ
ン
ト
ラ
。
フ
ン
ク
ト
そ
の
物
は
少
し
も
グ
ロ
テ
ス
ク
で
は
な
い
。
そ

ビ
ル
ド
ン
グ

の
使
ひ
方
、
組
合
せ
つ
ま
り
、
そ
れ
等
の
要
素
の
構
成
す
る
一音
楽
的
姿
形
が
高
尚
な
昔

楽
に
な
つ
て
ゐ
な
い
所
に
あ
る
。
一
言
に
し
て
云
へ
ば
要
素
が
グ
ロ
テ
ス
ク
で
あ
る
が

為
で
な
く
て
音
楽
そ
の
も
の
が
つ
ま
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
印
象
派
の
誰
未
来
派

の
誰
か
れ
が
初
め
て
何
と
云
ふ
和
絃
を
造
っ
た
か
、
何
と
い
ふ
新
し
い
和
槃
を
創
作
し

た
か
、
調
子
が
あ
る
な
い
、
針
位
法
を
無
視
し
た
か
何
う
か
と
云
ふ
や
う
な
事
は
何
で

〔

マ

マ

〕

も
い
A

の
で
あ
る
。
問
題
は
和
槃
楽
や
封
位
法
を
飛
躍
し
て
一音
楽
そ
の
者
に
打
つ
か
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
エ
レ
メ
ン
タ
ル
な
要
素
の
構
造
や
質
か
ら
放
れ
て
全
閥
の
放
果
を
音

楽
と
し
て
聴
か
ね
ば
な
ら
な
い
吾
等
は
も
は
や
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
で
も
な
く
イ
デ
ア
リ

ズ
ム
で
も
な
い
立
場
に
立
つ
て
ゐ
る
。

「
ロ
ン
ド
」
は
極
め
て
美
し
い
楽
節
に
満
ち
て
ゐ
た
。
少
く
も

エ
レ
メ
ン
タ
ル
な
ク

ラ
ン
グ
の
ア
ッ
ク
ス
テ
ッ
シ
ュ
な
性
質
は
氣
に
な
ら
ず
流
然
と
し
て
彼
の
天
オ
の
閃
き

シ
ュ
ピ
ー
レ
ン

が
見
へ
る
。
併
し
惜
む
ら
く
は
常
に
昔
や
昔
色
の
組
合
せ
の
表
面
的
な
遊
戯
（
之
を

稽
し
て
光
彩
の
描
窯
と
讃
美
す
る
人
が
あ
る
）
に
終
つ
て
し
ま

つ
て
高
尚
な
る
一音
楽
の

内
容
な
き
も
の
に
堕
し
て
い
る
。
む
し
ろ
時
に
現
は
れ
る
穏
か
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
。ハ

ッ
セ
ー
ヂ
に
於
て
上
品
な
一
音
楽
的
天
才
を
匂
は
せ
て
ゐ
る
の
は
皮
肉
だ
。
此
ん
な
も
の

が
西
洋
で
喜
ば
れ
る
か
と
思
ふ
と
お
笑
可
し
く
な
る
。
小
生
な
ん
か
は
印
象
派
や
キ
ュ

ー
ビ
ズ
ム
の
近
代
佛
蘭
西
蜜
で
あ
き
／
＼
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
冬
音
楽
で
此
ん
な
も

の
を
、
新
し
が
り
屋
の
公
衆
の
喝
采
場
裏
で
無
理
強
い
に
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
り
、
お
追

従
の
一
も
云
は
せ
ら
れ
た
り
す
る
の
は
員
平
だ
。
新
し
く
て
も
古
く
て
も
い
A

、
本
嘗

の
改
善
創
始
な
ら
何
時
で
も
大
歓
迎
す
る
。

一
音
楽
の
領
域
で
も
新
薔
ひ
つ
く
る
め
て
一

人
で
負
つ
て
立
つ
、
セ
ザ
ン
ヌ
に
比
べ
ら
れ
る
位
な
奴
は
一
人
も
な
い
も
の
か
。
オ
ー
ケ

ト

ロ

ア

ノ

ク

チ

ュ

ル

ヌ

ヌ

ニ

ュ

ア

ー

ジ

ュ

ス
ト
ラ
で
は
ド
ビ
ュ

ッ
シ
イ
の
三
つ
の
夜
曲
。
第

一
の
「
雲
」
は

い
A

作
品
だ
。
だ
が

そ
れ
は
印
象
派
と
い
ふ
看
板
が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
や
う
な
、
同
時
に
又
新

し
が
り
屋
が
盲
目
的
に
窟
質
的
感
覺
的
に
そ
の
表
題
を
信
ず
る
事
を
餘
儀
な
く
せ
ら
れ

た
や
う
な
、
「
白
味
が
か

っ
た
灰
色
の
悶
え
の
中
に
散
り
失
せ
る
雲
の
緩
徐
厳
訛

な

動

き
」
を
印
象
的
に
「
若
し
く
は
月
光
を
浴
び
て
笑
ひ
消
え
る
シ
レ
ー
ヌ
の
姿
」
を
如
賓

に
表
現
す
る
が
為
で
も
な
い
。

寧
ろ
ハ
ン
ス
リ
ッ
ク
の
所
謂
、
特
殊
―音
楽
美
を
感
じ
さ

せ
て
呉
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
音
楽
を
聴
く
も
の
が
印
象
派
の
標
榜
す
る
や
う
な
文
句
を

そ
の
儘
信
じ
込
む
や
う
だ
っ
た
ら
む
し
ろ
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ミ
ッ
ク
な
滑
稽
で
あ
ら
ふ
。

よ
し
ん
ば
印
象
派
の
標
榜
す
る
や
う
に
色
彩
放
果
や
感
覺
美
を
醸
し
出
し
得
た
と
す
る

も
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
か
。
美
術
史
上
に
於
け
る
翰
壷
の
印
象
派
と
云
ふ
も
の

は
と
く
の
昔
に
古
く
さ
い
も
の
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
事
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
フ
エ
ー
ト
」
と
「
シ
レ
ー
ヌ
」
に
到
つ
て
は
面
白
く
な
い

曲
で
あ
る
。
楡
快
な
事
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ら
何
ん
で
も
来
い
の
一音
楽
大
本
山
先
生
達

大
汗
で
弾
い
て
ゐ
る
の
だ
が
一
向
―音
楽
を
作
ら
な
い
で
終
つ
た
事
で
あ
る
。
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
と
譜
面
と
首
つ
引
き
で
一
生
懸
命
な
ん
だ
が
全
つ
き
り
バ
ラ
／
＼
で
統
一
が
つ
か

な
い
。
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
も
憮
冷
汗
を
か
い
た
事
だ
ら
ふ
と
お
察
し
た
。
本
山
の
大
将
株

の
集
ま
っ
た
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
シ
ド
ロ
モ
ド
ロ
だ
か
ら
振
つ
て
ゐ
る
。
兎
も
角
も

辛
じ
て
ド
ビ
ュ
ッ
シ
イ
な
る
も
の
を
弾
い
て
見
た
と
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
地
下
の
本
人

は
さ
ぞ
か
し
苦
笑
し
て
居
た
ら
ふ
。
「
御
苦
榮
な
事
さ
。
」
彼
は
云
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
「
ベ
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
も
弾
か
せ
れ
ば
ね
う
ま
い
も
ん
だ
が
、
近
代
も
の
と
来
て
は

か
ら
駄
目
だ
ね
」
後
で
誰
か
の
言
草
だ
。
ラ
ヴ
ェ
ル
の
も
の
が
全
校
生
徒
の
出
演
不
可

能
と
相
ひ
ま
つ
て
好
劉
照
だ
。
だ
が
何
慮
か
に
感
心
し
て
饉
つ
た
人
達
も
あ
ら
う
か
ら
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ヽ

（
イ
）
渡
り
鳥

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

（
イ
）
つ
ば
め

ス
。
フ
リ
ン
グ
ソ
ナ
タ
（
作
品
廿
四
）

（
ハ
）
雲

雀

（
口
）
蒻
衣

一
、
混

盤

合

唱
目

ピ
ア
ノ
合
奏

高

野

辰

之

作

歌

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

戸

口

麟

疇

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

佐

藤

美

子

弘

田

龍

太

郎

作

曲

鳥

居

枕

作

歌

ハ
ウ
フ
ト
マ
ン
作
曲

大

須

賀

績

作

歌

信

時

潔

作

曲

東
京
音
楽
學
校
生
徒

之
は
僕
一
人
の
主
観
と
し
て
お
く
。

、
、
、

新
興
藝
術
は
ワ
サ
ビ
に
過
ぎ
な
い
。
又
ワ
サ
ビ
と
し
て
の
み
藝
術
的
債
値
を
少
し
で

も
持
つ
も
の
だ
と
云
ふ
感
じ
を
深
く
し
て
饉
つ
た
。
ワ
サ
ビ
は
飯
の
代
り
に
は
な
ら
な

い
。
人
に
劉
し
て
も
飯
の
代
り
に
婆
應
し
な
い
や
う
に
望
む
。
年
が
年
中
ワ
サ
ビ
は
箕

平
だ
。
そ
れ
か
ら
大
本
山
で
ワ
サ
ビ
を
呉
れ
た
か
ら
と
い
つ
て
ワ
サ
ビ
が
こ
れ
か
ら
は

飯
の
代
用
に
な
る
ん
だ
な
な
ぞ
と
早
合
貼
す
る
や
う
な
も
の
A

な
い
や
う
に
老
婆
心
乍

ら
つ
け
加
へ
て
お
か
う
。

（
『
榮
星
』
第
四
巻
第
二
号
、
昭
和
三
年
二
月
号
、
二
七
ー
ニ
九
頁
）

演
奏
旅
行
（
宇
都
宮
ー
水
戸
）

昭
和
三
年
一
月
二
十
八
日
ー
ニ
十
九
日

宇
都
宮
水
戸
地
方
演
奏
旅
行

昭
和
三
年
一
月
二
十
八
日
栃
木
縣
立
男
女
雨
師
範
學
校
及
び
縣
立
宇
都
宮
高

等
女
學
校
主
催
に
て
宇
都
宮
市
宮
桝
座
に
、
同
二
十
九
日
茨
城
縣
立
水
戸
高
等

女
學
校
主
催
に
て
同
校
講
堂
に
演
奏
會
を
開
く
。
雨
日
の
曲
目
左
の
如
し
。

曲

+
、
混

九、

ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス

ヘ

ン

デ

Jレ

磐

日
日n
 

東
京
一
音
楽
學
校
生
徒

作

曲

卜

マ

サ

ン

サ

ン

佐

藤

美

子

ボ

ッ

ケ

リ

二

チ

ャ

イ

コ

フ

ス

キ

八

、

絃

楽

合

奏

ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
ラ
。
フ
ソ
デ
イ

ボ

ッ

パ

作

曲

七、

セ

ロ

獨

奏

小

澤

（
ハ
）
三
月
の
夜

飯

田

忠

純

作

歌

ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
作
曲ーコり

（
イ
）
自
由
の
誓
ひ

（
口
）
閏
窓
夜
曲

（
イ
）
ア
ン
ダ
ン
テ
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

（
口
）
メ
ヌ
エ
ッ
ト

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

（
イ
）
歌
劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
の
中
よ
り

（
口
）
歌
劇
「
ミ
ニ
ョ
ン
」
の
中
よ
り

合

飯

田

忠

純

作

歌

マ
ル
シ
エ
ネ
ル
作
曲

飯

田

忠

純

作

歌

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

六
、
男

盤

合

唱

ー

休

憩
ー
ー
ー

五
、
女

唱

フ
ィ
ン
ガ
ル
の
歌
（
ヴ
ィ
オ
ラ
助
奏
付
）

（
口
）
泉
の
ほ
と
り

磐

合

四、

ピ

ノ

獨

奏

（
イ
）
即
興
空
想
曲

ア

東
京
一
音
楽
學
校
生
徒

（
口
）
よ
う
ら
ん
の
唄
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
助
奏
付
）

ブ

ラ

ー

ム

弘

田

龍

太

郎

作

曲

澤

崎

秋

子

シ

ョ

パ

ン

作

曲

リ

ス

ト

作

曲

東
京
＿
音
楽
學
校
生
徒

ス

作

曲
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一

、

混

槃

合

唱

會

員

九

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

近

曲

目

バ
レ
ン
テ
イ
ン
の
祈
り
（
フ
ア
ウ
ス
ト
よ
り
）

グ

る。

学
友
会
第
四
十
八
回
土
曜
演
奏
会

第
四
十
八
回
土
曜
演
奏
會
（
昭
和
三
年
二
月
二
十
五
日
）

午
後
一
時
半
開
演
。
之
を
以
つ
て
昭
和
二
年
度
の
學
友
會
演
奏
會
を
閉
ぢ

（
口
）
森
に
て

（
ハ
）
春
の
歌

八
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

徳同

藤
ノ

山

沖 瑳

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

昭
和
三
年
二
月
二
十
五
日

（
イ
）
ハ
レ
ル
ヤ

シ

ユ

ベ

ル

ト

ア
ル
ト

野

や

す

子

上
野
騨
へ
運
ぶ
の
で
あ
っ
た
。

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
九
号
、
一
三
八
頁
）

ソ
ナ
タ
（
二
長
調
）

七

、

女

竪

三

重

唱

第
一
ソ
。
フ
ラ
ノ

第
ニ
ソ
。
フ
ラ
ノ

久金加

藤

は
森

愛

子
る

子

あ
こ
の
ま
A

で
も
う
三
四
個
所
廻
り
度
い
。
」
演
奏
旅
行
の
氣
分
そ
の
も
の
も
絃

に
漸
く
熟
し
た
の
で
は
あ
っ
た
が
、
如
何
に
せ
ん
翌
日
の
汽
車
は
我
等
を
一
路

モ

ツ

ア

ル

ト

川

上

良

せ
る
聴
衆
は
拍
手
し
て
や
ま
ず
、

し
か
し
四
回
共
大
入
の
盛
況
で
最
後
の
水
戸
の
夜
の
如
き
は
、
来
聴
者
殺
到

し
て
場
内
既
に
立
錐
の
餘
地
な
く
、
聴
衆
は
會
場
に
面
し
た
廊
下
の
戸
を
開
い

て
こ
A

に
も
蜻
集
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
演
技
も
亦
こ
の
頃
愈
々
冴
え
、
陶
酔

ア
ン
コ
ー
ル
は
ア
ン
コ
ー
ル
に
績
い
た
。
「
あ

六
、
ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

園

田

清

武秀

I

休

憩
ー
~

旅
行
部
だ
よ
り

昭
和
二
年
は
諒
闇
の
か
ど
を
以
て
恒
例
の
演
奏
旅
行
が
な
か
っ
た
。
年
明
け

て
昭
和
三
年
、
諒
闇
明
け
の
新
春
二
月
、
我
等
の
切
な
る
願
ひ
は
容
れ
ら
れ

て
、
前
例
な
き
第
三
學
期
の
演
奏
旅
行
は
賓
現
さ
れ
た
。
と
は
い
ふ
も
の
A

寒

い
さ
か
り
で
は
あ
る
し
、
卒
業
期
間
近
の
忙
し
い
時
だ
か
ら
な
る
べ
く
手
軽
に

と
い
ふ
の
で
、
宇
都
宮
・
水
戸
の
二
個
所
で
査
夜
各
二
回
の
演
奏
を
な
す
に
過

（
イ
）
古
へ
の
愛
人
（
作
品
七
―
―
ノ
一
）

（
口
）
日
曜
日
（
作
品
四
七
ノ
三
）

ノ

獨

奏

ド
ニ

ツ
ェ

ッ

テ

ー

「
ド
ン
・
セ
バ
ス
テ
イ
ア
ー
ノ
ー
」
中
の
ロ
マ
ン
ス

ぎ
な
か
っ
た
。

五
、

ア

ル

ト

獨

唱

宮

澤

悦

子

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
八
十
五
）

フ

ン

メ

Jレ

四、

ピ

ア

東

孝

子

同 ブ

―フ

ム

ス

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ソ
ナ
タ
（
へ
長
調
）

三
、
メ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

立

石

千

代

枝

ヘ

ン

デ

Jレ

兎

束

龍

夫

指

揮

者

大

塚

助

敦

授

天
使
の
合
唱
（
ゲ
ー
テ
の
フ
ア
ウ
ス
ト
よ
り
）

シ

ユ
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林

東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
者
氏
名
（
イ
ロ
ハ
順
）
（
謬
四
一
年
）

月

本

科

竪

楽

部

徳

山

瑾

小

川

イ

ネ

立
石
千
代
枝

祗

父

江
な
っ

本

科

器

架

部

井

上

武

雄

小

澤

弘

園

田

清

秀

永

田

喜

輿

子

松

尾

あ

い

子

見

田

公

子

甲

種

師

範

科

俣

藤

英

一

伊

藤

わ
か

岡

田

松

枝

彼

末

愛

子

田

口

寛

田

崎

愛

子

黒

田

紀

子

栗

原

泰

麟

臼

粋

謁
光
ス
ミ
ヱ

研
究
科
竪
楽
部

佐

藤

美

子

澤

智

子

研
究
科
器
楽
部

良

輝

遠

山

つ

や

千

葉

多

可

木

下

保

阿藪永梶岩

部田塚本

ノ、文春房貞

ル人代子雄

木

村

悦

稲

生

秀

子

吉

田

格

黒

山

義

次

安
間
箆
之
子

青

木

歌

子

麻町黒高長

生田川橋闘
静芳

秀等子枝通

川

上

良

中

山

貞

椎

葉

照

子

鎌

倉

辰

夫

山
田
み
ど
り

田

村

雅

子

山
本
美
代
子

加
藤
は
る
子

堺

俊

子

金

森

愛

子

宮

澤

悦

子

四
家
ふ
み
子

久
野
ヤ
ス
コ

昭
和
三
年
三
月
二
十
五
日

〔
昭
和
三
年
三
月
二
十
五
日
の
卒
業
演
奏
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
卒
業
者
名
簿
と
こ
の
日
の
演
奏
に
関
す
る
短
い
批
評
を
掲
載
し
て
お
く
。
〕

卒
業
式

（『
＿
音
榮
』
塵
友
會
、
第
九
号
、

一
三
四
頁
）

指

揮

者

大

塚

先

生

（
ハ
）
三
月
の
夜

ク

口

イ

ツ

エ

Jレ

（
口
）
セ
レ
ナ
ー
デ

マ

ル

シ

工

ネ

Jレ

（
イ
）
自
由
の
誓

ひ

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

+、

男

磐

合

ス
ケ
ル
ツ
オ
（
作
品
三
十
九
）

日
日n
 

會

員

シ

ヨ

ノミ

ン

上
野
の
卒
業
演
奏

一
番
見
田
公
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
は
き
か
な
か
っ
た
。

ソ
。
フ
ラ
ノ
の
祖
父
江
な
つ
氏
は
技
巧
家
で
も
な
け
れ
ば
美
槃
の
持
主
で
も
な
い
。
然

し
深
さ
に
富
む
歌
ひ
手
で
あ
る
。
こ
の
人
は
歌
を
目
的
と
せ
ず
歌
を
手
段
と
し
て
歌
の

裏
に
あ
く
迄
も
イ
デ
ー
を
追
は
ふ
と
す
る
員
面
目
な
態
度
で
あ
る
。
だ
か
ら
ど
の
歌
に

於
て
も
絶
へ
ず
味
ひ
乍
ら
歌
ふ
と
い
ふ
風
で
あ
っ
て
決
し
て
歌
つ
て
見
せ
る
と
云
ふ
風

が
な
い
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
井
上
武
雄
は
平
々
凡
々
毎
年
此
學
校
が
吐
き
出
す
十
束
一
か
ら
げ

の
中
の
一
人
。
何
々
賞
と
い
ふ
も
の
が
ど
れ
程
櫂
威
の
あ
る
も
の
か
知
ら
な
い
け
れ
ど

私
の
耳
と
目
と
は
そ
う
判
断
し
た
。

澤
智
子
氏
は
大
さ
う
奇
麗
な
歌
を
お
歌
ひ
に
な
っ
た
が
そ
れ
で
も
遂
々
感
心
し
な
か

っ
た
。ビ

ア
ノ
の
椎
葉
テ

ル
子
氏
、
曲
も
よ
し
弾
き
手
も
弾
き
手
充
分
技
個
を
猿
揮
し
て
聴

衆
を
酔
は
す
。

テ
ノ
ー
ル
の
木
下
保
氏
は
と
り
得
の
あ
る
一
音
楽
家
だ
ら
う
が
ど
こ
か
物
足
り
な
い
歌

ひ
手
だ
。
恐
ら
く
そ
れ
は
色
と
艶
と、

賓
質
と
量
と
に
鋏
け
る
所
あ
る
彼
の
昔
質
そ
の

も
の
に
原
因
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。

木
村
悦
子
氏
の
ピ
ア
／
は
平
凡
゜

ア
ル
ト
の
四
家
ふ
み
子
氏
。
こ
れ
は
非
常
に
昔
の
自
由
な
人
だ
。
渾
々
と
し
て
湧
き

出
る
泉
の
如
く
洋
々
乎
と
し
て
流
れ
出
る
。
こ
ん
な
の
を
恵
ま
れ
た
人
と
云
ふ
の
だ
ら

う
。
歌
も
賓
に
う
ま
い
。

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
の
小
澤
弘
君
は
仲
々
よ
い
弾
き
手
で
あ
る
。
先
年
の
伊
達
君
を

思
は
せ
る
や
う
な
所
が
あ
る
。
小
牡
楽
士
前
途
多
望
だ
。

山
田
み
ど
り
氏
の
リ
ス
ト
。
こ
れ
も
大
喝
采
だ
っ
た
と
思
ふ
。
萩
原
敦
授
の
ラ
ウ
ト

ル
。
フ
氏
に
小
墜
で
き
い
て
い
る
の
を
き
い
た
ら
「
リ
コ
ル
ダ
ン
ツ
ア
」
は
エ
ル
リ
ン
ネ

ル
ン
グ
の
伊
語
だ
と
云
つ
て
ゐ
た
。

亜

美

子

（『榮
星
』
第
四
巻
第
四
号
、
昭
和
三
年
四
月
、
五

0
頁）
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四、

ピ

．
 ヽ

混

ー

休 ノ

獨

奏

ソ
ナ
タ
、
二
長
調
（
作
品
二
八
）
第
一
楽
章

憩

l

ベ

卜

ベ

ン

ア

古

谷

従

子

絃

佐
藤
美
子
氏
は
お
風
で
休
場
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
林
良
輝
氏
は
例
の
通
り
。
之
に
劉
し
て
は
高
階
君
が
「
人
事
ぢ
や

ね
え
が
危
つ
か
し
く
て
／
＼
」
と
云
つ
て
笑
っ
て
ゐ
た
。

最
後
に
遠
山
つ
や
氏
の
ピ
ア
ノ
で
幕
。

突
飛
な
天
オ
は
今
年
も
出
な
い
。

学
友
会
第
四
十
九
回
土
曜
演
奏
会

第
四
十
九
回
土
曜
演
奏
會
（
昭
和
三
年
六
月
二
日
）

乗
杉
新
校
長
を
迎
へ
た
本
年
度
最
初
の
演
奏
會
を
開
く
。
折
悪
し
く
大
雨
に

も
拘
ら
ず
例
に
よ
っ
て
満
員
。

合

（
イ
）
風
吹
く

（
口
）
古
き
愛
の
歌
よ
り

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

競
奏
曲
、
第
八
番
、
ホ
短
調

第
一
楽
章

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

（
イ
）
唱
劇
「
自
由
射
手
」
ア
ガ
ー
テ
の
抒
情
調

（
口
）
歌
劇
「
土
耳
其
後
宮
よ
り
の
誘
出
」

ブ
ロ
ン
ド
ヒ
エ
ン
の
抒
情
調

ラ
ル
ゲ
ッ
ト

ノ

獨

奏

ア
ラ
ビ
ヤ
模
様
（
ホ
長
調
及
卜
長
調
）

八
、
混
磐
合
唱
及
獨
唱

歌
劇
「
土
耳
其
後
宮
よ
り
の
誘
出
」

第
五
十
四
回
定
期
演
奏
会

一
三
四

l
一
三
五
頁
）

一
、
第
五
十
四
回
昔
架
演
奏
會
曲
目
（
昭
和
―
―
―
年
六
月
九
日
、
十
日
）

ゲ
オ
ル
グ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ン
デ
ル

（
一
六
八
五
年
ー
一
七
五
九
年
）

G
e
o
r
g
 F
ri
e
d
ri
c
h
 H
a
n
d
e
l
 (
16
8
5
|
1
7
5
9
)
.
 

楽
（
前
奏
と
し
て
）

第
一
七
番
卜
短
調
大
競
奏
曲
中
の
「
情
操
豊
な
る
緩
徐
曲
」

モ

ツ

ア

ル

ト

ウ

工

ベ

lレ

小

山

満

壽

昭
和
三
年
六
月
九
日
、
十
日

ロ

ド

岡

見

温

彦

指

揮

者

船

橋

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
九
号
、

助

敦

授

ブ

ラ

ム

ス

モ

ツ

ア

ル

ト

ブ

竪
曲

目
唱

昭
和
ー
ー
ー
年
六
月
二
日

會

員

會

ラ

ム

ス
員

ド

ビ

ユ

ツ

シ

七、

ピ

ア

吉

原

千

重

ア
レ
グ
ロ

コ
モ
ド

ラ
ー
ル
ゴ

。
フ
レ
ス
ト
ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ

タ

ル

テ

イ

（
『
榮
星
』
第
四
巻
第
五
号
、
昭
和
三
年
五
月
、
四
六
頁
）

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ソ
ナ
ー
タ
、
卜
短
調

井

上

武

雄

（
ハ
）
ア
デ
ラ
イ
ー
デ

同

（
口
）
園
丁

ヴ

ォ

Jレ

ヴ

ォ

五、

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

（
イ
）
古
き
綬
の
上
に

lレ

フ フ

城

多

又

兵

衛
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D
i

ri
g

e
nt
 :
 

C
h
a
r
l
e
s
 L
a
ut
r
u
p
.
 

指
揮
者
シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ツ
。
フ

合
唱
獨
唱
及
管
絃
架
の
為
の
神
事
劇

「埃
及
に
於
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
」
（
一
七
一
テ
八
年
作
）

f

u
r
 C
h
o
r
,
 So

li
 

u
n
d
 O
r
c
h
e
st
er 
(
c
o
m
p
o
ni
ert
 
1
7
3
8
)
.
 

（
『
東
京
昔
築
學
校
一
覧
』
自
昭
和
四
年
至
昭
和
五
年
、
昭
和
四
年
十
二
月
、

一
五
八
頁
）

演
奏
曲
目
解
説

「

エ

ジ

。

フ

ト

に

於

け

る

イ

ス

ラ

エ

ル

」

ヘ

ン

デ

ル

作

ヘ
ン
デ
ル
は
オ
ラ
ト
リ
オ
（
即
ち
獨
唱
及
管
絃
楽
を
以
て
表
は
す
宗
敦
的
劇
楽
の
一

種
）
に
多
く
の
傑
作
を
遺
し
た
人
と
し
て
殊
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
の
オ
ラ
ト
リ
オ
に

メ

シ

ア

は
有
名
な
「
救
世
主
」
の
や
う
に
材
を
新
約
か
ら
採
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
晉

約
所
載
の
事
件
を
扱
っ
た
も
の
で
、
本
演
奏
の
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
の
如
き
も
「
出
埃
及

記
」
の
一
部
に
基
い
て
ゐ
る
。
即
ち
ヨ
セ
フ
の
死
後
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
エ
ジ
プ
ト
の
苦

役
に
悩
ん
で
紳
に
救
助
を
求
め
た
事
、
神
が
モ
ー
ゼ
と
ア
ロ
ン
を
遣
は
し
て
。
ハ
ロ
（
埃

及
王
）
に
彼
等
の
解
放
を
求
め
さ
せ
た
事
、
パ
ロ
が
其
の
言
を
容
れ
な
い
の
で
、
神
が

幾
多
の
災
禍
ー
ー
ナ
イ
ル
の
血
化
、
蛙
の
族
生
。
蠅
、
訥
の
害
、
疫
病
の
流
行
、
雷
電
、

雹
の
落
下
、
蜻
の
害
、
連
日
の
暗
黒
及
び
最
後
に
凡
て
の
長
子
の
撃
殺
ー
|'を
エ
ジ
プ

ト
に
下
し
た
こ
と
、
剛
復
な
。
ハ
ロ
も
終
に
屈
し
て
モ

ー
ゼ
と
ア
ロ
ン
を
召
し
、
イ
ス
ラ

エ
ル
人
を
率
ゐ
て
退
去
す
る
や
う
命
じ
た
こ
と
、
か
く
し
て
六
十
萬
の
大
衆
が
子
女
を

引
き
連
れ
て
エ
ジ
。
フ
ト
を
出
た
こ
と
、
そ
し
て
紳
が
畳
は
雲
、
夜
は
火
の
柱
を
以
て
彼

等
を
導
き
、
敷
日
に
し
て
紅
海
に
達
し
た
こ
と
、
又
。
ハ
ロ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
解
放
を

悔
い
軍
勢
を
李
ゐ
て
後
か
ら
追
ひ
か
け
た
時
、
紳
は
海
水
を
左
右
に
分
け
て
陸
地
を
現

O
r
at
o
ri
u
m
,,Israel i
n
 E
g
y
p
t

en̂
 ̂

i

n
 g
,
m
o
ll
.
)
 

f

u
r
 
St
rei
c
h
o
r
c
h
e
st
er 
(
a
u
s
 
d
e
m
 C
o
n
c
e
rt
o
 g
r
o
s
s
o
 
N
o
.
 17,
 

Ei
nlei
t

u
n
g
,,L
a
r
g
o
 affe
tt
uosô

 ̂

は
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
を
夜
中
に
通
過
さ
せ
、
翌
朝
。
ハ
ロ
の
軍
が
績
い
て
海
中
に
入
っ

た
頃
水
を
元
に
か
へ
し
て
彼
等
を
曖
し
に
し
た
こ
と
|
|
_
こ
れ
等
が
本
曲
第
一
部
の
内

容
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
部
は
凡
て
エ
ジ
。
フ
ト
軍
全
滅
の
後
に
モ
ー
ゼ
と
イ
ス
ラ
エ
ル

の
子
孫
が
紳
の
大
な
る
仕
業
を
回
顧
し
て
之
を
讃
美
す
る
詞
で
、
最
後
は
ア
ロ
ン
の
姉

な
る
預
言
者
ミ
リ
ア
ム
が
鼓
を
取
り
踊
り
つ
A

歌
っ
た
と
い
ふ
讃
歌
で
結
ん
で
ゐ
る
。

雨
部
を
通
じ
て
歌
詞
は
凡
て
聖
書
か
ら
抜
莱
し
、
作
曲
者
自
身
が
纏
め
た
も
の
で
、
第

一
部
は
重
に
「
詩
篇
」
の
七
十
八
、
百
五
及
百
六
か
ら
、
第
二
篇
は
凡
て
「
出
埃
及

記
」
第
十
五
章
か
ら
出
て
ゐ
る
。

「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
は
ヘ
ン
デ
ル
の
他
の
オ
ラ
ト
リ
オ
に
比
し
て
合
唱
曲
の
多
い
こ
と

及
び
描
窯
的
音
楽
に
富
む
こ
と
の
二
黙
に
於
て
異
彩
を
放
つ
て
ゐ
る
。
勿
論
此
の
作
に

も
有
名
な
バ
ス
の
二
部
唱
「
主
は
強
き
軍
さ
人
な
り
」
や
可
憐
な
ソ
。
フ
ラ
ノ
抒
情
調

「
さ
れ
ど
汝
風
を
吹
か
せ
給
へ
ば
」
及
び
テ
ノ
ー
ル
の
嘲
笑
の
抒
情
調

「
敵
は
か
く
思

へ
り
」
の
如
き
獨
唱
の
佳
曲
も
あ
る
が
、
全
盟
の
印
象
を
左
右
す
る
も
の
は
最
初
に
あ

る
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
「
悲
嘆
の
合
唱
」
を
始
め
と
し
て
「
雹
の
降
下
」
「
長
子
の
撃
殺
」

「
征
海
の
通
過
」
を
叙
す
る
合
唱
及
び
第
二
篇
冒
頭
の

「
モ
ー
ゼ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の

讃
歌
」
及
び
こ
れ
と
曲
譜
を
同
ふ
す
る
最
後
の
「
ミ
リ
ア
ム
の
歌
」
の
如
き
合
唱
で
あ

る
。
描
寓
的
音
楽
は
殊
に
第
一
部
に
於
け
る
種
々
の
災
禍
を
述
べ
る
諸
曲
中
に
著
し
く

現
は
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
「
河
水
血
化
の
合
唱
」
で
は
河
水
の
飲
み
難
く
嘔
吐
を
催
す

朕
を
描
く
為
に
不
自
然
な
跳
越
昔
程
と
半
昔
階
的
進
行
を
用
ひ
「
蛙
群
の
抒
情
調
」
で

は
旬
贔
の
運
動
を
表
は
す
の
に
附
黙
昔
符
の
跳
躍
す
る
リ
ズ
ム
を
用
ひ
「
蠅
、
納
、
蜆

の
合
唱
」
で
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
於
け
る
三
十
二
分
符
の
昔
形
に
よ
っ
て
無
敷
の
轟
群

の
襲
来
を
窯
し
、
有
名
な
「
雹
の
合
唱
」
で
は
急
突
に
上
下
す
る
幸日
程
、
迅
速
に
下
行

す
る
走
句
を
以
て
電
光
の
閃
や
雹
の
落
下
を
示
し
、
「
暗
黒
の
合
唱
」
で
は
ソ
。
フ
ラ
ノ

の
昔
部
を
低
い
位
置
に
用
ひ
て
全
閥
に
暗
い
色
彩
を
呉
へ
、
徐
々
に
旬
ふ
や
う
な
リ
ズ

ム
を
選
ん
で
暗
中
模
索
の
朕
を
表
は
し
、
中
頃
以
下
管
絃
の
ボ
ル
タ
ー
ト
と
共
に
各
磐

が
ば
ら
／
＼
に
分
れ
て
短
い
朗
吟
式
の
楽
句
で
呼
び
合
ふ
箇
所
の
如
き
は
闇
路
に
迷
ふ

國
民
の
態
を
如
賓
に
描
い

て
ゐ
る
。
フ
ー
ガ
に
作
ら
れ
て
る
最
後
の
災
禍
の
叙
述
に
於

て
も
、
作
者
は
伴
奏
管
絃
楽
に
一
拍
置
き
に
強
奏
和
昔
を
反
復
し
て
、
長
子
の
首
を
創

ね
て
行
く
紳
の
利
剣
の
打
撃
を
想
像
さ
せ
る
。
此
の
伴
奏
の
形
は
曲
の
進
行
中
に
暫
く
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4
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ピ

ア

ノ

ニ

重

奏

第

一

ピ

ア

ノ

見

田

公

子
シ

二

5
．

ア

ル

ー

休

卜

獨

唱

菊

地

愛

子

憩
|
|
_

ノ

獨

奏

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
（
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會
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揮
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船

先
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原
資
料
横
組
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ど
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…
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…
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シ
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ル

ト

ピ

ア
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奏
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調
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・
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バ
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調
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シ
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）
榮
し
き
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ド
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フ
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唱
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ベ

先

生
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シ
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ン

ツ

ノ‘

コ
ハ
ン
ス
キ
ー
先
生

ト
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
バ

ア

ル

ト

獨

唱

付

女

磐

合

唱

ス
テ
ン
ト
へ

フ
ー
ガ
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先
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O
R
G
A
N
 S
O
L
O
 

F
u
g
a
 g,moll 

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

M
I
X
E
D
 C
H
O
R
U
S
 :
 

M
e
m
b
e
r
s
.
 

Cavallena Rusticana•

……………………………

••Mascagn

i
. 

C
h
o
r
u
s
 of
 

Villagers 

P
I
A
N
O
 S
O
L
O
:
 

T
.
 
S
u
g
a
w
a
r
a
.
 

a
)
N
o
ct
urne 
(op
.15
,
 

N
o
.
 
2

)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
C
h
opi
n
.
 

b
)
V
a
l
s
e
 (
o
p.
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o.1)
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9
9
 

S
O
P
R
A
N
O
 S
O
L
O
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S
.
 
H
o
s
o
y
a
.
 

a
)
M
a
d
c
h
e
n
l
i
e
d
 (
o
p.
 

107,
 

N
o
.
 
5)
…
…
…
…
…
…
…
B
r
a
h
m
s
.
 

b
)
D
a
s
 M
a
d
c
h
e
n
 spri
c
ht
(
o
p
.
 

107,
 

N
o.
 

3)

…•…

••99 

c
)
V
e
r
g
e
b
li
ches St
a
n
d
c
h
e
n
 (
o
p
.
 

8
4
,
 N

o
.
 
4
)
…
…

9
9
 

V
I
O
L
I
N
 S
O
L
O
:
 

J
.
 O

k
a
d
a
.
 

S
o
n
at
e
 N
o
.
 

4
,
 D
 
dur

………………·………………

••Hande

l. 

A
d
ag

i

o
 

Allegro 

L
a
rg
h
ett
o
 

Alleg
ro 

S
O
P
R
A
N
O
 S
O
L
O
:
 

T
.
 

A
kiy
a
m
a
.
 

F
r
o
m
 "Hugeno

ts"
…•…………………………

••Meyerbeer. 

C
a
v
at
i

n
a
 of
 
t

h
e
 P
ag
e
 

P
I
A
N
O
 S
O
L
O
 :
 

F
.
 

S
ug
i
y
a
m
a
.
 

R
o
n
d
o
 (op
.
 1)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
C
h
opi
n
.
 

|

I

n
t

erval
ー
ー
l
_

P
r
of

.
 M

a
s
hi
no・ 

................................................... B
a
c
h
.
 

N
o
v.
 

1
7t
h
,
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9
2
8
 

A
T
 

P
.M
.2
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混

盤

合

唱

歌
劇
『
田
舎
の
武
士
道
』
村
人
の
合
唱
…
…
…
…
…
マ

2
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

西

奏
鳴
曲
（
作
品
三
一
／
三
）
第
一
楽
章
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

3
 

ー 昭
和
三
年
十
一
月
十
八
日
午
後
二
時
開
演

於
東
京
―
音
楽
學
校
奏
榮
堂

御

大

典

奉

祝

演

奏

會

曲

目

1
0
.
 

ゃ 炉

C
o
n
d
u
ct
or: 
P
r
of

.
 E
.
 

F
u
n
a
b
a
s
hi

.
 

棟

方

富

美

代

會

ス

宗

壽

カ

b
)
N
a
c
ht
 

u
n
d
 T
r
a
u
m
e
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

c
)
G
r
et
chen a
m
 Sp
i

nnrade
…
…
…
…
…
…
…
…
 

d
)
A
uf
 

d
e
m
 W
a
s
s
e
r
 zu 
si
n
g
e
n
…
…
…
…
…
…
 

e
)
U
n
g
e
d
u
l
d
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9
9
 

戌

i
m
i
g
ayo
"

M
e
m
b
e
r
s
.
 

東
京
一
音
楽
學
校
學
友
會 ：： 9

9
 

9
9
 

二 員

F
E
M
A
L
E
 C
H
O
R
U
S
 W
I
T
H
 A
L
T
O
 S
O
L
O
:
 

M
e
m
b
e
r
s
.
 

S
o
l
o
 Pro

f•H
. 

S
ai
t

o
.
 

S
tandchen•

…………………………………………

••Schuber

t
. 

P
I
A
Z
0
 S
O
L
O
:
 

Pro

f•Kochansk

i
. 

a
)
P
r
e
l
u
d
e
 C,dur…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
B
a
c
h
.
 

b
)
B
e
r
c
e
u
s
e
 
Des'dur

……………………………

•••Cho

pi

n
. 

c
)
L
'i

sle joyeuse

…………………•……………

••Debussy

. 

S
O
P
R
A
N
O
 S
O
L
O
:
 

P
r
of

.
 

L
o
w
e
.
 

a)Sule

ika
………………••………………………

•Schube

rt
. 

(

J

an
.
 

3
1
.
 
1
7
9
7
1
N
o
v
.
 1

9
.
 1

8
2
8
)
 

〔
以
下
十
七
日
に
同
じ
〕

7
，

セ

6
 

ラ
。
フ
ソ
デ
イ
…
…
…
…
…
…
…
ボ

T
H
E
 

G
R
A
N
D
 C
O
N
C
E
R
T
 

I
N
 C
E
L
E
B
R
A
T
I
O
N
 O
F
 

T
H
E
 E
N
T
H
R
O
N
E
M
E
N
T
 

B
Y
 

T
H
E
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A
K
U
Y
U
K
A
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O
F
 

T
H
E
 T
O
K
Y
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C
A
D
E
M
Y
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F
 M
U
S
I
C
 

S
U
N
D
A
Y
 

N
o
v
.
 

1
8t
h
,
 1

9
2
8
 

A
T
 

P
.M
.2
 

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

ー

休

憩

|

|

ー

歌
劇
『
自
由
射
手
』
中
の
マ
ッ
ク
ス
の
抒
情
調

ロ
獨
奏

ハ
ン
ゲ
ー
リ
ヤ
ン

〔
原
資
料
横
組
〕

ッ

ペ

Jレ

沖

不

可

止

ヴ

工

ベ

Jレ

歌
劇
『
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
』
中
の
侍
童
の
抒
情
調
・
・
・
モ
ツ
ア
ー
ル
ト

4
ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

大

岡

運

英

ト
短
調
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
タ
ル
テ
イ
ー
ニ

5
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

孝

競
奏
曲
第
三
番
（
作
品
三
七
）
第
一
架
章
：
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

、

ー

l

ー

I
,
'
/
 

郎

東

子

奏

鳴

曲
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P
I
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N
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O
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.
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z
u
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o
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w
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r
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A
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〔
笠
]
ハ
1
7
m
K
．
可
j

E〕

昭
和
三
年
十
二
月
十
二
日
大
礼
奉
祝
演
奏
会

大
證
奉
祝
演
奏
曲
目
（
昭
和
三
年
十
二
月
十
二
日
、
邦
楽
の
部
）

皇
后
陛
下
行
啓

ゞ ？ 9 ← や p ト→

石
橋

半

能

連

獅

子

M
I
X
E
D
 C
H
O
R
U
S
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M
e
m
b
e
r
s
.
 

Cavalleri
a
 R
u
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c
a
n
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…

…

…
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…

…

…

…

…
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M
a
s
c
a
g
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C
h
o
r
u
s
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P
I
A
N
O
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O
L
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S•N
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S
o
n
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e
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o
p
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N
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B
e
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v
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M
0
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S
O
P
R
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O
L
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M
u
n
e
k
at
a
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Fi
g
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…
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…
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…

…
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…
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M
o
z
art
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A
ri

a
 of
 
t

h
e
 P
a
g
e
 

V
I
O
L
I
N
 S
O
L
O
 :
 

K
.
0
1
0
k
a
.
 

S
o
n
at
e
 
g,moll

………•…………………………………

••Tar

ti
n
i

. 

L
a
r
g
h
et
t

o
 aff et
t

u
o
s
o
 

Prest
o
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o
 

L
a
r
g
o
 

Allegro c
o
m
o
d
o
 

大
證
奉
訳
演
奏
曲
目
解
説
（
邦
榮
の
部
）

一

石

橋半

能

連

獅

子

石
橋
は
能
楽
の
秘
曲
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
、
多
く
祝
言
物
に
用
ひ
ら
れ
る
。
作
者
は

二
百
十
番
謡
目
録
に
よ
れ
ば
、
結
崎
十
郎
元
雅
で
あ
る
。

一
篇
の
曲
意
は
、
在
俗
の
時
に
大
江
定
基
と
呼
び
し
寂
昭
法
師
入
唐
し
て
文
珠
の
浮

士
青
涼
山
に
参
り
、
千
丈
餘
り
の
深
谷
に
架
け
た
石
橋
の
、
長
さ
は
三
丈
に
餘
れ
ど
、

幅
は
尺
に
も
足
ら
ぬ
を
渡
ら
う
と
す
る
と
、
山
人
が
現
れ
て
之
を
止
め
、
其
の
橋
の
容

易
に
渡
る
ぺ
か
ら
ざ
る
を
説
き
、
最
早
影
向
の
時
節
も
近
い
と
い
つ
て
消
え
失
せ
る
。

次
い
で
獅
子
の
出
現
と
な
つ
て
、
其
の
狂
ひ
を
見
せ
る
の
が
主
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ

な

の

る
。
け
れ
ど
も
半
能
の
場
合
に
は
、
ワ
キ
役
の
寂
昭
が
出
て
、

其
の
名
告

り
が
終
る

と
、
す
ぐ
に
獅
子
舞
と
な
る
。
獅
子
は
輩
獨
な
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
連
獅
子
の
時
に

は
、
白
頭
を
頂
く
親
獅
子
と
、
赤
頭
を
頂
く
子
獅
子
と
が
現
れ
て
舞
ひ
狂
ふ
。
謡
は
ワ

キ
の
名
告
り
と
獅
子
舞
の
後
に
地
誦
の
諷
ふ
虞
と
だ
け
で
、
そ
れ
は
次
の
如
く
で
あ

る。
五 四

ワ
キ

〔
詳
細
な
演
目
表
の
入
手
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
演
目
は
解
説
書
に
よ
っ
て
記
し
た
。

し
た
が
っ
て
出
演
者
は
不
明
で
あ
る
。
〕

是
は
大
江
の
定
基
出
家
し
。
寂
昭
法
師
に
て
候
。
我
入
唐
渡
天
の

志
あ
る
に
よ
り
。
只
今
思
立
つ
て
侯
。
こ
れ
は
早
石
橋
に
て
候
。

暫
く
休
ら
ひ
。
橋
を
渡
ら
ば
や
と
存
じ
候
。

（

獅

舞

）

狂
言

露
の
八
千
草

御
代
の
曙
（
山
の
巻
）

聖
の
御
代

御
代
の
曙
（
海
の
巻
）

首
引

子
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昭和 3年12月12日，大礼奉祝演奏会，御前演奏の予行練習。能楽く石橋〉

同予行練習。狂言〈首引〉
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同予行練習。常磐津節＜露の八千草〉

ti
i
ゞ
V
•
も

食心．，
9

，

．．
 
さ
・
・
t
:rウ
く
・
文

．．
 .. ‘. ．． 

．
．
 ＇ ん．

同予行練習。等曲〈聖の御代〉
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同予行練習。江戸長唄〈御代の曙〉

同予行練習。江戸長唄〈御代の曙〉
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地
謡

言

し

A

と

ら

で

ん

み

ぎ

ん

獅
子
園
胤
旋
の
舞
榮
の
翻
゜

だ
い
き
ん
り
き
ん

く
。
大
筋
力
の
獅
子
頭
。

ば

う

く

わ

う

き

ん

ず

ゐ

芳
。
黄
金
の
薬
現
れ
て
。

な
ほ
り
け
れ
。

く

。

打
て
や
囃
せ
や
。

牡
丹
の
花
ぶ
さ
匂
ひ
満
ち

誓
祭
。
記
』

萬
歳
千
秋
と
舞
ひ
納
め
て
。

花
に
載
れ
枝
に
臥
し
ま
ろ
び
。

く
さ
き

上
な
き
獅
子
王
の
勢
ひ
靡
か
ぬ
草
木
も
な
き
時
な
れ
や
。

し
う秋

と
舞
ひ
納
め
。

万梵げ
歳［に
千Xも

獅
子
の
座
に
こ
そ

狂
首

引

鎮
西
八
郎
為
朝
播
磨
の
印
南
野
で
鬼
に
出
逢
ふ
。
鬼
は
娘
に
為
朝
を
喰
は
し
め
よ
う

と
し
、
為
朝
は
娘
と
力
を
角
し
て
後
、
と
も
か
く
も
な
ら
う
と
い

つ
て
、
腕
押
に
勝

ち
、
次
い
で
首
引
に
勝
た
う
と
す
る
。
鬼
は
脊
族
ど
も
を
呼
び
出
し
て
加
勢
を

さ
せ

る
。
力
が
相
嘗
る
時
、
為
朝
が
引
綱
を
外
せ
ば
、
鬼
ど
も
は
将
基
倒
と
な
り
、
や
る
ま

い
ぞ
／
＼
と
為
朝
を
追
入
る
。

切
狂
言
と
稲
す
る
も
の
の
―
つ
で
、
祝
言
用
に
供
せ
ら
れ
る
。
作
者
は
末
詳
。

二

露

の

八

千

草

新
作
、
大
御
代
の
恵
の
露
に
潤
ふ
民
草
が
、
取
入
れ
時
の
悦
び
を
叙
し
て
、
聖

代
を
訳
し
奉
っ
た
も
の
。
作
者
は
岡
鬼
太
郎
事
、
岡
嘉
太
郎
。
作
曲
者
は
常
磐

津
豊
後
大
橡
゜

ひ

め

ぐ

あ

ま

ね

あ

き

ょ

＼

ぁ
を
ひ
と
ぐ
さ

い
や
し
げ

聖
皇
上
に
在
す
。
日
の
恵
み
治
＜
昭
ら
け
き
代
の
蒼
人
草
は
蒲
茂
る
。

瑞
穂
の
國
や
、
千
垂
穂
の
、
其
の
螢
み
も
君
が
た
め
。

へ
、

ゆ

き

さ

な

へ

わ

た

い

つ

か

あ

を

こ

ち

な

み

み

ど

り

い

ろ

悠
紀
の
早
苗
に
そ
よ
そ
よ
と
、
渡
る
五
日
の
青
東
風
は
、
波
の
緑
の
色

た

す

き

み

づ

た

し

ろ

が

ね

と

を

か

あ

め

け

ぶ

か

ま

ど

に

ぎ

に
立
ち
、
主
基
の
水
田
に
銀
を
、
さ
し
も
十
日
の
雨
ほ
ど
は
、
煙
る
鼈
の
賑

は
し
く
、
豊
な
り
け
り
、
鶏
の
磐
。
｛
明
け
の
六
つ
か
ら
飯
食
べ
て
、
庭
に

ご

こ

く

し

き

た

へ

い

ほ

へ

く

き

に

し

き

あ

き

も

み

ぢ

五
穀
を
敷
妙
の
、
五
百
重
の
葉
の
か
ら
錦
、
秋
と
も
な
れ
ば
、
紅
葉
す
る
、

炉
罰
叩
饗
の
町
兜
町
は
そ
れ
と
も
印
叩
の
こ
ぼ
れ
f
J
即
を
雷
叡
に
、
瞑

り
取
り
運
ぶ
、
澁
茶
よ
塾
、
笑
ふ
ま
い
ぞ
え
、
少
女
子
の
、
鬼
で
さ
へ
も
の

新
作
、

富
士
の
震
峰
に
寄
せ
て
、
大
證
時
の
天
地
に
充
ち
満
て
る
悦
を
叙
し
た

も
の
。
作
者
は
中
内
蝶
―
―
事
、
中
内
義
一
。
作
曲
者
は
今
藤
長
十
郎
。

へ
、
そ

と

う

か

い

そ

ら

た

か

く

も

ひ

い

ふ

じ

や

ま

は

ち

だ

ふ

よ

う

れ

い

ろ

う

夫
れ
東
海
の
天
高
く
雲
に
秀
づ
る
富
士
の
山
、
八
菜
の
芙
蓉
玲
珊
と
、

た

ま

み

が

よ

そ

ほ

た

ふ

と

う

る

f

‘

み

ね

い

た

ゞ

せ

ん

し

う

ゆ
き
し
ろ

玉
を
磨
け
る
粧
ひ
は
、
尊
く
も
ま
た
麗
は
し
き
。
峯
に
戴
く
千
秋
の
雪
白

か

ね

か

ん

む

り

こ

が

ね

ひ

か

て

は

い

ろ

あ
け
ぼ
の

f
＼
む
ら
さ
き

金
の
冠
に
、
黄
金
の
光
り
照
り
映
え
て
、
な
ほ
色
ま
さ
る
曙
の
、
紫
に

く

も

お

び

か

す

み

こ

ろ

も

す

そ

お

ぬ

ひ

は

く

ち

ぐ

さ

は

な

ほ
ふ
雲
の
帯
霞
の
衣
か
い
ど
り
の
、
裾
に
置
き
た
る
縫
箔
も
、
千
草
の
花
の

露
な
が
ら
、
末
廣
が
り
の
と
り
な
り
は
、
＾
げ
に
白
扇
を
懸
け
ま
く
も
、
あ

か

し

こ

く

に

は

し

ら

ゆ

る

わ

ひ

も

と

か

み

や

ま

や
に
畏
き
す
め
ら
ぎ
の
國
の
柱
と
揺
ぎ
な
き
、
我
が
日
の
本
の
紳
山
や
、
わ

こ

と

し

お

ほ

ぎ

み

は

れ

み

の

り

や

ま

す

が

た

け
て
今
年
は
大
君
の
職
の
大
典
の
こ
と
ほ
ぎ
に
、
山
の
姿
も
お
の
づ
か
ら
、

町
釘
り
ぬ
る
庄
恥
知
鼓
唄
へ
叩
が
即
は
冠
の
加
勾
配
に
き
て
、
国
づ
と
も

い
は
ほ

つ
き
ぬ
巖
な
ら
な
ん
。

げ

い

し

や

う

う

い

き

よ

く

か

り

よ

う

び

ん

が

こ

ゑ

す

＾
虚
空
遥
か
に
一
音
架
の
、
調
べ
は
寛
裳
羽
衣
の
曲
、
迦
陵
瀕
伽
の
盤
澄
み

あ

ま

は

ご

ろ

も

れ

い

て

う

む

み

あ

ま

つ

を

と

て
、
天
の
弱
衣
ひ
る
が
へ
し
、

震
鳥
群
れ
て
飛
ぶ
よ
と
見
え
し
は
、
天
津
乙

め

ま

ひ

そ

で

あ

ま

た

は

ち

え

ふ

み

ね

め

ぐ

ご

女
の
舞
の
袖
、
天
そ
そ
り
立
つ
八
葉
の
、

峯
を
廻
り
て
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
、
五

御

代

の

と
し
ご
ろ

年
頃
を
、
士
に
汚
し
て
、
山
里
の
、
め
で
た
き
質
り
、
富
草
を
、
か
り
そ
め

ご

と

ひ

と

つ

き

ま

ど

ゐ

く

か

へ

は

な

し

あ

ひ

と

ほ

ぎ

ぬ

た

f
‘
を

さ

ひ

び

事
の
―
つ
ま
で
、
月
の
園
居
に
繰
り
返
す
、
話
の
間
を
遠
砧
。
歳
の
響
き

は
隣
の
嫁
よ
、
と
ん
と
ん
か
ら
り
、
手
染
の
絲
の
よ
る
を
日
に
、
と
ん
と
忘

お

も

だ

た

も

の

ず

た

け

ね

い

ろ

れ
た
お
し
や
ら
く
を
、
思
ひ
出
せ
と
や
、
誰
が
物
好
き
の
、
竹
の
昔
色
に
、

よ

そ

あ

こ

A

ろ

わ

た

ひ

と

こ

よ

こ

ひ

う

た

5
＼

け

他
所
な
が
ら
、
合
う
て
心
も
す
み
渡
る
、
人
の
此
の
世
の
患
の
歌
。
ウ
タ
今

ふ

う

れ

お

も

あ

ぜ

な

ら

か

ま

と

か

ほ

み

日
は
嬉
し
や
、
思
は
く
さ
ん
と
、
畦
を
並
べ
て
鎌
を
執
る
、
お
顔
見
よ
で
は

ひ

と

、

き

た

ば

こ

や

す

つ

あ

な
け
れ
ど
も
、
何
と
一
息
、
煙
草
休
み
に
せ
う
ぢ
や
な
い
か
、
附
け
て
上
げ

ま
し
よ
、
煙
草
の
火
、
ほ
ん
に
エ
。
｛
か
く
も
和
ら
ぐ
家
家
の
、
軒
こ
そ
績

十

ゑ

ひ

ろ

み

や

こ

た

か

く

ら

ゐ

や

ま

あ

ふ

か

し

こ

け
、
末
廣
の
、
都
に
高
き
位
山
、
仰
ぎ
ま
つ
る
も
、
あ
や
に
畏
し
。

曙
（
山
の
巻
）
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て代よし庭且へ
紳よ萬烹たの眩；天ぢ
の 歳kま白ときゆと
まとは 洲 す み 地 ：
す唱差る虞乞装点と

高ほふ大gせろやひの
天嘉れ 御み< ‘分な二

原芸ば言；‘南なれ
も‘も‘連； 殿 zに

と百；畏tりなのし
よ官；， ぷ匂は御み代よ
む人［まふ廊； ょ

ら萬；っ 脂茎 ゐり
む民gりのや定；
゜合： 大 百 影合 やま

は臣ま‘かる
せはかに大百

て御みが ‘君：
呼よ 脂芸やなの
ばのきら高岳
ふ下》あぶ御み
盤 え にへ臣点 座も

盤；立たる等ら山：
はちそのう

‘いが衣：ち
國店で中芸の仰：
にてに色gぐ

溢： ‘ ‘ ‘眼め
れ御み下と御みさ

ゃ゚ まの
ひ御み朝：
団‘馬［立た
でのつ
た御？霧g
た車ごの
すや匂ii-

道： ‘ さひ
の錦Eへ

小 を の き ヽ

草い・ 帳丘紳よ
も めり世よ
ひもお
れあぼ
ふやゆ
しにる
て輝ば九：
‘ きや重竺

迎 ば わ の

へた二；

をる重ヘ

ろ御おの
が莉叶喬ゼ
む車；． を

か 、 ま 渡ど

守tり
しらま
こせす
さた六g

新

作

、

大

證

に

際

し

て

、

京

都

へ

の

御

猿

輩

、

紫

寝

殿

の

御

儀

、

及

び

大

嘗

祭

の

光

景

を

叙

し

て

聖

代

を

壽

い

だ

も

の

。

作

者

は

尾

上

八

郎

、

作

曲

者

は

今

井

慶

松

事

、

今

井

新

太

郎

。

四

聖

の

御

代

ぬ

も

の

こ

そ

な

か

り

け

れ

。

せ

ら

ま

ひ

。

へ

く

も

ゐ

そ

ら

節

の

舞

も

か

く

や

ら

ん

そ

れ

は

雲

井

の

空

な

れ

や

、

さ

と

ざ

と

た

か

ね

ゆ

き

を

ろ

が

ひ

や

う

し

里

里

は

、

高

嶺

の

雪

を

拝

み

て

、

拍

子

と

り

ど

り

踊

り

歌

。

f
、

ふ

じ

み

ね

み

し

ろ

か

み

よ

し

ら

ゆ

き

な

っ

富

士

の

峯

見

り

や

い

つ

で

も

白

い

、

神

代

な

が

ら

の

あ

の

白

雪

は

、

夏

き

き

み

よ

ち

ょ

ち

よ

い
く
ち

ょ

が

来

た

と

て

消

え

は

せ

ぬ

、

ホ

ン

ニ

サ

、

御

代

は

千

代

千

代

幾

千

代

ま

で

ふ

じ

お

や

ま

ゆ

き

も

、

富

士

の

御

山

の

雪

の

よ

に

、

ホ

ン

―

ー

サ

、

ホ

ン

―

ー

サ

、

雲

の

上

よ

り

明

よ

も

あ

き

や

わ

み

よ

あ

さ

ひ

か

げ

あ

ふ

四

方

に

あ

ま

ね

く

昭

ら

か

に

、

和

ら

ぐ

御

代

の

朝

日

影

、

仰

が

け

そ

め

て

、

す
そ
の

裾

野

を

め

ぐ

る

い

さ

さ

げ

も

の

、 新

作

、

曙

（

海

の

巻

）

山

の

巻

の

姉

妹

篇

、

大

漁

豊

微

の

舟

人

が

大

證

時

に

於

け

る

夜

明

の

港

入

及

び

大

漁

踊

を

叙

し

て

、

浦

安

の

國

を

壽

い

だ

も

の

、

作

者

は

中

内

蝶

二

事

、

中

内

義

一

。

作

曲

者

は

吉

住

小

三

郎

、

稀

昔

家

六

四

郎

の

二

人

。

＼

そ

ら

あ

し

ら

ひ

い

く

に

あ

さ

ほ

の

ぼ

の

と

空

明

け

白

む

ひ

ん

が

し

の

、

日

出

づ

る

國

の

朝

ぼ

ら

け

、

こ
と
さ
ら
お
ほ
ぎ
み

み

よ

は

じ

め

お

ほ

み

の

り

あ

ま

つ

ひ

つ

ぎ

み

さ

か

え

あ

ふ

け

ふ

は

殊

更

大

君

の

、

御

代

の

始

の

大

御

典

、

天

津

日

嗣

の

御

榮

を

、

仰

ぐ

ひ
か

光

り

ぞ

あ

り

が

た

き

。

へ

む

釦

き

の

腎

｛

の

広

手

を

加

か

せ

て

、

貰

紅

5
の

配

．

知

を

閲

冗

に

、

叩

く

奸

祖

あ

け

ぼ

の

そ

ら

み

づ

み

づ

そ

ら

お

き
つ

な

み

や

へ

し

ほ

ぢ

は

る

か

ぜ

つ

曙

の

、

空

や

水

、

水

や

空

な

る

沖

津

浪

、

八

重

の

汐

路

を

遥

け

く

も

、

風

ま

ほ

か

た

ほ

う

ゑ

し

ら

ほ

か

げ

た

が

ら

き

ぶ

ね

み

つ
ぎ

に

ま

か

す

る

箕

帆

片

帆

、

浮

い

て

鎗

に

な

る

白

帆

の

影

は

、

賓

貴

船

か

貢

の

ふ

ね

と

き

よ

あ

け

み

な

と

い

船

か

、

時

も

夜

明

の

港

入

り

。

へ
、

ふ
ね

め

め

を

と

ま

つ

め

ま

つ

を

ま

つ

ま

ね

め

ま

つ

船

の

目

じ

る

し

や

あ

の

女

夫

松

、

女

松

ま

ね

け

ば

男

松

も

招

く

、

女

松

か

あ

い

を

ま
つ

f
、

ま

つ

う

れ

な
に

つ

つ

可

愛

や

男

松

も

い

と

し

、

松

に

か

ひ

あ

る

嬉

し

さ

を

、

何

に

包

ま

ん

か

ら

芍

鴫

髯

ご

ろ

も

即

ぎ

か

へ

て

、

み

ど

り

v旱
ゐ

包

年

の

、

饂

叩

い

き

配

い

の

そ

な

れ

こ

う

た

ひ

と

ふ

し

子

が

磯

馴

小

唄

の

一

節

に

、

へ
、

お

き

た

ひ

つ

を

ぶ

ね

ゆ

を

ぶ

ね

た
い
ぎ

よ

を

ど

沖

で

鯛

釣

り

や

小

舟

が

ゆ

れ

る

ヨ

、

揺

れ

る

小

舟

に

大

魚

が

躍

る

、

を

た
い
ぎ
よ

た
ひ

ど

る

大

魚

は

鯛

お

め

で

た

い

、

ヨ

イ

／

＼

ヨ

イ

／

＼

ヨ

イ

ヤ

サ

磯

で

藻

を

か

た
ま
も

ひ

か

ひ

か

た

ま

も

こ

ぶ

ま

つ

り

刈

り

や

玉

藻

が

光

る

ヨ

、

光

る

玉

藻

は

昆

布

よ

ろ

こ

ん

ぶ

、

け

ふ

の

祭

の

よ

ョ

ィ

く

ョ

ィ

く

ョ

イ

ヤ

サ

。

五

御

代

の

あ
ら
し

し
も
お
も

ゆ

き

す

き

お

ほ

と

の

お

ほ

み

て

嵐

は

や

み

て

霜

重

き

悠

紀

と

主

基

と

の

大

殿

に

、

大

御

手

づ

か

ら

捧

げ

ま

く
ろ

き

し

ろ

き

お

ほ

み

t

う

れ

お

ほ

か

み

お

ほ

み

こ
こ

ろ

す

黒

酒

白

酒

も

大

御

霞

も

、

嬉

し

と

き

こ

す

大

紳

の

大

御

心

は

た

き

す

さ

ぶ

庭

燎

の

さ

や

に

見

ゆ

る

か

な

。

百

の

官

を

召

さ

せ

つ

つ

、

賜

は

る

御

酒

に

う

お
ほ
み

め

ぐ

み

か

げ

ゆ

た

う

れ

つ

ろ

ふ

は

、

大

御

恵

の

影

な

れ

や

、

豊

か

に

た

て

ど

嬉

し

さ

は

つ

つ

み

か

ね

あ

ま

を

と

め

ま

ひ

た

も

と

ひ

じ

り

み

よ

あ

た

る

天

少

女

、

舞

の

袂

の

か

へ

す

が

へ

す

聖

の

御

代

に

逢

ふ

ぞ

た

の

し

き

。
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第第

「
榮

光
」

(
G
l
o
ri
a

)

ア

ル

ト

齋

藤

静

子

「
主

よ
」
(

K

y
ri
e

)

ア

ル

ト

四

ふ

み

子

徒俊

二
、
荘
厳
な
る
ミ
サ
（
作
品
―
ニ
―
―
-
)
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

M
i

s
s
a
 
S
o
l
e
m
ni
s
 (
op
.
 1

2
3
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
B
e
et

h
o
v
e
n
 

ソ
。
フ
ラ
ノ

黒

貞

子

合
唱
者

伴
奏
者

ー百
雁田

井

直

生

指

揮

者

獨
奏
者

獨
唱
者

立

ふ

さ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ソ
。
フ
ラ
ノ

安

家澤 松

藤

幸

ノミ

ス

徳木

山

漣

下

保

ア

ル

ト

四

家

ふ

み

子

指

揮

者獨
唱
者

田

中

宣

子

几
口舟

橋

吉

譜 詞

信商

時野

辰

之

謹

作

潔

謹

作

榮

づ

れ

ば

、

く

、

う

ら

う

ら

と

、

ヘ
、
さ
さ

い

そ

や

ま

す

ず

ね

い

ろ

か

み

捧

げ

て

の

ぼ

る

磯

山

に

、

鈴

の

一

音

色

も

神

さ

び

て

、

う
ら
う
ら
さ
と
か
ぐ
ら

太

鼓

、

｛

海

よ

り

海

へ

遠

近

に

、

つ

づ

く

浦

浦

里

紳

楽

。

へ
、

か

ぐ

ら

よ

く

よ

く

ひ

と

な

み

だ

て

神

楽

ば

や

し

に

そ

そ

ら

れ

て

、

寄

り

来

る

寄

り

来

る

人

の

波

、

伊

達

な

ま

ひ

は

ひ

き

っ

た

い

れ

ふ

を

ど

り

ひ

や

う

し

そ

ろ

う

は

や

う

た

舞

祝

衣

着

つ

れ

て

連

れ

て

、

大

漁

踊

の

拍

子

が

揃

う

た

、

打

て

や

囃

せ

や

唄

を

ど

お

ん

ど

ひ

や

う

し

っ

た

い

れ

ふ

を

ど

り

て

ぶ

り

そ

ろ

へ

や

踊

れ

、

は

や

す

＿

音

頭

の

拍

子

に

連

れ

て

、

大

漁

踊

の

手

振

が

揃

う

た

。

＾

は

ず

む

踊

に

お

の

づ

か

ら

、

調

べ

を

合

は

す

松

の

琴

、

盤

颯

颯

と

か

な

な

み

つ

。つ
み

せ

ん

し

う

ば

ん

ぜ

い

か

ぎ

う

な

ば

ら

と

ほ

波

の

鼓

の

と

う

と

う

た

ら

り

、

千

秋

萬

歳

限

り

な

き

、

海

原

遠

と

よ

さ

か

の

ぽ

あ

さ

ひ

こ

ひ

か

あ

ま

ね

う

ら

や

す

く

に

豊

榮

昇

る

朝

日

子

の

、

光

り

遍

き

浦

安

の

國

゜

二
十
三
日

昭
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日
、

大
證
奉
祝
演
奏
曲
目
（
昭
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日
、

一
、
大
纏
奉
訳
合
唱
歌
…
…
…
…
｛
疇

大
礼
奉
祝
演
奏
会

ソ
。
フ
ラ
ノ

テ
ノ
ー
ル

二
十
三
日
）

な

ひ

び

ふ

え

は

や

嗚

り

轡

＜

笛

休

憩

第
三

「
我
は
信
ず
」

(
C
r
e
d
o
)

第
四
「
聖
な
る
哉
」

(
S
a
n
ctu
s
)

第
五
「
神
の
小
羊
」
(

A

g
n
u
s

D
ei
)
 

十

五

分

間

シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ッ
プ

- L H-~ ~.. •—· • • 

昭和 3年12月22,23日， 〈荘厳なるミサ〉御前演奏記念写真。

前列左から齋藤静子，立松ふさ，ラウトルップ，黒澤貞子，四

家文子。後列左から澤崎定之，木下保，菌田誠一，徳山瑳（四

家文子著『歌ひとすじの半世紀』昭和53年12月，芸術現代社，

より）
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か

し

こ

ど

こ

ろ

す

ず

ね

き

よ

賢
所
に
鈴
が
音
清
く
、

野

叩

わ
が
怠
叩

あ

ま

つ

ひ

つ

ぎ

う

天
津
日
嗣
承
け
ま
し
、

お

ほ

み

の

り

け

ふ

大
御
證
あ
げ
ま
す
今
日
、

ず
ゐ
き
あ
め
っ
ち

瑞
氣
天
地
を
こ
め
て
、

や

し

ま

喜
び
八
洲
に
あ
ふ
る
。
」

喜い瑞t
びこ氣き
八や天；

洲 と地 ：

に を
あこ
ふめ
る て

゜L 

歌

詞

演

奏

曲

目

解

説大

纏

奉

呪

合

唱

歌

（
『
東
京
昔
榮
學
校
一
究
』
自
昭
和
四
年
至
昭
和
五
年
、
昭
和
四
年
十
二
月
、

本

歌

曲

は

今

回

の

御

大

證

に

際

し

奉

祝

の

意

を

の

べ

た

も

の

で

、

作

歌

者

は

本

校

敦

授

高

野

辰

之

、

作

曲

者

は

本

校

教

授

信

時

潔

で

あ

る

。

管

絃

楽

合

唱

者

ノミ

ス

徒

職

員

生

徒

及

海

軍

軍

榮

隊

員

生

一
五
九

l
一六

0
頁

）

ゆ

き

た

す

き

た

た

り

ほ

い

ね

悠
紀
田
主
基
田
の
垂
穂
の
稲
に
、

つ

く

み

き

み

け

て

さ

さ

造
れ
る
御
酒
御
食
手
づ
か
ら
捧
げ、

即
し
く
配
ら
す
緊
5

叩
み
ご
こ
ろ
あ
ふ

仰
げ
仰
げ
御
心
仰
げ
。

い

は

い

は

せ

う

わ

み

よ

祇
へ
祝
へ
昭
和
の
御
代
を
。

と

は

さ

か

せ

う

わ

み

よ

永
久
に
榮
え
ん
昭
和
の
御
代
を
。
」

げ

け

ふ

い

く

ひ

た

る

ひ

賓
に
今
日
こ
そ
は
生
日
の
足
日
、

13
と
鬱
よ
ひ
て
わ
が
忌
叩
の

お

ほ

た

か

み

く

ら

つ

ひ

大
高
御
座
に
帥
き
ま
す
よ
き
日
、

つ

き

て

ら

き

さ

い

み

や

月
と
照
し
て
后
の
宮
の

な

ら

み

く

ら

た

ひ

並
び
の
御
座
に
立
ち
ま
す
よ
き
日
、

み

こ

お

み

あ

を

ひ

と

ぐ

さ

皇
族
よ
、
臣
よ
、

蒼

生

よ、

い

は

い

は

こ

ひ

い

は

況
へ
脱
へ
此
の
日
を
説
へ
、

よ

よ

ば

ん

ざ

い

よ

呼
ば
へ
呼
ば
へ
萬
歳
呼
ば
へ
。
」

う

こ

ん

た

ち

ば

な

こ

が

ね

右
近
の
橘
黄
金
を
つ
ら
ね
、

さ

こ

ん

さ

く

ら

も

み

ぢ

左
近
の
櫻
は
紅
葉
を
か
ざ
す
、

な

で

ん

ひ

ろ

に

は

ひ

か

み

南
殿
の
廣
庭
光
り
に
満
て
り
、

な

た

み

は

た

よ

そ

お

み

並
み
立
つ
御
施
に
装
へ
る
臣
に
。
」

澤

崎

定

ノミ

ス

テ
ノ
ー
ル

薗

田

誠

徳

山

之漣

テ
ノ
ー
ル

木

下

保

畠

即

し
く
轡
げ
に
守
ら
す
、

町
ぎ
比
の
輯
‘
即
ぎ
即
の

13、

ず
ゐ
き
あ
め
っ
ち

瑞
氣
天
地
を
こ
め
て
、

喜
び
八
洲
に
あ
ふ
る
。」
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曲
譜
は
凡
て
荘
重
を
旨
と
し
て
作
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
歌
詞
の
意
に
應
じ
て
、
時
に
は

華
麗
、
時
に
は
優
美
、
時
に
は
快
活
の
趣
を
も
加
へ
て
あ
る
。
曲
中
に
現
は
れ
る
諸
楽

想
は
種
々
の
旋
法
に
基
く
も
の
で
、
或
は
本
邦
の
雅
楽
及
俗
楽
の
旋
法
、
或
は
洋
楽
の

長
及
短
昔
階
を
用
ひ
て
あ
る
。

洋
風
の
音
階
に
基
く
甚
だ
緩
徐
な
前
奏
（
十
六
小
節
）
の
後
、
合
唱
は
『
瑞
氣
天
地

を
こ
め
て
』
の
語
を
以
て
荘
重
に
始
ま
り
『
喜
び
八
洲
に
あ
ふ
る
』
に
至
て
強
奏
に
高

ま
る
。
純
粋
な
同
晋
の
短
い
間
奏
（
二
小
節
）
の
後
、
曲
は
雅
楽
律
旋
の
調
に
進
み
、

此
虜
に
諸
墜
は
畏
敬
に
充
ち
た
弱
奏
を
以
て
『
現
つ
誹
わ
が
大
君
』
の
詞
を
述
べ
る

が
、
『
大
御
證
』
よ
り
以
下
は
洋
楽
長
昔
階
の
調
に
移
つ
て
、
ま
た
も
『
八
洲
に
あ
ふ

る
』
の
強
奏
に
達
す
る
。
五
小
節
の
間
奏
の
後
に
績
く
『
賢
所
に
鈴
が
幸
日
清
く
』
の

一
節
は
再
び
雅
楽
調
が
用
ひ
ら
れ
、
こ
れ
が
漸
次
長
昔
階
に
推
移
し
て
一
―
一
度
『
八
洲
に

あ
ふ
る
』
の
強
奏
と
な
る
。
『
右
近
の
橘
』
以
下
の
一
節
は
荘
麗
な
光
景
を
描
く
為
に

前
よ
り
も
活
躍
せ
る
リ
ズ
ム
で
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
。
以
下
三
十
四
小
節
に
亘
る
間
奏
の

間
に
曲
は
愛
口
長
調
か
ら
二
長
調
に
進
み
、
や
が
て
『
賓
に
今
日
こ
そ
は
』
の
歓
槃
が

轟
く
。
此
の
一
節
は
『
月
と
照
し
て
后
の
宮
の
』
に
於
て
暫
く
優
美
な
短
昔
階
に
移
る

が
、
『
皇
族
よ
、
臣
よ
、
蒼
生
よ
』
に
至
て
長
昔
階
に
復
し
強
奏
及
最
強
奏
に
高
ま
る
。

『
祝

へ
祝
へ

』
以
下
の
詞
は
進
行
曲
風
の
稽
快
速
な
調
に
作
ら
れ
、
歓
磐
は
更
に
活
氣

を
加
へ
る
。
以
上
の
節
と
好
劉
照
を
な
す
も
の
は
次
の
稽
緩
か
な
『
悠
紀
田
主
基
田

の
』
の
節
で
あ
る
。
此
慮
は
最
初
合
唱
が
鄭
び
た
本
邦
俗
楽
調
（
陽
旋
）
を
以
て
歌
詞

を
述
べ
、
次
で
獨
唱
の
各
槃
が
同
一
楽
想
を
俗
楽
陰
旋
に
移
し
て
反
復
す
る
。
『
親
し
く

祭
ら
す
御
心
畏
』
以
下
、
曲
は
再
び
合
唱
に
か
へ
り
、
『
仰
げ
仰
げ
』
に
至
て
前
と
同

一
の
活
氣
あ
る
進
行
曲
調
に
進
み
、
『
永
久
に
榮
え
ん
』
よ
り
以
下
更
に
進
行
の
幅
を

廣
く
し
、
且
漸
次
に
昔
力
を
強
め
て
最
強
奏
に
達
し
、
『
版
へ
訳
へ
』
の
歓
呼
と
雀
躍

す
る
如
き
ピ
ア
ノ
の
後
奏
を
以
て
曲
を
結
ぶ
。

二

荘

厳

な

る

ミ

サ

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

荘
厳
な
る

ミ
サ
は
天
主
敦
の
祭
典
な
る

ミ
サ
祭
の
儀
式
の
間
に
歌
は
れ
る
拉
典
語
の

歌
曲
を
一
括
し
た
大
曲
で
、
中
世
以
降
幾
多
の
一
音
楽
者
の
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
此
作
は
一
八
一
八
年
彼
の
保
護
者
に
て
弟
子
な
る
填
國
の
ル
ー
ド
ル

此
の
想
は
敷
小
節
の
威
厳
あ
る
序
節
の
後
に
先
づ
管
絃
楽
に
聞
え
、
次
で
合
唱
の
和

昔
的
和
槃
と
交
代
し
な
が
ら
獨
唱
部
に
現
は
れ
る
。
尚
、
『
憐
み
給
へ
』
の
語
に
配
せ

ら
れ
た
次
の
楽
句

雫

冒
K
r

ー

噂「

K
y
 

＼
ー
）

呵

団

F

開

"

i

,

0

 

フ
大
公
が
オ
ー
ル
ミ
ュ
ッ
ツ
の
大
司
敦
に
任
命
せ
ら
れ
た
時
着
手
し
た
も
の
で
、
初
は

彼
の
就
任
式
の
際
に
演
奏
す
る
豫
定
で
そ
の
作
成
を
急
い
だ
の
で
あ
る
。
然
る
に
推
敲

に
推
敲
を
重
ね
て
ゐ
る
間
に
此
の
作
は
全
く
最
初
の
目
的
を
超
越
す
る
に
至

っ
た
。
か

く
し
て
一
八
二
三
年
に
之
を
完
成
し
て
大
公
に
贈
っ
た
時
に
は
就
任
式
は
既
に
長
い
以

前
に
畢
行
清
と
な
り
、
作
其
の
も
の
も
普
通
の
ミ
サ
以
上
に
長
く
、
む
づ
か
し
く
、
又

藝
術
味
に
富
ん
だ
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
元
、
天
主
教
を
奉
ず
る
家
に
生
れ
て
終
生
此
の
敦
會
に
愚
し
て

居
た
が
、
彼
の
言
行
に
よ
っ
て
見
る
と
、
此
の
敦
會
の
固
定
し
た
信
仰
箇
條
を
文
字
通

り
に
信
奉
し
た
人
と
は
思
は
れ
な
い
。
彼
は
も
つ
と
自
由
な
廣
い
考
を
持

つ
て
ゐ
た
人

で
、
一
の
宗
旨
一
の
敦
義
に
拘
泥
し
な
か
っ
た
や
う
に
見
え
る
。
然
し
彼
は
本
来
宗
敦

的
情
操
に
富
ん
だ
人
で
又
物
事
を
道
徳
的
に
考
へ
且
働
く
こ
と
を
人
間
の
義
務
と
信
じ

た
人
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
か
A

る
広
い
宗
教
的
精

紳
を
以
て
古
い
ミ
サ
の
歌
詞
に
向
ひ
、
其
の
各
句
各
語
の
意
味
を
桧
し
て
之
に
自
己
の

一
音
楽
的
解
繹
を
加
へ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
出
来
た
本
曲
は
在
来
の
ミ
サ
の
様
式
を

脱
し
た
極
め
て
獨
創
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
其
規
模
の
宏
大
、
内
容
の
充
賓
に
於
て
他

に
比
類
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
自
ら
此
の
作
を
彼
の
精
紳
的
産
物

中
最
も
成
功
せ
る
も
の
と
考
へ
た
。
彼
の
凡
て
の
カ
ー
人
間
と
し
て
又
藝
術
家
と
し

て
の
凡
て
の
力
は
此
の
作
に
集
中
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
＿
『
主
よ
』
(

K

y
ri
e

)

は
天
主
及
び
基
督
に
救
助
を
哀
願
す
る
曲
で
、
三
節
に
分

れ
て
ゐ
る
。
作
者
が
『
信
心
を
以
て
』
歌
ふ
や
う
に
注
意
し
た
本
曲
の
第
一
節
(
A
s
s
ai

S
o
st
e
n
ut
o

二
長
調
二
分
―
―
拍
子
）
は
天
主
に
憐
み
を
求
め
る
詞
で
、
一
音
楽
は
次
の
主

想
に
基
て
ゐ
る
。
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こ
の
想
が
槃
か
ら
磐
へ
と
移
り
、
又
管
絃
楽
に
助
け
ら
れ
飾
ら
れ
て
非
常
な
力
を
狡

揮
す
る
。
然
し
此
の
力
強
い
調
の
間
に
之
と
趣
を
異
に
す
る
部
分
を
挿
ん
で
あ
る
。
郎

ち
優
し
く
静
か
な
『
地
に
は
平
和
』
(

E

t
in
 te
r
r
a
 
p
a
x
)

の
節
、
確
固
た
る
楽
句
に

基
て
フ
ー
ガ
式
に
進
む
『
汝
を
讃
美
す
』

(
G
l
o
r
ific
a
m
u
s

te
)

の
節
及
び
速
さ
を
緩

言
]
)
'
」
―
-
』

l
-

」
し
一
』
．
ー
叩

0-。
'

"

i

a

i

n
 
e
H
8
-
'
8i
S

D

o

 

0 叫

r
 

0
,
l
o

i
,
'
,
 
.
.
.
 '
,
.
 

響
に
於
て
も
美
し
い
此
の
一
節
が
静
か
に
鳴
り
止
む
時
、
曲
は
第
三
節
に
進
み
、
此

虞
に
最
初
の
節
を
愛
化
し
て
再
現
す
る
。

第
二
『
榮
光
』

(
G
l
o
r
ia
)

は
天
主
及
び
基
督
を
讃
美
し
、
彼
等
に
感
謝
し
、
且
救

助
を
祈
る
意
味
の
も
の
で
、
古
来
多
く
の
作
家
は
之
に
睛
れ
や
か
な
曲
譜
を
撰
ん
で
ゐ

る。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
此
の
『
榮
光
』
は
四
つ
の
大
き
な
節
に
分
け
る
こ
と
が
出
来

る
。
第
一
節
（
『
紳
の
小
羊
、
父
の
子
よ
』

a
g
n
u
s
D
e
i,
 filiu

s
 
p
a
tr
is
ま
で
）
は
曲

頭
に
出
る
歓
呼
の
や
う
な
主
想
（
―
-
長
調
四
分
三
拍
子
）
に
基
く
も
の
で

も
此
の
節
の
構
成
上
大
切
な
要
素
に
な
っ
て
ゐ
る
。

ロ
短
調
に
轄
じ
て
始
ま
る
第
二
節
（
A
n
d
a
n
te
a
s
s
a
i
 

1

―
分
三
拍
子
）
は
『
憐
み
給

へ
』
の
語
に
前
よ
り
も
動
き
の
速
い
楽
想
を
用
ひ
、
之
に
『
基
督
よ
、
基
督
よ
』
と
呼

盤
を
配
し
て
祈
願
の
情
を
一
層
痛
切
に
表
は
し
て
ゐ
る
。

c
h
ri•
'
s
c
r

ご

•
S

及
び
管
絃
楽
に
現
は
れ
る
次
の
楽
句

岨
5
 ＾
 

め
た

(
M
e
n
o
alle
g
r
o
)
愛
口
長
調
の
優
美
な
『
汝
に
感
謝
を
捧
ぐ
』

(
G
r
a
tias

a
gi
m
u
s
 tib
i
)
の
節
で
あ
る
。
『
主
な
る
神
』

(
d
o
m
in
e
D
e
u
s
)

の
語
に
至
て
管
絃

楽
は
再
び
最
初
の
『
榮
光
』
の
主
想
に
返
り
、
合
唱
は
強
奏
を
以
て
紳
を
呼
び
、
殊
に

『
全
能
』

(
o
m
n
ipo
te
n
s
)

の
語
に
於
て
最
強
奏
に
高
ま
る
が
、
次
で
獨
唱
が
『
誹
の

獨
り
子
』
に
呼
掛
け
る
箇
虞
に
於
て
は
暫
く
弱
奏
に
な
る
。

『
榮
光
』
の
第
二
節
（
L
a
r
g
h
e
tto

へ
長
調
四
分
二
拍
子
）
郡
ち
『
世
の
罪
を
潔
む

る
者
よ
』
(
q
u
i
toll
is)
よ
り
以
下
は
速
度
及
び
其
他
に
於
て
前
節
と
著
し
い
劉
照
を

な
し
て
ゐ
る
。
此
虞
は
基
督
の
受
難
や
人
類
の
罪
過
を
顧
み
て
憐
慾
と
赦
免
と
を
乞
ふ

も
の
で
、
凡
て
が
憂
愁
と
恐
怖
の
氣
分
を
示
し
、
殊
に
『
我
等
の
祈
願
を
聴
き
容
れ
給

へ』

(
s
u
s
c
ipe
)

の
條
は
悲
哀
の
情
に
充
ち
て
ゐ
る
。
唯
此
の
節
の
最
後
の
一
句
『
父

の
右
に
坐
す
る
者
よ
』
(
q
u
i
s
e
d
e
s
 
a
d
 d
e
x
te
r
a
m
 p
a
tris)
は
力
強
い
呼
槃
に
作
ら

れ
て
ゐ
る
。

第
三
節
（
A
l
l
e
g
r
o
m
a
e
s
to
s
0

二
長
調
四
分
三
拍
子
）
帥
ち
『
何
と
な
れ
ば
』

(
Q
u
o
n
ia
m
)

以
下
の
節
は
甚
だ
短
か
い
も
の
で
且
歌
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
朗
讀
す
る

や
う
な
調
で
あ
る
が
、
其
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
配
富
に
細
か
な
注
意
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ

る。
第
四
節
は
『
父
な
る
紳
の
榮
光
の
中
に
在
て
、
ア
ー
メ
ン
』
(
i
n
g
lor
ia
 D
e
i
 pa
t, 

ris
,
 am

e
n
)
の
敷
語
を
含
む
に
過
ぎ
な
い
が
、
曲
譜
は
三
つ
の
部
分
に
分
れ
其
の
第
一

は
次
の
主
想
に
基
く
フ
ー
ガ

(
A
l
l
e
g
r
o
m
a
 n
o
n
 t
r
o
p
po

二
長
調
四
分
四
拍
子
）

に
作
ら
れ
て
ゐ
る

ー

ー

贔

＂

｀

ゴ

「

l

:

:

o

a

.

第
二
の
部
分

(
P
o
c
o
pi
u
 A
l
l
e
g
r
0

二
分
二
拍
子
）
は
其
の
要
黙
に
於
て
第
一
の

磁
績
で
あ
る
が
、
唯
其
の
速
度
を
速
め
、
獨
唱
四
部
と
合
唱
と
を
十
分
協
力
さ
せ
、
且

前
節
の
『
何
と
な
れ
ば
』
(
Q
u
o
n
ia
m
)
の
主
想
を
添
加
し
た
黙
に
於
て
異
つ
て
ゐ
る
。

此
の
部
分
で
諸
槃
が
八
分
符
の
楽
句
を
同
年
日
で
齊
唱
す
る
箇
慮
は
特
に
力
強
い
感
銘
を

興
へ
る
。
然
し
作
者
は
此
の
強
い
表
出
に
満
足
せ
ず
、
更
に
第
三
の
部
分

(
P
r
e
s
to
四

分
三
拍
子
）
に
於
て
一
層
の
活
躍
を
示
し
て
ゐ
る
。
此
の
部
分
は
最
急
の
速
度
を
以
て
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『
榮
光
』
の
最
初
の
詞
と
主
想
と
を
再
現
す
る
も
の
で
、

賓
に
歓
喜
の
極
黙
を
表
，は
す

も
の
で
あ
る
。

第
三
『
我
は
信
ず
』

(
C
r
e
d
o
)
は
天
主
敦
徒
の
信
仰
を
告
白
す
る
曲
で
、
ミ
サ
の
中

で
も
最
も
長
い
曲
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
其
の
諸
節
の
意
味
に
應
じ
て
種
々
の

楽
句
を
用
ひ
た
為
に
、
此
の
曲
は
極
め
て
愛
化
の
多
い
も
の
に
な
っ
た
。
次
の
確
固
た

る
主
想
（
愛
口
長
調
四
分
四
拍
子
）

、、

r
9

ー
芝
t
L
.

「
『
-
r
「
)
,
|
-

C
r
e
,
d
o
,
 

e
r
e
,
d
o
 

で
始
ま
る
最
初
の
節
（
『
我
は
一
人
の
神
を
信
ず
』

C
r
e
d
o
in
 u
n
u
m
 D
e
u
m
)
は
凡

て
断
乎
た
る
確
信
と
力
と
を
示
す
も
の
で
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
其
他
の
伴
奏
楽
器
は
其
の

表
出
を
更
に
強
め
て
ゐ
る
。
『
我
は
一
人
の
主
を
信
ず
』

(
C
r
e
d
o

in
 u
n
u
m
 d
o
m
i, 

n
u
m
)
以
下
は
基
督
に
劉
す
る
信
仰
を
宣
べ
る
も
の
で
、
此
虞
に
再
び
曲
頭
の
主
想
が

用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
『
我
等
人
間
の
為
に
』
(
q
u
i
p
ropte
r
 
n
o
s
 h
o
m
in
e
s
)

の
條
は

輩
純
な
、
員
心
籠
め
た
調
に
よ
っ
て
聴
者
の
心
を
動
し
、
之
に
績
く
『
天
よ
り
降
り
』

の
句
は
昔
蜜
的
描
寓
に
よ
っ
て
注
意
を
惹
く
。
此
の
一
節
を
経
て
曲
は
第
二
の
主
要

部
、
部
ち
救
世
主
の
櫂
化
と
受
難
及
死
を
叙
す
る
部
分
に
入
る
。

緩
徐

(
A
d
a
gi
o
)
に

進
む
灌
化
の
一
節
（
『
聖
霊
に
由
て
や
ど
り
』
E
t
in
c
a
r
n
a
tu
s
以
下
）
は
奇
異
な
伴
奏

を
有
す
る
紳
秘
的
な
音
楽
で
、
獨
唱
の
各
部
が
先
づ
叙
述
を
な
し
た
る
後
、
合
唱
は
詩

篇
朗
讀
の
調
で
恭
し
く
之
を
反
復
す
る
。
受
難
と
死
の
一
節
（
『
十
字
架
に
つ
け
ら
れ

て』

C
r
u
c
ifix
u
s
)

は
表
出
に
富
む
緩
徐

(
A
d
a
gio
es
p
ress
iv
o
)
の
進
行
を
有
す
る

最
も
悲
痛
な
一
節
で
、
前
節
と
同
様
獨
唱
に
始
ま
つ
て
、
合
唱
が
之
に
従
ふ
。
此
の
合

唱
が
最
後
に
『
葬
ら
れ
』
の
語
で
静
か
に
低
昔
に
下
つ
て
消
え
去
る
時
、

次
の
快
速

(
A
l
l
e
g
r
o
)
な
る
『
復
活
』
の
節
(

E

t
r
e
s
u
r
r
e
x
i
t
)
及
甚
だ
快
速
(
A
l
l
e
g
ro
m
o
l
to
)
 

な
る
昇
天
を
叙
す
る
節
が
始
ま
り
、
『
昇
天
』
（
a
s
c
e
n
d
i
t
)
の
語
に
は
速
に
上
行
す
る

快
活
な
手日
形
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
之
に
績
く

『
生
け
る
人
と
死
せ
る
人
を
裁
か

ん
為
に
』
の
節
は
荒
々
し
く
響
く
和
槃
及
管
絃
編
成
に
よ
っ
て
最
終
裁
判
の
厳
し
さ
を

示
し
て
ゐ
る
。
此
の
一
節
を
終
る
後
、
曲
は
最
初
の
主
想
に
返
つ
て
『
我
等
は
聖
震
を

信
ず
』

(
C
r
e
d
o
in
 spir
itu
m
 s
a
n
c
tu
m
)
の
文
旬
に
進
み
、
や
が
て
永
遠
の
生
命
の

1
じ
―
「
り
＞
．
「
）
且

9
ー
図
「
い
」Fふ
刃
[
〖3は

此
慮
に
永
遠
の
安
楽
が
描
か
れ
る
。
此
の
フ
ー
ガ
は
一
段
落
に
達
す
る
後
、
進
行
の

速
度
を
速
め

(
A
l
l
e
g
ro
c
o
n
 m
o
to
)
且
主
想
を
短
縮
せ
る
形
に
提
示
し
て
一
層
切
賓

に
天
の
空
揺
を
表
は
し
て
ゐ
る
。

第
四
『
聖
な
る
哉
』

(
S
a
n

ctu
s
)

の
初
節
は
暗
い
色
彩
を
帯
び
た
敬
虔
な
緩
徐
調

(
A
d
a
gio
)

で
十
一
小
節
の
前
奏
の
後
に
獨
唱
四
部
は
宛
も
恐
憚
す
る
如
く
に
、
静
か

に
『
聖
な
る
哉
萬
軍
の
主
な
る
神
』
の
語
を
以
て
現
は
れ
、
最
後
は
わ
な
な
き
吃
る
や

う
に
、
同
じ
詞
を
囁
い
て
終
る
。
此
の
短
か
い
初
節
の
後
、
曲
は
一
轄
し
て
重
々
し
い

快
速
調
（
A
l
l
e
g
ro
p
e
s
a
n
te

二
長
調
四
分
四
拍
子
）
と
な
り
合
唱
は
凱
歌
の
や
う
に

『
天
地
は
汝
の
榮
光
に
充
て
り
』

(
P
l
e
n
i
s
u
n
t
)
の
牡
麗
な
調
に
進
み
、
管
絃
楽
は
活

躍
せ
る
昔
形
を
以
て
之
に
伴
ふ
。
『
天
上
に
い
ま
す
者
は
尊
ま
れ
給
へ
』

(
O
s
a
n
n
a
)
の

節
は
最
急
調

(
P
r
e
s
t0

四
分
三
拍
子
）
の
短
か
い
フ
ー
ガ
式
の
曲
に
作
ら
れ
、
更
に

一
段
の
活
氣
を
帯
び
て
ゐ
る
。

『
聖
な
る
哉
』
の
績
き
な
る
『
主
の
名
に
由
り
て
来
れ
る
者
は
祝
せ
ら
れ
給
へ
』

(
B
e
n
e
d
ic
tu
s
)

は
極
め
て
表
出
に
富
ん
だ
歌
の
や
う
な
緩
歩
調
（
A
n
d
a
n
te
m
o
l
t
o
 

c
a
n
ta
b
ile

卜
長
調
八
分
十
二
拍
子
）
で
此
の
荘
厳
な
る
ミ
サ
中
の
最
も
美
し
い
曲
と

し
て
嘆
賞
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
作
者
は
本
曲
の
紳
秘
的
な
情
調
を
準
備
す
る
為
に
之
に
管

絃
楽
の
前
奏
曲
を
つ
け
て
ゐ
る
が
此
の
前
奏
曲
の
終
り
に
嘗
て
獨
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は

最
初
フ
リ
ュ
ー
ト
、
次
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
伴
は
れ
又
長
い
ホ
ル
ン
の
響
と
合
唱
の
バ

ス
の
槃
に
支
へ
ら
れ
つ

A‘

其
の
最
高
位
置
か
ら
順
次
に
下
降
し
来
り
、
や
が
て
次
の

様
な
純
朴
な
敬
虔
な
旋
律
を
表
は
す
。

言
~I甘冷

団

f

<

i

,
E
n
 
v
o
n
,
¥
u
,
"i

 

』
、
]
、
1
」

し

」

J

a

a

9

1

,

 

叙
述
に
移
る
。
『
来
世
の
生
命
を
期
待
す
ア
ー
メ
ン
』
の
詞
は
次
の
安
憩
に
憧
が
れ
る

様
な
主
想
に
基
く
フ
ー
ガ

(
A
l
l
e
g
re
tto
m
a
 n
o
n
 trop
po
変
口
長
調
二
分
三
拍
子
）

に
作
ら
れ
、

「
「
-
-
」
、

□l

「

「

一

g

,

-

i

》

・

I

I

E

8
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言

蜀
唱
の
諸
墜
は
順
次
に
此
の
旋
律
を
承
け
て
繊
績
し
、
『
主
の
名
に
由
て
云
々
』

の

詞
を
述
べ
て
行
く
。
合
唱
は
獨
唱
よ
り
後
れ
て
こ
れ
に
加
は
り
重
に
詩
篇
朗
讀
の
調
を

以
て
同
じ
詞
を
反
復
し、

最
後
に
今

一
度
『
尊
ま
れ
給
へ
』

(O
s
a
n
n
a)

を
歌

つ
て
結

ぶ。
第
五
『
神
の
小
羊
』
(

A

g
n
u
s
D
e
i
)
も
亦
前
曲
に
劣
ら
ず
獨
創
的
で
あ
る
。
緩
徐

な
る
初
節
（
A
d
a
gi0

口
短
調
四
分
四
拍
子
）
は
獨
唱
の
諸
墜
が
順
次
に
『
世
の
罪
を

潔
む
る
神
の
小
羊
よ
、
我
等
を
憐
み
給
へ
』
の
語
を
表
は
し、

合
唱
（
最
初
は
男
竪
、

後
に
は
混
槃
）
が
こ
れ
に
答
へ
て
行
く
や
う
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
一
節
は
暗
く
沈

ん
だ
情
緒
に
充
ち
て
ゐ
る
が
、
や
が
て
曲
は
二
長
調
八
分
六
拍
子
の
活
撥

な
稽
速
調

(
A
l
l
e
g
ret
t

o
 v
iv
a
c
e
)
に
達
し
て
明
る
い
平
和
な
情
調
を
示
し、

『
我
等
に
平
安
を
呉

ヘ
給
へ
』

(
D
o
n
a
n
o
b
is
 p
a
c
e
m
)
の
文
句
（
内
界
及
外
界
の
平
和
を
求
む
る
祈
願
）

が
次
の
民
謡
的
な
輩
純
な
楽
句
を
以
て
歌
は
れ
る
。

＇
 心g。
'
｛
｛
こ
い
い

.

.

 8
B
1
 

然
し
こ
の
優
美
な
流
暢
な
一
音
楽
は
不
意
に
突
入
す
る
喧
騒
の
為
に
遮
ら
れ
る
。
卸
ち

曲
は
愛
口
長
調
四
分
四
拍
子
の
十
分
な
快
速
調
（
A
l
l
e
g
ro
assa
i
)
に
急
轄
し
て
テ
イ

ン
パ
ニ
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
は
此
虞
に
進
軍
の
楽
を
奏
す
る
の
で
あ
る
。
獨
唱

（
ア
ル

ト
、
テ
ノ
ル
及
び
ソ
。
フ

ラ
ノ
）
は
之
に
脅
か
さ
れ
た
や
う
に
朗
吟
調
を
以
て
切
に
紳
の

小
羊
に
救
助
を
求
め
、
合
唱
も
亦
『
我
等
を
憐
み
給

へ
』
と
祈
る
。
此
の
珍
ら
し
い
挿

節
は
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
箇
人
的
罷
験
の
現
は
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
は

ナ
ボ
レ
オ
ン
一
世
時
代
の
人
と
し
て
、
戦
I
L
の
惨
禍
を
十
分
に
味
は
つ
て
ゐ
た
の
で
、

此
の
ミ
サ
の
最
後
の
部
分
に
其
の
思
ひ
出
を
挿
み
、
こ

の
要
照
に
よ
っ
て
平
和
に
劉
す

る
祈
願
を
一

層
感
銘
深
き
も
の
に
し
た
の
で
あ
ら
う
。

此
の
恐
ろ
し
い
響
は
間
も
無
く

静
ま

つ
て
再
び
幸
幅
な
『
我
等
に
平
安
を
輿
へ
給
へ
』
の
調
に
返
り
、
此
度
は
獨
唱
四

部
が
先
づ
之
を
述
べ
、
然
る
後
合
唱
は
楽
旬
を
愛
化
し
て
之
を
反
復
す
る
。
然
し
最
後

の
平
安
は
ま
だ
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
躁
暴
な
最
急
調
の
管
絃
楽
間
奏
が
復
た
起
つ

て
前
よ
り
も
長
く
績
く。

．
こ
れ
は
外
界
の
平
和
を
破
る
載
争
に
劉
し
て
、

内
界
の
平
和
を
胤
す
襖
悩
煩
悶
を
描

ノ‘
ヽ ロ、

段會
ー

休

憩
I

五
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱
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伊

藤

武

雄

ヽ

二
つ
の
ピ
ア
ノ

の
為
の

「
イ
短
調
幻
想
曲
」
…
モ
ツ
ア
ル
ト
ー
グ
リ
ー
ヒ： 

く
も
の
と
解
繹
せ
ら
れ
る
。
此
の
間
奏
は
最
初

二
長
調
か
ら
起

つ
て
遠
隔
せ
る
諸
調
を

さ
ま
よ
ひ
、

其
虞
に
鋭
い
不
協
和
幸日を
現
ず
る
が
、
や
が
て
愛

口
長
調
に
達
し、

更
に

又
光
明
に
充
ち
た
二
長
調
に
至
て
、
暗
い
不
安
は
終
に
去
り
、
曲
は
三
度
平
和
な
調
に

返

つ
て
、

員
心
こ
め
た
祈
願
が
此
虞
に
繰
返
さ
れ
、
最
後
は
短
か
い
管
絃
楽
の
後
奏
を

以
て
全
曲
を
結
ぶ
。〔
歌
詞
省
略
〕学

友
会
第
五
十
回
土
曜
演
奏
会

第
五
十
回
土
曜
演
奏
會
（
昭
和
四
年
二
月
十
六
日
）

午
后
一
時
半
開
演
本
校
奏
架
堂

一
、
混

盤

合

唱

歌
劇
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
中
の
ワ
ル
ツ
と
合
唱
…
…
…
グ

二

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

平

戸

富

美

子

「
ヴ
ァ
ル
ド
ス
タ
イ
ン
ソ
ナ
タ
」

第
一
架
章

…
…
…
ベ

ア

ル

ト

獨

唱

「
メ
シ
ア
ス
」
中
の
ア
リ
ア
「
お
A

汝
喜
び
を
告
ぐ

る
者
よ
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ

四
、
ピ
ア
ノ
ニ

重
奏

ヽ

イ、

吾
が
女
王
よ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ
ラ
ー

冶

屋
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
”

五
月
の
夜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
”

曲

ン

デ

Jレ

丹

治

ノ‘

Jレ

ー

ト

ベ

ン

目

昭
和
四
年
二
月
十
六
日

會

ノ

員

昭和2年～12年(1927~1937)



昭

和

四

年

三

月

十

一

日

ー

十

二

日

演

奏

旅

行

理

事

室

よ

り

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
•
…
…
•
•
本
科
器
楽
部
卒
業
生
岡
田

郎

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

「

イ

短

調

競

奏

曲

」

第

一

柴

章

…

…

…

…

…

…

…

…

ヴ

ィ

ヴ

ァ

ル

デ

ィ

七

、

女

磐

三

重

唱

イ
、
花
の
挨
拶
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
•
•
ク

ロ

、

朝

の

顔

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

”

ハ

、

「

エ

リ

ア

ス

」

中

の

三

重

唱

…

…

…

…

…

…

…

メ

ン

デ

ル

ス

ー

ン

八

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

ソ

ナ

タ

（

作

品

百

十

番

）

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ベ

三

月

十

一

日

午

後

七

時

廿

五

分

神

戸

行

急

行

に

て

演

奏

旅

行

に

出

猿

す

る

汽

車

は

満

員

で

京

都

迄

立

通

し

だ

っ

た

人

も

あ

る

。

京

都

へ

朝

六

時

頃

着

く

〔

。

〕

八

時

に

御

所

前

集

合

し

て

御

大

證

御

式

の

跡

を

拝

観

す

此

の

朝

非

常

に

冷

え

て

京

都

は

此

の

日

雪

。
拝

観

、

御

模

様

の

有

様

は

皆

様

御

存

じ

、

其

の

日

は

休

憩

、

夜

七

時

か

ら

岡

崎

公

園

市

公

會

堂

に

て

ミ

サ

の

演

奏

、

翌

日

學

生

の

為

め

の

演

奏

會

あ

り

た

り

、

其

の

夜

京

都

騨

に

て

卒

業

生

諸

氏

と

劇

的

な

最

後

の

お

別

れ

。

(
『
昔
架
』
學
友
會
、
第
十
号
、
昭
和
五
年
三
月
、

l

二
三
頁
）

昭

和

四

年

三

月

二

十

五

日

卒

業

式

第

四

十

回

生

徒

卒

業

式

順

序

（

昭

和

四

年

三

月

二

十

五

日

）

一

、

卒

業

證

書

授

典

二

、

校

長

式

辮―
―
-
、
文
部
大
臣
祝
窮

四

、

卒

業

生

網

代

謝

辮

五

、

賞

授

典

六

、

卒

演

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…
•
•
•
本
科
器
楽
部
卒
業
生

テ
ノ
ー
ル
獨
唱
•
…
…
…
…
…
•
•
本
科
磐
楽
部
卒
業
生

マ

ゲ

ロ

ー

ネ

の

諦

詩

「

眠

れ

愛

す

る

者

よ

」

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

曲

ろ

、

歌

劇

「

ロ

ー

エ

ン

グ

リ

ン

」

中

の

「

遠

國

に

於

て

」

…

…

ヴ

ァ

グ

ネ

ル

作

曲

三

、

セ

ロ

蜀

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

本

科

器

楽

部

卒

業

生

ホ
短
調
競
奏
曲
（
作
品
七
•
第
四
番
・
第
二
楽
章
）
…
…
…
…
ロ
ン
ベ
ル
グ
作
曲

四

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

研

究

科

器

楽

部

修

了

生

ゞ

ッ

ハ

作

曲

ニ
短
調
前
奏
曲
（
ト
ッ
カ
タ
）
及
逃
走
曲
•
…
…
…
…
…
:
{
幻
ウ
ズ
ィ
ヒ
編
作

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

…

…

…

…

…

研

究

科

竪

楽

部

修

了

生

｝

…

…

…

…

…

…

…

…

…

マ

ー

い

、

「

美

麗

な

る

剛

夙

を

吹

く

虞

に

」

ろ

、

「

け

ふ

我

等

は

行

進

す

る

」

ト
短
調
競
奏
曲
（
第
一
楽
章
）
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作
曲

レ

ル

作

曲

五

、

河

原

喜

久

恵

山

越

八

重

子

竹

内

尚

（

作

品

三

三

・

第

九

番

）

vヽヽ

指

揮

者

橋

芭

（
『
＿
音
架
』
廊
H
久
會
、
第
十
号
、
昭
和
五
年
三
月
、
ー
ニ
四
頁
）

嬰
ハ
短
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
二
七
•
第
二
番
）

―-、

城

多

又

兵

衛

几
口舟

火
にノ

吉

ー

ト

ベ

ン

演

奏

曲

目

、ギ

逃

山

っ

ゃ

業

奏

品

Jレ

シ

マ

ン

黒

澤

貞

子

河

原

喜

久

恵

四

家

ふ

み 増

田

尚

郎

東

孝

子
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1
混

磐

合

唱

一
三
、

曲

目

昭
和
四
年
六
月
一
日

ピ
ア
ノ
獨
奏

…

…
…
…
…
研
究
科
器
楽
部
修
了
生

交
響
楽
的
練
習
曲
（
作
品
―
=
-
)

（
『
東
京
昔
榮
學
校
一
覧
』
自
昭
和
四
年
至
昭
和
五
年
、
昭
和
四
年
十
二
月
、

学
友
会
第
五
十
一
回
土
曜
演
奏
会

イ
、
慶
た
し
マ
リ
ア
よ

い
、
夜
鶯
の
歌

ろ
、
西
班
牙
の
小
歌

會

ル

カ

デ

澤

レ

ト

ー

員

一
六
「
~
一
六
二
頁
）

秋

8

．

ア

ル

ユ

タ

ン

蜂

谷

龍

子

澤

ユ

” ” ” ” 
マ

ン

崎

智

リ

ー

ブ

作

曲

流
浪
民
の
節
（
作
品
二
0
)
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
サ
ラ
サ
ー
テ
作
曲

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
研
究
科
槃
楽
部
修
了
生

サ
ン
・
サ
ン
ス
作
曲

…
デ

…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

…
…
…
…
…
…
ア

ソ
ナ
タ
嬰
ハ
短
調
（
月
光
の
曲
）
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン

ロ
コ
コ
式
主
想
に
基
く
愛
奏
曲
…
•
…
…
…
…
…
…
・
・
チ
ャ
イ
コ
ウ
ス
キ
イ

卜

獨

唱

イ
、
妙
へ
に
美
は
し
き
五
月
の
頃
に
…
…
…
…
…
•
•
•
シ

ロ
、
我
が
涙
よ
り
生
ひ
出
づ
る
：
·
…
…
…
•
…
…
…
•
•

ハ
、
薔
薇
、
百
合
、
鳩
：
·
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…

二
、
我
は
魂
を
浸
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
•

ホ
、
我
は
怨
ま
ず
…
…
…
…
…
…
…
…

（
『
詩
人
の
愛
』
よ
り
）

9
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

急
愛
す
る
空
想
曲
（
作
品
十
一
）

…
…
…
•
•
•
…
•
•
•
…
グ

子

7
．
セ

ロ

獨

奏

小

澤

弘

―
二
、

黒

澤

貞

子

6

・

ピ

ア

野

村

シ

ヅ

子

橋

本
ラ

ン

ク

作

曲彦

図

憩
I

” 

近

藤

ヲ

キ

” 

ブ

ラ

ム

ス

5
 

菊

地

愛

子

ル

ク

ス

作

曲

ソ
ナ
タ
（
へ
長
調
）

ン

デ

Jレ

九、

秋

山

種

子

4
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

岩

本

政

蔵

f

休

憩

一

0
分
間
|
|
'

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

…
…
…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

主
題
及
其
愛
奏
曲
（
作
品
一
六
•
第
三
番
）
：
…
…
…
…
…
…
•
パ
デ
レ
フ
ス
キ
作
曲

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

…

…

…

研

究

科

器

楽

部

修

了

生

満

枝

…
…
…
…
…
ヴ
ィ
ー
ニ
ア
フ
ス
キ
作
曲

ニ
短
調
競
奏
曲

（
作
品
ニ
ニ
・
第
二
番
・
第
二
及
第
三
楽
章
）

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
•
…
…
…
…
…
•
•
本
科
槃
楽
部
卒
業
生

い
、
ヴ
ェ
ニ
ス
の
揺
藍
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
マ

ろ
、
夜
鶯
（
露
國
民
話
）

-
0、

ア

ラ

ビ

ー

フ

作

曲

…
…
…
…
…
…
…
i
オ
ル
ジ
ー
ニ
編
作

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
研
究
科
器
楽
部
修
了
生

前
奏
曲
聖
歌
及
逃
走
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
研
究
科
器
楽
部
修
了
生

歌
劇
『
ル
チ
ー
ア
』
中
の
小
抒
情
調

メ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

I

休

J

獨

奏

.............................. 
、

イ
、
我
等
は
さ
ま
よ
ひ
き
•
…
…
…
…
•
•

ロ
、
野
の
さ
み
し
さ
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

ハ

、

愛

の

歌

…

…

…

…

ッ
テ
ィ

西

J I I 

3
 

大

藪

き

み

リ
ゴ
レ
ッ
ト
幻
想
曲

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

藤

幸

子

2

・

ピ

ア

ノ

獨

奏

ロ
、
死
に
行
く
兒
…
•
…
…
...
....
... …
…
…
…
…
…
•
イ

ハ
、
森
の
中
に
、
明
る
き
日
影
に
…
…
…
…
…
…
…

•
…
•
…
…
…
…
…
…
・
ヴ
ェ
ル
デ
イ
1
1
リ
ス
ト

…
…
…
…
…
ド
ニ
ツ
ェ

岡

本 工

” 
リ

ウ

ン

ゼ

ン

43 第 1章 昭和 2年～12年 (1927~1937)



把無袖： 賤 造 艇 刊

〔廷嶽宰話粟J

b. 
c. 

F eldeinsamkeit........................... 
Minnelied................................. ”

 "
 

.7
 

THE 

FIFTY-FIRST 

SATURDAY CONCERT 
BY 

THE GAKUYUKAI 
OF 

THE TOKYO ACADEMY OF MUSIC 

SATURDAY 

JUNE 1st, 1929 

2 P. M. 

C. 

6. 

・
・
 

7

8

 

-Interval― 
PIANO SOLO 
Sonata in C sharp minor 
(Op. 27, No. 2).............................. Beethoven. 

VIOLONCELLO SOLO Mr. H. Ozawa. 
Variations on a Rococo theme………Tschaikowsky. 

ALTO SOLO Miss T. Sawa. 
Im wunderschonen Monat Mai…Schumann. 
Aus meinen Tranen spriessen…… 
Die Rose, die Lilie, die Taube… 
Ich will meine Seele tauchen…… 
Ich grolle nicht........................ 

from "Dichterliebe" 

VIOLIN SOLO Miss R. Hachiya. 
Fantasie Caprice (Op. 11)...........…….Vieuxtemps. 

Conductor : Prof. S. Sawazaki. 
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MEZZO SOPRANO SOLO Miss A. Kikuchi. 
Wir wandelten........................... Brahms. a. 
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（
『
東
京
昔
榮
學
校
一
覧
』
自
昭
和
四
年
至
昭
和
五
年
、
昭
和
四
年
十
二
月
、

演
奏
曲
目
解
説
及
歌
詞

一

管

絃

榮

悲
劇
「
コ
リ
オ
ラ
ー
ン
」
の
序
曲

本
曲
は
作
曲
者
が
同
時
代
の
填
国
の
詩
人
コ
リ
ン
の
作
な
る
悲
劇
「
コ
リ
オ
ラ
ー

ン
」
の
為
に
作
っ
た
序
曲
で
、
一
八

0
七
年
の
創
作
で
あ
る
。
劇
の
筋
は
古
代
羅
馬
の

歴
史
に
基
い
た
も
の
で
、
卸
ち
紀
元
前
五
世
紀
の
英
雄
コ
リ
オ
ラ
ー
ヌ
ス
が
市
か
ら
追

放
せ
ら
れ
た
の
を
怒
つ
て
ヴ
ォ
ル
ス
キ
人
と
結
び
、

羅
馬
の
市
外
に
攻
め
寄
せ
て
勝
に

掠
奪
を
行
は
う
と
し
た
時
、
母
と
妻
と
の
切
な
る
願
に
負
け
て
其
の
計
聾
を
放
棄
し
終

．
 ヽ

(
T
r
a
u
m
e
)
 

一六
l

二

l
一
六
四
頁
）

D
iri
g
e
nt
 :
 

C
h
a
r
l
e
s
 L
a
ut
r
u
p
.
 

指
揮
者

·………••J

ohannes 

B
r
a
h
m
s
.
 

シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ッ
プ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

S
o
li
st
i

n
 

使

(
D
e
r
E
n
g
e
l
)
 

二
、
静
に
立
て
よ

(
St
e
h
e
st
i
l
l
)
 

三
、
温
室
に
於
て

(
I
m
T
r
ei
b
h
a
u
s
)
 

四

、

苦

痛

（

S
c
h
m
e
r
z
e
n
)

五
、
夢

獨
唱
者

ス

作

ネ
ト
ケ
・
レ
ー
ヴ
ェ

N
 et
k
e
-L
o
e
w
e
.
 

に
悲
牡
の
最
後
を
遂
げ
た
と
い
う
史
賓
を
叙
し
て
ゐ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
序
曲
は

主
に
二
つ
の
楽
想
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
。
其
の
第

一
は
短
か
い
序
節
の
後
に
現
は
れ
る
ハ

短
調
の
激
動
せ
る
楽
想
で
、
明
に
憤
怒
に
激
す
る
コ
リ
オ
ラ
ー
ヌ
ス
を
示
し
、
之
に
次

ぐ
第
二
の
楽
想
は
愛
ホ
長
調
の
優
美
な
旋
律
で
、
其
の
哀
願
の
調
は
か
の

二
婦
人
の
優

し
い
情
緒
を
表
は
す
や
う
に
聞
え
る
。
そ
し
て
曲
の
終
に
第
一
楽
想
が
漸
次
に
緩
か
に

微
か
に
な
っ
て
消
え
去
る
時
聘
者
は
英
雄
の
死
を
想
像
す
る
の
で
あ
る
。

女
磐
獨
唱
（
管
絃
榮
伴
奏
）

五

つ

の

詩

ヴ

ァ

グ

ネ

ル

作

此
の
五
曲
は
ヴ
ァ
グ
ネ
ル
が
祖
國
か
ら
追
放
せ
ら
れ
て
瑞
西
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
滞

在
し
た
時
代
の
作
で
、
其
頃
親
密
に
交
際
し
た
友
人
オ
ッ
ト
、
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
ド
ン
ク
の

妻
マ
テ
ィ
ル
デ
（
M
at
hi

lde
W
e
s
e
n
d
o
n
k
)
の
作
っ
た
詩
に
基
い
て
ゐ
る
。
此
の
夫

妻
は
藝
術
に
深
い
理
解
を
持
ち
、
ヴ
ァ
グ
ネ
ル
に
厚
い
友
情
を
示
し
た
の
で
、
流
浪
の

音
楽
家
は
此
慮
に
岡
ら
ず
も
幸
幅
な
隠
れ
家
を
見
出
し
た
が
、
彼
と
マ
テ
ィ
ル
デ
と
の

友
愛
は
い
つ
し
か
友
愛
以
上
の
熱
情
に
高
ま
っ
た
の
で
二
人
は
そ
れ
に
打
勝
つ
て
清
い

交
際
を
績
け
る
為
に
人
知
れ
ず
煩
悶
を
し
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
同
じ
時
代
に
着
手
せ

ら
れ
た
歌
劇
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ー
ル
デ
」
は
ヴ
ァ
グ
ネ
ル
の
自
白
だ
と
言
は
れ
て

ゐ
る
。
本
演
奏
の
五
曲
も
賞
時
の
彼
の
熱
情
の
深
み
か
ら
湧
き
出
で
た
響
で
、
就
中

「
夢
」
及
「
濫
室
に
て
」
の
二
曲
は
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ー
ル
デ
の
習
作
」
と
註
せ

ら
れ
て
ゐ
る
。

(

l

)

「
天
使
」
の
大
意
は
、
人
知
れ
ぬ
心
遣
い
に
審
れ
果
て
A

、
死
を
願
ひ
救
ひ

を
祈
る
者
に
は
、
天
使
来
り
て
天
に
伴
ひ
行
く
よ
し
、
幼
少
の
頃
話
に
聞
き
し

が
、
ま
こ
と
に
我
に
も
天
使
来
り
て
、
我
を
輝
く
猜
に
載
せ
、
今
や
我
が
震
を

燐
み
よ
り
遠
く
天
界
に
導
く

（
二
）
「
静
止
せ

よ
」
は
瞬
時
も
休
ま
ざ
る
寓
物
の
狡
生
、
創
造
の
意
欲
に
暫

く

静

止
せ
ん
こ
と
を
求
め
、
至
幸
な
る
忘
却
の
裏
に
我
を
し
て
凡
て
の
快
楽
を
味
ひ

得
ん
や
う
に
せ
よ
と
希
ひ
、
最
後
に
「
眼
は
眼
の
中
に
楽
し
く
飲
み
、
震
は
露

の
中
に
全
く
浚
し
、
賓
在
は
賓
在
の
中
に
會
し
、
凡
て
の
希
望
は
終
局
を
告

げ
、
唇
は
驚
き
に
獣
し
て
語
ら
ず
、
心
は
早
や
願
望
を
生
ま
ざ
る
時
に
、
人
は

永
遠
の
跡
を
認
め
、
聖
な
る
自
然
よ
、
汝
は
汝
の
謎
を
解
く
な
り
」
と
結
ん
で
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ゐ
る
。

(
-
―
-
)
「
温
室
に
て
」
は
濫
室
の
中
に
獣
し
て
枝
を
垂
る
A

熱
帯
植
物
の
悲
嘆
、
苦

悩
、
憧
憬
に
同
情
し
て
「
不
幸
な
る
植
物
よ
、
吾
等
は
一
っ
の
運
命
を
分
つ
。

光
と
輝
き
に
園
ま
る
A

と
も
、
吾
等
の
故
郷
は
此
虞
に
あ
ら
ず
」
と
嘆
き
最
後

は
「
あ
た
り
静
か
に
な
り
て
ざ
は
ざ
は
と
ゆ
ら
ぐ
音
、
不
安
に
暗
き
空
間
を
充

た
す
。
見
れ
ば
重
き
露
の
玉
、
緑
な
す
葉
の
緑
に
懸
れ
り
」
と
叙
し
て
ゐ
る
。

（
四
）
「
苦
痛
」
は
タ
ベ
ご
と
に
美
し
き
目
を
赤
く
泣
き
脹
ら
し
て
海
に
死
に
行
く

太
陽
も
、
旦
に
は
蘇
り
て
ま
た
も
凱
旋
の
勇
士
の
ご
と
く
に
荘
麗
と
な
る
、
の

語
で
始
ま
り
、
最
後
は
「
若
し
死
が
唯
生
を
生
じ
、
苦
痛
が
快
楽
を
生
む
も
の

な
ら
ば
、
自
然
が
我
に
か
A

る
苦
痛
を
輿
へ
た
る
こ
と
を
、
嗚
呼
我
は
如
何
ば

か
り
感
謝
す
る
ぞ
」
の
句
で
終
る
。

（
五
）
「
夢
」
は
「
醒
め
て
も
消
え
ず
、
思
を
去
ら
ぬ
奇
し
き
夢
、
日
に
美
し
く
な

り
行
き
て
、
天
の
知
ら
せ
を
心
に
博
ふ
る
楽
し
き
夢
、
紳
々
し
き
光
の
如
く
に

震
に
徹
し
て
、

そ
こ
に
永
遠
の
姿
を
甕
＜
夢
、
春
の
日
影
の
雪
に
埋
る
A

花
に

口
づ
け
し
て
、
彼
等
に
新
し
き
歓
び
を
得
し
め
、
彼
等
に
花
を
開
か
し
め
、
香

を
散
ら
さ
し
め
、
静
か
に
汝
の
胸
に
凋
れ
て
墓
に
入
ら
し
む
る
が
如
き
夢
」
を

嘆
美
し
て
ゐ
る
。
〔
歌
詞
省
略
〕

管

絃

楽

ホ
短
調
交
響
曲

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

一
八
八
五
年
に
完
成
せ
ら
れ
た
此
の
曲
は
彼
の
交
響
曲
中
最
も
憂
鬱
な
も
の
で
、
又

最
も
古
調
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
異
彩
を
放
つ

て
ゐ
る
。
第
一
章
（
過
度
な
ら
ざ
る
快

速
曲
、
ホ
短
調
二
分
二
拍
子
）
は
輩
純
な
謬
歌
的
の
主
想
で
始
ま
り
、
そ
れ
が
リ
ヅ
ム

の
愛
化
と
豊
か
な
愛
装
を
以
て
反
復
せ
ら
れ
る
。
之
に
次
で
管
楽
に
現
は
れ
る
第
二
の

想
は
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
似
た
、
リ
ヅ
ム
の
鋭
い
も
の
で
、
中
古
の
騎
士
の
姿
を
初
彿

せ
し
め
る
。
此
の
想
は
忽
ち
セ
ロ
と
ホ
ル
ン
の
奏
す
る
表
情
に
富
む
美
調
（
第
三
の
想
）

に
よ
っ
て
代
ら
れ
る
が
、
其
後
再
び
現
は
れ
て
、
以
下
の
進
行
に
於
て
幾
度
か
愛
化
し

っ
A

鱚
つ
て
来
る
。
以
上
に
拳
げ
た
少
敷
の
極
め
て
含
蓄
に
富
む
楽
想
を
材
料
と
し
て

第
一
章
の
殆
ど
全
部
が
構
成
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
「
開
展
部
」
は
甚
だ
短
小
で
あ
る
が
而

も
感
銘
の
深
い
も
の
で
、
殊
に
最
後
の

一
節
は
悲
嘆
の
情
が
切
に
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
節
の
後
、
主
想
の
最
初
の
四
音
が
著
し
く
延
長
せ
ら
れ
て
現
は
れ
、
此
虞
で
曲
は

第
三
の
「
反
復
部
」
に
入
る
。

第
二
章
（
中
庸
緩
歩
曲
、
ホ
長
調
八
分
六
拍
子
）
は
旋
律
和
磐
の
上
に
最
も
特
色
を

示
す
も
の
で
、
卸
ち
主
想
は
ホ
長
調
で
あ
り
な
が
ら
「
嬰
二
」
「
嬰
ハ
」
の
代
り
に
「
二
」

「
ハ
」
の
二
音
を
用
ひ
て
ゐ
る
為
に
古
き
フ
リ
ジ
ア
調
の
色
彩
を
帝
び
人
を
し
て
盆
々

中
古
の
騎
士
の
世
界
を
想
は
せ
る
。
一
般
に
此
の
章
は
ロ
マ
ン
ツ
ェ
風
の
曲
で
、
物
語

り
の
調
に
富
ん
で
ゐ
る
が
、
中
ご
ろ
三
連
音
の
加
は
る
あ
た
り
か
ら
曲
は
平
静
な
説
話

の
調
を
捨
て
A

時
に
は
歓
喜
の
竪
、
時
に
は
悲
嘆
の
叫
を
上
げ
る
。
尚
、
主
想
に
到
し

て
、
後
に
一
の
流
暢
な
副
想
を
配
し
て
あ
る
。

第
三
章
（
嬉
戯
最
急
曲
、
ハ
長
調
四
分
二
拍
子
）
は
必
し
も
標
題
の
示
す
や
う
に
快

活
な
も
の
で
は
な
く
、
全
恒
を
通
じ
て
荒
々
し
く
不
快
な
黙
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
主
要

な
楽
想
は
強
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
有
す
る
最
初
の
激
し
い
主
想
と
後
に
現
は
れ
る
優
美
な

副
想
と
の
二
つ
に
過
ぎ
な
い
が
、
作
者
は
こ
れ
を
愛
奏
し
、
反
復
し
て
其
慮
に
多
大
の

愛
化
を
表
し
て
ゐ
る
。
然
し
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
愛
奏
の
妙
技
を
最
も
著
し
く
示
す
も
の
は

次
の
終
章
で
あ
る
。

第
四
章
（
力
強
く
熱
烈
な
る
快
速
曲
、
ホ
短
調
四
分
三
拍
子
）
は
「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」

と
呼
ば
れ
る
曲
で
、
郡
ち
不
愛
に
（
若
く
は
殆
ど
不
愛
に
）
反
復
す
る
短
か
い
定
旋
律

（
主
想
）
の
上
に
絶
え
ず
新
し
い
愛
化
を
添
加
す
る
曲
で
あ
る
。
本
章
の
主
想
は
幅
廣

き
音
符
で
進
む
八
小
節
の
旋
律
で
、
之
に
績
て
何
等
の
挿
節
な
し
に
三
十
の
愛
奏
が
加

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
最
初
の
三
つ
は
管
楽
が
重
き
を
な
し
、
次
で
絃
が
加
は
り
、
進
行
活

澄
と
な
り
、
一

轄
し
て
ホ
長
調
に
移
り
、
リ
ズ
ム

は
幅
廣
く
静
か
に
な
り
、
績
い
て
荘

麗
の
絶
頂
に
達
し
て
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
響
が
厳
か
に
主
想
を
表
は
す
。
延
槃
詑
琥
の
後

古
き
主
想
は
再
び
元
の
姿
に
現
は
れ
て
や
が
て
終
り
の
「
一

層
快
速
」
な
る
部
分
に
於

て
力
の
極
黙
に
達
す
。

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
第
四
交
轡
曲

六
月
八
日
午
後
二
時
か
ら
と
豫
告
さ
れ
た
上
野
の
音
楽
學
校
の
春
季
演
奏
會
は
、
若
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い
ラ
ウ
ト
ル
ッ
プ
を
指
揮
者
と
し
て
一
一
時
十
五
分
頃
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
序
曲
『
コ

リ
オ
ラ
ン
』
を
以
つ
て
始
ま
っ
た
。
絃
は
上
手
だ
が
、
管
は
概
し
て
餘
り
上
手
で
な
か

っ
た
。
指
揮
者
は
若
々
し
い
熱
情
を
以
つ
て
大
き
い
身
振
り
を
見
せ
、
明
快
性
を
装
揮

し
た
が
、
楽
曲
を
著
し
く
生
か
す
程
な
能
力
者
と
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ア

の
五
つ
の
詩
は
ネ
ト
ケ
・
レ
ー
ヴ
ェ
の
獨
唱
で
餘
り
榮
え
な
く
歌
は
れ
た
。

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
第
四
交
響
曲
は
最
後
に
出
さ
れ
、
之
を
初
め
て
聘
く
私
を
喜
ば
せ

た
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
偉
大
さ
を
常
人
並
に
認
め
る
私
は
、
一
方
に
於
い
て
彼
の
音
楽
に

強
い
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
出
来
な
い
と
云
ふ
自
己
憧
着
を
感
じ
て
ゐ
た
。
彼
の
交
響
曲

を
音
楽
歴
史
研
究
者
と
し
て
忘
れ
た
く
な
い
が
、
音
楽
愛
好
者
と
し
て
尊
重
し
な
い
私

は
、
新
交
響
で
相
常
に
上
手
に
出
さ
れ
た
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
第
四
以
前
の
交
響
曲
を
聴
い

て
も
、
少
し
も
喜
ば
な
い
ば
か
り
で
な
く
て
、
幾
分
退
屈
に
さ
へ
も
な
っ
た
。
然
し
第

四
は
そ
れ
の
前
の
三
つ
を
純
合
し
た
程
に
面
白
く
聘
か
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
私
は
少

し
も
退
屈
し
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
て
、
そ
れ
の
餘
り
上
手
だ
と
も
考
へ
ら
れ
な
い

指
揮
に
も
拘
は
ら
ず
、
私
は
著
し
く
緊
張
さ
せ

ら
れ
た
。
多
く
の
博
記
者
が
力
説
し
て

ゐ
る
程
な
悲
哀
感
を
之
が
持
つ
て
ゐ
る
か
否
か
は
、
私
に
別
問
題
で
あ
る
。
嘆
息
的
な

第
一
楽
章
、
イ
タ
リ
ア
的
・
ロ
マ
ン
ス
的
な
第
二
、
悪
魔
の
や
う
な
第
三
、
そ
う
し
て

ナ
ー
ゲ
ル
を
し
て
之
の
作
曲
者
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
後
レ
ー
ガ
ア
前
の
最
も
偉
大
な

愛
奏
曲
大
家
と
叫
ば
せ
た
最
も
立
派
な
シ
ャ
コ
ン
ヌ
終
曲
は
、
音
藝
術
作
品
と
し
て
最

も
素
睛
ら
し
い
名
作
の
―
つ
を
な
す
に
相
違
な
い
。

管
絃
楽
は
、
絃
に
於
け
る
時
々
の
不
統
一
と
管
の
幾
分
不
平
な
、
餘
り
美
し
く
な
い

吹
奏
放
果
と
を
除
い
て
、
よ
く
演
奏
し
た
。
指
揮
は
此
の
管
絃
衆
を
歌
は
せ
る
ま
で
に

到
ら
な
か
っ
た
が
、
相
常
な
力
を
示
し
た
。
本
富
に
優
れ
た
作
曲
者
が
外
國
人
に
限
る

と
云
ふ
、
或
は
外
國
人
指
揮
者
が
常
に
優
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
誤
解
は
、
既
に
消
え
て
了

っ
た
ら
し
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
同
時
に
上
野
の
指
揮
者
で
あ
る
が
故
に
最
も
優
れ
た

指
揮
者
だ
と
云
ふ
原
始
的
な
考
も
亦
、
少
く
と
も
現
在
に
於
い
て
、
訂
正
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
但
し
此
の
日
の
指
揮
者
は
、
何
時
も
よ
り
も
多
少
上
出
来
ら
し
い
。
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b. "So wahr die Sonne scheint"……Schumann. 
c. Verratene Liebe........................... Cornelius. 

PIANO SOLO Mr. H. Seki. 

Sonata E flat major (op. 31, No. 3)……Beethoven. 
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"Jahreszeiten"................................. Haydn. 

SOPRANO SOLO Miss. H. Iwaya. 
Aennchen's aria from "Freischi.itz"……Weber. 

PIANO SOLO Miss. T. Fukui. 
Liebestraum.............................. Liszt. 
Hexentanz................................. MacDowell. 

{Miss. s.Hosoya. 
Miss. A. Kikuchi. 

Members. 

a. 
b. 

a. "Caro pi心 amabilebelta" 
from "Giulio Cesare"..………….Handel. 

Trio in B flat major 
Allegro 
Adagio 
Tempo di Minuetto 

ALTO SOLO 
a. V erborgenheit 
b. Fussreise.................................... 
c. W eylas Gesang...........................,, 

VIOLIN SOLO Mr. T. Inoue. 
Legende (g minor)........................... Wieniawski. 

Conductor: Mr. S. Sawasaki. 
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8. 

b. Von ewiger Liebe..................... Brahms. 

PIANO SOLO Prof. C. Lautrup. 
TroisiとmeSonata (op. 28)..…….Prokofieff. 
Prelude.................................... Debussy. 
1. La fille aux cheveux de lin 
2. Les collines d'Ana ca pri 

a. 

b. 

Conductor: Mr. S. Sawasaki. 
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Robert Schumann. 

Das Paradies und die Peri 

(Dichtung aus Lalla Rookh von Th. Moore) 
fur Solostimmen, Chor und Orchester ; Op. 50. 

Dirigent : Charles Lautrup. 
Solisten: Sopran (Peri) M. Netke-Loewe. 

Sopran N. Sofuye. 
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ERSTER TEIL 

N. Tanaka. 

H. Saito. 
T. Kinoshita. 

Y. Uchida. 

Alt Solo. 

Sopran Solo (Peri). 
Rezitativ (Tenor und Engel, Alt). 
Sopran Solo (Peri). 
Tenor Solo und Solo-Quartett. 

Chor. 

Solo und Chor (Tenor, Gazna, Bass und Jungling, 
Tenor). 

Chor. 

Solo und Chor (Tenor und Peri). 

ZWEITER TEIL 

Tenor und Alt Solo mit Chor. 

Tenor Solo und Chor der Genien des Nils. 
Solo (Tenor und Peri). 

Tenor Solo und Solo-Quartett. 

Solo (Alt und Jungling, Tenor). 

Solo (Mezzosopran, Tenor und Jungling). 
Solo (Jungfrau, Sopran und Tenor). 
Solo mit Chor (Peri). 

DRITTER TEIL 

Chor der Houris. 

Solo (Tenor und Engel). 
Sopran Solo (Peri). 
Bariton Solo. 
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e
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（
『
東
京
昔
榮
學
校
一
究
』
自
昭
和
四
年
至
昭
和
五
年
、
昭
和
四
年
十
二
月
、

f

r
 

f
ヽ ：：： ミ’

2
2
.
 

2
3
.
 

シ
ュ
ー
マ
ン
作

説
〕

楽
園
と
ペ
ー
リ
ー

こ
の
『
オ
ラ
ト
リ
オ
』
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
大
き
な
槃
楽
曲
中
の
最
も
重
要
な
も
の
で

敷
多
の
美
し
い
獨
唱
及
び
合
唱
を
含
ん
で
ゐ
る
。

一
八
四
三
年
に
作
ら
れ
、
同
年
十
二
月
ラ
イ
。
フ
チ
ッ
ヒ
に
於
て
作
者
自
身
の
指
揮
の

下
に
初
め
て
演
奏
せ
ら
れ
た
。

歌
詞
は
愛
蘭
の
文
豪
ト
マ
ス
、
ム
ー
ア
の
叙
事
詩
『
ラ
ー
ラ
、
ル
ー
ク
』

(
T
h
o
m
a
s

M
o
o
r
e
,
 La

l
l
a
 
R
o
o
k
h
)

中
の
第
二
の
詩
か
ら
採
つ
て
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
友
人
工
ミ

ー
ル
、
フ
レ
ヒ
ジ
ッ
ヒ
の
繹
し
た
も
の
、
物
語
の
大
要
は
か
う
で
あ
る
。
罪
に
よ
っ
て

極
楽
の
園
か
ら
追
は
れ
た
一
人
の
ペ
ー
リ
ー
（
波
斯
紳
話
中
の
一
種
の
天
女
）
が
楽
園

の
門
に
来
て
、
追
放
の
身
を
嘆
い
て
泣
く
の
で
、
天
使
は
不
憫
に
思
ひ
、
若
し
天
國
に

最
も
貴
い
供
物
を
捧
げ
れ
ば
、
再
び
入
門
を
許
さ
れ
る
と
告
げ
る
。
ペ
ー
リ
ー
は
此
の

語
に
勘
ま
さ
れ
て
、
最
初
印
度
に
行
き
、
此
の
國
を
侵
略
せ
る
暴
君
マ
ー
ム
ー
ド
（
ガ

ツ
ナ
の
王
）
に
反
抗
し
て
戦
死
し
た
勇
し
い
若
者
の
血
の
最
後
の
一
滴
を
取
っ
て
之
を

供
物
に
捧
げ
た
が
、
光
の
門
は
開
か
な
か
っ
た
。
ペ
ー
リ
ー
は
更
に
探
求
を
績
け
て
、

此
の
度
は
ペ
ス
ト
の
流
行
す
る
埃
及
の
平
野
に
行
き
、
一
人
の
貞
婦
が
許
嫁
の
夫
を
看

護
し
て
同
じ
病
毒
に
倒
れ
る
の
を
見
る
。
此
の
虞
女
は
夫
な
る
若
者
が
獨
り
死
な
う
と

し
て
密
か
に
森
に
逃
れ
た
の
を
追
ひ
か
け
て
彼
を
介
抱
し
、
彼
と
共
に
悦
ん
で
死
し
た

の
で
あ
る
。
ペ
ー
リ
ー
は
慮
女
の
最
後
の
吐
息
を
取
っ
て
之
を
天
國
に
齋
し
た
が
、
其

の
門
は
ま
だ
開
か
な
か
っ
た
。
然
し
彼
女
は
最
後
に
バ
ー
ル
ベ
ッ
ク
の
谷
に
於
て
重
き

一
六
四
ー
一
六
六
頁
）

u
n
d
 
d
e
r
 
M
a
n
n,
 

罪
人
が
心
か
ら
懺
悔
の
涙
を
流
す
の
を
猿
見
し
、

る
こ
と
を
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
般
の
叙
事
の
文
句
は
時
に
よ
っ
て
種
々
の
磐
の
獨
唱
、
四
部
獨
唱
又
は
合
唱
を
用

ひ
、
そ
し
て
叙
事
中
に
現
は
れ
る
箇
々
の
人
物
の
詞
は
、
ペ
ー
リ
ー
は
ソ
。
フ
ラ
ノ
、
門

を
守
る
天
使
は
ア
ル
ト
、
ガ
ツ
ナ
王
は
バ
ス
、
若
者
は
テ
ノ
ー
ル
、
虞
女
は
ソ
。
フ
ラ

ノ
、
罪
人
は
バ
リ
ト
ン
と
い
ふ
様
に
割
常
て
ら
れ
て
ゐ
る
〔
゜
〕
尚
合
唱
曲
と
し
て
は
印

度
人
、
天
使
、
ニ
ー
ル
の
河
神
、
フ
ー
リ
ー
（
回
敦
の
天
園
に
住
む
と
い
ふ
美
女
）
天

國
に
あ
る
善
震
等
の
歌
ふ
曲
が
あ
る
。
〔
歌
詞
省
略
〕

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

『
楽
園
と
ペ
リ
』
の
演
奏

東
京
音
楽
學
校
が
、
七
月
一
日
東
京
青
年
館
で
演
奏
し
た
。
私
は
賓
は
批
評
は
か
け

な
い
。
如
何
と
な
れ
ば
前
に
一
度
も
き
い
た
こ
と
は
な
い
曲
で
、
只
、
楽
譜
を
も
つ
て

居
る
丈
で
あ
る
か
ら
。
が
、
ど
う
し
て
も
か
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
に
な
っ
て
終
つ

た
の
で
、
感
想
位
に
し
て
か
く
。

此
の
曲
は
ハ
イ
ド
ン
の
『
四
季
』
以
来
の
『
世
俗
オ
ラ
ト
リ
オ
』
で
有
名
だ
さ
う
で

あ
る
が
、
私
の
如
き
オ
ラ
ト
リ
オ
を
多
く
き
く
機
會
を
も
た
な
い
者
に
は
、
内
容
は
別

と
し
て
も
、
曲
全
閥
を
音
楽
的
に
見
て
、
オ
ラ
ト
リ
オ
と
世
俗
オ
ラ
ト
リ
オ
と
の
厘
別

な
ど
は
出
来
な
い
。

掌
日
一
等
困
っ
た
こ
と
は
、
少
し
お
く
れ
た
為
に
一
階
は
一
杯
で
仕
方
な
し
に
三
階

へ
上
っ
た
。
第
に
、
レ
イ
ヴ
ェ
の
槃
の
外
、
私
は
獨
唱
者
の
竪
は
殆
ん
ど
き
こ
え
な
か

っ
た
。
彼
女
の
槃
丈
は
判
然
と
き
A

得
、
従
っ
て
美
し
く
歌
っ
た
と
云
へ
得
る
が
、
他

の
獨
唱
者
に
開
し
て
は
何
も
云
ひ
得
な
い
程
、
貧
弱
な
る
磐
で
あ
っ
た
。
管
絃
楽
は
機

械
的
で
あ
る
。
少
し
も
廿
味
が
な
い
や
う
に
思
っ
た
。
只
、
合
唱
一
般
が
も
つ
一
種
の

魅
力
、
『
親
し
み
易
き
荘
厳
』
と
云
ふ
如
き
も
の
を
、
合
唱
か
ら
感
じ
た
が
、
是
は
合

唱
園
の
自
慢
に
は
な
る
ま
い
。

獨
唱
者
が
少
し
も
き
こ
え
な
い
上
に
あ
の
日
の
暑
さ
た
ら
、
と
て
も
た
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
汗
が
な
が
れ
て
落
ち
つ
い
て
き
く
こ
と
も
楽
譜
を
見
る
こ
と
も
出
来
な
い
朕
態

で
あ
っ
た
の
で
、
二
部
丈
に
し
て
勿
々
引
き
上
げ
た
。
が
、
音
楽
學
校
が
日
本
青
年
館

）
れ
を
供
物
と
し
て
遂
に
楽
園
に
入
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．
；
…
…
…
…
…
•
•

…
…
…

…

…
·

:
;

.... 

ハ
、
五
月
ノ

夜
…
•
…
…
…
…

…

…
…
…
…
…
…
…
…
•

奏

呉

泰

次

郎

仝

” ” 

や

―フ

ム

ス っ

p 

コ
ー
ル
ニ
ド

ラ
イ
…

…
…
…

•
…
…
…

…
…
…
…

…
•
…

·
：

フ

ー

休

ソ

プ

ラ

ノ

獨

唱

祖

父

江

な

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
、

フ

g
|
 

舌‘

1--' 

M
I
X
E
D
 C
H
O
R
U
S
 :
 

M
e
m
b
e
r
s
.
 

Di

e
 
J

ahreszei
t

en N
o
.
 

2
8
 
C
h
o
r
…
…
…

H
a
y
d
n
.
 

P
I
A
Z
0
 S
O
L
O
 :
 

M
i

ss
.
 

H
.
 

M
i

t

s
u
d
a
.
 

S
o
n
at

a
 Fi

s
 Du
r
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

B
e
et

h
o
v
e
n
.
 

S
O
P
R
A
N
O
 S
O
L
O
:
 

M
i

ss
.
 

T
.
 

M
u
n
a
k
at
a
.
 

A
ri

e
 der
 Ga
b
ri

ele i
n
 Da
s
 Nachtlager…

K
r
e
ut

zer
.
 

P
I
A
Z
0
 S
O
L
O
:
 

M
r.
 

T
.
 

O
h-i.

 

C
o
n
c
e
rt

o
 C
 
Dur

……………………

•••B

ee
thoven

. 

1st
.
 

M
0
v
e
.
 

C
a
d
e
n
z
.
 (Carl 

R
ei

necke) 

｝レ

ッ

フ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

小

宮

山

繁

競
奏
曲
ハ
長
調
：
・
・
…
…
…
…
…

第
一
楽
章

カ
デ
ン
ツ
ア
（
カ
ー
ル
、
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
）

…
…
…
ベ

ト

ベ

ン

4
ピ

ア

ノ

獨

奏

大

井

悌

四

郎

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

『
ナ
ハ
ト
ラ
ー
ゲ
ル
』
中
の
ガ
ブ
リ
エ
ー
レ
の
抒
情
調
…
…
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル

奏
嗚
曲
（
嬰
へ
長
調
）
•
•…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ベ

ソ
。
フ
ラ
1

獨

唱

棟

方

富

美

代

ト

ベ

ン

2
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

満

田

久

代

唱

〔

マ

マ

〕

『
四
季
』
中
の
葡
萄
牧
獲
の
歌
…
…
…
…
…
…

T
H
E
 

G
R
A
N
D
 C
O
N
C
E
R
T
 

B
Y
 

T
H
E
 G
A
K
U
Y
U
K
A
I
 

O
F
 

T
H
E
 T
O
K
Y
O
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C
 

S
U
N
D
A
Y
 

O
C
T
.
 

2
7t
h
.
1
9
2
9
 

2
 
P
.M
.
 

ノ‘

イ

ド

ン

混

磐

合

會

員

曲

目

P
I
A
Z
0
 S
O
L
O
 :
 

M
i

ss
.
 

T
.
 

S
hi

i

b
a
.
 

M
ei

n
e
 F
r
e
u
d
e
n
…
•
…
…
…
…
…
…

•
•
C
h
o
p
in
ー
L
i
s
z
t.

C
o
n
c
e
rt

o,Et

u
d
e
 D
e
s
 D
u
r
…
…
…
…

Li

szt
.
 

〔
二
十
七
日
の
部
〕

匈
牙
利
ラ
プ
ソ
デ
イ
ー
、
第
十
二
番
…
•
…
…
…
…
…
•
…
•
リ

10
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

a. 
b
.
 

競
奏
曲
（
第
拾
九
番
）

第

一
楽

章

一
短
調

〔原
資
料
横
組
〕

ス

澤

崎

卜 秋

奏
鳴
曲
（

卜

短
調
）；
…
…

…
…
…
…
•

9
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
獨
奏

•
•
…
•
シク

ロ

イ

ツ

ェ

lレ

兎

束

龍

夫

ユ
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昭
和
四
年
十
一
月
二
十
八
日

昭
和
四
年
十
一
月
二
十
八
日
（
木
曜
日
）
午
前

聾
譴
疇
鰈
記
念
邦
楽
演
奏
曲
目
及
歌
詞

(
1

)

創
立
五
十
周
年
は
明
治
十
二
年
十
月
の
音
楽
取
調
掛
設
立
年
か
ら
起
算
し
た
も

の
で
あ

る。

1

0
.
 

•C 炉 ・ヘ］ ？ p 

ヒレ
ム日＂舞

囃

子
架

東
京
一
音
楽
學
校

(
1
)
 

創
立
五
十
周
年
記
念
演
奏
会
（
邦
楽
）

V
I
O
L
I
N
 S
O
L
O
 :
 

M
r.
 

S
.
 K

o
mi
y

a
m
a
.
 

K
o
l
 N

idre
i•……………………………

••Bruch

. 

|

I

n
t

erval
-

S
O
P
R
A
N
O
 S
O
L
O
 :
 

M
i

ss
.
 N.
 

S
o
b
u
e
.
 

a
.
 Au£ 

d
em
 S
e
e
…

…

…

…

…

…

…

…

…

B
r
a
h
m
s
.
 

b•De

ih 

blaues A
u
g
e…
…

…

…

…

…

…

9

9

 

C•D

ie 

M
ai
n
a
c
ht
…

…

…

…

…

…

…

…

…

n

 

C
E
L
L
O
 S
O
L
O
:
 

M
r
.
 

T
.
 

G
o
h
.
 

C
o
n
c
e
rt
o
 (
N
o
.
 
1)
…

…

…

…

…

…

…

…

…

C
.
 

S
ai
nt
'Saens
.
 

P
I
A
N
O
 S
O
L
O
 :
 

M
iss•K

. 
M
i
t

a
.
 

S
o
n
at
a
 G
 m
o
l
l
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

S
c
h
u
m
a
n
n
.
 

V
I
O
L
I
N
 S
O
L
O
 :
 

M
r
.
 
T
•
U
苔

k
a.

C
o
n
c
e
rt
o
 (
N
o
.
19) 
D
 
Moll

…·………

••Kreu

tzer
. 

1st
.
 

M
0
v
e
.
 

P
I
A
N
O
 S
O
L
O
 

M
i

ss
.
 

A
.
 

S
a
w
a
z
a
ki

.
 

H
u
n
g
a
ri
a
n
 R
h
a
p
s
o
di
e
 N
o
.
12…
…

…

…

Li
szt
.
 

昭和 4年11月28日，創立50周年記念演奏会「長唄」

北宇

治
嵯

の

峨 晒

小

早

川

清

士

小

早

川

誠

三

竹

生

島
小

舞

加

藤

良

介

宇

野

親

一

原

田

オ

蔵

三

谷

良

馬

喜

多

質
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東
京
昔
架
學
校
創
立
祝
賀
―
音
榮
演
奏
曲
目

五

拾

周

年

記

念

會

場

〔
歌
詞
省
略
〕

昭
和
四
年
十
一
月
三
十
日

創
立
五
十
周
年
記
念
演
奏
会
（
洋
楽
）

昭
和
四
年
十
一
月
三
十
日
（
土
曜
日
）
午
後
5
叫
疇
疇

日
比
谷
公
會
堂

東
京
一
音
楽
學
校
同
盤
會

千

見

中

内

蝶

二

稀
昔
家
六
四
郎

吉

住

小

三

郎

作

曲
作

歌

代

草

嘉
永
四
年
十
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

同

新

曲

囃

太大小笛

鼓鼓鼓

鶴

上

望

月

長

之

助

望

月

左

吉

望

月

吉

三

郎

望

月

太

左

吉

癒

選
科
長
唄
科
在
學
生

友

千

一
長

―
―
等鳥

唄

吉
住
小
三
霞
指
導

稀
昔
家
六
四
良

久

村

検

校

調

曲

子

高村

橋

勢

vヽ

田

ィ

君

代

創
立
五
拾
周
年
記
念
祝
歌

ゲ
オ
ル
グ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ン
デ
ル
作
獨
唱
合
唱
及
管
絃
架
の

「
ユ
ー
ダ
ス
・
マ
ッ
カ
ベ
ー
ウ
ス
」
（
神
事
劇
）

者

ス
）
矢
田
部
勁
吉

（

ソ

。

フ

ノ

）

長

坂

好

子

國

民

中

の

男

女

―

□J
ソ
。

1
フ
ー
J
V]

[

m

]

『

ス

）

伊

藤

武

雄

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部
員

東

京

昔

榮

學

校

生

徒

〔
原
資
料
横
組
〕

E
i

n
 B
ot
e
 

G
e
o
r
g
 F
r
i
e
d
r
i
c
h
 
H
a
n
d
e
l
 (
16
8
5
|
1
7
5
9
)
 

J

u
d
a
s
 M
a
c
c
a
b
a
u
s
 (
O
r
at
o
ri
u
m
)
 fli
r
 

S
o
li

,
 

C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
er 
(
k
o
m
p
o
ni
ert
 1
7
4
6
)
 

D
i

ri
g

e
nt
 

C
h
a
r
l
e
s
 
L
a
ut
r
u
p
.
 

J

u
d
a
s
 M
a
c
c
a
b
a
u
s
 

(
T
e
n
o
r
)
 

T
.
 Ki

n
o
s
hi
t

a
.
 

H
o
h
e
p
r
i
e
st
er 

(
B
a
s
s
)
 

K•Ya

tabe

. 

F
r
a
u
e
n
 u
n
d
 M
an
n
e
r

『

(
So

p
r
a
n
)

Y•Na

ga
saka
. 

(
M
e
z
z
o
s
o
p
r
a
n
)
 
N
.
 

T
a
n
a
k
a
.
 

a
u
s
 d
e
m
 V
 ol
k
e
 

(
T
e
n
o
r
)
 

S
.
 So

n
o
d
a
.
 

(
B
a
s
s
)
 

T
.
 

I
t

o
.
 

合奉

使 祭

司

合管者

絃

唱楽

（

バ

ラ

ー

長

（

バ

ユ

ー

ダ

ス

・

マ
ッ
カ
ベ
ー
ウ
ス

（

テ

ノ

ル

）

木

下

保

指

揮

シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ツ
。
フ

唱 唱

が
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(

H

I

址
g
n
忘
苦
＾
曲
＇
I

裟
幽
ふ
ぶ
蕊
『
砥
却
淑
蜘＂』

）
。
卜
入
4
[
{
4

ぃ．
3
藁
把

「̂

K
4
1
て
R
入
ャ
・

K
f
l
n
」
至
把
｝
込
泊
入
く
。
俎
檄
悪
鈴
揺
址
廻
0

g
材
I
-

g
6
H
O
C
H
I
I

址
ご

1

踪
智

（新番琥）（：］『~)
1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 
10. 

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

16. 

17. 

Vorspiel 
(1) Chor : Klagt Sohne Judas— 

(38, 39) Arie fur Sopran und Chor: Du sankst ach 
armes Vaterland-

Recitativ fur Tenor und Sopran: Ja Bruder, 
klagt— 

Duett fur Tenor und Sopran : Vor diesem 
Schlag-

Chor: Wir weih'n dem Edlen-

Recitativ fur Bass (Hohepriester): nicht ganz 
umsonst— 

Arie fur Mezzosopran: Fromme Thrane-
Chor: 0, Vater dess'allwaltend Macht— 
Recitativ fur Bass (Hohepriester): Vernehmt 1 

Die Gottheit— 
Arie fur Bass (Hohepriester): Auf 

Schar!― 
Chor : W ohlan ! Wir stehen gereiht— 
Recitativ fur Tenor (Judas Maccabaus) : Wie 

sehr, mein Volk-

Arie fur Tenor (Judas Maccabaus): 
hoher Ahnen-

(2) 

(3) 

ヽ
ノ
ヽ
ノ

4

5

 

（
（
 

ヽ
ノ
ヽ
ノ
）

6

7

8

 

（
（
（
 
(9) 

(10) 

(11) 

(12) 

(19) 

(20) 

(24) 

I AKT 

tapfere 

Weih, 

Chor : Voran, 0, Held-

Recitativ filr Tenor (Judas Maccabaus): So 
sprach-

Recitativ filr Bass (Hohepriester): Eilt nur, 

ihr Briider― 

（

話
6

1

~
L
Z
6

1
)
吐
N

I

l
吐
g
u氏
B
B

憐
I

綜

l
9
 



18. (25) 

19. 

20. 

21. 
22. 

23. 

24. 

25. 

26. 

(43) 

(42) 

(36) 

(44) 

(45) 

(21) 

(28) 

(43) 

27. 
28. 

29. 

30. 

31. 

32. 

33. 

34. 

(50) 
(52) 

(53) 

(54) 

(29) 

(30) 

(55) 

(26) 

Chor : Hor uns, 0 Herr― 
休 憩

゜
分 間

II AKT 

Arie fur Tenor (Judas Maccabaus) und Chor: 
A uf blast zur Schlach t— 

Recitativ fur Tenor (Judas 
¥Vohlan ! Mit Gott— 

Arie fur Tenor : Ein Tor wer prahlt— 
Recitativ fur Bass (Hohepriester) : W ohlan ! 

Der Ausgang-
Arie fur Bass : Mit frommer Brust— 
Chor (T erzett) : Dringt in die F einde-

Arie fur Tenor (Judas Maccabaus): Gewetzt 
zum Verderben-

Arie fur Tenor und 
Schlacht— 

Chor: 

Maccabaus): 

Auf blast 

III AKT 

Arie f ilr Mezzosopran : Vater des Alls— 
Recitativ f ilr Tenor : Seht ! Es bricht aus 

dem Alter― 
Recitativ filr Sopran : Erhor'es Gott— 
Arie,,  : Dann tont der Laut'一
Recitativ filr Mezzosopran: Wie silss wird 

nun-

Duett fiir Sopran und Mezzosopran 
Chor : Zion hebt ihr Haupt— 

Recitativ fur Bass : Vom Schlachtgetiimmel― 
Chor : Fall ward sein Loos— 

und 

35. 

36. 

37. 

38. 

39. 

40. 

41. 

42. 

43. 

Recitativ filr Bass, Tenor und Sopran: Doch 
seht der Sieger― 

(56, 57) Marsch und Chor: Seht den Sieger 
gekront— 

Recitativ filr Tenor (Judas Maccab且us):Suss 
ist das Lied-

Recitativ filr Sopran : Dich, Held des Herrn-

Arie fur Sopran: Er nehm den Raub― 
Chor: Heil Judaa-

Duett filr Sopran und Mezzosopran: 0, hol-
der Friede-

Arie filr Bass (Hohepriester): In unsre Chore 
mischet euch-

Schlusschor: Halleluja, Amen-

(55) 

(59) 

(31) 

(32) 

(34) 

(64) 

(65) 

(66) 

ruhm-

8
9
 

擁
記
祉
嵌
坤
俣
慨

e
品

R

n

[
-

蔀
N

渫

zur Englischer Urtext von Thomas Morell. 

Als Grundlage des vorliegenden deutschen T extes hat— 
mit vielen durchgreifenden Abanderungen-die Uberset-
zung von H. Gervenius gedient. 

(Ch. Lautrup.) 

Judas Maccabaus, 

Feldherr aus dem Jahr 160. v. Chr. 
Hohepriester 

Frauen und M且nner

aus dem Volke 

Ein Bote 

Tenor. 

Bass. 

lSopran. 
Mezzosopran. 

lTenor. 
Bass. 

Bass. 



ヘ

ン

デ

ル

作

オ

ラ

ト

リ

オ

『

ユ

ー

ダ

ス

、

マ

ッ

カ

ベ

ー

ウ

ス

』

略

解

ヘ

ン

デ

ル

（

G
e
o
r
g
F
ri
e
d
ri

c
h
 H
a
n
d
e
l
 1
6
8
5
1
1
7
5
9
)
は

バ

ッ

ハ

と

並

稲

せ

ら

れ

る

十

八

世

紀

前

半

の

最

大

作

曲

家

で

、

獨

逸

ハ

ル

レ

市

に

生

れ

後

英

國

に

赴

い

て

、

此

國

に

鱚

化

し

、

死

後

は

英

國

偉

人

の

一

人

と

し

て

ウ

ェ

ス

ト

ミ

ン

ス

タ

ー

寺

院

に

記

念

碑

を

建

て

ら

れ

た

。

彼

の

多

敷

の

著

作

中

殊

に

重

要

な

も

の

は

『

オ

ラ

ト

リ

オ

』

（

紳

事

曲

）

と

呼

ぶ

槃

楽

の

大

曲

で

、

卸

ち

獨

唱

、

合

唱

及

び

管

絃

楽

を

以

て

重

に

聖

書

中

の

物

語

を

叙

述

す

る

劇

的

歌

曲

で

あ

る

。

ヘ

ン

デ

ル

の

英

文

オ

ラ

ト

リ

オ

の

諸

作

は

一

般

に

近

代

的

オ

ラ

ト

リ

オ

の

模

範

と

仰

が

れ

て

ゐ

る

が

、

就

中

本

演

奏

の

『

ユ

ー

ダ

ス

、

マ

ッ

カ

ベ

ー

ウ

ス

』

は

愛

國

、

敬

紳

、

尚

武

の

精

紳

を

遺

憾

な

く

猿

揮

し

た

傑

作

で

、

『

メ

シ

ア

ス

』

（

救

世

主

）

其

他

の

作

と

共

に

最

も

世

に

知

ら

れ

て

ゐ

る

。

原

歌

詞

は

英

國

の

憎

ト

マ

ス

、

モ

レ

ル

（

R
e
v
.
T
h
o
m
a
s
 M
o
r
e
l
l
)
の

作

で

、

紀

元

前

二

世

紀

の

猶

太

の

英

雄

ュ

ー

ダ

ス

、

マ

ッ

カ

ベ

ー

ウ

ス

の

事

蹟

を

叙

し

て

ゐ

る

。

ユ

ー

ダ

ス

は

憂

國

の

志

士

マ

タ

テ

ィ

ア

ス

の

子

で

、

父

の

死

後

、

其

の

遺

志

を

織

で

嘗

時

猶

太

を

虐

げ

て

ゐ

た

シ

リ

ア

の

國

王

ア

ン

テ

ィ

オ

カ

ス

の

軍

と

載

ひ

之

を

撃

破

し

て

祖

國

の

獨

立

を

恢

復

し

た

勇

将

で

あ

る

。

ヘ

ン

デ

ル

の

曲

は

元

、

ウ

ェ

ー

ル

ズ

公

の

嘱

に

よ

っ

て

一

七

四

六

年

夏

僅

々

敷

週

間

に

完

成

し

た

も

の

で

其

頃

蘇

格

蘭

を

征

服

し

た

将

軍

カ

ン

バ

ラ

ン

ド

公

の

凱

旋

を

嗣

す

る

為

に

翌

四

七

年

四

月

に

初

め

て

演

奏

せ

ら

れ

た

。

そ

れ

以

来

本

曲

は

英

國

民

の

愛

曲

と

な

り

、

又

獨

逸

に

於

て

も

履

々

祝

祭

用

オ

ラ

ト

リ

オ

と

し

て

奏

せ

ら

れ

、

廣

＜

國

民

間

に

知

ら

れ

て

ゐ

る

。

曲

中

の

獨

唱

の

役

は

ユ

ー

ダ

ス

（

テ

ノ

ー

ル

）

の

外

に

祭

司

長

（

バ

ス

）

猶

太

國

民

中

の

男

女

（

ソ

。

フ

ラ

ー

ノ

、

メ

ッ

ゾ

ソ

。

フ

ラ

ー

ノ

、

テ

ノ

ー

ル

）

及

び

使

者

（

バ

ス

）

で

、

合

唱

は

全

篇

を

通

じ

て

猶

太

國

民

を

表

は

し

て

ゐ

る

。

今

回

の

演

奏

に

用

ひ

る

歌

詞

は

ハ

ー

、

ゲ

ル

ヴ

ェ

ニ

ウ

ス

の

獨

繹

歌

詞

に

指

揮

者

ラ

ウ

ト

ル

ッ

プ

敦

師

が

添

削

を

加

へ

た

も

の

で

、

又

曲

中

の

章

の

番

琥

順

も

愛

更

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

第

一

幕

は

猶

太

國

民

が

マ

タ

テ

ィ

ア

ス

の

死

に

逢

つ

て

悲

嘆

に

く

れ

る

こ

と

、

祭

司

長

と

ユ

ー

ダ

ス

が

彼

等

を

勘

ま

し

て

自

由

の

軍

を

起

す

こ

と

、

第

二

幕

は

出

征

の

ユ

ー

ダ

ス

が

決

死

の

国

民

を

率

ゐ

て

敵

の

大

軍

を

撃

破

す

る

こ

と

、

第

一

ー

一

幕

は

故

郷

に

留

れ

る

園

民

が

載

捷

を

祈

つ

て

待

っ

う

ち

に

使

者

が

勝

利

の

報

を

齋

す

こ

と

。

彼

等

が

狂

喜

し

て

凱

旋

の

将

軍

を

迎

へ

、

平

和

の

克

復

を

訳

し

、

紳

に

讃

美

を

奉

る

こ

と

を

叙

し

て

ゐ

る

。

〔

歌

詞

省

略

〕

3
 

昭

和

四

年

十

二

月

二

十

一

日

愛
す
る
主
、
紳
よ
•
…
•
•

競

奏

曲

イ

短

調

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

................................................ ―‘, 

イ
、
薔
薇
の
紐
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

2
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

l
混

盤

合

唱

曲

目

大
島
八
千
代
子

シ

會

ム

メ

ル

宮

内

鎮

代

子

ユ

学

友

会

第

五

十

二

回

土

曜

演

奏

会

ッ

ツ

員

〔
関
連
記
事
〕

妃
殿
下
方
の

豪

臨

に

光

榮

満

ち

て

け

ふ

＿

音

楽

學

校

五

十

年

祭

[

マ

マ

〕

東

京

音

楽

學

校

五

十

週

年

記

念

説

賀

會

は

二

十

八

日

午

前

九

時

開

會

、

文

相

の

祝

僻

に

績

い

て

神

戸

、

嶋

崎

、

安

藤

、

岡

野

、

乙

骨

、

橘

、

上

各

敦

授

、

高

橋

講

師

等

の

二

十

年

以

上

の

勤

績

表

彰

式

記

念

品

の

贈

呈

あ

り

。

績

い

て

十

時

十

五

分

秩

父

宮

妃

、

李

王

雨

殿

下

、

閑

院

若

宮

妃

、

東

伏

見

宮

大

妃

、

伏

見

宮

妃

、

賀

陽

宮

妃

、

東

久

遁

宮

妃

、

久

涸

宮

妃

、

朝

香

宮

、

同

姫

宮

の

御

十

一

方

豪

臨

祝

賀

演

奏

會

は

睛

れ

や

か

に

催

さ

れ

。

ま

づ

邦

楽

能

楽

『

竹

生

島

』

長

唄

新

曲

『

千

代

見

草

』

同

『

鶴

龍

』

、

等

曲

『

友

千

鳥

』

等

の

演

奏

が

あ

っ

た

中

で

も

長

唄

新

曲

千

代

見

草

は

長

唄

科

専

科

在

學

男

女

生

徒

（

三

味

線

十

九

名

、

唄

十

九

名

）

が

一

ヶ

月

半

の

練

習

で

仕

上

げ

た

も

の

で

起

立

し

て

楽

譜

を

手

に

し

て

唄

ふ

西

洋

式

で

あ

る

。

皇

族

方

は

正

午

御

休

憩

室

に

て

御

揃

ひ

に

て

訳

賀

の

午

餐

を

召

さ

れ

、

乗

杉

校

長

の

御

案

内

で

音

楽

展

覧

會

場

御

巡

覧

が

あ

っ

た

午

後

二

時

よ

り

ラ

ウ

ト

ル

ツ

。

フ

敦

授

指

揮

ヘ

ン

デ

ル

作

紳

事

劇

『

ユ

ー

ダ

ス

・

マ

ッ

カ

ベ

ウ

ス

』

の

二

時

間

十

分

に

亘

る

演

奏

が

あ

っ

て

四

時

過

ぎ

閉

會

し

た

、

常

日

の

重

な

る

来

賓

は

安

達

内

相

、

閥

屋

宮

内

次

官

、

徳

川

義

親

侯

夫

妻

、

其

他

四

五

百

名

、

卒

業

生

を

併

せ

て

千

名

に

場

外

に

溢

る

A
盛

況

で

あ

っ

た

。

（

『

時

事

新

報

』

昭

和

四

年

十

一

月

二

十

九

日

）
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演

奏

部

報

さ
な
が
ら
大
嵐
の
様
だ
っ
た
五
十
年
記
念
祭
の
漸
く
静
ま
っ
た
後
を
受
け

て
＇
~
第

五
十
二
回
土
曜
演
奏
會
か
ら
我
々
の
手
で
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
五
十
二
回
土
曜
演
奏
會

十
二
月
二
十
一
日
。
此
の
日
申
分
の
な
い
快
睛
で
年
末
に
も
拘
ら
ず
相
愛
ら
ず
の
滴

員
で
あ
っ
た
。

コ
オ
ラ
ス
の
練
習
は
か
人
＼

し
か
ら
ず
。
ハ

レ
ス
ト
リ
イ
ナ
を
中
止
し
、

シ
ュ
ッ
ツ
一
曲
だ
け
を
辛
う
じ
て
間
に
合
は
せ
た
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思

ひ
出
す
。

合
唱
に
開
す
る
改
善
、
近
年
學
友
會
で
は
會
友
が
ど
ん
／
＼
減
少
す
る
傾
向
が
あ

る
。
あ
げ
得
ら
る
べ
き
理
由
も
な
い
の
で
、
こ
れ
に
封
す
封
策
ー
っ
ま
り
消
極
的
に

は
會
友
の
減
少
を
防
止
し
、
積
極
的
に
は
増
加
を
計
る
と
言
ふ
は
1

我
々
が
理
事
室

に
椅
子
を
持
つ
て
以
来
考
へ
つ
ゞ
け
て
居
る
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
法
と
し
て

も
コ
オ
ラ
ス
の
改
善
は
急
務
の
―
つ
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
／
＼
學
友
會
の
コ

オ
ラ
ス
は
學
校
か
ら
強
制
さ
れ
て
や
る
も
の
で
も
、
又
誰
か
か
ら
の
命
令
に
よ
っ
て
や

つ
て
ゐ
る
わ
け
の
も
の
で
も
な
い
。
言
ふ
ま
で
も
な
く
我
々
全
盟
が
自
猿
的
な
意
味
で

や
る
我
々
の
コ
オ
ラ
ス
で
あ
る
我
々
の
や
る
我
々
の
コ
オ
ラ
ス
だ
。
そ
れ
に
も
拘
は
ら

ず
練
習
の
出
席
と
来
た
ら
お
忙
し
い
所
を
無
理
に
お
願
ひ
し
て
あ
る
澤
崎
先
生
に
も
お

氣
毒
な
程
の
こ
と
が
あ
る
。
演
奏
會
常
日
の
出
来
に
し
た
つ
て
良
心
に
恥
ぢ
な
い
位
の

出
来
と
言
ふ
も
の
は
つ
ひ
ぞ
な
い
。
こ
ん
な
矛
盾
が
あ
っ
て
い
A

わ
け
で
あ
ら
う
か
。

其
慮
で
考
へ
ら
れ
る
の
は

コ
オ
ラ
ス
の
練
習
其
他
の
條
件
に
悪
い
所
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
言
ふ
こ
と
だ
。
そ
れ
で
氣
の
つ
く
だ
け
の
こ
と
は
改
善
す
る
事
に
決
定
し
、

先
づ
三
學
期
に
入
っ
て
か
ら
は
書
食
時
間
の
練
習
を
断
然
曖
し
た
。
冬
期
は
御
承
知
の

如
く
書
食
時
間
が
三
十
分
し
か
な
く
、
豫
鈴
か
ら
始
鈴
ま
で
の
十
分
を
入
れ
て
四
十
分

し
か
な
い
。
そ
れ
に

コ
オ
ラ
ス
を
や
る
の
は
こ
れ
は
一
種
の
人
道
問
題
で
や
る
方
が
無

｀ ` 
．． 

M
.
I磨
c
hi

.

D
e
b
u
s
sy
.
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曲

ア

レ

グ

口

モ

ツ

ア

lレ

卜
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3
ピ

ア

ノ

獨

奏

井

本

弘

ユ

マ

ン

第 1章

ス

獨

唱

矢

谷

壽

雄

お

も

ひ

で

時

潔

1

混

盤

合

唱

會

理
だ
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
の
断
行
は
な
ん
で
も
な
い
事
の
様
に
見
え
て
然
も

吾
々
演
奏
部
と
し
て
は
代
り
の
時
間
を
工
面
す
る
為
に
質
に
な
み
／
＼
な
ら
ぬ
努
力
を

必
要
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

時
間
の
條
件
は
そ
れ
で
先
づ
良
し
と
し
て
次
は
譜
面
の
改
正
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
ま

で
の
半
紙
縦
刷
り
を
や
め
美
濃
判
二
つ
折
り
と
し
た
。
（
其
後
新
學
年

一
學
期
に

入
っ

て
か
ら
は
原
紙
も
印
刷
も
熟
練
者
に
依
頼
し
一
層
の
改
善
を
見
た
こ
と
は
諸
兄
姉
の
夙

に
承
知
せ
ら
れ
る
所
で
あ
ら
う
。
）
―
-
學
期
に
は
費
用
は
殆
ん
ど
増
さ
ず
に
更
に
完
全
に

近
い
も
の
と
す
べ
く
計
書
中
で
あ
る
。

其
他
場
合
に
應
じ
て
例
へ
ば
練
習
時
間
割
の
決
定
等
も
出
来
得
る
限
り
『
全
閥
の
便

利
』
か
ら
考
へ
て
最
善
と
思
は
れ
る
も
の
を
と
る
様
に
す
る
等
す
べ
て
に
ベ
ス
ト
を
つ

く
す
こ
と
A

し
て
一
月
の
土
曜
演
奏
會
の
準
備
に
と
り
か
A

つ
た
。

（
『
昔
柴
』
臨
エ
久
會
、
第
十
一
号
、
一
六
一
ー
一
六
二
頁
）

昭
和
五
年
二
月
八
日

第
五
十
三
回

土

曜

演

奏

會

曲

目

時
昭
和
五
年
―
―
月
八
日
（
午
後
二
時
）

東
京
―
音
楽
學
校
奏
架
堂

学
友
会
第
五
十
三
回
土
曜
演
奏
会

東
京
＿
音
榮
學
校
學
友
會

・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
：
言ィ

二
人
の
榔
弾
兵
…
…
…
…
…

ニ
長
調
：
…
…
…
…
•
…
…

…
…
…
…
シ

員

昭和2年～12年(1927~1937)
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憩
＇
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唱
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四
、
長

唄

（
唄
）
赤
星
和
歌
子
・
藤
井
壽
々
枝
・
岸
田

仲
子
・
宮
崎
喜
久
代
・
田
中

天
岡

朝
子

君
江

二
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ト
ス
カ
「
藝
術
と
愛
と
に
生
き
て
」
…
…
。フ

三

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

太

ニ
長
調
ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
フ
エ

ン

田

坪

井

ア
レ
グ
ロ

コ
ン
ブ
リ
オ

昭
和
五
年
二
月
十
五
日

昭
和
五
年
二
月
十
五
日
午
後
一
時

曲

第
三
回
校
内
演
奏
会

本
校
奏
架
堂
に
於
て

Di

ri
g

ent
:
 

P
r
of

.
 S
.
 Sa

w
a
z
a
ki

.
 

ツ

チ

貞
イ

二

m
丑

主

Pl

I,ro,ha 
U
t

a

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
N
o
b
ut
oki. 

奏

一
、
ピ
ア
ノ
三

重
奏

菱
口
長
調
三
重
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
フ

演

目

エ
ン

子 子

第
五
十
三
回
土
曜
演
奏
會
、
二
月
八
日
午
後
一
一
時
。
合
唱
を
前
後
に
ニ
ス
テ
イ
ヂ
入

れ
る
こ
と
が
こ
の
―
二
年
来
な
く
な
っ
て
ゐ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
度

か
ら
復
活
雨
方
共
信
時
先
生
の
作
品
を
選
ん
だ
。
ニ
ス
テ
イ
ジ
共
日
本
の
曲
に
し
た
こ

と
は
あ
な
が
ち
無
意
味
に
や
っ
た
の
で
な
い
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
演
奏
の
成
績

は
甚
だ
良
好
で
、
近
来
に
な
い
好
評
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
我
々
の
誠
意
を
諸
君
が

よ
く
認
め
ら
れ
た
結
果
の
現
は
れ
と
し
て
一
同
深
く
欽
快
と
し
た
所
で
あ
っ
た
。
営
日

は
快
晴
の
小
春
日
和
で
あ
っ
た
が
時
期
の
開
係
か
ら
い
つ
も
の
様
な
混
雑
は
見
な
く
て

定
員
を
少
々
超
す
程
度
で
あ
っ
た
。
最
後
の
合
唱
信
時
先
生
の
『
い
ろ
は
う
た
』
初
演

は
聘
衆
に
多
大
の
感
激
を
奥
へ
、
午
後
四
時
三
十
分
終
演
。

（
『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
一
号
、
昭
和
五
年
十
月
、

平
田
忠
・
盛
口
勝
―
―
-
•
井
本
弘

一
六
二
頁
）

ノ

獨

奏

ノ
ヴ
ェ
レ
ッ
テ
第
一
番
•
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

遠

（
イ
）
我
を
死
な
し
め
よ
…
…
…
…
…
…
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
イ

（
口
）
我
が
愛
す
る
者
よ
…
…
…
…
…
…
ヂ

九

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

川

ト
短
調
ラ
。
フ
ソ
デ
イ
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

+
、
ピ
ア
ノ
五
重
奏

第
三
回
校
内
演
奏
會

八、 七、 六、 五、

ピ
愛
ホ
長
調
五
重
奏
曲
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

ア
レ
グ
ロ
ブ
リ
リ
ア
ン
テ

ア
（
口
）

3
 

6
 

二
月
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
開
催
。
曲
目
に
最
初
の
例
と
し

ア
ヴ
ェ

第 1章

ユ

マ

ン

大
岡
運
英
・
小
宮
山
繁
・
兎
束
龍
夫

呉
泰
次
郎
•
井
口
基
成

ラ

ム

ス

本

久

ヨ

Jレ

ダ

ア

藤

菊

ユ

マ

ン

横

尾

ゆ

リ

ク

（
イ
）

ユ

ベ

ル

ト

古

賀

夕

カ
ン
ツ
オ
ネ
ッ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ギ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

マ
リ
ア
…
…
…
…
…
…
シ

ソ
ル
ヴ
ェ
ヂ
の
歌
…
…
…
…
…
…
グ

Jレ

ー

休

憩

l
|ー

ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
獨
奏

寒

山

拾

海

鋒

マ 義
マ

ン
雄 江 き 工 美

（
絃
）
松
本
潤
子
・
川
津
正
子
・
廣
瀬
妙
子

中
村
富
美
子
・
小
川
榮
子
・
片
山
百
合
子

得
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
坪
内
逍
逝
作
歌

稀
音
家
六
四
靡
作
曲

吉
住
小
三
良

昭和 2年～12年 (1927~1937)



い

、

合

唱

「

悼

め

ユ

デ

ア

の

子

等

よ

」

四

、

オ

ラ

ト

リ

オ

「

ユ

ー

ダ

ス

・

マ

ッ

カ

ベ

ー

ウ

ス

」

鼓鼓鼓鼓

ヘ

ン

デ

Jレ

作

休
憩

三

、

英

雄

交

響

曲

（

第

三

番

・

作

品

五

五

）第

楽

章

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

雄子風

本

校

選

科

長

唄

科

生

徒

囃

子

笛ヽ
↓

―

 ノヽ
一

ー大太

1
0

分

間

望望望望住

月 月月 月田

吉左孝又

太左之太三

郎七助郎郎

二

、

長

唄

鶴

編

一

、

第

曲

-ノ‘
段

尺三等

畠

M
i
t
t

w
o
c
h
 1
9t

e
n
 M
a
r
z
 1
9
3
0
 

K
O
N
N
E
R
T
 

D
E
R
 

T
O
K
Y
O
 A
K
A
D
E
M
I
E
 F
U
R
 M
U
S
I
K
 

S
E
I
N
E
R
 K
O
N
I
G
L
I
C
H
E
N
 H
O
H
E
I
T
 

ろ

、

行

進

曲

及

合

唱

「

凱

旋

将

軍

を

見

よ

」

指
揮
者

管
絃
榮

合

唱

シ

ャ

ー

ル

ス

・

ラ

ウ

ト

ル

ツ

。

フ

本

校

管

絃

榮

部

員

同

生

徒

吉吉宮

田 田城

睛敬道

て
長
唄
科
生
徒
諸
氏
の
出
演
を
得
て
邦
楽
を
加
へ
た
。
尚
今
回
か
ら
こ
の
會
の
範
園
を

撰
張
し
て
會
員
の
父
兄
を
招
待
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
校
内
演
奏
會
本
来
の
意
義
を
猿

揮
す
る
も
の
と
し
て
好
評
を
得
た
こ
と
を
悦
ぶ
。
営
日
は
朝
か
ら
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
賑

や
か
な
中
に
親
み
に
満
ち
た
大
會
で
あ
っ
た
。

こ
れ
で
こ
の
學
年
度
に
於
け
る
演
奏
部
の
仕
事
を
終
り
名
残
り
惜
し
い
卒
業
生
を
送

つ
て
休
暇
に
入
る
。

（

『

一

音

楽

』

墨

友

會

、

第

十

一

号

、

昭

和

五

年

十

月

、

一

六

ニ

ー

一

六

三

頁

）

昭
和
五
年
三
月
十
九
日

丁

抹

国

皇

太

子

殿

下

御

参

観

音

楽

演

奏

会

昭
和
五
年
三
月
十
九
日
（
水
曜
日
）
午
前
九
時

丁

抹

國

皇

太

子

殿

下

御

参

観

昔

架

演

奏

曲

目

東
京
＿
音
榮
學
校

昭和 5年 3月19日， デンマーク国皇太子フレデリック親王殿下台

臨。中央椅子にかけているのが皇太子。う しろ，左から 2人目ラ

ウトルップ，右から 3人目乗杉校長
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.
 

｀゚
．． 

P
A
U
S
E
 (1
0

 

M
i

n
ut
e
n
)
 

K
R
O
N
P
R
I
N
Z
 F
R
E
D
E
R
I
K
 

V
O
N
 D
A
N
E
M
A
R
K
 

Z
U
 E
H
R
E
N
 

S
c
hii
leri

n
n
e
n
 

二、 '
 ヽ

一
、
卒
業
證
書
授
興

二

、

校

長

式

辮

三
、
文
部
大
臣
説
際

四
、
卒
業
生
穂
代
謝
辮

五

、

賞

品

授

興

六

、

卒

業

演

奏
演

奏

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…

…
•
•
•
本
科
卒
業
生

オ
ラ
ト
リ
オ
「
四
季
」
の
ジ
モ
ン
の
抒
情
調
…
…
…
•
•
•
ハ

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業
生

バ
ス
獨
唱

ヘ
長
調
バ
ラ
ー
ド
（
作
品
三
八
）

シ

イ ョ

作

兎

束

龍

夫

ド

ン

作

伊

藤

武

雄

ノ＜

ン

平

戸

喜

代

曲

目

丁
抹
皇
太
子
一
音
楽
學
校
に
御
成

東
洋
御
巡
遊
の
御
途
中
御
来
朝
遊
ば
さ
れ
た
丁
抹
皇
太
子
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
親
王
殿
下

並
び
に
皇
子
ク
ヌ
ー
ド
殿
下
、
同
妃
ア
ク
セ
ル
殿
下
に
は
三
月
十
八
日
御
来
朝
の
翌
日

上
野
の
東
京
音
楽
學
校
に
行
啓
遊
ば
さ
れ
、
職
員
生
徒
の
洋
楽
及
び
一
流
楽
人
に
依
る

邦
楽
を
な
し
召
さ
れ
た
。

（『
昔
架
世
界
』
第
二
巻
第
四
号
、
昭
和
五
年
四
月
、
六
四

l
六
五
頁
）

昭
和
五
年
三
月
二
十
二
日
卒
業
式

昭
和
五
年
三
月
二
十
二
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
開
始

卒

業

證

書

授

典

式

順

序

·
…
•
•
本
科
卒
業
生

東

京

一

音

楽

學

校

第
四
臨
時
敦
員
養
成
所
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―
二
、

~
 

．
 
ヽ

九
、
テ
ノ
ー
ル
獨
唱

ア
ル
セ
ス
ト
の
抒
情
調
…
…
…

ー

休

憩

一

0
分

間
I

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…

…
…
•
…
…
•
本
科
卒
業
生

愛
二
長
調
エ
テ
ュ

ー
ド
…
…
…
…
…
…

い
、
舞
踏
の
央
に
｝

ろ
、
開
き
た
る
窓
に
て

は
、
夢
の
後
に
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…

ピ
ア
ノ
獨
奏

・：・
・リ

…
•
…
•
•
本
科
卒
業
生

い
、
眠
る
イ
エ
ス
の
子

ろ
、
無
言
の
愛
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ

は
、
ヴ
ァ
イ
ラ
の
歌

1
0
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
·
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業
生

バ
ラ
ー
ド

・
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
（
作
品
三
八
）
…
…
…
…
…
…
ヴ

メ
ッ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業
生

…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
チ
ア
イ
コ
フ
ス
キ
作

…
…
…
…
…
…
…
…
研
修
科
修
了
生

フ

ォ

見
田
公
子

レ

作

菊

地

愛

子

ュ
ー
タ
ン
作

大

岡

運

英

ォ

ル

フ

作

ス

作

菌
田
誠
一

七、

ア
ル
ト
獨
唱

六、

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
十
一
号
、
昭
和
五
年
十
月
、
一
六
三
頁
）

卜

グ

ル

ッ

ク

作

丹
治
ハ
ル

ト
短
調
ソ
ナ
タ

四
、
バ
リ
ト
ー
ン
獨
唱
…
…

い
、
こ
の
小
暗
き
墓
の
中
に

ろ
、
分
身
・

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

セ
ロ
獨
奏
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
ル
テ
ィ
ー
ニ
作

…
•
…
・
・
選
科
修
了
生

嬰
へ
短
調
ソ
ナ
タ
の
第
一
楽
章
（
作
品
二
三
•
第
三
番
）

ニ
長
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
の
第
一
楽
章
…
…

ノ‘

イ

ド

ン

乍
'ー

本
科
卒
業
生
呉
泰
次
郎

…
•
•
本
科
卒
業
生

…
…
…
…
ス
ク
リ
ア
ビ
ン
作

…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業
生

平
戸
富
美
子

椎

葉

照

子

井

口

基

成

ロ~

作

・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

木

村

辰

夫

一
三
、

ト
短
調
バ
ラ
ー
ド
（
作
品
二
四
）
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
グ

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
獨
唱

…
…
…
…
研
究
科
修
了
生

歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
の
ミ
カ
エ
ラ
の
抒
情
調
…
…
…
…
ビ

一
四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
研
究
科
修
了
生

一
五
、

西
班
牙
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
第
四
楽
章
（
作
品
ニ
―
)
•
…
•
•
ラ

ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
•

…
…
研
究
科
修
了
生

祖
父
江
な
っ

エ
ロ
イ
カ
・
ヴ
ァ
リ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ネ
ン
（
作
品
三
五
）
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

昭
和
五
年
五
月
三
日
出
張
演
奏
（
千
葉
）

千
葉
出
張
演
奏
。
五
月
三
日
千
葉
市
縣
立
千
葉
高
女
の
創
立
舟
週
年
記
念
日

に
演
奏
を
依
頼
さ
れ
、
希
望
に
よ
り
合
唱
を
主
に
し
た
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
同

校
講
堂
に
出
張
演
奏
。
都
合
上
已
む
な
く
本
三
、
二
、
師
三
、
だ
け
し
か
行
か

れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
種
々
な
事
情
か
ら
今
學
期
は
演
奏
旅
行

の
計
驚
も
質
行
不
可
能
に
な
り
相
な
の
で
せ
め
て
も
の
慰
め
と
す
る
。
天
氣
痛

快
に
快
睛
で
、
演
奏
成
績
も
こ
れ
に
正
比
例
で
先
方
の
御
満
足
を
得
た
こ
と
は

幸
で
あ
っ
た
。

千
葉
演
奏
遠
足
記

―
一
時
か
ら
演
奏
會
が
始
ま
る
。

コ
オ
ラ
ス
が
あ
っ
て
ソ
ロ
が
あ
っ
て
休
憩
と

な
る
。
再
び
コ
オ
ラ
ス
が
あ
っ
て
ソ
ロ
が
あ
っ
て
最
後
に
又
コ
オ
ラ
ス
が
あ
っ

て
終
り
に
な
る
。
此
時
間
約
一
時
間
四
十
分
。
我
等
の
演
奏
は
堂
に
あ
ふ
れ
て

窓
に
ま
で
鈴
な
り
に
な
っ
て
ゐ
た
聰
衆
に
涙
ぐ
ま
し
き
ま
で
の
感
激
を
典
へ
た

か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
、
我
等
と
し
て
も
穴
が
あ
っ
た
ら
出
て
来
た
い
位
の
出

井

上

武

雄

ゼ リ

作
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5
 

3
 

2
 

ー

ア
ヴ
ェ

ソ
。
フ
ラ
／
獨
唱

（
イ
）

（
口
）

マ
リ
ア
ー
ー
ー
ケ
ル
ビ
ー
ニ

歌
の
翼
i
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
リ
ス
ト
編
曲

火

花

ー

モ

ス

コ

ウ

ス

キ

ー

4
．
ピ
ア
ノ
獨
奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
ー
.
|i
ジ
ッ
ト

ホ
短
調
作
品
三
十
一

モ
デ
ラ
ー
ト

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

愛

奏

曲

l

ロ
ー
デ

ピ
ア
ノ
獨
奏

ワ
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
ソ
ナ
タ
ー
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ハ
長
調
作
品
五
十
三

ア
レ
グ
ロ
コ
ン
ブ
リ
オ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

曲

昭
和
五
年
五
月
二
十
四
日

目

阿

倍

道

増

富

秀

松

田

十

蔵

小

田

雪

江

添

) I l 

学
友
会
第
五
十
四
回
土
曜
演
奏
会

ノ‘

ナ

来
榮
え
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
信
す
る
。
尚
一
説
に
よ
れ
ば
我
等
の
す
ば
ら
し
き

演
奏
は
遂
に
木
石
ま
で
を
も
動
か
し
澤
崎
先
生
の
乗
っ
て
ゐ
ら
れ
た
指
揮
豪
が

ぐ
ら
ぐ
ら
動
い
た
と
か
言
ふ
脱
も
あ
る
。

聰
衆
は
千
葉
の
敦
育
界
乃
至
一
般
の
有
力
者
、
生
徒
諸
嬢
並
び
に
そ
の
父
兄

の
方
々
が
主
だ
っ
た
ら
し
い
。
正
直
な
所
思
っ
た
よ
り
静
癖
で
節
制
の
あ
っ
た

の
に
は
驚
か
さ
れ
た
位
で
あ
る
。
印
象
は
申
し
分
な
か
っ
た
。

（
『
＿
音
率
』
臨
宅
灸
曾
、
第
十
一
号
、
昭
和
五
年
十
月
、
六
九
ー
七
二
頁
）

イ
短
調

モ
デ
ラ
ー
ト

ア
ル
ト
獨
唱

私
は
楽
し
く
緑
の
森
を
行
け
り
1

マ
ー
ラ
ー

徒
歩
の
旅
ー
ー
ヴ
ォ
ル
フ

ピ
ア
ノ
獨
奏

第
十
五
番
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
ー
|
モ
ツ
ア
ル
ト

愛

口
長
調ア

レ
グ
ロ

T
h
e
 

F
i
f
t
y
'
f

ourt
h
 

S
A
T
U
R
D
A
Y
 C
O
N
C
E
R
T
 

M
a
r
c
h
 2
4t
h
,
 

1
9
3
0
 

2
.
0
0
 P
.M
.
 

T
h
e
 G
a
k
u
yuk
ai

 

of
 

T
h
e
 T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

ミ
ヌ
ェ
ッ
ト

ア
ダ
ジ
オ

ア
レ
グ
ロ
ア
ッ
サ
イ

セ

口

〔
原
資
料
横
組
〕

9
．
絃
楽
四
重
奏

愛
口
長
調
ー
モ
ツ
ア
ル
ト

ア
レ
グ
ロ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
チ
ェ

第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ァ

ッ

サ

イ

ヴ

ィ

オ

ラ

大

岡

運

英

小

宮

山

繁

兎

束

龍

夫

呉

泰

次

郎

8
 

（
イ
）

（
口
）

7
 

第
七
番
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
|
ー
'
ロ
ー
デ

休

6
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

憩

泉

正

子

平

原

壽

恵

子

清

水

澄
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P
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O
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N
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S
i
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e
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o
r
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31 

Allegro m
o
d
e
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o
 

P
I
A
Z
0
 S
O
L
O
 

a
)
A
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Fliigeln 
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G
e
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g
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|
M
e
n
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e
l
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n
'
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b
)
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i

n
c
e
l
l
e
s
|
M
o
s
z
k
o
w
s
ki

 

S
O
P
R
A
N
O
 S
O
L
O
 

A
V
E
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A
R
I
A
|
|
C
h
e
r
u
bi

ni
 

V
I
O
L
I
N
 S
O
L
O
 

C
O
N
C
E
R
T
O
|
|
R
o
d
e
 

N
o
.
 

7
 

a
,
mi
n
o
r
 

M
o
d
e
r
at
o
 

A
L
T
O
 S
O
L
O
 

a
)
I
c
h
 gi
ng

 

m
i
t
 

L
u
st

 

d
u
r
c
h
 ei
n
e
n
 

g
己
n
e
n
W
a
l
d
|
|
M
a
h
l
e
r
 

b
)
F
u
s
s
e
r
ei
seー
ー

W
olf

P
I
A
Z
0
 S
O
L
O
 

I
N
T
E
R
V
A
L
 

M
.
 

M
ot
oj
i

 

S
.
 

H
i

rahara 

S
.
 

S
hi

m
i

z
u
 

H
.S
o
e
k
a
w
a
 

Y
.O
d
a
 

J
.
 M

at
s
u
d
a
 

M
.A
b
e
 

H
.
 

M
a
s
ut
o
mi
 

春場

季 所

日

時

“ 
C
O
N
C
E
R
T
O
1
M
o
z
a
rt
 

N
o
.
1
5
 B
 flat
,
m
aj

or 

Allegro 

S
T
R
I
N
G
 Q
U
A
R
T
E
T
 

B
 flat
'
m
aj

o
r
-
M
o
z
a
rt
 

Allegro vi
vace assai
 

M
i

n
u
et
t

o
 

A
d
ag

i

o
 

Allegro 
assa1 

第
五
十
四
回
土
曜
演
奏
會

五
月
廿
四
日
。
今
度
か
ら
土
曜
演
奏
會
に
は
合
唱
を
省

き
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
以
て
代
へ
る
こ
と
に
し
た
。
今
學
期
最
初
の
一音
楽
會
で
例
に
よ
り

1
3
0
。
ハ
ア
セ
ン
ト
位
の
入
り
で
あ
る
。
四
時
二
十
分
閉
會
゜

合
唱
の
新
例
、
前
記
の
如
く
今
後
合
唱
は
大
會
の
み
と
土
曜
演
奏
會
に
は
ア
ン
サ
ン

プ
ル
を
代
へ
る
こ
と
A

し
た
。
こ
れ
は

―
つ
に
は
學
校
の
合
唱
が
我
々
に
は
充
分
な
負

捲
で
あ
っ
て
自
然
學
友
會
の
コ
オ
ラ
ス
は
良
い
加
減
と
な
り
易
い
か
ら
、
そ
れ
よ
り
は

大
會
だ
け
に
少
し
立
派
な
曲
目
を
立
派
に
演
奏
し
た
方
が
合
理
的
で
あ
る
と
言
ふ
考
へ

と
、
今
―
つ
は
漸
く
起
り
つ
A

あ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
流
行
の
好
機
運
に
並
行
し
て
そ
の

為
に
ス
ペ
イ
ス
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
内
外
の
情
勢
に
鑑
み
、
且
時
代
に
沿
ふ
所

以
と
大
い
に
會
員
諸
代
の
満
足
を
得
る
こ
と
A

信
ず
る
。

（
『
＿
音
架
』
塵
友
會
、
第
十
一
号
、
昭
和
五
年
十
月
、
一
六
三
頁
）

昭

和

五

年

六

月

十

四

日

、

十

五

日

学

友

会

春

季

演

奏

会
昭

和

五

年

六

月

十

四

日

午

後

二

時

開

演

東
京
昔
榮
學
校
奏
架
堂

大

演

奏

會

東
京
＿
音
楽
學
校
學
友
會
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ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

第

一

楽

章

ア

レ

グ

ロ

コ

ン

（
カ
デ
ン
ツ
ー
カ
ー
ル
、
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
）

7
，

ピ

ア

ノ

獨

奏

第
三
番

ブ
リ
オ

バ
ッ
ハ
作
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
第
二
番
ホ
長
調

第

一

楽

章

ア

レ
グ
ロ

作
品
舟
七

ハ
短
調

宮

内

鎮

代

子

棟

方

富

美

代
み

よ

永

谷

義

輝

p ← 

6
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

松

浦

き

や

ー

（

休

憩

）
1

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

イ
．
歌
劇
「
イ
ド
メ
ネ
オ
」
中
の
イ
リ
ヤ
の
抒
情
調

ロ
．
ハ
レ
ル
ヤ

p 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
ソ
ナ
タ

第

一

楽

章

ア

レ
グ
ロ

5

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

卜

一
短
調

4
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

3
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
六
つ
の
愛
奏
曲
作
品
舟
四

2

ビ

ア

ノ

獨

奏 合

キ
ー
ル
作
•
愛
イ
長
調
レ
ク
イ
エ
ム
中
よ
り

ー
．
永
遠
の
平
和

2
．

主

よ

憐

め

3
．

帥

の

小

羊

五

十

嵐

恵

子

大

槻

貞

次

郎

ヘ
ン
デ
ル
作
・
ソ
ナ
タ
第
一
番
イ
長
調

ア
ン
ダ
ン
テ
ー
ア
レ
グ
ロ
ー
ア
ダ
ー
ヂ
オ
ー
ア
レ
グ
ロ

作
品
舟
一
の
二

G
e
mi

scht
er 
C
h
o
r
 

F•K

iel 

:
 au
s
,,R
e
q
ui
e
m
^
^
A
s
 d
u
r
.
 

1. 
R
e
q
m
e
m
 a
et
e
r
n
a
m
.
 

2
.
 

K
yri
e
.
 

3
.
 A
g
n
u
s
 D
ei

.
 

K
l
a
vi

er'Solo
.
 

L
.
 
v
.
 

B
e
et
h
o
v
e
n
:
 6
 
V
a
ri
at
i

o
n
e
n
,
 O

p
.
 34
.
 

V
i

oli
n,Solo
.
 

T
.
 

O
t

s
u
ki

 

G
.
 

H
a
n
d
e
l
:
 S
0
n
at
e
 N
r
.1. 
A
'
d
u
r
.
 

A
n
d
a
nt

e1Alleg

r
o
-
A
d
ag
i

oー

Alleg

ro

Klav

ier,Solo•Y•Naga

tan
i 

L
.
 
v
.
 

B
e
et
h
o
v
e
n
:
 S
o
n
at
e
,
 d'moll
,
 O

p
.
 

31•Nr

. 
2
.
 

E
r
st
er 
S
at
z
 :
 Allegro
.
 

Sopran,Solo
.
 

W
.
 
A
.
 

M
o
z
a
rt

 :
 

9
．
混

合

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
マ
リ
ヤ
の
歌
よ
り

イ
．
マ
リ
ヤ
の
御
寺
詣

ロ

．

猥

夫

盤

P
R
O
G
R
A
M
M
 

唱

宅

1
．
混

盤

唱

會

員

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作

イ
．
黄
昏
を
通
し
て
の
夢

ロ
．
夜

ハ
．
鱒

曲

目

8
 
テ

ノ

ー

ル

獨

唱

合
唱
指
揮
こ
澤
崎
定
之
敦
授

〔原
資
料
横
組
〕

作
品
廿

F
.
 

M
u
n
a
k
at
a
 

K
.
 

I

garashi
 

M
i
t
g

li
eder 

會

員

城

多

又

兵

衛
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. 0 
炉

・ベ
？ 

＿
音
楽
學
校
學
友
會

春

季

演

奏

會

〇心．． ア a
.
 Ilias 
R
e
zi
t

at
i

v
 u
n
d
 A
ri
e
 a
u
s
 d
e
r
 

O
p
e
r
a
,, 
I
d
o
m
e
n
e
o
'̂

 

Alleluj

a
h
 |

(
P
a
u
s
e
)ー

E
-d
u
r
.
 

D
a
m
m
e
r
u
n
g
.
 

T
e
n
o
r
,
S
o
l
o
.
 

R
.
 St
rauss: 3
 
Li
e
d
e
r
.
 

a
.
 T

r
a
u
m
 d
u
r
c
h
 di
e
 

b•D

ie 

N
a
c
ht

.
 

C•He

imkehr

. 

G
e
mi

s
c
ht
er 
C
h
o
r
 

J
.
 B

r
a
h
m
s
:
 a
u
s
,,
M
a
ri

enli

eder̂
'
O
p
.
 

2
2
.
 

M
a
ri
as 
K

i

r
c
h
g
a
n
g
.
 

D
e
r
 J
ager. 

C
h
o
r
di
ri
g

e
nt
:

 

P
r
of

.
 S
.
 Sa

w
a
z
a
ki

.
 

野

村

光

六

月

十

四

日

書

、

音

楽

學

校

奏

楽

堂

。

私

は

十

敷

年

振

り

で

東

京

音

楽

學

校

の

學

友

會

演

奏

を

聴

い

た

。

餘

り

に

久

振

り

な

の

で

、

昔

の

華

や

か

な

り

し

時

代

の

事

を

思

ひ

出

し

M
i

t

g

li
e
d
e
r
.
 

M•K

it

a 

Vi

oli
n'Solo
.
 

J
.
 S
.
 

B
a
c
h
:
 K
o
n
z
e
rt
 

N
r
.
 

2
.
 

E
r
st
er 
S
at
z
 :
 Al
l
e
g
r
o
.
 

K
l
a
vi
er'Solo
.
 

S
.
 

M
i

y

a
u
c
hi

 

L
.
 
v
.
 Be

et
h
o
v
e
n
:
 K
o
n
z
e
rt
 

N
r
.
 

3
.
 

c
,
m
o
ll. 

O
p
.
 

3
7
.
 

E
r
st
er 
S
at
z
 :
 Al
l
e
g
r
o
 
c
o
n
 b
ri
o
 

(
K
a
d
e
n
z
 v
o
n
 K
.
 Rei

n
e
c
k
e
)
 

K
.
 M

at
s
u
u
r
a
 

て

、

色

々

感

慨

に

打

た

れ

る

。

學

友

會

の

演

奏

會

は

、

音

楽

學

校

の

刻

下

の

教

育

方

針

を

最

も

明

瞭

に

直

胆

現

し

た

も

の

で

あ

る

。

何

故

な

ら

ば

、

こ

の

會

に

出

演

す

る

諸

氏

は

、

皆

現

在

修

學

中

の

學

生

で

あ

る

か

ら

で

あ

り

、

し

か

も

亦

、

彼

等

は

忠

賓

に

そ

の

師

に

敦

へ

ら

れ

た

通

り

の

演

奏

を

す

る

か

ら

で

あ

る

。

従

っ

て

わ

れ

／

＼

は

是

等

の

諸

氏

の

演

奏

に

目

下

の

學

校

の

教

育

法

を

観

取

す

る

事

が

出

来

る

。

十

敷

年

前

の

學

生

諸

氏

に

較

べ

る

と

、

最

近

の

人

々

は

、

押

し

な

べ

て

技

術

が

進

ん

で

ゐ

る

。

大

閥

が

或

る

程

度

の

標

準

に

達

し

て

ゐ

る

。

そ

し

て

ま

た

、

彼

等

は

、

綿

密

に

忠

賞

に

演

奏

を

す

る

。

技

巧

と

い

ひ

、

解

繹

と

い

ひ

（

こ

の

方

は

勿

論

先

生

か

ら

の

付

け

燒

刃

だ

が

）

殆

ん

ど

大

き

な

破

綻

を

来

さ

な

い

。

然

し

、

そ

れ

で

ゐ

な

が

ら

演

奏

の

効

果

は

、

一

様

に

怖

々

し

て

ゐ

て

、

技

巧

的

に

も

、

藝

術

的

に

も

天

才

的

な

躍

と

い

ふ

や

う

な

も

の

が

見

出

さ

れ

な

い

。

執

れ

も

小

さ

く

固

り

過

ぎ

て

ゐ

る

や

う

で

あ

る

。

是

等

の

諸

氏

は

、

今

後

末

来

に

活

躍

す

可

き

大

き

な

使

命

を

持

っ

た

若

き

血

に

燃

ゆ

る

者

で

は

な

い

か

。

然

る

に

、

そ

の

演

奏

は

、

ど

う

も

、

活

氣

が

無

い

。

是

は

一

閥

何

を

意

味

す

る

か

。

勿

論

敦

は

る

學

生

の

質

に

も

依

る

が

、

そ

れ

以

上

に

、

敦

へ

る

側

の

敦

育

方

針

（

方

針

の

み

な

ら

ず

先

生

の

質

も

大

い

に

開

係

す

る

）

に

も

依

る

と

思

ふ

。

敦

育

家

で

無

い

私

に

は

良

く

は

解

ら

ぬ

が

、

少

く

と

も

現

在

の

こ

の

制

度

は

、

無

難

な

も

の

で

あ

る

か

も

知

れ

な

い

。

質

の

善

悪

を

問

は

ず

、

十

人

の

學

生

を

十

人

共

相

掌

な

程

度

迄

延

ば

し

て

や

る

方

法

で

あ

る

か

も

知

れ

ぬ

。

然

し

、

そ

れ

は

、

他

面

天

オ

を

生

ま

な

く

し

て

し

ま

ふ

途

か

も

知

れ

な

い

。

斯

様

な

環

境

は

、

若

い

内

に

十

二

分

に

延

び

よ

う

と

す

る

天

分

を

、

無

理

に

頭

か

ら

抑

へ

て

、

そ

の

思

ひ

切

っ

た

猿

展

を

阻

止

す

る

も

の

か

も

知

れ

ぬ

か

ら

で

あ

る

。

な

ほ

今

回

の

第

一

日

の

演

奏

者

中

で

は

、

提

琴

の

松

浦

き

み

よ

嬢

と

洋

琴

の

宮

内

鎮

代

嬢

が

出

色

で

あ

る

。

松

浦

嬢

は

、

癖

の

無

い

弾

き

振

り

で

、

可

成

り

ボ

ー

イ

ン

グ

が

良

い

や

う

だ

。

宮

内

嬢

は

織

細

な

弾

き

方

だ

が

、

恐

ら

く

手

が

小

い

の

だ

ら

う

、

力

が

不

足

す

る

の

が

惜

し

い

。

昭

和

五

年

度

春

季

大

會

六

月

十

四

、

十

五

雨

日

開

催

。

十

四

日

は

午

前

中

睛

天

だ

っ

た

が

、

午

後

に

な

っ

て

か

ら

曇

る

。

風

が

あ

っ

て

涼

し

い

。

今

度

か

ら

補

助

イ

ス

を

（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
五
年
六
月
十
五
日
）
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鷺

長

唄

賓藤野松光光

生田口本本本
貢

正五謙弾敬

英信郎三ー一

武

田

喜

永

賓

生

英

雄 邦

楽

能

楽

昭
和
五
年
六
月
二
十
一
日
午
前

演

奏

曲

邦

楽

の

部
目

昭
和
五
年
六
月
二
十
＿
日

唄

川

崎

利

吉

幸

悟

朗

賓

生

新
皇
太
后
陛
下
行
啓
演
奏
会

士士士士士
口口に］にコロ

住住住住住

小小小小小

四太十三三

郎郎郎蔵郎

金

春

林

太

郎

一

噌

又

六

郎

入

れ

ら

れ

る

だ

け

入

れ

る

こ

と

に

し

た

。

ど

う

云

ふ

も

の

か

来

會

者

が

殊

に

會

友

の

来

會

者

が

少

い

。

一

般

来

會

者

は

五

二

0
人

で

こ

れ

も

普

段

よ

り

少

し

少

な

い

、

そ

の

代

り

十

五

日

は

朝

来

暴

天

で

む

し

暑

く

あ

っ

た

が

大

混

雑

を

豫

想

し

、

萬

端

準

備

を

整

ヘ

て

待

っ

。

果

然

盛

會

だ

っ

た

。

（

『

＿

音

楽

』

學

友

會

、

第

十

一

号

、

昭

和

五

年

十

月

、

一

六

三

頁

）東
京
一
音
楽
學
校

心

な

き

鳥

類

さ

へ

君

命

に

は

畏

み

従

っ

た

と

い

ふ

五

位

鷺

の

説

話

（

源

平

盛

衰

記

所

載

）

を

種

と

し

て

作

っ

た

も

の

で

あ

る

。

此

の

曲

の

シ

テ

は

少

年

か

老

人

の

勤

め

る

こ

と

に

定

ま

つ

て

ゐ

る

。

脇

の

蔵

人

は

鷺

を

捕

へ

る

所

が

最

も

形

所

で

、

重

い

役

と

さ

れ

て

ゐ

る

。

曲

中

第

一

の

秘

事

は

鷺

の

舞

で

、

之

を

鷺

胤

と

い

ふ

。

囃

子

方

も

シ

テ

も

重

い

習

事

に

し

て

ゐ

て

、

能

楽

戴

百

餘

番

中

特

異

の

秘

曲

に

麗

鷺

間ワシ

キ テ

官蔵鷺
人人

京

鹿

子娘

道

成

寺

初

代

杵

屋

弾

三

郎

作

曲

カ

認
口
譴

踊

本

校

生

徒

一

名

唄

本

校

職

員

生

徒

三

十

名

三

絃

同

上

囃

子

四

名

四

踊

三

味

線

清

元

榮

次

郎

三

味

線

清

元

市

之

助

上

調

子

清

元

正

壽

郎

隅

一,
'
/
 

條

野

博

平

作

二

代

清

元

梅

吉

曲

五

代

目

清

元

延

壽

太

夫

補

田

清

元

延

壽

太

夫

清

元

榮

壽

太

夫

清

元

志

壽

太

夫

清

元

壽

美

太

夫

清

元

節

囃

大小小笛

鼓鼓鼓

勘

稀

昔

家

照

海

作

曲

子

望望望望

月月月月

吉太長

三左左之

郎吉吉助

安

進

帳

宅

絃

稀稀稀稀稀

幸手幸幸幸
日日日日日

家 家家家家

六 三四和六

郎郎三四

治助吉郎郎
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同演奏会。能楽〈鷺〉
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同演奏会。踊く京鹿子娘道成寺〉

.
J
・
・
，
．
，
．

｀
~
疇

王
へ
い
か
に
誰
か
あ
る
大
臣
へ
御
前
に
候
。
王
へ
あ
の
洲
崎
の
鷺
折
か
ら

面
白
う
候
。
蔵
人
に
取
り
て
参
れ
と
申
候
へ
。
大
臣
へ
畏
つ
て
候
。
い
か
に
蔵

人
。
脇
へ
御
前
に
候
。
大
臣
へ
あ
の
洲
崎
の
鷺
折
か
ら
面
白
う
思
召
さ
れ
侯
゜

急
ぎ
取
り
て
参
ら
せ
よ
と
の
宣
旨
に
て
候
。
脇
へ
宣
旨
畏
つ
て
承
り
侯
去
な
が

ら
。
彼
は
鳥
類
飛
行
の
翅
。
い
か
が
は

せ
ん
と
休
ら
へ
ば
。

大
臣
へ
よ
し
や
い

す
る
。間

狂
言
の
官
人
先
づ
登
場
し
て
、
帝
紳
泉
苑
へ
御
幸
の
こ
と
を
宣
す
る
。
こ
れ

を
狂
言
口
明
と
言
ふ
。
次
い
で

一
竪
と
稲
す
る
囃
子
に
伴
れ
て
帝
王
に
供
奉
し
脇

及
び
脇
連
登
場
し
て
謡
ふ
。

脇
へ
久
堅
の
月
の
都
の
明
ら
け
き
。
光
り
も
君
の
。
恵
か
な
脇
ツ
レ
ヘ
夫
れ

明
君
の
御
代
の
し
る
し
。
寓
機
の
政
す
な
ほ
に
し
て
。
四
季
折
々
の
御
遊
迄

も
。
捨
て
給
は
ざ
る
叡
慮
と
か
や
。
脇
へ
先
づ
青
陽
の
春
に
な
れ
ば
。
ッ
レ

へ
所
々
の
花
見
の
御
幸

脇
へ
秋
は
時
雨
の
紅
葉
狩
。
ッ
レ
ヘ
日
敷
も
つ
も
る

雪
見
の
行
幸
。
脇
へ
寒
暑
時
を
違
へ
ざ
れ
ば
。
ッ
レ
ヘ
御
遊
の
折
も
。
脇
へ
時

を
得
て
。

脇
ツ
レ
ヘ
今
は
夏
ぞ
と
夕
涼
み
。
／
＼
。
松
の
此
方
の
道
芝
を
。
誰

踏
み
な
ら
し
通
ふ
ら
ん
是
は
妙
な
る
御
幸
と
て
。
小
車
の
。
直
成
道
を
廻
ら
す

も
同
じ
雲
井
の
大
内
や
。
紳
泉
苑
に
着
き
に
け
り
稗
泉
苑
に
着
き
に
け
り
。

（
妥
に
て
一
同
座
に
着
く
）
王
へ
面
白
や
孤
島
峙
つ
て
波
悠
々
た
る
よ
そ
ほ
ひ
。
誠

に
湖
水
の
浪
の
上
。
三
千
世
界
は
眼
の
前
に
證
き
ぬ
。
十
二
因
縁
は
心
の
中

に
空
し
。
賓
に
面
白
き
景
色
か
な
。
地
謡
へ
鷺
の
居
る
池
の
汀
に
松
立
ち
て
。

鷺
の
居
る
池
の
汀
に
松
立
ち
て
。
都
に
も
似
ぬ
。
住
居
は
お
の
づ
か
ら
質
に
珍

ら
か
に
面
白
や
。
或
は
詩
歌
の
舟
を
浮
べ
。
又
は
糸
竹
の
。
盤
あ
や
を
な
す
曲

水
の
。
手
先
づ
さ
へ
ぎ
る
盃
も
浮
ぶ
な
り
あ
ら
面
白
の
池
水
や
な
。
あ
ら
面
白

の
池
水
や
な
。
（
此
の
謡
の
間
に
シ
テ
橋
掛
り
へ
出
る
）
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り
に
け
る
。

勘

進

帳

安

宅

大
臣
へ
次
第
／
＼
に
。

て
。
岩
間
の
陰
よ
り
捕
ら
ん
と
す
れ
ば
。
此
の
鷺
驚
き
弱
風
を
立
て
A

゜
ば
つ

と
揚
れ
ば
力
な
く
。
手
を
空
し
う
し
て
。
あ
ふ
ぎ
つ
A

歩
み
よ
り
て
。
な
れ
よ

聞
け
勅
綻
ぞ
や
。
勅
綻
ぞ
と
呼
ば
は
り
か
く
れ
ば
。
此
の
鷺
立
ち
か
へ
り
て
本

の
方
に
飛
び
か
へ
り
。
羽
を
垂
れ
地
に
伏
せ
ば
。
い
た
ゞ
き
と
り
龍
顔
に
か

け
。
質
に
添
な
き
王
位
の
恵
。
有
難
や
頼
も
し
や
と
て
。
皆
人
感
じ
け
り
。
質

に
や
佛
法
王
法
の
。
賢
き
時
の
た
め
し
と
て
。
飛
ぶ
鳥
ま
で
も
地
に
落
ち
て
。

叡
慮
に
か
な
ふ
有
が
た
や
。
／
＼
。
猶
々
君
の
御
恵
。
／
＼
。
仰
ぐ
心
も
い
や

ま
し
に
。
御
酒
を
す
A

め
て
諸
人
の
。
伎
架
を
奏
し
面
々
に
。
鷺
の
蔵
人
召
出

さ
れ
て
様
々
の
。
御
感
の
餘
り
官
を
た
び
。
共
に
な
さ
る
A

五
位
の
鷺
。
さ
も

嬉
し
げ
に
立
ち
ま
ふ
や
。
シ
テ
ヘ
洲
崎
の
鷺
の
利
を
た
れ
て
。
地
へ
松
も
磯
馴

る
A

氣
色
か
な
。
（
舞
）
シ
テ
ヘ
畏
き
恵
は
君
道
の
。
地
へ
畏
き
恵
は
君
道
の
。

四
海
に
か
け
る
翅
ま
で
。
靡
か
ぬ
方
も
な
か
り
け
れ
ば
。
ま
し
て
鳥
類
畜
類

も
。
王
位
の
恩
徳
の
が
れ
ぬ
身
ぞ
と
て
。
勅
に
従
ふ
此
の
鷺
は
。
紳
妙
／
＼
放

せ
や
放
せ
と
重
ね
て
宣
旨
を
下
さ
れ
け
れ
ば
。
質
に
添
き
宜
命
を
含
め
て
。
放

ゆ
く
へ

せ
ば
此
の
鷺
心
嬉
し
く
飛
揚
り
。
心
嬉
し
く
飛
揚
り
て
。
行
方
も
知
ら
ず
ぞ
な

脇
へ
葦
間
の
陰
を
。

づ
く
も
普
天
の
下
。
率
土
の
内
は
王
地
ぞ
と

C

脇
へ
思
ふ
心
を
便
り
に
て
。

地
へ
ね
ら
ひ
寄
り
ね
ら
ひ
寄
り

へ
こ
れ
や
こ

詞
章
は
謡
曲
の
安
宅
に
基
づ
く
も
の
、
明
治
七
年
稀
昔
家
照
海
の
作
曲
せ
る
も

の
へ
杵
屋
六
翁
作
の
勘
進
帳
を
融
合
せ
し
め
た
も
の
。

す

ゞ

か

け

す

ゞ

か

け

へ
旅
の
衣
は
篠
懸
の
旅
の
衣
は
篠
懸
の
露
け
き
袖
や
し
を
る
ら
ん

き
さ
ら
ぎ

へ
時
し
も
頃
は
如
月
の
／
＼
十
日
の
夜
へ
月
の
都
を
立
出
で
て

本
調
子

は
ゆ
か
し
け
る

の
行
く
も
鱚
る
も
別
れ
て
は
知
る
も
し
ら
ぬ
も
逢
坂
の
山
か
く
す

か
い
づ

合
へ
波
路
は
る
か
に
行
く
舟
の
海
津
の
浦
に
着
き
に
け
り

へ
い
ざ
通
ら
ん
と
旅
衣
閥
の
こ
な
た
に
立
ち
か
A

る
へ
そ
れ
山
伏
と
い
っ
ぱ

え

ん

う

ば

そ

く

ぎ

や

う

ぎ

そ

く

し

ん

そ

く

ぶ

つ

役
の
優
婆
塞
の
行
儀
を
受
け
即
身
即
佛
の
本
競
を
此
虞
に
て
討
ち
と
め
給
は
ん

ゆ

や

ご

ん

げ

ん

こ
と
明
王
の
照
覧
は
か
り
が
た
う
熊
野
櫂
現
の
御
罰
あ
た
ら
ん
こ
と
立
ち
ど
こ

お

ん

あ

び

ら

う

ん

け

ん

ろ
に
於
て
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
庵
阿
砒
羅
咋
欠
と
珠
敷
さ
ら
／
＼
と
お
し
も
ん

だ
り

ヘ
元
よ
り
勘
進
帳
の
あ
ら
ば
こ
そ
笈
の
内
よ
り
往
来
の
巻
物
一
巻
取
出

本
調
子
へ
天
も
響
け
と
讀
上
げ

し
勘
進
帳
と
名
付
け
つ
A

高
ら
か
に
こ
そ
讀
上
げ
け
れ
二
上
り
へ
そ
れ
つ
ら

お

も

だ

い

お

ん

け

う

し

ゅ

ね

は

ん

し

や

う

じ

ち

ゃ

う

や

つ
ら
惟
ん
み
れ
ば
大
恩
敦
主
の
秋
の
月
は
涅
槃
の
雲
に
隠
れ
生
死
長
夜
の
永
き

み
か
ど

夢
驚
か
す
べ
き
人
も
な
し
合
こ
A

に
中
頃
帝
お
は
し
ま
す
御
名
を
ば
聖
武
皇

て
い
き
ふ
ま
な
こ

な
み
だ

帝
と
名
付
け
奉
り
最
愛
の
夫
人
に
別
れ
懇
慕
や
み
が
た
＜
悌
泣
眼
に
有
つ
て
活

ぜ

ん

ろ

る

し

や

な

ぶ

つ

こ

ん

り

ふ

玉
を
つ
ら
ぬ
く
思
ひ
を
善
路
に
ひ
る
が
へ
し
て
麿
遮
那
佛
を
建
立
す
か
程
の
霊

し
ゅ
ん
じ
よ
う
ば
う
ち
ょ
う
げ
ん

場
絶
え
な
ん
事
を
悲
し
み
て
俊
乗
坊
重
源
勅
命
を
蒙
り
て
諸
國
を
働
進
す
一

と

も

が

ら

ら

く

た

う

ら

い

紙
半
錢
の
奉
財
の
輩
は
こ
の
世
に
て
は
無
比
の
楽
に
ほ
こ
り
嘗
来
に
て
は
敷
千

蓮
華
の
上
に
坐
せ
ん
饉
命
稽
首
敬
つ
て
白
す

た
り
。

し
ゅ
げ
ん

ワ
キ
ヘ
勤
進
帳
た
し
か
に
承
り
候
事
の
つ
い
で
に
修
験
の
道
承
り
候
べ
し

た
い
ざ
う
こ
ん
が
う

シ
テ
ヘ
語
り
申
さ
う
ず
る
に
て
候
へ
そ
れ
修
験
の
道
と
申
す
は
胎
蔵
金
剛
を

旨
と
し
て
合
瞼
山
悪
所
を
踏
み
開
き
合
難
行
苦
行
の
功
を
積
み
へ
日
月

清
明
天
下
泰
平
の
祈
疇
を
修
す
こ
れ
紳
佛
の
雨
部
な
り
ワ
キ
ヘ
金
剛
杖
に
五

あ

ら

A

せ

ん

せ

う

橙
を
か
た
む
る
謂
れ
は
何
と
シ
テ
ヘ
天
竺
檀
特
山
の
紳
人
阿
羅
々
仙
よ
り
照

普
受
け
た
る
震
杖
な
れ
ば
我
が
祖
役
の
行
者
是
を
持
つ
て
山
野
を
経
歴
す
ヮ

キ
ヘ
帯
せ
し
太
刀
は
唯
物
お
ど
さ
ん
料
な
る
や
誠
に
害
せ
ん
料
な
る
や
シ
テ

ヘ
是
ぞ
案
山
子
の
弓
矢
に
等
し
く
威
し
に
倶
く
の
料
な
ら
ず
佛
法
王
法
に
敵
す

合
霞
ぞ
春
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い
つ
せ
っ
た
し
や
う

る

悪

徒

は

一

殺

多

生

の

理

に

依

つ

て

忽

ち

斬

つ

て

棄

つ

る

な

り

し
や
う
げ

遮

り

形

有

る

物

は

斬

り

給

ふ

べ

き

が

若

し

無

形

の

物

障

凝

を

な

さ

ば

何

を

以

つ

て

切

り

給

ふ

や

シ

テ

ヘ

そ

れ

こ

そ

九

字

の

箕

言

を

以

つ

て

切

断

せ

ん

に

何

の

難

き

事

や

あ

ら

ん

ワ

キ

ヘ

九

字

箕

言

の

秘

法

は

い

か

に

シ

テ

ヘ

抑

九

字

の

り

ん

び

や

う

と

う

し

や

か

い

ぢ

ん

れ

つ

ざ

い

ぜ

ん

き

ふ

／

＼

に

よ

り

つ

り

や

う

じ

ゅ

箕

言

と

は

臨

兵

闘

者

皆

陣

列

在

前

紳

秘

の

法

を

行

ひ

て

急

々

如

律

令

と

呪

す

る

時

は

陰

鬼

陽

魔

も

立

ち

ど

こ

ろ

に

消

え

滅

ぶ

事

霜

に

熱

湯

を

そ

A
ぐ

が

如

し

ワ

キ

ヘ

し

て

山

伏

の

出

立

は

シ

テ

ヘ

則

ち

不

動

明

王

の

尊

容

に

か

た

ど

る

な

と

き

ん

り

ワ

キ

ヘ

頭

に

戴

く

兜

巾

は

い

か

に

シ

テ

ヘ

そ

れ

ぞ

五

智

の

賓

冠

に

て

十

二

因

縁

の

ひ

だ

を

据

ゑ

て

是

を

戴

く

ワ

キ

ヘ

懸

け

た

る

袈

裟

は

シ

テ

ヘ

九

ゑ

ま

ん

だ

ら

會

曼

荼

羅

の

柿

の

篠

懸

ヮ

キ

ヘ

足

に

纏

ひ

し

は

ゞ

き

は

い

か

に

シ

テ

ヘ

胎

わ
ら
ん
づ

蔵

黒

色

の

は

ゞ

き

と

稽

す

ヮ

キ

ヘ

さ

て

又

八

つ

目

草

桂

は

シ

テ

ヘ

八

葉

の

あ

う

ん

蓮

華

を

踏

む

の

心

な

り

ワ

キ

ヘ

出

で

入

る

息

は

シ

テ

ヘ

阿

咋

の

二

字

ま

だ

此

の

外

に

も

修

験

の

道

其

の

徳

廣

大

無

量

な

り

百

拝

稽

首

謹

ん

で

白

す

ヮ

キ

ヘ

疑

ひ

睛

れ

申

し

て

候

い

ざ

勧

め

に

附

き

申

す

べ

し

布

施

物

受

納

致

さ

れ

て

御

通

り

候

ヘ

シ

テ

ヘ

恭

＜

侯

合

へ

こ

は

嬉

し

や

と

山

伏

も

し

づ

ノ

＼

立

つ

て

そ

れ

が

う

り

き

と
ま

ワ

キ

ヘ

い

か

に

夫

な

る

強

力

止

れ

と

こ

そ

歩

ま

れ

け

り

へ

す

は

や

我

が

君

い
ち
ご

怪

む

る

は

一

期

の

浮

沈

こ

A
な

り

と

各

あ

と

へ

立

ち

鱚

る

合

シ

テ

ヘ

何

と

て

こ

の

強

力

を

御

止

め

候

ぞ

ヮ

キ

ヘ

判

官

殿

に

似

た

り

と

申

す

者

の

候

程

に

落

居

の

間

止

め

て

候

シ

テ

ヘ

腹

立

ち

や

日

高

く

ば

能

登

の

國

迄

差

さ

う

ず

る

と

思

ひ

し

に

僅

か

の

笈

負

う

て

跡

に

さ

が

れ

ば

こ

そ

人

も

怪

む

れ

此

の

程

憎

し

憎

し

と

思

ひ

つ

る

に

い

で

物

見

せ

て

く

れ

ん

と

て

へ

金

剛

杖

を

お

つ

取

っ

て

へ

か

た

人

＼

は

何

故

さ

ん

／

＼

に

打

榔

す

シ

テ

ヘ

通

れ

と

こ

そ

は

罵

り

ぬ

た

ち

に

斯

程

賤

し

き

強

力

に

太

刀

刀

を

抜

き

給

ふ

は

目

だ

れ

顔

の

振

舞

臆

病

の

至

り

か

と

皆

山

伏

は

打

刀

抜

き

か

け

て

合

勇

み

か

A
れ

る

有

様

は

い

か

な

る

天

魔

ワ

キ

ヘ

目

に

鬼

紳

も

恐

れ

つ

べ

う

ぞ

見

え

に

け

る

ワ

キ

ヘ

近

頃

誤

に

て

侯

急

ぎ

お

通

り

侯

ヘ

シ

テ

ヘ

承

り

侯

と

強

力

を

打

連

れ

て

開

を

後

に

急

ぎ

け

り

シ

テ

ヘ

開

は

は

や

程

隔

り

て

候

間

御

休

み

あ

ら

う

ず

る

に

て

候

合

拐

も

只

今

は

あ

ま

り

難

儀

に

候

ひ

し

程

に

不

思

議

の

働

き

仕

り

候

い

か

に

御

運

の

末

な

れ

ば

と

て

今

辮

慶

が

杖

に

嘗

ら

せ

給

ひ

ぬ

る

事

返

す

返

す

も

勿

暢

な

く

候

合

へ

つ

ひ

に

泣

か

ぬ

辮

慶

も

一

期

の

涙

ぞ

殊

勝

な

る

判

官

御

手

を

取

り

給

ひ

義

へ

い

や

と

よ

辮

慶

さ

て

は

悪

し

く

も

心

得

ぬ

る

も

の

か

な

只

今

の

機

轄

凡

慮

よ

り

な

す

業

に

非

ず

只

天

の

御

加

護

と

こ

そ

思

ヘ

へ

互

に

袖

を

引

連

れ

て

い

ざ

さ

せ

給

へ

の

折

れ
う
じ

柄

に

ワ

キ

ヘ

い

か

に

申

し

入

れ

候

最

前

の

闘

守

に

候

が

さ

き

に

は

聯

両

を

申

し

て

面

目

な

う

候

程

に

酒

を

参

ら

せ

う

と

存

じ

持

参

致

し

て

候

聞

召

し

候

へ

シ

テ

ヘ

添

＜

候

二

上

り

へ

げ

に

げ

に

是

も

心

得

た

り

人

の

情

の

盃

を

受

け

て

心

を

止

む

と

か

や

ヘ

ア

ラ

恥

か

し

の

我

が

心

一

度

ま

ヘ

今

は

昔

の

語

り

ぐ

さ

み

え

し

女

さ

ヘ

へ

迷

ひ

の

道

の

閥

越

え

て

今

又

こ

A
に

越

え

か

ぬ

る

人

目

の

闘

の

や

る

せ

な

や

ヘ

ア

ヽ

悟

ら

れ

ぬ

こ

そ

浮

世

な

れ

本

調

子

へ

面

白

や

山

水

に

／

＼

盃

を

浮

べ

て

は

流

に

引

か

る

A
曲

水

の

手

ま

づ

遮

る

袖

ふ

れ

ゆ
そ
う
ま
ひ
え
ん
ね
ん

て

い

ざ

や

舞

を

舞

は

う

よ

舞

へ

も

と

よ

り

辮

慶

は

三

塔

の

遊

僧

舞

延

年

の

時

の

わ

か

舞

へ

こ

れ

な

る

山

水

の

落

ち

て

巖

に

響

く

こ

そ

合

鳴

る

は

瀧

の

水

／

＼

舞

へ

鳴

る

は

瀧

の

水

日

は

照

る

と

も

た

え

ず

た

う

た

り

と

＜

／

＼

立

て

や

た

つ

か

弓

の

心

ゆ

る

す

な

闘

守

の

人

々

暇

申

し

て

さ

ら

ば

よ

と

て

笈

を

お

つ

取

り

肩

に

打

ち

か

け

合

へ

虎

の

尾

を

踏

み

毒

蛇

の

口

を

の

が

れ

た

る

心

地

し

て

陸

奥

の

國

へ

ぞ

下

り

け

る

。

,
'
/
 

明

治

十

六

年

に

條

野

博

平

（

採

菊

）

が

話

曲

の

隅

田

川

に

依

つ

て

綴

っ

た

も

の

で

、

さ

う

作

意

を

加

へ

て

な

い

。

節

附

は

二

代

清

元

梅

吉

、

後

五

代

目

清

元

延

壽

隅

田

合

へ
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太
夫
之
を
補
ふ
。
大
正
八
年
十
月
歌
舞
伎
座
に
於
て
始
め
て
之
を
演
じ
た
。

名
ノ
リ
舟
人
へ
是
は
隅
田
川
の
渡
守
に
て
候
今
日
は
舟
を
急
ぎ
人
々
を
渡
さ

ば
や
と
存
候
又
都
よ
り
女
物
狂
の
下
り
侯
由
暫
く
舟
を
と
ど
め
彼
の
物
狂
を
待

た
う
ず
る
に
て
候
ウ
タ
ヒ
三
下
り
合
へ
質
に
や
人
の
親
の
心
は
闇
に
あ
ら
ね

ど
も
子
を
お
も
ふ
道
に
迷
ふ
と
は
合
へ
今
こ
そ
思
ひ
し
ら
雪
の
身
に
ふ
り
か

詞
へ
是
は
都
北
白
河
に
年
経

合
人
商
人
に
さ
そ

か
る
う
き
苦
努
た
れ
に
か
た
り
て
は
ら
す
ら
む

て
住
め
る
女
な
り
三
下
り
へ
思
は
ざ
り
き
お
も
ひ
子
を

ゆ
く
へ

は
れ

て
行
方
は
い
づ
こ
逢
坂
の
闘
の
東
の
國
遠
き
吾
妻
と
か
や
に
下
り
ぬ
と

ナ
ホ
ル
ヘ
聞
く
よ
り
心
み
だ
れ
髪
く
し
け
づ
る
ら
む
青
柳
の
い
と
し
我
が
子
を

尋
ね
わ
び
千
里
を
行
く
も
親
ご
こ
ろ
合
く
る
と
は
な
し
に
吾
妻
な
る
隅
田
河

原
の
か
た
ほ
と
り
渡
り
に
近
く
着
き
に
け
り

カ
ケ
リ
ヘ
な
う
／
＼
舟
人
妾
を
も
其
の
舟
に
の
せ
て
給
は
り
侯
へ
ヘ
お
こ
と

は
何
虞
よ
り
何
方
へ
下
る
人
ぞ
へ
是
は
都
よ
り
人
を
尋
ね
て
こ
の
東
に
下
る

も
の
に
て
候
な
う
舟
人
あ
れ
に
白
き
鳥
の
見
え
た
る
は
何
と
申
し
候
ぞ
へ
ぁ

れ
こ
そ
沖
の
鴫
な
り
合
へ
う
た
て
や
な
浦
に
て
は
千
鳥
と
も
い
へ
か
も
め
と

合
な
ど
此
の
隅
田
川
に
て
は
都
鳥
と
は
つ
げ
ず
し
て
沖
の
か
も
め
と
夕
汐

合
在
五
の
君
の
い
に
し
へ
は

に も

合
我
が
身
の
上
に
な
り
ひ
ら
や

い
ざ
こ
と
問
は
ん
都
鳥
我
が
思
ひ
子
は
あ
り
や
な
し
や
と
問
へ
ど
も

ヘ
舟
人
妾
を
乗
せ
給
へ
と

合
へ
答

へ
い
ふ
に
舟
人
悼
と
り
直
し

へ
急
ぎ
て
舟
に
乗
り
候
へ
合
ヘ
ヲ
ヽ
う
れ
し
の
舟
人
や
な
ア
ノ
向
ひ
の
柳
の

も
と
に
人
の
多
く
あ
つ
ま
り
し
は
何
事
に

て
候
ぞ
へ
さ
ん
侯
あ
れ
は
大
念
佛

に
て
候
そ
れ
に
つ
き
憐
な
る
物
語
の
侯
此
の
舟
の
向
ひ
へ
着
き
候
は
ん
程
に
語

り
て
聞
か
せ
申
す
べ
し
へ
拐
も
へ
去
年
の
蒲
生
に
合
人
商
人
の
都
よ
り

幼
き
も
の
を
買
取
り
て
奥
へ
下
ら
ん
道
す
が
ら
習
は
ぬ
旅
の
疲
れ
に
や

へ
も
な
ぎ
さ
こ
ぐ

合

オ
ト
ス
へ

つ
白
鷺
の
残
す
雫
か
露
か
涙
か

ヘ
ま
ぼ
ろ
し
の
見
え
つ
か
く
れ
つ
す
る
程
に

ヘ
塚
に
そ
う
た
る
さ
し
柳
合
舟
ウ
タ
ヘ
す
い
と
ね
ぐ
ら
を
立

が
子
の
盤
と
聞
き
た
る
は

ヘ
川
に
と
び
か
ふ

こ
に
い
づ
く
に
ぞ

の
露
を
欺
く
ば
か
り
な
り

足
だ
に
も
歩
め
じ
と
此
の
川
岸
に
ひ
れ
伏
せ
し
を
な
さ
け
を
知
ら
ぬ
人
買
は
幼

き
者
を
路
次
に
す
て
其
の
ま
A

奥
へ
下
り
た
り
へ
そ
の
幼
兒
を
見
て
あ
る
に

よ
し
あ
る
者
と
思
ふ
に
ぞ

へ
人
々
さ
ま
ざ
ま
い

た
は
り
て

ヘ
都
の

白

河

へ

父
御
の
名
を
ば
と
ひ
た
る
に
へ
吉
田
と
ば
か
り
夕
つ
ぐ
る

諸
行
無
常
の
鐘
の
幸
日
を
聞
く
が
此
の
世
の
な
ご
り
に
て
草
葉
の
露
と
消
え
に

し

合
へ
あ
は
れ
と
い
ふ
も
お
ろ
か
な
り
け
ふ
乗
合
の
か
た
が
た
も
逆
縁
な
が

へ
な
う
舟
人
今
の
物
語
は
い
つ
の
事
に
て

ヘ
シ
テ
そ
の
兒
の
年
は

ら
一
遍
の
念
佛
申
さ
せ
給
へ
か
し

へ
去
年
三
月
今
日
の
事
に

て
候

ヘ
梅
若
丸

合
國
を
問
へ
ば

ヘ
十
二
歳

合
あ
さ
ま
し
や
と
人
目
も
は
ぢ
ず
な
き
ふ
せ
ば

は
御
身
が
子
に
て
あ
り
し
か
せ
め
て
は
な
き
人
の
墓
な
り
と
も
見
せ
申
さ
ん

へ
い
ざ
さ
せ
給
へ
と
伴
な
へ
ば
へ
き
の
ふ
ま
で
も
今
日
ま
で
も
逢
ふ
を
た
の

み
に
見
も
し
ら
ぬ
吾
妻
の
は
て
へ
下
り
し
に
今
は
こ
の
世
に
な
き
あ
と
に
合

一
本
柳
枝
た
れ
て
合
千
草
百
草
茂
る
の
み
せ
め
て
は
土
を
ほ
り
か
へ
し
な
き

が
ら
な
り
と
も
今
一
度
見
た
や

合
逢
ひ
た
や
と
ば
か
り
に
落
つ
る
涙
は
道
芝

へ
い
か
に
御
な
げ
き
候
と
も
今
は
そ
の
か
ひ
候
は

ね
た
だ
／
＼
後
世
を
と
む
ら
ひ
候
へ
や
六
下
り
へ
わ
が
子
の
た
め
と
身
を
お

こ
し
合
へ
月
の
夜
念
佛
も
ろ
と
も
に
合
南
無
阿
蒲
陀
佛
あ
み
だ
佛
合
隅

田
河
原
の
波
風
も
盤
立
て
そ
へ
て
ナ
ホ
ル
合
南
無
阿
蒲
陀
佛
／
＼
合
へ
な

う
／
＼
今
の
念
佛
の
中
に
ま
さ
し
く
我
が
子
の
盤
す
な
り
合
へ
わ
が
子
は
ど

合
あ
る
か
な
き
か
と
審
木
の
い
と
ど
心
の
物
狂
合
へ
ゎ

合
都
鳥
へ
我
が
子
の
姿
と

見
え
た
る
は

へ
そ
の
名
は

て
あ
れ
是
は
夢
か
や

ヘ
拐

~̀ と
カ

へ
そ
の
幼
き
者
こ
そ
は
此
の
物
狂
が
子
に

侯
ぞ

は
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二、 ．
 ヽ

絃

オ

ル

ガ

ン

京

鹿

子

娘

道

成

寺

京
鹿
子
娘
道
成
寺
は
江
戸
長
唄
代
表
曲
の
―
つ
で
、
作
曲
者
は
初
代
杵
屋
禰
三
郎
ら

し
い
。
賣
暦
一
―
一
年
江
戸
中
村
座
に
於
て
、
初
め
て
初
代
中
村
富
十
郎
の
白
拍
子
で
演
ぜ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
能
楽
の
道
成
寺
に
摸
し
た
も
の
で
、
白
拍
子
が
道
成
寺
の

鐘
再
建
の
供
養
所
、
女
人
禁
制
の
場
に
入
り
込
み
、
番
僧
を
証
し
て
種
々
の
舞
を
な

し
、
隙
を
窺
つ
て
鐘
を
引
落
し
て
其
の
中
に
入
り
、

強
く
祈
ら
れ
て
本
閥
般
若
姿
を
現

す
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
舞
の
虐
が
眼
目
で
、
合
せ
て
七
段
か
ら
成
る
。
就
中
第
三
段
の

手
鞠
の
段
、
第
四
段
の
花
笠
の
段
、
第
五
段
の
こ
ひ
の
手
習
の
段
等
が
見
せ
場
、
聞
か

せ
場
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
、
踊
で
は
屈
指
の
大
物
。

獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
敦

イ
短
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
九
八
）
…
…
…

第
一
楽
章
（
中
庸
に
早
く
）

架
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
校
管
絃
楽
部
員

管
愛
ホ
長
調
英
雄
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
作
品
五
五
•
第
三
番
）
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

第
一
楽
章

急

速
曲
（
熱
烈
に
早
く
）

第
二
楽
章

葬
式
行
進
曲
（
極
め
て
緩
く）

第
三
楽
章

諧

認

曲
（
活
澄
に
早
く
）

第
四
楽
章

終

曲

（

極

め

て

早

く

）

三
、
管
絃
架
附
ピ
ア
ノ
獨
奏

：
・
…
…
・:
・
:
…
…
…
…
曝

愛
ホ
長
調
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（作
品
七
三
•
第
五
番
）
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

昭
和
五
年
六
月
二
十
一
日
午
後

演

奏

曲

目

洋

楽

の

部

四

踊

ヘ
空
ほ
の
人
＼
と
明
け
に
け
り

託

澤

崎

授

箕

篠

俊

東
京
＿
音
架
學
校

秋 雄

ラ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
作

演
奏
曲
目
解
説

楽

章

ラ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
(
J
.R
h
ei

n
b
e
r
g
e
r
 1
8
3
9
ー
1
9
0
1
)

は
元
リ
ー
ヒ
テ
ン
ス
タ
イ
ン

の
人
で
、
少
時
か
ら
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
及
び
作
曲
を
善
く
し
、
一
八
五
一
年
か
ら
五
四

年
ま
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
王
立
―音
楽
學
校
に
學
び
、
其
後
も
此
の
市
に
留
つ
て
五
九
年
に

同
音
楽
學
校
の
理
論
の
教
師
と
な
り
、
又
六
七
年
に
は
作
曲
及
オ
ル
ガ
ン
の
敦
授
並
に

四、

君

第
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

イ
短
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
九
八
）

が

四
重
唱
合
唱
及
管
絃
榮
…
…
…
…
…
…
…
…

四
馨
音
及
管
絃
楽
の
愛
イ
長
調
ミ
サ

第

一

「

主

よ

」

第
二

「
榮

光

」

第
三
「
我
は
信
ず
」

第
四
「
聖
な
る
哉
」

第
五
「
祝
せ
ら
れ
給
へ
」

第
六
「
紳
の
小
羊
」

代
（
管
絃
楽
伴
奏
）

休

憩

指
揮

敦
師

五

分

間

第

一

楽

章

急

速

曲

管
絃
楽

｛
合

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ッ
。
フ

四

重

唱

ソ
。
フ
ラ
ノ

ア

ル

ト

テ
ノ
ー
ル

バ

ス

ラ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
作

授曝鴫敦

授託託授

澤木齋長

崎下藤坂

定静好

之保子子

唱

本
校
管
絃
榮
部
員

本

校

生

徒
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昭和5年6月21日，皇太后陛下行啓御前演奏。オルガン独奏置篠俊雄教授。ラインベルガー作曲

くイ短調ソナタ〉

同演奏会。ベートーヴェン作曲〈愛ホ長調英雄シンフォニー〉，指揮 C．ラウトルップ
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同演奏会。シューベルト作曲く愛イ長調ミサ〉
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器
楽
部
及
理
論
部
の
監
督
に
任
ぜ
ら
れ
て
卒
去
の
年
ま
で
此
の
職
に
留
ま
っ
た
。
ラ
イ

ン
ベ
ル
ゲ
ル
は
彼
の
時
代
の
最
も
著
明
な
作
曲
者
の
一
人
で
、
器
楽
に
も
墜
楽
に
も
多

く
の
作
品
を
遺
し
た
が
、
彼
の
オ
ル
ガ
ン
曲
は
殊
に
珍
重
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
の
作
っ

た
二
十
の
オ
ル
ガ
ン
・
ソ
ナ
タ
は
質
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
以
来
の
最
も
貴
重
な
作
品

で
、
近
代
的
精
神
と
威
厳
あ
る
オ
ル
ガ
ン
様
式
と
を
巧
み
に
調
和
し
た
傑
作
で
あ
る
。

本
演
奏
の
ソ
ナ
タ
は
第
四
番
、
イ
短
調
の
も
の
で
、
其
の
第
一
楽
章
は
リ
ヅ
ム
の
躍
動

せ
る
第
一
主
想
に
封
し
て
、
箪
純
古
雅
な
敦
會
調
の
旋
律
を
第
二
主
想
に
配
し
て
あ

る
。
此
の
想
は
幅
廣
い
昔
符
で
緩
か
に
進
み
第
一
主
想
と
好
劉
照
を
成
し
て
ゐ
る
。

二

管

絃

楽

愛
ホ
長
調
英
雄
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
作
品
五
五
）
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

〔
本
百
年
史
『
演
奏
会
篇
第
一
巻
』
大
正
九
年
十
二
月
四
日
の
解
説
を
参
照
。〕

三

管

絃

楽

附

ピ

ア

ノ

獨

奏

愛
ホ
長
調
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
七
三
）
第
一
楽
章

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

本
曲
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
作
っ
た
五
つ
の
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
中
の
最
後
の

も
の
で
、
主
と
し
て
一
八

0
九
年
に
創
作
せ
ら
れ
、
一
八
―
二
年
二
月
ヴ
ィ
ー
ン
に
於

て
演
奏
せ
ら
れ
た
。
此
の
時
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
従
来
の
や
う
に
自
ら
ピ
ア
ノ
部
を

擢
嘗
す
る
こ
と
な
く
、
初
め
て
弟
子
の
チ
ェ
ル
ニ
ー
に
弾
か
せ
た
が
、
此
の
装
表
は
不

成
功
に
終
っ
た
。
此
曲
は
其
後
も
同
作
家
の
他
の
大
作
程
に
早
く
世
人
に
理
解
せ
ら
れ

ず
、
程
経
て
リ
ス
ト
及
其
の
弟
子
等
の
演
奏
に
よ
っ
て
初
め
て
廣
く
知
ら
れ
る
や
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
曲
が
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
な
か
っ
た
繹
は
第
一
及
第
三
楽
章
の
形
式
に
存
す
る
の

で
あ
る
。
殊
に
第
一
楽
章
（
愛
ホ
長
調
四
分
四
拍
子
の
急
速
曲
）
は
非
常
に
長
い
上
に

其
の
構
造
が
普
通
と
異
つ
て
ゐ
る
為
に
理
解
し
難
か
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
構
造
が

異
る
と
い
つ
て
も
、
最
初
に
主
想
の
群
を
提
示
し
、
次
に
之
を
開
展
し
最
後
に
最
初
の

主
想
群
を
反
復
す
る
と
い
ふ
大
閥
の
形
式
に
於
て
は
異
る
の
で
は
な
い
が
、
唯
主
想
群

の
提
示
が
非
常
に
長
く
且
そ
の
中
に
獨
立
の
部
分
が
多
く
含
ま
れ
て
ゐ
る
事
、
並
に
開

展
部
が
他
に
比
し
て
非
常
に
短
く
終
る
事
な
ど
が
麦
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第

一
楽
章
は
全
管
絃
の
奏
す
る
強
い
和
音
と
之
に
績
＜
獨
奏
楽
器
の
カ
デ
ン

ツ
ア
を

虐
第
二
主
想
の
後
、
作
者
は
再
び
第
一
主
想
を
採
て
こ
れ
を
十
分
に
開
展
し
、
多
く
の

新
し
い
愛
化
を
示
す
。
此
の
節
の
終
局
は
管
絃
楽
に
突
然
現
は
れ
る
[
i
-
J
の
リ
ヅ

ム
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
此
慮
で
ピ
ア
ノ
は
先
づ
半
昔
階
的
走
句
と
顛
昔
と
を
以
て
現

は
れ
、
次
で
こ
れ
迄
管
絃
楽
の
表
は
し
た
主
想
群
を
ば
今
一
度
反
復
し
て
提
示
す
る
。

然
し
此
の
反
復
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
園
熟
せ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
第
四
及
第
五
）

に
於
て
は
輩
な
る
反
復
で
は
な
く
特
性
に
富
ん
だ
愛
奏
で
あ
っ
て
其
の
形
式
及
賞
質
に

於
て
大
に
愛
化
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
二
度
目
の
提
示
の
終
局
も
前
と
同
じ
く

ロ
＿
J
の
リ
ヅ
ム
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
以
下
第
二
節
開
展
部
に
入
る
。

第
三
節
反
復
部
の
初
は
章
の
最
初
と
同
様
管
絃
楽
に
於
け
る
和
昔
と
之
に
績
く
ビ
ア

J
の
カ
デ
ン
ツ
ア
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
。
然
し
此
の
反
復
部
は
第
一
節
の
提
示
部
と
異

つ
て
ピ
ア
ノ
と
管
絃
楽
と
が
直
ち
に
協
同
し
て
想
を
表
は
し
且
想
の
一
部
を
省
略
し
た

所
も
あ
る
の
で
簡
潔
に
な
つ
て
ゐ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
頃
に
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
の
、
殊
に
第
一
楽
章
の
終
に
近
い
箇
所

で
、
演
奏
者
が
自
分
の
考
案
し
た
カ
デ
ン
ツ
ア
を
帥
興
的
に
挿
ん
で
弾
く
習
慣
が
あ
っ

た
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
此
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
に
は
自
作
の
も
の
を
記
入
し
て
、
演
奏

、I

_

¥

、][iー
1
I

し
―

｀艮山

叫

5
＿

」

i

以
て
開
か
れ
、
こ
れ
が
凡
て
三
回
反
復
せ
ら
る
A

後
に
第
一
主
想
は
最
初
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
に
現
は
れ
次
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
移
る
。

、

言

訃

[
(
」
ら

2
1（＇し
：

汀

日

此
の
主
想
の
後
間
も
無
く
現
は
れ
る
第
二
主
想
は
最
初
愛
ホ
短
調
で
徹
か
に
絃
楽
の

頓
音
に
現
は
れ
、
恰
も
遠
く
聞
ゆ
る
悲
し
い
行
進
曲
の
や
う
で
あ
る
が

c

c

 

直
ち
に
愛
ホ
長
調
に
轄
じ
て
ホ
ル
ン
の
美
し
い
レ
ガ
ー
ト
で
奏
せ
ら
れ
る
。
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者
が
自
由
に
カ
デ
ン
ツ
ア
を
加
へ
な
い
や
う
に
注
意
し
た
。
彼
の
作
っ
た
カ
デ
ン
ツ
ァ

は
短
か
い
も
の
で
あ
る
が
、
其
中
に
は
か
の
短
調
の
第
二
主
想
が
巧
み
に
用
ひ
ら
れ
、

次
で
そ
れ
の
長
調
に
於
け
る
愛
形
が
ホ
ル
ン
に
現
は
れ
て
頗
る
詩
趣
に
富
ん
で
ゐ
る
。

四

愛

イ

長

調

ミ

サ

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

ミ
サ
は
天
主
敦
の
祭
典
な
る
ミ
サ
祭
の
儀
式
の
間
に
歌
は
れ
る
拉
典
語
の
歌
曲
で
、

中
世
以
降
幾
多
の
一
音
楽
家
の
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
愛
イ
長
調
ミ

サ
は
一
八
二
二
年
、
卸
ち
末
完
結
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
と
同
年
に
出
来
た
も
の
で
、
彼
の
宗

敦
楽
中
の
傑
作
、
否
彼
の
全
創
作
中
の
最
も
重
要
な
る
も
の
に
屍
す
る
。
愛
イ
長
調
ミ

サ
を
知
ら
ぬ
者
は
末
だ
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
の
全
債
値
を
知
ら
ぬ
者
と
い
つ
て
も
過
言
で
な

い
と
ク
レ
ッ
チ
ュ
マ
ー
ル
は
言
っ
て
ゐ
る
。

本
ミ
サ
は
六
つ
の
猥
立
せ
る
章
か
ら
成
つ

て
ゐ
る
。

第
一
『
主
よ
』
(

K

y
r
ie
)

は
天
主
及
基
督
に
救
助
を
哀
願
す
る
意
味
の
曲
で
、
全
部

極
め
て
箪
純
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
（
愛
イ
長
調
二
分
二
拍
子
）
。
最
初
天
主
に
封
す
る
哀
願

が
合
唱
に
よ
っ
て
短
か
く
歌
は
れ
る
後
、
直
に
第
二
節
に
進
み
、
獨
唱
の
諸
墜
が
相
次

で
『
基
督
よ
憐
み
給
へ
』
を
唱
へ
、
最
後
に
合
唱
も
亦
之
に
参
加
す
る
。
第
二
節
を
終

る
後
、
曲
は
再
び
初
に
返
つ
て
大
髄
之
を
反
復
し
コ
ー
ダ
を
以
て
終
る
。
全
閥
と
し
て

純
然
た
る
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
風
の
曲
で
あ
る
。

第
二
『
榮
光
』

(
G
l
o
r
ia
)

は
天
主
及
基
督
を
讚
美
し
、
彼
等
に
感
謝
を
捧
げ
、
救
助

を
祈
る
曲
で
、
多
く
の
作
家
は
此
慮
に
睛
や
か
な
曲
譜
を
撰
ん
で
ゐ
る
。
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
の
此
の
『
榮
光
』
の
第
一
節
（
ホ
長
調
四
分
三
拍
子
、
威
厳
あ
る
活
撥
な
る
急
速

曲
）
も
其
の
例
に
淵
れ
ず
、
前
章
の
楽
趣
と
著
し
い
封
照
を
な
し
て
ゐ
る
。
感
謝
を
述

べ
る
第
二
節
（
イ
長
調
四
分
二
拍
子
の
稽
緩
歩
曲
）
は
此
章
の
最
も
秀
逸
な
部
分
で
、

此
慮
は
獨
唱
の
諸
竪
が
幸
揺
の
感
に
充
ち
た
や
う
な
旋
律
を
以
て
『
吾
等
は
感
謝
を
捧

ぐ
』
の
詞
を
歌
ひ
、
終
り
に
合
唱
も
亦
短
か

い
最
弱
奏
の
句
を
以
て
之
に
加
は
る
。
之

よ
り
以
下
は
合
唱
が
強
奏
を
以
て
『
主
な
る
紳
天
の
王
よ
』
『
父
な
る
紳
、

全
能

の

父

よ
』
『
主
、
耶
蘇
基
督
よ
』
『
獨
り
子
よ
』
の
語
を
以
て
呼
び
掛
け
る
間
に
獨
唱
四
部
は

柔
か
な
楽
句
を
以
て
一
々
に
『
感
謝
を
捧
ぐ
』
の
句
を
挿
ん
で
行
く
。
『
榮
光
』
の
第
三

部
分
は
二
分
二
拍
子
の
中
庸
急
速
曲
に
韓
じ
、
最
初
ア
ル
ト
獨
唱
が
低
い
絃
楽
に
伴
奏

せ
ら
れ
つ
A

『
主
な
る
誹
よ
、
世
界
の
罪
を
潔
む
る
神
の
小
羊
よ
』
の
哀
願
を
捧
げ
、

之
を
承
け
て
合
唱
は
『
我
等
を
憐
み
給
へ
』
を
歌
ふ
、
以
下
約
八
小
節
の
間
奏
の
後
、

類
似
の
進
行
が
昔
色
と
音
位
を
異
に
し
て
更
に
二
度
反
復
せ
ら
れ
、
其
虚
に
バ
ス
と
テ

ノ
ー
ル
の
獨
唱
が
行
は
れ
る
。
『
何
と
な
れ
ば
』
(
Q
u
o
n
ia
m
)
の
一
節
は
最
初
低
い
同

昔
の
最
弱
奏
か
ら
起
り
、
間
も
無
く
高
調
に
達
し
て
偉
大
な
効
果
を
興
へ
『
聖
震
と
共

に』

(
C
u
m
s
a
n
c
to
 s
pir
itu
)
以
下
は
荘
麗
な
フ
ー
ガ
と
な
つ
て
こ
の
章
を
結
ぶ
。

第
三
『
我
は
信
ず
』

(
C
r
e
d
o
)
は
天
主
敦
徒
の
信
條
を
述
べ
る
曲
で
、
ミ
サ
の
全
曲

中
文
句
の
最
も
長
い
章
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
大
き
く
＿
―
-
節
に
分
た
れ
て
ゐ
る
。
第
一
節

は
『
吾
等
人
類
の
為
、
吾
等
の
安
寧
の
為
に
、
天
よ
り
下
り
』
ま
で
の
慮
（
ハ
長
調
二

分
二
拍
子
の
威
厳
あ
る
活
澄
な
る
急
速
曲
）
で
、
中
古
式
の
和
磐
を
附
し
た
輩
純
な
主

想
で
厳
粛
に
信
條
を
述
べ
て
行
く
。
第
二
節
（
愛
イ
長
調
二
分
三
拍
子
、
極
緩
曲
）
は

基
督
の
降
世
の
事
及
び
受
難
の
事
を
叙
す
る
節
で
、
降
世
を
叙
す
る
『
聖
震
に
由
て
や

ど
り
』
(

E

t
in
c
a
r
n
a
tu
s
 e
s
t
)
の
條
は
合
唱
の
八
部
組
別
と
楽
器
の
特
殊
な
編
成
法
に

よ
っ
て
荘
厳
な
効
果
を
輿
へ
、
受
難
を
述
べ
る
『
十
字
架
に
つ
け
ら

れ
て
』

(
C
r
u
ci,

ぞ

x
u
s
)
の
條
は
簡
潔
な
而
も
巧
妙
な
旋
律
の
屈
曲
に
よ
っ
て
深
い
感
動
を
典
へ
る
。
受

難
の
條
の
終
る
後
、
曲
は
直
ち
に
最
初
の
節
の
調
及
び
速
度
に
返
り
、
『
三
日
目
に
復

活
し
』
以
下
の
文
句
（
第
三
節
）
が
次
第
に
歌
は
れ
、
最
後
に
『
ア
ー
メ
ン
』
の
歓
磐

を
以
て
終
る
。

第
四
『
聖
な
る
哉
』
（
S
a
n
c
tu
s
)
は
へ
長
調
八
分
十
二
拍
子
の
緩
歩
曲
で
、
最
弱
奏

で
始
ま
る
前
奏
三
小
節
の
後
に
合
唱
は
俄
か
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
伴
ふ
最
強
奏
の
短
和

昔
を
以
て
『
聖
な
る
哉
』
の
語
を
叫
び
、
其
後
更
に
二
度
同
じ
語
を
絶
叫
し
た
る
後
、

『
寓
軍
の
主
な
る
神
』
の
句
を
へ
長
調
で
歌
ふ
。
之
に
績
て
『
天
地
は
汝
の
榮
光
に
充

て
り
』
の
優
美
な
歌
詞
が
響
く
が
、
間
も
な
く
ホ
ル
ン
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ル
を
先
導
と

し
て
曲
は
四
分
四
拍
子
の
中
庸
急
速
曲
『
尊
ま
れ
給
へ
』
（
O
s
a
n
n
a
)

に
移
り
、
此
臨

に
種
々
の
槃
群
に
よ
っ
て
『
天
上
に
い
ま
す
紳
は
尊
ま
れ
た
ま

へ
』
の
詞
が
極
め
て
快

活
に
歌
は
れ
て
行
く
。

第
五
『
祝
せ
ら
れ
給
へ
』

(
B
e
n
e
d
ic
tu
s
)
は
古
来
の
作
家
が
救
世
主
出
現
の
歓
び
を

表
は
さ
う
と
し
て
最
も
優
美
な
歌
調
を
用
ひ
た
章
で
あ
る
。
本
曲
で
は
柔
か

い
愛
イ
長

調
の
旋
律
が
木
管
楽
器
に
先
導
せ
ら
れ
、
セ
ロ
の
指
奏
に
伴
は
れ
て
、
最
初
獨
唱
の
三

第 2部 昭和の東京音楽学校篇 82 



會
場

＿

音

楽

演

奏

曲

目

日
比
谷
公
會
堂

一
、
愛
ホ
長
調
英
雄
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

（
作
品
五
五
•
第
三
番
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

S
y
m
p
h
o
ni
e
,
 E

r
oi
c
a
 
(
E
s
 d
u
r,
 O

p.
 

5

5

,
 

N
r. 3
)

…
…
…
B
e
et

h
o
v
e
n
.
 

A
l
l
e
g
r
o
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o
n
 b
ri
o
 

M
a
r
ci
a
 fun
e
b
r
e
:
 
A
d
ag
i

o
 a
s
s
ai
 

S
c
h
e
r
z
o
 :
 Al
l
e
g
r
o
 vi
v
a
c
e
 

Fi
n
a
l
e
 :
 Al
l
e
g
r
o
 m
o
l
t
o
 

管
絃
架

東
京
＿
音
架
學
校
管
絃
榮
部
員

D
i

ri
g

e
nt
:

 

C
h
a
r
l
e
s
 L
a
ut

r
u
p
.
 

昭
和
五
年
七
月
四
日

特
別
演
奏
会

會

場

合

唱
ノミ

ス

昭
和
五
年
七
月
二
日

ソ
。
フ
ラ
ノ

テ
ノ
ー
ル

日
比
谷
公
會
堂

之 保

ア

ル

ト

藤

子

指
揮
者
シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ツ
。
フ

四
重
唱

六
時
開
場

七
時
開
演

昭
和
五
年
七
月
二
日
（
水
曜
日
）
午
後

特
別
演
奏
会

つ
の
上
槃
に
現
は
れ
、

次
で
合
唱
が
之
を
承
け
て
表
は
し
、
以
下
は
獨
唱
と
合
唱
が
交

互
に
詞
を
述
べ
て
行
く
。
曲
終
て
ま
た
も
『
尊
ま
れ
給
へ
』

(
O
s
a
n
n
a
)

の
快
活
な
調

（
へ
長
調
四
分
四
拍
子
中
庸
急
速
曲
）
に
進
む
。

第
六
『
紳
の
小
羊
』
(

A

g
n
u
s
D
e
i
)
の
最
初
の
一
節
（
へ
短
調
四
分
三
拍
子
緩
徐

曲
）
は
獨
唱
四
部
が
天
に
憧
れ
る
や
う
な
歌
調
で
『
此
の
世
の
罪
を
潔
む
る
紳
の
小
羊

よ
』
の
詞
を
表
は
し
其
の
終
に
合
唱
は
『
我
等
を
憐
み
給
へ
』
と
唱
へ
る
。
第
二
節

（
愛
イ
長
調
一
一
分
二
拍
子
稽
急
速
曲
）
は
様
式
に
於
て
前
章
の
『
祝
せ
ら
れ
給
へ
』
に

甚
だ
似
て
ゐ
る
。
最
初
獨
唱
の
三
つ
の
上
槃
が
輩
純
な
歓
喜
に
充
ち
た
調
で
『
我
等
に

平
安
を
呉
へ
給
へ
』
を
歌
ひ
、
次
で
合
唱
之
を
承
け
て
同
じ
詞
を
最
強
奏
で
反
復
し
、

以
下
は
獨
唱
合
唱
が
交
互
に
現
は
れ
て
こ
の
喜
悦
に
充
ち
た
一
音
楽
を
終
り
に
導
く
。

東

京

音

楽

學

校

0
分

間

長齋木

下

澤

崎

定

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒

坂

演

奏

者

澤

崎

静好

子

二、

管
絃
架
附
愛
ホ
長
調
ピ
ア
ノ

・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

（
作
品
七
三
・
第
五
番
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

K
o
n
z
e
rt

 

fi.i
r
 K
l
a
vi
er 
m
i
t
 

O
r
c
h
e
st

er 

(
E
s
 d
u
r,
 O

p
.
 

7

3

,
 

N
r
.
 

5

)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

A
l
l
e
g
r
o
 

A
d
a
g
10 
u
n
 p
o
c
o
 m
o
s
s
o
 

R
o
n
d
o
 :
 Al
l
e
g
r
o
 

休

憩

四
馨
音
及
管
絃
楽
の
愛
イ
長
調
ミ
サ
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

M
e
s
s
e
 
for
 4 
Si
ng

st
i

m
m
e
n
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st

er 

(
A
s
 d
u
r
)
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
S
c
h
u
b
e
r
t
.
 

K
y
ri
e
 

G
l
o
ri
a
 

C
r
e
d
o
 

S
a
n
ct
u
s
 

B
e
n
e
di
ct
u
s
 

A
g
n
u
s
 D
ei
 

秋
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安 鷺

稀
音
家
照
海
作
曲

勘

進

帳

第

宅
間

長部

賓藤野松光光

生記本本本
貢

正五謙蓋敬

英信郎三ー一

架

唄 【
休
憩
二
十
分
】

賓

生

新

唄

絃

稀稀稀稀稀

昔昔昔昔昔

家家家家家

六三四和六

郎郎三四

治助吉郎郎

士士士士士
に口にロロ

住住住住住

小小小小小

四太十三三

郎郎郎蔵郎

多
々
良
外
茂
―
―
―

長

見

草中

内

蝶

二

作

歌作
曲

吉

住

小

三

郎

稀
音
家
六
四
郎

〔
解
説
お
よ
び
歌
詞
は
昭
和
五
年
六
月
二
十
一
日
の
解
説
を
参
照
。
〕

皇
太
后
陛
下
上
野
の
音
楽
學
校
へ
行
啓
、
小
三
郎
、
延
壽
太
夫
等
の
邦
楽
、
澤
崎
秋

子
、
ラ
ウ
ト
ル
ツ
。
フ
敦
授
指
揮
の
東
京
音
楽
學
校
管
絃
園
及
び
合
唱
等
の
洋
楽
を
午
前

午
後
に
亘
り
五
時
間
餘
も
御
観
賞
遊
ば
さ
る
（
六
月
二
十
一
日
）
上
野
は
一
昨
秋
の
皇

后
陛
下
行
啓
と
共
に
重
ね
／
＼
の
光
榮
に
感
泣
゜

午
前
の
邦
楽
演
奏
を
A
K
は
中
繊
。
ラ
ヂ
オ
を
聡
い
て
國
民
は
陪
聴
の
光
榮
と
名
人

連
の
至
藝
に
陶
然
〔
゜
〕
今
度
は
洋
楽
の
番
だ
が
（
七
月
一
一
日
日
比
谷
公
會
堂
の
演
奏
を

千

代

四

唄

高

安

鬼

三

金

春

林

太

郎

幸

悟

朗

一

噌

又

六

郎

京

鹿

子娘

道

成

寺
初
代
杵
屋
禰
一
＿
一
郎
作
曲
カ

唄

本

校

生

徒

三

十

七

名

三

絃

本

校

生

徒

三

十

九

名

囃

子

五

名

踊

本

校

生

徒

一

名

唄

本

校

職

員

生

徒

三

十

名

―

―

―

絃

同

上

囃

子

五

名

武

田

喜

永

賓

生

英

雄

踊

ヒヒム日

上三三
調味味
子線線

清清清

元元元

正市榮

壽之次

郎助郎

第2部

第

部

演

奏

曲

目

邦

楽

の

部

開

昭

和

五

年

七

月

四

日

開

東

京

昔

榮

學

校

場

午

後

五

時

舟

分

演

午

後

六

時

舟

分

隅

,
'
’
/
 

條

野

博

平

作

二

代

清

元

梅

吉

曲

五
代
目
清
元
延
壽
太
夫
補

田

清清清清
~ ~ 

プじプじ刀2プじ

壽志榮延

美壽壽壽

太太太太

夫夫夫夫

清

元

節

囃
大小小笛

子
鼓鼓鼓

望望望望

月月月月

吉太長

三左左之

郎吉吉助
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日
時 A

K
が
中
繊
）
ラ
ヂ
オ
フ
ァ
ン
浴
衣
が
け
で
ウ
チ
ワ
を
ぱ
た
／
＼
寝
こ
ろ
び
な
が
ら
聰

け
る
呑
氣
さ
に
『
こ
い
つ
あ
い
A

。
だ
が
蚊
の
鳴
く
や
う
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
時
節
柄

願
ひ
下
げ
た
い
や
。
ラ
ヂ
オ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
新
響
に
限
る
ね
。
』

（『
昔
架
世
界
』
第
二
巻
第
七
号
、
昭
和
五
年
七
月
、
五
八
頁
）

上
野
の
音
楽
學
校
は
皇
太
后
陛
下
の
御
前
演
奏
の
曲
目
を
日
比
谷
公
會
堂
に
公
開
し

A
K
は
こ
れ
を
全
國
に
中
繊
し
た
（
七
月
二
日
）
生
で
聴
く
者
三
千
、
ラ
ヂ
オ
で
聴
く

者
六
十
九
萬
二
千
四
百
四
十
七
。フ
ラ
ス

a‘

唖
然
と
し
、
御
前
演
奏
を
想
ひ
出
し
て
恐

憚
に
堪
え
ず
。
日
本
唯
一
の
官
立
の
、
音
楽
學
校
が
よ
く
ま
あ
大
腑
に
、
と
。

越
え
て
二
日
（
七
月
四
日
）
延
壽
太
夫
、
小
三
郎
等
の
御
前
演
奏
の
邦
楽
を
公
開
し

A
K
は
再
度
全
國

へ
中
繊
。
そ
の
演
奏
の
良
否
は
云
は
ず
。
同
一
人
の
同
一
曲
目
を
僅

か
二
週
間
に
し
て
繰
返
し
放
送
し
た

A
K
の
頭
の
よ
さ
加
減
に
敬
服
。
道
理
で
今
年
の

夏
は
暑
い
や
。

上
野
の
音
楽
學
校
、
こ
の
雨
回
の
演
奏
會
に
音
楽
批
評
家
を
招
待
せ
ず
。
耳
を
掩
ふ

て
鈴
を
盗
む
、
の
見
本
を
示
す
。
と
云
っ
た
ら

『
ナ
ニ
を
人
民
共
、
上
野
出
身
に
非
ざ

れ
ば
楽
人
に
非
ず
を
心
得
ぬ
か
、
ア
ノ
コ
ヽ
ナ
不
埒
者
め
が
』

耳
を
掩
ふ
て
鈴
を
盗
ん
だ
東
京
劇
場
の
松
竹
レ
ヴ
ユ
ウ
の
方
が
餘
程
正
直
だ
。
『
音

癸
批
評
家
に
聴
い
て
頂
く
や
う
な
音
楽
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ヘ
イ
』

洋
の
東
西
、
大
會
を
問
は
ず
、
音
楽
批
評
家
は
聰
く
こ
と
を
依
頼
す
る
者
に
非
ず
、

聰
く
こ
と
を
依
頼
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
秋
の
楽
壇
は
近
づ
い
た
。

心
得
違
ゐ
の
な
い

や
う
、
念
の
為
め
に
一
筆
。

上
野
の
音
楽
學
校
敦
授
コ
ハ
ン
ス
キ
ー
氏
九
月
に
契
約
満
了
し
て
鱚
國
、
そ
の
後
任

は
レ
オ
シ
ロ
タ
氏
と
内
定
。
更
に
チ
ェ
ロ
の
教
授
と
し
て
ポ
ラ
ッ
ク
氏
を
招
聘
、
の

由
。
シ
ロ
タ
氏
と
ボ
ラ
ッ
ク
氏
は
『
ウ
ヰ
ー
ン
の
誇
り
』
と
桐
せ
ら
れ
る
楽
人
、
上
野

近
来
の
傑
作
。

（
『
昔
築
世
界
』
第
二
巻
第
八
号
、
昭
和
五
年
八
月
、
三
八
頁
）

昭
和
五
年
十
一
月

l

日

、

学

友

会

秋

季

演

奏

会

昭
和
五
年
十
一
月
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
開
演

二
日

ー

【

休

憩

】
1

6
．
ソ

。
フ
ラ
ノ
獨
唱

4
 

3
 

笠

原

壽

々

代

ア
ン
ダ
ン
テ

。
フ
レ
ス
ト

ブ
ラ
ー
ム
ス
作

イ
、
夜
番
（
作
品
百
四
）

ロ
、
乙
女
（
作
品
九
十
三
ノ
ニ
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ベ
ー
ト
ホ
ー
ヴ
ェ
ン
作

イ
、
ア
デ
ラ
イ
ー
デ

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

ロ、

海

の

静

さ

ハ

、

小

夜

曲

獨

奏

東

京

一

音

架

學

校

學

友

會

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
ト
短
調
（
作
品
廿
五
）

モ

ル

ト

ア

レ

グ

ロ

フ

ォ

コ

コ
ン

5
．

ピ

ア

ノ

林

バ

リ

ト

ン

獨

唱

信

子
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橋

本

秀

次

ジ
ッ
ト
作
・
コ
ン
チ
ェ
ル
テ
イ
ー
ノ
ホ
短
調
（
作
品
廿
一
）
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松

田

十

蔵

ベ
ー
ト
ホ
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
第
一
番
ハ
長
調

2
ピ

ア

ノ

獨

奏

1
混

盤

合

唱

曲

場

所

東

京

音

楽

學

校

奏

榮

堂

秋

季

演

奏

會

大

目

山

田

ち

ょ

會

員



仝 や ド 卜

，
 a

.
 

10
．

混

盤

合

唱

グ
ラ
ナ
ド
ス
作

イ
、
歌
劇
「
ゴ
イ
エ
ス
カ
ス
」
中
の
「
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ゾ
」

ロ
、
西
班
牙
舞
踏
曲

獨

奏

ド
ウ
ビ
ッ
シ
ー
作
・
組
曲
ベ
ル
ガ
マ
ス
ク

イ

、

前

奏

曲

口

、

メ

ヌ

エ

ッ

ト

ハ

、

月

光

二

、

パ

ス

ピ

エ

メ
ッ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

シ
ュ
マ
ン
作
・
流
浪
の
民
（
作
品
廿
九
ノ
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）
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N
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o
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v
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l
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s
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M
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m
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s
 

澤

崎

定
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〕
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菊

チ
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調
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ガ
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「
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し
き
喜
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悩
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g

e
u
n
e
r
l
e
b
e
n
,
 O

p
.
 

2
9
.
 N

r.
 

3
.
 

C
o
n
d
u
ct
o
r
 :
 Pr
of

.
 S
.
 S

A

W

 
A
Z
 
A
K
I
 

昭
和
五
年
十
一
月
二
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時
開
演

東
京
昔
架
學
校
奏
楽
堂

季

大

演

奏

會

p 

S
c
h
u
b
e
r
t
 :
 M
e
e
r
 es 
Stille 

St
a
n
d
c
h
e
n
 

東
京
＿
音
楽
學
校
學
友
會

N
.
 
H
ay
a
s
hi
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8
 

6
 

4
 

重

唱

パ

デ

レ

フ

ス

キ

ー

作

・

菱

奏

曲

黒

澤

貞

子

丹

治

ハ

ル

子 幅

井

輝

子

？ 炉

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

大
島
八
千
代
子

〔

マ

マ

]

コ

ン

ラ

ー

デ

イ

ン

ク

ロ

イ

ッ

ツ

ェ

ル

作

歌

劇

「

グ

ラ

ナ

ダ

の

野

螢

」

中

の

ガ

ブ

リ

エ

ル

レ

の

抒

情

調

仝

S
o
p
r
a
n
o
 S
o
l
o
.
 

|
I
nt
ervalー

7
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

ー
【
休
憩
】
—

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

ブ

ル

ッ

フ

作

・

コ

ル

ニ

ー

ド

ラ

イ

シ

ュ

ー

マ

ン

作

・

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

イ

短

調

（

作

品

五

十

四

）

ア

レ

グ

ロ

ア

フ

エ

ト

ウ

オ

ー

ソ

や

5
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

岡

本

リ

ウ

平

田

忠

p 

3
．

ピ

ノ

獨

奏

イ

、

モ

チ

ュ

コ

フ

ス

キ

ー

作

花

の

曲

ロ

、

ラ

フ

マ

ニ

ノ

フ

作

前

奏

曲

嬰

ハ

短

調

ア

片

山

ゆ

き

卜

シ

ュ

ー

マ

ン

作

イ

、

誰

が

為

に

ロ

、

イ

ン

テ

ル

メ

ッ

ゾ

ハ

、

憐

れ

な

ペ

ー

テ

ル

（

第

一

、

第

二

、

第

一

―

-

)

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

M
i

x
e
d
 C
h
o
r
u
s
.
 

B
r
a
h
m
s
:
 

a
.
 N

a
c
ht
w
a
c
h
e
 

b•Das 

M
a
d
c
h
e
n
 

A
lto 
S
o
l
o
.
 

S
c
h
u
m
a
n
n
:
 

a
.
 J

e
m
a
n
d
 

b
.
 I

nt
e
r
m
e
N
N
o
 

C•Der 

a
r
m
e
 P
et
er 
I,
 

II
,
 

III. 

P
i

a
n
o
 S
o
l
o
.
 

a
.
 

M
o
s
z
k
o
w
s
ki
:

 

B
l
u
m
e
n
stlick 

b
.
 

R
a
c
h
m
a
ni
noff: 
P
r
e
l
u
d
e,
 ci

s
 mo
l
l
 

Vi

oli
n
 S
o
l
o
.
 

B
r
u
c
h
 :
 Ko
l
 N
i

d
r
ei

 

P
i

a
n
o
 S
o
l
o
.
 

S
c
h
u
m
a
n
n
:
 
K
o
n
z
e
rt
,
0
p.
 

5
4
.
 

a
 m
o
l
l
 

A
l
l
e
g
r
o
 aff et
t

u
o
s
o
 

合

唱

指

揮

2
．

ア

ル

ト

獨

唱

武

田

恵

美

シ

ュ

ー

マ

ン

作

・

流

浪

の

民

（

作

品

廿

九

ノ

三

）

プ

ラ

ー

ム

ス

作
イ

、

夜

番

（

作

品

百

四

）

ロ

、

乙

女

（

作

品

九

十

三

ノ

ニ

）

バ

ッ

ハ

作

・

ブ

ゾ

ー

ニ

編

シ

ャ

コ

ン

ヌ

1
混

磐

合

唱

曲

目

會

員

10．
混

盤

合

唱

9
．

ビ

ア

ノ

獨

奏

Y
.
 O
s
hi
m
a
 

T•H

ira
ta 

E
.
T
a歪
e
d
a

M
e
m
be
rs 

澤

崎

定

之

敦

授

Y•Ka

tayama 

R
.
 Ok

a
m
ot
o
 

會

〔原
資
料
横
組
〕 員

井

口

基

成

ニ

コ

ラ

イ

作

・

歌

劇

「

ウ

イ

ン

ザ

ー

の

陽

氣

な

掃

人

方

」

中

の

フ

ル

ー

ト

婦

人

と

ラ

イ

ヒ

婦

人

の

二

重

唱
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1

混

盤

合

唱

•
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…

•
東
京
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

閉

會

第

部

伴

奏

者

澤

崎崎

秋定

子

氏

〔茨
城
県
立
土
浦
商
等
女
学
校
生
徒
に
よ
る
演
奏
。
省
略
。
〕

澤

之

氏

第 開

部
會

9

混

合

流
浪
の
民
（
作
品
二
九
第
三
番
）

シ

ユ

マ

ン

作

曲

盤

K
r
e
ut
zer: 
A
ri

e
 de
r
 Gabriele a
u
s
 der 

O
p
e
r
,,N
a
c
ht
lager 
v
o
n
 G
r
a
n
a
d
a
 

K
o
n
r
a
di
u
"
 

P
i

a
n
o
 S
o
l
o
.
 

P
a
d
e
r
e
w
s
ky
 :
 T
h
e
m
e
 V
 ari
e
 

V
o
c
a
l
 D
u
et
t
.
 

N
i

colai
:

 

D
u
et

t

 

d
e
r
 F
r
a
u
 F
l
ut

h
 u
n
d
 F
r
a
u
 

R
ei
c
h
 a
u
s
 der 
O
p
e
r
,,D
i

e
 L
u
st

i

g

e
n
 

W
ei
ber v
o
n
 W
i

n
d
s
o
r
"
 

Pi
a
n
o
 S
o
l
o
.
 

M
.
 

l
g
u
c
hi
 

B
a
c
h
'
B
u
s
o
ni

 :
 

C
h
a
c
o
n
n
e
 

Mi

x
e
d
 C
h
o
r
u
s
.
 

M
e
m
b
e
r
s
 

S
c
h
u
m
a
n
n
:
 
Zi
g

e
u
n
e
r
l
e
b
e
n
,
0
p.
 

2
9
.
 N

r.
 

3
.
 

C
o
n
d
u
ct
o
r
:
 
P
r
of
.
 S
.
 S

A
W
 
A
Z
A
K
I
 

昭
和
五
年
＋

l

月
十
四
日
ー
十
八
日

演
奏
旅
行
（
土
浦
ー
水
戸
ー
仙
台
）

昭
和
五
年
十
一
月
十
四
日
【
金
曜
日
】
正
午
ョ
リ

場
茨
城
縣
立
土
浦
高
等
女
學
校
講
堂

第
十
六
回
＿
音
架
演
奏
會
。
フ
ロ
グ
ラ
ム

茨
城
縣
立
土
浦
高
等
女
學
校
尚
網
會

2

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨

奏

…

…
…
…
…

た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
言,1
 ,_ノ

ニ
短
調
競
奏
曲
中
の
ロ
マ
ン
ツ
ェ
（
作
品
二
二
）
•
•
…
•
ヴ
ィ
ー
ニ
ア
フ
ス
キ
作
曲

゜

ソ
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
田

歌
劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
中
の
抒
情
調
•
……
•
•
サ

奏
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·

澤‘`
 

鐘
…
…
…
…
•
•

•
…
…
•
…
…
•
ブ
ラ
ー
ム

番
（
作
品
一
0
四
）
•
……
•
•
}

女
（
作
品
九
三
、
第
二
番
）

【

休

獨

奏

い

、

前

奏

曲

：

・

ろ
、
幻
想
曲
ー
即
興
曲
：
…
…
・

…
…
西

…
…
…
…
…
…
…
澤

…
…
•
•
•
シ

…
…
…
…
…
…
田

廿
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ト

ろ
、
四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
•
…
…
…
…
…
…
:
{
·
立

8

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ト

短

調

競

奏

曲

時
ン

サ

ー

ン

作

曲

ヴ
イ
ヴ
ァ
ル
デ
イ
作
曲

｛

ナ

シ

ェ

ー

編

唱
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
•
•

東
京
昔
架
學
校
生
徒
諸
氏

合
唱
指
揮
者

主

催

西

會期

い
ヽ

小
ラ

ノ

獨

唱夜

川 骨イ

満三テ

郎ル イ

枝

氏

ス

テ

繹作作

歌 曲 曲

中

宣

子

氏

・。フ

ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
作
曲

パ

ン

作

曲

ヨ

ア

J
 

崎

秋

子

氏

憩

】

1
0
.
 

ス

作

曲

p 

日

7

ソ

。フ

6

ピ

い
、
夜

ろ
、
少

5

混

磐

合

唱

作

・
東
京
昔
架
學
校
生
徒
諸
氏

リ

ス

卜

曲

T
•
K
'ミr
o
s
a
w
a

H
.
T
a
ni
i
 

4

ピ

ア

ノ

獨

崎

秋

子

氏

炉

宣

子

氏

.-..::i 

T
•
F
uぎ
｀
i

3
 

満

枝

氏

vヽ

ろ

は

う
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師

二

小

池

壽

郷

豫
定
よ
り
少
し
後
れ
て
一
時
開
演
す
。
會
場
も
相
嘗
廣
く
、
先
づ
云
ひ
分
な
し
と
云

つ
て
い
_,.,
o

勿
論
立
錐
の
餘
地
も
な
い
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
昨

日
と
愛
り
な
し
。
何
れ
も
立
派
な
出
来
榮
え
で
あ
っ
た
。
殊
に
田
中
宣
子
氏
の
四
ツ
葉

の
ク
ロ
ー
バ
の
よ
ろ
こ
ば
れ
た
こ
と
。
ま
だ
唄
ひ
終
ら
ぬ
中
か
ら
満
場
破
れ
ん
ば
か
り

の
拍
手
、
又
拍
手
、
遂
に
ア
ン
コ
ー
ル
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
程
で
あ
る
。
か
く
て
畳

の
演
奏
を
終
へ
て
一
應
宿
に
饉
り
夕
食
を
す
ま
せ
て
、
午
後
六
時
よ
り
再
び
演
奏
。
。
フ

ロ
グ
ラ
ム
は
畳
の
四
ツ
葉
の
ク

ロ
ー
バ
の
代
り
に
、
信
時
先
生
作
曲
の
百
人
一
首
の

「
久
方
の
」
他
三
四
曲
を
歌
は
れ
た
他
愛
更
な
し
。
何
れ
も
畳
に
優
る
出
来
榮
え
、
し

か
し
、
皆
相
嘗
疲
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
事
質
だ
。
宿
に
か
へ
っ
た
の
が
九
時
頃
。
大
き
な

花
輪
が
送
ら
れ
て
ゐ
た
。

A

B

 

十
二
時
に
全
員
宿
屋
へ
集
合
。
自
動
車
で
會
場
た
る
東
北
帝
大
法
文
學
部
講
堂
へ
行

仙

豪

の

水

戸

の

土

浦

の

記 記 詑

c
 

師

二

岩

越

芳

子

重
い
鞄
を
ぶ
ら
さ
げ
て
ゑ
び
や
小
魚
を
賣
る
店
の
並
ん
だ
町
を
歩
い
て
土
浦
館
と
か

云
ふ
宿
に
着
き
階
上
に
落
ち
つ
き
食
事
を
す
ま
せ
て
ゐ
る
と
自
動
車
が
お
迎
ひ
に
来
る

大
き
な
乗
合
自
動
車
に
荷
物
と
一
緒
に
身
動
き
な
ら
ぬ
程
つ
め
込
ま
れ
て
土
浦
高
女
に

着
く
玄
開
に
は
女
學
生
が
並
ん
で
歓
迎
し
て
呉
れ
る
、
二
時
半
よ
り
演
奏
が
始
ま
る
講

堂
は
女
學
生
と
そ
の
父
兄
で
ぎ
つ
し
り
つ
ま
つ
て
ゐ
る
。

最
初
は
信
時
先
生
の
い
ろ
は
歌
の
コ
ー
ラ
ス
天
井
が
低
い
せ
い
か
と
て
も
大
き
な
槃

に
聞
え
る
。

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
み
最
後
の
流
浪
の
民
の
次
に
模
範
國
歌
合
唱
と
て
君
が
代
を
二
唱

し
何
と
な
く
涙
ぐ
ま
し
い
氣
持
に
な
る
拍
手
の
う
ち
に
退
場
し
暮
色
迫
る
廣
い
／
＼
運

動
場
を
歩
き
は
る
か
に
筑
波
の
峰
を
臨
む
と
そ
ゞ
ろ
に
淋
し
さ
が
湧
く
。

一
時
か
ら
第
一
回
の
演
奏
。
前
々
日
来
の
疲
労
で
演
奏
の
成
績
は
餘
り
上
等
と
は

言
へ
な
か
っ
た
。

さ
て
、

驚
の
部
は
三
時
す
ぎ
に
終
り
、
宿
に
鱚
つ
て
休
養
と
夕
食
。
五
時
半
自
動
車

で
再
び
會
場
へ
行
く
。

六
時
の
定
刻
に
少
し
逓
れ
て
第
二
回
夜
の
部
の
演
奏
會
が
始
ま
る
。
演
奏
旅
行
最
後

の
演
奏
だ
、
し
か
も
身
心
の
疲
榮
は
そ
の
極
に
達
し
て
ゐ
る
。
所
が
結
果
に
於
て
は
却

つ
て
幸
と
な
り
吾
々
と
し
て
は
一
生
涯
忘
れ
ら
れ
ぬ
出
来
事
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
こ
A

で
一
番
、
意
志
の
力
が
ど
れ
だ
け
肉
閥
を
征
服
す
る
か
、
や
れ
る
所

ま
で
や
ら
う
ぢ
や
あ
な
い
か
！
」
と
言
ふ
氣
勢
が
猛
烈
に
上
つ
て
一
致
園
結
悲
牡
な
決

心
—
|
と
言
ふ
と
少
々
大
げ
さ
だ
が
事
質
あ
の
と
き
の
氣
持
は
そ
う
言
っ
て
も
よ
か
つ

た
の
で
あ
る
＇
~
を
し
て
ス
テ
イ
ヂ
に
出
た
。
曲
は
「
い
ろ
は
う
た
」
で
あ
る
。

息
の
つ
ま
る
様
な
沈
獣
゜
ー
澤
崎
先
生
の
白
い
袖
口
が
さ
つ
と
動
い
て
•
…
•
•
O

果
然
。
お
A

1
・
見
ろ
、
勝
利
だ
！
勝
利
だ
！

何
人
が
こ
の
結
果
を
豫
想
し
た
こ
と
ぞ
。

〔

マ

マ

〕

世
界
し
ひ
つ
く
り
返
れ
。
空
氣
よ
破
裂
し
ろ
。

そ
の
悦
び
を
ぐ
つ
と
押
へ
て
ス
テ
イ
ヂ
に
指
揮
者
の
退
場
を
待
つ
間
の
如
何
に
長
か

っ
た
こ
と
か
。

少
く
と
も
我
々
が
コ
ー
ラ
ス
を
歌
ひ
出
し
て
以
来
こ
れ
程
の
出
来
は
學
校
の
演
奏
會

で
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

今
こ
そ
、
今
こ
そ
我
々
は
知
っ
た
の
だ
。
意
志
の
力
を
。
精
紳
の
力
を
。
そ
し
て
、

そ
し
て
、
園
結
の
力
を
！

後
の
二
つ
の
ス
テ
イ
ヂ
の
成
績
は
言
ふ
ま
で
も
な
か
っ
た
。

演
奏
會
が
終
る
や
否
や
、
澤
崎
先
生
を
胴
上
げ
す
る
こ
と
遂
に
二
度
。
（
質
に
涙
ぐ

ま
し
き
教
育
美
談
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
）

（
『
昔
榮
』
函
宇
友
會
、
第
十
二
号
、
昭
和
六
年
三
月
、
七
三
l
八
0
頁

）

昭
和
五
年
十
一
月
二
十
七
日

第
五
十
八
回
定
期
演
奏
会

昭
和
五
年
十
一
月
二
十
七
日
（
木
曜
日
）
午
後
芦
麟
霜

＜ ゚
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演

奏

曲

解

説

二、

會

場

昔

榮

演

奏

曲

目
日
比
谷
公
會
堂

管
絃
榮

指
揮
者

休

憩

0
分

間

三
、
第
三
へ
長
調
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
作
品
九
0

)

…

…

…

…

プ

ラ

ー

ム

ス

作

D
r
i
t
t
e
 
S
y
m
p
h
o
n
i
e
 i
n
 
F
 D
u
r
 (
O

p
.
 

9
0
.)

…
…
…
…
…
…
B
r
a
h
m
s
.
 

A
l
l
e
g
r
o
 
c
o
n
 b
ri
o
 

A
n
d
a
nt
e
 

P
o
c
o
 A
l
l
e
g
r
e
t
t
o
 

A
l
l
e
g
r
o
 

シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ツ
。
フ

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
榮
部
員

演
奏
者

一
、
歌
劇
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
の
名
歌
手
」
の
前
奏
曲
•
…
・
・
ヴ
ァ
グ
ネ
ル
作

V
o
r
s
p
i
e
l
 
z
u
,,
D
i
e
 M
e
i
s
t
e
r
s
i
n
g
e
r
 
v
o
n
 
N
i.irnberg
'̂
…
…
W
a
g
n
e
r
.
 

イ
長
調
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

東

京

昔

榮

學

校

（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
ニ
―
九
）
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

V
i
o
l
i
n
k
o
n
z
e
r
t
 
i
n
 
A
 
D
u
r
 (
K
o
c
h
e
l
 V
 er
z
e
i
c
h
n
i
s
 2
1
9
)
…
?
{
o
z
a
r
t
.
 

A
l
l
e
g
r
o
 
a
 pe
r
t
o
-
A
d
a
g
i
o
|
A
l
l
e
g
r
o
 a
 pe
r
t
o
 

A
d
a
g
i
o
 

T
e
m
p
o
 di
 

M
e
n
u
e
t
t
o
-
A
l
l
e
g
r
o
 

R
o
b
e
rt
 

P
o
l
l
a
k
.
 

C
h
a
r
l
e
s
 L
a
ut
r
u
p
.
 

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ラ
ッ
ク

一
、
歌
劇
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
の
名
歌
手
」
の
前
奏
曲
ヴ
ァ
グ
ネ
ル
作

〔
本
百
年
史
『
演
奏
会
篇
第

一
巻
』
大
正
六
年
五
月
二
十
六
日
の
解
説
を
参
照
。
〕

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

第
五
イ
長
調
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
ニ
―
九
）

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
(
W
o
l
f
g
a
n
g
A
m
a
d
e
u
s
 M
o
z
a
r
t
 1
7
5
6
1

1
7
9
1
)

は
六
つ
の
ヴ

〔

マ

マ

〕

ァ
イ
オ
リ
ン
競
走
曲
を
書
い
た
が
そ
れ
は
何
れ
も
若
年
の
作
で
あ
る
。
帥
ち

1
、
口
長
調
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥―

1
0

七

）

一

2
、

二

長

調

（

同

ニ

―

-

)

3

、

卜

長

調

（

同

ニ

―

六

）

一

七

七

五

年

作

4

、

二

長

調

（

同

三

八

）

＿

5

、

イ

長

調

（

同

ニ

―

九

）

6

、

二

長

調

（

同

二

七

一

ノ

a

)

一
七
七
七
年
作

尚
現
今
屡
々
演
奏
さ
れ
る
愛
ホ
長
調
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
二
六
八
）
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

作
と
し
て
通
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
他
の
人
の
加
筆
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
い
ふ
。
(
J
a
h
n
:
M
o
z
a
r
t
 B
d
.
 

I
 
5
0
9
)
 

今
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
競
走
曲
に
於
け
る
源
流
を
考
ふ
る
に

一
、
ヴ
イ
ヴ
ァ
ル
デ
イ
の
伊
太
利
様
式
、
郡
ち
ト
ウ
テ
イ
(
T
u
t
t
i
)
の
頻
繁
な
反

覆
出
現
と
三
楽
章
制

二
、
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
イ
の
佛
蘭
西
様
式
、
部
ち
獨
奏
者
に
名
技
を
揮
は
せ
る
為
の
純

技
巧
的
作
法
、
次
に
は
彼
地
の
優
美
で
貴
族
的
な
ロ
コ
コ
趣
味

三
、
獨
填
の
民
謡
、
民
舞

を
畢
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
て
彼
の
此
種
の
作
は
部
分
的
に
は
勿
論
新
し
い
試

〔

マ

マ

〕

み
と
愛
様
が
あ
る
に
し
て
も
凡
そ
次
の
如
き
構
成
を
有
す
る
。
即
ち
―
―
一
楽
章
制
、
通
例

四
つ
の
ト
ウ
テ
イ
と
三
つ
の
獨
奏
部
と
よ
り
な
る
ソ
ナ
タ
形
式
に
よ
る
第
一
楽
章
、
主

と
し
て
第
三
楽
章
に
於
け
る
民
謡
民
舞
の
採
用
、
其
の
間
獨
奏
者
に
充
分
名
技
を
疲
揮

せ
し
む
る
作
法
、
至
る
虚
香
を
漂
は
せ
る
優
美
で
貴
族
的
な
ロ

コ
ヽ
趣
味
。
し
か
し
彼

は
徹
頭
徹
尾
之
等
の
要
素
を
自
己
の
創
造
的
感
情
表
出
に
従
屡
せ
し
め
、
加
ふ
る
に
彼

獨
特
の
歌
調
（
C
a
n
t
a
b
i
l
e
)
を
以
て
し
、
形
式
主
義
に
陥
る
こ
と
な
く
幽
早
な
幻
想
を
以

て
常
に
生
氣
を
輿
へ
、
叉
純
名
技
主
義
に
堕
す
る

こ
と
な
く
獨
奏
者
に
優
位
を
奥
ふ
る
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つ
い
で
獨
奏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
紳
訟
的
に
囁
＜
如
き
伴
奏
を
伴
ひ

つ
A

表
情
に
渦

ち
た

A
d
ag
i

o
(
緩
徐
曲
）
で
歌
ふ
0

(四
0

|
四
六
小
節
）

崖

i
o.

号
よ
f

・・▲ 

廿甘もX

り
且

仁

9

1

 

了
b

)

ぅ
｀
｀
竺
J
t
』
u
s
w
[
 

3
、
愛
移
部
の
楽
句

2

『
＇
｀
丁
}
]
月
[
'
,
[
'

.J
F

`

t胃
9

r

,
 

廿

匹

，
 
ー

ー

8

・
店
[

¥

 

息
＿賢＂旦駐

n「

ヽ
｀
p

2
、
第
二
主
題
の
一
部
（
ホ
長
調
） 謹

＼

u
s
g
 

と
共
に
管
絃
楽
に
交
響
曲
的
任
務
を
課
し
之
を
獨
立
せ
し
め
、
民
謡
民
舞
を
用
ふ
る
も

野
部
に
流
れ
ず
適
所
に
之
を
用
ひ
、
か
く
て
渾
然
た
る
普
遍
的
藝
術
様
式
た
ら
し
め
以

て
常
時
の
欧
洲
楽
界
の
み
な
ら
ず
後
世
に
こ
の
様
式
の
範
を
垂
れ
た
の
で
あ
る
。

本
演
奏
イ
長
調
第
五
は
前
記
の
如
く
一
七
七
五
年
卸
ち
十
九
歳
の
折
に
作
ら
れ
た
五

曲
中
の
最
後
に
位
し
原
稿
に
は
一
七
七
五
年
十
二
月
二
十
日
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
と
記

さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
形
式
の
大
要
は
愛
ら
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
曲
は
彼
の
此
種
の

作
中
可
成
り
に
自
由
な
閥
制
を
と
つ
て
ゐ
る
も
の
の
―
つ
で
あ
る
。

管
絃
楽
は
絃
四
種
の
他
、
オ
ー
ボ
ー
、
ホ
ル
ン
各
二
と
い
ふ
彼
に
通
有
な
小
さ
い
も

の
で
あ
る
。

第
一
楽
章

A
l
l
e
g
ro
a
p
e
rt
o
 (
開
節
な
急
速
曲
）
イ
長
調
四
分
四
拍
子

ソ
ナ
タ
形
式
に
よ
る
が
曲
頭
に
先
づ
序
奏
が
ト
ウ
テ
イ
で
幅
廣
く
華
麗
に
奏
さ
れ
、

次
の
如
き
本
楽
章
の
諸
主
題
群
を
こ
A

に
要
約
し
て
示
す
。
（
一

ー
三
九
小
節
）

1
、
第
一
主
題

こ
の
獨
奏
部
は
挿
入
部
で
、
一
見
主
題
と
無
開
係
の
如
く
で
あ
る
が
賓
は
第
一
主
題

と
開
係
を
有
す
る
。
再
び

A
l
l
e
g
r
o
a
p
e
rt
0

に
立
饉
り
提
示
部
と
な
り
、
こ
A

に
第

一
主
題
が
完
全
に
現
れ
る
。
（
四
七
小
節
以
下
）

七
五
小
節
に
至
っ
て
始
め
て
第
二
主
題
が
ホ
長
調
で
譜
7
に
次
ぐ
譜
2
と
共
に
完
全

に
奏
さ
れ
る
。

7

．
芝
＇
）
：
息

p
念
rざ

3
.

9

ょむ
厄

usw.

そ
し
て
提
示
部
の
結
部
に
入
っ
た
後
に
次
の
特
色
あ
る
。
ハ
ッ
セ
ー
ジ
が
現
れ
る
。

(

1

0

一
小
節
以
下
）

が
、
再
び
楽
譜
3
の
ト
ウ
テ
イ
が
現
れ
や
が
て
短
い
展
開
部
に
入
り
嬰
ハ
短
調
に
轄

ず
る
（
―
-
八
小
節
以
下
）
こ
の
部
分
は
ハ
イ
ド
ン
の
そ
れ
と
異
り
次
の
楽
譜
9
に
基

＜
幻
想
曲
風
な
自
由
な
作
法
に
よ
る
も
の
で
作
者
獨
特
の
氣
分
の
表
現
で
あ
る
。

一
四
四
小
節
以
下
反
覆
部
に
入
り
、
大
罷
提
示
部
と
同
様
な
進
行
を
と
る
が
第
二
主

題
が
こ
A

で
は
イ
長
調
で
現
れ
る
。
か
く
て
カ
デ
ン
ツ
ア
に
至
る
（
ニ
―
九
小
節
）
。

6.
~
こ
~
℃
ニ
ー
I
＼
り
「
＇

塁

：

で
h
 
us
w. 

5

吐
J
aa
u

{

n

]

王
旱
□
9
5恥侶
＇
」

が
、
や
が
て
第
二
主
題
に
至
る
愛
移
部
に
轄
じ
獨
奏
と
管
絃
が
競
ふ
。
（
六
三
小
節

以
下
）

usw. 
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が
間
も
な
く
獨
奏
部
と
な
り
、
こ
A

に
第
一
主
題
が
幻
想
的
に
自
由
に
展
開
さ
れ
る

13

営
田
町
い
i
正
恥
，
／
＿
町
陀
・
ー
／
耐
＼
駐
広
u
s
w.
 

ロ
長
調
に
轄
ず
る
と
同
時
に
第
二
主
題
が
現
れ
、
以
下
楽
譜
1
2
の

a
が
著
し
く
愛
形

さ
れ
て
奏
さ
れ
引
績
き
架
譜
11の

b
が
現
れ
た
後
に
次
の
特
色
あ
る
ト
ウ
テ
イ
と
な

る。
2

恥
忙

「
一
日
『
言
恥
〖「＿
）

，

＇

）

二
三
小
節
に
至
っ
て
獨
奏
と
な
り
各
主
題
が
少
し
く
愛
形
さ
れ
つ
A

歌
は
れ
る
。

1
2
、
二
九
小
節
以
下
に
於
け
る
第
一
主
題

u
s
v
 

に
つ
い
で
強
弱
に
富
む
第
二
主
題
が
現
れ
る
。
（
九
小
節
以
下
）

、¥
_
l
'
)

り

1

8

'

 

｀
 
如
ご
’
言
汀
―
J

1
7

に
2-ば
「
）
「

ば
＼
言
界
ロ
ビ
―
―

9

本
曲
の
カ
デ
ン
ツ
ア
も
常
時
の
慣
習
で
あ
る
獨
奏
者
の
即
興
に
委
ね
る
方
法
、
部
ち

a
 pi
a
c
e
r
e
 
(
随
意
に
）
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
本
演
奏
で
は
凡
て
ヨ
ア
ヒ
ム
の
カ
デ
ン
ツ

ア
を
用
ふ
る
。

カ
デ
ン
ツ
ア
に
つ
い
で
楽
譜
3
の
ト
ウ
テ
イ
が
現
れ
華
々
し
く
こ
の
楽
章
を
終
る
。

第
二
楽
章

A
d
ag
i

o
(
緩
徐
曲
）
ホ
長
調
四
分
二
拍
子

こ
の
楽
章
は
作
者
獨
特
の
愛
ら
し
い
諸
旋
律
か
ら
な
る
歌
調
曲
（
C
a
nt
a
bile
)

で
あ

つ
て
青
春
の
純
情
ほ
と
ば
し
る
美
し
い
表
現
で
あ
る
。
先
づ
ト
ウ
テ
イ
で
現
れ
る
美
し

い
ホ
長
調
の
第
一
主
題

（
六
四
小
節
以
下
）
。
つ
い
で
管
絃
楽
の
第
一
主
題
の
導
入
の
後
に
獨
奏
と
な
り
（
八
六

小
節
）
ホ
長
調
に
戻
り
楽
譜
1
2
、
1
3
、
が
反
覆
さ
れ
カ
デ
ン
ツ
ア
と
な
り
短
い
コ
ー
ダ

を
以
て
終
る
。第

三
楽
章

T
e
mp
o
 di
 

M
e
n
u
ett
o
 (
メ
ヌ
エ
ッ
ト
の
速
さ
の
曲
）

イ
長
調
四
分
二
拍
子

こ
の
楽
章
は
粗
野
で
異
郷
的
な
土
耳
古
行
進
曲
を
ト
リ
オ
と
し
て
有
す
る
優
美
な
メ

ヌ
エ
ッ
ト
で
、
曲
頭
、
獨
奏
に
よ
っ
て
第
一
主
題
が
明
瞭
に
メ
ヌ
エ
ッ
ト
の
リ
ズ
ム
で

奏
さ
れ
る
。

ト
ウ
テ
イ
で
こ
れ
が
繰
返
さ
れ
た
後
、
第
二
主
題
へ
の
導
入
楽
句
が
現
れ
る
。
（
一

七
小
節
以
下
）

1
5.~
J
竺
醍
店
．
一

1l
g
gsw
.

こ
れ
に
導
か
れ
て
美
し
い
第
二
主
題
が
出
で
来
る
。
（
二
三
小
節
）

心
唇

□長
o,w.

が
、
間
も
な
く
愛
移
部
に
轄
じ
口
長
調
と
な
り
次
の
特
徴
あ
る
楽
句
が
現
れ
る
。

そ
し
て
ホ
長
調
に
轄
じ
た
後
カ
デ
ン
ツ
ア
と
な
る
（
五
九
小
節
）
。
そ
し
て
再
び
第

一
主
題
が
ト
ウ
テ
イ
で
反
覆
さ
れ
、
楽
譜
1
5
が
獨
奏
で
之
に
つ
い
で
現
れ
た
後
嬰
へ
短

調
の
第
三
主
題
に
轄
ず
る
。

1
4
~冒

戸
i

I
 
,
1
:

咄」
q
s
w. 
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2
2.
 

1
9
 

J ー
T ・

~
ー
~
い
い
i
『
い
曰

2
3
、
（
ニ
ニ
―
小
節
以
下
）
獨
奏

2
2
、
（
一
八
四
小
節
以
下
）
獨
奏

2
1~
咆
こ
閲□
罰ゞ

噴

胄ヽ
『

2
1
、
（
一
七
五
小
節
、
二
六
七
小
節
以
下
）

2
0

寄
凶
口
四
間
い
じ

叩

~
 
肩

叫
u
s
w.

一
九
三
小
節
、
二
五
七
小
節
以
下
）
ト
ウ
テ
イ

こ
れ
と
楽
譜
1
5
が
競
ひ
や
が
て
第
三
主
題
の
獨
り
舞
憂
に
鱚
し
た
後
再
び
カ
デ
ン
ツ

ア
と
な
る
(
―

1

0
小
節
）
。
更
に
三
度
ト
ウ
テ
イ
で
第
一
主
題
が
復
鱚
し
楽
譜
1
5
が

獨
奏
で
之
に
績
き
か
く
し
て
メ
ヌ
エ
ッ
ト
の
部
を
終
り
ト
リ
オ
に
入
る
。
(
-
三
三
小

節
よ
り
）

イ
短
調
四
分
一
一
拍
子

A
l
l
e
g
ro
(
急
速
曲
）
の
ト
リ
オ
は
ト
ウ
テ
イ
と
獨
奏
の
頻
繁

な
交
替
及
同
一
楽
節
の
反
覆
よ
り
な
る
。
管
絃
楽
の
奏
す
る
粗
野
で
異
郷
的
な
土
耳
古

行
進
曲
調
の
導
入
の
後
直
ち
に
獨
奏
と
な
る
。
元
来
こ
の
土
耳
古
行
進
曲
は
ハ
イ
ド
ン

が
履
々
濫
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
用
心
深
く
適
所
に
之
を
用
ひ

た
。
こ
の
ト
リ
オ
の
部
分
は
次
の
諸
楽
句
よ
り
な
る
。

1
9
、
（
一
三
三
小
節
以
下
）

そ
し
て
ト
リ
オ
の
終
り
に
楽
譜
2
1
の
愛
形
よ
り
な
る
短
い
獨
奏
部
が
あ
っ
て
カ
デ
ン

ツ
ア
と
な
っ
た
後
再
び
メ
ヌ
エ
ッ
ト
に
復
鱚
す
る
（
二
八
七
小
節
よ
り
）
。
こ
の
反
覆

部
は
大
閥
最
初
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
と
同
様
で
あ
る
が
楽
譜
1
7
が
愛
形
撰
大
さ
れ
て
居
り
又

楽
譜
1
8
が
省
略
さ
れ
て
ゐ
る
。

三

、

管

絃

架

第

三

シ

ン

フ

ォ

ニ

ー

ヘ

長

調

作

品

九

0

ブ
ラ
ー
ム
ス
作

比
較
的
後
年
に
な
つ
て
か
ら
交
響
曲
に
筆
を
染
め
た
ブ
ラ
ー
ム
ス
(
Jo
h
a
n
n
e
s

B
r
a
h
m
s
 1
8
3
3
|
1
8
9
7
)

は
四
十
四
歳
か
ら
五
十
一
二
歳
の
間
に
園
熟
し
た
四
つ
の
交
響

曲
を
書
い
た
。

本
演
奏
へ
長
調
交
響
曲
は
悲
愴
的
な
ハ
短
調
第
一
（
作
品
六
八
、
一
八
七
七
年
作
）

優
美
で
牧
歌
的
な
二
長
調
第
二
（
作
品
七
三
、
一
八
七
八
年
）
と
枯
淡
で
復
古
的
な
ホ

短
調
第
四
（
作
品
九
六
、
一
八
八
六
年
）
と
の
中
間
に
位
し
、
一
八
八
二
年
着
手
、
一

八
八
三
年
即
ち
五
十
歳
の
夏
に
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
初
演
は
同
年
十
二
月
ハ
ン

ス
・
リ
ヒ
テ
ル
指
揮
の
下
に
ウ
ヰ
ー
ン
の
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ
ニ
ー
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
が
、

彼
の
他
の
交
響
曲
と
異
り
、
こ
れ
は
直
ち
に
人
人
の
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

こ
の
交
響
曲
は
多
く
の
人
人
か
ら
「
彼
の
英
雄
交
響
曲
」
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
が
、
ハ

ン
ス
リ
ッ
ク
の
云
ふ
如
く
こ
A

に
表
現
さ
れ
た
英
雄
は
ベ
ー
ト
ホ
ー
ヴ
ェ
ン
の
そ
れ
の

如
く
戦
闘
的
悲
愴
的
な
も
の
で
は
な
く
、
一
面
に
ベ
ー
ト
ホ
ー
ヴ
ェ
ン
第
二
期
の
健
康

と
充
溢
し
た
活
力
を
、
他
面
に
シ
ュ
ー
マ
ン
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ

ク
な
黄
昏
の
色
を
交
へ
た
も
の
で
あ
る
。
一
言
に
プ
ラ
ー
ム
ス
の
特
性
た
る
積
極
的
な

生
活
力
と
そ
の
著
し
き
阻
害
か
ら
起
る
憂
鬱
厭
世
と
の
間
の
頑
強
な
闘
争
、

一音
楽
的
に

は
長
短
雨
調
の
相
混
じ
た
複
雑
な
情
緒
の
力
強
き
表
現
に
他
な
ら
ぬ
。

本
交
響
曲
の
構
成
上
三
つ
の
特
異
な
貼
が
あ
る
。

一、

第
一
楽
章
（
ニ
ニ
四
小
節
）
中
、
主
題
展
開
部
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
ゐ
る

こ
と
（
四
八
小
節
）
。
反
之
、
博
統
的
意
味
に
於
け
る
主
題
展
開
部
が
不
必

要
或
は
不
可
能
な
る
程
に
、
主
題
提
示
部
に
重
き
を
置
か
れ
大
き
な
諸
主
題

が
こ
A

に
提
示
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
（
七
二
小
節
）
。

二、

第
三
楽
章
に
於
て
明
い
諧
諒
的
な
ス
ケ
ル
ツ
オ
と
い
ふ
博
統
的
方
式
を
用
ひ

ず
、
特
に
厳
鼎
で
憂
鬱
な
る
舞
曲
を
以
て
之
を
第
四
楽
章
へ
至
る
媒
介
と
し

93 第 1章 昭和 2年～12年 (1927~1937)
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Celli
,
 

Basse
,
 Kontrafagott
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．
 

H
o
m
e
r
 
u•Klar

. 

た
こ
と
。

三
、
第
四
楽
章
（
三

0
九
小
節
）
に
全
曲
の
重
心
が
置
か
れ
、
前
三
楽
章
の
徹
底

的
解
決
を
こ
A

に
求
め
て
ゐ

る
こ
と
。
帥
ち
終
楽
章
を
輩
な
る
附
加
物
の
如

く
に
取
扱
ふ
博
統
に
意
識
的
に
反
封
せ
る
こ
と
。
こ
の
博
統
は
終
楽
章
を
重

視
し
た
ベ
ー
ト
ホ
ー
ヴ
ェ
ン
に
す
ら
時
折
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
楽
章

A
l
l
e
g
ro
c
o
n
 b
ri
o
 (活
氣
あ
る
急
速
曲
）
へ
長
調

ソ
ナ
タ
形
式
に
よ
る
。
冒
頭
三
小
節
に
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
、
木
管
が
奏
す
る

旋
律
F
A
S
F
は
全
交
響
曲
の
内
的
統
一
を
な
す
主
動
機
で
、
第
一
楽
章
は
勿
論
全
曲
を

通
じ
て
斐
形
さ
れ
て
反
覆
出
現
す
る
。

か
A

る
主
動
機
の
使
用
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
第
一
第
二
交
響
曲
を
始
め
と
し
て
彼
の
作

に
隈
々
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
A

に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る

F
心

F
は
ヨ
ア
ヒ
ム

の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
F
A
E
(
F
r
ei

a
b
e
r
 ei
n
s
a
m

自
由
に
し
か
し
寂
し
く
）
に
封

し
て
嘗
て
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
封
立
さ
せ
た
モ
ッ
ト
1
F
A
F
(
F
r
ei

a
b
e
r
 f
r
o
h
自
由
に

し
か
し
楽
し
く
）
に
源
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

(
K
a
l
b
e
c
k
:
B
r
a
h
m
s
 B
d
.
 

I
.
 9
8
)
 

直
ち
に
第
一
主
題
が
へ
長
調
四
分
六
拍
子
で
第
一
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ
っ
て
力
強

く
情
熱
的
に
現
れ
る
が
同
時
に
主
動
機
が
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
と
バ
ス
に
よ
っ
て
暗

く
短
調
で
進
む
。
（
三
小
節
以
下
）
こ
の
二
つ
の
反
封
な
力
の
合
成
に
闘
争
の
根
が
認

め
ら
れ
る
。

H
o
m
e
r
,
 T
r
o
m
p., 
F
og
.,O
h
., 
F1ot

.
 

・orner,
 Fag.̀

Klar.
 

や
が
て
副
主
題
が
挿
話
的
に
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
柔
く
誘
ふ
が
如
く
に
現
れ
る
。

（
十
五
小
節
以
下
）

3

母
皿
闘

唸

碍

そ
し
て
一
九
小
節
に
至
り
、
極
め
て
明
瞭
に
主
動
機
が
低
―音
楽
器
に
於
け
る
A
C
A

の
形
で
現
れ
る
。
以
下
エ
ン
ハ
ル
モ
ニ
ッ
ク
の
轄
調
を
な
し
つ
A

イ
長
調
の
第
二
主
題

に
入
る
。
こ
の
轄
調
の
部
分
は
ヴ
ア
グ
ネ
ル
の
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
の
冒
頭
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
山

に
於
け
る
水
の
精
の
合
唱
「
岸
に
来
れ
」

(
N
a
ht

e
u
c
h
 d
e
m
 St
r
a
n
d
e
)

を
想
は
せ

る
。
か
A

る
理
由
で
プ
ラ
ー
ム
ス
が
こ
の
交
薔
曲
の
作
曲
中
に
死
ん
だ
ヴ
ア
グ
ネ
ル
に

封
し
之
を
以
て
敬
意
を
表
し
た
の
で
あ
ら
う
と
リ
ー
マ
ン
は
考
へ
て
ゐ
る
。

優
美
で
異
郷
的
な
香
の
す
る
第
二
主
題
は
昔
色
と
調
に
於
て
力
強
い
第
一
主
題
と
好

封
比
を
な
す
も
の
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ア
ゴ
ッ
ト
と
の
二
重
唱
四
分
九
拍
子
（
四
分

六
拍
子
と
四
分
三
拍
子
と
の
結
合
）
で
現
れ
る
。
（
六
三
小
節
以
下
）

4

雪
ロ
エ
]
(i

p
nuz
za
g

Q

 

祠

：

言

，＇口＇「
h

叫r

こ
れ
を
ヴ
ィ
オ
ラ
と
セ
ロ
が
各
五
度
の
和
昔
で
而
も
一
方
は
レ
ガ
ー
ト
で
他
方
は
バ

〔

マ

マ

〕

ス
と
共
に
ピ
チ
ッ
カ
ー
ト
で
伴
奏
し
つ
A

進
み
行
く
。
こ
A

の
リ
ズ
ム
は
非
常
に
複
雑

で
美
し
い
。

ー
』

．

｀
 
↑
i
 

：
 

→訓
図 喜

宣

汀「＇、「い忍覧誓
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I•Hom 

und Bratsi"he
.
V

i

o
l
o
n
ce
ll 

そ
し
て
最
後
は
第
一
主
題
の
静
な
引
用
を
以
て
終
る
。

.... 

之
が
漸
次
に
歩
を
緩
め

u
n
p
o
c
o
 sost
e
n
ut
o
 (
稽
々
緩
く
持
績
せ
る
昔
で
）
に
入

る
(
-
―
二
小
節
）
。
激
烈
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
つ
展
開
部
か
ら
反
覆
部
へ
か
け
て
の

過
渡
を
為
す
こ
の
平
和
で
紳
秘
的
な
。
ハ
ッ
セ
ー
ジ
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
特
有
の
情
緒
の
表
現

で
夕
立
の
後
の
月
に
も
醤
ふ
べ
き
で
あ
る
。

反
覆
部
は
文
字
通
り
の
反
覆
で
先
づ
全
和
絃
に
よ
る
主
動
機
の
再
現
（
―
二

0
ー
一

ニ
四
小
節
）
に
始
ま
り
提
示
部
と
大
恒
同
様
な
進
行
を
と
る
が
第
二
主
題
が

こ
A

で
は

ニ
長
調
で
現
れ
る
。
そ
し
て
一
八
一
小
節
以
下
コ
ー
ダ
に
入
る
。

コ
ー
ダ
も
や
は
り
主
動
機
を
以
て
始
ま
り
、
主
と
し
て
第
一
主
題
の
愛
形
を
以
て
形

成
さ
れ
て
ゐ
る
が
二

0
二
小
節
以
下
に
次
の
二
重
封
位
法
の
作
例
が
あ
る
。

I
•V

iol
. 

.0 

こ
れ
が
反
覆
愛
奏
さ
れ
た
後
絃
楽
に
よ
っ
て
四
分
六
拍
子
に
復
饉
し
オ
ー
ボ
ー
が
主

動
機
A
C
A
を
奏
す
る
（
四
九
ー
五
0
小
節
）
、
が
以
下
刃
の
ひ
ら
め
く
が
如
き
楽
句

が
上
行
下
行
し
之
が
漸
次
急
迫
し
て
遂
に
展
開
部
に
入
る
。
（
但
し
こ
A

で
提
示
部
が

最
初
か
ら
反
覆
せ
ら
れ
る
）

展
開
部
で
は
先
づ
第
二
主
題
が
今
度
は
短
調
で
急
迫
に

(
Ag
i
t

at
o

)

陰
氣
に
興
奮
的

に
セ
ロ
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
で
現
れ
る
が
や
が
て
ホ
長
調
に
轄
じ
一
〇
一
小
節

以
下
主
動
機
が
引
延
ば
さ
れ
た
形
で
現
れ
ホ
ル
ン
と
オ
ー
ボ
ー
に
よ
っ
て
旋
律
的
に
歌

れ
る
。

e 

第
二
楽
章

A
n
d
a
nt
e
(
緩
歩
曲
）
ハ
長
調
四
分
四
拍
子

こ
の
楽
章
は
静
で
敬
虔
な
牧
歌
的
な
詩
で
あ
る
。
楽
式
的
に
は
可
成
り
に
愛
態
で
あ

つ
て
大
部
分
は
子
供
の
讃
美
歌
の
如
き
次
の
主
題
に
基
く
。
(

-

I

五
小
節
）

H
o
l
z
b
l
 

r
1
1
 

7

-

"
l
~
•
V
ia
l
<m
c
"
0
4、
.

こ
の
主
題
は
先
づ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ア
ゴ
ッ
ト
の
四
部
合
奏
で
現
れ
る
が
第
一
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
は
抑
揚
格
（
T
r
o
c
h
a
u
s
)
で
第
ニ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ア
ゴ
ッ
ト
は
揚
抑

格
（
J
a
m
b
u
s
)
郡
ち
上
拍
で
喰
ひ
違
ひ
の
リ
ズ
ム
を
奏
す
る
。
そ
し
て
之
が
ヴ
ィ
オ
ラ

と
セ
ロ
の
四
部
合
奏
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
る
。
以
下
主
題
の
特
性
は
愛
は
ら
な
い
け

れ
ど
も
、
自
由
に
愛
奏
さ
れ
つ
A

進
み
行
く
。
そ
し
て
四
一
小
節
か
ら
五

0
小
節
に
か

け
て
第
二
主
題
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
が
イ
短
調
で
嘆
く
が
如
く
現
れ
る
。

ふ
1f
汀
｀
J
~

i
t

~n

!
「
」

け
れ
ど
も
絃
の
導
入
と
共
に
再
び
ハ
長
調
の
主
題
が
フ
ア
ゴ
ッ
ト
の
二
重
奏
に
よ
っ

て
復
饉
し
、
以
下
或
は
絃
で
或
は
管
で
、

轄
調
に
轄
調
を
重
ね
愛
奏
を
為
し
つ
A

展
開

さ
れ
て
行
く
。
そ
し
て
―
二
二
小
節
以
下
短
い
コ
ー
ダ
に
入
り
軟
い
不
協
和
昔
を
以
て

稗
秘
的
に
章
を
終
る
。

主
動
機
は
こ
の
楽
章
で
極
め
て
巧
妙
且
つ
有
意
義
に
隠
さ
れ
て
現
れ
て
ゐ
る
。
例
ヘ

ば
前
掲
譜
8
の
後
楽
句
に
於
け
る
第
一
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
如
き
形
で
所
々

に
散
見
さ
れ
る
。

更
に
譜
9
は
元
来
第
二
主
題
と
稲
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
楽
章
で

は
一
回
し
か
現
れ
ず
第
四
楽
章
に
再
び
現
れ
て
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
。

第
三
築
章

P
o
c
o
Allegre
tt
o
稽
々
速
き
曲
ハ
短
調
八
分
三
拍
子

自
由
な
ダ
カ
ポ
形
式
に
よ
る
。
厳
鼎
で
憂
鬱
な
舞
曲
。
美
し
い
過
去
を
追
憶
す
る
如

き
ハ
短
調
八
分
三
拍
子
の
主
題
が
先
づ
セ
ロ
で
現
れ
る
。
（
一
ー
―

一
小
節）

゜

言

―」-
こ
]
ー
叫
―[[¥=]
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が
、
セ
ロ
の
喰
ひ
違
っ
た
リ
ズ
ム
に
伴
は
れ
な
が
ら
進
み
行
く
。

績
い
て
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
之
を
受
け
る
が
、

題
を
セ
ロ
が
奏
す
る
。
（
二
四
小
節
以
下
）

や
が
て
夢
幻
的
で
回
想
的
な
副
主

そ
し
て
四

0
小
節
で
再
び
冒
頭
の
主
題
に
饉
る
が
今
度
は
フ
リ
ュ
ー
ト
と
オ
ー
ボ
ー

で
奏
さ
れ
る
。
か
く
て
第
一
部
を
終
り
第
二
部
中
間
楽
節
に
入
る
（
五
三
小
節
以
下
）
。

こ
の
部
分
は
愛
イ
長
調
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
色
彩
は
依
然
と
し
て
暗
く
、
諦
と

願
と
の
混
じ
た
情
緒
の
表
現
で
ベ
ー
ト
ホ
ー
ヴ
ェ
ン
第
五
交
響
曲
第
二
楽
章
の
或
個
所

を
想
は
せ
る
。
管
の
奏
す
る
次
の
楽
句

ー2
C
|ビ
-
『
-
[

•
•
w
.

や
が
て
絃
の
訴
ふ
る
が
如
き
。
ハ
ッ
セ
ー
ジ
が
現
れ
た
後
（
六
九
小
節
以
下
）
再
び
譜

1
2
に
鰭
り
短
い
導
入
部
を
経
て
九
九
小
節
以
下
第
三
部
に
入
る
。

反
覆
部
は
全
然
新
し
い
楽
器
編
成
よ
り
な
り
、
先
づ
ホ
ル
ン
で
主
題
（
譜
1

0

)

が
鰭

り
オ
ー
ボ
ー
に
移
り
つ
い
で
フ
ア
ゴ
ッ
ト
が
副
主
題
を
奏
し
た
後
に
、
再
び
第
一
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
セ
ロ
と
で
主
題
が
現
れ
一
五

0
小
節
以
下
主
題
よ
り
な
る
コ
ー
ダ
を
以
て

終
る
。こ

の
楽
章
で
主
動
機
は
主
と
し
て
主
題
（
譜
1

0

)

の
伴
奏
を
す
る
絃
の
三
十
二
分
三

連
音
符
と
四
分
昔
符
の
形
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。

一0
`

e

T

3

こ
い
』
：
督
琶
苔

り

i

績
い
て
著
し
く
愛
形
さ
れ
た
第
一
主
題
の
後
楽
旬
が
執
拗
に
力
強
く
展
開
さ
れ
出

←.: 

こ
の
間
慮
々
に
出
現
す
る
絃
の
伴
奏
の
リ
ズ
ム
は
複
雑
で
極
め
て
美
し
い
。

『

、

｀

塁
言
）
＇

五
二
小
節
に
至
っ
て
こ
の
闘
手
が
止
ん
で
歓
喜
に
満
ち
た
明
い
ハ
長
調
の
第
二
主
題

に
一
轄
す
る
、
先
づ
ホ
ル
ン
と
セ
ロ
で
こ
れ
が
現
れ
た
後
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
木
管

が
加
は
り
や
が
て
全
管
絃
に
撰
大
さ
れ
る
。

1
6
 

之
が
フ
リ
ュ
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
で
反
覆
さ
れ
た
後
、
リ
ズ
ム
が

停
滞
し
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
導
入
に
よ
っ
て
第
二
楽
章
の
第
二
主
題
（
譜
9

)

が
ピ
ア
ニ

シ
モ
で
胸
苦
し
く
和
昔
的
に
再
現
す
る
（
十
八
小
節
）
。
す
る
と
突
然
全
管
絃
が
荒
々
し

く
次
の
楽
句
を
奏
し
出
す
、
之
は
主
動
機
の
愛
形
と
見
倣
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
（
三

0
小
節
以
下
）

ふ

9
出

，
JT
ぷ

□厚．

第
四
楽
章

A
l
l
e
g
r
o

(急
速
曲

）

へ

短

調

二

分

二

拍

子

〔

マ

マ

〕

全
曲
の
頂
貼
を
な
す
こ
の
楽
章
は
根
源
的
緒
力
の
力
強
い
闘
争
と
そ
の
解
決
の
表
現

で
あ
る
。
楽
式
上
ソ
ナ
タ
形
式
に
基
く
。
曲
頭
へ
短
調
二
分
二
拍
子
の
第
一
主
題
が
絃
と

フ
ア
ゴ
ッ
ト
に
よ
っ
て
謎
の
如
く
幻
想
的
に
陰
氣
に
掠
め
去
る
如
き
昔
形
で
現
れ
る
。
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〔

批

評

〕

一
音
楽
學
校

ふ
工

そ
し
て
一
〇
八
小
節
よ
り
展
開
部
に
入
る
。
先
づ
木
管
が
第
一
主
題
を
奏
し
或
は
之

〔

マ

マ

〕

が
引
延
さ
れ
或
は
分
括
さ
れ
る
が
、
や
が
て
管
が
第
二
主
題
を
朗
に
奏
し
出
し
、
其
間

絃
は
上
下
す
る
烈
し
い
昔
形
で
伴
ひ
行
く
。
(
-
四
九
小
節
以
下
）

か
く
て
フ
ォ
ル
テ
イ
シ
モ
の
中
に
反
覆
部
に
入
る
（
一
七
二
小
節
よ
り
）
。
反
覆
部

に
先
づ
現
れ
る
も
の
は
譜

16
に
示
し
た
第
一
主
題
の
愛
形
で
あ
る
が
、
一
九
四
小
節
に

至
っ
て
第
二
主
題
が
現
れ
一
時
光
明
を
見
る
。
け
れ
ど
も
再
び
譜
18
の
世
界
に
鱚
し
、

フ
ォ
ル
テ
イ
シ
モ
で
大
波
の
如
く
う
ね
り
進
む
。
か
く
す
る
中
に
第
一
主
題
の
楽
句
が

現
れ
始
め
、
や
が
て
フ
ア
ゴ
ッ
ト
と
ホ
ル
ン
が
之
を
奏
し
絃
は
ピ
ッ
チ
カ
ー
ト
で
伴

ふ
。
こ
A

に
至
っ
て
暴
風
雨
は
凪
ぐ
（
二
四
六
小
節
以
下
）
。
そ
し
て
静
さ
の
中
に
コ

ー
ダ
に
入
る
（
二
五
二
小
節
よ
り
）
。
弱
昔
器
を
か
け
た
絃
の
奏
す
る
静
な
第
一
主
題

は

u
n
p
o
c
o
 
sost
enut
o
 (
稲
々
緩
く
持
績
せ
る
昔
で
）
（
二
六
七
小
節
以
下
）
に
至

り
主
調
で
あ
る
へ
長
調
に
饉
り
管
が
第
一
主
題
を
幅
廣
＜
奏
す
る
と
き
絃
は
三
十
二
分

昔
符
レ
ガ
ー
ト
の
昔
形
で
伴
ひ
行
く
。
最
初
の
無
氣
味
で
陰
氣
な
鬱
陶
し
さ
は
烈
し
い

暴
風
雨
と
な
っ
て
荒
れ
狂
っ
た
が
、
今
や
そ
れ
も
過
ぎ
美
し
い
虹
が
出
で
睛
々
し
た
氣

分
を
漂
せ
て
ゐ
る
。
二
八
五
小
節
以
下
第
二
楽
章
第
二
主
題
（
譜
9

)

が
現
れ
る
が
今

や
そ
れ
も
平
和
と
静
さ
に
満
ち
て
ゐ
る
。
そ
し
て
最
後
に
主
動
機
が
フ
リ
ュ
ー
ト
と
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
現
れ
（
二
九
九
—
三
0

一
小
節
）
ピ
ア
ニ
シ
モ
で
謎
の
如
き
不
可
思
議

な
美
し
さ
を
た
A

へ
つ
A

全
曲
を
終
る
。

秋
季
演
奏
を
聴
く

野

村

光

一

十
一
月
廿
七
日
夜
、
日
比
谷
公
會
堂
、
提
琴
家
ボ
ラ
ッ
ク
氏
が
初
め
て
公
開
出
演

し
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
第
三
交
薔
曲
が
ラ
ウ
ト
ル
ツ
。
フ
氏
の
指
揮
で
演
奏
さ
れ
る
。

ボ
ラ
ッ
ク
氏
の
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
イ
長
調
協
奏
曲
は
賓
に
立
派
だ
っ
た
。
私
は
最
近

用 v

す
。
（
七
五
小
節
以
下
）

璽
廿 v

巴
11も!-11)V 

虚 ．． 

皿

一
、
長

昭
和
五
年
十
二
月
六
日

斯
様
に
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
ら
し
い
演
奏
に
接
し
た
事
が
な
い
。
氏
の
曲
線
美
に
富
ん
だ
典

雅
な
貴
族
的
な
ロ
コ
コ
趣
味
に
溢
れ
た
表
現
は
、
員
に
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
様
式
を
具
ヘ

た
弾
奏
で
あ
る
。
然
る
に
そ
れ
に
反
し
て
管
絃
楽
の
伴
奏
は
な
ん
た
る
事
で
あ
ら
う
。

獨
奏
者
の
妙
技
を
打
ち
壊
す
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
無
き
に
等
し
き
伴
奏
で
あ
る
。
こ
の
曲
の

伴
奏
は
小
規
模
な
編
成
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
嵐
暴
な
粗
雑
な
大
き
な
音
を

立
て
A‘

獨
奏
者
の
妙
な
音
を
吹
き
消
し
て
し
ま
ふ
。
あ
の
伴
奏
の
弱
音
は
更
に
／
＼

弱
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
獨
奏
は
常
に
ド
ル
チ
ェ
で
エ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ボ

そ
の
物
で
あ
る
の
に
、
伴
奏
に
は
全
然
斯
様
な
と
こ
ろ
が
見
富
ら
な
い
。
こ
の
合
奏

は
、
た
と
ふ
れ
ば
、
都
育
ち
の
磨
き
上
っ
た
優
雅
な
御
嬢
さ
ん
に
、
田
舎
出
の
ぶ
つ
き

ら
棒
な
下
男
が
御
供
を
し
て
一
緒
に
歩
い
て
ゐ
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

最
後
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
、
力
演
で
あ
っ
た
が
、
解
繹
の
不
足
が
認
め
ら
れ
た
。
要
す

る
に
、
こ
の
管
絃
楽
園
は
、
優
れ
た
技
術
家
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
足
り
ぬ
事
が
大
き
な
弱
黙
で
あ
る
。

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
五
年
十
一
月
二
十
九
日
）

第
四
回
校
内
演
奏
会

第
四
回
校
内
演
奏
會

昭
和
五
年
十
二
月
六
日
（
土
）

於
本
校
奏
楽
堂

唄
「
四
季
山
姥
」

三
味
線

〔

唄

〕

加東藤

地

伸

倉

春

村

壽

賀壽恵

美

子 子 子

小

枝

河

野

子

上

野

き

み

子

午
後

一
時

日

暮

千

代

子

97 第 1章 昭和 2年～12年 (1927~1937)



六、

ア
ダ
ヂ
オ
、

ア
レ
グ
ロ
ヴ
イ
ヴ
ア
チ
ェ

作
品
第
一
の
二
、

ト
長
調

ピ

七
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

「
天
地
創
造
」
中
の
ア
リ
ア

二
、
生
田
流
等
曲

「

遠

砧

」

憩

I

セ

ア

ノ
ロ

ヴ

ィ

オ

ラ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第

（

高

）

”

（

低

）

三
味
線

永

ベ
ー
ト
ホ
ヴ
ェ
ン
曲

井

進

朝

山

綾

子

ノ‘

イ

ド

ン

曲

山

縣

静

江

l

休

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

舞
踏
會
へ
の
招
待
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ウ

コ

ノミ

曲

須

藤

キ

チ

四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ
愛
ホ
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ

ン

メ

Jレ

曲

安

明

平榎

本

長
井

保
部

幸

四

喜郎

三
、
絃
架
三
重
奏
「
セ
レ
ナ
ー
デ
」
ベ
ー
ト
ホ
ヴ
ェ
ン
曲 荒

木

枝

上

野

子

高

草

芳恵幹

子

春

日

井

澄

子

＇ ノ‘ 五 四

セ ピ

ロ

ノ

K
o
n
z
e
rt
 
i

n
 A
 M
o
l
l
 (
1

 

S
at
z.)
 

イ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
第
一
楽
章
）

ア

獨

奏

六
ッ
の
愛
奏
曲
（
作
品
三
四
）

S
e
c
h
s
 V
a
ri
at
i

o
n
e
n
 (
O

p
.
 

3
4
.)
 

獨

奏

ホ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
三
四
、
第
一
楽
章
）

K
o
n
z
e
rt
 
i

n
 E
 M
o
l
l
 (
O

p
.
 

3
4
,
 1

 

S
at
z.)
 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

土 リ 森

田

榮 英

ン

ド

ネ

ル

作

Li
n
d
n
er
.
 

直

い、

主
題
と
愛
奏
曲

A
ri
e
 mi
t
 

V
e
r
a
n
d
e
r
u
n
g
e
n
 

ろ
、
組
曲
「
ラ
ル
〔
レ
〕
ジ
ア
ン
ヌ
」
中
の
メ
ヌ
エ

ッ
ト

M
e
n
u
e
tt 
a
u
s
 d
er
 S
ui
t

e
 "L

'A
r
l
e
si
e
n
n
e
"
 

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

秦

八

代

子

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ー
作

ナ

シ

ェ

ー

編

V
i

v
a
l
di
-
N
a
c
h
e
z
.
 

萩

原

か

つ

「
そ
れ
で
も
そ
な
た
は
言
っ

た」

P
u
r
 di
cest
i
 

ロ

ッ

テ

ィ

ー

作L
ot
t
i
.
 

久

萬

壽

松

子

ビ

ゼ

作

B
i

zet
.
 

ヘ

ン

デ

ル

作
H
a
n
d
el. 

昭
和
五
年
十
二
月
七
日

東
京
―
音
架
學
校
選
科
―
音
架
演
奏
會
曲
目
（
謬
和
応
ロ
ニ
『
畔
国
『
[
-
疇
）

ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

第

一

部

洋

柴

大森

井
島

通

裕恵

第 2部

（
『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
二
号
、
昭
和
六
年
三
月
、
九
一
l
九
二
頁
）

選
科
音
楽
演
奏
会

セ

ロ

安

部井

幸直

昭和の東京音楽学校篇

明

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ー百
雁田

弘
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六
長

官

五

花

唄

生
田
流
等

女

二
重
奏園

四

若

菜

摘

長

唄

夕
生

田

流
吾

妻

八

景

長

唄

松
山

田

流

等

七

ピ

顔 風

長

唄

科

生

徒

等
曲
科
生
田
流

生

徒

杉丸佐唄

：三
樹郎賀

同 同

中吉萩東三
味

村村線

::ヘ
郎雄仁次

藤上西島松三

村田寸本本塁
壽富

賀美鎮濶

子子恵子

7
 

イ

、

歌

の

翼

に

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
ニ
短
調

二
楽
章
及
三
楽
章 憩

ー

|

I

休

ノ

獨

奏

…

…

モ

ツ

ア

ル

ト

作

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

木

村

幸

枝

6
．

ピ

ア

満

田

久

代

三
十
二
愛
奏
曲

ハ
短
調

ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
作

5
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

4
 

内

野

照

子

ク
リ
ス
マ
ス
オ
ラ
ト
リ
ウ
ム
…
…

ノゞ

ツ

ノ‘

作

高荒三
味

草木線

幹芳

子枝

ボ
ロ
ネ
イ
ズ

メ
ッ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

松

原

操

上 箪

野

恵

子

作
品
二
十
六
ノ

…
…
シ

ヨ
゜
ノヽ

ン

作

3
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

2
 

小

泉

喜

代

宮藤田赤唄

崎井中星

喜壽

久々君和

代枝江歌

ロ

ッ

シ

一
作

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

マ
テ
ィ
ル
デ
の
ロ
マ
ン
ス
、
歌
劇
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

テ
ル
」
よ
り
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

小

畑

秀

子

這金坂唄

；塁原本

知み逸藤

子子子江

高鈴鈴荻等

野木木原
キ
ヨゐ治

子つ静代

ー

曲

第

二

部

邦

楽

土

曜

演

奏

會

射

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

激
情
的
幻
想
曲
（
作
品
三
五
）

F
a
nt
asi
a
 ap
p
assi
o
n
at
a
 (O
p
.
 

3

5
.)
 

ア

ノ

獨

奏

ニ
長
調
ソ
ナ
テ
（
作
品
一

0
、
第
三
番
、
第
一
楽
章
）

S
o
n
at
e
 in
 D
 D
u
r
 (
O

p
.

1

0
,
 

N
o
.
 

3
,
 

1
 

S
at
z
)
 

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

パ
ッ
サ
カ
リ
ア
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
·

高

重

ヴ

ユ

城
ー
タ

V
i

e
u
xt
e
mp
s
.
 

ン

作

目

昭
和
五
年
十
二
月
十
三
日

昭
和
五
年
十
二
月
十
三
日
午
後
二
時
開
演

於
東
京
音
楽
學
校
奏
架
堂

第
五
十
五
回

ブ
ッ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
作

鳥

居

善

次

郎

学
友
会
第
五
十
五
回
土
曜
演
奏
会

東
京
昔
榮
學
校
學
友
會
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p ← や t 卜 10 

，
 

ト
リ
オ

厳
格
ナ
ル
愛
奏
曲

ソ
ナ
タ
第
四
番

ピ

ア

ノ

三

重

奏

作
品
一
ノ
一

8
，

ピ

ア

ノ

獨

奏

P
R
O
G
R
A
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る
。
本
演
奏
の
曲
は
彼
の
ウ
ヰ
ー
ン
風
な
香
の
す
る
美
し
い
ヴ
ァ
ル
ツ

で
あ
る
。

六

＂‘ 
霜

の

且

混

竪

合

唱

象
徽
派
の
詩
と
印
象
派
の
心
境
を
音
楽
に
賓
現
し
た
近
代
佛
閑
西
の
代
表
作
家
ド

ビ
ュ
ッ
ス
イ
(
-
八
六
ニ
ー
一
九
一
八
）
は
一
九
一

0
年
に
「
ピ
ア
ノ
前
奏
曲
第
一

巻
」
を
公
に
し
た
。
「
亜
麻
毛
の
少
女
」
は
そ
の
十
二
曲
中
の
第
八
番
に
あ
た
り
、

誠
心
の
こ
も

っ
た
空
色
の
瞳
の
亜
麻
毛
の

乙
女
が
夢
に
見
た
美
し
い
騎
士
理
想
の
懇

人
を
憧
れ
て
ゐ
る
幻
想
的
表
現
で
あ
る
。
本
演
奏
の
も
の
は
橋
本
國
彦
氏
が
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
に
編
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。

園
舞
曲
（
イ
長
調
）

W
a
l
z
e
r
 i
n
 A
 D
u
r
 

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
（
一
七
五
六
ー
一
七
九
一
）
の
一
七
八
八
年
作
の
二
つ
の
ピ
ア
ノ

ソ
ナ
タ
中
の
一
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
五
四
五
）
で
ソ
ナ
テ
イ
ネ
、
ア
ル
ブ
ー
ム
中
に
も

牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
程
平
易
な
曲
で
あ
る
が
彼
の
作
風
を
覗
ふ
に
は
充
分
で
あ
る
。

信
時
潔
氏
が
輿
謝
野
晶
子
夫
人
の
歌
に
作
曲
し
て
昭
和
二
年
に
小
曲
五
章
と
し
て

出
版
さ
れ
た
も
の
の
中
の
二
曲
で
、
い
づ
れ
も
歌
詞
と
共
に
諸
行
無
常
の
心
境
の
表

現
で
あ
る
。二

人
の
郷
彊
兵

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

ボ

ヘ

ミ

ヤ

民

謡

i

旗

野

十

一

郎

作

歌

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

S
c
h
u
m
a
n
n
 

ロ
マ
ン
テ
イ
ッ
ク
と
い
ふ
言
葉
が
最
も
妥
常
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
ロ
ベ
ル
ト
・

シ
ュ
ー
マ
ン
(
-
八
一

0
ー
一
八
五
六
）
は
作
曲
家
と
し
て
は
ピ
ア
ノ
と
リ
ー
ド
方

面
特
に
小
曲
に
優
れ
た
も
の
を
残
し
、
批
評
家
と
し
て
は
常
時
の
楽
界
に
縦
横
無
盛

に
銑
い
メ
ス
を
加
へ
そ
の
優
れ
た
記
録
を
今
に
博
へ
て
ゐ
る
。

本
演
奏
の
曲
は
彼
の
リ
ー
ド
中
で
も
就
中
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
歌
詞
は
彼
と
同

時
代
の
ロ
マ
ン
テ
イ
ッ
ク
詩
人
ハ
イ
ネ
の
有
名
な
「
二
人
の
郷
弾
兵
」
に
よ
っ
て
ゐ

る
。
露
國
に
捕
は
れ
た
二
人
の
佛
國
兵
が
饉
途
獨
逸
軍
に
立
寄
っ
た
時
、
佛
國
は
既

に
敗
れ
皇
帝
捕
は
る
と
の
悲
し
き
噂
を
耳
に
し
雨
人
共
悲
し
み
泣
き
っ
A

死
し
て
國

に
報
ひ
ん
と
誓
ふ
と
い
ふ
の
が
大
意
で
あ
る
。
ハ
イ
ネ
と
シ
ュ
ー
マ
ン
と
い
ふ
二
人

の
獨
逸
人
が
佛
國
人
の
愛
國
心
を
讀
み
歌
っ
た
の
は
一
寸
奇
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ロ

マ
ン
テ
イ
ッ
ク
た
る
所
以
で
あ
ら
う
。
曲
中
終
り
に
國
に
報
ぃ
ん
と
い
ふ
と
こ
ろ
で

佛
蘭
西
國
歌
が
竪
高
く
歌
は
れ
る
。

ー
・
休
憩
十
分

間
•
ー

D
ie
 b
e
id
e
n
 G
r
e
n
a
d
iere 

フ
ン
メ
ル
作
曲

H
u
m
m
e
l
 

五

は ろ

我

が

手

の

花

い

ぃ
づ

＜
 に

か

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

興
謝
野
晶
子
作
歌

i信

時

潔

作

曲

木

下

保

氏
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は

羽

衣

ろ
（
歌
詞
）

オ
ト

一

鐘

昔

寒

ア

シ

ロ

明

く

る

空

白

々

と

起

心

地

爽

や

け

き

暁

の

町

に

散
敷
け
る
も
み
ぢ
葉
に

荒

庭

も

清

ら

け

き

ぁ
A

何
地
行
く

（
歌
詞
）イ

ヅ
チ

「あ
A

何

地

行

く

我

が

友

よ

あ

A

何
地
行
く
」

『
五
百
重
の
雲
の
隔
た
る
彼
方
我
は
た
ど
る
都
路
ヘ
ー
學
校
へ
』

「あ
A

疾

＜

饉

れ

我

が

友

よ

あ

A

疾
＜
鱚
れ
」

『
青
葉
の
風
の
涼
し
き
頃
ぞ
又
も
相
見
ん
故
里
に
—
森
蔭
に
』

こ
の
曲
は
元
来
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
民
謡

F
ai
t

h
ful

J

a
n
ni
e
で
あ
る
が
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
が
リ
ー
ド
に
編
作
し
た
の
で
有
名
に
な
っ
た
。

（
歌
詞
）

春
の
曙
波
よ
り
白
む
三
保
の
松
原

富
士
の
高
嶺
霞
み
て
映
る
海
の
景
色

空
よ
り
花
は
降
り
来
る
は
。

＿
音
楽
聞
え
震
香
薫
ず
不
思
議
よ
、」

工

濱
の
松
が
枝
妙
な
る
蒻
衣
は
懸
れ
り

白
龍
取
り
て
去
ら
ん
と
す

コ
ナ
タ

「
な
う
そ
の
衣
は
此
方
の
よ
」

露
に
悩
む
花
の
姿

ア

ガ

ヨ

ス

ガ

梵
衣
な
く
ば
天
に
上
る
因
縁
も
あ
ら
じ
あ
さ
ま
し
や

ツ

ゲ

イ

シ

ョ

ウ

ウ

イ

カ

ナ

マ

ソ

デ

梵
衣
着
く
る
や
寛
裳
蒻
衣
奏
ず
か
さ
ず
衣
の
員
袖

の

＜
 

初冬雀初見窓

の 早 し

霜様 霜夢破：
＜ 

の 見 のも戸ド
幸

せ口口 忘叩

旦てり且れき

の

ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン
作
曲

i

鳥

居

枕

作

歌

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

乞

骨

三

郎

作

歌

八 七

A
ri
e
 d
e
s
 
M
a
x
 a
u
s
 
.. F
r
ei
s
c
hilt
z
 

霞
に
ま
ぎ
れ
姿
は
失
せ
つ
A

0

作
曲
者
モ
ー
リ
ッ
ツ
・
ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン

(
M
.H
a
up
t

m
a
n
n
)
 (
一
七
九
二
—
―
八

六
八
）
は
作
曲
家
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
相
常
な
人
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
音
楽

理
論
家
と
し
て
極
め
て
重
要
な
人
で
あ
る
。

以
上
三
曲
は
い
づ
れ
も
一音
楽
學
校
編
「
合
唱
歌
」
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
平
易
な
も

の
で
あ
る
が
小
合
唱
曲
と
し
て
美
し
い
好
適
な
も
の
で
あ
る
。

ピ

ア

ノ

獨

奏

愛
奏
曲
及
士
耳
古
行
進
曲

V
a
ri
at
i

o
n
e
n
 u
n
d
 M
a
r
ci
a
 alla t
u
r
c
a
 

こ
の
イ
長
調
ソ
ナ
タ
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
号
三
三
一
）
は
ハ
長
調
（
三
三
0

)

へ
長
調

（
三
三
二
）
の
二
つ
の
ソ
ナ
タ
と
共
に
一
七
七
九
年
の
パ
リ
ー
滞
在
中
に
作
ら
れ
た
。

し
か
し
こ

の
曲
は
ソ
ナ
タ
と
い
ふ
よ
り
も
組
曲
に
近
く
普
通
の
ソ
ナ
タ
と
著
し
く
構

造
を
異
に
す
る
。
こ
の
組
曲
風
な
黙
は
彼
が
常
時
の
佛
蘭
西
の
ピ
ア
ノ
曲
か
ら
う
け

た
影
響
が
主
な
原
因
で
あ
る
。
卸
ち
、
通
例
の
速
い
第
一
楽
章
の
代
り
に
こ
A

で
は

緩
い
民
訛
調
の
主
題
に
基
く
六
つ
の
愛
奏
曲
を
以
て
し
、
緩
い
第
二
楽
章
の
代
り
に

メ
ヌ
ェ
ッ
ト
と
い
ふ
舞
曲
を
以
て
し
、
第
三
楽
章
に
佛
蘭
西
式
な
ロ
ン
ド
而
も
嘗
時

の
オ
ペ
ラ
コ
ミ
ッ
ク
の
好
ん
で
用
ひ
た
異
郷
的
な
土
耳
古
行
進
曲
を
以
て
し
、
加
ふ

る
に
三
楽
章
を
通
じ
て
イ
長
調
が
基
調
を
な
し
て
ゐ
る
。
以
上
の
如
き
ソ
ナ
タ
の
構

造
は
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
於
て
は
作
品
二
十
六
の
ソ
ナ
タ
に
見
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ

こ
の
イ
長
調
の
ソ
ナ
タ
は
輩
に
楽
式
上
の
み
な
ら
ず
そ
の
内
容
か
ら
観
て
も
作
者
の

特
性
を
遺
憾
な
く
装
揮
せ
る
千
古
の
名
曲
で
あ
る
。

ア
ン
ダ
ン
テ
及
ア
レ
グ
ロ

田
中
規
矩
士
氏
の
近
年
の
習
作

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

歌
劇
「
自
由
射
手
」
中
の
マ
ッ
ク
ス
の
抒
情
調

ろ vヽ

田

中

規

矩

士

氏

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

M
o
z
a
rt
 

田
中
規
矩
士
作
曲

ウ
エ
ー
ベ
ル
作
曲

W
e
b
e
r
 

最
も
獨
逸
的
で
最
も
獨
逸
人
に
好
ま
れ
る
歌
劇
は
ウ
エ
ー
ベ
ル
（
一
七
八
六

I
-

木

下

保

氏
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1

0

 

九

は

ル

ビ

ー

の

美

し

い

唇

は

小

［ 曲呈り

＾ ＾ヘ作作作
Iコロロ
ロロ ロロ ロロ
第第第
ニー八
番番番
、 一 、 一 ＼ー

‘・‘  

捧

夜

T
i

ri
n
d
e
lli 

ろ

三

つ

の

花

び

ら

T
r
e
 p
et
ale 

青

白

き

月

P
a
l
e
 m
o
o
n
 

F
r
e
d
e
ri

c
 K
ni
g

ht
 

L
o
ag

n
 

vヽ

ロ

ガ

ン

作

曲

長

坂

好

子

氏

さ

一

六

）

の

「

自

由

射

手

」

で

あ

る

。

本

演

奏

の

抒

情

調

は

若

い

猥

師

マ

ッ

ク

ス

が

ア

ガ

テ

と

い

ふ

娘

に

封

す

る

愛

を

獲

、

彼

女

の

父

を

森

林

長

に

さ

せ

て

置

か

う

と

し

て

射

撃

競

技

に

出

て

奮

闘

す

る

が

餘

り

に

緊

張

し

過

ぎ

て

反

つ

て

失

敗

し

絶

望

し

て

歌

ふ

第

一

幕

に

あ

る

〔

。

〕

相

嘗

長

い

叉

斐

化

に

富

む

曲

で

俗

に

「

自

由

射

手

」

の

充

抒

情

調

と

呼

ば

れ

て

ゐ

る

曲

。

「

森

を

過

ぎ

野

を

越

え

て

」

(
D
u
r
c
h
di
e
 W
a
l
d
e
r
,
 

d
u
r
c
h
 di
e
 A
u
e
n
)嘗

つ

て

喜

び

我

と

共

に

あ

り

し

に

今

や

天

我

を

見

棄

て

し

か

と

自

己

の

不

運

を

嘆

き

明

日

の

競

技

を

憂

ふ

る

一

節

を

始

め

美

し

い

一

連

の

諸

曲

か

ら

な

る

。

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏
流

浪

の

民

の

節

（

作

品

二

0

)

Zi
g

e
u
n
e
r
w
ei
s
e
n
 (
O

r-
.
 
2
0
)
 

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

橋

本

國

彦

氏

サ

ラ

サ

ー

テ

作

曲

S
a
r
a
s
at
e
 

サ

ラ

サ

ー

テ

(

-

八

四

四

ー

一

九

0八
）

は

西

班

牙

生

れ

の

近

世

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

の

名

演

奏

家

で

技

巧

を

痰

揮

す

る

の

に

相

應

し

い

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

曲

を

敷

多

書

い

た

。

本

演

奏

の

曲

も

そ

の

一

っ

で

彼

の

代

表

作

で

あ

る

の

み

な

ら

ず

現

今

の

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

演

奏

曲

目

中

極

め

て

ポ

ピ

ュ

ラ

ー

な

も

の

に

島

す

る

。

グ

リ

ッ

ク

(
G
li
c
k
)
作

の

印

度

懸

歌

に

英

國

の

ロ

ー

ガ

ン

が

作

曲

し

た

も

の

で

連

績

五

度

、

印

度

の

フ

リ

ュ

ー

ト

の

昔

な

ぞ

異

郷

的

な

伴

奏

に

よ

る

小

曲

。

テ

ィ

リ

ン

デ

ル

リ

作

曲

テ

ィ

リ

ン

デ

ル

リ

(

-

八

五

八

ー

）

は

現

存

の

伊

太

利

作

家

で

主

と

し

て

指

揮

者

や

数

職

に

あ

り

、

嘗

つ

て

亜

米

利

加

に

滞

在

し

た

こ

と

も

あ

る

。

各

方

面

に

作

曲

し

て

ゐ

る

が

、

こ

の

曲

は

伊

太

利

風

な

小

曲

で

あ

る

。

レ

ス

ピ

ー

ギ

ー

作

曲

王 四

ろ vヽ

Zi
g

e
u
n
e
r
l
e
b
e
n
 (
O

p
.
 

2
9
 N
r
.
 
3

)

 

混

竪

合

唱

流
浪
の
民
（
作
品
二
九
•
第
三
番
）

木

下

シ

ュ

マ

保

氏

ン

作

B
e
l
l
a
 p
a
rt
a
 di
 

r
u
bi
ni
 

R
e
sp
i

g

hi
 

レ

ス

ピ

ー

ギ

ー

(

-

八

七

九

ー

）

は

ボ

ロ

ニ

ア

で

一

音

楽

を

學

ん

だ

後

、

露

西

症

で

リ

ム

ス

キ

ー

に

伯

林

で

ブ

ル

ッ

フ

に

つ

き

作

曲

を

修

め

た

現

代

の

代

表

的

伊

太

利

作

家

で

こ

の

小

曲

も

伊

太

利

風

な

旋

律

的

美

に

富

む

。

以

上

三

曲

は

い

づ

れ

も

伊

太

利

語

で

歌

は

れ

る

。

詩

人

ハ

イ

ネ

の

「

ジ

。

フ

シ

ー

の

生

活

」

を

歌

詞

と

し

潤

唱

重

唱

を

交

へ

た

混

槃

合

唱

曲

で

既

に

我

図

に

於

て

も

極

め

て

通

俗

に

な

っ

た

シ

ュ

ー

マ

ン

の

作

品

。

〔
夜
の
部
〕

東

京

音

楽

學

校

生

徒

諸

氏

S
c
h
u
m
a
n
n
 

ピ

ア

ノ

獨

奏

狂

想

曲

（

歌

劇

「

ア

ル

セ

ス

ト

」

の

バ

レ

ー

の

旋

律

を

基

と

せ

る

）

C
ap

ri
c
ci
o
 s
u
r
 les 
ai
rs 
d
e
 ballet
 

d
'A
l
c
e
st

e
 

田

中

規

矩

士

氏
G
l
u
c
k
,
S
ai
nt
'
S
a
e
n
s
 

先
年
物
故
し
た
佛
蘭
西
の
巨
匠
サ
ン
サ
ー
ン
ス
(
-
八
三
五
—
一
九
ニ
―
)
が
近

世

歌

劇

の

改

革

者

グ

ル

ッ

ク

（

一

七

一

四

ー

一

七

八

七

）

の

歌

劇

「

ア

ル

セ

ス

ト

」

中

に

あ

る

バ

レ

ー

の

旋

律

を

基

と

し

て

狂

想

曲

に

作

っ

た

も

の

。

狂

想

曲

は

種

々

の

意

味

を

有

す

る

が

十

八

世

紀

以

後

特

に

ロ

マ

ン

テ

イ

ッ

ク

派

の

そ

れ

は

作

者

の

自

由

奔

放

な

氣

分

の

表

現

で

一

定

の

形

式

を

有

せ

ず

主

と

し

て

リ

ズ

ム

の

鋭

い

急

激

な

愛

化

に

富

む

一

種

の

器

楽

曲

を

意

味

し

事

賓

上

ス

ケ

ル

ツ

オ

と

直

別

出

来

な

い

。

従

っ

て

ス

ケ

ル

ツ

オ

風

な

一

種

の

幻

想

曲

と

云

へ

や

う

。

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

リ

ヒ

ア

ル

ド

・

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

105 第1章 昭和 2年～12年 (1927~1937)



....L. 

ノ‘

vヽ

ス

作

曲

c
.
 

ご a
.
 A
l
l
e
r
s
e
e
l
e
n
 

．
 

Z
u
e
1
g
n
u
n
g
 

S
tan
d
c
h
e
n
 

O
p
.10 N
r
.
 

8
 

0
p
.10 N
r
.
1
 

0
p
.
1
7
 N
r
.
 

2
 

現
今
の
獨
逸
代
表
楽
家
で
あ
り
標
題
楽
方
面
で
極
め
て
著
名
な
リ
ヒ
ア
ル
ド
・
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
(
-
八
六
四
ー
）
は
リ
ー
ド
方
面
に
も
敷
多
の
佳
作
を
の
こ
し
て
ゐ
る
。

本
演
奏
の
三
曲
は
彼
の
リ
ー
ド
中
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
二
つ
は
作
者

が
尚
古
典
的
で
ブ
ラ
ー
ム
ス
等
の
影
響
下
に
あ
っ
た
時
期
の
も
の
で
一
八
八
ニ
ー
一

八
八
三
年
作
の
八
つ
の
リ
ー
デ
ル
（
作
品
一
0

)

中
の
も
の
〔
゜
〕
前
者
た
ま
ま
つ
り

（
第
八
番
）
は
霊
魂
を
祀
る
秋
の
祭
の
日
(
+
一
月
二
日
）
に
託
し
て
亡
き
患
人
と

嘗
て
美
し
き
五
月
の
日
に
語
り
合
ひ
し
如
く
睛
れ
て
懇
を
語
ら
ん
と
い
ふ
意
味
の
も

サ
カ

の
、
後
者
捧
呈
（
第
一
番
）
は
患
人
と
離
り
た
る
悲
し
き
運
命
の
歎
き
、
嘗
つ
て
味

ひ
し
懇
の
法
悦
と
功
徳
を
讃
ふ
る
言
葉
を
懇
人
に
捧
げ
た
も
の
で
い
づ
れ
も
瑞
西
の

詩
人
ギ
ル
ム

(
H
e
r
m
a
n
n
v
o
n
 G
i

l
m
 1
8
1
2
-
6
4
)

の
詩
に
よ
る
。

最
後
の
小
夜
曲
は
作
者
が
古
典
的
か
ら
近
代
的
へ
轄
向
し
つ
A

あ
る
過
渡
期
の
も

の
で
一
八
八
六
年
作
の
六
つ
の
リ
ー
デ
ル
（
作
品
一
七
）
中
の
第
二
番
に
嘗
る
。
人

人
寝
る
静
寂
の
夜
半
人
知
れ
ず
懇
路
を
辿
り
心
行
く
ま
で
味
は
む
と
い
ふ
意
味
の
も

の
で
シ
ャ
ッ
ク

(
F
ri
e
d
ri
c
h
G
r
af
 

v
o
n
 S
c
h
a
c
k
 1
8
1
5
|
9
4
)

の
詩
に
よ
る
。

混

竪

合

唱

夜
番
（
作
品
一
0
四
•
第
一
番
）

N
a
c
ht
w
a
c
h
e
 (
O
p
.104 N
r. 1
)

 

東
京
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

ブ

ラ

ー

ム

B
r
a
h
m
s
 

近
世
獨
逸
の
古
典
的
巨
匠
ブ
ラ
ー
ム
ス
(
-
八
三
一
＿
一
ー
一
八
九
七
）
は
歌
劇
を
除

＜
凡
ゆ
る
作
曲
を
の
こ
し
た
。

本
曲
は
彼
の
晩
年
の
作
で
あ
る
混
槃
合
唱
五
曲
（
作
品
一

0
四
）
中
の
第
二
番
で

夜
番
に
託
し
て
懸
の
や
る
せ
な
さ
を
歌
っ
た
リ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
の
詩
を
歌
詞
と
し
て
六

部
の
合
唱
に
作
り
カ
ノ
ン
風
に
取
扱
っ
た
小
合
唱
曲
で
あ
る
。
軽
い
氣
分
の
中
に
憂

愁
を
含
み
そ
の
美
し
い
和
墜
は
員
に
魅
力
あ
る
も
の
で
小
さ
い
な
が
ら
圃
熟
せ
る
作

品
で
あ
る
。

一R
i

c
h
a
r
d
St
r
a
u
s
s
 

少
女
（
作
品
九
三
•
第
二
番
）

D
a
s
 M
a
d
c
h
e
n
 (
O
p
.
 

9
3
 N
r
.
 
2

)

 

プ

ラ

ー

ム

B
r
a
h
m
s
 

プ
ラ
ー
ム
ス
の
一
八
八
五
年
の
作
。
四
竪
の
混
槃
合
唱
に
よ
る
リ
ー
デ
ル
と
ロ
マ

ン
ツ
ェ
と
題
す
る
曲
集
中
の
一
〔
゜
〕
歌
詞
は
セ
ル
ビ
ア
詩
人
シ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
・
カ

ッ
ペ
ル

(
Si
eg
f

r

i

e
d
K
a
p
p
e
r
)

の
詩
の
獨
繹
に
よ
る
。
明
る
い
諧
諒
的
な
氣
分
で

乙
女
心
を
歌
っ
た
も
の
で
曲
中
短
い
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
獨
唱
が
あ
る
。

L
ei
s
e
 
T
o
n
e
 d
e
r
 B
r
u
st

,
 

g
e
w
e
c
kt
 

v
o
m
 O
d
e
m
 d
e
r
 L
i

e
b
e
,
 

h
a
u
c
h
et

 

zi
t
t

e
r
n
d
 hi
n
a
u
s
,
 

O
b
 si
c
h
 e
u
c
h
 offn
'
ei
n
 O
h
r
,
 

且
n
"
ei
n
l
i
e
b
e
n
d
e
s
 
H
e
r
z
,
 

u
n
d
 w
e
n
n
 si
c
h
 k
ei
n
e
s
 
e
u
c
h
 offnet

,
 

t

r
a
g
'
ei
n
 N
a
c
ht
w
i

n
d
 e
u
c
h
 
s
e
u
f
z
e
n
d
,
 

s
e
u
f
z
e
n
d
 i
n
 m
ei
n
e
s
 zuriick
.
 

S
t

a
n
d
 d
a
s
 
M
a
d
c
h
e
n
,
 st

a
n
d
 a
m
 B
e
r
g
e
s
a
b
h
a
n
g
,
 

w
i

d
e
r
s
c
hi
e
n
 d
e
r
 B
e
rg

 

v
o
n
 i
h
r
e
m
 A
nt
li
t

z,
 

u
n
d
 d
a
s
 M
a
d
c
h
e
n
 s
p
r
a
c
h
 z
u
 i
h
r
e
m
 A
nt
l
i
t

z
 :
 

,, 
W
a
h
r
li
c
h
,
 A

nt
l
i
t

z
,
 o
 d
u
 m
ei
n
e
 S
o
rg

e
,
 

w
e
n
n
 i
c
h
 w
i
i
s
st
e
,
 d

u
 m
ei
n
 w
ei
sses 
A
nt
l
i
t

z
,
 

class 
d
e
r
ei
n
st
 

ei
n
 A
lt
e
r
 di
c
h
 w
i

r
d
 k
i
i
s
s
e
n
,
 

g

i

ng
 

hi
n
a
u
s
 i
c
h
 z
u
 d
e
n
 g
ri.inen 
B
e
rg

e
n
,
 

p
菩
c
kt
e
allen 
W
e
r
m
ut

 

i

n
 d
e
n
 B
e
r
g
e
n
,
 

p
r
e
s
st
e
 bi
t
t

r
e
s
 
W
a
s
s
e
r
 a
u
s
 
d
e
m
 W
e
r
m
ut

,
 

w
i
l
s
c
h
e
 di
c
h
,
 o
 A
nt
l
i
t

z
,
 m

i
t
 

d
e
m
 W
a
s
s
e
r
,
 

ろ

J

.
 

B
r
a
h
m
s
.
 

N
a
c
ht

w
a
c
h
e
.
 (

N
o
.
 

1

)

 

(
F
r. 
R
i
l
c
k
e
rt
)

 

D
a
s
 M
a
d
c
h
e
n
.
 

(
S
e
r
bi
s
c
h
,
 Si

eg
f

r

i

e
d
 K
a
p
p
e
r
)
 

ス
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3

.
 

ド トー』

混

斃

合

唱

]

『

い

い

こ

（

愛

イ
長
調
レ
ク
イ
エ
ム
中
の
）

小

羊

紳

の

class 
d
u
 bi
t
t

e
r
,
 w

e
n
n
 di
c
h
 klisst
 

d
e
r
 A
l
t
e
 !
 

W

号
st
i

c
h
 a
b
e
r
,
 d

u
 m
ei
n
 w
ei
s
s
e
s
 
A
nt
li
t

z
,
 

class 
d
e
r
ei
n
st
 

ei
n
 J
u
n
g
e
r
 di

c
h
 w
i

r
d
 klissen
,
 

G
i

n
g
 hi
n
a
u
s
 i
c
h
 i
n
 d
e
n
 g
r
i
i
n
e
n
 
G
a
rt
e
n
,
 

pfliickt
e
 alle 
R
o
s
e
n
 i
n
 d
e
m
 G
a
rt
e
n
,
 

p
r
e
s
st
e
 du£ t
e
n
d
 W
a
s
s
e
r
 a
u
s
 d
e
n
 R
o
s
e
n
,
 

w
i
i
s
c
h
e
 
di
c
h
,
0
A
nt
l
i
t

z
,
 m

i
t
 

d
e
m
 
W
a
s
s
e
r
,
 

d
a
s
s
 
d
u
 d
uf
t

e
st

,
 

w
e
n
n
 di
c
h
 kiisst
 

d
e
r
 J
u
n
g
e
!
'̂

 

Ki
el 

東
京
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

．
 

R
e
q
m
e
m
 a
et
e
r
n
a
m
 

K
y
ri
e
 

}
 a
u
s
,.
R
e
q
ui
e
m
 
i

n
 A
s
 D
u
r
"
 

A
g
n
u
s
 D
ei
 

キ
ー
ル
作
曲

作
者
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
キ
ー
ル
（
一
さ
ニ
ー
一
八
八
五
）
は
主
と
し
て
伯
林

で
生
活
し
た
作
曲
學
の
教
授
で
敷
多
の
優
ぐ
れ
た
宗
敦
的
大
合
唱
曲
を
の

こ
し
た
。

彼
の
書
い
た
レ

ク
イ
エ
ム
は
作
品
二

0
へ
短
調
と
作
品
八

0
愛
イ
長
調
の

二
曲
で
あ

る
が
、
本
演
奏
の
も
の
は
後
者
の
中
の
一
部
で
あ
る
。

レ
ク
イ
エ
ム

は
死
者
の
為
に
安
息
を
祈
る
曲
、
詳
し
く
は
天
主
赦
會
で
毎
年
十
一

月
二
日
に
行
ふ
た
ま
ま
つ
り
の
儀
式
乃
至
或
る
個
人
の
葬
式
法
要
等
の
際
に
歌
は
れ

る
獨
唱
重
唱
合
唱
等
を
含
む
大
槃
楽
曲
で
従
来
鎮
魂
曲
と
か
安
息
曲
と
か
繹
さ
れ
て

ゐ
る
。
通
例
イ
ン
ト
ロ
イ
ト

ゥ
ス
(
I

n
t

roi
t

u
s
入
進
誦
）
グ
ラ
ド
ゥ

ア
ー
レ

(
G
r
a
,

d
u
a
l
e
階
誦
）
セ
ク
エ
ン
チ
ア
(
S
e
q
u
e
nt
i

a
績
誦
）
オ
ッ

フ
エ
ル
ト
リ
ウ
ム
(

O

f

f

er,

t

o
ri
u
m
猷
贄
誦
）
に
分
れ
、
ラ
テ
ン
語
の
鰹
文
を
歌
詞
と
し
て
作
曲
さ
れ
る
の
が

普
通
で
全
曲
の
演
奏
に
は
長
時
間
を
要
す
る
。

本
演
奏
の
も
の
は
イ
ン
ト
ロ
イ
ト
ゥ
ス
全
部
郡
ち
永
遠
の
平
和

(
M
o
l
t
o
s
o
st
e, 

n
ut
o
)
と
主
よ
憐
み
給
へ
（
C
o
n
m
ot
o
)
及
び
オ
ッ

フ
エ
ル
ト
リ
ウ
ム
中
の
最
後
を

（
『
京
都
日
日
新
聞
』
昭
和
六
年
l

月
十
八
日
）

為
す
紳
の
小
羊
(
L
a
r
g
o
;
 Al
l
e
g
r
o
)
で
あ
る
。
曲
想
は
勿
論
経
文
の
趣
旨
に
應
じ
、

構
成
は
概
し
て
重
昔
的
で
あ
る
。
尚
こ
の
三
曲
は
昨
春
東
京
―音
楽
學
校
學
友
會
に
よ

つ
て
本
邦
に
て
初
演
せ
ら
れ
た
こ
と
を
附
記
し
て
置
く。

し

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

罷
衆
を
魅
了

岡
崎
公
園
公
會
堂
の
東
京
―
音
楽
學
校
演
奏

新
春
膀
頭
の
わ
が
楽
壇
を
飾
る
開
西
で
の
大
演
奏
會
が
東
京
―音
楽
學
校
職
員
、
生
徒

の
精
鋭
百
五
十
名
か
ら
成
る
大
演
奏
園
を
迎
へ
京
都
市
教
育
會
主
催
で
十
七
日
夜
七
時

半
か
ら
岡
崎
公
園
市
公
會
堂
に
華
々

し
く
開
催
さ
れ
た
、
ま
づ
生
徒
の
混
竪
合
唱
に
は

じ
ま
り
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
ア
ノ
獨
奏
、
ソ
。フラ
ノ
、
テ
ノ
ー
ル
獨
唱
に
橋
本
國
彦
、

木
下
保
、
田
中
規
矩
士
氏
ら
出
演
し
豊
富
な
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
満
堂
の
聴
衆
を
陶
酔
境
に

復
紡
せ
し
め
殊
に
最
初
の
生
徒
の
混
竪
合
唱
と
橋
本
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は

B
K
が
中

織
放
送
し
多
大
の
効
果
を
納
め
た

名
古
屋
昔
榮
協
會
の
第
六
回
昔
榮
會

聰
衆
三
千
餘
頗
る
盛
況

ゆ
う
べ
市
公
會
堂
で
開
催

名
古
屋
音
楽
協
會
の
第
六
回
音
楽
會
は
十
九
日
午
後
七
時
か
ら
市
公
會
堂
で
東
京
昔

楽
學
校
職
員
生
徒
百
三
十
餘
名
の
出
演
で
開
催
さ
れ
た
聘
衆
三
千
餘
名
に
達
し
曲
目
は

楽
聖
が
遺
し
た
名
曲
を
敷
番
演
奏
、
獨
奏
、
合
奏
な
ど
あ
り
流
石
は
我
國
の
西
洋
音
楽

界
の
殿
堂
で
あ
る
上
野
の
櫂
威
を
猿
揮
し
て
ア
ン
コ
ー
ル
裡
に
午
後
九
時
散
會
し
た

（『
新
愛
知
』
昭
和
六
年

一
月
二
十
日
）
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開
演
午
後
一
時
半
。

書
の
聴
衆
は
學
生
の
み
。
満
場
立
錐
の
餘
地
な
き
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
し
。
柳
兼

子
夫
人
そ
の
他
多
く
の
同
槃
會
の
方
々
も
見
え
て
ゐ
る
。

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
一
は
君
が
代
と
い
ろ
は
歌
に
始
ま
る
。
ソ
ロ
は
ピ
ア
ノ
の
田
中
貴

久
志
先
生
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
橋
本
國
彦
氏
歌
は
木
下
保
先
生
と
、
長
坂
先
生
御
病
氣
の

た
め
、
そ
の
代
り
に
来
ら
れ
た
浅
野
千
鶴
子
先
生
、
伴
奏
は
高
折
先
生
と
云
っ
た
猛
者

揃
ひ
。
コ
ー
ラ
ス
の
指
揮
は
澤
崎
教
授
。
曲
目
は
い
ろ
は
歌
の
他
に
霜
の
且
、
あ
A

何

地
行
く
、
猜
衣
、
流
浪
の
民
。

四
時
頃
終
了
。
直
ち
に
旅
館
に
鱚
り
、
夕
飯
を
す
ま
せ
て
息
つ
ぐ
ひ
ま
も
な
く
又
會

場
へ
。
目
を
廻
す
が
如
き
忙
し
さ
。

夜
の
部
は
七
時
開
演
。

ソ
ロ
は
畳
の
部
と
愛
り
な
し
。
コ
ー
ラ
ス
は
い
ろ
は
歌
と
君
が
代
の
他
に
キ
ー
ル
の

レ
ク
イ
エ
ム
と
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
も
の
二
つ
。
本
願
寺
の
姫
様
も
お
見
え
に
な
つ
て
夜
の

聴
衆
は
一
入
引
き
し
ま
つ
て
ゐ
る
。
し
た
が
つ
て
我
々
演
奏
者
も
書
に
増
し
て
頑
張
つ

た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
十
時
閉
會
、
疲
れ
し
こ
と
お
び
た
ゞ
し
。

名

古

屋

の

記

岩

越

芳

子

公
會
堂
は
鶴
舞
公
園
と
か
の
中
に
あ
り
そ
の
立
派
な
事
に
は
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
き
れ
い
な
ホ
ー
ル
に
よ
り
宿
の
不
快
を
一

掃
し
て
し
ま
ふ
。

三
時
半
か
ら
學
生
の
為
の
演
奏
會
が
行
は
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
京
都
と
同
じ
だ
が

時
間
の
都
合
で
省
略
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
の
演
奏
が
六
時
に
終
り
夜
の
演
奏
が

七
時
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
が
最
後
の
演
奏
と
て
み
な
ベ
ス
ト
を
盛
す
。
演
奏
の
す
み
次

第
騨
に
か
け
つ
け
て
汽
車
に
乗
る
と
云
ふ
の
で
如
何
に
ア
ン
コ
ー
ル
さ
れ
て
も
今
一
度

演
奏
す
る
時
間
も
な
く
「
ア
ン
コ
ー
ル
を
知
ら
な
い
や
」
と
憤
慨
し
た
罷
衆
も
あ
っ
た

と
か
。

京

都

（
『
昔
榮
』
庫
友
會
、
第
十
二
号
、
昭
和
六
年
三
月
、
八
O
~八
六
頁
）

小

池

壽

郷

二、 '
 ヽ

「
基
督
の
七
つ
の
言
葉
」
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
•
ハ
作

^̂
Di
e
 si
e
b
e
n
 W
o
rt
e
 d
e
s
 
E
r
l
o
s
e
r
s
 
a
m
 
Kreuze

"
…·……………

••Haydn

. 

Int

r
o
d
u
ct
i

o
n
:
 
M
a
e
st
o
s
o
 a
d
ag

i

o. (~

WK

) 

1. 

"V
at
e
r
 
v
e
rg
i

e
b
 i
h
n
e
n
,
 d

e
n
n
 
s1e 
w
i

s
s
e
n
 
ni
c
ht

,
 

w
a
s
 si
e
 t
u
n
." 

L
a
rg
o
.
 

『
父
よ
彼
等
を
赦
し
給
へ
•
そ
の為
す
所
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
』

2
.
 

"F
i
i
r
w
a
h
r
 i
c
h
 sag

'
es di
r: 
H
e
ut

e
 w
i

rst
 

d
u
 b
ei

 

m
i

r
 
i

m
 P
a
r
a
di
ese 

sei
n
." 
G
r
a
v
e
 e
 c
a
nt
a
bi
le
.
 

『
わ
れ
誠
に
汝
に
告
ぐ
・
「
今
汝
は
我
と
偕
に
。
ハ
ラ
ダ
イ
ス
に
在
る
べ
し
」
と
』

3
.
 

"F
r
a
u
,
 si

e
h
e
 d
ei
n
e
n
 S
o
h
n
,
 un

d
 d
u
 si
e
h
e
 d
ei
n
e
 M
ut

t

e
r.
"
 
G
r
a
v
e
.
 

『
を
ん
な
よ
視
よ
・
汝
の
子
な
り
』
『
視
よ
・
汝
の
母
な
り
』

4
.
 

"M
ei
n
 G
ot
t

 !
 

m
ei
n
 G
o
tt ! 

W
a
r
u
m
 h
a
st

 

d
u
 
m
i

c
h
 
v
e
r
l
a
s
s
e
n
 !"
 

L
a
r
go
.
 

『
わ
が
稗
・
わ
が
稗
な
ん
ぞ
我
を
見
棄
て
給
ひ
し
』

Z
wi
s
c
h
e
n
sp
i

el: 
L
a
rg

o
 e
 c
a
nt
a
bi
le
.
 (
間
奏
）

6
云

J

e
s
u
s
r
uf
et
:

 

a
c
h
 ! 

m
i

c
h
 diirst
et
.
"
 

A
d
ag
i

o
.
 

『
イ
エ
ス
言
ひ
給
は
く
「
わ
れ
渇
く
」
と
』

"E
s
 i
st
 

v
o
l
l
b
r
a
c
ht

 
!

"
 

L
e
nt

o
.
 

゜
， 

『
事
畢
り
ぬ
』

昭
和
六
年
二
月
七
日

管
絃
楽

イ

ド

ン

第
五
十
九
回
定
期
演
奏
会

第
五
拾
九
回
音
楽
演
奏
會
曲

（

謬

詞

認

5

)

指
揮
者

シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ッ
プ

C
h
a
r
l
e
s
 L
a
ut
r
u
p
.
 

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部
員

…

B
e
et

h
o
v
e
n
.
 

ニ
長
調
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
作
品
三
六
•
第
二
番
）
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

Z
w
ei
t

e
 S
y
mp

h
o
ni
e
 (D
 

d
u
r
,
 Op

.
 

3
6
)
 

A
d
ag
i

o
 m
o
lt

o
-
A
l
l
eg

r
o
 
c
o
n
 b
ri
o
.
 

L
a
r
gh
e
tto
.
 

S
c
h
e
r
z
o
 :
 Al
l
eg
r
o
.
 

A
l
l
e
g
r
o
 m
o
l
t
o
.
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昭和 6年2月7日，ハイドン作曲「基督の七つの言葉」

•• 

説

"V
at
er! i
n
 d
ei
n
e
 H
a
n
d
e
 e
m
p
f
e
h
l
e
 i
c
h
 m
ei
n
e
n
 G
ei
st
.
"
 

L
a
r
g
o
.
 

『
父
よ
・
わ
が
震
を
御
手
に
ゆ
だ
ぬ
』

S
c
h
l
u
s
s
,
C
h
o
r
 
(
i
i
 
t

e
r
r
e
m
ot
o
)
 :
 (認
呼
末
今
品
唱
）
上

'E
r

P
r
e
st
o
,
 e
 c
o
n
 t
ut
t

a
 la 
forza
.
 

『
彼
も
は
や
居
ま
さ
ず
』

ソ
。
フ
ラ
ノ

ア

獨
唱
者

テ
ノ
ー
ルス

薗

誠

一

バ

伊

藤

武

雄

合

唱

者

東

京

音

楽

學

校

生

徒

（
『
東
京
昔
榮
學
校
一
寛
』
自
昭
和
六
年
至
昭
和
七
年
、
昭
和
六
年
十
二
月
、
ニ
―

l

ー
ニ
ー
三
頁）

演

奏

曲

解

一

、

管

絃

楽

第
ニ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ニ
長
調
作
品
三
十
六
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

本
曲
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
一
七
七
0
—
一
八
二
七
）
の
三
十
二
歳
の
作
で
一
八
〇

二
年
の
終
り
に
完
成
さ
れ
ソ
ナ
タ
・
パ
テ
テ
ィ
ー
ク
等
と
同
様
に
リ
ヒ
ノ
フ
ス
キ
公
爵

に
献
じ
ら
れ
た
も
の
。
初
演
は
翌
年
四
月
ウ
ヰ
ー
ン
で
行
は
れ
た
。
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
は

了八

0
二
年
の
初
頭
に
と
ら
れ
た
ら
し
い
が
、
本
曲
が
力
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
作
者
の

大
型
ノ
ー
ト
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
始
め
多
敷
の
構
想
が
十
一
頁
も
費
し
て
く
ま
な
く
書
か

れ
て
ゐ
る
こ
と
や
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
満
足
す
る
ま
で
に
こ
の
交
響
曲
の
完
全
な
純

譜
を
三
通
り
作
っ
た
」
と
い
ふ
嘗
時
作
者
と
文
通
し
て
ゐ
た
ポ
ッ
タ
ー
の
言
に
よ
っ
て

明
で
あ
る
。

こ
の
交
響
曲
は
第
一

交
響
曲
(
-
八

0
0年
初
演
）
よ
り
も
規
模
が
大
き
く
更
に
作

者
の
後
の
作
で
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
力
強
い
昔
力
や
諧
諒
の
如
き
特
性
を
随
所
に
示
し

て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
形
式
上
尚
ハ
イ
ド
ウ
ン
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
世
界
に
あ
る
も
の
で

あ
り
又
一
面
そ
の
行
き
方
の
頂
貼
を
示
す
純
粋
―
音
楽
で
あ
る
。
「
不
滅
の
榮
光
と
愛
と

自
己
犠
牲
と
の
中
に
作
者
は
ま
だ
信
仰
を
も
つ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
彼
は
悦
楽
と
そ

レ

ト

ー

田

丹黒

治澤

i

st
 

ni
c
ht
 

ハ貞

ル 子

m
e
h
r
." 
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の
機
智
の
突
猿
す
る
幸
揺
に
耽
り
入
る
の
だ
」
と
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
が
述
べ
て
ゐ
る
如

く
、
本
曲
を
一

貫
せ
る
精
紳
は
確
信
と
満
足
の
そ
れ
で
作
者
の
後
の
作
を
支
配
し
て
居

る
如
き
人
生
に
於
け
る
悲
哀
苦
闘
の
そ
れ
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
曲
が
作
ら
れ
た
一

八
0
二
年
に
作
者
が
か
の
有
名
な

「
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
遺
書
」
を
弟
達
に
宛

て
て
書
き
自
己
の
聾
を
歎
き
死
を
期
待
し
絶
望
を
告
げ
て
ゐ
る
こ
と
は
記
憶
す
べ
き
こ

と
で
あ
る
。

管
絃
楽
編
成
も
ハ
イ
ド
ウ
ン
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
式
に
従
っ
て
ゐ
る
が
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
は
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

第
一
楽
章
ソ
ナ
タ
形
式
に
よ
る
が
第
一
交
響
曲
と
同
様
冒
頭
に

A
d
ag
i

o
m
o
lt
o
 

四
分
一
二
拍
子
の
緩
徐
な
序
奏
が
先
行
す
る
。
か
A

る
序
奏
の
形
式
は
ハ
イ
ド
ウ
ン
の
流

を
く
む
も
の
で
あ
る
。
序
奏
中
に

二
短
調
の
和
昔
が
下
降
す
る
楽
句
が
あ
る
が
之
は
第

九
交
響
曲
の
第
一
楽
章
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
ゐ
る
。
主
部

A
lleg
ro
c
o
n
 b
ri
0

四
分

四
拍
子
に
入
る
と
同
時
に
第
一
主
題
が
二
長
調
で
輩
純
且
明
確
に
ヴ
ィ
オ
ラ
と
セ
ロ
で

現
れ
る
。
軍
歌
風
で
元
氣
に
満
ち
た
イ
長
調
の
第
二
主
題
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ア
ゴ

ッ
ト
、
ホ
ル
ン
で
先
づ
歌
は
れ
る
。
そ
し
て
第
一
主
題
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
狂
想
曲
風

な
新
し
い
楽
句
を
経
て
展
開
部
に
入
る
が
、
こ
の
部
分
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
風
な
香
を
漂

は
せ
る
と
共
に
重
音
的
作
法
、
轄
調
、
管
絃
楽
法
な
ど
の
上
か
ら
注
目
に
値
す
る
。
特

に
反
覆
部
に
入
る
前
の
第
二
主
題
の
伴
奏
を
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
三
連
昔
の
如
き
は

然
り
で
あ
る
。
反
覆
部
は
提
示
部
よ
り
も
短
縮
さ
れ
て
ゐ
る
が
コ
ー
ダ
は
相
賞
長
く
主

と
し
て
第
一
主
題
に
基
き
強
く
大
謄
で
あ
る
。

第
二
楽
章

L
a
r
g
h
et
t

o

イ
長
調
、
八
分
三
拍
子
、
ソ
ナ
タ
形
式
。

こ
の
楽
章
は
雅
趣
に
富
む
優
美
な
歌
謡
調
で
、
明
確
で
稽
力
強
い
第
一
楽
章
と
好
封

比
を
な
す
。
第
一
主
題
は
各
八
小
節
の
二
つ
の
優
美
な
旋
律
か
ら
な
り
各
は
先
づ
絃
で

奏
せ
ら
れ
た
後
管
に
よ
っ
て
繰
返
へ
さ
れ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
典
雅
な
装
飾
に
よ
っ
て
伴

は
れ
る
。
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
奏
す
る
ホ
長
調
の
第
二
主
題
は
第
九
交
響
曲
の
第
三

楽
章
に
あ
る
如
き
旋
律
で
バ
ス
の
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
伴
は
れ
る
。
提
示
部

の
終
り
に
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
セ
ロ
の
奏
す
る
三
十
二
分
昔
符
群
と
十
六
分
昔
符
群

と
の
交
替
す
る
楽
句
が
現
れ
る
が
之
は
無
邪
氣
で
ユ
ー
モ
ア
に
富
む
。
展
開
部
で
は
第

一
主
題
が
短
調
に
愛
じ
て
ゐ
る
が
此
部
分
は
轄
調
に
富
み
極
め
て
装
飾
的
で
あ
る
。
要

す
る
に
作
者
は
こ
の
楽
章
で
主
要
主
題
の
他
に
副
主
題
を
用
ひ
且
装
飾
昔
や
轄
調
を
使

つ
て
全
陸
の
疲
展
を
流
麗
に
し
歌
謡
調
を
存
分
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
調
は

極
め
て
優
美
で
自
然
で
あ
る
た
め
に
後
に
槃
楽
や
室
内
楽
に
編
曲
さ
れ
た
。

第
一
二
楽
章
ス
ケ
ル
ツ
オ
と
ト
リ
オ

A
l
l
e
g
ro

こ
の
楽
章
は
前
の
二
楽
章
よ
り
も
個
性
的
獨
創
的
で
作
者
獨
特
の
表
現
で
あ
る
。

――

長
調
四
分
三
拍
子
の
三
つ
の
昔
符
が
基
礎
に
な
っ
て
ゐ
る
主
題
は
極
め
て
強
弱
に
富
み

諧
誠
的
で
あ
る
。
ト
リ
オ
も
縛
調
せ
ず
二
長
調
で
あ
る
が
こ
の
部
分
は
弱
く
柔
い
心
持

で
全
盟
の
情
緒
は
第
九
交
響
曲
の
第
二
楽
章
の
ト
リ
オ
と
酷
似
し
て
ゐ
る
。

第
四
楽
章

A
l
l
e
g
ro
m
o
l
t
o

二
長
調
二
分
二
拍
子

〔

マ

マ

〕

唐
突
急
激
で
素
野
な
第
一
主
題
が
先
づ
現
れ
る
。
こ
の
主
題
の
取
扱
ひ
に
は
ハ
イ
ド

ン
風
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
之
に
つ
ぎ
副
主
題
乃
至
挿
話
と
稲
す
べ
き
楽
句
が
現
れ

た
後
に
イ
長
調
の
第
二
主
題
が
管
に
よ
っ
て
歌
は
れ
る
が
こ
の
歌
謡
調
は
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
の
香
を
漂
は
せ
る
。
そ
し
て
諧
諒
に
富
む
展
開
部
を
経
て
反
覆
部
に
鱚
つ
た
後
に
第

一
主
題
に
基
き
且
非
常
に
特
色
あ
る
フ
エ
ル
マ
ー
テ
を
も
つ

コ
ー
ダ
に
入
り
明
＜
曲
を

終
る
。
要
す
る
に
本
楽
章
は
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
の
云
ふ
如
く
第
三
楽
章
に
つ
ぐ
第
二
の
ス

ケ
ル
ツ
オ
と
稲
し
得
る
と
共
に
第
八
交
醤
曲
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
相
通
ず
る
貼
が
頗
る
多

い
。
特
に
末
尾
に
於
て
然
り
で
あ
る
。

（
註
）
本
楽
章
を
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ
ニ
ア
版
純
譜
は
ソ
ナ
タ
形
式
と
し
グ
ロ
ー
ヴ
は
厳

格
な
ら
ざ
る
ロ
ン
ド
形
式
に
解
し
て
ゐ
る
が
主
題
の
性
質
か
ら
観
て
後
者
の

方
が
妥
賞
な
や
う
で
あ
る
。

―
-
、
合
唱
獨
唱
及
管
絃
架

オ

ラ

ト

リ

オ

「

基

督

の

七

つ

の

言

葉

」

ハ

イ

ド

ウ

ン

作

「
十
字
架
に
か
A

れ
る
基
督
の
言
葉
」
(

D

i

e

W
 
o
rt
e
 d
e
s
 E
r
l
o
s
e
r
s
 a
m
 Kr
e
u
z
e
)
 

或
は
略
し
て
「
七
言
」
(

D

i

e
S
i

e
b
e
n
 
W
 
o
rt
e
)
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
本
曲
は
ハ
イ
ド
ウ

ン
（
一
七
三
ニ
ー
一
八

0
九
）
自
身
に
よ
っ
て
オ
ラ
ト
リ
オ
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど

も
、
一
般
に
は
十
八
世
紀
に
好
ん
で
用
ひ
ら
れ
た
こ
の
用
語
が
廣
義
に
過
ぎ
る
こ
と
及

び
本
曲
が
基
督
受
難
の
物
語
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
味
で
之
を
受
難
曲

(
P
a
s
,

si
o
n
)

に
解
し
て
ゐ
る
。
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需

淡
奨
t
埠

奨

X
囀

洟
比
囃

r』

壊

y
 

剛 ツヽ

m

g
嗜
上
言
言
冒
頂

（
 

渓
川
或
＂ ：
言
言
号

『

：

：
言

「
七
言
」
は
ハ
イ
ド
ウ
ン
以
前
で
は
シ
ュ
ッ
ツ
、
ゼ
ン
フ
ル
〔
ヽ
〕
以
後
で
は
グ
／

I

等
古
来
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
取
扱
は
れ
た
楽
曲
で
あ
る
が
本
演
奏
の
も
の
は
就
中

傑
作
で
あ
る
と
共
に
非
常
に
長
い
成
立
史
を
有
す
る
。
こ
の
消
息
を
最
も
よ
く
博
へ
る

も
の
は
作
者
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
一
八

0
一
年
三
月
出
版
の
本
曲
第
二
改
作
純
譜

の
序
言
で
あ
る
。
「
約
十
五
年
前
余
は
カ
デ
イ
ス

(
C
a
di
z

)

の
一
憎
正
か
ら
「
七
言
」

〔

マ

マ

〕

を
器
楽
曲
に
作
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
。
四
旬
祭
（
復
活
祭
前
四
十
日
間
の
精
進
期）

の
間
カ
デ
イ
ス
の
大
本
山
で
は
毎
年
オ
ラ
ト
リ
オ
を
や
る
の
が
習
慣
で
次
の
用
意
が
そ

の
効
果
を
高
め
た
。
数
會
の
壁
、
柱
、
戸
に
は
黒
い
布
が
垂
れ
、
大
き
な
燈
が
唯
一
っ

中
央
に
懸
り
荘
厳
に
し
て
宗
教
的
な
闇
を
明
く
す
る
。

書
に
戸
と
い
ふ
戸
は
閉
め
ら
れ

る
。
今
や
＿
音
楽
が
始
ま
る
。
そ
の
場
合
に
相
應
し
い
前
奏
曲
が
奏
さ
れ
た
後
に
憎
正
が

講
座
に
昇
り
七
言
の
一
を
と
な
へ
之
に
閥
す
る
説
赦
を
す
る
。
之
が
終
る
と
彼
は
講
座

か
ら
降
り
そ
し
て
祭
壇
の
前
に
詭
く
。

こ
の
間
は
一音
楽
が
満
た
す
。
僧
正
が
一
一
度
三
度

と
幾
度
か
講
座
を
昇
降
す
る
。
そ
の
度
毎
に
管
絃
楽
が
説
赦
の
終
り
に
起
る
と
。
余
の

作
曲
は
か
A

る
叙
述
に
適
合
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
…
…
＿
音
楽
は
元
来
歌
詞
の

な
い
も
の
で
そ
の
形
式
で
印
刷
さ
れ
た
。
余
が
歌
詞
を
附
け
加
へ
よ
う
と
い
ふ
氣
に
な

っ
た
の
は
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
…
」
以
上
の
文
の
示
す
如
く
本
曲
は
最
初
カ
デ
イ

ス
寺
院
の
儀
式
用
器
楽
曲
と
し
て
序
奏
終
奏
附
の

七
つ
の

A
d
ag
i

0

に
書
か
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
曲
は
又
ソ
ナ
タ
と
い
ふ
副
題
を
興
へ
ら
れ
た
が
後
に
作
者
は
作
品

五
一
の
絃
楽
四
重
奏
に
ソ
ナ
タ
と
い
ふ
名
を
附
し
て
之
等
を
改
作
し
た
。
然
る
に
間
も

な
く
各
楽
章
の
冒
頭
に
先
づ
嘗
該
七
言
の
一

っ
が
バ
ス
の
レ
チ
タ
テ
イ
ー
ヴ
オ
で
歌
は

れ
る
や
う
に
改
め
ら
れ
他
の
部
分
は
依
然
純
器
楽
曲
と
し
て
保
留
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
之
が
本
曲
の
第
一
改
作
で
あ
っ
て
一
七
八
七
年
初
演
せ
ら
れ
て
以
来
こ
の
形
式

で
澳
國
は
勿
論
欧
洲
各
地
に
博
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
次
に
一
七
九
四
年
作
者
が
ロ
ン

ド
ン
ヘ
旅
行
の
途
次
澳
國
領
。
ハ
ッ
サ
ウ
（
P
a
s
s
a
u
)
に
立
寄
っ
た
折
同
地
の
楽
長
フ
リ

ー
ベ
ル
ト
が
獨
乙
語
の
歌
詞
を
作
っ
て
こ
の
曲
に
配
し
て
演
奏
し
て
ゐ
る
の
を

聰

い

た
。
こ
の
歌
詞
は
餘
り
上
出
来
に
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
英
國
か
ら
鋒
っ
た
後
に
直

ち
に
之
を
ヴ
ァ
ン
・
ス
ヰ
ー
テ
ン
に
校
訂
せ
し
め
又
伊
太
利
語
の
自
由
繹
を
カ
ル
。
ハ
ー

ニ
に
作
ら
せ
た
。
し
か
し
近
代
の
研
究
に
よ
れ
ば
フ
リ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
詞
の
大
部
分
は

保
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
第
一
改
作
の
バ
ス
の
獨
唱
が
合
唱
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に
改
め
ら
れ
、
第
四
の
言
葉
の
後
に
新
し
い
獨
立
の
管
の
楽
章

(
L
a
r
go
)

が
挿
入
さ

れ
、
又
楽
器
編
成
が
慮
々
愛
更
さ
れ
、
獨
唱
合
唱
を
交
へ
た
大
槃
楽
曲
と
な
り
こ
A

に

第
二
改
作
が
完
成
し
、
一
七
九
六
年
ウ
ヰ
ー
ン
で
初
演
さ
れ
て
以
来
こ
の
形
式
で
「
七

言
」
が
今
ま
で
行
は
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

管
絃
楽
は
普
通
の
も
の
で
あ
る
が
最
後
の
も
の
以
外
で
は
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
と
テ
イ
ン

パ
ー
ニ
が
除
外
さ
れ
て
ゐ
る
。

管
絃
楽
の
奏
す
る
序
奏
は
憐
み
嘆
き
悲
し
み
感
謝
な
ど
の
宗
赦
的
情
緒
の
幻
想
曲
風

な
簡
潔
な
表
現
で
あ
る
。
之
に
績
＜
墜
楽
付
各
楽
章
は
終
奏
を
除
く
外
凡
て
緩
徐
な
性

質
の
も
の
で
先
づ
常
該
七
言
の
―
つ
が
コ
ラ
ー
ル
で
合
唱
さ
れ
た
後
に
主
部
に
入
る

（
但
第
五
は
例
外
で
あ
る
）
。
そ
し
て
主
部
で
は
概
ね
主
楽
節
と
中
間
楽
節
と
が
好
封
比

を
為
し
相
互
に
獨
立
す
る
や
う
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
大
局
か
ら
観
て
器
楽
曲
で
あ
っ

た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
黙
が
勘
く
な
い
。

第
一
番

L
a
r
g
o

は
「
父
よ
彼
ら
を
赦
し
た
ま
へ
、
そ
の
為
す
所
を
知
ら
ざ
れ
ば
な

り
」
（
ル
カ
博
二
十
三
章
）
と
い
ふ
七
言
の
―
つ
に
始
ま
り
、
紳
の
子
基
督
は
吾
ら
罪

人
の
（
烏
に
饒
牲
と
な
っ
て
主
な
る
神
に
願
ひ
給
ふ
、
さ
れ
ば
吾
ら
も
亦
之
に
従
ひ
紳
に

救
清
を
願
は
ん
と
い
ふ
主
旨
を
歌
ふ
。
全
盟
は
柔
く
静
な
情
緒
に
満
ち
て
ゐ
る
が
「
恙

の
血
は
復
讐
の
た
め
に
叫
ば
ず
」
と
い
ふ
中
間
楽
節
に
於
け
る
中
昔
部
及
低
昔
部
の
楽

器
の
奏
す
る
半
昔
階
的
動
機
と
急
激
な
轄
調
の
出
現
す
る
部
分
は
極
め
て
効
果
的
で
あ

る。
第
二
番

G
r
a
v
e
e
 c
a
nt
a
bi

le
は
ル
カ
博
二
十
三
章
に
あ
る
罪
人
と
基
督
の
會
話

に
基
く
。
先
づ
「
わ
れ
誠
に
汝
に
告
ぐ
、
今
日
な
ん
ぢ
は
我
と
偕
に
。
ハ
ラ
ダ
イ
ス
に
在

る
べ
し
」
と
い
ふ
基
督
の
言
葉
に
始
ま
る
。
が
之
に
つ
ぐ
「
汝
は
憐
み
恵
み
愛
に
満
ち

た
ま
ふ
」
と
い
ふ
幅
廣
＜
懇
願
す
る
如
き
短
調
の
歌
謡
的
旋
律
と
「
汝
御
國
に
入
り
給

ふ
と
き
我
を
憶
え
た
ま
へ
」
と
い
ふ
罪
人
の
言
葉
を
歌
ふ
部
分
と
は
荘
厳
に
し
て
高
貴

で
あ
り
一
音
楽
と
歌
詞
が
よ
く
融
合
し
後
に
歌
詞
を
配
し
た
る
如
き
感
を
輿
へ
な
い
。
尚

本
楽
章
の
短
調
の
主
楽
節
は
反
覆
部
で
は
長
調
と
な
つ
て
現
れ
る
。
そ
し
て
「
吾
ら
に

も
臨
終
の
と
き
御
國
よ
り
か
の
罪
人
に
輿
へ
た
る
慰
め
の
言
葉
を
輿
へ
給
へ
」
と
い
ふ

部
分
で
は
か
の
ハ
イ
ド
ウ
ン
作
の
「
填
國
國
歌
」
と
第
八
ミ
サ
の
旋
律
を
想
は
す
。

第
三
番

G
r
a
v
e
は

S
t

a
b
at

M
at
er 
(
聖
母
哀
悼
）
と
し
て
有
名
な
受
難
物
話
の
一

挿
話
に
基
く
。
『
「
を
ん
な
よ
、
視
よ
、
な
ん
ぢ
の
子
な
り
」
又
弟
子
に
言
ひ
た
ま
ふ

「
視
よ
、
な
ん
ぢ
の
母
な
り
」
』
（
ヨ
ハ
ネ
博
十
九
章
）
に
始
ま
り
基
督
の
弟
子
を
聖
母

が
わ
が
子
と
し
て
愛
し
憐
み
給
ひ
し
如
く
我
ら
を
も
愛
し
憐
み
給
へ
と
い
ふ
意
味
を
歌

ふ。
主
部
の
最
初
に
「
聖
母
よ
」
と
呼
び
か
け
る
動
機
は
本
楽
章
を
一
貫
す
る
も
の
で
恰

も
母
子
が
交
互
に
呼
び
合
ふ
が
如
き
感
を
輿
へ
る
。
中
間
楽
節
の
終
り
の
「
吾
ら
死
と

闘
ふ
と
き
…
…
」
と
い
ふ
静
け
く
沈
痛
な
る
楽
句
か
ら
主
楽
節
へ
復
鱚
す
る
部
分
は
心

よ
り
人
を
感
動
せ
し
め
る
。
一
般
に
本
楽
章
は
極
め
て
自
然
で
旋
律
は
豊
富
、
各
竪
部

の
力
も
平
均
し
幸
日
と
詞
が
融
合
し
た
全
曲
中
の
名
篇
で
あ
り
又
受
難
曲
文
献
中
の
白
眉

で
あ
る
。

第
四
番

L
a
r
g0

古
来
よ
り
受
難
物
話
の
中
心
を
な
し
て
ゐ
る
「
紳
よ
、
な
ん
ぞ
我

を
見
棄
て
た
ま
ひ
し
」
（
エ
リ
、
エ
リ
、
ラ
マ
、
サ
バ
ク
タ
ニ
）
（
マ
ル
コ
博
十
五
章
マ

タ
イ
博
二
十
七
章
）
に
基
く
。
吾
ら
の
主
は
吾
ら
の
為
に
苦
痛
嘲
笑
排
斥
憂
苦
を
う
け

し
の
び
給
へ
り
。
さ
れ
ば
吾
ら
は
主
に
之
を
心
よ
り
謝
し
主
を
愛
す
、
萬
能
の
紳
よ
吾

ら
を
救
ひ
給
へ
と
い
ふ
意
味
を
歌
ふ
。

一音
楽
は
前
諸
楽
章
に
比
し
て
暗
く
重
く
嘆
く
如

き
調
を
も
つ
。

間
奏

L
a
r
g
o
e
 c
a
nt
a
bi
le
は
管
楽
の
合
奏
で
最
初
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

の
奏
す
る
動

機
を
始
め
と
し
て
最
も
受
難
の
情
緒
を
帯
び
て
ゐ
る
も
の
で
謂
は
ば
―
つ
の
葬
式
の
曲

で
あ
る
。

第
五
番

A
d
ag
i

0

は
コ
ラ
ー
ル
な
く
直
ち
に
主
部
に
入
り
『
イ
エ
ス
叫
び
た
ま
は
く

「
我
渇
く
」
』
（
ヨ
ハ
ネ
博
十
九
章
）
が
テ
ノ
ー
ル
の
獨
唱
で
歌
は
れ
る
。
本
楽
章
は
基

督
臨
終
の
叫
び
、
淡
食
子
の
入
っ
た
葡
萄
酒
を
末
期
の
水
と
し
て
基
督
に
興
へ
反
つ
て

苦
痛
を
重
ね
る
悲
惨
等
を
述
べ
之
を
慨
し
嘆
き
悲
し
み
歌
っ
た
も
の
で
全
曲
中
最
も
興

奮
的
性
質
を
も
つ
。
更
に
作
者
は
彼
の
他
の
曲
で
も
屡
々
為
し
た
如
く
「
渇
く
」
と
い

ふ
詞
で
は
渇
き
あ
へ
ぐ
如
き
昔
形
を
「
淡
食
子
を
輿
ふ
る
も
の
あ
り
」
の
部
分
で
は
半

晋
階
的
進
行
に
よ
っ
て
惨
朕
を
蜜
＜
如
き
昔
書
的
表
現
を
こ
A

に
用
ひ
て
ゐ
る
。

第
六
番

L
e
nt
o

「
事
畢
り
ぬ
」
（
ヨ
ハ
ネ
博
十
九
章
）
は
今
や
基
督
の
受
難
が
終
り

人
類
の
救
清
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
情
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
重
く
厳
格

な
動
機
の
間
に
高
貴
に
し
て
明
朗
な
諸
動
機
が
交
へ
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
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第
七
番

L
a
rg
o

「
主
よ
、
わ
が
霊
を
御
手
に
ゆ
だ
ぬ
」
（
ル
カ
博
二
十
三
章
）
に
基

く
。
之
も
受
難
後
の
浮
化
の
感
情
、
神
と
偕
に
居
る
平
和
を
讃
ふ
る
喜
び
の
表
現
で
第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
柔
く
洲
る
が
如
き
昔
形
や
本
楽
章
の
序
と
結
尾
に
現
れ
る
無
邪
氣

で
牧
歌
的
な
ホ

ル
ン
の
旋
律
は
員
に
明
朗
で
あ
る
。

終
奏

P
r
e
st
0

は
多
く
の
受
難
曲
に
見
ら
れ
る
如
く
「
地
震
」
(
il
t

e
r
r
e
m
ot
o
)
と

題
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
彼
最
早
居
ま
さ
ず
」
以
下
は
基
督
の
死
と
共
に
地
震
起
り
墓
ひ
ら

け
て
眠
り
た
る
聖
徒
の
屍
閥
お
ほ
く
活
き
か
へ
り
云
々
と
い
ふ
聖
書
の
句
に
よ
っ
て
啓

蒙
時
代
の
詩
人
ラ
ム
レ
ル
（
一
七
二
五
ー
九
八
）
〔
が
〕
作
っ
た
詩
「
基
督
の
死
」
に
基

き
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
速
く
力
強
く
短
い
曲
で
あ
る
。
本
曲
中
の
主
な
楽
句
は
次
の
如

く
で
あ
る
〔
―
―
―
頁
上
段
〕。

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

東
京
昔
架
學
校
演
奏
會

二
月
七
日
於
日
比
谷
公
會
堂

一
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
二
交
響
曲
二
長
調

曲
目
は
「
ハ
イ
ド
ン
」
だ
け
で
充
分
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
練
習
不
足
な
「
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
」
を
加
へ
て
は
却
つ
て
味
噌
を
つ
け
た
様
な
結
果
に
な
つ
て
し
ま
ふ
。

ラ
ウ
ト
ル
ッ
プ
氏
は
其
の
指
揮
振
か
ら
見
て
も
又
演
奏
の
出
来
榮
え
よ
り
推
し
て

も
、
ど
う
も
コ
ー
ラ
ス
指
揮
者
畑
の
人
だ
と
思
ふ
。

ぁ
A

一
律
な
「
タ
ク
ト
」
の
振
り
方
で
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
複
雑
な
表
現
が
出
し

得
る
わ
け
の
物
で
も
な
い
し
又
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
」
の
方
か
ら
云

つ
て
も
「
メ
ッ
ツ
オ

フ
ォ
ル
テ
」
で
既
に
あ
A
大
き
な
所
作
を
す
る
の
で
は
い
ざ
と
云
ふ
と
き
指
揮
豪
の
上

で
飛
び
上
り
で
も
し
な
け
れ
ば
ほ
ん
と
の
「
フ
ォ
ル
テ
イ
シ
モ
」
が
出
る
筈
も
な
い
。

従
つ
て
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
全
部
が
氏
の
欲
す
る
通
り
に
動
い
て
居
な
い
、
第
二
楽
章

で
展
開
部
の
後
再
び
主
題
が
現
れ
て
木
管
楽
器
に
移
つ
て
行
く
あ
た
り
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
が
い
た
＜
胤
れ
た
事
及
全
曲
を
通
じ
て
「
テ
ン
ボ
」
の
愛
り
目
が
い
つ
も
圃
滑
に

行
か
な
か
っ
た
事
等
は
練
習
の
不
足
と
指
揮
者
と
奏
者
の
心
が
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
て
居

な
い
事
を
物
語
っ
て
居
る
。

そ
れ
か
ら
常
日
此
の
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に
於
て
は
他
に
其
の
類
の
な
い
珍
現
象
を

2

マ
マ
〕

見
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
一音
楽
の
見
致
か
ら
云

つ
て
リ
ズ
ム
が
合
は
な
い
上
、

昔
力
が
貧
弱
で
あ
る
の
に
反
し
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や

ヴ
ィ
オ
ラ
の
方
が
却
つ
て
よ
く
揃
つ
て
居
り
又
楽
器
の
裏
を
向
け
て
居
る
に
も
係
ら
ず

「
フ
ォ
ル
テ
」
の
時
絃
特
有
の
唸
り
が
聰
え
て
来
る
事
で
あ
る
。
特
に
第
二
、
第
三
楽

章
の
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
風
れ
は
甚
だ
し
か
っ
た
。

大
家
連
に
は
練
習
以
外
に
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
訓
練
が
訣
け
て
居
る
為
か
或
は
第

―
-
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
や
「
ヴ
ィ
オ
ラ
」
の
若
手
に
新
来
数
授
の
影
響
が
も
う
働
き
か

け
て
来
た
為
か。

そ
れ
か
ら
木
管
楽
器
に
於
て
も
第
一
よ
り
第
二
の
方
が
し
つ
か
り
し
て
居
る
事
、
例

へ
ば
第
―
フ
リ
ュ
ー
ト
は
殆
ど
聴
き
と
れ
な
い
で
第
ニ
フ
リ
ュ
ー
ト
獨
り
活
躍
し
て
居

た
と
云
つ
て
も
良
い
位
で
あ
っ
た
事
、
第

一
オ
ボ
ー
が
本
職
で
あ
る
の
に
ど
う
し
た
も

の
か
第
一
楽
章
暁
頭
の
導
入
部
か
ら
し
て
調
子
が
外
れ
て
居
た
事
其
他
第

一
「
フ
ア
ゴ

ッ
ト
」
の
た
ど
／
＼
し
い
演
奏
振
り
等
全
て
が
逆
で
あ
る
。
以
上
の
事
は
次
の
「
ハ
イ

ド
ン
」
に
於
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
只
「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
」
の
「
グ
リ
ッ
サ
ン
ド
」
氣

味
な
演
奏
は
か
う
云
ふ
古
典
楽
に
は
出
来
る
だ
け
避
け
度
い
事
及
緩
や
か
な
旋
律
を
奏

す
る
時
だ
け
流
石
に
第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
昔
色
が
美
し
か
っ
た
事
だ
け
を
（
特
に
大

家
の
名
唇
の
為
に
）
附
け
加
へ
る
。

二
、
ハ
イ
ド
ン
の
オ
ラ
ト
リ
オ
「
基
督
の
七
つ
の
言
葉
」

先
づ
最
初
に
コ
ー
ラ
ス
の
出
来
榮
え
が
第
七
の
言
葉
の
最
初
に
於
け
る
胤
れ
を
除
け

ば
概
し
て
良
好
だ
っ
た
事
を
特
筆
す
る
。
男
子
の
低
昔
が
同
名
の
楽
器
に
消
さ
れ
勝
だ

っ
た
の
は
現
在
の
生
理
的
條
件
で
は
致
し
方
な
い
事
で
あ
ら
う
。

こ
れ
だ
け
の
合
唱
を
控
へ
て
「
ソ
リ
ス
ト
」
た
り
得
る
資
格
の
あ
る
人
は
獨
唱
者
中

に
一
人
も
な
か
っ
た
。
殊
に
四
部
の
外
槃
は
同
じ
條
件
の
下
に
於
て
中
槃
よ
り
良
く
聞

え
て
来
る
も
の
で
あ
り
又
主
旋
律
及
び
バ
ス
と
し
て
聘
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

あ
る
の
に
稽
も
す
る
と
中
墜
二
部
に
押
さ
れ
て
恰
も
「
オ
ブ
リ
ガ
ー
ト
」
の
如
く
に
な

つ
て
し
ま
ふ
。
中
槃
の
中
で
「
テ
ノ
ー
ル
」
は
昔
色
が
限
々
女
竪
に
溶
解
し
て
し
ま
ふ

程
女
性
的
で
あ
っ
て
男
性
的
な
張
り
の
あ
る
テ
ノ
ー
ル
の
昔
色
は
何
虞
に
も
見
営
ら
な

い
。
そ
れ
に
昔
程
も
正
確
と
は
云
ひ
難
い
。
第
四
の
言
葉
に
於
け
る
調
子
の
外
れ
は
大

切
な
虞
々
だ
け
に
耳
立
っ
た
。

槃
量
、
昔
質
、
昔
程
等
の
黙
か
ら
云
つ
て
一
番
光
つ
て

113 第1章 昭和2年～12年(1927~1937)



居
た
の
は
「
ア
ル
ト
」
で
あ
る
。

但
し
指
揮
者
の
方
に
一
々
振
り
向
く
癖
は
無
く
と
も
が
な
で
あ
る
。
も
し
さ
う
で
な

い
と
唱
へ
な
い
の
な
ら
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
楽
員
は
初
見
の
譜
面
で
演
奏
出
来
な
い

事
と
な
る
。
要
は
心
眼
即
「
感
」
に
在
る
。

全
櫃
と
し
て
兎
に
角
此
の
楽
曲
を
編
め
た
（
殊
に
合
唱
に
於
て
）
黙
に
於
て
ラ
ウ
ト

ル
ツ
。
フ
氏
の
努
力
を
多
と
す
る
。

東
京
―
音
楽
學
校
が
斯
く
の
如
き
古
典
曲
を
上
演
す
る
事
は
上
滑
り
し
な
い
で
し
つ
か

り
し
た
根
底
を
築
い
て
行
く
意
味
に
於
て
非
常
に
良
い
事
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
同
時

に
前
進
す
る
事
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
（
願
は
く
ば
昨
年
の
伯
林
國
立
高
等
音
楽
學

校
卒
業
演
奏
會
の
曲
目
を

一
瞥
せ
ら
れ
よ
）
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
」
と
云
ふ
言
葉
は
其
の

國
の
良
き
博
統
を
守
る
事
に
於
て
意
義
が
あ
る
の
で
他
國
の
古
き
博
統
を
い
つ
ま
で
も

固
守
す
る
事
は
何
等
の
意
味
を
為
さ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
（
木
兎
生
）

（
『
昔
架
世
界
』
第
三
巻
第
三
号
、
昭
和
六
年
三
月
、
四
八

l
四
九
頁
）

狸

穴

守

こ
の
頃
東
京
―
音
楽
學
校
が
や
っ
た
ハ
イ
ド
ン
の
「
基
督
の
七
言
」
の
演
奏
で
新
進
の

ア
ル
ト
歌
手
丹
治
ハ
ル
子
の
熱
心
な
唄
ひ
方
を
注
意
し
な
か
っ
た
人
は
あ
る
ま
い
。

殊
に
練
習
不
足
も
手
博
つ
て
ゐ
る
ら
し
く
見
え
た
ソ
。
フ
ラ
ノ
黒
澤
貞
子
の
し
と
や
か

な
演
奏
振
り
を
封
比
さ
れ
て
、
一
層
光
輝
あ
ら
し
め
た
。

彼
女
の
槃
は
、
非
常
に
力
強
く
、
且
つ
巾
が
あ
る
。
勿
論
未
だ
年
齢
の
た
め
も
あ
ら

う
、
荒
削
り
で
、
声
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
充
分
に
行
は
れ
て
を
ら
ず
、
た
め
に
四
重
唱

の
諧
調
を
や
ぶ
つ
て
、

嬰
々
粗
雑
な
振
動
が
わ
れ
わ
れ
の
耳
に
迫
つ
て
く
る
。

し
か
し
、
近
来
、
オ
ラ
ト
リ
オ
や
ミ
サ
を
聴
く
ご
と
に
、
退
屈
を
味
は
せ
ら
れ
る
四

重
唱
組
に
あ
っ
て
、
私
は
思
は
ぬ
賓
石
を
装
見
し
得
た
や
う
に
思
ふ
。

彼
女
の
熱
が
、
第
一
い
A

で
は
な
い
か
。
そ
の
整
と
共
に
、
そ
の
態
度
の
熱
列
さ
で

あ
る
。
多
く
の
我
國
の
歌
者
た
ち
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
や
う
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
す
く
ん
で

ゐ
る
が
、
彼
女
は
賓
に
元
氣
に
あ
ふ
れ
て
ゐ
て
頗
る
活
動
的
で
あ
る
。
た
め
に
愛
ら
し

頼
も
し
い
演
奏
家
の
一
人

ー
丹
治
ハ
ル
子
の
場
合
—
|
I

き
ロ
ボ
ッ
ト
を
い
と
ほ
し
む
人
々
は
、
彼
女
の
態
度
を
非
難
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
。

l

そ
れ
か
ら
、
彼
女
が
左
様
に
屡
々
、
う
し
ろ
を
振
り
か
へ
つ
て
は
指
揮
の
棒
を
見
逃

す
ま
い
と
努
力
し
た
こ
と
に
就
て
ゞ
あ
る
。
尊
敬
す
る
本
誌
の
記
者
「
木
兎
生
」
は
、

こ
れ
を
非
難
し
た
。
し
か
し
私
は
全
く
正
反
対
な
意
見
で
、
こ
の
こ
と
あ
り
し
故
に
、

彼
女
の
演
奏
振
り
に
九
十
貼
也
を
進
ぜ
ん
と
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。、

、
、
、

演
奏
者
が
、
一
々
う
し
ろ
を
振
り
か
へ
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
う
る
さ
い
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
充
分
の
廣
さ
を
持
た
ぬ
日
本
の
演
奏
會
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
常
に
大

規
模
の
演
奏
に
常
つ
て
四
重
唱
組
は
指
揮
者
の
後
方
に
陣
取
る
べ
く
餘
儀
な
く
さ
れ

〔

マ

マ

〕

る
。
（
何
と
都
合
の
悪
い
位
地
で
、
そ
れ
は
あ
る
こ
と
よ
）

そ
こ
で
、
い
よ
／
＼
演
奏
の
段
と
な
つ
て
、
四
重
唱
組
は
非
常
な
苦
心
を
し
て
、
指

〔

マ

マ

〕

揮
棒
の
行
衛
を
さ
が
す
。
聴
衆
に
尻
を
向
け
る
わ
け
に
も
行
か
ず
。
そ
れ
か
と
言
っ

て
、
凱
に
自
分
一
個
の
「
感
」
で
も
っ
て
、
指
揮
者
が
刻
々
に
行
ふ
テ
ン
ポ
・
ル
バ
ー

ト
に
完
全
に
従
ふ
に
由
な
く
。

但
し
此
際
、
例
の
ロ
ボ
ッ
ト
歌
手
は
何
等
の
支
障
を
も
感
ぜ
ず
、
指
揮
者
と
背
中
合

せ
で
徐
々
に
う
た
つ
て
ゆ
く
。
常
に
テ
ン
ポ
を
控
目
に
と
り
な
が
ら
。

・
と
こ
ろ
が
、
ア
ム
ビ
シ
ア
ス
な
亦
テ
ム
ボ
の
潔
癖
人
は
、
首
の
筋
肉
に
無
理
を
さ
せ

て
も
、
演
奏
上
の
正
確
と
効
果
と
を
期
す
る
由
に
こ
そ
、
首
を
ね
ぢ
り
担
胆
を
ね
ぢ

つ

て
、
後
方
の
側
面
に
ゐ
る
指
揮
者
の
方
を
振
り
向
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
貼
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
園
員
の
如
く
、
指
揮
者
に
向
つ
て
放
射
朕
に
面
と
向
つ

て
ゐ
る
人
々
の
知
ら
な
い
苦
榮
を
味
は
は
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
指
揮
者
の
側
か
ら
言
っ
て
も
、
一
等
ろ
く
で
な
し
の
歌
手
や
楽
手
は
、
指

揮
者
を
W
at
c
h

し
な
い
、
自
分
勝
手
の
輩
一
な
テ
ム
ボ
で
進
ん
で
ゆ
く
哀
れ
な
る
エ

ゴ
イ
ス
ト
連
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
人
は
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
参
加
す
る
根
本
的
條
件
を

峡
如
し
て
ゐ
る
。

よ
い
楽
手
、
よ
い
歌
手
は
、

最
初
の
練
習
の
第

一
小
節
か
ら
、
指
揮
者
を
「
視
」

る
。
故
に
、
こ
の
よ
く
「
視
」
る
と
こ
ろ
の
楽
手
、
歌
手
の
集
園
で
あ
っ
た
ら
指
揮
者

は
最
短
時
間
に
、
効
果
を
牧
め
得
「
棒
を
振
り
ま
わ
し
、
視
覺
に
訴
へ
て
」
自
分
の
意

志
を
演
奏
者
等
に
博

へ
や
う
と
す
る
大
目
的
を
完
全
に
は
た
し
得
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
演
奏
會
場
の

ス
テ
ー
ヂ
が
充
分
に
撰
張
さ
れ
て
、
固
定
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
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ー

ニ
短
調
：
・

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

ソ
ナ
タ
ホ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ

ア
ダ
ヂ
オ

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

ア
レ
グ
ロ

ン

デ

ル

作

肥

田

登

美

子

モ

ツ

ア

ル

ト

作

2
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

小

島

喜

久

壽

メ
ッ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

歌
劇

「
ミ
ニ
ョ
ン
」
よ
り

イ
、
君
よ
知
る
や
南
の
國
…

ロ
、
哀
れ
な
る
子
遠
く
よ
り
来
れ
り
…
…
…

曲

土

曜

演

奏

會

第
五
十
六
回

目

昭
和
六
年
二
月
十
四
日

昭
和
六
年
二
月
十
四
日
午
後
二
時
開
演

東
京
昔
架
學
校
奏
楽
堂

於

卜

学
友
会
第
五
十
六
回
土
曜
演
奏
会

” ” マ
作

杉

原

セ

ン

楽
員
席
、
合
唱
員
席
、
獨
唱
者
席
等
が
設
け
ら
れ
る
に
至
る
か
、
若
し
く
は
蛙
類
の
如

＜
脊
中
に
眼
が
生
え
ぬ
限
り
、
四
重
唱
組
の
「
振
り
か
へ
り
」
は
絶
え
ぬ
こ
と
で
あ
ら

う
し
、
ま
た
諸
君
は
此
の
無
格
好
な
「
首
ね
ぢ
り
」
の
故
に
こ
そ
、
そ
こ
に
頼
も
し
き

演
奏
家
の
一
人
を
漿
見
し
得
た
こ
と
を
反
つ
て
喜
ん
で
も
ら
ひ
度
い
の
だ
。

一
面
識
も
な
い
丹
治
ハ
ル
子
の
演
奏
振
り
に
、
こ
と
よ
せ
て
一
言
。

ー
一
九
―
―
ニ
・
―
―
-
•
五
ー

(
『
昔
架
世
界
』
第
三
巻
第
四
号
、
昭
和
六
年
四
月
、
三
四
ー
三
五
頁
）

東

京

昔

架

學

校

學

友

會

10 

，
 

7
 

ピ

ア

／

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

セ

ロ

安輻永

部井井

幸直

明弘進

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
第
二
番
嬰
へ
短
調
作
品
十
九
…
…
…
…
ヴ
ィ
ユ
ウ
タ
ン
作

ア
レ
グ
ロ

イ
、
歌
劇
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
よ
り

此
の
手
を
取
り
て
よ

ロ
、
歌
劇
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
よ
り
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ヴ
ェ
ル
デ
イ
作

美
は
し
の
乙
女
よ

休

ノ

獨

奏

ウ
イ
ン
の
夜
…

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

歌
劇
「
エ
レ
ミ
ー
テ
ン
の
鐘
」
よ
り
…
·
…
·
…
…
…
…
…
…
•
マ
イ
ヤ
ー
ル
作

ロ
ー
ゼ
の
ア
リ
ア

ア
ン
。
フ
ロ
ン
。
フ
チ
ュ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

ピ

ア

ノ

三

重

奏

兎

束

龍

夫

嬰

へ

長

調

作

品

三

十

六

…

…

…

…

シ

ョ

パ

ン

作

8
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

大

井

悌

四

郎

6
．
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昭和 6年 5月10日，能舞台開祝賀演能。〈翁〉，徳川家達謡

同演奏会。舞囃子 〈高砂〉

第2部昭和の東京音楽学校篇 118 



同演奏会。舞囃子〈田村〉

同演奏会。舞囃子〈弱衣〉
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同演奏会。舞囃子 〈雲雀山〉

同演奏会。舞囃子〈舟辣慶〉

第2部昭和の東京音楽学校篇 120 



同演奏会。囃子 ＜鶴継〉

町1t叫l9999 ....•·-· 

桜

・論•9 ヽ• ••.. "....ヽ．、

同演奏会。狂言 ＜膏薬煉〉
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同演奏会。半能〈絃上〉
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四
日
（
日
曜
日
）
午
後

日
比
谷
公
會
堂

東

京

昔

榮

學

校

シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ッ
。
フ

C
h
a
r
l
e
s
 L
a
ut
rup
.
 

東
京
―音
楽
學
校
管
絃
楽
部
員

イ
短
調
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
サ
ー
ト
（
作
品
五
四
）
…
…
…
…
シ

K
l
a
vi
e
r
,
K
o
n
z
e
rt
 

(
A
 m
o
l
l
,
 O

p
.
 
5
4
)

…
…
…
…
 

A
l
l
eg

r
o
 affet
t

u
o
s
o
-
A
n
d
a
nt
e
 e
s
p
r
e
s
si
v
o
|
 

A
l
l
e
g
r
o
|
A
l
l
e
g
r
o
 m
o
lt
o
 

I
nt
e
r
m
e
z
z
o
:
 
A
n
d
a
nt
i

n
o
 g
razi
o
s
o
 

A
l
l
e
g
r
o
 
vi
v
a
c
e
 

ュ

ー

マ

ン

作

・:
S
c
h
u
m
a
n
n
.
 

休
憩
一

0
分

間

二
、
第
九
番
二
短
調
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
（
作
品
―
二
五
）
•
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

↑
 

ヽ

シ
ル
レ
ル
作
頌
歌
『
歓
喜
に
寄
す
』
に
基
け
る
結
尾
合
唱
附

N
e
u
nt
e
 S
y
mp
h
o
ni
e
 m
i
t
 

S
c
h
l
u
s
s
c
h
o
r
 
U
b
e
r
 

S
c
h
illers 
O
d
e
,,
A
n
 di
e
 F
r
e
u
d
e
"
(
D
 m
o
l
l
,
 
Op

.
125)•

…

••Bee

thoven

. 

A
l
l
e
g
r
o
 
m
a
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o
,
 u

n
 p
o
c
o
 m
a
e
st
o
s
o
 

M
o
l
t
o
 vi
v
a
c
e
|
P
r
e
st
o
-
M
o
l
t
o
 vi
v
a
c
e
 

A
d
ag
i

o
 m
o
l
t
o
 e
 c
a
nt
a
bi
le
-
A
n
d
a
nt
eー

A
d
ag
i

o

P
r
e
st
o
|
A
l
l
e
g
r
o
 a
s
s
ai
|
P
r
e
st
o
|
A
l
l
e
g
r
o
 assai
1
 

A
n
d
a
nt
e
 m
a
e
st
o
s
o
|
A
l
l
eg

r
o
 e
n
e
rg
i

c
o
1
 

A
l
l
eg

r
o
 m
a
 n
o
n
 t
a
nt
o
|
P
r
e
st
i

ssi
m
o
|
 

M
a
e
st
o
s
o
-
P
r
e
st
i

ssi
m
o
 

會
場

音

楽

演

奏

曲

目

昭
和
六
年
六
月
十
四
日

管
絃
楽

指
揮
者

演
奏
者

レ

オ

・

シ

ロ

L
e
o
 Si
r
ot
a
.
 

夕
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昭和6年 6月14日，ベートーヴェン作曲 〈第九番二短調シンフォニー〉

奏

曲

解

説

一
、
管
絃
楽
附
ピ
ア
ノ
猫
奏

イ
短
調
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
五
四
）シ

ュ
ー
マ
ン
作

ロ
ベ
ル
ト
シ
ュ
ー
マ
ン
(
-
八
一

0
ー
一
八
五
六
）
は
輩
な
る
技
巧
主
義
に
堕
す

る
危
惧
の
念
と
在
来
の
紋
切
形
の
三
楽
章
組
形
式
に
よ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
に
封
す
る
嫌

悪
の
情
か
ら
久
し
い
間
之
に
筆
を
染
め
る
こ
と
を
躊
躇
し
種
々
熟
考
し
た
末
、
一
八
三

九
年
に
ウ
ヰ
ー
ン
で
一
楽
章
の
ピ
ア
ノ

・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
を
書
い
た
。
之
本
曲
の
第
一

楽
章
で
あ
る
。
そ
し
て
之
は
一
八
四
一
年
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
で
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
と
い

ふ
名
の
下
に
ク
ラ
ラ
夫
人
に
よ
っ
て
試
演
さ
れ
た
後
、
管
絃
楽
附
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ア

レ
グ
ロ
ア
フ
エ
ト
ウ
オ
ー
ゾ
作
品
四
八
と
し
て
出
版
者
に
提
供
さ
れ
た
。
そ
の
後

一
八
四
五
年
の
初
夏
に
ド
レ
ー
ス
デ
ン
で
之
に
第
二
第
三
楽
章
が
附
加
さ
れ
現
今
の
如

き
證
裁
の
も
の
に
な
り
、
そ
の
冬
に
夫
人
が
同
じ
く
之
を
試
演
し
た
。
公
開
的
初
演
は

了
八
四
七
年
一
月
ウ
ヰ
ー
ン
で
行
は
れ
、
夫
人
が
ピ
ア
ノ
獨
奏
を
し
作
者
が
管
絃
楽
を

指
揮
し
た
が
、

•

一
般
か
ら
は
尊
敬
に
充
ち
た
沈
獣
を
も
つ
て
迎
へ
ら
れ
た
。
こ
の
ビ
ア

ノ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
が
一
般
の
演
奏
曲
目
に
加
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
六

0
年
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
七

0
年
代
か
ら
は
漸
次
に
＿音
楽
學
校
の
必
須
敦
材
に
も
算

へ
ら
れ
る
や
う
に
な
り
、
現
今
で
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
五
第
四
ピ
ア
ノ

・
コ
ン
ツ

エ
ル
ト
に
つ
ぐ
名
曲
に
な
つ
て
ゐ
る
。

本
曲
の
近
世
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
史
上
に
於
け
る
革
新
貼
を
皐
げ
れ
ば

第
一
、
本
曲
の
ピ
ア
ノ
の
部
は
時
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
シ
ョ
パ
ン
以
上
の
技
巧
を

要
求
す
る
が
、
而
も
之
が
輩
な
る
技
巧
に
堕
す
る
こ
と
な
く
終
始
豊
な
詩
的
―音
楽
的
感

情
表
出
の
た
め
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
。

演

合
唱
者

獨
唱
者

テ
ノ
ー
ル

‘、ノ

ス

ア

ル

ト

ソ
。
フ
ラ
／

立

松

サ

子

齋

藤

静

子

木

下

保

阿

部

英

雄

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒

フ
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9J 

し

et
c
 

こ
の
愛
奏
が
漸
次
に
強
ま
っ
た
後
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
の
導
入
と
共
に
管
絃
楽
の
奏
す
る

素
朴
で
喜
悦
に
渦
ち
た
第
二
主
題
（
ハ
長
調
）
に
入
る
。
そ
し
て
ピ
ア
ノ
が
之
を
受
け

る。

次
い
で
第
二
主
題
（
ハ
長
調
）
が
力
強
く
ト
ゥ
テ
イ
で
現
れ
る
が
之
が
突
然
ハ
短
調

に
轄
じ
て
展
開
部
に
入
る
。
こ
の
提
示
部
の
後
半
部
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
展
開
の
術

を
繊
承
せ
る
の
み
な
ら
ず
不
協
和
昔
の
瀕
出
、
力
。
フ
リ
チ
オ
風
な
不
覇
奔
放
な
情
熱
の

放
散
等
の
黙
で
ロ
マ
ン
テ
イ
ッ
ク
の
手
法
の
先
謳
と
し
て
重
妾
で
あ
る
。
而
も
本
曲
が

最
初

一
般
に
理
解
せ
ら
れ
な
か

っ
た
原
因
は
主
と
し
て
こ
の
部
分
の
手
法
に
あ
っ
た
と

い
ふ
。

•̀  

1

□])ビ
t

et
c

そ
し
て
こ
の
興
奮
の
箕
中
に
直
ち
に
主
部
に
入
り
、
も
の
憂
さ
と
諦
の
混
じ
た
感
傷

的
な
第
一
主
題
（
イ
短
調
）
が
先
づ
管
に
現
れ
次
に
ピ
ア
ノ
で
奏
さ
れ
る
。

之
は
本
楽

章
の
主
想
な
る
の
み
な
ら
ず
全
曲
疲
展
の
芽
で
あ
っ
て
頗
る
重
要
で
あ
る
。

を
奏
し
た
後
、
内
氣
で
敬
虔
な
情
を
示
す
新
し
い
楽
句
に
移
る
。

゜

第

一
楽
章

A
lleg
ro
aff
et
t

u
o
s
o
 
(情
熱
的
な
急
速
曲
）

イ
短
調

ソ
ナ
タ
形
式
に
よ
る
。
そ
し
て
そ
の
骨
子
は
保
持
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
最
初
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
と
し
て
装
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
な
る
如
く
、
作
者
は
之
を
自
由
奔
放
な

情
熱
的
表
現
に
従
島
せ
し
め
、
終
始
複
雑
な
愛
奏
に

よ
っ
て
全碑胆
を
流
動
的
に
作
っ

た
。
換
言
す
れ
ば
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
主
題
加
工
、
展
開
の
術
が
至
る
臨
に
用
ひ
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
特
に
経
過
部
、
導
入
部
で
は
こ
の
感
を
深
く
す
る
。

長
い
管
絃
楽
の
ト
ゥ
テ
イ
が
あ
っ
た
後
に
主
部
に
入
る
在
来
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
の
方

式
に
よ
ら
ず
に
、
本
曲
は
三
小
節
か
ら
な
る
烈
し
い
情
熱
的
な
ピ
ア

ノ
の
楽
句
で
先
づ

始
ま
る
。

か
く
て
雨
者
は
交
々

ロ
マ
ン
テ
イ
ッ
ク
な
悦
楽
境
を
進
み
行
く。

譜

3
の
愛
形

そ
し
て
オ
ー
ボ
ー
が

C.J• 

et
c.
 

第
二
、
第
二
楽
章
で
最
も
著
し
く
そ
の
他
の
楽
章
で
も
部
分
的
に
観
ら
れ
る
如
く
、

古
い
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
の
手
法
で
あ
る
獨
奏
と
楽
器
群
の
交
替
奏
が
復
活
せ
ら
れ
て
ゐ
る

こ
と
。
こ
れ
は
作
者
が
バ
ッ
ハ
特
に
そ
の
二

短
調

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
か
ら
う
け
た
影
薔
と

観
ら
れ
る
。

唇
？

esp
re
8" 

次
い
で
同
じ
く
譜
2
の
愛
奏
が
ピ
ア
ノ
に
現
れ

よ

こ
の
第
一
第
二
主
題
の
著
し
い
封
比
、
憂
鬱
と
喜
悦
の
二
元
的
封
立
は
作
者
特
有
の

〔

マ

マ

〕

情
緒
の
封
立
で
あ
り
、
以
下
に
之
を
慮
理
し
て
行
く
自
由
で
流
動
的
な
手
法
と
相
待
っ

て
極
め
て
ロ
マ
ン
テ
イ
ッ

ク
で
あ
る
。

提
示
部
の
後
半
部
に
入
る
と
、
先
づ
第

一
主
題
が
ハ
長
調
で
明
く
現
れ
る
。
そ
し
て

曲
の
相
は
や
が
て

A
ni

m
at
o
(
い
き
／
＼
と
）
に
な
り
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
譜
2
の
愛
形

を
奏
し
幽
な
希
望
を

つ
げ
る
。
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が
し
ば
ら
く
展
開
さ
れ
る
が
之
が
へ
長
調
に
轄
じ
る
頃
か
ら
氣
分
が
明
く
な
り
、
や
が

て
第
一
主
題
が
顛
昔
に
伴
は
れ
な
が
ら
謂
る
如
く
現
れ
る
。
そ
し
て
終
り
に
再
び
譜
8

が
響
く
が
忽
ち
顛
昔
の
中
に
消
え
る
。

か
く
て
尾
句
ア
レ
グ
ロ
モ
ル
ト
に
入
る
。
管
絃
楽
は
第
一
主
題
を
短
調
で
は
あ
る

が
生
氣
と
新
鮮
に
富
ん
だ
四
分
二
拍
子
で
奏
し
出
し
恐
れ
る
こ
と
な
く
進
み
ゆ
き
結
局

最
初
の
イ
短
調
の
和
昔
で
ピ
ア
ノ
と
協
奏
し
つ
A

こ
の
楽
章
を
結
ぶ
。

第
二
楽
章

Int

e
r
m
e
z
z
o
(
間
奏
曲
）

A
n
d
a
nt
i

n
o
g
razi
o
s
o
 (
優
雅
な
準
並
歩
曲
）

四
分
二
拍
子
へ
長
調

間
奏
曲
と
い
ふ
名
の
示
す
如
く
作
者
は
こ
A

で
前
楽
章
の
興
奮
を
休
め
次
の
楽
章
ヘ

至
る
準
備
を
な
し
、
奏
者
に
も
聴
者
に
も
小
憩
を
輿
へ
る
。
新
鮮
と
童
心
の
極
致
と
も

い
ふ
べ
き
本
楽
章
は
先
づ
四
個
の
平日
符
か
ら
な
る
動
機
を
ピ
ア
ノ
と
管
絃
楽
が
兒
童
の

戯
れ
の
如
く
交
替
に
奏
す
る
こ
と
で
始
ま
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
次
の
如
き
長
い
主
題
と

な
る
。

°’ 

展
開
部
で
は
先
づ
第
一
主
題
が
ア
ン
ダ
ン
テ
愛
イ
長
調
四
分
六
拍
子
で
夢
幻
的
に
展

開
さ
れ
る
。
こ
の
ピ
ア
ノ
の
斐
奏
、
柔
い
管
絃
楽
の
こ
だ
ま
は
淫
化
の
心
境
の
表
現
で

あ
り
本
楽
章
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
な
す
。
し
か
し
間
も
な
く
冒
頭
の
情
熱
的
楽
句

（譜
1

)

が
突
然
現
れ
こ
の
夢
幻
を
破
る
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
ピ
ア
ノ
と
管
絃
楽
が
烈

し
く
競
ひ
合
っ
た
後
譜

3
の
愛
形
が
ピ
ア
ノ
獨
奏
に
現
れ
、
又
も
や
静
寂
と
沈
思
が
鰭

り
、
こ
A

に
第
一
主
題
が
卜
長
調
で
童
心
の
平
和
さ
を
も
つ
て
奏
し
出
さ
れ
之
が
幾
度

か
愛
奏
さ
れ
る
。
こ
の
経
過
部
は
提
示
部
の
後
半
部
と
略
等
し
い
構
成
を
も
つ
。

反
覆
部
は
大
碑胆
提
示
部
と
同
様
で
あ
る
が
前
に
ハ
長
調
で
あ
っ
た
場
所
は
イ
長
調
に

な
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
部
の
終
り
に
轄
調
と
不
協
和
昔
が
頻
繁
に
現
れ
そ
し
て
カ
デ
ン
ツ

に
入
る
。

こ
の
カ
デ
ン
ツ
は
獨
奏
者
に
非
常
な
技
巧
と
同
時
に
又
繊
細
な
情
緒
の
表
出
を
も
要

求
す
る
。
先
づ
第
二
主
題
に
開
聯
を
も
つ
動
機
（
イ
短
調
）

9
J
—＇
，
ー
j
I

I
fl
:f

,
□

：
口
：
口
『
口
叩
ー
ー
＇

7
F
9
，
町

つ
い
で

一
寸
氣
分
が
暗
く
な
る
が
間
も
な
く
雲
は
散
り
主
題
が
饉
り
来
り
こ

A
で
第

一
部
を
終
り
、
第
二
部
に
入
る
。
先
づ
セ
ロ
が
表
出
に
富
ん
だ
旋
律
を
歌
ひ
こ
の
間
ピ

ア
ノ
は
主
題
を
愛
奏
す
る
。

1
0
.~

ー
，ー1
1
\
f
＿＿

―
f
-
’
、
\
「
-
「

\
F
-へ
\
、
-
[

|
ヰ|
（
，
竺

下
.、

|

＇
f
＿
「
)
、
i
[
)
f
-
:

一

＇

丁

旧

一

譜
1
0
は
や
が
て
種
々
の
絃
や
管
に
移
さ
れ
る
。
こ
の
第
二
部
は
ピ
ア
ノ
が
主
題
を
愛
奏

す
る
故
第
一
部
の
封
比
と
い
ふ
よ
り
も
そ
の
高
揚
と
観
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
第
一

部
の
反
覆
に
な
る
。
こ
の
部
の
次
の
楽
句

1

1

.

e

9

-

いい
2
口
罰
ロ
口

は
第
一
楽
章
の
カ
デ
ン
ツ
の
動
機
（
譜
8

)

の
追
想
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
終

り
に
第
一
楽
章
の
第
一
主
題
の
一
部
が
管
で
現
れ
ピ
ア
ノ
が
之
を
受
け
と
る
。
先
づ
イ

長
調
で
次
に
は
ハ
短
調
で
。
次
の
イ
長
調
が
遂
に
方
向
を
決
定
し
絃
の
急
奏
と
共
に
直

接
第
三
楽
章
に
突
入
す
る
。

第
三
楽
章

Alle
g
ro
v
ivace 
(
活
撥
な
る
急
速
曲
）
四
分
三
拍
子
イ
長
調

本
楽
章
は
ロ
ン
ド
形
式
に
作
ら
れ
た
可
成
り
に
長
い
曲
で
あ
る
（
九
七
九
小
節
）
。

調
の
推
移
を
示
せ
ば
イ
長
調
|
ー
ヘ
長
調
|
|
二
長
調
ー
ー
イ
長
調
で
凡
て
は
明
く
快

活
で
あ
る
。

ビ
ア
ノ
が
先
づ
主
題
の
一
部
を
示
し
次
い
で
管
絃
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
全
主
題
を
奏
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凡
て
は
快
活
で
あ
る
が
譜
1
4
は
挿
入
楽
句
と
か
推
移
部
以
上
の
重
要
さ
を
も
ち
獨
立
的

で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
二
分
三
拍
子
の
楽
句
知
J
J
J.
)
I
J
J
が
四
分
三
拍
子

に
同
時
的
に
結
合
さ
れ
或
は
前
後
し
て
現
れ
複
雑
な
リ
ズ
ム
感
を
輿
へ
る
。

本
楽
章
の
終
り
に
諸
副
主
題
特
に
譜
1
5
が
急
速
に
現
れ
情
熱
的
に
明
＜
イ
長
調
で
曲

．
ど
終
る
。

1
6
.
ー・

5
．
ア ゜

4
．
ヒ

マ
ー
ラ
ー
作

イ
、
美
し
き
ラ
ッ
パ
高
鳴
る
と
こ
ろ

ロ
、
ラ
イ
ン
古
繹

ノ

凋

奏

シ
ョ
。
ハ
ン
作
、
バ
ラ
ー
ド

ル

ト

猫

唱

ア

愛
イ
長
調

武

田

恵

美

河

井

俊

子

レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ロ
作
、
歌
劇
「
パ
リ
ア
ッ
チ
」
の
。
フ
ロ
ロ
ー
グ

ふ
叶a
~
一
｀
＿
，
-
i
」
「
'
]
~
‘
」
-
『
'
サ
」
ご
j
-
i
」
[
'
]
i
'
」
-
i
」
二
」
が
'
'
,
-
[
」
「
ミ
y
{
'
」
一

etc

3
 
バ
リ
ト
ン
獨
唱

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
、
第
三
協
奏
曲
ハ
短
調

4

_

」_キ
|

|

下
[
]
:
:

□：

』

れ

i

,

]

}

g

口

：

這

・

゜

2
．
ヒ

グ
ラ
ー
ベ
ル
ト
作

イ

、

音

楽

ヴ
ァ
イ
ン
ツ
ィ
ー
エ
ル
作

ロ
、
朝
ノ
歌

ノ

獨

奏

ア

•し

こ
れ
が
第
一
楽
章
の
第
一
主
題
と
開
聯
を
有
す
る
こ
と
は
容
易
に
観
ら
れ
る
が
今
や

そ
の
憂
鬱
は
影
も
な
く
歓
喜
に
満
ち
て
ゐ
る
。
こ
の
主
題
は
長
い
本
楽
章
を
通
じ
て
部

分
的
に
は
勿
論
、
原
調
並
び
に
近
親
の
調
で
八
度
ほ
ど
完
全
な
形
で
現
れ
る
。
部
分
的

に
現
れ
る
中
で
最
初
の
四
小
節
が
フ
ガ
ー
ト
で
加
工
さ
れ
る
部
分
は
特
に
効
果
的
で
あ

る。
本
楽
章
の
副
主
題
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

唱

1
2
:
・

ヽ
．
悼
土
i
]

[

-

[

'

1

唸

'

」

-

「

'
h
ー
」
＂

z
l
-
F
,

：
書
む
千
訴
「

)

9

」

¥

'

」

i

」

.

ヽ

、

、

et
c.

す
る
。

1
．

合

曲

目

壻

永

丈

夫

黒

澤

愛

子

會

二
、
管
絃
楽
及
合
唱

第
九
番
二
短
調
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
作
品
―
二
五
）
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

〔
本
百
年
史
『
演
奏
会
篇
第
一
巻
』
大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
解
説
を
参
照
。
〕

昭

和

六

年

六

月

二

十

日

、

二

十

一

日

学

友

会

春

季

演

奏

会

昭

和

六

年

六

月

廿

日

（

土

）

午

後

二

時

開

演

於
東
京
音
楽
學
校
奏
楽
堂

春

季

大

演

奏

會

東

京

音

榮

學

校

學

友

會

員
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指

揮

者

大

塚

敦

授〔
原
資
料
横
組
〕

129 

グ
ル
ッ
ク
作

歌
劇
「
ア
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ゲ
ニ
ア
」
序
曲

11
．

管

絃

架

會

員

10
．

ピ

ア

ノ

凋

奏

平

戸

富

美

ア
レ
グ
ロ

ナ
ル
デ
ィ
ー
ニ
作

ア
レ
グ
ロ

ァ
ン
ダ
ン
テ

ヂ
オ
コ
ー
ソ

プ
ラ
ー
ム
ス
作

ヘ
ン
デ
ル
の
主
題
に
よ
れ
る
二
十
五
愛
奏
曲
と
フ
ー
ゲ
作
品
二
四

協
奏
曲

モ
デ
ラ
ー
ト

カ
ン
タ
ー
ビ
レ

，
 

ザ
イ
ド
ラ
ー
ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー
作

グ
レ
ー
ナ
ー
作

ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
作

ヘ
ン
シ
ェ
ル
作

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ホ
短
調

第1章

|
(
I
nt
e
r
v
al
)
ー
ー
|

小

宮

山

繁

V
I
O
L
I
N
 D
U
E
T
T
 

H
a
n
d
e
l
:
 
S
o
n
at
a
 N
r
.
 
8
 

g
 moll 

願
ひ

子

守

歌

光
れ
る
露

ひ
な
ぎ
く

8
 

ァ
ン
ダ
ン
テ

ソ
。
フ
ラ
ノ
凋
唱

細

谷

澄

子

ア
レ
グ
ロ

マ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作ァ

ッ
サ
イ

コ
ン

モ
ー
ト

ノ
ン

ア
レ
グ
ロ

ソ
ナ
タ

ト
ロ
ツ
ボ

ヘ
短
調
「
ア
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
タ
」
作
品
五
七

7
．

ピ

ア

ノ

凋

奏
ー

（

休

憩

）

ー

ヘ
ン
デ
ル
作

ソ
ナ
タ

6
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
重
奏

ト
短
調
（
第
八
）

水

谷

達

夫

第 第

／ー-ヘ--

伊疋田清
藤田中水

冨
光小貴
子枝子澄

E. 

VIII. 
VII.
 

V
I. 

V
.
 

I
V.
 

III. 
II. 

F 

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

s•Kom

iy

ama 

ド 卜 M
e
m
b
e
r
s
 

C
H
O
R
U
S
 

(a) 
Grabert: 
M
u
si

k
 

(
b
)
 
W
ei
n
zi
erl :
 Mo
r
g
e
n
li
e
d
 

P
I
A
N
O
 S
O
L
O
 

A
.
 Ku

r
o
s
a
w
a
 

B
e
et
h
o
v
e
n
:
 
K
o
n
z
e
rt
 

N
r. 
3
 
c
 mo
l
l
 
O
p
.
 

3
7
 

Allegro 
(
K
a
d
e
n
z
:
 
B
e
et
h
o
v
e
n
)
 

B
A
R
I
T
O
N
 S
O
L
O
 

T
.
 Ma
s
u
n
a
g
a
 

Leoncavallo: 
P
r
o
l
o
g
 A
u
s
 der 
O
per 
"P
a
g
li
acci
"
 

P
I
A
N
O
 S
O
L
O
 

T•Kawa

i 

C
h
op
i

n
 :
 Ballade 
A
s
 d
u
r
 

A
L
T
O
 S
O
L
O
 

E
.
 Ta

k
e
d
a
 

M
a
h
l
e
r
:
 
(a) 
W
o
 di

e
 s
c
h
o
n
e
n
 T
r
o
m
p
et

e
n
 blasen 

(
b
)
 
R
h
ei

n
l
e
g
e
n
d
c
h
e
n
 

S
.
 Shi

mi

z
u
 

{

F

.
 

T
a
n
a
k
a
 

s•H

ik
it
a 

{
M
.
It
o
 

P
I
A
N
O
 S
O
L
O
 

T
.
 Mi
z
ut
a
ni
 

B
e
et
h
o
v
e
n
:
 
S
o
n
at
a
,
 

f
 

m
o
l
l
 
O
p
.
 

5

7

 

(
A
p
p
a
s
si
o
n
at
a
)
 

Allegro assai
,
 

A
n
d
a
nt
e
 c
o
n
 m
ot
o
,
 Allegro m
a
 

n
o
n
 t
r
o
p
p
o
 

S
O
P
R
A
N
O
 S
O
L
O
 

S
.
 Ho
s
o
y
a
 

a
.
 S

ei
d
l
e
r
,
Wi
nkler扇
i

t

t

e

b
.
 Gr

a
e
n
e
r
 :
 

W
i

egenlied 

c.
 R

u
bi
n
st
ei
n: 

E
s
 bli

n
kt
 

der 
T
h
a
n
 

d
.
 He

n
s
c
h
e
l
:
 

T
a
u
s
e
n
d
s
c
h
o
n
 

V
I
O
L
I
N
 S
O
L
O
 

N
a
r
di
ni
:

 

K
o
n
z
e
rt
 

e
 mo
l
l
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4
．
セ

2
 

春

ロ

獨

奏

安

部

幸

明

シ
ョ
。
ハ
ン
作

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

三
十
二
愛
奏
曲

9
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

3
．

ピ

ア

ノ

猿

奏

玉

員

光

子

ウ
エ
バ
ー
作
歌
劇
「
自
由
射
手
」

エ
ン
ヒ
ェ
ン
ア
リ
エ
ッ
タ

春

の

旅

汝
が
眼
見
し
時

輝
け
る
夏
の
朝

二
人
の
榔
弾
兵

ソ
。
フ
ラ
ノ
薦
唱

シ
ュ
ー
マ
ン
作

土

岐

妙

子

8
 
バ

リ

ト

ン

獨

唱

イ
、
グ
ラ
ー
ベ
ル
ト
作
音
楽

ロ
、
ヴ
ァ
イ
ン
ツ
ィ
ー
エ
ル
作
朝
の
歌

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ア
レ
グ
ロ

l
合

唱

會

員

7
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

曲

目

ー
（
休
憩
）
ー
—
ー

ロ

ン

ド

メ
ヌ
エ
ッ
ト

季

於

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
小
夜
曲

ア

レ

グ

ロ

合

奏

X
I. 

X
.
 

Alleg
ro 
m
o
d
e
r
at
o
 

A
n
d
a
nt
e
 cant
a
bi
le 

Alleg

ro g
i

o
c
o
s
o
 

P
I
A
N
O
 S
O
L
O
 

F•H

ira
to 

B
r
a
h
m
s
:
 2
5

 

V
a
ri

at
i

o
n
e
n
 u
n
d
 F
ug

e
 
t
i

ber 
ei
n
 

T
h
e
m
a
 v
o
n
 H
a
n
d
e
l
 O
p
.
 

2
4
 

O
R
C
H
E
S
T
R
A
 

G
l
u
c
k
:
 Ou
v
e
r
t
日
e
zu 
der 
0
p
er 

M
e
m
b
e
r
s
 

6丘
I

p
hi
g

e
ni
a
i

n
 A
u
li

s"
 

C
O
N
D
U
C
T
O
R
 P
r
of

.
 O

t

s
u
k
a
 

昭
和
六
年
六
月
廿
一
日
（
日
）
午
後
二
時
開
演

東
京
昔
柴
學
校
奏
架
堂

大

演

奏

會

東

京

昔

架

學

校

學

友

會

6
．

絃

架

5
 
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

マ
ー
ラ
ー
作

イ
、
我
緑
の
森
を
行
け
り

ロ
、
ハ
ン
ス
と
グ
レ
ー
テ

ハ
、
懇
人
よ
、
出
で
来
れ

ア
ン
ダ
ン
テ

協
奏
曲
第
五

ボ
ッ
ケ
リ
ニ
作

協
奏
曲
愛
口
長
調

ーア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

ア
ダ
ヂ
オ

ン
ド

口

愛
ホ
長
調

山

田

み

ど

り

伊

藤

武

雄

作
品
七
三 永

井

會 添

JI[ 

ノ‘

進 員
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合

弔口代ー"K

谷トャヤ＝，＼瞑総

トト，＼ ヘー ',9〉- 釈ヽ幽置 廷ng1<l 

共井

Allegro, Andante, Menuetto, Rondo 

抵 喘

＼トロ辿中，＼"''R1¥-

ト入｀、口 ＼，＼ 

ロ• 赳皿 謎

ヽさ入ヽ匙
( ~ ~ ) 

沓蚕「卜心=keャト，，ふ I¥t,--」性至

ー． 

IL 

嵌

H K°< II m —込

.L ll 0弔

辻咀111 

把 蕪 如

俸

VIII. 

弔\~ 0 ~涎君
¥縣 涎謝

〔医舷哀悪器〕

III. 

IV. 

V. 

VI. 

PROGRAMME 

CHORUS 
(a) Grabert: Musik 
(b) Weinzierl : Morgenlied 

SOPRANO SOLO ．． 
Weber: Ariette des Annchen aus der 

Oper "Freischiitz" 

PIANO SOLO 

Beethoven : 32 Variationen 

CELLO SOLO 

Boccherini: Konzert, B dur 
Allegro moderato, Adagio, Rondo 

SOPRANO SOLO 

Members 

T. Toki 

諷

VIL 

ー(Interval)一

M.Tamama 

K.Abe 

H. Soekawa 

Mahler 
(a) Ich ging mit Lust <lurch einen grilnen Wald 
(b) Hans und Grethe 
(c) Aus! aus ! 

STRING ORCHESTRA 
Mozart: Eine kleine Nachtmusik 

IX. 

X. 

XI. 

PIANO SOLO S. Nagai 
Beethoven: Konzert, Nr. 5 Es dur Op. 73 

Allegro 
BARITON SOLO 

Schumann 
(a) Frtihlingsfahrt 

(b) Wenn ich deine Augen seh' 
(c) Am leuchtenden Sommermorgen 
(d) Die beiden Grenadiere 

PIANO SOLO M. Yamada 

Chopin: Polonaise-Fantaisie As dur Op. 61 

VIOLIN SOLO T. Inoue 

Lalo: Symphonie espagnole Op. 21 
Allegro non troppo 

ORCHESTRA 
Gluck: Ouvertlire zu der Oper "Iphigenia in Aulis" 

Prof. Pollak 
Prof. Otsuka CONDUCTOR 

T. Ito 

智釦く掛やm::lllm~km 擦獣裾tヒ（幽脇ー海喋一票匡）

智品1＜址や匹llltil （領）壮巡1く堂絣匿悪

案寧監把聡赳迫

擬俣l伽I継喝謎1甘皿継+<悪捻咽III

悪 総

出 翠 卓悔把1甘醒胎器打畔誤恥榔

(
l
£
6
1
~
L
Z
6
1
)
 
"
:
t
Z
1
~
:
:
½
芯
品
R
n
=憐
I

踪

Members 

:ffl 皿

I
8
I
 



八
、 七、

い
、
練
習
曲
（
作
品
二
五
•
第
一
番
）
｝

ろ
、
マ
ヅ
ー
ル
カ
（
作
品
七
•
第
三
番
）

は
、
ラ
。
フ
ソ
デ
イ
ー
（
第
七
番
）

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ピ

ア

ノ

獨

奏

ニ

長

調

組

曲

序
曲
奏
・
歌
調
・
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト

長

坂

好

子

氏

百

名

リ

ス

ト

作

曲

管
絃
園

合
唱
圃

四
十
名

シ

ョ

ノミ

ン

作

曲

東
京
昔

管

絃

大

合

唱

園

築
學
校

高

折

宮

次

氏

ノゞ

ツ

ノ‘

作

曲

於

六

、

管

絃

架
…
…
（
休
憩
一

0
分

間
）
…
…

東
京
―音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

い

ろ

は

う

た

信

時

潔

作

曲

五

、

混

磐

合

唱

（

無

伴

奏

）

東
京
―音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

歌
劇
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
中
の
「
な
っ
か
し
き
君
よ
」

ヴ

ェ

ル

デ

イ

作

曲

四、

ソ
。フ

ラ

ノ

獨

唱

長

坂

好

子

氏

ニ
長
調
ソ
ナ
タ

ヘ

ン

デ

ル

作

曲

、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
ピ
ア
ノ
合
奏
｛
臼
ァ
イ
ア
オ
リ
り
麟
折
戸
廷
疇

演

程

七
月
三
日
（
金
曜
）
午
後
七
時
開
演

於

長
野
市
相
生
座

七
月
四
日
（
土
曜
）
午
後
二
時
。
午
後
七
時
開
演

於
新
潟
市
新
潟
劇
場

七
月
五
日
（
日
曜
）
午
後
七
時
開
演

於
鶴
岡
市
鶴
岡
劇
場

七
月
六
日
（
月
曜
）
午
後
二
時
開
演

鶴
岡
市
鶴
岡
高
等
女
學
校
講
堂

（『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
三
号
、
昭
和
七
年
三
月
、
五
四
頁
）

奏

旅

一丁ノイ

日

は、

空

し
く
老
い
ぬ

ス
ウ
エ
ー
デ
ン
民
謡

戸

正

グ

辰

乙

疇

祠

伴

奏

高

折

宮

次

氏

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

i
高
野

辰

之

作

歌

指

揮

大

塚

淳

氏

召

お

う

雲

雀

第2部

流

浪

の
民
（
作

品
二
九
•
第
三
番
）

い

、

閃

め

く

星

ド

イ

ツ

民

謡

｛

シ

ル

ヘ

ル

編

作

武

島

又

次

郎

作

歌

1

0
、
混

盤

合

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

東
京
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

（管
絃
楽
伴
奏
）

ヘ
長
調

ロ
マ
ン
ツ
ェ

唱
（
管
絃
楽
伴
奏
）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

東
京
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

二

、

混

盤

合

唱

（

無

伴

奏
）

九、

桂

平

太

氏

歌
劇
「
ア
ウ
リ
ス
に
於
け
る
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
」

の
序
曲

一

、

管

絃

楽

グ

ル

ツ

ク

作

曲

い、

青

月

ろ
、
三
つ
の

花

び

ら

は
、
ル
ビ
ー
の
美
し
き
唇

白

き

ー

ガ

ン

作

曲

テ
イ
リ
ン
デ
リ
ー
作
曲

レ
ス
ピ
ー
ギ
ー
作
曲

昭和の東京音楽学校篇
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東
京
昔
榮
學
校
管
絃
合
唱
園
の
一
行
百
五
十

名
（
敦
授
十
名
、
生
徒
百
四
十
名
）
は
新
潟
へ

の
途
次
、
七
月
三
日
午
後
六
時
半
か
ら
長
野
市

相
生
座
に
大
演
奏
會
を
開
き
ま
す
。
上
野
の
東

窓
音
楽
學
校
が
、
わ
が
架
壇
に
於
て
ど
ん
な
役

目
を
果
し
て
ゐ
る
か
、
ま
た
同
校
の
管
絃
園
（
四
十
名
）
と
合
唱
園
（
百
名
）

が
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
か
、
さ
ら
に
再
び
信
州
へ
の
巡
演
が
い

つ
質
現
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
と
思
ふ
と
逃
が
せ
な
い
好
機
會
で
す
。
こ
の
大
演

奏
會
こ
そ
聰
者
を
し
て
藝
術
的
昂
奮
に
陶
酔
さ
せ
音
楽
へ
の
明
快
な
導
き
と
も

な
り
、
曲
相
の
描
く
朗
か
な
雰
園
氣
を
も
好
ま
し
く
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ら

う
。
會
費
一
園
（
學
生
五
十
錢
）
申
込
所
は
市
内
最
寄
り
の
書
舗
等
で
す
。

主

催

長

野

市

昔

榮

敦

育

研

究

會

後

援

信

濃

毎

日

新

聞

社

（
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
昭
和
六
年
七
月
一
日
）

鶴
岡
昔
架
會

上
野
音
楽
學
校
の
巡
回
演
奏
會

鶴
岡
紫
光
會
主
催
の
東
京
上
野
―
音
楽
學
校
生
徒
の
一
音
楽
大
演
奏
會
は
愈
々
五

日
午
後
六
時
か
ら
鶴
岡
劇
場
に
於
て
開
催
さ
れ
る
が
敦
授
學
生
合
は
せ
て
百
舟

餘
名
の
出
演
あ
る
事
と
て
嘗
地
方
榮
壇
と
し
て
は
空
前
の
事
で
あ
り
従
っ
て
非

は

く

な

が

さ

か

よ

し

こ

た

か

お

り

み

や

じ

常
な
人
氣
を
博
し
て
ゐ
る
が
敦
授
長
坂
好
子
女
史
ピ
ア
ニ
ス
ト
高
折
宮
次
氏
の

お
お
つ
か
じ
ゅ
ん

出
演
、
合
唱
指
揮
は
大
塚
淳
敦
授
で
あ
る
〔
曲
目
省
略
〕

（
『
山
形
新
聞
』
昭
和
六
年
七
月
五
日
〔
四
日
発
行
夕
刊
〕
）

昭
和
六
年
十
月
十
一
日
秋
季
能
楽
演
奏
会

昭
和
六
年
十
月
十
一
日
午
後
二
時

大塚 淳

1
．

合

唱

観
世
壽
夫

観
世
鐵
之
丞

鞍

馬

天

狗
半

能

人

袴

観
世
左
近

弱

衣

合

和

土

蜘
素

蛛

能
謡 番

曲

目

昭
和
六
年
十
月
三
十
一
日

昭
和
六
年
十
月
舟
一
日
（
土
）
午
後
二
時
開
演

於
東
京
―
音
楽
學
校
奏
架
堂

第

五

十

八

回

土

曜

演

奏

會

古
川
順
之
助

組

野

村

萬

造

於
東
京
―
音
楽
學
校
（
上
野
公
園
）

秋

季

能

架

演

奏

會

會

学
友
会
第
五
十
八
回
土
曜
演
奏
会

東
京
一
音
架
學
校
學
友
會

森中

村

重慶

郎作

北龍

村井

一俊

郎雄

一宇

噌野

錢親

野野佐

村村野

寓萬平

齋介六

能

楽

科

生

徒

一

員

寺松

井村

政隆

敷司

同
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山
田
流
箪
曲

新

曲

き

り

ぎ

り

す

長

唄

二

常

磐

の

庭

十
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

生
田
流
等
曲

一

猟

輪 會
場

邦

楽

演

奏

曲

目

舌

日
比
谷
公
會
堂

唄
高

野

キ

ヨ

子

龍

山

き

み

鈴

木

静

染

谷

喜

久

子

上三唄
藤 染 酒 松 本 中 宮 田

村調谷井本味間山崎中

壽子喜 喜

賀久晃濶線房久君

子 子 子 子 子 岬 代 江

小

川

楽

子

田幅東

島井

悦常壽

子子子

日

暮

千

代

子

河

合

君

子

岡

本

俊

子

山

形

弾

重

平雲
葛岩森乾上荒井

原永調野木調
ト千

文伸ミ子枝恵芳子

子子工子子枝

昭

和

六

年

十

＿

月

十

四

日

1
0
.
 

芹新

川井

愛和

子子

五

時

開

場

六
時
半
開
演

昭

和

六

年

十

一

月

十

四

日

（

土

曜

日

）

午

後

K
o
n
z
e
rt
 

N
o
.
 

2
2
 a
 moll
…

…

…

…

…

…

…

<

i

ot
t
i
 

Pi

a
n
o
 S
o
l
o
 

Y
.
 Od

a
 

F
a
s
c
hi
n
g
s
s
c
h
w
a
n
k
 a
u
s
 
Wi
e
n
…

…

…

…

S
c
h
u
m
a
n
n
 

C
o
n
d
u
ct
or 

P
r
of

.
 O

t

s
u
k
a
 

邦
楽
演
奏
会

小

橋

幹

子

紐

井

千

鶴

子

東

京

音

榮

學

校

橋
本
國
彦
編
曲

曙

管

絃

楽

附

高

野

辰

之

作

歌作
曲

吉

住

小

三

郎

稀
音
家
六
四
郎

去
年
蔦
の
葉
の
か
げ
に
来
て
、

こ
と
し
も
同
じ
し
ら
べ
も
て
、

耳
な
き
わ
れ
を
と
が
め
そ
よ
。

自
然
の
う
た
の
か
く
ま
で
に
、

同
じ
し
ら
べ
に
た
へ
か
ね
て
、

歌

詞

新

曲

き

り

ぎ

り

す

長

唄

六

新

曲 乙

等
四
重
奏

舞

踏

曲
宮
城
道
雄
作
曲

生
田
流
等
曲

五

甲

新

曲

秋

韻

高
野
辰
之
作
歌

宮
城
道
雄
作
曲

四
長

相

唄
生

の

松

中

内

蝶

二

作

歌作
曲

吉

住

小

三

郎

稀
昔
家
六
四
郎

島
崎
藤
村
作
歌

中
能
島
欣
一
作
曲

島

崎

藤

村

う
た
ひ
い
で
し
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、

か
は
る
ふ
し
な
き
き
り
ぎ
り
す
。
」

う
れ
し
き
も
の
と
思
ひ
し
を
。

酋
き
し
ら
べ
と
な
り
け
る
か
。
」

草
と
草
と
の
花
を
分
け
、

指

揮

者

大

塚

長

唄

科

生

徒

九

本
校
生
徒
管
絃
楽
園
｝
五

海

軍

軍

楽

隊

員

同

（

休

憩

十

分

） 等
金鈴

原木

逸ゐ

子つ
上

作

十

餘

名 淳

十

餘

名

等

曲

科

生

田

流

生

徒

二

十

餘

名

長

唄

科

生

徒

七

十

餘

名
木朝

下倉

美悠

知紀

子子

135 第 1章 昭和 2年～12年(1927~1937)



昭和 6年11月14日，邦楽演奏会5長唄新曲＜曙〉

高

野

卑

叩

パ

が

叡

v卑
や
釦
砂
叩
゜
盆
に
は
翫
‘
即
一
に
は
配。

お

と

き

と

な

り

う

か

ず

ゆ

う

ら

ひ

と

か

な

き

こ

よ
そ
の
昔
聞
い
て
隣
も
打
ち
や
す
る
。
敷
ま
さ
り
行
く
中
に
し
て
、
一
っ
悲
し
く
聞
ゆ

じ

よ

う

ず

お

も

ひ

い

ろ

う

こ

こ

ろ

み

お

く

い

ま

は

じ

る
は
、
上
手
の
わ
ざ
か
、
思
の
色
か
、
憂
き
を
心
に
こ
む
る
身
か
。
後
れ
て
今
し
始
む

こ

ね

つ

ま

う

る
は
、
子
ど
も
寝
つ
け
し
妻
や
打
つ
。

げ

ば

ん

し

う

ま

さ

ち

ゃ

う

や

せ

ん

せ

い

ば

ん

せ

い

や

み

み

質
に
や
晩
秋
、
正
に
長
夜
。
千
槃
寓
磐
い
つ
止
む
べ
し
と
も
見
え
ざ
り
し
を
、
身
に
し

よ

か

ぜ

き

り

ね

か

ね

は

や

う

き

こ

つ

き

ひ

と

む
夜
風
霧
は
れ
て
、
寝
よ
と
の
鐘
に
、
そ
こ
か
し
こ
早
め
て
打
つ
が
聞
ゆ
れ
ば
、
月
一

き
ぬ
た
ひ
と

つ
砧
一
っ
と
な
り
に
け
り

ー

昭
和
六
年
八
月
二
十
六
日
神
奈
川
縣
大
山
山
頂
の
眺

l

高

た

い

き

よ

れ

う

か

く

し

ん

せ

い

ひ

か

り

お

さ

じ

ん

く

わ

ん

よ

る

大
虚
遼
廓
、
晨
星
光
牧
む
れ
ど
も
、
人
衰
な
ほ
夜
に
し
て
、

し

ゅ

け

い

め

い

き

や

く

か

お

こ

て

ん

ぶ

う

ふ

き

お

く

さ

う

り

や

う

き

須
央
に
し
て
雛
鳴
脚
下
に
起
り
、
天
風
吹
送
る
爽
涼
の
氣
゜

あ

か

つ

き

や

み

う

す

ち

わ

い

く

も

な

み

暁
闇
の
薄
る
れ
ば
、
地
に
湧
き
出
づ
る
雲
の
波
。

よ

は

な

つ

ら

な

つ

づ

を

ち

か

た

つ
、
倍
り
て
は
離
れ
つ
、
連
り
績
＜
遠
つ
方
。

ひ

と

わ

ざ

っ

た

な

み

ひ

ん

が
し

よ
こ

ぐ

も

あ

か

む

ら

さ

き

し

ぜ

ん

ゑ

が

人
の
技
は
拙
か
り
け
り
。
見
よ
、
東
の
横
雲
の
赤
よ
紫
オ
レ
ン
ヂ
を
。
自
然
が
描
く
あ

は

け

た

く

み

な

ん

た

た

の
刷
毛
の
巧
を
何
と
稲
へ
ま
し
。

こ
う
い
ん
／
ヽ

い

ち

だ

ん

く

も

お

し

ひ

ら

き

ん

せ

ん

さ

ん

か

が

や

よ

お

ご

そ

た

だ

お
う
紅
殷
々
、
一
園
雲
を
押
開
き
、
金
箭
燦
と
輝
け
ば
、
世
に
厳
か
を
正
し
さ
を
、

た
叩
る
さ
を
『
加
し
つ
つ
、
印
印
四
・
つ
る
町
の
霊
餡
。
知
町
配
家
や
知
記
む
。

り雲t高な
匁空t山：

南なには
にみ騰な島よ
海；りと
見みての
え山：み
そ脈訂見み
めはえ
て通：、ヽ
‘路肘•海；

ェ；見みの
場翠せ波ほ
にうつ磯じ
汽き°邊ペ
笛け叩に
聾サ々 〈寄よ
けはせ
り白［て
゜布含 ‘

し白K
け 泡 t
りの

厨ぎ
絲 と
を の
もみ
細訂見み
うゆ
延の。

ベ箇L?
た れ

新

曲

曙

新

曲

秋

韻|

甜

|

槃
あ
る
か
た
に
た
ち
よ
り
て
、

花
を
へ
だ
て
て
き
み
が
た
め

う
た
の
こ
こ
ろ
の
か
よ
は
ね
ば

野

辰

之

作

さ
ん
ち
ゃ
う
い
ま
あ

山
頂
未
だ
明
け
や
ら
ず
。

醸
し
つ
溢
れ
つ
、
群
れ
つ
つ
競
ひ

辰

之

品
の
こ
た
へ
を
も
と
め
け
り
。
」

聞
く
に
ま
か
せ
て
う
た
へ
ど
も
、

せ
な
か
あ
は
せ
の
き
り
ぎ
り
す
。
』

作

は
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長

唄

新

曲

「

曙

」

の

編

曲

に

就

い

て

に起お山ぶ

向ばき毛な

ふよ欅f

゜と林t

叫； 、

ぶ樅よ

°の
頭 t 林ば

振：にし
り‘

て山：

駒目烏麿

鳥繹紅

はをけ

谷口告っ

やぐ
渡 け れ

れ ば
る‘

゜啄：

頬I~ 木っ
白 よ 鳥 ぎ

は は

峰 訂 朝？

に の
木汁殿

博 え 撃 う

ひ ち、、

巧け卦含

婦 ｝ 巣す

鳥 闘 高 な

麓 虐う

ひ

た

か

日

高

ま

り

て

、

や
ま

山

ぞ

。

ひ

と

よ

い

ま

あ

さ

う

ま

く

る
ま

い
ら

は

ゆ

ゑ

ん

ら

い

い

づ
こ

人

の

世

は

今

し

朝

な

り

。

馬

、

車

、

市

に

馳

せ

行

く

。

遠

雷

は

何

虜

の

橋

本

國

彦

自

分

は

、

可

な

り

以

前

か

ら

三

味

線

や

琴

等

の

日

本

特

有

の

楽

器

を

應

用

し

て

、

従

来

に

な

い

形

式

の

創

作

を

試

み

た

い

と

の

宿

望

を

も

つ

て

ゐ

た

。

偶

々

こ

の

夏

の

初

め

、

乗

杉

校

長

か

ら

今

度

長

唄

の

新

作

曲

を

猿

表

す

る

に

つ

い

て

は

、

是

非

と

も

西

洋

楽

器

を

加

味

し

て

新

し

い

試

み

を

な

し

、

大

い

に

そ

の

批

判

を

問

ふ

て

見

て

は

ど

う

か

と

思

ふ

の

で

、

幸

ひ

近

く

そ

の

原

稿

が

出

来

上

る

か

ら

、

君

に

洋

楽

器

の

方

を

受

持

つ

て

も

ら

ひ

た

い

と

切

望

さ

れ

た

の

で

あ

っ

た

。

そ

も

／

＼

長

唄

は

相

嘗

に

長

い

演

奏

時

間

を

要

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

は

萬

々

承

知

は

し

て

居

た

も

の

の

、

さ

て

や

っ

と

九

月

上

旬

そ

の

原

稿

を

見

た

時

、

流

石

に

そ

の

量

に

驚

い

た

。

そ

の

原

稿

は

唄

と

三

味

線

の

み

の

組

合

せ

に

よ

る

も

の

で

、

約

廿

五

頁

程

あ

る

。

之

を

九

月

一

杯

に

管

絃

楽

を

配

合

せ

る

編

曲

に

す

る

こ

と

は

自

分

と

し

て

少

か

ら

ず

重

荷

で

あ

っ

た

。

従

っ

て

今

更

ら

甚

だ

負

け

惜

し

み

が

ま

し

い

事

を

述

べ

る

様

で

は

あ

る

が

、

今

回

の

編

曲

に

は

充

分

な

責

任

を

は

た

す

事

が

出

来

な

か

っ

た

の

を

遺

憾

に

思

ふ

次

第

な

の

で

あ

る

。

拐

て

、

甕

入

氏

の

御

切

望

も

あ

る

こ

と

故

、

こ

の

編

曲

に

就

い

て

の

感

想

等

を

思

ふ

ま

A
に

少

し

く

述

べ

て

見

や

う

。

長

唄

新

曲

「

曙

」

は

高

野

辰

之

博

士

の

作

歌

に

な

り

、

作

曲

は

吉

住

小

三

郎

、

稀

昔

家

六

四

郎

雨

氏

の

合

作

な

の

で

、

自

分

は

三

味

線

の

伴

奏

の

み

に

よ

る

原

稿

に

よ

っ

て

之

を

管

絃

楽

付

き

に

編

曲

し

た

の

で

あ

る

。

歌

詞

の

内

容

は

長

唄

に

は

例

の

少

い

、

野

外

然

も

大

自

然

の

山

頂

の

曙

を

歌

は

れ

た

も

の

で

あ

る

か

ら

、

兎

角

御

座

敷

―

音

楽

を

主

と

す

る

三

味

線

―
音

楽

に

、

雄

大

な

西

洋

大

管

絃

を

配

す

る

事

は

曲

の

性

質

上

に

於

て

は

何

等

不

自

然

さ

は

な

い

。

寧

ろ

常

然

の

こ

と

の

様

に

思

は

れ

る

。

「

曙

」

の

編

曲

に

際

し

て

は

次

の

諸

楽

器

を

用

ひ

た

の

で

あ

る

。

フ

リ

ュ

ー

ト

ニ

本

（

ピ

ッ

コ

ロ

を

含

む

）

、

オ

ー

ボ

ー

ニ

本

、

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

ニ

本

、

フ

ア

ゴ

ッ

ト

ニ

本

、

ホ

ル

ン

ニ

個

、

ト

ロ

ン

ペ

ッ

ト

ニ

個

、

ト

ロ

ン

ボ

ー

ン

三

個

、

テ

イ

ム

。

ハ

ニ

ー

三

個

、

木

琴

、

鐵

琴

、

ト

ラ

イ

ア

ン

グ

ル

各

一

個

、

ピ

ア

ノ

一

豪

、

及

び

絃

楽

合

奏

、

之

に

三

味

線

約

二

十

人

、

混

槃

合

唱

約

九

十

名

で

あ

る

。

西

洋

楽

器

は

前

記

の

如

く

、

極

く

普

通

の

大

き

さ

で

あ

る

。

特

殊

な

楽

器

例

へ

ば

イ

ン

グ

リ

ッ

シ

ュ

ホ

ル

ン

と

か

、

バ

ス

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

と

か

は

始

め

用

ひ

る

豫

定

で

は

あ

っ

た

が

、

何

分

急

な

こ

と

で

は

あ

っ

た

し

其

の

他

の

日

本

特

有

の

打

物

等

も

す

べ

て

省

い

て

し

ま

っ

た

。

ピ

ア

ノ

は

ハ

ー

。
フ

の

代

用

で

も

な

く

、

楽

器

の

う

め

合

せ

で

も

な

く

、

獨

立

的

に

用

ひ

て

見

た

の

で

あ

る

。

編

曲

に

際

し

て

次

の

組

合

せ

を

考

へ

て

見

、

且

つ

賓

行

し

て

見

た

。

1

一

、

三

味

線

の

み

の

慮

（

従

っ

て

殆

ん

ど

原

作

の

ま

A

)

二

、

ピ

ア

ノ

の

み

の

虞

三

、

西

洋

管

絃

楽

の

み

の

と

こ

ろ

、

（

イ

）

管

楽

器

の

み

の

と

こ

ろ

、

『

口

）

管

絃

雨

用

の

虜

、

弓

奏

の

虞

｛

占

日

通

の

奏

法

（

ハ

）

絃

の

み

の

と

こ

ろ

｛

叩

如

が

臨

ノ

ー

モ

ニ

ッ

ク

ス

の

奏

法

四

、

ピ

ア

ノ

と

三

味

線

と

合

同

（

イ

）

三

味

線

と

管

五

□言
這

麟

疇
I

(

口

）

三

味

線

と

絃

｛

戸

畔

疇

麟

□」

通

チ

の

力

」

の

ト

の

弓

奏

｛

ハ

ー

モ

ニ

ッ

ク

ス

應

用

l
（

ハ

）

三

味

線

と

管

絃

全

部

合

同

六

、

三

味

線

ピ

ア

ノ

管

絃

楽

純

合

同

、

七

、

一

よ

り

六

迄

に

夫

々

打

楽

器

類

を

加

味

し

た

も

の

。

以

上

。

三

味

線

の

二

部

は

純

て

原

作

に

よ

る

も

の

で

、

又

唄

の

二

部

合

唱

は

大

部

分

原

作

に

よ

り

、

「

み

だ

れ

雲

…

…

糸

を

ほ

そ

を

延

べ

た

り

」

の

間

は

自

分

の

編

曲

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。
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• A 、

封 倍
位昔

法式
式和
に昔

よを

る基

も本

のと

—～へす
近古る
代典も

的的の

／一^一/―・---、

日西 近古
代典

的的

/_.-

日西

洋

式

本

式

前

記

中

日

本

式

と

あ

る

は

、

日

本

に

従

来

存

在

す

る

匹

度

構

成

式

の

和

幸

日

を

意

味

し

、

そ

の

理

論

を

利

用

演

繹

し

て

自

分

の

手

法

も

少

し

加

へ

て

見

た

の

で

あ

る

。

前

記

の

手

法

を

、

自

分

は

程

よ

く

調

和

せ

し

め

て

融

合

し

た

―

つ

の

手

法

を

作

り

出

す

こ

と

を

理

想

と

し

た

い

の

で

は

あ

っ

た

が

、

何

分

色

々

の

事

情

で

、

そ

の

大

事

な

理

想

を

賓

現

せ

し

め

る

こ

と

が

出

来

な

か

っ

た

事

は

残

念

な

次

第

で

あ

る

。

こ

の

原

稿

を

草

す

る

今

日

は

未

だ

、

嘗

日

即

ち

十

一

月

十

四

日

狡

表

の

日

の

前

で

は

あ

り

、

ま

だ

充

質

し

た

練

習

に

接

し

な

い

の

で

そ

の

出

来

榮

え

に

就

い

て

自

分

自

身

さ

え

は

つ

き

り

し

た

事

は

述

べ

得

ら

れ

な

い

の

で

あ

る

。

然

し

、

私

が

自

身

長

唄

に

封

し

て

も

つ

批

評

を

遠

慮

な

く

述

べ

さ

し

て

貰

ふ

な

ら

ば

、

従

来

の

長

唄

は

平

坦

で

長

過

ぎ

る

と

思

ふ

。

そ

し

て

、

何

よ

り

平

坦

で

長

た

ら

し

く

感

ぜ

し

め

る

大

き

な

原

因

は

轄

調

の

少

い

こ

と

と

、

強

弱

の

表

現

に

と

ぼ

し

い

こ

と

で

あ

る

と

思

ふ

。

又

、

ri
t

a
r
d
a
n
d
o
に

封

し

て

の

は

つ

き

り

し

た

認

識

が

少

い

の

も

物

足

り

な

い

様

な

本洋

式式

次

に

和

槃

化

に

つ

い

て

述

べ

る

。

原

作

曲

は

三

味

線

の

み

で

あ

り

、

こ

の

三

味

線

に

0

0

0

 

0
 

0
 

唄

が

配

し

て

あ

る

部

分

は

こ

の

二

つ

の

槃

―

H
日

（

即

ち

三

味

線

と

唄

）

で

特

殊

の

和

槃

、

0

0

0

 

0
 

或

は

封

位

を

形

成

し

て

ゐ

る

の

で

、

（

雨

方

が

ユ

ニ

ソ

ン

或

は

大

閥

同

旋

律

の

場

合

に

は

他

に

馨

音

を

加

へ

て

多

槃

に

す

る

こ

と

は

、

さ

ま

で

困

難

で

は

な

か

っ

た

が

、

二

槃

昔

が

特

殊

な

ま

と

ま

り

を

形

成

し

て

し

ま

つ

て

ゐ

る

と

こ

ろ

が

大

部

分

な

の

で

）

和

槃

化

は

非

常

に

六

ケ

し

か

っ

た

。

そ

れ

で

も

、

こ

の

度

は

―

つ

の

新

し

い

試

み

で

も

あ

り

、

自

分

と

し

て

も

長

唄

界

の

将

来

の

事

を

考

へ

る

と

、

あ

ま

り

従

来

の

型

の

み

を

保

存

す

る

こ

と

に

コ

ウ

デ

イ

し

て

も

何

で

あ

る

か

ら

色

々

の

方

法

を

撰

ん

で

見

た

。

そ

の

方

法

は

大

閥

次

の

様

な

も

の

で

あ

っ

た

。

和

竪

化

に

つ

い

て

、

〔

批

評

お

よ

び

関

連

記

事

〕

長

唄

新

曲

「

曙

」

問

題

批

判

『

曙

』

雑

感

牛

山

充

氣

が

す

る

。

然

る

に

、

此

の

度

の

新

曲

に

は

四

分

の

三

拍

子

が

始

め

て

應

用

さ

れ

て

ゐ

る

が

、

三

拍

子

が

今

ま

で

に

な

い

の

が

寧

ろ

不

思

議

で

な

ら

な

い

。

こ

の

様

な

新

し

さ

は

西

洋

―

音

楽

の

方

面

の

人

達

に

は

何

等

新

し

味

を

感

じ

な

い

で

あ

ら

う

。

寧

ろ

、

三

味

線

の

正

規

の

リ

ズ

ム

に

封

し

て

唄

が

、

絶

え

ず

切

分

昔

で

進

行

す

る

あ

の

特

徴

あ

る

長

唄

に

と

つ

て

は

賞

は

あ

り

ふ

れ

た

手

法

が

却

つ

て

効

果

あ

る

こ

と

を

感

ぜ

し

め

ら

れ

る

だ

ら

う

。

三

味

線

の

調

子

に

つ

い

て

書

添

へ

て

見

や

う

。

調

子

は

初

め

と

終

り

が

本

調

子

で

中

ハ
ー
エ
ー
ハ
ー

程

に

三

下

り

が

入

る

の

で

あ

る

。

本

調

子

は

H
E
hで
あ

る

。

尚

こ

の

曲

は

約

三

四

十

〔

マ

マ

〕

分

を

要

す

る

筈

で

、

長

さ

に

於

て

優

に

大

交

響

楽

に

比

敵

す

る

の

で

あ

る

が

、

三

味

線

が

本

来

原

調

子

を

脱

し

て

轄

調

す

る

に

テ

ク

ニ

ッ

ク

上

困

難

で

あ

り

、

開

放

絃

を

利

用

す

る

こ

と

を

一

っ

の

常

套

的

手

法

と

す

る

間

は

ど

う

も

韓

調

が

出

来

ず

物

足

り

な

く

思

ふ

。

話

が

少

し

横

道

へ

そ

れ

る

が

、

私

は

曾

て

一

＿

一

味

線

で

ア

ル

ペ

ヂ

オ

式

の

和

絃

を

作

り

乍

ら

タ

ン

ゴ

調

を

奏

し

て

見

た

が

甚

だ

面

白

い

と

思

っ

た

。

勿

論

必

要

に

應

じ

て

屡

屡

左

手

の

子

指

を

使

用

せ

ね

ば

な

ら

な

い

が

、

こ

の

子

指

を

使

用

す

る

こ

と

も

左

迄

一

―

―

味

線

界

で

は

必

要

に

迫

ら

れ

て

ゐ

な

い

の

は

ど

う

し

た

事

で

あ

ら

う

か

。

さ

り

乍

ら

、

新

作

長

唄

「

曙

」

中

に

於

て

は

幾

多

の

新

し

い

試

み

が

原

作

中

に

見

ら

れ

、

こ

の

巨

匠

逹

に

よ

っ

て

合

作

さ

れ

た

大

曲

を

自

分

が

潜

越

に

も

編

曲

の

任

を

負

ふ

こ

と

が

出

来

た

の

は

非

常

に

光

榮

で

も

あ

り

、

楡

快

で

な

ら

な

い

。

私

は

い

つ

か

近

い

将

来

に

、

全

然

自

分

の

案

で

、

三

味

線

を

利

用

し

て

何

か

新

し

い

創

作

を

し

て

見

た

い

と

思

っ

て

ゐ

る

。

そ

の

宿

望

は

未

だ

達

せ

ら

れ

な

い

と

は

云

ふ

も

の

A
、

今

度

の

仕

事

が

私

を

大

い

に

啓

疲

せ

し

め

て

く

れ

た

。

一

九

三

一

、

夜

（

了

）

（
『
＿
音
架
世
界
』
第
三
巻
第
十
二
号
、
昭
和
六
年
十
二
月
、
四
四

l
四
七
頁
）

-

l

、
五
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一
方
か
ら
は
非
常
な
期
待
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
又
他
の
少
敷
者
＇
~
、
併
し
こ
れ

は
敷
こ
そ
少
い
が
根
本
的
に
物
を
考
へ
る
の
で
、
容
易
に
宣
博
に
乗
ら
な
い
人
々
ー
'
|

よ
り
は
少
な
か
ら
ぬ
危
惧
の
念
を
も
つ
て
迎
へ
ら
れ
た
東
京
音
楽
學
校
主
催
邦
楽
演
奏

會
の
呼
び
物
た
る
新
作
長
唄
『
曙
』
は
、
不
幸
に
し
て
吾
人
の
豫
想
し
、
懸
念
し
た
通

り
、
作
品
に
於
て
も
、
演
奏
に
於
て
も
何
等
藝
術
的
の
統
一
を
有
た
ぬ
支
離
滅
裂
の
も

の
た
る
を
示
し
、
世
の
識
者
の
苦
笑
を
買
ひ
得
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

此
悲
し
む
可
き
失
敗
は
其
根
本
を
優
秀
な
る
藝
術
的
作
品
の
創
造
を
可
能
な
ら
し
め

る
要
因
に
封
す
る
認
識
不
足
に
有
る
こ
と
を
暴
露
し
た
。
作
歌
者
は
作
曲
者
、
若
し
く

は
編
曲
者
の
仕
事
の
本
質
と
力
と
を
殆
ん
ど
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
や
う
で
あ
り
、
作

曲
者
は
作
歌
者
の
作
歌
上
に
於
け
る
態
度
、
若
し
く
は
賞
力
に
封
す
る
明
瞭
な
る
理
解

を
峡
い
て
ゐ
た
ら
し
く
思
は
れ
る
。
即
ち
前
者
は
自
己
の
作
歌
す
る
と
こ
ろ
の
も
の

は
、
作
曲
者
と
し
て
選
ば
れ
て
ゐ
る
人
々
に
よ
っ
て
十
分
新
味
の
あ
る
唄
ひ
物
に
何
の

造
作
も
無
く
節
付
け
さ
れ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
ト
さ
れ
得
る
も
の
と
過
信
し
、
後
者
は

前
者
の
歌
舞
伎
及
び
我
歌
謡
史
上
に
於
け
る
造
詣
よ
り
、
其
絶
大
な
る
抱
負
に
よ
っ
て

書
き
下
ろ
さ
れ
る
新
し
き
長
唄
と
し
て
の
歌
詞
は
、
直
ち
に
自
分
達
の
十
分
覺
え
あ
る

腕
に
よ
っ
て
長
く
後
世
に
博
へ
ら
る
べ
き
傑
作
化
さ
れ
得
る
も
の
と
誤
信
し
た
や
う
で

あ
る
。嘗

日
配
付
さ
れ
た
歌
詞
の
後
書
き
に
よ
る
と
、
相
州
大
山
の
暁
景
に
接
し
て
質
感
を

強
め
、
詩
梃
を
肥
や
し
て
鱚
宅
す
る
や
一
氣
呵
成
、
一
夜
に
し
て
稿
を
卒
え
直
ち
に
作

曲
者
の
手
に
廻
し
た
と
あ
る
。
若
し
も
敷
多
く
長
唄
の
歌
詞
を
新
作
し
、
十
分
三
絃
楽

を
伴
ふ
唄
物
の
約
束
を
知
悉
し
て
ゐ
る
場
合
は
兎
も
角
、
さ
う
で
な
い
場
合
に
は
能

く
作
曲
者
と
打
合
せ
、
賓
際
節
付
上
困
難
な
箇
所
は
改
愛
を
加
へ
又
作
曲
者
に
封
し
て

も
節
付
け
の
上
に
於
て
、
自
己
の
求
め
よ
う
と
す
る
一
音
楽
的
表
現
と
甚
し
く
異
る
も
の

を
猿
見
し
た
な
ら
ば
、
出
来
る
だ
け
之
に
近
き
改
作
を
要
望
し
、
互
に
推
敲
し
、
琢
磨

を
加
へ
た
上
、
な
ほ
夫
々
其
方
面
の
櫂
威
者
に
試
聴
の
機
會
を
奥
へ
て
其
意
見
を
も
参

考
と
し
、
出
来
得
る
限
り
周
到
の
用
意
に
よ
っ
て
欠
貼
を
除
い
た
後
。
ハ
ブ
リ
ッ
ク

・
ヒ

ャ
リ
ン
グ
を
輿
ふ
べ
き
で
あ
っ
た
。
欧
洲
先
進
國
の
大
作
曲
者
に
し
て
、
死
後
百
年
の

名
を
惜
し
む
程
の
人
々
は
皆
此
用
意
を
忘
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
ブ
ラ
ー
ム
ス

の
如
き
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
如
き
、
最
後
の
瞬
間
に
至
る
迄
も
推
敲
を
加
へ
、
洗

〔

マ

マ

〕
錬
を
施
し
て
止
ま
な
か
っ
た
。
勿
論
『
曙
』
の
作
者
達
も
及
ぶ
限
り
の
こ
と
を
し
よ
う

と
欲
し
、
又
賓
際
さ
れ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
は
餘
り
に
時
日
を

興
へ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
返
す
が
へ
す
も
残
念
で
あ
る
。
あ
れ
で
十
分
の
琢
磨
が

其
作
曲
に
加
へ
ら
れ
る
筈
が
無
い
。
従
っ
て
練
習
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
も
掩
ふ
可

ら
ざ
る
事
で
あ
る
。

併
し
是
等
の
こ
と
は
抑
も
末
で
あ
る
。
更
ら
に
悲
む
可
き
根
本
の
病
弊
は
、
此
新
曲

の
創
作
動
機
其
物
に
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
和
洋
執
れ
の
一
音
楽
に
も

明
確
な
理
解
も
知
識
も
無
い
一
吏
人
に
よ
っ
て
狡
案
さ
れ
、
作
詞
者
も
作
曲
者
も
、
編

曲
者
も
指
揮
者
及
び
演
奏
者
も
た
ゞ
學
校
よ
り
の
命
令
で
あ
る
か
ら
止
む
を
得
ず
や
っ

た
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
藝
術
は
軍
事
行
動
で
無
く
、
輩
な
る
事
務
の
遂
行
で

も
な
い
。
創
造
で
あ
る
。
創
造
の
要
因
は
内
よ
り
湧
き
出
る
、
抑
へ
ら
れ
な
い
力
で
あ

る
。
替
へ
て
言
ふ
と
一
種
微
妙
な
産
卵
で
あ
る
。
胎
内
に
宿
つ
て
ゐ
な
い
卵
は
一
片
の

命
令
で
生
ま
る
可
き
筈
が
無
い
。
如
何
に
震
妙
不
思
議
な
超
人
的
の
力
を
有
す
る
産
婆

が
幾
人
か
A

つ
て
も
、
家
鴨
に
白
鳥
の
卵
を
生
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か
。

烏
に
孔
雀
の
卵
を
産
ま
せ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
し
か
も
彼
等
は
之
を
敢
て
し
よ
う
と
し

た
。
斯
く
し
て
産
れ
た
卵
を
孵
化
し
て
家
鴨
の
雛
を
得
、
烏
の
子
を
得
た
な
ら
ば
我
々

は
寧
ろ
其
常
然
の
結
果
に
満
足
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
然
る
に
こ
れ
が
家
鴨
で
も
な
く
烏

で
も
無
い
崎
形
の
怪
物
で
あ
る
時
、
罪
は
産
婆
に
あ
る
か
、
親
鳥
に
あ
る
か
。
否
、
彼

等
を
交
配
せ
し
め
た
狡
案
者
に
あ
る
。

洋
楽
が
鵞
鳥
で
あ
り
、
ペ
リ
カ
ン
で
あ
り
、
又
孔
雀
で
あ
る
と
し
て
も
、
日
本
昔
楽

は
家
鴨
で
も
な
く
、
烏
で
は
猶
更
な
い
。
姿
を
見
せ
ぬ
杜
鵜
で
あ
り
、
鶯
で
あ
り
、
山

雀
で
あ
る
。
此
交
配
に
依
つ
て
新
種
を
得
よ
う
と
す
る
努
力
を
有
望
で
あ
る
と
信
じ
さ

せ
る
に
は
、
餘
り
に
も
多
く
の
無
智
と
不
用
意
が
暴
露
さ
れ
た
こ
と
を
悲
し
む
。

橋
本
國
彦
は
聰
明
の
男
で
あ
る
。
此
位
の
事
が
解
ら
ぬ
筈
は
無
い
。
只
悲
し
い
哉
彼

は
餘
り
に
若
い
。
命
ぜ
ら
れ
A

ば
常
路
者
に
面
と
向
つ
て
其
非
を
説
き
、
正
し
き
に
就

か
し
め
る
だ
け
の
度
胸
が
出
来
て
ゐ
な
い
。
あ
ぶ
な
い
と
思
ひ
乍
ら
も
や
つ
て
見
ま
せ

う
と
引
受
け
る
。
上
に
立
つ
者
は
此
邊
の
微
妙
な
消
息
を
理
解
し
て
無
理
を
命
じ
て
は

な
ら
な
い
。

小
三
郎
と
六
四
郎
は
押
し
も
押
さ
れ
も
し
な
い
大
家
で
あ
る
。
い
づ
れ
敷
年
の
後
に
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は
名
人
と
稽
へ
ら
れ
、
上
手
と
仰
が
る
可
き
人
で
あ
る
。
若
し
雨
氏
に
し
て
員
に
彼
等

の
藝
術
を
理
解
し
、
其
本
質
を
知
悉
し
て
之
を
愛
す
る
念
が
強
く
、
彼
等
の
奉
仕
す
る

ミ
ュ
ー
ズ
に
忠
賓
な
ら
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
此
理
不
盛
な
命
令
に
接
し
た
時
、
學
校
嘗

局
に
其
不
可
を
説
き
、
進
む
可
き
道
の
他
に
あ
る
こ
と
を
力
説
し
、
職
を
賭
し
て
も
季

ふ
可
き
筈
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
こ
そ
氏
等
は
父
祖
の
藝
術
の
衣
鉢
を
繊
ぎ
、

其
命
脈
を
護
持
す
る
に
忠
な
る
者
と
の
署
を
得
る
の
で
あ
る
。

云
ふ
迄
も
無
く
長
唄
は
三
味
線
を
伴
奏
と
し
、
此
楽
器
の
表
現
力
に
よ
っ
て
可
能
な

る
範
園
内
の
技
巧
に
應
じ
つ
つ
喪
達
し
来
っ
た
旋
律
的
―音
楽
で
、
上
方
唄
に
封
し
、
江

戸
を
揺
藍
の
地
と
し
て
育
っ
た
市
民
の
竪
楽
藝
術
で
あ
る
か
ら
、
洋
楽
に
比
し
、
一
見

輩
純
と
思
は
れ
る
曲
節
中
に
於
て
極
め
て
微
妙
な
節
廻
し
や
澁
味
中
に
汲
め
ど
も
つ
き

ぬ
含
蓄
が
あ
り
、
情
趣
若
し
く
は
風
韻
の
あ
る
の
を
貴
び
、
鬼
面
人
を
驚
か
す
や
う
な

大
袈
裟
の
表
現
を
極
端
に
戒
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
反
之
、
中
世
基
督
敦
の
複
―
音
楽
よ

り
来
て
ゐ
る
封
位
的
槃
楽
及
び
之
よ
り
脱
化
し
な
が
ら
依
然
と
し
て
複
雑
、
大
規
模
の

和
槃
組
織
を
喜
ぶ
欧
洲
―音
楽
は
、
邦
楽
の
内
包
的
輩
純
性
の
特
質
た
る
含
蓄
と
は
正
反

封
に
外
延
的
複
雑
性
を
好
み
、
誇
示
に
傾
き
、
饒
舌
を
愛
し
、
多
辮
に
淫
す
る
の
を
常

と
す
る
。
此
雨
者
は
根
本
的
に
異
る
國
民
性
の
自
然
の
猿
露
で
、
水
と
油
の
如
く
融
合

し
な
い
も
の
で
あ
る
。
邦
楽
の
本
質
は
淡
と
し
て
水
の
如
く
、
反
之
洋
楽
は
濃
厚
な
る

こ
と
油
に
似
て
ゐ
る
。
之
を
強
い
て
融
合
さ
せ
よ
う
と
し
て
如
何
に
攪
拌
し
て
も
、
そ

れ
は
依
然
と
し
て
水
と
油
の
混
胤
で
新
ら
し
い
第
三
の
創
造
物
で
は
な
い
。
す
べ
て
債

値
あ
る
藝
術
的
作
品
に
は
統
一
が
あ
る
。
各
部
分
は
互
に
強
い
親
和
力
に
よ
っ
て
結
合

さ
れ
、
美
的
必
然
性
に
よ
っ
て
渾
然
た
る
統
盟
に
結
晶
す
る
。
此
藝
術
的
結
晶
學
の
初

歩
を
も
心
得
て
ゐ
な
い
人
々
が
瑕
令
幾
人
集
ら
う
と
も
立
派
な
藝
術
的
作
品
が
出
来
よ

う
筈
は
無
い
。
我
々
は
此
最
も
著
し
い
例
を
國
歩
難
難
な
る
秋
少
な
か
ら
ぬ
費
用
を
投

じ、

責
任
の
重
い
人
々
に
よ
っ

て
制
作
し
、

演
奏
さ
れ
た
此
曲
に
見
出
し
た
こ
と
を
悲

し
む
も
の
で
あ
る
。

終
り
に
言
ふ
。
斯
る
迷
蒙
を
敢
て
す
る
こ
と
は
社
會
的
に
責
任
の
軽
い
民
間
の
楽
人

に
よ
っ
て
試
験
的
に
行
は
れ
る
場
合
に
は
許
さ
れ
得
る
。
一
錢
一
厘
た
り
と
も
其
使
用

に
就
い
て
は
國
民
に
封
し
責
任
を
負
ふ
べ
き
官
學
の
府
に
祗
を
食
む
者
の
軽
々
し
く
腐

す
可
き
こ
と
で
は
断
じ
て
な
い
。
六
•
―
ニ
・
一
三
。

町

田

嘉

章

昨
冬
日
比
谷
公
會
堂
に
催
さ
れ
た
東
京
―
音
楽
學
校
邦
楽
演
奏
會
の
和
洋
雨
楽
器
併
用

の
長
唄
新
曲
「
曙
」
が
果
然
世
の
中
の
問
題
と
な
り
、
識
者
の
間
に
は
「
そ
の
効
果
極

め
て
不
良
」
と
い
ふ
折
紙
が
附
け
ら
れ
た
や
う
で
す
。
そ
れ
に
就
い
て
本
誌
の
甕
入
氏

か
ら
、
小
生
が
矢
張
り
常
日
頃
か
ら
和
洋
雨
楽
器
を
使
用
す
る
新
曲
な
ど
を
書
い
て
演

奏
し
て
ゐ
る
開
係
上
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
賓
は
小
生
も
甚
だ
痛
み
入
っ

て
ゐ
る

次
第
な
の
で
す
。

゜

そ
れ
に
就
い
て
小
幡
博
士
も
和
楽
器
と
洋
楽
器
と
を
併
用
す
る
こ
と
の
不
可
で
あ
る

こ
と
を
理
論
的
に
説
か
れ
ま
し
た
。
誠
に
御
尤
も
の
次
第
で
理
論
的
な
ら
ず
と
も
賓
際

に
や
つ
て
見
て
中
々
思
ふ
や
う
に
行
か
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て
ゐ
る
次
第
で
す
。
と
ま

ァ
最
初
か
ら
兜
を
脱
い
で
降
参
し
て
仕
舞
つ
て
は
議
論
の
餘
地
は
な
い
繹
で
す
が
、
一

閥
日
本
の
楽
器
は
三
味
線
で
も
等
で
も
尺
八
で
も
、
獨
奏
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
、
合

奏
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
同
種
の
楽
器
で
も
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
何
故
な

れ
ば
俗
楽
旋
法
の
五
音
階
は
第
二
昔
、
第
五
音
の
位
置
は
人
に
よ
っ
て
そ
れ
／
＼
違
ひ

ま
す
、
例
へ
ば
三
味
線
な
れ
ば
そ
の
指
使
ひ
で
中
指
と
無
名
指
と
を
用
ゐ
る
場
合
、
等

な
れ
ば
絃
を
押
し
て
出
す
昔
、
尺
八
な
ら
ば
半
開
の
場
合
は
人
に
よ
っ
て
そ
の
場
合
に

よ
っ
て
相
違
す
る
の
で
、
同
一
人
間
で
な
い
限
り
合
奏
し
て
そ
の
手
日
の
振
動
敷
が
同
じ

〔

マ

マ

〕

だ
と
い
ふ
程
度
に
な
る
こ
と
は
絶
盟
不
可
能
だ
と
思
ひ
ま
す
、
左
う
云
へ
ば
西
洋
楽
器

の
絃
楽
器
、
員
鍮
楽
器
皆
同
じ
こ
と
で
せ
う
が
西
洋
の
一
音
階
で
は
日
本
の
音
階
の
や
う

に
人
に
よ
っ
て
そ
の
高
さ
が
異
な
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
無
い
し
、
ま
た
そ
れ
等
の

演
奏
者
は
昔
階
練
習
が
よ
く
行
き
居
い
て
ゐ
る
か
ら
名
人
同
志
が
や
れ
ば
略
一
致
す
る

で
せ
う
し
、
ピ
ア
ノ
の
や
う
な
有
鍵
楽
器
な
ら
尚
の
事
整
調
さ
へ
完
全
な
れ
ば

C
の
昔

な
ら
ど
の
ビ
ア
ノ
で
も

C
の
振
動
敷
が
一
致
す
る
で
せ
う
。
然
し
日
本
の
楽
器
は
前
に

記
し
た
や
う
に
極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
且
つ
不
安
定
な
も
の
で
獨
奏
楽
器
と
し
て
出
来

上
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
古
く
は
等
が
雅
楽
の
合
奏
楽
器
か
ら
離
れ
て
獨
奏
用
の
楽
器
と

な
り
、
俗
等
と
し
て
俗
楽
旋
法
の
曲
を
弾
く
や
う
に
な
っ
た
時
代
、
ま
た
一
ー
一
味
線
が
琉

球
の
蛇
皮
線
か
ら
改
造
さ
れ
て
、
組
唄
が
作
ら
れ
た
時
代
、
い
や
そ
ん
な
に
古
く
な
く

和
洋
楽
器
合
奏
の
問
題
に
就
い
て
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と
も
、
浮
瑠
璃
や
説
経
の
伴
奏
楽
器
と
な
っ
て
操
人
形
に
用
ゐ
ら
れ
た
時
代
に
は
一
二
味

線
や
等
を
大
勢
で
ユ
ニ
ソ
ン
に
弾
く
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
無
か
っ
た
と
信
ぜ
ら
れ
ま

す
が
、
後
に
な
つ
て
廣
い
芝
居
や
何
か
で
演
奏
す
る
場
合
一
梃
で
は
如
何
に
も
淋
し
い

の
で
幸
日
を
強
め
る
為
め
に
二
梃
三
梃
と
三
味
線
の
敷
を
増
し
て
来
た
の
だ
と
思
ひ
ま

す
。
今
日
歌
舞
伎
座
邊
り
の
大
劇
場
で
常
磐
津
と
か
、
清
元
と
か
が
出
語
り
に
出
演
す

る
場
合
唄
が
四
人
或
は
五
人
、
三
味
線
も
三
人
四
人
出
ま
す
が
明
治
以
前
は
二
梃
三
梃

と
稲
し
て
五
人
以
上
出
る
こ
と
は
法
式
に
は
無
か
っ
た
も
の
で
す
、
そ
れ
が
劇
場
の
構

造
が
一
愛
し
て
大
き
く
な
っ
た
の
で
如
何
に
昔
か
ら
の
仕
来
り
だ
と
は
云
へ
、
五
人
で

は
見
す
ぼ
ら
し
い
し
、
晋
量
が
弱
い
の
で
人
間
の
敷
を
増
し
て
来
た
の
で
、
殊
に
長
唄

な
ど
の
出
囃
子
と
な
る
と
、
そ
れ
が
馬
鹿
々
々
し
い
と
思
は
れ
る
程
多
勢
並
ぶ
に
到
つ

た
の
で
、
此
れ
は
さ
う
し
な
け
れ
ば
観
客
の
満
足
が
買
へ
な
い
為
め
で
あ
り
ま
す
、
理

論
上
三
味
線
は
獨
奏
に
限
り
や
す
と
云
つ
て
ア
ノ
廣
い
歌
舞
伎
座
で
三
味
線
一
梃
で
や

っ
た
ら
そ
の
結
果
は
ど
ん
な
も
の
で
せ
う
、
恐
ら
く
聾
棧
敷
ま
で
は
通
ら
な
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

゜

筆
が
少
し
脱
線
し
ま
し
た
が
日
本
楽
器
と
い
ふ
も
の
は
そ
の
本
質
的
性
能
か
ら
云
つ

て
合
奏
し
難
い
黙
に
於
い
て
は
洋
楽
器
た
る
と
同
種
楽
器
た
る
を
問
ひ
ま
せ
ん
、
但
し

替
手
式
の
合
奏
即
ち
三
味
線
と
三
味
線
、
琴
と
琴
、
或
は
三
味
線
と
琴
、
尺
八
と
等
と

が
別
の
旋
律
で
捐
み
合
っ
て
行
く
や
う
な
形
式
の
演
奏
は
そ
の
や
り
方
如
何
に
よ
っ
て

は
非
常
に
面
白
い
と
思
ひ
ま
す
。
昔
の
桧
校
の
作
っ
た
三
味
線
の
曲
、
三
味
線
と
琴
と

の
合
奏
曲
に
は
楽
器
の
使
用
法
か
ら
見
て
賓
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
こ

れ
に
胡
弓
若
し
く
は
尺
八
が
這
入
っ
て
所
謂
三
曲
と
な
る
と
理
論
的
に
は
い
け
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
、
そ
れ
は
胡
弓
や
尺
八
は
三
味
線
或
は
等
何
れ
か
の
旋
律
を
ユ
ニ
ソ
ン

で
奏
す
る
の
で
す
か
ら
其
所
に
振
動
敷
的
相
違
が
必
然
的
に
起
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

然
し
一
般
的
に
云
へ
ば
三
味
線
同
志
の
合
奏
、
等
と
の
合
奏
よ
り
は
尺
八
が
這
入
っ
て

所
謂
―
―
一
曲
合
奏
に
し
た
方
が
賑
や
か
で
面
白
い
か
ら
、
左
う
云
ふ
形
式
を
取
る
こ
と
に

な
り
、

更
ら
に
等
二
面
三
面
、
三
味
線
一
一
梃
一二梃
、
尺
八
二
管
三
管
と
い
ふ
や
う
な
合

奏
が
今
日
の
常
識
と
な
っ
た
の
で
、
江
戸
―
音
楽
に
あ
っ
て
芝
居
や
演
奏
會
に
多
勢
三
味

線
ひ
き
が
並
ぶ
の
と
同
じ
ゃ
う
に
現
代
の
屁
會
的
要
求
に
餘
義
な
く
さ
れ
て
ゐ
る
の
で

せ
う
。私

達
（
達
な
ど
と
云
ふ
字
を
附
け
る
と
叱
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
）
が
和
楽
器

の
中
へ
恐
る
恐
る
洋
楽
器
を
一
っ
、
序
で
に
も
う
一
っ
、
い
や
も
う
一
っ
と
段
々
取
入

れ
始
め
た
の
も
貿
は
三
味
線
一
梃
で
は
如
何
に
も
淋
し
い
か
ら
二
梃
に
し
、
又
等
を
加

は
へ
尺
八
を
配
す
る
と
云
っ
た
心
理
を
撤
張
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
決
し
て
三
味
線

と
ピ
ア
ノ
を
合
せ

る
こ
と
に
美
の
極
致
を
猿
見
し
た
繹
で
も
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
只

従
来
の
日
本
楽
器
だ
け
で
は
満
た
さ
れ
な
い
空
虚
な
心

I
Iそ
れ
を
何
と
か
充
常
し
た

い
一
心
で
そ
れ
こ
そ
溺
れ
る
も
の
は
藁
を
も
擢
め
の
苦
し
さ
に
洋
楽
器
を
掴
ん
だ
の
で

す
、
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
や
チ
ヱ
ロ
を
使
ふ
前
に
胡
弓
や
又
友
人
が
努
力
し
て
作
っ
て
呉
れ

た
玲
琴
と
い
ふ
も
の
を
使
ひ
ま
し
た
、
又
篠
笛
代
り
に
隆
笛
と
い
ふ
も
の
も
作
っ
て
見

ま
し
た
、
然
し
之
等
の
新
楽
器
の
特
色
債
値
は
別
問
題
と
し
て
う
ま
く
演
奏
し
て
く
れ

る
人
が
あ
り
ま
せ
ん
、
こ
れ
か
ら
養
成
す
る
の
で
は
今
日
の
仕
事
に
間
に
合
ひ
ま
せ

ん
、
其
所
で
洋
楽
器
に
素
養
あ
る
人
に
頼
ん
で
や
つ
て
貰
ふ
と
情
け
な
い
こ
と
に
胡
弓

、
、
、

を
弾
く
よ
り
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
を
弾
く
方
が
う
ま
く
、
玲
琴
よ
り
は
チ
ヱ
ロ
の
方
に
堪
能

だ
と
云
ふ
結
果
と
な
り
、

寓
や
む
を
得
ず
、
他
日
胡
弓
、
玲
琴
の
大
演
奏
家
が
現
は
れ

た
時
は
そ
の
時
と
し
て
、
少
な
く
と
も
自
分
の
氣
持
ち
に
近
い
も
の
を
賞
座
の
中
だ
け

使
ふ
こ
と
に
な
っ
た
繹
で
あ
り
ま
す
、
左
う
云
ふ
已
む
を
得
ざ
る
の
立
場
か
ら
使
用
す

る
洋
楽
器
の
敷
が
増
え
れ
ば
増
え
て
行
く
程
、
今
度
は
却
つ
て
日
本
楽
器
が
邪
魔
に
な

る
や
う
な
黙
も
生
じ
、
結
局
は
時
事
紙
の
増
澤
氏
の
御
意
見
の
や
う
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
中
に
必
要
に
應
じ
て
和
架
器
が
加
は
る
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
に
ま
で
私
の
理
想
は
進

ま
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
、
そ
れ
に
し
て
は
私
の
現
在
の
力
は
及
ぶ
べ
く
も
あ
り
ま

せ
ん
、
も
つ
と
も
つ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
結
局
は
悩
み
果
て
な
き
―
音
楽
道
の
ル
ン
ペ
ン

に
終
る
こ
と
は
必
定
で
あ
り
ま
す
。

゜

所
で
然
ら
ば
日
本
の
三
味
線
楽
な
り
、
等
の
音
楽
は
其
所
ま
で
し
て
仕
舞
は
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
、
純
て
を
皐
げ
て
、
と
云
へ
ば
勿
論
否
で
す
、
今
で
は
邦
音
楽
の
穂
本

家
の
や
う
に
一
部
か
ら
は
見
ら
れ
て
ゐ
る
私
が
、
中
々
の
保
守
鴬
で
食
物
は
如
何
な
る

山
海
の
珍
味
を
盛
っ
た
西
洋
料
理
や
支
那
料
理
よ
り
は
御
茶
漬
が
好
き
、
藍
八
や
小
唄

の
稽
古
も
し
た
こ
と
が
あ
り
、
女
の
髪
は
桃
割
か
銀
杏
返
し
（
近
頃
は
左
う
で
も
無
く
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な
っ
た
が
）
の
大
の
江
戸
趣
味
で
、
河
東
節
と
一
中
節
は
ど
こ
か
違
ふ
位
は
心
得
て
居

り
、
敷
あ
る
浅
間
ケ
嶽
の
浮
瑠
璃
の
中
で
は
富
本
の
「
淡
間
嶽
」
が
一
番
で
、
今
の
富

士
松
加
賀
太
夫
は
昔
鶴
賀
直
太
夫
と
い
ひ
綽
名
を
含
弟
と
い
ふ
と
か
、
頼
ま
れ
A

ば
玉

の
井
の
寄
席
へ
行
っ
て
淫
瑠
璃
の
一
段
も
や
ら
う
位
の
沙
婆
ツ
氣
は
あ
る
の
で
す
か

ら
、
三
味
線
の
持
つ
味
位
の
こ
と
は
百
も
承
知
、
二
百
も
合
貼
で
す
が
、
今
時
そ
ん
な

こ
と
を
自
慢
に
し
て
A

は
こ
の
世
の
中
へ
生
き
て
ゆ
か
れ
な
い
し
、
矢
張
り
い
く
ら
好

き
で
も
三
度
が
三
度
お
茶
漬
許
り
も
食
つ
て
は
ゐ
ら
れ
な
い
し
幸
か
不
幸
か
洋
食
も
美

味
く
て
滋
養
の
あ
る
こ
と
も
ど
う
や
ら
解
る
の
で
、
他
の
保
守
嘩
黒
諸
君
の
や
う
に
象
牙

の
塔
に
籠
つ
て
は
ゐ
ら
れ
ず
、
ほ
ん
と
に
誰
れ
に
も
頼
ま
れ
も
し
な
い
苦
労
を
し
て
ゐ

る
繹
で
す
。

゜

筆
が
盆
々
あ
ら
ぬ
方
へ
走
つ
て
恐
縮
で
す
が
、
日
本
音
楽
の
従
来
の
行
き
方
は
優
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
も
今
日
の
時
代
の
も
の
で
は
無
い
こ
と
は
私
の
や
う
に
日
本
昔
楽
に

溺
れ
た
者
で
さ
へ
よ
く
解
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
況
し
て
兼
常
先
生
な
ど
が
大
罵
倒
を
さ

れ
る
の
も
確
か
に
一
面
の
員
理
（
決
し
て
全
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
が
あ
る
の
で
、
先

生
が
女
郎
買
の
味
を
知
ら
な
い
が
為
に
こ
の
結
果
に
到
達
し
た
の
で
も
何
で
も
な
い
こ

と
は
勿
論
で
す
。
其
所
で
日
本
昔
楽
家
と
し
て
も
専
門
に
立
つ
て
ゐ
る
以
上
は
商
賣
で

す
か
ら
何
と
か
進
路
を
打
開
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
左
う
か
と
云
つ
て
兼
常
先
生
の
御

意
見
の
や
う
に
三
味
線
弾
き
が
直
ち
に
ベ

ト
ウ
フ
エ
ン

の
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
を
や
る
繹
に

も
行
か
な
い
の
で
不
取
敢
自
分
の
所
持
品
の
三
味
線
の
中
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
そ
れ
も

少
々
人
敷
が
多
勢
過
ぎ
立
派
過
ぎ
た
）
を
チ
ョ
ッ
ピ
リ
入
れ
て
カ
ク
テ
ル
に
す
る
つ
も

り
が
今
度
の
「
曙
」
と
な
っ
た
の
で
せ
う
、
そ
れ
も
和
楽
は
大
骰
輪
廓
だ
け
に
し
て
そ

れ
を
洋
楽
が
自
由
取
捨
甕
梅
す
る
の
な
ら
ま
だ
し
も
和
楽
の
方
が
入
母
屋
費
珠
造
り
と

〔

マ

マ

〕

定
め
て
手
を
入
れ
る
餘
地
の
な
い
や
う
に
し
た
建
築
へ
封
し
て
、
洋
楽
が
主
人
の
命
令

も
だ
し
難
く
破
風
の
隙
間
に
煙
突
を
立
て
、
建
物
の
扉
ヘ
ペ
ン
キ
を
塗
り
こ
く
っ
た
と

云
ふ
や
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
す
。
従
っ
て
今
回
の
「
曙
」
の

全
閥
的
効
果
に
酎
し
て
は
和
楽
作
曲
家
は
全
然
豫
期
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
し
洋

楽
編
曲
者
に
と
つ
て
も
賓
に
有
難
迷
惑
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
ひ
な
い
。
悪
い
と
云
ヘ

ば
そ
の
出
猿
貼
が
賞
は
誤
つ
て
ゐ
た
の
で
（
こ
の
黙
朝
日
紙
の
牛
山
氏
の
御
説
に
賛

成
）
そ
の
結
果
を
作
曲
者
た
り
編
曲
者
に
負
は
せ
る
こ
と
は
誠
に
お
氣
の
毒
で
あ
る
と

云
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。゜

尚
私
の
意
見
を
卒
直
に
述
べ
さ
せ
て
貰
へ
る
な
ら
ば
嘗
夜
の
「
曙
」
の
演
奏
を
聞
い

て
感
じ
た
こ
と
は
、
和
楽
器
と
洋
楽
器
の
不
調
和
と
い
ふ
こ
と
よ
り
は
演
奏
の
欠
黙
が

洋
楽
に
も
和
楽
に
も
あ
っ
た
と
思
ふ
、
洋
楽
の
方
の
欠
黙
は
、
旋
律
が
日
本
の
俗
楽
旋

法
五
昔
階
で
あ
る
に
も
か
A

は
ら
ず
、
ヴ
ァ
ヰ
オ
リ
ン
な
ど
の
弾
き
方
が
西
洋
七
昔
階

の
ビ
ッ
チ
を
そ
の
ま
A

用
ゐ
て
ゐ
た
為
め
＿
音
に
動
揺
性
が
な
く
、
餘
り
に
カ
ツ
キ
リ
と

し
過
ぎ
た
こ
と
が
一

層
三
味
線
と
の
調
和
の
悪
い
も
の
と
な
り
、
又
三
味
線
の
弾
き
方

が
一
本
調
子
で
撥
皮
許
り
叩
い
て
ゐ
て
少
し
も
強
弱
を
附
け
て
居
ず
、
し
か
も
四
十
何

撥
の
三
味
線
の
中
に
は
可
成
り
調
子
の
狂
っ
た
の
も
出
来
て
一
層
洋
楽
器
の
昔
色
を
拒

否
反
撥
し
て
ゐ
た
や
う
で
す
。
私
は
洋
楽
器
で
日
本
旋
律
を
演
奏
す
る
場
合
は
ピ
ア
ノ

は
別
と
し
て
擦
奏
絃
楽
器
の
類
は
五
昔
階
の
特
殊
な
る
動
き
と
氣
分
と
を
研
究
し
た
上

で
な
い
と
本
統
の
効
果
は
論
じ
ら
れ
な
い
の
だ
と
思
ひ
ま
す
。

゜

餘
り
永
く
な
り
ま
す
か
ら
こ
の
邊
で
切
上
げ
ま
す
が
、
要
す
る
に
和
楽
器
と
洋
楽
器

の
併
用
と
い
ふ
こ
と
は
學
理
的
に
は
不
可
で
あ
っ
て
も
、
賓
際
の
仕
事
の
上
か
ら
は
屁

會
が
複
雑
性
を
増
す
と
共
に
、
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
る
こ
と
は
丁
度

私
達
が
洋
服
と
和
服
の
二
重
生
活
の
不
調
和
に
氣
づ
き
な
が
ら
も
ど
う
す
る
こ
と
も
出

来
な
い
の
と
同
じ
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
日
本
の
一音
楽
が
全
部
西
洋
―音
楽
に
な
る
こ
と

は
日
本
全
國
の
人
が
全
部
兼
常
先
生
と
同
じ
に
な
ら
ぬ
限
り
左
う
急
に
は
賓
現
し
ま
す

ま
い
が
、
日
本
の
従
来
の
古
曲
が
細
々
な
が
ら
も
浮
世
の
片
隅
に
存
す
る
限
り
矢
張
り

中
間
的
な
和
洋
合
奏
曲
も
存
す
る
で
せ
う
。
そ
し
て
そ
の
組
合
せ
が
五
分
々
々
か
七
三

叩
き
分
け
か
は
矢
張
り
そ
の
時
代
の
一
般
的
好
尚
に
伴
ふ
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
ま

せ

う

。

（

完

）

長
う
た
新
曲
『
曙
』
と
和
洋
雨
―
H

日
架
の
調
和

小

幡

重

一

（
東
京
朝
日
新
聞
よ
り
轄
載
）
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和
洋
雨
音
楽
の
調
和
の
唱
へ
ら
る
る
も
既
に
年
久
し
い
事
で
あ
り
、
幾
多
の
和
洋
調

和
楽
曲
が
疲
表
さ
れ
て
居
る
が
、

筆
者
は
こ
の
『
曙
』
の
演
奏
を
聴
い
て
橋
本
国
彦
氏

の
如
き
洋
楽
家
は
兎
も
角
と
し
て
三
げ
ん
楽
固
有
の
妙
味
を
熟
知
し
て
を
ら
れ
る
で
あ

ら
う
所
の
小
三
郎
、
六
四
郎
雨
氏
の
如
き
此
道
の
第
一
人
者
が
何
故
に
か
様
な
試
演
に

賛
同
せ
ら
れ
た
か
を
諒
解
す
る
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
、
よ
っ
て
今
回
の

『
曙
』
の
演

奏
を
機
會
と
し
て
こ
A

に
和
洋
雨
昔
楽
の
調
和
可
能
な
り
や
と
い
ふ
既
に
幾
度
か
論
ぜ

ら
れ
た
問
題
に
つ
い
て
い
さ
A

か
卑
見
を
述
べ
る
の
も
又
徒
じ
で
は
な
か
ら
う
か
と
信

じ
敢
て
こ
の
一
篇
を
草
す
る
次
第
で
あ
る
。

x
 

大
凡
和
洋
雨
音
楽
の
調
和
を
試
み
ん
と
せ
ら
る
A

位
の
人
々
に
あ
っ
て
は
和
洋
雨
楽

器
そ
れ
人
＼
の
特
色
、
楽
曲
構
成
の
相
違
等
を
熟
知
し
て
を
ら
る
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
っ
て
唯
漫
然
と
調
和
を
試
み
よ
う
と
す
る
様
な
事
で
到
底
成
功
す
べ
き
も
の
で
な
い

事
は
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
筆
者
の
も
つ
と
も
遺
憾
に
堪
へ
な
い
事
は
邦
楽
の
大
家
が

邦
楽
の
生
命
で
あ
る
輩
純
性
、
含
蓄
あ
る
風
い
ん
を
全
然
閑
却
し
て
徒
に
洋
楽
の
複
雑

な
る
構
成
法
を
取
り
入
れ
ん
と
さ
れ
る
事
で
あ
る
、
サ
ム
に
お
い
て
先
づ
和
洋
雨
―音
楽
の

融
和
を
計
る
方
法
を
吟
味
し
て
み
る
に
、
抑
和
洋
雨
―音
楽
を
調
和
さ
せ
る
方
法
は
大
髄

次
の
四
種
に
抵
別
し
得
る
か
と
思
ふ
。

x
 

一
、
在
来
の
日
本
楽
曲
あ
る
ひ
は
こ
れ
に
僅
少
な
手
を
入
れ
て
愛
奏
曲
風
と
な
し
た
も

の
を
洋
楽
器
を
以
て
演
奏
す
る
も
の
、
あ
る
ひ
は
そ
の
逆
で
西
洋
の
旋
律
を
邦
楽
器

を
以
て
演
奏
す
る
も
の

X 

去
る
十
一
月
十
四
日
夜
日
比
谷
公
園
東
京
市
公
會
堂
に
お
け
る
東
京
昔
楽
學
校
邦
楽

演
奏
會
に
て
演
奏
さ
れ
た
小
三
郎
、
六
四
郎
雨
氏
作
曲
長
う
た
新
曲
『
曙
』
は
橋
本
國

彦
氏
編
曲
に
よ
る
管
げ
ん
楽
付
で
あ
っ
て
、
東
京
―音
楽
學
校
大
塚
敦
授
指
揮
の
下
に
長

う
た
科
生
徒
九
十
余
名
、
生
徒
管
げ
ん
楽
園
及
び
海
軍
々
楽
隊
五
十
余
名
で
出
演
者
純

勢
小
三
郎
氏
以
下
百
敷
十
名
と
い
ふ
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
て
和
洋
合
奏
の
劃
期
的
大

曲
と
し
て
大
に
世
の
期
待
し
た
所
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
演
奏
の
結
果
は
既
に
本
誌
上

に
牛
山
充
氏
が
批
評
さ
れ
た
通
り
全
く
期
待
に
反
し
失
敗
に
終
っ
た
。

二
、
日
本
楽
曲
（
薔
作
及
び
在
来
の
形
式
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
る
新
作
）
の
伴
奏
用
に

洋
楽
器
を
用
ゐ
る
も
の
、
あ
る
ひ
は
日
本
楽
曲
に
管
げ
ん
楽
を
付
す
る
も
の

三
、
西
洋
の
作
曲
法
を
大
に
参
考
と
し
て
作
ら
れ
た
る
新
日
本
楽
曲
で
一
種
も
し
く
は

敷
種
の
日
本
楽
器
を
以
て
演
奏
す
る
も
の

四
、
大
閥
に
お
い
て
洋
風
の
作
曲
法
に
よ
り
西
洋
楽
器
の
み
を
以
て
邦
楽
の
風
趣
を
表

出
せ
ん
と
す
る
も
の

x
 

以
上
の
中
第
一
種
に
島
す
る
も
の
は
中
元
、
歳
末
の
賣
出
し
に
廣
目
屋
の
楽
嫁
の
演

奏
す
る
春
雨
、
越
後
獅
子
の
類
を
始
め
と
し
て
十
敷
年
前
本
居
長
世
氏
等
の
し
ば
／
ヽ

放
送
さ
れ
様
な
程
度
の
も
の
で
和
洋
雨
昔
楽
の
昔
階
の
相
違
を
無
視
し
殊
に
邦
楽
器
の

昔
色
の
妙
味
、
邦
曲
の
し
ぶ
味
等
を
全
然
閑
却
し
た
も
の
で
あ
る
、
彼
の
三
味
線
を
以

て
ス
ヰ
ー
ト
・
ホ
ー
ム
や
米
國
々
歌
等
を
演
奏
す
る
類
も
又
一
二
絃
楽
曲
の
本
質
を
理
解

す
る
上
に
お
い
て
、
ど
の
位
妨
害
に
な
り
初
學
者
を
邪
路
に
導
く
か
計
り
知
ら
れ
な
い

も
の
で
筆
者
の
す
こ
ぶ
る
賛
成
し
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
種
に
麗
す
る
も
の
と
し
て
は
今
回
の
『
曙
』
の
如
き
が
正
に
そ
の
適
例
で
根
本

的
に
性
質
を
異
に
す
る
和
洋
雨
音
楽
を
か
様
な
姑
息
な
方
法
で
融
合
さ
せ
る
事
は
到
底

不
可
能
で
牛
山
氏
の
指
摘
さ
れ
る
様
に
、
か
様
な
方
法
に
よ
っ
て
出
来
上
る
も
の
は
邦

楽
固
有
の
妙
味
を
破
壊
し
、
し
か
も
こ
れ
に
代
る
べ
き
何
等
藝
術
的
債
値
を
創
造
し
得

な
い
も
の
A

み
だ
。

以
上
第
一
類
の
も
の
は
到
底
問
題
と
す
る
に
足
ら
ず
、
第
二
類
の
も
の
は
成
功
覺
束

な
し
と
す
れ
ば
、
残
る
方
法
は
第
三
及
び
第
四
の
方
法
あ
る
の
み
で
あ
る
。
第
三
類
に

隠
す
る
も
の
と
し
て
は
宮
城
道
雄
氏
等
の
作
曲
の
中
に
多
く
の
成
功
し
た
も
の
が
あ
る

し
、
第
四
類
の
も
の
と
し
て
は
洋
式
の
方
法
に
よ
っ
て
東
洋
的
の
氣
分
を
だ
す
に
努
力

し
て
居
ら
れ
る
弘
田
龍
太
郎
氏
の
ピ
ア
ノ
曲
に
例
を
見
出
す
事
が
出
来
や
う
。

然
し
な
が
ら
こ
れ
等
雨
法
は
偉
大
な
る
天
オ
の
力
に
よ
っ
て
始
め
て
成
功
し
得
る
も

の
で
然
も
筆
者
を
以
て
い
は
し
め
れ
ば
邦
楽
の
妙
趣
は
そ
の
輩
純
性
に
よ
る
し
ぶ
味
に

あ
る
の
で
あ
っ
て
純
日
本
趣
味
は
如
何
な
る
天
オ
の
力
を
以
て
し
て
も
到
底
洋
楽
と
は

X X 
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相
容
れ
難
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
は
僅
々
十
七
文
字
を
以
て
自
然
の
妙
た
い
に
獨
れ

ん
と
す
る
俳
句
の
軽
妙
し
や
脱
の
味
が
如
何
な
る
名
酬
繹
を
以
て
し
て
も
到
底
こ
れ
を

外
人
に
博
へ
る
事
の
不
可
能
で
あ
る
の
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
以
上
の
諸
貼
は
誠
に
わ

か
り
切
っ
た
事
項
で
既
に
幾
度
か
述
べ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
今
日
な
ほ
依
然
と
し
て
然

も
和
洋
雨
＿
音
楽
の
大
家
に
お
い
て
す
ら
こ
の
根
本
の
理
を
閑
却
さ
れ
る
場
合
が
少
く
な

い
様
に
思
は
れ
る
か
ら
敢
て
一
言
を
費
し
た
次
第
で
あ
る
。

次
に
申
し
述
べ
た
き
は
邦
楽
器
の
改
造
も
し
く
は
新
作
に
つ
い
て
で
あ
る
。
和
洋
雨

昔
楽
の
調
和
を
試
み
ん
と
し
て
第
一
に
直
面
す
る
困
難
は
我
楽
器
が
そ
の
昔
域
の
狭
小

な
る
黙
に
お
い
て
西
洋
風
に
多
勢
の
聴
衆
に
聰
か
せ
る
に
如
何
に
も
不
向
で
あ
る
事
で

あ
る
。
こ
A

に
お
い
て
十
七
げ
ん
の
低
昔
琴
を
初
め
と
し
て
立
つ
て
弾
奏
す
る
大
三
味

線
更
に
最
近
に
な
つ
て
は
八
十
げ
ん
の
琴
等
と
い
ふ
様
な
物
も
考
案
さ
れ
て
居
り
、
昔

量
を
増
大
す
る
た
め
に
は
電
氣
三
味
線
等
が
新
作
さ
れ
杵
屋
佐
吉
氏
は
こ
れ
に
咸
絃
と

命
名
し
て
大
に
推
奨
さ
れ
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
楽
器
の
改
造
も
し
く
は
新
製
等
と
い

ふ
も
の
は
さ
う
簡
輩
に
出
来
る
も
の
で
は
な
い
と
思
ふ
の
で
こ
の
黙
に
つ
い
て
少
し
く

専
門
的
の
説
明
を
試
み
て
み
た
い
。

x
 

元
来
三
味
線
、
琴
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
様
な
げ
ん
楽
器
で
は
一
音
の
源
は
申
す
ま
で
も

な
く
げ
ん
の
振
動
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
直
に
空
氣
に
博
は
る
と
同
時
に
こ
ま
や
柱
を
経

て
胴
に
博
は
り
、
胴
及
び
胴
内
の
空
氣
を
振
動
さ
せ
て
一
音
を
狡
す
る
も
の
で
、
し
か
も

胴
は
そ
れ
／
＼
そ
の
大
さ
に
よ
っ
て
共
鳴
す
る
昔
域
が
愛
つ
て
く
る
か
ら
胴
を
大
き
く

す
る
と
い
ふ
事
は
楽
器
の
性
質
に
根
本
的
の
愛
化
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
事
は
物
理
學

上
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
事
賓
で
あ
る
。
楽
器
の
昔
色
を
複
雑
な
ら
し
め
る
要
素
は
こ
れ

の
み
に
止
ま
ら
な
い
。
優
良
な
る
楽
器
の
調
子
を
良
く
合
せ
て
弾
く
場
合
に
は
振
動
す

る
の
は
弾
い
た
糸
一
本
に
止
ま
ら
ず
、
他
の
糸
も
共
鳴
に
よ
っ
て
振
動
し
全
髄
と
し
て

の
＿
音
質
の
上
に
影
瑯
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
本
調
子
と
二
上
り
で
は
輩
に
二

の
糸
が
一
律
高
く
な
つ
て
居
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
二
上
り
三
下
り
な
り
に
合
せ

た
三
味
線
で
は
そ
れ
／
＼
の
放
げ
ん
昔
（
開
げ
ん
昔
）
の
昔
色
の
特
異
性
と
相
ま
つ
て

楽
器
全
櫃
と
し
て
の
昔
色
に
特
色
を
生
ず
る
も
の
で
、
決
し
て
二
上
り
の
曲
も
唯
指
遣

二、 ．
 
ヽ

い
、
ー
音
楽
に
寄
す

ろ
、
失
へ
る
愛

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

仝

上

ア

Jレ

ひ
が
少
し
面
倒
に
な
る
だ
け
で
本
調
子
で
弾
け
る
と
い
ふ
様
な
簡
輩
な
も
の
で
は
な

0

0

 

い
。
よ
っ
て
大
型
の
胴
に
十
七
げ
ん
の
低
音
の
い
と
を
張
る
は
ま
だ
よ
い
と
し
て
も
、

偉
大
な
る
胴
の
上
に
高
低
八
十
本
の
い
と
を
並
べ
る
と
い
ふ
様
な
企
て
は
琴
の
音
色
の

特
色
を
失
ふ
も
の
で
筆
者
の
断
然
賛
成
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

胴
の
作
用
の
重
要
な
る
は
以
上
の
黙
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
三
味
線
や
琴
の
様
な
は

つ
げ
ん
楽
器
に
お
い
て
は
そ
の
一
音
色
は
弾
い
た
瞬
間
と
少
し
く
時
の
経
っ
た
後
と
で
は

異
る
も
の
で
い
は
ゆ
る
餘
ゐ
ん
と
い
ふ
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
然
も
こ
の
餘
ゐ
ん
の
性

質
に
又
胴
が
大
に
興
つ
て
力
あ
る
事
は
昔
波
の
形
を
窯
員
に
撮
つ
て
科
學
的
に
立
證
し

得
る
所
で
あ
る
。
然
し
て
我
々
の
睦
覺
は
賓
に
微
妙
な
働
き
を
有
す
る
物
で
以
上
の
様

な
微
細
な
貼
ま
で
も
不
知
不
識
の
間
に
感
得
し
て
以
て
そ
れ
人
＼
の
楽
器
と
特
色
を
認

〔

マ

マ

〕

め
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
か
る
が
故
に
胴
の
影
響
を
全
然
無
視
し
て
、
唯
一
本
の
い
と

の
振
動
だ
け
を
披
大
し
て
幸
目
を
猿
せ
し
め
る
電
氣
―
―
一
味
線
の
如
き
、
三
げ
ん
の
本
質
を

全
く
閑
却
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
が
出
来
る
。
佐
吉
氏
の
如
き
三
げ
ん
の
名
手
が

咸
絃
の
演
奏
に
力
を
い
れ
ら
れ
る
事
は
、
小
三
郎
、
六
四
郎
雨
氏
が
管
げ
ん
楽
付
の
長

う
た
に
賛
同
せ
ら
る
A

事
と
共
に
筆
者
の
全
く
諒
解
し
難
い
所
で
あ
る
。
（
完
）

（『
＿
音
架
世
界
』
第
四
巻
第

一
号
、
昭
和
七
年
一
月
、
三
九
！
四
九
頁
）

選
科
音
楽
演
奏
会

選
科
校
内
昔
架
演
奏
會
曲
目
（
鰐
鱈
『
疇
野
」
幻
記
叶
虹
汀
）

第
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

．．
 
齋ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ト
蜀
昌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大

井

幸

子

菱
イ
長
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
二
六
•
第
一
楽
章
）

ピ

ア

ノ

部

榮

昭
和
六
年
十
一
月
二
十
八
日

X 

洋

藤

都

子
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若

菜

―
-
、
長

一

、

山

田

流

等

曲

等

中

能

島

欣

一

作

曲

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

謬

麟

ひ

ぐ

ら

し

唄

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

頭

味

線

摘

仝

替
手

三

、

生

田

流

箪

曲

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

干

い

、

萩

の

言

の

葉

（

手

事

よ

り

）

ろ

、

等

二

重

奏

宮

城

道

雄

作

曲

瀬

昔

等

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

i

十

七

絃

高

草

幹

子

荒

木

芳

枝

A
l
l
eg
ro 

L
a
rg
o
 

A
l
l
eg
r
o
 

上

野

恵

子

龍

井

千

鶴

子

新

井

和

子

岩

永

伸

森

富

枝

相

内

辰

夫

大
橋
慶
太
郎

多

忠

清

鈴

木

ゐ

つ
金

原

逸

子

鈴

木

静

子
朝
倉
悠
紀
子

第

部

邦

楽

ろ い

、、

ハ

長

調

エ

テ

ュ

ー

ド

（

作

品

一

0、
第

一

番

）

ヘ

短

調

エ

テ

ュ

ー

ド

（

作

品

一

0、
第

―

二

番

）

仝 シ

ョ

ノミ

ン

上 作

七、

゜
ヒ

ア

ノ

下

清

孟

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

萩

ホ

短

調

コ

ン

チ

ェ

ル

ト

（

作

品

五

一

）

ア

ン

ダ

ン

テ

、

エ

ス

。

フ

レ

ッ

シ

ー

ヴ

ォ

（

第

一

二

楽

章

）

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

山

ゴ

ル

タ

ー

マ

ン

作

六

、

セ

ロ

獨

二

、

管

絃

楽

東

京

昔

榮

學

校

管

絃

架

部

員

一

、

ゲ

ー

テ

作

悲

劇

「

エ

グ

モ

ン

ト

」

の

序

曲

（

作

品

八

四

）

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

O
u
v
e
r
t
i
l
r
e
 z
u
 
G
o
e
t
h
e
s
 T
r
a
u
e
r
s
p
i
e
l
 

V,E
g
m
o
n
t
^
^
(
O
p
.
 

84)

………………………•••Ludwig 

v
a
n
 B
e
e
t
h
o
v
e
n
 

(
1
7
7
0
|
1
8
2
7
)
 

四

つ

の

。

ヒ

ア

ノ

及

絃

榮

の

イ

短

調

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

…

バ

K
o
n
z
e
r
t
 fi.ir 
4
 K
l
a
vi
e
r
e
 
u
n
d
 

St

rei
c
h
o
r
c
h
e
st

er i
n
 a
 
moll………………•••Johann 

S
e
b
a
st
i

a
n
 B
a
c
h
 

(
1
6
8
5
|
1
7
5
0
)
 

會

場

昔

榮

演

奏

曲

目

日
比
谷
公
會
堂

野

弘

い

、

「

吾

が

愛

す

る

者

よ

」

ろ

、

小

夜

曲

ト

ス

ル

ダ

ー

ニ

作

作

テ

ィ

ジ

ョ

五

、

゜

ソ

フ

ラ

ノ

獨

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

能

勢

四、
三

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

服

ト

長

調

コ

ン

チ

ェ

ル

ト

（

作

品

二

三

、

第

一

楽

章

）

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

高

ロ

ン

ド

キ

ャ

。

フ

リ

チ

オ

ー

ゾ

（

作

品

一

四

）

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

作

主
円

n
H
n
 

゜ヒア

橋

伴

兵

衛

ヴ

ィ

オ

ッ

テ

ィ

ー

作

第

六

十

一

回

定

期

演

奏

会

六
時
開
場

七
時
開
演

昭

和

六

年

十

二

月

五

日

（

土

曜

日

）

午

後

昭

和

六

年

十

二

月

五

日

高

砂

部

熊

雄

四
、
長

指

揮

L
ei
t

u
ng
 

唄

I 
9 ▲ ` 
仝仝仝仝唄

ク

ラ

ウ

ス

ツ

ノ‘

作

K
l
a
u
s
 P
ri
n
g
s
h
ei
m
 

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

東
京
一
音
楽
學
校

高

橋

澄

子

三

味

線

酒

井

晃

子

木

場

満

佐

子

仝

伊

東

禎

子

梶

菊

江

仝

鈴

木

静

杉

山

喜

久

枝

仝

中

島

す

ゞ

子

三

宅

ひ

ろ

子

仝

常

川

よ

し

子

〔
手
書
き
〕
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昭和 6年12月5日，バッハ作曲〈四つのピアノ及絃楽のイ短調コンツェルト〉

演

奏

曲

解

説

一
、
ゲ
ー
テ
作
悲
劇
「
エ
グ
モ
ン
ト
」
の
序
曲

四
、
第
一

第
一
ビ
ア
ノ

第
ニ
ピ
ア
ノ

第
三
ピ
ア
ノ

第
四
ピ
ア
ノ

三
、
「
ト
リ
ス
タ
ン
及
イ
ゾ
ル
デ
」
の
前
奏
及
「
愛
の
死
」
…
ヴ

V
o
r
sp
i
el 
u
n
d
,,L
ie
b
e
st
o
d
"
 

a
u
s
,,T
ri
st
a
n
 u
n
d
 Isolde
"
 

……

•…
………••R

ichard 

W
a
g
n
e
r
 

(
1
8
1
3
1
1
8
8
3
)
 

休

憩

0
分

間

ハ
短
調
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
作
品
六
八
）
•
…
…
•
•
ブ
ラ
ー
ム

E
r
st
e
 S
y
m
p
h
o
ni
e
 
i

n
 c
 m
o
l
l
 (
O

p
.
 
6
8
)
…
…
…
…
…
…
J
o
h
a
n
n
e
s
 B
r
a
h
m
s
 

(
1
8
3
3ー

1
8
9
7
)

U
n
 p
o
c
o
 sost
e
n
ut
o
-
A
l
l
e
g
ro 

A
n
d
a
nt
e
 s
o
st
e
n
ut
o
 

U
n
 p
o
c
o
 allegret
t

o
 e
 g
r
a
zi
o
s
o
 

A
d
a
g
i
o
ー
詈
a
n
d
a
nt
e
|
A
l
l
e
g
ro
n
o
n
 t
rop
p
o
,
 

m
a
 c
o
n
 b
ri
o
|
Pi

u
 alleg
ro
.
 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ゲ
ー
テ
の
作
は
十
六
世
紀
に
於
け
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
貴
族
エ
グ
モ
ン
ト
を
主
人

公
と
し
た
心
理
的
史
劇
で
あ
る
。
史
賓
に
よ
れ
ば
エ
グ
モ
ン
ト
は
最
初
カ
ー
ル
五
世
に

仕
へ
次
で
フ
ィ
リ
ッ
。
フ
ニ
世
の
下
に
サ
ン

カ
ン
タ
ン
や
グ
ラ
ヴ
ェ
リ
ン
で
殊
動
を
立

て
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
知
事
及
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
議
員
と
し
て
國
民
間
に
最
も
盤
望
あ

る
人
で
あ
っ
た
が
、
フ
ィ
リ

ッ
。
フ
王
の
藉
敦
政
策
（
新
赦
徒
に
到
す
る
限
迫
）
に
反
抗

し
た
廉
で
、
一
五
六
八
年
純
督
ア
ル
ヴ
ア
公
に
捕
は
れ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
慮
刑
せ
ら
れ

椎

ス

作

ア

グ

ネ

ル

作

第 2部

葉

照

子

山

田

み

ど

り

見

田

公

子
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四
の
ピ
ア
ノ
と
絃
架
の
協
奏
曲

イ

短

調

ハ

作

バ
ッ
ハ
(
Jo
h
a
n
n
S
e
b
a
st
i

a
n
 B
a
c
h
 1
6
8
5
|
1
7
5
0
)

の
ラ
イ
。
フ
チ
ッ
ヒ
時
代
の
器

楽
作
品
に
腸
す
る
こ
の
「
四
の
ピ
ア
ノ
と
絃
楽
の
協
奏
曲
」
は
、
こ
の
創
作
期
に
於
け

る
大
部
分
の
器
楽
作
品
と
同
様
に
、
彼
の
家
で
息
子
や
弟
子
が
協
同
し
て
催
す
習
慣
で

あ
っ
た
「
家
庭
の
演
奏
會
」
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
。
以
前
に
書
か
れ

た
彼
の
多
く
の
協
奏
曲
が
既
に
そ
う
で
あ
っ
た
如
く
、
本
曲
も
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
原

作
（
四
の
獨
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
之
を
伴
奏
す
る
低
昔
の
絃
楽
合
奏
）
に
基
い
て
ゐ
る

が
普
通
の
意
味
の
編
曲
や
改
作
の
方
法
に
よ
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

原
作
で
口
短
調
で
あ
っ
た
の
が
こ
A

で
は
イ
短
調
に
愛
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
既
存
の
作
品

に
基
き
之
を
利
用
す
る
こ
と
は
掌
時
の
作
家
の
屡
々
な
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
如
何

な
る
方
面
か
ら
観
て
も
こ
の
新
作
の
「
四
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」
は
バ
ッ
ハ
の
容
貌
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
彼
の
昔
の
幻
想
は
四
の
獨
奏
ピ
ア
ノ
の
華
麗
な
構
成
中
で
豊
に
展
開

せ
ら
れ
又
吾
人
は
相
互
に
織
な
す
竪
部
の
巧
な
昔
形
奏
出
中
に
ボ
リ
フ
ォ
ニ
ー
作
法
の

大
家
の
確
賓
な
腕
前
を
認
め
る
。
本
作
品
は
簡
潔
に
し
て
各
部
の
直
分
が
明
瞭
な
る
貼

二、

♦
ヽノ

ツ

た
と
い
ふ
。
ゲ
ー
テ
の
悲
劇
（
五
幕
物
）
は
彼
の
性
格
を
理
想
化
し
、
快
活
な
正
直
な

正
義
公
道
の
外
何
事
を
も
知
ら
な
い
為
に
破
滅
を
招
い
た
薄
命
の
英
雄
と
し
て
描
き
且

つ
歴
史
上
子
輻
者
な
り
し
彼
を
愛
じ
て
獨
身
者
と
な
し
、
之
に
市
民
の
娘
ク
レ
ー
ル
ヒ

ェ
ン
を
配
し
て
居
る
。
彼
女
は
エ
グ
モ
ン
ト
の
入
牢
を
聞
く
や
市
民
を
煽
動
し
て
彼
を

救
は
ん
と
し
た
が
、
恐
怖
せ
る
市
民
は
之
に
應
じ
な
か
っ
た
の
で
、
最
早
彼
と
遇
ふ
べ

き
手
段
と
し
て
は
エ
グ
モ
ン
ト
の
慮
刑
に
先
つ
て
毒
を
仰
ぐ
よ
り
外
な
か
っ
た
の
で
あ

ま
ぽ
ろ
し

る
。
か
く
し
て
彼
女
は
獄
に
在
る
エ
グ
モ
ン
ト
の
幻
象
の
う
ち
に
自
由
の
化
身
と
し
て

現
は
れ
彼
の
臨
終
を
美
化
す
る
。
こ
A

に
エ
グ
モ
ン
ト
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
國
民
の
自

由
の
戦
士
と
し
て
死
す
る
こ
と
を
自
覺
し
、
従
容
と
し
て
死
に
就
く
の
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
は
本
日
演
奏
す
る
序
曲
の
外
、
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
歌
二

曲
、
管
絃
楽
と
し
て
幕
間
楽
四
曲
『
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
死
』
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
、
『
エ
グ

モ
ン
ト
の
死
』
及
び
最
後
の
『
凱
旋
交
聾
曲
』
を
含
む
。
〔
以
下
、
本
百
年
史
『
演
奏
会
篇

第
一
巻
』
大
正
二
年
十
二
月
七
日
の
解
説
を
参
照
。
〕

p 
突
然
精
力
的
に
現
れ
る
調
—
イ
短
調
ー
は
こ
の
楽
章
の
後
の
疲
展
に
於
て
も
徹
底
的

に
保
持
さ
れ
る
。
勿
論
こ
の
間
に
開
係
調
が
絶
え
ず
交
へ
ら
れ
る
。
こ
の
際
獨
奏
楽
器

間
で
行
は
れ
る
交
替
奏
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
に
顕
著
で
あ
る
。
主
題
は
交
響
曲
的
意
味
で

は
加
工
さ
れ
ず
に
殆
ん
ど
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
な
い
自
由
な
協
奏
的
様
式
に
於
て
和
槃

的
昔
形
的
に
解
明
さ
れ
、
そ
の
敷
回
の
復
饂
は
建
築
的
構
成
に
本
質
的
に
役
立
つ
。
そ

し
て
そ
の
形
態
が
愛
へ
ら
れ
ず
に
只
1

C

の
自
由
な
反
覆
に
よ
っ
て
引
延
ば
さ
れ
て
、

全
楽
器
の
合
奏
の
中
に
本
楽
章
は
極
め
て
効
果
的
に
終
る
。

第
一
小
節
で
一
見
二
短
調
に
入
る
や
う
に
思
は
れ
る
第
二
楽
章
ラ
ル
ゴ
ー
は
、
力
強

い
ト
ゥ
テ
ィ
の
和
―
音
2
a
及
び
四
の
ピ
ア
ノ
が
交
替
し
て
分
瘤
す
る
短
く
節
奏
的
に
銃

い
輪
廓
を
以
て
昔
階
上
を
昇
り
降
り
す
る
動
機
b
の
間
の
交
替
奏
で
始
ま
る
。

6
 

第
十
五
小
節
で
イ
短
調
の
上
麗
昔

牽

fQ 

冒
冒
冒
同
―
日
に
Tn" 

寸I~

咄

で
古
い
協
奏
曲
形
式
の
無
比
の
例
で
あ
る
。

第
一
楽
章
（
力
強
く
動
的
な
ア
ル
レ
グ
ロ
四
分
四
拍
子
）
は
豫
備
な
く
次
の
四
拍
子

の
主
題
で
始
ま
る
。

ふ
喜
喜
、
目
一
つ
嘉
竺
雷
品
目
且
ウ
ょ

第
一
第
ニ
ピ
ア
ノ
が
之
を
獨
奏
し
た
後
ト
ゥ
テ
ィ
で
之
が
反
覆
さ
れ
る
。

そ
し
て
主

題
の
後
半
部
郡
ち
最
初
上
属
音
で
結
ば
れ
る
一
音
群
b
は
後
の
反
覆
で
主
昔
に
鱚
り
、
之

か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
断
乎
た
る
執
拗
さ
で
主
昔
を
固
持
し
之
に
於
て
消
え
る
。

゜
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竺

ク
ラ
ウ
ス

太

「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
」
の
前
奏
曲
と

イ

ゾ

ル

デ

の

愛

の

死

ヴ

ァ

ー

グ

ネ

ル

作

ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
(

R

i

c
h
a
r
d
W
a
g
n
e
r
 1
8
1
3ー

1
8
8
3
)

の
大
部
分
の
楽
劇
が
中
世
の

博
説
か
ら
題
材
を
得
て
ゐ
る
如
く
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
」
も
中
世
の
ト
リ
ス
タ

ン
物
語
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
が
創
作
上
直
接
影
響
を
も

つ
も
の
と
し
て
瑞
西

亡
命
時
代
の
作
者
の
生
活
環
境
中
次
の
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
即
ち
嘗
時
作
者
が

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
厭
世
的
解
説
的
哲
學
観
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
及
び
本
作

品
の
計
書
中
に
起
つ
た
作
者
と
彼
の
後
援
者
な
る
ウ
エ
ー
ゼ
ン
ド
ン
ク
の
妻
マ
テ
ィ
ー

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
解
説

太

郎

繹

田

に
達
す
る
。
次
い
で
二
十
二
小
節
以
上
に
及
ぶ
長
い
カ
デ
ン
ツ
が
来
る
。
之
は
和
槃
的

に
愛
化
は
な
く
、
四
の
獨
奏
ピ
ア
ノ
に
よ
っ
て
奏
さ
れ
る
が
こ
の
ピ
ア
ノ
の
＿
音
の
豊
な

展
開
は
員
に
人
を
し
て
茫
然
た
ら
し
め
る
効
果
を
も
つ
色
彩
的
間
奏
で
あ
る
。
序
奏
と

カ
デ
ン
ツ
の
み
か
ら
成
る
と
云
へ
る
こ
の
短
い
楽
章
は
上
蜀
―
音
の
半
終
止
で
再
度
打
た

れ
る
力
強
い
二
つ
の
ト
ゥ
テ
ィ
の
和
昔
の
後
に
消
え
る
。
之
は
す
ぐ
次
に
来
る
イ
短
調

を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
本
楽
章
は
ア
ル
レ
グ
ロ
の
終
曲
へ
の
序
兼
導
入
部

分
を
な
す
と
同
時
に
幅
廣
い
速
度
の
上
か
ら
活
氣
あ
る
第
一
及
第
三
楽
章
の
間
の
一
の

静
止
部
を
な
す
。

更
に
八
分
三
拍
子
の
主
題
3

で
殆
ん
ど
舞
踏
的
に
動
く
第
一
＿
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
は
、

第
一
楽
章
の
簡
潔
な
基
調
に
封
し
て
効
果
あ
る
封
比
を
な
し
、
更
に
そ
の
活
氣
あ
る
走

句
の
奏
出
に
於
て
生
氣
あ
り
急
速
な
曲
相
の
頸
著
な
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
も
な
す
。

□ 

ル
デ
と
の
間
の
現
世
で
満
さ
れ
ざ
り
し
熱
烈
な
患
愛
が
之
で
あ
る
。

大
作
「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
指
輪
」
が
嘗
時
の
環
境
上
賓
現
不
可
能
な
る
を
感
じ
た

作
者
は
「
ト
リ
ス
タ
ン
」
に
心
を
轄
じ
一
八
五
四
年
に
之
を
計
聾
し
始
め
た
。
同
年
リ

ス
ト
宛
一

書
簡
中
に
も
「
余
は
生
涯
員
の
懇
愛
の
幸
揺
を
味

っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、

凡
ゆ
る
夢
の
中
で
最
も
美
し
い
こ
の
夢
（
ト
リ
ス
タ
ン
物
語
）
に
封
し
こ
の
懸
愛
が
徹

頭
徹
尾
心
ゆ
く
ま
で
満
さ
れ
る
や
う
な
一
の
記
念
碑
を
の
こ
し
た
い
」
と
作
者
は
記
し

て
ゐ
る
。
然
る
に
計
ら
ず
も
こ
の
夢
が
マ
テ
ィ
ー
ル
デ
と
の
現
賓
上
の
懸
愛
盟
瞼
と
な

っ
た
為
に
、
計
霊
の
賞
現
は
自
然
遅
延
の
欣
態
に
な
っ
た
が
、
そ
の
代
り
こ
の
貴
い
試

練
を
経
た
後
の
彼
は
比
較
的
に
之
を
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
卸
ち
一
八
五
七

年
秋
一
氣
に
歌
詞
が
書
き
上
げ
ら
れ
引
績
き
作
曲
さ
れ
一
八
五
九
年
八
月
に
完
成
さ
れ

た
。
完
成
さ
れ
て
も
そ
の
後
上
演
の
交
渉
は
各
地
で
悉
く
失
敗
に
鰭
し
て
し
ま
ひ
、
バ

〔

マ

マ

〕

ヴ
ア
リ
ア
の
ル
ー
ド
ウ
ッ
ヒ
の
知
遇
を
得
る
に
及
ん
で
辛
く
も
一
八
六
五
年
六
月
ビ
ュ

ロ
ー
指
揮
の
下
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
王
立
劇
場
で
初
演
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
こ
の
作
は
余
の
以
前
に
作
っ
た
何
れ
よ
り
も
よ
り
音
楽
で
あ
る
」
と
作
者
が
告
白

し
て
ゐ
る
如
く
、
本
作
品
は
そ
の
表
現
に
於
て
極
め
て
抒
情
的
且
心
理
的
で
あ
る
。
而

も
之
が
表
現
手
段
と
し
て
特
に
顆
著
な
る
こ
と
は
半
昔
階
と
不
協
和
音
の
極
度
の
使

用
、
言
語
的
無
限
旋
律
の
自
由
な
取
扱
、
主
導
機
の
最
繊
細
な
心
理
的
用
法
等
で
あ
っ

て
、
之
等
は
い
づ
れ
も
後
世
の
一
音
楽
に
重
大
な
影
審
を
奥
へ

た
。
之
「
ト
リ
ス
タ
ン
」

と
共
に
近
代
―
音
楽
は
始
ま
る
と
云
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
こ
の
一音楽
ほ
ど
に

〔

マ

マ

〕

痛
切
深
酷
な
も
の
は
稀
で
あ
ら
う
。

本
演
奏
の
「
前
奏
曲
」
と
「
イ
ゾ
ル
デ
の
愛
の
死
」
は
楽
劇
の
序
と
結
尾
を
な
す
部

分
で
あ
る
が
演
奏
會
用
に
は
二
曲
を
結
合
し
て
演
奏
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

作
者
自
身
之
に
関
し
て
次
の
如
き
解
説
を
典

へ
て
ゐ
る
。
（
G
e
s
a
m
m
e
l
t
e
S
c
h
ri
f
,
 

t
e
n
 B
d
.
 

X

I
I. S
.
 3

4
7
)
 

イ
、
前
奏
曲
（
愛
の
死
）
ー
ト
リ
ス

タ
ン
は
仲
介
者
と
し
て
彼
の
王
又
伯
父
に
イ

ゾ
ル
デ
を
伴
ひ
行
く
。
雨
人
は
互
に
愛
し
合
ふ
。
静
む
べ

く
も
な
い
慾
望
の
最
も

内
氣
な
嘆
き
、
最
も
繊
細
な
戦
慄
か
ら
遂
げ
得
ら
れ
な

い
愛
の
告
白
の
最
も
恐
ろ

し
い
爆
猿
に
至
る
ま
で
感
情
は
内
な
る
灼
熱
に
封
す
る
打
勝
ち
得
な
い
闘
争
の
凡

ゆ
る
段
階
を
経
て
行
く
。
遂
に
死
滅
す
る
が
如
く
こ
の
灼
熱
が
無
氣
力
に
な
っ
て
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d
、
現
世
で
満
さ
れ
ざ
る
悲
し
き
「
愛
の
宿
命
」

5
E
.
-
.
]
`

ロ
-
-
」
.
—
'
こ
）
—
，

1

-

]

二

」

」

』

―

-

』

I
」

C

、
絶
望
の
中
に
も
尚
固
く
し
て
解
け
ざ
る
「
愛
の
魔
力
」

叫

b
、
侍
女
ブ
ラ
ゲ
ネ
ス
の
毒
酒
に
代

へ
た
る
愛
酒
の
た
め
陶
酔
し
て
交

す

雨

人
の

「
愛
の
一
瞥
」

g
、
「
愛
の
幸
揺
」
（
第
一
場
初
出
）

管
絃
楽
編
成
は
絃
楽
の
他
フ
リ
ュ
ー
ト
三
、
オ
ー
ボ
ー
ニ
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ

ル
ン
一
、

A
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ニ
、

A
バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
一
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
―
―
-
‘

F
ホ
ル
ン
ニ
、

E
ホ
ル
ン
ニ
、

F
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
三
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
三
、
バ
ス

忍晨`
，汀9

-

」

'

『

]

喜

ー

（

J

h
、
死
の
「
浮
化
」
に
よ
る
不
滅
の
愛
の
法
悦
（
第
二
場
初
出
）

ー

卜

消
滅
す
る
ま
で
の
。

ロ
、
終
曲
（
浮
化
）
ー
~
し
か
も
生
に
封
し
て
運
命
が
引
離
し
て
ゐ
た
も
の
は
、
今

や
死
に
於
て
浮
化
せ
ら
れ
回
生
す
る
。
合
一
の
戸
は
開
か
れ
る
。
ト
リ
ス
タ
ン
の

骸
の
上
に
死
に
つ
A

あ
る
イ
ゾ
ル
デ
は
燃
る
憧
れ
の
至
輻
の
達
成
、
竜
も
拘
束
な

く
離
れ
る
こ
と
な
き
無
彙
の
空
間
に
於
け
る
永
遠
の
合
一
を
認
め
る
。

前
奏
曲
(
―

1

0
小
節
）
は
作
者
の
他
の
楽
劇
の
そ
れ
よ
り
も
一
層
劇
の
装
展
に
必

然
的
開
係
を
も
つ
。
曲
頭
か
ら
漸
次
に
感
情
が
高
ま
り
第
四
五
小
節
か
ら
第
八
十
三
小

節
へ
か
け
て
急
激
な
高
潮
を
示
し
以
下
急
激
な
沈
静
に
な
っ
て
終
る
。

劇
中
の
諸
種
の
主
導
機
中
こ
A

に
編
ま
れ
て
ゐ
る
主
な
る
も
の
を
畢
げ
れ
ば

a
、
「
憧
憬
」
烈
し
い
懇
愛
渇
望
の
象
徴
で
、
そ
の
前
半
は
曲
頭
に
セ
ロ
で
現
れ
る

六
度
上
昇
後
下
降
す
る
も
の
、
そ
の
後
半
は
オ
ー
ボ
ー
に
よ
っ
て
答
へ
ら
れ
る
上

昇
的
の
も
の
、
各
性
質
を
異
に
す
る
が
何
れ
も
半
昔
階
的
楽
句
で
密
接
な
開
係
を

も
ち
全
曲
の
中
心
を
な
す
重
要
な
主
導
機
。
尚
此
句
の
後
に
現
れ
る
休
止
は
極
め

て
深
い
意
味
を
も
つ
。

e
、
毒
酒
を
飲
ん
で
果
て
ん
と
す
る
「
死
の
決
意
」
賓
は
代
へ
ら
れ
た
る
愛
酒
に
よ

る

「
愛
の
悦
惚
」

e. 

-

』

愛
の
死
（
七
九
小
節
）
「
柔
く
幽
に
微
笑
め
る
を
、
や
さ
し
く
も
開
け
る
眼
を
ば
見

ず
や
人
々
…
・
:
(
Mi
l
d

u
n
d
 
lei
s
e
 

wi

e
 e
r
 
l
a
c
h
e
l
t,
 wi

e
 <las 
A
u
g
e
 h
o
l
d
 
e
r
 

呉
n
e
t
…
…
)
以
下
の
第
三
幕
第
三
場
最
終
に
歌
は
れ
る
イ
ゾ
ル
デ
の
獨
唱
の
部
分
（
本

演
奏
に
は
人
槃
は
用
ひ
ら
れ
な
い
）
。
こ
A

に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
主
導
機
は
い
づ
れ
も

第
二
幕
中
の
も
の
で
あ
る
。

f
、
雨
人
の
交
は
す
「
訣
別
」
（
第
二
場
初
出
）

i

ハ

ー

計

一

『

、

(

、

149 第 1章 昭和2年～12年 (1927~1937)



四
、
第

一
交

響

曲

ハ

短

調

作

品

六

八

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
と
そ
の
一
派
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
交
響
曲
が
絶
封
楽
に
封
す

る
訣
別
で
あ
り
、
爾
来
交
響
曲
は
書
か
れ
て
ゐ
る
に
し
て
も
い
づ
れ
も
群
小
の
類
に
過

ぎ
な
い
と
唱
へ
て
ゐ
た
が
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
(
J
oh
a
n
n
e
s
B
r
a
h
m
s
 1
8
3
3
|
1
8
9
7
)

は

早
く
か
ら
か
A

る
説
を
駁
し
得
る
や
う
な
賓
例
を
書
き
た
い
と
願
つ
て
ゐ
た
。
既
に
二

十
一
歳
の
時
二
短
調
交
響
曲
を
企
て
た
が
其
者
と
し
て
は
完
成
さ
れ
ず
に
、
最
初
の
二

楽
章
は
作
品
一
五
の
二
短
調
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
と
し
て
、
終
章
の
葬
式
行
進
曲
は
獨
乙
鎮

魂
曲
第
二
楽
章
と
な
つ
て
世
に
現
れ
た
。

本
演
奏
ハ
短
調
交
響
曲
も
遠
く
ご
八
五
五
年
に
胚
胎
し
、
既
に
二
十
九
歳
の
折
そ
の

第
一
楽
章
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
居
り
、
シ
ュ
ー
マ
ン
夫
人
始
め
周
園
の
人
々
か
ら
之
に

開
し
て
推
賞
と
完
成
の
期
待
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
中
断
の
朕
態
に
な

り
、
一
八
七
四
年
「
ハ
イ
ド
ウ
ン
の
主
題
に
よ
れ
る
愛
奏
曲
」
が
名
槃
を
博
し
た
後
、

始
め
て
之
が
完
成
に
着
手
さ
れ
第

一
楽
章
成
立
後
十
五
年
を
経
た
る
一
八
七
六
年
九
月

に
原
稿
の
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。

初
演
は
同
年
十
一
月
デ
ソ
ッ
フ
に
よ
り
カ
ル
ル
ス
ル
ー
エ
で
行
は
れ
、
引
績
き
作
者

自
身
の
指
揮
の
下
に
マ
ン
ハ
イ
ム
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ウ
ヰ
ー
ン
、
ラ
イ
。
フ
チ
ッ
ヒ
で
演

奏
さ
れ
た
。

賓
に
本
曲
は
作
者
の
交
響
曲
に
封
す
る
か
く
の
如
く
永
い
間
の
勤
努
の
結
晶
で
あ
る

と
共
に
、
そ
の
後
連
績
的
に
書
か
れ
た
三
の
交
響
曲
に
封
し
て
疲
端
を
な
す
も
の
で
も

あ
る
。
本
曲
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
統
一
の
論
理
、
主
題
と
そ
の
加
工
展
開
の
術
が
作
者

獨
特
の
動
機
の
編
合
と
愛
奏
に
よ
っ
て
一
層
緊
密
に
織
り
出
さ
れ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
の

味
を
も
つ
て
愛
様
さ
れ
て
ゐ
る
。
如
何
に
作
者
が
こ
A

で
緊
密
と
簡
潔
を
旨
と
し
て
ゐ

た
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
初
演
の
直
前
に
中
間
の
二
楽
章
に
加
筆
短
縮
を
施
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
も
覗
は
れ
る
し
、
大
形
式
を
動
機
の
有
機
的
取
扱
に
よ
っ
て
統
一
す
る
技
術
に

つ
い
て
は
特
に
終
章
で
顕
著
に
観
ら
れ
る
。

ビ
ュ
ロ
ー
は
之
を
第
十
交
響
曲
と
呼
ん
だ
。

し
か
く
本
曲
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交

ト
ゥ
ー
バ
一
、
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
、

ヽ

゜
ノ
ー
フ

＜
ゞ
＾
fr
v
．
．
 
ヰ
F

し
か
し
間
も
な
く
譜
1
が
復
饉
し
之
が
高
ま
っ
た
後
、
慰
に
似
た
感
動
的
旋
律
を
オ

ー
ボ
ー
が
歌
ひ
出
す
が
、
や
が
て
之
は
絃
の
ピ
ア
ニ
シ
モ
で
消
え
る
。

そ
し
て
管
の
フ
ォ
ル
テ
ィ
シ
モ
と
共
に
主
部
ア
ル
レ
グ
ロ
に
入
る
（
第
三
八
小
節
）
。

こ
の
最
初
の
四
小
節
は
序
奏
の
終
結
（
譜
1
参
照
）
で
あ
る
と
同
時
に
将
来
装
展
す
べ

.o p 

次
い
で
切
分
昔
で
上
下
す
る
嘆
く
が
如
き
楽
句
が
管
及
絃
の
ピ
チ
カ
ー
ト
で
現
れ

る。 響
曲
の
衣
鉢
を
繊
ぐ
傑
作
で
あ
る
。
就
中
、
重
歴
に
封
す
る
悲
愴
的
な
闘
手
か
ら
魂
の

浮
化
、
自
由
の
歓
喜
へ
達
す
る
過
程
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
運
命
交
響
曲
と
呼
ば
れ
る

ハ
短
調
第
五
に
近
く
、
終
章
の
序
奏
で
前
の
楽
章
を
ほ
の
か
に
回
顧
し
主
部
へ
至
る
作

法
は
第
九
交
響
曲
の
そ
れ
に
等
し
く
、
そ
の
第
一
主
題
が
か
の
第
九
交
響
曲
の
歓
喜
の

歌
の
主
題
に
酷
似
し
て
ゐ
る
こ
と
は
何
人
も
感
ず
る
慮
で
あ
ら
う
。

管
絃
楽
編
成
は
絃
の
他
、
フ
リ
ュ
ー
ト
ニ
、
オ
ー
ボ
ー
ニ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ニ
、
フ

ア
ゴ
ッ
ト
ニ
、
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
一
、
ホ
ル
ン
四
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ニ
、
テ
イ
ン

パ
ー
ニ
で
あ
る
が
終
章
で
は
更
に
三
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
加
は
る
。

ー
ソ
ナ
タ
形
式
）

苦
悩
と
懐
疑
に
満
ち
た
悲
愴
な
闘
手
の
表
現
で
あ
る
本
楽
章
の
暗
く
重
い
序
奏
は
、

先
づ
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
と
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
の
低
績
―
音
に
よ
っ
て
支
へ
ら
れ
る
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
セ
ロ
の
奏
す
る
半
昔
階
的
上
昇
楽
句
で
始
ま
る
。

U
n
 poc
o
賛
は
t
enut
o.

第

一

楽

章

ウ

ン

ボ

ー

コ

部

ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト
（
序
奏
）
ア
ル
レ
グ
ロ
（
主
部
2第

イ
短
調
八
分
六
拍
子
五
―
一
小
節
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き
諸
要
素
を
蔵
す
る
主
動
機
（
運
命
と
も
名
ず
く
べ
き
）
で
あ
っ
て
、
本
楽
章
は
勿
論

他
の
楽
章
に
於
て
も
反
覆
愛
様
し
て
出
現
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
か
A

る
主
動
機

の
用
法
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
多
く
の
作
品
、
従
っ
て
他
の
交
響
曲
に
も
見
受
け
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

引
績
き
第
一
主
題
が
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
れ
セ
ロ
と
フ
ア
ゴ
ッ
ト
が
奏
す
る
主

動
機
と
封
位
法
的
に
編
合
さ
れ
る
。

之
が
多
様
に
愛
奏
さ
れ
た
後
、
愛
ホ
長
調
の
第
二
主
題
が
作
者
通
有
の
感
動
的
な
オ

ー
ボ
ー
の
用
法
に
よ
っ
て
歌
は
れ
、
ホ
ル
ン
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
之
を
順
次
に
受
け
磁

ぐ
。
こ
の
主
題
は
作
者
が
本
楽
章
創
作
賞
時
聰
い
た
シ
ュ
ー
マ
ン
の
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
序

曲
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
ゐ
る
。

突
然
ピ
ア
ノ
で
は
あ
る
が
愛
ホ
短
調
の
和
昔
が
現
れ
、
次
い
で
明
確
な
八
分
昔
符
―
―
-

個
の
音
形
（
譜
4
c
参
照
）
が
ヴ
ィ
オ
ラ
に
よ
っ
て
奏
し
出
さ
れ
る
。

い ← 

゜
7

・

晨

曙

(

<

p

_.E

＇ -
“

―

 

-

i

.

-

(

v

gl
.

2

.
)
 

.o ． 

(
<
g
こ
．
）

之
が
フ
ォ
ル
テ
ィ
シ
モ
に
な
る
や
第
一
主
題
の
反
行
昔
形
と
結
合
し
情
緒
は
一
歩
一

喜
真

ー
：
ぎ
言
｝
151 第 1章

歩
と
急
迫
し
て
行
き
、
譜

5
b
の
愛
形
の
荒
々
し
い
一
音
で
提
示
部
を
終
る
。
（
提
示
部

は
反
覆
さ
れ
る
）

展
開
部
（
第
一
八
九
小
節
以
下
）
は
以
上
の
諸
要
素
の
複
雑
な
編
合
に
よ
る
展
開
で

あ
っ
て
悲
愴
な
闘
争
の
高
潮
を
示
す
。
こ
A

に
は
二
つ
の
静
な
場
所
が
あ
る
。
一
は
展

開
部
冒
頭
の
口
短
調
に
於
け
る
第
一
主
題
出
現
後
の
フ
ア
ゴ
ッ
ト
の
静
な
獨
奏
か
ら
譜

7
の
フ
ォ
ル
テ
と
共
に
愛
卜
長
調
の
讃
歌
が
木
管
に
よ
っ
て
奏
し
出
さ
れ
る
迄
で
あ

り
、
他
は
こ
の
フ
ォ
ル
テ
の
後
で
半
昔
階
的
主
動
機
の
愛
形
が
績
い
て
現
れ
る
部
分
で

あ
る
。
こ
A

で
は
特
に
主
動
機
が
固
執
低
音
(
b
a
s
s
o
o
st
i

n
at
o
)
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て

ゐ
る
。
そ
し
て
展
開
部
の
終
に
テ
イ
ン
パ
ー
ニ
の
奏
す
る
二
十
小
節
に
亘
る
低
績
昔
が

響
く
中
に
反
覆
部
に
入
る
。

反
覆
部
（
第
三
三
九
小
節
以
下
）
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
作
法
に
従
ひ
調
の
愛
化
を
除
け

ば
大
閥
提
示
部
と
同
様
で
あ
る
。

結
部
（
第
四
五
八
小
節
以
下
）
は
譜

5
b
の
愛
形
に
始
ま
り
主
と
し
て
主
動
機
の

披
張
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
居
り
、
最
後
は
メ
ノ
ア
ル
レ
グ
ロ
で
長
調
で
は
あ
る
が

悲
し
く
終
る
。
本
楽
章
は
特
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
五
交
書
曲
に
比
せ
ら
る
べ
き
黙

が
多
い
。第

二
楽
章

ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト

四
分
三
拍
子

戦
闘
が
過
ぎ
て
休
息
が
来
る
。
幾
ら
か
夢
幻
的
な
憧
憬
と
希
望
は
あ
る
が
運
命
の
主

動
機
が
附
き
纏
つ
て
ゐ
る
。
半
睛
半
曇
の
朕
態
が
績
く
が
遂
に
天
の
妙
＿
音
が
響
き
渡
り

淫
化
せ
ら
れ
て
善
の
勝
利
に
鱚
す
る
も
の
A

如
く
で
あ
る
。

凡
そ
三
部
分
か
ら
な
る
。

第
一
部
、
柔
か
く
内
氣
で
憧
憬
的
な
第
一
主
題
は
既
に
第
三
小
節
の
不
協
和
昔
に
於

て
地
上
に
は
如
何
な
る
愛
も
な
し
と
告
げ
る
や
う
で
あ
る
。

ア
ン
ダ
ン
テ

ー
ニ
八
小
節

ホ
長
調

昭和 2年～12年 (1927~1937)
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優
美
な
舞
曲
で
あ
る
が
末
だ
憂
鬱
は
消
え
な
い
。
之
は
開
放
的
な
ス
ケ
ル
ツ
オ
で
は

な
く
涙
の
徹
笑
或
は
懐
疑
と
快
適
の
交
錯
で
、
作
者
特
有
の
情
緒
の
愛
化
の
表
現
で
あ

り
第
一
楽
章
と
密
接
な
閥
係
を
も
つ
。
矢
張
り
三
部
に
分
け
て
見
ら
れ
る
。

第
一
部
、
先
づ
絃
の
ピ
チ
カ
ー
ト
に
伴
は
れ
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
舞
曲
風
な
明
い
第

一
主
題
で
始
ま
る
。

ボ
ー
コ
ア
ル
レ
グ
レ
ッ
ト

四
分
―
―
拍
子
一
六
四
小
節

工

グ
ラ
チ
オ
ー
ゾ

-
O
.
 

゜

か
く
て
淡
き
憧
れ
は
切
な
い
願
に
愛
る
。

us
w. 

愛
イ
長
調

之
が
第
一
主
題
の
愛
奏
と
編
合
さ
れ
る
。

第
三
部
（
第
六
六
小
節
以
下
）
は
第
一
部
の
反
覆
で
あ
る
が
箪
な
る
繰
返
し
で
は
な

く
自
由
に
披
張
さ
れ
た
愛
奏
で
あ
る
。
こ
A

で
獨
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
ホ
ル
ン
と
共
に

譜
1
0
を
幅
廣
＜
奏
す
る
部
分
は
浮
化
の
感
に
満
ち
天
の
妙
昔
に
比
せ
ら
れ
る
。

＿
＿
．
霞
耐
冑
~
百
厄
詞
＂
-
恥
尉

Cl

g
 

す
る
と
こ
の
絶
望
に
廿
い
天
使
の
慰
の
言
葉
を
輿
へ
る
た
め
に
オ
ー
ボ
ー
が
歌
ひ
出

す。
第
二
部
は
同
じ
く
オ
ー
ボ
ー
の
奏
す
る
ホ
長
調
の
第
二
主
題
に
始
ま
り
（
第
三
九
小

節
）

1
5
.
 

1
4
.
 

V
e
.
 r
 r
 

K
b.
 

(
<
o
o

塁4. 

之
は
第
二
楽
章
第
二
主
題
（
譜
1
1
)

と
密
接
な
開
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
第
二
主

題
も
同
じ
く
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
現
れ
る
が
作
者
特
有
の
憂
愁
苦
悩
の
色
を
顕
著
に
現
し

て
ゐ
る
。

A
l
l
eg
rett
o.
 

mlt
 
F
I
Ot

8
8
v
.
 

;
:
'
|
ー
ヽ
ー
、
r
~
)

第
二
部
、
中
間
楽
節
（
第
七
―
―
小
節
以
下
）
は
八
分
六
拍
子
で
絃
と
木
管
の
交
替
奏

で
始
ま
る
が
優
美
の
中
に
も
日
中
の
幽
震
の
舞
踏
の
如
き
或
る
無
氣
味
さ
を
帯
び
て
ゐ

る。

B
-
5
”
e『

7

c
o
n
8
v
a
 

<
i
o
 
.. 

中
間
楽
章
の
大
部
分
は
反
覆
さ
れ
る
。

絃
の
ピ
チ
カ
ー
ト
と
共
に
明
か
に
第
一
＿
一
部
（
第
一
〇
九
小
節
）
に
入
る
が
、
之
は
第

一
部
の
不
完
全
な
反
覆
で
あ
る
。
そ
し
て
ピ
ュ
ー
ト
ラ
ン
ク
イ
ル
ロ
で
結
部
と
な
り

軽
く
静
に
曲
を
結
ぶ
。

第
四
楽
章

ア
ダ
ー
ヂ
オ
ー
ア
ン
ダ
ン
テ
（
序
奏
）
ア
ル
レ
グ
ロ
（
主
部
ー

ソ
ナ
チ
ネ
形
式
）
四
分
四
拍
子
四
五
七
小
節

之
迄
の
三
楽
章
が
相
互
に
動
機
的
に
結
合
さ
れ
て
居
り
、
必
然
的
な
閣
係
を
有
し
て

ゐ
る
如
く
第
四
楽
章
も
序
奏
の
ア
ダ
ー
ジ
オ
（
ハ
短
調
四
分
四
拍
子
）
に
於
て
第
一
楽

章
の
憂
愁
に
立
饉
る
。

A
d
ag
i

o.
 

譜
1
5
の
下
行
的
低
音
は
運
命
の
主
動
機
（
譜

4
b
)
を
想
は
せ
、
第
二
の
フ
リ
ュ
ー

ト
、
オ
ー
ボ
ー
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
の
奏
す
る
内
槃
は
第
三
楽
章
第
一
主
題
（
譜
1
2
a
)
の

撰
大
と
見
倣
し
得
る
し
、
更
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
セ
ロ
、
ホ
ル
ン
の
奏
す
る
上
竪
は
来
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か
く
て
ア
ル

レ
グ

ロ

ト

ロ

ッ

ポ

マ

四
分
四
拍
子
）
（
第
六
二
小
節
以
下
）
に
入
り
、

オ
リ
ン
で
睛
か
に
奏
し
出
さ
れ
る
。

ノ
ン

ブ
リ
オ
の
主
部
（
ハ
長
調

こ
A

に
有
名
な
第
一
主
題
が
ヴ

ァ
イ

コ
ン

•(-

1
8
.
 

虻叫

[
t
i
 

唱

P
ii:I 

A
n
d
a
nt
e.
 

一7.
琴

叫

叫

即

叫

罪

Tn" 

言
呵

即

゜

It) 岡
(

v

g
l
.

S
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皿

る
べ
き
本
楽
章
第
一
主
題
の
冒
頭
の
昔
形
（
譜
1
9
a
)
を
豫
感
せ
し
め
る
も
の
A

如
く

で
あ
る
。

次
い
で
現
れ
る
絃
の
ピ
チ
カ
ー
ト

の
漸
次
急
迫
す
る
部
分
は
臆
病
な
夜
の
鳥
が
饒
の

日
の
前
に
恐
れ
飛
び
立
つ
が
如
く
不
安
な
情
に
満
ち
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
第

一
楽
章
序
奏

の
ピ
チ
カ
ー
ト

の
部
分
（
譜
2

)

を
想
は
せ
る
。
か
く
て
不
安
は
漸
次
に
高
ま
り
切
分

昔
的
な
木
管
の
楽
句
と
な
る
。

之
も
第

一
楽
章
序
奏
の
オ
ー
ボ
ー
の
楽
句
（
譜
3

)

の
自
由
な
愛
形
と
見
倣
し
得
る
。

テ
ィ
ン
パ

ー
ニ

の
突
然
の
強
打
で
序
奏
の
第
二
部
ピ

ュ
ー

ア
ン
ダ
ン
テ
（
ハ
長
調
）

に
入
り
こ
の
不
安
か
ら
救
は
れ
る
。
ホ
ル
ン
の
奏
す
る
「
惧
る
A

な
か
れ
我
汝
と
偕
に

あ
り
」
と
い
ふ
天
の
啓
の
如
き
旋
律
は
引
績
き
種
々
の
管
に
移
さ
れ
其
間
絃
が
震
昔
で

伴
ひ
行
く
。

こ
の
雰
園
氣
の
員
中
に
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
を
主
と
す
る

コ
ラ
ー
ル
が
交
へ
ら
れ
一

層
崇

高
の
感
は
高
ま
る
。

2
1
 

こ
の
主
題
が
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
交
害
曲
の
歓
喜
の
歌
と
酷
似
し
て
ゐ
る

こ
と

は
注
意
に
値
す
る
と
或
閣
下
が
作
者
に
話
し
た
と
き
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
は

「御
尤
で
す
、

し
か
し
ど

の
嘘
馬
も
之
を
同
じ
に
聘
く
が
そ
の
方
が
も
っ
と
注
意
に
値
し
ま
す
な
」
と

答
へ

た
と
い
ふ
。

(
K
a
l
b
e
c
k
:

B
r
ah
m
s
 B
d
.
 

III. 
1. S
.
 1

0
9
)
 

第
一
主
題
は
長
く
幅
廣
く
展
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
ホ
ル
ン
の
楽
句
（
譜
1

7

)

が
現
れ

た
後
、
愛
ら
し
く
活
々

し
た
第
二
主
題
が
固
執
低
昔
に
伴
は
れ
な
が
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

で
現
れ
る。

や
が
て
序
奏
の
楽
句
譜
1
6
の
愛
形
が
現
れ
之
が
長
く
績
く
。

ヽ
｀
j

ヽ
ー
）
”. 

‘
 

本
楽
章
で
は
闘
争
的
な
展
開
部
が
省
略
せ
ら
れ
直
ち
に
反
覆
部
に
入
る
（
第
一

八
五

小
節
以
下
）。

し
か
し
こ
A

で
は
第
一
主
題
の
愛
奏
の
際
の
封
位
法
的
取
扱
を
初
と

し

て
二
主
題
が
全
然
自
由
に
愛
奏
さ
れ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
第
三
六
七
小
節
か
ら
長
い
結
部
に
入
る
。
こ
の
部
は
主
と
し
て
第

一
主
題
に

基
い
て
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
睛
や
か
な
歓
喜
の
氣
分
は
ピ

ュ
ー

ア
ル
レ
グ

ロ
の
ス
ト

レ

ッ
タ
か
ら

一
層
高
ま
り
、
最
後
に
序
奏
の

コ
ラ
ー
ル
が
響
き
渡
り
勝
利
の
歓
喜
の
中
に

曲
を
終
る
。
反
覆
部
か
ら
結
部
へ
か
け
て
特
に
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
的
で
あ
る

こ
と
を
何

人
も
認
め
る
で
あ
ら
う
。

牽

2
0
 

(

v

ii.lo
.

)
 

J

-

5
」仁」
5に
」
（
心
に
こ

冑

i皿
l,l
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こ
の
演
奏
會
の
指
揮
を
撥
嘗
し
た
ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
は
今
春
渡
米

し
た
ラ
ウ
ト
ル
ツ
。
フ
氏
の
後
任
と
し
て
最
近
来
朝
し
た
人
で
、
本
年
四
十
八
歳
で
ベ
ル

リ
ン
に
生
れ
指
揮
は
グ
ス
タ
ー
フ
・
マ
ー
ラ
ー
に
就
い
て
修
め
た
。
東
京
音
楽
學
校
で

は
主
と
し
て
ピ
ア
／
と
指
揮
の
敦
授
に
掌
る
豫
定
で
、
獨
逸
で
は
オ
ペ
ラ
の
指
揮
者
と

し
て
立
つ
て
ゐ
た
。
管
絃
楽
は
例
に
依
つ
て
音
楽
學
校
職
員
敦
授
と
海
軍
々
楽
隊
の
合

同
で
、
こ
の
曲
目
の
内
第
四
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
第
一
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
は
J
O
A
K
に
操

つ
て
全
國

へ
中
繊
放
送
さ
れ
た
。

序
曲
『
エ
グ
モ
ン
ト
』
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）
は
絃
楽
部
が
相
常
に
力
強
く
良
く
調
和

し
た
音
量
を
以
つ
て
演
奏
さ
れ
た
。
中
程
で
ホ
ル
ン
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
音
色
が
悪
く

て
目
立
つ
所
が
あ
っ
た
他
は
か
な
り
良
好
で
殊
に
絃
楽
器
の
低
音
部
は
良
く
活
躍
し
て

ゐ
た
。
こ
れ
に
到
し
て
指
揮
は
終
始
極
め
て
正
確
に
行
は
れ
平
均
一
貫
し
た
テ
ム
ボ
を

辿
り
良
く
メ
ム
バ
ー
を
牽
制
し
て
ゐ
る
の
が
窺
は
れ
た
。

四
憂
の
ピ
ア
ノ
と
絃
業
器
の
為
め
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
バ
ッ
ハ
）
の
第
一
楽
章
ア
ル

レ
グ
ロ
の
演
奏
は
普
通
で
あ
っ
た
が
絃
楽
器
が
少
し
強
す
ぎ
て
ゐ
た
様
で
あ
っ
た
。
第

二
楽
章
の
ラ
ル
ゴ
は
ピ
ア
ノ
の
獨
奏
部
が
正
確
な
テ
ム
ボ
で
進
め
ら
れ
た
事
と
、
ピ
ア

ニ
シ
モ
が
特
に
美
し
か
っ
た
。

第
三
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
は
最
初
の
絃
楽
器
の
ユ
ニ
ソ
ン
が
揃
つ
て
美
事
で
あ
っ
た
。

ピ
ア
ノ
は
二
番
と
四
番
あ
た
り
は
時
々
リ
ズ
ム
が
不
正
確
に
聘
え
る
様
で
あ
っ
た
が
割

に
四
豪
共
調
和
を
保
つ
て
演
奏
さ
れ
た
。

ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ソ
ル
デ
の
前
奏
及
愛
の
死
（
ワ
グ
ネ
ル
）
の
ト
リ
ス

タ
ン
の
方
は

最
初
セ
ロ
と
オ
ー
ボ
ー
の
獨
奏
部
分
は
ピ
ア
ニ
シ
モ
が
美
し
く
、
次
の
全
管
絃
ユ
ニ
ソ

ン
の
フ
ォ
ル
テ
ヘ
調
和
良
く
這
入
る
事
が
出
来
た
。
バ
ス
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
其
他
の
木

管
楽
器
も
割
合
に
良
か
っ
た
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
少
し
音
色
の
秀
れ
な
い
箇
所
が
あ
っ

た
の
と
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
員
鍮
管
蜀
の
フ
ォ
ル
テ
シ
モ
が
き
か
ず
多
少
貧
弱
に

（
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
指
揮
）

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

東
京
昔
架
學
校
秋
期
演
奏
會

伊

藤

昇

聰
え
て
ゐ
た
。

愛
の
死
は
初
め
の
部
分
に
現
は
れ
る
木
管
と
員
鍮
管
の
ビ
ア
ニ
シ
モ
が
美
し
く
出
さ

れ
て
ゐ
た
の
と
、
ハ
ー
。
フ
代
用
の
ピ
ア
ノ
は
相
賞
に
調
和
良
く
聴
く
事
が
出
来
た
。
全

絃
の
ト
レ
モ
ロ
が
少
し
不
揃
を
招
い
た
様
で
あ
る
が
管
楽
器
の
フ
ォ
ル
テ
及
び
テ
イ
ム

パ
ニ
ー
の
音
量
は
調
和
が
良
か
っ
た
。

第
＿
交
響
曲
（
ブ
ラ
ー
ム
ス
）
こ
の
曲
は
和
音
本
位
の
極
め
て
理
論
的
に
書
か
れ
た

も
の
で
、
演
奏
の
仕
方
に
操
つ
て
は
無
味
淡
々
と
し
た
曲
で
あ
る
が
、
深
く
味
つ
て
聴

く
と
ブ
ラ
ー
ム
ス
獨
特
の
封
位
法
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
る
。

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
は
以
前
に
こ
の
曲
が
本
邦
で
演
奏
さ
れ
た
の
と
は
異
っ
た
解

繹
を
以
つ
て
指
揮
に
掌
っ
た
様
で
割
に
面
白
く
聴
く
事
が
出
来
た
。

第
一
楽
章
ウ
ン

・
ポ
コ
・
ソ

ス
テ
ヌ
ー
ト

・
ア
ル
レ
グ
ロ
。
こ
の
楽
章
で
特
に
秀
れ

た
箇
所
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ホ
ル
ン
に
現
は
れ
た
封
比
部
が
美
し
か
っ
た
の
と
、
そ
れ

に
績
＜
絃
楽
器
の
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
和
音
が
割
に
整
調
さ
れ
て
美
し
か
っ
た
事
で
あ
る
。

第
二
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
・
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト
。
こ
A

で
は
中
程
の
オ
ー
ボ
ー
と
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
に
受
持
た
れ
る
封
比
部
獨
奏
は
表
情
の
無
い
演
奏
で
所
謂
楽
譜
通
り
と
云
ふ
だ

け
の
味
の
無
い
も
の
で
あ
っ
た
。
安
藤
幸
子
氏
の
ソ
ロ
は
相
嘗
力
強
く
目
立
つ
て
ゐ
た
。

第
三
楽
章
ウ
ン

・
ボ
コ
・
ア
ル
レ
グ
レ
ッ
ト

・
エ
・
グ
ラ
チ
オ
ー
ソ
。
初
め
の
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
の
第
一
主
題
は
音
色
音
最
共
に
割
に
良
か
っ
た
が
、
絃
楽
器
の
ピ
ッ
チ
カ
ー

ト
の
部
分
と
、
員
鍮
管
と
に
時
々
不
揃
ひ
が
示
さ
れ
て
ゐ
た
様
で
あ
っ
た
。

第
四
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ
ー
ピ
ウ
・
ア
ン
ダ
ン
テ
ー
~
ア
ル
レ
グ
ロ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ

ボ
・
マ
・
コ
ン
・
ブ
リ
オ
ー
ー
ビ
ウ
・
ア
ル
レ
グ
ロ
。
こ
の
楽
章
の
ホ
ル
ン
の
獨
奏
は

フ
ォ
ル
テ
が
良
く
出
て
ゐ
た
の
と
音
色
も
割
に
良
か
っ
た
の
が
目
立
つ
て
ゐ
た
が
、
唯

音
を
も
つ
と
園
く
出
せ
れ
ば
尚
ほ
良
い
効
果
を
得
ら
れ
る
と
思
ふ
。
こ
の
ホ
ル
ン
の
獨

奏
を
受
け
て
行
は
れ
る
ト
ロ
ム
ボ
ン
も
良
い
が
ホ
ル
ン
と
同
じ
く
も
つ
と
園
い
な
め
ら

か
な
音
色
を
望
み
た
か
っ
た
。

フ
リ
ュ
ー
ト
・
オ
ー
ボ
ー
の
ソ
ロ
は
音
の
幅
が
無
く
餘
り
に
細
つ
そ
り
し
た
音
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
も
も
っ
と
幅
の
廣
い
音
を
出
せ
ば
調
和
が
良
く
な
る
と
思
ふ
。

終
り
の
方
で
は
全
絃
楽
器
愚
に
腺
る
主
題
の
合
奏
は
音
量
も
恰
度
良
く
力
強
く
行
は

れ
た
。
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指
揮
は
確
賓
な
形
を
保
つ
て
終
始
し
殊
に
封
位
法
的
な
旋
律
の
引
出
し
に
成
功
し
て

ゐ
た
様
で
あ
っ
た
〔
゜
〕
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
指
揮
振
り
を
見
て
感
じ
た
事
は
、
前

〔

マ

マ

〕

任
の
ラ
ウ
ト
ル
ツ
。
フ
氏
よ
り
も
健
賓
な
ー
ー
こ
れ
は
全
證
の
リ
ズ
ム
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
と

そ
し
て
各
楽
器
に
封
す
る
サ
イ
ン
に
開
し
て
指
揮
を
す
る
と
云
ふ
事
が
一
っ
と
、
も
一

つ
は
全
然
暗
譜
で
指
揮
を
す
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
で
も
欧
州
で
も
賛
否

ま
ち
／
＼
で
あ
る
が
、
正
統
派
の
理
論
か
ら
云
ふ
な
ら
ば
指
揮
者
は
演
奏
曲
目
の
全
部

を
暗
記
し
て
指
揮
す
る
方
が
、
純
譜
を
辿
つ
て
各
楽
器
に
サ
イ
ン
を
輿
へ
又
は
テ
ン
ボ

を
取
る
よ
り
も
正
確
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
考
へ
ら
れ
る
。

こ
の
指
揮
者
も
背
後
か
ら
見
た
全
閥
の
形
は
仲
々
立
派
で
あ
る
が
、
矢
張
り
一
寸
し

た
癖
が
あ
っ
て
メ
ン
バ
ー
側
か
ら
見
れ
ば
多
少
演
奏
し
悪
い
所
が
あ
る
様
に
思
へ
る
。

リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
箇
所
は
殆
ん
ど
間
違
い
は
無
い
が
テ
ン
ボ
の
緩
い
箇
所
は
割
に
む
つ
か

し
い
も
の
で
あ
る
。

．

以
上
皐
げ
た
如
く
こ
の
指
揮
者
の
特
長
と
し
て
は

テ
ン
ボ
に
む
ら
が
無
く
確
賓
で
あ
る
事

楽
器
に
劉
す
る
サ
イ
ン
が
正
確
で
あ
る
事

全
然
暗
譜
で
指
揮
を
す
る
事

等
で
あ
る
が
こ
の
指
揮
者
の
着
任
に
攘
つ
て
上
野
の
管
絃
楽
も
も
つ
と
愛
化
し
て
良

い
演
奏
を
示
す
で
あ
ら
う
事
を
期
待
す
る
。

ま
た
こ
の
管
絃
楽
の
特
長
は
絃
楽
器
屡
に
相
嘗
な
技
術
者
を
擁
し
て
ゐ
る
為
め
か
な

り
困
難
な
技
巧
を
も
完
全
に
近
く
弧
き
こ
な
す
事
と
、
も
一
っ
絃
低
音
部
が
割
に
力
強

い
事
で
あ
る
。

ま
た
欠
黙
と
し
て
は
木
管
麗
と
員
鍮
管
蜀
の
共
に
音
量
少
く
音
色
の
餘
り
優
れ
な
い

事
で
、
今
度
の
演
奏
で
一
番
ホ
ル
ン
は
割
に
良
い
様
で
あ
っ
た
が
ト
ロ
ム
ボ
ン
の
方
で

フ
ォ
ル
テ
が
き
か
な
い
事
ー
こ
の
フ
ォ
ル
テ
は
強
く
出
し
て
音
を
破
る
と
云
ふ
事
で

は
な
い
所
謂
音
量
|
—
ー
で
あ
っ
た
。

こ
れ
等
は
練
習
の
際
に
木
管
類
は
幅
の
あ
る
音
を
出
す
事
と
、
員
鍮
管
は

OO
い
音
を

出
せ
る
様
に
心
掛
け
ら
れ
度
い
と
思
ふ
。

打
楽
器
は
テ
イ
ム
。
ハ
ニ
ー
だ
け
で
あ
っ
た
が
こ
れ
は
指
揮
者
に
確
賓
に
従
っ
て
効
果

的
に
活
躍
を
績
け
て
ゐ
た
の
が
目
立
っ
た
。

（
『
月
刊
榮
譜
』
第
二
十
一
巻
第
一
号
、
昭
和
七
年
一
月
、

ー
ニ
七

l
―
二
九
頁
）

日
本
に
於
け
る
獨
逸
音
楽
の
勝
利

東
京
音
楽
學
校
の
冬
季
管
絃
楽
大
演
奏
會
は
新
任
指
揮
者
ク
ラ
ウ
ス
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ

イ
ム
敦
師
の
就
職
演
奏
の
事
と
て

一
般
に
興
味
あ
る
事
件
で
あ
っ
た
。
氏
は
今
秋
来
同

校
の
管
絃
楽
、
合
唱
、
作
曲
の
敦
師
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
優
秀
な
ド
イ
ツ
人

の
指
揮
者
の
日
本
に
於
け
る
初
演
然
も
廣
範
園
に
亙
る
一
音
楽
公
開
に
封
す
る
期
待
は
非

常
な
も
の
で
あ
っ
た
。
が
こ
の
期
待
は
完
全
に
満
た
さ
れ
た
。
否
む
し
ろ
期
待
以
上
で

あ
っ
た
。
ラ
ヂ
オ
に
よ
っ
て
全
闊
へ
放
送
さ
れ
た
こ
の
演
奏
會
は
社
會
的
に
も
本
年
の

代
表
的
催
し
の
一
で
あ
っ
た
が
三
千
五
百
人
を
牧
容
し
得
る
東
京
最
大
の
奏
楽
堂
た
る

日
比
谷
公
會
堂
は
立
錐
の
餘
地
な
き
程
で
あ
っ
た
。
特
に
今
回
は
日
本
及
び
園
際
社
交

園
の
多
く
の
貴
賓
、
ド
イ
ツ
大
使
は
じ
め
、
イ
タ
リ
ー
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ル
ク
、

チ
ェ
ッ
コ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
等
の
外
交
園
の
人
々
が
聴
衆
に
加
は
つ
て
ゐ
た
。

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
然
ド
イ
ツ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
の
作
品
で
偉
大
な

ド
イ
ツ
一
音
楽
の
堂
々
た
る
姿
の
紹
介
で
あ
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
工
グ
モ
ン
ト
の

序
曲
、
レ
オ
シ
ロ
タ
と
三
人
の
弟
子
に
よ
り
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
ピ
ア
ノ
で
印
象
深
く
奏

さ
れ
た
所
の
バ
ッ
ハ
の
四
の
ピ
ア
ノ
と
絃
楽
の
競
奏
曲
、
ワ
グ
ナ
ー
作
ト
リ
ス
タ
ン
と

イ
ゾ
ル
デ
の
前
奏
曲
と
愛
の
死
が
第
一
部
で
、
第
二
部
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
第
一
交
響
曲

で
あ
っ
た
。

大
部
分
同
校
の
敦
師
生
徒
か
ら
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
こ
の
管
絃
楽
園
は
合
奏
の
正
確
、

節
奏
の
明
快
、
昔
力
的
陰
影
に
関
し
て
合
理
的
効
果
的
に
訓
練
さ
れ
た
為
に
僅
敷
ケ
月

に
し
て
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
進
歩
を
な
し
た
。
こ
の
事
は
立
派
に
奏
さ
れ
た
エ
グ
モ
ン
ト

序
曲
に
於
て
既
に
明
か
で
あ
っ
た
。
東
京
初
演
の
ト
リ
ス
タ
ン
の
一
音
楽
に
お
い
て
同
地

で
は
か
つ
て
経
験
さ
れ
な
か
っ
た
表
出
力
及
び
音
の
充
賓
と
美
を
獲
得
し
た
。
完
成
の

印
象
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交
響
曲
演
奏
で
更
に
高
め
ら
れ
た
。

管
絃
楽
園
も
聰
衆
も
異
常
な
藝
術
的
雰
園
氣
の
裡
に
あ
っ
た
。
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

は
譜
面
豪
も
純
譜
も
持
た
ず
に
全
曲
を
空
で
指
揮
し
た
が
、
そ
の
暗
示
的
で
熟
慮
的
な

態
度
、
そ
の
運
動
が
節
約
的
で
あ
る
に
も
か
A

は
ら
ず
迫
る
も
の
が
あ
る
態
度
は
到
る

所
心
か
ら
讃
嘆
さ
れ
た
。
彼
は
こ
の
一
畢
に
し
て
日
本
―音
楽
界
に
指
導
的
地
位
を
獲
得
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三
、
合

一
、
混

唱
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長
調
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チ
ェ
ル
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ア
レ
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ン
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唱
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ロ
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―
-
、
ヴ
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…
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…
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…
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事
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ハ
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…
…
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ヘ

ろ
、
全
能
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作
品

七
九

第
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…•
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シ

名
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ァ

ル

ト

作
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ウ

子

氏

み

よ
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デ

ル

作

曲

ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

ン

伴

奏

名

氏

合

日
日n
 
船

橋

榮

氏

中
央
混
磐
合
唱
園
及
有
志
諸
氏

貰

美

彦

聖
母
哀
悼
の
歌
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ロ

一
、
合
唱
及
獨
唱

二
、
テ
ノ
ー
ル
の
ア
リ
ア

三
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
及
ア
ル
ト
の
二
重
唱

四
、
バ
ス
の
ア
リ
ア

五
、
合
唱

六
、
四
重
唱

七
、
ア
ル
ト
の
カ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
ナ

六
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
ア
リ
ア
及
合
唱

九
、
四
重
唱

1
0

、
終
結
合
唱

合
唱
指
揮

吉

ノミ

ス

テ
ノ
ー
ル

ツ

シ

ア

ル

ト

後

援催

日

本

敦

育

昔

榮

協

會

東

京

架

學

校

昔

ソ
。
フ
ラ
J

阿木丹黒

部下治澤

ノ‘

ー
作
曲

英

雄保

氏 氏

ル

子

氏

貞

子

氏

主

六
、
混
磐
合
唱
及
獨
唱

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
作
品
六
一
）
…
…
シ 田

中

規

矩

士
°、ノ

ョ

ン
作
曲

ピ

ア

氏

し

た

。

五

十

年

前

に

創

立

さ

れ

た

東

京

音

楽

學

校

は

こ

の

赫

々

た

る

成

果

を

記

入

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

こ

の

夜

は

理

解

に

満

ち

た

る

愛

が

捧

げ

ら

れ

て

ゐ

る

日

本

に

於

け

る

ド

イ

ツ
＿
音
楽
に
一
の
決
定
的
轄
機
を
意
味
す
る
。
（
ド
イ
ツ
に
於
け
る
新
聞
紙
の
批
評
よ
り
）

（『
＿音
架
』
墨
友
會
、
第
十
三
号
、
昭
和
七
年
三
月
、
四
九
ー
五
0頁
）

音
楽
大
演
奏
会

昭
和
六
年
十
二
月
十
一
日

昭
和
六
年
十
二
月
十
一
日
（
金
曜
日
）
午
後
七
時
開
演

於

明

治

紳

宮

外

苑

日

本

青

年

館

昔

榮

大

演

奏

會

曲

目

五、 四
、
混

盤

合

唱
休

憩

一

0
分

間

ロ

ヤ

民

謡

無

伴

奏

）

…

…

…

…

…

…

…

｛

旗

郎

作

歌

東
本
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寺
大
谷
智
子
作
歌
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、
同
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歌
（
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…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
·
｛
東
京
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楽
學
校
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曲
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〔
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伴
〕
奏
）
·
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…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
｛
畔

，ー

ノ

獨

奏

…

い
、
雁
の
叫
（
男
磐

野

時
十シ

歌

潔
作
曲
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）
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時
開
演

於
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京
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楽
堂

秋

季

演

奏

會

東
京
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フ
ラ
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3
．
秋
二

P
R
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G
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M
M
E
 

ベ
ー
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C
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o
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h
 O
r
c
h
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M
e
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．
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1
e
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.
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.
 

W
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e
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.
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S
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u
m
a
n
n
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.
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•

F
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3•D

ie 

S
till
e
 

Pi
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.
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.
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リ
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口
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ピ

ア
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獨

奏

柳
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豊
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二
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日

・
ビ
ー
ゼ
ー
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秋 昭
和
六
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十
二
月
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日
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午
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開
演
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京
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友
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…
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p
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.
 

O
k
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0
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叩
丑
畔
旦
゜

u
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o
c
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.
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u
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…

…

…

…

H

a

y
d
n

Allegro 
alla 
zingarese 
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.
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H
T
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昭
和
七
年
二
月
二
十
日

昭
和
七
年
二
月
二
十
日
（
土
）
午
後
一
時
半
開
演

於
東
京
―
音
楽
學
校
奏
榮
堂

士

曜

演

奏

會

学
友
会
第
五
十
九
回
土
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演
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会

東

京

昔

榮

學

校

學

友

會

奏

鳴
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嬰
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ー
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ヴ

ェ

ン
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．

ピ
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生
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流
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ド
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グ
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ル
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指

揮

大
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教

授

や

楽
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術
家
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園
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シ
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曲
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1. 

2. 

Menuetto (Allegro molto) 
Allegro di molto 

BARYTON SOLO: Prof. Dr. Hermann Wucherpfennig 
,,Archibald Douglas"…………Ballade von Carl Loewe 

ORCHESTRA : Members 

Ktinstlerleben (Walzer)……Joh. Strauss 
Conductor: -Prof. J. Otsuka 
So lists: -Prof. Leo Sirota (Piano) 

Prof. Dr. Hermann W ucherpf ennig 
(Bariton) 

Interval 10 

Part IL 

(Japanese Music) 

KOTO : (Ikutaryu) 

a) Nagara no Haru 
b) Duet: Kietsu no Nami to Hana 

NAGAUTA: Students 

a) Shizuhata 
b) Kuramayama 
c) Wakanatsumi 

智岳や!Jt-llm::11十ゃm

Students 
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垢
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卜ヽトー△ （紫学星）

FUnfte Symphonie fur grosses Orchester…………Gustav Mahler 

(Zurn erstenmal in Japan) (1860-1911) 

I 
Trauermarsch. In gemessenem Schritt. Streng. 
Wie ein Kondukt. 

Stiirmisch bewegt. Mit grosster Vehemenz. 

II 
3. Scherzo. Kr且ftig,nicht zu schnell. 

III 
Adagietto. Sehr langsam. 

Rondo-Finale. Allegro giocoso. Frisch. 

賑捉 l廿皿嵌鴫認



十
九
世
紀
末
よ
り
二
十
世
紀
へ
至
る
管
絃
楽
創
作
中
、
交
薔
詩
曲
に
於
け
る
リ
ヒ
ャ

ル
ド
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
相
並
ん
で
、
交
響
曲
に
於
て
活
動
し
た
グ
ス
タ
ー
フ
マ
ー

レ
ル
(
G
u
s
t
a
v
M
a
h
l
e
r
 1
8
6
0
ー
1
9
1
1
)

は
、
古
典
派
の
形
式
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
派

に
於
け
る
そ
の
撰
大
、
ワ
ー
グ
ネ
ル
の
之
が
改
造
の
潮
流
に
悼
し
、
師
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル

の
影
響
の
下
に
こ
の
横
大
化
複
雑
化
に
統
一
を
呉
へ
ん
と
し
た
代
表
的
作
家
で
あ
り
又

近
世
管
絃
楽
の
優
秀
な
指
揮
者
で
あ
っ
た
。
賓
に
マ
ー
レ
ル
は
形
式
技
巧
雨
方
面
に
於

て
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
の
直
接
の
後
繊
者
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
又
そ
の
完
成
し
た
交
響
曲
の

敷
に
於
て
偶
然
に
も
師
と
一
致
し
て
ゐ
る
。

豫
め
マ
ー
レ
ル
作
交
響
曲
を
列
畢
す
れ
ば

第

一

交

響

曲

二

長

調

一

八

八

四

ー

八

八

年

成

立

第

二

同

ハ

短

調

一

八

九

四

ー

同

第

三

同

二

短

調

一

八

九

六

ー

同

第
四
同
卜
長
調
一
八
九
九
—
一
九

0
0
同

第

五

同

嬰

ハ

短

調

一

九

0
一
ー

0
二
同

第

六

同

イ

短

調

一

九

0
三
ー

0
四
同

第

七

同

ホ

短

調

一

九

0
四
ー

0
五
同

第
八
同
愛
ホ
長
調
一
九
〇
六
—

0
七
同

第

九

同

嬰

ハ

短

調

一

九

0
八
ー

0
九
同

以
上
の
他
に
未
完
成
の
第
十
交
響
曲
が
あ
る
。

次
に
形
式
内
容
の
二
方
面
よ
り
之
等
交
響
曲
の
特
性
を
概
観
す
る
に

1
、

形

式

a
、
管
絃
楽
ー
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
同
様
に
巨
大
な
編
成
と
昔
色
効
果
を
求
め
る
が
、

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
比
す
る
と
そ
の
用
法
が
不
愛
化
的
類
型
的
で
あ
る
。
通
例
絃
は
細

＜
敷
部
に
分
た
れ
、
各
絃
楽
器
の
特
種
―
音
域
と
特
種
奏
法
例
へ
ば
フ
ラ
ヂ
オ
レ
ッ

嬰

演

奏

解
管

絃

架

第

五
ノ‘

短
交

轡

曲調

曲

説

マ
ー
レ
ル
作
（
本
邦
初
演
）

コ
ル
レ
ー
ニ
ョ
、
柱
側
奏
の
如
き
を
特
に
顧
慮
し
、
木
管
は
三
乃
至
四
個
用

ひ
之
に
バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
を
加
へ
（
麦
ホ
調
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
を
用
ふ
る
こ
と
が
あ
る
）
、
員
鍮
管
は
ハ
調
と
へ
調
の
管
で
統
一
す
る
傾
向
が

あ
り
、
特
に
之
を
重
用
し
弱
音
奏
の
如
き
特
種
奏
法
を
頻
繁
に
用
ひ
、
打
楽
器
を
就

中
豊
富
に
し
之
が
為
に
は
通
常
の
も
の
以
外
に
ク
ラ
ッ
ペ
ル
、
木
琴
、
鐵
琴
、
鐘
、

タ
ム
タ
ム
等
を
も
編
入
し
、
ハ
ー
プ
を
常
に
豊
に
用
ひ
、
補
助
と
し
て
ピ
ア
ノ
、
ハ

ル
モ
ニ
ュ
ー
ム
、
チ
エ
レ
ス
タ
、
オ
ル
ガ
ン
を
、
更
に
マ
ン
ド
リ
ン
、
ギ
タ
ー
の
類

を
も
時
に
使
用
す
る
。
そ
の
他
、
特
殊
奏
法
の
一
例
と
し
て
、
管
の
鉢
を
上
方
に
向

け
て
吹
く
こ
と
、
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
を
撥
の
柄
で
打
つ
こ
と
等
を
學
げ
得
る
。

b
、
様
式
ー
マ
ー
レ
ル
の
交
響
曲
の
様
式
は
彼
の
リ
ー
ド
作
曲
に
そ
の
基
礎
を
有
す

る
。
九
個
の
交
響
曲
中
第
二
、
第
三
、
第
四
、
第
八
は
合
唱
乃
至
竪
楽
附
で
あ
り
、

爾
餘
の
も
の
も
多
か
れ
少
か
れ
リ
ー
ド
風
な
骨
子
を
有
す
る
。
従
っ
て
曲
の
主
髄
を

な
す
も
の
は
旋
律
で
あ
る
。
而
も
こ
の
旋
律
は
封
位
法
的
複
旋
的
線
の
複
雑
な
交
錯

を
以
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
和
槃
の
基
礎
を
な
す
も
の
は
主
と
し
て
全
昔
階
で
半
昔

階
が
其
者
と
し
て
現
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
が
、
半
昔
階
的
斐
化
は
至
る
所
に
鍍
め

ら
れ
て
ゐ
る
。
又
時
に
は
全
昔
音
階
も
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
更
に
各
竪
が
二
度
、
七

度
、
九
度
の
井
進
行
で
近
接
し
て
動
く
こ
と
、
固
執
動
機
、
低
績
―
音
、
磐
部
結
帯
、

長
短
調
の
頻
繁
の
交
替
が
特
に
顆
著
に
観
ら
れ
る
。
楽
式
上
、
ソ
ナ
タ
、
ロ
ン
ド
の

形
式
が
著
し
く
撰
大
愛
形
せ
ら
れ
、
各
主
題
は
出
現
後
直
ち
に
加
工
展
開
さ
れ
る
の

を
常
と
す
る
。
主
題
の
封
位
法
的
錯
綜
は
殊
に
展
開
部
に
観
ら
れ
、
二
重
三
重
の
封

位
法
又
カ
ノ
ン
の
如
き
が
用
ひ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
主
題
が
同
時
的
に
結

合
し
て
現
れ
る
。
楽
章
の
敷
と
順
序
も
通
例
の
も
の
と
異
り
、
加
ふ
る
に
各
楽
章
は

動
機
的
に
相
互
に
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
拍
子
と
速
度
を
絶
え
ず
愛
更
し
て
節

奏
を
繊
細
に
し
表
出
力
を
強
め
る
。
以
上
の
如
く
複
雑
大
形
式
の
複
旋
的
作
法
及
巨

大
な
管
絃
楽
編
成
を
用
ふ
る
に
も
係
ら
ず
、
各
線
を
能
ふ
限
り
明
確
に
獨
立
せ
し

め
、
各
楽
器
の
＿
音
色
を
疲
揮
せ
し
め
ん
と
し
、
打
楽
器
の
如
き
も
只
＿
音
を
強
め
る
の

み
で
な
く
獨
立
的
に
使
ふ
。
こ
の
昔
色
の
獨
立
性
と
い
ふ
こ
と
は
管
絃
楽
の
過
大
と

欧
州
大
戦
に
よ
る
鰹
漬
危
機
の
結
果
現
れ
た
最
近
の
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
等
の
室
内
管

絃
楽
と
い
ふ
小
形
式
へ

l

の
契
機
を
輿
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
作
者
自
身
第
九
及
未

卜ヽ
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完
成
の
第
十
交
響
曲
で
既
に
こ
の
形
式
を
暗
示
し
て
ゐ
る
。

2
、
内

容

十
九
世
紀
後
半
に
於
け
る
絶
封
―
音
楽
と
標
題
音
楽
の
論
争
は

こ
の
世
紀
末
に
至
っ

て
絶
頂
に
達
し
た
。
マ
ー
レ
ル
も
そ
の
渦
中
の
一
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
の
交
響
詩
曲
の
如
き
意
味
で
は
標
題
を
書
か
な
い
。
標
題
が
あ
っ
て
も
、
之
は

音
楽
以
外
の
も
の
で
は
な
く
、
輩
に
作
者
の
理
念
を
解
明
す
る
た
め
の

一
象
徴
に
過

ぎ
な
い
。
故
に
省
略
し
て
も
差
支
へ
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
斯
様
に
こ
の
標
題

は
標
題
音
楽
の
意
味
の
標
題
で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
は
確
に
哲
學
的
形
而
上
學
的
問

題
が
常
に
含
ま
れ
又
隠
さ
れ
て
ゐ
る
。
故
に
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
や
レ
ー
ゲ
ル

の
如
き
意

味
の
絶
酎
音
楽
と
も
自
ら
異
る
。
之
彼
の
音
楽
が
「
＿
音
を
以
て
す
る
形
而
上
學
」
と

論
難
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
理
想
と
現
賓
、
素
朴
と
感
傷
、
悲
社
と
滑

稽
、
皮
肉
と
平
凡
と
い
ふ
如
き
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
凡
ゆ
る
二
面
的
な
内
的
闘
季

が
作
者
の
個
性
を
通
じ
て
形
而
上
學
的
に
問
題
化
せ
ら
れ
、
之
が
複
雑
、
繊
細
且
巨

大
に
＿
音
楽
其
者
の
世
界
に
於
て
具
現
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
。

第

一
か
ら
第
四
へ
至
る
交
響
曲
の
基
調
を
な
す
も
の
は
厭
世
観
と
云
ひ
得
べ
く
、
共

に
人
生
の
苦
悩
よ
り
人
類
の
超
世
間
的
賓
在

へ
の
解
放
そ
の
説
幅
に
封
す
る
憧
憬
を
示

す。

醤
ふ
れ
ば
四
部
一
聯
の
劇
と
云
へ
や
う
。
反
之
、
第
六
第
七
交
聾
曲
と
謂
は
ば
一

聯
を
な
す
本
演
奏
の
第
五
交
響
曲
は
生
活
肯
定
の
作
品
で
あ
り
、
こ
A

で
は
人
生
の
苦

悩
、
死
と
虚
無
の
思
想
は
現
世
的
闘
手
に
よ
っ
て
克
服
せ
ら
れ
、
超
世
間
的
夢
幻
界
に

封
す
る
憧
憬
は
賓
践
の
世
界
に
於
け
る
創
造
の
喜
悦
に
よ
っ
て
揚
棄
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

本
作
品
は
大
管
絃
楽
の
み
か
ら
な
り
人
槃
は
用
ひ
ら
れ
な
い
。
全
睦
は
五
楽
章
三
部

に
分
れ
、
最
初
の
二
楽
章
と
最
後
の
二
楽
章
が
序
と
結
尾
を
な
し
、
中
央
に
巨
大
な
ス

ケ
ル

ツ
オ
が
挿
入
さ
れ
て
ゐ
る
。

．

編
成
は
、
絃
楽
、
フ
リ
ュ
ー
ト
四
（
第
三
、
第
四
は
ピ
ッ

コ
ロ

に
愛
る
）
オ
ー
ボ
ー

三
（
第
三
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
と
愛
る
）
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
―
―
―
（
第
三
は
バ
ス
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
と
愛
る
）
フ
ア
ゴ
ッ
ト
（
第
三
は
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ

ト
と
愛
る
）
ホ
ル

ン

六
（
第
三
楽
章
で
は
更
に
オ
ブ
リ
ガ
ー
ト
ホ
ル
ン
が
加
は
る
）
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
四
（
へ
調

と
愛
口
調
）
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
三
、

バ
ス
テ
イ

ユ
ー
バ
一
、
ハ

ー
。フ

一
、
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
、

し

大
小
太
鼓
、
シ
ン
バ
ル
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
タ
ム
タ
ム
、
ホ
ル
ッ
ク
ラ
ッ
ペ
ル
、
鐵
琴
。

初
演
は
一
九

0
五
年
―
二
月
作
者
自
身
の
指
揮
の
下
に
ウ
ヰ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ

ニ
ー
管
絃
楽
園
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
。

（
以
下
各
楽
章
の
解
剖
は
マ

ー
レ

ル
か
ら
影
響
を
受
け
た
フ
ォ

ー
ク
ト

(
K
a
r
l

V
og
t
)
と
ノ
ー
ド
ナ
ー
ゲ
ル
(

O

tt
o
N
o
d
n
age
l
)

の
諸
研
究
に
基
い
て
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
）第

一

部

第
一
率
章

嬰
ハ
短
調

粛
々
と
し
て
厳
格
に
葬
列
の
如
く

荒
々
し
い
陰
氣
な
興
奮
と
極
度
の
沈
鬱
の
交
替
を
示
す
葬
式
行
進
曲
で
あ
る
。

曲
頭
に
第
一
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
が
獨
奏
す
る
力
強
い
陰
氣
な
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ル
は
前
者
を

葬
式
行
進
曲

代
表
す
る
も
の

で
あ
る
。

-
9
 ，
 

イ
オ
リ
ン
と
セ
ロ
が
之
を
奏
で
る
。

二
分
二
拍
子

霞
鳳
鼠

之
が
他
の
管
絃
に
中
断
さ
れ
な
が
ら
麗―音
上
の
半
終
止
に
至
り
、

な
葬
列
の
曲
調
に
轄
じ
、

息
し
」
i
ヒ
｀
こ
則
｀

下
f
し
こ
し

F
ざ
）
「
ぶ
土
~
ー

鼎
々
と
し
て
沈
鬱

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ア
ゴ
ッ
ト
に
伴
は
れ
な
が
ら
第
一
ヴ
ァ

之
は
後
者
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
鼻e
.

〗
『
言
‘
皿
丑
□
[
こ
土4
[
]亡
口
上
中
斗
江
\
写

ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
、
大
太
鼓
、
タ
ム
タ
ム
の
和
昔
と
共
に

沈
鬱
は
幾
分
和
ぐ
。
こ
A

に
再
び
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
が
最
初
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ル
（
譜
1

)

を
始
め
る
が
、
今
度
は
力
強
い
和
槃
を
伴
ひ
又
短
縮
さ
れ
て
ゐ
る
。
引
績
き
葬
列
の
曲

調
（
譜
2

)

が
多
少
楽
器
編
成
を
愛
へ
又
旋
律
的
に
撰
張
さ
れ
て
現
れ
る
が
、
間
も
な

く
愛
イ
長
調
に
轄
じ
、
木
管
が
副
主
題
（
譜
2
の
後
半
と
関
係
あ
る
）
を
柔
＜
奏
し
出
す
。
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7

古
よ
叩

3

1

,

)

『

'

ヽ

＞

）

，

冑

「

し

盆
々
激
情
的
に
な
り
高
潮
へ
向
ふ
が
、
へ
短
調
の
六
四
の
和
昔
に
至
っ
て
遂
に
沈
静
す

る
。
こ
の
中
間
楽
節
で
絶
え
ず
現
れ
る
四
度
の
固
執
動
機
（
愛
ロ
ニ
日
と
ヘ
一
音
の
如
き
）

は
作
者
特
有
の
情
緒
を
示
す
。

つ
い
で
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ル
に
絃
が
震
昔
の
和
音
で
伴
ひ
、
之
が
エ

ン
ハ
ル
モ
ニ
ッ
ク
の
轄
換
（
愛
ニ

―
立
日
と
嬰
ハ
＿
音
）
を
な
し
て
反
覆
部
に
入
る
。
反
覆
部

と
云
つ
て
も
提
示
部
と
正
確
に
一
致
せ
ず
極
め
て
自
由
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
作

者
の
常
に
用
ひ
る
手
法
で
あ
る
。
こ
A

で
譜

3

（
提
示
部
で
斐
イ
長
調
の
）
と
同
時
に

現
れ
る
木
管
の
封
位

゜

5
,
e

、
9

｀

●

：

4
]
↑
&

__ 『
月
ぃ
ピ
ー
ーに
杓
'
[
望
戸
・
、

之
は
暴
風
雨
の
如
き
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
走
句
と
切
分
昔
的
な
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
和
昔

に
伴
は
れ
る
が
、
間
も
な
く
事
情
が
逆
に
な
り
今
度
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
主
と
な
り

（譜
5

)

之
に
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
が
封
位
す
る
。

こ
の
狂
想
詩
的
疲
展
は
や
が
て
へ
短
調
に
於
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
奏
す
る
譜

6
よ
り

4

竺
―
百
0
1
)
-「
-
」

)
1

一
ー
¥
「
コ
噂

喜

葬
列
の
曲
調
が
今
一

度
現
れ
た
後
、
作
者
通
有
の
長
短
調
的
轄
向
を
な
し
つ
A

主
調

に
立
鯖
り
、
か
く
て
打
楽
器
に
つ
い
で
現
れ
る
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
の
三
連
―
音
を
以
て
一
段

落
と
な
る
。

つ
い
で
「
突
然
一

層
速
く
激
情
的
に
荒
々

し
く
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
第
一
中
間
楽
節

（
愛
口
短
調
）
（
三
部
分
リ
ー
ド
形
式
）
が
始
ま
り
、
先
づ
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
の
烈
し
い
新

動
機
が
現
れ
る
。

ふ芦＂`
F

I

~

`

’

加
曇
日
＇

“' 

は
後
の
猿
展
に
と
つ
て
重
要
で
あ
る
。

テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
の
三
連
音
（
譜

1
の
節
奏
）
と
共
に
第
二
中
間
楽
節
に
入
り
、
こ
A

に
新
し
い
旋
律
が
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
歌
は
れ
、
分
た
れ
た
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

ヴ
ィ
オ
ラ
の
奏
す
る
二
つ
の
動
機
が
之
に
伴
ふ
。
（
こ
の
部
分
は
明
に
第

一
中
間
楽
節

の
回
想
で
あ
る
）
。
（
譜
4
、
5
、
6
参
照
）

ヴ
ィ
オ
ラ
の
嘆
息
す
る
如
き
九
度
の
昔
形
は
第
二
楽
章
の
第
一
主
題
の
先
駆
を
な
す

も
の
で
頗
る
重
要
で
あ
る
。
情
緒
は
ホ
昔
上
の
低
績
音
で
高
潮
に
達
し
、
か
く
て
ト
ロ

ン
ペ
ッ
ト
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ル
が
響
き
出
し
、

急
激
な
轄
調
を
な
し
つ
A

嬰
ハ
短
調
に

復
し
、
短
い
結
部
と
な
る
。
結
部
を
支
配
す
る
も
の
は
依
然
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
で
あ
る
。

そ
し
て
フ
リ
ュ
ー
ト
の
木
誤
、
太
鼓
の
震
昔
、
低
昔
絃
楽
器
の
幽
な
ピ
チ
カ
ー
ト
で
終

る。

第
二
架
章

イ
短
調
―
―
分
二
拍
子

暴
風
雨
の
如
き
激
動
、
極
度
に
猛
烈
に
、

前
楽
章
の
興
奮
、
沈
鬱
の
交
替
す
る
情
緒
は
本
楽
章
に
於
て
烈
し
い
苦
悩
の
爆
猿
を

な
す
。
先
づ
セ
ロ
、
バ
ス
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
、
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
の
低
い
唸
る
昔
形

が
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
の
切
る
如
き
和
昔
で
中
断
さ
れ
た
後
、
第
一
主
題
に
入
る
。
こ
の
前

半
は
フ
リ
ュ
ー
ト
、
オ
ー
ボ
ー
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
、
後
半
は
第
一
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
の
合
奏
で
、
そ
の
間
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
力
強
い
和
昔
で
伴
ふ
。

I.S
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之
が
幅
廣
く
リ
ー
ド
風
に
展
開
さ
れ
た
後
、
本
楽
章
の
主
調
と
速
度
に
復
し
、
低
音

楽
器
の
唸
る
昔
形
（
譜
9

)

と
共
に
展
開
部
に
入
る
。

先
づ
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
奏
す
る
譜
1
2
が
、
低
い
絃
と
管
に
配
さ
れ
た
譜
9
の
昔

形
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
な
が
ら
現
れ
る
が
、
つ
い
で
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
が
之
を
引
延
ば
し

て
カ
ノ
ン
風
に
加
工
し
て
行
く
。
急
激
な
商
潮
が
来
る
。
し
か
し
之
は
管
の
下
行
的
走

句
と
叫
ぶ
が
如
き
九
度
の
一
音
形
（
譜
1
0
)
の
後
沈
静
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
テ
ィ
ン
パ

ー
ニ
の
愛
口
昔
の
震
音
が
鳴
り
出
し
、
緩
い
速
度
と
な
り
、
愛
ホ
長
調
二
分
二
拍
子
に

一3

＇ゞ
r

b

r

,

:

A

口
下
団

□日
ッ
）9
，
'
叶
コ
[
i
7

「)一「．厄「/ー

□戸

こ
の
主
題
の
第
十
一
小
節
で
ホ
ル
ン
と
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
が
新
に
封
位
す
る
が
、
之
は
後

の
狡
展
上
重
要
で
あ
る
。

H
o
r
n
.
 u.
 
TPt.

 

1

2

.

r

v

,

9 1

、
1

□

第
二
主
題
の
終
る
頃
最
初
の
低
い
唸
る
音
形
（
譜
9

)

が
ホ
ル

ン
で
、
譜
1
2
が
ト
ロ

ン
ペ
ッ
ト
で
、
譜
1
0
が
絃
で
、
同
時
に
重
つ
て
現
れ
る
。
そ
し
て
情
緒
は
漸
次
に
迫
り

行
く
。
し
か
し
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
の
ハ
＿
音
上
の
震
音
と
共
に
、
「
極
め
て
緩
く
、
第
一
楽
章

葬
式
行
進
曲
の
速
度
で
」
と
記
さ
れ
た
へ
短
調
の
第
一
中
間
楽
節
に
入
る
。
こ
A

で
管

の
奏
す
る
二
つ
の
動
機
は
既
に
第
一
楽
章
第
二
中
間
楽
節
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
セ
ロ
の

奏
す
る
嘆
く
が
如
き
旋
律
も
賓
は
同
所
に
現
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
旋
律
が
幾
分
愛
様

さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
（
譜
8
参
照
）

―
―
e
—
』
ロ
ー
ロ
＇
「
「
プ
「
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‘
j
(
『
旦
応
―

~
7中T
-
-
[

こ
の
九
度
の
昔
形
は
前
業
章
譜
8
の
ヴ
ィ
オ
ラ
の
動
機
に
源
す
る
も
の
で
あ
る
が
本

楽
章
を
通
じ
て
種
々
に
愛
様
し
て
反
覆
出
現
す
る
。

や
が
て
旋
律
的
な
第
二
主
題
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
奏
し
出
さ
れ
、
そ
の

G
線
の
味
は

一
層
効
果
を
強
め
る
。

之
が
高
潮
に
達
し
た
後
、
シ
ン
バ
ル
の
一
打
と
共
に
、

ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
新
し
い
コ
ラ
ー
ル
を
奏
す
る
。

＿

羹

叫

叫p

_

 

＇ 
更
に
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル

こ
の
美
し
い
旋
律
は
終
楽
章
の

以`
昌

り

下

之
が
漸
次
に
高
潮
に
向
ひ
イ
長
調
と
な
り
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
、
テ
ィ
ン
パ

ー
ニ
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
怪
し
い
合
奏
を
以
て
頂
貼
に

達
す
る

が
、
突
然
之
が
減
七
の
和
音
で
静
ま
り
、
イ
短
調
に
饉
り
、
か
く
て
反
覆
部
と
な
る
。

こ
A

で
は
低
い
唸
る
＿
音
形
（
譜
9

)

と
九
度
の
昔
形
（
譜
1
0
)
及
譜
1
3
と
第

一
楽
章

譜
6
と
が
通
例
の
如
く
繊
起
的
に
現
れ
ず
相
互
に
鎚
れ
重
り
つ
A

現
れ
る
。
こ
の
部
の

作
法
は
特
に
注
目
に
値
す
る
。

そ
し
て
斐
ホ
短
調
を
以
て
長
い
結
部
に
入
る
。
先
づ
第
一
主
題
中
の
八
分
―
音
符
の
動

機
（
譜
1
0
)
が
低
昔
の
管
と
絃
に
現
れ
、
次
に
ホ
ル
ン
が
譜
1
2
を
奏
し
遂
に
九
度
の
動

機
（
譜
1
0
)
の
フ
ォ
ル
テ
ィ
シ

モ
に
達
す
る
。
こ
A

に
驚
く
べ
き
轄
調
が
行
は
れ
、
ニ

長
調
と
な
り
、
員
鍮
管
で
コ
ラ
ー
ル
が
歌
ひ
出
さ
れ
る
。
（
之
は
部
分
的
に
譜
1
2
に
開

聯
を
も
つ
）

H

bJ
.
 

一4
誓

＞
3
 

炉
凸
王
国

轄
ず
る
。
先
づ
セ
ロ
が
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
の
震
音
の
み
に
伴
は
れ
な
が
ら
嘆
の
歌
を
引
延

ば
し
て
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
風
に
獨
奏
す
る
（
譜
認
及
8
参
照
）
が
、
や
が
て
本
来
の
速

度
を
取
戻
す
。
ホ
ル
ン
が
之
を
受
け
て
嘆
の
歌
を
一
層
第
一
楽
章
の
譜
8
に
近
い
形
で

彼
慮
の
二
つ
の
動
機
を
伴
ひ
な
が
ら
歌
ひ
出
す
。
以
下
之
に
配
さ
れ
た
譜
1
2
と
1
0
が
封

〔

マ

マ

〕

位
と
し
て
活
躍
す
る
が
、
間
も
な
く
嘆
の
歌
が
杜
絶
え
短
い
爆
猿
が
来
た
後
、
短
い
第

二
の
中
間
楽
節
（
口
長
調
）
（
提
示
部
の
第
一
中
間
楽
節
と
同
様
に
「
第
一
楽
章
葬
式

行
進
曲
の
速
度
で
、
突
然
著
し
く
緩
く
」
）
に
入
り
、
第
一
楽
章
の
諸
動
機
（
譜
3
と

7

)

が
木
管
と
セ
ロ
で
同
時
に
奏
さ
れ
る
が
、
や
が
て
速
度
が
幾
分
速
く
な
り
、
愛
イ

長
調
に
轄
じ
、
こ
A

に
木
管
と
セ
ロ
の
間
の
カ
ノ
ン
で
一
見
新
し
い
行
進
曲
風
な
主
題

が
現
れ
る
。
し
か
し
之
も
賓
は
譜
1
0
と
1
2
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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第

部第
三
楽
章

よ
9
:
T□
—
エ
ーc；
＿
ーI
-
U
—
ct」

岳：
1門
‘

『

i

．

こ

つ
い
で
二
短
調
に
轄
じ
諸
動
機
が
交
々
出
現
す
る
が
、
今
二
度
苦
悩
が
爆
疲
す
る
。

そ
し
て
イ
短
調
の
ピ
ア
ニ
シ
モ
と
な
り
、
こ
A

に
バ
ス
と
セ
ロ
が
披
大
さ
れ
た
第
一
主
‘

題
の
動
機
（
譜
1
0
第
3
小
節
）
を
神
祓
的
に
囁
き
出
し
、
そ
の
間
ハ
ー
。
フ
と
木
管
が
柔

ぃ
―
―
一
度
の
和
昔
で
上
下
し
、
之
に
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ
が
フ
ラ
ジ
オ
レ
ッ

ト
の
震
音
で
幽
に
伴
ひ
獨
特
の
雰
園
氣
が
描
き
出
さ
れ
る
。
か
く
て
本
榮
章
の
苦
憐
の
、

絶
え
間
な
き
動
揺
と
喧
騒
は
、
遂
に
バ
ス
と
セ
ロ
の
奏
す
る
ピ
チ
カ
ー
ト
の
下
行
昔
形

に
つ
い
で
現
れ
る
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
の
静
な
一
打
で
謎
の
如
く
終
る
。
そ
し
て
永
い
休
が

来
る
。

一
主
題
を
な
す
も
の
で
重
要
で
あ
る
。

四
分
三
拍
子

ス

ケ

ル

ツ

オ

ニ

長

調

力
強
く
、

餘
り
速
く
な
く

本
楽
章
は
毀
春
褒
貶
半
せ
る
曲
で
あ
る
。
或
は
「
思
想
の
推
移
が
可
成
り
に
不
可
解

で
あ
り
様
式
上
謎
を
の
こ
す
」
と
貶
ず
る
も
の
も
あ
り
、
或
は
「
員
の
楽
天
的
デ
ィ
オ

ニ
ュ
ー
ゾ
ス
藝
術
で
あ
り
、
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
も
好
ん
で
用
ひ
た
ウ
ヰ
ー
ン
風
で
新
鮮
な

旋
律
が
、
こ
A

で
複
旋
的
な
大
腑
さ
を
以
て
取
扱
は
れ
巨
大
な
も
の
に
な
つ
て
ゐ
る
」

と
賞
す
る
も
の
も
あ
る
。

楽
式
上
、
二
つ

の
中
間
楽
節
の
あ
る
ス
ケ
ル
ツ
オ
で
あ
る
が
、
第
二
中
間
楽
節
は
異

常
に
大
で
あ
る
。
そ
し
て
前
の
諸
楽
章
よ
り
全
髄
と
し
て
遥
に
節
奏
の
愛
化
に
富
み
又

封
位
法
が
豊
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

第
一
主
題
は
四
個
の
ホ
ル
ン
の
奏
す
る
同
―
音
の
フ
ォ
ル

テ
ィ
シ
モ
に
始
ま
り
、
第
三

小
節
で
オ
ブ
リ
ガ
ー

9
ホ
ル
ン
が
獨
奏
で、

次
に
フ
リ
ュ
ー
ト
と
オ
ー
ボ
ー
が
之
を
受

け
る
。
こ
の
間
第
四
小
節
か
ら
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ア
ゴ
ッ
ト
が
三
度
で
封
位
す
る
。

C
.
 
(
?
b
l
i
g
,
 ｀
 

1
.

t
t
.
g
f
g
沼

X
 2

1
 ヽ

r

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
、
バ
ス
が
之
を
受
け
て
主
題

（譜
17)
を
奏
し、

第

一
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
之
に
封
位
し
、
こ
の
形
が
績
く
う
ち

に
新
し
い
第
二
主
題
が
現
れ
る
。

之
は
二
つ
の
動
機
か
ら
な
り
、
前
半
は
ヴ
ィ
オ
ラ
の
獨
奏
、
後
半
は
三
の
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
の
相
互
の
模
倣
か
ら
な
る
。

つ
い
で
第
一
主
題
が
先
づ
口
短
調
で
低
い
絃
と
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
、
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
に
、

次
に
愛

口
長
調
で
木
管
と
ホ
ル
ン
に
現
れ
た
後

ニ
長
調
に
轄
じ
、
か
く
て
可
成
り
に
長
い
主
部
の
結
部
に
入
る
。
第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
、
木
管
、

鐵
琴
が
新
し
い
節
奏
を
こ
A

で
導
入
す
る
。

ヽ

ヽ

リ

し
か
し
間
も
な
く
主
題
の
世
界
と
な
り
、
第
二
主
題
（
譜
1

9

)

第
一
主
題
（
譜
17)
が

順
次
に
現
れ
る
が
、
遂
に
木
管
の
奏
す
る
流
暢
な
新
し
い
動
機
が
之
に
代
る
。

や
が
て
之
が
口
＿
音
上
で
偽
終
止
を
な
し
、
之
と
共
に
ホ
ル
ン
（
第
一
主
題
譜
17
の

第
1
、
2
小
節
に
基
け
る
）
が
弱
昔
さ
れ
た
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
次
の

第
1

中
間
楽
節
（
愛
口
長
調
、
幾
分
静
か
に
）
の
序
を
奏
し
出
す
。
こ
の
ホ
ル
ン
の
序
は

二
つ
の
延
槃
部
を
有
し
、

最
初
は
愛
卜
＿音
、
次
に
は
卜
手
日
で
あ
る
が
、
こ
の
卜
幸日
を
第
一

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
受
け
て
緩
徐
な
ウ
ヰ
ー
ン
地
方
の
舞
踏
曲
風
な
旋
律
を
歌
ひ
出
す。

‘
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再
び
オ
ブ
リ
ガ
ー
ト
ホ
ル
ン
が
第

一
主
題
を
奏
す
る
が
、
之
に
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

が
次
の
封
位
を
な
す
。
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之
を
木
管
が
引
受
け
て
展
開
し
、
遂
に
二
＿
音
の
延
竪
か
ら
な
る
フ
ォ
ル
テ
ィ
シ
モ
に

達
す
る
や
、
オ
ブ
リ
ガ
ー
ト
ホ
ル
ン
が
こ
の
雰
園
氣
の
慎
中
で
譜
2
4
を
長
く
引
延
ば
し

夢
幻
的
な
思
索
を
始
め
る
。
し
か
し
間
も
な
く
低
い
絃
と
柔
い
管
の
一
音
で
中
断
さ
れ
て

し
ま
ふ
。
之
を
反
覆
す
る
こ
と
四
度
、
第
四
回
目
に
弱
昔
さ
れ
た
第
一
ホ
ル
ン
が
之
に

木
震
す
る
。

か
く
て
絃
の
ビ
チ
カ
ー
ト
の
和
昔
（
第
一
中
間
楽
節
に
基
け
る
）
と
共
に
以
下
二
短

調
の
極
め
て
柔
く
雲
っ
た
色
彩
を
も
つ
展
開
部
に
入
る
。
こ
A

で
は
先
づ
雨
中
間
楽
節

の
諸
動
機
が
交
々
短
く
現
れ
る
。
郡
ち
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
譜
2
4
を
ヴ
ィ
オ
ラ
は
2
3

を
各
ピ
チ
カ
ー
ト
で
、
第
一
オ
ー
ボ
ー
は
2
2
を
一
寸
奏
す
る
が
、
や
が
て
第
二
中
間
楽

節
の
譜
2
4
が
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
静
に
歌
ひ
出
さ
れ
、
之
を
オ
ブ
リ
ガ
ー
ト
ホ
ル
ン
が
受

け
て
幻
想
を
績
け
る
。

こ
の
情
緒
が
可
成
り
績
い
た
後
、
延
槃
記
琥
で
二
度
之
が
中
断
さ
れ
る
。
つ
い
で
絃

の
ピ
チ
カ
ー
ト
の
導
入
に
よ
り
第
一
中
間
楽
節
の
主
題
（
譜
2
2
)
が
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
で
奏
さ
れ
、
之
を
管
絃
の
群
が
受
け
て
強
調
し
漸
次
に
情
緒
が
昂
ま
る
。
そ
の
間
ト

24~ 

2
3
 

が
や
が
て
譜
2
6
の
導
入
に
よ
っ
て
中
間
楽
節
愛
卜
長
調
に
轄
じ
、
こ
A

に
新
主
題
が

2
7
 

又
も
や
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
現
れ
次
の
旋
律
を
歌
ひ
出
す
。

2
6
 

之
を
セ
ロ
が
受
け
て
イ
短
調
で
結
ぶ
。

租
r
l

<Ulfl§・

ふ

皇

・

／

1

つ
い
で
ホ
ル
ン
が
之
を
情
を
こ
め
て
愛
形
し
出
す
。

第 2部

間
も
な
く
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ホ
ル
ン
が
第
一
主
題
（
譜
1
7
)

を
順

次
に
模
倣
し
出
し
、
か
く
て
二
長
調
に
饉
り
第
一
反
覆
部
に
入
る
。
先
づ
現
れ
る
第
一

主
題
は
や
が
て
消
え
、
譜
2
1
が
之
に
代
る
が
之
も
永
績
せ
ず
、
絃
が
「
荒
々
し
く
」
第

二
主
題
（
譜
1
9
a
)
を
相
互
に
模
倣
し
始
め
（
こ
の
間
譜
2
0
も
一
寸
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ

〔

マ

マ

〕

ン
に
現
れ
る
）
か
く
て
急
腺
へ
短
調
に
轄
じ
第
二
中
間
楽
節
に
入
り
、
譜
1
9
a
の
八
分

昔
符
が
繊
績
す
る
中
に
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
が
こ
の
部
の
主
題
を
奏
で
る
。
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1

昌
｀
」
（
一

ロ
ン
ボ
ー
ン
と
低
い
絃
は
愛
口
長
調
で
第
一
主
題
（
譜
1
7
)

を
又
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
と
打

楽
器
（
鐵
琴
、
ク
ラ
ッ
ペ
ル
）
は
譜
1
9
b
の
節
奏
を
印
し
遂
に
高
潮
に
達
す
る
。

こ
A

で
エ
ン
ハ
ル
モ
ニ
ッ
ク
の
縛
換
（
愛
卜
幸
日
を
嬰
へ
＿
音
）
を
な
し
、
二
長
調
に
復

し
ホ
ル
ン
が
第
一
主
題
を
原
形
で
奏
し
、
か
く
て
反
覆
部
に
入
る
。
主
部
が
終
っ
た

後
、
再
び
新
し
く
延
長
さ
れ
た
展
開
部
が
来
る
。
こ
の
部
で
は
第
一
第
二
中
間
楽
節
と

主
部
の
諸
動
機
が
多
様
に
愛
様
さ
れ
又
交
替
し
て
現
れ
る
。
特
に
へ
短
調
で
第
二
中
間

楽
節
が
加
工
さ
れ
ホ
ル
ン
が
譜
2
4
の
幻
想
を
縦
に
す
る
場
所
は
顆
著
で
あ
る
。

そ
し
て
大
太
鼓
が
譜
1
9
b
の
節
奏
を
獨
奏
し
出
し
、
之
と
共
に
封
位
法
的
に
複
雑
で

あ
り
情
緒
の
貼
で
ユ
モ
ー
ア
に
富
む
結
部
に
入
る
。
こ
の
間
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
は
譜
1
9
b

の
節
奏
を
幾
度
か
撥
の
柄
で
奏
し
、
か
く
て
フ
ォ
ル
テ
ィ
シ
モ
で
こ
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー

ゾ
ス
的
曲
を
結
ぶ
。

第
一
＿
一
部

第

四

榮

章

ア

ダ

ジ

ェ

ッ

ト

ヘ

長

調

四

分

四

拍

子

極

め

て

緩

く

本
楽
章
は
活
氣
あ
る
ス
ケ
ル
ツ
オ
及
終
曲
の
間
に
挿
入
さ
れ
た
抒
情
的
間
奏
的
小
曲

で
あ
り
又
終
曲
へ
の
序
で
あ
る
。
昔
色
も
ハ
ー
。
フ
が
伴
っ
た
絃
楽
合
奏
に
過
ぎ
な
い
。

低
い
ハ
ー
。
フ
の
和
昔
で
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
優
し
く
愛
ら
し
い
旋
律
を
歌
ふ
。
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3
0
~

芍
9

之
は
終
章
で
重
要
な
役
を
演
ず
る
。

最
初
か
ら
の
静
け
さ
は
こ
A

で
一
度
激
す
る
が
、
や
が
て
へ
長
調
に
錨
つ
て
和
ぎ
、

第
一
部
が
短
縮
さ
れ
て
奏
さ
れ
、
静
か
な
雰
園
氣
中
に
曲
を
結
び
、
引
績
き
第
五
終
楽

章
に
入
る
。第

五
楽
章

ロ
ン
ド
ー
ー
終
曲

ニ
長
調
爽
快
に

前
楽
章
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
終
り
の
年
日
を
受
け
て
ホ
ル
ン
が
イ
立
日
を
力
強
く
延
槃
す

る
。
つ
い
で
第
―
フ
ア
ゴ
ッ
ト
が
後
に
現
れ
る
譜
3
3
を
奏
し
、
第
一
オ
ー
ボ
ー
は
醒
め

た
る
鳥
の
竪
の
如
く
譜
3
1
を
歌
ひ
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
が
之
を
受
け
る
。
す
る
と
ホ
ル
ン
が

譜
3
2
a
を
奏
し
出
し
、
引
績
き
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
譜
3
1
を
反
覆
す
る
。

郡
ち
以
上
は
本
楽
章
の
短
い
序
奏
で
あ
り
、
諸
動
機
の
先
駆
で
あ
る
。

主
部
ロ
ン
ド
に
入
る
と
直
ち
に
新
鮮
で
牧
歌
的
な
第
一
主
題
が
ホ
ル
ン
に
よ
っ
て
奏

さ
れ
る
。

ア
ル
レ
グ
ロ

2
9

害
]

5
工
且
廿
罹
庄
□＇r
9

ー]ロェこ屯

こ
の
部
分
は
セ
ロ
と
バ
ス
の
重
要
で
な
い
加
入
を
除
け
ば
全
然
管
楽
合
奏
で
あ
る
。

そ
し
て
譜
3
2
が
一
寸
仄
め
か
さ
れ
た
後
、
第
二
主
題
に
入
る
。
第
二
主
題
は
全
然
複
旋

的
に
取
扱
は
れ
三
重
フ
ー
ゲ
で
あ
る
。

先
づ
セ
ロ
が
譜
3
0
を
始
め
る
。

八
小
節
の
後
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
屡
調
で
あ
る
イ
長
調
で
答
へ
、
セ
ロ
と
バ
ス
が

之
に
封
位
す
る
。

2
8
|
9

・
平
：
口
『
言
ロ
ピ
『
）
「
旦
貯

現
れ
る
。

ジ
オ
コ
ー
ソ

や
が
て
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
先
づ
愛
口
＿
音
の
二
分
昔
符

を
、
次
に
愛
ホ
昔
の
そ
れ
を
奏
し
、
つ
い
で
譜
2
9
の
第
一
小
節
が
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
に
現

れ
、
之
が
序
と
な
っ
て
二
長
調
の
ロ
ン
ド
の
主
部
に
立
鱚
る
。
第
一
主
題
が
豊
な
器
楽

法
に
よ
っ
て
反
覆
さ
れ
る
が
、
之
は
二
長
調
で
結
ば
れ
ず
偽
終
止
で
愛
口
長
調
に
轄

じ
、
先
づ
セ
ロ
と
バ
ス
が
第
二
主
題
（
譜
3
0
)
を
始
め
る
け
れ
ど
も
、
忽
ち
姿
を
失

ひ
、
之
に
代
つ
て
ホ
ル
ン
が
新
し
い
動
機
を
仄
か
し
、
引
績
き
管
と
絃
が
之
を
稽
々
明

3
4~皇
団
ー
｀
、
ヽ
｀
三
「
'
「
|
'
‘
J
‘
｀
コ
~
陪

3
3

、、

T
`

』

、

｀

]
m
m
H
旦
邑

こ
の
譜
3
2
の

a
も
後
に
重
要
な
役
を
演
ず
る
。
第
五
の
入
り
は
主
調
で
絃
を
以
て
、

第
六
（
イ
長
調
）
の
入
り
は
管
を
以
て
奏
さ
れ
、
之
に
ホ
ル
ン
が
新
し
く
封
位
す
る
。

か
く
て
第
一
副
楽
節
に
入
る
。
先
づ
優
美
で
跳
ね
る
や
う
な
新
し
い
主
題
が
第
一
ヴ

ア
イ
オ
リ
ン
に
現
れ
（
譜
3
4
)

ヴ
ィ
オ
ラ
が
之
を
模
倣
し
、
そ
の
間
第
一
主
題
（
譜
2
9
)

が
縮
少
さ
れ
た
形
で
伴
ふ
。

p
 

(
V
a
rJ

ante

)

 

唸
「
、
に
缶
＂

9

、鳳

：
 

F

l

.
 

u.
 

1•V

iol

. 

．
 

r

A

T

4

.

 

3
2
 

こ
の
封
位
は
後
に
活
躍
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
入
り
は
主
調
で
ヴ
ィ
オ

ラ
が
な
し
、
第
四
の
入
り
は
再
び
イ
長
調
で
バ
ス
と
セ
ロ
に
現
れ
、
之
に
フ
リ
ュ
ー
ト

と
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
新
し
く
封
位
す
る
。

31~ 

P
s
`
9
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そ
し
て
卜
長
調
の
短
い
轄
調
を
経
て
大
な
る
展
開
部
に
入
る
。
こ
の
異
常
に
大
き
く

又
封
位
法
的
に
複
雑
を
極
め
て
ゐ
る
展
開
部
中
特
に
顕
著
な
個
所
を
指
摘
す
れ
ば
、
ニ

長
調
で
現
は
れ
る
第
二
副
楽
節
の
譜

36
が
本
来
の
意
味
で
展
開
さ
れ
ず
に
長
く
愛
奏
さ

れ
る
部
分
、
之
に
つ
ぐ
愛

口
長
調
以
後
、
在
来
の
諸
動
機
が
多
様
に
結
合
さ
れ
力
強
い

高
潮
に
達
し
、
二
長
調
に
轄
ず
る
に
及
ん
で
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
バ
ス
の
低
績
昔
及
テ
ィ

ン
パ
ー
ニ
の
震
音
に
支
え
な
が
ら
三
個
の
動
機
、
郡
ち
譜

30
を
絃
が
、
譜
3
5
を
ホ
ル
ン

が
、
譜
3
2
の
愛
形
を
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
が
同
時
に
奏
す
る
部
分
、

次
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と

ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
が
譜
3
2
を
模
倣
し
て
奏
す
る
部
分
を
拳
げ
得
る
。

反
覆
部
で
は
第
一
主
題
（
譜
2

9

)

が
全
然
幻
想
的
に
新
し
く
愛
奏
さ
れ
一
一
一
連
昔
と
な

つ
て
現
れ
る
。
反
覆
部
の
構
成
も
亦
封
位
法
に
基
く
。
先
づ
譜
3
2
の
愛
形
を
ト
ロ
ン
ペ

ッ
ト
が
披
大
し
て
奏
し
、
ハ
長
調
に
轄
ず
る
や
第
一
副
楽
節
の
昔
形
が
固
執
低
―
音
で
現

3
7
 

之
が
第
四
楽
章
の
中
間
楽
節
の
主
題
（
譜
2

8

)

と
同
一
な
る
こ
と
は
直
ち
に
認
め
ら

れ
る
が
、
こ
A

で
は
勿
論
動
的
或
は
流
暢
な
形
で
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
部
分
は
リ

ー
ド
風
で
全
然
絃
楽
で
あ
る
が
、
終
頃
管
の
和
昔
が
現
れ
、
こ
A

に
第
1

ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
が
口
＿
音
の
低
績
＿
音
に
交
え
ら
れ
な
が
ら
次
の
下
行
的
和
＿
音
を
奏
す
る
。

勺．
a"―10
0
0

V. 

3
6

ー
雰
i
[
門
口
貫
]

」

｀

｀
 
言
｀
！
こ
ヒ
い

~

東

京

昔

昭
和
七
年
三
月
二
十
二
日
卒
業
式

昭
和
七
年
三
月
二
十
二
日
（
火
曜
日
）
午
後
一
時
開
始

卒

業

證

書

授

典

式

順

序

榮

學

校

〔
関
連
記
事
〕

上
野
の
新
指
揮
者
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
、
上
野
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
、
獨
奏
家
の
同
時

演
奏
會
か
ら
獨
奏
家
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ヘ
と
改
造
し
二
月
十
七
日
、
日
比
谷
公
會
堂
に

於
て
マ
ー
ラ
ー
の
第
五
交
響
曲
を
演
奏
す
。
上
野
の
春
季
演
奏
會
？
冬
季
演
奏
會
？

ナ
ン
ゾ
の
セ
ン
サ
ク
は
ゴ
シ
ッ
。
フ
モ
ン
ガ
ー
に
一
任
し
や
う
。
弦
で
は
プ
リ
ン
グ
ス
ハ

イ
ム
の
腕
前
拝
聴
と
き
め
た
。

（
『
昔
架
世
界
』
第
四
巻
第
二
号
、
昭
和
七
年
二
月
、
二
八
頁
）

第2部

ロ
長
調
の
第
二
副
楽
節
に
入
る
に
及
ん
で
、
之
は
遂
に
徹
底
的
な
形
式

で

歌

は

れ

る。 3
5

＾
唸
，
：
比
畜
」
ロ
―
`
J
、
`
車
ナ
、

-
V
o

唸
可
~
會
土
（
：

dN 

な
形
で
奏
す
る
。

ー

し

、
T丸
｀
一
‘

れ
、
そ
の
間
ホ
ル
ン
と
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
が
順
次
に
譜
3
3
を
奏
す
る
。
つ
い

で
卜
昔
の
低

績
音
が
現
れ
、
之
が
長
く
引
延
ば
さ
れ
る
中
に
譜
3
2
の
愛
形
が
今
度
は
ホ
ル
ン
で
歌
は

れ
遂
に
高
潮
に
達
す
る
。
こ
の
高
潮
は
変
イ
長
調
の
個
終
止
で
静
ま
る
。
そ
し
て
第
一

主
題
の
注
目
す
べ
き
愛
奏
が
之
に
績
き
、
や
が
て
イ
長
調
に
轄
ず
る
。

次
に
第
二
副
楽
節
が
卜
長
調
で
愛
奏
さ
れ
、
之
が
高
潮
に
向
ふ
う
ち
に
遂
に

二
長
調

に
立
鯖
り
、
第
二
主
題
の
八
分
昔
符
の
音
形
が
絃
で
暴
風
雨
の
如
く
唸
る
間
に
ト
ロ
ン

ペ
ッ
ト
と
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
輝
し
く
譜
3
2
の
愛
形
を
搬
大
し
て
奏
す
る
。
か
く
て
本
楽

章
中
の
最
高
潮
貼
に
達
し
、
こ
A

に
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ペ

ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
第

二
楽
章
の
コ
ラ
ー
ル
（
譜
1

6

)

を
合
奏
し
、
こ
の
崇
高
な
雰
園
氣
中
絃
は
上
下
す
る
走

句
で
伴
ふ
。

つ
い
で
こ
の
大
曲
の
大
園
圏
を
な
す
結
部
に
入
る
。
先
づ
第

一
主
題
が
低
昔
の
管
と

絃
で
急
迫
す
る
間
に
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
譜
3
1
a
を
奏

で
、
凡
ゆ
る
技
巧
と
爽
快
の
情
を
縦
に
し
た
後
‘
]県
鍮
管
の
奏
す
る
長
い
愛

口
昔
に
よ

つ
て
支
え
ら
れ
る
管
の
下
行
の
楽
句
が
現
れ
、
か
く
て
全
管
絃
の
奏
す
る

フ
ォ
ル
テ
ィ

シ
モ
の
断
績
的
和
昔
の
歓
呼
裡
に
全
曲
を
終
る
。
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五 四
七 ＇ ノ‘ 五 四

メ
ッ
ヅ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ピ
ア
ノ
獨
奏

ろ し‘ ろ
ピ
ア
ノ
獨
奏

メ
ッ
ヅ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
•
…
•
•

ー
休
憩
一

0
分
間
ー
—

夜
に
…

少
年
の
歌
只
ブ
リ
ュ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン

フ
ァ
イ
ン
」
よ
り
）

vヽ シ
ア
コ
ー
ヌ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

フ

ァ

ル
ョ

…
本
科
卒
業
生

…
師
範
科
卒
業
生

•
•
•
本
科
卒
業
生

•
…
•
•
シ

練
習
曲
（
作
品
二
五
第
七
）
．．． 

イ
短
調
。
ハ
ガ
ニ
ー
ニ
練
習
曲
（
第
六
）
•
…
…
…
…
•
•
リ

…
本
科
卒
業
生

…
…
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
作

…
…
…
師
範
科
卒
業
生

謳
井
ヨ
シ
ヱ

松

原

操

°、ノ
ス

ト

ン

作 編作

小

田

雪

江

歌
劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
中
の
ダ
リ
ラ
の
歌
•
…
•
•
サ
ン
サ
ー
ン
ス
作

揺

地

静

ヴ

ィ

タ

リ

乍

rー

大
槻
貞
次
郎

一
作

第

四

臨

時

敦

員

養

成

所

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業
生

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業
生

愛
ホ
短
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
三
一
第
三
第
一
楽
章
）
·

·
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

狩
野
富
士
代

歌
劇
「
ボ
エ
ー
ム
」
中
の
ミ
ミ
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
。
フ
ッ
チ
ー

曲

目

卒

業

證

書

並

賞

品

授

興

校

長

式

僻

文

部

大

臣

祝

辮

卒

業

生

穂

代

謝

僻

卒

業

演

奏

永

谷

義

輝

四 1

0

 

九 八

ろ

ォ

フ

し‘ ろ
ア
ル
ト
獨
唱

藤

武

雄

ョ

ノミ

ン

作

戸

喜

vヽ

治

ノ‘

Jレ

工

ル

作

ピ
ア
と
獨
奏

ハ二

編作

増

富

秀 Jレ

作

ホ
短
調
狂
想
的
ロ
ン
ド
（
作
品
一
四
）
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ろ vヽ

…
…
…
'
…
…

•9•
本
科
卒
業
生

歌
劇
「
運
命
の
力
」
中
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作

饉

宅

…

…

…

…

…

…

…

シ

ト

ラ

ウ

ス

作

清

水

…
·
…
•
•
本
科
卒
業
生

ニ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
五
五
第
九
第
一
楽
章
）
…
シ

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業
生

ゞ

ニ
短
調
シ
ア
コ
ー
ヌ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•、 …
•
{
`
•
ノ

昭
和
七
年
四
月
二
十
三
日
研
究
科
修
了
演
奏
会

昭
和
七
年
四
月
二
十
三
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
開
始

研

究

科

修

了

演

奏

曲

目

ピ
ア
ノ
獨
奏

東

京

昔

榮

學

校

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
士

ソ
ナ
テ
ィ
ー
ヌ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ラ

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．． 9

,
 

．．．．．．．．．．． 
可

ア
デ
ラ
イ
ー
デ
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

歌
劇
「
ラ
イ
ン
ゴ
ル
ド
」
中
の
エ
ル
ダ
の
場
面
…
…
ヴ
ァ
グ
ネ
ル
作代

••……………………i 

嬰
ハ
短
調
ス
ケ
ー
ル
ツ
ォ
（
作
品
―
―
―
九
）
•
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

バ
リ
ト
ン
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
•
伊

歌
劇
「
ラ
イ
ン
ゴ
ル
ド
」
中
の
ヴ
ォ
ー
タ
ン
の
場
面
・
・
・
ヴ
ァ
グ
ネ
ル
作

楽
師
…
…
…
…
…
•
…
…
・
・
ヴ
ル
作

ヴ
朋

田

鶴

ソ ツ
ポ

澄

添

川

ハ

ナ
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演旅
前
橋
市

催日

前

昭
和
七
年
四
月
三
十
日
！
五
月

l

日

0
旅

行

部

報

告

〔
演
奏
旅
行
〕

橋 演
奏
旅
行
（
前
橋
）

束

龍

夫

ろ
、
霜

の

休
憩
一

0
分
間

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
平
戸

富

美

イ
長
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
第
二
番
第
一
楽
章
）
…
…
…
…
…
リ

テ
ノ
ー
ル
獨
唱
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
薗

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー
の
歌
…
ヴ
ァ
グ
ネ
ル
作

静
な
る
歌
（
作
品
一
八
第
三
番
）
；
…
…
…
…
…
…
…
•
ト
ル
ン
ク
作

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…

…
…
兎

ホ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
六
四
第
一
楽
章
）
•
…
…
…
•
•
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作

群
馬
縣
―
音
楽
協
會
並
女
子
師
範
學
校

期
昭
和
七
年
四
月
三
十
日
夜
、
五
月
一
日
午
前
及
午
後
の
三
回

参
加
者
乗
杉
校
長
、
山
下
生
徒
主
事
、
大
塚
講
師
、
見
田
助
敦
授
、
小
林
、

中
藪
、
川
村
の
三
啜
託
。

生
徒
男
子
は
本
科
全
部
〔
ヽ
〕
師
範
科
の
三
、
二
年
生
、
女
子
は
本
三
、

本
二
師
三
の
全
部
と
本
一
の
盤
架
部
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科
で
之
に
研
究

科
及
聰
講
科
生
敷
名
に
海
軍
の
委
託
生
を
加
へ
て
穂
勢
百
二
十
名

館
白
井
屋
、
東
郷
屋
、
住
吉
屋
、
岩
六
旅
館
、
油
屋
の
五
軒
に
分
宿

奏
第
一
回
は
一
般
市
民
の
為
に
、
第
二
回
は
男
女
中
等
學
校
生
徒
と

小
學
校
敦
員
の
為
に
、
第
三
回
は
群
馬
縣
女
子
師
範
生
徒
と
来
賓
及
卒

業
生
の
為
に
行
は
れ
た
。

主

群
馬
會
館
ホ
ー
ル
（
三
回
共
）

い

、

ア

ン

ダ

ン

テ

、

ろ
、
ア
レ
グ
ロ
、
デ
イ
、
モ
ル
ト
…
…
…
…
．．． 
ノ

い
、
い
ろ
は
う
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
甘言，ー

作

ボ

ヘ

ミ

ヤ

民

謡

旗

野

十

一

郎

作

歌

日
＿
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
•

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

高

野

辰

之

作

歌

に
、
お

A

雲
雀
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
見
公

い
、
練
習
曲
（
作
品
二
五
第
七
）
…
…
…
…
…
シ

、
リ

ス

ろ
、
練
習
曲
（
第
六
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
ハ
ガ
ニ

四
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岩

歌
劇
「
自
由
射
手
」
中
の
エ
ー
ン
ヒ
エ
ン
の
歌
…
ヴ

五
、
管
絃
楽
附
混
盤
合
唱

最
後
審
判
日
（
鎮
魂
歌
第
二
章
）
…
…
…
…
…
ケ

六

、

管

絃

楽

藝
術
家
生
活
（
圃
舞
曲
）
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

二
、
混
盤
合
唱
（
無
伴
奏
） 楽

指

揮

管
絃
架
合
唱

伴

奏

作

ー

ニ

作

ト

編

ュ

ト

ラ

ウ

ス

作

（
『
昔
築
』
學
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、
一
五
六
l
一
五
七
頁
）

ル

ビ

工
見

作

ベ

lレ

作

谷

廣

子

ョ

ノぐ

ン

田

子

時

潔

曲歌

イ

ド

ン

作

第 2部

七

ろ い

一
、
管

絃

田

子

六 五

田

誠

ス

卜

乍
rー

大

淳

東
京
昔
榮
學
校
生
徒

公

塚
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石

橋

越

後

獅

子
佛

師第

二

部

長

唄

船

辮

慶

狂 囃

第

一

部

能

會

場

上

野

邦

楽

演

奏

曲

目

言 子
楽

昭
和
七
年
五
月
一
日

佛

師

本

校

奏

榮

堂

三
味
線

三
味
線

唄 唄

同選
東松

科

子 子

同敦
吉山

務

同選
松東

科

本修臼住會田獨本

壽了｛主住託

潤生小秀小舜

太十

芭雄芭平

潤

子 子

同敦
成柏

務

修国富會木囁

壽了住住託

生良小ゆ
小三

息 子 慇 き

和

田

喜

太

郎

田

含

者

小

早

川

清

士

選

科

修

了

生

同

上

池

内

信

嘉

疇

疇

麟

疇

辱

辱

疇

記

敦

授

邦

楽

演

奏

会

(

1

)

一

時

開

場

一

時

半

開

演

昭
和
七
年
四
月
二
十
四
日
（
日
曜
日
）
午
後

東

京

昔

榮

學

校

島
澤
啓
次

観
世
左
近

放

下

僧

不

見

不

聞

弱

間
能 狂

衣

言

素

謡

多
々
良
外
茂
三

龍

井

俊

雄

松

本

謙

三

樫

本

為

義

會

場

牛

込

匿

新

小

川

町

春

季

演

能

番

組

菊

市

昭
和
七
年
五
月
十
五
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
蜘
仁
[
”

観

世

舞

豪

昭
和
七
年
五
月
十
五
日

曙

春

季

能

楽

演

奏

会
講

師
同

吉

野

徳

寺

井

政

敷

吉

野

徳

東

京

昔

榮

學

校

173 

郎

第1章

郎

主

人

小

早

川

清

士

能

楽

科

生

徒

鱈

砕

麟

戸

疇

補

導

（
稀
音
家
六
四
郎
）

長

唄

科

敦

師

生

徒

九

十

名

(

1

)

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
印
刷
で
は
「
四
月
二
十
四
日
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
手
書
き
で
「
五
月
一

日
」
と
訂
正
を
加
え
て
あ
る
。
ま
た
、
会
場
も
「
青
山
日
本
青
年
館
」
と
な
っ
て
い
る
。

昭和2年～12年(1927~1937)



――-‘ 

ピ
ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
・
ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
（
第
十
二
番
）
…
…
•
•
•
リ

四
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
平

ア

ノ

獨

奏

に
、
お
う
雲
雀

は
、
夜

ろ
、
初

一
、
管い

、

ア

ン

ダ

ン

テ

｝

ろ
、
ア
レ
グ
ロ
・
デ
イ
・
モ
ル
ト
…
…
…
…

〔

マ

マ

〕

（
第
六
卜
調
驚
愕
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
よ
り
）

合

二

、

混

盤

い
、
い
ろ
は
歌
：
；
…
…
…
…
…
…
•
•

絃

東
京
昔
築
學
校
大

管
絃
榮
及
合
唱

鶯
（
ド
イ
ツ
語
）

唱
（
無
伴
奏
）

楽

演

奏

曲

目
演

奏

會

静
岡
市
静
岡
城
内
疇
汀
小
學
校
講
堂

原

壽

恵
ス

子
氏

ト
作

山

田

菊

江

氏

…

…

信

時

潔

作

曲

ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン
作
曲

衣

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

：

｛

鳥

居

枕

作

歌

｛
万
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
シ
作
曲

ー

テ

作

詩

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

i

高

野

辰

之

作

歌

ノ‘

イ

・
ド

ン
作

指

揮

大

塚

淳

氏

管
絃
楽
及
合
唱
東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

伴

奏

岡

本

リ

ウ

子

氏

静

岡

縣

敦

育

會

静

岡

市

敦

育

會

f

後

援
主

催

静

岡

縣

昔

架

敦

育

會

昭
和
七
年
五
月
十
五
日

l
十
七
日
演
奏
旅
行
（
浜
松
ー
静
岡
）

昭
和
七
年
五
月
十
六
日
（
月
）
夕
七
時
開
會

〔

演

奏

旅

行

〕

濱

松

ー

静

岡

昭
和
七
年
五
月
静
岡
高
等
學
校
創
立
十
周
年
紀
念
事
業
の
一
と
し
て
本
校
職

員
生
徒
の
同
校
に
於
け
る
出
張
演
奏
方
を
堀
校
長
よ
り
依
頼
し
来
れ
る
を
機
に

濱
松
、
静
岡
雨
市
に
於
て
も
静
岡
縣
昔
架
敦
育
會
主
催
の
も
と
に
別
記
曲
目
の

通
り
夫
々
演
奏
會
を
開
い
た
が
何
れ
も
同
地
方
空
前
の
盛
況
で
地
方
に
於
け
る

昔
楽
の
普
及
に
多
大
の
放
果
を
牧
め
る
を
得
た
。

参
加
者
乗
杉
校
長

1

岡
野
、
大
塚
、
馨
、
山
田
各
敦
官
、
小
林
、
中
藪
雨
啜
託
、
幕
田
雇
、

、

兎
束
、
松
浦
、
岩
谷
、
平
原
、
岡
本
、
清
水
、
盛
口
、
増
田
、
松
田
の

各
卒
業
生

海
軍
委
託
學
生
七
名

本
科
全
部
、
師
三
、
師
二
各
學
年
生
徒
穂
計
百
六
十
名

君

ー

休

憩

十

分

間

|

|

楽

七
、
管
絃
楽
附
混
盤
合
唱

〔

マ

マ

〕

最
後
の
審
判
日
（
レ
ク
イ
ー
ム
第
二
章
）
…
…
…
…
…
ケ

が

代

（

管

絃

楽

伴

奏

）

藝
術
家
生
活
（
ヴ
ァ
ル
ツ
）

六
、
管

絃

ル

ビ

シ

ト

―
フ
ウ

…
…
…
…
…
•
•
•
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
作

歌
劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
中
の

「
暁
の
花
と
心
は
開
く
」

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…

二
つ
の
ロ
マ
ン
ツ

い

、

卜

長

調

（

作

品

四

0
第
一
）

ろ

、

へ

長

調

（

作

品

五

0
第
二
）

…
…
…
…
…
…
…
灸
甫

、
>
J̀

…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

き

み

一
作

E
 

立
口

ス
作

2第

よ
氏
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昭和 7年5月16日，浜松市での演奏会

同 演 奏 会
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旅

館
見

學

ろ、 い
、
卜
長
調
（
作
品
四

0
第
一
）

ヘ
長
調
（
作
品
五

0
第

）

松

浦

き

み

よ

静
岡
縣
―
音
楽
敦
育
會

賽
夜
共
同
市
公
會
堂

五
月
十
五
日
（
日
）
午
後
一
時
|
|
'
同
七
時

十
六
日
午
前
八
時
よ
り
二
時
間
、
日
本
榮
器
製
造
株
式
會
社
工
場

花
屋
本
支
店
、
大
米
屋
、
小
松
屋

静
岡
高
等
學
校
並
静
岡
縣
―
音
楽
敦
育
會

午
後
の
部
同
高
等
學
校
講
堂
（
中
綴
放
送
）

夜

の

部

同

市

尋

高

講

堂

十
六
日
午
後
一
時
半
|
—
同
七
時

十
七
日
午
前
八
時
よ
り
午
後
二
時
迄
久
能
山
、
三
保
、
龍
華
寺
（
終

始
自
動
車
ヲ
用
フ
）

大
東
館
、
長
生
館
、
中
藤
屋

五
、
（
書
）
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

四
、
（
萱
）
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

歌
劇
「
自
由
射
手
」
中
の
エ
ー
ン
ヒ
エ
ン
の
歌
…
ヴ
ェ
ー
ベ

四

、

（

夜

）

ア

ル

ト

獨

唱

平

原

壽

歌
劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
中
の
「
廃
の
花
と
心
は
開
く
」

〔
静
岡
で
は
、
。フ

ロ
グ
ラ
ム
の
四
番
目
と
五
番
目
を
次
の
よ
う
に
昼
夜
曲
目
を
変
え
て
演
奏
し
た
。
〕

廣

子
ル

作

曲

恵

岩

谷

子

•
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
サ
ン
サ
ー
ン
作
曲

二
つ
の
ロ
マ
ン
ツ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

五
、
（
夜
）
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ホ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
六
四
第
一
渠
章
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

（『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、
一
五
七

l
一
五
九
頁
）

第
六
十
三
回
定
期
演
奏
会

昭
和
七
年
六
月
九
日
（
木
曜
日
）
午
後
戸
麟
麟
揺
疇

日
比
谷
公
會
堂

東

京

昔

架

學

校

ク
ラ
ウ
ス

Gloria 
P
a
t
r
i
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
G
e
o
r
g
 Friedrich 
H
a
n
d
e
l
 

fil
r
 D
o
p
p
e
l
c
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
er 

(16
8
5
1
1
7
5
9
)
 

二
、
古
式
に
よ
れ
る
小
組
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
作

K
l
e
i
n
e
 Suite 
in 
a
l
t
e
m
 Stil……………•…••Klaus 

P
r
i
n
g
s
h
e
i
m
 

filr 
Violine,
 Vi

o
l
a
 
u
n
d
 Violoncello 

(

g

e
b
.
 
1
8
8
3
)
 

E
nt
rat
a
 

M
e
n
u
et
 I
 

G
a
v
o
t
t
e
 

Ai

r
 

M
e
n
u
et
 
II 

一
、
グ
ロ
ー
リ
ア
・
パ
ー
ト
リ
（
主
を
讃
へ
よ
）
…
…
ヘ

期

日

會 主

場催

ン

デ

］レ

旅
静
岡 見

館學

期會
濱

主松

日 場催

管

絃

架

合

唱

東
京
一
音
楽
學
校
管
絃
榮
部
員

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

作

K
l
a
u
s
 P
ri
n
g
s
h
ei
m
 

會
場

昔

榮

演

奏

曲

目

昭
和
七
年
六
月
九
日

指

揮

者

Di

ri
g

e
nt
:
 

兎
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

束

龍

夫
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昭和7年6月9日，「バルジファル」

ヘ
ン
デ
ル
作

G
l
o
ri
a
 P
at
ri

,
 

et
 

Fi
li
o
,
 et 

Sp
i

ri
t

ui
 

S
a
n
ct
o
,
 sic

ut
 

erat
 
i

n
 p
ri
n, 

ci
p
i

o
,
 et 

n
u
n
c
,
 et 

s
e
mp
er
,
 et 

i

n
 saecula 
s
a
e
c
u
l
o
r
u
m
,
 Am

e
n
・
 

父
と
子
と
聖
震
に
榮
光
あ
れ
、

始
に
あ
り
、
今
あ
り
、
世
々
限
り
な
く
あ
る
な
り
、
ア
ー
メ
ン

（
日
本
聖
公
會
制
定
繹
）

〔解
説
〕

敦
會
音
楽
の
種
類
の
う
ち
に
グ

ロ
リ
ア
と
稽
せ
ら
れ
る
も
の
が
二
種
類
あ

る
。
そ
の
―
つ

は
グ

ロ

リ

ア

イ

ン

エ

ク
セ
ル
シ
ス
云
々
に
は
じ
ま
る
も
の
で
、
ミ

サ
の
中
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
、
他
の
も
の
は
こ
A

に
皐
げ
た
歌
詞
を
有
つ
も
の
で
、

朝
、
夕
、
晩
の
祈
躊
の
際
に
歌
は
れ
る
詩
篇
の
終
り
に
必
ら
ず
附
加
し
て
歌
は
れ
る
も

四、

邦
繹

〔歌
詞
〕

演

奏

曲
一
、
グ
ロ
リ
ア

解

説

ト
リ

°、ノ

以

上

本

邦

初

演

A
l
l
e
 W
e
r
k
e
 z
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
 

三
、
詩
篇
交
書
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
作

S
y
m
p
h
o
ni
e
 d
e
 
Psaumes

……………………

•••Igor 

St
r
a
vi
n
s
k
y
 

fiir 
g

e
mi
s
c
ht
e
n
 C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
e
r
 

(
g
e
b
.
 

1
8
8
2
)
 

I. 

P
s
a
l
m
 us
 X
X
X
V
I
I
I
,
 V
 er
s
 1
3
 u
n
d
 1
4
 

I
L
 
P
s
a
l
m
u
s
 X
X
X
I
X,
 Ve

r
s
 2
,
 3
 
u
n
d
 4
 

III
.
 P

s
a
l
m
u
s
 C
L
 

休

憩

二

十

分

「
パ
ル
ジ
フ
ア
ル
」

「場
愛
り
の
一
音
楽
」

第

一
幕
の

及
「
終
り
の
場
」
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
作

V
e
r
w
a
n
d
l
u
n
g
s
m
u
si
k
 u
n
d
 S
c
h
l
u
s
s
s
z
e
n
e
 

d
e
s
 I. 
A
kt

e
s
 
a
u
s
,,
P
a
r
si
f
a

l"
…
…
…
…
…
…
…
R
i

c
h
a
r
d
 W
a
g
n
e
r
 

fil
r
 C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
e
r
 

(
18
1
3ー

1
8
8
3
)

Gi
g

u
e
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の
で
あ
る
。
従
っ
て
後
者
は
正
し
く
稲
す
る
な
ら
ば
グ
ロ
リ
ア
。
ハ
ト
リ
で
あ
り
、
昔

楽
と
し
て
の
形
も
短
少
で
あ
る
こ
と
は
嘗
然
で
あ
る
。
詩
篇
は
特
別
の
祝
祭
等
の
場
合

の
外
は
特
に
一
音
楽
を
附
せ
ず
し
て
朗
誦
せ
ら
る
A

か
、
又
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
旋
律
に

合
せ
て
詠
ぜ
ら
れ
る
に
止
ま
る
。
（
こ
の
際
グ

ロ
リ
ア
パ
ト
リ
は
詩
篇
を
詠
ず
る
に

用
ひ
た
旋
律
を
繰
返
し
用
ひ
る
。
）
本
日
演
奏
せ
ら
る
A

如
き
大
が
か
り
の
グ

ロ
リ
ア

パ
ト
リ
は
祝
祭
用
の
詩
篇
の
一
節
で
あ
る
こ
と
は
上
記
に
よ
っ
て
自
然
に
解
せ
ら
れ
る

所
で
あ
る
。

本
来
か
ら
云
ふ
な
ら
ば
、
グ
ロ
リ
ア
パ
ト
リ
は
そ
れ
が
正
に
附
隔
す
べ
き
詩
篇
と

共
に
演
奏
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
演
奏
に
お
い

て
は
種
々
の
都
合
上
こ
の
部
分
の

み
を
演
奏
す
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
。
従
つ
て
鑑
賞
者
は
そ
の
心
的
準
備
を
嘗
然
要
求

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば

こ
れ
が
附
屍
す
る
詩
篇
と
は
い
ず
れ
の
も
の

で
あ
る

か
。
こ
れ
に
開
し
て
は
少
許
の
説
明
と
考
證
が
必
要
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
版
ヘ
ン
デ
ル
全

集
を
通
覧
す
れ
ば
、
そ
の
詩
篇
の
部
に
、

Di
xi
t

D
o
mi

n
u
s
 
(
ウ
ル
ガ

タ
聖
書
詩
篇
第

百
九
篇
、
一
般
の
聖
書
第
百
十
篇
）

N
i

si

D
o
mi

n
u
s
 
(
ウ
ル
ガ
タ
百
二
十
六
、
一
般

百
二
十
七
）

L
a
u
d
at
e
p
ueri
 

D
o
mi

n
u
m
 (
ウ
ル
ガ
タ
百
十
二
、
一
般
百
十
三
）
が

相
並
ん
で
載
録
せ
ら
れ
る
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
、
ニ
シ
ド

ミ
ヌ
ス
を
除
く
の
外
、
定
型
に
従

っ
て
グ
ロ
リ
ア
パ

ト
リ
が
附
隔
し
て
ゐ
る
に
係
ら

ず
ニ
シ
ド
ミ
ヌ
ス
に
は
全
然
こ
れ
が
鋏
け
て
ゐ
る
こ
と
を
も
看
取
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
し
か
る
に
後
段
に
記
す
で
あ
ら
う
如
く
、
こ
の
グ
ロ
リ
ア
パ
ト
リ
の
曲
譜
は
全

然
孤
立
し
て
存
在
し
、
ヘ
ン
デ
ル
全
集
に
牧
載
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
A

に
第
一
の
解
決

の
鍵
が
輿
へ
ら
れ
る
。
又
精
密
に
、
ニ
シ
ド
ミ
ヌ
ス
の
本
部
と
、
こ
の
グ
ロ
リ
ア
と

を
比
較
す
れ
ば
、
そ
こ
に
第
二
の
鍵
が
輿
へ
ら
れ
る
。
郡
ち
本
部
の
第
一
の
合
唱
の
は

じ
め
の
部
分
と
、
グ
ロ
リ
ア
パ
ト
リ
の
う
ち
シ
ク
ッ
ト

エ

ラ

ト

な
る
歌
詞
の
附
せ

ら
れ
た
部
分
と
は
全
然
同
じ
で
あ
っ
て
、
伴
奏
の
フ
イ
グ
ウ
ル
が
僅
か
に
異
つ
て
ゐ
る

に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
看
取
せ
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
編
者
は
こ
れ
が
嘗

然
ニ
シ
ド
ミ
ヌ
ス
の
た
め
の
グ
ロ
リ
ア
パ
ト
リ
で
あ
る
と
断
定
し
た
い
の
で
あ

る
。
千
九
百
二
十
八
年
編
者
が
南
葵
＿
音
楽
圏
書
館
の
啜
を
承
け
て
、
本
曲
譜
の
校
訂
出

版
を
な
し
て
、
ド
イ
ツ
學
界
に
是
正
を
求
め
た
時
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
は
や
A

消
極
的
に
（
ツ
ア
イ
ト
シ
ュ
リ
フ
ト
フ
ィ
ュ
ル
ム
ジ
イ
ク
ヴ
ィ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト

に
て
）
編
者
の
見
を
是
と
し
、
者
宿
ヴ
ォ
ル
フ
博
士
は
編
者
に
あ
て
た
る
私
信
に
お
い

て
、
積
極
的
に
こ
の
見
を
是
認
せ
ら
れ
た
。

勿
論
編
者
は
何
の
材
料
も
手
懸
り
も
な
く
し
て
、
こ
の
雨
者
の
因
縁
を
猿
見
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
若
干
の
、
主
と
し
て
英
園
の
好
楽
家
の
研
究
が
編
者
を
示
唆
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
黙
に
つ
い
て
は
南
奏
―
音
楽
園
書
館
出
版
の
本
曲
の
純
譜
表
の

序
論
そ
の
他
を
参
照
せ
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

編
者
が
こ
の
楽
譜
の
原
本
を
疲
見
し
た
の
は
、
徳
川
頼
貞
侯
が
日
本
に
持
ち
鱚
ら
れ

た
カ
ミ
ン
グ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
整
理
に
常
つ
て
ゐ
た
時
で
あ
る
。
そ
の
原
本
は
勿

論
ヘ
ン
デ
ル
の
自
筆
の
も
の
で
は
な
い
が
、
現
在
で
は
世
界
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
何

と
な
れ
ば
ヘ
ン
デ
ル
自
筆
の
楽
譜
は
千
八
百
六
十
年
英
図
ク
リ
フ
ト
ン
の
火
事
で
烏
有

に
饉
し
、
従
っ
て
こ
の
自
筆
楽
譜
が
書
か
れ
た
と
同
時
代
に
コ

ロ
ン
ナ
家
の
圏
書
司
に

，．よ
っ
て
複
寓
せ
ら
れ
た
こ
の
現
在
日
本
に
あ
る
楽
譜
が
唯
一
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
つ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
、
こ

の
原
本
は
賞
然
絶
大
の
歴
史
的
憤
値
を
持
つ
。

従
っ
て
編
者
は
微
力
を
顧
み
ず
そ
の
校
訂
出
版
を
為
す
こ
と
の
有
意
義
な
る
を
信
じ
得

た
の
で
あ
る
。
勿
論
英
國
に
は
こ
の
原
本
を
基
礎
と
せ
る
ピ
ア
ノ
ス
コ
ア
が
す
で
に

出
版
さ
れ
て
居
る
。
し
か
し
純
譜
表
に
あ
っ
て
は
、
上
記
の
如
く
ヘ
ン
デ
ル
全
集
に
も

洩
れ
て
ゐ
る
や
う
な
こ
と
で
未
だ
全
然
公
刊
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
ニ
シ
ド
ミ
ヌ
ス
及
そ
の
グ
ロ
リ
ア
が
作
曲
せ
ら
れ
た
の
は
千
七
百
七
年
七
月

十
三
日
の
前
後
で
あ
る
こ
と
は
各
方
面
の
櫂
威
に
よ
っ
て
確
定
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
曲
は
各
々
二
組
の
絃
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
合
唱
及
二
つ
の
オ
ル
ゲ
ル
に
よ
っ
て
演

奏
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
は
純
奏
で
物
々
し
く
グ
ロ
リ
ア
パ
ト
リ
と
歌

ひ
は
じ
め
る
が
バ
ス
の
竪
部
の
旋
律
は
後
半
に
お
け
る
二
重
フ
ウ
ゲ
の
―
つ
の
テ
エ
マ

の
暗
示
を
輿
へ
て
ゐ
る
。
シ
ク
ッ
ト
エ
ラ
ト
の
所
か
ら
箪
純
な
齊
唱
と
な
り
、

イ
ン
セ
エ
ク
ラ
か
ら
次
の
二

つ
の
テ
エ
マ
に
よ
る
フ
ウ
ゲ
が
は
じ
ま
る。

エ
ト
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tra
ta 

全
曲
を
通
じ
て
吾
々
は
和
槃
進
行
に
つ
い
て
若
干
の
堅
苦
し
さ
を
感
じ
る
。

し
か
し

そ
れ
は
二
十
二
歳
の
青
年
の
作
と
し
て
は
已
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
或
る
立
脚
黙

か
ら
す
れ
ば
却
つ
て
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
特
徴
が
端
的
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
意
味

で
歴
史
的
に
興
味
の
あ
る
貼
で
も
あ
る
。
（
編
者
辻
荘
一
解
説
）

―
-
、
古
式
に
よ
れ
る
小
組
曲

プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
作
曲

私
の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
と
セ
ロ
の
た
め
の
小
組
曲
」
は
特
定
の
手
本
に

よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
中
葉
に
至
る
器
楽
を
風
靡
し
た

か
の
フ
ラ
ン
ス
組
曲
の
形
式
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
今
の
多
く
の
指
導
的
作
曲

家
、
就
中
獨
逸
の
人
々
は
か
の
古
典
前
期
の
様
式
の
諸
要
素
と
原
理
と
を
近
代
＿
音
楽
中

に
取
り
入
れ
、
か
く
て
過
去
と
現
代
を
交
渉
せ
し
め
一
の
新
ら
し
い
様
式
の
統
一
を
獲

よ
う
と
し
て
ゐ
る
が
、
私
は
寧
ろ
和
槃
や
旋
律
に
於
て
も
全
然
鴬
時
の
＿
音
楽
の
特
性
を

保
持
し
、
そ
し
て
そ
の
＿
音
を
以
て
特
有
な
雰
園
氣
を
躍
如
た
ら
し
め
や
う
と
試
み
た
。

短
い
六
つ
の
曲
か
ら
な
る
こ
の
小
組
曲
は
凡
て
三
槃
で
書
か
れ
、
厳
格
に
封
位
式
模

倣
式
で
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
主
調
で
あ
る
卜
長
調
は
放
棄
さ
れ
ず
、
主
調
と
麗
調
の
範
園

を
超
え
な
い
。
第
二
、
第
三
、
第
五
、
第
六
の
四
楽
章
は
ミ
ヌ
エ
ッ
ト
、
ガ
ヴ
ォ
ッ

ト
、
ジ
ー
グ
と
い
ふ
古
い
舞
踏
曲
形
式
に
基
い
て
ゐ
る
。
序
曲
（
ア
ン
ト
レ
ー
）
は
先

づ
七
小
節
の
主
題
に
於
て
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ロ
ッ
ク
の
華
美
な
特
性
を
強
調
し
、
後
之
を

三
槃
の
フ
ー
ゲ
で
狡
展
さ
せ
る
。
昔
の
巨
匠
が
舞
踏
組
曲
で
好
ん
で
附
加
し
た
や
う

に
、
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
と
第
ニ
ミ
ヌ
エ
ッ
ト
の
中
間
に
抒
情
的
で
情
緒
盟
な
基
調
の
緩
徐
な

ェ
ア
ー
が
挿
入
さ
れ
る
。
第

一、

第
ニ
ミ
ヌ
エ
ッ
ト
、
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
と
ジ
ー
グ
は
各
そ

の
楽
章
の
第
一
小
節
に
於
て
そ
の
舞
踏
曲
形
式
の
特
性
と
経
過
を
規
定
す
る
節
奏
的
主

題
的
指
導
精
紳
を
提
示
し
、
之
に
應
じ
て
以
後
展
開
さ
れ
る
。

、
詩

篇

交

響

曲

（
ク
ラ
ウ
ス

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
作

現
代
の
一
音
楽
主
潮
は
他
の
諸
現
象
に
於
け
る
が
如
く
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
封
す
る

反
動
で
あ
る
と
約
言
し
得
る
。
陰
影
的
轄
調
的
和
竪
よ
り
も
無
調
的
多
調
的
な
線
の
交

錯
す
る
封
位
法
、
和
竪
よ
り
も
節
奏
、
柔
軟
に
し
て
統
一
的
に
推
移
す
る
節
奏
よ
り
も

強
硬
に
し
て
不
統
一
的
に
交
替
す
る
節
奏
、
絃
よ
り
も
管
、
打
楽
器
、
標
題
―
音
楽
や
大

規
模
な
楽
劇
よ
り
も
劇
場
特
に
舞
踏
乃
至
小
劇
場
の
一
音
楽
や
室
内
管
絃
楽
に
封
す
る
偏

愛
の
傾
向
等
は
就
中
そ
の
頸
著
な
現
象
と
云
へ
る
。

か
A

る
動
向
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
毀
春
褒
貶
は
と
も
か
く
イ
ゴ
ー
ル
ス
ト
ラ
ヴ
ィ

ン
ス
キ
ー
(
-
八
八
二
年
生
）
が
代
表
的
作
家
で
あ
る
こ
と
は
確
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
に

生
れ
最
初
法
律
を
學
ん
だ
彼
は
二
十
一
歳
に
し
て
＿
音
楽
に
身
を
轄
じ
、
リ
ム
ス
キ
ー
・

コ
ル
サ
コ
フ

の
弟
子
と
な
り
、
二
十
七
歳
に
し
て
ロ
シ
ア
バ
レ

ー
の
大
立
物
デ
ィ
ア
ギ

レ
フ
の
作
曲
家
と
な
っ
た
。
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
と
提
携
し
た
こ
と
は
彼
の
出
世
の
端
緒
で

あ
り
又
早
く
よ
り
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ヰ
ス
等
西
欧
で
暮
し
バ
レ
ー
を
中
心
に
活
動
す
る
彼

の
運
命
を
決
定
し
た
。
近
年
は
作
曲
以
外
に
指
揮
者
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
も
活
動
し
ア

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
解
説
）

｀
 

言
V. 
M
e
n
u
et
 

II 

ヽ
‘
令
え
も

179 第 1章 昭和 2年～12年 (1927~1937)



メ
リ
カ
等
へ
旅
行
し
て
ゐ
る
。

バ
レ
ー
を
始
め
歌
劇
、
交
響
曲
、
室
内
楽
、
歌
謡
等
に
亘
る
彼
の
作
品
は
一
音
楽
に
於

て
リ
ム
ス
キ
ー
、
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
、
ボ
ロ
デ
ィ
ン
等
の
所
謂
ロ
シ
ア
五
人
組
よ
り
或

は
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ビ
ッ
シ
ー
或
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ヒ
等
よ
り
、
＿
音
楽

以
外
に
於
て
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
、

蓋
家
ピ
カ
ソ
、
詩
人
コ
ク
ト
ー
等
よ
り
多
大
の
影
響
を

受
け
作
風
が
轄
々
と
し
て
斐
化
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
結
局
彼
は
根
本
的
に
ロ
シ
ア
魂
の

所
有
者
で
あ
り
、
彼
の
創
作
の
基
礎
を
な
す
も
の
は
ロ
シ
ア
の
民
謡
民
舞
の
原
始
的
な

全
音
階
と
無
限
に
愛
化
に
富
む
節
奏
で
あ
る
。
こ
の
祖
國
の
民
謡
調
よ
り
出
猿
し
西
欧

の
文
化
的
博
統
―
音
楽
を
吸
牧
し
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
脱
し
、
モ
ー
ダ
ニ
ズ
ム
の
昔

〔

マ

マ

〕

楽
を
生
も
う
と
い
ふ
過
程
が
彼
の
従
来
の
業
蹟
で
あ
っ
た
と
云
へ
る
。

彼
の
一
音
楽
の
重
心
を
な
す
も
の
は
人
間
の
本
源
的
流
露
な
る
節
奏
で
あ
る
。
そ
の
特

性
は
一
方
に
ジ
ャ
ざ
音
楽
に
於
け
る
が
如
き
常
に
弱
拍
を
強
拍
に
愛
更
す
る
切
分
昔
的

節
奏
を
、
他
方
に
曲
中
の
拍
子
の
統
一
を
破
り
僅
の
小
節
内
で
拍
子
を
絶
え
ず
愛
更
す

る
節
奏
を
用
ひ
る
黙
に
あ
る
。
か
く
て
昔
力
的
愛
化
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
連
績
的

漸
次
的
推
移
と
は
反
封
に
急
激
的
断
績
的
の
そ
れ
に
な
る
。
＿
音
の
性
質
乃
至
昔
色
に
於

て
も
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
柔
軟
に
し
て
融
合
的
感
傷
的
主
観
的
昔
と
は
反
到
に
強
硬

に
し
て
結
晶
的
原
始
的
客
観
的
幸
日
を
用
ひ
る
。
か
A

る
晋
の
好
み
は
楽
器
を
機
械
化
す

る
こ
と
に
な
る
。
管
絃
楽
に
於
て
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
在
来
の
優
位
を
奪
ひ
、
絃
を
随

伴
昔
、
弾
絃
的
和
＿音
、
固
執
昔
の
如
き
従
位
と
し
て
用
ふ
る
こ
と
多
く
、
ホ
ル
ン
を
除

く
管
を
特
に
重
用
し
主
櫃
と
な
し
、
（
十
一
個
の
管
の
み
よ
り
な
る
ラ
グ
タ
イ
ム
の
如

し
。

一
九
一
八
年
作
）
又
打
楽
器
を
獨
奏
的
又
は
合
奏
的
に
繊
細
多
様
に
用
ひ
る
。
加

ふ
る
に
ピ
ア
ノ
は
在
来
の
如
く
ピ
ア
ニ
ス
テ
イ
ッ
ク
で
な
く
打
楽
器
の
如
く
節
奏
を
明

確
に
し
強
め
色
附
け
る
意
味
で
重
視
す
る
。
（
「
ロ
シ
ア
田
含
の
婚
證
」
は
四
豪
の
ピ
ア

J
を
使
用
す
。

一
九
一
四
ー
一
七
年
作
）
。
か
く
て
楽
器
編
成
の
種
類
と
力
黙
の
相
異
が

著
し
き
色
彩
上
の
特
性
を
生
む

こ
と
に
な
る
。
旋
律
も

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
伸
び
の
あ

る
歌
調
と
は
反
封
に
ロ
シ
ア
特
に
農
民
の
民
謡
風
な
短
い
簡
潔
な
も
の
を
用
ひ
、
之
を

〔

マ

マ

〕

反
覆
し
、
主
と
し
て
固
執
低
音
上
に
礎
か
れ
る
彫
刻
的
複
旋
的
手
段
で
組
成
す
る
。
以

上
の
如
き
諸
特
性
は
楽
界
の
大
物
議
を
醸
し
た
「
春
の
祭
典
」
(
-
九
―
一
ー
一
三
年

作
）
で
特
に
顕
著
で
あ
る
が
、
近
年
特
に
ア
ボ
ロ
・
ミ
ュ
サ
ジ
ェ
ー
ト
(
-
九
二
七
年
）

以
後
は
漸
次
に
古
典
的
抽
象
的
作
風
に
韓
向
し
つ
A

あ
る
如
く
で
あ
る
。

内
容
上
よ
り
彼
の
作
を
観
る
に
、
＿
音
と
節
奏
の
機
械
化
は
或
意
味
で
脱
人
間
的
性
質

を
齋
ら
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
彼
が
ノ
イ
エ
ザ
ッ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
作
家
と
云
は
れ

る
所
以
で
あ
る
。
そ
の
他
グ
ロ
テ
ス
ク
も
彼
の
作
の
一
特
性
で
あ
る
。
（
「
ペ
ト
ル
シ
ュ

カ
」
（
一
九
一

0
ー
―
一
年
作
）
「
春
の
祭
典
」
の
如
し
）
又
ロ
シ
ア
國
民
性
に
通
有
な

る
重
黙
、
苦
憐
、
厭
世
、
虚
無
的
傾
向
も
常
に
頸
著
に
見
ら
れ
る
特
性
で
あ
る
が
、
チ

ア
イ
コ
ウ
ス
キ
ー
等
に
於
け
る
が
如
き
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
憂
愁
と
は
異
り
、
彼
の
そ

れ
は
力
強
い
爆
装
、
懐
疑
の
叫
び
と
な
り
（
「
ロ
シ
ア
田
舎
の
婚
證
」

「
エ
デ
ィ
ッ
。
フ
ス

王
」
（
一
九
二
六
ー
ニ
七
年
作
）
の
如
し
）
時
に
は
嘲
笑
、
皮
肉
の
表
現
と
な
る
。
（
「
ペ

ト
ル
シ
ュ
カ
」
の
如
し
）
更
に
彼
の
宗
敦
観
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
原
始
的
自
然
宗
敦

で
あ
る
。
彼
の
信
仰
は
自
然
其
者
現
象
其
者
で
あ
り
、
紳
郡
自
然
、
地
は
稗
、
生
の
源

な
り
と
い
ふ
神
認
的
思
想
は
「
春
の
祭
典
」
の
み
な
ら
ず
、
「
ロ
シ
ア
田
含
の
婚
證
」

「
兵
士
の
話
」
、
に
も
明
に
観
ら
れ
る
。

本
演
奏
の
「
詩
篇
交
響
曲
」
は
作
者
の
抽
象
的
古
典
的
形
式
へ
の
轄
向
期
に
於
け
る
代

表
作
で
、
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
園
五
十
年
祭
の
為
に
一
九
三

0
年
に
作
曲
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。本

作
は
一
言
に
古
代
的
希
騰
敦
會
的
東
方
基
督
敦
精
紳
へ
の
復
饉
の
表
現
で
あ
る
。

宗
敦
観
に
於
て
は
「
春
の
祭
典
」
に
於
け
る
苦
悩
の
無
拘
束
な
爆
猿
に
比
し
て
、

遥
に

抑
制
的
諦
観
に
傾
き
、
厭
世
観
に
於
て
は
オ
ラ
ト
リ
オ
「
エ
デ
ィ
ッ
プ
ス
王
」
の
禁
欲

的
病
弱
に
比
し
て
、
根
強
く
解
脱
的
に
な
つ
て
ゐ
る
。
更
に
「
エ
デ
ィ
ッ
。
フ
ス
王
」
に

於
て
復
古
的
に
ラ
テ
ン
語
を
歌
詞
と
せ
る
如
く
、
本
作
も
公
認
羅
旬
語
聖
書
中
の
詩
篇

を
歌
詞
と
し
て
用
ひ
て
ゐ
る
。
こ
の
貼
は
雨
者
共
軌
を
一
に
す
る
。

全
曲
は
殆
ん
ど
凡
て
固
執
低
昔
の
堅
固
な
基
礎
上
に
組
上
げ
ら
れ
、
オ
ラ
ト
リ
オ
風

な
合
唱
が
編
み
な
さ
れ
て
ゐ
る
黙
は
恰
も
ビ
ザ
ン
ツ
の
モ
ザ
イ
ッ
ク
美
術
に
臀
ふ
べ

く
、
ペ
ト
ル
シ
ュ
カ
よ
り
力
。
フ
リ
チ
オ
に
至
る
短
い
簡
潔
な
旋
律
に
比
し
て
、
伸
び
あ

る
長
き
旋
律
而
も
一
＿
音
を
長
く
固
執
す
る
貼
は
希
服
敦
會
の
旋
法
を
想
は
せ
る
。
合
唱

の
編
成
は
「
エ
デ
ィ
ッ
プ
ス
王
」
に
於
て
男
槃
の
み
な
り
し
に
反
し
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
迄
撰

張
さ
れ
て
居
る
が
、
管
絃
楽
の
編
成
は
前
者
に
於
て
絃
が
凡
て
用
ひ
ら
れ
た
る
に
反
し
、

今
は
セ
ロ
と
バ
ス
の
み
に
制
限
さ
れ
て
居
り
、
ピ
ア
ノ
、
ハ
ー
。フ
、
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
は
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第
二
部
「
誹
の
力
に
封
す
る
待
詔
」
は
遂
に
生
に
封
す
る
苦
悩
の
高
潮
の
表
現
と
な

る
。
本
楽
章
は
二
重
フ
ー
ゲ
の
作
法
で
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
。

自
我
の
分
裂
苦
悩
を
示
す
オ
ー
ボ
ー
の
旋
律
は

4
.

、
,
'
戸
豆
．
）
呂
―
？
ノ
•
恥
―

9
肛
）
．
ー1~

..., 

し

,-̂ ―‘ 

而
し
て
本
楽
章
は
主
と
し
て
次
の
固
執
低
昔
上
に
礎
か
れ
て
ゐ
る
。

＿霊層
．． 

『
ド
こ
―0~汀
に’
-
0
，
ぃ]」
T

し

□5
噂（

m
o
.

g

2
•
D
O
'
,
a
、

.

.
 g. 

依
然
重
用
さ
れ
る
が
更
に
第
ニ
ピ
ア
ノ
が
加
へ
ら
れ
昔
色
の
硬
さ
を
増
し
て
ゐ
る
。
尚

作
者
が
在
来
常
に
愛
用
し
た
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
本
曲
で
省
略
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
管
絃
楽
編
成
は

フ
リ
ュ
ー
ト
五
（
一
個
は
ピ
ッ
コ
ロ
に
代
る
）

オ
ー
ボ
ー
四
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
一
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
三
、
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ

ト
一
、
ホ
ル
ン
四
、
小
形
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
（
二
調
）
一
、
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
四
、
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
三
、
テ
イ
ユ
ー
バ
一
、
ハ
ー
プ
一
、
ピ
ア
ノ
ニ
、
絃
と
し
て
セ
ロ
に
バ
ス
。

初
演
は
一
九
一
―
1
0
年
十
二
月
ブ
ラ
ッ
セ
ル
・
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ
ニ
ー
楽
園
に
よ
っ
て
行

は
れ
た
。

全
曲
は
三
部
に
分
た
れ
、
第
一
部
は
「
神
の
力
に
封
す
る
祈
り
」
第
二
部
は
「
神
の

力
に
封
す
る
待
墜
」
第
三
部
は
「
紳
の
力
に
封
す
る
膿
讃
」

で
、
各
部
は
之
に
閥
聯
あ

る
詩
篇
中
の
各
節
の
合
唱
及
之
に
相
應
す
る
管
絃
楽
よ
り
な
る
。

〔
マ
マ
l

第
一
部
「
紳
の
力
に
封
す
る
祈
り
」
は
人
間
の
最
深
酷
な
懺
悔
、
請
願
の
表
現
で
あ

る。
管
絃
楽
の
奏
す
る
性
急
な
序
奏
の
後
に
現
れ
る
、
主
題
（
楽
譜
1

)

は
沈
鬱
に
し
て

古
代
風
な
る
全
曲
の
紳
訟
的
暗
さ
を
先
づ
示
す
。

T
o
n
o『

A
-t
o
 

6
 を

P
"

go

｀ 

全
楽
章
は
苦
悩
困
懲
、
憂
慮
の
高
潮
で
未
だ
解
明
解
脱
に
達
し
な
い
。

第
三
部
「
紳
の
力
に
封
す
る
證
讃
」
ハ
レ
ル
ヤ
で
始
め
て
員
の
解
明
解
脱
が
来
る
。

他
の
二
部
に
封
し
て
本
楽
章
は
最
も
長
く、

堅
固
な
固
執
低
昔
上
に
礎
か
れ
た
る
音
の

編
合
は
ビ
ザ
ン
ツ
の
モ
ザ
イ
ッ
ク
を
特
に
想
は
す
。
主
要
主
題
は

B
"
s
s
e
 

A-•le.

>C.b.

J

1

8

0

 

1
,
'

し
~

．

第
一
の
管
絃
楽
の
間
奏
は
帥
秘
的
で
明
暗
に
富
む
、
之
は
次
の
二
個
の
封
比
的
動
機

か
ら
な
る
。

第
一
動
機
は
節
奏
的
な

e > e > e 5 

| 

r :,.. マ
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と

゜
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I
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E
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s
.
F
u
.
e
.
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E
・
2
,
-
。

5

雪
用

闘
栢
聾

9ー

丹

之
に
封
し
て
現
は
れ
る
封
句
は
歌
調
的
愛
化
的
で
あ
る
。
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遂
に
證
讃
は
絶
頂
に
達
す
る
。

。-

第
二
の
管
絃
楽
間
奏
中
の
三
連
―
音
の
楽
句
は
特
性
的
で
あ
る
。

次
の
讃
歌
の
動
機

（譜
1

3

)

は
二
分
昔
符

g
h
d
の
固
執
低
昔
上
を
動
く
。

ー2 ――
 

第
一
間
奏
後
に
現
は
れ
る
ア
ル
ト
及
テ
ノ
ー
ル

の
合
唱
は
極
め
て
東
方
的
で
あ
る
。

9

1

 

• ̀  
．皿

乱
．` 

1
0
 

そ
の
間
の
固
執
動
機
は
半
昔
階
的
（
譜
9

)

及
全
昔
階
的
（
譜
1

0

)

の
二
種
で
あ
る
。

°’ 

か
く
て
員
の
解
明
解
脱
に
至
り
曲
を
結
ぶ
。

歌
詞
の
原
語
は

「
羅
旬
語
聖
書
」
に
よ
り
、
邦
語
は
「
欽
定
改
正
繹
聖
書
」
に
よ

る
。
（
従
っ
て
篇
節
の
番
琥
が
雨
者
一
致
し
な
い
場
合
が
起
る
。
）

第
一
部
欽
定
改
正
繹
聖
書
詩
篇
第
三
十
九
篇
第
十
二
節
及
び
第
十
三
節

さ

け

び

「
あ
A

ヱ
ホ
バ
よ
ね
が
は
く
は
わ
が
祈
を
き
A

、
わ
が
琥
呼
に
耳
を
か
た
ぶ
け
た
ま

へ
、
わ
が
涙
を
み
て
獣
し
た
ま
ふ
な
か
れ
、
わ
れ
は
な
ん
じ
に
寄
る
旅
客
す
べ
て
わ
が

列
祖
の
ご
と
く
宿
れ
る
も
の
な
り

我
こ
A

を
去
て
う
せ
ざ
る
先
に
な
ん
じ
面
を
そ
む
け
て
わ
れ
を
爽
快
な
ら
し
め
た
ま

へ」第
二
部
欽
定
改
正
繹
聖
書
聖
書
第
四
十
篇
第
一
節
、
第
二
節
及
び
第
一
二
節

ま
ち

の

ぞ

さ

け

び

「
我
た
へ
し
の
び
て
ヱ
ホ
バ
を
侯
望
み
た
り
、
ヱ
ホ
バ
我
に
む
か
ひ
て
わ
が
琥
呼
を

あ

な

ひ

ぢ

き
A

た
ま
へ
り
、
ま
た
我
を
ほ
ろ
び
の
開
よ
り
泥
の
か
な
よ
り
と
り
い
だ
し
て
わ
が
足

を
磐
の
う
へ
に
お
き
わ
が
歩
み
を
か
た
く
し
た
ま
へ
り

ヱ
ホ
バ
は
あ
た
ら
し
き
歌
を
わ
が
口
に
い
れ
た
ま
へ
り
此
は
わ
れ
ら
の
稗
に
さ
A

ぐ

る
讃
美
な
り
、
お
ほ
く
の
人
は
こ
れ
を
見
て
お
そ
れ
、
か
つ
ヱ
ホ
バ
に
よ
り
た
の
ま

ん」第
三
部
欽
定
改
正
繹
聖
書

、詩
篇
第
百
五
十
篇
第

一
節
、
第
二
節
、
第
三
節
、
第
四

節
、
第
五
節
及
び
第
六
節

「
ヱ
ホ
バ
を
ほ
め
た
A

へ
よ
そ
の
聖
所
に
て
神
を
ほ
め
た
A

へ
よ
、
そ
の
能
力
の
あ

．

お
ほ
ぞ
ら

ら
は
る
A

弯
蒼
に
て
神
を
ほ
め
た
A

へ
よ

た
い
の
う

．
ひ
い
で

そ
の
大
能
の
は
た
ら
き
の
ゆ
ゑ
を
も
て
紳
を
ほ
め
た
A

へ
よ
、
そ
の
秀
て
お
ほ
ひ
な

る
こ
と
の
故
に
よ
り
て
ヱ
ホ
バ
を
ほ
め
た
A

へ
よ

ソ

ウ

コ

ト

ラ
ッ
パ
の
槃
を
も
て
紳
を
ほ
め
た
A

へ
よ
第
と
琴
と
を
も
て
紳
を
ほ
め
た
A

へ
よ

を

ど

り

い

と

た

け

つ
ゞ
み
と
踏
舞
と
を
も
て
紳
を
ほ
め
た
A

へ
よ
絃
篇
を
も
て
紳
を
ほ
め
た
A

へ
よ

8. 

1
4
 

第 2部

L
E・
た
'

S

E
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u
m
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i
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c
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,

p
e
k
n
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-b1e 

g
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g,
u
,

f. 
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よ」

四、

「
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
」
第
一
幕
の

及
「
終
り
の
場
」

「
場
愛
り
の
＿
音
楽
」

ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
作

ね

ね

う

は

ち

音
の
た
か
き
饒
欽
を
も
て
神
を
ほ
め
た
A

へ
よ
、

め
た
A

へ
よ

ィ

キ氣
息
あ
る
も
の
は
皆
ヤ

ハ
を
ほ
め
た
A

ふ
べ
し
、
な
ん
ぢ
ら
ヱ
ホ
バ
を
ほ
め
た
A

ヘ

ね
う
は
ち

な
り
ひ
ゞ
＜
饒
欽
を
も
て
神
を
ほ

P
S
A
L
M
U
S
 X
X
X
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,
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E
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S
E
S
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 a
n
d
 1
4
.
 

P
S
A
L
M
U
S
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 d

ep

reci
at
i

o
n
e
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-
^
E
x
a
u
di
 

o
r
at
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o
n
e
m
 m
e
a
m
,
 D

o
mi
n
e
,
 et
 

a
u
ri
b
u
s
 p
erci
p

e
 lacry

m
a
s
 m
e
a
s
.
 

ゥ

'N
e
si
leas
,
 qu
o
ni
a
m
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d
v
e
n
a
 eg
o
 s
u
m
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u
d
 t
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,
 et p

e
r
eg
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n
u
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 sic

ut
 

o
m
n
e
s
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at
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m
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.
 

R
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mi
t
t

e
 m
i
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`
ut
 

ref
r
i
g

erer p
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u
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a
m
 a
b
e
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 et 

a
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s
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o
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 e
r
a
.
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.
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e
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e
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m
e
 d
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a
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d
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E
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st
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s
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e
d
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m
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E
t
 
i

m

mi
si
t
 
i

n
 s
o
 
m
e
u
m
 c
a
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c
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V
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d
e
b
u
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n
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t
i
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t
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m
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b
u
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e
r
a
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u
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s
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u
m
 i
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 f
i
r
m
a
m
e
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m
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t
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L
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 D
o
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u
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n
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i
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L
a
u
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i

b
u
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u
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u
d
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e
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u
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e
c
u
n
d
u
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n
e
m
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t

u
di
e
ni
s
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u
s
.
 

L
a
u
d
at
e
 e
u
m
 i
n
 s
o
n
o
 t
u
b
a
e
:
 
l
a
u
d
at
e
 e
u
m
 i
n
 p
sal
t

eri
o
 et
 

ci
t

h
a
r
a
.
 

L
a
u
d
at
e
 e
u
m
 i
n
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y

m
p

a
n
o
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c
h
o
r
o
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u
d
at
e
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u
m
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 c
h
o
r
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o
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g
a
n
o
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L
a
u
d
at
e
 e
u
m
 i
n
 cy
m
b
a
li
s
 b
e
n
e
 s
o
n
a
nt
i

b
u
s
 :
 La
u
d
at
e
 e
u
m
 i
n
 
c
y
m• 

bali
s
 
j

u
bi
lat
i

o
ni
s: 
o
m
ni
s
 sp
i

ri
t

u
s
 
l
a
u
d
et
 

D
o
mi
n
u
m
.
 

m
e
a
m
 

ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
(
-
八
一
三
ー
一
八
八
三
年
）
の
思
想
の
愛
遷
は
凡
そ
次
の
三
期
に

分
た
れ
る
。

1
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
現
世
的
楽
観
主
義
郡
ち
超
現
世
的
基
督
敦
主
義
の
拒
否

時
代
。

2
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
佛
敦
的
厭
世
主
義
郡
ち
生
の
拒
否
と
涅
槃
渇
仰
の
時

代。

3
、
基
督
敦
の
贖
罪
浮
化
に

よ
る
再
生
思
想
郡
ち
浮
化
さ
れ
た
る
生
の
肯
定
時
代
。

「
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
」
（
全
三
幕
）
は
作
者
の
最
後
の
歌
劇
で

「
名
歌
手
」
と
共
に
第
三

期
に
属
す
る
。
本
作
品
も
他
の
諸
作
と
同
様
に
中
世
の
博
説
に
基
い
て
は
ゐ
る
が
、
こ

こ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
敦
の
聖
盃
騎
士
の
聖
晩
餐
、
聖
骨
崇
拝
等
の
信
仰
及
新
敦
の
聖
金

曜
日
の
魔
の
如
き
信
仰
が
そ
の
骨
子
を
な
し
、
加
ふ
る
に
輪
廻
説
、
動
物
崇
拝
等
の
印

度
思
想
が
之
に
混
じ
、
こ
A

に
渾
然
た
る
紳
秘
的
宗
教
的
綜
合
藝
術
と
し
て
作
者
の
再

生
的
基
督
敦
の
理
想
が
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
之
本
作
が
特
に
舞
憂
紳
聖
祝

劇
（
B
臣
n
e
n
w
ei
hf
est
sp
i

el)
と
呼
ば
れ
た
所
以
で
あ
る
。

作
者
は
既
に
ス
ヰ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
滞
在
中
に
本
作
に
着
手
し
て
ゐ
る
が
、
一
八

〔

マ

マ

〕

六
五
年
八
月
バ
ヴ
ァ
リ
ア
王
ル
ー
ド
ヴ
ッ
ヒ
の
勧
め
に
よ

っ
て
始
め
て
歌
詞
の
創
作
に

か
A

り
、
十
敷
年
後
「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
指
輪
」
上
演
の
翌
年

一
八
七
七
年
二
月
之

を
完
成
し
、
引
績
き
敷
年
に
亘
り
作
曲
し
、
以
前
に
書
か
れ
た
一
部
を
合
し
て
一
八
七

九
年
四
月
楽
曲
を
完
成
、
一
八
八
二
年
一
月
に
純
譜
を
完
了
し
た
。

初
演
は
一
八
八
二
年
七
月
ヘ
ル
マ
ン
レ
ー
ヴ
ィ
指
揮
の
下
に
バ
イ
ロ
イ
ト
説
劇
場

で
行
は
れ
た
。
こ
A

に
特
記
す
べ
き
は
本
歌
劇
が
徹
頭
徹
尾
宗
敦
的
紳
秘
的
事
象
に
開

す
る
が
故
に
一
般
劇
場
の
上
演
は
許
す
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
作
者
の
意
向
よ
り
一
九
一
三

年
興
行
櫂
消
失
ま
で
専
ら
バ
イ
ロ
イ
ト
祝
劇
場
の
獨
占
劇
と
な
つ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ

る。
本
歌
劇
の
一
音
楽
も
、
専
ら
こ
の
紳
認
的
宗
敦
的
性
質
に
基
き
、
精
練
流
暢
な
る
無
限

旋
律
と
共
に
、
そ
の
表
現
は
或
は
古
い
寺
院
の
ア
カ
ペ
ル
ラ
式
或
は
バ
ッ
ハ
或
は
リ
ス

ト
の
宗
数
音
楽
或
は
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
後
期
の
絃
楽
四
重
奏
等
を
想
は
せ
る
。
更
に
本

作
の
宗
教
的
合
唱
が
敷
部
に
細
分
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
は
特
に
バ
イ
ロ
イ
ト
訳
劇
場
の

昔
響
的
閥
係
に
封
す
る
作
者
の
顧
慮
が
大
い
に
開
輿
し
て
ゐ
る
こ
と
も
特
記
さ
る
べ
き
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事
項
で
あ
る
。

基
督
の
脇
腹
を
突
い
た
鎗
と
そ
の
血
を
盛
っ

た
盃
郡
ち
聖
鎗
及
聖
盃
を
保
有
す
る
紳

聖
な
る
グ
ラ
ー
ル
國
王
ア
ム
フ
ォ
ル
タ
ス
は
紳
の
掟
に
背
き
魔
女
ク
ン
ド
リ
ー
の
肉
愛

に
陥
り
し
為
、
魔
王
ク
リ
ン
グ
ゾ
ー
ル
は
之
に
乗
じ
て
彼
よ
り
聖
鎗
を
奪
ひ
、
彼
に
重
傷

を
負
は
す
。
為
に
ア
ム
フ
ォ
ル
タ
ス
は
病
み
、
國
は
悩
む
。
こ
こ
に
「
同
情
に
よ
り
て

智
を
得
た
る
浮
き
愚
者
、
我
選
び
た
る
彼
を
待
て
」
と
の
紳
託
絶
望
に
打
沈
む
國
王
に

下
る
。
や
が
て
こ
の
浮
き
愚
者
「
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
」
が
遍
歴
し
て
遂
に
城
下
に
来
る
。

本
演
奏
の
第
一
幕
の
「
場
愛
り
の
一
音
楽
」
及
「
終
り
の
場
」
は
こ
A

に
始
る
。
卸
ち

第

一
幕
の
約
後
半
で
あ
る
。

森
林
の
中
で
王
の
傷
を
憂
ひ
そ
の
沐
浴
よ
り
の
饉
途
を
待
つ
老
臣
グ

ル
ネ
マ
ン
ツ
は

迷
ひ
来
っ
た
。
ハ
ル
ジ
フ
ァ
ル
が
紳
託
の
愚
者
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
、
グ
ラ
ー
ル
寺
院
内

の
儀
式
を
観
る
こ
と
を
許
す
。
寺
院
の
鐘
が
鳴
り
響
き
舞
豪
の
場
景
が
愛
り
始
め
、
寺

院
の
内
部
と
な
る
。

聖
晩
餐
の
式
が
始
ま
ら
う
と
す
る
と
き
、
グ
ル
ネ
マ
ン
ツ
は
。
ハ
ル
ジ
フ
ア
ル
を
導
き

登
場
。
儀
式
を
熟
々
観
る
や
う
に
命
ず
る
。
鐘
の
昔
で
騎
士
等
入
り
来
り
、
馬
蹄
形
の

卓
に
順
次
に
着
席
。
や
が
て
聖
盃
を
捧
持
す
る
四
人
の
騎
士
を
先
頭
に
輿
に
乗
っ
た
霰

王
ア
ム
フ
ォ
ル
タ
ス
入
場
。
儀
式
を
始
め
聖
盃
の
掩
ひ
を
と
れ
と
の
老
前
王
テ
ィ
ト
ゥ

レ
ル
の
竪
い
づ
こ
よ
り
か
聞
え
来
る
。
ア
ム
フ
ォ
ル
タ
ス
は
罪
に
憐
ん
で
躊
躇
す
る
。

が
遂
に
之
に
従
ふ
。
堂
内
は
暗
く
な
り
始
め
一
道
の
光
が
盃
を
照
ら
す
。
之
と
同
時
に

聖
晩
餐
の
合
唱
が
始
ま
る
。
王
は
紳
聖
な
。
ハ
ン
と
酒
を
騎
士
に
頒
つ
。
か
く
て
式
は
終

り
、
騎
士
等
退
場
。
こ
の
間
。
ハ
ル
ジ
フ
ァ
ル
は
儀
式
を
熟
視
し
國
王
の
悲
痛
な
叫
び
と

悩
み
に
い
た
く
同
情
す
る
が
、
そ
の
員
の
意
味
を
了
解
し
得
な
い
。
グ
ル
ネ
マ
ン
ツ
が

之
に
就
い
て
聞
い
た
と
き
彼
は
獣
し
て
首
を
振
る
。
グ
ル
ネ
マ
ン
ツ
は
怒
つ
て
彼
を
堂

外
に
つ
き
出
す
。
騎
士
等
は
彼
を
追
ふ
。
こ
の
時
い
づ
こ
よ
り
か
天
使
の
如
き
合
唱
響

き
来
り
か
の
紳
託
を
繰
り
返
へ
す
。
鐘
が
響
き
わ
た
る
。

以
上
は
劇
の
進
行
の
大
筋
で
あ
る
が
、
本
演
奏
で
は
、
グ
ル
ネ
マ
ン
ツ
、
ア
ム
フ
ォ

ル
タ
ス
、
テ
イ
ト
ゥ
レ
ル
の
獨
唱
は
凡
て
省
略
さ
れ
、
此
間
は
専
ら
管
絃
楽
で
奏
さ

れ
、
合
唱
の
部
の
み
歌
は
れ
る
。
尚
儀
式
を
始
め
掩
ひ
を
と
れ
と
の
テ
イ
ト
ゥ

レ
ル
の

命
か
ら
ア
ム
フ
ォ
ル
タ
ス
の
憐
み
躊
躇
し
遂
に
掩
ひ
を
と
る
と
こ
ろ
ま
で
（
シ
ョ
ッ
ト

゜ 5 "" 4
、

信

仰

3

e

嗜
よ

□
＇
団
望

韮
叫
芦
＼
喜
（
柾

3 -

,J 2
、

グ

ラ

ー

ル

版
純
譜
第
一

0
一
番
後
五
小
節
か
ら
第
一
―
二
番
後
五
小
節
）
及
一
同
の
退
場
か
ら
最

後
の
グ
ル
ネ
マ
ン
ツ
と
パ
ル
ジ
フ
ア
ル
の
應
答
（
第
一
―
一
四
番
後
十
小
節
か
ら
第
―
二

八
番
後
一
二
小
節
）
は
全
部
省
略
。

＿
音
楽
は
紳
訟
的
荘
厳
を
極
め
、
合
唱
は
大
部
分
寺
院
式
で
あ
る
。
こ
の
合
唱
は
前
記

の
如
く
少
年
（
ソ
。
フ
ラ
J
三
部
及
ア
ル
ト
）
青
年
（
ア
ル
ト
及
テ
ノ
ー
ル
ニ
部
）
グ
ラ

ー
ル
騎
士
（
テ
ノ
ー
ル
、
バ
ス
）
の
三
個
の
園
盟
に
分
た
れ
て
ゐ
る
。

主
導
機
は
大
方
「
前
奏
」
中
に
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
が
然
ら
ざ
る
も
の
も
あ
る
。

次
に
主
な
主
導
機
を
畢
げ
る
。

1
、
鐘

（
歌
詞
）

グ
ラ
ー
ル
騎
士
。

来
る
日
ご
と

ウ

タ

ゲ

愛
深
き
最
後
の
晩
餐
設
け
ら
る
。イ

ヤ
ハ
テ

そ
を
享
け
味
は
ふ
は
、
こ
の
日
最
後
な
り
と
も
、

善
き
業
を
楽
し
む
人
は
い
つ
も
い
つ
も
、

喜

り
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ウ

タ

ゲ

聖
き
饗
宴
に
列
な
ら
む
。

彼
が
力
は
蘇
り
、

い
と
聖
き
賜
ぞ
受
く
る
か
な
。

青
年
達
の
墜
。
（
堂
の
稽
々
高
き
所
よ
り
聞
ゆ
）

罪
深
き
世
の
た
め
、

胸
裂
く
る
苦
悩
も
て
、

わ
が
主
の
血
潮
流
れ
ぬ
。
そ
の
如
く

御
救
主
の
た
め
、

ョ
ロ
n
ピ

〔

ソ

ソ

〕

喜
悦
も
て
、
わ
が
血
潮
賤
が
な
。

吾
等
が
罪
を
贖
ひ
て
棄
て
給
ひ
し
御
身
證
、

死
に
よ
り
て
主
は
吾
等
が
う
ち
に
生
き
給
ふ
か
な
。

少
年
達
の
竪
。
（
堂
の
最
高
部
よ
り
）

信
仰
は
滅
び
ざ
る
か
な
。

閲
敲
き
て
飛
ぶ
白
鵠
よ
、

わ
が
主
の
柔
和
な
る
使
者
。

汝
等
が
た
め
流
し
給
ひ
し

葡
萄
酒
を
飲
め
よ
！

イ

ノ

チ

生
命
の
麺
鞄
を
食
め
よ
！

＊

＊

＊

 

少
年
達
。
（
高
き
所
よ
り
）

吾
等
が
愛
の
た
め

わ
が
身
を
食
め
よ
！

わ
が
血
を
啜
れ
よ
！

少
年
達
。
（
高
き
所
よ
り
）

わ
れ
を
偲
ぶ
た
め

わ
が
血
を
啜
れ
よ
！

わ
が
身
を
食
め
よ
！

少
年
達
の
竪
。
（
高
き
所
よ
り
）

ウ

タ

ゲ

最
後
の
晩
餐
の
葡
萄
酒
と
麺
鞄
と
を

流
し
給
ひ
し
御
血
潮
に
、
は
た
棄
て
給
ひ
し
御
身
髄
に

グ
ラ
ー
ル
の
主
は
愛
へ
給
へ
り
、

同
情
の
愛
の
力
も
て
。

青
年
達
の
槃
。
（
堂
の
中
途
よ
り
）

ナ
グ
サ
メ

慈
悲
深
き
慰
藉
の
愛
の
御
震
は
、

聖
き
賜
な
る
御
血
潮
と
御
身
個
と
を
、

今
日
汝
等
が
た
め
愛
へ
給
へ
り
。

い
ま
ぞ
飲
む
葡
萄
酒
に
、

は
た
い
ま
ぞ
食
む
麺
鞄
に
。

騎
士
達
。
（
前
半
敷
の
者
）

麺
鞄
を
食
み
、

そ
を
ば
愛
へ
よ
、
汝
等
が
肉
の
力
に
、

マ

n

ト

い
つ
の
日
も
誠
質
も
て
そ
む
か
ず

諸
々
の
辛
苦
に
耐
へ
、

救
ひ
の
主
の
御
業
に
倣
ひ
ま
つ
ら
ん
が
為
に
。

騎
士
達
。
（
後
半
敷
の
者
）

葡
萄
酒
を
飲
み
、

そ
を
ば
愛
へ
よ
、
生
命
の
燃
ゆ
る
血
潮
に
、

共
に
相
結
び
て
喜
び
、

マ

n

卜

兄
弟
の
誠
賓
を
盤
し、

歓
び
充
て
る
勇
氣
も
て
戦
は
ん
が
為
に
。

騎
士
達
一
同
、

楽
し
き
か
な
信
仰
は
1
・

楽
し
き
か
な
愛
は
！

青
年
逹
。
（
稽
々
高
き
所
よ
り
）

楽
し
き
か
な
愛
は
！

少
年
逹
。
（
最
高
所
よ
り
）

楽
し
き
か
な
信
仰
は
！

ソ
プ
ラ
ノ
及
ア
ル
ト
。
（
最
高
所
及
梢
々
高
き
所
よ
り
）
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継⇒如全足岬呈辻一•

Die Gralsritter. 
Zurn letzten Liebesmahle 
geruestet Tag fuer Tag. 
Gleich ob zum letzten Male 
es heut uns letzen mag, 
wer guter Tat sich freut, 
ihm wird das Mahl erneut: 
der Labung darf er nahn, 
die hehrste Gab'empfahn. 

Stimmen der Juenglinge 
(aus der mitteren Hoehe der Kuppel vernehmbar) 

Den suendigen Welten, 
mit tausend Schmerzen, 
wie einst sein Blut geflossen-
dem Erloesungshelden 
sei nun mit freudigem Herzen 
mein Blut vergossen. 
Der Leib, den Er zur Suehn'uns bot, 
er lebt in uns <lurch seinen Tod. 

Knabenstimmen. 
(aus der aeussersten Hoehe der Kuppel) 

Der Glaube lebt ; 

Die Taube schwebt, 
des Heilands holder Bote. 
Der fuer euch fliesst, 
des Weines geniesst, 
und nehmt vom Lebensbrote ! 

X - X 

Stimmen (aus der Hoehe) 
Nehmet hin meinen Leib, 
nehmet hin mein Blut 

um unsrer Liebe willen ! 

Knaben (aus der Hoehe) 
Nehmet hin mein Blut 

nehmet hin meinen Leib 
auf class ihr mein'gedenkt. 

Kna benstimmen (aus der Hoe he) 
Wein und Brot des letzten Mahles 
wandelt'einst der Herr des Grales, 
durch des Mitleids Liebesmacht, 
in <las Blut, das er vergoss, 
in den Leib, den dar er bracht'. 

J uenglingsstimmen 
(aus der mittleren Hoehe der Kuppel) 

Blut und Leib der heil'gen Gabe 
wandelt heut zu eurer Labe 
Sel'ger Troestung Liebesgeist 
in den Wein, der euch nun floss, 
in <las Brot, <las heut ihr speist. 

Die Ritter (erste Haelfte) 
Nehmet vom Brot, 
wandelt es kuehn 
in Lei bes Kraft und Staerke ; 
treu bis zum Tod, 
fest jedem Muehn, 
zu wirken des Heilands W erke. 

Die Ritter (zweite Haelfte) 
Nehmet vom Wein, 
Wandelt ihn neu 
Zu Lebens feurigem Blute, 
froh im Verein, 
brudergetreu 
zu kaempfen mit seligem Mute. 

Alle Ritter. Selig im Glauben ! 
Selig in Lieb'und Glauben ! 

Jueglinge (aus mittler Hoehe) 
Selig in Liebe ! 

Knaben (aus oberster Hoehe) 
Selig im Glauben ! 

X - X 

9
8
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〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

東

京

音

楽

學

校

演

奏

會

(
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
授
指
揮
）

伊

藤

昇

六
月
九
日
日
比
谷
公
會
堂
に
於
て
行
は
れ
た
こ
の
演
奏
會
は
、
曲
目
全
部
本
邦
初
演

曲
の
み
で
、
異
色
は
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
詩
篇
交
響
曲
で
あ
っ

た
。
曲
目
第
四
の

『
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
』
第
一
幕
の
『
場
愛
り
の
音
楽
』
及
『
終
り
の
場
』
は
會
場

よ
り
中

繊
放
送
さ
れ
た
。

グ
ロ
リ
ア
・
パ
ト
リ
（
ヘ
ン
デ
ル
）
は
絃
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
附
の
合
唱
で
あ
る
が
、

こ
の
伴
奏
部
も
合
唱
も
共
に
聖
楽
と
し
て
の
演
奏
は
申
分
な
か
っ
た
。
合
唱
は
時
に
濁

る
様
な
箇
虞
が
無
い
で
も
な
か
っ
た
が
、
深
く
印
象
付
け
ら
れ
る
程
で
も
な
か
っ
た
様

で
あ
る
。

古
式
に
よ
れ
る
小
組
曲
（
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
）
絃
楽
三
部
に
書
か
れ
た

こ
の
曲
は

〔

マ

マ

〕

一
、
ア
ン
ト
ラ
ー
タ
。
二
、
ミ
ヌ
エ
ッ
ト
。
三
、
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
。
四
、
エ
ア
ー
。
五
、

第
ニ
メ
ヌ
ェ
ッ
ト
。
六
、
ジ
ー
グ
の
極
め
て
短
か
い
六

つ
の
楽
章
か
ら
成
つ

て
ゐ
た

が
、
題
名
の
示
す
通
り
純
古
典
風
な
手
法
に
腺
る
可
愛
ら
し
い
小
品
で
あ
っ
た
。
演
奏

は
割
に
美
し
く
行
は
れ
た
が
中
で
も
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
、
ジ
ー
グ
な
ど
は
面
白
く
聰
か
れ
た
。

こ
の
曲
か
ら
受
け
た
感
じ
は
恰
度
和
墜
と
封
位
法
の
練
習
に
書
か
れ
た
と
云
ふ
程
の

小
品
で
あ
っ
た
事
を
附
記
し
て
置
く
。

詩
篇
交
響
曲
（
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
）
こ

の
曲
は
一
九
三

0
年
に
作
曲
さ
れ
、
そ

の
年
の
十
二
月
に
初
演
さ
れ
た
も
の
で
、

厳
格
に
云

へ
ば
、
彼
が
『
バ
ッ
ハ
に
か
へ

れ
』
と
提
唱
し
て
以
後
の
作
品
で
あ
る
か
ら
純
古
典
精
紳
に
櫨
つ
て
書
か
れ
て
ゐ
る

が
、
彼
獨
自
の
手
法
で
あ
る
、
特
異
な
リ
ズ
ム
及
び
或
る
特
種
な
和
音
の
使
用
は
彼
の

傑
作
舞
踊
曲
『
火
の
鳥
』
『
ペ
ト
ル
シ
ュ
カ
』
及
び
歌
劇
『
結
婚
』
等
の
面
影
を
充
分

に
博
え
、
そ
れ
等
の
手
法
を
随
所
に
見
出
す
事
が
出
来
る
。

こ
の
曲
の
楽
器
編
成
も
極
め
て
特
長
あ
る
も
の
で
、
フ
ル
ー
ト
五
、
オ
ー
ボ
ー
、
イ

ン
グ
リ

ッ
シ
ュ

・
ホ
ル
ン
五
、
こ
A

で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
全
然
省
略
さ
れ
、
フ
ア
ゴ
ッ

ト
及
び

コ
ン
ト
ラ
・
フ
ア
ゴ

ッ
ト
四
、
以
下
員
鍮
管
は
普
通
但
し
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
は
小

形
D
調
の
も
の
を
加
へ
て
五
箇
、
絃
楽
器
は
高
音
部
を
全
然
省
略
し
て
セ
ロ
と
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
等
で
こ
の
演
奏
會
で
は
ハ
ー
。
フ
は
省
略
さ
れ
た
が
、
こ
の
他
に
ビ
ア
ノ
ニ
豪
が

加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

第
一
部
『
神
の
力
に
封
す
る
祈
り
』
の
管
絃
楽
部
は
先
づ
導
入
部
の
オ
ー
ボ
ー
・
フ

ア
ゴ
ッ
ト
の
ニ
オ
ク
タ
ー
ヴ
十
六
音
符
の
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
箇
慮
が
美
し
く
奏
出
さ
れ

た
。
合
唱
は
良
く
訓
練
さ
れ
て
い
て
効
果
良
く
歌
は
れ
て
ゐ
た
。

其
他
の
伴
奏
部
は
無
難
。

第
二
部
『
神
の
力
に
封
す
る
待
望
』
は
導
入
部
の
オ
ー
ボ
ー
の
ソ
ロ
及
び
こ
れ
と
封

比
し
て
奏
さ
れ
る
フ
ル
ー
ト
の
ソ
ロ
は
割
に
良
く
聴
か
れ
た
。

合
唱
は
こ
の
楽
章
も
前
と
あ
ま
り
愛
化
な
く
進
め
ら
れ
て
ゐ
た
。

第
三
部
『
神
の
力
に
封
す
る
證
讃
』
の
最
初
の
二

小
節
の
導
入
和
音
が
十
本
の
フ
ル

ー
ト
、
オ
ー
ボ
ー
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
等
で
奏
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
恰
度
雅
楽
の
和
音
の
如

き
音
色
を
表
は
し
て
面
白
い
楽
器
使
用
で
あ
る
と
思
は
れ
た
。
合
唱
が
一
節
を
歌
ひ
終

つ
て
次
に
現
は
れ
る
ホ
ル
ン
と
ト
ロ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ム
ボ
ー
ン
の
リ
ズ
ミ

ッ
ク
な
活

躍
部
は
割
に
良
く
間
違
ひ
な
く
行
は
れ
て
ゐ
た
前
の
一
部
、
二
部
の
導
入
部
と
共
に
こ

こ
で
は
特
に
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
特
長
を
示
さ
れ
た
様
な
感
じ
を
輿
へ
ら
れ
た
。

合
唱
は
良
く
訓
練
さ
れ
て
ゐ
る
為
め
か
聴
き
苦
し
い
箇
虞
も
な
く
割
に
す
ら
／
＼
と

進
め
ら
れ
た
。

唯
第
三
部
の
後
半
は
作
曲
者
が
特
に
意
識
的
に
純
古
典
コ
ラ
ー
ル
風
に
し
た
第
め
か

妙
に
だ
ら
／
＼
と
し
た
感
じ
が
な
い
で
も
な
か
っ
た
。

指
揮
は
割
に
良
く
サ
イ
ン
を
奥
ヘ
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
箇
虞
で
の
指
揮
は
か
な
り
良
好
で

あ
っ
た
が
コ
ー
ラ
ス
の
這
入
る
部
分
で
は
テ
ム
ボ
が
多
少
伸
び
る
様
な
氣
が
し
た
が
、

兎
に
角
相
常
な
効
果
を
暴
げ
て
初
演
さ
れ
た
事
は
嬉
ば
し
い
と
思
ふ
。

『
パ
ル
ジ
フ
ア
ル
』
第
一
幕
の
『
場
婁
り
の
昔
業
』
及
『
終
り
の
場
』
（
ヴ
ァ
ー
グ
ネ

ル
）
こ
の
曲
は
管
絃
楽
が
相
賞
困
難
な
も
の
で
あ
る
が
、
途
中
で
ホ
ル
ン
の
和
音
の
合

は
な
い
所
と
、

又
獨
奏
部
で
エ
合
の
悪
い
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
。
ま
た
員
鍮
管
に
腐
々
音
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が
破
れ
和
音
の
協
和
し
な
い
虚
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
絃
楽
部
は
高
低
共
に
た
ま
に
少

し
づ
A

不
揃
ひ
が
あ
っ
た
が
大
体
に
於
て
良
好
で
あ
る
。

カ
ム
。
ハ
ネ
ラ
は
一
寸
打
ち
そ
こ
な
い
が
あ
っ
た
。
合
唱
は
初
め
の
方
で
少
し
音
が
濁

っ
た
様
で
あ
る
が
其
他
は
割
に
良
好
。

指
揮
は
相
掌
良
く
行
は
れ
て
ゐ
た
が
テ
ム
ボ
が
少
し
づ
A

伸
び
る
所
が
あ
っ
た
様
で

あ
る
。こ

の
演
奏
會
で
日
本
で
は
何
日
聰
か
れ
る
か
と
思
っ
て
ゐ
た
大
曲
を
二
曲
ま
で
相
嘗

な
効
果
で
初
演
さ
れ
た
事
は
指
揮
者
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
授
に
感
謝
し
た
い
と
思

ふ
。
管
絃
楽
は
絃
楽
器
屡
が
多
敷
（
然
し
こ
れ
は
管
楽
器
の
敷
に
封
し
て
は
営
然
）
で

あ
る
為
め
管
楽
器
に
音
を
消
さ
れ
る
様
な
心
配
も
な
く
、
ま
た
絃
獨
立
の
場
合
で
も
相

嘗
な
技
術
者
の
集
り
で
あ
る
か
ら
、
他
の
演
奏
會
で
聘
く
様
な
技
術
不
備
の
為
め
に
起

る
混
馘
や
、
貧
弱
さ
は
全
然
無
く
、
し
つ
か
り
と
し
た
絃
だ
け
の
協
和
音
を
聰
く
事
が

出
来
る
。

合
唱
は
平
常
良
く
訓
練
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
事
は
、
こ
の
演
奏
で
も
合
唱
隊
が

終
始
極
め
て
正
確
に
歌
ひ
績
け
て
ゐ
た
の
に
よ
っ
て
窺
は
れ
る
。

プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
授
の
指
揮
は
度
々
見
聴
し
て
ゐ
る
内
に
仲
々
特
長
が
あ
っ
て

面
白
い
と
思
っ
た
。
こ
の
人
の
指
揮
棒
の
扱
ひ
方
は
何
日
も
正
確
で
一
拍
、
々
々
は
恰

度
機
械
人
形
の
如
き
正
確
さ
を
以
つ
て
進
め
ら
れ
る
。
そ
の
為
め
特
に
テ
ム
ボ
の
速
い

リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
も
の
は
各
拍
節
が
は
つ
き
り
し
て
良
い
が
、
テ
ム
ボ
の
遅
い
も
の
で
は

少
し
づ
A

伸
び
る
様
な
氣
が
す
る
、
こ
れ
は
各
管
絃
楽
器
に
正
確
に
奏
出
せ
し
め
る
為

め
の
こ
の
人
獨
特
の
指
揮
振
り
で
あ
る
か
も
解
ら
ぬ
。

然
し
乍
ら
こ
れ
だ
け
の
大
曲
を
二
曲
も
初
演
し
て
特
に
目
立
つ
程
の
混
風
を
示
さ
な

か
っ
た
事
は
こ
の
指
揮
者
の
良
い
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
ー
六
•
一

0
ー

（
『
月
刊
築
譜
』
第
二
十
一
巻
第
七
号
、
昭
和
七
年
七
月
、
一
〇
八
~

1

1

0

頁

）

昭
和
七
年
七
月
二
日
学
校
歌
劇
試
演

東

京

音

楽

學

校

奏

榮

堂

午

後

二

時

ク
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
ル
作
曲

學
校
歌
劇

「
ヤ
ー
・
ザ
ー
ゲ
ル
」

敬

師

伊

藤

武

雄

子

供

増

永

丈

夫

演
出
お
よ
び
指
揮
ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

〔
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
原
資
料
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
関
連
資
料
か
ら
作
成
し
た
。
〕

學
校
歌
劇
「
ヤ
ー
ザ
ー
ゲ
ル
」
上
演
に
際
し
て

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

繹

・

太

田

太

郎

今
日
吾
々
が
諸
君
に
御
披
露
致
す
こ
と
は
一
っ
の
試
み
で
あ
り
ま
す
。
1

本
―
音
楽

學
校
の
盤
力
に
よ
っ
て
始
め
て
歌
劇
な
る
も
の
を
試
演
致
そ
う
と
い
ふ
の
で
あ
り
ま

す
。
歌
劇
は
音
楽
と
劇
の
合

一
、
一

事
件
の
一
音
楽
的
及
場
面
的
な
同
時
的
表
現

で
あ

り
、
語
、
音
、
身
振
り
の
融
合
で
あ
り
、
昔
の
空
間
的
動
作
で
あ
り
ま
す
°
|
|
_
歌
劇

は
演
劇
の
目
的
の
為
に
音
楽
及
他
の
諸
藝
術
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
賞
に
歌

劇
は
吾
々
欧
洲
の
藝
術
及
文
化
が
敷
世
紀
に
亘
る
猿
達
に
よ
っ
て
完
成
し
た
最
も
立
派

な
最
も
完
全
な
形
式
中
に
位
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

歌
劇
ー
謂
は
ば
演
奏
會
と
劇
場
の
結
合
で
あ
る
と
こ
ろ
の
歌
劇
は
輩
な
る
一
音
楽
で

は
な
く
、
又
音
楽
其
者
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
歌
劇
は
一
音
楽
其
自
身
の
為
の
音
楽

で
は
な
く
、
又
吾
人
が
一
音
楽
と
し
て
考
へ
て
ゐ
る
も
の
の
一
の
高
揚
を
も
意
味
し
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。
＿
音
楽
の
最
高
の
債
値
は
賓
に
絶
封
―
音
楽
的
な
、
器
楽
及
竪
楽
の
領

域
、
郎
ち
ソ
ナ
タ
、
交
響
曲
、
リ
ー
ド
、
カ
ン
タ
ー
タ
、
オ
ラ
ト
リ
オ
の
形
式
に
於
て

獲
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
般
に
演
奏
堂
と
か
演
奏
場
を
疲
表
の
場
所
と
す
る
か
A

る
藝
術
形
式
の
完
成
は
同
時
に
吾
人
に
封
し
て
＿
音
楽
の
凡
ゆ
る
完
成
を
意
味
す
る
の
で

あ
り
ま
す
。
歌
劇
場
は
之
に
封
し
て
何
物
を
も
附
加
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
歌
劇
作
家

は
＿
音
楽
以
外
の
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
之
を
凌
駕
し
得
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
こ
A

に
一
っ
他
の
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
と
い
ふ
の
は
、
歌
劇
中

の
音
楽
以
外
の
も
の
の
前
提
に
よ
っ
て
、
作
曲
家
は
賓
に
そ
の
獨
特
な
新
し
い
問
題
を

盆
々
提
示
し
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
劇
と
舞
豪
は
絶
尉
音
楽
の
領
域
に
於
て
決
し
得
ら

れ
な
い
要
求
を
高
め
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
か
く
て
歌
劇
―
音
楽
は
そ
れ
自
身
＿
音
楽
な
る

概
念
の
高
揚
を
奄
も
意
味
し
な
い
と
し
て
も
、
歌
劇
な
る
一
種
族
は
殆
ん
ど
見
通
し
得

な
い
＿
音
楽
的
創
作
的
可
能
性
の
撰
大
を
提
供
し
ま
す
。
吾
人
が
グ
ル
ッ
ク
か
ら
シ
ュ

ト

ラ
ウ
ス
ヘ
至
る
歌
劇
創
作
に
於
て
経
験
し
た
そ
の
音
楽
の
豊
富
さ
は
同
様
に
偉
大
に
し
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同 演 奏 会

て
殆
ん
ど
見
渡
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
蓋
し
凡
ゆ
る
最
有
為
な
一
音
楽
家
は
質
に

「
歌
劇
」
を
凡
ゆ
る
多
方
面
か
ら
把
握
し
、
而
し
て
そ
の
解
決
を
自
己
の
創
作
の
一
部

と
し
て
献
げ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
ワ
ー
グ
ネ
ル
、
ウ
エ
ー
ベ
ル
、
ヴ
ェ
ル
デ
イ

の
終
生
の
作
は
歌
劇
に
愚
し
て
ゐ
ま
す
。
又
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
及
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
歌

劇
を
知
ら
な
い
も
の
は
、
質
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
を
一
知
半
解
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
知
半
解
は
卸
ち
欧
洲
―
音
楽
の
廣
い
領
域
、
過
去
及
び
現
在
の
債
値
あ
る
作
品

が
そ
の
人
に
比
較
的
に
閉
ざ
さ
れ
て
ゐ
る
が
為
め
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
に
歌
劇
が
比

較
的
に
閉
ざ
さ
れ
て
ゐ
る
が
為
め
で
あ
り
ま
す
。
今
日
迄
日
本
に
於
け
る
吾
人
の
藝
術

愛
好
家
に
封
し
て
、
歌
劇
は
正
し
く
そ
う
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
と
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
の
交
臨
曲
の
類
に
現
在
示
さ
れ
て
ゐ
る
と
同
様
な
興
味
と

承
認
さ
れ
た
理
解
を
ば
歌
劇
文
献
の
最
重
要
な
作
品
に
封
し
て
一

閥
期
待
し
て
は
な
ら

な
い
で
あ
り
ま
せ
う
か
。
獨
乙
の
一
音
楽
家
と
し
て
私
が
交
醤
曲
の
類
に
封
す
る
こ
の
深

い
理
解
、
こ
の
献
身
的
な
興
味
を
誠
の
又
全
き
感
謝
を
以
て
驚
嘆
し
て
ゐ
る
こ
と
を
附

言
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
り
ま
せ
う
か
、
吾
人
の
欧
洲
―
音
楽
の
業
は
日
本
に
於
て
今
や

廣
範
園
に
亘
つ
て
榮
え
、
次
の
歩
み
、
謂
は
ば
最
自
然
的
な
歩
み
は
歌
劇
へ
と
い
ふ
と

こ
ろ
に
達
し
て
ゐ
る
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
ひ
か
。
疑
も
な
く
次
の

こ
と
が
云
へ
る
で
せ

う
。
歌
劇
の
上
演
に
封
す
る
條
件
、
日
本
の
盛
力
に
よ
る
歌
劇
上
演
に
封
す
る
條
件
は

勿
論
決
し
て
手
近
な
目
標
た
り
得
な

い
と
い
ふ
こ
と
を
。

し
か
し
更
に
附
言
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
は
、
歌
劇
文
献
が
一
音
楽
愛
好
家
に
封
し
て
信
頼
す
る
に
足
る
一
聯
の
作
品
を

用
意
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
歌
劇
の
表
現
は
凡
ゆ
る
共
働
者
に
封
し
て
、
大
き
な
又
員
に

新
し
い
種
類
の
問
題
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

1

こ
の
問
題
は
宜
に
極
度
の

忍
耐
、
能
力
、

完
成
を
豫
想
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
舞
豪
藝
術
。
日
本
の
劇
が

歌
劇
に
門
戸
を
開
く
と
き
こ
れ
か
ら
盟
富
な
刺
戟
を
得
る
や
否
や
は
未
だ
問
題
で
は
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

何
と
な
れ
ば
、
音
楽
の
側
か
ら
歌
劇
の
領
域
は
開
拓
さ
る
べ
き
で

あ
り
ま
す
。
郡
ち
己
の
藝
術
を
劇
の
用
に
、
劇
的
観
念
の
用
に
供
せ
ん
と
す
る
一
音
楽
家

に
よ
っ
て
更
に
又
歌
劇
の
表
現
に
よ
り
ー
ー
_
こ
の
事
は
謂
は
ば
藝
術
的
敦
育
的
機
能
で

あ
り
ま
す
か
ー
~
歌
ふ
役
者
に
愛
へ
ら
れ
る
歌
手
に
よ
っ
て
開
拓
さ
る
べ
き
で
あ
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
＿
音
楽
家
及
歌
手
の
新
興
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
開
拓
さ
る
べ
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き
か
A

る
問
題
、
期
待
の
前
に
仲
む
こ
と
を
肯
て
す
る
で
あ
り
ま
せ
う
か
。

か
A

る
側
か
ら
観
て
も
、
歌
劇
の
問
題
を
こ
A

で
論
議
す
る

こ
と
は
機
が
熟
し
て
ゐ

る
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。
而
し
て
若
し
日
本
の
一
音
楽
界
の
中
心
的
及
代
表
的
施
設
に
最

も
適
す
る
諸
都
市
か
ら
こ
の
新
し
い
衝
動
が
輿
へ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
論
議
は
一

證
回
虚
か
ら
出
狡
し
た
ら
よ
い
で
あ
り
ま
せ
う
か
。
歌
劇
試
演
を
東
京
―
音
楽
學
校
に
お

勘
め
す
る
や
う
決
意
す
る
前
に
私
は
斯
様
に
自
ら
問
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
答

は
今
日
御
覧
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
こ
と
た
る
や
私
の
提
言
を
受
納
さ
れ

た
信
頼
の
お
蔭
に
よ
っ
て
賓
現
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
有
難
い
信
頼
に
封
し
て

私
は
今
日
此
慮
で
感
謝
の
一
言
を
幹
部
の
方
々
就
中
乗
杉
校
長
に
呈
し
た
い
の
で
あ
り

ま
す
。恐

ら
く
諸
君
が
御
覧
に
な
る
こ
の
作
品
を
選
掃
し
た
こ
と
に
つ
い
て
或
は
こ
の
作
品

に
其
者
即
ち
ク
ル
ト
ワ
イ
ル
學
校
歌
劇
「
ヤ
ー
ザ
ー
ゲ
ル
」
に
つ
い
て
は
更
に
短
い
説

明
が
必
要
で
あ
り
ま
せ
う
。
こ
の
成
立
は
勿
論
現
今
は
獨
逸
歌
劇
の
欣
態
を
考
察
し
な

け
れ
ば
説
明
し
難
い
の
で
あ
り
ま
す
。
が
、
こ
の
歌
劇
は
二
年
前
伯
林
で
始
め
て
上
演

さ
れ
間
も
な
く
廣
＜
又
多
く
の
場
所
で
歌
は
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
非
職
業
的
な
藝
術

家
が
役
者
で
あ
り
ま
し
た
。
非
職
業
的
な
＿
音
楽
家
、
歌
手
が
合
唱
及
管
絃
楽
を
編
成
し

ま
し
た
。
生
徒
が
舞
豪
に
立
ち
役
を
演
じ
ま
し
た
。
舞
豪
―

つ
き
り
で
何
等
の
装
飾
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
徒
は
通
常
の
服
装
で
又
そ
の
顔
は
歌
劇
舞
豪
で
通
例
す
る
や

う
に
色
彩
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
敦
師
に
扮
し
た
青
年
は
事
賓
以
上
に
強
い
て
老
年
の

語
調
を
用
ひ
や
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
學
校
歌
劇
は
斯
様
に
考
へ
ら
れ
又
書

か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
卸
ち
こ
A

で
は
賓
演
上
の
凡
ゆ
る
装
飾
華
美
及
凡
ゆ
る
種

類
の
眩
惑
的
附
随
物
を
断
念
す
る
や
う
に
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
歌
劇
の

観
衆
に
か
A

る
断
念
を
期
待
す
る
こ
と
は
異
常
な
無
理
な
要
求
で
あ
り
ま
し
た
。
職
業

的
に
経
験
の
あ
る
役
者
で
も
歌
手
で
も
な
い
に
し
て
も
、
之
等
の
役
者
の
み
歌
ふ
役
者

の
み
が
劇
の
攘
手
で
あ
り
、
そ
の
効
果
の
揃
手
で
あ
り
ま
し
た
。
而
も
そ
の
効
果
は
純

粋
で
偉
大
で
あ
り
ま
し
た
。

私
は
日
本
の
音
楽
學
校
の
生
徒
に
歌
劇
に
封
す
る
才
能
を
試
め
さ
せ
、
又
そ
の
能
力

を
養
ふ
機
會
を
輿
へ
る
に
は
|
|
_
如
何
な
る
才
能
で
も
こ
の
能
力
が
無
く
て
は
自
由
な

狡
達
を
遂
げ
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が

l

こ
れ
以
上
に
適
掌
な
道
、
こ
れ
に
優
る
他

の
作
品
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
諸
君
、
こ
の
試
演
を
御
覧
に

な
る
方
々
は
そ
の
意
味
と
内
容
を
解
す
る
上
に
劇
の
場
面
、
背
景
、
衣
裳
、

霊
等
に
封

す
る
遺
憾
を
感
じ
ら
れ
な
い
で
あ
り
ま
せ
う
。
骰
令
部
屋
と
か
風
景
と
か
不
幸
な
子
供

が
突
落
さ
れ
る
山
の
嶺
が
な
く
と
も
、
舞
豪
が
意
園
し
て
ゐ
る
虜
を
認
識
さ
れ
る
で
あ

り
ま
せ
う
。
諸
君
は
こ
の
子
供
の
英
雄
主
義
の
話
、
人
を
感
動
さ
せ
る
話
を
よ
く
御
承

知
で
あ
り
ま
せ
う
。
こ
れ
は
日
本
の
古
典
的
な
詩
に
腺
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
、
諸
君

は
獨
逸
の
こ
の
改
作
中
で
能
楽
の
「
谷
行
」
を
不
快
に
な
ら
ず
に
再
認
し
得
る
の
で
あ

り
ま
せ
う
か
。
而
し
て
諸
君
は
歌
劇
が
園
圏
し
て
ゐ
る
と
同
様
に
、
恰
も
外
的
な
劇
的

行
為
の
流
れ
を
ば
内
面
化
し
、
そ
の
事
に
よ
っ
て
内
的
な
も
の
は
具呻胆
化
す
る
為
の
手

段
と
し
て
、
こ
の
音
楽
を
聴
か
う
と
望
ま
れ
る
で
あ
り
ま
せ
う
か
。
終
り
に
、
こ
の
一
音

楽
其
者
に
つ
い
て
い
ふ
な
ら
ば
、
晩
近
欧
洲
の
若
い
作
曲
家
達
の
創
作
を
支
配
し
て
ゐ

る
と
こ
ろ
の
藝
術
観
念
の
具
閥
的
現
れ
を
諸
君
は
こ
A

に
看
取
し
得
る
の
で
あ
り
ま

す
。
ク
ル
ト
ワ
イ
ル
は
か
A

る
ジ
エ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
上
の
又
最
も
効
果
を
皐
げ
得

た
一
人
で
あ
り
ま
す
。
獨
逸
の
國
境
を
逢
か
に
越
え
て
評
慣
さ
れ
認
め
ら
れ
た
人
で
あ

り
ま
す
。
私
は
斯
様
に
特
性
に
富
む
彼
の
作
品
の
―
つ
な
る
學
校
歌
劇
「
ヤ
ー
ザ
ー
ゲ

ル
」
を
こ
A

に
御
披
露
す
る
こ
と
を
幸
幅
に
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
日
本
に
於
け

る
こ
の
試
演
の
秋
、
こ
の
學
校
歌
劇
上
演
の
秋
が
日
本
の
歌
劇
の
誕
生
と
な
る
で
あ
り

ま
せ
う
か
。
し
か
し
こ
の
問
題
に
答
へ
る
こ
と
は
私
の
問
題
で
は
な
い
の
で

あ
り
ま

す。

（
『
昔
築
世
界
』
第
四
巻
第
八
号
、
昭
和
七
年
八
月
、
八
二
！
八
四
頁
）

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

七
月
二
日
東
京
音
楽
學
校
講
堂
で
學
校
歌
劇
の
試
演
が
二
時
か
ら
行
は
れ
た
。
上

野
で
と
も
か
く
オ
ペ
ラ
と
名
の
つ
く
も
の
が
上
演
さ
れ
る
の
は
何
十
年
振
り
か
だ
ら

シ
ュ
ー
ル
オ

ベ
ル

う
。
學
校
歌
劇
「
ヤ
ー
・
ザ
ー
ゲ
ル
」
は
謡
曲
「
谷
行
」
の
筋
か
ら
ブ
レ
ヒ
ト
が
作
詞

〔

マ

マ

〕

し
「
三
文
オ
ペ
ラ
」
で
お
馴
染
の
ク
ル
ト
・
ワ
イ
ル
の
作
曲
、
ジ
ャ
ス
の
味
を
う
ま
く

盛
り
込
ん
だ
セ
ン
チ
な
曲
だ
、
演
出
音
楽
指
揮
と
も
に
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
教
授
が
行

っ
た
が
相
嘗
な
出
来
榮
だ
っ
た
。
敦
師
の
役
を
し
た
伊
藤
武
雄
君
は
堂
々
た
る
出
来
だ

っ
た
。
子
供
の
役
を
し
た
増
永
丈
夫
君
は
賓
に
美
し
い
槃
の
テ
ナ
ー
だ
。
僕
は
最
近
こ
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ん
な
に
氣
持
の
い
A

、
親
し
み
深
い
槃
に
接
し
な
か
っ
た
だ
け
に
寅
に
朗
ら
か
な
氣
持

で
聴
い
た
。
こ
A

ら
で
う
ん
と
踏
む
ば
れ
ば
、
も
つ
と
／
~
素
睛
ら
し
い
歌
手
と
な
る

だ
ら
う
。
と
ま
れ
上
野
が
オ
ペ
ラ
の
世
界
に
進
出
し
た
こ
と
は
わ
が
楽
壇
の
た
め
に
祝

輻
す
べ
き
こ
と
で
、
次
回
は
本
格
的
オ
ペ
ラ
の
試
演
に
ま
で
進
出
さ
れ
ん
こ
と
を
乗
杉

校
長
に
切
望
す
る
。

ヤ
ー
ザ
ー
ガ
ア
の
初
演
を
聴
く

伴

倉

太

七
月
二
日
東
京
―
音
楽
學
校
の
奏
楽
堂
で
ク
ル
ト
・
ワ
イ
ル
の
ヤ
ー
ザ
ー
ガ
ア
を
聰
い

た〔゚
〕。

フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
は
相
愛
ら
ず
親
切
で
行
届
い
た
指
揮
に
よ
り
、
此
の
曲
の
持

つ
雰
園
氣
を
よ
く
把
ん
だ
自
信
の
あ
る
演
出
を
さ
れ
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
コ
ー
ラ
ス

や
ソ
ロ
の
人
達
が
彼
に
つ
い
て
行
け
ず
、
何
と
な
く
自
信
の
な
い
、
危
氣
な
態
度
で
終

始
し
た
た
め
、
曲
の
全
恒
的
な
印
象
を
弱
め
た
こ
と
は
員
に
残
念
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ラ

ス
は
自
分
で
何
を
歌
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
分
つ
て
ゐ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
た

し
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
部
員
も
、
大
部
分
は
曲
の
面
白
さ
な
ど
に
は
か
ま
は
ず
唯
機
械

的
に
手
を
動
か
し
て
ゐ
た
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ソ
ロ
の
人
た
ち
は
何
よ
り
も
先
づ

あ
が
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
で
ワ
イ
ル
の
意
圏
し
て
ゐ
る
平
明
直
裁
な
、
極
＜
砕
け
た
肩
の

凝
ら
な
い
、
普
段
着
的
曲
が
、
此
大
事
な
黙
で
も
つ
て
大
い
に
損
は
れ
た
の
は
季
は
れ

な
い
事
賓
だ
と
思
ふ
。
た
ゞ
昔
譜
を
暗
記
し
て
舞
台
の
上
で
繰
返
へ
す
と
云
ふ
に
留
ま

つ
て
、
少
く
と
も
オ
ペ
ラ
の
中
の
人
間
と
し
て
動
い
て
ゐ
る
と
云
ふ
意
識
が
持
て
な
か

っ
た
や
う
だ
。
例
へ
ば
第
二
幕
の
十
番
で
少
年
が
谷
に
落
さ
れ
る
の
を
承
知
し
て
「
ヤ

ー
」
と
云
ふ
此

の
曲
の
ミ
ソ
な
ん
か
も
、
何
と
か
も
少
し
巧
く
や
つ
て
貰
ひ
た
い
。
何

も
無
意
味
に
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
悲
鳴
を
畢
げ
な
く
て
も
い
A

の
で
あ
る
。
こ
A

ら

は
す
つ
か
り
毛
唐
臭
い
。
わ
れ
／
＼
が
こ
ん
な
場
合
に
遭
遇
し
て
「
ヤ
ー
」
を
云
は
な

く
っ
ち
ゃ
な
ら
ん
と
き
に
、
ど
ん
な
顔
で
槃
を
出
す
か
、
も
う
ち
つ
と
研
究
し
て
欲
し

か
っ
た
と
思
ふ
。
―
―
一
人
の
主
要
人
物
の
中
で
は
敦
師
に
な
っ
た
人
が
一
等
落
着
い
て

圏
々

し
く
や
つ
て
の
け
た
為
に
ピ
ッ
タ
リ
し
て
ゐ
た
と
思
ふ
。
次
に
服
装
だ
が
子
供
の

（
『
月
刊
榮
譜
』
第
二
十
一
巻
第
八
号
、
昭
和
七
年
八
月
、
八
六
頁
）

キ
ザ
な
半
ズ
ボ
ン
は
か
す
り
の
筒
袖
に
で
も
愛
へ
て
貰
ひ
た
か

っ
た
。
そ
れ
は
扮
装
と

云
ふ
意
味
で
は
な
く
、
普
段
着
と
云
ふ
意
味
で
だ
。
そ
し
て
他
の
人
達
も
普
段
着
が
い

い
と
思
ふ
。
敢
へ
て
和
服
で
な
く
と
も
脊
廣
で
も
そ
の
意
味
で
結
構
だ
。

ワ
イ
ル
の
此
の
曲
は
本
誌
創
刊
琥
の
千
田
君
の
ノ
イ
エ
ザ
ッ
ハ
リ
ッ
ヒ
の
一
音
楽
に

つ

い
て
の
感
想
を
よ
く
裏
書
き
し
て
ゐ
る
。
今
ま
で
の
オ
ペ
ラ
の
ケ
バ
／
＼
し
さ
が
な

く
、
わ
ざ
と
ら
し
い
仕
組
や
悲
憤
慄
慨
や
、
感
傷
主
義
や
、
類
腹
的
な
感
覺
主
義
が
無

く
、
何
事
も
な
い
か
の
や
う
な
平
明
な
、
人
を
小
馬
鹿
に
し
た
や
う
な
曲
だ
。
ワ
イ
ル

の
曲
に
は
何
と
な
く
圏
々
し
さ
が
あ
る
と
思
ふ
。
そ
れ
が
中
々
面
白
い
。
三
文
オ
ペ
ラ

の
メ
ッ
キ
ー
メ
サ
ー
な
ん
か
も
、
賞
に
人
を
喰
つ
て
ゐ
る
。
ワ
イ
ル
の
曲
は
、
こ
っ
ち

が
そ
の
う
わ
手
に
出
て
、
思
ふ
存
分
使
ひ
こ
な
し
て
や
る
と
賓
に
面
白
い
の
だ
。

ワ
イ
ル
の
曲
に
つ
い
て
常
に
感
心
す
る
こ
と
は
、
彼
が
自
分
の
表
現
し
や
う
と
す
る

藝
術
的
内
容
を
賓
に
強
烈
に
掴
ん
で
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
だ
。
分
り
易
く
云
ふ
と
自
分
の

醸
し
出
さ
う
と
す
る
雰
園
氣
（
と
云
ふ
と
些
か
語
弊
が
あ
る
が
）
を
賓
に
正
確
に
把
握

〔

マ

マ

〕

し
て
ゐ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
無
暗
に
冗
長
複
雑
な
構
造
の
代
り
に
比
較
的
簡
輩
な
、
し

か
も
非
常
に
新
鮮
味
の
豊
か
な
一
音
楽
的
手
段
を
楽
に
使
ひ
、
し
か
も
美
事
に
そ
の
効
果

を
出
し
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
わ
れ
／
＼
は
今
ま
で
の
オ
ペ
ラ
の
や
う
な
、
綺
麗
な
節
や
、

華
々
し
い
動
き
や
、
大
仕
掛
な
道
具
立
て
が
な
く
と
も
、
非
常
に
強
烈
な
藝
術
的
効
果

を
賓
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
寧
ろ
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
ケ
バ
／
＼
し
さ
は
邪
魔
に
な

る
に
違
ひ
な
い
。
曲
の
構
造
に
し
て
も
さ
う
だ
。
未
熟
な
わ
れ
／
＼
は
と
も
す
る
と
、

一
音
楽
的
素
材
そ
の
も
の
に
引
き
づ
ら
れ
て
外
面
的
な
美
し
さ
を
出
す
こ
と
が
精
一
杯

だ
。
つ
ま
り
＿音
楽
的
手
段
を
充
分
に
自
分
の
も
の
に
し
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
は
藝
術
的
な

核
心
が
弱
い
か
ら
で
、
自
分
の
頭
の
中
に
浮
ん
で
来
る
色
々
な
手
段
に
引
づ
ら
れ
て
了

ふ
か
ら
だ
、
と
私
は
考
へ
て
ゐ
る
〔
゜
〕
こ
の
黙
で
ク
ル
ト
・
ワ
イ
ル
は
賓
に
勝
れ
た
作

曲
家
だ
。

た
ゞ
彼
の
行
き
方
に
封
し
て
不
満
に
思
は
れ
る
の
は
、
彼
が
日
常
の
つ
ま
ら
な
い
事

柄
の
中
に
藝
術
の
場
面
を
求
め
て
行
く
と
云
ふ
方
向
を
、
も
っ
と
徹
底
さ
せ
た
ら
、
と

云
ふ
事
だ
。
彼
は
多
く
の
場
合
、
日
常
生
活
そ
の
も
の
で
な
く
て
、
其
れ
と
は
か
な
り

か
け
離
れ
た
三
文
オ
ペ
ラ
だ
と
か
谷
行
（
ヤ
ー
ザ
ー
ガ
ア
）
だ
と
か
に
逃
避
す
る
。
そ

し
て
こ
の
い
ん
と
ん
的
な
行
き
方
の
う
ち
に
、
一
種
の
エ
ク
ゾ
テ
イ
ー
ク
を
求
め
、
獨
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協
奏
曲

五

、

女

盤

四、

ロ

協
奏
曲

三、
一

ヽ

セ

第
六
十
一
回
学
友
演
奏
会

第
六
十
一
回
學
友
演
奏
會

十
月
十
五
日
（
土
曜
）
午
後
二
時
開
演

本
校
奏
架
堂

獨

唱

ピ

二

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

健

ロ
マ
ン
ス
ヘ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ノ

獨

奏

西

澤

操

イ

短

調

（

第

三

榮

章

）

…

…

…

…

…

フ

ン

メ

ル

作

獨

奏

阿

保

健

イ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ラ
ル
ー
ク
ハ
ル
ト
作

合

唱

員

ソ

ア

一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

イ
、
鱒

ロ
、
遠
方
に
て

フ ゜

＿フ

J
 

會 渡 横

邊
ユ

ー

ベ

レ

ト

乍

1

I

ー

田

都

馬

子

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

協
奏
曲
第
十
三
番
（
二
長
調
）
第
一
架
章

九

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

田

イ
、
練
習
曲
嬰
ハ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ロ
、
諧
請
曲
菱
ホ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

獨

唱

イ

、

使

ひ

ロ
、
雨
の
歌
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

ハ
、
名
残
り（

『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
四
巻
、
昭
和
九
年
十
二
月
、
一
四
六

l
―
四
七
頁
）

昭
和
七
年
十
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日

第
六
十
四
回
定
期
演
奏
会

二
十
二
日
（
土
曜
日
）
一
時
開
場

昭
和
七
年
十
月
二
十
三
日
（
日
曜
日
）
午
後
｛
二
時
開
演

會
場
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

昔

架

演

奏

曲

目

於

+、
ソ

フ゜

―フ

ノ

岩

―フ
谷

ム

ス

作

廣

子

ラ

ム

ス

ヨ

ノミ

ン

作作

昭
和
七
年
十
月
十
五
日

中

裕

子

特

の

氣

分

を

出

そ

う

と

さ

へ

努

め

て

ゐ

る

。

こ

の

ヤ

ー

ザ

ー

ガ

ア

で

も

彼

は

非

現

世

的

な

材

料

を

使

っ

て

、

こ

の

常

識

的

な

俗

臭

タ

ッ

。

フ

リ

の

結

論

（

と

云

ふ

と

語

弊

が

あ

る

が

）

を

出

し

て

ゐ

る

。

む

き

出

し

に

し

て

は

何

の

妙

味

も

な

い

敦

訓

、

む

し

ろ

道

學

先

生

ば

り

の

も

の

を

隠

遁

的

な

材

料

の

中

に

う

ま

く

云

ひ

く

る

め

た

、

と

云

っ

た

方

が

適

切

か

も

知

れ

な

い

。

彼

の

此

の

態

度

こ

そ

、

彼

の

基

本

的

な

決

定

的

な

弱

貼

だ

。

そ

れ

が

、

彼

を

し

て

、

「

わ

れ

／

＼

の

藝

術

家

」

た

ら

し

め

な

い

原

因

で

あ

る

。

が

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

は

別

の

機

會

に

獨

れ

る

方

が

賢

明

で

あ

ら

う

。

兎

も

角

ワ

イ

ル

の

曲

は

ヤ

ー

ザ

ー

ガ

ア

を

も

含

め

て

、

新

し

い

作

曲

家

の

研

究

に

値

す

る

も

の

だ

。

リ

ン

ド

バ

ー

ク

を

禁

止

し

た

上

野

が

此

の

曲

を

や

っ

た

と

云

ふ

こ

と

は

上

出

来

だ

。

出

来

れ

ば

ケ

チ

な

こ

と

を

云

は

な

い

で

廣

く

公

開

し

て

欲

し

か

っ

た

。

（

九

・

ー

ニ

）

（
『
昔
榮
研
究
』
哲
刀
閣
、
第
三
号
、
昭
和
七
年
十
月
、
九

~
1
0頁）

疋

田

小

歌
劇
「
ウ
ン
デ
イ
ネ
」
中
の
ウ
ン
デ
イ
ネ
の
歌
…
ロ

ル

ッ

イ

ン

グ

枝作

七、

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

中

村

淑

子

六、

ロイ、、

祈夜

イ
、
夜
想
曲

ロ
、
ヴ
ェ
ニ
ス
と
ナ
ポ
リ
の
タ
ラ
ン
テ
ラ
…
…
リ

ピ

ア

ノ

の

ヨス
ノミ ―フ

卜

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ク

諸
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ハ
ウ
。
フ
ト
マ

_

【

休

憩

】

_

|

_

獨

奏

河

井

菱
イ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

俊

ン

作作

ウ

子

ン

作作
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P
a
u
s
e
 

休

憩

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

管

絃

架

東

京

昔

架

學

校

管

絃

榮

部

員

一
、
第
四
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
ホ
短
調
・
作
品
九
八
）
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

V
i

ert
e
 S
y
m
p
h
o
ni
e
 (
e
 m
o
l
l
,
 O

p
.
 98

)
…
…
…
…
…
…
…
B
r
a
h
m
s
 

A
l
l
e
g
r
o
 
n
o
n
 t
r
o
p
p
o
 

(
1
8
3
3
|
1
8
9
7
)
 

A
n
d
a
nt
e
 m
o
d
e
r
at
o
 

A
l
l
e
g
r
o
 
g
1
0
c
o
s
o
 

A
l
l
e
g
r
o
 
e
n
e
r
g
1
c
o
 
e
 p
a
s
s
1
0
n
at
o
 

二
、
管
絃
架
附
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

東

京

一

音

楽

學

校

ク
ラ
ウ
ス

モ
テ
ッ
ト
「
エ
ク
ス
ル
タ
ー
テ
、
ユ
ビ
ラ
ー
テ
」

（
ケ
ッ
ヘ
ル
目
録
第
一
六
五
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

M
ot
e
tt
e
,,
E
x
s
u
l
t
at
e
,
 

j

u
bi
lat
e
"
 

(
K
o
c
h
e
l
 Verz•No

. 

1
6
5
)
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
M
o
z
a
rt
 

(
1
7
5
6
ー
1
7
9
1
)

三
、
第
五
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
ハ
短
調
・
作
品
六
七
）
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

苫
nf
t

e
S
y
m
p
h
o
ni
e
 (
c
 
m
o
l
l
,
 O

p
.
 67

)
 

A
l
l
e
g
r
o
 c
o
n
 b
ri
o
 

A
n
d
a
nt
e
 c
o
n
 m
ot
o
 

…
…
…
…
…
B
e
et
h
o
v
e
n
 

(
1
7
7
0
|
1
8
2
7
)
 

（

本

邦

初

演

）

S
o
l
o
 

M
a
ri
a
 T
o
l
l
 

獨

唱

マ

リ

ア

卜

｝レ

L
ei
t

u
n
g
 

K
i

a
 us
 P
ri
n
g
s
h
ei
m
 

指

揮

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

ブ
ラ
ー
ム
ス
作

ブ
ラ
ー
ム
ス

(
B
r
a
h
m
s
1
8
3
3
|
1
8
9
7
)
が
一
八
八
五
年
に
完
成
し
た
此
の
曲
は
彼

の
交
響
曲
中
最
も
憂
鬱
な
も
の
で
、
又
最
も
古
調
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
異
彩
を
放
つ

て
ゐ
る
。

ア
ル
レ
グ
ロ

第
一
楽
章

は
輩
純
な
諄
歌
的
の
主
想
で
始
ま
り
、

ト
ロ
ッ
ボ
、

罰
i

ホ
短
調

二
分
二
拍
子

1

：

に

卜

‘

□‘‘

ー

t

‘、
]
'
、
『
パ
見
」
-
‘
ヅ
'ら

F●ー
，

．
皐

―

戸

「

',
i
'
」

そ
れ
が
リ
ヅ
ム
の
愛
化
と
豊
か
な
菱
装
を
以
て
反
復
せ
ら
れ
る
。
之
に
次
で
管
榮
に
現

は
れ
る
第
二
の
想
は
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
似
た
リ
ヅ
ム
の
銑
い
も
の
で
、
中
古
の
騎
士

の
姿
を
紡
彿
せ
し
め
る
。

此
の
想
は
忽
ち
セ
ロ
と
ホ
ル
ン
の
奏
す
る
表
情
に
富
む
美
調
（
第
一
―
―
の
想
）
に
よ
っ
て

代
ら
れ
る
が
、

其
後
再
び
現
は
れ
て
、
以
下
の
進
行
に
於
て
幾
度
か
愛
化
し
つ

A
鱚
つ
て
来
る
。
以
上

に
皐
げ
た
少
敷
の
極
め
て
含
蓄
に
富
む
楽
想
を
材
料
と
し
て
第

一
楽
章
の
殆
ど
全
部
が

構
成
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
『
展
開
部
』
は
甚
だ
短
小
で
あ
る
が
而
も
感
銘
の
深
い
も
の
で
、

p 2

言

，
 

ノ
ン

訊

、
凸
口
口
が
打
日

演

奏

曲

解

説

一
、
ホ
短
調
交
響
曲
（
第
四
番
作
品
九
八
）

A
l
l
e
g
r
o
 

A
l
l
e
g
r
o
|
P
r
e
st
o
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エ
ネ
ル
ジ
コ

と
の
二
つ
に
過
ぎ
な
い
が
、
作
者
は
こ
れ
を
愛
奏
し
、
反
復
し
て
其
慮
に
多
大
の
愛
化

を
表
は
し
て
ゐ
る
。
然
し
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
愛
奏
の
妙
技
を
最
も
著
し
く
示
す
も
の
は
次

の
終
楽
章
で
あ
る
。

第
四
築
章
ア
ル
レ
グ
ロ

四
分
三
拍
子

6

叶

＇

ー

喜

晨

と
後
に
現
は
れ
る
優
美
な
副
想

5

ご

E
畠
け廿•V

ょ
‘
$
g

,7」

-
l
|叫，

工

パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
ト

r

-

↓
ー
ロ
1

[

I

T

」

恥筐
叩 v

「
＇ー
ロ
J

□]t'口
こ
~
」ホ

短
調

殊
に
最
後
の
一
節
は
悲
嘆
の
情
が
切
に
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
節
の
後
、
主
想
の
最
初

の
四
昔
が
著
し
く
延
長
せ
ら
れ
て
現
は
れ
、
此
虜
で
曲
は
第
三
の
『
反
復
部
』
に
入
る
。

第
二
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
モ
デ
ラ
ー
ト
、
ホ
長
調
八
分
六
拍
子

は
旋
律
和
磐
の
上
に
最
も
特
筆
を
示
す
も
の
で
、
郡
ち
主
想
は
ホ
長
調
で
あ
り
な
が
ら

「
嬰
二
」
「
嬰
ハ
」
の
代
り
に
「
二
」
「
ハ
」
の
二
＿
音
を
用
ひ
て
ゐ
る
為
に
古
き
フ
リ
ジ

ア
調
の
色
彩
を
帯
び
人
を
し
て
盆
々
中
古
騎
士
の
世
界
を
想
は
せ
る
。

一
般
に
此
の
楽
章
は

ロ
マ
ン
ツ
ェ
風
の
曲
で
、
物
語
り
の
調
に
富
ん

で
ゐ
る
が
、
中
ご

ろ
三
連
―
音
の
加
は
る
あ
た
り
か
ら
曲
は
平
静
な
説
話
の
調
を
捨
て
A

時
に
は
歓
喜
の

蔑
時
に
は
悲
嘆
の
叫
を
上
げ
る
。
尚
主
想
に
封
し
て
、
後
に
一
の
流
暢
な
副
想
を
配

し
て
ゐ
る
。

第
三
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
ジ
オ
コ
ー
ソ
ハ
長
調
四
分
二
拍
子

は
必
し
も
嬉
戯
と
い
ふ
標
題
の
示
す
や
う
に
快
活
な
も
の
で
な
く
、
全
證
を
通
じ
て
荒

荒
し
く
不
快
な
貼
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
主
要
な
楽
想
は
強
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
有
す
る
最

初
の
激
し
い
主
想

J
ヰ
＿
」

は
『
シ
ャ
コ
ン
ヌ
』
と
呼
ば
れ
る
曲
で
、
即
ち
不
愛
に
（
若
く
は
殆
ど
不
愛
に
）
反
復

す
る
短
か
い
定
旋
律
（
主
想
）
の
上
に
絶
え
ず
新
し
い
愛
化
を
添
加
す
る
曲
で
あ
る
。

本
楽
章
の
主
想
は
幅
廣
き
昔
符
で
進
む
八
小
節
の
旋
律
で
、

之
に
績
い
て
何
等
の
挿
節
な
し
に
三
十
の
愛
奏
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
最
初
の
三

つ
は

管
楽
が
重
き
を
な
し
、
次
で
絃
が
加
は
り
、
進
行
活
澄
と
な
り
、
一
轄
し
て
ホ
長
調
に

〔

マ

マ

〕

移
り
、
リ
ヅ
ム
は
幅
廣
く
静
か
に
な
り
、
績
い
て
荘
麗
の
絶
頂
に
達
し
て
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
の
響
が
厳
か
に
主
想
を
表
は
す
。
延
竪
記
琥
の
後
古
き
主
想
は
再
び
元
の
姿
に
現
は

れ
て
や
が
て
終
り
の
「
一
層
快
速
」
な
る
部
分
に
於
て
力
の
極
黙
に
達
す
。

二
、
管
絃
渠
附
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

モ
テ
ッ
ト
「
エ
ク
ス
ル
タ
ー
テ
・
ユ
ビ
ラ
ー
テ
」

（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
競
第
一
六
五
）
（
本
邦
初
演
）

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

こ
の
モ
テ
ッ
ト
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

(
M
o
z
a
rt
1
7
5
6
|
1
7
9
1
)

の
ミ
ラ
ノ
滞
在
中
の

作
で
、
歌
手
ラ
ウ
ッ
チ
ー
ニ
(
R
a
u
z
z
in
i
)
の
為
に
書
か
れ
、
一
七
七
三
年
一
月
完
成
、

同
年
同
月
十
七
日
同
地
の
敦
會
で
初
演
さ
れ
た
。

全
曲
は
可
成
り
に
大
き
な
劇
的
構
成
を
も
ち
、
三
楽
章
か
ら
な
る
。

管
絃
楽
は
第

一、

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
オ
ー
ボ
ー
ニ
、
ホ
ル
ン
ニ
、

バ
ス
、
オ
ル
ガ
ン
で
あ
る
。
（
本
演
奏
で
は
多
少
編
成
を
愛
へ
て
ゐ
る
）

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
ヘ
長
調
四
分
四
拍
子
（

ー
ニ
九
小
節
）

そ
の
管
絃
楽
及
獨
唱
の
冒
頭
は

1・
丁
↑
i
厄

四
靡
冊
靡
開

□
~
直1•
9

日
川

そ
し
て
次
の
楽
章
と
の
間
に
短
い
紋
唱
が
挿
入
さ
れ
て
ゐ
る
。

第
二
楽
章
（
速
度
記
琥
の
指
定
な
き
も
ラ
ル
ゲ
ッ
ト
位
を
適
嘗
と
す
）
ホ
長
調

四
分
―
―
一
拍
子
（
―
-
五
小
節
）

7
件
言
鳳
|
〖
言v

諜v

唱v

ー
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そ
の
管
絃
楽
及
獨
唱
の
冒
頭
は

第
三
楽
章

（
速
度
記
琥
の
指
定
な
き
も
ア
ル
レ
グ
ロ
位
を
逼
掌
と
す
）

四
分
二
拍
子
(
-
五
九
小
節
）

そ
の
管
絃
楽
及
獨
唱
の
冒
頭
は

歌
詞
の
大
意
、

第
一
楽
章
「
躍
れ
喜
べ
、
お
お
汝
幸
な
る
震
魂
よ
、
楽
し
き
歌
を
歌
へ
。
楽
し
き
歌
を

歌
ひ
つ
＼
汝
の
歌
に
答
へ
つ
A

、
天
は
わ
れ
と
共
に
歌
ふ
。
楽
し
き
日

は
輝
け
り
、
雲
と
嵐
既
に
去
り
て
期
せ
ざ
る
安
息
は
正
に
始
ま
れ
り
。

紋
唱
「
黒
き
夜
至
る
虞
を
掩
ひ
た
り
。
そ
を
汝
恐
れ
し
が
、
今
や
楽
し
く
立
て
。

喜
べ
る
者
よ
、
幸
な
る
暁
に
腕
に
溢
る
る
若
枝
と
百
合
花
と
を
輿
へ
よ
。

第
二
楽
章
「
汝
、
童
貞
者
の
王
冠
よ
、
わ
れ
に
平
和
を
輿
へ
よ
、
喘
ぐ
心
の
悩
み
を
慰

め
よ
。

第
一
二
楽
章
「
ハ
レ
ル
ヤ
。

歌

詞E
x
s
u
l
t
at
e
,
 

j

u
bi
lat
e
,
 o
 v
o
s
 
a
ni
m
a
e
 b
e
at
a
e
,
 du

l
ci
a
 c
a
nt
i

c
a
;
 
c
a
nt
i

c
a
 

c
a
n
e
n
d
o
,
 c

a
nt
ui
 

v
e
st
r
o
 
r
e
s
p
o
n
d
e
n
d
o
,
 psallant
 

a
et
h
e
r
a
 
c
u
m
 m
e
.
 

F
u
lg

et
 

a
mi
c
a
 
di
es
,
 

j

a
m
 fu
g

e
r
e
 
et
 

n
u
bi
l

a
 et
 

procellae ;
 ex
o
rt
u
s
 est
 

j

u
st
i

s
 in
e
xp
ect
at
a
 q
ui
es
.
 

U
n
di
q

u
e
 o
b
s
c
u
r
a
 reg
n
a
b
at
 

n
o
x
.
 Su

rg
i
t

e
 
t

a
n
d
e
m
 laet
i
,
 q

ui
 t
i

m
ui
st
i

s
 

a
d
h
u
c
,
 et
 
j

u
c
u
n
di
 

a
u
r
o
r
a
e
 
fort
u
n
at
a
e
 
f
r
o
n
d
e
s
 
d
e
xt
e
r
a
 
p
l
e
n
a
 
et
 

l
i

li
a
 d
at
e
.
 

T
u
 vi
rg
i

n
u
m
 c
o
r
o
n
a
,
 

t

u
 n
o
bi
s
 p
a
c
e
m
 d
o
n
a
,
 

t

u
 c
o
n
s
o
l
a
r
e
 
affect
u
s
 

uncle 
s
u
sp
i

rat
 

c
o
r
.
 

2.t『
ご
ど
「
•
1

肛

g
 
呵

ヘ
長
調

P

下
り
r
-
)
’

□

T
u
 

vir
 • 

g
i

,
2
5
1
3
.

『o
• 

na, 

三
、
ハ
短
調
交
響
曲
（
第
五
番
作
品
六
七
）
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

〔
本
百
年
史
『
演
奏
会
篇
第

一
巻
』
大
正
七
年
五
月
二
十
六
日
の
解
説
を
参
照
。
〕

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

二
十
三
日
上
野
音
楽
學
校
の
演
奏
會
を
一
ー
一
時
頃
か
ら
聰
き
に
行
く
。
ブ
ラ
ー
ム
ス

の
第
四
交
響
楽
第
二
楽
章
の
演
奏
最
中
だ
っ
た
。
マ
リ
ア
・
ト
ル
さ
ん
の
モ
ツ
ァ
ル
ト

の
モ
テ
ッ
ト
獨
唱
は
賓
に
美
し
か
っ
た
。
ト
ル
さ
ん
が
素
睛
ら
し
い
ソ
。
フ
ラ
ノ
歌
手
で

あ
る
こ
と
は
、
今
春
の
試
聴
會
で
批
評
家
諸
氏
に
よ
つ
で
折
紙
が
つ
け
ら
れ
て
ゐ
た
が
、

噂
に
た
が
は
ず
堂
々
た
る
獨
唱
だ
っ
た
。
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
の
交
響
楽
は
失
敬
し
て
堕
入

君
と
一
緒
に
な
り
上
野
動
物
園
に
寄
つ
て
、
猿
ケ
島
だ
の
お
つ
と
せ
い
だ
の
を
い
A

氣

持
で
見
物
し
た
。

東
京
一
音
楽
學
校
演
奏
會

（
マ
リ
ア
・
ト
ル
女
史
獨
唱
、
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
指
揮
）

伊

藤

昇

こ
の
演
奏
會
は
三
つ
の
古
典
曲
を
十
月
二
十
二
、
三
の
雨
日
上
野
音
楽
學
校
奏
楽
堂

に
於
て
演
奏
さ
れ
た
。
今
春
磐
楽
科
敦
師
と
し
て
就
任
し
た
マ
リ
ア
・
ト
ル
嬢
が
モ
ッ

ア
ル
ト
作
曲
の
モ
テ
ッ
ト
『
エ
ク
ス
ル
タ
ー
テ
・
ユ
ビ
ラ
ー
テ
』
の
初
演
を
行
っ
た
。

第
四
交
響
曲
ホ
短
調
（
ブ
ラ
ー
ム
ス
）
は
厳
格
な
和
磐
と
封
位
法
と
に
腺
る
整
然

と
し
た
手
法
を
用
ひ
た
純
古
典
曲
で
、
面
白
い
と
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
全
楽
章
を
通
じ
て

憂
鬱
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ツ
ボ
は
管
絃
楽
器
に
部

分
的
に
少
し
づ
A

不
揃
ひ
や
僅
か
な
混
楓
が
示
さ
れ
た
が
、
主
題
と
そ
の
封
位
等
は
割

に
良
く
聴
か
れ
た
〔
゜
〕
展
開
部
は
僅
か
な
部
分
を
除
く
他
は
上
出
来
で
あ
っ
た
。
第
二

楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
・
モ
デ
ラ
ー
ト
は
初
め
の
ホ
ル
ン
獨
奏
は
調
子
良
く
ま
た
絃
楽
器
の

針
位
法
で
動
く
箇
所
も
美
し
く
進
め
ら
れ
た
。
終
り
の
方
に
吹
奏
さ
れ
る
ホ
ル
ン
強
奏

A
l
l
e
l
uj

a
.
 

（
『
月
刊
架
譜
』
第
二
十
一
巻
第
十
二
号
、
昭
和
七
年
十
二
月
、
八
九
頁
）
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の
主
題
も
相
嘗
に
良
い
音
戴
を
響
か
せ
た
。
こ
の
楽
章
は
管
絃
共
に
一
番
良
好
な
合
奏

振
り
を
示
し
た
様
で
あ
る
。
第
三
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
・
ジ
オ
コ
ー
ソ
は
初
め
の
主
題
強

奏
等
は
普
通
で
あ
る
が
、
展
開
部
へ
這
入
っ
て
か
ら
管
絃
合
奏
部
に
や
A

混
颯
を
示
し

た
箇
所
が
あ
っ
た
。
第
四
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
・
エ
ネ
ル
ジ
コ
・
エ
・
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
ト

は
全
恒
に
僅
か
な
不
揃
ひ
等
を
除
け
ば
割
に
良
い
演
奏
を
績
け
た
が
、
終
り
の
方
で
員

鍮
管
の
強
奏
部
に
は
フ
ォ
ル
テ
が
強
す
ぎ
音
が
破
れ
て
他
と
の
調
和
を
訣
い
た
箇
所
が

あ
っ
た
が
、
他
は
割
に
良
好
に
進
め
ら
れ
た
。

指
揮
は
厳
格
に
リ
ズ
ム
を
保
つ
て
絶
え
ず
管
絃
楽
器
を
牽
制
し
て
ゐ
た
事
と
、
封
位

法
の
動
き
を
生
か
し
て
ゐ
た
事
が
目
立
つ
て
ゐ
た
。

管
絃
築
付
ソ
プ
ラ
ノ
獨
唱
モ
テ
ッ
ト
『
エ
ク
ス
ル
タ
ー
テ
・
ユ
ビ
ラ
ー
テ
』
（
モ
ツ

ア
ル
ト
）
は
劇
的
構
成
に
攘
り
三
楽
章
に
分
け
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
演
奏
は
マ
リ
ア

・
ト
ル
嬢
の
獨
唱
に
操
る
本
邦
初
演
で
あ
る
。
管
絃
楽
器
指
定
は
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
オ
ー
ボ
ー
ニ
、
ホ
ル
ン
ニ
、
バ
ス
及
び
オ
ル
ガ
ン
等
で
あ
る

が
、
多
少
改
編
を
加
へ
て
演
奏
さ
れ
た
。
第
一
楽
章
は
中
間
の
歌
と
木
管
の
邊
り
が
特

に
よ
く
、
ま
た
其
他
の
部
分
も
伴
奏
は
良
く
整
理
さ
れ
た
音
量
を
保
つ
て
ゐ
た
。
第
二

楽
章
で
は
獨
唱
の
高
音
が
逸
度
な
音
量
と
共
に
美
し
く
歌
は
れ
第
三
楽
章
は
伴
奏
も
獨

唱
も
大
し
た
斐
化
な
く
進
め
ら
れ
た
。
全
閥
に
は
良
く
纏
め
ら
れ
た
好
演
奏
で
獨
唱
は

竪
の
美
く
し
さ
と
秀
れ
た
技
巧
と
を
譜
所
に
示
し
て
ゐ
た
。

第
五
交
響
曲
ハ
短
調
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）
別
名
『
運
命
』
交
響
曲
は
上
野
で
は
何

年
振
り
か
の
演
奏
で
、
相
賞
の
期
待
を
持
つ
て
ゐ
た
が
、
全
閥
に
急
速
な
箇
所
で
管
絃

の
部
分
的
に
不
揃
ひ
や
、
混
楓
が
示
さ
れ
た
り
し
た
が
、
第
二
楽
章
の
木
管
の
活
躍
部

が
割
に
美
し
く
、
ス
ケ
ル
ツ
オ
の
低
音
絃
楽
器
セ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
フ
ー
グ
形
式

の
所
は
強
弱
良
く
相
嘗
な
出
来
榮
え
を
示
し
た
。
第
四
楽
章
で
も
三
連
音
符
の
あ
る
第

二
主
題
の
邊
り
で
多
少
の
混
胤
を
見
せ
た
以
外
は
割
に
良
好
な
演
奏
で
あ
っ
た
。

指
揮
も
一
貫
し
て
む
ら
の
無
い
良
い
速
度
を
保
つ
て
最
後
ま
で
績
け
ら
れ
た
。

こ
の
演
奏
の
内
一
番
良
く
出
来
た
も
の
は
モ
ツ
ア
ル
ト
の
モ
テ
ッ
ト
で
、
次
は
第
五

交
響
曲
、
第
四
交
響
曲
の
順
で
あ
ら
う
。
上
野
の
奏
楽
堂
は
音
響
の
響
工
合
が
悪
く
管

絃
楽
の
細
部
に
亘
つ
て
あ
ら
が
目
立
ち
、
演
奏
者
の
側
か
ら
考
へ
れ
ば
か
な
り
損
な
所

で
あ
る
。
今
春
日
比
谷
音
楽
堂
で
聴
ひ
た
の
と
比
較
し
て
今
度
は
特
に
細
か
い
鳥
渡
し

東
京
音
楽
學
校
秋
季
演
奏
會

十
月
廿
―
―
―
日
於
同
校
講
堂
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
第
四
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
ホ
短
調
）

第
一
楽
章
、

此
の
楽
章
に
於
て
は
疲
展
部
に
入
っ
て
テ
イ
ン
パ
ニ
ー
の
ト
レ
モ
ロ
が
用
ひ
ら
れ
る

直
前
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
再
提
示
部
直
前
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
小
破
綻
を
見
せ
た
位
で

其
の
邊
迄
は
無
難
で
あ
っ
た
が
レ
。
フ
リ
ー
ゼ
に
入
っ
て
か
ら
第
一
主
題
に
伴
ふ
セ
ロ
及

び
ビ
オ
ラ
デ
〔
ィ
〕
ビ
ヂ
の
分
散
和
絃
が
ホ
ル
ン
と
木
管
に
押
さ
れ
て
し
ま
つ
て
殆
ん
ど

聞
え
な
か
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
は
感
心
出
来
な
い
〔
。
〕
再
提
示
部
の
終
り
に
近
づ
い

て
木
管
が
馘
れ
て
来
た
が
、
其
の
原
因
は
主
と
し
て
、
オ
ボ
ー
の
昔
程
の
狂
ひ
に
あ
っ

た
。
此
の
日
は
氣
象
の
開
係
か
オ
ボ
ー
の
ピ
ッ
チ
が
狂
つ
て
、
甚
だ
か
ん
ば
し
く
な
か

っ
た
。
コ

ー
ダ
に
入
っ
て
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
再
び
馘
れ
を
見
せ
、
終
末
の
第
ニ
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
に
於
け
る
後
半
の
人
々
の
複
グ
リ
ッ
フ
は
特
に
ひ
ど
い
＿
音
程
を
聞
か
せ
た
。

第
二
楽
章
の
第
十
四
小
節
目
に
於
て
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
馘
れ
た
外
は
表
現
も
演

奏
も
相
嘗
に
よ
ろ
し
く
美
し
く
聞
か
れ
た
。

第
四
楽
章
、

ヴ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
二
分
の
三
拍
子
に
な
つ
て
か
ら
フ
ア
ゴ
ッ
ト
と
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
の
活
躍
に
移
る
前
ホ
ル
ン
の
吹
奏
が
強
過
ぎ
た
の
は
い
け
な
い
や
う
に
思

ふ
。
直
後
に
来
る
フ
ア
ゴ
ッ
ト
と
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
ピ
ア
ニ
シ
モ
、
エ
ス
。
フ
レ
シ
ボ
ヘ

の
導
入
と
し
て
、
絃
と
木
管
の
昔
の
中
か
ら
聞
え
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ

る
が
、
あ
れ
迄
強
調
す
る
の
は
耳
障
り
で
あ
る
。
金
管
の
昔
色
を
想
ひ
浮
べ
し
め
る

〔

マ

マ

〕

為
、
淡
い
印
象
を
輿
へ
る
程
度
で
よ
い
と
思
ふ
。
ス
コ
ー
ア
に
は
デ
イ
ミ
ュ
ニ
エ
ン
ド

と
な
っ
て
居
る
様
で
あ
る
。

其
の
他
に
は
大
し
た
破
綻
は
な
か
っ
た
様
で
あ
っ
た
。

箕

作

生

た
部
分
迄
目
立
ち
、
聰
く
方
の
側
か
ら
云
つ
て
も
部
分
々
々
が
あ
ま
り
に
近
く
目
立
ち

過
ぎ
る
様
で
あ
る
。

（
『
月
刊
架
譜
』
第
二
十
一
巻
第
十
二
号
、
昭
和
七
年
十
二
月
、
九
八

l
九
九
頁
）
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能

成

上

り

多

々

良

狂

小鶴

鍛

冶 龍

素

言 謡

人

ス

ッ

パ

主

同能

楽

科

第 第

一
、
秋
季
能
架
演
奏
會
番
組
（
麟
疇

□口十巴
□飼

）

全

髄

と

し

て

練

習

不

足

に

よ

る

為

め

か

演

奏

に

緊

張

味

を

映

き

些

か

退

屈

な

感

が

し

た

の

は

曲

の

罪

で

は

な

い

筈

で

あ

る

。

モ

ツ

ア

ル

ト

、

モ

テ

ッ

ト

、

獨

唱

者

マ

リ

ア

ト

ル

嬢

は

此

の

曲

に

於

て

表

現

上

技

術

上

優

秀

な

才

能

を

示

し

て

呉

れ

た

。

従

来

の

人

と

は

比

較

に

な

ら

ぬ

此

の

先

生

を

得

た

上

野

の

磐

楽

科

は

幸

で

あ

る

。

此

の

程

度

の

ヴ

ォ

ー

カ

リ

ス

ト

は

ド

イ

ツ

に

行

っ

た

か

ら

と

云

つ

て

そ

う

ざ

ら

に

居

る

繹

で

は

な

い

。

何

し

ろ

日

本

楽

界

の

猿

展

に

取

っ

て

結

構

な

事

で

あ

る

。

次

の

機

會

に

同

嬢

の

近

代

歌

謡

曲

に

封

す

る

理

解

を

も

拝

聰

し

た

い

も

の

で

あ

る

。

伴

奏

は

無

難

で

あ

っ

た

と

思

ふ

。

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

第

五

シ

ン

フ

ォ

ニ

ー

、

此

の

交

響

曲

に

於

て

は

、

オ

ボ

ー

の

音

程

は

御

天

氣

の

責

任

と

し

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

の

胤

れ

は

練

習

不

足

と

云

ふ

事

に

し

て

個

々

の

あ

ら

さ

が

し

は

致

す

ま

い

。

只

、

表

現

に

於

て

此

の

日

（

廿

三

日

）

の

出

来

は

恐

ら

く

は

今

日

迄

本

邦

に

於

け

る

第

五

演

奏

の

最

高

の

も

の

で

あ

っ

た

だ

ら

う

事

を

特

記

す

る

。

そ

し

て

そ

れ

は

指

揮

者

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

氏

の

才

能

に

負

ふ

事

も

さ

り

な

が

ら

、

幾

多

の

指

揮

者

に

よ

っ

て

此

の

曲

の

立

派

な

演

奏

が

耳

に

蛸

の

出

来

る

程

聞

か

さ

れ

る

欧

洲

楽

界

の

雰

園

氣

中

に

彼

氏

が

育

つ

た

と

云

ふ

強

味

も

雄

癖

に

働

き

か

け

て

居

る

だ

ら

う

と

思

ふ

。

(

+

一

月

上

旬

）

（
『
昔
榮
世
界
』
昔
架
世
界
社
、
第
四
巻
第
十
二
号
、
昭
和
七
年
十
二
月
、
四
五

l
四
六
頁
）

昭
和
七
年
十
一
月
三
日

秋
季
能
楽
演
奏
会

外

茂

三

小

早

川

清

士

和

田

喜

太

郎

期期

生 生

長

秋

色

種

十

世

杵

屋

六

左

衛

門

作

曲

唄

等

曲

生

田

流

二

贔

の

武

蔵

野

磯

部

つ

や

子

作

歌

宮

城

道

雄

作

曲

長一

忍

車二

世

杵

屋

勝

三

郎

作

曲

唄

昭
和
七
年
＋
＿
月
五
日
、
六
日

附

祝

言

観

世

壽

夫

観

世

鐵

之

丞

谷

行

賓

生

新

松

本

謙

唄 長

若杉 山三 杉本梶木岡河

林山形宅山間場本合

羹孝蒻克房 菊震敏君

子子 重子 枝子江子子子

線 味

染

谷

喜

久

子

田

島

悦

子

伊

東

禎

子

中

島

す

ず

子

鈴

木

静

子

椎

津

ふ

く

子

磯

部

弾

生

同同同同三胡
絃弓

乾龍上高荒宮

噂野草木城

ヱ 鶴 恵 幹 芳 道

子子子子枝雄

同同同同第

葛芹岩森新

原川永卜井

文愛伸 ミ和

子子子ヱ子

唄 長

杉相菅丸佐

山内井山々

誠 彦 木

茂辰太太加
樹夫 郎郎賀

線味三

萩多大吉東
橋村

原忠慶富勇
太士

仁清郎雄次

（
『
東
京
昔
築
學
校
一
覧
』
自
昭
和
八
年
至
昭
和
九
年
、
昭
和
九
年
二
月
、
一
八
一
頁
）

邦
楽
演
奏
会

五

日

（

土

曜

日

）

一

時

開

場

昭

和

七

年

十

一

月

午

後

六
日
（
日
曜
日
）
一
時
半
開
演

會
場
東
京
昔
架
學
校
奏
架
堂

邦

楽

演

奏

曲

目

東

京

昔

榮

學

校

安

揺

春

雄

宇

野

親

一

瀬

尾

潔

藤

田

大

五

郎
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長

唄

七

紳

田

祭
（
百
夜
草
下
巻
）

幸

堂

得

知

作

歌作
曲

稲
音
家
六
四
郎

吉
住
小
―
―
一
郎

等
曲
生
田
流

六

秋

の

草

葛
原
し
げ
る
作
歌

宮
城
道
雄
作
曲

長

唄

五

紅

葉

詣五
世
杵
屋
三
郎
助
作
曲

ゆ

く

秋

永
井
荷
風
作
歌

中
能
島
欣
一
作
曲

詞

麟

疇

補

導

長

唄

科

生

徒

囃

子
笛小

鼓
大
鼓

太
鼓

太
鼓

望望望望望
外月月月月月
二孝太吉長
太左三左之

名郎吉郎吉助

同

九

十

餘

名 同 子

唄

水岸澁

谷田谷

仲朝良

子子子岬

中

山

同上
東輻調小廣浦春西中加藤

井町II瀬口日村村地村

常楽妙も翡夏羹羹貫
子子子子子子子子子

【
休
憩
十
分
】

（

乙

）

獨

交
響
的
練
習
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

六、 五、 四、

ピ ピ

ア

J
 

|

【

休奏

憩

】

ー

武

歌
劇
「
ウ
イ
ン
ザ
の
陽
氣
な
婦
人
方
」
中
の
二
重
唱

ア

Jレ

榎 永 卜

本

長

四

ユ

マ

ン

郎作

井
コ

等

曲

科

生

田

流

生

徒

壽

線

田

中

君

江

長

日

暮

千

代

子

味

上

野

き

み

等
曲
山
田
流

四

（

甲

）

七

夕

中
能
島
松
仙
作
曲

服

部

梅

子

小

山

重

子

伊
東
な
っ
子

高

岡

欣

子

須
藤
喜
美
江
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ラ

イ

乍

,1 

田

恵

美

重

唱

ソ
。
フ
ラ
ノ

添

) 1 1 

ノ‘

ナ

•
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

奏
嗚
曲

獨

奏

ヘ

短

調

（

熱

情

）

第

一

楽

章

ア
レ
グ
ロ

ァ
ッ
サ
イ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
イ
オ
ッ
テ
イ
作鳥徊

ア~

ノ

横

山

田

協
奏
曲

モ
デ
ラ
ー
ト

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

イ

短

調

第

一

楽

章

田

中

富

貴

子

イ
、
秋

ロ

、

愛

の

ラ

ー

ム

ス

こ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ

9
ー

ラ

ン

ツ

作作

三同同唄
絃

中染龍高
能谷山野
島喜キ
欣久きョ
一子み子

同同等

木朝鈴

誌木

知紀ゐ
子子つ

二
、
ソ
。
フ

ラ

ノ

獨

唱

稲

田

美

代

子

協
奏
曲

同同第

立橘高

座 ： ：

操子子

同同同

奥小中

：叶
子子子

常
川
よ
し
子

上
調
子

東

壽

子

志

賀

和

子

，
 ヽ

ピ

ア

昭

和

七

年

十

一

月

十

二

日

金

第

六

十

二

回

学

友

演

奏

会

第

六

十

二

回

學

友

演

奏

會

十

一

月

十

二

日

（

土

曜

）

午

後

一

時

半

開

演

於

本

校

奏

渠

堂

／

獨

奏

イ

短

調

第

一

榮

章

ト
ウ
ォ
ー
ゾ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ユ

ア
レ
グ
ロ
・
ア
ッ
フ
エ 子

マ

ン

作
登

昭和 2年～12年(1927~1937)



．
 

ヽ

ピ

ロ
、
騨

三
、
メ
ッ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

イ
、
さ
す
ら
い
人
｝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

丁

青

本
校
奏
架
堂

ノ

獨

奏

狂
詩
曲
口
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

獨
奏

ラ
・
フ
オ
リ
ア
…
•
…
…
…
…
…
•
•
コ
レ
リ

1
1

レ

ー雁田 内

ユ

ー

ベ

レ

ト

乍

l

,

1

 

木

博

子

+
、
獨

唱

唱

バ
リ
卜

ン

會増

永

員 夫

ソ
。
フ
ラ
ノ

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

協

奏

曲

二

長

調

第

一

榮

章

九

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

ア
ベ
ッ
ク
愛
奏
曲
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

及

合

中

村

丈淑

子

オ

ナ

ル

ド

乍

,
1
 

ユ

マ

ン

作

井

直

弘作

馬

場

麗

子

ラ

ム

ス

ツ

ア

ル

ト

ア

田

茉

莉

子

松

田

十

於

ト
長
調

J

獨

唱

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
助
奏
付
）
…
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

わ
が
震
は
目
に
て
聴
く
…
…
…
…
…
…
…
…
…
へ

奏

ソ
ナ
テ
イ
ー
ヌ

モ
デ
レ
、

メ
ヌ
エ
、

ア
ニ
メ
エ

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
―-ノ

ソ
。フ

ラ
ノ

美
し
き
エ
レ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

(
『
昔
榮
』
塵
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、一

四
七
i
一
四
八
頁
）

昭
和
七
年
十
一
月
十
三
日

十
一
月
十
三
日
（
日
曜
）
午
後
一
時
半
開
演

.....................................

.................. / 

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ピ
ア
ノ
合
奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ニ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ア
レ
グ
ロ
コ
ン
ブ
リ
オ
、

ロ
ン
ド
（
ア
レ
グ
ロ
）

ア
ン
ダ
ン
テ

|

【

休

獨

奏

英
吉
利
組
曲
（
イ
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
バ

。フ

レ
リ
ュ
ー
ド
、

獨

唱

長

歌
劇
「
婢
婦
馴
ら
し
」
中
の
カ
タ
リ
ー
ネ
の
詠
唱

．．．．．．．．
．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．
．．．．
．．．
．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．． 
ク

ア
レ
グ
ロ
…
モ

ツ

ツ

作蔵作

第
六
十
三
回
学
友
演
奏
会

第
六
十
三
回
學
友
演
奏
會

七
、
ソ
。
フ

―フ

ノ

門

美

保

サ
ラ
バ
ン
ド
、
ブ
ー
レ
第
一

、
ブ
ー
レ
第
二
、
ヂ
ー
グ

ア
ル
マ
ン
ド
、

ク
ー
ラ
ン
ト
、

ッ

ノ‘

Jレ

ッ

フ

作夫

六、

ピ

ア

ノ

豊

増

+
、
獨

九
、
。
ヒ

作昇

バ

リ

ト

ン

増

唱

及

合

（
管
絃
架
附
）

中

永村

丈淑

憩
】
—
|

子

唱

指

揮

大

塚

コ
ン
モ
ー
ト

ヴ

工

lレ

淳作

奏
鳴
曲

ピ
ア
ノ

ア

ノ

獨

大

井

悌

四

郎作枝

永平

井

保井

進

ン

一‘フー

Jレ

疋

田

小

八
、
ソ
。
フ

―フ

栢

見

静

子

協
奏
曲

ア
レ
グ
ロ

協
奏
曲

第
一
楽
章

ア
レ
グ
ロ
…
モ

ツ

ア

レ

ト

乍

ー

'

,

1

四、

ピ

ア

ノ

ホ
短獨
調

奏
第

一
楽
章

池

ョ
田

ノぐ

マ
エ
ス
ト
ー
ソ フ

喜

ン

作
I

r/ 
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（
口
）

（
イ
）

子

等

を

思

ふ

歌

（

ビ

ア

ノ

伴

奏

）

F
at
h
e
r
's
 th
o
u
g
ht
 

祈

藤

（

無

伴

奏

）

G
e
b
et
 

ハ

ウ

プ

ト

マ

ン

作

曲

H
a
up
t
m
a
n
n
 

バ
リ
ト
ー
ン

信

時

潔

作

曲

山

上

憶

良

作

詩

N
o
b
ut
o
ki

 

指
揮
者

獨
唱
者
ソ
。
フ
ラ
ー
ノ

大

塚

淳

中

村

淑

子

増

永

丈

夫

〔原
資
料
横
組
〕

201 

2

混

盤

合

唱

第 1章

東

京

音

楽

學

校

生

徒

指
揮
者
ク
ラ
ウ
ス
・
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

美
し
き
エ
レ
ン

S
c
h
o
n
 E
l
l
e
n
 

ブ

ル
乙

骨

B
r
u
c
h
 
三ツ

郎フ

繹作

歌曲

6
 

1

管

絃

楽

東
京
音
楽
學
校
生
徒
管
絃
楽
園

序

曲

ヘ

ブ

リ

ー

デ

ン

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

作

曲

O
u
v
e
r
tilre 
z
u
 d
e
n
 H
e
b
ri
d
e
n
 (
Fi
n
g
a
l
s
,
H
o
h
l
e
)
 
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
 

管
絃
架
附
獨
唱
及
合
唱

指
揮
者

東
京
音
楽
學
校
生
徒
管
絃
楽
園
並
一
一
生
徒

ペ
ー
ア
ギ
ュ
ン
ト
第
一
組
曲

P
e
e
r
 G
y
nt
,
S
uit
e
 I. 

グ

リ

G
ri
e
g
 

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

ク

作

曲

曲

目
（
夜
之
部
）

5

管

絃

榮徐

東
京
音
楽
學
校
生
徒
管
絃
楽
園

憩

）

昭和 7年11月18日，大阪中ノ島中央公会堂。

右上マリア・トル（ソプラノ），右下クラウ

ス・プリングスハイム（指揮），左上高折宮

次（ピアノ），左下大塚淳（合唱指揮）

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

（
二
）

冒
a
m
詞
謬
琴
嚢
『
一

永
遠
の
愛
作
品
四
十
＿
―
-
第
一
番

V
o
n
 e
wi
g
er 
L
i
e
b
e
 o
p
.
 

4
3
 
N
r
.
1. 

ピ

ア

ノ

伴

奏

プ

ラ

ー

ム

ス

作

曲

B
r
a
h
m
s
 

（
ハ
）

忍
訂
eン
紐
噌
奇
喩
一
番
一

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
四
十
九

F
a
nt
asi
e
 o
p
.
 

4
9
.
 

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
獨
唱

鱈
仔
鱈
五
藷

.
2

•一

無
限
な
る
も
の
に
遺
作

D
e
n
 U
n
e
n
dli
c
h
e
n
 

（
口
）

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

曲

S
c
h
u
b
e
rt
 

（
イ
）

4
 

マ

リ

ヤ

卜

Jレ

（
口
）

シ
ョ
゜

ノヽ

C
h
op
i
n
 

ン

作

曲

（
イ
）

指

揮

者

大

塚

淳

高

折

宮

次

美
し
き
エ
レ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

(
『
昔
榮
』
皐
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、

昭
和
七
年
十
一
月
十
七
日
ー
ニ
十
日

一
四
八
頁
）

演
奏
旅
行
（
大
阪
ー
神
戸
）

ル

ッ

フ

作

3

ピ

ア

ノ

獨

奏

（
二
）

（
ハ
）

美
し
き
ロ
ー
ト
ラ
ウ
ト

S
c
h
o
n
 R
o
ht
rnut
 

}
 

(
無
伴
奏
）

お
休
み
な
さ
い

G
ut
e
 N
a
c
ht
 

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

S
c
h
u
m
a
n
n
 

昭和2年～12年(1927~1937)



三、
旅

ピ
イ

ヽ ア

着。
参
加
者

高

ア
ン
。
フ
ロ
ン
。
フ
チ
ュ
作
品
九
十
、
第
四
番

ノ

獨

奏

塚
折

宮

次

指

揮

者

大

着。
大
阪
公
會
堂

紳
戸
第
一
高
女

苦
闘
西
學
院

十
九
日
夜
九
時
五
十
二
分
紳
戸
繹
猿
に
て
二
十
日
午
前
十
時
十
五
分
東
京
騨

乗
杉
學
校
長

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
、

ト
ル
雨
外
人
敦
師

山
下
、
高
折
、
大
塚
、
妹
尾
各
敦
官
、
小
林
、
中
藪
雨
嘱
託
、
井
上
、

増
田
、
岸
本
、
岡
見
、
盛
口
、
松
田
、
天
江
の
各
卒
業
生

海
軍
委
託
學
生
十
一
名

本
科
全
部
、
豫
科
男
生
徒
、
師
三
師
二
各
學
年
生
徒
百
五
十
名

館
大
阪
、
道
頓
堀
浪
花
旅
館
、
山
形
屋
旅
館
へ
二
泊
゜

（
『
昔
榮
』
墨
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、
一
六
一
l
一
六
二
頁
）

〔『
＿音
築
』
に
よ
る
と
、
大
阪
公
演
の
昼
の
部
で
は
、
二
！
四
番
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
〕

二
、
混
磐
合
唱
（
無
伴
奏
）

イ
、
美
し
き
ロ
ー
ト
ラ
ウ
ト
｝
…
…
…
…
…
…
シ

ロ

、

お

休

み

な

さ

い

同

日

夜

十
九
日
（
土
）

十
八
日
（
金
）

壼
夜
二
回

畳

生

ユ

ー

マ

淳

〔

演

奏

旅

行

〕

大

阪

ー

|

紳

戸

0

マ
マ
〕

昭
和
七
年
十
一
月
十
七
日
朝
午
前
十
時
東
京
騨
狡
同
夜
八
時
八
十
分
大
阪

ン

作

曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲 徒

四、

ハ
、
野
の
静
寂
作
品
八
十
六
、

二
、
永
遠
の
愛
作
品
四
十
三
、

ピ
ア
ノ
伴
奏

〔
神
戸
公
演
で
も
こ
の
部
分
の
曲
数
が
若
干
増
減
さ
れ
て
い
る
が
、

基
本
的
に
は
同
じ
曲
目
構
成

で
あ
る
。
〕

浪

花

狂

想

曲

あ
き
れ
た
こ
と
（
官
學
封
私
學
）

官
立
東
京
―
音
楽
學
校
大
演
奏
會
を
大
阪
府
中
等
敦
育
研
究
會
が
主
催
に
て
十
一
月
十

八
日
中
央
公
會
堂
に
て
開
く
。

曲
目
（
一
）
序
曲
「
ヘ
ブ
リ
ー
デ
ン
」
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
、
指
揮
。
フ
リ
ン
グ
ス

ハ
イ
ム
氏
。
ー
ー
私
に
は
此
指
揮
者
は
全
く
初
め
て
で
あ
る
。
わ
ざ
／
＼
舞
豪
裏
へ
行

つ
て
ス
テ
ー
ヂ
か
ら
指
揮
者
の
顔
を
見
た
。
こ
う
す
る
こ
と
が
確
か
に
指
揮
者
を
批
判

す
る
に
最
も
手
取
り
早
い
方
法
で
あ
る
と
思
ふ
。
東
京
の
エ
ラ
イ
人
々
で
も
こ
ん
な
こ

と
を
し
た
人
が
あ
る
か
。
眼
卸
ち
指
揮
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
そ
の
眼
を
知

り
た
い
の
だ
。
と
こ
ろ
で
此
ヘ
ブ
リ
ー
デ
ン
は
私
を
し
て
全
く
文
字
通
り
に
ヘ
ブ
リ
ー

デ
に
し
て
し
ま
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
何
故
閥
西
迄
来
て
か
A

る
こ
と
を
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
か
と
思
ふ
位
解
繹
が
氣
に
入
ら
ぬ
。
あ
の
第
一
の
主
題
か
ら
し
て
第
一
に
テ
ン
ボ
が

氣
に
入
ら
ぬ
。
間
が
抜
け
て
ゐ
る
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。
何
ん
の
味
も
な
い
指
揮
で
あ

る。
（
五
）
に
グ
リ
ー
グ
の
ペ
ー
ア
・
ギ
ュ
ン
ト
第
一
組
曲
を
演
奏
し
た
。
此
は
多
少
と
も

未
だ
ま
し
で
あ
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
。
淡
々
と
し
て
居
り
乍
ら
も
「
朝
」
も
「
オ
ー
ゼ

の
死
」
も
よ
ろ
し
い
。
無
難
。
そ
れ
に
し
て
も
員
に
指
揮
者
と
し
て
の
技
術
を
示
す
も

の
が
―
つ
も
な
か
っ
た
こ
と
は
私
を
し
て
失
望
さ
し
た
。
反
封
に
心
あ
る
人
々
に
一
音
楽

瀧

久

雄

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

ロ
、
月
を
主
題
と
せ
る
ヴ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
…
信マ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

イ
、
一
音
楽
に
寄
す
作
品
八
十
八
、

第

四

番

一

ロ
、
糸
車
に
よ
れ
る
グ
レ
ー
チ
ヒ
エ
ン
、
作
品
ニ

}
…
•
•
•
ブ
ラ
ー
ム

第

二
番

第
一
番

ス

作

曲

•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
レ
ト
乍
曲
l

I

ー

リ

ヤ

・

ト

Iレ

時

潔

作

曲

第 2部 昭和の東京音楽学校篇 202 



學
校
へ
の
印
象
を
弱
ら
し
め
た
結
果
を
齋
し
て
ゐ
る
。
そ
の
こ
と
は
後
日
い
ろ
／
＼
な

人
に
會
つ
て
お
互
に
意
見
を
交
換
し
て
ゐ
て
つ
き
と
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
恨
令
生
徒

の
管
絃
園
で
は
あ
る
と
し
て
も
素
人
の
管
絃
園
の
上
演
曲
目
に
近
い
も
の
で
は
困
ま

る
。
グ
リ
ー
グ
な
り
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
が
藝
術
的
作
家
で
あ
る
と
云
ふ
意
は
毛
頭
含

、
、
、
、
、
、

ま
れ
て
居
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
た
ゞ
東
京
―音
楽
學
校
と
云
ふ
看
板
に
し
て
あ
ん
な
曲
を

あ
ん
な
風
に
演
奏
し
て
は
貫
祗
が
足
ら
ぬ
。
と
云
ふ
こ
と
を
痛
感
し
て
居
た
の
で
あ

る
。
昔
、
ク
ロ
ー
ン
教
授
時
代
の
時
の
様
に
本
格
的
で
は
な
か
っ
た
と
は
云
ヘ
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
第
五
番
を
や
る
だ
け
の
重
々
し
さ
が
必
要
で
あ
る
。
あ
た
り
ま
え
の
も
の

を
あ
た
り
ま
え
に
演
奏
し
て
何
慮
に
債
値
が
あ
る
か
。
時
代
な
り
場
所
な
り
を
今
少
し

認
識
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
に
。
乗
杉
校
長
は
一
閥
何
を
考
へ
て
居
る
の
で
あ
ら
う
か
。

大
阪
を
あ
ま
り
あ
ま
く
見
て
貰
い
た
く
な
い
。
だ
ん
／
＼
官
學
の
蔭
が
大
阪
で
も
薄
ら

い
で
来
て
居
る
の
を
御
存
知
が
な
い
の
か
。
官
學
没
落
の
徴
を
大
阪
へ
見
せ
に
来
た
の

か
、
修
學
旅
行
な
ら
修
學
旅
行
ら
し
く
や
つ
て
は
ど
う
だ
。
十
錢
か
十
五
錢
の
入
場
料

で
贄
用
を
か
せ
い
で
は
如
何
。
（
失
證
な
こ
と
を
云
ふ
な
）
。

曲
目
の
（
二
）
と
（
六
）
に
大
塚
淳
氏
指
揮
の
合
唱
が
あ
る
（
イ
）
子
等
を
思
ふ
歌
と

し
て
信
時
潔
氏
曲
の
山
上
憶
良
の
長
歌
、
（
口
）
ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン
作
の
祈
疇
（
ハ
）
シ
ュ

ー

マ
ン
曲
美
し
き
ロ
ウ
ト
ラ
ウ
ト
（
二
）
同
曲
お
休
み
な
さ
い
。
静
穏
に
且
人
敷
の
割
に
槃

も
出
ず
、
さ
ほ
ど
大
し
た
効
果
も
な
く
終
る
。
信
時
氏
の
萬
葉
調
の
作
品
に
見
る
と
こ

ろ
の
和
盤
な
り
旋
律
に
は
ま
だ
／
＼
私
と
し
て
は
不
満
だ
。
よ
ろ
し
く
萬
葉
集
を
片
手

に
し
て
奈
良
へ
行
っ
て
大
槃
で
朗
詠
し
て
み
て
は
如
何
。
そ
の
上
で
旋
律
か
ら
初
め
て

見
直
し
て
み
る
こ
と
が
何
よ
り
の
薬
か
と
思
ふ
。
考
へ
は
愚
に
近
き
は
此
人
の
日
本
曲

に
封
す
る
自
覺
の
足
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
ふ
。
改
作
す
べ
し
。

（
六
）
と
し
て
管
絃
楽
伴
奏
附
き
に
て
「
美
し
き
エ
レ
ン
」
を
上
演
す
る
。
獨
唱
者
ソ

。
フ
ラ
ノ
ー
ー
ー
中
村
淑
子
、
バ
リ
ト
ン
増
永
丈
夫
。
相
嘗
よ
い
出
来
で
は
あ
る
が
、
合
唱

部
が
遅
れ
た
り
し
て
可
成
聞
き
苦
し
い
。
通
俗
的
な
も
の
で
結
構
で
は
あ
っ
た
が
、
つ

ま
る
と
こ
ろ
は
大
衆
の
要
求
と
は
縁
の
遠
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
度
過
日
十

一
月
三
日
の
朝
日
の
あ
の
コ
ー
ラ
ス
の
夜
の
各
合
唱
園
の
う
ま
さ
を
指
揮
者
で
あ
る
大

塚
氏
及
び
乗
杉
氏
に
参
考
に
迄
聞
か
せ
た
か
っ
た
。
肩
書
が
物
を
云
ふ
時
代
ぢ
や
あ
り

ま
せ
ん
。
腕
で
来
い
、
の
ど
で
来
い
。
バ
リ
ト
ン
の
増
永
氏
は
器
築
科
生
と
聞
く
、

閥
上
野
に
は
男
槃
の
槃
楽
科
生
が
な
い
の
か
。

私
ひ
と
り
ば
か
り
か
。

敦
授
の
演
奏
と
し
て
マ
リ
ア
・
ト
ル
嬢
（
？
）
の
ソ
。
フ
ラ
／
獨
唱
は
よ
ろ
し
い
。
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
の
「
春
の
信
仰
」
と
「
無
限
な
る
も
の
に
」
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の

「
野
の
静
寂
」

と
「
永
遠
の
愛
」
こ
と
に
最
後
の
永
遠
の
愛
が
最
も
よ
く
出
来
て
ゐ
る
。
曲
の
選
び
方

と
し
て
は
大
阪
向
き
で
は
な
く
と
も
リ
ー
ド
、
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
の
債
値
を
充
分
に
認

め
さ
し
た
。
此
の
人
は
む
し
ろ
ソ
。
フ
ラ
／
と
云
ふ
よ
り
は
ア
ル
ト
と
し
た
方
が
よ
く
は

な
い
か
。
た
ゞ
獨
逸
語
の
デ
イ
ク
シ
ョ
ン
が
少
し
古
く
は
な
か
ら
う
か
。

他
に
高
折
宮
次
氏
の
ビ
ア
ノ
獨
奏
が
あ
っ
た
。
シ
ョ
パ
ン
の
作
品
四
十
八
番
の
一
の

夜
曲
と
四
十
九
番
の
幻
想
曲
で
あ
る
。

此
れ
よ
り
以
前
に
帝
國
音
楽
學
校
が
大
阪
を
訪
れ
た
。

と
に
か
く
私
學
と
し
て
活
氣
の
あ
っ
た
演
奏
會
だ
〔
。
〕
満
員
に
近
い
聰
衆
は
す
つ
か

り
興
奮
せ
し
め
ら
れ
た
。
ー
ー
＇
満
員
近
い
官
學
の
時
と
大
違
ひ
。
ー
~
但
し
私
學
は
十

〔

マ

マ

〕

月
廿
九
日
の
出
来
事
、
日
時
の
あ
と
さ
き
は
御
用
捨
下
さ
い
。
た
ゞ
あ
ま
り
に
も
レ
ー

ベ
ル
の
低
い
一
音
楽
を
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が
上
野
に
封
し
て
心
外
で
な
ら
ぬ
の
み
。
改
め

て
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
大
物
の
指
揮
を
見
物
に
上
京
し
た
い
。
マ
ー
ラ
ー
物
を
見

た
い
。
そ
の
上
で
評
を
し
よ
う
。

（『
晋
榮
世
界
』
一
音
架
世
界
祉
、
第
五
巻
第
三
号
、
昭
和
八
年
一
月
、
一
―
二
i
-
―
三
頁
）

も
う
一
っ
永
井
先
生
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
先
生
を
中
心
に
大
手
前
の
当
時
の
校
長
を
部
長
と
し
て
大
阪
に
中
学
校
、
女

学
校
の
音
楽
教
官
の
音
楽
研
究
会
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、
永
井
先
生
を
始
め
、
大
手
前

高
女
の
牛
屋
リ
ョ
ウ
、
阿
倍
野
高
女
の
龍
熊
吉
、
富
田
林
の
鈴
木
善
野
、
市
岡
の
杉
江

秀
と
い
う
諸
先
輩
を
始
め
、
生
野
高
女
の
田
村
忠
信
、
泉
尾
の
橘
静
雄
氏
等
も
一
緒
で

毎
年
二
月
十
一
日
、
中
央
公
民
館
で
大
阪
市
の
中
等
学
校
の
音
楽
会
が
盛
大
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
懐
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

私
は
こ
の
中
等
学
校
の
音
楽
研
究
会
が
で
き
た
の
を
機
会
に
、
こ
の
会
の
主
催
で
上

野
の
東
京
音
楽
学
校
（
現
芸
大
）
の
演
奏
会
を
是
非
大
阪
で
開
催
し
た
い
と
思
い
、
同

声
会
大
阪
支
部
長
の
永
井
先
生
と
中
等
学
校
研
究
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
と
の
あ
い
だ
で

一
閥
何
が
官
立
か
と
な
げ
い
た
も
の
は
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二、
昭
和
七
年
十
二
月
三
日

ロ
ン
ド
キ
ャ
。
フ
リ
チ
オ
ー
ゾ
（
作
品
一
四
）
・

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

第

一

部

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

選
科
音
楽
演
奏
会…

…
…
…
…
…
…
反オ

ア
レ
グ
ロ
）
．．． 

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
前

ソ
ナ
タ
（
第
四
番
ア
ダ
ジ
ヲ
、

洋

榮

選
科
校
内
演
奏
會
曲
目
（
繹
騨
正
芸
知
仁
紅
二
五
）

ヘ

…
…
甕

ン

デ

lレ

作

田

朴

夫

…
…
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作

い
閤
の
板
戸
（
小
學
唱
歌
ヨ
リ
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
田
耕
搾
編
曲

⑤
ジ
ョ
ス
ラ
ン
の
子
守
歌
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ゴ
ダ
ル
作

寺

徳

崎

佳

話

し

合

い

は

で

き

た

が

、

さ

て

こ

の

実

現

に

困

っ

た

こ

と

が

―

つ

あ

っ

た

。

そ

れ

は

母

校

と

地

元

大

阪

で

の

新

聞

社

と

の

間

に

ま

ず

い

、

い

き

さ

つ

が

あ

る

と

い

う

こ

と

で

あ

っ

た

。

伝

え

聞

い

た

と

こ

ろ

に

よ

る

と

、

以

前

、

大

阪

に

新

聞

社

が

上

野

を

よ

ぶ

こ

と

に

な

り

、

大

体

契

約

が

成

立

し

て

い

た

の

に

、

上

野

が

そ

れ

を

他

の

条

件

の

良

い

主

催

者

に

、

く

ら

替

し

た

と

い

う

の

で

上

野

は

関

西

で

は

絶

対

に

演

奏

会

を

や

ら

せ

な

い

と

い

う

こ

と

に

な

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

、

そ

れ

で

は

困

る

と

思

っ

た

私

は

勇

気

を

出

し

て

、

そ

の

新

聞

社

に

で

か

け

重

役

に

御

会

い

し

て

「

今

度

、

私

達

の

中

等

学

校

の

研

究

会

で

、

上

野

の

音

楽

学

校

を

当

地

に

招

い

て

音

楽

会

を

開

催

し

た

い

。

現

在

、

日

本

一

の

混

声

合

唱

団

は

上

野

だ

け

で

あ

る

。

（

当

時

は

そ

う

だ

っ

た

）

で

、

こ

の

合

唱

団

を

研

究

の

為

に

も

、

よ

び

た

い

か

ら

」

と

懇

請

し

た

。

さ

て

「

こ

の

結

果

は

、

い

か

に

」

と

心

配

し

て

い

た

が

、

そ

れ

か

ら

何

日

か

た

っ

て

新

聞

紙

上

に

、

小

さ

い

活

字

で

は

あ

っ

た

が

、

三

、

四

行

に

亘

っ

て

、

「

上

野

の

音

楽

学

校

来

阪

」

と

い

う

記

事

が

で

て

い

る

の

を

見

て

、

私

は

本

当

に

嬉

し

か

っ

た

。

こ

れ

も

永

井

先

生

の

バ

ッ

ク

が

あ

り

、

又

、

研

究

団

体

の

支

援

が

あ

っ

た

れ

ば

こ

そ

と

思

っ

た

。

（
林
幸
光
「
大
阪
音
楽
界
の
思
い
出
」
、
田
中
喜

一
編
『
大
阪
音
楽
界
の
思
い
出
』
昭
和
五
十
年
、

三
0
五
ー
三

0
六
頁
）

長

唄

五

、

越

後

獅

子

山
田
流
箪
曲

二
、
さ
ら
し
…
…
…
…
…
…
…
•

長

唄

三

、

竹

生

松
…
…
…
…
…

島
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
唄
科
三
年
女
生
徒

生
田
流
等
曲

四
、
千
鳥
の
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
．
等
古
川
太
郎

部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
長
唄
科
女
生
徒
一
同

長

唄

一

、

老

第

ハ
長
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

（
作
品
一
五
、
第
一
番
第
一
楽
章
）

邦

榮

イ
短
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

（
作
品
一

0
四
、
第
九
番
第
一
楽
章
）
…
…
…
…

九
、
。
ヒ
ア
ノ
獨
奏
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
森

9 ▲ ‘  

仝仝仝仝等

木 龍朝高鈴

下山倉野木

美悠
知き派Eキゐ

子み子ヨつ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

…
…
…
…
…
・
：
長
唄
科
男
生
徒
一
同

井

通

恵

ベ

リ

オ

作

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…

．

服

部

熊

雄

い

別

れ

｝

⑧
小
夜
曲

…
…
…
…
…
…
荊シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
乍＇ー

七
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

須

紋

司

第 2部

ニ
短
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
作
品
一
九
三
、
第
一
楽
章
）
…
…
ラ

フ

作

六、

セ

ロ

野

弘

い
歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
よ
り
夕
星
の
歌
…
…
…
…
…
ワ

〔

マ

マ

〕

⑤
歌
劇
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
よ

り
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ン
の
歌
•
…
・
・
グ

蜀
奏
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

•
萩

YAJ
 

ノ
グ

ナ

作作

五
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

••……………………………•I 

文

彬

昭和の東京音楽学校篇

四

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

ソ
ナ
タ
（
作
品
一

0
、
第
二
番
第
一
楽
章
）
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

…
…
…
…
…
…
…
…
ム
ロ

田

幸
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七、

セ

六
、
混

三
、
ピ

ロ

獨

唱

イ、

春

の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

ロ
、
水
の
上
に
て
歌
ふ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

奏

子

一ヽ
ー

ソ
ナ
タ
（
ヴ
ァ
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
）
第
三
榮
章
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

伊

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

獨
奏

協
奏
曲
イ
短
調
第
三
榮
章
…
…
…
…
…
…
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
イ
作

五

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

今

井

郎

了
…
…
…
…
…
•
シ

イ、

練
習
曲

愛
イ
長
調

ロ
、
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
愛
イ
長
調

ー

【

休唱

盤

合

イ
、
子
等
を
思
ふ
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
信

ロ
、
美
し
き
ロ
ー
ト
ラ
ウ
ト
｝
…
…
…
…
…
…
シ

ハ

、

お

い

ア

そ

ソ。狂

ラ
J
 

想

獨 休
獨

な
奏

さ

憩

】

ー

沖 會

和

不

可

止

ユ 藤

時 ョ 田

ノぐ

マ

ン

作

ム口ー 光

潔 ン

作員 作 子

昭
和
七
年
十
二
月
十
日

〔
手
書
き
〕

第
六
十
四
回
学
友
演
奏
会

第
六
十
四
回
學
友
演
奏
會

十
二
月
十
日
（
土
曜
）
午
後
一
時
半
開
演

本
校
奏
榮
堂

獨

奏

金

曲
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
グ
ル
ッ
ク
・
サ
ン
サ
ー
ン
作

ム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・レ

ト

長
調
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
•サ
ン
マ
ル
テ
イ
ー
ニ
作

獨

奏

遠

見

豊

子

ハ
短
調

第

一
楽
章
…
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

獨

唱

夫作

獨
二
番

口
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
リ

重

奏第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

四
重
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ

愛
口
長
調

（『昔築
』
學
友
會
、
第
十
四
巻
、
昭
和
九
年
十
二
月
、
一
四
八
i
一
四
九
頁
）

昭
和
七
年
十
二
月
十
一
日

ヴ
ィ
オ
ラ

十
二
月
十
一
日
（
日
曜
）
午
後

一
時
半
開
演

本
校
奏
楽
堂

ン

獨

奏

本

ト
ッ
カ
ー

タ

ニ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
バ

二
、
ソ

。フ

ラ

ノ

獨

唱

三

了
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

イ
、
君
を
見
し
よ
り

ロ
、
う
る
は
し
の
君

＾
 

ヽ

オ

ル

ガ

松

於

第
六
十
五
回
學
友
演
奏
會

第
六
十
五
回
学
友
演
奏
会

八

重

セ

ロ

盛 増松岡

ロ
田

ユ ツ 田

ノ

佐

伯

富

美

子

見

浦 ツ ア

マ

ン

作

Jレ
ノ‘

静 作

寛

郎 卜

作

尚

勝 十温

郎 蔵 彦

四

一
、
ピ

ァ

ノ

子

茂

子

謬
詩
曲

十
一
、
絃

榮

ス

卜

作

於

+

、

ピ

ア

ノ

奏

本

加

ス

レ

子

詩

人

卜

ヴ

九

、

バ

リ

ト

ン

増

永

丈

協
奏
曲

八

、

ピ

ア

ノ

奏
嗚
曲

工
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+、 九

、

ピ

ア

重

協
奏
曲

J
 

菌

田

誠

P
a
u
s
e
 

松

獨

奏

イ
長
調
第
二
、
第
三
柴
章
…
…
•
•
•
シ

唱

原

休

憩

ユ

マ

ン

操作

S
o
li
s
t
 

R
o
b
e
rt
 

P
o
l
l
a
k
 

昇

イ
長
調
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作子

閥

ロ

房

獨
奏
者

ロ
ベ
ル
ト
ボ
ル
ラ
ッ
ク

セ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
為
の
ソ
ナ
タ

ピ
ア
ノ

豊

K
o
n
z
e
rt
 i

n
 E
 d
u
r
 
for
 Vi

oli
n
e
 u
n
d
 

St
rei
c
h
o
r
c
h
e
st
er
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
J
.
 

S
.
 Ba

c
h
 

(
1
6
8
5
|
1
7
5
0
)
 

八、

セ
ロ

夢
｝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

喜
獨

奏

渡

ハ
ン
ガ
リ
ア
狂
想
曲
十
番
：
・
…
…
…
…
…
…
…
リ

ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

セ

口

安

部
増

幸

明

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
絃
架
の
た
め
の
協
奏
曲
（
ホ
長
調
）
…
バ

ツ

ノ‘

作

ス

卜

七、

ピ

ア

／
 

邊

紫

作翠

O
u
v
e
r
tlir
e
 
z
u
 d
e
r
 
O
p
e
r
,,
l
p
hi
g

e
ni
e
 
i

n
 
Aul

is"
……•…

••Gluck 

(
1
7
1
4
ー
1
7
8
7
)

ロ
、
春

ハ
、
歓

一
、
歌
劇
「
ア
ウ
リ
ス

の
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
エ
」

Jレ

ツ

ク

作

の

ユ

ー

ベ

レ

ト

乍

l

,

1

 

管

絃

架

東

京

音

楽

學

校

管

絃

架

部

員

の
序
曲
…
…
…
グ

イ
、
烏

L
ei
t

u
n
g
 

K
l
a
u
s
 P
ri
n
g
s
h
ei

m
 

七、

ソ
。
フ
ラ
ノ

獨

唱

河

野

不

指

揮

お

休

み

ク
ラ
ウ
ス

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

ノ‘
ヽ

な

イ
、
子
等
を
思
ふ
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
信

ロ
、
美
し
き
ロ
ー
ト
ラ
ウ
ト
｝
…
…
·
し
…
…
…
•
シ

＞ヽ
 

さ

ユ

マ

ン

作

時

潔

第
二
榮
章
…
…
…
…
…
…
ブ

奏

玉

箕

ハ
長
調
第
一
柴
章
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

|

【

休

憩

】

ー

唱

作員

東

京

昔

榮

學

校

六

、

混

磐

合

會

會
場

音

架

演

奏

曲

目

第 2部

ソ
ナ
タ

五、 四
、 三、

日
比
谷
公
會
堂

獨
愛
イ
長
調

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ト
短
調

獨

ピ

ア

ノ

光

子

昭
和
七
年
十
二
月
十
八
日

第
六
十
五
回
定
期
演
奏
会

昭
和
七
年
十
二
月
十
八
日
（
日
曜
日
）
午
後
戸
麟
疇
疇

協
奏
曲

第
一
架
章
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作夫作

lレ

ツ

フ

兎

束

龍

。ヒ

（『
＿音
架
』
學
友
會
、
第
十
四
巻
、
昭
和
九
年
十
二
月
、

一
四
九

l
一五

0
頁

）
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ソ
ナ
タ

ア

ノ

奏

蔭

山

英

子

雄

歌
劇
「
フ
イ
デ
リ
オ
」
よ
り
·
…
•
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

伊

藤

武
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裟祐・・
9
＄ヽ＞．恣
・9
森・後・・・条
念
冬
娑
・
・
i
`
名
.49
・含
月
吝
r'

昭和 7年12月18日，「ローエングリーン」前奏曲と第一幕

演

奏

曲

解

一
、
歌
劇
「
ア
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ア
」
の
序
曲

エ
ル
ザ

説

合

唱

フ
ォ
ン

夫

田

恵

美

藤

武

雄

ロ
マ
ン
テ
イ
ッ
ク
歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」

の
前
奏
曲
と
第
一
幕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
作

ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
五
十
年
忌
紀
念
演
奏

邦

初

演

）

（
本

Z
u
r
 fi
.
i

nf
z

i

g

st
e
n
 W
i

e
d
e
r
k
e
h
r
 v
o
n
 R
i

c
h
a
r
d
 

W
 a
g
n
e
r
s
 T
 od
e
st
a
g
 V
 ors pi
 el 
u
n
d
 erst
er 
A
kt
 

d
e
r
 
r
o
m
a
nt
i

s
c
h
e
n
 
O
p
e
r
,,L
o
h
e
n
g
ri
n
"
…
…
…
W
a
g
n
e
r
 

(
1
8
1
3ー

-
1
8
8
3
)

ウ
ッ
ヘ
ル
。
フ
フ
ェ
ニ
ッ
ヒ

…
…
…
…
…
…
…
H
e
r
m
a
n
n
 W
 u
c
h
e
r
p
f
e
n
ni
g

 

ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
薗

・

L
o
h
e
ng

n
n
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
S
ei
i

c
hi

 

S
o
n
o
d
a
 

フ
ォ
ン
ブ
ラ
バ
ン
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
マ
リ
ア

E
l
稔
v
o
n
B
r
a
b
a
nt
 

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

……•…………………………••Mar

ia 

T
o
l
l
 

テ
ル
ラ
ム
ン
ド
…
…
…
伊

F
ri

e
d
ri

c
h
 v
o
n
 T
e
l
r
a
m
u
n
d
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
T
a
k
e
o
 It
o
 

オ
ル
ト
ル
ー
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
武

O
rt

r
u
d
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
E
mi

 

T
a
k
e
d
a
 

王
の
博
令
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
増

永

D
e
r
 H
e
e
r
r
u
f
e
r
 d
e
s
 K
o
ni
g

s
…
…
…
…
…
…
T
a
k
e
o
 M
a
s
u
n
ag

a
 

東

京

音

楽

學

校

生

徒

k
g

i

g

 

H
ei
n
ri
c
h
 

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
王
…
…
…
…
…
ヘ
ル
マ
ン

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

丈
卜

Jレ

田

誠
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グ

ル

ッ

ク

作

楽
劇
の
完
成
者
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
に
先
き
立
つ
こ
と
約
一
世
紀
、
希
服
復
古
主
義
の
思

潮
下
に
あ
っ
て
、
夙
に
詩
と
一
音
楽
の
融
合
、
簡
素
と
員
賓
の
美
感
、
劇
的
員
賓
を
唱
導

し
、
伊
太
利
式
ベ
ル
・
カ
ン
ト
寓
能
と
闘
ひ
、
歌
劇
に

一
大
革
命
を
行
っ
た
人
は
グ
ル

ッ
ク

(
C
h
r
is
to
p
h

W
illib
a
l
d
 
G
lu
c
k
 1
7
1
4ー
！

8
7
)

で
あ
っ
た
。

歌
劇
「
ア
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ア
」
は
ラ
シ
ー
ヌ
の
同
名
の
悲
劇
を
改
作
し
た

ド
イ
ュ
ル
レ
ー

(
D
u
R
o
u
l
l
e
t
)
の
歌
詞
に
腺
り
一
七
七
二
年
作
曲
、
一
七
七
四
年

パ
リ
で
初
演
さ
れ
た
も
の
で
、
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
ア
ル
ツ
ェ
ス
テ
、
パ
リ
ス
と
ヘ
レ
ー

ナ
に
つ
い
で
現
れ
た
第
四
の
傑
作
で
あ
る
。

イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ア
の
物
語
り
は
希
服
に
於
て
ホ
ー
マ
ー
の
「
イ
リ
ア
ッ
ド
」
の
一

部
、
オ
イ
リ
ビ
デ
ス
の
悲
劇
と
し
て
既
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
が
、
後
世
に
於
て
も
前
記

の
ラ
シ
ー
ヌ
の
他
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ル
レ
ル
等
に
よ
っ
て
屡
々
劇
化
さ
れ
た
題
材
で
あ

る。「
ア
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ア
」
の
大
筋
は
「
ト
ロ
ー
ヤ
の
戦
に
希
騰
軍
の
勝
と
し

て
有
名
な
ア
ル
ゴ
ス
王
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
が
全
軍
を
引
率
し
て
ア
ウ
リ
ス
の
港
に
集
合
し

た
時
、
嘗
つ
て
月
紳
ア
ル
テ
ミ
ス
の
鹿
を
射
殺
し
た
祟
り
に
よ
っ
て
、
ト
ロ
ー
ヤ
に
向

け
て
出
帆
し
よ
う
と
す
る
が
、
順
風
を
得
な
い
で
困
却
す
る
。
為
に
紳
憎
の
託
宣
に
従

ひ
最
愛
の
娘
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ア
を
月
紳
に
犠
牲
と
し
て
献
げ
て
船
出
を
な
し
得
た
と
い

ふ
に
あ
る
。
グ
ル
ッ
ク
の
歌
劇
は
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ア
を
紳
壇
に
供
し
た
と
こ
ろ
で
終
つ

て
ゐ
る
。

さ
て
グ
ル
ッ
ク
は
歌
劇
の
事
件
や
性
質
を
聴
者
に
豫
め
知
ら
せ
る
目
的
で
歌
劇
の
序

曲
を
書
い
た
。
こ
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ア
の
序
曲
は
就
中
其
典
型
で
あ
り
最
人
口
に
膳
灸

せ
る
も
の
で
あ
る
。
賓
に
か
A

る
黙
で
之
は
後
世
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
が
完
成
し
た
前
奏
曲

の
先
謳
と
観
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
自
ら
こ
の
曲
を
改
作
し
、
之
に
開

す
る
論
文
を
草
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
の
解
繹
に
よ
れ
ば
、
こ
の
序
曲
の
内
容
は
四
種
の
動
機
か
ら
な
る
。

今
之
に
基
き
敷
術
す
る
に
、
悲
壮
な
ア
ン
ダ
ン
テ
の
序
奏
（
卜
短
調
）
の
曲
頭
に
響
く

娘
の
犠
牲
を
嘆
く
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
の
悲
嘆
を
示
す
第
一
の
動
機
、
ア
レ
グ
ロ
に
入
っ
て

直
ち
に
現
は
れ
る
犠
牲
に
封
す
る
拒
み
難
い
紳
託
を
示
す
第
二
の
動
機
、
つ
い
で
現
は

中
間
部
（
五
三
i
―
ニ
―
ー
小
節
）
は
凡
そ
三
段
の
展
開
を
な
し
、
第
三
の
展
開

（
九
五
小
節
以
下
）
に
高
潮
貼
が
あ
り
、
ア
ダ
ー
ヂ
オ
の
カ
デ
ン
ツ
を
罷
て
反
覆
部
（
一

三
―
―
ー
一
七
四
小
節
）
に
入
る
。

et
c.
 

霊
冑

＇比 V

＇

i

|

一

己

＼

＇

J

[

ド

汀

，

汀

＇

旦 ダ ツ

ゞ

ヽ

乍
ノ

ー

ー

大
バ
ッ
ハ
(
J
oh
a
n
n
S
e
b
a
s
tia
n
 B
a
c
h
 1
6
8
5
|
1
7
5
0
)

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲

と
し
て
現
今
博
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
二
短
調
の
二
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
為
の
協
奏

曲
及
イ
短
調
と
本
演
奏
ホ
長
調
の
獨
奏
用
の
も
の
の
三
曲
で
あ
る
。

バ
ッ
ハ
時
代
、
協
奏
曲
は
尚
新
形
式
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
範
と
な
っ
て
ゐ
た
も

の
は
専
ら
伊
太
利
の
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
協
奏
曲
の
形
式
、
即
ち
ト
ウ
ッ
テ
ィ
と
獨
奏

の
明
快
な
交
替
、
明
確
な
楽
曲
構
成
、
名
技
的
奏
句
の
導
入
等
で
あ
っ
た
。
本
演
奏
の

協
奏
曲
も
そ
の
骨
子
を
之
に
負
ふ
て
ゐ
る
。

第
一
楽
章
ホ
長
調
、
ア
レ
f
口
四
分
四
拍
子
（
一
七
四
小
節
）

形
式

主
部
（
一
＇
~
五
二
小
節
）
の
主
題
は

カ
ー
ポ
的

れ
る
優
美
閑
雅
な
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ア
の
第
三
動
機
、
こ
の
展
開
後
に
響
く
苦
燐
に
封
す

る
一
般
の
同
情
の
第
四
動
機
か
ら
な
り
、
特
に
第
二
、
第
三
、
第
四
の
三
つ
の
動
機
が

曲
の
展
開
上
の
骨
子
を
な
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
原
作
で
は
歌
劇
第
一
場
へ
直
ち
に
之

が
導
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
演
奏
會
用
と
し
て
は
博
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
の
尾
句
或
は

本
演
奏
の
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
の
そ
れ
を
附
加
し
て
終
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
尾
句

は
い
づ
れ
の
場
合
に
於
て
も
前
記
諸
動
機
に
基
い
て
書
か
れ
て
ゐ
る
。

本
演
奏
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
改
作
の
序
曲
の
管
絃
楽
編
成
は
絃
の
他
、
フ
リ
ュ
ー
ト
ニ
、

オ
ー
ボ
ー
ニ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ニ
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
三
、
ホ
ル
ン
ニ
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

三
、
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
で
あ
る
。

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
絃
架
の
た
め
の
協
奏
曲
（
ホ
長
調
）
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之
が
五
度
不
愛
の
儘
出
現
し
、
そ
の
間
に
副
主
題
が
配
さ
れ
て
ゐ
る
。

三
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
の

前
奏
曲
及
第
一
幕

ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
五
十
年
忌
祀
念
演
奏

本

邦

初

演

ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
作

ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
(

R
i

c
h
a
r
d
W
a
g
n
e
r
 1
8
1
3
|
8
3
)

の
代
表
作
の
一
っ
、
ロ
ー
エ
ン
グ

リ
ー
ン
は
一
八
四
五
年
冬
に
歌
詞
が
完
成
さ
れ
、
引
績
き
一
八
四
六
年
か
ら
四
七
年
に

か
け
て
作
曲
さ
れ
た
。
常
時
ド
レ
ー
ス
デ
ン
の
宮
廷
楽
長
で
あ
っ
た
作
者
は
同
地
で
こ

er 

3

,

 雫

叫

'

,

"
□1
コ
門

1
一
伍
じ
|
＇

II

-

『
『

7
『
]
一

15'

•~\ 

｀ 恥
的
で
「
「
＇
「
ー
[
'

こ
の
員
面
目
な
紋
唱
風
な
固
執
低
音
の
上
に
獨
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
解
放
的
に
自
由

に
狡
展
し
、
雨
者
が
融
合
し
合
ひ
、
セ
ン
。
フ
レ
ピ
ア
ー
ノ
の
曲
相
と
相
侯
つ
て
柔
か

＜
員
に
美
し
い
表
現
を
な
す
。

第
三
楽
章
ホ
長
調
、
ア
レ
グ
ロ
ア
ッ
サ
イ
八
分
三
拍
子
（
一
六

0
小
節
）

ロ
ン
ド
形
式

之
は
佛
國
風
バ
レ
ー
ロ
ン
ド
に
腺
っ
た
も
の
で
又
獨
奏
者
に
華
々
し
い
技
巧
を
猿
揮

さ
せ
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。

主
題
は

ヽ

第
二
楽
章
嬰
ハ
短
調
、
ア
ダ
ー
ヂ
オ
四
分
―
―
―
拍
子
（
五
七
小
節
）

本
楽
章
で
は
曲
の
基
礎
と
し
て
イ
短
調
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
と
同
様
に
次
の
固

執
低
音
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

の
歌
劇
を
上
演
し
よ
う
と
試
み
た
が
失
敗
し
、
加
ふ
る
に

一
八
四
八
年
の

二
月
革
命
の

餘
波
を
蒙
つ
て
ツ
イ
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
ヘ
遁
逃
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
そ
し
て
一
八
五
〇

年
に
至
り
辛
ふ
じ
て
リ
ス
ト
の
努
力
に
よ
り
ワ
イ
マ
ー
ル
で
初
演
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

作
者
の
大
部
分
の
作
品
と
同
様
、
本
作
も
亦
中
世
の
博
説
に
攘
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
典

腺
と
な
っ
た
も
の
は
多
々
あ
る
が
、
就
中
グ
リ
ム
兄
弟
の
「
博
説
本
」

(
S
a
g
e
n
b
u
c
h
)

中
の
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
が
中
心
を
な
し
て
ゐ
る
。
三
幕
か
ら
な
る
こ
の
歌
劇
の
大
筋

を
豫
め
述
べ
る
に
、
「
獨
乙
の
一
大
公
國
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
エ
ル
ザ
姫
は
同
地
の
伯
で
あ

る
強
情
野
心
家
の
テ
ル
ラ
ム
ン
ド
か
ら
姫
の
弟
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
の
位
を
奪
は
ん
が
為

に
弟
殺
し
を
し
た
と
い
ふ
訴
へ
を
蒙
つ
て
、
獨
乙
國
王
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
面
前
で
紳
意

裁
判
に
か
け
ら
れ
る
。
こ
の
無
率
の
エ
ル
ザ
を
救
ふ
為
に
仁
義
侠
勇
の

一
人
の
騎
士
が

白
鳥
に
索
か
れ
た
小
舟
に
乗
っ
て
現
れ
、
彼
女
に
代
つ
て
テ
ル
ラ
ム
ン
ド
の
無
寧
を
證

す
る
。
そ
し
て
雨
人
は
互
に
愛
を
告
白
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
騎
士
は
己
の
名
と

由
緒
を
決
し
て
問
ふ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
彼
女
に
呉
々
も
戒
め
妻
に
め
と
る
約

束
を
す
る
。
が
テ
ル
ラ
ム
ン
ド
の
妻
で
魔
女
な
る
オ
ル
ト
ル
ー
ド
の
陰
謀
に
よ
り
エ
ル

ザ
は
こ
の
禁
問
に
封
し
て
疑
念
を
抱
く
や
う
に
な
り
、
遂
に
約
束
を
破
つ
て
彼
に
問
を

疲
し
て
し
ま
ふ
。
こ
A

に
於
て
こ
の
騎
士
は
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
と
自
己
を
名
乗
り
、

グ
ラ
ー
ル
國
王
。
ハ
ル
ジ
フ
ァ
ル
の
息
で
基
督
の
血
を
入
れ
た
聖
盃
を
護
衛
す
る
騎
士
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
、
又
グ
ラ
ー
ル
の
騎
士
に
し
て
人
間
界
の
一
人
に
で
も
そ
の
出
身
を

知
ら
れ
た
饒
に
は
故
國
に
饉
る
掟
あ
る
を
語
る
。
か
く
て
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
愛
を

捨
て
、
エ
ル
ザ
と
訣
別
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
別
れ
に
臨
み
ロ
ー
エ
ン
グ
リ

ー
ン
は
死
ん
だ
と
思
は
れ
て
ゐ
る
エ
ル
ザ
の
弟
、

賓
は
オ
ル
ト
ル
ー
ド
の
魔
法
で
か
の

白
鳥
に
化
し
た
る
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
を
紳
力
に
よ
り
再
び
こ
の
世
の
人
に
還
元
す
る
。

オ
ル
ト
ル
ー
ド
は
そ
の
威
に
打
た
れ
て
倒
れ
、
エ
ル
ザ
は
騎
士
が
再
び
遠
く
去
り
行
く

を
見
て
堪
へ
難
く
失
望
の
極
そ
の
場
で
絶
命
す
る
。
」

こ
の
大
筋
に
よ
っ
て
も
覗
は
れ
る
如
く
、
こ
の
作
品
の
中
心
思
想
は
超
人
的
紳
格
が

純
人
間
的
患
愛
を
要
求
す
る
為
に
、
紳
格
も
人
間
も
共
に
そ
の
幸
幅
を
失
ふ
、
し
か
も

そ
の
失
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
罪
が
浮
め
ら
れ
る
と
い
ふ
貼
に
あ
る
。

「
こ
の
作
品
で
薔
来
の
歌
劇
は
全
く
終
り
を
告
げ
た
」
と
云
っ
た
リ
ス
ト
の
言
葉
の
通

り
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
の
一音楽
は
「
さ
ま
よ
へ
る
和
蘭
人
」
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
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に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
こ
と
の
結
論
で
あ
り
、
又
後
の
作
品
に
封
す
る
出
猿
貼
を
も
な

す
。
就
中
本
作
品
に
於
て
顕
著
な
進
歩
と
し
て
皐
ぐ
べ
き
は
次
の
諸
黙
で
あ
る
。
郡

ち
、
所
謂
番
競
歌
劇
の
薔
式
を
脱
し
、
楽
劇
へ
の
第
一

歩
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
、
換
言

す
れ
ば
前
作
ま
で
固
持
さ
れ
て
ゐ
た
番
琥
、
郡
ち
＿
音
楽
の
み
の
見
地
か
ら
全
作
品
を
謳

分
す
る
こ
と
を
腹
し
、
劇
の
見
地
か
ら
之
を
届
分
し
た
こ
と
。
更
に
調
や
昔
色
等
の
諸

手
段
を
用
ひ
て
主
導
機
を
場
合
に
應
じ
て
多
様
に
愛
様
せ
し
め
而
も
之
を
統
一
的
に
使

用
し
、
一
音
楽
と
劇
の
融
合
統
一
を
合
致
せ
し
め
た
る
こ
と
。
又
管
絃
楽
で
吹
奏
楽
器
を

増
大
せ
し
め
在
来
の
二
個
一
群
の
管
を
三
個
に
し
、
之
に
應
じ
て
絃
も
増
加
し
、
又
之

を
四
部
乃
至
八
部
に
分
奏
せ
し
め
、
複
旋
的
作
法
で
編
合
し
た
こ
と
。
特
殊
の
楽
器
に

一
定
の
人
物
を
表
現
せ
し
め
た
こ
と
。
例
せ
ば
國
王
の
一
園
は
荘
厳
な
金
麗
管
絃
楽
器

で
、
エ
ル
ザ
は
温
く
柔
い
木
管
で
、
テ
ル
ラ
ム
ン
ド
は
無
氣
味
な
ヴ
ィ
オ
ラ
で
と
い
ふ

如
く
で
あ
る
。
更
に
槃
楽
上
に
於
て
詠
唱
と
餓
唱
の
旋
律
を
至
る
虞
で
巧
に
融
合
し、

所
謂
言
語
歌
に
接
近
せ
し
め
て
居
る
こ
と
。

前
奏
曲
—
|
ー
之
は
歌
劇
の
内
容
の
精
細
な説
明
で
は
な
く
、
そ
の
根
本
的
意
園
乃
至

雰
園
氣
卸
ち
騎
士
の
護
衛
す
る
グ
ラ
ー
ル
王
國
の
聖
盃
が
天
空
か
ら
地
上
に
降
臨
し
再

び
去
る
紳
秘
的
な
場
景
の
表
現
で
あ
る
。

全
長
七
五
小
節
（
四
分
四
拍
子
、
イ
長
調
レ
ン
ト
）
は
先
づ
青
天
の
一
角
に
幽
に
鳴

る
グ
ラ
ー
ル
の
響
即
ち
最
高
昔
域
ピ
ア
ニ
シ
モ
の
主
三
和
―
音
上
の
三
つ
の
和
＿
音
の
反
覆

（
フ
リ
ュ
ー
ト
、
オ
ー
ボ
ー
、
四
つ
の
獨
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
四
つ
に
分
割
さ
れ
た
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
群
）
に
始
ま
り
、
次
い
で
グ
ラ
ー
ル
の
動
機
（
譜
la)
が
静
に
奏
で
ら
れ

る
（
四
つ
の
獨
奏
及
び
四
つ
に
分
割
さ
れ
た
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
群
）
。

r
a
n
gs
a
m
 

`

u

i
ー
一
，
＇
』
言
い
f
,
-
『
)
'
泣
f
'
]
-
[
「
三

之
は
前
奏
曲
の
み
な
ら
ず
こ
の
劇
の
根
本
主
題
で
後
に
履
々
原
型
或
は
愛
型
し
て
出

聖
盃
は
段
々
と
又
天
上
に
登
り
行
く
。
そ
し
て
最
初
の
幽
な
グ
ラ
ー
ル
の
響
き
に
績

い
て
グ
ラ
ー
ル
の
動
機
譜
la
が
静
に
嗚
つ

て
消
え
去
る
。

ナ
イ
ツ
ェ
ル
は
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
と
「
ト
リ
ス

タ
ン
」
の
前
奏
曲
を
比
較
し

て
云
ふ
「
こ

A
に
は
神
聖
な
る
も
の
に
よ
る
全
人
間
性
の
祝
幅
が
あ
り
、
か
し
こ
に

は
、
憧
憬
に
燃
え
憲
さ
ん
と
す
る
一
組
の
患
人
の
陶
酔
が
あ
る
。
雨
者
に
は
共
に
一
歩

は
一
歩
と
進
む
昂
潮
が
あ
る
。
し
か
し
こ

A
で
は
救
世
の
使
な
る
騎
士
の
訣
別
が
来
た

り
、
か
し
こ
に
は
愛
す
る
者
の
憧
憬
す
る
死
の
急
速
な
干
潮
が
来
る
。
曲
尾
の
近
く
の

高
潮
と
急
な
轄
換
と
は
―
つ
の
小
な
る
劇
と
云
へ
る
」
と
。

以
下
第
一
幕
中
の
主
要
な
主
導
機
と
曲
相
を
摘
記
す
る
。

第
一
幕
第
一
場

生
氣
あ
る
間
奏
の
後
に
ハ
長
調
で
現
は
れ
る
王
の
曲
（
舞
豪
上
の
四
個
の
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ル
）
（
譜
2

)

I

d

尭
―
―
=
]
、
l

]

」

汀

―

J

.

』

L

1

電゚

雷

邑

闘

皿

訓
言
塁

叫

n 

`

,

 

盆
々
地
上
に
近
づ
く
に
従
ひ
盆
々
光
は
強
ま
る
。
遂
に
聖
盃
は
地
上
に
達
し
最
高
の

光
輝
を
猿
す
る
。
全
管
絃
が
フ
ォ
ル
テ
ィ
シ

モ
で
奏
す
る
譜
la
が
そ
れ
で
あ
る
（
第
五

0
小
節
）
。
し
か
し
こ
の
法
悦
は
永
績
し
な
い
で
、
忽
ち
柔
い
光
と
な
り
、
譜
le

（訣

別
の
動
機
）

ld
へ
弱
ま
る
。

l

b

 

｝
」

It-

現
す
る
頗
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

聖
盃
は
漸
次
に
高
所
か
ら
降
り
来
り
光
を
増
す
。

先
づ
管
が
、
次
に
他
の
絃
が
加
は
り
譜
lb
の
一
音
形
と
な
る
。
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及
び
こ
の
告
訴
に
封
し
て
エ
ル
ザ
の
純
心
を
想
ひ
重
罪
を
い
ぶ
か
る
王
や
貴
族
の
言

葉
に
い
ら
立
つ
テ
ル
ラ
ム
ン
ド
の
興
奮
（
譜
油
）
（
純
譜
番
琥
第
一
―
中
、
ヴ
ィ
オ
ラ

の
奏
す
る
）

の
二
動
機
が
こ
A

で
顕
著
で
あ
る
。

第
二
場

冒
頭
オ
ー
ボ
ー
と
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
の
奏
す
る
譜
雑
の
動
機
は
エ
ル
ザ
の
無

亭
と
騎
士
の
救
済
を
暗
示
す
る
如
く
で
あ
る
。
こ
の
作
の
動
機
と
譜
lb
と
は
開
係
を
有

す
る
。

M
iissi
g
 J
a
n
g
s
a
m
.
 

よ
筐
置
言

3

a

 

3

b

 

祉

2
下
~
（
i
j
~
□:
)
:
出
i

は
王
に
開
す
る
事
項
の
都
度
現
は
れ
る
が
、
之
は
常
に
ハ
調
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
書
か

れ
て
ゐ
る
。

博
令
の
口
上
に
績
い
て
現
は
れ
る
王
の
言
葉
以
下
前
記
の
如
く
自
由
な
言
語
歌
の
顕

著
な
例
と
云
へ
る
。

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

フ
ォ
ン
テ
ル
ラ
ム
ン
ド
が
王
に
エ
ル
ザ
を
弟
殺
し
と
し
て
告

訴
の
提
起
を
す
る
と
き
の
暗
い
反
抗
的
な
動
機
（
譜
紐
）
（
純
譜
番
琥
第
一

0
、
セ
ロ

と
バ
ス
の
奏
す
る
）
（
N
u
n
f
i
l

h
r
'
i

c
h
 K
l
a
g
e
 
wi
d
e
r
 E
l
s
a
 
v
o
n
 B
r
a
b
a
nt
…

…

)

 

Et
w
a
s
 lang
s
a
m
,
 

・出HI_ 

.』L

゜
6
 a. 

そ
し
て
こ
の
作
の
動
機
は
王
の
エ
ル
ザ
訊
問
中
そ
の
無
寧
の
證
と
し
て
管
絃
楽
に
よ

つ
て
彼
女
に
代
つ
て
語
ら
れ
る
。

エ
ル
ザ
の
最
初
の
答
辮
、
即
ち
譜
46
に
始
ま
る
有
名
な
エ
ル
ザ
の
夢
（
純
譜
番
琥
第

↓
五
中
）
（
E
i

n
s
a
m
i

n
 t
riiben 
T
a
g
e
n
 h
a
b
 i
c
h
 z
u
 G
ot
t

 

gefleht
,

…

…

)

 

は
グ
ラ
ー
ル
動
機
（
譜
l
a
)

の
出
現
後
漸
次
に
活
氣
を
呈
し
「

In
l
i

c
ht
er 
W
a
f
f
e
n
 

S
c
h
ei
n
e
 ei
n
 R
i

t

t

e
r
 
n
a
ht
e
 d
a
,
 
... 」
の
後
、
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
動
機
（
譜
5

)

（
綿
譜
番
琥
第
一
七
）
（
フ
リ
ュ
ー
ト
、
オ
ー
ボ
ー
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
）
が
現

は
れ
る
。
こ
の
動
機
が
グ
ラ
ー
ル
動
機
（
譜
l
a
)

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
こ
と
は
ロ
ー
エ

ン
グ
リ
ー
ン
が
グ
ラ
ー
ル
王
の
息
と
い
ふ
黙
か
ら
も
容
易
に
首
肯
さ
れ
る
。

/

t

 

進
ん
で
王
が
剣
を
抜
い
て
地
に
さ
し
神
意
裁
判
を
な
す
べ
き
荘
厳
な
る
命
令
を
な
す

と
き
に
現
は
れ
る
動
機
（
譜
Ga
）
（
純
譜
番
琥
第
二

0
中
）
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
バ
ス
ト

ゥ
ー
バ
）
は
王
の
曲
（
譜
2

)

と
閥
聯
し
て
ゐ
る
。

荘
厳
な
紳
意
裁
判
に
於
け
る
緊
張
、
博
令
の
召
呼
に
よ
る
騎
士
の
出
現
に
封
す
る
一

般
の
期
待
、
騎
士
の
末
だ
出
現
せ
ざ
る
こ
と
、
エ
ル
ザ
の
祈
り
と
不
安
の
情
、
テ
ル
ラ

ム
ン
ド
の
悪
口
に
至
る
迄
は
陰
鬱
、
期
待
の
情
緒
が
支
配
す
る
。
が
ピ
ア
ニ
シ
モ
で
騎 r

 

4

b

 

L
a
ng
s
a
m
.
 

Ei
n
 
• 

u,n i
n
 
t

r
U
.
 be"n 
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之
が
静
ま
る
と
グ
ラ
ー
ル
の
動
機
（
譜
l
a
)

が
響
き
、
こ
A

に
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン

は
白
鳥
に
訣
別
を
告
げ
る
。
之
は
有
名
な
白
鳥
の
歌
で
あ
る
（
純
譜
番
琥
第
二
九
）

(
N
u
n
 s
ei
 

b
e
d
a
n
kt

,
 

m
ei
n
 lieber S
c
h
w
a
n
 !
…
)
。
一
同
は
只
々
感
動
し
て
囁
き
歌

ふ
。
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
王
に
挨
拶
し
た
後
、
エ
ル
ザ
に
封
し
自
己
の
使
命
と
愛
の

告
白
を
す
る
。
そ
し
て
エ
ル
ザ
は
愛
を
誓
ふ
。
こ
の
段
で
現
は
れ
る
姓
名
と
出
身
を
問

ふ
な
と
い
ふ
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
禁
問
の
動
機
（
譜
8
）
（
純
譜
番
琥
第
三
一
―
-

)

(

N
i

e

sollst
 

d
u
 m
i

c
h
 b
e
f
r
a
g
e
n
,.
…

)

 

7

b

 
こ
の
白
鳥
に
索
か
れ
た
小
舟
上
の
騎
士
に
封
す
る
一
同
の
興
奮
は
二
つ
の
群
（
男
槃

細
分
の
二
重
合
唱
）
の
複
旋
的
で
又
言
語
歌
的
な
取
扱
ひ
に
よ
り
、
極
め
て
複
雑
巧
妙

に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
間
譜
5

の
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
動
機
が
響
き
フ
ォ
ル

テ
ィ
シ
モ
で
次
の
場
へ
績
く
。
こ
の
男
槃
細
分
の
二
重
合
唱
は
一
般
に
第
一
幕
を
通
じ

て
頗
る
放
果
的
で
又
重
要
で
あ
る
。

第
三
場
は
、
概
論
的
に
云
へ
ば
前
の
二
場
の
荘
重
に
し
て
緩
徐
な
静
的
情
緒
に
封
し

て一

層
巨
大
な
劇
的
動
的
情
緒
を
も
ち
、
全
三
幕
中
の

―
つ
の
嶺
を
な
し
、
又
第
一
幕

の
高
潮
貼
を
形
成
す
る
。

前
の
場
の
群
集
の
興
奮
は
引
績
き
歓
呼
と
悦
惚
に
愛
る
（
譜
わ
）
（
純
譜
番
琥
第
二

八

）

7
a
 

士
の
出
現
を
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
動
機
（
譜
5

)

が
暗
示
す
る
や
（
純
譜
番
琥
第
二

六
）
漸
次
に
光
明
に
向
ふ
。
そ
し
て
遂
に
誹
よ
り
送
ら
れ
た
る
騎
士
が
白
鳥
に
索
か
れ

た
小
舟
に
乗
っ
て
近
づ
い
て
来
る
。
こ
の
時
の
群
集
の
興
奮
は
次
の
動
機
（
譜
冗
）
（
純

譜
番
琥
第
二
六
の
終
り
）
（
フ
ア
ゴ
ッ
ト
と
セ
ロ
に
基
く
）
で
示
さ
れ
る
。

6
b
 

゜
L
a
n
gs
a
m
.
 

•
L
F』-1
/T
i
ー
」
\
L
[
蒙
に

Ni

e
 
aollst
 d
u
 

mi

c
b
 

b
e
.
 f
r
a
.
 
g
en
,
 

白

冒
麗
量
ぃ
｀

ggぐ
<
3
・§
S
o
r、
g
o
u
s
.
g
~
.

急
〇

、

i

d

悶

b

9

l

c

h

 
k
a
m
 
d
e
r
 

Fllhrt
,
 

no<"
h
 wia
 meln 

Nam'

und 

Art
 I
 

は
グ
ラ
ー
ル
動
機
（
譜
l
a
)

ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
動
機
（
譜
5

)

と
共
に
全
歌
劇
中
で

最
重
要
な
動
機
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
禁
問
の
動
機
こ
そ
後
の
悲
劇
の
淵
源
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

エ
ル
ザ
の
禁
問
に
封
す
る
誓
ひ
の
後
、
群
集
が
こ
の
奇
蹟
を
讃
嘆
す
る
。
以
後
曲
相

は
静
的
か
ら
動
的
へ
推
移
す
る
。
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
は
騎
士
的
武
勇
の
意
氣
で
テ
ル

ラ
ム
ン
ド
ヘ
の
挑
戦
を
宣
誓
す
る
。
が
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
貴
族
等
は
テ
ル
ラ
ム
ン
ド
の
應

戦
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
テ
ル
ラ
ム
ン
ド
は
強
情
陰
瞼
な
言
動
で
こ
れ
に
應

ず
る
。
決
闘
に
事
定
り
サ
ク
ソ
ニ
ア
の
三
人
の
貴
族
が
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
に
、
三
人

の
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
貴
族
が
テ
ル
ラ
ム
ン
ド
の
介
添
に
な
っ
て
決
闘
の
場
に
着
席
す
る
。

こ
の
間
フ
ア
ゴ
ッ
ト
に
始
ま
る
行
進
曲
が
奏
さ
れ
る
。
（
譜
帥
）
（
純
譜
番
琥
第
四
0

)

冑

は
悶
く
四
3
「

<

博
令
の
口
上
の
後
、
王
の
神
意
裁
判
に
射
す
る
力
強
い
祈
り
の
曲

(
M
ei
n

H
e
r
r
 

u
n
d
 G
o
tt
,
 nu

n
 ruf
'

i

c
h
 di
c
h
,:
：
：
）
（
純
辛
咀
杏
隷
盆
知
四
二
）
は
第
二
幕
中
で
比
較

的
に
纏
り
あ
る
薔
歌
劇
的
形
式
の
も
の
で
あ
る
。

H
ル
ザ
、
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
、
テ

ル
ラ
ム
ン
ド
、
オ
ル
ト
ル
ー
ド
、
男
女
一
同
紳
の
加
護
を
祈
る
。

い
よ
く
決
闘
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
と
、
＿
音
楽
は
凡
て
管
絃
楽
で
表
現
さ
れ
る

（
純
譜
番
琥
第
四
五
末
よ
り
）
。
フ
ォ
ル
テ
ィ
シ
モ
の
三
十
二
分
＿
音
符
の
速
い
昔
形
と
上

下
す
る
＿
音
形
が
こ
A

を
支
配
す
る
。
王
は
地
よ
り
剣
を
抜
き
、
樫
木
に
か
け
た
楯
を

一

打
、
二
打
、
三
打
す
る
。
三
打
で
仕
合
が
始
ま
る
。
や
が

て
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
の
動

廿

吐
•
[
R
日
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ン第 海
一軍

公々

｀ ： 部

井黒幅桂栗蜂鳥末川員内

上澤 井 原谷居吉上

武良 平大 つ 雄

雄輝巖 太 治 龍 な二淳

藤

指學東

京

揮校
昔

者長楽

嘉

ク

ラ

ウ

ス

・

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

清

五

乗

杉

壽

大

岡

運

英

岡

見

温

彦

松

浦

き

み

よ

橋

本

國

彦

第

ニ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

兎

束

龍

夫

水

口

幸

麿

颯

田

琴

次
平

戸

龍

也

小

宮

山

繁
岩

本

政

蔵

松

田

十

蔵
鈴

木

保

羅

荒

木

幹

枝

肥

田

登

美

子

機

（

譜

5

)

が

響

く

と

、

ロ

ー

エ

ン

グ

リ

ー

ン

は

テ

ル

ラ

ム

ン

ド

を

打

ち

、

次

の

三

十

二

分

昔

符

及

下

行

三

連

符

（

絃

）

で

テ

ル

ラ

ム

ン

ド

は

倒

れ

る

。

一

同

の

勝

利

の

叫

び

の

中

に

エ

ル

ザ

の

歓

喜

の

歌

「

0

£an
d
 i
c
h
 Ju
b
e
l
w
e
is
e
n

,

•…
•
•
」
（
譜
9
)（
純
譜
番

琥

第

四

八

）

が

始

ま

る

。

之

は

終

末

の

曲

相

の

基

礎

を

な

す

。

71(tjl 

以

前

に

驚

嘆

と

期

待

に

緊

張

し

て

ゐ

た

一

般

の

感

情

は

今

や

明

朗

な

歓

喜

の

奔

流

と

な

つ

て

昂

潮

す

る

。

群

集

の

悦

惚

歓

喜

（

譜

和

）

ロ

ー

エ

ン

グ

リ

ー

ン

（

譜

5

)

の

動

機

が

交

々

現

は

れ

、

ロ

ー

エ

ン

グ

リ

ー

ン

、

エ

ル

ザ

、

王

の

他

、

フ

リ

ー

ド

リ

ッ

ヒ

、

オ

ル

ト

ル

ー

ド

も

加

は

り

、

男

女

の

群

集

の

合

唱

と

共

に

五

重

唱

を

歌

ひ

、

光

輝

あ

る

昔

の

大

洪

水

の

中

に

こ

の

劇

的

幕

は

閉

ざ

さ

れ

る

。

(

1

)

「

ロ

ー

エ

ン

グ

リ

ン

」

の

筋

書

か

ら

す

れ

ば

、

こ

こ

は

エ

ル

ザ

の

無

奉

の

誤

り

で

あ

ろ

う

。

゜

｀
 

フ

リ

ュ

ー

ト

(

”

)

(

”

)

 

(

”

)

 

(

”

)

 

仁三政甲

(

”

)

 

コ

ン

ト

ラ

バ

ス

（海）

セ

佐片小小 深 宮 木 阿 安 盛 呉浅沖岡小酒平平輻高増松伊岡藤杉大天清
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乙 幸勝次常 可 貞 保保直 一重純二鰹谷 三

平郎治助次次禰健明三郎七止一弘悌三喜弘茂郎利三郎秋夫淳郎澄

善 豊

ロ

ヴ

ィ

オ

ラ

輻

家

軍

平

三

浦

榮

三

郎

坂

逸

郎岩

切

貞

春

(

”

)

原

功

中

津

井

賓

イ

ン

グ

リ

ッ

シ

ュ

ホ

ル

ン

(

”

)

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

(

”

)

佐

瀬

富

雄

中

藪

外

（
海
）
安
藤
悌
―
―
―

(

”

)

金

野

安

蔵

バ

ス

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

フ

ア

ゴ

ッ

ト

片

山

頴

太

郎

（

海

）

石

江

喜

一

(

”

)

木

戸

全

一

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

(

”

)

輻

永

信

正

小

林

安

八

（

海

）

堀

本

賢

夫

(

”

)

加

賀

谷

源

蔵

(

”

)

丸

山

喜

一

郎

(

”

)

藤

波

高

美

(

”

)

小

椋

時

住

ホ

ル

ン

(

”

)

谷

良

作

永

睛

（

海

）

江

明

(

”

)

野

一

ト

ロ

ン

ボ

ー

ン

(

”

)

岸

雄

(

”

)

溝

穂

(

”

)

森

涼

ト

ゥ

ー

バ

(

”

)

犬

清

テ

ィ

ン

パ

ー

ニ

(

”

)

白

ニ

(

”

)

 

オ

ー

ボ

ー

(

”

)

（海）
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〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

東
京
音
楽
學
校
秋
季
大
演
奏
會
（
十
八
日
（
日
）
午
後
七
時
四
十
分
—
九
時
日
比
谷

公
會
堂
か
ら
中
繊
放
送
）

歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
第

一
幕
（
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
）
、
配
役
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
王

（
ヘ
ル
マ
ン
・
ウ
ー
ハ
ー
ペ
ニ
ッ
ヒ
）
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
（
薗
田
誠
一
）
エ
ル
ザ
・
フ

オ
ン
・
ブ
ラ
バ
ン
ト
（
マ
リ
ア
・
ト
ル
）
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
テ
ル
ラ
ム
ン

ド
（
伊
藤
武
雄
）
オ
ル
ト
ル
ー
ド
（
武
田
恵
美
）
王
の
博
令
（
増
永
丈
夫
）
管
絃
楽

（
東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部
員
）
指
揮
（
ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
）

「
オ
ペ
ラ
で
あ
る
か
ら
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
唱
歌
者
の
前
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ

ん
ど
の
演
奏
會
は
オ
ペ
ラ
だ
か
ら
オ
ペ

ラ
の
通
り
に
す
る
の
だ
。
」

こ
れ
が
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
言
葉
だ
っ
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
ボ
ッ
ク
ス
ヘ
は
い
る
の
な
ら
そ
れ
で
も
い
A

だ
ら
う
が
、
第
九
交

響
曲
と
ち
つ
と
も
か
は
ら
ぬ
演
奏
形
式
な
の
だ
か
ら
放
送
の
た
め
に
は
獨
唱
者
だ
け
は

前
に
し
て
貰
ひ
度
い
と
願
っ
た
の
だ
が
絶
封
に
拒
絶
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

バ
イ
ロ
イ
ト
の
劇
場
で
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
客
席
か
ら
は
露
は
に
見
え
な
い
や
う
に

し
て
あ
る
と
き
い
て
ゐ
る
。
ま
た
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
ス
テ
ー
ヂ
全
部
に
が
ん
ば
つ
て

や
る
歌
劇
な
ん
て
も
の
は
恐
ら
く
世
界
の
何
慮
に
だ
っ
て
あ
り
は
し
な
い
だ
ら
う
。

殊
に
中
繊
放
送
の
場
合
放
送
効
果
の
萬
全
を
期
し
た
い
の
が
わ
れ
／
＼
だ
。
會
場
で

き
い
て
ゐ
る
人
の
た
め
に
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
は
必
要
で
は
な
い
。

獨
唱
者
の
竪
が
と
か
く
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
消
さ
れ
勝
ち
だ
っ
た
の
は
決
し
て
技
術
部

の
責
任
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
こ
と
を
此
慮
に
明
記
し
て
置
く
。

豫
行
演
奏
の
時
計
っ
た
ら
一
時
間
十
五
分
か
A

つ
た
の
で
、
賞
日
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

入
れ
る
と
は
み
出
る
の
で
は
な
い
か
と
大
い
に
心
配
し
て
ゐ
た
が
、
演
奏
時
間
正
味

l

時
間
十
二
分
で
は
い
っ
た
こ
と
は
時
間
的
に
は
成
功
だ
っ
た
。
〔
青
木
正
〕

（
『
月
刊
架
譜
』
第
二
十
二
巻
第
二
号
、
昭
和
八
年
二
月
‘
1
0
0
~
1
0
一頁）

解

説

者

太

ピ

ア

ノ

シ
ン
バ
ル
（
海
）

仙

波

晴

輻

本
加
ス
ミ
レ
子

太

田

郎

繹

詞

者

妹

尾

幹

太

田

太

郎

〔
原
資
料
横
組
〕

放
送
批
評

歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」

伊

庭

孝

十
八
日
、
公
會
堂
に
催
さ
れ
た
、
東
京
音
楽
學
校
敦
師
、
生
徒
純
動
員
の
歌
劇

「ロ

ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
第
一
幕
の
コ
ン
サ
ー
ト
的
演
奏
は
、

ニ
―
―
口
で
評
す
れ
ば
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル

な
も
の
で
あ
っ
た
。
最
近
こ
の
官
立
音
楽
學
校
主
催
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
的
演
奏
は
、
皆

不
評
に
終
つ

て
ゐ
る
。
今
回
は
特
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
の
不
揃
ひ
、
テ
ン
ボ
の
弛

緩
、
コ
ー
ラ
ス
の
貧
弱
等
々
は
い
か
な
る
人
々
も
氣
付
く
ほ
ど
更
め
て
批
評
を
書
く
に

及
ば
な
い
事
で
あ
っ
た
。
併
し
、
今
か
ら
二
昔
前
に
は
此
の
學
校
は
日
本
の
標
準
的
演

奏
を
為
す
機
閥
と
し
て
、
自
他
と
も
に
許
し
て
ゐ
た
所
の
も
の
で
あ
る
。
楽
壇
の
近
況

に
通
ず
る
も
の
は
、
東
京
音
楽
學
校
の
賓
力
を
以
つ
て
し
て
は
、
今
回
の
演
奏
以
上
を

望
む
事
の
出
来
な
い
事
を
知
つ
て
ゐ
る
。
東
音
の
演
奏
と
い
へ
ば
マ
ヅ
イ
も
の
と
頭
か

ら
き
め
て
か
A

つ
て
、
敢
て
期
待
も
し
な
け
れ
ば
批
判
も
し
よ
う
と
し
な
い

楽
壇
は
平
氣
で
そ
れ
で
す
ま
し
て
ゐ
る
が
、
果
し
て
そ
れ
で
よ
い
も
の
で
あ
ら
う

か
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
演
奏
は
、
ま
づ
し
く
も
差
支
へ
な
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
制
度
を

改
め
る
な
り
、
敦
師
を
加
へ
る
な
り
し
て
、
向
上
装
展
の
途
を
講
じ
な
く
て
よ
い
も
の

で
あ
ら
う
か
。

此
の
日
は
主
務
官
寵
の
首
脳
た
る
文
部
大
臣
も
臨
席
し
て
ゐ
た
し
朝
野

の
教
育
家
千
餘
を
招
待
し
た
も
の
で
あ
る
。
是
れ
等
の
賓
客
等
が
、
昔
日
の
歴
史
の
み

を
知
つ
て
此
の
演
奏
を
も
つ
て
日
本
の
最
高
標
準
な
り
と
誤
解
す
る
事
が
あ
っ
た
ら
、

此
の
演
奏
會
も
近
来
の
罪
作
り
の
―
つ
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
少
く
と
も
来
年
の
五
十

年
忌
を
前
に
し
て
ヴ
ア
グ
ナ
ー
歌
劇
演
奏
の
氣
勢
を
殺
い
だ
事
だ
け
は
た
し
か
で
是
に

よ
っ
て
、
来
年
の
記
念
會
の
計
聾
は
一
部
分
不
人
氣
と
な
る
に
至
っ
た
事
を
感
じ
ら
れ

た
の
で
あ
る

放
送
批
評

（
『
讀
賣
新
聞
』
昭
和
七
年
十
二
月
二
十
一
日
、
ラ
ヂ
オ
版
所
載
）

「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
の
演
奏
は
最
も
完
全
且
つ
優
秀

東
京
音
楽
學
校
指
揮
者

K
.
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

御
紙
廿
一
日
の
朝
刊
に
出
て
ゐ
る
伊
庭
孝
氏
の
御
批
評
を
友
人
が
麒
繹
し
て
送
つ
て

呉
れ
ま
し
た
が
一
讀
し
て
驚
い
た
次
第
で
す
。
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氏
の
評
に
よ
り
ま
す
と
私
の
『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
』
の
演
奏
は
『
ミ
ゼ
ラ
プ
ル
』
だ

相
で
す
が
、
私
は
決
し
て
あ
の
演
奏
は
失
敗
だ
と
は
思
つ
て
ゐ
ま
せ
ん
寧
ろ
現
在
の
朕

態
で
達
し
得
る
完
全
な
も
の
だ
と
さ
へ
信
じ
て
ゐ
ま
す
。

ワ
ー
グ
ナ
ア
物
に
開
し
ま
し
て
は
父
も
祖
父
も
ワ
ー
グ
ナ
ア
の
親
友
で
あ
り
ま
し
た

閥
係
上
私
も
子
供
の
う
ち
か
ら
他
の
作
品
以
上
に
理
解
も
あ
り
自
信
が
あ
る
わ
け
で

す。
演
奏
者
の
技
術
に
就
て
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
事
も
嘗
つ
て
ゐ
な
い
、
主
要
楽
器
の
ト
ッ

。
フ
は
六
人
ま
で
ド
イ
ツ
の
す
ぐ
れ
た
音
楽
家
が
受
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
だ
し
そ
の
他
の
人

人
も
立
派
に
や
り
ま
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
、
ウ
ヰ
ー
ン
の
第
一
流
音
楽
界
で
演
奏
し
て
も

決
し
て
恥
か
し
い
も
の
と
は
考
へ
ま
せ
ん
。

テ
ン
ボ
の
事
も
問
題
に
な
っ
て
ゐ
た
が
伊
庭
氏
は
蓄
音
器
レ
コ
ー
ド
か
ら
で
も
、
外

霰
の
演
奏
を
お
聞
き
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
賓
際
に
奏
す
る
場
合
は
あ
れ
で

決
し
て
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
日
本
に
招
か
れ
て
来
て
か
ら
の
十
五
ヶ
月
の
間
の
諸
技
術
の
進
歩
と
い
ふ
も
の

は
賓
に
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
今
春
演
奏
し
た
マ
ー
ラ
ー
の
第
五
は
難
曲
を
弾
き
こ

な
し
た
黙
で
は
外
國
の
大
シ
ン
フ
ォ
ニ
イ
に
負
け
な
い
も
の
だ
し
、
恐
ら
く
今
回
の
ワ

ー
グ
ナ
ア
歌
劇
『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
』
と
し
て
は
最
も
完
全
で
あ
り
最
も
よ
き
條
件
の

も
と
に
演
出
さ
れ
た
も
の
と
断
言
し
て
は
ゞ
か
り
ま
せ
ん
。

少
な
く
と
も
私
が
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
で
あ
る
限
り
演
奏
上
に
手
落
ち
は
な
く
、
若
し
あ

り
と
す
れ
ば
純
て
は
私
の
責
任
で
あ
り
ま
す
。
か
A

る
不
謹
憤
な
批
評
は
私
に
封
す
る

ば
か
り
で
な
く
正
し
く
祗
國
ド
イ
ツ
ヘ
の
大
な
る
侮
辱
で
あ
り
ま
す
。

（
『
讀
賣
新
聞
』
昭
和
七
年
十
二
月
二
十
七
日
、
ラ
ヂ
オ
版
所
載
）

乗
杉
校
長
氏
及
び
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
授
氏
に
典
ふ
る

伊

庭

孝

乗
杉
氏
は
、
私
と
し
て
は
、
個
人
的
に
相
識
の
、
唯
一
の
東
京
音
楽
學
校
々
長
で
あ

る
。
恐
ら
く
我
々
の
友
人
、
否
グ
ル
ー
。
フ
の
音
楽
批
評
家
の
大
多
敷
は
私
と
同
様
に
、

歴
代
の
校
長
と
は
、
個
人
的
に
相
識
る
機
會
が
な
か
っ
た
ら
う
と
思
ふ
。
我
々
は
、
正

直
に
い
へ
ば
、
上
野
の
音
楽
學
校
に
封
し
て
は
、
反
感
な
ど
は
決
し
て
抱
い
て
ゐ
な
い

専
門
學
校
の
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
と
其
の
専
門
的
業
績
の
猿
表
と
は
、
根
本
か
ら
性

質
を
異
に
し
て
ゐ
る
可
き
筈
で
あ
る
。
そ
れ
は
敦
育
家
で
な
い
私
が
事
あ
ら
た
め
て

云
ふ
ま
で
も
な
い
事
で
あ
る
し
、
敦
育
學
者
と
し
て
令
名
高
き
乗
杉
氏
が
、
こ
ん
な

イ
ロ
ハ
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
事
は
分
つ
て
ゐ
る
。
然
し
、
か
の
學
校
の
専
門

が
音
楽
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
し
て
音
楽
に
開
し
て
は
乗
杉
氏
が
畑
違
ひ
の
人
で
あ
る

だ
け
に
、
そ
こ
に
多
少
の
誤
差
が
存
す
る
事
も
、
多
少
無
理
な
ら
ぬ
所
が
あ
る
。
簡

箪
に
言
へ
ば
、
乗
杉
氏
の
仕
事
は
、
企
業
的
色
彩
が
可
な
り
濃
厚
で
あ
り
専
門
的
業

績
の
猿
表
と
、
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
と
が
、
混
同
さ
れ
て
ゐ
る
事
が
頗
る
多
い
。
も

っ
と
具
閥
的
に
い
へ
ば
、
内
容
か
ら
は
業
績
装
表
と
見
ら
る
可
き
事
が
、
エ
キ
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
に
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
観
が
あ
る
の
で
あ
る
。
是
に
於
て
、
乗
杉
氏
の
観

る
と
こ
ろ
が
聯
か
藪
脱
み
た
る
の
憾
み
と
い
へ
ど
も
、
結
構
で
あ
る
。
今
ま
で
の
盲

X 

が
、
謂
は
ゞ
、
無
賜
心
と
い
ふ
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
上
野
の
人
々
と
、
我
々

と
は
、
交
通
の
路
は
、
長
い
間
と
ざ
さ
れ
て
ゐ
た
。
乗
杉
校
長
の
代
に
な
つ
て
世
間
が

で
う

進
歩
し
て
、
官
立
學
校
が
一
般
的
に
社
會
化
し
た
と
は
云
ひ
條
、
乗
杉
氏
の
開
放
的
な

敢
為
な
性
格
か
ら
、
我
々
と
接
近
す
る
機
會
が
出
来
、
第
三
者
か
ら
見
る
と
、
封
立
し

て
ゐ
る
か
の
様
に
誤
解
さ
れ
て
ゐ
た
閥
係
が
一
掃
さ
れ
て
、
我
々
が
、
上
野
の
音
楽
學

校
に
封
し
、
一
層
好
意
的
な
心
を
持
つ
や
う
に
な
っ
た
事
は
、
慶
賀
に
堪
へ
な
い
と
思

つ
て
ゐ
る
。

乗
杉
校
長
は
、
一
言
に
し
て
い
へ
ば
や
り
手
で
あ
る
。
こ
と
に
音
楽
學
校
の
内
政
上

に
改
革
を
加
へ
る
よ
り
も
、
外
部
的
に
、
音
楽
學
校
と
社
會
と
の
間
に
交
渉
を
持
た
し

め
、
學
校
が
社
會
に
働
き
か
け
る
底
の
仕
事
に
努
力
し
て
居
ら
れ
る
様
に
見
う
け
ら
れ

る
。
是
は
一
部
の
保
守
的
な
人
々
か
ら
見
れ
ば
、
議
論
の
あ
る
事
で
あ
ら
う
が
、
一
般

的
に
見
て
、
今
日
の
時
勢
と
合
致
し
た
方
針
で
あ
る
と
し
て
、
賞
讃
し
て
よ
い
事
と
思

ふ。
乗
杉
氏
が
校
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
音
楽
學
校
の
演
奏
會
が
、
學
校
の
疲
展
事
業

（
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
）
ら
し
き
色
彩
を
帯
び
て
来
た
事
も
、
見
遁
す
事
が
出
来
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
或
は
、
乗
杉
氏
は
、
演
奏
會
を
も
つ
て
、
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
そ
れ

自
身
だ
と
思
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
ふ
し
も
あ
る
位
で
あ
る
。
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「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
作
に
な
る
歌
劇

で
、
本
年
は
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
五
十
年
忌
に
相
常
す
る
た
め
に
、
そ
れ
に
先
ん
じ
て
、

記
念
的
に
演
奏
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
七
年
十
二
月
十
八
日
、
東
京
市
公
會
堂

に
於
て
、
本
邦
初
演
と
銘
打
つ
て
、
花
々
し
く
演
奏
さ
れ
た
。
そ
の
宣
博
ボ
ス
タ
ー

〔

マ

マ

〕

は
、
官
立
専
門
學
校
の
業
蹟
狡
表
の
そ
れ
と
し
て
は
仰
山
す
ぎ
る
色
を
も
つ
て
彩
ら

0

0

 

れ
、
こ
と
に
第
一
幕
上
演
と
あ
る
熟
語
が
、
好
楽
家
の
目
を
ひ
い
た
の
で
あ
る
。
上
演

と
い
ふ
語
は
、
や
か
ま
し
く
い
へ
ば
正
し
い
漢
語
で
は
な
く
、
上
場
と
い
ふ
の
が
本
裳

で
あ
る
が
、
故
島
村
泡
月
が
、
松
井
須
磨
子
一
座
の
興
行
回
開
し
て
此
の
新
語
を
用
ゐ

た
の
で
、
そ
れ
以
来
用
ゐ
慣
ら
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
意
味
は
上
場
と
同
様
で
、
背
景

衣
裳
を
以
て
す
る
演
劇
と
し
て
一
般
に
は
通
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
誤
用
如

何
は
揚
足
取
り
に
類
す
る
か
ら
措
く
と
し
て
、
ボ
ス
タ
ー
か
ら
受
け
る
感
じ
は
、
如
何

に
も
音
楽
學
校
の
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
ら
し
く
受
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

學
校
間
の
試
演
な
ら
と
に
か
く
、
堂
々
と
名
乗
り
を
上
げ
た
封
社
會
的
の
演
奏
に
、

棒
立
ち
の
歌
劇
詠
唱
も
退
屈
な
事
な
が
ら
、
第
一
幕
だ
け
し
か
演
じ
得
な
い
の
も
、
カ

が
足
ら
な
さ
す
ぎ
る
し
歌
手
は
、
コ
ー
ラ
ス
も
。
フ
リ
ン
シ
。ハ

ル
も
、

全
部
楽
譜
を
手
に

し
て
、
ヴ
ツ
ハ
ペ
ニ
ッ
ヒ
氏
以
外
は
、
楽
譜
を
辿
り
な
が
ら
歌
つ
て
ゐ
た
の
は
、
い
か

に
も
練
習
不
足
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

一
方
に
は
、
無
制
限
に
振
ま
か
れ
る
ら
し
い
招
待
券
が
、
生
憎
に
も
全
部
口
を
利
い

て
、
満
堂
あ
ふ
れ
こ
ぼ
れ
る
大
入
で
あ
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
市
内
の
普
通
敬

育
の
學
校
長
を
ひ
ろ
く
招
待
し
た
の
だ
と
い
ふ
。
一
面
に
於
て
此
の
催
し
は
、
學
校
と

し
て
一
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
即
ち
好
楽
家
と
い
ふ
部
類
に
屡
す
る

以
外
の
人
が
、
聘
衆
の
大
多
敷
を
占
め
て
ゐ
た
わ
け
で
、
さ
う
い
ふ
人
に
む
か
つ
て
、

此
の
演
奏
は
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
。
我
々
は
賓
に
、
此
の
催
の
、
本
員
の
動
機

X 

こ
A

に
一

目
で
あ
っ
た
校
長
に
比
べ
れ
ば
、
大
愛
な
進
歩
で
あ
る
。
そ
れ
や
こ
れ
や
、
乗
杉
校

長
に
封
し
て
は
献
ず
可
き
言
葉
が
澤
山
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
日
落
ち
つ
い
て
、
章
を

立
て
A

見
参
す
る
事
に
す
る
。
た
ゞ
―
つ
昨
冬
行
は
れ
た
同
校
の
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ

ン
」
演
奏
の
事
に
就
て
、
一
言
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
に
立
到
つ
た
の
で
、

文
を
草
す
る
わ
け
で
あ
る
。

X 

演
奏
は
、
私
の
考
へ
に
よ
れ
ば
不
出
来
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
常
然
不
出
来

で
あ
つ
て
、
私
は
是
を
批
判
す
る
心
は
少
し
も
な
か
っ
た
。
大
袈
裟
で
、
外
見
が
堂

堂
と
し
て
さ
へ
す
れ
ば
目
的
が
逹
す
る
も
の
で
あ
ら
う
所
の
演
奏
會
を
、
か
れ
こ
れ

批
評
す
る
の
は
大
人
氣
な
い
事
と
思
っ
て
ゐ
た
。
然
る
に
讀
者
の
ラ
ヂ
オ
版
主
任
の

吉
本
明
光
氏
は
、
熱
心
に
私
を
慾
憩
し
て
、
あ
れ
を
獣
つ
て
ゐ
て
は
楽
界
の
タ
メ
に

な
ら
ぬ
か
ら
批
評
を
書
け
と
い
ふ
。
私
は
固
僻
し
た
。
吉
本
君
は
二
日
半
と
い
ふ
も

の
、
私
を
追
ひ
廻
し
て
、
と
う
／
＼
筆
を
執
ら
せ
た
。
私
は
最
後
に
、
銀
座
の
コ
ロ

ン
バ
ン
と
い
ふ
喫
茶
店
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
、
鉛
筆
で
原
稿
を
認
め
た
。
そ
の
原
稿

は
直
ち
に
讀
賣
新
聞
に
狡
表
さ
れ
た
が
そ
の
要
領
は
箇
條
書
き
に
す
れ
ば
次
の
通
り

で
あ
る
。

一
、
か
の
演
奏
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
の
不
揃
ヘ
テ
ン
ボ
の
弛
緩
、
コ
ー
ラ
ス
の
貧
弱

な
虚
等
は
、
誰
し
も
氣
の

つ
い
た
事
で
あ
る
か
ら
敢
て
批
評
し
な
い
こ
と
。

二
、
二
十
年
以
前
は
音
楽
學
校
の
演
奏
は
楽
壇
的
に
も
一
般
的
に
も
標
準
と
見
倣
さ
れ

て
ゐ
た
が
、
今
日
は
一
般
が
進
歩
し
た
か
ら
、
楽
壇
に
は
そ
れ
程
の
信
用
は
な
い
こ

と
。
そ
れ
に
は
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
が
就
任
し
て
後
も
、
積
弊
が
敗
ま
ら
な
い
か

ら
、
効
果
が
あ
が
つ
て
居
ら
ぬ
こ
と
。

三
、
楽
壇
は
そ
れ
を
心
得
て
ゐ
る
が
、
嘗
日
の
招
待
客
は
門
外
漢
が
多
敷
で
あ
る
か

ら
、
文
部
大
臣
は
じ
め
日
本
の
教
育
家
各
位
が
、
あ
れ
が
日
本
に
於
け
る
最
上
の
演

奏
だ
と
思
は
れ
て
は
、
我
々
は
迷
惑
す
る
こ
と
。

四
、
か
の
演
奏
は
相
嘗
退
屈
で
あ
っ
た
か
ら
、
他
日
催
さ
る
可
き
他
の
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー

の
記
念
演
奏
は
、
人
氣
が
立
た
ぬ
で
あ
ら
う
こ
と
。

な
ど
で
あ
る
。

然
る
に
此
の
批
評
を
讃
ん
だ
指
揮
者
。
フ
リ
ン
グ
ス

ハ
イ
ム
教
授
は
、
憤
然
と
し
て
私

の
慮
へ

書
留
郵
便
を
寄
せ
て
「
貴
國
の
為
め
に
賓
客
と
し
て
努
力
し
て
ゐ
る
外
人
に
む

か
つ
て
、
か
く
の
如
き
公
開
の
侮
辱
は
堪
へ
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
き
ま
い

た
。
プ
リ
氏
は
私
の
返
事
を
要
求
し
て
ゐ
る
様
で
あ
っ
た
が
、
私
は
返
事
を
書
く
こ
と

X 

を
理
解
す
る
に
苦
し
ん
だ
。
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X 

も
な
い
の
で
、
其
ま
A

讀
賣
新
聞
に
電
話
し
て
。
フ
リ
氏
の
癖
駁
を
掲
載
す
る
や
う
に
奔

走
し
た
。
讀
賣
で
は
記
者
の
松
井
翠
竪
君
が
。
フ
リ
氏
の
宅
に
出
か
け
て
い
つ
て
。
フ
リ
氏

の
原
稿
を
得
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
。
原
稿
は
プ
リ
氏
の
手
許
で
和

文
に
書
か
れ
た
も
の
で
新
聞
社
で
繹
編
し
た
も
の
で
は
な
い
。

。
フ
リ
氏
の
文
章
は
、
頗
る
攻
撃
的
な
も
の
で
、
其
の
黙
は
、
私
の
も
の
よ
り
も
敷
等

硬
き
も
の
で
あ
る
事
は
、
公
平
な
第
三
者
も
認
め
得
る
も
の
で
あ
る
。
其
要
貼
は

一
、
自
分
が
就
任
以
来
一
ケ
年
餘
に
し
て
、
同
校
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
著
し
い
進
歩

を
為
し
た
事
。

二
、
掌
日
の
演
奏
は
完
全
無
鋏
の
も
の
に
し
て
欧
洲
の
一
流
劇
場
の
演
奏
と
異
ら
ざ
る

こ
と
。

三
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
何
等
の
誤
な
き
こ
と
。

四
、
自
分
の
祗
父
も
父
も
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
親
友
な
り
し
が
故
に
、
自
分
の
テ
ン
ボ

は
正
し
い
事
。

五
、
伊
庭
氏
は
西
洋
の
演
奏
を
聰
い
た
事
が
な
く
、
レ
コ
ー
ド
の
智
識
で
判
断
し
た
の

で
あ
ら
う
が
、
レ
コ
ー
ド
は
テ
ン
ボ
を
早
く
入
れ
る
事
が
あ
る
か
ら
、
是
を
標
準
に

は
出
来
ぬ
事
。

六
、
音
楽
學
校
に
は
、
六
人
の
ド
イ
ツ
人
が
主
任
と
し
て
敦
授
し
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の

演
奏
は
完
全
で
あ
る
事
。

七
、
伊
庭
氏
の
批
評
は
、
不
謹
憤
で
あ
り
、
祖
國
ド
イ
ツ
を
侮
辱
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と。

〔

マ

マ

〕

是
に
封
し
、
ま
た
し
て
も
吉
本
君
は
私
に
癖
駁
を
書
け
と
強
要
し
た
が
。
私
は
、
誰

か
ア
チ
ラ
の
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
を
聴
い
た
人
に
第
三
者
と
し
て
の
批
判
を
頼
ん
で

呉
れ
と
い
つ
て
僻
退
し
た
。
時
は
年
末
で
、
も
う
新
聞
は
記
事
を
の
せ
る
餘
裕
が
な
か

っ
た
の
で
、
さ
る
匿
名
の
投
書
が
掲
げ
ら
れ
た
き
り
で
討
論
打
切
り
と
な
っ
た
。

私
は
、
。
フ
リ
氏
か
ら
こ
の
様
に
高
飛
車
な
抗
議
が
あ
ら
う
と
も
、
自
説
は
柾
げ
な
い

の
で
あ
る
。
勿
論
。フ
リ
氏
か
ら
暴
露
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
本
場
の
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ

ン
」
は
聞
い
て
ゐ
な
い
。
よ
し
ん
ば
聴
い
た
に
し
て
も
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
で
テ
ン
ボ
を

彙
る
事
も
出
来
ま
い
し
、
ま
た
こ
ち
ら
の
も
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
で
董
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
か
ら
推
察
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
云
々
は
、
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
の
全
曲
レ
コ

ー
ド
は
、
作
ら
れ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
さ
へ
も
知
ら
ぬ
。

少
く
と
も
ド
イ
ツ
に
は
な
い
筈

だ
。
私
は
嘗
て
ボ
リ
ド
ー
ル
の
簡
略
回
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
の
解
説
を
書
い
た
事
は

あ
る
が
、
此
の
レ
コ
ー
ド
を
標
準
に
し
て
ゐ
な
い
事
を
お
断
り
し
て
置
く
。
演
奏
の
本

場
の
も
の
を
一
々
聰
い
て
測
量
し
て
置
か
な
け
れ
ば
批
評
が
出
来
な
い
や
う
な
ら
、
シ

ョ
パ
ン
の
友
人
で
な
け
れ
ば
シ
ョ
パ
ン
の
曲
は
批
評
出
来
な
い
し
、
誠
に
厄
介
な
話
で

あ
る
。
ま
た
レ
コ
ー
ド
と
い
つ
て
も
、
本
賞
よ
り
は
早
い
テ
ン
ボ
で
吹
込
ま
れ
て
ゐ
る

と
は
き
ま
ら
な
い
。
私
は
そ
れ
ほ
ど
レ
コ
ー
ド
を
イ
ン
チ
キ
な
も
の
と
は
思
は
な
い
。

と
同
時
に
、
よ
し
ん
ば
、
そ
の
レ
コ
ー
ド
が
本
掌
の
テ
ン
ボ
で
演
奏
さ
れ
、
フ
ル
ト
ヴ

エ
ン
グ
ラ
ー
が
指
揮
し
て
ゐ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
定
本
に
し
て
、
他
の
人
の
演
奏
を

批
判
す
る
ほ
ど
の
間
抜
け
で
も
な
い
。

私
は
。
フ
リ
氏
が
、
た
と
へ
本
場
の
バ
イ
ロ
イ
ト
の
演
出
よ
り
も
、
遅
め
に
指
揮
し
た

か
ら
と
て
、
そ
れ
を
悪
い
と
は
言
は
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
解
繹
の
自
由
で
あ

る
。
し
か
し
、
。
フ
リ
氏
の
演
奏
は
、
テ
ン
ボ
が
弛
緩
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
た

し
か
に
藝
術
的
に
非
難
さ
る
べ
き
事
で
あ
る
。

私
は
プ
リ
氏
の
指
揮
を
批
難
す
る
前
に
、
相
嘗
に
周
園
の
人
々
の
意
見
を
も
徴
し
て

ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
の
批
評
は
私
ひ
と
り
と
い
ふ
よ
り
も
、
相
嘗
に
多
敷
の
ー
l
|
そ

れ
は
本
場
の
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
を
聴
い
た
事
の
あ
る
人
の
意
見
を
も
含
ん
で
ゐ
る

の
で
あ
る
。
私
の
知
人
の
中
に
は
、
バ
イ
ロ
イ
ト
演
出
の
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
を
再

三
聰
い
て
知
つ
て
ゐ
る
人
も
一
人
な
ら
ず
あ
る
。
私
と
同
意
見
の
人
が
、
在
留
の
外
人

音
楽
家
の
中
に
も
あ
る
。
。
フ
リ
氏
は
、
案
外
お
手
近
に
、
氏
を
批
難
す
る
人
の
あ
る
事

を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

音
楽
學
校
の
演
奏
が
。
フ
リ
氏
の
い
ふ
如
く
、
欧
洲
の
一
流
の
そ
れ
と
差
違
の
な
い
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
あ
の
演
奏
が
、
そ
れ
ほ
ど
完
全
無
鋏
の
も
の
で
あ

っ
た
か
ど
う

か
、
是
は
知
る
人
ぞ
知
る
で
、
敢
て
議
論
は
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
。
そ
れ
な
れ
ば
ま

こ
と
に
結
構
な
事
で
、
も
は
や
日
本
は
外
人
敦
師
の
必
要
も
な
し
、
外
國
に
留
學
生
を

送
る
必
要
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。

た
ゞ
聞
き
捨
て
な
ら
ぬ
の
は
、
私
の
批
評
が
祖
國
ド
イ
ツ
を
侮
辱
し
て
ゐ
る
と
い
ふ

一
言
で
あ
る
。
プ
リ
氏
は
な
る
ほ
ど
ド
イ
ツ
人
だ
。
だ
が
、
帝
王
で
も
な
け
れ
ば
大
統
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領
で
も
な
い
。
ド
イ
ツ
の
一
藝
術
家
で
あ
る
。
そ
れ
を
批
判
し
た
の
が
ド
イ
ツ
を
侮
辱

し
た
事
に
な
る
な
ら
、
往
年
私
が
ガ
リ
・
ク
ル
チ
を
コ
キ
お
ろ
し
た
時
は
、
イ
タ
リ
ー

を
侮
辱
し
た
事
に
な
る
の
か
。
し
か
も
ガ
リ
・
ク
ル
チ
は
、
日
本
へ
来
た
後
、
ウ
イ
ー

ン
に
於
い
て
、
散
々
に
非
難
さ
れ
た
で
は
な
い
か
。
。
フ
リ
氏
の
言
は
毒
舌
で
あ
り
詭
辮

で
あ
る
。
褻
術
家
が
批
評
家
の
批
評
に
封
し
て
、
あ
の
様
な
言
僻
を
弄
す
る
事
は
、
西

洋
で
は
嘗
て
例
の
な
い
事
で
あ
る
と
し
て
、
在
留
の
外
人
音
楽
家
の
間
に
相
嘗
非
難
の

槃
の
高
い
事
は
プ
リ
氏
も
御
存
知
あ
る
ま
い
。
。
フ
リ
氏
の
前
任
者
で
あ
っ
た
ラ
ウ
ト
ル

ツ
。
フ
氏
が
既
に
ア
メ
リ
カ
に
ゐ
て
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
指
揮
を
し
た
批

評
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ク
リ
ヤ
ー
に
出
て
ゐ
る
の
を
一
讀
す
る
が
よ
い
（
多
分
月
刊
楽

譜
の
今
月
競
に
轄
載
さ
れ
て
ゐ
る
筈
だ
）
〔
。
〕
と
て
も
お
話
に
な
ら
ぬ
位
に
散
々
に
や
ら

れ
て
ゐ
る
。
日
本
で
は
あ
れ
ほ
ど
手
ひ
ど
く
ラ
ウ
氏
を
や
っ
A

け
た
人
は
な
か
っ
た
。

。
フ
リ
氏
に
い
は
せ
る
と
、
早
速
是
は
「
祖
國
デ
ン
マ
ー
ク
を
侮
辱
」
と
い
ふ
事
に
な
る
。

。
フ
リ
氏
の
誇
大
な
抗
癖
は
、
賓
は
私
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
乗
杉
校
長

を
牽
制
す
る
為
め
の
も
の
で
あ
る
。
最
近
に
於
て
、
乗
杉
氏
は
。
フ
リ
氏
の
愧
儡
に
な
っ

て
ゐ
る
。
乗
杉
氏
が
音
楽
に
暗
い
く
せ
に
、
野
心
的
で
あ
り
企
業
的
で
あ
る
の
に
付
け

込
ん
で
、
「
ヤ
ー
ザ
ー
ガ
ー
」
な
ど
A

い
ふ
ベ
ラ
ボ
ー
な
も
の
を
試
演
さ
せ
た
り
、
力
に
餘

る
マ
ー
ラ
ー
の
交
魯
楽
な
ど
を
演
奏
さ
せ
た
が
つ
て
ゐ
る
。
ド
イ
ツ
の
山
師
と
日
本
の

山
師
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
、
生
徒
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
員
こ
そ
善
い
面
の
皮
で
あ
る
。

乗
杉
氏
が
。
フ
リ
氏
に
懐
柔
さ
れ
て
ゐ
る
證
撼
を
畢
げ
て
お
目
に
か
け
よ
う
。
乗
杉
氏

は
、
年
末
の
終
業
式
に
於
い
て
。
フ
リ
氏
の
讀
賣
に
の
せ
た
通
り
の
事
を
生
徒
に
講
演
し

て
、
「
洋
行
し
て
な
い
伊
庭
に
何
が
分
る
か
」
と
い
つ
て
、
壇
上
か
ら
我
輩
を
侮
辱
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
〔
。
〕
是
は
私
は
生
徒
で
も
な
し
敦
師
で
も
な
い
か
ら
、
此
の
耳
で
聰

い
た
の
で
は
な
い
が
、
確
な
耳
が
聰
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

一
方
に
は
、
伊
庭
は
、
其
後
。
フ
リ
氏
に
封
し
、
無
證
を
陳
謝
し
た
手
紙
を
寄
越
し
た

と
い
ふ
デ
マ
が
、
盛
ん
に
在
留
外
人
の
間
に
飛
ば
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
全
く
油
断

も
ス
キ
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

私
は
乗
杉
氏
の
立
場
と
し
て
、
私
の
言
よ
り
も
。
フ
リ
氏
の
言
を
信
ず
る
の
は
無
理
の

な
い
事
だ
と
思
ふ
〔
゜
〕
然
し
、
楽
界
に
人
な
き
に
あ
ら
ず
、
少
し
は
左
右
を
顧
み
て
判

X 

是
を
要
す
る
に
、
乗
杉
氏
や
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
癖
明
の
骨
子
は
「
私
が
洋
行

し
て
ゐ
な
い
」
と
い
ふ
だ
け
で
是
が
そ
の
全
部
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
何
も
な
い
と
す

れ
ば
、
答
辮
と
し
て
極
め
て
貧
弱
で
あ
り
、
且
つ
幼
稚
な
も
の
で
あ
る
。
洋
行
し
て
ゐ

な
い
批
評
家
は
在
留
の
外
人
が
ど
ん
な
演
奏
を
し
よ
う
と
も
、
指
を
く
は
へ
て
見
て
ゐ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
事
は
、
驚
く
可
き
差
別
主
義
だ
。
我
々
の
仲
間
に
も
、
堀

内
〔
ヽ
〕
野
村
、
大
田
黒
、
小
松
の
諸
氏
の
如
く
海
外
に
遊
學
し
た
批
評
家
が
あ
り
、
是
等

を
第
一
流
の
批
評
家
と
し
、
私
や
、
牛
山
、
増
澤
、
堕
入
の
諸
氏
の
如
き
洋
行
せ
ざ
る

人
を
、
第
二
流
の
批
評
家
と
し
て
差
別
す
る
と
い
ふ
の
な
ら
、
私
は
廿
ん
じ
て
第
二
流

の
中
に
編
入
さ
れ
る
。
然
し
、
そ
の
第
二
流
者
が
偶
々
適
切
正
確
な
る
批
評
を
し
た
時

は
ど
う
な
る
の
か
、
そ
の
第
二
流
批
評
家
が
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
〔
を
〕
父
祗
の
友
人
に
持

つ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
の
見
解
よ
り
も
、
正
し
い
見
解
を
も
つ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
ど
う

な
る
の
か
。
私
は
今
ま
で
、
間
違
ひ
の
批
評
は
し
な
か
っ
た
つ
も
り
だ
が
、
も
し
、
大

間
違
ひ
の
批
評
を
書
く
や
う
な
事
が
あ
っ
た
ら
、
即
刻
批
評
の
筆
を
折
る
で
あ
ら
う
。

乗
杉
校
長
氏
も
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
授
も
、
も
し
私
の
批
判
の
方
が
正
し
か
っ
た
ら
、

即
刻
そ
の
職
を
僻
す
る
の
か
…
…
と
サ
、
云
ひ
度
く
な
る
で
は
な
い
か
。
然
し
、
そ
ん

な
子
供
の
喧
嘩
み
た
い
な
追
究
は
や
め
に
し
よ
う
〔
。
〕
何
と
な
れ
ば
、
私
の
聞
き
合
は

せ
た
限
り
、
雨
先
生
の
自
惚
は
百
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
勝
目
は
百
。
ハ
ー
セ

ン
ト
小
生
の
も
の
で
あ
る
。

私
は
行
き
が
A

り
で
相
賞
の
毒
舌
を
つ
い
た
が
、
乗
杉
校
長
氏
に
封
し
て
は
将
来
そ

の
手
腕
に
大
に
期
待
す
る
し
、
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
授
に
封
し
て
は
ま
さ
に
日
本
に

興
ら
ん
と
す
る
劇
的
音
楽
に
封
す
る
藩
蓄
を
傾
倒
し
て
ほ
し
い
〔
゜
〕
争
論
は
我
々
の
目

的
で
な
い
事
を
述
べ
て
、
論
を
結
ぶ
。

十
二
月
十
八
日

（
『
＿
音
榮
世
界
』
第
五
巻
第
二
号
、
ニ
ー
四
頁
）

誌
（
十
二
月
十
八
日
ー
一
月
二
十
日
）

紳

戸

道

夫

東
京
＿
音
楽
學
校
の
演
奏
會
が
日
比
谷
公
會
堂
で
催
さ
れ
た
。
ヴ
ァ

榮

壇

日

X 

断
を
し
て
貰
ひ
度
か
っ
た
と
思
ふ
。
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演

奏

會

記

録

と

批

評

＊
十
二
月
十
五
日
ー
十
二
月
二
十
五
日

東
京
―
音
楽
學
校
音
楽
演
奏
會
（
十
八
日
夜
、
日
比
谷
公
會
堂
）
近
頃
進
出
目
覺
ま
し

い
上
野
が
、
ひ
ど
く
物
議
を
か
も
し
て
し
ま
っ
た
演
奏
會
だ
。
然
し
招
待
券
が
物
を
言

つ
て
超
満
員
、
あ
の
廣
い
ホ
ー
ル
が
身
動
き
も
出
来
な
い
程
の
入
り
だ

っ
た
。
日
頃
演

奏
會
に
見
ら
れ
な
い
顔
振
れ
が
多
か
っ
た
。
曲
目
は
一
、
歌
劇
「
ア
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ

ゲ
ニ
エ
」
（
グ
ル
ッ
ク
）
。
二
、
提
琴
と
絃
楽
の
た
め
の
協
奏
曲
（
バ
ッ
ハ
）
獨
奏
者
ボ

ラ
ッ
ク
。
三
、
歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
（
ワ
グ
ナ
ー
）
の
前
奏
曲
と
第
一
幕
。

指
揮
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
。

’
批
評

，
グ
ル
ツ
ク
の
「
イ
フ
イ
ゲ
ニ
ー
イ
ン

ア
ウ
リ
ス
」
の
序
曲
は
ワ
グ
ナ
ー
の

唐

端

勝

編

ー
グ
ナ
ー
五
十
年
祭
の
ハ
シ
リ
と
し
て
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
が
演
奏
さ
れ
る
と
云
ふ

の
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
フ
ォ
ア
の
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
以
来
の

大
入
満
員
、
僕
な
ぞ
二
階
の
階
段
に
腰
掛
け
て
睦
い
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
幸
運
な
方

で
、
立
ン
坊
の
憂
き
目
に
逢
っ
た
の
が
敷
百
人
居
た
。

鳩
山
文
相
も
休
憩
に
廊
下
に
出
た
の
は
い
A

が
ベ
ル
が
鳴
つ
て
も
自
席
に
鑓
れ
な
い

程
な
の
で
、
世
話
燒
き
の
菊
池
盛
太
郎
老
有
頂
天
で
は
し
や
ぎ
廻
つ
て
ゐ
た
。

肝
心
の
演
奏
は
お
話
に
な
ら
ず
遂
に
伊
庭
孝
氏
を
し
て
「
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
ロ
ー
エ
ン

グ
リ
ン
」
と
き
め
つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
封
し
て
指
揮
者
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
が

「
余
及
び
余
の
祖
國
ド
イ
ツ
を
侮
辱
」
と
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
的
悲
鳴
を
揚
げ
、
乗
杉
校
長

は
「
採
る
に
足
ら
ぬ
世
評
に
封
し
て
は
動
ぜ
ぬ
信
念
と
態
度
と
を
養
ふ
こ
と
が
極
め
て

肝
要
で
あ
る
」
と
訓
僻
を
垂
れ
た
に
到
つ
て
は
噴
飯
の
至
で
あ
っ
た
。

こ
の
演
奏
會
の
ボ
ス
タ
ー
に
本
邦
初
演
歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
の
上
演
と
云
ふ

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
っ
た
が
序
曲
と
第
一
幕
だ
け
の
演
奏
會
形
式
の
も
の
に
封
し
て
こ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
甚
だ
詐
欺
的
な
感
が
し
た
。
後
日
増
澤
健
美
さ
ん
が
「
ラ
ヂ
オ
が
終
つ

た
時
や
っ
と
用
が
清
ん
だ
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
會
場
に
馳
け
付
け
た
所
會
場
は
員
暗
だ
っ

た
」
と
ひ
ど
く
憤
慨
し
て
ゐ
た
。

（
『
月
刊
架
譜
』
第
二
十
二
巻
第
二
号
、
昭
和
八
年
二
月
、
九
四
頁
）

手
を
入
れ
た
も
の
に
依
つ
て
演
奏
さ
れ
た
。
こ
の
上
野
の
官
立
管
絃
楽
園
は
長
い
歴
史

を
有
し
、
練
習
に
も
相
富
の
日
時
を
か
け
て
行
は
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
が
、
一
向
に
腕
も

上
ら
ず
い
つ
睦
い
て
も
熱
の
な
い
感
激
の
う
す
い
園
体
で
あ
る
。
若
い
物
の
わ
か
っ
た

連
中
は
、
だ
ん
／
＼
か
う
い
ふ
園
体
に
見
切
り
を
つ
け
る
様
に
な
る
だ
ら
う
。
管
の
パ

ー
ト
は
と
も
か
く
、

絃
の
パ

ー
ト
で
は
、

所
謂
一
流
（
？
）
と
稲
さ
れ
る
御
敦
授
連
が

そ
の
ト
ッ
。
フ
を
占
め
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
が
音
程
も
合
は
ず
に
雑
音
の
競
争
を
績

け
て
居
る
こ
と
は
、
相
嘗
な
問
題
で
あ
る
。

「
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
」
の
演
奏
は
甚
だ
儀
式
ば
っ
た
も
の
で
、
勿
論
ワ
グ
ナ
ー
が
彼
の

註
解
で
下
し
た
様
な
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
な
氣
分
は
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
〔
゜
〕
テ
イ
ム
。
ハ

二
が
常
に
逓
れ
勝
ち
で
、
そ
の
音
色
が
あ
の
様
に
き
た
な
か
っ
た
の
は
、
バ
ゲ
ッ
ト
の

下
し
方
が
ま
ち
が
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

ワ
グ
ナ
ー
の
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
の
演
奏
は
成
功
で
は
な
い
。
木
管
が
時
々

三

小
節
位
も
前
に
飛
び
出
し
て
来
た
り
、
ト
ロ
ム
ボ
ン
の
あ
た
り
に
愛
な
こ
と
が
起
っ
た

り
し
た
の
を
、
指
揮
者
が
あ
は
て
A

手
で
直
し
て
ゐ
た
の
が
見
ら
れ
た
。
再
び
い
ふ
け

れ
ど
デ
イ
ヴ
イ
ジ
に
な
っ
た
絃
の
音
色
は
、
音
程
の
よ
く
あ
は
な
い
事
か
ら
笙
に
近
づ

い
て
ゐ
た
。

歌
ひ
手
に
就
い
て
言
へ
ば
、
マ
リ
ア
ト
ル
が
ま
づ
第
一
の
よ
さ
を
示
し
た
。
ウ
ー
ハ

ー
ペ
ニ
ヒ
は
も
し
彼
を
歌
ひ
手
と
し
て
考
へ
た
ら
、
み
じ
め
な
存
在
で
あ
る
。
日
本
人

の
歌
手
で
は
増
永
が
わ
り
に
し
つ
か
り
し
て
ゐ
た
。
伊
藤
武
雄
は
デ
ク
ラ
メ
が
は
つ
き

り
し
て
ゐ
て
い
A

が
、
竪
域
の
雨
端
を
も
う
少
し
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
菌
田
は
整

量
が
少
し
足
り
な
い
様
に
思
っ
た
。
（
住
田
三
郎
）

（
『
月
刊
榮
譜
』
第
二
十
二
巻
第
二
号
、
昭
和
八
年
二
月
、
九
七
頁
）

昭
和
七
年
の
概
評

東
京
音
楽
學
校
の
自
壊
作
用

東
京
―
音
楽
學
校
邦
楽
科
が
そ
の
全
力
を
畢
げ
て
作
曲
し
、
演
奏
し
た
長
唄
新
曲
「
曙
」

は
既
に
識
者
の
嘲
笑
裡
に
葬
ら
れ
た
が
、
此
の
曲
が
一
部
改
愛
さ
れ
て
此
の
二
月
中
旬

に
再
び
上
演
さ
れ
る
と
の
事
で
あ
る
。
何
の
為
め
に
上
演
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
意
圏
の

邦
邊
に
あ
る
か
に
苦
し
む
の
で
あ
る
が
、
改
愛
し
た
曲
の
演
奏
に
依
つ
て
第
一
回
上
演
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の
失
敗
を
補
ふ
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
、
此
れ
は
或
る
人
か
ら
の
又
聞
き
だ

〔

マ

マ

〕

か
ら
そ
の
員
疑
は
乗
杉
校
長
に
會
つ
て
見
な
い
と
保
證
は
出
来
な
い
が
、
外
遊
か
ら
饉

へ
っ
た
乗
杉
校
長
が
、
此
の
曙
の
批
評
の
悪
い
の
に
驚
い
て
學
期
末
に
演
奏
せ
し
め
た

結
果
「
此
の
曲
の
ど
こ
が
一
證
悪
い
の
か
。
世
間
の
批
評
家
な
ん
て
＿音
楽
が
わ
か
ら
な

い
（
其
慮
ま
で
は
云
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
が
）
」
と
云
ふ
わ
け
で
再
度
上
演
さ
せ
、
此

の
前
突
込
ま
れ
た
個
所
を
訂
正
し
て
此
の
曲
を
悪
し
ざ
ま
に
云
っ
た
吾
人
等
の
迷
夢
を

覺
ま
さ
ん
と
の
企
て
だ
、
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

一
閥
に
あ
の
曲
は
二
三
訂
正
し
た
所
で
良
く
な
る
も
の
で
は
無
い
。
十
二
月
琥
の
本

誌
及
び
一
月
琥
に
載
せ
た
諸
家
の
意
見
に
見
て
も
わ
か
る
様
に
、
あ
の
曲
の
不
成
功
で

あ
っ
た
事
は
そ
の
出
猿
貼
が
誤
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
出
猿
黙
を
正
し
て
新

し
く
出
猿
し
な
い
限
り
、
あ
の
曲
は
此
の
世
に
浮
び
出
る
事
は
出
来
な
い
。
出
猿
貼
が

誤
つ
て
ゐ
た
と
云
ふ
事
は
邦
楽
科
の
組
織
が
悪
い
か
ら
で
あ
り
、
組
織
が
悪
い
こ
と
は

設
立
意
圏
が
誤
つ
て
ゐ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
若
し
も
あ
の
曙
を
し
て
本
邦
楽

壇
の
黎
明
た
ら
し
め
ん
と
せ
ば
、
邦
楽
科
を
一
度
つ
ぶ
し
て
新
ら
し
く
建
設
し
な
け
れ

ば
、
そ
れ
を
望
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
い
や
し
く
も
一
校
の
長
た
る
人
は
此
の
位
の
癖

證
法
を
知
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
も
＿音
楽
學
校
の
校
長
と
し
て
＿音
楽
を
了

解
し
得
な
い
な
ら
ば
學
校
行
政
だ
け
に
専
心
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
＿
音
楽
學
校

長
だ
か
ら
と
云
つ
て
利
い
た
風
を
す
る
こ
と
は
日
本
の
楽
壇
を
危
瞼
に
陥
ら
し
む
る
こ

と
で
あ
る
。

若
う
一
っ
東
京
＿
音
楽
學
校
の
事
。
昨
秋
獨
逸
か
ら
赴
任
し
て
来
た
指
揮
者
ク
ラ
ウ
ス
、

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
は
最
近
の
上
野
の
外
人
敦
師
招
聘
の
う
ち
で
最
も
成
功
し
た
と

も
云
ふ
可
き
優
秀
な
人
で
あ
る
。
グ
ス
タ
ー
フ
、
マ
ー
ラ
ー
の
門
下
と
し
て
現
在
獨
逸

楽
壇
で
も
相
賞
に
名
を
馳
せ
て
ゐ
る
人
で
作
曲
家
と
し
て
も
磐
名
あ
り
、
又
、
伯
林
の

一
流
新
聞
フ
ォ
ー
ル
ヴ
ヱ
ル
ツ
の
一
音
楽
批
評
家
で
も
あ
る
。
此
の
事
は
彼
が
喋
舌
っ
た

の
で
は
無
く
吾
人
が
リ
ー
マ
ン
の
一
音
楽
僻
書
及
び
マ
ッ
ク
ス
、
ヘ
ッ
セ
出
版
の
ム
ジ
ー

ク
カ
レ
ン
ダ
ー
一
九
三
二
年
版
で
讀
ん
だ
事
で
あ
る
か
ら
嘘
は
無
い
。
昨
秋
の
學
校
の

演
奏
會
に
於
て
バ
ッ
ハ
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
ヴ
ァ
ー
ク
ナ
等
を
指
揮
し
其
の
卓
越
し
た
手

腕
を
見
せ
た
が
、
氏
が
現
代
獨
逸
新
興
作
曲
界
の
鬼
オ
ク
ル
ト
、
ヴ
ァ
イ
ル
の
學
校
歌

劇
「
リ
ン
ド
バ
ー
ク
の
飛
行
」
を
今
春
上
演
す
る
と
云
ふ
話
を
聞
い
て
吾
人
等
は
大
い

に
喜
び
、
大
い
に
期
待
し
て
ゐ
た
。
此
の
學
校
歌
劇

S
c
h
u
l
op
e
r

と
云
ふ
形
式
は
ヴ

ア
イ
ル
が
創
始
し
た
も
の
で
、
カ
ン
タ
ー
タ
に
歌
劇
的
な
生
彩
を
添
え
、
更
に
音
楽
の

モ
ン
タ
ー
ヂ
ュ
を
試
み
た
も
の
で
、
何
等
の
背
景
、
所
作
等
な
し
に
劇
的
な
も
の
を
現

は
す
も
の
で
あ
る
。
此
の
「
リ
ン
ド
バ
ー
ク
の
飛
行
」
の
ピ
ア
ノ
、
ス
コ
ア
は
二
三
分

瞥
見
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
如
何
に
も
ス
ピ
ー
ド
を
取
扱
ふ
に
適
し
た
現
代
的
な
曲
の

書
き
方
で
あ
る
。
昨
冬
。
フ
氏
に
會
っ
た
時
、
練
習
の
エ
合
は
ど
う
だ
と
の
問
に
封
し
、

仲
々
良
く
行
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
答
へ
を
得
た
。
そ
れ
が
本
年
に
入
い
つ
て
此
れ
の
上
演

は
中
止
さ
れ
た
、
と
云
ふ
事
を
聞
い
た
。
理
由
と
す
る
所
は
「
ジ
ャ
ズ
風
の
リ
ズ
ム
が

出
て
来
る
か
ら
」
と
云
ふ
の
で
、
同
校
幹
部
敦
授
が
大
い
に
此
の
曲
を
非
難
し
排
斥
し

た
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

ジ
ャ
ズ
風
な
リ
ズ
ム
が
出
て
来
た
時
の
此
等
上
野
の
敦
授
連
の
顔
附
き
が
見
え
る
様

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
置
き
、
此
の
曲
に
驚
い
て
、
此
の
曲
の
上
演
が
東
京
―
音
楽
學

校
の
神
聖
で
も
犯
す
も
の
と
考
へ
る
な
ど
A

は
音
楽
學
校
に
は
一
人
も
＿
音
楽
及
び
音
楽

の
猿
達
史
を
知
つ
て
ゐ
る
人
が
ゐ
な
い
、
と
云
つ
て
も
過
言
で
は
無
い
で
あ
ら
う
。
中

世
紀
に
於
て
は
其
の
嘗
時
の
音
楽
の
主
流
で
あ
っ
た
敦
會
音
楽
に
封
し
て
他
の
純
て
の

昔
楽
を
「
世
俗
的
音
楽

d
i

e
w
e
lt
l
i

c
h
e
 M
u
si
k
」
と
稲
し
た
。
近
代
に
至
っ
て
敦
會

昔
楽
が
衰
へ
て
来
る
と
共
に
此
の
世
俗
的
―
音
楽
が
一音
楽
の
主
流
を
握

っ
た
。
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ヱ
ン
で
も
シ
ュ
ー
バ
ー
ト
で
も
ヴ
ァ
ー
ク
ナ
ー
で
も
、
そ
の
作
品
は
所
謂

d
i

e

w
elt
li
c
h
e
 M
u
si
k

の
範
疇
に
入
い
る
も
の
で
あ
る
。
斯
る
歴
史
的
せ
ん
索
は
時
間
が

か
A

る
か
ら
止
め
て
置
く
が
、
上
野
邊
り
で
は
紳
様
扱
ひ
し
て
ゐ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ヱ
ン

な
ど
が
如
何
に
其
の
常
時
の
巷
間
の
舞
踏
曲
か
ら
リ
ズ
ム
や
旋
律
を
得
た
か
は
一音
楽
史

を
一
度
讀
ん
だ
者
は
直
ち
に
氣
が
附
く
事
で
あ
ら
う
。
今
日
で
も
タ
ン
ゴ
、
ヴ
ァ
ル

ス
、
ボ
レ
ロ
等
は
巷
間
の
舞
踏
曲
と
な
っ
て
ゐ
る
と
共
に
叉
藝
術
音
楽
に
も
な
っ
て
ゐ

る
。
若
し
ア
ル
ベ
ニ
ス
の
タ
ン
ゴ
を
レ
オ
、
シ
ロ
タ
氏
が
一音
楽
學
校
で
演
奏
し
た
場
合

に
、
上
野
の
人
達
は
そ
の
演
奏
の
中
止
を
命
ず
る
で
あ
ら
う
か
。
更
に
、
上
野
の
學
友

會
や
土
曜
演
奏
會
、
卒
業
演
奏
等
で
歌
は
れ
る
歌
劇
の
ア
リ
ア
の
中
に
密
會
の
相
談
を

し
て
ゐ
る
ア
リ
ア
や
又
は
カ
ル
メ
ン
の
如
き
あ
ば
ず
れ
女
の
自
由
懇
愛
讃
美
の
ハ
バ
ネ

ラ
や
、
誘
惑
を
試
み
て
ゐ
る
セ
ギ
デ
イ
リ
ア
の
歌
な
ど
が
出
さ
れ
る
で
は
無
い
か
。
幸

ひ
に
此
等
の
歌
が
イ
タ
リ
ー
語
か
フ
ラ
ン
ス
語
、
獨
逸
語
で
歌
は
れ
る
か
ら
、
ヘ
ン
デ
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民
謡
る
番
人
の
歌

サ
ラ
バ
ン
ド

混

盤

合

唱

曲

目

昭
和
八
年
二
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時
半

一
短
調

第
六
十
六
回
學
友
會
演
奏
會

セ

獨

バ
ッ
ハ
＂
組
曲

前
奏
曲ア

ル
マ
ン
ド

口

奏

lヽ
 

／
 

（
最
近
錨
朝
）

澤

弘

昭
和
八
年
二
月
四
日

東
京
音
楽
學
校
學
友
會

第
六
十
六
回
学
友
会
演
奏
会

伴

奏

高

折

教

授

「
曙
」
再
演
と
共
に
一
九
三
二
年
へ
き
頭
の
ナ
ン
セ
ン
ス
な
話
題
で
あ
る
。

善

言
〔

マ

マ

〕

▲
最
近
聞
く
時
に
よ
る
と
「
曙
」
の
再
上
演
の
こ
と
は
二
月
中
旬
と
時
日
ま
で
決
定
し

て
ゐ
な
が
ら
又
中
止
に
な
っ
た
と
の
事
。
何
は
と
も
あ
れ
、
ひ
つ
こ
め
た
事
は
楽
界
の

慶
賀
す
べ
き
事
で
あ
る
。

（
『
一
音
楽
世
界
』
第
四
巻
第
二
号
、
昭
和
七
年
二
月
、
三
五
ー
三
七
頁
）

メ
ッ
ヅ
ォ

ラ
ッ
フ
＂
ジ
ー
ガ
を
主
題
と
せ
る
愛
奏
曲

ル
の
メ
シ
ア
の
合
唱
曲
な
ど
と
同
じ
ス
テ
ー
ジ
で
歌
は
れ
て
も
聴
衆
許
り
で
な
く
、
謹

厳
な
る
校
長
も
氣
が
附
か
な
い
様
で
あ
る
が
、
若
し
此
れ
を
日
本
語
で
歌
っ
た
場
合
ど

う
で
あ
る
か
。

一
方
に
斯
る
有
様
で
あ
り
な
が
ら
ヴ
ァ
イ
ル
の
曲
に
現
代
の
舞
踏
曲
で
あ
る
ジ
ャ
ズ

の
リ
ズ
ム
が
出
て
来
る
か
ら
と
云
つ
て
此
れ
を
排
斥
す
る
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
結
局

此
れ
は
一
を
知
つ
て
十
を
知
ら
な
い
認
識
不
足
か
ら
起
る
こ
と
で
あ
る
。
改
め
て
申
上

た
い
こ
と
は
先
づ
も
う
一
度
ヴ
ァ
イ
ル
の
「
リ
ン
ド
バ
ー
ク
の
飛
行
」
の
楽
譜
を
讀
み

直
し
て
頂
き
た
い
事
で
あ
る
。
如
何
に
彼
が
ジ
ャ
ズ
の
リ
ズ
ム
を
使
っ
て
全
曲
を
し
て

生
彩
あ
る
も
の
た
ら
し
め
、
然
か
も
そ
こ
に
立
派
な
藝
術
品
を
作
り
上
げ
て
ゐ
る
か
。

歴
史
上
の
有
名
な
作
曲
家
は
皆
其
の
賞
時
の
民
間
に
流
行
し
て
ゐ
る
流
行
歌
や
舞
踏
曲

か
ら
旋
律
や
リ
ズ
ム
を
得
て
ゐ
る
。
若
し
ヴ
ァ
イ
ル
の
此
の
曲
を
排
斥
す
る
な
ら
ば
中

世
紀
の
敦
會
音
楽
以
外
に
上
野
で
は
演
奏
す
べ
き
も
の
が
無
い
こ
と
A

な
る
。
ド
ビ
ュ

ッ
シ
ー
の
ゴ
リ
ウ
オ
グ
の
ケ
ー
ク
ウ
オ
ー
ク
な
ど
は
も
つ
て
の
外
の
曲
と
聞
こ
え
る
事

で
あ
ら
う
。

ピ

ア

ノ

獨

奏

守

田

貞

勝

休

憩

リ
ス
ト
ニ
夜
想
曲
第
二
番

ラ
ハ
マ
ニ
ノ
フ
~
前
奏
曲
嬰
ハ
短
調

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

レ
ー
ゲ
ル
ニ
薔
薇
の
木
に
寄
れ
る
マ
リ
ア

レ
ー
ゲ
ル
~
心
の
交
換

レ
ー
ゲ
ル
ふ
音
提
樹
の
花
疾
く
頃

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ク
ー
ラ
ン
ト

作
品
三
ノ
―
―

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
~
ア
ン
ゼ
ル
モ
の
墓
に
て

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
シ
人
ラ
イ
カ
の
第
二
の
歌

水

谷

達

夫

シ
ロ
タ
敦
師

平
原
壽
恵
子

伴
奏

土

岐

妙

子

河

井

俊

子

ブ
ラ
ー
ム
ス
ら
励
奏
曲
二
短
調
作
品
十
五

マ
エ
ス
ト
ー
ゾ
（
第
一
楽
章
）

伴
奏

ピ

ア

ノ

獨

奏

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
了
夕
映
え

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
こ
漁
ど
る
乙
女

伴

奏

金

子

登

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

ピ

ア

ノ

獨

奏

民
謡
ら
吋
入

賓

井

箕

北

野

健

次
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抵王簗梨

籐三＜十、

索茫くさ

苺檄合田薗，は

ぐ雫鞄蕪米縣涎謝

〔医嫁宰毎粟〕

TOKYO ONGAKUGAKKO GAKUYUKAI 
Sonnabend, den 4. Februar 1933, nachmittags 1½ Uhr. 

66. SCHULER-KONZERT 

DER MUSIKAKADEMIE ZU TOKYO 

PROGRAMM 

Gemischten Chor 
V olkslied : Wachterlied 
V olkslied : Der J且ger

Kla vier Solo K. Kitano 

Liszt: Notturno II (Seliger Tod) 
Rachmaninoff: Prelude cis moll op. 3 Nr. 2. 

Tenor Solo S. Takarai 
Schubert: Im Abendrot 
Schubert: Das Fischermadchen 

Klavier Solo 

Begl. N. Kaneko 

T. Mizutani 

llte Klavier Prof Sirota 
Brahms : Konzert d moll op. 15 

Maestoso (I Satz) 

Sopran Solo 
Reger: Maria am Rosenstrauch 
Reger: Herzenstausch 
Reger: W enn die Linde bli.iht 

Pause 

T. Toki 
Begl. T. Kawai 

Klavier Solo S. Morita 

Raff: Giga con Variazioni 

Mezzo Sopran Solo S. Hirahara 
Schubert: Am Grabe Anselmo's Begl. Prof Takaori 
Schubert: Suleika's zweiter Gesang 

Violoncello Solo H. Ozawa 

Bach : Suite d moll 
Praeludium 

Allemande 
Courante 

Sarabande 
Menuetto I. II. 

Gigue 

Terzette 
Mozart: Terzett der drei Darnen aus 

"Zauber郎te"

Wagner: Gesang der Rheintochter aus 
"Gotterd註mmerung"

父
5
8

瞑
記
祉
嵌
畑
艇
擬

e品
皆

瞬

8

踪

Klavier Solo A. Kurosawa 

II te Klavier Prof Sirota 
T schaikowsky : Konzert b moll op. 23 

Andantino semplice (II Satz) 
Allegro con fuoco (III Satz) 

H. Soekawa 

E. Takeda 

H. Tanji 



ア
ル
ト

合

唱

東

京

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
及
混
盤
合
唱
附
大
管
絃
楽

第

二

交

響

曲

（

ハ

短

調

）

…

…

…

マ

ー

レ

ル

作

(

-

八

六

0
ー
一
九
一

第
一
架
章

ア
レ
グ
ロ

會
場

本

邦

初

演

奏
マ

ー

レ

ル

第

二

交

響

曲

＿

音

楽

演

奏

曲

目

昭

和

八

年

二

月

十

八

日

マ
エ
ス
ト
ー
ソ

S
op
r
a
n
 

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

極
め
て
箕
摯
荘
重
な
表
現
を
以
て

音

柴

學

校

生

-

)

 徒

M
i

h
o
 N
ag
at
o
 

長

門

美

保

Alt
 

S
hi
z
u
k
o
 S
ai
t

o
 

絃

榮

ア
ル
ト
獨
唱

藤

子

管

東
京
音
楽
學
校
管
絃
榮
部
員

齋

静

L
ei
t

u
ng
 

K
l
a
u
s
 P
ri
n
g
s
h
ei
m
 

指

揮

第

六

十

六

回

定

期

演

奏

会

六

時

開

場

昭

和

八

年

二

月

十

八

日

（

土

曜

日

）

午

後

｛

七

時

開

演

日

比

谷

公

會

堂

東

京

昔

榮

學

校

ク
ラ
ウ
ス

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

B
産．

C
h
o
r
 Di
ri
g

e
nt
:

 

P
r
of

.
 J
.
 O

ht
s
u
k
a
 Y

.
O
d
a
 

第
一
か
ら
第
四
へ
至
る
交
響
曲
は
璧
ふ
れ
ば
四
部
一
聯
の
劇
と
云
ひ
得
べ
く
、
そ
の

基
調
を
な
す
も
の
は
人
生
の
苦
憐
よ
り
人
類
の
超
世
間
的
賓
在
へ
の
解
放
と
そ
の
屁
輻

演

奏

管

V
.
 

絃
ノ‘

解
楽

第

二

交

響

曲

S
at
z
 

I

L

 

S
at
z
 

III. 
S
at
z
 

I
V.
 S

at
z
 

F・4 

S
at
z
 曲

短

調
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説

ア
ン
ダ
ン
テ

モ
デ
ラ
ー
ト

極
め
て
緩
に
、
急
が
ず
に

静
に
流
れ
る
如
き
動
き
で

極
め
て
厳
に
し
か
し
簡
素
に
（
コ
ラ
ー
ル
風
に
）

（
「
わ
ら
べ
の
不
思
議
な
角
笛
」
よ
り
）

第
五
楽
章
フ
ィ
ナ
ー
レ
及
終
末
合
唱

第
一
架
章
及
第
二
架
章
の
間
五
分
間
休
憩

（

本

邦

初

演

奏

）

Z
w
ei
t

e
 S
y
mp
h
o
ni
e
 in
 C
 m
o
l
l
 

G
u
st
a
v
 M
a
h
l
e
r
 

fil
r
 g
r
o
s
s
e
s
 

O
r
c
h
e
st
er,
 Alt

,
u
n
d
 S
op
r
a
n
s
o
l
o
 

(18
6
0
1
1
9
1
1
)
 

u
n
d
 g
e
mi
s
c
ht
e
n
 C
h
o
r
 

A
l
l
eg

r
o
 
m
a
e
st
o
s
o
:
 
M
i
t
 

d
u
r
c
h
a
u
s
 e
r
n
st
e
m
 u
n
d
 f
e
i

erli
,
 

c
h
e
m
 A
u
s
d
r
u
c
k
.
 

A
n
d
a
nt
e
 m
o
d
e
r
at
o
.
 Se

h
r
 g
e
m
a
c
h
l
i
c
h,
 Ni

e
 ei
len
.
 

I
n
 r
u
hi
g

 f
l
i

e
s
s
e
n
d
e
r
 
B
e
w
eg

u
ng
 

9"Urlicht
"
 

(
a
u
s
,,
d
e
s
 K
n
a
b
e
n
 W
u
n
d
e
r
h
o
r
n
")
 S
e
h
r
 fe
i

er, 

lich,
 ab

e
r
 schli
c
ht
 

(
C
h
o
r
a
l
m
a
s
si
g
)
 

F
i

n
a
l
e
 
u
n
d
 S
c
h
l
u
s
s
c
h
o
r
.
 

N
a
c
h
 d
e
m
 erst
e
n
 S
at
z
 fun£ 
M
i

n
ut
e
n
 P
a
u
s
e
.
 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

〔序
論
は
昭
和
七
年
二
月
二
十
七
日
の
解
説
を
参
照
。
〕

第
二
楽
章

第
三
楽
章

第
四
楽
章

「
原
光
」

マ

ー

レ

ル

作

（

本

邦

初

演

奏

）

昭和 2年～12年 (1927~1937)



に
封
す
る
憧
憬
で
あ
る
。
然
る
に
第
五
か
ら
第
七
へ
至
る
一
聯
の
交
響
曲
に
於
て
は
こ

の
超
世
間
的
夢
幻
界
に
封
す
る
解
放
と
憧
憬
と
は
賓
践
の
世
界
の
闘
争
と
喜
悦
に
還
元

さ
れ
、
更
に
第
八
以
後
の
末
期
の
そ
れ
に
於
て
は
理
想
と
現
賓
の
世
界
が
揚
棄
さ
れ
て

ゐ
る
と
云
へ
や
う
。

彼
岸
と
不
滅
の
世
界
に
封
す
る
一
英
雄
の
解
放
と
憧
憬
を
中
心
と
す
る
本
演
奏
第
二

ハ
短
調
交
響
曲
は
終
楽
章
の
歌
詞
に
よ
っ
て
も
覗
は
れ
る
如
く
「
復
活
交
響
曲
」

(
A
u
fer
st
e
h
u
n
g
s
s
y

mp
h
o
ni
e
)

と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。

全
證
は
五
楽
章
―
―
一
部
に
分
た
れ
る
。
卸
ち
第
一
楽
章
（
第
一
部
）
最
低
五
分
休
憩

後
、
第
二
楽
章
（
第
二
部
）
、
第
三
楽
章
第
四
楽
章
第
五
楽
章
（
第
三
部
）
と
な
り
、

第
三
部
の
各
楽
章
は
凡
て
ア
ッ
タ
カ
で
あ
る
。
こ
の
曲
相
の
推
移
を
豫
め
要
約
す
れ
ば

第
一
楽
章
は
英
雄
の
嘆
き
、
第
二
楽
章
は
牧
歌
的
反
省
、
第
三
楽
章
は
人
生
の
影
の
舞

踏
、
第
四
楽
章
は
「
原
光
」
、
第
五
楽
章
は
復
活
と
題
し
得
る
で
あ
ら
う
。

編
成
は
ア
ル
ト
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
及
大
合
唱
附
（
第
四
楽
章
以
下
）
大
管
絃
楽
で

絃
楽
（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
中
若
干
は

C
線
の
あ
る
五
絃
の
も
の
）
ピ
ッ
コ
ロ
及
フ
リ
ュ

ー
ト
四
、
オ
ー
ボ
ー
四
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
ニ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
三
(

B

、

A
、

C
調
）
、
バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
一

(

B

調
）
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ニ

(
E
s

調
）
、
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
四
、
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
一
、
ホ
ル
ン
一

0
(

F

調
、
こ
の
中
四
個
は
遠

設
管
絃
楽
に
も
使
用
）
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
八
(

F

調
、
こ
の
中
四
個
は
遠
設
管
絃
楽

に
も
使
用
）
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
四
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
ト
ウ
ー
バ
一
、
オ
ル
ガ
ン
一
、
ハ

ー
。
フ
ニ
、
三
個
一
組
の
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
奏
者
二
人
（
後
に
第
ニ
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
奏
者

の
A
と
e
を
使
用
す
る
第
三
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
奏
者
を
要
す
）
、
大
太
鼓
、
シ
ン
バ
ル
、

D
 

高
低
の
タ
ム
タ
ム
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
小
太
鼓
（
出
来
る
だ
け
多
く
）
、
グ
ロ
ケ

ン
シ
ュ
ピ
ー
ル
、
鐘
三
、
ル
ー
テ
〔
小
枝
を
束
ね
て
打
つ
楽
器
〕
。
遠
設
管
絃
楽
—
|

ホ
ル
ン
四
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
四
、
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
―
‘
大
太
鼓
、
シ
ン
バ
ル
、
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
。

註
—
|
以
下
各
楽
章
解
説
掲
載
の
楽
譜
は
極
く
重
要
な
る
主
題
及
動
機
に
止
ま
り

又
楽
式
的
解
剖
に
於
け
る
調
は
そ
の
骨
子
の
み
を
畢
げ
た
。
更
に
括
弧
中

の
和
敷
字
番
琥
は
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
綿
譜
番
競
の
意
味
で
あ
る
。

第
一
築
章
ア
レ
グ
ロ
マ
エ
ス
ト
ー
ソ
極
め
て
員
摯
荘
重
な
表
現
を

以

こ
の
各
動
機
は
或
は
全
閥
的
に
或
は
部
分
的
に
本
楽
章
を
通
じ
現
は
れ
る
の
み
な
ら
ず

終
楽
章
に
も
姿
を
愛
じ
て
再
現
す
る
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
オ
ー
ボ
ー
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
奏
す
る
上
行
旋

律
的
主
題
も
後
に
愛
形
し
て
頻
出
す
る
、

竺

比

7

9

E

C

7

9

E

-

[

J
'
」
コ
、

9

e

S

.

1
.

:
:
=
f
:
:
1
1
=
贔
開
．
、
＇

1

1

『
玉
喜
＇
直
]

f
謀
且
ね
h
ピ

｀

い

-

q

-

て
、
ハ
短
調
四
分
四
拍
子

厳
か
な
一
英
雄
の
葬
式
の
歌
、
荒
々
し
く
爆
狡
す
る
苦
憐
の
叫
び
、
コ
ラ
ー
ル
、
闘

季
と
勝
利
の
夢
、
希
望
と
慰
撫
の
優
し
き
歌
、
物
憂
き
静
な
追
憶
、
陰
氣
な
激
情
の
突

翌、

1

之
等
が
本
楽
章
の
内
容
で
あ
る
。

長
大
に
し
て
複
雑
な
本
楽
章
の
構
成
を
楽
式
的
に
概
観
す
る
に
結
局
ソ
ナ
タ
形
式
の

披
大
と
云
ひ
得
る
。
郡
ち

第
一
主
題
群
（
主
楽
節
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ハ
短
調
（
第
一
ー
第
六
）

第
二
主
題
群
（
副
楽
節
）
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
ハ
長
調
、
ホ
短
調
（
第
七
ー
第
一

□]

口

□9□=

]

□＝7J]
1

曲
頭
に
響
く
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
震
音
に
伴
は
れ
る
セ
ロ
と
バ
ス
の
「
英

雄
」
の
主
題
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曇
讐

□9
9ロ
直
厚

第
一
主
題
群
の
終
り
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
奏
す
る
次
の
歌
調
的
副
主
題
は
第
二
主
題

群
の
冒
頭
に
使
用
さ
れ
る
。

第
二
主
題
群
中
で
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
に
現
は
れ
る
悦
惚
た
る
主
題
が
頸
著

で
あ
る
。

白．
置
詈
:
J
□
筐
~
：
」

葬
式
行
進
曲
の
始
め
を
な
す
セ
ロ
と
バ
ス
の
昔
形

..
 

`

粕

a
(

＇
＼
：
彗
晨
罫
直
叶

は
譜
1
の
轄
置
さ
れ
た
斐
形
で
あ
る
。

間
も
な
く
現
れ
る
ホ
ル
ン
の
コ
ラ
ー
ル
は
終
楽
章
で
頗
る
重
要
な
役
を
演
ず
る
。
こ

の
取
扱
ひ
方
は
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
の
幻
想
交
響
曲
中
の
「
紳
の
怒
」
の
手
法
と
酷
似
し
て

ゐ
る
。
特
に
終
楽
章
に
於
て
然
り
で
あ
る
。

8・
誓
~
＞
上
十
E
干
丁
十

本
楽
章
中
特
に
異
常
な
昔
色
と
し
て
畢
ぐ
べ
き
は
葬
式
行
進
曲
中
、
ホ
ル
ン
が
鉢
を

上
方
に
向
け
、
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
が
撥
の
柄
で
奏
し
、
凡
て
の
絃
が
弓
で
打
奏
し
、
タ
ム

タ
ム
、
ハ
ー
。
フ
が
之
に
伴
ふ
部
分
で
あ
ら
う
。
（
第
一
九
中
）

第
二
築
章
ア
ン
ダ
ン
テ
モ
デ
ラ
ー
ト
愛
イ
長
調
八
分
三
拍
子

劇
的
闘
争
よ
り
の
逃
避
、
平
和
と
静
観
へ
の
欲
求
、
優
美
な
自
然
の
観
照
、
悠
長
な

a.~ 

V
I. 

B
r
.

~

薗
嘉
古
丁
氾
図
闊
崎
生
t

牧
歌
。楽

式
上
、
三
部
分
の
リ
ー
ド
形
式
で
あ
る
が
中
間
楽
節
が
二
つ
挿
入
さ
れ
て
ゐ
る
か

ら
全
閥
と
し
て
は
五
部
分
と
な
る
。

こ
の
牧
歌
の
節
奏
は
澳
太
利
の
田
舎
の
緩
い
舞
踏
レ
ン
ド
レ
ル

(
L
a
n
d
l
e
r
)

に
よ

る
。
そ
し
て
繊
細
優
美
な
夢
幻
境
が
展
開
さ
れ
る
に
従
ひ
昔
色
は
機
宜
に
應
じ
て
羞
色

さ
れ
る
。

主
楽
節
（
第
一
ー
第
二
）
愛
イ
長
調
1

そ
の
絃
に
現
は
れ
る
主
題
は

7
 .
.
 

紐
叶

□
直着9

ぐ
‘
(
,
¥
」
応
、
，
）
ド
丁

ng
い
紅
蒻

ー
債
導
丑
俎
心
且
晶
畜
羞
祖
喜

第
一
中
間
楽
節
（
第
三
ー
第
四
）
嬰
卜
短
調
ー~
で

皐
ぐ
べ
き
は

羞
l

.

』
n
8
v
a 呵

F
r
,
)
)ロ
ロ

『

冒

｀

・

・

“

.......

.. 

II ノヽ7
 

3
 ，
 

ー～
 

7
 

2
 ，
 

ー年

主

楽

節

復

鱚

（

第

五

）

愛

イ

長

調

（

第
二
中
間
楽
節
（
第
六
ー
第
一
ー
）
嬰
イ
短
調
ー
ー
中
＇
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
木
管
1
2

～
 

の

奏

す

る

美

し

い

旋

律

年

2
 

和昭章ー第5
 

2
 

2
 

1
0
.
.
I
1に

E

『̀

9
、
」
ロ
ド
『
団

主
楽
節
復
鱚
（
第
―
ニ
ー
第
一
五
）
愛
イ
長
調

第
三
業
章
極
め
て
静
か
に
流
れ
る
如
き
動
き
で
、
ハ
短
調
八
分
三
拍
子

幽
界
へ
の
遍
歴
、
エ
ー
、
テ
ー
、
ア
ー
、
ホ
ッ
フ
マ
ン
の
云
ふ
澁
面
の
幻
想
と
グ
ロ



1
4
.

:t'MII 
~
＝
＿
H
i
-
』
i
ー
ー
1
,i
i
ー
J
丑
I
L
」
-
.
`
—
|
』
.
日

L
ー
.
―
·
5
,
—
し
~

ー1
L
-
\
Lし
什
ぃ`
3
ば
リ1
U
’

1
3
.
 

テ
ス
ク
な
ユ
ー
モ
ア
に
富
む
舞
踏
、
最
後
に
之
に
封
す
る
失
望
の
爆
猿
と
幽
界
へ
の
訣

lJo
 

口
楽
式
上
古
典
派
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
に
よ
り
、
主
部
（
第
二
八
ー
第
一
二
五
）
ハ
短
調
|
|
‘

中
間
部
（
第
三
六
ー
第
四
三
）
ハ
長
調
1

主
部
の
復
鑢
（
第
四
四
ー
第
五
0

)

ハ
短

調
ー
雨
部
分
の
諸
動
機
の
融
合
し
た
結
尾
部
（
第
五
一
ー
第
五
五
）
ハ
短
調
と
な

る。
主
部
で
畢
ぐ
べ
き
は
冒
頭
グ

ロ
な
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
、
大
太
鼓
、

に
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
奏
す
る

つ
い
で
現
は
れ
る
ユ
ー
モ
ア
に
富
む
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
奏
す
る
旋
律
（
第
二
九
）
、

長
調
の
牧
歌
的
曲
相
（
第
三
二
）
等
は
特
性
的
で
あ
る
。

中
間
部
の
最
初
は
フ
ガ
ー
ト
の
作
法
に
依
る
。
そ
の
セ
ロ
と
バ
ス
の
奏
す
る
荒
々
し

い
主
題
は

1
2
.
~
`
{
―
＼
＿
口
＼
，
~
に
口
〖
且

,
9
'

ー

こ
の
間
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

ル
ー
テ
、
木
管
の
後

ホ
ル
ン
、
木
管
が
交
々
漫
歩
の
酒
歌
を
歌
ふ
。
例
へ
ば

や
が
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
歌
調
を
歌
ふ
が
こ
の
部
分
は
本
楽
章
中
の
唯

一
の
明
い
部

分
で
あ
る
（
第
四
O
I

四
二
）
。

主
楽
節
復
饉
の
冒
頭
の
ピ
ッ
コ
ロ
と
フ
リ
ュ
ー
ト
に
現
は
れ
る
動
機
は
特
色
が
あ
る

1
1
.
 

ヘ

「
原
光
」
「
わ
ら
べ
の
不
思
議
な
角
笛
よ
り
」
極
め
て
厳
に
、

し
簡
素
に
（
コ
ラ
ー
ル
風
に
）
愛
二
長
調
、
四
分
四
拍
子

グ
ロ
と
ユ
ー
モ
ア
の
幽
界
の
舞
踏
へ
「
原
光
」
が
さ
し
込
み
照
ら
し
始
め
る
。
光
は

段
々
強
く
な
る
。

1
5.
 

（
第
四
四
）
。
そ
し
て
こ
の
部
の
終
り
〔
（
第
四
九
）
（
ハ
長
調
）
〕
か
ら
段
々
と
激
情
が
撞

頭
し
結
尾
部
に
入
る
直
前
遂
に
ハ
昔
上
の
愛
口
の
短
一
二
和
昔
に
於
て
失
望
の
念
が
爆
猿

す
る
（
第
五

0
の
終
り
）
。

0
 R
o
s
l
ei
n
 rot
 !
 

D
e
r
 M
e
n
s
c
h
 li
eg
t

 

i

n
 g
rosst
e
r
 
N
ot

 
!
 

D
e
r
 M
e
n
s
c
h
 li
eg
t

 

i

n
 g
r
o
s
st
e
r
 
P
ei
n
 
!
 

J

e
 li
e
b
e
r
 
m
o
c
ht
'

i

c
h
 i
m
 
Hi

m
m
e
l
 sei
n
 
!
 

D
a
 k
a
m
 i
c
h
 au£ 

ei
n
e
n
 b
r
ei
t

e
n
 W
eg

 

;
 

D
a
 k
a
m
 ei
n
 E
ng

lei
n
 u
n
d
 w
o
l
l
 
t

'
m
i

c
h
 a
b
w
ei
s
e
n
.
 

A
c
h
 n
ei
n
 
!
 

I
c
h
 
liess 
m
i

c
h
 ni
c
ht

 

a
b
w
ei
s
e
n
,
 

I
c
h
 
bi
n
 v
o
n
 G
ot
t
 

u
n
d
 w
ill 
w
i

e
d
e
r
 zu
 G
o
tt ! 

D
e
r
 liebe 
G
o
tt 
w
i

r
d
 m
i

r
 ei
n
 Li
c
ht

c
h
e
n
 g
e
b
e
n
,
 

W
i

r
d
 l
e
u
c
ht

e
n
 m
i

r
 bi
s
 
i

n
 d
a
s
 e
wi
g

 

seli
g

 

L
e
b
e
n

了

(
A
u
s
,,
D
e
s
 K
n
a
b
e
n
 W
u
n
d
e
r
h
o
r
n
"
)
 

お
A

紅
の
小
さ
き
薔
薇
よ
！

人
間
は
い
と
ど
大
い
な
る
苦
難
に
沈
め
り
！

人
間
は
い
と
ど
大
い
な
る
苦
痛
に
沈
め
り
！

さ
れ
ば
わ
れ
い
よ
い
よ
天
國
に
あ
ら
ま
ほ
し
と
願
ふ
か
な
J

斯
か
る
時
わ
れ
は
廣
き
道
に
到
り
き
。

第
四
築
章

原

光

U
r
li
c
ht
 

し
か
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現
す
る
。

1
9
.
 

い
ち
に
ん

か
く
て
一
人
の
天
使
来
り
て
わ
れ
を
追
ひ
や
ら
は
む
と
せ
り
。

あ
は
れ
、
い
な
！
わ
れ
は
追
ひ
や
ら
は
し
め
ざ
り
き
。

わ
れ
は
紳
よ
り
来
り
し
も
の
に
し
て
、
再
び
神
に
赴
か
む
と
す
る
な
り
！

わ
が
愛
す
る
神
は
わ
れ
に
光
を
輿
へ
、

と

こ

し

へ

い

の

ち

わ
が
道
を
照
ら
し
て
永
久
に
楽
し
き
生
命
へ
と
導
き
給
は
む
！

（
「
わ
ら
べ
の
不
思
議
な
角
笛
」
よ
り
）

ア
ル
ト
獨
唱
は
最
初
極
め
て
幽
玄
で
之
に
管
絃
楽
が
讃
美
歌
風
に
伴
ふ
が
、

D
a

k
a
m
 i
c
h
 au£ 

ei
n
e
n
 
b
r
ei
t

e
n
 
W
e
g
に
至
り
、
曲
相
が
稽
々
動
的
と
な
り
管
絃
楽

は
豊
に
な
る
。
引
績
き
鐘
の
幸日
に
伴
は
れ
つ
A

奏
さ
れ
る
獨
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
特
性

的
で
あ
る
。

1
6.
 

-4-l-~~ 

\0 `
「L
'

「
'
)
,
'
,
ー

•
1
1村
田
｛
付

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
伴
ひ
か
く
て
頂
黙
に
達
す
る
。

そ
し
て
I
c
h

bi
n
 v
o
n
 G
ot

t

 

u
n
d
 
will 
wi

e
d
e
r
 z
u
 G
o
t
t
に
至
り
二
つ
の
獨
奏

こ
の
部
は
終
楽
章
で
姿
を
愛
へ
て
再

戸
畠
晶

wi

e
.
d
n

g
G
g
 

靡

1
7
.
~
，
山□
[
~
d
針
』
口
叫

本
楽
章
以
下
拍
子
が
頻
繁
に
交
替
す
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

第
五
業
章

「
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
速
度
で
」
荒
々
し
く
滑
り
出
る
如
く
と
記
さ
れ
た
本
楽
章
の
最
初
の

部
分
（
第
一
ー
ニ
）
は
第
三
楽
章
の
終
り
の
如
き
失
望
の
爆
装
で
あ
る
。
こ
の
部
で
ホ
ル

ン
に
現
は
れ
る
譜
1
8
は
後
に
「
解
脱
」
の
動
機
と
し
て
頻
出
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

ょ
H

『
ど
．

r]

J

激
情
が
突
然
和
い
で
静
に
ホ
ル
ン
が
次
の
譜
を
吹
く
（
第
三
）
（
緩
く
）
。

2
3.
 

母
2
a
 

227 第 1章

2
2
 

ホ
ル
ン
の
之
に
封
す
る
應
答
（
第
六
）

a
 

次
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
奏
す
る
「
復
活
」
の
動
機
（
第
五
）

舒
．
p
芍

し
か
し
、
疑
念
は
永
績
せ
ず
し
て
、
光
明
が
ほ
の
み
え
出
す
。
卸
ち
譜
2
0
、
2
1
等
の

再
現
が
そ
れ
で
あ
る
（
第
一

O
I
一
三
）
。
こ
の
間
に
現
は
れ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
主
題

は
譜
1
8
の
愛
形
で
あ
る
が
頗
る
重
要
で
あ
る
。

2
0.
 

星
:111 

醒
め
た
鳥
は
憶
病
そ
う
に
朝
の
歌
を
さ
え
づ
る
（
フ
リ
ュ
ー
ト
の
三
連
符
、
弱
―ヰ日の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ト
リ
ラ
、
ハ
ー
。
フ
）
。
つ
い
で
第
一
楽
章
の
コ
ラ
ー
ル
（
譜
6

)

が
フ

リ
ュ
ー
ト
、
オ
ー
ボ
ー
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
奏
さ
れ
、
絃
は
八
分
音
符
の
ピ
チ
カ
ー
ト

で
伴
ふ
（
へ
短
調
）
（
第
四
）
。

ま
で
は
天
國
の
空
氣
が
支
配
す
る
が
、
叉
も
や
英
雄
の
心
は
疑
念
に
遮
ら
れ
て
暗
く
な

る
（
第
七
ー
九
）
。

幽
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
震
音
の
上
に
聴
え
る
フ
リ
ュ
ー
ト
と
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル

ン
に
始
ま
る
動
機
が
そ
れ
で
あ
る
。

V
io
l
.m
•
D
ど
n
d
e『
·

ヘ
m
m

I
U
I
I
w
 

¥¥¥ 

¥II 

,¥II 

｀
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そ
の
間
第
一
楽
章
の
英
雄
の
主
題
譜
l
b
が
再
現
す
る
。

又
も
や
幽
な
疑
念
が
執
拗
に
も
遮
ぎ
る
（
譜
23
）
（
第
二

0
ー
ニ
―
)
。

す
る
と
彼
岸
の
門
か
ら
の
歓
呼
が
遠
設
の
管
絃
楽
に
よ
り
逢
か
に
聰
え
来
る

ニ
ー
ニ
六
）
。

以
下
拍
子
の
頻
繁
な
交
替
を
し
な
が
ら
漸
次
に
彼
岸
へ
急
迫
に
接
近
し
て
行
く
。
遂

に
長
い
低
績
音
に
支
え
ら
れ
つ
A

浮
動
す
る
緩
徐
な
空
の
妙
年
日
が
聴
え
出
し
、
解
脱
の

動
機
（
譜
1

8

)

が
永
遠
の
扉
を
開
く
（
第
二
七
ー
ニ
八
）
。

以
上
本
楽
章
中
よ
り
摘
出
掲
載
し
た
諸
動
機
は
後
の
「
大
黙
呼
」
に
於
け
る
猿
展
の

先
駆
乃
至
は
萌
芽
で
執
れ
も
重
要
で
あ
る
。

大

黙

呼

D
e
r
g
r
o
s
s
e
 
A
p
p
e
ll. 

先
づ
聰
え
る
も
の
は
遠
設
管
絃
楽
（
相
封
峙
す
る
四
個
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
の
奏
す

る
幽
な
ホ
ル
ン
の
譜
（
譜
1
9
)

と
フ
リ
ュ
ー
ト
の
歌
ふ
鳥
の
さ
え
づ
り
で
あ
る
（
第
二

九
ー
三
0

)

。

`
7

三
冒
言
ニ
ー
冨
冒
」
虐
彎

D
1
D
3

と
歌
ひ
出
す
（
第
三
一
ー
三
二
）
。

か
く
し
て
合
唱
は
紳
認
的
に

A
uf
e
r
st
d
l
~
u
 

A
uf
erst
e
h
'n
,
 

j

a
 a
uf
e
r
st
e
h
'n
 w
i

rst
 

d
u
,
 

M
ei
n
 St

a
u
b
,
 na

c
h
 k
u
r
z
e
r
 R
u
h
!
 

よ

ー

ニ

詞

f

・

「

＇

9

し
じ
ハ

Uー

＇

団

J

J

 

R. 

一

＂ 

か
く
て
英
雄
は
再
び
難
を
排
し
て
解
脱
へ
突
進
し
よ
う
と
す
る
（
第
一
四
ー
一
九
）
。

即
ち
、
マ
エ
ス
ト
ー
ソ
以
下
行
進
曲
風
の
曲
相
が
相
掌
長
く
績
く
。

（
第
二

U
n
st
erbli
c
h
 L
e
b
e
n
 

W
i

r
d
,
 de

r
 di
c
h
 ri
ef
,
 

di
r
 g
e
b
e
n
.
 

蘇
ら
む
、
さ
な
り
汝
は
蘇
ら
む
、

ち

り

い

こ

ひ

わ
が
土
塵
よ
、
し
ば
し
の
休
憩
の
後
に
！

滅
ぶ
る
こ
と
な
き
生
命
を
、

汝
を
呼
び
到
ら
し
め
給
ひ
し
主
は
汝
に
輿
へ
給
は
む
！

そ
し
て
譜
21
、
24
よ
り
な
る
間
奏
（
第
三
＝
―
_
三
四
）
の
後
第
二
句
が
始
ま
る
（
第

―
―
―
五
ー
三
六
）
。

W
i

e
d
e
r
 a
u
fzubliih
;n
,
 wi

r
st
 

d
u
 g
e
sat
 

!
 

D
e
r
 H
e
r
r
 d
e
r
 E
r
nt
e
 g
e
ht
 

U
n
d
 s
a
m
m
e
lt
 

G
a
r
b
e
n
 

U
n
s
 ei
n
,
 di

e
 st
a
r
b
e
n
.
 

(
W
o
rt
e
 bi
s
 hi
e
r
h
e
r
 n
a
c
h
 K
l
o
p
st
o
c
k
)
 

再
び
花
咲
か
む
が
為
、
汝
は
種
播
か
れ
た
り
！

牧
穫
の
主
は
過
ぎ
ゆ
き
て

穀
束
な
る
わ
れ
ら
死
者
を
牧
穫
れ
給
ふ
。

（
以
上
の
歌
詩
は
ク
ロ
。
フ
シ
ュ
ト
ッ
ク
の
作
）

再
び
幅
廣
い
間
奏
（
愛
卜
長
調
）
が
来
て
解
脱
の
動
機
（
譜
1

8

)

を
始
め
復
活
の
動

機
（
譜
2
1
)

や
譜
24
を
強
調
す
る
（
第
三
七
ー
三
八
）
。

而
し
て
後
ア
ル
ト
の
獨
唱
が
第
三
句
を
歌
ふ
が
、
之
は
疑
念
の
動
機
（
譜
2
3
)

現
で
あ
る
（
第
三
九
ー
四
一
）
。

0
 g
l
a
u
b
e
,
 m

ei
n
 H
e
r
z
,
 es
 
g
e
ht
 

di
r
 n
i

c
ht
s
 v
e
r
l
o
r
e
n
 !
 

D
ei
n
 i
st
,
 j

a
 d
ei
n
,
 w

a
s
 d
u
 g
e
s
e
h
nt

,
 

W
a
s
 d
u
 g
e
li
e
bt

,
 

w
a
s
 d
u
 g
e
st
ri
t
t

e
n
.
 

0
 g
l
a
u
b
e
 :
 D
u
 w
a
r
d
st
 

ni
c
ht
 

u
m
s
o
n
st
 

g
e
b
o
r
e
n
,
 

H
a
st
 

ni
c
ht
 

u
m
s
o
n
st
 

g
e
l
e
bt

,
 

gelitten
.
 

ぉ
A

、
わ
が
心
よ
信
ぜ
よ
、
何
物
も
汝
よ
り
失
は
る
る
こ
と
な
き
な
り
！

汝
が
憧
れ
し
も
の
、
汝
が
愛
せ
し
も
の
、
汝
が
獲
む
と
相
季
ひ
し
も
の
、

そ
は
汝
が
も
の
な
ら
む
、
さ
な
り
汝
が
も
の
な
ら
む
。

ぉ
A

、
信
ぜ
よ
、
汝
は
徒
ら
に
生
れ
し
に
あ
ら
ず
、

徒
ら
に
生
き
し
に
あ
ら
ず
、
徒
ら
に
悩
み
し
に
あ
ら
ず
。

の
再
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0
 S
c
h
m
e
r
z
,
 du
 A
l
l
d
u
r
c
h
d
ri

n
g
er,
 

D
i

r
 bi
n
 ic
h
 e
nt
r
u
ng
e
n
 !
 

0
 T
o
d
,
 du
 A
l
l
b
e
z
wi
n
g
er
,
 

N
u
n
 bi
st
 

d
u
 b
e
z
w
u
ng
e
n
 !
 

M
i
t
 

Fli.igeln
,
 di

e
 
i

c
h
 m
i
r
 e
r
r
u
n
g
e
n
,
 

I
n
 h
ei
s
s
e
m
 Li
ebesst
r
e
b
e
n
 

W
e
r
d
'i

c
h
 e
nt
s
c
h
w
e
b
e
n
 

Z
u
r
n
 Li
c
ht

,
 

z
u
 
d
e
m
 k
ei

n
 A
ug
'
g
e
d
r
u
ng
e
n
.
 

い

た

み

ぉ
A

苦
痛
よ
、
い
と
ど
胸
裂
く
る
も
の
よ
、

わ
れ
は
汝
よ
り
逃
れ
出
で
た
り
！

ぉ
A

死
よ
、
い
と
ど
黙
服
す
る
も
の
よ
、

い
ま
は
汝
は
克
服
さ
れ
た
り
！

わ
が
獲
た
る
翼
も
て
、

燃
ゆ
る
愛
の
努
力
の
う
ち

s

"

"

1

1

1

1

1

1

 

Cb.¢

¢

¢

冷

(

¥

l

！

ー

＼

／

！

＇

し

、
> 

＜ 

し
か
し
ハ
ー
。
フ
の
グ
リ
ッ
サ
ン
ド
と
共
に
、
疑
念
を
捨
て
復
活
に
入
る
べ
し
と
の
第

四
句
が
始
ま
る
（
第
四
ニ
ー
四
三
）
。

W
a
s
 e
nt
st
a
n
d
e
n
 i
st

,
 

<las 
m
u
s
s
 v
e
rg
e
h
e
n
,
 

W
a
s
 v
e
rg
a
ng
e
n
,
 auferst

e
h
e
n
 !
 

H
o
r
 au£
,
 zu 

b
e
b
e
n
 !
 

B
e
r
ei
t

e
 di
c
h
,
N
u
 l
e
b
e
n
 !
 

生
起
せ
し
も
の
、
そ
は
滅
び
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

滅
び
し
も
の
、
そ
は
蘇
ら
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
！

怖
れ
戦
く
を
止
め
よ
！

蘇
り
の
待
設
け
せ
よ
！

そ
し
て
次
の
楽
句
（
譜
2

8

)

の
後
ア
ル
ト
と
ソ
プ
ラ
ノ
の
重
唱
と
な
り
、
次
第
に
高

潮
に
向
ふ
（
第
四
四
ー
四
五
）
。

わ
れ
は
飛
び
ゆ
か
む
か
な

眼
の
届
か
ざ
り
し
光
へ
と
。

つ
い
で
合
唱
が
重
唱
の
詞
を
受
け
て
歌
ふ
が
、
こ
の
昔
形
（
譜
2
9
)

は
「
原
光
」
に

於
け
る
憂
ひ
の
動
機
（
譜
1

7

)

が
撰
大
さ
れ
浮
化
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
ぬ
（
第
四
六

ー
四
七
）
。2

9
.
~
判
批
直
冒
這
：
戸
[
[
冒
ー
言
．
＂
〖
一
「
i
a
心
に
．
に
し
ー
_
|
-

M
i
t
 

F
liig
eln
,
 di

e
 
i

c
h
 m
i

r
 er
r
u
ng
e
n
,
 

W
e
r
d
e
 i
c
h
 e
nt
s
c
h
w
e
b
e
n
.
 

St
e
r
b
e
n
 w
e
r
d
'i

c
h
,
 u

m
 z
u
 
l
e
b
e
n
 !
 

わ
が
獲
た
る
翼
も
て

わ
れ
は
飛
び
行
か
む
か
な
。

蕪
ら
む
が
為
、
わ
れ
は
死
す
！

こ
の
部
は
フ
ガ
ー
ト
の
作
法
に
よ
る
。
そ
し
て
曲
相
は
一
歩
一
歩
と
高
潮
し
St
e
r
b
e
n

w
e
r
d
'

i

c
h
 u
m
 z
u
 leben !
に
至
っ
て
極
ま
る
。

そ
し
て
今
一
度
復
活
の
句
が
オ
ル
ガ
ン
を
加
へ
た
全
管
絃
楽
の
フ
ォ
ル
テ
ィ
シ
モ
に

伴
は
れ
つ
A

歌
は
れ
る
（
等
四
八
ー
四
九
）
。

A
u
f
e
r
st

e
h
'n
,
 

j

a
 a
uf
erst
e
h
'n
 w
i

rst
 

d
u
,
 

M
ei
n
 H
e
r
z
,
 

i

n
 ei
n
e
m
 N
u
!
 

W
a
s
 d
u
 g
eschlag
e
n
,
 

Z
u
 G
o
t
t
,
 zu
 G
ot
t

 

w
i

r
d
 es 
di
c
h
 t
rag
e
n
.
 

蘇
ら
む
、
さ
な
り
汝
は
蘇
ら
む
、

わ
が
心
よ
、
須
曳
に
1
・

汝
が
蒻
敲
く
も
の
、

そ
は
汝
を
紳
の
御
許
へ
、
稗
の
御
許
へ
連
れ
ゆ
か
む
。

(
M
a
h
l
e
r
)
 

（
マ
ー
レ
ル
作
）

今
や
解
脱
の
法
悦
は
頂
黙
に
達
し
た
。
オ
ル
ガ
ン
と
鐘
の
加
は
っ
た
全
管
絃
楽
の
昔

の
海
の
中
に
ホ
ル
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
順
次
に
最
高
の
歓
喜
を
告
げ
る
（
第
四
九
後

半）。
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乗

杉

嘉

壽

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ

ン
グ
ス
ハ
イ
ム

大

塚

淳

内

藤

清

五

管

絃

楽

部

員

第

一

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

川

上

淳

末

吉

雄

二

鳥

居

つ

な

蜂

谷

龍

栗

原

大

治

桂

平

太

揺

井

巖

黒

澤

良

輝

井

上

武

雄

大

岡

運

英

岡

見

温

彦

松

浦

き

み

よ

橋

本

國

彦

兎

束

龍

夫

水

口

幸

麿

颯

田

琴

次

平

戸

龍

也

小

宮

山

繁

石

黒

碩

二

郎

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

東
京
昔
榮
學
校
長

指

揮

者

遠
設
管
絃
榮
指
揮
者

海

軍

軍

榮

隊

長

セ ヴ

ィ

オ

ロ ラ

呉浅沖岡小酒平平輻高増松伊岡藤杉大天清肥荒鈴松岩

泰野不野澤井井井井松：村藤田田；塚：水：木木田本

次常可貞 保保直 一 重純二鰹谷 三 美幹保十政

郎七止一弘悌三喜弘茂郎利三郎秋夫淳郎澄子枝羅蔵蔵

そ
し
て
崇
高
な
尾
句
を
以
て
終
る
（
第
五
0
ー
五
一
）
。

3

麿゚

□『ヽ

言

言
て
言
皿

盛

勝

―

―

―

安

部

幸

明

阿

保

健

（

海

）

宮

下

豊

次

(

”

)

深

海

善

次

(

”

)

小

林

甲

助

(

”

)

小

原

政

治

(

”

)

片

山

三

郎

加

藤

敬

子

加

藤

泰

同

（

海

）

佐

藤

仁

平

輻

家

軍

平

（
海
）
三
浦
榮
三
郎

(

”

)

平

田

盆

美

(

”

)

坂

逸

郎

(

”

)

岩

切

貞

春

戸

ン

グ

り

ッ

シ

左

(

”

)

中

津

井

賓

J
 

(

”

)

原

功

男

ES
ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

(

”

)

塚

本

章

(

”

)

岩

本

末

吉

(

”

)

佐

瀬

富

雄

中

藪

外

(

”

)

安

藤

悌

三

片

山

頴

太

郎

金

子

登

（

海

）

池

野

秀

雄

(
”
)
木
戸
全
一

(

”

)

揺

永

信

正

(
”
)
丸
山
喜
一
郎

コ

ン

ト

ラ

フ
ア
ゴ
ッ
ト

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

フ
ア
ゴ
ッ
ト

オ

ー

ボ

ー

フ
リ
ュ
ー
ト

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

ノ‘

プ

コ
ン
ト
ラ
バ
ス

口

（

海

）

堀

本

賢

夫

小

林

安

八

（

海

）

藤

波

高

美

(

”

)

小

椋

時

住

(
”
)
加
賀
谷
源
蔵

(

”

)

谷

口

良

作

永

田

睛

（

海

）

江

口

綱

明

(

”

)

鹿

倉

丑

松

(

”

)

簗

田

甚

市

(
”
)
高
橋
澤
五
郎

(
”
)
野
原
介
一

(
”
)
鴨
志
田
留
吉

(

”

)

岸

川

鮪

雄

(

”

)

溝

江

瑞

穂

(

”

)

根

本

武

夫

(

”

)

森

清

涼

(

”

)

犬

伏

清

(

”

)

白

紳

次

二

(

”

)

仙

波

睛

揺

太

(

”

)

大

澤

五

郎

太

岸

本

津

吉

シ
ン
バ
ル
、
タ
ム
タ
ム
（
海
）
田
代
睛
郎

シ
ン
バ
ル
、
大
太
鼓
(
”
)
石
江
喜
市

タ
ム
タ
ム
、
ト
ラ

イ

ア

ン

グ

ル

(

”

)

香

藤

吉

グ
ロ
ッ
ケ
ン

シ
ュ
ピ
ー
ル
、
(
”
)
太

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

ト

ラ

イ

ア

ン

グ

ル

金

解

説

者

太

繹

詞

者

妹

小大

鼓鼓

テ
イ
ン
パ
ー
ニ .‘

 

ト

ウ

ー

ノ

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

ホ

9レ

ン

尾田野

太安

幹郎蔵

田
月

弘

第2部 昭和の東京音楽学校篇 230 



ト

ッ

カ

ー

タ

及

フ

ー

ガ

（

オ

ル

ガ

ン

の

）

三

ヴ

ァ

リ

ア

テ

ィ

オ

ネ

ン

（

ハ

短

調

）

―

―

-

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

：

…

…

…

…

…

…

…

…

・

師

範

科

卒

業

生

四
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業
生

五

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

本

科

卒

業

生

／一... -→ヽ

ブ バ

ソ‘ 
ッ

ハ

作

二

編

増

永

丈

夫

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

歌

劇

「

密

猿

者

」

中

の

レ

ツ

イ

タ

テ

ィ

ー

ヴ

及

ア

ー

リ

エ

…

ロ

ル

ツ

ィ

ン

グ

作

本

加

ス

ミ

レ

子

齋

藤

渓

子

ト

短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
二
六
•第
一
及
第
二
楽
章
）
…
ブ
ル

ッ

フ

作

幅

井

直

弘

愛

ホ

長

調

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

•
•
…
•
リ

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業
生

ス

ト

作

曲

目

昭
和
八
年
三
月
二
十
二
日
卒
業
式

昭
和
八
年
三
月
二
十
二
日
（
水
曜
日
）
午
後
一
時
開
始

卒

業

證

書

授

典

式

順

序

一

、

國

歌

「

君

が

代

」

奉

唱

二
、
卒
業
證
書
並
賞
品
授
興

三

、

校

長

式

辟

四

、

文

部

大

臣

祝

僻

五

、

卒

業

生

穂

代

謝

僻

六

、

卒

業

演

奏

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

本

科

卒

業

生

永

井

東

京

昔

榮

學

校

進

〔原
資
料
横
組
〕

―

二

、 1

0
、

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
•
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業
生

ニ
長
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
第
一
楽
章
）
…
…
…
…
·
…
…
…
•
•
モ

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
•
•

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
•
•

九

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

―

―

―

-

、

•
•
…
•
本
科
卒
業
生

ア

レ

グ

ロ

及

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

（

作

品

四

六

）

…

…

ー
休
憩
一

0
分
間
ー
ー

…

…

…

…

本

科

卒

業

生

ト

長

調

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

（
作
品
五
八
•
第
四
番
・
第
二
及
第
三
楽
章
）
•
•
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

•
•
•
本
科
卒
業
生

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業
生

ス

作

水

谷

達

夫
長

門

美

保

黒

澤

愛

子

歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
中
の
ミ
カ
エ
ラ
の
ア
ー
リ
エ
…
•
…
•
•
ビ

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業
生

愛
口
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
二
三
•
第
三
楽
章
）
…
…
チ
ア
イ
コ
フ
ス
キ
作

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業
生

歌

劇

「

ハ

ン

ス

・

ハ

イ

リ

ン

グ

」

中

の

ア

ン

ナ

の

ア

ー

リ

エ

…

マ

ル

シ

ュ

ネ

ル

作

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業
生

ニ
短
調
コ
ン
ツ
H

ル
ト
（
作
品
一
五
•
第
一
楽
章
）
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム

東
京
昔
榮
學
校
卒
業
演
奏
會

箕

作

秋

吉

今

年

の

卒

業

演

奏

會

に

於

け

る

出

来

榮

え

を

綜

覧

す

る

と

特

に

目

立

つ

の

は

、

ピ

ア

J

科

が

断

然

他

の

科

に

比

べ

て

、

卓

越

せ

る

事

で

、

其

の

中

の

或

る

人

々

は

同

校

の

ピ

ア

ノ

科

敦

授

を

向

ふ

に

廻

し

て

も

恐

ら

く

は

引

を

取

ら

ぬ

だ

ろ

う

と

思

は

れ

る

。

此

の

事

寅

は

シ

ロ

タ

氏

の

努

力

に

依

る

虞

多

し

と

推

察

さ

れ

る

が

、

同

時

に

同

氏

の

鋏

貼

で

あ

る

ペ

ダ

リ

ン

グ

も

同

時

に

大

部

分

の

人

々

に

繊

承

さ

れ

て

居

る

の

は

一

考

を

要

す

る

。

ゼ

ー

乍

ィ

中

村

淑

子

ホ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
一
―
•
第
二
楽
章
）
…
…
…
シ

ョ

ノ‘

ン

作

田

中

裕

子 豊

増

昇

シ

ョ

ノぐ

ン

作

閥

口

房

子

ツ

ァ

ル

ト

作

疋

田

小

枝
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永
井
進
氏
の
リ
ス
ト
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
愛
ホ
長
調
）
。

甚
だ
堅
賓
に
破
綻
寡
く
演
奏
さ
れ
た
。
是
が
二
三
年
前
な
ら
ば
抜
群
の
出
来
で
あ
っ

た
ろ
う
と
思
は
れ
る
。

揺
井
直
弘
氏
の
ブ
ル
ッ
フ
の
卜
短
調
ヴ
ィ
オ
リ
ン
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
。

氏
は
好
い
昔
色
を
持
つ
て
居
る
し
音
量
も
相
掌
に
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の
弓
の
慄
ヘ

等
は
鰹
験
を
践
む
に
つ
れ
て
除
去
さ
れ
る
事
で
氣
に
懸
る
事
は
な
い
が
、
最
も
注
意
す

べ
き
峡
貼
は
表
現
力
の
不
足
で
あ
る
。
過
渡
的
の
現
象
で
あ
る
事
を
望
む
。

齋
藤
漠
子
氏
の
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
の
三
二
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。

師
範
科
出
に
あ
り
な
が
ら
表
現
上
に
良
い
素
質
を
持
つ
て
居
る
。
ス
タ
カ
ッ
ト
の
旋

〔

マ

マ

〕

律
の
表
現
等
は
特
に
目
立
っ
た
。
演
奏
態
度
に
落
付
き
が
な
い
の
は
時
と
場
合
の
開
係

上
止
む
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

増
永
丈
夫
氏
、
ロ
ー
チ
ン
グ
の
歌
劇
よ
り
の
ア
リ
ア
。

氏
の
竪
の
音
色
は
柔
く
美
し
い
。
け
れ
ど
表
現
の
仕
方
が
時
々
下
品
で
私
を
し
て
悪

寒
を
感
ぜ
し
め
た
〔
゜
〕
ボ
ル
タ
メ
ン
ト
の
パ
セ
ー
ジ
が
二
三
個
所
あ
っ
た
の
は
、
氏
が

生
活
上
の
條
件
に
左
右
さ
れ
た
為
と
撰
曲
の
不
常
に
依
る
も
の
と
同
情
さ
れ
る
が
、
大

衆
音
楽
と
ア
ー
ト
ソ
ン
グ
は
善
悪
、
高
低
の
差
は
な
い
に
し
て
も
、
分
業
せ
ら
る
べ
き

も
の
で
あ
る
事
を
賓
證
し
て
居
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
加
ス
ミ
レ
氏
、
バ
ッ
ハ
の
ト
ッ
カ
タ
と
フ
ー
ガ
（
ブ
ゾ
ニ
ー
編
曲
）
。

ト
ッ
カ
タ
に
於
て
は
、
ピ
ア
ノ
の
好
き
昔
色
と
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
甚
だ
好
も
し
く
聘

か
れ
た
が
フ
ー
ガ
に
於
て
は
、
左
手
の
旋
律
が
線
の
鮮
明
さ
と
表
現
を
峡
い
て
演
奏
さ

れ
た
。
フ
ー
ガ
の
何
物
で
あ
る
か
を
先
づ
知
つ
て
か
ら
演
奏
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

只
、
追
覆
、
遁
走
と
云
ふ
漠
然
と
し
た
智
識
で
ブ
ゾ
ニ
ー
の
編
曲
を
弾
く
の
は
勿
体
な

い
事
で
あ
る
。
敦
師
の
解
説
の
不
足
に
よ
る
か
演
奏
者
の
罪
で
あ
る
か
？

疋
田
小
枝
氏
、
モ
ツ
ア
ル
ト
ニ
長
調
ヴ
ィ
オ
リ
ン
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
。

此
の
曲
は
表
現
を
も
含
む
と
相
常
至
難
な
曲
で
あ
る
と
思
ふ
。
天
員
爛
漫
な
楽
聖
の

楽
想
を
、
員
に
活
か
す
事
は
達
人
の
域
に
到
つ
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
。
此
の
曲
を
も

し
卒
業
演
奏
に
撰
定
し
た
の
が
敦
師
で
あ
る
な
ら
ば
責
任
の
大
半
は
彼
が
負
は
ね
ば
な

ら
ぬ
だ
ろ
う
。

開
口
房
子
氏
シ
ョ
パ
ン
の
ア
レ
グ
ロ
及
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
作
品
四
六
）
。

此
の
美
し
い
お
嬢
さ
ん
が
最
も
シ
ロ
タ
氏
の
短
所
を
多
く
模
倣
し
て
居
る
の
は
困

る
。
演
奏
は
達
者
で
あ
る
が
、
力
ま
か
せ
の
鍵
盤
強
打
は
其
ペ
ダ
リ
ン
グ
の
不
嘗
と
相

侯
つ
て
、
シ
ョ
パ
ン
の
氣
分
の
大
半
を
吹
き
飛
し
て
し
ま
っ
た
。
氏
が
シ
ロ
タ
氏
の
門

下
で
あ
る
か
否
か
を
筆
者
は
審
か
に
せ
ぬ
為
誤
解
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

豊
増
昇
氏
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
第
四
番
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
二
、
第
三
楽
章）。

本
日
最
高
の
演
奏
で
あ
ら
う
。
但
し
も
う
出
来
上
っ
た
と
云
ふ
感
じ
が
氏
の
狡
展
す

べ
き
将
来
に
一
抹
の
不
安
を
輿
へ
る
。

田
中
裕
子
氏
シ
ョ
パ
ン
の
ホ
短
調
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
二
楽
章
）

第
二
楽
章
の
み
を
演
奏
す
る
貼
か
ら
し
て
も
氏
の
自
信
は
表
現
力
に
在
る
ら
し
く
、

〔

マ

マ

〕

私
は
且
て
日
本
人
が
是
だ
け
の
良
き
表
現
を
以
つ
て
同
楽
章
を
弾
い
た
の
を
聞
い
た
事

が
な
い
。
ペ
ダ
リ
ン
グ
も
此
の
人
に
於
て
は
注
意
さ
れ
て
あ
る
の
は
、
美
的
感
覺
か
ら

来
る
の
で
あ
ら
う
か
。
自
身
輩
獨
の
研
究
に
依
る
為
で
あ
ら
う
か
。
け
れ
ど
同
時
に
起

る
疑
問
は
氏
が
、
技
術
の
多
く
を
要
す
る
、
そ
し
て
、
テ
ン
ボ
の
早
い
曲
に
於
て
如
何

な
る
性
能
を
示
し
得
る
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

此
の
楽
章
の
み
で
云
へ
ば
、

豊
増
氏
と
い
づ
れ
を
優
れ
り
と
も
筆
者
は
断
じ
兼
ね
る
。

中
村
淑
子
氏
カ
ル
メ
ン
の
ミ
カ
エ
ラ
の
ア
リ
ア
。

學
生
と
し
て
は
相
嘗
の
出
来
で
あ
る
が
何
故
只
―
つ
の
ラ
テ
ど
音
楽
で
あ
る
カ
ル
メ

ン
を
獨
逸
語
で
歌
っ
た
の
か
了
解
に
苦
し
む
虜
で
あ
る
。

黒
澤
愛
子
氏
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
菱
口
短
調
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
三
楽
章
）

永
井
進
氏
と
共
に
、
同
輩
の
粒
が
揃
ひ
過
ぎ
た
事
を
嘆
じ
ら
れ
る
だ
ら
う
。
け
れ
ど

氏
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
と
雖
も
立
派
な
堂
々
た
る
出
来
で
あ
っ
た
。

長
門
美
保
氏
、
マ
ル
シ
ュ
ネ
ル
の
「
ハ
ン
ス
、
ハ
イ
リ
ン
グ
」
中
の
ア
リ
ア
。

此
の
人
は
ド
ラ
マ
テ
イ
ッ
ク
ソ
。
フ
ラ
ノ
と
し
て
の
良
き
素
質
を
持

つ
。
撰
曲
が
あ
ま

り
適
し
て
居
る
と
は
思
は
れ
な
い
。
氏
に
ワ
グ
ネ
ル
を
歌
は
せ
た
な
ら
ば
き
っ
と
も
っ

と
効
果
が
あ
る
だ
ら
う
。

水
谷
達
夫
氏
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
二
短
調
ピ
ア
ノ

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
一
楽
章
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
を
飾
る
力
奏
で
あ
る
。
豊
増
氏
と
互
に
其
の
将
来
に
於
て
、
勘
ま

し
合
ふ
好
き
友
人
で
あ
る
事

を

希

望

す

る

。

（

三

月

廿

二

日

夜

）

（『
昔
榮
評
論
』
第
一
巻
第
一
号
、
昭
和
八
年
四
月
、
八
一

l
八
二
頁
）
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八、 七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

六、 二、

休
憩
一

0
分
間

ア
ル
ト
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
平

。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
・
コ
ラ
ル
及
フ
ュ
ー
グ

フ

原

壽

恵

子

…
…
…
…
…
…
大
井

悌

嬰
ハ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
三
0
)…
•
…
…
…
•
•
リ
ム
ス
キ
コ
ル
サ
コ
フ
作

四

郎

工

作
ク
作

メ
ッ
ヅ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
棟
方
富
美
代

い
、
歌
劇
「
ミ
ニ
ョ
ン
」
中
の
歌
,,C
o
n
n
ai
s,t
u
l

e

 

p
ay
s?
'̂
…
ト

…
…
…
…
…
…
グ

ろ
、
同
「
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
」
中
の
歌

ゎ

,St
ri
d
e
la 
v
a
mp
a
'̂

 

ル

デ

ィ

作

等
曲
生
田
流

一

都

踊

マ

等

三 低高
味 調調
線 子子

乾上高荒宮葛芹岩森新胞

：： 
野草木

チ恵幹芳

ヱ子子枝

川原川永
卜

土 文 愛 ミ
‘̀ 

代子子伸ヱ

―フ

ン

井

輝

子

ポ

ル
作

見

温

彦

昭
和
八
年
四
月
二
十
二
日
研
究
科
修
了
演
奏
会

昭
和
八
年
四
月
二
十
二
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
三

0
分
開
始

研

究

科

修

了

演

奏

曲

目

一
、
ピ
ア
ノ
獨

奏

シ
ャ
コ
ン
ヌ
…

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

東
京
一
音
楽
學
校

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
昴．

歌
劇
「
デ
ィ
ノ
ラ
」
中
の
影
の
歌

…
…
…
…
…
…
…
岩

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
宮
内
鎮
代

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
岡

イ
長
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
第
八
番
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ス

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
扁

子

•
…

…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ヘ
短
調
ソ
ナ
タ
（
ア
ッ
パ
シ
ョ
ナ
ー
タ
作
品
五
七

第
二
及
第
一
二
楽
章
）

マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
作

谷

廣

子

/―・--

ブバ

ソ｀ ッ
本

リ

．
ウ

ハ
作

二
編

1

0
、

九、

。
ヒ
ア
ノ
獨
奏

ラ
ハ
マ
ニ
ノ
フ
作

田

み

ど

り

了
·
·
……
•
ブ
ラ
ー
ム

い、

,,M
u
s
s
es 
ei
n
e
 T
r
e
n
n
u
n
g
 g

e
b
e
n
"
 

ろ、

,,Wi

e
h
i

st
 

d
u
,
 m

ei
n
e
 
K
o
ni

g

i

n
"
 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
材

ヴ
ァ
リ
ア
シ
ョ
ン
（
嬰
へ
短
調
作
品
七
二
）
…
…
…
…
…
グ
ラ
ヅ
ー
ノ
フ
作

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
浦

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

…

…
…
…
…
…
…
…
・

…
…
…
…
山

ニ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
―
―
1
0
第
三
番
第
一
楽
章
）

昭
和
八
年
四
月
二
十
三
日
選
科
邦
楽
修
了
演
奏
会

會

場

上

野

公

園

東

京

音

楽

學

校

四
月
二
十
三
日
午
後
一
時
半
開
演

邦
楽
選
科
修
了
者
演
奏
會
曲
目

き

ホ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
六
四
第
一
楽
章
）
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

東

京

昔

榮

學

校

み

よ

言

子
ィ

ス
作
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一
、
混

昭
和
八
年
五
月
十
三
日

第
六
十
七
回
学
友
会
演
奏
会

第
六
十
七
回
學
友
會
演
奏
會

五
月
十
三
日
（
土
曜
）
午
後
二
時
開
演

於
本
校
奏
架
堂

磐

合

唱

長

唄

新

曲

八

都

の

榮

會

員

長
唄
科
修
了
者
及
在
學
生
一
同

七
、
絃

八

第
一
セ
ロ

小

第
一
ヴ
ィ
オ
ラ

第
ニ
ヴ
ィ
オ
ラ

束
澤

バ
ラ
ー
ド
と
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
イ
ユ
ー
タ
ン
作

六

、

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

中

村

薫

イ
、
旅
の
唄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

ロ
、
唯
憧
れ
を
知
る
者
の
み
ぞ
…
…
…
…
…
…
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作

架

重

奏

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
三
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
四
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ロ
ベ
ル
ト
・
ボ
ラ
ッ
ク
敦
師輝雄英r

 

良夫I
4
 

弓

兎

龍

岡

田

大井

岡 上

運武

里
‘‘‘‘ 

澤

良

等

曲

七

櫻

麦

奏

曲

十
七
絃

等

高

草

幹

子

籠

井

千

鶴

子

乾

チ

ヱ

長

唄

六

紀

州

道

成

寺

三
味
線

唄

西藤小日上田

村村川暮野中
富壽千

美賀楽代き君

子子子子み江

【

休

憩

十

分

】

陥

曲

五

嵐

山

藤

浪

重

男

加

藤

良

助

吉

田

淳

原

田

才

三

（

請

）

寺

井

三

千

雄

獨

奏

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
愛
イ
長
調

_

【

休

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

鈴

木

共

子

作
品
五
十
三
…
…
シ

憩
】
ー

ョ

ノぐ

ン

作

四、

ピ

ア

ノ

石

田

恵

子

西吉揺田J:::日

村川井中野暮
富 千
美晃常君き代

子子子江み子枝子

イ
、
泣
く
が
ま
ま
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ

ヽ
口

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ケ

Jレ

ビ

二

長

唄

四

四

季

の

花

里

三
味
線

ン

デ

］レ

唄

―
―
-
、
メ
ッ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

小

野

照

子

第
曲
生
田
流

一

八

重

衣

等三
味
線

荒上

木野

芳恵

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

ア
ッ
パ
シ
ョ
ナ
ー
タ
：
•
•
…
•
•
ヴ
ィ
ュ
ー
タ
ン
作

古

澤

滋

野

祈

二
長

橋

唄

辮

慶

三
味
線

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

唄

萩東杉佐

亨
氣
を
お
つ
け
！
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
民

り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ウ

工

ベ

Jレ

作謡

指

揮

者

大

塚

講

師

第2部 昭和の東京音楽学校篇 234 



四

君

が

指

揮

代

第
九
交
響
曲
（
二
短
調
）
（
作
品
―
二
五
）
第
一
楽
章
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

（
一
七
七

0
ー
一
八
二
七
）

管
絃
楽
・
獨
唱
及
合
唱

歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
第
一
幕
第
三
場
中
の
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
作

「

祈

り

と

終

曲

」

（

一

八

―

―

―

―

ー

一

八

八

三

）

管 管

ク

ラ

ウ

ス

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

昭
和
八
年
六
月
十
日
第
六
十
八
回
学
友
会
演
奏
会

第
六
十
八
回
學
友
會
演
奏
會

六
月
十
日
（
土
曜
）
午
後
二
時
開
演

於
本
校
奏
架
堂

架

末
完
成
交
響
曲

ロ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ユ
ウ
ベ

塚

講
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絃

大會

Jレ

卜

作師員
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絃

榮 楽榮

序
曲
レ
オ
ノ
ー
レ
第
三
番
（
作
品
七
ニ
ノ
い
）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

（
一
七
七

0
ー
一
八
二
七
）

絃洋

一
、
管

（

注

）

長

唄

二

越

後
文
化
八
年

九
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

扉
に
「
文
部
大
臣
全
國
中
學
校
長
招
待
會
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。

獅

子

唄三
味
線

囃

子

東

京

昔

榮

學

校

昭
和
八
年
五
月
十
八
日
特
別
演
奏
会

昭
和
八
年
五
月
十
八
日
（
木
曜
日
）

演

奏

曲

目

生
田
流
等
曲

一

さ

く

ら

愛

奏

曲

宮

城

道

雄

作

曲

。
フ
レ
ス
ト

ア
ン
ダ
ン
テ

ア
レ
グ
ロ

モ
デ
ラ
ー
ト

ス
ケ
ル
ツ
オ
（
ア
レ
グ
ロ

レ
ヂ
エ
リ
ッ
シ
モ
）

(
『
昔
築
』
屋
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、
一
五
一
頁
）

マ

コ

ン

フ

ォ

ー

コ

八
重
奏
曲
愛
ホ
長
調
作
品
二
十
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

第
ニ
セ
ロ

盛

ロ

勝

（

休＂ 
士
プ

管
絃
楽

合

唱
獨

唱

（

君

が

代

）

大

塚

淳

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

員

東

京

音

楽

學

校

生

徒

ソ

プ

ラ

ノ

マ

リ

ア

ト

ル

（

エ

ル

ザ

）

ア

ル

ト

武

田

恵

美

（

オ

ル

ト

ル

ー

ド

）

テ
ノ
ー
ル
薗
田
誠
一
（
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
）

バ

リ

ト

ン

増

永

丈

夫

（

王

の

博

令

）

バ

リ

ト

ン

伊

藤

武

雄

（

フ

リ

ー

ド

リ

ッ

ヒ

）

バ
ヘ
ル
マ
ン
ウ
ッ
ヘ
ル
プ
フ
ェ
ニ
ッ
ヒ
（
王
）

憩

）

榮

ス

指
揮
者

長
唄
科
生
徒
八
十
餘
名

望
月
孝
太
郎
外
―
―
―
名

第

一

等

高

草

幹

子

第

二

筆

胞

井

千

鶴

子

十

七

絃

上

野

恵

子
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九、

セ

八
、
ピ

七
、
バ

五
、
ピ

=
-
、
ピ

悲

ア
ン
ダ
ン
テ
（
第
一
架
章
）

。
フ
レ
ス
ト
（
第
二
渠
章
）

ア

ノ

獨

奏

ア
ベ
ッ
ク
愛
奏
曲
作
品
一

|

【

休奏

絃
榮
―
―
一
部
合
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
呉

主
題
と
愛
奏
曲

導
入
部
・
主
題
・
第

一
、
二
、
三
厳
格
愛
奏
・
第
四
ア
リ
ア

第
五
、
間
奏
曲

・
第
六
カ
ノ
ン
・
第
七
フ
ー
ゲ

・
終
結

リ

ト

ン

獨

唱

秋

月

直

オ
ラ
ト
リ
オ
「
四
季
」
中
の
宣
叙
調
と
詠
唱
：
…
•
ハ
イ

ア

ノ

獨

奏

松

尾

ハ
ン
ガ
リ
ア
狂
想
曲
第
六
番
…
…
…
…
…
…
リ

獨

奏

阿

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ

六
、
絃

ロ 榮

奏
鳴
曲

合

會

指

揮

者

呉

オ 保

レ

ス

卜

作健作

武

田

ツ

恵

美

ノ‘

四
、
ピ

宇

多

子

千

代

子

ボ

ア

ド

ン

作

伴

奏

永

井

胤

＝
 

~
 

ヽ

ソ

フ

獨

奏

…
…
…
シ

ヘ
短
調
作
品
二
十
五
ノ
ニ
―

ハ
短
調
作
品
四
十
八
ノ
一

ノ

獨

唱

盪

井

歌
劇
「
自
由
射
手
」
中
の
エ
ン
ヒ
エ
ン
の
詠
唱
：
・
ウ
エ

四

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

平

井

ト
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
ル
テ
イ
ー
ニ
作

タ
ラ
ン
テ
ラ
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
・
ボ

十
一
、
管
絃
榮
付
獨
唱
及
合
唱

會

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
横

指

揮

者

大

未
完
成
歌
劇
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」
第
一
幕
終
曲

（
『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、
一
五
一

l
一
五
二
頁
）

昭
和
八
年
六
月
十
一
日
第
六
十
九
回
学
友
会
演
奏
会

第
六
十
九
回
學
友
會
演
奏
會

六
月
十
一
日
（
日
）
午
後
二
時
開
演

會

ハ
ン
ガ
リ
ア
幻
想
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
リ

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

協
奏
曲
第
二
番
二
短
調
作
品
二
…
…
…
…
…
…
ス

奏

獨

半
昔
階
的
幻
想
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
バ

ア

ノ

五
、
メ
ッ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

大

泉

多

久

進興

ス

卜

伴

奏

高

子

二
、
ピ

一

＼

管

絃
未
完
成
交
響
曲獨

ア

ノ

榮ロ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

奏

日

原置

智

郁恵

子

泰

次泰

次

郎郎員

ユ

ベ

ル

ト
員

憩

】

ー

中

村

ノ‘

マ

塚

都

講
馬

師

保

喜

田

子

ベ

Iレ

作

―フ

シ

ヲ

リ

グ

ノ

員作

練
習
曲

夜
想
曲

ョ

ノぐ

ン

作

+
、
ソ
。
フ

添

川

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
中
の
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
詠
唱

―フ

ノ

獨

唱

ア~

ノ

田

中

利

夫

ツ

ノぐ

ノ‘

ナ 作
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協
奏
曲
第
五
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

十

一

、

獨

唱

合

唱

附

管

絃

榮

會

員

未
完
成
歌
劇
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」
第
一
幕
終
曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
槙
田
都
馬
子

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

指

揮

者

大

塚

淳

r
『
＿
音
楽
』
塵
友
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
八
六
頁
）

+
、
ピ

九
、
バ

「
詩
人
の
懸
」
中
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

獨

ア リ

ト

六

、

絃

楽

ノ
ン

奏

第
ニ
ピ
ア
ノ

小 山

田

千

代

田

雪

江

管

絃

楽

合

唱

添
川
は
な
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

丹
治
は
る
（
ア
ル
ト
）

薗
田
誠
一
（
テ
ノ
ー
ル
）

増
永
丈
夫
（
バ
リ
ト
ン
）

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
榮
部
員

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

〔
原
資
料
横
組
〕

子

獨獨

ロ
ベ
ル
ト

ユ

マ

ン

指

ク
ラ
ウ
ス

伴
奏

永伊

井

協
奏
曲
ホ
長
調
第
一
楽
章
•
…
…
…
…
…
…
•
•
バ

獨

唱

藤

武

進雄

ア
ダ
ー
ヂ
ョ

モ
ル
ト

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
終
末
合
唱

揮奏唱

ツ

ノ‘

モ
ル
ト

伴
奏

今渡

ア
レ
グ
ロ

絃
榮
三
部
合
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
呉

七

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

掛

谷

ス
ケ
ル
ツ
オ
愛
口
短
調
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

井
邊

治

郎健

ヨ

泰
パ保次

次

ン

3
．
交
響
曲
度

作
品
―
二
五

會

指

揮

呉

泰

合
|

【

休奏

郎郎員

憩
】
—
~

乙

女

の

歌

汝
が
青
き
瞳
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ブ

郷

愁

伴

奏

黒

澤

＿フ

ム

ス

愛

子

2
 

1
．
序
曲

マ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

昭
和
八
年
六
月
十
八
日

ノ
ン

コ

ト
ロ
ッ
ポ
、
ウ
ンカ

ン
タ
ー
ビ
レ

ボ
ル
ラ
ッ
ク

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

ボ
コ

第
六
十
七
回
定
期
演
奏
会

昭
和
八
年
六
月
十
八
日
（
日
曜
日
）
午
後
疇
詞
〗
”
”

會
場
日
比
谷
公
會
堂

昔

榮

演

奏

曲

目

東

京

昔

榮

學

校

ベ
ー
ト
ー
ヴ
H

ン
作
品
演
奏

レ
オ
ノ
ー
レ
第
三
番
作
品
七
二

ロ
マ
ン
ス
ヘ
長
調
（
管
絃
楽
附
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
）
作
品
五

0

休

憩

笥
九
番
二
短
調

マ
エ
ス
ト
ー
ソ

シ
ル
レ
ル
作
「
歓
喜
の
頌
歌
」
に
寄
せ
た
る
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刹
俎
名
ぬ
1
1
H

ふ
↓
‘
r

kヽ
,、
入

（
。へ
．
ゾ
悪
祀
＾
〈
囃
共
探
吾
珀
E
2
〉
吾
巴
｝
、へ
H

Ai
ー

＋

ー

7
T
H
o
o足
9

吐
oo
デ
k
g
g

．

．

 

1

2

 

3. 

PROGRAMM 

W erke von Beethoven 

Ouvertlire Leonore No. 3 Op. 72 
Romanze F-Dur flir Violine mit Begleitung 

des Orchesters Op. 50 

PAUSE 

Neunte Symphonie D-moll mit Schlusschor 

Uber Schillers Ode an die Freude Op. 125 
Allegro ma non troppo, un poco maestoso 

Molto vivace 

Adagio molto e cantabile 
Finale und Schlusschor 

Leitung: Klaus Pringsheim 

Solisten: Robert Pollak (Violine) 

Hana Soeka wa (Sopran) 
Harn Tanji (Alt) 
Seiichi Sonoda (Tenor) 
Takeo Masunaga (Bariton) 

Orchester und Chor der kaiserlichen Musikakademie 

zu Tokio 

悪 眺甜

,'く一土一谷 H，＼辻口訊思継

Beethoven (1770ー 1827)

〔 1, 吐呈「入ヤ ＼ー入」 蒜Il l 蒔廷栓}!II母耐『悪継ぐ問撰綜 l 痢』 K肖十ll~用匹 I I 

＋エQ苺痣如総淫°〕
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東
京
昔
榮
學
校
長

指

揮

者

海

軍

軍

榮

隊

長

乗

杉

嘉

壽

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ

ン
グ
ス
ハ
イ
ム

内

藤

清

五

開

係

管

絃

楽

部

員

ロ
ベ
ル
ト
・

ボ
ル
ラ
ッ
ク

第
l

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

本

國

彦

上

武

雄

井橋

黒

澤

良

輝

栗

原

大

治

兎

束

龍

夫

幅

井

巖

大

岡

運

英

桂

平

太

松

浦

き

み

よ

稲
さ
れ
る
管
絃
楽
附
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
曲
で
、
一
八

0
五
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
、

但
し
作
曲
年
代
は
作
品
四

0
の
如
く
譜
に
明
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
が
、
種
々
の

黙
か
ら
一
八

0
-
―
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
成
立
し
た
や
う
に
思
は
れ
る
。

雨
曲
は
種
々
の
黙
で
共
通
で
あ
る
。
郡
ち
雨
者
共
に
管
絃
楽
附
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

曲
、
長
調
、
二
分
二
拍
子
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
楽
式
上
ロ
ン
ド
形
式
で
あ
り
、
而
も

主
楽
想
の
三
回
の
出
現
、
二
つ
の
副
楽
想
を
有
す
る
黙
、
部
ち

A

B
A
w
1
 C 
A
w
2
 

の
型
に
至
る
迄
軌
を
一
に
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
規
模
に
於
て
本
曲
の
方
が
よ
り
大
き

く
、
多
様
な
愛
化
に
富
み
、
表
現
に
於
て
技
巧
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
雨
者
の
速
度

に
於
け
る
相
異
、
卸
ち
彼
が
ア
ン
ダ
ン
テ
な
る
に
反
し
て
之
は
ア
ダ
ー
ジ
ョ
カ
ン
タ

ー
ビ
レ
な
る
黙
と
相
侯
つ
て
、
曲
相
の
推
移
に
差
異
を
生
ぜ
し
め
る
。
そ
の
特
性
を
犀

別
す
る
に
、
彼
が
拍
節
に
於
て
よ
り
明
確
で
あ
り
、
流
暢
な
昔
の
流
れ
の
中
に
喜
戯
す

る
如
き
明
朗
さ
を
有
す
る
に
反
し
、
之
は
幅
廣
い
＿
音
の
流
れ
の
中
に
繊
細
、
精
緻
な
る

愛
化
を
交
へ
た
歌
調
で
あ
り
、
幽
遠
の
趣
を
有
す
る
。

本
曲
の
調
の
推
移
を
略
記
す
れ
ば

A
.
 F d

u
r
 
(
三
回
共
）

B
.
 F
 d
u
r
↓
d
 m
o
l
l
↓
C
 d
u
r
↓
f
 m
o
l
l
↓
F
 d
u
r
 

C
.
 f
 

m
o
l
l
↓
D
e
s
 d
u
r
↓
C
 d
u
r
 
(
自
由
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
）

C
o
d
a
 F
 d
u
r
 

管
絃
楽
は
絃
楽
、
フ
リ
ュ
ー
ト
一
、
オ
ー
ボ
ー
ニ
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
ニ
、
及
ホ
ル
ン
ニ

で
あ
る
。
（
太
田
）

〔
三
、
交
響
曲
第
九
番
は
、
前
掲
書
、
大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
の
解
説
を
参
照
。
〕

ヴ

ィ

オ

＿フ

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

壻松 伊 岡大藤杉荒鈴岩天古岩多石渡平松水小鳥末川鈴伊田疋清岡

：村 藤田塚田：木木崎:1睾本久：邊戸田口ご居吉上木藤：田水見

＿重純二 紐谷幹保吉三滋政 二 龍十幸 つ雄 共 貴小 温

郎利 三 郎淳秋夫枝羅三郎野蔵興郎健也蔵麿繁な二淳子光子枝澄彦

才 フ

リ

ボ
ユ

コ
ン
ト
ラ
バ
ス

セ

平

田

忠

幅

井

直

弘

高

松

茂

平

井

保

喜

北

川

庸

二

郎

榎

本

長

四

郎

浦

江

完

平

井

保

三

酒

井

悌

小

澤

弘

岡

野

貞

一

沖

不

可

止

呉

泰

次

郎

盛

口

勝

三

浅

野

常

七

安

部

幸

明

阿

保

健

倉

田

高

（

海

）

宮

下

豊

次

(

”

)

小

林

甲

助

(

”

)

深

海

善

次

(

”

)

小

原

政

治

(

”

)

片

山

三

郎

ー

ト

山

口

正

男

輻

家

軍

平

北

野

健

次

ー

（

海

）

坂

逸

郎

(

”

)

原

功

男

(
”
)
安
藤
悌
―
―
―

ロ
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〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

東
京
昔
榮
學
校
の
第
九

中

藪

外

片

山

頴

太

郎

金

子

登

コ

ン

ト

ラ

フ

ア

ゴ

ッ

ト

（

海

）

木

戸

全

一

ホ

ル

ン

(

”

)

谷

口

良

作

永

田

睛

（

海

）

江

口

綱

明

(
”
)
商
橋
澤
五
郎

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
(
”
)
輻
永
信
正

小

林

安

八

六
月
十
八
日
於
日
比
谷
公
會
堂

指
揮

K
.
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏

此
の
演
奏
會
に
於
て
は
上
野
に
と
つ
て
破
天
荒
と
も
云
ふ
べ
き
改
革
が
行
は
れ
た
。

安
藤
幸
子
女
史
以
下
の
老
大
家
が
勇
退
し
て
橋
本
國
彦
氏
を
ボ
ラ
ッ
ク
氏
の
次
席
に
し

た
若
手
の
腕
き
き
よ
り
な
る
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
群
を
作
ら
し
め
た
事
で
あ
る
。
之
は

観
面
に
其
の
効
果
を
現
し
て
澄
瀬
た
る
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
活
躍
と
な
っ
た
。
之
に

比
し
て
絃
で
は
セ
ロ
が
ど
う
も
不
充
分
の
様
に
思
は
れ
る
の
は
上
野
に
良
き
指
導
者
の

必
要
が
あ
る
事
を
物
語
っ
て
居
る
の
で
は
な
い
か
。

木
管
群
の
賞
日
の
出
来
は
甚
だ
芳
し
く
な
い
。
フ
リ
ュ
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
等
は

い
つ
も
の
光
彩
を
放
た
ず
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
等
は
僅
な
が
ら
晋
程
を
外
し
た
場
所
も
あ
っ

た
程
で
オ
ボ
ー
は
高
い
C

の
音
が
い
つ
も
汚
＜
屡
々
木
管
の
ア
コ
ー
ド
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
害
つ
て
居
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ビ
オ
ラ
・
セ
ロ
・
バ
ス
ヘ
の
封
位
旋
律
を
持
つ
第
一

フ
ア
ゴ
ッ
ト
の
吹
奏
に
到
つ
て
は
叉
何
を
か
云
は
ん
や
で
あ
る
。
六
月
の
淵
氣
の
せ
い

に
し
よ
う
。

更
に
テ
イ
ン
パ
ニ
が
ソ
ロ
以
外
の
場
所
で
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
旋
律
を
消
し
て
し
ま
つ

ノゞ

ス

ン

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
（
海
）
岸
川
鰊
雄

(

”

)

溝

江

瑞

穂

(

”

)

森

清

涼

テ
イ
ン
パ
ニ
ー
(
”
)
白
紳
次
二

大

太

鼓

(

”

)

大

澤

五

郎

ベ

ッ

ケ

ン

(

”

)

田

代

睛

郎

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
(
”
)
金
野
安
蔵

乙

骨

三

郎

太

田

太

郎

〔
原
資
料
横
組
〕

解

説

木

兎

生

者

た
場
合
さ
へ
も
あ
っ
た
が
こ
れ
で
は
「
タ
タ
キ
ダ
イ
ク
」
に
な
つ
て
し
ま
ふ
で
は
な
い

〔

マ

マ

〕

か
。
順
が
逆
に
な
っ
た
様
だ
が
第
九
交
響
曲
全
證
と
し
て
の
演
出
は
且
て
多
く
の
名
指

揮
者
に
よ
る
同
曲
演
奏
の
雰
園
氣
に
ひ
た
っ
て
居
た
強
味
を
持
つ
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

氏
の
指
揮
に
よ
っ
て
相
嘗
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
楽
章
ア
ダ
ジ
オ
を
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム

t

マ

マ

」

四
分
昔
譜
五

0
で
開
始
し
て
、
ア
ン
ダ
ン
テ
モ
デ
ラ
ー
ト
に
入
っ
て
か
ら
T
e
mp
o
I
 

に
戻
る
度
毎
に
テ
ン
ボ
が
落
ち
て
行
っ
た
の
は
、
ア
ダ
ジ
オ
に
戻
す
と
云
ふ
意
識
が
強

く
働
き
過
ぎ
た
為
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
全
曲
が
一
時
間
半
近
く
も
か
か
っ
た
そ
う
で

あ
る
が
、
恐
ら
く
此
の
邊
に
原
因
が
在
る
ら
し
い
。

獨
唱
者
は
四
人
と
も
此
の
大
役
を
引
き
受
け
る
に
は
ど
う
か
と
思
ふ
。
コ
ー
ラ
ス
と

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
つ
ん
ざ
い
た
ソ
ロ
の
牡
烈
な
効
果
は
殆
ど
期
待
出
来
な
い
。
最
も
確

り
し
て
居
た
の
は
新
人
増
永
氏
だ
が
、
私
に
は
彼
の
昔
色
が
ど
う
も
バ
リ
ト
ン
と
は
受

け
取
れ
ぬ
、
昔
域
の
低
い
リ
ー
ド
向
の
柔
い
寧
ろ
テ
ノ
ー
ル
に
属
せ
し
む
べ
き
昔
色
に

「

マ

マ

〕

思
は
れ
る
。
此
の
事
は
テ
ノ
ー
ル
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
に
於
て
昔
色
の
封
象
効
果
を
消
滅

せ
し
め
る
。
合
唱
は
が
っ
ち
り
し
て
居
る
が
フ
ォ
ル
テ
イ
シ
モ
に
な
る
と
女
竪
が
断
然

優
越
し
て
し
ま
ふ
の
は
惜
し
い
。
以
上
遠
慮
の
無
い
虞
゜

（『
音
榮
評
論
』
第

l

巻
第
四
号
、
昭
和
八
年
七
月
、
五

0
頁

）

第
九
交
響
曲
の
競
演

野

村

光

一

官
立
と
民
間
が
同
じ
物
を
競
ひ
合
ふ
と
い
ふ
繹
で
、
大
愛
な
人
氣
を
呼
び
、
雨
夜
共

満
員
の
盛
況
。

管
絃
楽
。
不
思
議
な
こ
と
に
今
ま
で
譴
分
胤
暴
だ
っ
た
音
楽
學
校
の
絃
が
急
に
や
さ

し
い
音
を
出
し
て
ゐ
た
。
良
く
観
る
と
、
絃
の
ト
ッ
。
フ
に
ポ
ラ
ッ
ク
氏
が
座
つ
て
ゐ

た
。
大
分
人
が
入
れ
か
は
っ
た
。
こ
れ
は
英
断
で
あ
る
。
繊
細
な
絃
に
引
摺
ら
れ
て
管

も
一
生
懸
命
荒
れ
ま
い
と
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
外
皮
ば
か
り
で
、
裡
の
方
に
限
迫
さ

〔

マ

マ

〕

れ
た
困
馘
が
窺
へ
る
。
チ
ェ
ロ
や
バ
ス
が
獨
り
で
出
て
来
る
と
昔
の
通
り
だ
。
そ
れ
か

ら
、
管
、
殊
に
木
管
が
い
け
な
い
。
線
的
に
。
ハ
ー
ト
が
重
視
さ
れ
て
書
か
れ
て
ゐ
る
第

九
交
響
曲
に
お
い
て
そ
れ
に
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
使
命
が
充
分
果
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
絃
と

の
配
合
が
ぴ
っ
た
り
行
か
な
い
、
時
折
音
が
ぷ
＜
／
＼
飛
び
出
る
。
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會
場
麹
町
直
三
年
町

春

季

演

能

番

組

昭
和
八
年
六
月
十
八
日

新

響

は

流

石

に

こ

ん

な

こ

と

が

無

か

っ

た

。

新

翡

は

今

度

は

勇

敢

に

男

性

的

に

や

っ

て

の

け

た

。

む

し

ろ

調

子

に

乗

り

過

ぎ

た

位

だ

っ

た

。

然

し

、

兎

に

角

良

く

鳴

る

、

統

一

さ

れ

て

ゐ

る

。

管

の

重

要

な

。

ハ

ー

ト

は

良

い

具

合

に

聞

こ

え

て

ゐ

た

。

獨

唱

及

合

唱

。

合

唱

は

全

雌

胆

が

揃

つ

て

ゐ

る

こ

と

で

私

は

上

野

を

採

り

た

い

。

新

響

の

方

は

何

虚

寄

集

め

の

弱

黙

が

あ

る

。

獨

唱

は

上

野

の

バ

リ

ト

ン

噌

永

君

の

出

来

が

悪

い

。

槃

質

と

音

程

が

良

い

が

、

最

初

の

ソ

ロ

を

あ

ん

な

に

張

合

無

く

ず

る

／

＼

に

唱

ふ

こ

と

は

冒

漬

で

あ

る

。

新

賽

の

矢

田

部

氏

は

張

り

の

あ

る

槃

だ

っ

た

が

、

音

程

が

悪

い

。

ソ

ロ

で

全

證

が

下

り

氣

味

の

個

所

が

あ

っ

た

C

他

の

三

人

は

上

野

も

新

聾

も

技

巧

上

大

し

て

甲

乙

な

し

、

但

し

、

上

野

の

四

重

唱

は

テ

ン

ボ

が

遅

過

ぎ

て

唱

ひ

難

か

っ

た

と

こ

ろ

が

あ

る

。
指

揮

。

今

ま

で

多

少

胤

暴

だ

っ

た

管

絃

楽

を

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

の

第

九

に

向

く

よ

う

に

ヱ

ラ

ス

テ

イ

ツ

ク

な

も

の

に

し

よ

う

と

努

め

た

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

氏

の

努

力

は

認

め

ら

れ

る

。

し

か

し

、

何

分

テ

ン

ボ

が

全

腰

に

亘

つ

て

連

い

。

あ

れ

で

は

合

せ

る

方

は

や

り

辛

い

に

違

ひ

な

い

。

近

衛

氏

は

第

九

に

慣

れ

過

ぎ

て

ゐ

る

た

め

か

、

今

度

は

特

に

ど

し

／

＼

や

り

の

け

た

。

テ

ン

ボ

は

少

し

も

だ

れ

な

い

。

そ

の

代

り

、

今

ま

で

の

や

は

ら

か

い

音

の

明

滅

が

失

せ

て

全

閥

が

勢

の

良

い

リ

ズ

ミ

ッ

ク

な

も

の

に

な

っ

て

来

た

。

そ

し

て

、

ど

こ

か

氏

の

平

常

に

見

慣

れ

ぬ

大

謄

に

過

ぎ

た

傾

き

が

あ

っ

た

。

な

ほ

氏

の

指

揮

中

傑

作

は

合

唱

前

の

管

絃

楽

序

奏

で

あ

る

。

純

括

。

珍

し

く

今

ま

で

楓

暴

の

傾

き

が

あ

っ

た

上

野

が

急

に

女

性

的

に

な

っ

た

、

今

ま

で

女

性

的

だ

っ

た

近

衛

氏

の

第

九

が

男

性

的

に

な

っ

た

。

表

面

上

の

効

果

が

あ

べ

こ

べ

に

な

る

。

い

づ

れ

が

演

奏

技

術

上

甲

乙

が

あ

っ

た

か

、

ま

た

い

づ

れ

が

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

の

精

紳

に

接

し

て

ゐ

た

か

は

人

々

の

判

断

に

任

せ

よ

う

。

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
八
年
六
月
三
十
日
）

春
季
能
楽
演
奏
会

昭
和
八
年
六
月
十
八
日
（
日
曜
日
）
午
後
塁
時
臼
”
”

華
族
會
館
能
榮
堂

日

程
十
月
十
四
日
（
土
）

十
五
日
（
日
）

観

世

左

近

籠

太

鼓

賓

生

金上

澤

着装

前
八
•
O
O

野

附

説

言

新

近 瀬

藤尾

正乃

孝武

寝

昔

子
方
岡
田
良
―
―

ト
モ
西
村
箕
――

梅
若
萬
三
郎

橋

辮

慶

紅

葉

狩

曲 能

楽

科

生

徒

能

及

狂

言

昭
和
八
年
十
月
十
四
日

l
十
八
日
演
奏
旅
行
（
金
沢
ー
高
岡
ー
富
山
）

〔
北
陸
地
方
演
奏
旅
行
〕
金
澤
ー
高
岡
ー
富
山

昭
和
八
年
十
月
に
於
て
は
本
校
職
員
生
徒
の
演
奏
旅
行
を
行
ふ
。
即
ち
北
陸

地
方
の
金
澤
、
高
岡
、
富
山
の
三
市
に
於
て
行
ふ
。

主

催

者

石

川

縣

敦

育

會

高
岡
高
等
商
業
學
校

富

山

高

等

學

校

番

囃

子

幸 川

崎

悟利

朗吉

東

京

昔

榮

學

校

野

村

又

三

郎

後
八
•
五
0 谷

良

馬

寺

井

政

敷

安

輻

春

雄

鵜

澤

壽

金

春

惣

右

衛

門

一

噌

又

六

郎
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村

淑

イ
、
お
菓
子
と
娘
…
…
…
…
…
•
•
…
·
：
｛
橋
本
國
彦
作
曲

西

條

八

十

作

詞

ス

ペ

イ

ン

民

謡

妹
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
惟
一
倶
楽
部
作
詞

ロ
、
故

一

、

管

楽

生

徒

「舞
踊
へ
の
勧
誘
」

（
作
品
六
五
）
…
…
…
…
…
ウ
エ
ー
ベ
ル
作
曲

二

、

獨

唱

（
畳
ノ
部
）

計

参
加
者

絃 十
七
日
（
火
）

” ” ” 
小

第
曲

十
六
日
（
月
）

部
目

上

野

着猿着猿着狡

中 本

校

十
八
日
（
水
）

乗
杉
學
校
長

山
下
生
徒
主
事
、
大
塚
講
師
、
揺
井
助
敦
授
。
妹
尾
助
敦
授
、
二
川
書

記
、
小
林
、
中
藪
、
平
原
の
三
嘱
託
。

研
究
科
生
聰
講
生
そ
の
他
、
卒
業
生
十
四
名
。

男
生
徒
六
十
一
名
。

女
生
徒
七
十
三
名
。

海
軍
々
榮
隊
高
村
特
務
少
尉
他
十

一
名
。

百
六
十
九
名
。

前
七

・
0
0

富

山

富

山

高

岡

後
四
・
三
三

後
五
•
O
九

後
八
・
三
五

高

岡

前
一
0
•
四

金

澤

前
九
•
四

子

ウ
ェ
ッ
テ
リ
ン
グ
作
曲

ロ

、

今

は

若

き

子

（

男

盤

合

唱

）

…

…

…

｛

矢

口

貢

作

詞

ォ

ッ

ト

ー

作

曲

ハ
、
閏
窓
夜
曲
（
男
磐
合
唱
）
…
…
…
｛
飯

田

忠

純

繹

詞

二
、
騎
士
の
別
れ
（
男
盤
合
唱
）

…

…

…

｛

キ

ン

ケ

ル

作

曲

飯

田

忠

純

繹

詞

心
（
混
盤
合
唱
）
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

憩

分

）

第

絃

楽

徒

ロ
短
調
交
響
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

六
、
獨（

萱
ノ
部
）

歌
劇
「
ト
ラ
バ
ト
ー
レ
」
の
中
よ
り
レ
オ
ノ
ー
ラ
の
ア
リ
ア

五
、
管

............................................. rノ
エ

ホ
、
春
待

日
日

n
P
 

（

休

部

中 本 本言

イ
、
白
金
の
太
刀
を
（
混
盤
合
唱
）
…
…
…
｛
町

ル

デ

イ

作

曲

村 校

淑

子

生

十

つ

イ

、

練

曲

（

作

品

一

0
第
八
へ
長
調
）

｝

ロ

、

同

（

作

品

一

0
第
七
ハ
長
調
）
シ

ハ
、
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
（
作
品
五
三

愛
イ
長
調
）

四
、
合

唱

本時校

徒

潔

作

曲

古

謡

生

ョ
ノぐ

第 2部

（
夜
J
部
）

イ

、

菩

提

樹

ロ
、
初
懇
の
失
ひ
｝
…
…
…
…
•
•
…
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ

ハ
、
エ
ル
、
ケ
ー
ニ
ヒ

三
、
ピ

ア

ノ

獨

奏習

ン

作

曲

一日
雁田

井

直

俊

ル
ト
作
曲

平

原

壽清リ

恵

子

昭和の東京音楽学校篇

‘
、
ラ
、

ノ

ナ

ス
パ
ニ
ョ
ラ
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
高

田ボ

作民

詞謡
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金

澤

の

記

畳

の

部

午

後

一

時

尾

山

倶

楽

部

に

て

聴

衆

は

同

地

の

學

校

生

徒

た

ち

だ

っ

た

。

此

の

尾

山

倶

楽

部

は

花

道

の

つ

い

た

餘

り

綺

麗

で

な

い

劇

場

だ

。

僕

達

の

演

奏

は

前

夜

の

夜

汽

車

の

た

A
り

が

観

面

に

表

れ

て

殊

に

コ

ー

ラ

ス

は

上

野

の

練

習

の

時

に

す

ら

曾

て

聞

い

た

事

の

な

い

程

思

は

し

く

な

か

つ

た

の

は

残

念

だ

っ

た

。

夜

の

部

も

同

じ

場

所

で

午

後

六

時

半

開

會

゜

聴

衆

は

一

般

市

民

。

第

一

回

演

奏

會

の

名

養

回

復

に

も

と

、

僕

達

は

異

常

に

緊

張

し

た

。

そ

の

為

か

立

派

な

出

来

榮

え

だ

っ

た

。

立

錐

の

餘

地

な

き

満

員

の

聰

衆

に

相

嘗

な

感

激

を

輿

へ

、

大

喝

采

裡

に

「

金

澤

市

に

於

け

る

空

前

絶

後

の

大

＿

音

楽

會

」

？

を

終

へ

た

。

尚

ほ

演

奏

地

に

於

て

は

何

れ

も

一

部

二

部

と

の

間

に

日

本

敦

育

―

音

楽

協

會

選

の

「

非

常

時

日

本

の

歌

」

を

男

槃

の

み

で

歌

ひ

、

刻

下

の

日

本

に

封

す

る

僕

達

の

覺

悟

と

、

そ

し

て

聘

衆

に

自

覺

と

決

意

と

を

促

し

、

多

大

の

感

銘

を

引

き

お

こ

し

た

。

高

岡

の

記

本

―

―

―

横

山

田

鶴

子

〔

前

略

〕

講

堂

に

は

私

達

の

為

に

特

に

高

い

廣

い

ス

テ

ー

ジ

が

こ

し

ら

へ

ら

れ

て

居

り

、

本

指
揮
者

伴
奏
者

（『
一
音
榮
』
墨
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、

山

田

和

男

一
六
六
l

l

六
七
頁
）

一古
雁田

井

直

大

塚

俊淳

（

オ

ラ

ト

リ

オ

「

天

地

創

造

」

よ

り

）

イ

、

海

（

夜

ノ

部

）

平
信

時

潔

作

曲

雀

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

北

原

白

秋

作

詞

ロ

、

水

郷

の

家

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

大

塚

淳

作

曲

青

木

歌

子

作

詞

ハ

、

哀

れ

の

少

女

（

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

助

奏

付

）

…

フ

オ

ス

タ

ー

作

曲

七

、

管

絃

架

附

三

重

唱

及

合

唱

本

生

徒

天

は

紳

の

稜

威

を

告

ぐ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ハ

作

曲

イ

ド

校
原

ン
壽

恵

子

3
大

管

絃

架

2
 

ー

絃

楽

合

奏

大

フ

ー

ゲ

休

一

時

よ

り

演

奏

は

開

始

さ

れ

た

。

聘

衆

は

中

、

女

、

専

門

等

の

學

生

達

、

熱

心

に

聞

き

入

っ

て

ゐ

る

人

も

多

い

の

だ

け

れ

ど

、

下

級

生

で

も

あ

ら

う

か

、

何

慮

か

で

ザ

ワ

／

＼

し

て

ゐ

る

。

管

絃

楽

、

ピ

ア

ノ

、

ソ

ロ

、

コ

ー

ラ

ス

等

。

フ

ロ

グ

ラ

ム

通

り

進

む

、

獨

唱

は

相

愛

ら

ず

大

も

て

ゞ

先

づ

は

じ

め

は

そ

の

美

し

い

い

で

た

ち

に

喜

び

、

終

つ

て

は

ア

ン

コ

ー

ル

ア

ン

コ

ー

ル

で

大

愛

な

騒

ぎ

、

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

の

末

完

成

交

響

曲

で

は

長

く

も

あ

る

の

で

餘

り

静

か

に

聞

い

て

ゐ

な

か

っ

た

様

だ

っ

た

。

前

か

ら

是

非

来

て

演

奏

し

て

欲

し

い

と

云

つ

て

ゐ

た

高

岡

高

女

の

、

さ

き

に

講

堂

に

入

り

切

ら

な

か

っ

た

人

々

の

為

君

ケ

代

が

清

む

と

そ

の

ま

A
聘

衆

だ

け

入

れ

代

つ

て

再

び

ハ

イ

ド

ン

の

天

地

創

造

と

ソ

。

フ

ラ

ノ

ソ

ロ

を

繰

り

返

す

。

コ

ー

ラ

ス

も

す

る

筈

で

あ

っ

た

が

、

校

長

先

生

の

汽

車

の

時

間

の

御

心

配

の

為

割

愛

し

、

直

ち

に

自

動

車

で

騨

に

向

ふ

。

（『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、

昭

和

八

年

十

月

二

十

一

日

、

憩
二

十

二

日

（

一

六

八

五

ー

一

七

五

0

)

第

六

十

八

回

定

期

演

奏

会

昭

和

八

年

十

月

二

十

一

日

（

土

曜

日

）

午

後

{

-

時

開

場

二

十

二

日

（

日

曜

日

）

二

時

開

演

會
場
東
京
音
楽
學
校
奏
柴
堂

昔

楽

演

奏

曲

目

作

品

一

三

―

―

―

（

本

邦

初

演

）

絃

架

合

奏

附

三

台

の

ピ

ア

ノ

協

奏

曲

（

ハ

長

調

）

バ
ッ

ノ‘

東

京

一音

楽

學

校

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

（
一
七
七
0
—
一
八
二
七
）

一
六
七

!
-
4ハ
八
頁）
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や p 卜

P
R
O
G
R
A
M
M
 

G
r
o
s
s
e
 
F
u
g
e
 O
p
.
 

1
3
3
 

f

u
r
 St
rei
c
h
o
r
c
h
e
st
er 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

C
o
n
c
e
rt
o
 in
 C
=
d
u
r
 

f

u
r
 d
r
ei

 

K
l
a
vi
ere 
u
n
d
 St

rei
c
h
o
r
c
h
e
st

er 

Si
e
b
e
nt

e
 S
y
m
p
h
o
ni
e
 in
 

芦
r
grosses 
O
r
c
h
e
st
er 

A
l
l
e
g
r
o
 
m
o
d
e
r
at
o
 

A
d
ag
i

o
 

ア
レ
グ
ロ

E
=
d
u
r
 

P
a
u
s
e
 

東

京

（
本
邦
初
演
）

指
揮
者

獨
奏
者

第
七
交
響
曲
（
ホ
長
調
）

モ
デ
ラ
ー
ト

ア
ダ
ー
ヂ
ヨ

ス
ケ
ル
ヅ
オ

フ
ィ
ナ
ー
レ

音 永水豊

B
r
u
c
k
n
e
r
 

(
1
8
2
4
,
-
-
1
8
9
6
)
 

B
a
c
h
 

(
1
6
8
5
|
1
7
5
0
)
 

B
e
et
h
o
v
e
n
 

(
1
7
7
0
,
l
'
1
8
2
7
)
 

〔原
資
料
横
組
〕

井

架

學

校

谷

達

増

管進夫昇

絃

榮

ク
ラ
ウ
ス
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

（
一
八
二
四
ー
一
八
九
六
）

ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル

演

S
c
h
e
r
z
o
 

Fi
nale 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

L
ei
t

u
n
g
 :
 Kl
a
u
s
 P
ri
n
g
s
h
ei
m
 

Soli

st
er 
:
 No
b
o
r
u
 T
o
y
o
m
a
s
u
 (
K
l
a
vi
er) 

ご
rat
s
u
o
 
M
i

z
ut
a
ni
 

(

,

,

)

 

ら
,
u
s
u
m
u
N
a
g
ai
 

(

"

)

 

O
r
c
h
e
st

er 
d
e
r
 k
ai
serli
c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 z
u
 T
o
ki
o
 

奏

曲

解

説

一

、

絃

架

合

奏

大

フ

ー

ゲ

作

品

――
―
―
―
―
―
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
（
本
邦
初
演
）

、
、
、
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
一
三
三
は
彼
の
死
ぬ
少
し
以
前
に
「
大
フ
ー
ゲ
」
と
い
ふ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

名
で
出
版
さ
れ
た
も
の
、
本
演
奏
の
「
絃
楽
合
奏
の
た
め
の
大
フ
ー
ゲ
」
は
本
音
楽
學

校
曲
目
と
し
て
初
演
も
の
で
あ
る
。
本
曲
は
元
来
獨
立
し
た
作
品
と
し
て
作
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
叉
絃
楽
合
奏
の
演
奏
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
更
に
凡
ゆ

る
博
統
を
無
視
し
た
そ
の
構
成
と
七
四

0
小
節
と
い
ふ
巨
大
な
長
さ
を
有
す
る
黙
で
、

厳
格
な

一
般
敦
育
的
意
味
に
於
け
る
「
フ
ー
ゲ
」
と
解
さ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
。
恰

も
一
の
交
響
曲
に
比
す
べ
き
重
さ
と
内
容
を
有
す
る

こ
の
四
槃
の
器
楽
曲
は
、
元
来
作

品
一
三

0
の
愛
口
長
調
絃
楽
四
重
奏
の
最
後
卸
ち
第
六
楽
章
で
あ
っ
て
、
初
演
に
は
そ

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
か
A

る
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

作
品
一
三

0
の
如
き
大
規
模
な
曲
に
と
つ
て
到
底
負
据
に
堪
へ
得
な
い
こ
と
が
解
っ
た

に
違
ひ
な
い
。
そ
こ
で
作
者
の
以
前
の
作
物
に
起
っ
た
や
う
な
こ
と
が
此
臨
で
も
起
つ

た
。
卸
ち
歌
劇
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
の
前
奏
曲
と
し
て

書
か
れ
た
「
大
レ
オ
ノ
ー
レ
序

曲
」
は
内
的
に
も
外
的
に
も
大
き
い
貼
で
歌
劇
場
に
は
困
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ

の
歌
劇
の
序
曲
は
獨
立
の
作
品
及
こ
の
種
の
傑
作
と
し
て
演
奏
堂
に
己
の
地
位
を
見
出

し
た
の
で
あ
っ
た
。
本
曲
も
之
と
相
似
て
ゐ
る
。

後
期
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
凡
ゆ
る
表
現
威
力
を
具
へ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
こ
の
「
大
フ
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ー
ゲ
」
は
、

室
内
楽
で
あ
り
又
室
内
楽
で
あ
っ
た
。
而
も
こ
の
「
室
内
楽
」

と
い
ふ
こ
と

は
流
布
し
て
ゐ
る
慣
用
的
意
味
、
こ
の
語
の
通
例
の
用
法
、
言
語
的
に
正
し
く
解
し
た

意
味
に
決
し
て
相
嘗
し
た
も
の
で
は
な
く
、
箪
に
作
曲
法
に
開
す
る
限
り
で
室
内
楽
な

の
で
あ
る
。
技
巧
的
形
式
的
に
観
れ
ば
本
曲
は
確
に
四
つ
の
絃
楽
器
の
た
め
の
も
の

で
、
二
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
の
た
め
に
書
か
れ
た
絃
楽
四
重
奏
曲

で
あ
る
。
卸
ち
、
各
四
槃
は
獨
奏
の
編
成
で
あ
っ
て
、
四
人
の
奏
者
に
よ
っ
て
奏
さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
と
共
に
、
慣
用
語
に
従
へ
ば
、
「
絃
楽
四
重
奏
」
と
は
、
或
時
は
四

個
の
絃
楽
器
の
た
め
の
敷
楽
章
か
ら
成
る
曲
を
意
味
し
、
或
時
は
四
人
の
奏
者
が
か
A

る
曲
を
一
丸
と
な
つ
て
奏
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
在
来
の
考
へ
方
を
こ
の

「
大
フ
ー
ゲ
」
の
純
譜
の
要
求
に
適
用
さ
せ
や
う
と
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
後
期

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
四
重
奏
曲
の
様
式
は
純
粋
の
所
謂
抽
象
的
四
槃
様
式
で
あ
っ
て
、

此
臨
で
は
そ
の
演
奏
と
か
そ
の
効
果
に
開
す
る
條
件
が
全
く
顧
慮
さ
れ
て
居
ら
ず
、
之

が
極
度
に
昂
ま
り
、
精
紳
的
絶
封
境
に
迄
至
り
、
一
定
の
又
は
博
統
的
音
観
念
へ
の
聯

合
が
殆
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
「
大
フ
ー
ゲ
」
の
創
造
者
に
と
つ
て
、

一
音
楽
は
久
し
い
以
前
か
ら
既
に
生
の
昔
の
事
件
と
し
て
は
存
在
し
て
ゐ
な
か
っ
た
。
彼

は
音
楽
を
ば
内
的
な
精
紳
の
耳
、
謂
は
ば
彼
の
聴
覺
化
せ
ら
れ
た
精
紳
を
以
て
の
み
閥

験
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
生
活
は
一
音
楽
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

彼
が
創
造
し
た
世
界
、
昔
の
す
る
現
賓
世
界
は
彼
に
閉
ざ
さ
れ
て
ゐ
た
。
己
の
昔
の
幻

想
に
向
つ
て
現
賓
化
さ
れ
た
生
の
晋
を
求
め
る
こ
と
を
断
念
し
た
こ
の
天
オ
は
、
如
何

に
演
奏
さ
る
べ
き
か
に
就
い
て
殆
ん
ど
考
慮
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
顧

慮
と
繹
明
は
後
世
に
其
儘
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

世
々
の
音
楽
家
及
愛
好
家
等
は
こ
の
不
可
解
で
演
奏
困
難
な
「
大
フ
ー
ゲ
」
に
接
し

久
し
く
敬
遠
し
て
来
た
が
、
最
近
に
至
っ
て
始
め
て
こ
の
憶
病
と
惰
性
か
ら
生
れ
た
偏

見
を
慎
面
目
な
骨
折
り

へ
轄
じ
ゃ
う
と
し
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
巨
大
な
奔
放
さ
と

気
儘
さ
に
於
て
獨
特
な
作
品
た
る
こ
と
を
楽
界
に
開
明
し
、
一
般
楽
界
に
行
は
れ
る
や

う
に
し
出
し
た
の
で
あ
る
。
本
曲
の
演
奏
を
獨
奏
的
絃
楽
四
重
奏
の
完
成
力
に
委
ね
よ

う
と
し
た
作
者
の
要
求
は
、
輩
に
昔
力
上
の
見
地
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
的
に
も

事
賓
充
足
さ
れ
得
な
い
。
さ
り
な
が
ら
現
代
一
流
の
音
楽
家
連
に
よ
っ
て
適
掌
な
り
と

認
め
ら
れ
て
ゐ
る
用
法
、
郡
ち
充
賓
し
た
絃
楽
合
奏
ー
近
世
の
演
奏
會
用
管
絃
楽
の
絃

楽
の
部
を
之
に
用
ひ
た
と
し
て
も
、
殆
ん
ど
こ
の
困
難
を
勘
く
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
室
内
楽
的
に
分
枝
し
て
居
り
、
同
時
に
無
類
に
片
意
地
な
こ
の
器
楽
曲
を
正
確
に

征
服
す
る
と
い
ふ
技
巧
上
の
見
地
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
就
中
之
を
精
紳
的
に
支
配
し

透
徹
し
よ
う
と
い
ふ
貼
か
ら
も
然
り
で
あ
る
。
さ
れ
ば
結
局
、
本
曲
を
四
人
で
奏
す
る

に
せ
よ
、
六
十
人
で
奏
す
る
に
せ
よ
、
如
何
な
る
演
奏
に
於
て
も
問
題
の
一
部
が
遺
さ

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
穂
譜
を
幸
日
に
移
す
凡
ゆ
る
試
み
は
、
課
題
の
尺
度
に
照
ら
し

て
み
れ
ば
、
依
然
不
完
全
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
如
何
に
全
力
を
皐
げ
て
見
て
も
、
最

上
の
場
合
箪
に

一
の
妥
協
的
解
決
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
然
る
に

こ
の
こ
と
た
る
や
聴

者
の
理
解
と
感
受
性
に
封
し
て
亦
最
高
の
要
求
を
一
層
加
へ
る
の
で
あ
る
。

「
大
フ
ー
ゲ
」
を
構
成
す
る
形
式
は
そ
の
内
容
よ
り
も
見
渡
し
易
い
。
本
曲
は
相
異

る
封
立
的
な
特
性
を
有
す
る
三
つ
の
主
部
—
ー
＇
ア
レ
グ
ロ
|
~
メ
ノ
モ
ッ
ソ
エ
モ

デ
ラ
ー
ト
ー
ー
ア
レ
グ
ロ
に
明
瞭
に
分
れ
て
ゐ
る
。
之
等
が
構
成
す
る
部
分
と
全
證
は

恰
も
一
の
交
響
曲
と
名
附
け
て
然
る
べ
き
や
う
な
開
係
を
有
す
る
。
只
最
初
の
ア
レ
グ

ロ
の
み
は
所
謂
合
則
的
に
全
然
書
か
れ
た
フ
ー
ゲ
で
あ
る
が
、
極
度
に
廣
大
に
作
ら
れ、

末
曾
有
の
術
と
無
盛
蔵
の
幻
想
を
以
て
加
工
さ
れ
、
賓
に
超
人
的
精
力
に
依
つ
て
絶
え

ず
新
し
い
結
合
と
錯
綜
が
施
さ
れ
て
居
る
。
柔
く
又
謂
は
ば
憩
ふ
が
如
き
中
間
部
は
そ

の
本
質
上
フ
ー
ゲ
の
動
的
要
素
を
殆
ん
ど
抒
情
的
な
基
調
に
愛
へ
て
ゐ
る

。

ー
—

l
奇
し

く
も
ヴ
ェ
ー
ル
を
か
け
ら
れ
て
ゐ
る
菱
卜
長
調
ー
か
く
し
て
こ
の
部
は
柔
い
織
物
を

織
り
績
け
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
フ
ー
ゲ
の
姿
は
最
後
の
部
の
経
過
、
之
を
形
成
す

る
流
動
的
愛
化
中
に
於
て
自
由
な
複
旋
的
器
楽
様
式
の
取
扱
法
へ
盆
々
接
近
し
て
行

く
。
こ
の
こ
と
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
彼
の
交
響
曲
の

「
展
開
」
に
於
て
明
に
行
っ
た

こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
第
三
楽
章
の
見
迷
ふ
べ
く
も
な
い
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
特
性
は

そ
の
幅
廣
く
長
大
な
コ

ー
ダ
を
強
め
る
。
之
は
終
尾
を
構
成
す
る
も
の
で
結
局
「
大
フ

ー
ゲ
」

全
曲
に
終
局
を
輿
へ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
大
フ
ー
ゲ
」

全
曲
が
更
に
作

品
一
三

0
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
構
成
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
事
賓
こ
の
「
大

フ
ー
ゲ
」
の
歴
倒
的
に
巨
大
な
構
造
は
そ
れ
自
身
完
結
せ
る
統
一

あ
る
完
き
全
閥
を
な

し、

交
響
曲
的
有
機
橙
と
し
て
完
全
で
あ
る
。

而
も
之
は
只
一
回
切
り
の
も
の
、
特
殊

的
な
も
の
で
あ
る
。
部
ち
、
こ
の
有
機
恒
は
、
一
の
楽
想
の
力
及
こ
の
一
の
楽
想
の
カ

に
よ
っ
て
解
か
れ
て
行
く
と
こ
ろ
の
之
と
封
立
す
る
諸
力
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
又
動
い
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て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
の
楽
想
こ
そ
フ
ー
ゲ
の
主
要
主
題
な
の
で
あ
る
。

主
題
は
卜
長
調
で
入
り
五
度
圏
で
進
み
ハ
調
及
へ
調
を
罷
て
原
調
の
愛
口
長
調
に
至

る
三
十
小
節
の
「
序
」
で
提
示
さ
れ
る
。
こ
の
短
い
序
奏
は
簡
潔
で
深
遠
な
主
題
提
示

の
模
範
で
あ
り
、
謂
は
ば
昔
で
示
し
た
内
容
目
次
で
あ
っ
て
、
主
題
の
主
な
諸
形
式
が

標
題
目
次
の
や
う
に
展
開
さ
れ
ず
に
相
次
い
で
列
べ
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
取
扱
ひ
も
最

初
に
基
礎
附
け
ら
れ
た
主
題
の
原
型
と
同
様
に
簡
潔
で
あ
り
、
無
抗
季
的
威
力
を
有
す

る
一
の
無
上
命
令
の
如
く
で
あ
る
。
か
く
て
既
に
完
結
し
た
形
態
、
後
に
現
は
れ
て
愛

化
す
る
形
態
が
媒
介
な
く
叉
拘
束
さ
れ
ず
に
相
次
い
で
現
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
曲

が
三
つ
の
主
要
部
に
基
礎
を
も
つ
如
く
に
、
之
等
も
三
つ
の
現
れ
方
を
と
る
。
但
し
そ

の
順
序
は
迎
に
な
っ
て
ゐ
る
。
第
一
は
暴
風
雨
の
如
き
短
長
格
で
取
扱
は
れ
て
居
る
フ

ィ
ナ
ー
レ
の
ア
レ
グ
ロ
の
八
分
六
拍
子
昔
形
、
第
二
は
す
ば
ら
し
い
封
比
的
効
果
を
有

す
る
柔
い
四
分
二
拍
子
の
中
間
部
の
昔
形
で
、
こ
の
動
き
に
封
槃
が
十
六
分
昔
符
で
伴

ふ
。
こ
の
静
け
き
平
穏
さ
は
鎮
静
の
効
果
を
獲
る
為
の
極
度
に
老
練
な
手
法
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
第
三
に
身
に
滲
み
入
る
如
き
凝
固
さ
と
そ
の
切
分
音
的
推
移
を
以
て
二
重

に
印
象
を
深
め
る
昔
列
が
四
分
四
拍
子
で
現
は
れ
る
。
之
は
第
一
の
ア
レ
グ
ロ
の
フ
ー

ゲ
の
主
題
を
形
成
す
る
も
の
で
、
休
止
に
よ
り
中
斯
さ
れ
な
が
ら
顕
著
に
又
突
猿
的
に

現
は
れ
る
。
而
も
こ
A

で
は
ピ
ア
ニ
シ
モ
で
影
の
如
く
只
暗
示
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

故
に
次
の
瞬
間
に
起
る
噴
火
山
的
フ
ー
ゲ
の
爆
狡
が
こ
A

で
は
殆
ん
ど
豫
想
さ
れ
な

い
。
こ
の
造
型
的
で
大
腑
無
比
な
る
「
序
」
は
そ
の
機
能
を
装
揮
す
る
為
に
、
以
上
の

如
く
こ
の
僅
の
小
節
中
で
本
曲
の
も
つ
員
に
獨
創
的
な
根
本
特
性
を
先
づ
啓
示
す
る
の

で
あ
る
が
、
最
獨
創
的
着
想
は
寧
ろ
フ
ー
ゲ
其
者
を
高
揚
す
る
方
に
認
ら
れ
る
。
卸

ち
、
主
部
は
直
ち
に
二
重
フ
ー
ゲ
で
現
は
れ
る
が
、
而
も
本
来
の
主
題
を
以
て
始
ま
ら

ず
に
、
半
小
節
早
く
出
る
封
位
法
式
射
立
奏
又
は
二
次
的
所
産
と
も
云
ふ
べ
き
一
の
形

態
を
以
て
始
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
次
的
所
産
は
旋
律
的
節
奏
的
精
力
を
頗
る

蔵
す
る
も
の
で
、
自
装
的
繁
生
力
を
有
す
る
が
故
に
、
第
一
の
音
符
、
郡
ち
そ
の
上
拍

の
荒
々
し
い
十
度
の
跳
躍
を
以
て
主
題
と
同
程
度
の
封
主
題
た
る
こ
と
を
表
明
し
、
立

派
に
別
の
主
要
主
題
た
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
か
く
て
之
が
原
主
題
の
指
導
櫂
を
驚
く

べ
き
方
法
で
奪
ひ
と
る
、
と
は
云
ふ
も
の
の
、
矢
張
り
原
主
題
か
ら
凡
ゆ
る
封
主
題
の

力
は
湧
き
出
で
て
来
る
の
で
あ
る
。
七
四

0
小
節
の
最
後
の
終
止
に
止
る
迄
、
本
曲
中

二

、

三

豪

の

ピ

ア

ノ

の

た

め

の

協

奏

曲

ハ

長

調

ハ

作

バ
ッ
ハ
の
全
器
楽
作
品
中
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
附
獨
奏
楽
器
の
た
め
の
二
十
一
個
の
協

奏
曲
は
大
き
な
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
こ
の
「
三
豪
の
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ハ
長
調
、
協

奏
曲
」
は
之
等
の
中
で
、
更
に
嘗
時
の
こ
の
種
に
屍
す
る
凡
ゆ
る
作
品
中
で
も
傑
出
し

て
ゐ
る
。
恐
ら
く
最
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、
確
に
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
完
全

さ
に
於
て
及
ぶ
も
の
な
き
こ
の
種
の
模
範
で
あ
る
。

ア
レ
グ
ロ
ー
ア
ダ
ー
ヂ
ヨ
|
|
l
ア
レ
グ
ロ
と
い
ふ
三
楽
章
の
固
分
及
び
雨
端
楽
章

が
ハ
長
調
、
中
間
楽
章
が
平
行
調
の
イ
短
調
と
い
ふ
調
の
開
係
、
こ
の
二
黙
は
正
に
在

、
、
、

来
の
型
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
元
来
こ
の
協
奏
曲
は
例
外
的
規
則
を
決
し
て
作
ら
う

、
、
、
、
、
、
、

と
は
し
て
ゐ
な
い
。
け
れ
ど
も
諸
主
題
の
提
示
が
か
く
も
具
合
よ
く
行
っ
て
ゐ
る
こ

と
、
封
位
法
式
加
工
の
細
部
が
か
く
も
生
氣
あ
り
又
密
接
に
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
、

和
槃
的
構
成
が
か
く
も
盟
に
愛
化
あ
る
こ
と
、
各
部
相
互
の
開
係
が
か
く
も
衡
量
さ
れ

て
ゐ
る
こ
と
ー
一
言
に
、
之
等
は
正
に
バ
ッ
ハ
の
藝
術
及
能
力
の
絶
頂
に
あ
る
も
の

で
あ
り
、
吾
人
が
有
す
る
彼
の
作
品
中
で
輩
に
最
上
の
も
の
だ
け
が
之
を
示
す
。
之
と

同
時
に
こ
の
曲
は
一
の
「
協
奏
曲
」
を
奏
す
る
質
用
目
的
、
部
ち
獨
奏
者
の
各
及
相
互

の
演
奏
上
の
快
感
と
能
力
を
確
め
る
た
め
に
は
、
理
想
的
で
あ
る
。

各
楽
章
の
形
式
及
性
質
も
、
バ
ッ
ハ
の
獨
奏
協
奏
曲
中
で
は
普
通
の
も
の
で
あ
る
。

最
後
の
部
の
終
り
頃
に
始
め
て
各
獨
奏
者
に
名
技
を
猿
揮
さ
せ
る
機
會
を
輿
へ
、
形
式

の
披
大
へ
導
か
う
と
す
る
。
卸
ち
主
要
主
題
の
最
後
の
反
覆
の
前
で
三
つ
の
ピ
ア
ノ
が

各
順
次
に
長
い
カ
デ
ン
ツ
風
な
。
ハ
ッ
セ
ー
ジ
を
奏
す
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
貼
で
は
、

三
つ
の
獨
奏
楽
器
は
殆
ん
ど
常
に
同
時
に
又
共
通
に
働
き
、
共
に
一
っ
の
獨
奏
閥
を
な

し
、
絃
の
ト
ゥ
テ
ィ
に
同
一
方
法
で
封
立
し
、
或
は
他
の
ピ
ア
ノ
と
か
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

協
奏
曲
の
獨
奏
楽
器
と
同
様
に
大
方
絃
の
上
位
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
但
し
、
絃
楽
合
奏

群
に
封
す
る
獨
奏
群
の
音
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
就
中
猥
奏
群
の
撥
つ
て
ゐ
る
一
音
楽
上

の
全
機
能
に
至
っ
て
は
他
の
獨
奏
用
協
奏
曲
と
は
全
然
異
つ
て
ゐ
る
。
卸
ち
、
獨
奏
部

3‘ ノ

ッ

で
不
可
思
議
に
展
開
さ
れ
る
凡
ゆ
る
諸
力
は
皆
こ
の
一
の
源
か
ら
流
れ
出
で
る
。
卸
ち

諸
力
は
「
大
フ
ー
ゲ
」
が
始
め
ら
れ
る
最
初
の
十
の
手
日
の
ユ
ニ
ゾ
ン
に
集
結
さ
れ
て
ゐ

る

の

で

あ

る

。

（

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

）
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を
共
働
し
て
受
持
つ
六
本
の
手
は
殆
ん
ど
全
部
同
程
度
に
獨
立
し
た
墜
部
で
考
案
さ

れ
、
只
部
分
的
に
重
要
な
動
機
と
か
主
題
を
二
重
又
は
三
重
に
重
複
す
る
に
過
ぎ
な

い
。
而
も
こ
の
こ
と
が
賓
に
こ
の
三
つ
の
ピ
ア
ノ
の
本
質
的
な
取
扱
法
な
の
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
全
曲
を
一
貫
す
る
豊
富
な
又
複
旋
的
な
形
態
が
根
本
様
式
と
し
て
要
求
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
同

一
種
類
の
獨
奏
楽
器
が
三
個
と
い
ふ
こ
と
、
更
に
各
楽
器
の
機
能

を
出
来
る
だ
け
藝
術
的
に
平
衡
を
保
た
し
め
や
う
と
い
ふ
意
圏
か
ら
、
三
個
に
相
賞
し

た
だ
け
の
模
倣
的
封
位
法
の
一
の
原
理
が
楽
段
構
成
上
の
様
式
的
特
異
性
と
し
て
生
れ

て
来
る
の
で
あ
る
。

こ
の
原
理
を
猿
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
勿
論
正
常
な
偶
敷
小
節
か

ら
成
立
す
る
楽
段
の
法
式
と
間
断
な
く
闘
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
A

に
は
如
何
な

る
困
難
を
も
拒
否
し
な
か
っ
た
バ
ッ
ハ
の
意
圏
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

何
と
な
れ
ば
、
彼
が
か
A

る
闘
争
を
さ
ほ
ど
に
感
ぜ
ず
に
韻
律
的
噛
み
合
ひ
、
延
長
、

短
縮
、
そ
の
他
名
人
の
過
た
ざ
る
確
な
術
を
用
ひ
た
と
し
て
も
、
尚
之
を
骨
折
ら
ず
に

克
服
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
だ
ら
う
か
ら
。
（
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
）

三

、

第

七

交

響

曲

ホ

長

調

ブ

ル

ッ

ク

ネ

ル

作

（

本

邦

初

演

）

ァ
ン
ト
ン
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル

(
A
nt
o
n
B
r
u
c
k
n
e
r
 1
8
2
4
|
9
6
)

は
獨
逸
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
の
影
響
下
に
あ
る
填
國
の
篤
賓
な
作
曲
家
兼
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
後
年
ウ
ヰ
ー
ン
を

中
心
に
活
動
し
、
ウ
ヰ
ー
ン
大
學
で
も
講
義
を
し
名
春
博
士
を
授
け
ら
れ
た
。

彼
は
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
を
最
も
尊
敬
し
、
之
か
ら
最
大
の
影
響
を
受
け
た
け
れ
ど
も
、

彼
の
最
内
向
的
宗
敦
的
法
悦
観
は
そ
の
宗
敦
曲
や
交
響
曲
の
曲
種
又
性
質
が
示
す
如

く
、
一
面
に
於
て
綜
合
藝
術
乃
至
標
題
音
楽
と
は
本
質
的
に
相
容
れ
ざ
る
も
の
が
あ

り
、
他
面
に
於
て
純
音
楽
形
式
美
を
唱
へ
る
所
謂
絶
封
昔
楽
と
も
自
ら
軌
を
異
に
す
る

表
現
を
な
さ
し
め
た
。
そ
の
旋
律
法
に
於
て
は
填
國
の
民
謡
調
、
コ
ラ
ー
ル
旋
律
、
ト

レ
モ
ロ
に
伴
は
れ
る
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
風
の
主
導
動
機
的
用
法
が
基
礎
を
な
し
、
そ
の
運

竪
法
は
純
正
の
封
位
法
を
主
と
し
、
和
槃
法
、
昔
色
法
は
全
然
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
流
で
轄

調
と
色
彩
に
富
み
又
大
規
模
で
あ
る
。

彼
は
先
輩
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、

弟
子
マ

ー
レ
ル
と
同
様
に
九
個
の

交
響
曲
を
書
い
た
。
卸
ち
第

一
（
ハ

短
調
）
、
第
二

（ハ
短
調
）
、
第
三

（二

短
調
）
、

第
四
（
愛
ホ
長
調
）
（
ロ
マ
ン
チ
ッ
シ
ュ
）
、

第
五
（
愛
口
長
調
）
、
第
六
（
イ
長
調
）
、

第
七
（
ホ
長
調
）
、
第
八
（
ハ
短
調
）
、
第
九
（
二
短
調
）
（
最
初
の
三
楽
章
完
成
、
終

章
に
は
通
例
「
テ
デ
ウ
ム
」
を
用
ふ
）
。

而
も
晩
成
な
る
彼
は
第
一
交
響
曲
を
四
十
歳
を
越
え
て
始
め
て
完
成
し
(
-
八
六
六

年）
、
爾
後
書
い
た
八
個
の
交
響
曲
に
至
る
迄
、
各
作
品
相
互
の
間
に
特
性
の
著
し
き

飛
躍
雙
化
を
示
さ
な
か

っ
た
。
之
彼
に
と
つ
て
交
響
曲
な
る
形
式
は
彼
の
宗
敦
観
の
最

高
表
現
形
式
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ

の
黙
先
輩
並
び
に
同
時
代
の
交
響
曲
作
家
と

趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

彼
の
交
響
曲
の
形
式
上
の
特
性
を
観
る
に
、
先
づ
―
―
一
部
形
式
及
ピ
ア
ニ
シ
モ
の
構
成

と
そ
の
表
現
が
頸
著
で
あ
る
。
部
ち
、
各
楽
章
の
各
楽
節
群
は
通
例
―
―
一
部
形
式
か
ら
な

り
、
加
ふ
る
に
主
副
雨
楽
節
、
終
節
、
展
開
部
の
如
き
群
に
於
て
概
ね
一
の
力
強
い
高

潮
黙
が
あ
り
、
之
に
績
い
て
多
か
れ
少
か
れ
突
然
ピ
ア
ニ
シ
モ
の
消
沈
が
来
る
。
こ
の

三
部
形
式
と
昔
力
的
構
成
は
自
ら
相
提
携
し
て

、

漸
増
1

高
潮
ー
~
激
減
の
多
く
の

波
形
を
作
り
、
段
落
を
明
確
な
ら
し
め
る
。
展
開
部
の
結
尾
の
静
柔
か
ら
反
覆
部
へ
至

る
過
渡
部
の
技
巧
、
又
反
覆
部
の
結
尾
に
於
け
る
消
沈
に
よ

っ
て
力
強
い
コ
ー
ダ
に
大

な
る
効
果
を
輿
へ
る
手
法
な
ど
は
頗
る
効
果
的
で
あ
る
。
更
に
作
者
の
職
業
か
ら
来
る

オ
ル
ガ
ン
様
式
の
影
響
は
種
々
の
形
式
で
現
は
れ
て
ゐ
る
。
特
に
運
磐
法
に
於
け
る
オ

ル
ガ
ン
式
純
正
の
封
位
法
的
複
旋
法
、
器
楽
法
に
於
け
る
オ
ル
ガ
ン
式
昔
色
は
頸
著
で

あ
る
。

こ
の
オ
ル
ガ
ン
式
昔
色
は
全
管
絃
の
み
な
ら
ず
、
柔
い
木
管
の
如
き
に
於
て
も

認
め
ら
れ
る
。
絃
楽
合
奏
の
取
扱
は
室
内
楽
的
で
あ
り
、
又
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
後
期
の
様

式
の
影
響
を
観
る
。
特
に
緩
徐
な
楽
章
に
於
て
然
り
で
あ
る
。
こ
の
黙
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ

や
リ
ス
ト
と
異
る
。

終
り
に
ス
ケ
ル
ツ
オ
の
取
扱
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
等
と
異
り
、
グ
ロ
と
ユ
ー
モ
ア
に
富
み

極
め
て
特
徴
が
あ
る
。

本
演
奏
第
七
交
響
曲
（
バ
ヴ
ァ
リ
ア
王
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
ニ
世
に
献
げ
ら
れ
た
る
）

は
第
四
、
第
九
と
並
稲
さ
れ
る
作
者
の
代
表
作
で
あ
る
が
、
ト
レ
モ
ロ
が
極
め
て
多
く

用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
故

「
ト
レ
モ
ロ
交
響
曲
」
と
俗
稲
さ
れ
て
ゐ
る
。

本
交
響
曲
に
於
て

特
に
顆
著
な
特
性
を
観
る
に
、
第
一
、
運
槃
上
或
種
の
固
さ
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
、
特

に
雨
端
楽
章
の
展
開
部
に
於
け
る
封
位
法
的
加
工
中
に
は
乾
燥
の
憾
な
き
に
し
も
非
ざ

る
こ
と
。
第
二
、
他
の
作
に
顕
著
な
る
コ
ラ
ー
ル
風
挿
入
旬
の
宗
敦
的
基
調
の
勘
き
こ
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而

＇

H
o
r
n
,
 

C
e
l
li

,
 

第
四
楽
章

と
、
第
三
、
他
の
作
以
上
に
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
の
影
響
顕
著
な
る

こ
と
。

次
に
各
楽
章
の
器
楽
編
成
と
完
成
年
代
を
豫
め
記
す
れ
ば

第
一
楽
章
一
八
八
二
年
―
二
月
―
―
九
日
ー
フ
ル
ー
ト
ニ
、
オ
ー
ボ
ー
ニ
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
ニ
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
ニ
、
ホ
ル
ン
四
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
三
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
三
、
バ
ス
ト
ゥ
ー
バ
一
、
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
一
、
及
絃

第
二
楽
章

第
三
楽
章

楽一
八
八
三
年
四
月
ニ
―
日
ー
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
・
ト
ゥ
ー
バ
四
（
テ
ノ

ー
ル
と
バ
ス
各
―
-
)
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
ト
ゥ
ー
バ
一
、
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ

二
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
シ
ン
バ
ル
が
第
一
楽
章
と
異
る
。

一
八
八
二
年
一

0
月
一
六
日
ー
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
三
を
除
き
第
一
楽
章

と
同
じ
。

一
八
八
三
年
九
月
五
日
ー
第
二
楽
章
と
同
様
な
る
も
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
、
シ
ン
バ
ル
を
鋏
く
。

ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
・
ト
ゥ
ー
バ
は
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
が
「
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
輪
」
で
始
め

て
使
用
し
た
員
鍮
管
楽
器
で
、
歌
口
は
ホ
ル
ン
式
、
管
形
は
ト
ゥ
ー
バ
式
な
る
故
、
昔

色
上
ホ
ル
ン
の
高
貴
と
ト
ゥ
ー
バ
の
荘
厳
を
並
有
し
て
ゐ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
の
他
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
も
「
エ
レ
ク
ト
ラ
」
で
之
を
使
用
し
て
ゐ
る
。

初
演
は
一
八
八
四
年
―
二
月
三

0
日
ラ
イ
。
フ
チ
ッ
ヒ
で
ニ
キ
シ
ュ
指
揮
の
下
に
行
は

れ
た
。次

に
各
楽
章
の
極
く
大
要
を
解
脱
す
る
。

第

一

業

章

ア

レ

グ

ロ

モ

デ

ラ

ー

ト

¢

ホ

長
調
四
四
三
小
節

序
奏
な
し
に
直
ち
に
ソ
ナ
タ
形
式
の
提
示
部
が
現
は
れ
る
。
第
一
主
題
は
冒
頭
ホ
ル

ン
、
セ
ロ
、
次
に
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
に
現
は
れ
る
交
響
曲
風
な
幅
廣
い
而
も
柔
い
又
精

力
的
な
も
の
で
絃
の
ト
レ
モ
ロ
に
伴
は
れ
る
。

C
c
l
li

,Braag. 

ふ

i

寸

ピ

゜

＿

↑

丁

忍

）
 

開
凹
et

c.

木
管
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
奏
す
る
副
想

が
高
潮
に
達
し
た
後
突
然
の
弱
奏
と
な
り
、
第
一
主
題
と
好
封
比
を
な
す
細
分
節
的
第

二
主
題
が

口
短
調
で
オ
ー
ボ
ー
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
現
は
れ
る
。

3

唸
：
い
い
:
:
ー
|
_
ー
1

J』
ロ
ロ
]
い
閲
ー
_

息

↑

第
二
主
題
は
以
後
相
賞
長
い
間
疲
展
す
る
。
こ
の
部
は
轄
調
に
富
み
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
風

で
あ
り
、
純
正
な
複
旋
法
は
バ
ッ
ハ
を
想
は
せ
る
も
の
が
あ
る
。
此
間
に
現
は
れ
る
副

想
は
宗
敦
的
で
あ
る
が
、
次
に
一
の
高
潮
貼
を
な
す
増
和
昔
の
爆
疲
に
達
し
、
之
が
突

然
弱
奏
と
な
り
封
位
法
式
伴
奏
に
伴
は
れ
る
朗
な
他
の
副
想
が
現
れ
終
節
と
な
る
。

展
開
部
は
ホ
ル
ン
の
柔
い
静
な
響
で
導
入
さ
れ
る
（
第
一
六
三
小
節
以
下
）
。
こ
の
部

は
第
一
、
第
二
主
題
の
轄
回
形
、
雨
者
の
組
合
、
カ
ノ
ン
風
な
取
扱
な
ど
封
位
法
的
加

工
の
技
巧
に
充
ち
て
居
る
。

反
覆
部
（
第
二
三
三
小
節
以
下
）
に
入
っ
て
か
ら
、
第
一
主
題
と
そ
の
轄
回
形
が
カ

ノ
ン
風
に
組
合
さ
れ
て
居
る
部
分
に
は
観
る
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
他
は
大
恨
規
則
的

で
あ
る
。
但
し
第
二
主
題
は
こ
A

で
は
ホ
短
調
で
あ
り
、
宗
敦
的
及
増
和
昔
の
二
つ
の

副
想
は
現
は
れ
な
い
。
そ
し
て
イ
短
和
昔
の
四
六
の
和
昔
で
厳
か
に
コ
ー
ダ
に
入
る

（
第
三
九
一
小
節
以
下
）
。

こ
の
部
は
極
め
て
獨
創
的
で
、
バ
ス
と
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
の
ホ
音
上
の
低
績
昔
及
び
ヴ

et
c
,
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企

9
I

ー

1皇
ゴ
~
~
口
冒

冒

＞
1

1

s

`

3

噂

つ
い
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
幾
度
か
之
を
慰
め
や
う
と
す
る
が
憂
鬱
の
奔
流
は
止
む
べ
く

も
な
い
。
和
が
や
っ
と
来
て
朗
か
な
嬰
へ
長
調
四
分
三
拍
子
の
第
二
主
題
が
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
で
奏
し
出
さ
れ
る
。

5

・

）

，

A

固
百
ワ
よ
｀
＼
！
臣
口
冒
2
c
、

そ
し
て
セ
ロ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
柔
い
平
和
な
封
話
が
あ
っ
て
後
雨
主
題
の
展
開
部
へ

入
る
（
第
七
七
小
節
以
下
）
。
こA
に
は
凡
そ
六
回
の
増
大
ー
—
高
潮
ー
|
減
少
が
現
は

ア
イ
オ
リ
ン
の
ト
レ
モ
ロ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
譜
2
が
カ
ノ
ン
風
に
繊
細
に
現
れ

一

度
高
潮
に
達
し
更
に
弱
奏
と
な

っ
た
後
、

主
調
で
第
一
主
題
が
最
強
奏
さ
れ
て
終
る
。

第
二
業
章
ア
ダ
ー
ヂ
ヨ
極
め
て
厳
に
緩
り
と

C

嬰
ハ
短
調
ニ

―
九
小
節

本
楽
章
は
本
曲
中
の
白
眉
な
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
ダ
ー
ヂ
ヨ
曲
中
一
流
に
位
す
る
名

曲
で
あ
る
。

「
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
崇
拝
の
作
者
が
一
日
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
の
存
命
永
か
ら
ざ
る
を
想
ひ

哀
愁
に
閉
ざ
さ
れ
し
時
、
突
然
、
死
を
豫
感
せ
し
め
る
如
き
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
・
ト
ゥ
ー

バ
の
主
題
を
着
想
せ
り
」
と
は
モ
ッ
ト
ル
ヘ
宛
て
た
文
書
中
に
あ
る
作
者
の
言
葉
で
あ

る
。
而
し
て
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
の
死
の
報
が
ウ
ヰ
ー
ン
ヘ
着
し
た
時
は
、
既
に
本
楽
章
の

作
曲
は
終
り
の
純
譜
文
字

w
ハ
長
調
の
と
こ
ろ
迄
進
捗
し
て
居
た
が
、
残
餘
の
部
分
を

作
者
は
悲
痛
な
心
持
ち
で
書
い
た
と
博
へ
ら
れ
て
居
る
。
と
も
か
く
本
曲
は
員
の
葬
送

行
進
曲
で
作
者
の
葬
儀
の
折
に
も
、
之
が
編
曲
演
奏
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
楽
章
の
曲

相
は
苦
悩
の
爆
猿
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
浮
化
さ
れ
た
る
諦
観
の
表
現
と
い
ふ
べ
き
で
あ

る。
憂
鬱
、
悲
愴
な
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
・
ト
ゥ
ー
バ
に
始
ま
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
之
を
受

け
る
第
一
主
題

げ

’

1
、一

8・
墨
~
f

l

つ
い
で
吹
奏
楽
器
が

J
.. 

J¥J 

す
る
。

1frr;. 

の
節
奏
を
絶
え
ず
き
ざ
む
。
遂
に
悪
魔
の
笑
ひ
が
爆
猿

C`

[

叫
□

,

疇

「
r

e

，

□ご
[

9

[

`

[

'

れ
る
。
第
一
回
は
第
一
主
題
第
一
小
節
に
よ
る
も
の
、
第
二
回
は
そ
の
第
五
小
節
に
よ
る

も
の
、
第
三
回
は
そ
の
第
四
小
節
に
よ
る
も
の
、
第
四
回
は
第
二
主
題
に
よ
る
も
の
、
第

五
回
は
第
一
主
題
に
よ
り
ハ
長
調
の
最
強
を
経
て
弱
奏
に
な
る
も
の
、
第
六
回
は
譜
6

8
.~ 

ふ
江
↓
」
．

b
B
4

．
ー
翌

~
7

く
□
□

'
e

tC

の
後
ト
ゥ
ー
バ
の
浮
化
的
な
る
幸日
の
波
を
以
て
コ
ー
ダ
に
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
此

間
轄
調
、
昔
色
の
豊
な
愛
化
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

コ
ー
ダ
（
第
一
九
三
小
節
以
下
）
は
柔
く
静
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
始
ま
り
、
や
が
て

主
調
嬰
ハ
短
調
で
第
一
主
題
が
響
く
が
、
之
は
長
調
で
解
決
さ
れ
、
遂
に
平
和
な
天
國

の
到
来
が
告
げ
ら
れ
る
。

第
三
築
章
ス
ケ
ル
ツ
オ
極
め
て
速
く
四
分
三
拍
子
イ
短
調

（
但
、
反
覆
を
除
く
）

本
楽
章
は
ユ
ー
モ
ア
と
グ
ロ
テ
ス
ク
な
作
者
特
有
な
表
現
で
あ
る
。

ス
ケ
ル
ツ
オ
の
荒
々
し
い
主
題
は

四

0
八
小
節

休
止
ー
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
の
前
掲
節
奏
を
以
て
ハ
短
調
に
始
ま
る
展
開
部
に
入
る
（
第

九
三
小
節
以
下
）
。
こ
A

で
は
封
位
法
の
妙
技
が
狡
揮
さ
れ
る
。

E
 t

r
r
`
 

逗
]
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et
c.
 

1
0

．
骰
閲
団
叫
訓
訓
団
閲
叫
咄
皿
曲
聞
圃
開
叫
訓
口

5
士
団
]
団
霜
国
5
□]惜
墨

兎栗黒井橋

そ
し
て
木
管
の
柔
い
結
語
と
テ

ィ
ン
パ
ー
ニ
の
節
奏
で
主
部
へ
鱚
る
。

第
四
業
章
フ
ィ
ナ
ー
レ
激
動
的
に
、
し
か
し
急
が
ず
に

¢

ホ

長

調

九
小
節

本
楽
章
は
ソ
ナ
タ
形
式
に
依
る
が
不
規
則
に
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
卸
ち

A
、
第
一
主
題
（
ホ
長
調
）
（
第
一
小
節
以
下
）

B
、
第
二
主
題
（
愛
イ
従
っ
て
嬰
卜
長
調
、
卸
ち
上
三
度
の
調
）
（
第
三
五
小
節

以
下
）

｛
展
開
部
（
第
九
三
小
節
以
下
）

第
二
主
題
（
ハ
長
調
、
郡
ち
下
三
度
の
調
）
（
第
ニ
―
三
小
節
以
下
）

C
、

A
、
第
一
主
題
（
ホ
長
調
）
（
第
二
七
五
小
節
以
下
）

コ
ー
ダ
（
第
三

一
五
小
節
以
下
）

第
一
主
題
は
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ト
レ
モ
ロ
に
伴
は
れ
る
陽
氣
で
力
。
フ
リ
チ
オ
風
な

も
の
、

輻

井

巖

大

岡

運

英

桂

平

太

松

浦

き

み

よ

岡

見

温

彦

清

水

澄

疋

田

小

枝

田

中

富

貴

子

伊

藤

光

鈴

木

共

子

三

知
＼

r

柵
1̀1 

卜

＼

可

d
t'

m,
 

第 2部

中
間
楽
節
は
填
國
の
舞
踏
牧
歌
に

よ
る
も
の
で
静
で
歌
調
的
な
る
黙
で
主
部
と
好
封

比
を
な
す
（
第
二

七
三
小
節
以
下
、
へ

長
調
四
分
三
拍
子
）
。

第
二
主
題
は
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
は
れ
る
コ
ラ
ー
ル
風
な
も
の

n

．
屯
叩
●
、
り
丁
は
山
~
冒

慧
言

l
-
]
]j
~
喜
い
J
l
`
皿

展
開
部
は
提
示
部
の
約
四
倍
の
長
さ
を
も
つ
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
所
輿
の
主
題
の
轄

回
、
縮
少
、
披
大
な
ど
封
位
法
の
妙
技
が
装
揮
さ
れ
る
が
全
閥
の
統
一
は
寧
ろ
弱
い
。

展
開
部
の
前
半
に
現
は
れ
る
第
一
主
題
の
愛
形
は
そ
の
後
半
（
第
一
九
一
小
節
以
下
）

の
冒
頭
で
口
短
調
ユ
ニ
ゾ
ン
と
な
っ
て
再
現
す
る
が
、
こ
の
部
は
明
快
で
あ
る
。

1

言
言
置
冒
日
二
：[崖

,w.

反
覆
部
の
経
過
は
全
然
不
規
則
で
あ
る
。

コ
ー
ダ
（
第
三
一
五
小
節
以
下
）
は
絃
の
ト
レ
モ
ロ
に
伴
は
れ
る
ホ
ル
ン
の
奏
す
る

第
一
主
題
譜
1
0
に
始
ま
り
、
漸
次
に
光
輝
を
加
へ
最
強
と
な
る
が
、
終
り
に
第
一
楽
章

第
一
主
題
（
譜
1

)

が
吹
奏
楽
器
に
現
は
れ
、
そ
し
て
獣
呼
裡
に
曲
を
終
る
。

（

太

田

）

東

京

昔

築

學

校

長

乗

杉

嘉

壽

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ

ン
グ
ス
ハ
イ
ム

指

揮

者

海

軍

軍

榮

隊

長

内

藤

清

五閥

係

管

絃

楽

部

員

ロ
ベ
ル
ト
・

ボ
ル
ラ
ッ
ク

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

本

國

彦

上

武

雄

澤

良

輝

原

大

治

束

龍

夫
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第

ニ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

浦榎北平幅平増松伊岡大藤杉荒鈴岩天古岩多石渡平松水小鳥末川

江： ；井井田：村藤田塚田；木木崎:1睾本久：邊戸田口ご居吉上

四二保直 ＿ 重 純 二 経谷幹保吉三滋政 二 龍十幸 つ雄

完郎郎喜弘忠郎利三郎淳秋夫枝羅三郎野蔵興郎健也蔵麿繁 な二淳

ト及ホバ ク
ヴ ラ

ウア ス リ
I ;レ

1グ 1 ネ
ネ ツ

ン バルンン ト l 

＾ ^ ^ ^  ＾ ^ ^ II II 海海 ／I II 海、 、、、、、、
鹿 高江永谷金片中安原坂輻

倉橋口田口子山藪藤 家

丑： 綱 良 ： 悌功逸軍 正 三 政 善

松郎明睛作登郎外三男郎平男郎治次助次高健明

ホ 才 セ

Jレ
ボ

フ コ

リン
卜

ュ

ラ
1 バ

ト ス

＾ ^ ^ ^  ^  ^ II II II II II 海
‘ーノ ‘ーノ ‘ーノ 、一 、ーノ '-../ 

山 片小深小宮倉阿安浅盛呉沖岡小酒平

口

口 山 原 海 林 下
田

甲 豊

保部野口泰不野澤井井

幸常勝次可貞 保

七三郎止一弘悌三

（

海

）

簗

甚

一

(
”
)
野

原

介

一

(
”
)
鴨
志
田
留
吉

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

(

”

)

幅

永

信

正

(
”
)
堀
本

賢

夫

小

林

安

八

ト

ロ

ン

ボ

ー

ン

（

海

）

岸

川

鰊

雄

(

”

)

根

本

武

夫

（

海

）

藤

井

金

蔵

バ

ス

ト

ウ

ー

バ

(

”

)

犬

伏

清

テ

イ

ン

パ

ー

ニ

(

”

)

白

稗

次

ニ

シ

ン

バ

ル

(

”
)
大

澤

五

郎

ト

ラ

イ

ア

ン

グ

ル

(

”

)

金

野

安

蔵

太

田

太

郎

ク

ラ

ウ

ス

・

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

〔原
資
料
横
組
〕

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

東

京

＿

音

楽

學

校

演

奏

會

（

十

月

廿

二

日

音

楽

學

校

奏

楽

堂

）

山

根

銀

―

―

嘗

日

の

。

フ

ロ

グ

ラ

ム

は

ベ

ー

ト

ー

フ

ェ

ン

の

作

品

一

三

三

番

の

大

フ

ー

ゲ

、

バ

ッ

ハ

の

三

つ

の

ピ

ア

ノ

と

絃

楽

の

た

め

の

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

(
C
I
I
ド

ゥ

ア

）

、

そ

れ

に

ブ

ル

ッ

ク

ナ

ア

の

第

七

交

響

曲

で

あ

っ
た
。

ベ

ー

ト

ー

フ

ェ

ン

の

大

フ

ー

ゲ

は

、

立

派

な

出

来

で

あ

っ

た

。

此

の

甚

だ

扱

ひ

難

い

フ

ー

ゲ

は

、

演

奏

者

の

絶

大

な

藝

術

的

手

腕

を

要

求

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

そ

の

ボ

リ

フ

ォ

ン

的

な

手

法

に

よ

る

形

式

上

の

妙

味

を

生

か

す

だ

け

で

も

苦

心

が

い

る

が

、

そ

れ

に

加

へ

て

、

ベ

ー

ト

ー

フ

ェ

ン

の

、

時

折

理

解

し

難

い

心

理

的

な

陰

影

、

そ

の

巨

人

的

な

エ

ク

セ

ン

ト

リ

シ

テ

イ

を

把

握

す

る

こ

と

が

、

完

璧

な

演

奏

に

と

つ

て

は

不

可

鉄

な

仕

事

だ

か

ら

で

あ

る

。

此

の

地

味

な

、

併

し

員

の

藝

術

的

能

力

を

侯

つ

て

始

め

て

期

待

し

得

る

と

こ

ろ

の

要

求

は

、

若

干

の

指

導

的

メ

ン

バ

ー

の

う

ち

に

よ

く

生

か

さ

れ

て

ゐ

〔

マ

マ

〕

た

。

就

中

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

敦

授

の

指

揮

は

、

常

日

の

最

大

の

功

蹟

と

し

て

敷

へ

ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

の

凡

ゆ

る

メ

ン

バ

ー

が

、

こ

れ

ら

の

人

た

ち

の

示

し

た

や

う

な

藝

術

的

熟

達

の

域

に

達

し

得

ず

、

充

分

な

る

理

解

と

、

そ

れ

に

基

く

表

出

的

な

氣

迫

に

鋏

け

て

居

り

、

鐵

板

に

弾

き

返

へ

さ

れ

た

小

石

の

や

う

な

観

を

呈

し

て

た

の

は

、

止

む

を

得

な

い

こ

と

と

は

云

へ

、

惜

し

む

べ

き

瑕

で

あ

っ

た

。

概

し

て

第

一

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

は

そ

の

偉

力

を

充

分

に

疲

揮

し

て

ゐ

た

が

、

第

ニ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

及

び

ヴ

ィ

田

解

説

者
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オ
ラ
に
は
可
成
無
理
が
あ
っ
た
や
う
に
思
ふ
。
セ
ロ
は
常
よ
り
は
よ
い
出
来
で
あ
っ
た

が
、
ま
だ
各
メ
ン
バ
ー
の
演
奏
方
法
と
、
全
證
と
し
て
の
統
一
と
い
ふ
黙
で
可
成
り
に

難
貼
が
あ
る
や
う
で
あ
っ
た
。

バ
ッ
ハ
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
三
人
の
若
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
豊
増
、
水
谷
、

永
井
諸
氏
の
鮮
か
な
腕
前
に
敬
服
さ
せ
ら
れ
た
。
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
全
閥
と
し
て
も
、
バ

ッ
ハ
的
な
情
緒
の
表
現
に
お
い
て
申
分
の
無
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
罷
衆
は
殆
ん
ど
何
も
知
つ
て
ゐ
な
い
。
此
の

不
遇
な
作
曲
家
も
亦
、
マ
ー
ラ
ー
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
同
じ
様
に
、
殆
ん
ど
我
々
と
覺

し
む
機
會
に
恵
ま
れ
ず
に
、
過
去
の
も
の
と
し
て
し
ま
ひ
込
ま
れ
や
う
と
し
て
ゐ
る
。

こ
の
事
情
は
我
々
日
本
の
音
楽
的
生
長
の
賓
に
特
異
的
な
愛
則
性
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
ら
う
。
併
し
そ
れ
は
決
し
て
自
然
の
成
り
行
き
に
放
榔
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

何
故
な
ら
ば
、
一
音
楽
史
の
各
時
期
を
背
負
つ
て
立
つ
代
表
的
な
作
品
は
、
我
々
の
現
代

的
な
焦
燥
の
う
ち
に
埋
れ
去
る
に
は
、
餘
り
に
憤
値
が
大
き
い
。
か
A

る
傑
作
に
自
己

の
姿
を
如
何
様
に
も
投
影
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
と
い
ふ
現
代
人
は
、
却
つ
て
現
代
的

〔

マ

マ

〕

な
も
の
A

員
の
姿
を
根
源
的
に
握
み
得
な
い
人
た
ち
で
あ
ら
う
。
彼
等
は
か
A

る
歴
史

的
な
一音
楽
的
傑
作
に
封
す
る
鑑
賞
の
不
能
に
よ
っ
て
、
自
己
の
紳
鰹
衰
弱
を
證
明
し
、

「

マ

マ

〕

藝
術
的
感
銘
の
太
さ
と
深
さ
に
背
を
た
む
け
る
も
の
で
あ
ら
う
。
賞
日
の
演
奏
が
此
の

種
の
作
品
に
絶
大
の
自
信
を
有
す
る
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
教
授
の
下
に
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー

の
本
来
的
な
姿
を
再
現
し
得
た
こ
と
は
喜
ば
し
か
っ
た
。
但
し
個
々
の
技
術
的
な
部
分

に
お
い
て
は
上
野
の
管
絃
楽
園
の
博
統
的
な
弱
貼
を
陰
蔽
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

と
云
へ
や
う
。
我
々
は
一
刻
も
早
く
、
木
管
及
び
金
麗
管
が
そ
の
道
の
練
達
の
士
の
下

に
正
科
と
し
て
練
習
さ
れ
、
且
つ
不
断
の
合
奏
的
訓
練
の
下
に
置
か
れ
る
事
を
希
望
す

る
。
特
に
海
軍
々
楽
隊
員
諸
士
の
努
力
は
多
と
す
る
も
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
の
統

一
的
な
効
果
を
第
一

義
的
に
評
慣
す
る
か
ら
に
は
、
＿音
楽
學
校
の
正
科
と
し
て
取
入
れ

ら
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
ふ
。
も
し
忽
に
そ
れ
が
賓
現
し
得
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、

軍
楽
隊
諸
士
に
要
し
て
も
つ
と
藝
術
的
な
環
境
を
豊
富
な
ら
し
め
て
、
公
開
の
演
奏
に

お
い
て
そ
の
藝
術
的
才
能
を
充
分
に
疲
揮
せ
し
め
得
る
や
う
に
、
何
等
か
の
便
法
が
講

ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
の
み
、
上
野
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
期
待
す
べ
き
更

に
一
段
の
飛
躍
を
賓
現
す
る
こ
と
が
出
来
や
う
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
の
座
席
愛
更
に
つ

二、

協
奏
曲

三

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

ホ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
バ

協
奏
曲

第
一
渠
章

ア
レ
グ
ロ

多

ツ
久

ノ‘

作興

コ

ン

ブ

リ

オ

ピ

ア

ノ

獨
ハ
短
調

奏
作
品
三
十
七
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン

作

谷

康

子

指
揮
者

白
銀
の
目
貫

の
太
刀
を
（
日
本
古
謡
）
…
…
…
信

作

春
の
お
と
づ
れ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

＾
 ヽ

混

十
月
二
十
八
日
（
土
曜
）
午
後
二
時
開
演

會大

盤

合

唱

い
て
、
あ
の
や
う
な
劃
時
代
的
な
英
断
を
遂
行
し
て
、
又
、
今
回
の
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
演

奏
に
つ
い
て
、
ワ
グ
ナ
ー
ト
ゥ
ー
バ
を
輪
入
し
た
程
の
熱
意
を
も

つ
て
す
れ
ば
、
か
A

る
改
革
は
さ
し
て
難
事
で
な
い
と
私
は
信
じ
て
ゐ
る
。
あ
へ
て
學
校
賞
事
者
の
努
力
を

望
む
。最

後
に
嘗
日
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
か
A

る
地
味
一
方
の
。
フ
ロ
グ

ラ
ム
が
、
上
野
を
お
い
て
他
に
求
む
べ
く
も
無
い
こ
と
は
、
既
に
衆
評
の
一
致
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
螢
業
上
の
細
い
心
使
ひ
に
煩
は

さ
れ
な
い
で
清
む
上
野
と
し
て
は
、
此
の
様
に
演
奏
の
機
會
に
恵
ま
れ
ぬ
勝
ち
な
傑
作

に
座
席
を
輿
へ
る
方
針
を
、
今
後
も
繊
績
し
て
頂
き
た
い
と
思
ふ
。
と
同
時
に
、
曲
目

選
捧
の
範
園
を
固
定
せ
ず
、

凡
ゆ
る
國
々
の
傑
作
を
も
、
ま
た
現
代
の
傑
作
を
も
、
く

だ
ら
な
い
理
由
（
例
へ
ば
リ
ン
ド
バ
ー
ク
の
飛
行
を
排
斥
し
た
や
う
な
）
か
ら
排
除
さ

れ
な
い
や
う
に
望
ん
で
や
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

（
『
一
音
榮
評
論
』
第
二
巻
第
三
号
、
昭
和
八
年
十
一
月
、
三
二

l-―
一
三
頁
）

昭
和
八
年
十
月
二
十
八
日

第
七
十
回
學
友
會
演
奏
會

第
七
十
回
学
友
会
演
奏
会

塚
時

潔 講

師員
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九、 八、 六、

テ

獨

唱

衛

イ
、
何
事
ぞ
隠
れ
給
ふ
な
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ボ
ノ
ン
ツ
イ
ー
ニ
作

｝
…
…
・
:
ア
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ
作

ロ
、
既
に
ガ
ン
ヂ
ス
河
の
日
輪
は

ハ
、
吾
を
苦
し
む
る
を
止
め
よ

ノ

Jレ

オ
ル
ゲ
ル

ト
ッ
カ
ー
タ

ピ

ア

ノ

獨

奏
ア
ッ
サ
イ

城

多

又

兵

一
短
調
•
…
…
…
•
•
バ
ッ
ハ
ー
ブ
ゾ
ー

選
科
洋
架
演
奏
會
曲
目
（
繹
詞
疇
疇
口
＇
匂
国
『
五
）

昭
和
八
年
十
一
月
四
日

小

田

争
号

江

ア
ン
ダ
ン
テ

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
挨
拶

ツ
ア
ー
ラ
ツ
ー
ス
ト
ラ

因
に
日
本
よ
り
の
放
送
は
全
部
本
校
生
徒
の
合
唱
で
指
揮
者
は
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ

イ
ム
敦
師
で
あ
る
。

プ

レ

ス

卜 ウ

ン

ボ

ー

コ

ア
レ
グ
ロ

逸

ア

ン

ダ

ン

テ

七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ピ

五
、
ソ
。
フ
ラ

四
、
ピ

(
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
八
ニ
ー
八
三
頁
）

よ

ヒ

ュ

奏
鳴
曲

イ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
バ

ツ

ノ‘

ア

ー

ベ

ピ
ア
ノ

今松

井

治

田

十

作郎蔵

ラ

ン

ク

作

獨

協

奏

曲

愛

ホ

長

調

第
一
架
章ノ

ア
レ
グ
ロ

獨

唱
了
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ブ
ラ
ー

イ
、
竪
琴
に
寄
す

ロ

、

牧

場

の

家
|

【

休奏

獨

交
響
的
愛
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
•
フ

ア

ノ

ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

憩
】
—
|

池 野

田 村

フ

f
f
、

ム

ス

作

千

笑

作
品
七
十
三
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン

作

第
一
渠
章

ア

ノ

奏
ア
レ
グ
ロ

生

越

千

枝

子

昭
和
八
年
十
月
三
十
日

日
独
交
換
放
送

日

獨

交

換

放

送

十

月

三

十

日

夜

本
年
は
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
生
誕
七
十
年
に
賞
り
、
こ
れ
を
記

〔

マ

マ

]

念
す
る
た
め
兼
て
獨
逸
大
使
館
の
斡
旋
に
依
り
日
獨
交
換
放
送
を
交
渉
中
で
あ

っ
た
が
、
東
京
、
ベ
ル
リ
ン
雨
放
送
局
間
に
交
渉
調
ひ
、
来
る
十
月
三
十
日
午

後
八
時
よ
り
八
時
三
十
分
迄
日
本
よ
り
、
八
時
三
十
分
か
ら
九
時
迄
ベ
ル
リ
ン

よ
り
夫
々
演
奏
を
放
送
交
換
し
、
日
本
文
化
を
國
際
に
宣
揚
す
る
こ
と
A

な
っ

た
。
曲
目
は
、
い
づ
れ
も
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
作
品
で
、

日

本

よ

り

（

本

校

生

徒

の

合

唱

）

乗
杉
校
長
の
挨
拶

二
つ
の
歌
（
混
盤
十
六
部
合
唱
、
無
伴
奏
）

第
一
、

第
二
、獨

り ム
選
科
洋
楽
演
奏
会

ネ

ン

ト

（
『
昔
榮
』
謳
千
久
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、
一
五
二
！
一
五
三
頁
）
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九、 八、

い

小

夜

曲

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

修

了

生

島

田

寛

敏

フ
レ
ス
コ
バ
ル
デ
ィ
作

参
加
者

セ

ロ

獨

奏

森

直

英

た。

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

修
了
生

吉

田

よ

し

子

ハ
長
調
ソ
ナ
タ
第

一
楽
章
（
作
品
五
三
）

六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

修

了

生

高

橋

伊

兵

衛

（は） （ろ）

馬

賣

後
…
…
…
…
…
…

り
·
…
…
…
•
…
•

ー

休

憩

十

分

［

ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
ー
第
二
番

ト
ッ
カ
ー
タ

ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
作

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

姫
路
ー
岡
山
ー
廣
島
ー
紳
戸

非
常
時
局
に
際
し
國
民
精
神
作
興
の
文
化
運
動
と
し
て
の
昔
架
週
間
が
昭
和

八
年
十
一
月
十
一
日
よ
り
東
京
を
中
心
と

し
て
全
國
的
に
行
は
れ
た
が
、
こ
の

意
味
も
兼
ね
て
本
校
は
九
日
東
京
預
に
て
乗
杉
校
長
以
下
職
員
生
徒
百
五
十
名

が
四
都
市
に
於
て
演
奏
を
行
ひ
、
絶
大
の
効
果
を
牧
め
十
五
日
饉
校
し
た
。
こ

と
に
日
本
敦
育
―
音
楽
協
會
選
の
「
非
常
時
日
本
の
歌
」
は
北
陸
地
方
旅
行
の
場

合
と
同
様
演
奏
毎
に
男
竪
に
よ
っ
て
齊
唱
さ
れ
、
時
節
柄
多
大
の
感
銘
を
典
へ

乗
杉
學
校
長

岡
野
、

馨
雨
生
徒
主
事
、
大
塚
講
師
、
澤
崎
助
敦
授
、
小
林
、
中
藪
雨

嘱
託
、
幕
田
雇
、
マ
リ
ア
ト
ル
敦
師
（
紳
戸
の
み
）

A
"
/
 

h
W冒

霜山

…
…
…
…
…
｛
北山

病
め
る
薔
薇
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•

{三

載

木田原田林田

露耕白耕愛耕

風 搾秋搾雄搾

詩作詩作詩作

昭
和
八
年
十
一
月
九
日
！
十
五
日

演
奏
旅
行
（
姫
路
ー
岡
山
ー
広
島
ー
神
戸
）

〔山
陽
及
闘
西
地
方
演
奏
旅
行
〕

五
、
バ
リ
ト
ン
蜀
唱

江

文

ヘ
長
調
六
愛
奏
曲

（
作
品
三
四
）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作彬

三、

セ

愛

口
長
調
協
奏
曲
第

一
榮
章

四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

修

了

生

野

間

英

子

ロ

獨

奏

言，ー

ボ

ッ

ケ

リ

ー

ニ
作

大

合

唱

指

揮

大

塚

講

師

愛

口
短
調
ス
ケ
ル
ツ
ォ
ー
（
作
品
三

一）

シ

ヨ

ン

作

山

綱

サ
ラ
バ
ン
ダ

コ
ン

パ
ル
テ
ィ
ー
テ

ノミ

ツ

ノ‘

作

『
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

高

草

⑤

君

は

い

科

の

一
、
女
槃
三
部
合
唱甘

・
…
…
…
…
…
…
…

1

t"”. 木
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
｛
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

…
…
…
…
…
•
飯
田
忠
純
繹
詩

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

i
中
等
唱
歌
集
ヨ
リ

八干阜

修
了
生

子

選

科

女

生

徒

ハ
長
調
ソ
ナ
タ

ア
レ
グ
ロ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

ア
ン
ダ
ン
テ
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト

ア
レ
グ
ロ

―
-
、
ピ
ア

ノ
獨
奏

〔
手
書
き
〕

⑤

便

0
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

郵

修

了

生

山

下

清

°、ノ

孟

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

作

ピ
ア
ノ
ニ

重

奏

噂

ア

t

T

リ

玉

梅

ピ

ア

ノ

永

田 谷

講興

師次

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作
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昭和 8年11月11日，岡山演奏旅行（『山陽新報』昭和 8年11月12日朝刊）

.IIII]― ― M -

同演奏旅行。演奏する東京音楽学校管絃楽団

（『山陽新報』昭和 8年11月12日朝刊）

同演奏旅行。満堂を埋めた大聴衆（『山陽新報』昭和 8年11月12日朝刊）

研
究
科
生
聴
講
生
そ
の
他
卒
業
生
十
四
名
。

男
女
生
徒
百
二
十
名

海
軍
々
楽
隊
員
宮
下
兵
曹
長
外
十
一
名

主

催

者

と

會

場

姫
路
高
等
學
校

同
槃
會
岡
山
支
部

廣
島
女
子
専
門
學
校

縣
立
第
一
紳
戸
高
女
欽
松
會

縣
立
廣
島
高
女

同
校
及
晉
闘
西
學
院
講
堂

後

同

上

同
市
公
會
堂
に
於
て

十
日
（
金）

十
一
日
（
土
）

十
二
日
（
日
）

+
―
―
一
日
（
月
）

八
時
二
五
分

十

時

二

分

八
時
五
五
分

前
十
一
時

0
分

前

七

時

0
分

前
十
一
時
十
七
分

二
時
五
二
分

前 前

十
一
月
九
日
（
木
）

日

後程

東
京
猿

姫
路
着

姫
路
狡

岡
山
着

岡
山
狡

廣
島
着

廣
島
狡

演
奏
二
回
後
宿
泊

演
奏
二
回
後
宿
泊

演
奏
二
回
後
宿
泊
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四
、
合

三
、
ピ

美

力

。

フ

ア

作

曲

イ
、
私
の
太
陽
よ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
妹
尾
幸
陽
繹
詞

ト

ス

テ

イ

ー

作

曲

ロ
、
セ
レ
ナ
ー
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
堀
内
敬
―
―
―
繹
詞

ハ

、

子

守

唄

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

曲

堀
内
敬
―
―
―
闘
詞

ア

／

獨

奏

澤

崎

秋

子

ワ
ル
ツ
（
作
品
三
九
）
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

唱

本

校

生

徒

信

時

潔

作

曲

イ
、
白
銀
の
目
貫
の
太
刀
を
（
混
竪
合
唱
）

…

｛

日

本

古

謡

ウ
ェ
ッ
テ
リ
ン
グ
作
曲

ロ
、
今
は
若
き
子
（
男
竪
合
唱
）

…

…

…

…

｛

矢

口

貢

作

詞

ハ
、
春
の
訪
れ
（
混
竪
合
唱
）
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

（
夜
）

一
、
管

演

十
四
日
（
火
）

十
五
日
（
水
）

後後

部
曲

目

九
時
十
八
分

九
時
五
二
分

前
一

0
時
一
五
分

長 長

紳
戸
着

紳
戸
疲

東
京
着

門

宿演
奏
二
回 泊

保

奏
第

一

絃

楽

本

校

生

徒

管

絃

榮

園

ロ
短
調
交
響
曲
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

二
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

（
萱

）

門

美

保

歌
劇
「
フ
イ
デ
リ
オ
」
の
中
よ
り
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

「
し
れ
者
！
急
い
で
い
づ
こ
に
？
」

（
畳
）イ

、

荒

城

の

月

ロ
、
か
や
の
木
山

ハ
、
城
が
島
の
雨

（
夜
）夢

遊

病

者

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

べ

作

曲

x
七
、
管
絃
楽
附
三
重
唱
及
合
唱
（
於
紳
戸
）
本
校
生
徒
並
二
管
絃
楽
園

諸

天

は

紳

の

榮

え

を

告

ぐ

…

…

…

…

…

…

…

…

ハ

ン

作

曲

「
オ
ラ
ト
リ
オ
（
天
地
創
造
）
よ
り
」

x
七
、
管
絃
榮
附
獨
唱
及
合
唱
（
於
姫
路
、
岡
山
、
廣
島
）

獨
唱
者
ソ
。
フ
ラ
ノ

同

バ

リ

ト

ン
指
揮
者

伴

奏

者

秋

子

尚
神
戸
で
は
萱
夜
と
も
本
校
マ
リ
ヤ
・
ト
ル
敦
師
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
が
行
は

れ
た
。

佐

富

美

秋

月

直

ブ

ル

ッ

フ

作

曲

美
し
き
エ
レ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
乙
骨
三
郎
繹
詞

大

塚

淳

澤

崎

（
『
昔
榮
』
塵
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、
一
七
0
i
一
七
一
頁
）

憩

）部

伯
同

イ

ド
リ

氏 氏 胤 子 上

岩

谷

廣

子

（

休
第

五

、

管

絃

楽

本

校

生

徒

管

絃

楽

園

舞
踏
へ
の
勧
誘
（
作
品
六
五
）
…
…
…
…
…
…
ウ
エ
ー
ベ
ル
作
曲

六
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
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爆
猿
的
人
氣
を
浴
び
て

架
人
群
百
七
十
名
市
公
會
堂
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ

今
秋
岡
山
榮
壇
の
牧
穫

て
ん
て
つ

我
が
楽
壇
珠
玉
の
歌
手
を
黙
綴
す
る
楽
人
百
七
十
名
が
大
皐
出
演
し
て
の
岡
山
今
秋

楽
壇
驚
異
の
豪
華
版
ー
~
東
京
―
音
楽
學
校―音楽
會
は
本
社
後
援
の
も
と
に
十
一
日
岡
山

市
公
會
堂
に
開
か
れ
、
畳
の
部
は
午
後
一
時
半
か
ら
行
は
れ
た
が
爆
痰
的
人
氣
に
迎
ヘ

ら
れ
た
だ
け
に
定
刻
一
時
間
も
前
か
ら
早
く
も
入
場
者
相
次
ぎ
定
刻
前
既
に
満
員
の
盛

況
振
り
で
あ
っ
た
、
先
づ
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
豪
牡
華
麗
な
管
絃
楽
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の

「
口
短
調
交
響
曲
」
か
ら
始
ま
り
、
同
じ
く
ウ
エ
ー
ベ
ル
の
「
舞
踏
へ
の
動
誘
」
は
洗
練

さ
れ
た
統
制
美
に
三
嘆
を
買
ひ
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
で
は
長
門
美
保
、
岩
谷
廣
子
雨
嬢
が

歌
劇
「
フ
イ
デ
リ
オ
」
の
中
よ
り
の
ほ
か
歌
謡
曲
「
荒
城
の
月
」
「
か
や
の
木
山
」
「
城

ケ
島
の
雨
」
を
美
昔
と
妙
技
に
一音
楽
フ
ァ
ン
を
陶
酔
境
に
拉
し
去
る
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
に

は
澤
崎
秋
子
嬢
が
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
「
ワ
ル
ツ
」
さ
ら
に
合
唱
で
は
「
白
金
の
太
刀
を
」

（
混
槃
）
「
今
は
若
き
子
」
（
男
幣
）
「
春
の
訪
れ
」
（
混
磐
）
、
最
後
の
管
絃
楽
伴
奏
の

「
美
し
き
エ
レ
ン
」
は
佐
伯
富
美
子
さ
ん
が
ソ
。
フ
ラ
ノ
、
秋
月
直
胤
氏
が
バ
リ
ト
ン
に

男
女
生
徒
の
合
唱
と
1

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
嬰
富
と
多
彩
と
満
場
の
音
楽
愛
好
家
を
遺
憾
な

＜
堪
能
さ
せ
て
午
後
三
時
半
書
の
部
を
閉
ぢ
た

次
い
で
夜
の
部
は
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
に
ベ
リ
ー
ニ
の
歌
劇
「
夢
遊
病
者
」
中
よ
り
と

「
私
の
太
陽
」
「
セ
レ
ナ
ー
ド
」
「
子
守
唄
」
を
入
れ
替
へ
て
同
七
時
か
ら
開
か
れ
る

（
『
山
陽
新
報
』
昭
和
八
年
十
一
月
十
二
日
）

定
刻
前
に
超
満
員

昔
榮
の
醍
醐
味
を
満
喫

本
讐
東
京
―
音
楽
學
校
大
演
奏
會

盛
會
裡
に
そ
の
幕
を
閉
づ

邦
楽
壇
の
『
貯
水
池
』
見
た
い
な
東
京
―
音
楽
學
校
を
あ
げ
て
の
岡
山
出
演
た
る
本
社

後
援
の
東
京
昔
業
學
校
大
演
奏
會
夜
の
部
（
一
般
）
は
書
の
部
（
學
生
）
に
引
き
績
い

て
十
一
日
午
後
七
時
か
ら
岡
山
市
公
會
堂
ホ
ー
ル
に
開
か
れ
た
が
、
こ
れ
も
定
刻
前
満

員
と
い
ふ
書
の
部
に
も
壻
し
て
の
盛
會
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
畳
の
部
の
中
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

等
曲

山
田
流

近

江

八

景

山
登
萬
和
作
曲

長
二

浦

島
文
政
十
一
年
杵
屋
三
郎
助
作
曲

唄

等
曲
生
田
流

一

花

園
葛
原
し
げ
る
作
歌

宮
城
道
雄
作
曲

昭
和
八
年
十
一
月
十
二
日

等婚唄唄唄

中木染龍鈴

野下谷山木

み美喜

ね知久きゐ

子子子みつ

奏等等等等

飯木小奥立

倉野寺平座
ょ

ーし泰紀

男子子子操

唄 長

片鈴片藤若木笹増紳

疇柳江林村島田田
家 津 智

静壽澄多茂不多今恵

子子子恵子二子子子

線 味

中猜三小山三高篠大

村生浦西口橋木田：

正達年智サ幹八夕

子子因子子イ子代ケ

部 部

田椋加別高西山手浅田石

中殻藤府橋松下島原中川
千 志壽

梅卜枝幸淑千利嘉満英

子シ子子子代相子子子子

吉松岡籠

井島村井

仲證露静

子子子枝

丸大松井木

山河尾丸村
内

疾淑花正喬

子子子枝子

だ
け
を
差
し
替
へ
た
何
れ
も
珠
玉
の
名
品
揃
ひ
、
管
絃
楽
に
ソ
。
フ
ラ
ノ
に
ピ
ア
ノ
獨
奏

に
合
唱
に
ー
~
岡
山
楽
壇
未
曾
有
の
大
皐
出
演
百
七
十
名
が
妙
技
を
縦
横
に
駆
使
し
て

の
一
音
楽
の
醍
醐
味
を
満
喫
さ
せ
て
九
時
半
閉
會
し
た

（
『
山
陽
新
報
』
昭
和
八
年
十
一
月
十
二
日
）

邦
楽
演
奏
会

昭
和
八
年
十
一
月
十
二
日
（
日
曜
日
）
叶
疇
口
履
耐
疇

會
場
東
京
―
音
楽
學
校
奏
架
堂

邦

架

演

奏

曲

目

東

京

音

楽

學

校
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長

唄

七

舞

扇

薗

生

梅

文
化
三
年
杵
屋
正
治
郎
作
曲 麟

詞

竺

鱈

補

導

研

究

生
長

唄

田

三

味

線東
一

JII 
-L 

楽壽

子子

東

勇

次

藤

村

壽

賀

子

中

君

江

若

尾

千

代

子

附

訳

言
宗

倫きn

乙

遠

砧
磯
部
つ
や
子
作
歌

宮
城
道
雄
作
曲

等

曲

生

田

流

五

甲

秋

の

曲

服伊小三岡高梶杉高須木河岸

部東山宅本岡 山橋藤場合田

ひ 菊嘉喜満
梅な重ろ敏欣久澄美佐君朝

子つ子子子子江枝子江子子子

： 中田調大椎中川志磯中常伊染
子

村島槻覧口賀部島川東谷
富 ふ すよ 喜

美悦 ＜ 露和禰ゞし禎久

子子静子岬子子生子子子子

小
局

木

原

康
次

供

女

林

純

三

観
世
左
近督

森

茂

好

寺

井

政

敷

唄

小野森加

早村

川又

清三

士郎

藤

良重

朗助

長

唄

六

常

磐

庭

嘉
永
四
年
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

味

ヒ
ヒ
．
王

ム月

X

言

長

（

休

憩

十

五

分

）

小

袖

曾

我

第第 同

期期

男

生

徒

同互低低高

乾高加飽葛

草藤井原
チ 千
ヱ幹枝静文

子子子枝子

同旦低低高

饉上岡別高

井野村府橋
千
鶴恵露幸淑

子子子子子

鳥府吉

野

天

人

女

生

徒

編素

男

生

徒

謡

古

J I I 

太

郎

【
休
憩
十
分
】

伊須三高片小片鈴岩

東藤宅岡山野柳木崎
喜ひ 家

な美ろ欣静照澄壽節

つ江子子子子子子子, 
原調岩寺小大中桂水尾朝

子

井西出野川 田澤田
千 百婦
恵政正照知合美綾静

子子江子子子子子江

清

子

會
場
牛
込
置
新
小
川
町

秋

季

演

能

番

組

長

唄

四

外

記

猿

文
政
七
年
杵
屋
三
郎
助
作
曲

唄

味

長

三
味
線

講

師

中

能

島

欣

昭
和
八
年
十
一
月
十
九
日

第

秋
季
能
楽
演
奏
会

午
後
零
時
半
開
場

午
後
一
時
半
開
演

昭
和
八
年
十
一
月
十
九
日
（
日
）

観
世
會
能
架
堂

期 東

京

昔

柴

學

校

西

村

富

美

子

吉

川

晃

子

外

長

唄

科

生

徒

一

同

約

壼

百

名

屑

井

常
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七
、
メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

保

儒

ペ
ト
ラ
ル
カ
の
ソ
ネ
ッ
ト
第
百
四
番踊

｝
…
…
…
リ

の

青

木

博

ス

子

卜

作

藤

崎

照

子

第
一
架
章

, ^ ` 

伊田

藤

光

子

中

貴

子

六

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

/--/ヘー·—

平渡

富 井 邊

保

喜

健

二
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
為
の
協
奏
曲
…
…
…
バ

第
一
楽
章

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
三
重
奏

三
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
為
の
協
奏
曲

第
二
榮
章

第
三
楽
章

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
イ
ヴ
ァ
ル
デ
イ
乍r
1
 

ツ

ノ‘

作

多

久

興

古

澤

滋

野

ス

卜

作

鈴

木

共

子

十
二
、

ピ

ア

ノ

ソ
ナ
タ

奏

蔭

山

作
品
七
十
八
第
一
楽
章
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

七

つ

の

四

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

高

橋

笠
ナ

主

Pl

紳

の

天

の

パ
ー
ゲ
ン
の
カ
ヴ
ァ
テ
イ
ネ
「
新
敦
徒
」
よ
り
…
マ
イ
ア
ベ
ー
ル
作

小扉

マ

ラ

ノ

獨

唱

井

上

知

子

第
一
楽
章

ユ

+、
ピ

獨

ア
ベ
ッ
ク
愛
奏
曲

ア

ノ

二

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

澤

伊

波

廣

夢

ユ

マ

ン

作

九、

セ

獨

ロ
コ
コ

愛
奏
曲

ロ

昭
和
八
年
十
二
月
九
日

第
七
十
一
回
学
友
会
演
奏
会

第
七
十
一
回
學
友
會
演
奏
會

十
二
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時
半
開
演

本
校
奏
架
堂

合

唱

會

寺
E
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
ン

泉

稽
蜜
と
彫
刻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ

ソ
ナ
タ
作
品
五
十
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

＝
 

~
 

ヽ

ソ

フ

................................. ‘ン

十
一
、

ッ

ク

ス

作

~
 

、
混

水

竪 於
の

ュ

マ

ン

作員

八、

ピ

ア

|

【

休

憩
】
ー

阿

保

英 マ

ン

子

ム

ス

作
男

ぉ
A

吾
子
よ

一
「
豫
言
者
」
よ
り
…
…
…
…
マ
イ
ア
ベ
ー
ル
作

紳
よ
典
へ
給
ヘ

圃
舞
曲

狂
詩
曲

ノ

リ

ア

獨

奏

山

}
•
…
•
…
…
…
…
…
…
•
ブ
ラ
ー

作
品
三
十
九

作
品
百
十
九

獨

ハ
ン
ガ
リ
ア
狂
詩
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
リ

十
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
重
奏

第
二
架
章

田

和

メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

の

歌に
l

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
作

羊
一問

奏

健

作
品
三
十
三
…
…
…
…
…
…
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作

奏

西

操

作
品
一
…
•
•
…
…
…
…
…
•
シ
作

操

松

原
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六、

ピ

ア

ノ

獨

奏

四
、
ピ

ア

三
、
ソ
。
フ

ノ

奏

ラ

ノ

獨

唱

高

原

郁

百

子

ン

作

f -

伊田

藤
中

子

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サ

ン

サ

子

獨

パ
ガ
ニ
ー
ニ
練
習
曲

五
、
メ
ッ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

暁
の
光
と
心
は
開
く
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
よ
り

喜

崎

佐

乃

子

/-^  

平渡

邊
井

保富

貴光

第
六
番
…
…
…
…
…
…
リ

ス

卜

作

―
―
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
為
の
協
奏
曲
…
…
…
バ

ッ

ノ‘

健作

成

田

志

奈

子

森
の
さ

A

や
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ユ

マ

ン

作

ス

卜

勝

俣

喜

代

子

羊

十
三
、
ピ

山

狂

詩

田

柑
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ド

ナ

ツ

ア

lレ

卜

ロ

ガ

工

員作作作穣

ー
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ア
レ
ン
ス
キ
ー
乍,1 

作

富

士

二

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

植

．
 ヽ

混

田

於磐

水
の
精
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

鎗
畿
と
彫
刻
…
•
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
フ

夢

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ‘

/

 

ュ

マ

ン

ッ

ク

ス

ュ

マ

ン

十
二
月
十
日
（
日
）
午
後
一
時
半
開
演

本
校
奏
架
堂

日
日n
 

合

會

第
三
榮
章

絃
楽
伴
奏
指
揮

(
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、
一
五
三

l
一
五
四
頁
）

イ
短
調

ラ

ノ

獨

唱

「
セ
ビ
ラ
の
理
髪
師
」
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ロ

八

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

大

ス
ペ
イ
ン
交
響
曲
第
一
楽
章
…
…
…
…
•
…
•
•
ラ

獨

奏

小

愛
口
長
調
ケ
ッ
ヘ
ル
四
百
五
十
番
…
モ

ン

獨

唱

賓

一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

粉
挽
き
と
小
川

手
琴
に
寄
す

十
一
、
ピソ

。
フ
ラ

獨

奏

協
奏
曲
卜
短
調
第
二
、
第
三
架
章
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

十

二

、

ノ

獨

唱

狩

野

代
飼

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

モ

作

鶴作

金

獨

奏

ハ
ン
ガ
リ
ア
狂
詩
曲
第
十
四
番
•
…
…
…
…
…
・
・
リ

十
四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
重
奏

ア

ノ

横

第
一
架
章

第
二
榮
章

ア

ノ

子

茂

子

ユ

ー

ベ

ル

ト

作

1

‘ヽ‘

寸

ノ

リ

ト

井

協
奏
曲

ツ

ア

員ル

卜

作

九、

ピ

ア

部第

田

八

重

子

2

昭
和
八
年
十
二
月
十
日

第
七
十
二
回
学
友
会
演
奏
会

第
七
十
二
回
學
友
會
演
奏
會

ポ 一疋清

ラ

ツ
田

水

ク

ノ

|
【
休

憩
】
—
~

和

作 英

小

敦

師枝澄

七
、
ソ
。
フ 協

奏
曲

岩

第
三
架
章
；
…
…
…
…
…
•
シ

岡 ツ

シ

昭和の東京音楽学校篇

ユ
ロ 永

運 マ

作輝作

ン
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7
 

5
 

4
 

3
 

2
 

會
場

昔

楽

演

奏

曲

目

邦

初

演

四）

第
三
架
章

昭
和
八
年
十
二
月
十
四
日

日
比
谷
公
會
堂

獨
乙
鎮
魂
曲

聖
書
の
言
葉
に
腺
れ
る

獨
唱
合
唱
及
管
絃
楽

1
．
哀
む
者
は
幅
な
り
（
馬
太
博
五
、

東
京
音
楽
學
校

（
一
八
三
三
ー
九
七
）

そ
れ
人
は
既
に
草
の
如
く
…
…
（
彼
得
前
書
一
、

工
ホ
バ
よ
願
く
は
わ
が
終
り
を
知
し
め
た
ま
へ
…
…
（
詩
篇
三
九
、
五
）

わ
が
霊
魂
は
た
え
い
る
ば
か
り
に
エ
ホ
バ
の
大
庭
を
し
た
ひ
…
…

（
詩
篇
八
四
、

二
二
）

昭
和
八
年
十
二
月
十
四
日
（
木
曜
日
）
竺
鱈
5
麟
疇
疇

第
六
十
九
回
定
期
演
奏
会

（
『
昔
榮
』
皐
友
會
、
第
十
四
号
、
昭
和
九
年
三
月
、

一
五
四
i

l

五
五
頁
）

ブ
ラ
ー
ム
ス
作

一
三
）

ニ
四
）

二
以
下
）

此
の
如
く
爾
曹
も
今
憂
ふ
（
約
翰
博

一
六
、

6
．
我
僚
こ
A

に
在
て
恒
に
存
つ
べ
き
城
邑
な
し
（
希
伯
来
書
一

三
、
一
四
）

主
に
在
て
死
る
死
人
は
禰
な
り
（
約
翰
獣
示
録
一
四
、

（

本

奏

）

作
品
四
五

E
i

n
 d
e
ut
s
c
h
e
s
 
R
e
q
ui
e
m
 

n
a
c
h
 
W
 
o
rt
e
n
 d
e
r
 H
ei
li
g

e
n
 S
c
h
ri
f
t
 

百
S
o
li

,

C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
e
r
 

S
e
li
g

 

si
n
d
,
 di

e
 d
a
 L
ei
d
 t
r
ag
e
n
 (
M
at
t

h
.
 5,
 4)
 

D
e
n
n
 alles 
F
l
ei
s
c
h
 e
s
 i
st
 

w
i

e
 G
r
a
s
 (
P
et
r
.
 1,
 24

)
 

H
e
r
r
,
 le

h
r
e
 
d
o
c
h
 m
i

c
h
,
 class 

ei
n
 E
n
d
e
 (
P
s
a
l
m
 3
9
,
 

5

)

 

Wi

e
 liebli
c
h
 si
n
d
 d
ei
n
e
 
W
 
o
h
n
u
ng

e
n
 (
P
s
a
l
m
 8
4
,
 2£
.)
 

1
h
r
 h
a
bt

 

n
u
n
 T
r
a
u
ri
g

k
ei
t
 

CJ
 o
h
.
 16
,
 22

)
 

D
e
n
n
 w
i

r
 h
a
b
e
n
 hi
e
 k
ei
n
e
 b
l
ei
b
e
n
d
e
 St

at
t

 

(
H
e
h
r
.
 13
,
 14

)
 

S
e
li
g

 

si
n
d
 di
e
 T
ot
e
n
,
 di

e
 i
n
 d
e
m
 H
e
r
r
n
 st
e
r
b
e
n
 

（

O
庄
e
n
b
.J
o
h
.
1
4
,
1
3
)

Z
u
r
n
 e
r
st
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
 

L
ei
t

u
ng
:

 

K
l
a
u
s
 P
ri
n
g

s
h
ei
m
 

S
o
li
:
 

Y
o
s
hi
k
o
 N
a
g
a
s
a
k
a
 (
S
o
p
r
a
n
)
 

S
a
d
a
y
u
ki
 

S
a
w
a
z
a
ki
 

(
B
a
r
i
t
o
n
)
 

O
r
c
h
e
st
e
r
 u
n
d
 C
h
o
r
 d
e
r
 k
ai
s
e
r
 li
c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 z
u
 T
o
ki
o
 

三ごく之日＝一

休

憩
…
•
•
3

終
了
後

P
R
O
G
R
A
M
M
 

P
a
u
s
e
 n
a
c
h
 d
e
m
 d
ri
t
t

e
n
 T
ei
l
 

管合

絃

楽唱

0
p
.
4
5
 

B
r
a
h
m
s
 

1
8
3
3
,
9
7
 

〔原
資
料
横
組
〕

絃
業
伴
奏
指
揮
ポ

ラ

ッ

ク

/--^--―‘ 

疋 清

田

小

敦

師枝澄

獨

子女定

之

東

京

音

楽

學

校

生

徒

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

澤

（
バ
リ
ト
ン
）

長

崎坂

水

指

唱揮

ク
ラ
ウ
ス

子

（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
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演

奏

曲

解

説獨
逸
鎮
魂
曲
作
品
四
五

ブ
ラ
ー
ム
ス
作

ブ
ラ
ー
ム
ス

(
1
8
3
3
ー
9
7
)

の
出
世
作
に
し
て
代
表
作
で
あ
る
大
槃
楽
曲
「
獨
逸
鎮

魂
曲
」
は
、
元
来
彼
の
亡
き
母
の
震
を
鎮
め
る
た
め
に
書
か
れ
た
る
も
の
、
一
八
六
六

年
か
ら
六
七
年
に
か
け
て
作
曲
さ
れ
、
先
づ
最
初
の
三
楽
章
が

一
八
六
七
年
―
二
月
一

日
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
初
演
さ
れ
、
次
い
で
翌
六
八
年
四
月
一

0
日
聖
金
曜
日
ブ
レ
ー

メ
ン
の
敦
會
で
第
五
楽
章
を
除
く
六
楽
章
が
演
奏
さ
れ
た
が
、
七
楽
章
全
部
が
初
演
さ

れ
た
の
は
一
八
六
九
年
二
月
ラ
イ
。
フ
チ
ッ
ヒ
の
ゲ
ワ
ン
ト
ハ
ウ
ス
の
演
奏
會
に
於
て
で

あ
っ
た
。

本
曲
の
標
題
「
獨
逸
鎮
魂
曲
」
は
一
に
獨
逸
語
に
よ
る
鎮
魂
曲
と
い
ふ
意
味
で
あ
る

が
、
輩
に
獨
逸
語
に
よ
る
鎮
魂
曲
な
ら
ば
ブ
ラ
ー
ム
ス
以
前
に
も
既
に
フ
ェ
ル
ヂ
ナ
ン

ド
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
ヘ
ン
ケ
ル
、
モ
ラ
ー
ル
ト
等
も
試
み
た
こ
と
で
、
本
曲
が
最
初

で
は
な
い
。
本
曲
の
意
義
は
寧
ろ
獨
逸
語
に
よ
る
新
ら
し
い
形
式
と
内
容
を
有
す
る
鎮

魂
曲
と
い
ふ
黙
に
あ
る
。
元
来
レ
ク
イ
エ
ム
は
薔
数
儀
式
に
屍
す
る
特
式
ミ
サ
の
一

つ
、
卸
ち
死
者
の
魂
を
鎮
め
る
た
め
の
淫
罪
火、

聖
震
の
媒
介
を
中
心
思
想
と
す
る
祈

願
の
儀
式
で
あ
り
、
歌
詞
も
常
に
一
定
の
ラ
テ
ン
語
を
用
ひ
る
。
従
っ
て
之
に
伴
ふ
昔

楽
も
形
式
内
容
共
に
或
る
型
を
有
す
る
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
以
前
の
獨
逸
語
で
書
か
れ
た
鎮

魂
曲
は
こ
の
ラ
テ
ン
語
の
自
由
繹
乃
至
は
僅
の
省
略
愛
改
が
施
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な

い
。
然
る
に
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
晉
敦
儀
式
の
内
容
や
形
式
に
奄
も
拘
束
さ
れ
ず
に
、
獨
逸

語
の
聖
書
か
ら
自
ら
自
由
に
詞
句
を
選
出
し
、
之
を
新
敦
徒
た
る
自
己
の
信
仰
に
基
き

自
由
に
編
合
し
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
幻
想
豊
な
大
合
唱
曲
に
作
曲
し
、
以
て
母
の
魂
を

鎮
め
、
子
た
る
己
の
切
な
る
情
を
慰
め
た
の
で
あ
る
。

「
悲
し
む
者
は
慰
め
ら
る
。
死
は
凡
ゆ
る
人
の
運
命
な
り
。
さ
れ
ど
そ
は
不
幸
に
あ

ら
ず
。
天
な
る
父
は
永
遠
と
良
き
生
活
へ
我
等
を
導
き
給
ふ
。
我
等
は
死
者
の
た
め
に

嘆
か
ず
。
死
者
は
説
揺
さ
る
れ
ば
な
り
」
と
一
言
し
得
る
本
曲
の
根
本
思
想
は
、
後
の

作
な
る
「
運
命
の
歌
」
（
S
c
hi
c
k
s
a
l
s
li
e
d
)

や
「
運
命
の
女
神
の
歌
」

（G
e
s
a
n
g
d
e
r
 

P
a
r
z
e
n
)

や
挽
歌

(
N
a
ni
e
)

等
に
も
観
ら
れ
る
。

本
曲
は
七
楽
章
か
ら
な
る
が
、
第
一
ー
第
三
を
嘆
き
の
表
現
と
し
て
第
一
部
、
第
四

ー
第
七
を
慰
め
の
表
現
と
し
て
第
二
部
と
い
ふ
や
う
に
、
通
例
二
分
す
る
。
主
た
る
構

第
三
部
は
主
部
の
反
覆
で
あ
る
が
、
吹
奏
管
楽
器
が
旋
律
を
揃
営
し
た
り
、
墜
部
が

自
由
に
表
現
的
に
朗
吟
す
る
以
外
、
大
し
た
愛
様
は
な
い
。

曲
相
は
中
間
楽
節
の
つ
か
の
間
な
る
歓
喜
の
情
の
他
は
、
一
般
に
憐
ま
し
く
、
痛
ま

し
く
、
不
安
で
あ
る
。

曲
中

S
e
li
g

si
n
d
,
 L

ei
d
 t
rag

e
n
,
 
g

et
r
o
st
et
 

w
e
r
d
e
n

の
詞
が
休
止
を
も
つ
て

強
調
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
、

F
r
e
u
d
e
n
,
w
ei
n
e
n
が
描
寓
的
昔
形
を
有
す
る
黙
等
注
意

さ
る
べ
き
で
あ
る
。

゜

成
部
は
合
唱
で
あ
る
が
、
三
楽
章
即
ち
第
三
、
第
六
で
は
バ
リ
ト
ン
濶
唱
、
第
五
で
は

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
が
交

へ
ら
れ
る
。

管
絃
楽
編
成
は
普
通
の
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
、
第
二
、
第
七
楽
章
で
は
ハ
ー
。
フ
が

加
は
り
、
之
が
有
効
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

と
も
か
く
、
本
曲
に
於
け
る
歌
詞
と
竪
昔
と
の
閥
係
、
管
絃
楽
に
於
け
る
そ
の
音
書一

的
表
現
は
重
要
な
も
の
を
含
む
故
に
、
特
に
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。

第
一
楽
章
か
な
り
に
緩
く
、
情
を
こ
め
て
、

本
楽
章
は
全
曲
の
序
を
な
す
も
の
で
、
薔
敦
の
レ
ク
イ
エ
ム
の
入
進
誦
(

I

n
t

roi
t

u
s
)

に
相
嘗
す
る
。
そ
の
冒
頭
の
「
幸
輻
な
る
か
な
、
悲
し
む
者
、
そ
の
人
は
慰
め
ら
れ

ん
」
の
思
想
は
全
曲
の
動
向
を
示
す
指
導
概
念
で
あ
る
。

曲
は
三
部
分
に
分
れ
、
第
一
部
は
冒
頭
ヴ
ィ
オ
ラ
と
セ
ロ
の
分
奏
に
バ
ス
を
加
へ
た

沈
痛
な
葬
送
の
歩
調
の
管
絃
楽
序
奏

に
始
ま
る
「
幸
輻
な
る
か
な
、
悲
し
む
者
、
そ
の
人
は
慰
め
ら
れ
ん
」
の
へ
長
調
四
分

四
拍
子
の
主
部
。

第
二
部
は
「
涙
と
共
に
播
く
も
の
は
歓
喜
と
共
に
牧
穫
ら
ん
」
か
ら
「
禾
束
を
た
づ

さ
へ
て
喜
び
て
か
へ

り
来
ら
ん
」
に
至
る
菱
二
長
調
の
中
間
楽
節
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合
唱
の
「
人
は
み
な
草
の
ご
と
く
、
そ
の
光
榮
は
み
な
草
の
花
の
如
し
」
の
旋
律

は
、
力
強
く
員
面
目
で
古
風
で
あ
る
。
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］
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e
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G
r饂

9

●

e
“
B
l
u
.
m
p

「
兄
弟
よ
、
主
の
来
り
給
ふ
ま
で
耐
忍
べ
」
か
ら
愛
卜
長
調
の
中
間
楽
節
に
な
る
が
、

朝
の
雨
夕
の
雨
の
詞
の
と
こ
ろ
の
ハ
ー
プ
、
フ
リ
ュ
ー
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ピ
チ
カ

ー
ト
に
よ
る
八
分
昔
符
形
は
雨
の
描
寓
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
ホ
ル
ン
の
導
入
で
主

部
愛
口
短
調
へ
饂
り
行
進
曲
風
に
な
る
。

「
さ
れ
ど
主
の
御
言
は
永
遠
に
保

つ
」
に
於
け
る

A
b
e
r

の
語
の
強
調
、
こ
の
句
の

ボ
コ
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト
の
表
出
と
共
に
第
二
部
に
入
り
愛
口
長
調
と
な
り
、
直
ち
に
ア

レ
グ
ロ
ノ
ン
ト
ロ
ッ
ボ
の
「
エ
ホ
バ
に
贖
は
れ
し
者
う
た
歌
ひ

つ
A

鱚
り
て
シ
オ

ン
に
き
た
り
」
が
始
ま
る
。
こ
の
部
は
凡
て
複
旋
的
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。

6
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丁
叫

□
い
戸
に
日
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但

ー
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Z
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rm,n`n 

111i
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u
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中
間
部
の
「
楽
と
よ
ろ
こ
び
を
え
ん
」
は
新
主
題
に
よ
り
ソ
。
フ
ラ
ノ
と
テ
ノ
ー
ル
の

二
重
作
法
に
始
ま
る
。

3

言

□

~
、
（
ー
，
~
_

第
二
楽
章
緩
り
と
、
行
進
曲
風
に

前
の
楽
章
の
嘆
き
は
本
楽
章
で
諦
観
へ
と
向
ふ
。

こ
の
部
は
相
嘗
に
長
く
愛
化
に
富
む
が
、
凡
そ
二
部
分
に
大
別
さ
れ
る
。
一
は
冒
頭

か
ら
「
草
は
枯
れ
、
花
は
落
つ
」
の
詞
の
愛
口
短
調
を
主
と
す
る
も
の
、
他
は
「
さ
れ

ど
主
の
御
言
は
永
遠
に
保
つ
」
以
下
の
愛
口
長
調
の
部
が
之
で
あ
る
。

第
一
部
愛
口
長
調
は
先
づ
四
分
一
二
拍
子
の
行
進
曲
風
な
管
絃
楽
で
始
ま
る
。

こ
の
部
の
F
r
e
u
d
e
,
S
c
h
m
e
r
z
,
 S

e
u
fze
n
,
 w
e
g
 m

窃
s
e
n

の
詞
の
表
現
は
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。

や
が
て
愛
口
長
調
の
譜
5

に
始
ま
る
主
部
が
復
錨
す
る
が
、
緊
密
に
作
ら
れ
た
四
磐

作
法
の
フ
ォ
ル
テ
と
不
協
和
昔
的
表
現
は
稽
々
反
抗
的
で
あ
る
。
そ
し
て
管
絃
楽
の
奏

す
る
譜
5
の
上
に
「
と

こ
し
へ
の
歓
喜
」
の
墜
部
が
朗
吟
風
に
静
に
歌
は
れ
て
終
る
。

第
三
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
モ
デ
ラ
ー
ト

本
楽
章
は
前
楽
章
の
情
緒
の
高
潮
を
示
し
激
情
的
興
奮
的
で
あ
る
。

ニ
短
調
の
第
一

、
第
二
部
と
二
長
調
の
第
三
部
に
分
た
れ
る
。

バ
リ
ト
ン
獨
唱
の
「
主
よ
、
願
く
は
わ
が
終
と
わ
が
日
の
敷
の
い
く
ば
く
な
る
と
を

知
ら
し
め
給
へ
、
わ
が
無
常
を
し
ら
し
め
た
ま
へ
」
か
ら

7
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冊
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「
視
よ
、
な
ん
ぢ
わ
が
す
べ
て
の
日
の
一

掌
に
す
ぎ
ざ
ら
し
め
た
ま
ふ
」
の
愛
口
長

調
の
中
間
部
を
経
て
冒
頭
の
詞
の
反
覆
に
至
る
ま
で
、
第
一
部
は
凡
て
不
安
と
興
奮
に

充
ち
て
ゐ
る
が
、
「
質
に
す
べ
て
の
人
は
み
な
盛
時
だ
に
も
む
な
し
か
ら
ざ
る
は
な
し
」

以
下
の
第
二
部
は
自
我
の
不
安
か
ら
一
般
的
観
察
者
と
し
て
の
慰
の
情
に
立
鱚
る
。

そ
し
て
「
主
よ
、
わ
れ
今
な
に
を
か
ま
た
ん
」
を
鰹
て
、
第
三
部
二
長
調
二
分
三
拍

子
「
わ
が
堂
は
な
ん
ぢ
に
あ
り
」
に
及
ん
で
信
仰
の
告
白
に
入
り
、
や
が
て
「
義
し
き

者
の
魂
は
紳
の
御
手
に
あ
り
」
以
下
次
の
主
題
に
基
く
フ
ー
ゲ
と
な
る
。
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中
庸
の
速
さ
で

こ
の
部
に
は
非
常
に
長
い
低
績
音
が
醤
く
が
、
こ
A

の
作
法
は
極
め
て
有
名
で
あ

る。
第
四
楽
章

8

湘
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主
部
愛
ホ
長
調
四
分
三
拍
子
は
柔
い
讃
美
歌
風
な
主
題
に
よ
る
「
寓
軍
の
エ
ホ
バ

よ
、
な
ん
ぢ
の
帷
握
は
い
か
に
愛
す
べ
き
か
な
」
に
始
ま
る
。
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牛
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H
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•
O

t
b
.

中
間
部
は
「
わ
が
震
魂
は
た
え
い
る
ば
か
り
に
工
ホ
バ
の
庭
を
し
た
ひ
…
…
」
に
始

ま
り
「
か
A

る
人
は
汝
を
た
A

へ
ま
つ
ら
ん
」
で
複
旋
的
作
法
の
勇
牡
な
曲
相
と
な

る
。
そ
し
て
冒
頭
の
詞
を
反
覆
し
て
終
る
。

第
五
楽
章
緩
り
と

本
業
章
は
獨
乙
の
古
い
埋
葬
式
、
部
ち
棺
が
埋
め
ら
れ
る
と
合
唱
を
歌
ふ
兒
童
が
進

み
出
で
て
死
者
の
名
に
於
て
若
干
の
旬
を
歌
ふ
式
に
腺
つ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
。
ソ
プ
ラ
ノ
獨
唱
が
主
と
な
つ
て
ゐ
る
。
曲
は
卜
長
調
四
分
四
拍
子
で
輩
純
で
情

が
こ
も
つ
て
ゐ
る
。
「
斯
＜
汝
ら
は
今
は
憂
あ
り
」
以
下
が
主
部
、
「
視
よ
我
を
、
我
は

し
ば
し
の
間
榮
苦
を
な
し
、
大
い
な
る
慰
め
を
見
出
し
た
り
」
が
中
間
部
で
、
終
り
に

主
部
が
鱚

つ
て
来
る
。

第
六
楽
章

本
楽
章
は
第
二
楽
章
と
共
に
全
曲
中
巨
大
且
複
雑
に
作
ら
れ
た
重
要
な
部
で
あ
る
。

最
初
の
ア
ン
ダ
ン
テ
四
分
四
拍
子
ハ
短
調
の
部
は
先
づ
長
短
の
間
を
迷
ふ
不
安
な
三

和
音
に
始
ま
り
「
わ
れ
ら
此
虚
に
は
永
遠
の
都
な
く
し
て
た
だ
来
ら
ん
と
す
る
者
を
求

む
る
な
り
」
の
合
唱
と
な
る
。

次
に
バ
リ
ト
ン
獨
唱
が
「
視
よ
、
わ
れ
汝
等
に
奥
義
を
告
げ
ん
」
と
宣
し
た
後
、
「
我

等
悉
く
眠
る
に
は
あ
ら
ず
」
か
ら
以
下
嬰
へ
短
調
と
な
り
、
合
唱
が
之
を
反
覆
す
る
。

そ
し
て
「
終
り
の
ラ
ッ
パ
の
鳴
ら
ん
と
き
、
み
な
忽
ち
瞬
間
に
化
せ
ん
」
に
至
っ

て
、
ハ

短
調
に
饉
り
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
四
分
三
拍
子
と
な
る
が

「
死
は
勝
利
に
呑
ま
れ
た
り
」
の
詞
以
下
活
氣
を
呈
し、

薔
敦
の
レ
ク
イ

エ
ム
の
「
紳

1
0.
 

第
二
、
第
三
回
は

そ
し
て
強
奏
で
終
る
。

第
七
楽
章
荘
厳
に

本
楽
章
は
全
曲
の
終
曲
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
第
一
楽
章
の
結
語
で
も
あ
る
。
郎
ち

か
の
「
幸
揺
な
る
か
な
、
悲
し
む
者
」
が
こ
A

で
「
今
よ
り
の
ち
、
主
に
あ
り
て
死
ぬ

る
死
者
は
幸
輻
な
り
」
と
い
ふ
詞
で
結
ば
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
之
を
示
す
。

こ
の
部
も
三
部
分
か
ら
な
る
。

第

一
部
は
へ

長
調
四
分
四
拍
子
の
静
で
信
仰
に
満
ち
た
も
の
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
に
始
ま
り

ア
ル
ト
に
移
る
次
の
主
題
に
よ
る
「
今
よ
り
の
ち
、
主
に
あ
り
て
死
ぬ
る
死
者
は
幸
幅

な
り
」
の
主
部
、

d
u
 

h
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t
 h
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e
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日
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g
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.

9

b

u

.

『

a

豆

の
怒
」
(

D

i

e
s
i

r
a
e
)

に
似
て
暴
風
雨
の
如
く
高
潮
し
、
「
死
よ
、
な
ん
ぢ
の
勝
は
い

づ
こ
に
か
あ
る
」
か
ら
強
大
な
ユ
ニ
ゾ
ン
と
な
つ
て
紳
の
勝
利
を
宣
す
る
。

か
く
て
こ
A

に
ア
レ
グ
ロ
、
ハ
長
調
の
批
大
な
フ
ー
ゲ
が
先
づ
ア
ル
ト
か
ら
次
の
主

題
で
始
め
ら
れ
る
。
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「
我
ら
主
な
る
紳
よ
、
榮
光
と
尊
崇
と
能
力
と
を
受
け
給
ふ
は
宣
な
り
」
と
各
墜
部

が
歌
ふ
。

こ
の
長
大
な
フ
ー
ゲ
と
こ
の
詞
は
前
後
三
回
現
れ
る
が
、
そ
の
間
に
輩
純
な
挿
入
句

「
汝
は
萬
物
を
造
り
た
ま
ひ
、
萬
物
は
御
意
に
よ
り
て
存
し
、
か
つ
造
ら
れ
た
り
」
が

各
回
毎
に
附
加
さ
れ
る
。
そ
の
昔
形
は
第
一
回
は
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桂大幅 兎栗黒井橋

ふ
薯
言

d
a
s
s
 

噂i

喜
n

東

京

昔

築

學

校

長

乗

杉

嘉

壽

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ

ン
グ
ス
ハ
イ
ム

指

揮

者

海

軍

軍

榮

隊

長

内

藤

清

五

開

係

管

絃

楽

部

員

ロ
ベ
ル
ト
・

ポ
ル
ラ
ッ
ク

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

本

國

彦

上

武

雄

澤

良

輝

原

大

治

束

龍

夫

井

巖

岡

運

英
平

太

層

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

松

浦

き

み

よ

岡

見

濫

彦

清

水

澄

疋

田

小

枝

田

中

富

貴

子

伊

藤

光

鈴

木

共

子

川

上

淳

末

吉

雄

二

鳥

居

つ

な

小

宮

山

繁

水

口

幸

麿

松

十

蔵
田

第
三
部
は
大
髄
主
部
と
同
様
で
あ
る
が
、
愛
ホ
長
調
の
三
連
音
符
形
で
最
後
の
嘆
き

が
湘
れ
た
後
、
遂
に
第
一
楽
章
の
「
幸
幅
な
る
か
な
、
悲
し
む
者
」
の
曲
調
が
「
主
に

あ
り
て
死
ぬ
る
死
人
は
幸
揺
な
り
」
で
再
現
し
、
か
く
て
静
か
に
曲
を
終
る
。

〔
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し
か
し
、

嘆
き
の
情
は
未
だ
全
く
掃
ひ
去
ら
れ
な
い
が
「
御
震
も
言
ひ
た
ま
ふ
」
に

於
け
る
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
合
奏
と
共
に
中
間
楽
節
に
入
り
「
然
り
、
彼
等
は
そ
の
榮
役

を
止
め
て
息
ま
ん
、
そ
の
業
こ
れ
に
随
ふ
な
り
」
の
浮
化
的
表
現
と
な
る
。

セ ヴ

ィ

オ

ロ ―フ

平

戸

龍

也

石

黒

碩

二

郎

岩

本

政

蔵

古

澤

滋

野

天

江

安

三

郎

岩

崎

吉

三

鈴

木

保

羅

荒

木

幹

枝

杉

山

長

谷

夫

藤

田

経

秋

大

塚

淳

岡

田

二

郎

伊

藤

純

三

松

村

軍

利

増

田

尚

一
郎

平

田

忠

揺

井

直

弘

榎

本

長

四

郎

平

井

保

三

酒

井

悌

小

澤

弘

岡

野

貞

一

沖

不

可

止

呉

泰

次

郎

盛
口
勝
―
―
―

浅

野

常

七

安

部

幸

明

倉

田

高

解テバ トト ホバクオ フハ コ

イスロラ ラ リ ン

説パン占 斎 こ ］レ ： よ ］ ュ I ~ 
l l l ッ ツ＇バ

者ニバ ント ンント 1 ト プ ス

＾ ^ ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ＾ ^ ^  ^ ＾ ^ ^  ^  ^ ””””””/I海海 ””/I 海 ”””/I 海、、、、、 、、、ノ 、 、、、、 ヽ ヽ ヽ ゞ ヽ

太白犬藤根岸小輻鹿 江永谷金片中安原坂三輻山荻平小深小宮

ロ子山藪藤 浦家口野上原海林下

良 ： 悌功逸：軍正綾英政善甲豊

郎二清蔵夫雄八正松明晴作登郎外三男郎郎平男子次治次助次

〔
原
資
料
横
組
〕

田扉申伏井本川林永倉 口田

太次 金武鰊安信丑 綱
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五
、
ピ

|

【

休

憩
】
ー
—
_

多

伴

奏

横

l

l

ツ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
為
の
協
奏
曲
イ
短
調

山 治

見

河

野

伴
奏

ト
長
調
ケ
ッ
ヘ
ル
ニ
百
十
六
番
：
…
・
モ

J

獨

奏

大

橋

奏
鳴
曲
嬰
へ
長
調
第
一
楽
章
：
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
重
奏

ア

ア
田 美

鶴静枝

會
場

昭
和
九
年
二
月
十
七
日
（
土
曜
日
）
叶
疇
5
詞
口
疇

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
八
六

l
八
七
頁
）

ユ

マ

ン

光

子

井

治

郎

協
奏
曲

ツ

Jレ

卜

ユ

マ

ン

山

田

和

男

田

苧
号

江

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

獨
奏

浦

江

完

武

伴
奏

小

田

恵

美

タ
の
星

「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
よ
り
…
…
…
…
…
ヴ

ア

グ

ナ

＿フ

......................................................
、

ァ

グ

ナ

伴

奏

山

田

男

ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
の
第
一
の
歌

「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
よ
り

ハ
短
調

+
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

北

JI I 

庸
和

郎

協
奏
曲

―
-
、
バ
リ
ト
ン

獨

唱

秋

月

直

胤

伴

奏

植

田

穣

シ

ロ

夕

敦

師

奏
鳴
曲

ヴ
ァ
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ンン

ヴ

ィ

ヴ

ァ

ル

デ

イ

+

l

、

十
二
、昭

和
九
年
二
月
十
七
日

第
二
。
ヒ
ア
ノ

第
二
、
三
榮
章
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

フ
オ
リ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
コ
レ
リ

1
1

レ
オ
ナ
ー
ル

メ
ッ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

「婦
人
の
愛
と
生
活
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ピ

ア

ノ

獨

奏

今

交
響
的
練
習
曲
作
品
十
三
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

第
七
十
回
定
期
演
奏
会

日
比
谷
公
會
堂

ン

九、

ピ

ア

ノ

獨

奏

金

子

登

第 2部

二

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

廿

粕

と

み

工

ノゞ

ツ

ア

Jレ

卜

ツ

ア

レ

ト

J
 

伴

奏

横

山

田

鶴

伴

奏

生

越

千

枝

子

＾
 ヽ

ソ

フ

―フ

ノ

獨

唱

昭
和
九
年
二
月
十
日
第
七
十
三
回
学
友
会
演
奏
会

第
七
十
三
回
學
友
會
演
奏
會

昭
和
九
年
二
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時
半

一

「ド

ン
ジ
っ

バ

ン
ニ
」

よ
り

…
…
…
…
…
…
…
モ

「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」

よ
り
…
…
…
…
…
…
…
モ

「
自
由
射
手
」
よ
り

…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
ウ

沼

力

ツ

稲

田

美

子

八、

重

日
口nド

員

田

中

都

代 馬

子

昭和の東京音楽学校篇

奏
鳴
曲

七

、

ピ

ア

J

獨
一
短
調

奏
第
二

、

第
三
榮
章
：
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

内

田

茉

莉

ン 子
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昭和9年 2月17日，マーラー作曲〈第六交聾曲〉，

（『月刊榮譜』第23巻第 3号，昭和9年 3月）

日比谷公会堂にて

P
a
u
s
e
 n
a
c
h
 d
e
m
 erst
e
n
 S
at
z
 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

G
u
st
a
v
 M
a
h
l
e
r
 

(
1
8
6
0
-
1
9
1
1
)
 

。フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

フ
ィ
ナ
ー
レ

大
管
絃
架
の
た
め
の

第
六
交
響
曲
（
イ
短
調
）

第
一
架
章

第
二
架
章

第
三
楽
章

第
四
架
章

ス
ケ
ル
ツ
ォ

昔

榮

演

奏

曲

目
ア
ン
ダ
ン
テ

モ
デ
ラ
ー
ト

S
e
c
h
st
e
 S
y
m
p
h
o
ni
e
 
i

n
 A
'
m
o
l
l
 

f
巳
g
r
o
s
s
e
s
O
r
c
h
e
st
er 

ク
ラ
ウ
ス

（
本
邦
初

演

奏
）

指

揮

管

絃

楽

東

京

音

架

學

校

管

絃

架

部

休
憩
…
…
…
第
一
架
章
後

P
R
O
G
R
A
M
M
 

I

.
 

A
l
l
e
g
r
o
 
e
n
e
r
g
1
c
o
,
 m

a
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o
 

II
.
 A

n
d
a
nt
e
 r
n
o
d
e
rat
o
 

日
.
S
c
h
e
r
z
o
 

I
V.
 Fi

n
a
l
e
 

東
京
一
音
楽
學
校

〔原
資
料
横
組
〕

L
ei
t

u
n
g
:
 
K
l
a
u
s
 P
ri
n
g
s
h
ei
m
 

O
r
c
h
e
st

er 
d
e
r
 
k
ai
ser li
c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 z
u
 T
o
ki
o
 

ア
レ
グ
ロ

エ
ネ
ル
ジ
ー
コ
、

マ

ノ

ン

ト

ロ

ッ

ボ

（
一
八
六
0

|
―
九

マ

レ

-

)

 

Jレ
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演

奏

曲

解

管

絃

榮第

六

交

轡

曲

A

短

調

〔
序
論
は
昭
和
七
年
二
月
二
十
七
日
の
解
説
を
参
照
。
〕

本
演
奏
A
短
調
第
六
交
響
曲
は
竪
楽
を
交
へ
な
い
純
粋
の
交
響
管
絃
楽
に

よ

る

も

の
、
そ
の
黙
で
第
五
、
第
七
交
響
曲
と
一
聯
を
な
し
て
ゐ
る
。
本
曲
の
創
作
時
代
、
作

者
は
精
稗
的
内
面
的
に
危
機
に
瀕
し
て
ゐ
た
。
意
欲
と
現
賓
、
孤
獨
と
物
質
と
い
ふ
ニ

元
的
な
封
立
に
燐
み
貫
い
た
彼
が
、
辛
く
も
見
出
し
た
解
決
は
超
人
力
、
運
命
の
則
と

い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
心
的
過
程
の
藝
術
的
捌
口
が
本
曲
で
あ
り
、
作
者
自
身
を

し
て

「悲
劇
的
」
交
響
曲
と
之
を
呼
ば
し
め
た
の
で
あ
る
。
か
A

る
心
境
は
、
現
賓
的

に
は
一
九
〇
七
年
彼
が
ウ
ヰ
ー
ン
で
共
に
仕
事
を
し
て
ゐ
た
音
楽
家
等
に
袂
別
朕
を
送

り
、
之
迄
の
生
活
を
精
算
し
、
轄
向
の
道
を
求
め
た
と
い
ふ
事
賓
と
な
つ
て
現
は
れ
た
。

本
曲
は
元
来
彼
の
作
中
で
も
難
解
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
は
楽
曲
特
に
終
楽
章
の

長
大
、
複
雑
、
編
成
の
巨
大
、
竪
楽
附
で
な
い
こ
と
等
種
々
の
理
由
が
考
へ
ら
れ
る

が
、
就
中
作
者
自
身
の
「
悲
劇
的
」
心
境
が
主
な
る
因
を
な
し
て
ゐ
る
と
云
へ
や
う
。

「
悲
劇
的
」
特
性
と
思
は
れ
る
貼
を
豫
め
指
摘
す
る
に

1
、
動
機
上
ー
マ

ー
レ
ル
も
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
の
主
導
動
機
乃
至
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
根
本

動
機
の
如
き
用
法
を
好
ん
で
用
ひ
て
ゐ
る
。
之
は
既
に
第
二
交
響
曲
で
特
に
顕

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

著
に
観
ら
れ
る
。
本
曲
で
は
之
が
漸
弱
の
長
及
短
三
和
音
の
結
合
に
よ
っ
て
表

現
さ
れ
て
ゐ
る
。

之
は
長
、
短
三
和
音
の
輩
な
る
系
列
で
は
な
く
、
長
は
短
へ
至
る
前
提
で

あ

り
、
漸
弱
に
よ
っ
て
長
は
短
に
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
之
が
本
曲
の
悲
劇
的
特
性
を
示
す
小
宇
宙
で
あ
り
、
根
本
動
機
或
は

モ

ッ
ト
ー
で
あ
っ
て
曲
中
随
所
に
出
現
す
る
の
で
あ
る
。

2
、
音
色
上
ー
意
欲
と
現
質
、
孤
獨
と
物
質
の
封
立
、
そ
の
克
服
は
音
色
的
象
徴
と

説

マ
ー
レ
ル
作
（
本
邦
初
演
奏
）

、
、
、
、
、

し
て
、
畜
群
の
鈴
と
槌
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
作
者
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、

畜
群
の
鈴
の
音
は
ア
ル
。
フ
ス
の
高
地
に
観
ら
れ
る
浮
世
離
れ
た
高
慮
の
孤
獨
を

意
味
す
る
。
「
槌
」
は
「
短
か
く
力
強
く
、
し
か
し
金
島
的
で
な
い
鈍
く
響
く

や
う
に
打
つ
こ
と
」
と
譜
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
、
一
種
の
超
人
力
、
現
世
の

彼
岸
に
あ
る
運
命
の
象
徴
で
人
間
の
意
欲
と
力
と
の
無
為
無
能
を
意
味
す
る
。

故
に
終
楽
章
の
要
所
に
作
者
が
之
を
三
度
用
ひ
た
こ
と
は
意
味
深
い
こ
と
に
な

る。

編
成
は
第
五
交
響
曲
に
較
べ
る
と
敷
に
於
て
著
し
く
増
大
し
、
絃
楽
の
他
、
ピ
ッ
コ

ロ
一
、
フ
リ
ュ
ー
ト
四
、
オ
ー
ボ
ー
四
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
三
、

ES
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
一
、

D
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
一
、

B
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
三
、
バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
一

、
フ

ァ
ゴ
ッ
ト
三
、
コ
ン
ト
ラ
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
一
、
ホ
ル
ン
八
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
六
、
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
―
―
-
、
バ
ス
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
一
、
バ
ス
ト
ゥ
ー
バ
一
の
管
楽
器
、
更
に
打
楽
器
の

類
は
巨
大
で
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
ニ
組
、
大
、
小
太
鼓
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
鐵
琴
、
木
琴
、

シ
ン
バ
ル
、
タ
ム
タ
ム
、
拍
子
木
、
ル
ー
テ
、
畜
群
の
鈴
、
槌
、
低
い
音
の
鐘
の
他
、

ハ
ー
。
フ
ニ
、
チ
ェ
レ
ス
タ
と
い
ふ
多
種
多
様
な
楽
器
を
取
揃

へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
作

者
の
交
響
曲
中
、
本
曲
で
始
め
て
チ
ェ
レ
ス
タ
が
用
ひ
ら
れ
た
。
）

本
曲
の
綿
譜
は
一
九

0
四
年
完
成
、

一
九
0
五
年
出
版
、
一
九
〇
六
年
作
者
自
身
に

よ
り
エ
ッ
セ
ン
で
行
は
れ
た
汎
獨
逸
音
楽
協
會
の
音
楽
祭
で
初
演
さ
れ
た
。
曲
の
愛
改

は
作
者
に
は
常
習
で
あ
る
が
、
特
に
本
曲
で
は
之
が
著
し
い
。
細
部
の
楽
器
編
成
の
愛

改
は
勿
論
で
あ
る
が
、
現
今
の
第
二
楽
章
と
第
三
榮
章
は
初
演
の
時
に
は
順
序
が
逆
で

あ
っ
た
。
但
し
そ
の
理
由
は
明
か
で
な
い
。
と
も
あ
れ
、
現
行
の
演
奏
用
楽
譜
も
小
型

純
譜
と
は
可
成
り
に
異
つ
て
ゐ
る
。

業
式
上
、
四
楽
章
か
ら
な
る
が
、
通
例
二
部
に
分
け
て
観
ら
れ
る
。
但
し
、
之
に
も

二
種
の
解
繹
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
前
の
三
楽
章
を
第
一
部
と
し
、
終
楽
章
を
第
二
部

と
す
る
も
の
（
ワ
イ
グ
ル
、
ベ
ッ
ケ
ル
の
説）
、
他
は
第
一
楽
章
を
第
一
部
と
し
、
後

の
三
楽
章
を
第
二
部
と
す
る
も
の
（
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の
説
）
で
あ
る
。
し
か
し
執

れ
に
せ
よ
、
第
一
楽
章
と
第
四
楽
章
が
雨
柱
を
な
し
、
第
二
、
第
三
楽
章
は
間
奏
的
性

質
の
も
の
と
云
へ
る
。

以
下
に
各
楽
章
の
荒
筋
を
解
脱
す
る
。
楽
式
上
の
説
も
固
々
で
あ
る
が
、
今
は
諸
説
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一．
 

｀ 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
奏
す
る
之
の
封
主
題

V
-
.
 

を
参
酌
し
て
適
賞
な
り
と
考
へ
た
も
の
を
記
す
る
。
説
明
中
括
弧
入
り
の
敷
字
は
、
カ

ー
ン
ト
・
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
版
小
純
譜
の
厘
劃
番
琥
を
意
味
し、

音
名
及
調
名
は
煩
瑣

を
避
け
る
為
に
猥
逸
流
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
依
っ
た
。

第

一

楽

章

ア

レ

グ

ロ

エ

ネ

ル

ジ

ー

コ

マ

ノ

ン

ト

ロ

ッ

ボ

A
短
調

4
-
4

烈
し
く
、
し
か
し
、
力
強
く

本
楽
章
は
意
欲
と
現
賓
、
孤
獨
と
物
質
の
封
立
と
矛
盾
に
封
す
る
闘
手
と
解
決
へ
の

探
究
で
あ
る
。

楽
式
上
、
自
由
に
撰
大
さ
れ
た
ソ
ナ
タ
形
式
で
あ
る
。

先
づ
五
小
節
の
短
い
行
進
曲
風
な
序
奏
が
来
る
〔
A
短
調
〕
。
セ
ロ
、
バ
ス
、
小
太
鼓

の
き
ざ
む
八
分
音
符
の
節
奏
上
に
現
は
れ
る
絃
と
木
管
の
序
の
動
機
は

Alle
g
ro e
n
e
rgi
co
,
 m
a
 n
o
n
 t
rop
p
o
.
 

2

'

:

1

1

｀

：

f

i

`

,

i

i

ゴ

9F

T

.

,

"

`

ー|
e
tc.

行
進
曲
調
は
作
者
が
愛
好
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
（
譜
2

)

は
そ
れ
以
上
の
意
味
を

有
し
、
全
曲
に
愛
様
し
て
現
は
れ
る
重
要
な
も
の

で
あ
る
。

主
部
に
入
り
、
提
示
部
〔
一
ー
―
―
―
―
〕
（
反
覆
演
奏
さ
れ
る
）
中
第
一
主
題
群
〔
A
短

調
〕
は
陰
氣
で
反
抗
的
で
あ
る
。
こ
A

で
特
に
皐
ぐ
べ
き
は
、
ホ
ル
ン
の
和
音
に
支
え

ら
れ
て
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
は
れ
る
第
一
主
題

3

J

J

口

i

□い
門
ロ
J
|
|
「
J
丁
ナ
ノ
「
、
じ
―
「
)
「
:
¥
]
-

ー
9
,
"丁
~
日
冑
国

、A
P

之
は
セ
ロ
、
バ
ス
、
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
の

D
上
の
低
績
音
、
畜
群
の
鈴
に
伴
は

れ
、
チ
エ
レ
ス
タ
が
同
形
で
之
を
強
調
す
る
。

H
長
調
〔
二
五
〕
に
至
っ
て
曲
相
は
高
潮
に
達
す
る
が
、
次
の

B
長
調
〔
二
六
〕
に

な
っ
て
紳
秘
的
に
な
り
、

A
長
調

〔
二
七
〕
を
経
て
反
覆
部
に
入
る
。

反
覆
部
〔
二
九
ノ
第
三
小
節
ー
三
五
〕
で
は
第
二
主
題
は

D
長
調
で
暗
示
的
で
あ

る。
コ
ー
ダ
は
非
常
に
長
い
〔
三
六
ノ
第
九
小
節
よ
り
〕
。
そ
し
て
前
に
出
た
諸
要
素
を

oo 

V
I. 
S
c
h
w
u
n
g-,`
―゚―

I
 

a
 

1
 

ふ
I
り

J

f

I

展
開
部
〔
一
四
ー
ニ
八
〕
は
以
上
の
諸
要
素
を
材
料
に
し
て
波
瀾
に
富
む
が
、

F
長

調
〔
一
九
〕
の
部
分
に
現
は
れ
る
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

G
A
C
E
の
副
七
の

和
音
の
ト
レ
モ
ロ
の
動
機
は
後
の
猿
展
上
重
要
で
あ
る
。 書

6
.

~

ー
「
f
雲□[
]
l
|
'

□
爪
f

之
に
次
ぐ
コ
ラ
ー
ル
の
副
想
〔
七
〕

贄
¥
f
f
ー

第
二
主
題
群
〔
F
長
調
〕
〔
八
以
下
〕
は
撥
渕
と
し
て
進
取
的
で
あ
る
。
第
二
主
題

は
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
奏
さ
れ
、
こ
の
間
特
に
ハ
ー
。
フ
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
シ
ン

バ
ル
が
響
く
。

昌
I
¥
I
 

冒
5

テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
に
誘
は
れ
て
現
は
れ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
根
本
動
機

1,
pt
.u•Hh

l. 

5
•□
_
_
ー
ー
_

_

 |
h
:
-
_
_
 
|
|
|
上

i

「

i

「
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r
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～ 

P
'
ー

9
C
n
2
I
m

、

I

-

汽
：
：
：
下
叶
麿
心
叫

＼

）

 

．
 

次
の

E
短
調
〔
五
一
〕
中
で
は
フ
リ
ュ
ー
ト
、
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
新
主
題
を
奏
す

る。

，
 皿帽
口

¥

_

ー

l
4
_
9
1

，
 

-
O
.
 

9

J

l

[

[

□口[`
＇し

冒
り
日
日
冒1
1

1

叫

苓
“
を
．b

間
も
な
く
現
は
れ
る
オ
ー
ボ
ー
の
動
機

は
重
要
な
音
形
で
あ
る
。

次
い
で
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
が
歌
ふ
嘆
き
の
調
は
特
色
に
満
ち
て
ゐ
る
。

t 

叫

複
雑
に
用
ひ
、

最
後
は

A
長
調
〔
四
二
〕
で
漸
次
に
急
迫
し、

最
強
奏
で
終
る
。

第

二

楽

章

ア

ン

ダ

ン

テ

モ

デ

ラ

ー

ト

ES
長
調
4
-
4

前
楽
章
と
封
比
を
な
す
本
楽
章
は
、
自
然
を
友
と
す
る
隠
遁
生
活
と
夢
幻
の
境
で
あ

る。
編
成
は
前
楽
章
と
大
證
同
じ
で
あ
る
が
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
が
加
は
る
。
幻

想
曲
風
に
自
由
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
先
づ
最
初
の
ES
長
調
〔
五
〇
〕
は
「
柔
く
、
し
か

し
表
情
に
満
ち
て
」
と
記
さ
れ
、
主
要
主
題
が
歌
調
的
に
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
奏
し

出
さ
れ
る
。
之
に
他
の
絃
が
弱
音
さ
れ
て
伴
ふ
。

譜
1
3
、
1
4
は
共
に
第
一
楽
章
の
序
奏
の
行
進
曲
調
（
譜
2

)

に
基
い
て
ゐ
る
も
の
で

あ
る
。 零

｀
 
f
 
l•風→•

•1糾』

圃

]

直

ー

―

一4.
`

‘

一

□計
叶
叫
`
:
`
'
『
べ
叫
口s
ー

十

、

`

之
に
セ
ロ
、
バ
ス
が
同
一
音
形
を
節
奏
的
に
喰
ひ
違
っ
て
刻
む
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
鋭
い
節
奏
的
主
題
を
始
め
る
。

i•Pa

u
k
c 

IJ.

~
幽
訓
i

J
.
 

叫
鼠

｀田

四l
嵐L

次
の

C
長
調
の
部
分
は
「
ミ
ス
テ
リ
オ
ー
ゾ
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
、
極
め
て
神

秘
的
で
幻
想
的
で
あ
る
が
、

E
長
調
〔
五
九
〕
で
曲
相
が
一
時
高
潮
に
達
す
る
。
そ
し

て
ES
長
調

〔
六
一
〕
に
饉
つ
て
か
ら
漸
次
に
曲
相
も
沈
静
し
、
最
後
は
ホ
ル
ン
の
和

音
、
ハ
ー
。フ
、
低
音
の
セ
ロ
、
バ
ス
の
ピ
チ
カ
ー
ト
で
静
か
に
終
る
。

第

三

楽

章

ス

ケ

ル

ツ

オ

A
短
調

3
-
8

ど
つ
し
り
と
、

作
者
の
ス
ケ
ル
ツ
オ
一
般
が
さ
う
で
あ
る
や
う
に
、
本
楽
章
も
グ

ロ
テ
ス
ク
と
ユ
ー

モ
ア
に
富
む
魔
性
の
精
の
幻
想
的
舞
踏
で
あ
る
。

し
か
し
他
の
も
の
に
比
し
て
構
成
が

よ
り
複
雑
で
長
大
で
あ
る
。

本
楽
章
で
は
タ
ム
タ
ム
が
加
は
る
。
楽
式
的
に
は

A
短
調
3
-4
の
〔
ど
つ
し
り
と
〕

と
記
さ
れ
た
主
部
、

F
長
調

「
グ
ラ
チ
オ
ー
ゾ
」
の
偶
敷
拍
子
及
奇
敷
拍
子
の
頻
繁
に

交
替
す
る
ト
リ
オ
〔
七
三
以
下
〕
、
「
よ
り
緩
り
と
」
と
記
さ
れ
た

F
短
調
の
間
奏
〔
八

一
〕
の
三
部
分
が
前
半
で
、
後
半
は
そ
の
反
覆
と
考
へ
ら
れ
る
。

即
ち

A
短

調

主

部

〔
八
二
以
下
〕
、
D
長
調
に
愛
へ
ら
れ
た
グ
ラ
チ
オ
ー
ゾ
の
ト
リ
オ
〔
八
八
以
下
〕

ES
短

調
に
愛
へ
ら
れ
た
ア
ン
コ
ラ
メ
ノ
モ
ッ
ソ
の
間
奏
〔
九
六
以
下
〕
が
後
半
で
、
最
後

は
A
短
調
の
コ
ー
ダ
で
終
る
の
で
あ
る
。

主
部
は
先
づ
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
の
上
拍
に
始
ま
る
荒
々
し
い
も
の
、

す
る
と
第
一
、

第
二
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間
も
な
く
現
は
れ
る
絃
と
木
管
の
十
六
分
音
符
の
上
拍
を
伴
ふ
音
形
も
第
一
楽
章
の

（
譜
4

)

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

合

計

ト
リ
オ
は
「
昔
風
に
」
と
但
書
が
入
っ
て
ゐ
る
や
う
に
、

ト
の
節
奏
の
頻
繁
な
交
替
で
あ
る
が
、
主
部
の
荒
々
し
さ
の
封
比
と
し
て
、
優
美
な
洒

落
と
道
化
で
あ
る
。
〔

F
長
調
で
は

4
-
8
と
3
-
8
、

2
-
4
、

の
節
奏
の
交
替
〕

下

ー

：

．

口

オ
ー
ボ
ー
の
奏
す
る
ト
リ
オ
の
主
題
は

A
lt
v
at
e
ri
s
c
h
 
G
r
a
zi

o
s
o.
 

-
6
.で
.
]
-
~
_

：：1

7

、'
ぃ．い肛

第
四
楽
章

D
長
調
で
は
3
-
8
、

喜

間
奏
は
極
め
て
音
色
的
に
特
色
が
あ
る
。

緩
り
奏
さ
れ
、

が
伴
ふ
。

P
ち、

且

そ
の
間
弱
音
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

下•

メ
ヌ
エ
ッ
ト
と
ガ
ヴ
ォ
ッ

函

じ
3
-
4
 

『`
汀

□
I

I

こ
の
主
題
は
オ
ー
ボ
ー
に
よ
っ
て

コ
ル

レ
ー
ニ
ョ
の
絃
と
木
琴

一
言
汀
｀
｀
｀
｀
了
'
(
f
号

尚
、
こ
の
楽
章
で
は
至
る
虚
に
根
本
動
機
（
譜
1

)

が
員
鍮
管
楽
器
に
よ
っ
て
出
現
し

て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

フ
イ
ナ
ー
レ

A
短
調

2
-
2

主
要
速
度
ア
レ
グ
ロ
エ
ネ
ル
ジ
ー
コ

意
欲
と
現
賓
、
孤
獨
と
物
質
の
封
立
が
再
び
撞
頭
し
て
来
て
、
烈
し
い
闘
争
を
展
開

す
る
。
し
か
し
人
の
意
欲
は
自
然
の
意
志
の
前
に
は
無
に
等
し
く
、
人
の
力
は
運
命
の

則
の
前
に
は
絶
封
的
に
屈
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
て
人
の
世
の
凡
ゆ
る
封
立
と
闘

争
は
現
世
を
超
へ
た
自
然
力
、
そ
の
彼
岸
に
あ
る
運
命
の
則
に
よ
っ
て
揚
棄
さ
れ
る
こ

員
冒

J
P
 

次
の
ヴ
ィ
オ
ラ
の
分
奏
の
ト
レ
モ
ロ
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

271 

z
o
.
 

H
n
r.
 

、ほ
¥
,
|
7
w

第1章

と
に
な
る
。

本
楽
章
は
マ

ー
レ
ル
の
書
い
た
交
響
曲
の
楽
章
中
最
も
長
く
、
又
恐
ら
く
最
も
複
雑

な
も
の
で
、
難
解
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
編
成
も
本
曲
中
最
大
で
前
掲
の
凡
ゆ
る
楽
器
が
用

ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

曲
は
長
大
な
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト
の
序
奏
と
ア
レ
グ
ロ

る。
こ
の
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト
の
序
奏
は
恰
も
其
れ
自
身
一
楽
章
を
な
す
程
長
大
な
も
の
で
あ

り
、
現
は
れ
る
諸
動
機
は
或
は
前
楽
章
と
関
係
を
も
ち
、
或
は
将
来
の
痰
展
の
芽
と
な

る
も
の
で
頗
る
重
要
で
あ
る
。

冒
頭

c短
調
は
絃
と
管
の
低
い

C
音
上
の
増
四
一
―
一
の
和
音

(CESFiSA
s

)

と
チ
エ
レ

ス
タ
、
ハ
ー
。
フ
の
ア
ル
ペ
ジ
オ
に
始
ま
り
、

第
三
小
節
で
序
奏
の
主
動
機
が
第

一
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
に
現
は
れ
る
。

A
短
調
〔
一

0
四
ノ
七
小
節
前
〕
で
は
先
づ
ホ
ル
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ

ー
ン
で
本
曲
の
根
本
動
機
（
譜
1

)

が
明
か
に
奏
さ
れ
る
が
、
や
が
て
バ
ス
ト
ウ
ー
バ

が
運
命
の
動
機
を
獨
奏
し
（
譜
1

9

)

、
之
を
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ホ
ル
ン
が
受
け
る
（
譜

2

0

)

。
前
者
は
第
一
楽
章
第

一
主
題
（
譜
3

)

に
、
後
者
は
第
三
楽
章
（
譜
1
5
)

、
更
に

潮
れ
ば
第
一
楽
章
（
譜
4

)

に
開
係
を
も
っ
゜

E
t
w
a
s
 s
c
h
l
e
p
p
e
n
d
.
 `

 `
,
.
、

.
|
rげ．
．

 

詞
日
且

。、

ハ
ー
フ

チ
ェ
レ
ス

-oo.
勺
勺
ー
，
一
日
|
丁
|
|
4
[
『
口
『
口
加
f
土
I
[
]討

エ
ネ
ル
ジ
ー
コ
の
主
部
か
ら
な
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l
5
•寄
喜
釦 V

皿う
』

昇
5'ー
：
上

｀ 

タ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
音
形
は
第
一
楽
章
（
譜
8

)

の
回
想
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
間

ホ
ル
ン
が
奏
す
る
新
ら
し
い
動
機
は
、
主
部
の
第
二
主
題
の
前
隅
れ
で
あ
り
（
譜
2
1
)

、

之
に
答
へ
る
バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ア
ゴ
ッ
ト
の
新
動
機
は
第
一
主
題
の
断
片
で
あ

る
（
譜
2

2

)

。

2

よ
彎

一

ー

a

・

・

日

9
M
a
r
c
at
o
.

v
 

2
2
.

、.. 』

・'
|
l
"
J̀

,

「

・

＿

叉
こ
の
部
の
ホ
ル
ン
の
動
機
（
譜
2

3

)

も
後
の
疲
展
上
重
要
で
あ
る
。

c短
調
〔
一
〇
六
以
下
〕
に
饉
る
と
、
管
楽
合
奏
で
コ
ラ
ー
ル
が
重
々
し
く
は
つ
き
り

と
歌
は
れ
る
。

国

叫

S
c
h
w
e
r
 M
a
r
c
at
o
.
 

Z
4.~芯
土
|
ー
|
鳳

`
i
l
l
 

nv  

間
も
な
く
ホ
ル
ン
に
現
は
れ
る
今
―
つ
の
新
ら
し
い
コ
ラ
ー
ル
（
譜
2

5

)

と
之
の
封
磐

を
な
す
セ
ロ
の
動
機
（
譜
2

6

)

も
後
に
重
要
に
な
る
。

T 

けnヽソ 寸す`

冒
汎

]

困

心
冒
冒

聾
“
・
,
見
i叫 V

,
 
竺
心
下
書

冒
―
'
闘
『

蕊

V

ic
.
 
u.
 
lJI. 

2
6

・
闘
言
．

そ
し
て
根
本
動
機
（
譜
1

)

と
共
に
ア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト
〔
一

0
九
〕
に
入

る
。
す
る
と
セ
ロ
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
、
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
が
第
一
楽
章
序
奏
に
閥
係

あ
る
節
奏
（
譜
2

)

を
刻
み
出
す
。
之
は
本
楽
章
第
一
主
題
の
一
動
機
の
豫
知
で
も
あ

り
又
前
出
の
（
譜
1
9
)

に
も
閥
係
を
も
つ
。

か
く
て
主
部
ア
レ
グ
ロ
エ
ネ
ル
ジ
ー
コ
に
入
る
〔
―

1

0
以
下
〕
。
主
部
は
ソ
ナ

タ
形
式
に
依
つ
て
ゐ
る
が
、
極
め
て
自
由
に
作
ら
れ
、
愛
形
披
大
さ
れ
、
種
々
に
解
繹

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

提
示
部
〔
―
1
0—

―
二
八
〕
の
第
一
主
題
群
〔
―
1
0
以
下
〕
〔
A

短
調
〕
は
カ

強
く
、
そ
の
第
一
主
題
は
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
オ
ー
ボ
ー
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ユ
ホ
ル
ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
奏
さ
れ
る
。

A
l
l
e
g
r
o
 e
n
e
rg
i
c
o
.
 

2
7
•寄
〗E9

;
―
い
駐
ロ

ペ
サ
ン
テ
〔
―
一
＿
―
-
以
下
〕
に
入
る
と
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
八
分
音
符
で
根
本
動
機
（
譜

1

)

を
奏
し
、
引
績
き
ホ
ル
ン
に
新
ら
し
い
コ
ラ
ー
ル
が
現
は
れ
る
。

2
8
.

~
|
]
]

し

e古
：
応

｀
~
只

屈
｀
戸
冒
宣言冒

T
p
t
.
 

三.f 

第
二
主
題
群
〔
―
-
七
以
下
〕
〔
D
長
調
〕
は
流
暢
な
曲
相
を
有
し
、
第
二
主
題
（
譜

2
1
)

が
先
づ
ホ
ル
ン
で
獨
奏
さ
れ
る
。
次
い
で
現
は
れ
る
全
管
絃
の
和
音
と
ハ
ー
。
フ
の

匂
骨
鳳

了
点
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ーJ 
以
下
D
短
調
〔
―
二
〇
〕
玉
長
調
〔
―
―
―
三
〕

D
長
調
〔
―
二
四
〕
は
序
奏
及
主
題

群
の
自
由
な
反
覆
と
考
へ
ら
れ
る
。

展
開
部
〔
―
二
九
ー
一
四
二
〕
は
槌
の
音
と
共
に

D
短
調
で
始
ま
り
、
ホ
ル
ン
が
根

本
動
機
（
譜
1

)

を
又
も
や
告
げ
る
。
こ
の
部
で
は
以
上
に
掲
げ
た
諸
動
機
が
全
然
自

由
に
編
合
さ
れ
、
叉
愛
形
さ
れ
て
ゐ
る
。
調
と
曲
相
の
推
移
を
略
記
す
れ
ば
、
次
の

A
長
調
〔
一
三
一
〕
で
は
幾
分
沈
静
し
、

F
短
調
〔
―
―
―
―
―
―
―
〕
で
は
荒
々
し
く
な
り
、

c短
調
〔
一
三
四
〕
で
は
力
強
く
節
度
を
保
つ
。
然
る
に

C
長
調
〔
一
三
五
〕
に
及
ん

で
情
熱
的
な
行
進
曲
調
と
な
つ
て
爆
狡
す
る
が
、

G
長
調
〔
―
-
―
-
七
〕
を
経
て

A
長
調

〔
―
-
―
-
九
〕
に
至
っ
て
之
が
沈
静
す
る
。

B
長
調
〔

l

四
〇
〕
に
入
る
と
、
槌
の
音
と

共
に
絃
が
波
形
を
な
し
て
う
ね
り
出
し
、
そ
の
間
、
（
譜
23
、
2

5

)

が
管
で
菱
形
撰
大

さ
れ
て
現
は
れ
、
反
覆
部
へ
の
導
入
的
氣
分
を
漂
は
す
。

反
覆
部
〔
一
四
―
―
-
|
―
六
三
〕
は
先
づ

c短
調
の
序
奏
の
回
想
に
始
ま
り
、

B
長
調

〔
一
四
七
〕
グ
ラ
チ
オ
ー
ゾ
で
第
二
主
題
（
譜
2

1

)

が
オ
ー
ボ
ー
に
現
は
れ
漸
次
に
高

潮
し
、

A
長
調
〔
一
五
0
ノ
第
三
小
節
〕
に
及
ん
で
（
譜
2

8

)

の
コ
ラ
ー
ル
及
第
一
主

題
の
一
部
（
譜
2
7
b
)
が
奏
さ
れ
る
が
、
員
に
第
一
主
題
が
幅
廣
く
現
は
れ
る
の
は
次

の
A
短
調
〔
一
五
三
以
下
〕
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
反
覆
部
で
は
第
二
主
題
が
先
に
、

第
一
主
題
が
後
に
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
A
長
調
〔
一
六
一
〕
で
最
強
に
達
し

た
後
、
コ
ー
ダ
に
入
る
。

コ
ー
ダ
〔
一
六
四
〕
〔

A
短
調
〕
は
主
と
し
て
序
奏
の
諸
動
機
（
譜
18
）
（
譜
19
）
等

に
基
い
て
作
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
間
敷
回
、
根
本
動
機
（
譜
1

)

が
現
は
れ
る
。

そ
し
て
速
度
が
段
々
と
緩
み
行
き
、
最
後
は
全
管
絃
の
奏
す
る
最
強
の

A
短
調
―
―
―
和

F
-

「)「三ご巳

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

田 口

蔵 麿 繁

＼

ー＼
二

2
9.

j言

[)□
ー

信

言

東

京

昔

榮

學

校

長

乗

杉

嘉

ク
ラ
ウ
ス
・

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

指

揮

者

海

軍

軍

楽

隊

長

内

藤

清

五

閥
係
管
絃
楽
部
員

ロ
ベ
ル
ト
・

ボ
ル
ラ
ッ
ク

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

橋

本

國

彦

井

上

武

雄

黒

澤

良

輝

栗

原

大

治

兎

束

龍

夫

幅

井

巖

大

岡

運

英

桂

平

太

松

浦

き

み

よ

岡

見

温

彦

清

水

澄

疋

田

小

枝

田

中

富

貴

子

伊

藤

光

鈴

木

共

子

11

上

淳

J
 

末

吉

雄

二

鳥

居

つ

な

小

宮

山

水

幸

松

十

壽

セ ヴ

ィ

オ

ロ ーフ

小酒平浦北 平榎揺平増松伊岡 大 藤 杉 荒 鈴 岩 天 古 多 渡 岩 石 平

澤 井井江；井：井田：村藤田塚田塁木木崎:i睾 邊本黒戸

保 二 保 四 直 一 重 純二 罷谷幹保吉三滋久 政□龍

弘悌三完郎喜郎弘忠郎利三郎淳秋夫枝 羅三郎野興健蔵郎也

ア
ル
ペ
ジ
オ
に
伴
は
れ
る
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
旋
律
（
譜
2

9

)

は
第
一
楽
章
第
二
主

題
（
譜
7

)

と
闘
係
を
も
つ
て
ゐ
る
。

音
が
テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
の
節
奏
に
刻
ま
れ
て
響
く
が
、
之
は
消
ゆ
る
が
如
く
弱
ま
り
、
絃

の
ピ
チ
カ
ー
ト
、
大
太
鼓
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
遂
に
滅
し
て
し
ま
ふ
。

273 第1章 昭和 2年～12年 (1927~1937)



(
”
)
原

(

"

)

平

イ
ン
グ
リ
ッ
シュ

ホ
ル
ン

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
（
＂）
安中

（
海
）
柳

E

s

(

”

)

塚

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

本 澤薮藤野

禰悌功

章覺 外三政男

ォ
ー
オ
ー

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
(
”
)
脇
田

ホ
ル
ン

オ

ー

ボ

ー

ピ

ッ

ノ‘

コ

口

フ
リ
ュ
ー
ト プ

コ
ン
ト
ラ
バ
ス

智

岡

野

貞

一

沖

不

可

止

呉

泰

次

郎

浅

野

常

七

盛

口

勝

三

安

部

幸

明

阿

保

健

倉

田

高

（

海

）

小

林

甲

助

(
”
)
深

海

善

次

(

”

)

小

原

政

治

(
”
)
藤

井

金

蔵

(
”
)
平

上

英

次

荻

野

綾

子

山

口

正

男

輻

家

軍

平

（
海
）
三
浦
榮
治
郎

(
”
)
加

賀

正

治

(
”
)
平

山

富

蔵

(

”

)

坂

逸

郎

(
”
)
青

山

治

一

槌

大トタテテバ ト ； ホコ フバ
ル太 ラムイイス ロ ン クス
1鼓イタン ン ト ン ン フト アラ
テアムパパウ ボ ペ ）レアラ ゴリ

;』 l l l ツ 、； ツ喜

ルニバ ン ト ント トト
^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 
II II // II II II II II II II II II II // // II II II II 海 // // II 海 海
、、ヽヽヽヽヽヽヽ ‘ー 、一 、一、、 、、、、、、 ヽヽヽヽ

大白 小犬洲大根岸 美 小 藤 丸堀 揺 谷簗鴨鹿高江永谷長片 藤 金片金

：伏ご槻本川：椋波 ； 本 永 中 田 霊 倉 ： 口 田 口 ： 倉 井 子 儡 野

太 宋禰武鯖久時高＿賢信純甚留丑五綱 良太 太安

郎清馬吉夫雄雄住美 郎 夫 正 策 市 吉 松 郎 明 睛 作 郎 勇 武 登 郎 蔵

澤 紳

午 次

郎

レ
（
海
）
仙

小
太
鼓

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
；

(
”
)
田

グ
ロ
ッ
ケ
ン

シ
ロ
ホ
ー
ン

(
”
)
太

シ
ン
バ
ル

タ
ム
タ
ム

チ
エ
レ
ス
タ
（
＂
）
永

〔
批
評
〕

△
東
京
音
楽
學
校
演
奏
會
。
後
七
時
日
比
谷
公
會
堂
〔
。
〕
マ
ー
レ
ル
作
「
第
六
交

響

曲

イ
短
調
」
（
本
邦
初
演
）
。
指
揮
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
、
管
絃
楽
東
京
音
楽
學
校
管
絃

楽
部
。

伊
庭
孝
氏
日
＜
ー
官
立
の
音
楽
學
校
の
本
来
の
方
針
か
ら
云
へ
ば
、
古
典
の
名
曲

を
充
分
に
仕
上
げ
て
か
ら
マ
ー
ラ
ー
の
作
品
な
ど
に
手
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
、

現
在
の
教
授
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
は
マ
ー
ラ
ー
の
解
繹
者
と
し
て
欧
洲
に
於
て
認
め

ら
れ
て
ゐ
る
櫂
威
者
の

一
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
人
が
敦
授
の
席
に
居
る
間
に
マ

ー
ラ

ー
を
上
演
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
多
少
の
無
理
を
し
て
も
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
學

校
の
た
て
ま
へ
に
開
せ
ず
常
該
敦
授
が
最
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
に
腕
を
振
は
し
め
る

の
は
音
楽
學
校
と
し
て
は
賢
明
の
策
で
あ
る
。
但
し、

賓
際
の
効
果
に
於
て
は
音
楽
學

校
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
園
が
、
例
に
よ
っ
て
例
の
如
く
音
が
不
揃
ひ
で
、
殆
ど
聴
く
に
耐

へ
ず
、
私
は
最
後
の
一
楽
章
を
残
し
て
退
却
し
た
。
音
楽
學
校
だ
か
ら
、
ま
づ
く
て
も

差
支
へ
な
い
と
思
ふ
が
、
あ
の
程
度
の
演
奏
な
ら
ば
一
般
に
は
公
開
し
な
い
ほ
う
が
得

策
で
あ
る
。

山
根
銀
二
氏
日
＜
ー
ー
か
う
い
ふ
企
て
は
非
嘗
に
結
構
だ
と
思
ふ
。

箕
作
良
秋
氏
日
<
|
|
ャ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
立
場
か
ら
上
野
音
楽
學
校
が
欧
洲
で
も
や

た
ら
に
聞
け
ぬ
マ
ー
ラ
ー
の
第
六
交
聾
曲
を
演
奏
し
た
態
度
に
封
し
て
何
も
申
す
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
又
マ

ー
ラ
ー
の
高
弟
た
る
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
指
揮
で
す
か
ら
相

嘗
作
曲
者
の
欲
し
て
居
た
様
な
表
現
で
聞
く
事
が
出
来
た
繹
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

（
尤
も
嘗
日
、
時
々
聞
か
さ
れ
た
管
絃
楽
の

ひ
ど
い
不
協
和
音
は
マ
ー
ラ
ー
自
身
想
像

も
し
な
か
っ
た
音
で
せ
う
が
）
そ
れ
に
も
係
ら
ず
、
面
白
く
な
か
っ
た
。
（
と
云
ふ
よ

り
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
云
ふ
方
が
良
い
か
も
知
れ
な
い
。
）
兎
に
角
、
局
部
的
に
は
美

田

弘

谷

義

輝

代

睛

郎

波

睛

幅

へ
、
ル
デ
ン

ク
ロ
ッ
ケ
ン

テ
イ
ー
フ
エ

グ
ロ
ッ
ケ

解

説

者

太

田

太

郎

〔
原
資
料
横
組
〕

山

田

和

男

梶

原

壽

男

第 2部 昭和の東京音楽学校篇 274 



講

師

宮

城

道

雄

講

師

中

能

島

欣

一

疇
皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
祝
歌

歌

敦

授

高

野

辰

之

識

作

曲

講

師

宮

城

道

雄

謹
作

等

曲

第

一

部

邦

能

楽
ツ

レ

観

世

喜

之

前

シ

テ

梅

若

萬

三

郎

後

シ

テ

観

世

左

近

ワ
キ

賓
生

新

高

砂

ツ

レ

人

昭
和
九
年
三
月
十
七
日

墨
陛
下
御
結
婚
拾
周
年
奉
訳
演
奏
曲

皇
太
子
殿
下
御
誕
生

昭
和
九
年
三
月
十
七
日

演
奏
会

榮

高

安

道

喜

金

春

惣

右

衛

門

幸

悟

朗

一
噌
又

六

郎

し
い
モ
ザ
イ
ツ
ク
の
床
を
持
っ
た
、
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い
廣
場
に
お
き
ざ
り
に
さ
れ
た
様
な

氣
持
で
し
た
。
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
以
上
の
大
交
響
曲
の
建
築
が
出
来
る
と
思
っ
た
マ
ー

ラ
ー
の
自
負
心
に
よ
る
誤
算
が
な

い
で
せ
う
か
。
彼
の
管
絃
楽
伴
奏
附
歌
曲
や
初
期
の

交
響
曲
な
ら
歓
迎
す
る
私
等
に
し
て
然
り
で
す
。
折
角
洋
楽
に
親
し
み
か
け
て
居
た

一

般
の
聘
衆
が
『
や
は
り
お
れ
に
は
洋
楽
は
わ
か
ら
ぬ
の
か
な
』
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
ふ

や
う
な
事
は
な
い
で
せ
う
か
。
研
究
的
に
上
野
で
や
つ
て
も
ら
ひ
た
い
曲
は
、
ま
だ
外

に
山
程
あ
る
の
で
す
の
に
。

（
『
月
刊
榮
譜
』
第
二
十
三
巻
第
四
号
、
昭
和
九
年
四
月
、

両
陛
下
御
結
婚
十
周
年
皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
祝

東

京

音

楽

學

校

―
二
五
l
―
二
六
頁
）

ピ
E
長

調

ピ
ア
ノ
伴
奏

敦

師

講敦

師

オ

師

ハ

作

曲

ロ
ー
ベ
ル
ト

・
ポ
ラ
ッ
ク

安

膝

こ

う外

職

員

生

徒

シ

タ

レ

口
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ツ

ノ

協

奏

曲

D
長
調
（
戴
冠
協
奏
曲
）

ケ
ッ
ヘ
ル
五
三
七
番

第
一
楽
章

…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

小

倉

末

ク
ラ
ウ
ス

・。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

三
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
齊
奏

前
奏
曲

：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
バ

ピ
ア
／

指

揮

管
絃
楽

敦敦

師授

ア

・‘ノ合

日
日

nド ス

バ

リ

ト

ン

テ
ノ
ー
ル

ア

ル

ト

助
敬
授

聰
講
生

嘱

託

敦

授

聰
講
生

管
絃
楽
附
獨
唱
及
合
唱

皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
説
歌
…
…
…
…
…
•
•
•
東
京一
音
楽
學
校
謹

作

指

揮

橋

本

國

彦

管

絃

楽

東

京

―

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

獨

唱

ソ
。
フ
ラ
ノ

浅

野

千

鶴

子

藤

本

恵

美

城

多

又

兵

衛

澤

崎

定

之

伊

藤

武

雄

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

第

二

部

洋

長
鶴

嘉
永
四
年

十
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

編 唄

榮

講

師

講 講

師師

杉吉

本住

外金小
職

員太三

生
徒郎郎

昭和 2年～12年（1927~1937)



皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
祝
歌

よ

ろ

こ

び

こ

ゑ

お

ほ

や

し

ま

喜
の
磐
は
み
ち
た
り
大
八
洲

み

こ

け

ふ

し
ら
す
べ
き
皇
子
あ
れ
ま
し
A
今
日
。

く

わ

ん

て

ん

き

ち

こ

と

ふ

歓
天
喜
地
は
言
古
り
た
れ
ど
、

解

君

等

曲

が

四

管

絃

榮

及

齊

唱

皇

帝

行

進

曲

二
人
。

ワ
キ
が
ツ
レ
を
二
人
伴
う
て
出
る
。

…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
・
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
作
曲

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東

京

音

楽

學

校

生

徒

代
（
管
絃
楽
伴
奏
）

説

及

歌

詞

第

一

部

邦

楽一

能

楽

高

砂

古
名
を
相
生
と
も
相
生
松
と
も
い
っ
た
。
作
者
は
観
世
世
阿
禰
、
古
今
和
歌
集
の
序

に
「
高
砂
住
の
江
の
松
も
相
生
の
や
う
に
覺
え
」
と
あ
る
の
に
本
づ
い
て
想
を
構
へ
た

も
の
。
す
な
は
ち
九
州
阿
蘇
の
紳
主
友
成
が
上
洛
の
途
次
、
播
州
高
砂
の
浦
で
、
尉

（
播
津
の
住
吉
の
松
の
精
）
と
、
姥
（
高
砂
の
松
の
精
）
に
逢
つ
て
、
松
の
由
来
を
尋

ね
聞
く
。
又
住
吉
に
詣
で
て
住
吉
明
紳
の
御
来
現
を
拝
し
、
明
紳
は
御
代
を
壽
ぐ
舞
楽

を
奏
し
て
見
せ
た
ま
ふ
に
終
る
。
江
戸
幕
府
が
特
に
之
を
め
で
た
い
曲
と
し
て
扱
っ
た

の
で
、
爾
来
一
般
に
さ
う
考
へ
て
来
た
。
役
人
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

前
シ
テ
尉
。
前
ツ
レ
姥
゜

後
シ
テ
住
吉
明
紳
゜

ワ
キ
阿
蘇
の
紳
主
友
成
。

今
日
の
は
證
脇
と
呼
ぶ
行
き
方
で
、

〔
以
下
歌
詞
省
略
〕

ワ
キ
ツ
レ

指

揮

管
絃
楽

齊

唱

敦

師

右
は
新
作
、
歌
詞
は
教
授
高
野
辰
之
の
作
、
曲
は
講
師
宮
城
道
雄
の
作
、
此
曲
に
限

り
生
田
、
山
田
の
流
派
別
を
超
越
し
て
、
雨
派
の
も
の
各
一
人
づ
つ
で
連
弾
連
奏
を
す

る。
歌
詞
は
謡
曲
の
鶴
龍
を
殆
ど
そ
の
ま
A

用
ひ
た
も
の
、
嘉
永
四
年
十
代
目
杵
屋
六
左

衛
門
作
曲
、
祝
言
用
の
連
吟
も
の
で
、
本
調
子
か
ら
二
上
り
に
な
り
、
ま
た
本
調
子
に

か
へ
る
も
の
で
、

最
も
品
位
あ
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

洋

榮

管

絃

架

附

獨

唱

及

合

唱

皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
祝
歌

昭
和
八
年
十
二
月
二
十
三
日
、

雪
き
の
影
齊
｛
慰
』
に
ほ
ひ
、

ず
ゐ
き

瑞
氣
千
代
田
の
宮
を
こ
む
れ
ば
、

第

二

部

長

唄

鶴

編

す
こ
や
か
に
生
ひ
立
た
し
ま
せ
、
天
津
日
嗣

う

つ

ぐ

の

み

や

み

こ

承
け
つ
が
す
べ
き
繊
宮
の
親
王
。

と

き

も

の

さ

か

ゆ

た
ゞ
な
ら
ぬ
時
も
物
か
は
榮
え
行
く

み

よ

ひ

か

り

そ

御
代
の
光
の
さ
し
添
ひ
に
け
り
。

ひ

ひ

が

し

ひ

が

し

日
は
東
よ
り
東
よ
り
、

あ

か

つ

き

や

み

や

ぶ

暁
闇
は
破
れ
た
り
。

霧
よ
と
く
散
れ
、
消
え
去
れ
と
、

く

に

た

み

こ

ぞ

あ

ふ

わ

か

み

こ

國
民
皐
り
て
仰
ぐ
若
皇
子
。

こ

く

ど

さ

う

も

く

せ

い

き

お

國
土
草
木
生
氣
を
帯
び
て
、

き

た

は

て

た

づ

ね

た

か

北
の
果
に
は
田
鶴
が
一
音
高
く
、

み

な

み

は

て

う

み

が

め

南
の
果
に
は
海
編
を
ど
る
。

東
京
昔
楽
學
校
謹
作
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御
光
四
方
に
放
ち
た
ま
へ
。

す
＜
／
ヽ
と
生
ひ
た
た
し
ま
せ
、

← 

f
 

B
巴
畠
．

4

て
V

ー

ト

n
o

-c 

9
"
I

『

5

277 第 1章

御
光
四
方
に
放
ち
た
ま
へ
。

お
く

た

み

億
の
民
知
ら
す
べ
き
、

つ
ぐ
の
み
や
あ
き
ひ
と

天
津
日
嗣
磁
宮
明
仁
親
王
殿
下
。

う

ち

と

こ

と

ほ

わ

か

み

こ

國
の
内
外
も
壽
ぐ
若
皇
子
、

ぉ

す
＜
／
＼
と
生
ひ
た
た
し
ま
せ
、

;: I廿す、

し`

す
＜
／
＼
と
生
ひ
た
た
し
ま
せ
、

み

ひ

か

り

よ

も

御
光
四
方
に
放
ち
た
ま
へ
。

た
だ
な
ら
ぬ
時
は
消
え
ぬ
と
、

く

に

た

み

ほ

み

こ

園
民
こ
ぞ
り
て
仰
ぎ
壽
ぐ
皇
子
、

み

こ

天
津
日
嗣
の
皇
子
の
み
こ
と
。

海
は
喜
び
の
波
を
打
寄
せ
、

山
は
呼
ば
ひ
ぬ
萬
歳
の
竪
゜

e、、

人
々
語
り
か
は
せ
ば
、

か
し
こ
し
や

か
し
こ
し
や
、

サ
イ
レ
ン
ニ
つ
高
嗚
り
、

清
く
響
き
ぬ
、

響
き
わ
た
り
ぬ
、

皇
子
の
み
こ
と
の
玉
の
初
竪
゜

家
々
國
旗
掲
げ
て
、

め
で
た
し
や

め
で
た
し
や
、

et
c
 

【
解

説

】

本
曲
は
全
曲
を
通
し
て
大
恒
四
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
。

0
第
一
部
分

先
づ
曲
は

G
長
調
四
分
四
拍
子
の
堂
々
た
る
大
行
進
曲
に
始
ま
る
。

(
A
l
l
e
g
ro

m
a
e
st
o
s
o
)
 

＞
 績

い
て
現
は
れ
る
ユ
ニ
ゾ
ン
の
旋
律
は
前
の
員
鍮
管
と
封
照
し
て
絃
に
よ
っ
て
奏
さ

れ
る
。こ

の
雨
主
題
は
コ
ー
ダ
（
結
尾
楽
節
）
に
於
て
再
び
現
出
す
る
。
而
し
て
第
三
十
小

節
よ
り
合
唱
の
主
題
（
楽
譜
第
八
参
照
）
が
前
提
さ
れ
強
大
な
凰
七
和
音
を
以
つ
て
前

奏
を
終
り
直
ち
に
バ
リ
ト
ン

の
獨
唱
に
移
る
。
拍
子
は
八
分
六
拍
子
に
愛
る
が
、
紋
唱

的
で
あ
る
。
（
歌
詞
は
始
め
よ
り
「
…
…
玉
の
初
槃
」
ま
で
）

l
t
j
；
｀
疇
星
｀
Q
恥

C
i

1
-
P
^
.
r
r
)
E
C
r
1
3
4
-
ぃ

5

1

e

八
分
六
拍
子
の
軽
快
な
テ

バ
リ
ト
ン
獨
唱
に
つ
い
で
直
ち
に
合
唱
が
幾
分
早
め
た
拍
子
に
の
つ
て
反
唱
し
、
管

絃
楽
が
績
い
て
之
を
疲
展
し
乍
ら
サ
イ
レ
ン
を
暗
示
し
て
第
二
部
の

B
長
調
へ
移
る
。

0
第
二
部
分

こ
の
部
分
は
菌
民
の
歓
喜
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

ム
ボ
に
な
る
。

昭和2年～12年（1927~1937)



7.

p

i

ag
g
 

ば
．
．‘

•
9
,
•

エ
＂
＂

J

-c

f

C
.
t
 

。漏

＞
 而

叫
D

L

 

や＼
 

”

-

i

叩

丁
虜
景

冒`
言
出
十
二
：
：
干

ょ
丑
予
~
f

S
T
•

ー
f

e
1
L

令

こ
の
邊
か
ら
曲
調
は
ワ
ル
ツ
風
に
な
り
、
「
ひ
と
び
と
か
た
り
か
は
せ
ば
」
で

D
長

調
に
韓
じ
「
ば
ん
ざ
い
／
＼
」
で
國
民
の
歓
喜
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
し
、
引
績
＜

管
絃
は
歓
喜
を
現
は
し
乍
ら
次
第
に
静
粛
と
な
っ
て

E
短
調
に
轄
調
し
て
第
三
部
分
に

入
る
。

0
第
三
部
分

こ
の
部
分
は
「
二

重
フ
ー
ガ
」
の
形
式
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
先
づ
第
一
主
題
が
E
短

調
で
ア
ル
ト
に
始
ま
り
、
テ
ノ
ー
ル
が
應
答
し、

次
い
で
バ
ス
、
ソ
。
フ
ラ
ノ

の
順
序
に

現
は
れ
る
。冑f〈↓〈

心̀
T

e

信
言
「

こ
の
主
題
と
應
答
は
第
二
主
題
の
現
は
れ
る
前
に
迫
奏
(
E
n
g£
i
i
h
r
u
n
g
)
と
な
り
、

「
御
光
を
四
方
に
放
ち
た
ま
へ
」
で

E
長
調
主
和
音
に
結
び
直
ち
に
第
二
主
題
が
バ

ス

よ
り
テ
ノ
ー
ル
、
ア
ル
ト
、
ソ
。
フ
ラ
ノ

の
順
序
に
現
は
れ
る
。

こ
の
主
題
は
前
者
の
表

現
的
で
優
和
な
る
に
比
し
、
極
め
て
強
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
管
絃
楽
は
第

一
主
題
は
絃
楽
を
主
と
し、

第
二
主
題
は
管
楽
を
主
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

← ` 
つ

ょ：

「
め
で
た
し
や
、
か
し
こ
し
ゃ
」
は
四
重
唱
に
始
ま
り
合
唱
で
う
け
る
。

‘̀↑ 

．
 

＂ ，^ 

“' 

¥

r

j
 

ーーー.~ 

9

9

l

 

ーー

・
 
・’
 

．
 

劇←

s
 

o
o
.
d
0
-
O
O
M
b
e
s
tos
o
 

{

―

令

J

ヽ

ど

｀

＾

一

い

「
君
が
代
」
は
依
然
と
し
て
最
低
音
部
に
演
奏
さ
れ
、
之
が
終
る
と
、
や
が
て
行
進

は
停
止
し
、
バ
リ
ト
ン
の
潤
唱
と
な
つ
て
、
紋
唱
に
よ
っ
て

つ
ぐ
の
み
や
あ
き
ひ
と

「
億
の
た
み
知
ら
す
べ
き
、
天
津
日
嗣
繊
宮
明
仁
親
王
殿
下
」

が
朗
詠
さ
れ
、

行
進
曲
は
再
び
績
け
ら
れ
て
堂
々
と
最
強
奏
を
も
つ
て
終
り
を
告
げ
る
。

「
本
曲
使
用
の
楽
器
」

フ
リ
ュ
ー
ト
三
、
ピ
ッ
コ
ロ
フ
リ
ュ
ー
ト
一
、
オ
ボ
ー
ニ
、
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ

ル
ン
一
、
E
S
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
一
、

B
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ニ
、
バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト

一
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
三
、
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
一
、

フ
レ
ン
チ
ホ
ル
ン
四
、
ワ
グ
ネ
ル
テ
ユ

ー
バ
四
、
ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト
三
、
ト
ロ
ム
ボ

ー
ン
―
―
-
、
バ
ス
テ
ユ
ー
バ
一
、
ハ
ー
。フ

l

、
打
楽
器
、
絃
楽
合
奏
。

―
―
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

D

長
調
（
戴
冠
協
奏
曲
）

（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
第
五
三
七
）

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

...閲1
｀

口

．

冒

j

b1b•A 

6 団］．

く
に

た
み

ほ

み

こ

み

こ

こ
の
第
二
主
題
の
疲
展
は
、
「
國
民
こ
ぞ
り
て
仰
ぎ
壽
ぐ
皇
子
、
天
津
日
嗣
の
皇
子

の
み
こ
と
」
で
一
旦
結
ば
れ
乍
ら
直
ち
に
、
主
題
の
増
大
形

(
V
e
r
g
r
o
s
s
e
r
u
n
g
)
縮

小
形

(
V
e
r
k
l
ei
n
e
r
u
n
g
)
と
共
に
複
雑
な
迫
奏
と
な
る
。
管
絃
楽
は
慎
鍮
管
が
主
題

を
奏
す
る
。
や
が
て
絃
と
共
に
現
は
れ
る
第
一
主
題
と
二
重
フ
ー
ゲ
と
な
り
次
第
に
第

二
主
題
は
影
を
没
し、

第

一
主
題
が
勝
を
獲
て
雄
大
な
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
入
り
堂
々

と
第
四
部
分
へ
入
る
。
（

G
長
調
）

0
第
四
部
分

「
フ
ー
ゲ
」
を
う
け
て
こ
の
部
分
は
先
づ
二
分
二
拍
子
で
ワ
グ
ネ
ル
テ
ユ
ー
バ
を
主

謄
と
し
た
管
絃
楽
の

「
君
が
代
」
演
奏
と
な
り
、
國
歌
の
中
途
よ
り
行
進
曲
風
の
最
後

の
主
題
旋
律
が
木
管
に
よ

っ
て
現
出
す
る
。
こ
の
主
題
は
前
奏
に
暗
示
さ
れ
て
ゐ
た
も

の
で
あ
る
。
之
は
次
い
で
合
唱
に
よ
っ
て
歌
は
れ
る
。
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挿
句
は

t
p
 

第
二
主
題
は

I

,

 

A
l
l
eg
r
o
 ：

．
甘
叫
：
よ
…
i
：
：
ミ
言
。

F

本
曲
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

(
M
o
z
a
rt
1
7
5
6
ー
9
1
)

の
晩
年
時
代
の
作
、
即
ち
一
七
八

八
年
一
一
月
二
十
四
日
ウ
ヰ
ー
ン
で
作
曲
、
翌
一
七
八
九
年
四
月
十
四
日
ド
レ
ー
ス
デ
ン

宮
廷
で
作
者
自
身
に
よ
っ
て
初
演
さ
れ
た
。

本
曲
は
戴
冠
協
奏
曲
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
が
、
之
は
作
者
自
身
が
附
し
た
標
題
で
は
な

く
、
一
七
九

0
年
十
月
九
日
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
行
は
れ
た
皇
帝
レ
オ
ボ
ル
ド
ニ
世

の
戴
冠
式
の
奉
祝
演
奏
會
が
同
月
十
五
日
に
同
地
で
催
さ
れ
、
そ
の
際
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

が
本
曲
を

F
長
調
協
奏
曲
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
競
第
四
五
九
）
と
共
に
演
奏
し
た
こ
と
に
由

来
し
、
爾
来
之
が
戴
冠
協
奏
曲
と
通
稲
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

編
成
は
作
者
通
有
の
小
さ
い
も
の
で
、
絃
の
他
、
フ
リ
ュ
ー
ト
一
、
オ
ー
ボ
ー
ニ
、

フ
ア
ゴ
ッ
ト
ニ
、
ホ
ル
ン
ニ
、
ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト
ニ
、
テ
イ
ン
パ
ー
ニ
。

曲
相
は

C
長
調
協
奏
曲
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
第
五

0
三
）
に
似
て
華
麗
な
も
の
で
あ
る

が
、
本
演
奏
は
そ
の
第
一
楽
章
で
あ
る
。

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
（
四
四
二
小
節
）
（
ソ
ナ
タ
形
式
）
の
提
示
部
（
羅
劃
番
琥

A

I
G
)
は
先
づ
長
い
管
絃
楽
の
序
奏
に
始
ま
り
、
こ
A

で
諸
主
題
が
一
通
り
提
示
さ
れ

る
が
、
本
楽
章
の
提
示
部
は
他
の
部
に
比
し
て
長
大
で
錯
綜
し
て
ゐ
る
。
反
之
、
展
開

部

(
H
|
I
の
第
一
―
小
節
）
は
短
か
く
、
反
覆
部

(
I
の
第
―
二
小
節
—
N
の
第
二

一
小
節
）
も
短
縮
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
カ
デ
ン
ツ
が
来
る
が
、
本
演
奏
に
は
ラ
イ
ネ

ッ
ケ
の
も
の
が
用
ひ
ら
れ
る
。
か
く
て
短
い
結
尾
楽
節
を
以
て
終
る
。

本
楽
章
の
第
一
主
題
は

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
齊
奏

E
長

調

ソ

ナ

タ

前

奏

曲

バ

ッ

ハ

作

バ
ッ
ハ
(
J
.S
.
 B

a
c
h
 1
6
8
5
,
|
1
7
5
0
)

は
ケ
ー
テ
ン
時
代
、
一
七
二

0
年
頃
相
織
い

で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
み
の
獨
奏
用
「
ソ
ナ
タ
と
パ
ル
テ
イ
ー
タ
」
六
曲
を
書
い
た
。
詳

し
く
云
へ
ば
、
之
等
は
ソ
ナ
タ
一
＿
一
曲
と
パ
ル
テ
イ
ー
タ
三
曲
で
、
一
っ
の
ソ
ナ
タ
の
後
に

―
つ
の
パ
ル
テ
イ
ー
タ
が
来
る
や
う
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
後
世
之
等
は
凡

て
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
み
の
獨
奏
用
ソ
ナ
タ
六
曲
」
と
通
稲
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。

元
来
十
七
世
紀
以
来
、
獨
逸
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
音
楽
で
は
複
旋
的
作
法
と
重
把
音
奏

法
と
が
疲
達
し
、
こ
の
黙
で
嘗
時
の
伊
太
利
の
そ
れ
を
遥
か
に
凌
い
で
ゐ
た
。
従
っ
て

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
み
の
獨
奏
で
、
多
様
な
曲
相
を
表
現
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
近
代
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
主
と
し
て
弓
と
駒
の
構
造
の
相
異
に
基
い
て
ゐ
る
。
即

ち
、
嘗
時
伊
太
利
で
は
現
今
の
弓
と
同
様
に
、
員
直
な
弓
の
竿
を
用
ひ
、
毛
の
張
力
を

竿
末
で
機
械
的
に
調
節
し
、
駒
も
上
部
が
彎
曲
し
た
も
の
を
用
ひ
た
。
反
之
、
獨
逸
で

は
弧
形
の
竿
叉
は
竿
と
毛
の
間
隔
の
大
き
い
竿
を
用
ひ
、
毛
を
拇
指
で
圏
へ
そ
の
張
力

〔

マ

マ

〕

を
調
節
し
、
叉
駒
も
上
部
の
平
端
な
も
の
が
使
用
さ
れ
た
。
故
に
毛
の
張
力
を
瞬
間
的

に
自
由
に
愛
へ
得
る
し
、
平
端
な
駒
、
及
び
竿
と
毛
の
間
隔
の
大
き
い
竿
と
は
之
と
相

侯
つ
て
、
複
旋
的
作
法
や
重
把
音
奏
法
を
築
々
と
こ
な
せ
た
の
で
あ
る
。

バ
ッ
ハ
は
幼
少
か
ら
嘗
時
の
獨
逸
絃
榮
を
學
び
、
そ
の
賓
際
を
知
悉
し
て
ゐ
た
の
で

あ
る
が
、
本
曲
を
考
へ
る
と
き
前
記
の
事
情
を
是
非
知
る
必
要
が
あ
り
、
叉
本
曲
は
そ

の
意
味
で
、
こ
の
系
統
の
傑
作
に
麗
し
、
大
謄
、
獨
創
の
黙
で
無
比
で
あ
る
の
で
あ

る。
本
曲
は
後
、
ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ガ
ン
に
改
作
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
も
作
者
の
有
鍵
楽

器
の
様
式
が
絃
楽
の
属
節
法
や
轄
調
法
に
依
腺
す
る
黙
が
勘
く
な
い
こ
と
を
證
明
す
る

―
つ
の
例
で
あ
る
。

之
等
一
聯
の
曲
は
一
八

0
二
年
ボ
ン
の
ジ
ム
ロ
ッ
ク
で
初
め
て
印
刷
さ
れ
、
一
八
五

四
年
ブ
ラ
イ
ト
コ
ッ
プ
ウ
ン
ト
ヘ
ル
テ
ル
か
ら
シ
ュ
ー
マ
ン
が
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
附

戸
罰
閥
＇

l

f
7
7
|「
-

9

h

2

0

t

F
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仰：
けり

゜
仰
げ
、
御
光
り

御
空
に
充
ち
て
、

お

う

御

稜

威

は

御

稜

威

は

四

方

に

み

く
に

い
ま

さ
か

御
國
は
今
し
榮
ゆ
る
。

輝
き
て
、

ひ
ろ
が
り
ゐ
ま
せ

て
り
。

た

ぐ

ほ

ま

れ

お

比

ひ

な

き

餐

負

ひ

て

お
う

き
み

い
で
ま
す
わ
が
君
、

み

い

っ

御
稜
威
は

の

ぞ

き

み

臨
め
る
わ
が
君
゜

し
て
出
版
し
た
が
、
前
記
の
事
情
に
よ
り
、
之
等
を
現
代
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
奏
せ
ん

と
す
る
と
き
、
敷
多
の
愛
改
が
必
要
に
な
り
、
か
く
て
爾
来
編
者
の
見
解
の
相
異
か
ら

種
々
の
版
が
現
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

本
演
奏
の

E
長
調
前
奏
曲
は
之
等
の
中
の
第
一
―
-
。
ハ
ル
テ
イ
ー
タ
（
ル
ー
レ
、
ガ
ヴ
ォ

ッ
ト
と
ロ
ン
ド
、
メ
ヌ
ェ
ッ
ト
第
一
、
第
二
、
ブ
ー
レ
、
ジ
ー
グ
）
の
前
奏
曲
で
四
分

三
拍
子
の
活
氣
あ
る
も
の
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
み
の
獨
奏
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
履
々

〔

マ

マ

〕

大
勢
が
齊
唱
さ
れ
る
も
の
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
文
献
中
必
須
の
曲
目
に
島
す
る
。

四
管
絃
楽
及
齊
唱

〔

マ

マ

〕

皇

帝

進

行

曲

ヴ

ァ

ー

グ

ネ

ル

作

曲

本
曲
は
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
(

W

a

g
n
e
r
1
8
1
3
|
1
8
8
3
)

が
普
佛
載
季
凱
旋
記
念
の
為
に

作
っ
た
も
の
で
、
一
八
七
一
年
初
め
て
伯
林
で
演
奏
せ
ら
れ
た
。
曲
頭
に
現
は
れ
る
管

絃
純
奏
の
威
厳
あ
る
主
想
は
暫
く
非
常
な
力
で
展
開
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
鎮
ま
る
と
、

慎
鍮
管
と
テ
イ
ン
パ
ー
ニ
に
導
か
れ
て
第
二
の
主
想
が
木
管
に
響
き
、
績
い
て
マ
ル
チ

ン
、
ル
ッ
テ
ル
作
の
有
名
な
讃
美
歌
「
堅
き
城
」
（
石
,Ei

n
'f

est
e
B
u
rg
")
の
初
句
が

力
強
い
絃
楽
の
伴
奏
で
木
管
の
充
賓
し
た
和
竪
の
中
に
聞
え
る
。
此
の
楽
句
を
展
開
し

〔

マ

マ

〕

て
行
く
次
の
一
節
は
戦
季
の
光
景
を
描
く
も
の
と
し
て
聞
か
れ
る
が
、
頓
て
凱
旋
の
歓

呼
に
似
た
喧
喚
の
裏
に
前
の
讃
美
歌
が
今
一
度
員
鍮
管
の
光
輝
あ
る
音
色
に
現
は
れ

る
。
以
下
は
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
を
合
圏
と
し
て
、
曲
は
再
び
最
初
に
鱚
つ
て
第
一
主
想

が
全
管
絃
の
強
奏
に
現
は
れ
て
曲
を
結
ぶ
の
で
あ
る
が
、
こ
A

に
臨
席
の
大
衆
一
同
が

和
唱
で
き
る
や
う
に
齊
唱
が
配
さ
れ
て
ゐ
る
。
本
演
奏
に
は
敦
授
高
野
辰
之
の
作
歌
を

以
て
之
が
歌
は
れ
る
。

【

歌

詞

】御
稜
威
は

か
ゞ
や

四
方
に
輝
き
て
、

み
ひ
か
り

御
光
は

み

そ
ら

み

御
空
に
充

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

東
京
音
楽
學
校
の
奉
祝
演
奏
會

東
京
―
音
楽
學
校
で
は
雨
陛
下
御
結
婚
拾
周
年
皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
祝
の
演
奏
會
を

三
月
十
七
日
午
後
同
校
講
堂
に
開
き
、
皇
后
陛
下
の
行
啓
を
仰
ぐ
筈
で
あ
っ
た
が
御
差

支
の
た
め
秩
父
宮
妃
殿
下
以
下
敷
方
の
宮
殿
下
の
御
臨
席
を
得
た
。

皇
后
陛
下
に
は
四

月
二
十
一
日
行
啓
仰
出
さ
れ
た
の
で
、
賞
日
は
ほ
ゞ
同
じ
曲
目
で
奉
祝
演
奏
會
が
再
開

さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

演
奏
會
は
一
一
部
に
分
か
れ
第
一
部
に
邦
楽
第
一
一
部
に
洋
楽
が
置
か
れ
た
。
洋
楽
で
は

管
絃
楽
つ
き
の
獨
唱
合
唱
の
カ
ン
タ
ー
タ
「
皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
説
歌
」
が
も
つ
と

も
主
な
曲
目
で
、
他
に
小
倉
末
子
敦
授
の
モ
ツ
ア
ル
ト
の
洋
琴
協
奏
曲
、
ボ
ラ
ッ
ク
敦

師
安
藤
講
師
以
下
の
提
琴
齊
奏
バ
ッ
ハ
の
ホ
〔
長
〕
調
前
奏
曲
、
齊
唱
入
り
の
管
絃
楽
ワ

グ
ナ
ー
の
皇
帝
行
進
曲
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
ひ
き
か
へ
邦
楽
は
各
流
賞
代
の
名
手
を
網
羅
し
そ
の
批
観
は
た
し
か
に
洋
楽

を
限
し
た
。
郡
ち
能
楽
は
梅
若
萬
三
郎
と
観
世
左
近
の
高
砂
、

等
曲
は
宮
城
道
雄
中
能

島
欣
一
の
二
講
師
合
奏
の
新
曲
皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
訳
歌
、
長
唄
は
吉
住
小
三
郎
稀

昔
家
六
四
郎
（
本
名
杉
本
金
太
郎
）
二
講
師
以
下
出
演
の
鶴
飽
で
あ
っ
た
。
既
に
新
聞

や
前
月
琥
の
雑
誌
に
批
評
が
出
た
か
ら
、
今
さ
ら
重
複
す
る
批
評
は
不
要
で
あ
る
が
、

出
来
ば
え
か
ら
言

へ
ば
勿
論
ま
づ
名
人
寓
三
郎
の
高
砂
に
指
を
屈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
A

で
は
新
し
い
邦
楽
批
評
の
立
場
か
ら
宮
城
氏
の
新
曲
と
長
唄
の
新
演
出
に

就
い
て
意
見
を
記
し
た
い
。

宮
城
氏
の
奉
祝
歌
は
高
野
敦
授
の
作
詞
で
、
こ
の
作
詞
に
封
し
て
は
酷
評
も
聞
い
た

が
、
私
は
む
し
ろ

た
だ
な
ら
ぬ
時
も
物
か
は

榮
え
ゆ
く
御
代
の
光
の

さ
し
添
ひ
に
け
り
。

と
い
ふ
文
句
で
い
つ
か
ど
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
風
の
感
慨
を
洩
ら
し
て
ゐ
る
敦
授
の
趣
味
に

微
笑
を
送
り
た
い
。
そ
し
て
此
の
新
作
の
興
味
は
歌
よ
り
は
む
し
ろ
間
奏
に
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
い
。
生
田
山
田
の
流
派
の
幅
別
を
超
越
し
て
作
曲
す
る
と
い
ふ
試
み
の
意

義
は
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
思
っ
た
程
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
と
に
今
回
の
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ご
と
く
祝
歌
で
は
古
風
な
作
曲
の
方
が
似
つ
か
は
し
い
か
ら
、
宮
城
氏
な
ら
ば
ど
う
し

て
も
生
田
の
畑
に
踏
込
み
や
す
い
。
そ
れ
を
故
意
に
回
避
す
る
と
不
自
然
に
な
る
。
そ

こ
で
宮
城
氏
の
苦
心
は
歌
の
部
分
は
自
然
に
作
っ
て
置
い
て
、
合
の
手
や
手
事
の
部
分

に
新
味
を
出
し
生
田
山
田
を
超
え
た
新
等
曲
の
世
界
を
示
さ
う
と
し
た
も
の
と
思
は
れ

る。
雨
流
の
代
表
的
弾
き
手
で
あ
る
宮
城
中
能
島
二
氏
競
演
の
形
に
な
っ
た
の
が
、
一

層

緊
張
し
て
聴
か
せ
ま
た
相
互
を
比
較
し
て
聰
か
せ
る
に
役
立
っ
た
。
等
曲
な
ど
を
あ
ま

り
罷
い
た
こ
と
の
無
い
洋
楽
の
作
曲
家
批
評
家
た
ち
が
物
珍
ら
し
げ
に
一
一
流
の
差
を
痰

見
し
て
驚
い
て
ゐ
た
。
中
に
は
絃
の
色
が
偶
然
白
と
黄
に
な
っ
て
ゐ
る
の
を
そ
れ
も
規

則
で
あ
る
か
と
思
っ
た
人
が
あ
っ
た
。
し
か
し
慣
れ
た
私
た
ち
で
も
同
じ
舞
豪
に
雨
流

の
等
を
並
べ
て
弾
く
の
を
聘
い
た
こ
と
は
無
い
の
で
、
今
さ
ら
に
生
田
山
田
の
相
違
を

強
く
意
識
し
た
の
で
あ
る
。
楽
器
の
音
色
―音
量
及
び
奏
法
の
相
違
も
明
瞭
で
あ
る
が
、

根
本
的
に
違
ふ
の
は
痰
槃
法
で
あ
る
。
（
も
つ
と
も
此
の
黙
で
は
宮
城
氏
の
疲
槃
を
生

田
流
の
代
表
と
考
へ
る
繹
に
行
か
な
い
の
も
事
賓
で
あ
る
。
）
そ
こ
で
歌
の
部
分
で
は
し

つ
く
り
行
か
な
い
。
所
が
二
重
奏
の
合
の
手
手
事
と
な
る
と
、
二
流
の
差
が
か
へ
つ
て

封
立
を
目
立
た
せ
る
た
め
、
同
流
の
等
二
面
を
合
せ
た
場
合
と
全
く
違
っ
た
効
果
が
現

れ
る
。
い
は
ゞ
オ
ル
ガ
ン
の
鍵
盤
交
替
の
や
う
な
効
果
で
あ
る
。

宮
城
氏
は
勿
論
此
の
効
果
を
意
識
し
て
作
曲
し
た
も
の
と
思
ふ
。
バ
ッ
ハ
時
代
の
コ

ン
チ
ェ
ル
ト
を
思
は
せ
る
封
位
法
的
手
法
で
非
常
に
よ
く
書
け
て
ゐ
た
。
二
人
の
名
手

の
意
氣
の
籠
っ
た
演
奏
に
よ
っ
て
一
層
引
立
っ
た
が
、
前
に
も
記
し
た
競
演
的
要
素
は

既
に
作
曲
そ
の
も
の
に
内
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
新
作
は
そ
の
意
味
で
宮
城

氏
の
作
曲
で
は
一
の
新
し
い
境
地
を
創
造
し
た
も
の
と
し
て
、
大
作
の
春
陽
楽
な
ど
に

劣
ら
ぬ
注
意
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。
け
だ
し
最
近
で
の
佳
作
に
敷
へ
て
良
か
ら
う
と

思
ふ
。長

唄
鶴
龍
は
家
元
の
他
に
長
唄
科
生
徒
及
び
補
導
の
研
精
會
名
取
連
を
加
へ
て
純
計

三
十
三
名
の
出
演
で
あ
る
。
能
舞
豪
に
配
列
し
た
た
め
考
案
し
た
配
列
法
か
も
知
れ
な

い
が
、
中
央
に
家
元
二
人
、
地
謡
の
位
置
に
唄
が
二
列
（
前
列
は
女
で
タ
テ
と
ワ
キ
と

生
徒
六
人
、
後
列
が
男
で
タ
テ
と
ワ
キ
と
他
三
人
）
、
正
面
の
囃
子
の
位
置
か
ら
橋
が

か
り
ま
で
に
三
味
線
が
二
列
（
前
列
女
生
徒
十
二
人
、
後
列
男
六
人
）
と
い
ふ
配
置
で

あ
る
。
―
―
一
味
線
は
上
調
子
を
分
か
つ
が
、
そ
の
人
敷
は
相
嘗
多
か
っ
た
。
小
三
郎
六
四

郎
が
タ
テ
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
唄
の
女
槃
男
槃
の
上
か
ら
二
枚
が
又
そ
れ

ぞ
れ
タ
テ
と
ワ
キ
の
役
目
を
勤
め
る
形
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
重
要
な
役
は
す
べ
て
研
精

會
の
若
手
名
取
り
連
で
あ
る
。
三
味
線
に
は
六
治
も
入
っ
て
統
率
し
て
ゐ
た
。

等
曲
が
講
師
二
人
の
合
奏
で
思
ふ
存
分
に
働
い
て
ゐ
る
の
に
、
長
唄
は
足
手
ま
と
ひ

の
生
徒
た
ち
を
率
ゐ
て
大
骨
折
つ
て
ゐ
る
。
人
敷
が
三
十
人
に
な
つ
て
も
曲
が
別
に
大

き
く
聞
こ
え
る
繹
で
は
な
し
、
む
し
ろ
下
手
を
入
れ
て
多
く
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
合
せ
る

こ
と
が
む
つ
か
し
く
な
る
こ
と
位
は
誰
で
も
氣
づ
く
。
そ
の
上
損
な
こ
と
に
は
三
味
線

は
多
く
な
る
ほ
ど
撥
昔
も
増
し
て
騒
々
し
く
殊
に
ラ
ヂ
オ
で
は
効
果
が
非
常
に
悪
く
な

る
。
演
奏
が
中
繊
放
送
さ
れ
る
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
れ
ば
、
も
っ
と
適
富
な
形
式
を
考
慮

し
さ
う
な
筈
で
あ
る
。
斯
う
い
ふ
演
奏
効
果
の
不
利
盆
を
知
り
つ
A

し
か
も
斯
う
い
ふ

形
式
を
採
っ
た
と
す
れ
ば
、
吉
住
小
三
郎
講
師
は
何
か
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
に
相
違

な
い
。私

の
考
で
は
此
の
形
式
は
一音
楽
學
校
で
行
っ
て
ゐ
る
長
唄
の
新
敦
授
法
の
成
功
を
示

さ
う
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
卸
ち
邦
楽
に
於
け
る
ク
ラ
ス
レ
ッ
ス
ン
の
可
能

の
範
園
を
賓
例
で
見
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
は
推
量
に
過
ぎ
ず
、
い
ま
だ
授

業
を
参
観
し
た
こ
と
の
な
い
私
に
は
断
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
多
人
敷
の
唄
も
三

絃
も
賓
に
よ
く
氣
持
ち
よ
く
合
ふ
の
を
聰
く
と
、
一
齊
敦
授
も
あ
へ
て
不
可
能
で
は
な

い
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
成
功
し
て
居
る
な
ら
ば
慶
す
べ
き
成
功
と
い
は
ね
ば

な
ら
な
い
。
ー
ー
ー
し
か
し
萬
一
た
ゞ
演
奏
會
だ
け
の
た
め
に
こ
れ
だ
け
の
齊
唱
齊
奏
の

練
習
を
積
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
、
訓
練
の
厳
重
は
う
か
が
は
せ
る
に
足
る
が
そ
れ
以
上
に

特
筆
す
べ
き
取
柄
も
無
い
。
家
元
を
中
心
に
一
門
綺
羅
星
の
如
く
居
流
れ
て
御
前
演
奏

の
榮
を
賜
は
る
な
ど
と
い
ふ
外
観
に
囚
は
れ
る
考
へ
で
も
毛
頭
あ
れ
ば
虚
榮
も
甚
だ
し

い
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
藝
術
の
賓
質
か
ら
い
へ
ば
小
三
郎
六
四
郎
六
治
の
獨

吟
の
方
が
三
十
人
の
齊
唱
奏
に
勝
る
こ
と
寓
々
で
あ
る
。
又
そ
の
方
が
あ
ぶ
な
氣
の
無

い
こ
と
も
確
賓
で
あ
る
。
し
か
も
此
の
骨
の
折
れ
る
大
人
敷
を
出
し
た
こ
と
は
、
家
元

に
何
か
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
の
こ
と
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。

今
回
の
奉
訳
演
奏
會
は
、
洋
楽
に
し
か
興
味
を
持
た
な
い
批
評
家
や
作
曲
家
に
、
お

つ
き
あ
ひ
に
せ
よ
優
秀
な
邦
楽
を
聴
か
せ
る
機
會
と
な
っ
た
こ
と
は
有
盆
で
あ
っ
た
。
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六
、 四、 二、

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業
生

ト
短
調
協
奏
曲
（
作
品
二
五
•
第
三
楽
章
）

佐

伯

富

美

子

ブ

ル

ッ

フ

乍
'ー

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

田

中

富

貴

子

今

後

と

も

こ

れ

ら

の

楽

壇

人

が

次

第

に

み

づ

か

ら

進

ん

で

邦

楽

に

親

し

む

や

う

に

な

る

こ

と

が

望

ま

し

い

。

（
『
昔
榮
世
界
』
＿
音
楽
世
界
祉
、
第
六
巻
第
五
号
、
昭
和
九
年
五
月
、
八
三

l
八
五
頁
）

昭

和

九

年

三

月

二

十

二

日

卒

業

式

第
四
拾
五
回
卒
業
證
書
授
輿
式
順
序
（
昭
和
九
年
―
―
一
月
二
十
二
日
）

一
、
國
歌
「
君
か
代
」
奉
唱

二
、
卒
業
證
書
並
賞
品
授
典

三

、

學

校

長

告

辮

四

、

文

部

大

臣

祝

僻

五

、

卒

業

生

穂

代

謝

辮

六

、

卒

業

演

奏

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

…
…
…
師
範
科
卒
業
生

ト
短
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
ニ
ニ
・
第
一
楽
章
）
•
…
…
•
•

メ
ッ
ヅ
ォ
・
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
．．．．
 
師
範
科
卒
業
生

懺
悔
の
歌
：
…
…
…
…
•
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

三
、
ピ
ア
／
獨
奏
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業
生

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業
生

歌
劇
「
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
」
中
の

ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
の
詠
唱
…
…
…
…
…
…

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

…
•
•
•
本
科
卒
業
生金
子

茂

子

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ロ

ル

ツ

ィ

ン

グ

作

今

井

治

郎

浦

静

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
の

エ
リ
ザ
ベ
ッ
ト
の
祈
り

ト
ッ
カ
ー
タ
及
フ
ー
ガ
（
オ
ル
ガ
ン
の
）

バ
ッ
ハ
作
ブ
ゾ
ー
ニ
編

一
四
、

槙

田

都

馬

子

金

子

登

グ

リ

ク

作

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…

…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業
生

〔

マ

マ

〕

ヘ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
シ
ュ
ト
ッ
ク

（
作
品
七
九
・
行
進
曲
調
以
下
）
…
…
…
…
…
…
…

憩
へ
、
我
が
魂
（
作
品
二
七
ノ
一
）
了
…
…
…
…

諏

呈

（

作

品

一

0
ノ

一）

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業
生

1

0

、

一
三
、

横

山

田

鶴

奥

田

富

久

歌
劇
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
中
の

ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
の
祈
り

グ

ノ

作

ン

作

シ

ユ

マ

ン

作

曲

目

シ

ユ

マ

勝

俣

喜

代

子

―
二
、

賓

井

員

シ

ョ

ノぐ

ン
作

蔭

山

英

子

シ

ユ

マ

ン

作

西

澤

操

八、

メ
ッ
ヅ
ォ
・
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…•
•
•
本
科
卒
業
生

西
班
牙
交
響
曲
（
作
品
ニ
―
•
第
一
楽
章
）
……
…

ピ
ア
ノ
獨
奏
•
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
本
科
卒
業
生

イ
短
調
協
奏
曲
（
作
品
五
四
•
第
一
楽
章
）
…
…
…

―
-
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
·
…
…
…
•
…
…
•
本
科
卒
業
生

テ
ノ
ー
ル
獨
唱
…
…
…

「

薔

薇

の

如

く

香

は

し

き

會

繹

を

」

（
「
ミ
ル
テ
ン
」
作
品
二
五
•
第
二
五
）

ヘ
短
調
協
奏
曲
（
作
品
ニ
―
•
第
一
楽
章
）
•
…
…
•
•

•
•
•
本
科
卒
業
生

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
•
本
科
卒
業
生

イ
短
調
協
奏
曲
（
作
品
一
六
•
第
三
楽
章
）
…
…
…

ソ
。
フ
ラ
／
獨
唱
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
本
科
卒
業
生

一
五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業
生

ト
短
調
協
奏
曲
（
作
品
ニ
ニ
・
第
一
楽
章
）
…
…
…

一
六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
・：
本
科
卒
業
生

ト
短
調
協
奏
曲
（
作
品
二
六
•
第
一
及
二
楽
章
）
．．． 

ヴ

ァ

ー

グ

ネ

ル

作

サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
作

―フ

ロ

作

伊

藤

光

第 2部

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

作

青

木

博

子

ウ

工

ベ

Jレ

作

内

田

茉

莉

子

昭和の東京音楽学校篇

歌
劇
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
第
二
幕
中
の

ア
ガ
ー
テ
の
詠
唱
：
・
…

ウ

ェ

ベ

lレ

作
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一
七
、

。
ヒ
ア
ノ
獨
奏

ニ
短
調
ブ
ル
レ
ス
ケ
…
…
…

（
『
東
京
昔
架
學
校
一
覧
』
自
昭
和
九
年
至
昭
和
十
年
、
昭
和
十
年
二
月
、

東
京
音
楽
學
校

卒
業
演
奏
會

…
本
科
卒
業
生

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

作

一
九
四

l
一
九
五
頁
）

山

牛

充

東
京
―
音
楽
學
校
昭
和
九
年
度
の
卒
業
演
奏
會
は
二
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
約
三
時
間

に
亘
つ
て
行
は
れ
た
。
今
年
は
本
科
器
楽
部
十
八
名
中
十
名
が
卒
業
演
奏
を
行
ひ
、
其

中
八
名
迄
は
シ
ロ
タ
門
下
の
洋
琴
科
卒
業
生
、
二
名
は
ポ
ラ
ッ
ク
門
下
の
提
琴
科
卒
業

生
で
、
竪
楽
部
は
卒
業
生
七
名
中
ソ
。
フ
ラ
ノ
三
名
、
テ
ナ
ー
一
名
が
獨
唱
、
外
に
甲
種

師
範
科
卒
業
生
二
十
八
名
中
、
特
に
技
術
の
秀
で
た
も
の
二
名
が
洋
琴
獨
奏
と
メ
ヅ
ォ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
を
行
っ
た
。
全
證
か
ら
見
て
同
校
が
過
去
に
行
っ
た
如
何
な
る
卒
業
演

奏
會
に
比
し
て
も
逝
か
に
優
秀
な
成
績
を
皐
げ
て
ゐ
る
こ
と
を
認
め
て
差
支
へ
な
い
。

殊
に
洋
琴
科
に
於
け
る
卓
越
し
た
好
成
績
は
特
筆
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。

本
科
卒
業
演
奏
者
中
洋
琴
科
の
八
名
は
悉
く
シ
ロ
タ
の
門
下
で
あ
る
。
シ
ロ
タ
は
云

ふ
迄
も
無
く
、
近
世
洋
琴
演
奏
界
の
巨
匠
ブ
ゾ
ー
ニ
の
高
弟
で
、
最
も
能
＜
其
衣
鉢
を

博
へ
て
ゐ
る
一
人
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
の
洋
琴
演
奏
は
ブ
ゾ
ー
ニ
の
洋
琴
美
學
の
大
綱

に
則
る
も
の
で
、
女
性
的
感
傷
、
若
し
く
は
末
梢
神
経
的
表
現
を
排
撃
し
、
感
覺
の
末

端
を
刺
戟
し
て
こ
れ
に
羅
び
る
繊
弱
を
斥
け
、
精
紳
に
よ
り
高
き
美
を
求
め
、
思
想
的

に
も
、
技
巧
的
に
も
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
も
の
の
表
出
に
傾
い
て
ゐ
る
。
シ
ロ
タ
が
其

卒
業
生
に
詩
的
、
感
傷
的
、
も
し
く
は
印
象
的
の
小
曲
で
、
一
般
向
き
の
す
る
も
の
を

奥
へ
ず
、
ブ
ゾ
ー
ニ
―
流
の
洋
琴
美
學
の
上
よ
り
見
て
最
高
の
標
準
を
目
ざ
し
つ
A

、

各
生
徒
の
個
性
と
、
技
術
と
に
應
じ
て
選
曲
を
行
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
嘗
日
の
各
生

徒
の
演
奏
に
現
は
れ
た
特
質
と
成
績
に
よ
っ
て
伺
は
れ
る
。

バ
ッ
ハ
の
風
琴
用
ト
ッ
カ
ー
タ
と
遁
走
曲
を
ひ
い
た
金
子
登
君
は
演
奏
の
姿
勢
が
よ

い
。
冷
静
な
態
度
で
曲
相
を
正
視
し
、
形
式
を
理
解
し
て
明
快
に
慮
理
し
た
。
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
の
卜
短
調
協
奏
曲
の
第
三
楽
章
を
ひ
い
た
金
子
茂
子
嬢
の
指
は
中
々
能
＜

動
く
。
相
嘗
の
ヴ
ェ
ロ
シ
テ
イ
ー
を
有
つ
て
ゐ
る
。
惜
し
い
こ
と
に
フ
ォ
ル
テ
で
コ
ー

ド
を
打
つ
場
合
、
必
要
の
音
塊
が
明
瞭
に
現
は
れ
ず
、
速
度
と
強
さ
と
が
一
致
し
て
頂

池

田

フ

f

r
ヽ

黙
を
つ
く
る
時
消
え
る
手
日
が
あ
る
。
基
本
敦
練
が
悪
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
へ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ク
の
行
進
曲
調
以
下
を
ひ
い
た

〔

マ

マ

〕

内
田
萬
利
子
嬢
は
暖
い
、
園
味
の
あ
る
美
し
い
タ
ッ
チ
を
有
つ
て
ゐ
る
。
心
持
ち
が
楽

天
的
で
あ
る
の
か
、
極
め
て
ブ
リ
リ
ヤ
ン
ト
で
、
明
る
＜
澄
ん
だ
も
の
を
有
つ
て
ゐ

る
。
曲
が
派
手
で
あ
る
た
め
に
此
貼
で
も
非
常
に
得
を
し
て
ゐ
た
。
注
意
し
て
今
一

層

フ
ォ
ル
テ
が
出
る
や
う
に
な
る
こ
と
、
精
紳
的
に
深
さ
を
加
へ
る
こ
と
を
心
が
け
る
必

要
が
あ
る
。

シ
ュ
ー
マ
ン
の
イ
短
調
協
奏
曲
の
第
一
楽
章
を
ひ
い
た
西
澤
操
嬢
は
詩
人
的
な
テ
ム

ペ
ラ
メ
ン
ト
を
有
つ
て
ゐ
る
人
ら
し
い
。
従
っ
て
抒
情
的
の
旋
律
が
主
と
な
る
と
こ
ろ

の
演
奏
に
秀
で
A

ゐ
る
。
此
上
に
堂
々
た
る
力
強
さ
を
加
へ
て
欲
し
い
。
指
で
ひ
か
う

と
せ
ず
心
で
ひ
か
う
と
す
る
の
は
頼
母
し
い
。

シ
ョ
パ
ン
の
へ
短
調
協
奏
曲
の
第
一
楽
章
を
ひ
い
た
蔭
山
英
子
嬢
は
明
快
な
ピ
ア
ニ

〔

マ

マ

〕

ス
チ
ッ
ク
の
コ
ン
セ
。
フ
シ
ャ
ン
を
有
つ
て
ゐ
る
。
手
の
フ
ォ
ー
ム
が
非
常
に
良
い
。
嬢

の
シ
ョ
パ
ン
は
健
康
な
シ
ョ
パ
ン
で
、
病
的
な
陰
影
は
少
し
も
見
出
さ
れ
な
い
。
惜
し

い
こ
と
に
昔
が
少
し
痩
せ
て
ゐ
る
。
自
然
に
タ
ッ
プ
リ
し
た
幸
日
が
出
る
工
夫
が
あ
り
た

、。＞
 横

山
田
鶴
子
嬢
の
グ
リ
ー
ク
の
イ
短
調
協
奏
曲
第
三
楽
章
は
速
度
、
力
、
空
想
三
拍

子
揃
つ
て
ゐ
る
。
其
デ
リ
ヴ
ァ
リ
ー
は
男
性
的
で
、
少
し
も
女
性
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
あ
り

が
ち
な
臨
切
れ
の
悪
い
、
煮
え
切
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
無
く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
扱
ひ
も

相
裳
に
自
由
な
も
の
、
敬
服
に
値
す
る
。

今
井
治
郎
君
は
サ
ン
・
サ
ア
ン
ス
の
卜
短
調
協
奏
曲
の
第
一
楽
章
を
ひ
い
た
。
美
し

い
フ
ォ
ー
ム
を
有
つ
て
ゐ
る
。
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
を
十
分
に
鳴
ら
す
だ
け

の
力
は
今
井
君
に
至
つ
て
は
じ
め
て
見
出
さ
れ
た
〔
。
〕
ブ
リ
リ
ヤ
ン
ト
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
、

豊
富
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
如
何
に
も
ヴ
ヰ
ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
ら
し
い
風
格
を
有
つ
て
ゐ
る
。

掌
日
の
殿
を
承
つ
て
最
後
に
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
の
二
短
調
ブ
ル

レ
ス
ク
を
弾
い
た
池
田

フ
ミ
子
嬢
は
、
現
在
我
國
に
見
出
さ
れ
る
洋
琴
演
奏
の
あ
ら
ゆ
る
メ
ソ
ッ
ド
中
、
ブ
ゾ

ー
ニ
の
奏
法
が
近
代
洋
琴
演
奏
上
の
技
巧
の
最
も
複
雑
、
困
難
を
極
め
る
も
の
を
征
服

す
る
に
最
適
な
る
こ
と
を
證
明
し
た
輝
か
し
い
捷
利
で
あ
る
。
斯
か
る
捷
利
は
官
野
を

通
じ
、
未
だ
曾
て
我
邦
の
洋
琴
學
生
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
例
し
は
無
い
。
女
性
に
は
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珍
ら
し
い
力
強
さ
と
驚
嘆
す
べ
き
速
度
を
兼
備
し
、
更
に
喜
ぶ
可
き
こ
と
は
一音
楽
的
の

心
を
も
つ
て
ゐ
る
。
動
も
す
れ
ば
商
品
化
さ
れ
よ
う
と
す
る
在
野
の
天
才
少
女
と
は
其

[

マ

マ

〕

選
を
殊
に
し
、
奥
ゆ
か
し
い
品
位
を
備
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
何
物
に
も
換
へ
難
き
喜
び
で

あ
る
。以

上
の
七
氏
を
通
じ
、
管
絃
伴
奏
を
本
恒
と
す
る
協
奏
曲
ま
た
は
之
に
準
ず
る
大
曲

に
於
て
は
昔
色
の
美
は
或
る
黙
ま
で
力
強
い
タ
ッ
チ
の
た
め
に
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
容

認
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
洋
琴
楽
の
重
要
な
る
一
部
分
を
成
す
、
詩
的
小
曲
に
在

つ
て
は
美
し
い
園
味
の
あ
る
タ
ッ
チ
、
暖
か
い
、
美
し
い
昔
色
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

の
愛
化
は
い
づ
れ
も
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
諸
君
は
此
貼
に
於
て
遺
憾
が
無
い

と
は
云
へ
な
い
。
此
方
面
に
於
け
る
沈
潜
を
希
望
す
る
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
二
人
と
も
ボ
ラ
ッ
ク
の
弟
子
で
あ
る
が
、
ボ
ラ
ッ
ク
に
就
く
前
の

基
本
敦
育
が
全
く
異
る
敦
師
に
よ
っ
て
輿
へ
ら
れ
た
と
見
え
、
甚
だ
し
い
差
異
を
示
し

て
ゐ
る
。
ブ
ル
ッ
フ
の
卜
短
調
協
奏
曲
の
第
一
、
第
二
楽
章
を
ひ
い
た
田
中
富
貴
子
誤

の
方
が
ず
つ
と
昔
色
が
美
し
い
。
曲
相
の
把
握
も
よ
い
。
第
一
曲
其
物
が
美
し
い
の
で

素
人
耳
に
は
遥
か
に
上
手
に
聞
え
る
。
此
黙
に
於
て
嬢
は
大
に
得
を
し
て
ゐ
る
わ
け
で

あ
る
が
、
既
に
一
っ
の
殻
が
出
来
上
つ
て
小
さ
く
完
成
し
過
ぎ
て
ゐ
る
。
も
う
現
在
が

頂
黙
で
あ
れ
以
上
伸
び
る
餘
地
は
あ
ま
り
無
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
小
さ
い
抒
情
的
な

旋
律
美
を
主
と
す
る
曲
は
器
用
に
こ
な
せ
る
で
あ
ら
う
が
、
男
性
的
な
力
の
表
現
が
重

要
な
役
割
を
演
ず
る
大
曲
で
は
、
こ
れ
に
必
要
な
力
強
い
剛
健
な
和
絃
奏
法
は
不
可
能

で
あ
ら
う
。
反
之
、
伊
藤
光
子
嬢
は
情
熱
的
で
男
性
的
の
強
さ
を
有
ち
技
巧
的
基
礎
が

田
中
嬢
よ
り
も
廣
大
で
あ
る
。
ま
だ
甚
だ
荒
削
り
で
著
し
く
末
完
成
で
あ
る
が
、
そ
れ

だ
け
将
来
に
伸
び
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
の
粗
剛
が
練
磨
さ
れ
た
強
さ
に
代
り
、
今

鋏
け
て
ゐ
る
情
緒
の
デ
リ
カ
シ
ー
が
目
ざ
め
て
自
ら
昔
色
に
織
細
微
妙
な
セ
ン
チ
メ

ン

ト
の
揺
曳
が
表
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
な
ら
ば
我
女
性
提
琴
家
中
に
重
き
を
成
す
存
在

と
な
る
で
あ
ら
う
。

．

磐
楽
四
人
中
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
佐
伯
富
美
子
娯
は
少
し
練
習
が
過
ぎ
た
の
か
、
槃
が
つ
か

れ
て
ゐ
て
新
鮮
味
と
潤
ひ
に
乏
し
く
、
「
魔
弾
の
射
手
」
の
ア
ガ
ー
テ
と
し
て
は
曲
相

の
把
握
が
正
確
を
鋏
い
て
ゐ
た
の
を
惜
し
む
。
同
じ
く
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
槙
田
都
馬
子
嬢
は

「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
中
の
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
祈
り
を
唱
つ
た
が
、
曲
相
の
解
繹
は
第

二

小

段

台

會

ツ

ー

ワ

キ

賓

生

後
シ
テ

前
シ
テ

梅

若

萬

三

郎

観

世

左

近

~ 

ヽ

ムヒi
月ヒ

第

架
部

邦

昭
和
九
年
四
月
二
十
一
日

演

奏

曲

目

昭
和
九
年
四
月
二
十
一
日

榮

高

安

道

幸

悟

喜

金

春

惣

右

衛

門

朗

一
噌

又

六

郎

新

で
徒
ら
に
強
大
な
槃
を
出
し
さ
へ
す
れ
ば
能
事
畢
れ
り
と
考
へ
、
藝
術
的
の
た
し
な
み

を
忘
れ
て
ゐ
た
。
も

つ
と
槃
を
殺
し
て
唱
ひ
、
曲
を
生
か
す
こ
と
を
悟
る
べ
き

で
あ

〔

マ

マ

〕

る
。
メ
ヅ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
青
木
博
子
嬢
は
よ
い
リ
ー
ド
歌
者
に
な
る
素
質
が
あ
る
。
ま

だ
口
先
だ
け
で
心
が
唱
つ
て
ゐ
な
い
未
熟
さ
が
あ
る
。
例
へ
ば
「
ル
ー
ヘ
、
マ
イ
ネ
、

ゼ
ー
レ
」
な
ど
深
い
心
か
ら
の
感
激
で
唱
ふ
べ
き
も
の
が
輩
な
る
口
先
の
言
葉
で
、
内

r
マ

マ

〕

面
的
な
も
の
を
従
へ
な
い
恨
み
は
あ
る
が
、
将
来
の
び
る
見
込
が
あ
る
。
伴
奏
を
弾
い

た
澤
崎
秋
子
嬢
の
ピ
ア
ノ
は
伴
奏
だ
け
切
り
離
し
て
も
立
派
な
藝
術
を
な
し
て
ゐ
た
。

た
っ
た
一
人
の
男
性
歌
手
た
る
テ
ー
ナ
ー
の
賓
井
員

一
君
は
軟
ら
か
い
シ
ム
。
ハ
セ
チ

ッ
ク
な
美
し
い
槃
の
持
主
で
、
口
先
で
唱
は
ず
、
内
面
的
に
先
づ
心
で
唱
は
う
と
す
る

人
ら
し
い
。
曲
は

二
つ
で
、
シ
ュ
ー
マ
ン

の
作
品
二
十
五

の
二
十
五
番
「
ば
ら
の
如
く

か
ぐ
は
し
き
挨
拶
を
」
の
方
が
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
「
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
の
祈
り
」
よ

り
も
遥
か
に
正
し
い
解
繹
を
興
へ
ら
れ
た
。
後
者
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
歌
ふ
べ
き
も
の
を

ド
イ
ツ
繹
で
歌
ひ
、
解
繹
が
外
面
的
、
器
械
的
で
、
甚
だ
し
く
物
足
り
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
責
を
同
君
の
み
に
饉
す
べ
き
で
は
な
く
、
主
と
し
て
學
校
掌
局
の
注
意

の
鋏
乏
に
錨
す
べ
き
で
あ
る
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
仕
事
は
、
他
に
範
を
垂
れ
る
意
味
に
於

て
原
作
主
義
を
遵
守
さ
れ
た
い
。

(
『
昔
榮
評
論
』
第
二
巻
第
六
号
、
昭
和
九
年
四
月
、
二
七
l-
―1
0頁
）

皇
后
陛
下
行
啓
演
奏
会

東
京
一
音
楽
學
校
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昭和9年4月21日，皇后陛下行啓演奏会。能楽〈小鍛冶〉

•, •• 9l" 
同演奏会。等曲＜皇太子殿下御誕生奉祝歌〉，右 ・中能島欣ー，左 • 宮城道雄
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同演奏会。長唄〈百夜草紳田祭〉

二、 ヽ
三
、
長

楽

三
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
為
の
協
奏
曲
（
F
長
調
）
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ピ
ア
ノ
伴
奏

三
つ
の
ピ
ア
ノ
の
為
の
協
奏
曲
（
C
長
調
）
…
…
バ

―
-
、
等

第

二

部

洋

い

、

皇

太

子

殿

下

御

誕

生

奉

祝

歌

：

・

文

部

省

謹

作

ろ
、
皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
祝
歌
：
…
…
…
…
…
…
•
日
本教
育
音
楽
協
會
識
選

二
、
パ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
演
奏

フ
ー
ゲ
…
…
…
…
…
…
…

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

草

明
治
四
十
四
年

幸

堂

得

知

作

歌作

曲

稀
音
家
六
四
郎

吉

住

小

三

郎

一

、

齊

唱

歌

0
第
二
部
洋
楽
演
奏
の
前
に
左
の
曲
目
の
演
奏
を
行
ふ

百

夜

紳

田

祭

唄

歌

詞

敦

授

高

野

辰

之

識

作

曲

譜

講

師

宮

城

道

雄

謹

作

皇

太

子

殿

下

御

誕

生

奉

況

歌

曲

ワ
キ
ッ
レ

本

科

本

科

本

科
研
究
科

今多古 鈴

ツ 井 澤木

ノ‘

作

久
治滋共

郎興野子

…
…
…
へ

ン

デ

lレ

作

数
授

員

篠

俊

雄

上

野

兒

童

音

楽

學

園

i

上

野

男

兒

合

唱

園

講

師

吉

住

小

三

郎

部

2
 

講

師

杉

本

金

太

郎

第

外
職
員
生
徒
三
十
名

講講

師師

中 宮

能城

島

欣道

一雄

昭和の東京音楽学校篇

松

本
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昭和9年4月21日，皇后陛下行啓御前演奏会。（上）ヴィヴァルデ

ィ作曲〈三つのヴァイオリンの為の協奏曲〉，手前から鈴木共子，

古澤滋野，多久興。 （下）バッハ作曲〈三つのヒ゜アノの為の協奏

曲〉，手前から豊増昇，永井進，水谷逹夫

テ
ノ
ー
ル

嘱

託

ア

ル

ト

ソ
。
フ
ラ
ノ

名
剣
小
狐
丸
の
由
来
を
綴
る
。
作
者
不
明
。
先
づ
勅
使
三
條
小
鍛
冶
宗
近
の
許
に
下

り
、
御
剣
を
鍛
ふ
べ
き
仰
を
博
ふ
。
宗
近
相
鎚
を
打
つ
程
の
者
の
無
き
に
困
じ
、
偏
に

紳
力
を
頼
む
よ
り
他
に
途
な
し
と
思
ふ
。
折
柄
一
人
の
童
子
宗
近

を
呼
止
め
て
御
剣
の
成
る
べ
き
を
説
き
、
其
の
時
節
に
は
助
力
せ

ん
と
告
げ
て
稲
荷
山
の
方
に
失
せ
る
。
宗
近
御
剣
を
打
つ
壇
を
飾

り
、
丹
誠
を
こ
ら
し
て
祈
念
す
れ
ば
、
稲
荷
の
紳
惣
現
れ
給
ひ

て
、
相
鎚
を
打
つ
て
作
り
上
げ
、
剣
の
表
に
は
小
鍛
冶
宗
近
、
裏

に
は
小
狐
と
銘
を
入
れ
て
帝
に
捧
げ
奉
る
と
い
ふ
結
構
。
役
人
は

次
の
如
く
で
あ
る
。

助
敦
授

浅

野

千

鶴

子

藤

本

恵

美

城

多

又

兵

衛

獨管指

揮

嘱

託

橋

本

國

彦

絃

楽

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

唱

能
楽邦

長
唄

〔
歌
詞
省
略
〕

〔
昭
和
九
年
三
月
十
七
日
の
解
説
を
参
照
。
〕

百
夜
草
神
田
祭

等

皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
祝
歌

曲

後

シ

テ

稲

荷

明

紳

前

シ

テ

童

ワ
キ
ッ
レ

ワ 小

演
奏
曲
解
説
及
歌
詞

第

郡

キ

三
條
小
鍛
冶
宗
近

大

臣

橘

道

成
子

鍛楽

冶

絃

豊

増

昇

永

井

進

水

谷

達

夫

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

三
、
皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
眠
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
音
楽
學
校
饉
作

ピ

ア

楽ノ

合

君
が
代
合
唱
（
管
絃
楽
伴
奏
） 唱

ヒ°

ア

ピ

ア

ノ J
 

研
究
科

研
究
科

研
究
科

バ
リ
ト
ン

・‘ノ

ス

敦

授

澤

崎

定

之

啜

託

伊

藤

武

雄

東

京

音

楽

學

校

生

徒
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昭和 9年4月21日，皇后陛下行啓演奏会。〈皇太子殿下御誕生奉祝歌〉

同演奏会。御前演奏する上野児童音楽学園園児
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二
上
り

へ
ほ
の
ぼ
の
と

ソ
レ
締
め
ろ
や
れ
中
綱
。

合

明
治
四
十
四
年
幸
堂
得
知
作
歌
、
杵
屋
（
今
の
稀
音
家
）
六
四
郎
、
吉
住
小
三
郎
作

曲
、
元
来
は
上
下
の
巻
よ
り
成
つ
て
、
上
の
巻
は
菊
に
開
し
て
綴
り
、
下
は
す
な
は
ち

だ

し

此
の
紳
田
祭
で
あ
る
。
紳
田
明
稗
の
祭
證
の
様
を
綴
っ
た
も
の
で
、
御
輿
や
楽
車
行

列
、
屋
憂
囃
子
、
踊
屋
豪
、
手
古
舞
、
住
吉
踊
の
あ
た
り
を
細
叙
し
て
あ
る
。
曲
は
本

調
子
に
起
つ
て
、
夜
明
の
虞
か
ら
二
上
り
に
入
り
、
屋
豪
囃
子
の
合
方
が
あ
っ
て
、
渡

り
拍
子
か
ら
踊
地
に
入
っ
て
本
調
子
に
か
へ
り
、
木
遣
音
頭
が
あ
っ
て
、
き
り
と
い
ふ

順
序
の
極
め
て
賑
や
か
な
も
の
。
唄
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

み

き

し

よ

本
調
子
へ
帥
田
祭
を
待
つ
宵
の
。
紳
酒
所
に
活
け
た
女
夫
花
。
誰
が
手
ず

さ
び
か
白
菊
と
。
黄
菊
の
露
も
新
し
く
合
飾
る
名
家
の
金
屏
風
。
ゆ
き

か
ひ
繁
き
辻
々
に
。
重
ね
言
葉
も
聞
き
馴
れ
た
。
御
祭
證
お
ま
つ
り
番

附
。
八
つ
八
通
り
に
愛
る
文
輻
茶
釜
。
七
つ
の
鐘
は
い
つ
つ
い
た
や
ら
。

ど
り

白
み
わ
た
り
て
東
天
紅
合
一
番
鶏
は
泰
平

ば

れ

き
じ
ん

合
へ
二
番
の
鉾
は
馬
樫
紳
合
ま
さ

エ
ー
ヤ
ー
リ
ヨ
ー
イ
。

合
績
く
三

の
。
御
代
を
祇
う
て
苔
む
す
諫
鼓

る
目
出
た
き
装
束
烏
帽
子
合
ド
ン
／
＼
カ
ッ
カ
ド
ン
カ
ッ
カ

だ

し

番
式
と
し
て
合
翁
の
楽
車
は
紳
田
丸
合
五
番
十
番
つ
ぎ
／
＼

に

合

町

年

番

の

附

祭

。

合

住

吉

を

ど

り

合

太

神

楽

合

家

豪

囃

子

は

吉

住

た
て
し
ゅ

と
。
杵
屋
が
持
の
菊
襲
合
所
望
々
々
に
手
古
舞
の
。
達
衆
が
お
う
の
竪

に
つ
れ
。
渡
り
拍
子
を
う
ち
上
げ
て
本
調
子
踊
地
へ
昔
よ
り
。
こ
ひ
と
い

ふ
字
は
誰
が
書
初
め
て
。
ま
よ
ひ
の
種
を
蒔
き
ぬ
ら
ん
。
忍
ぶ
夜
は
風
も

吹
き
そ
ろ
雨
も
降
り
候
。
に
く
や
咎
む
る
里
の
犬
合
簸
に
寄
つ
て
ほ
と

ほ
と
と
。
叩
け
ば
菊
に
置
き
あ
ま
る
。
露
は
ぱ
ら
り
と
み
な
散
り
ぬ
れ

と
ぽ
そ

ど
。
同
じ
思
ひ
に
待
ち
わ
び
し
。
姫
は
扉
に
立
出
で
て
。
い
ざ
こ
な
た
ヘ

だ

し

と
伴
へ
り
。
へ
あ
と
の
所
望
は
會
繹
な
く
合
敷
番
の
花
車
に
合
追
は

れ
／
＼
て
。
二
上
り
ヘ
オ
ー
ン
ヤ
ー
リ
ヨ
ー
イ
黄
金
花
さ
く
豊
な
御
代
に
。

合
伊
達
も
喧
嘩
も
江

第

二

部

洋
そ
の
花
笠
の
疾
揃
ふ
。
櫻
の
馬
場
へ
だ
う
／
＼
と
。
寄
せ
来

る
人
の
浪
間
よ
り
。
光
り
ま
ば
ゆ
く
昇
る
日
の
影
。

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
(
Ant
o
ni
o
Vi

v
aldi
 

ca. f
6
8
0ー

1
7
4
3
)

は
近
世
伊
太
利
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
音
楽
に
於
て
、
コ
レ
リ
、
ト
レ
リ
等
の
先
輩
の
流
に
悼
し
、
タ
ル
テ
ィ
ー
ニ
等

の
後
輩
に
衣
鉢
を
博
へ
た
重
要
楽
家
で
あ
る
。

近
世
の
獨
奏
協
奏
曲
の
形
式
は
、
箕
の
意
味
に
於
て
彼
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
と
云

ふ
も
過
言
で
は
な
い
。
先
づ
ト
レ
リ
の
創
め
た
三
楽
章
制
を
織
承
し
、
之
を
猿
展
さ
せ

確
立
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
敦
會
ソ
ナ
タ
の
最
初
の
緩
徐
な
楽
章
を
省
い
た
も
の
、
即

ち
ロ
ン
ド
風
ア
レ
グ
ロ
の
第
一
楽
章
、
リ
ー
ド
風
ア
ン
ダ
ン
テ
の
第
二
楽
章
、
ク
ー
ラ

ン
ト
叉
は
ジ
ー
グ
風
ア
レ
グ
ロ
の
第
三
楽
章
と
い
ふ
形
式
を
骨
子
と
し
、
次
に
コ
レ
リ

よ
り
も
一
層
和
磐
式
作
法
を
以
て
之
を
編
み
、
曲
中
終
止
法
を
用
ひ
て
直
分
を
明
に

し
、
多
様
な
轄
調
を
施
し
て
愛
化
を
奥
へ

、
か
く
て
獨
奏
と
全
奏
を
明
確
に
封
立
せ
し

め
た
ば
か
り
で
な
く
、
雨
者
の
交
替
と
反
覆
を
以
て
曲
相
を
音
力
的
な
も
の
に
し
た
。

彼
の
書
い
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
は
多
く
の
印
刷
さ
れ
た
も
の
以
外
に
、
現
今
に

至
る
ま
で
未
出
版
の
も
の
敷
十
に
の
ぼ
る
程
多
敷
で
あ
る
が
、
彼
の
作
と
し
て
は
以
上

の
他
、
多
く
の
三
部
ソ
ナ
タ
や
歌
劇
等
が
あ
る
。
大
バ
ッ
ハ
が
彼
か
ら
多
大
の
影
響
を

受
け
、
そ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
を
ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ガ
ン
に
編
曲
し
て
ゐ
る
こ
と
は

人
々
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
「
三
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の

F
長
調
協
奏
曲
」
も
骨
子
に
於
て
前
記
の

作
法
に
依
っ
た
も
の
で
、
原
作
で
は
絃
楽
伴
奏
で
あ
る
が
、
本
演
奏
で
は
メ
デ
フ
ィ
ン

ド

(
E
d
m
u
n
d
M
e
d
e
f
i
n
d
)

の
編
し
た
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
も
の
を
用
ひ
る
。

第
一
業
章
ア
レ
グ
ロ
四
分
四
拍
子

F
長
調

明
朗
な
本
楽
章
は
ロ
ン
ド
風
ア
レ
グ
ロ
で
曲
頭
、
伴
奏
部
に
現
は
れ
る
音
形
が
曲
の

基
礎
を
な
し
、
之
が
全
奏
に
於
て
反
覆
出
現
す
る
。
反
之
、
獨
奏
部
は
全
然
自
由
に
取

扱
は
れ
猿
展
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
殆
ん
ど
同
一
音

戸

の

花

合

三
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
為
の
協
奏
曲

楽

F
長
調
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三
つ
の
ピ
ア
ノ
の
為
の
協
奏
曲

〔
昭
和
八
年
十
月
二
十
一
日
の
解
説
を
参
照
。
〕

皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
説
歌

〔
昭
和
九
年
三
月
十
七
日
の
解
説
を
参
照
。
〕

東
京
音
楽
學
校
謹
作

〔
関
連
記
事
〕

皇

后

陛

下

行

啓

昭
和
三
年
十
二
月
以
来
、
質
に
六
年
振
り
に
て
皇
后
陛
下
の
行
啓
を
仰
ぐ
光
榮
の

本
校
で
は
春
雨
上
野
の
森
を
姻
ら
す
二
十

一
日
朝
来
、
校
の
内
外
は
打
ち
浮
め
ら
れ
、

御
前
演
奏
の
會
場
た
る
奏
楽
堂
の
準
備
萬
端
成
つ
て
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
に
一
入
照
り
輝

き
、
校
内
は
行
啓
の
歓
喜
、
感
激
の
昂
奮
に
沸
き
返
へ
る
。

陪
聰
者
の
つ
め
か
け
る
書
少
し
前
か
ら
は
し
と
ゞ
降
り
し
き
っ
た
流
石
の
雨
も
癬
れ

て
、
榮
あ
る
本
校
を
中
心
と
し
た
上
野
の
山
も
し
つ
と
り
と
花
と
緑
と
に
映
え
渡
り
、

校
門
前
に
威
儀
を
正
し
て
堵
列
す
る
正
装
の
生
徒
や
職
員
の
姿
も
睛
々
し
く
ま
た
美
し

、。

く

る

ま

陸
績
と
自
動
車
を
駆
つ
て
参
ず
る
幾
百
の
陪
聴
者
の
顔
も
光
榮
に
輝
く
。
齋
藤
兼
揖

文
相
が
夫
人
同
伴
で
く
る
。
三
土
鐵
相
や
田
中
隆
三
氏
鳩
山
一
郎
氏
等
の
前
文
相
や
二

上
櫃
府
翰
長
、
下
條
賞
動
局
純
裁
さ
て
は
大
谷
宮
内
、

齋
藤
内
務
、
粟
屋
文
部
各
次

C
長
調

ノゞ

ッ

ノ‘

作

形
で
動
い
て
ゐ
る
に
反
し
て
、
第
三
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
獨
自
の
音
形
を
以
て
活
躍
す

る。

第
二
業
章
ア
ン
ダ
ン
テ
四
分
四
拍
子

D
短
調

本
楽
章
は
雨
端
楽
章
と
封
比
を
な
し
、
リ
ー
ド
風
な
し
ん
み
り
し
た
曲
相
を
有
す

る
。
旋
律
は
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
奏
し
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
三
十
二
分
音
符
の

ピ
チ
カ
ー
ト
で
、
第
三
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
六
連
音
符
の
ア
ル
ペ
ジ
オ
又
は
和
音
で
伴
ふ
。

第
三
業
章
ア
レ
グ
ロ
四
分
三
拍
子

F
長
調

ク
ー
ラ
ン
ト
風
な
終
曲
は
流
暢
且
活
澄
な
曲
相
の
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
楽
章
と
同

様
に
、
冒
頭
伴
奏
部
に
現
は
れ
る
音
形
が
曲
の
基
礎
を
な
し
、
之
に
封
し
て
獨
奏
部
は

自

由

に

展

開

さ

れ

る

。

（

太

田

）

官
、
本
省
の
局
長
な
ど
が
相
次
ぎ
御
降
下
の
小
松
侯
夫
妻
、
山
階
侯
夫
妻
や
畏
く
も
陛

下
の
御
妹
君
に
あ
ら
せ
ら
れ
た
る
三
條
西
信
子
夫
人
と
大
谷
智
子
夫
人
が
夫
々
三
條
西

伯
並
令
嗣
や
大
谷
光
暢
伯
並
令
嗣
等
と
共
に
来
校
さ
れ
る
。

（藤
沼
警
視
純
監
及
東
京

憲
兵
隊
長
持
永
少
将
は
歯
薄
に
屋
従
）
零
時
四
十
分
に
は

照
宮
成
子
内
親
王
殿
下
に
は
薄
桃
色
の
御
洋
服
の
上
に
純
白
の
オ
ー
バ
ー
を
召
さ
れ

藤
井
御
養
育
掛
長
等
を
従
へ
さ
せ
ら
れ
て
御
成
り
遊
ば
さ
れ

秩
父
宮
妃
殿
下

伏
見
宮
妃
殿
下

伏
見
若
宮
妃
殿
下

山
階
宮
大
妃
殿
下

久
邁
宮
大
妃
殿
下

梨
本
宮
妃
殿
下

李
鍵
公
妃
殿
下

の
各
宮
様
方
も
お
成
り
遊
ば
さ
れ
、
今
や
着
御
を
お
待
ち
す
る
許
り
と
な
っ
た
。

午
後
零
時
四
十
五
分
陛
下
に
は
竹
屋
女
官
長
御
陪
乗
廣
幡
皇
后
宮
太
夫
以
下
供
奉
の

諸
官
を
従
へ
さ
せ
ら
れ
異
式
自
動
車
歯
簿
に
て
宮
城
御
出
門
順
路
上
野
に
向
は
せ
ら

れ
、
校
門
前
に
鼎
然
と
襟
を
正
し
て
御
迎
へ
申
上
げ
る
職
員
生
徒
の
最
敬
證
を
受
け
さ

せ
ら
れ
乍
ら
奉
迎
門
を
御
通
過
遊
ば
さ
る
れ
ば
門
内
に
堵
列
せ
る
海
軍
々
楽
隊
よ
り

「
君
が
代
」
の
吹
奏
楽
り
よ
う
／
＼
と
起
つ
て
上
野
の
山
に
こ
だ
ま
し
、
か
く
て
御
車

は
花
吹
雪
散
る
本
校
に
御
着
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
時
に
午
後
一
時
。

か
く
て
睛
れ
の
御
前
演
奏
の
幕
は
開
か
れ
、
本
校
の
ベ
ス
ト
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
順
を
追

ふ
て
豪
華
に
展
開
さ
れ
て
行
っ
た
。

（『
＿
音
楽
』
臨
圭
久
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
七
六
ー
七
七
頁
）

昭
和
九
年
四
月
二
十
八
日

研
究
科
修
了
演
奏
会

午

後

一

時

開

場

同

l

時
舟
分
開
演

昭
和
九
年
四
月
二
十
八
日
（
土
曜
日
）

研
究
科
修
了
演
奏
曲
目

東

京

昔

榮

學

校
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九、 七、

ろい、、

魔詩

王人
ヽ

メ
ゾ
・
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

八

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
清

e
短
調
協
奏
曲
（
作
品
六
四
）
第
一
楽
章
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

…
…
…
…
菊

ろい、、

故静

郷け

にき

て歌
ヽ

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

地

愛

子

水

澄

卜

ル

ン

ク

作

長

唄

二

京

鹿

子

娘
道
成
寺

賓
暦
三
年
三
月

杵
屋
彊
三
郎
作
曲

石 同

村

義

―

（
吉
住
I
J
三
八
）

丹同

猜

善

之

助

（
吉
住
小
六
郎
）

唄
修
了
者

杉

山

啜

託
吉

住

秀

雄
（
吉
住
小
太
郎
）

茂

一
味
線

嘱

託
鈴

木

利

治

（
稀
音
家
四
郎
吉
）

研
究
生

東

勇

次

暖

託杉

本

茂

一

（
稀
音
家
三
郎
助
）

メ
ゾ
・
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
松
原

操

フ

作

デ

フ

ァ

リ

ア

作

…
…
…
…
…
i
コ
ハ
ン
ス
キ
ー
編

l

休
憩
十
分
間
ー
—

山
田
流
等
曲

一

ひ

ぐ

ら

し
中
能
島
欣
一
作
曲

婚

本

手

等

替

手

同修
朝鈴了

者

倉

悠

紀

子

木

ろ、

ホ

夕

、、

冥

V
n
n
 

想

グ

ラ

ツ

ノ

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

田

十

蔵

a
短
調
協
奏
曲
（
作
品
一
六
）
第
一
楽
章

グ

リ

ク

作

五、

ピ

ア

ノ

獨

上

信

子

會
場
本
校
奏
楽
堂

選
科
邦
楽
修
了
者
演
奏
曲
目

い

、

娘

は

語

る

｝

ろ
、
憩
へ
愛
す
る
も
の
よ

ム

ス

作

四、

ソ

―フ

ノ

野

富

士

代

ョ

ノ‘

ン

作

三、

ピ

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
柳

A
S
長
調
バ
ラ
ッ
ド
（
作
品
四
七
）
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

プ

獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
狩

•
•
…
…
…
…
…
…
•
…
…
フ
ラ

奏
：

…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
井

…
…
…
…
…
…
松

昭
和
九
年
四
月
二
十
九
日

選
科
邦
楽
修
了
演
奏
会

午

後

一

時

開

場

同
一
時
舟
分
開
演

昭
和
九
年
四
月
二
十
九
日
（
日
曜
日
）

東

京

昔

榮

學

校

ア

ノ

獨

原

豊

彦

タ

ミ

゜
、
゜
ヽ
ゲ
ノ

ノ

ノ

藤

い

、

汝

が

眼

｝

ろ
、
マ
リ
ア
の
子
守
歌

ゲ

Jレ

作

二、 ヽ

ピ

ア

ノ

獨

奏
…
…
•

.
c
l
S

短
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
二
七
ノ
ニ
、
月
光
）
·
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ア
ダ
ー
ヂ
オ

ア
レ
グ
レ
ッ
ト

。
フ
レ
ス
ト

ア
ヂ
タ
ー
ト

メ
ゾ
・
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

…
…
…
…
 .. 

u
 

·
…
…
…
…
…
…
•
•
藤

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
／
 

本

恵

美

「
フ
ム
、
フ
ム
、
フ
ム
」
（
歌
劇
『
魔
笛
』
第

一
幕
中
の
）
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

狩

野

富

士

代

「

夜

の

女

王

」

の

侍

女

…

…

…

…

＿

藤

本

恵

美

丹

治

ハ

ル

ノ

…

…

…

…

…

…

…

…

薗

田

誠

一

…

伊

武

雄

重

唱

f
i
s
短
調
協
奏
曲
（
作
品
一
）
第
一
楽
章

田

ち

ょ

一

ヽ

五

1

0
、

ピ

ア

ノ

獨

ヽ

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
l
J

田

ゐ 苧
号

つ

ラ

ハ

マ

ニ

ノ

フ

作 江

291 第 1章 昭和 2年～12年（1927~1937)



日
比
谷
公
會
堂

〔
昭
和
九
年
四
月
二
十
一
日
の
邦
楽
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
照
。
〕

第

一

部

邦

疇

疇

披

露

演

奏

曲

目

長

唄

五

櫻

咲

く

國
作
曲

吉

住

小

三

郎

稀
音
家
六
四
郎

楽

會
場

長

唄

四

連

獅

子

文
久
元
年
五
月

河

竹

其

水

作

歌

二
代
目
杵
屋
勝
三
郎
作
曲

昭
和
九
年
五
月
八
日

御
前
演
奏
披
露
演
奏
会

午
後
六
時
開
場

同

七

時

開

演

昭
和
九
年
五
月
八
日
（
火
曜
日
）

講
師

講
師

江

鱈

砕

“

戸

疇

補

導

（
稀
音
家
六
四
郎
）

長
唄
科
敦
員
井
在
學
生

一
同

ー
百
名

東
京
一
音
楽
學
校

第

二

部

洋

君

が

代

合

唱

皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
祝
歌

…
…
…
東

京

音

楽

學

校

謹

作

指

揮

嘱

橋

本

霰

彦

管

絃

楽

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

獨

唱ソ
。
フ
ラ
ノ

合

唱

二
、
三
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
為
の
協
奏
曲

（

F
長
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ピ
ア
ノ
伴

奏

三
、
三
つ
の
ピ
ア
ノ
の
為
の
協
奏
曲

（

C
長
調
）

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

バ

作

ピ

ア

ノ

研

究

科

豊

増

昇

ピ

ア

ノ

研

究

科

永

井

進

ピ

ア

／

研

究

科

水

谷

達

夫

絃

楽

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

四
、
序
曲

「
レ
オ
ノ
ー
レ
」

第
三
番

…

…

…

…

ベ

ト

ヴ

ェ

ン

作

指

揮

管

楽
絃

敦

師

本

科

本

科

本

科
研
究
科

ク
ラ
ウ
ス

・
。
フ
リ
ン
グ
ス

ハ
イ
ム

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

ツ

ノ‘

今 多古鈴

井 澤木

久
治滋共

イ

ヴ

ァ

ル

デ

イ

郎 興野子作

君

同
成

富

良

子

（
吉
住
小
照
）

研
究
生

若

尾

千

代

子

同
田

中

同
山

同
中

村

富

美

子

本

禎

子

生

ノ
リ
ト
ン

‘、‘‘
 

ノ

ス

唄
嘱

託柏

木

ゆ

き

（吉
住
小
三
枝
）

同
田

島

悦

子

修
了
者

古

川

在
學
生

上

津

原

三
味
線

修
了
者

染

谷

喜

久

子

テ
ノ
ー
ル

ア

ル

ト

研助
究敦

託 授 託 科 授

嘱敦嘱

東伊澤城青淡

京

音多野
藤崎木

楽

學

校武定 博
兵鶴

又 千

徒雄之衛子子

（
乙
）
春
の
訪
れ

宮
城
道
雄
作
曲

尺

八

孝

箪

太

郎

生
田
流
等
曲

一

（

甲

）

春

の

夜

土
井

晩
翠
作
歌

宮
城
道
雄
作
曲

同

同同修
別龍高了

者

府

幸

子

等

本

手

井

静

枝

等

替

手

橋

淑

子

一
、
う£
 

⑮
 

楽

託
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六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

五
、
ピ

協
奏
曲

第
二
番

第
ニ
ピ
ア
ノ

第
二
、
第
三
楽
章
•
…
…
…
…
•
•
ア
レ
ン
ス
キ
ー

ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
第
五
番

—
【
休

憩
】
|
|
'

獨

奏

ア

ノ

口

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

シ

ロ

夕

敦

師

休

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲

憩

遠

見

豊

子

セ

ニ
長
調
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

倉多

田
久

高

ソ
ナ
タ
第
六
番

四
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏

一
、
混

唱

昭
和
九
年
五
月
十
九
日

ピ

興男

協

奏

曲

第
五
番
麦
ホ
長
調
「
皇
帝
」
作
品
七

指

揮
ビ

ア

ノ

管

絃

楽

ピ

ア

J
 

敦

師
助
敦
授

ホ
長
調
第
一
、
二
楽
章
…
…
…
…
へ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

澤

崎

秋

東

京

―

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

指

揮

敦

師

ク

ラ

ウ

ス

・

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

管

絃

楽

東

京

―

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

ア

ノ

山

田

和

ン／

一‘フー

｝レ

ピ

ア

ノ

田

中

利道

夫夫

指
揮

奏
管

楽

序
曲
「
レ
オ
ノ
ー
レ
」
第
三
番
作
品
七

絃

簗

瀬

ラ

ン

ク

伴

奏

大

澤

ノ‘

Jレ

田
大

邊

證

子

塚

淳

編

第
七
十
四
回
学
友
会
演
奏
会

第
七
十
四
回
學
友
會
演
奏
會
（
昭
和
九
年
度
）

五
月
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
半

竪

合

墓
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

カ
ノ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ラ
ッ
ク
ナ
ー

夏
の
残
ん
の
バ
ラ
…
…
…
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡

二
、
ピ
ア
ノ

獨
奏

交
響
的
愛
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
ニ
重
奏ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン

大會

塚

講

師員

演

曲

目

ソ
ナ
タ
（
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
）
作
品
四
十
七
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

(
『
l

音
楽
』
犀
友
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
八
七

l
八
八
頁
）

昭
和
九
年
六
月
二
日
出
張
演
奏
（
横
浜
）

主

催

横
濱
市
敦
育
課

・
横
濱
昔
榮
協
會

日
時
六
月
二
日
（
土
）
午
后
二
時
半

會
場
開
港
記
念
横
濱
會
館

東
京
昔
榮
學
校
公
演

皇
后
陛
下
行
啓
御
前
演
奏
曲
披
露

皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
訳
演
奏
會

ピ

ア

ノ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

小 松

田

雪

江

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

浦

き

み

よ
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演
昭
和
九
年
六
月
十
二
日
特
別
演
奏
会

昭
和
九
年
六
月
十
二
日
（
火
曜
日
）

會
場
明
治
神
宮
外
苑
日
本
青
年
館

奏

四

口 ィ

曲 君

目

管
絃
楽
伴
奏

合

唱

東
京
昔
榮
學
校

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東
京
―音
楽
學
校
敦
授
生
徒

昭
和
九
年
六
月
十
六
日

文
化
八
年

九
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

越

後

獅

子

唄

管

絃

楽

附

合

唱

皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
訳
歌

指

揮

管

絃

楽

獨

唱ソ
。
フ
ラ
ノ

ア

ル

ト

テ
ノ
ー
ル

バ

リ

ト

ン

バ

ス

管

絃

楽

合

唱

↓ヽカ

代

助

敦

授

浅

野

千

鶴

子

研

究

科

青

木

博

子

鳴

託

城

多

又

兵

衛

敦

授

澤

崎

定

之

屡

託

伊

藤

武

雄

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

葛
原
し
げ
る
作
歌

宮
城
道
雄
作
曲

園
曲

嘱

託
東
京
昔
架
學
校
識
作

橋

本

國

彦

東
京
―音
楽
學
校
管
絃
楽
部

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

同同ピ
ア
ノ
伴

奏

本同同研
究
科

今多古鈴

井

科

澤木

久

治滋共

郎興野子

三

つ

の

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

の

為

の

協

奏

曲

ヘ

長

調

ヴ

イ

ヴ

ァ

ル

デ

イ

作

花

二
、
第

第
一
部

一
、
混

磐

合

唱

い
墓
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

民

謡

夏
の
残
ん
の
バ
ラ
…
…

…

…

…

…

…

…

｛

大

塚

淳

編

曲

お
う
雲
雀
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
｛
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

高

野

辰

之

作

歌

楽

「
ア
ル
ル
の
女
」
第
二
組
曲
…
…
…
…
…
…
…
ビ

吉

野

天

人

三

、

長

第
七
十
一
回
定
期
演
奏
会

第
七
拾
壼
回
昔
架
演
奏
曲
目
（
謬
疇
詞
訂
）

一
、
オ
ー
ボ
ー
、
絃
楽
器
及
持
績
低
音
の
為
の

一
、
素

第

二

郡

邦

楽

謡

ー

休

二
、
管

（は） （ろ）

絃

洋

憩
I 楽

東
京

一音

楽

學

校

生

徒

管

絃

楽

園

東
京
一
音
楽
學
校
能
楽
科
女
生
徒

東
京
―音
楽
學
校
生
田
流
等
曲
科
女
生
徒

東

京

音

楽

學

校

長

唄

科

女

生

徒

東

京

昔

楽

ゼ
學

校

作

曲
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五
、 ヽ

テ
ン
ボ

デ
ィ

ラ
ル
ゲ
ッ
ト

井井

巴

（

セ

酒平末ロ
ベ

士］レ

ロト
ボ

保雄だ
フ
ッ

ニク
‘ 一ごュー

デ
リア

ンイ
、一4

ロ

）

獨

奏

者

疇

rbr 

逸

二

（

オ

ー

ボ

ー

）

功

男

3
日オ獨

唱
者

ヘ
ル
マ
ン

コ
ン
チ
H

ル
ト

二
、
バ
ス
獨
唱
と
管
絃
楽
の
為
の

大
地
の
分
配
（
シ
ル
レ
ル
作
詩
）
…
…
…
…
…
…
…
ハ

G
短

調

交

響

曲

安
部
幸
明
管
絃
楽
編
曲

第
四

0
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

（
一
七
五
六
ー
一
七
九
一
）

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
、

ア
レ
グ
レ
ッ
ト
ー
ア
レ
グ
ロ
、

四
、
ピ
ア
ノ
と
管
絃
楽
の
為
の

シ
ュ
ト
ウ
ッ
ク

ア
フ
ェ
ト
ウ
オ
ー
ゾ
、

マ
ル
チ
ア
、
。
フ
レ
ス
ト

「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ヒ
の
名
歌
手
」
の
前
奏
曲
…
…
…
…
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
作

ア
レ
グ
ロ

ク
ラ
ウ
ス

（
一
七
三
ニ
ー
一
八

0
九）

ア
ッ
サ
イ

ジ
オ
コ
ー
ソ

（
一
八
一
三
ー
一
八
八
三
）

ヴ
ッ
ヘ
ル
。
フ
ェ
ニ
ッ
ヒ

揮

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

モ
ル
ト
ー
ア
ン
ダ
ン
テ

メ
ヌ
エ
ッ
ト
、

ア
レ
グ
ロ

パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
ト

作
品
七
九
…
…
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
作

（
一
七
八
六
ー
一
八
二
六
）

イ

ド

ン

作

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
ー
ラ
ル
ゴ
ー
ー
ア
レ
グ
ロ
ー

メ
ヌ
エ
ッ
ト
ー
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト

（
一
六
八
五
ー
一
七
五
九
）

グ
ロ
ッ
ソ
作
品
―
―
―
ノ
―
―
…
…
…
ヘ

ン

デ

ル

作

p 仝 や p 卜

東

京

音

榮

學

校

管

絃

楽

部

C
o
n
c
e
rt
o
 g
rosso 
B
'
d
u
r
 
o
p
.
 

3
 
N
o
.
 

2

……•………

••Handel 
(
1
6
8
5
1
1
7
5
9
)
 

日
r
O
b
o
e
n
,
 St

rei
c
hi
n
st
r
u
m
e
nt
e
 u
n
d
 C
o
nt
i

n
u
o
 

V
i

v
a
c
eー

L
a
rg
o
1
A
l
l
eg
r
o
-
Mj

n
u
ett
o
-
G
a
v
ot
t

e

D
i

e
 T
ei
l

u
n
g
 d

e
r
 E
r
d
e
 (
S
c
hi
ller) 

f日
B
a
s
s
u
n
d
 O
r
c
h
e
st
er 

i

n
st
r
u
m
e
nt
i

ert
 

v
o
n
 K
o
m
ei

 

A
b
e
 

S
y
m
p
h
o
ni
e
 g'moll 
N
o
.
 

4
0
 

…
…
…
…
…
…
…
H
ay
d
n
 

(
1
7
3
2
-
1
8
0
9
)
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
M
o
z
a
rt
 

(
1
7
5
6
|
1
7
9
1
)
 

A
l
l
e
g
r
o
 
m
o
lt
o
-
A
n
d
a
nt
e
ー

M
i

n
u
ett
o
-
Alleg
ret
t

oー

Alleg
ro
assai
 

K
o
n
z
e
rt
st
i
l

c
k
 
o
p
.
 

7
9

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ノ
;
¥
T
e
b
e
r

(
1
7
8
6
|
1
8
2
6
)
 

f

u
r
 K
l
a
vi

er 
u
n
d
 O
r
c
h
e
st
er 

L
a
rg
h
ett
o
 affett
u
o
s
o
,
 Alleg

ro 
p
assi
o
n
at
o
,
 

T
e
mp

o
 di
 

M
a
r
ci
a
,
 Pr

e
st

o
 gi
o
c
o
s
o
 

V
o
r
sp
i

el 
z
u
^

'D
i

e
 M
ei
st
ersi
ng

er 
v
o
n
 

N
ti
r
n
b
e
rg
"

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
W

ag
n
e
r
 

(
1
8
1
3
|
1
8
8
3
)
 

L
ei
t

u
ng
:

 

K
l
a
u
s
 P
ri
ng

s
h
ei
m
 

S
ol
i

st
e
n
:
 
It
s
u
r
o
 
B
a
n
,
 Isao 

H
a
r
a
 (
O
b
o
e
)
 

R
o
b
e
rt

 

P
o
l
l
a
k
,
 Y

uj
i
 

S
u
e
y
o
s
hi
 

(
Vi
oli
n
e
)
 

Y
a
s
u
z
o
 H
i

rai
,
 

T
ei

 

S
a
k
ai

 

(
Vi
oloncello) 

D
r
.
 

H
e
r
m
a
n
n
 W
u
c
h
e
rp
f

e
n
ni
g

 

(
G
e
s
a
ng
)

 

L
e
o
 Si
rot
a
 (
K
l
a
vi
er) 

O
r
c
h
e
st

er 
d
e
r
 K
ai
serli
c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

（
『
東
京
昔
架
學
校
一
覧
』
自
昭
和
九
年
至
昭
和
十
年
、
昭
和
十
年
二
月
、
二

0
三
ー
ニ
0
四
頁
）

管
絃
楽

レ

オ
・
シ

ロ

夕

（
ピ
ア

ノ）
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解

説

オ
ー
ボ
ー
絃
楽
及
持
績
低
昔
の
為
の

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
グ
ロ
ッ
ソ
作
品
三
ノ
―
-
、

B
長
調

ヘ
ン
デ
ル
作
（
本
邦
初
演
奏
）

ヘ
ン
デ
ル
（
一
六
八
五
ー
一
七
五
九
）
の
管
楽
を
伴
ふ
六
個
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
グ

ロ
ッ
ソ
（
作
品
三
）
は
俗
に
オ
ー
ボ
ー
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
〔
と
〕
云
は
れ
、
絃
楽
の
み
か

ら
な
る
十
二
個
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
グ
ロ
ッ
ソ
（
作
品
七
）
と
並
び
稲
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

作
品
三
の
成
立
に
就
い
て
は
明
で
な
い
が
、
そ
の
或
る
楽
章
は
既
に
獨
逸
の

ハ
ン
ノ

ー
ヴ
ェ
ル
で
一
七
―
-
|
―
二
年
の
間
に
、
或
る
も
の
は
英
國
の
カ
ノ
ン
ス
で
一
七
一

七
ー
ニ

0
年
の
間
に
、
或
る
も
の
は
一
七
三
三
年
頃
に
作
ら
れ
た
と
い
ふ
が
、
之
等
は

作
品
三
と
し
て
一
括
さ
れ
、
ク
リ
サ
ン
デ
ル
編
の
全
集
第
二
十
一
巻
に
牧
録
さ
れ
て
ゐ

る。
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
グ
ロ
ッ
ソ
は
小
楽
器
群
、
即
ち
コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
と
大
楽
器

群
、
即
ち
グ
ロ
ッ
ソ
又
は
リ
ピ
エ
ー
ノ
と
が
競
ひ
合
ふ
合
奏
形
式
で
、
伊
太
利
作
家
の

下
に
主
と
し
て
狡
達
し
、
バ
ッ
ハ
や
ヘ
ン
デ
ル
の
如
き
獨
逸
作
家
が
之
を
織
承
猿
展
せ

し
め
た
の
で
あ
る
。
か
A

る
大
小
楽
器
群
の
交
互
的
合
奏
は
十
七
世
紀
全
般
を
通
じ

て

「
組
曲
」
に
於
て
「
山
彦
L

の
効
果
と
し
て
盛
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
し
、
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
グ
ロ
ッ
ソ
の
名
も
既
に
一
五
九
一
年
に
現
は
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
之
が
名
賓
共

に
具

っ
た
音
楽
形
式
と
な
っ
た
の
は
、
一
六
八

0
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
伊
太

利
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
グ
ロ
ッ
ソ
は
通
例
絃
楽
器
の
み
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
が
、
獨
逸
の

そ
れ
は
絃
楽
器
以
外
に
、
フ
リ
ュ
ー
ト
、
オ
ー
ボ
ー
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
の
如
き
管
楽

器
を
交
へ
色
彩
を
豊
に
し
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
。
バ
ッ
ハ
の
「
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル

ヒ
の

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
」
や
こ
の
「
オ
ー
ボ
ー
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。

ヘ
ン
デ
ル
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
は
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
、
ロ
カ
テ
ー
リ
、
ア
ル
ビ
ノ
ー

二
、
就
中
コ
レ
リ
の
如
き
伊
太
利
作
家
に
負
ふ
庫
が
大
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
コ
レ
リ

の
作
品
五
の
ソ
ナ
タ
、
特
に
緩
徐
な
楽
章
と
ヘ
ン
デ
ル
の
そ
れ
を
比
べ
る
と
き
明
か
で

あ
る
。一

般
に
バ
ッ
ハ
と
ヘ
ン
デ
ル
は
同
時
代
に
獨
逸
が
生
ん
だ
二
楽
聖
と
し
て
、
前
者
は

ゴ
シ
ッ
ク
式
、
構
成
的
、

主
知
的
、
後
者
は
バ
ロ
ッ
ク
式
、
有
機
的
、
自
然
的
等
種
々

演

口 奏

曲

の
屡
性
を
附
し
て
封
比
的
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
器
楽
作
品
の

―
つ
な
る
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
に
就
い
て
も
、
概
ね
こ
の
こ
と
は
常
嵌
ま
る
。
バ
ッ
ハ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
は
若
千

の
作
品
を
除
け
ば
、
殆
ん
ど
凡
て
三
楽
章
か
ら
な
り
、
一
っ
の
緩
徐
な
楽
章
が
二
つ
の

速
い
楽
章
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
ゐ
て
、
近
世
の
ソ
ナ
タ
風
に
近
い
の
に
、
ヘ
ン
デ
ル
の

そ
れ
は
楽
章
の
敷
に
於
て
も
順
序
に
於
て
も
極
め
て
自
由
で
組
曲
風
で
あ
る
。
又
そ
の

作
法
に
於
て
も
、
前
者
は
封
位
法
式
複
旋
法
と
諸
動
機
の
錯
綜
し
た
動
機
加
工
を
主
な

手
段
と
し
て
ゐ
る
の
に
、
後
者
は
和
墜
式
箪
旋
法
と
平
明
な
主
題
や
獨
奏
の
挿
句
を
主

と
し
て
用
ひ
る
。

本
演
奏
、
作
品
三
ノ
ニ
の
オ
ー
ボ
ー
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
は
以
上
の
如
き
諸
特
性
を
窺

ふ
に
足
る
作
品
と
し
て
、
作
者
の
器
楽
作
品
中
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

本
曲
に
於
て
は
「
持
績
低
音
」
と
し
て
純
低
音
の
み
で
書
か
れ
た
二
つ
の
チ
ェ
ン
バ

ロ
が
用
ひ
ら
れ
、
一
っ
は
コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
、
他
は
グ
ロ
ッ
ソ
に
宛
て
ら
れ
て
ゐ

る
が
、
本
演
奏
で
は
之
を
ピ
ア
ノ
―
―
つ
で
代
用
し
、
ヘ
ル
マ
ン
ロ
ー
ト
の
和
墜
附
け

た
も
の
を
用
ひ
、
バ
ソ
と
記
さ
れ
た
部
分
は
セ
ロ
を
も
重
複
す
る
。

全
曲
は
四
部
五
楽
章
に
大
別
さ
れ
る
が
、
曲
相
の
重
心
は
第
二
、
第
三
部
に
あ
る
と

云
へ
る
。

第
一
部
（
第
一
楽
章
）
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

B
長
調

3
-
4

（六

二
小
節
）

こ
の
部
は
全
曲
の
序
を
な
し
、
サ
ラ
バ
ン
ド
舞
曲
風
な
節
奏
を
も
ち
、
幅
廣
く
自
由

〔

マ

マ

〕

で
快
適
な
曲
相
の
で
あ
る
。

コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
は
オ
ー
ボ
ー
ニ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
―
-
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
一
、
グ

ロ
ッ
ソ
は
第
一
、

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
、
バ
ス
、
チ
ェ
ン
バ
ロ

一
第
二
部
（
第
二
榮
章
）
ラ
ル
ゴ
g
短
調

3
-
4

（
四
〇
小
節
）

前
楽
章
の
終
り
に
短
い
グ
ラ
ー
ヴ
ェ
が
来
て
、
韓
調
の
準
備
が
な
さ
れ
た
後
、
g
短

調
に
入
る
。
こ
の
部
は
バ
ロ
ッ
ク
式
荘
重
、
悲
愴
の
感
に
充
ち
、
オ
ー
ボ
ー
の
歌
調
的

な
獨
奏
を
始
め
、
専
ら
箪
旋
的
作
法
に
よ
っ
て
ゐ
る
。

コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
は
オ
ー
ボ
ー
一
、
セ
ロ
ニ
、
グ
ロ
ッ
ソ
は
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
、
バ
ス
で
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
は
―
つ
も
用
ひ
ら
れ
な
い
。

本
演
奏
で
は
オ
ー
ボ
ー
は
原
譜
に
依
ら
ず
U
、

E
版
の
編
作
を
用
ひ
る
。
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第
三
部
（
第
三
楽
章
）
ア
レ
グ
ロ

B
長

調

（

四

六

小

節

）

輩
旋
的
な
前
楽
章
に
封
し
て
、
こ
の
部
は
複
旋
的
な
フ
ー
ゲ
の
作
法
に
よ
り
、
曲
相

に
於
て
も
、
前
者
の
静
的
荘
重
さ
と
は
反
封
に
、
動
的
で
熾
烈
で
あ
る
。

コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
は
な
く
グ
ロ
ッ
ソ
の
み
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
持
績
低
音
と

し
て
第
ニ
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
み
が
用
ひ
ら
れ
、
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
第
一

、
第

ニ
オ
ー
ボ
ー
）
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
、
バ
ス
の
合
奏
で
あ
る
。

こ
の
フ
ー
ゲ
は
作
者
自
身
に
よ
り
ピ
ア
ノ
曲
第
四
集
中
に
ピ
ア
ノ
曲
と
し
て
編
曲
さ

れ
て
ゐ
る
。

一
般
に
バ
ッ
ハ
と
ヘ
ン
デ
ル
と
は
器
楽
フ
ー
ゲ
の
取
扱
ひ
に
於
て
も
封
比
を
な
し
て

ゐ
る
。

即
ち
前
者
の
そ
れ
は
輩
主
題
的
で
抒
情
的
獨
白
的
に
傾
く
の
に
、
後
者
の
そ
れ

は
複
主
題
的
で
劇
的
封
話
的
に
傾
く
と
云
へ
る
。

-
B
長
調

第
四
部

第
四
楽
章

3
-
8

（
四
八
小
節
）

第
五
楽
章

4
-
4

（
五
五
小
節
）

前
二
部
の
感
情
の
高
潮
は
こ
A

で
沈
静
に
向
ふ
。

先
づ
優
美
繊
細
な
3
-
8
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
舞
曲
が
来
る
。

こ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
は
オ
ー
ボ
ー
ニ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
、
セ
ロ
一
、
チ
ェ

ン
バ
ロ
一
、
グ
ロ
ッ
ソ
は
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
、
バ
ス
、

チ
ェ
ン
バ
ロ
一

、

次
に
動
的
で
朗
ら
か
な
4
-
4
の
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
舞
曲
が
来
る
。

こ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
は
オ
ー
ボ
ー
ニ
、
セ
ロ
一
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
一
、
グ
ロ
ッ

ソ
は
第
一

、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
、
バ
ス
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
一
、

こ
の
部
の
二
楽
章
は
、
組
曲
風
に
細
分
さ
れ
、
各
鵬
が
反
覆
さ
れ
る
。

二

、

バ

ス

獨

唱

「

大

地

の

分

配

」

ハ

イ

ド

ン

作

（

本

邦

初

演

奏

）

こ
の
バ
ス
潤
唱
「
大
地
の
分
配
」
の
歌
詞
は
シ
ル
レ
ル
の
詩
で
相
常
長
い
。
従
つ
て

作
曲
も
詩
の
内
容
に
應
じ
て
愛
化
す
る
通
作
リ
ー
ド

の
作
法
に
よ
り
、
二
四
八
小
節
に

及
ん
で
居
る
。
本
演
奏
で
は
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
原
譜
を
管
絃
楽
化
し
た
も
の
（
安
部
幸
明

編
）
を
用
ひ
る
。
曲
相
の
愛
化
を
略
記
す
れ
ば

マ
エ
ス
ト
ー
ソ
（
C
長
調
4
-
4
N
e
h
m
t
h
in
 d
ie
 W

e
l
t
)
ー
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

4
-
4
 

(
3
-
4
E
u
c
h
 s
c
h
e
n
k
 ic
h
)—ア
レ

グ
ロ
モ
ル
ト
（

c

短
調
4
-
4D
a
e
ilt
)
ー
ヴ

イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
（
A
長
調

D
e
r
J

u
n
k
e
r
 pii
r
s
c
h
te
)
ー
モ
デ
ラ
ー
ト
（
D
長
調

D
e
r

A
b
t
 wa
h
l
t
)
ー
ア
レ
グ

ロ
(
D
e
r

K
o
n
ig 
s
p
e
r
r
t)
ー

レ
ン
ト
（
F
長
調
3
-
4
G
a
n
z

s
p
a
t
)
ア
レ
グ

ロ
（
B
長
調

W

e
n
n
d
u
 irn 
L
a
n
d
 d
e
r
 T
r
a
ii
rne
叙
唱
）

ー

ア
ン

ダ
ン
テ

(
W
o
 w
a
r
s
t
 du
 d
e
n
n
1
W
a
s
 tu
n
叙
唱
）
ー
ア
ン
ダ
ン

テ
(

W
ill
s
t
d
u
 in
 

m
ei
n
e
m
 H
i

m
m
e
l
)
 

D
I
E
 T
E
I
L
U
N
G
 D
E
R
 E
R
D
E
.
 

G
e
di
c
ht
 

v
o
n
 F
ri
e
d
r
.
 v.
 Sc

h
ill
e
r
.
 

M
u
si
k
 v
o
n
 J
o
s
.
 H

a
y
d
n
.
 

N
e
h
m
t
 hin
 d
ie
 W

e
lt! 
r
ie
f
 Ze
u
s
 v
o
n
 se
in
e
n
 H
o
h
e
n
 d
e
n
 M
e
n
s
c
h
e
n
 

z
u
.
 

N
e
h
mt

,
 

si
e
 soll 
E
u
e
r
 s
ei
n
.
 

E
u
c
h
 s
c
h
e
n
k
 i
c
h
 si
e
 z
u
m
 E
r
b
'
u
n
d
 e
w
'g
e
n
 L

e
h
e
n
,
 do

c
h
 t
eilt 
E
u
c
h
 

b
r
ii
d
e
r
l
i
c
h
 
d
a
r
ei
n
.
 

N
e
h
m
t
 hin
 d
ie
 W
e
lt
,
 sie
 soll 
E
u
e
r
 s
e
in
,
 do

c
h
 teil
e
t
 Eu
c
h
 b
r
ii
der, 

lich
,
 do

c
h
 b
r
iiderli
c
h
 d
a
r
ei

n
.
 

D
a
 e
ilt
,
 wa
s
 H
iin
d
e
 h
a
t
 sic
h
 e
in
z
u
r
ic
h
te
n
,
 es
 
r
e
gte
 s
ic
h
,
 es
 
r
e
gte
 

s
ic
h
 g
e
s
c
h
iiftig J
u
n
g
 u

n
d
 A
lt
.
 

D
e
r
 A
c
k
e
r
m
a
n
n
 g
ri
f
f
 

n
a
c
h
 d
e
s
 
F
e
l
d
e
s
 F
r
ii
c
ht
e
n
.
 

D
e
r
 J
u
n
k
e
r
 pii
r
s
c
h
te
 d
u
r
c
h
 
d
e
n
 W
a
l
d
,
 d

e
r
 
pii
r
s
c
h
te
 d
u
r
c
h
 
d
e
n
 

W
a
l
d
.
 

D
e
r
 K
a
u
fm
a
n
n
 n
im
m
t,
 wa
s
 s
e
in
e
 S
p
e
ic
h
e
r
 £as
s
e
n
,
 

D
e
r
 A
b
t,
 de

r
 A
b
t
 w
iih
lt 
s
ic
h
 d
e
n
 e
dl
e
n
 F
ir
n
e
 W

e
in
,
 de

r
 A
b
t,
 de

r
 

A
b
t
 w
iih
lt 
s
ic
h
 d
e
n
 e
d
le
n
 F
ir
n
e
 W

e
in
,
 

D
e
r
 K
o
n
ig 
sp
e
rr
t
 die
 B
r
u
c
k
e
n
 u
n
d
 d
ie
 S
tr
a
s
s
e
n
,
 un

d
 sp
r
a
c
h
,
 un

d
 

s
p
r
a
c
h
,
 de

r
 Z
e
h
e
nt
e
 ist
 

m
ei
n
.
 

G
a
n
z
 s
p
a
t,
 na

c
h
d
e
m
 d
ie
 T
e
il
u
n
g
 liin
g
s
t
 ge
s
c
h
e
h
e
n
,
 na

h
t
 de
r
 P
o
e
t,
 

e
r
 k
a
m
 a
u
s
 
w
e
ite
r
 
F
e
r
n
', 
A
c
h
 !
 da
 w
a
r
 ii
berall 
n
ic
h
ts
 m
e
h
r
 zu, 

s
e
h
e
n
 u
n
d
 A
l
l
e
s
,
 u

n
d
 A
l
l
e
s
 
h
at
t

e
 sei
n
e
n
 H
e
r
r
n
 ! 

W
e
h
 m
ir! 
S
o
 soll 
d
e
n
n
 ic
h
 alle
in
 v
o
n
 A
llen 
v
e
r
g
e
s
s
e
n
 
s
e
in

こ
c
h

d
ei
n
 g
et
r
e
u
'st
e
r
 
S
o
h
n
 ? 

S
o
 lie
s
s
 
e
r
 l
a
u
t
 de
n
 K
l
a
g
e
r
u
f
 er
s
c
h
a
l
l
e
n
,
 u

n
d
 war£ 

s
ic
h
 
h
in
 v
o
r
 

J
 o
vi
s
 T
h
r
o
n
.
 

W
e
n
n
 d
u
 im
 
L
a
n
d
 d
e
r
 T
r
iiu
m
e
 d
ic
h
 v
e
r
w
e
ile
t,
 ve

r
s
e
tz
t
 de
r
 G
o
tt
,
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「
世
を
受
け
よ
！
」
ゼ
ウ
ス
の
神
は
高
御
座
ゆ
人
類
に
呼
ば
ひ
給
ひ
ぬ
。

「
受
け
よ
、
世
は
汝
等
が
も
の
ぞ
、

そ
は
わ
が
贈
る
世
襲
の
財
産
、
永
遠
の
采
地
ぞ
。

さ
れ
ど
兄
弟
の
睦
び
も
て
分
て
か
し
。
」

か
く
て
人
と
ふ
人
は
分
配
に
急
ぎ
ぬ
、
老
い
も
若
き
も
忙
は
し
げ
に
起
ち
ぬ
。

農
夫
は
野
の
穀
物
を
掴
み
、
地
頭
は
森
を
狩
り
立
て
ぬ
。

商
人
は
庫
の
財
を
取
り
、
方
丈
は
古
き
美
酒
を
選
び
ぬ
。

王
は
橋
と
街
道
と
を
捉
し
て
「
＋
分
一
税
は
わ
が
も
の
ぞ
」
と
告
げ
ぬ
。

分
配
の
と
く
果
て
A

後
、
時
逓
＜
詩
人
は
来
り
ぬ
。

遥
か
な
る
彼
方
ゆ
来
り
ぬ
。

あ
は
れ
、
賓
に
何
物
も
残
ら
ず
、
何
物
も
主
あ
り
き
。

「
哀
し
き
か
な
！

諸
人
の
う
ち
わ
れ
の
み
ぞ
忘
ら
れ
し
や
、
汝
が
最
も
誠
あ
る
子
息

な
る
わ
れ
の
み
ぞ
？
」

ミ

ク

ラ

か
く
槃
高
く
嘆
か
ひ
叫
び
て
、
ゼ
ウ
ス
の
御
座
の
前
に
う
ち
伏
し
ぬ
。

「
夢
の
國
に
逍
遥
ひ
し
と
な
ら
ば
、
」
神
は
答
へ
給
ひ
ぬ
。
「
わ
れ
と
な
季
ひ
そ
。

世
を
分
ち
た
る
と
き
、
そ
も
汝
は
何
虞
に
在
り
し
や
。」

詩
人
は
言
ひ
ぬ
。
「
わ
れ
は
在
り
き
、
汝
が
も
と
に
。

わ
が
眼
汝
が
御
顔
に
注
ぎ
、
わ
が
耳
は
汝
が
天
闊
の
調
和
楽
に
傾
け
て
。

汝
が
御
光
に
溺
れ
つ
世
の
財
を
失
ひ
し
魂
を
許
し
給
へ
。
」

大

地

の

分

配

s
o
 h
a
d
r
e
 ni
c
ht

 

m
i

t

 

m
i

r
.
 

W

o

 w
a
r
st
 

d
u
 d
e
n
n
 als 
m
a
n
 di
e
 W
e
lt

 

g

et
ei
let

●

I
c
h
 
w
a
r
,
 s

p
r
a
c
h
 

d
e
r
 P
o
et

,
 

b
ei

 

di
r
,
 

i

c
h
 
w
a
r
 b
ei

 

di
r
,
 m

ei
n
 A
ug

e
 hi
ng

 

a
n
 d
ei
n
e
m
 

A
n
g
e
si
c
ht
e
,
 

a
n
 d
ei
n
e
s
 H
i

m
m
e
l
s
 H
a
r
m
o
ni
e
 m
ei
n
 O
h
r
,
 ve

r
z
ei
h
 d
e
m
 G
ei
st
e
,
 de

r
,
 

v
o
n
 d
ei
n
e
m
 L
i

c
ht

e
 b
e
r
a
u
s
c
ht

,
 

d
a
s
 I
r
di
s
c
h
e
 v
e
r
l
o
r
 !
 

W
a
s
 t
u
n
!
 
s
p
ri
c
ht

 

Z
e
u
s
,
 di

e
 W
e
lt

 

i

st
 

w
eg
g

eg

e
b
e
n
,
 de

r
 H
e
r
b
st

,
 

di
e
 

J

ag
t

,
 

d
e
r
 M
a
r
kt

 

i

st
 

ni
c
ht

 

m
e
h
r
 m
ei
n
.
 

W

illst
 

d
u
 i
n
 m
ei
n
e
m
 H
i

m
m
e
l
 m
i

t

 

m
i

r
 l
e
b
e
n
,
 so
 of
t

 

d
u
 k
o
m
m
st

,
 

e
r
 soll 
di
r
 o
f
f
e
n
 
s
ei
n
,
 er
 
soll 
di
r
 o
f
f
e
n
 
s
ei
n
.
 

第
一
業
章

フ
ア
ゴ
ッ
ト
の
か
け
合
ひ
で
始
ま
る
（
四

g
短
調

4
-
4
 

ゼ
ウ
ス
は
答
へ
給
ひ
ぬ
。
「
術
も
無
や
。

世
は
輿
へ
了
ん
ぬ
。

秋
も
狩
猿
も
市
場
も
今
は
わ
が
も
の
な
ら
ず
。

汝
が
来
る
度
、
わ
が
天
國
に
わ
れ
と
共
に
住
ま
は
ん
と
望
ま
ば
、

か
れ
た
り
、
そ
は
汝
が
た
め
に
開
か
れ
た
り
。」

三
、
交

響

曲

g

短

調

5
`

配
番
蝉
五
戸

00

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
（
一
七
五
六
ー
九
一
）
は
填
闊
宮
廷
作
曲
家
に
任
ぜ
ら
れ
た

一
七
八

八
年
の
夏
に
、
ウ
ヰ
ー
ン
で
三
つ
の
交
薔
曲
、
Es
長
調
、
g
短
調
、
C
長
調
（
ヂ

ュ
ピ

タ
ー
）
を
一
氣
に
書
い
た
が
、
之
等
は

い
づ
れ
も
、
彼
の
書
い
た
三
十
九
個
の
交
書
曲

中
の
白
眉
で
あ
る
。

本
演
奏
g
短
調
交
霧
曲
は
三
者
中
で
二
番
目
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
原
稿
に
は
七
月

二
十
五
日
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

本
曲
の
初
演
に
就
い
て
は
明
で
な
い
が
、
一
七
八
九
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
彼

が
獨
逸
の
諸
地
方
へ
演
奏
旅
行
を
し
た
際
、
ラ
イ
。フ
チ
ッ
ヒ
で
行
は
れ
た
ら
し
い
。

編
成
は
フ
リ
ュ
ー
ト
一
、
オ
ー
ボ
ー
ニ
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
ニ
、
ホ
ル
ン
ニ
及
絃
楽
。
但

し
こ
の
原
作
を
モ
ー

ツ
ア
ル
ト
自
身
後
に
修
正
し
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ニ
を
加
へ
、
オ
ー

ボ
ー
の
譜
を
訂
正
し
た
。
こ
の
修
正
楽
譜
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
所
有
に
饉
し
、
久
し
く
出

版
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
彼
の
死
後

一
九

0
0年
に
ブ
ラ
イ
ト
コ
ッ
プ
フ
か
ら
刊
行
さ
れ

た
。
そ
れ
故
現
行
の
ブ
ラ
イ
ト
コ
ッ
。
フ
フ
版
純
譜
は
二
様
に
書
か
れ
て
居
り
、
そ
の
い

づ
れ
を
も
採
用
し
得
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。
又
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
グ
小
純

譜

は

原

作

を
、
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ
ニ
ー
の
そ
れ
は
修
正
版
を
採
用
し
て
ゐ
る
が
、
現
行
で
は
後
者
の

方
が
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
g
短
調
交
害
曲
は
そ
の
澁
味
に
於
て
三
つ
の
交
霧
曲
中
獨
特
で
あ

り
、
又
作
者
の
晩
年
の
完
成
さ
れ
た
作
品
と
し
て
彼
の
交
害
曲
中
最
大
傑
作
と
云
は
れ

て
ゐ
る
。

そ
は
汝
が
た
め
に
開

ソ
ナ
タ
形
式

ア
レ
グ
ロ
モ
ル
ト

（
二
九
九
小
節
）

冒
頭
ヴ
ィ
オ
ラ
に
伴
は
れ
な
が
ら
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
は
れ
る
柔
く
弱

い
第
一
主
題
は
非
常
に
呼
吸
の
長
い
も
の
で
あ
る
。

第
二
主
題
は

B
長
調
で
絃
と
オ
ー
ボ
ー
、
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展
開
部
（
五
三
—
七
三
小
節
）
は
第
一
主
題
の
諸
動
機
の
複
旋
的
編
合
。

反
覆
部
（
七
四
—
―
二
二
小
節
）
で
は
第
二
主
題
は
E
s
長
調
に
鱚
つ
て
ゐ
る
。

第
＝
一
業
章
メ
ヌ
エ
ッ
ト
（
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
〔
ア
レ
グ
ロ
〕
と
ト
リ
オ
）

g
短
調

3
-
4
（
八
四
小
節
）

明
快
な
メ
ヌ
エ
ッ
ト
（
―
|
四
二
小
節
）
の
主
題
は
管
絃
合
奏
で
奏
さ
れ
る
。
こ
の

部
の
速
度
は
版
に
よ
っ
て
ア
レ
グ
ロ
と
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
の
二
種
が
あ
る
。

ト
リ
オ
（
四
三
ー
八
四
小
節
）

は
G
長
調
で
絃
と
管
の
か
け
合
ひ
で
あ
る
。

そ
し
て
主
部
メ
ヌ
エ
ッ
ト
に
鯖
る
。

第
四
築
章

ア
レ
グ
ロ
ア
ッ
サ
イ

(
-
―

1
0
八
小
節
）

第
一
主
題
は
冒
頭
に
現
は
れ
る
強
弱
的
封
比
に
富
む
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
主
題
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
五
交
響
曲
第
一
二
楽
章
ス
ケ
ル
ツ
オ
の
主
題
に
音
形
が
似
て
ゐ
る

ば
か
り
で
な
く
、
事
賓
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
之
を
手
帳
に
記
し
て
ゐ
た
こ
と
か
ら
、
之

か
ら
ス
ケ
ル
ツ
オ
の
そ
れ
を
着
想
し
た
と
い
ふ
説
は
肯
定
で
き
る
。

第
二
主
題
（
七
一
小
節
以
下
）
は
E
s
長
調
で
極
め
て
流
暢
な
も
の
、

展
開
部
(
-
―
―
五
ー
ニ
0
六
小
節
）
は
第
一
主
題
諸
動
機
の
放
逸
な
複
旋
的
猿
展
で

あ
る
。反

覆
部
（
二
0
七
—
三
0
八
小
節
）
で
は
第
二
主
題
は
g
短
調
に
饉
つ
て
ゐ
る
。

尚
本
曲
各
楽
章
の
各
鞘
は
殆
ん
ど
全
部
反
覆
さ
れ
る
。

g
短
調

4
-
4
 

四
小
節
以
下
）
。

展
開
部
(
1
0
1
|
―
六
四
小
節
）
は
第
一
主
題
の
諸
動
機
の
複
旋
的
編
合
で
あ

る。
反
覆
部
（
一
六
五
ー
ニ
八
一
小
節
）
で
は
第
二
主
題
が
g
短
調
で
現
は
れ
、
結
尾
部

（
二
八
一
ー
ニ
九
九
小
節
）
は
第
一
主
題
か
ら
作
ら
れ
て
ゐ
る
。

第
二
業
章
ア
ン
ダ
ン
テ
E
s
長
調

6
-
8

ソ
ナ
タ
形
式
(
―
二
二
小
節
）

提
示
部
（
―
|
五
二
小
節
）
中
第
一
主
題
は
ヴ
ィ
オ
ラ
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ヘ
と
推
移
す
る
純
員
な
宗
敦
的
曲
趣
の
も
の
、

第
二
主
題
（
三
六
小
節
以
下
）
は

B
長
調
で
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
は
れ
る
繊
細

な
も
の
、

ソ
ナ
タ
形
式

想
ひ
は
次
第
に
急
迫
し
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
と
な
っ
た
後
、

ト
4
-
4
に
入
り
、
興
奮
的
激
情
が
爆
狡
す
る
。

「

一
．． 

-c-+1 

― 
． 

L
a
r
g
h
e

tt
o
 n
o
u
 t
r
o
p
p
o
 

y
 

ー事9

' 
ー量コア-

ア
レ
グ
ロ

' 

ア
フ
ェ
ト
ウ
オ
ー
ソ
3
-
4
f
短
調
で
始
ま

ウ
ェ
ー
ベ
ル
作

ウ
ェ
ー
ベ
ル
（
一
七
八
六
ー
一
八
二
六
）
は
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
、
作
品
―
一
の
C
長
調

と
作
品
四
二
の
E
s
長
調
を
書
い
た
後
、
一
八
一
五
年
に
協
奏
詩
曲
と
で
も
い
ふ
べ
き
こ

の
f
短
調
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ク
（
作
品
七
九
）
を
作
曲
し
た
。
而
も
こ
の

曲
は
彼
の
他
の
協
奏
曲
に
比
し
て
人
口
に
膳
灸
し
、
現
今
で
も
演
奏
曲
目
の
一
っ
と
な

つ
て
ゐ
る
。

本
曲
は
普
通
の
協
奏
曲
の
如
く
楽
章
の
価
分
な
く
、
曲
の
物
語
り
に
應
じ
て
場
面
的

に
愛
化
す
る
鮪
に
分
た
れ
て
居
り
、
又
歌
劇
の
叙
唱
風
な
表
現
が
随
所
に
鍍
め
ら
れ
て

ゐ
る
。
か
A

る
手
法
は
シ
ュ
ボ
ー
ル
の
「
歌
の
場
景
」
（
G
e
s
a
ng
s
z
e
n
e
)
等
に
主
に
負

ふ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
劇
的
作
家
で
あ
り
獨
逸
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
歌
劇
の
祖
と
云
は
れ

る
ウ
ェ
ー
ベ
ル
は
抒
情
的
作
家
た
る
シ
ュ
ボ
ー
ル
を
遥
に
凌
ぎ
、
劇
的
場
面
的
表
現
に

成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
曲
中
或
は
「
オ
ー
ベ
ロ
ン
」
の
レ
チ
ア
や
或
は
「
フ

ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
の
ア
ガ
ー
テ
の
場
面
を
さ
へ
吾
人
に
想
起
せ
し
め
る
。

「
出
征
中
の
懇
人
に
開
す
る
城
に
住
む
一
女
性
の
心
の
表
現
」
で
あ
る
本
曲
は
、
ピ
ア

J
に
よ
る
言
葉
の
な
い
物
語
り
で
あ
り
、
標
題
音
楽
で
あ
り
、
又
離
別
、
寂
莫
、
苦

悩
、
再
會
、
喜
悦
の
描
高
を
な
し
て
ゐ
る
黙
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
告
別
」
ソ
ナ
タ

（
作
品
八
一
J
a

)

と
相
通
ず
る
。

先
づ
憂
鬱
で
物
悲
し
氣
な
ラ
ル
ゲ
ッ
ト

る
。
そ
の
楽
想
は
木
管
で
奏
さ
れ
る
。

ア
パ
シ
ョ
ナ
ー

四
、
管
絃
楽
伴
奏
附
ピ
ア
ノ
の
為
の

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

シ

ュ

ト

ウ

ッ

ク

f
短
調
作
品
七
九
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ア
ダ
ー
ヂ
ヨ
が
来
て
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
と
絃
で
之
が
沈
ま
る
が
、
こ
A

で
突
然
行
進
曲

調
4
-
4
c
長
調
に
轄
じ
勇
壮
な
曲
相
と
な
る
。

T
e
mp
o
 di
 

M
a
r
ci

a
 

3
ミ
i
『
[
旧
｛
〗
罰
｀

7
F
.
;
(
•
"
'

·

盆
々
感
情
は
高
潮
し
、
遂
に
。
フ
レ
ス
ト

の
絶
頂
中
に
華
か
に
曲
を
終
る
。

ウ
ェ
ー
ベ
ル
は
作
曲
後
六
年
、
宛
も
「
舞
踏
へ
の
勧
誘
」
と
同
様
に
本
曲
に
細
い
説

明
を
輿
へ
た
。
之
は
し
か
し
現
行
純
譜
に
は
記
入
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

(

E
i

n
 L
e
b
e
n
s
bi
ld 
v
o
n
 
M
a
x
 M
a
ri
a
 v
o
n
 
W
e
b
e
r
.
 18

6
4
.
 S
.
 3

1
1£
.)
そ
れ
に

よ
る
と
、

p 

ジ
オ
コ
ー
ソ

6
-8
F
長
調
と
な
り
、
歓
喜

「
城
に
住
む
一
女
性
が
バ
ル
コ
ニ
ー
に
座
し
て
ゐ
る
。
ー
彼
女
は
物
憂
氣
に
遠
く
を
見

つ
め
て
ゐ
る
。
ー
騎
士
は
敷
年
来
聖
地
に
遠
征
し
て
ゐ
る

。

—
彼
女
は
彼
に
再
び
相
見

る
こ
と
が
出
来
る
だ
ら
う
か
ー
流
血
の
激
戦
が
敷
多
行
は
れ
た
。
彼
女
の
凡
て
ゞ
あ
る

彼
か
ら
は
何
ん
の
便
り
も
な
い
。
紳
へ
の
嘆
願
も
甲
斐
な
く
、
主
な
る
神
へ
の
憧
れ
も

無
効
で
あ
る
。
ー
遂
に
彼
女
は
恐
る
べ
き
彼
の
顔
を
見
る
。
ー
彼
は
戦
の
野
に
斃
れ
ー

生
命
を
失
っ
て
ー
傷
口
か
ら
は
血
が
流
れ
て
ゐ
る
ー
あ
A

彼
女
が
彼
の
側
に
居
る
こ
と

が
出
来
た
ら
ー
せ
め
て
彼
と
一
緒
に
死
ぬ
こ
と
が
出
来
た
ら
ー
し
か
し
聞
け
よ
、
彼
虞

に
遠
く
何
も
の
か
ゞ
響
く
を
ー
日
の
光
り
さ
す
森
の
か
な
た
に
何
も
の
か
輝
く
ー
近
づ

き
来
る
は
何
も
の
な
る
か
ー
堂
々
た
る
騎
士
と
従
者
、
一
同
は
十
字
の
章
を
つ
け
て
ー

旗
を
靡
か
せ
つ
A

現
は
れ
る
。

1

人
民
の
歓
呼
ー
而
し
て
そ
の
中
に
ー
彼
は
ゐ
る
だ
ら

う
か
ー
今
や
彼
女
は
彼
の
腕
に
な
だ
れ
込
む
—
何
た
る
愛
の
大
波
か
ー
何
た
る
筆
の
及

ば
ざ
る
無
限
の
幸
輻
か
ー
木
々
と
波
の
ざ
わ
め
き
に
も
比
す
べ
き
法
悦
ー
敷
千
の
磐
も

l9j_)_JI_v 

一．
 

て
忠
賓
な
る
愛
の
勝
利
が
告
げ
ら
れ
つ
A

0

」

本
演
奏
で
は
八
豪
の
ピ
ア
ノ
を
以
て
獨
奏
部
を
奏
す
る
計
壷
で
あ
っ
た
が
、
都
合
に

依
つ
て
シ
ロ
タ
敦
師
が
原
作
通
り
獨
奏
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ロ
タ
敦
師
は
之
を
十

歳
の
折
ア
ウ
エ
ル
等
の
列
席
し
た
演
奏
會
で
奏
し
紳
童
と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

五
、
歌
劇
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ヒ
の
名
歌
手
」
の
前
奏
曲

ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
作

「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ヒ
の
名
歌
手
」
は
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
(

R

i

c
h
a
r
d
W
a
g
n
e
r
 1
8
1
3
ー

1
8
8
3
)

作
の
唯
一
の
喜
歌
劇
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
題
材
か
ら
観
て
も
中
世
（
十
四
ー

十
六
世
紀
）
の
名
歌
手
（
M
ei
st
e
r
si
n
g
e
r
)
と
云
ふ
平
民
階
級
の
事
件
を
取
扱
っ
て
居

る
意
味
で
特
色
が
あ
る
。
更
に
作
者
は
こ
の
歌
劇
の
計
書
か
ら
完
成
ま
で
に
非
常
な
長

年
月
日
(
-
八
四
八
ー
一
八
六
七
年
）
を
費
し
、
其
間
思
想
的
に
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ

エ
ル
の
消
極
的
厭
世
観
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の
積
極
的
人
生
観
に
轄
向
し
て
居
り
、
又
作

品
と
し
て
も
既
に
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ソ
ル

デ
」
を
完
成
し
て
居
る
。
従
っ
て
中
世
の
名
歌
手
と
云
ふ
平
民
階
級
の
生
活
を
背
景
と

し
た
こ
の
喜
歌
劇
の
中
に
は
、
作
者
の
営
時
の
心
境
、
即
ち
人
生
達
観
や
諧
諒
の
思
想

が
遺
憾
な
く
吐
露
せ
ら
れ
て
居
る
と
同
時
に
、
園
熟
せ
る
作
曲
技
術
特
に
封
位
法
が
充

分
に
疲
揚
さ
れ
て
居
る
。

初
演
は
一
八
六
八
年
六
月
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ュ
ロ
ー
指
揮
の
下
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

で
行
は
れ
た
。

本
演
奏
の
前
奏
曲
は
豫
め
歌
劇
の
内
容
を
暗
示
し
劇
全
證
の
空
氣
を
表
現
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
、
歌
劇
中
の
諸
鮪
に
現
れ
る
主
要
な
動
機

（
但
し
、
エ
ー
フ
ア
と
ハ
ン
ス

・
ザ
ッ
ク
ス
の
も
の
は
除
外
さ
れ
て
ゐ
る
）
を
以
て
編
ま
れ
て
居
る
。
而
し
て
全
曲
を

凡
そ
次
ぎ
の
三
部
に
分
け
て
み
る

こ
と
が
出
来
る
。

第
一
部
（
一
ー
三
一
小
節
）
は
名
歌
手
と
主
人
公
騎
士
ワ
ル
テ
ル
の
エ
ー
フ
ア
に

封
す
る
愛
の
諸
動
機
か
ら
な
る
。
曲
頭
「
名
歌
手
」
の
主
題
が
C
長
調
で
フ
リ
ュ
ー
ト

と
ハ
ー
。
フ
を
除
く
全
管
絃
に
よ
っ
て
威
儀
堂
々
と
現
れ
る
（
一
ー
一
三
小
節
）
。

S
e
h
r
 m
a
s
s
i
g
 b
e
w
e
g
t
.
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V
I
 

ー

こ
れ
が

F
長
調
で
反
覆
さ
れ
た
後
に
、
ワ
ル
テ
ル
の
エ
ー
フ
ア
に
封
す
る
愛
の
夢
想

と
こ
れ
を
獲
よ
う
と
す
る
決
意
の
動
機
（
二
七
小
節
以
下
）
が
フ
リ
ュ
ー
ト
、
オ
ー
ボ

ー
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
表
出
に
満
ち
て
奏
さ
れ
る
。

こ
の
情
緒
が
漸
次
に
強
ま
り
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
三
十
二
分
音
符
ス
タ
ッ

カ
ー
ト
に
達
し
た
後
、
「
名
歌
手
行
進
」
の
動
機
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、

テ
ィ
ン
パ
ー
ニ
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
現
れ
敷
回
反
覆
さ
れ
る
（
四

0
ー
五
八
小

節）。や
が
て
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
群
と
セ
ロ
、
ホ
ル
ン
の
群
と
が
「
名
歌
手
集

合
」
の
動
機
を
劉
位
法
的
に
掛
合
ひ
な
が
ら
槃
喬
＜
告
げ
る
（
五
八
ー
八
九
小
節
）
。

八
九
小
節
以
下
ワ
ル
テ
ル
の
愛
に
到
す
る
烈
し
い
憧
憬
を
示
す
動
機
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
が
之
を
奏
す
る
。

'C111 I 

こ
れ
が

A
長
調
(

1

0

九
小
節
以
下
）

C
長
調
（
一
了
八
小
節
以
下
）
に
轄
じ
執
拗

に
盆
々
強
く
烈
し
く
展
開
さ
れ
て
行
く
。
こ
の
部
分
は
ト
リ
ス
タ
ン
に
於
け
る
愛
の
動

機
の
表
現
と
極
め
て
相
似
て
居
る
。
そ
し
て
直
ち
に
第
二
部

（
―
ニ
ニ
ー
一
五

0
小

節
）
に
績
く
。

ま
づ
固
晒
で
保
守
的
な
歌
の
先
生
で
ワ
ル
テ
ル
の
懇
仇
で
あ
る
ベ
ッ
ク
メ
ッ
セ
ル
が

名
歌
手
を
諷
刺
す
る
動
機
が
現
は
れ
る
。
之
は
オ
ー
ボ
ー
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
Es
長
調

ス
タ
ッ
カ
ー
ト
で
奏
さ
れ
る
。

oo
憂
憫
尋
』
耐

こ
れ
と
譜

6
の
愛
形
さ
れ
た
動
機
と
が
交
互
に
競
ひ
一
三
四
小
節
以
下
に
至
り
後
者

の
獨
舞
憂
と
な
る
。

突
然
、
民
衆
の
ベ
ッ
ク
メ
ッ
セ
ル
を
嘲
る
合
唱
「
あ
の
先
生
が
求
婚
す
る
の
か
ね
。

ど
う
も
先
生
は
似
合
は
な
い
や
う
だ
ぜ
。
俺
達
は
あ
の
先
生
を
娘
の
側
に
や
り
た
く
な

い。」

(

W

i

e
,
d
e
r
?
 D
e
r
 
wi

r
b
t
?
 S
c
h
ei
n
t
 m
i

r
 n
i

c
h
t
 
d
e
r
 R
e
c
h
t
e
 ! 

A
n
 d
e
r
 

T
o
c
h
t
e
r
 stell

'
i

c
h
 d
e
n
 ni
c
h
t
 m
o
c
h
t
e
ー
）
が
臨
E

に
、
始
t
め
は
セ
ロ
だ
け
で
次
に

は
ヴ
ィ
オ
ラ
と
一
緒
に
極
め
て
特
性
的
に
現
れ
る
。

s
S
n
d
i
 

p 

}
d
s
[
r
-m

 .
 

. ` 
寸

ヽ

ド

Z

旦
叩

閏

6
,
eu
 .

.

 
9

(

ご江
5
:
：，＼

，
』
心
汀
団
虞
渭
冑

引
績
き
ワ
ル
テ
ル
の
競
技
に
於
け
る
愛
の
歌
、
懸
賞
の
主
題
が

E
長
調
で
第
一
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
に
よ
っ
て
極
め
て
柔
ら
か
に
明
る
＜
表
情
的
に
奏
さ
れ
る
（
九
七
小
節
以

下
）
。
こ
の
主
題
は
譜
2
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
や
が
て
烈
し
い
愛
慾
と
焦
慮
を
示
す
半
音
階
的
動
機
に
轄
じ
(

1

0

三
小
節

以
下
）
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そ
し
て
一
七
四
小
節
以
下
名
歌
手
行
進
の
動
機
、
一
八
七
小
節
以
下
名
歌
手
行
進
の

動
機
が
主
と
し
て
現
れ
、
こ

の
間
に
も
民
衆
の
嘲
り
の
動
機
（
譜
9

)

が
諸
所
に
愛
形

さ
れ
て
現
は
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
名
歌
手
の
主
題
が
フ
ォ
ル
テ

ィ
シ
モ
で
（
ニ
―
―

小
節
以
下
）
而
も
こ
れ
と
共
に
嘲
り
の
動
機
が
ピ
ッ
コ
ロ
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
強
節
奏
で
顆
著
に
奏
さ
れ
、
姓
大
な
音
の
海
の
中
に
曲
を
終
る
。

1
0.
 が

、
こ
れ
と
同
時
に
フ
リ
ュ
ー
ト
、
オ
ー
ボ
ー
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
「
名
歌
手
集

合
」
の
動
機
を
掛
合
ひ
で
奏
す
る
。
こ
れ
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
し
た
時
第
三
部
に

入
る
。

第
三
部
(
-
五
一
ー
ニ
三
二
小
節
）
は
第
一
部
と
第
二
部
の
諸
動
機
の
封
位
法
的
組

み
合
せ
で
技
巧
の
豊
富
と
牡
大
な
構
造
及
び
感
情
の
高
潮
を
示
す
。
ま
づ
―
二
五
小
節

で
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
強
く
マ
ル
カ
ー
ト
で
名
歌
手
主
題
の
愛
形
を

奏
す
る
が
一
五
八
小
節
に
至
っ
て
、
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ホ
ル
ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

と
セ
ロ
が
極
め
て
表
情
的
に
懸
賞
の
主
題

（譜
6

)

を
、
第
二
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
第
一
、

第
二
の
オ
ー
ボ
ー
と
フ
リ
ュ
ー
ト
、

第
二、

第
三
、
第
四
、
の

ホ
ル
ン
が
ス
ケ
ル
ツ
ァ
ン
ド
で
名
歌
手
行
進
の
動
機
（
譜
3

)

を
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
、
バ

ス
、
バ
ス
テ

イ
ユ

ー
バ
が
非
常
に
強
大
に
名
歌
手
の
主
題
（
譜
1

)

を
同
時
に
奏
す
る
。

こ
の
封
位
法
的
作
法
は
驚
嘆
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

》ヽ

乗

杉

嘉

ク
ラ
ウ
ス
・

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

内

藤

清

五

開
係
管
絃
楽
部
員

ロ
ベ
ル
ト
・

ボ
ル
ラ
ッ
ク

第
l

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

橋

本

國

彦

井

上

武

雄

黒

澤

良

輝

栗

原

大

治

兎

束

龍

夫

輻

井

巖

大

岡

運

英

桂

平

太

松

浦

き

み

よ

岡

見

温

彦

清

水

澄

疋

田

小

枝

田

中

富

貴

子

伊

藤

光

鈴

木

共

子

川

上

淳

末

吉

雄

二

鳥

居

つ

な

小

宮

山

繁

水

口

幸

麿

松

田

十

蔵

平

戸

龍

也

渡

邊

健

石

黒

碩

二

郎

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

東
京
昔
築
學
校
長

指

揮

者

海
軍
々
築
隊
榮
長

壽

セ

ロ

ヴ

ィ

オ

ラ

盛浅呉 沖 岡小酒平 細 喜 北 平榎 幅 平 増 松伊岡大 藤杉

野 泰不野 1睾 井 井 谷 田 ； 井：井田：村藤田塚田；村瀬木崎澤本

勝 常 次 可貞 保正遷二保四直 ＿ 重純二 罷谷五道幹 吉 滋 政 久

三 七 郎 止一弘悌三秋吉郎 喜郎 弘忠郎利三郎淳秋夫郎夫枝三野蔵興

田 簗荒岩古岩多

ロ
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評〕果

壇

覺

え

書

十

六

日

士

△
東
京
音
楽
學
校
演
奏
會
゜

太

田

黒

元

雄

氏

日

＜

ー

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

は

寄

せ

集

め

で

、

や

っ

ぱ

り

ど

う

も

し

つ

く

り

来

な

い

。

ワ

ー

グ

ナ

ー

が

全

体

と

し

て

よ

か

っ

た

が

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

が

よ

く

な

か

っ

た

。

そ

れ

は

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

が

マ

ー

ラ

ー

の

弟

子

だ

か

ら

ワ

ー

グ

ナ

ー

の

も

の

を

よ

く

の

み

こ

ん

で

ゐ

る

か

ら

で

あ

ら

う

。

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

と

云

ふ

も

の

は

名

人

が

や

ら

な

け

れ

ば

、

う

ま

く

出

来

る

も

の

で

は

な

い

。

又

、

「

名

歌

手

」

が

あ

れ

だ

け

、

弾

け

る

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

に

は

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

が

、

い

け

な

い

わ

け

で

あ

る

。

〔批
ホ

lレ

口 口 上井原 海 林 田保部

幸

繹

詞

者

太

太

郎
妹

尾

幹

〔
原
資
料
横
組
〕

五、 四、 ヽ

ア

ル

ト

ユ

加

藤

伴

奏

谷

ベ

Jレ

卜 ン 子 子

ョ

ノミ

ン

ピ

山

本

フ

f

r
ヽ

ヘ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
バ

ッ

ノ‘

貫

名

敦

山

ロ

正

授男

ヨ

ノぐ

解

説

者

田

（

海

）

鹿

(

”

)

江

(

”

)

簗

ト

ロ

ン

ペ

ッ

ト

(

”

)

輻

(

”

)

堀

↑ヽ
 

ー

ト

ロ

ン

ボ

ー

ン

（

海

）

岸

(

”

)

大

(

”

)

中

バ

ス

ト

ウ

ー

バ

(

”

)

犬

テ

イ

ン

パ

ー

ニ

(

”

)

白

ト

ラ

イ

ア

ン

グ

ル

（

＂

）

仙

ル

(

”

)

太

金植

二、

ヒ°

ア

J
 

岩

ア
ル
ル
の
女
第
二
組
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
ビ

獨

奏

ボ
ロ
ネ
ー
ズ

イ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

フ

ル

ー

ト

ピ

ア

ノ

ニ

重

奏

ア

J
 

ソ
ナ
タ
第
二
番

獨

奏

ス

ケ

ル

ツ

ォ

ロ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

獨

唱

康
梅

紳
の
稜
威
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

無
限
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ

ゼ

田

ヒ ゜ シ

ン

ア
ノミ

ノ

子 田

穣登弘輻二清志吉雄八夫正市明松

一
、
管

絃

楽

會

指

揮

大

波紳伏村槻｝11林本永

晴次 正蒲鮪安賢信甚綱丑

田

ロ 倉

昭
和
九
年
六
月
二
十
三
日

田 塚

ン

治

子

講

師員

l

―

八

頁

）

ウ

ハ

ー

ペ

ニ

ッ

ヒ

は

、

今

は

も

う

歌

は

唱

へ

な

い

。

だ

か

ら

歌

ふ

の

は

氣

の

毒

だ

。

は

一

体

、

低

音

の

歌

と

云

ふ

の

は

、

あ

ん

ま

り

榮

え

な

い

。

具

合

の

悪

い

も

の

な

の

だ

。

そ

れ

に

、

も

う

あ

の

人

は

高

い

ほ

う

の

墜

が

出

な

く

な

つ

て

ゐ

る

。

高

い

ほ

う

に

行

く

と

ど

う

し

て

も

さ

が

る

。

ど

こ

か

そ

れ

で

も

、

昔

と

っ

た

杵

づ

か

、

と

云

ふ

と

こ

ろ

が

あ

る
。
敦
へ
る
の
に
な
か
な
か
理
論
的
で
巧
い
。
だ
が
自
分
で
歌
ふ
と
だ
め
だ
が
ー
~
゜

ど

う

し

て

か

槃

が

な

く

な

つ

て

し

ま

っ

た

の

だ

。

（

『

月

刊

架

譜

』

第

二

十

三

巻

第

八

号

、

昭

和

九

年

八

月

、

第
七
十
五
回
学
友
会
演
奏
会

第
七
十
五
回
學
友
會
演
奏
會

六
月
廿
三
日
（
土
）
午
後
一
時
半
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一
、
管

昭
和
九
年
六
月
二
十
九
日
第
七
十
六
回
学
友
会
演
奏
会

第
七
十
六
回
學
友
會
演
奏
會

六
月
廿
九
日
（
日
）
午
後
一
時
半

絃

演
奏
會
用

楽

會

員

‘
、
ラ
ー
ド

ノ

ョ

／ぐ

ン

八

、

ピ

ア

ノ

弘

子

四
重
奏
曲

ト
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

猫

奏

田

中

ト
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ン

セ

ロ

口

ヴ

ィ

オ

ラ

盛 増 松

田

勝 尚

ト
短
調
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
……
•
ヘ

ノ

獨

奏

守

田

園
舞
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
リ

（
『
昔
榮
』
屋
友
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
八
八

l
八
九
頁
）

|

【

休

奏
第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
一
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

田

十

ス

卜

岡

見

温

郎蔵彦

十
一
、
ピ
ア

貞

勝

七

、

絃

楽

四

重

ソ
ナ
タ

ン

デ

Jレ

憩
】
ー
ー
_

伴

奏

遠

見

豊

子郎

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．． 

，
 

ッ

ノ‘

榎

本

+
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ

重
奏

疋

田

長小

四 枝

子

六、

ピ

奏

フ
ー
ガ
ニ
短
調
半
昔
階
的
幻
想
曲
と
フ
ー
ゲ
よ
り

ア

ノ

獨

會

澤

幸

子

ロ
短
調
…
…
…
…
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ

ー
ン

協
奏
曲

ロ

九、

ピ
岩
上
の
牧
人
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ア

ノ

獨

奏

カ
。
フ
リ
チ
オ
ブ
リ
ラ
ン
テ

ニ
短
調
•
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ラ

高

橋

喜

美

伴

奏

金

子

登

ユ

ベ

ル

ト

五、

セ

ロ

倉

田

高

伴
奏

フ
ル
ー
ト
助
奏

山

ロ

正

男

ユ

マ

ン

藤

崎 井

照

子

四
、
ピ

美

禰敦

ハ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

|
【
休
憩
】
—
—

獨

奏

内

藤

喜

久

ソ
ナ
タ
ヘ

長

調

第

一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

八
、
ソ
。
フ
ラ
ノ

獨

唱

リ ン

ト
長
調

ノ

獨

奏

ウ
イ
ー
ン
の
謝
肉
祭
の
嬉
戯
…
…
…
…
…
…
…
シ

獨

奏

ア

) I I 

協
奏
曲

伴
奏

ケ
ッ
ヘ
ル
ニ
百
十
六
番
…
モ

井

ツ

ァ

lレ

山

田

七
、
ピ

六、

ピ

都

第 2部

シ

ヲ

卜

和

男

ア

J
 

岩

崎

吉

協
奏
曲

志

賀

ア

J
 
獨

奏

第
ニ
ピ
ア
／

堕

ン子

ア
ル
ル
の
女
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ビ

二
、
ピ

ア

ノ

獨

奏

ソ
ナ
タ
愛
ホ
長
調

―
―
-
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

第
二
、
三
楽
章
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

高角

折 倉

授

ゼ

子

ン

登

喜

昭和の東京音楽学校篇

指

揮

大

塚

講

師
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素

謡

橋

辮

慶

昭
和
九
年
六
月
＝
一
十
日

ソ
ナ
タ

月

十

二

、

ピ 菩

リ

ト

ン

獨

唱

ア
ア の 提

ノ

第

春
季
能
楽
演
奏
会

午
後
五
時
開
場

午
後
六
時
開
演

昭
和
九
年
六
月
三
十
日
（
土
）

會
場
牛
込
匿
新
小
川
町
観
世
會
能
楽
堂

春

季

演

能

番

組

伴

奏

金

年

樹
｝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

夜ノ

獨

奏

豊

菱
イ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

(
『
l

音
架
』
臨
子
久
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
八
九
頁
）

東

京

音

楽

學

校

増
ユ

女

生

徒

子

ベ

Jレ

昇 卜 登

橋

水
の
た
は
む
れ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ラ

十
一
、
バ

本

秀

次

會

場

旭
川
市
主
催
者

札
幌
市

九
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
凋
唱

凋

奏

沈
め
る
寺
院
…
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
ド
ウ
ビ

昭
和
九
年
九
月
十
八
日
ー
ニ
十
七
日

旭
川
—
秋
田
）

北
海
道
東
北
地
方
演
奏
旅
行

主
催
者
及
會
場
及
曲
目

仙
豪
市
主
催
者

會

場
主
催
者

會

場

主
催
者

小
樽
市

同
竪
會
宮
城
支
部

市
公
會
堂

小
樽
市
敦
育
會

栢
穂
小
學
校

札
幌
市
敦
育
會

同
竪
會
札
幌
支
部

市
公
會
堂

旭
川
市
敦
育
會

間

附

説

言

ヴ

工

Jレ

武
田
太
加
志

坂
井
昔
次
郎

後
見

葵

+

、

ピ

ュ

ッ

シ

ー

本

加

ス

レ

子

コ

―フ

ィ

楽

ツ

レ

大

西

信

弘

シ

テ

観

世

左

近

上

ワ

キ

賓

生唐

澤

時

司

ワ
キツ

レ

E

]

ヒ
ム
目

美

越

千

フ
ル
ー
ト
夫
人
の
ア
リ
ア
「
ウ
イ
ン
ザ
の
陽
氣
な
婦
人
方
」
よ
り

雷

伴
奏

生 稲

田

枝代

子 子

狂

竹

生

島

言

新

演
奏
旅
行
（
仙
台
ー
小
樽
ー
札
幌
ー

多
々
良

岡

久

雄

木

原

康

次

平

井

登

島

澤

啓

次

清

水

要

之

助

藤

波

順

一

＿

一

郎

観

世

友

資

中

島

通

夫

小
早
川
清
士

大

鼓

安

揺

春

雄

太

鼓

金

春

惣

右

衛

門

小

鼓

中

野

螢

三

笛

寺

井

政

敷

第
二
、
三
、
四
年

外
茂
―
―
-

野

村

又

三

郎

男

生

徒
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（
ろ
）

（
い
）

墓
歌
（
獨
語
）
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

Grab

g
esan

g…•………………

••F
. 

S
c
h
u
b
e
rt

 

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

民

謡

夏
の
残
ん
の
薔
薇
（
獨
語
）

．．．．．． 

｛

大

塚

淳

編

曲

の

作

曲

東
京
音
楽
學
校
生
徒
合
唱
園

作

曲

六、

（
は
）

（
ろ
）

二

、

混

磐

合

唱

楽
劇
『
サ
ク
ン
タ
ラ
姫
』
序
曲
：
·
·
…
…
…
•
•
ゴ
ー
ル
ド
マ
ル
ク

O
u
v
e
rt
i
i

re 
z
u
,,S
a
k
u
nt
ala
"
…
…
…
…
K
.
 Go
l
d
m
a
r
k
 

（
い
）

靡

詩
…
…
…
；
…
…
•
シ
ョ

B
a
l
l
a
d
e
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
C
h
op
i

n
 

悲
し
き
鳥
…
…
•
…
…
…
•
•
ラ
ヴ

O
i

s
e
a
u
x
 tns
tes

……•………

••Ravel 

幻

想

的

な

ブ

ー

レ

舞

曲

…

…

…

…

シ

ャ

ブ

リ

B
o
u
r
r
e
e
 Fan

tasque

……••……

•Chabr

ier 

曲

工 ノぐ

工 Jレ

作

曲

作

曲

ン

作

曲

ピ

ア

ノ

獨

奏

井

ロ

基

一

、

管

絃

楽
（夜

の

郡

）
演

奏

曲

目

後
援

主
催

帽
疇
東
京
一
音
楽
學
校
演
奏
會

期開
演
時
刻

場

所

日

昭
和
九
年
九
月
廿
日
（
木
）

（
夜
）
午
後
六
時

市

公

會

堂

演
奏
曲
目

秋
田
市

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
管
絃
楽
園

（
は
）

（
ろ
）

（
い
）

東
京
音
楽
學
校
同
槃
會
宮
城
支
部

宮

城

縣

敦

育

課

仙

豪

市

仙

豪

市

内

女

子

中

等

學

校

お夢繕
ぅ鸞

：喜
^ ^ ^ 
邦邦邦
語語語
‘ーノ ‘ーノ ＼ーノ

i : i 

l l l : : : 
、 、̂- -ヘー 、
高メ佐シ高フ

ン
野デ藤ユ野ツ

lレ，
辰ス誠 辰ク

ヽ
ソマ

之 1賓、 之ス
ン／

作作伯乍作作

歌曲歌曲歌曲

五

、

混

磐

合

唱

東
京
一
音
楽
學
校
生
徒
合
唱
園

ー
休
憩
—

_
_
 

〔

マ

マ

〕

旭
川
―
音
楽
敦
會

會

場

市

民

集

會

場

主
催
者
秋
田
敦
育
―
音
楽
協
會

會

場

市

記

念

會

館

各
地
に
於
て
順
序
に
多
少
の
異
動
あ
り

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
九
五
頁
）

交
響
楽
愛
ホ
長
調

：
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

第
一
及
第
二
楽
章
：
…
…
…
…
…
…
…

•
M
o
z
a
rt

S
y
m
p
h
o
ni
e
 
K•V•Nr

. 
5
4
3
 
E
s
 D
u
r
 

A
d
agi
o
,
A
l
l
eg
ro
.
 

A
n
d
a
nt
e
.
 

四

、

管

絃

楽

（に）
（
は
）

（
ろ
）

（
い
）

子

守

馬

賣

白 蜜

柑

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

鳥惰

船

｛

日

本

敦

育

一音

楽

協

會

編

…

…

…

…

…

…

新

尋

常

小

學

唱

歌

月
•
…
…
…
…
…
•
•
｛
戸
紅
疇
疇
岬
馴

り
：
…
…
…
…
•
…
{
疇
疇
罰
麟
岬
疇

…

中

國

地

方

民

謡

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
管
絃
楽
園

唄

浅

野

千

S
o
m
m
e
r
s
 let
zt
e
 R
o
s
e
·……
…

•
•
I
r
is
c
hー
J.

O
ht
s
u
k
a
 作

曲

成 子
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八

、

管

絃

楽

七、

（

に

）

（

は

）

（

ろ

）

（

い

）

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

貝
…
…
…
…

n
H
 

伴

奏

者

豊

増

指

揮

者

大

塚

…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

…
…
S
c
h
u
b
e
rt
 

…

｛

止

朝M
o
rg
e
n
 

歌
劇
『
ウ
ン
デ
イ
ー
ネ
』
中
よ
り

ウ
ン
デ
イ
ー
ネ
の
ア
リ
ア

A
ri
e
 d
e
r
 U
n
di
n
e
 

露耕

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

…
…
…
…
・
:
St
r
a
u
s
s
 

…
•
•
•
ロ
ル
ツ
イ
ン
グ

作

曲

a
u
s
 
d
e
r
 O
p
e
r
,,
U
n
di
nê
'
 ... L
o
rt
zi
n
g
 

2
.
 I

nt
e
r
m
e
z
z
o
.
 

東
塞
音
楽
學
校
演
奏
會
の
感
想

さ

ま

よ

ひ

人

D
e
r
 W
a
n
d
r
e
r
 

昇淳

東
京
音
楽
學
校
生
徒
管
絃
楽
園

ヽ

・:・:・・・ヒ

ア

ル

ル

の

女

第

二

組

曲

ゼ

一
、
牧
歌
二
、
間
奏
曲
三
、
メ
ヌ
エ
ッ
ト
舞
曲

四
、
フ
ア
ラ
ン
ド
ー
ル
舞
曲

L
'A
r
l窃
i

e
n
n
e
Z
w
ei
t

e
 O
r
c
h
e
st
e
r
s
ui
t

e…

B
i

zet
 

1. 
P
a
st
orale
.
 

3
.
 M

e
n
u
e
tto
.
 4
.
 F

a
r
a
n
d
o
l
e
.
 

結

城

菊

枝

九
月
二
十
日
秋
の
催
し
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
東
京
―
音
楽
學
校
の
演
奏
會
が
同
竪

會
宮
城
支
部
主
催
の
下
に
公
會
堂
で
行
な
わ
れ
た
。
初
め
て
正
し
い
立
派
な
音
楽
が
き

か
れ
る
、
そ
の
嬉
に
胸
を
お
ど
ら
せ
て
公
會
堂
に
行
く
、
鮨
詰
と
は
こ
ん
な
の
を
云
ふ

の
か
身
動
き
も
取
れ
な
い
、
足
は
ま
だ
一
音
楽
の
始
ま
ら
な
い
中
に
痺
れ
切
つ
て
し
ま
ふ

田木

搾風

作

曲

作作作

曲曲詞

マ

作

曲

リ

M
a
ri
a
 T
o
l
l
 

ア

卜

Iレ

唯
自
由
に
な
る
の
は
首
ば
か
り
、
一
人
…
…
二
人
…
…
と
増
し
て
来
て
お
客
様
の
物
色

に
餘
念
な
か

っ
た
私
達
の
瞳
も
目
白
押
し
に
並
ん
だ
人
々
の
頭
上
に
流
れ
て
来
る
開
會

の
群
と
共
に
一
せ
い
に
壇
上
釘
〔
付
]
け
さ
せ
ら
れ
た
。
最
初
の
管
絃
衆
国
き
れ
い
だ
、

や
っ
ぱ
り
こ
れ
が
日
本
に
誇
る
否
世
界
に
誇
る
東
京
音
楽
學
校
の
誇
り
で
な
く
て
な
ん

だ
ら
う
。
こ
れ
程
き
れ
い
な
管
絃
楽
―
音
楽
に
封
し
て
は
籠
と
同
様
、
聞
く
耳
も
な
け
れ

ば
見
る
目
も
な
い
私
に
は
、
こ
れ
程
の
一
音
楽
に
封
し
て
批
評
す
る
力
は
な
い
、
唯
「
綺

麗
だ
」
と
い
ふ
一

語
に
つ
き
て
ゐ
る
、
次
が
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
、
か
ら
た
ち
の
花
、

蜜
柑

船
、
子
守
唄
、
い
づ
れ
も
私
達
に
は
お
馴
染
な
歌
な
の
で
外
の
外
國
語
の
歌
よ
り
は
よ

か
っ
た
。
員
面
目
な
落
着
い
た
態
度
、
唯
感
心
す
る
ば
か
り
よ
く
も
あ
の
様
に
槃
が
出

る
も
の
か
し
ら
と
不
思
議
に
思
は
れ
た
、
ア
ン
コ
ー
ル
が
欲
し
か
っ
た
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

は
も
う
折
紙
つ
き
ら
し
い
、
息
を
つ
め
て
聞
い
た
と
云
へ
ば
よ
い
の
か
、
我
を
忘
れ
た

と
云
つ
て
よ
い
の
か
ほ
ん
と
う
に
他
の
す
べ
て
を
忘
れ
て
聞
き
入
っ
た
。

あ
の
黒
い
鍵

盤
の
上
を
縦
横
無
盤
に
泳
ぎ
廻
る
指
の
そ
の
下
よ
り
ほ
と
ば
し
る
震
妙
云
ふ
べ
か
ら
ざ

る
昔
色
、
何
百
の
心
を
悦
惚
と
奪
い
取
る
一
音
楽
、
醒
め
や
ら
ぬ
昔
色
の
餘
韻
を
耳
下
に

〔

マ

マ

〕

聞
き
な
が
ら
ホ
ツ
と
息
を
つ
い
て
、
さ
て
嵐
の
様
な
拍
手
、
こ
A

で
一
ま
づ
休
憩
の
為

第
一
一
部
が
始
ま
る
。
混
墜
合
唱
、
曲
も
よ
か
っ
た
〔
ヽ
〕
そ
う
し
て
あ
の
品
の
よ
い
歌
い

ぶ
り
私
達
な
ど
は
想
像
も
つ
か
な
い
程
、
混
槃
の
時
獨
唱
し
た
人
も
つ
と
竪
戴
が
あ
っ

た
ら
尚
よ
か
っ
た
ら
う
〔
ヽ
〕
少
し
墜
鼠
が
足
り
な
い
様
な
氣
が
し
た
。
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
、

あ
ん
な
墜
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
の
か
し
ら
、
邦
語
で
な
い
為
私
達
に
は
少
し
も
わ

か
ら
な
い
、
し
か
し
た
ゞ
巧
と
い
ふ
一
字
に
つ
き
る
、
き
れ
い
な
歌
い
ま
わ
し
、
豊
か

な
槃
量
、
唯
々
感
心
す
る
の
み
、
終
っ
た
時
は
夢
中
で
ア
ン
コ
ー
ル
を
要
求
し
た
、
唯

夢
中
で
再
び
ス
テ
ー
ジ
に
現
れ
た
時
は
、
歓
喜
の
叫
び
を
あ
げ
た
い
程
だ
っ
た
、
あ
の

墜
聞
え
て
ゐ
る
中
に
一
人
で
に
全
身
が
ふ
る
え
て
来
る
。

最
後
の
花
で
あ
る
管
絃
榮
、
ア
ル
ル
の
女
第
二
組
曲
、
前
に
も
お
と
ら
な
い
程
偉
大

な
る
藝
術
の
も
つ
魅
力
に
酔
さ
れ
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
東
京
音
楽
學
校
の
演
奏
會
も

瀕
ん
だ
と
思
ふ
と
同
時
に
日
本
に
も
外
國
に
く
ら
べ
て
お
と
ら
な
い
、
し
か
も
立
派
な

＿
音
楽
が
出
来
た
と
思
ふ
と
非
常
に
力
強
く
感
じ
る
と
そ
れ
が
更
に
進
ん
で
世
界
の
音
楽

に
充
賓
し
て
行
く
様
な
氣
が
し
て
非
常
に
嬉
れ
し
い
。

（
『
昔
祭
』
學
友
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
1

0

l

~

I

O

二
頁
）
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昭和 9年9月22日，東京音楽学校演奏団，札幌に到着

昭和 9年9月23日，札幌市公会堂にて演奏
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(

-

)

 

東

塞
音
楽
學
校
の
演
奏
會
と
云
へ
ば
、
東
京
に
行
か
な
く
て
は
聰
き
得
な
い
も
の

と
、
少
く
と
も
僕
は
さ
う
思
っ
て
ゐ
た
。
一
般
の
人
々
も
恐
ら
く
そ
う
で
あ
っ
た
事
で

あ
ら
う
。
生
徒
は
卒
業
後
で
な
け
れ
ば
絶
封
ス
テ
ー
ヂ
に
立
つ
て
い
け
な
い
と
い
ふ
事

を
友
達
も
言
つ
て
ゐ
た
の
で
、

寧
ろ
そ
の
事
に
一
音
楽
學
徒
と
し
て
の
員
剣
さ
が
あ
る
の

だ
と
も
思
っ
て
ゐ
た
。
然
し
僕
と
し
て
は
唯
一
っ
日
本
官
立
―音
楽
學
校
の
使
命
と
し
て

正
し
い
、

員
面
目
な
一音楽
を
國
民
に
聴
か
し
て
く
れ
な
い
の
だ
ら
う
か
と
、
つ
く
人
＼

思
ふ
の
で
あ
っ
た
。
僕
が
小
學
校
に
敬
鞭
を
と
つ
て
ゐ
た
時
、
文
部
省
の
推
奨
に
よ
る

東
京
―音
楽
學
校
の
君
ケ
代
の
レ
コ

ー
ド
で
、
始
め
て
そ
の
演
奏
を
聴
い
た
の
み
で
あ
っ

〔

マ

マ

〕

た
。
あ
の
白
い
上
品
な
ペ
ー
バ
の
は
ら
れ
た
一
枚
の
レ
コ
ー
ド
を
、
毎
時
間
の
唱
歌
敦

授
に
「
こ
れ
は
東
京
―音
楽
學
校
生
徒
の
正
し
い
君
ケ
代
の
歌
で
す
よ
」
と
子
供
と
共

に
、
感
激
し
な
が
ら
聰
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
程
日
本
國
歌
の
荘
厳
さ
と
美

し
さ
と
を
感
じ
た
事
は
な
か
っ
た
。

更
に
又
正
し
い
國
民
―音
楽
の
源
泉
で
あ
り
、
中
心
で
あ
る
事
を
心
か
ら
願
っ
た
の
で

も
あ
っ
た
。

今
こ
A

に
現
賓
に

日
本
國
民
―音楽
界
の
中
堅
學
徒
の
賓
演
奏
に
接
す
る
こ
と
が
出

来
る
と
い
ふ
、
僕
の
心
は
憧
れ
、
躍
り
、
そ
し
て
又
緊
張
し
た
。

（

二

）

學
徒
と
い
ふ
語
の
も
つ
ひ
ゞ
き
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
音
楽
に
開
係
が
な
い
や
う

に
感
ぜ
ら
れ
る
の
は
一
般
で
あ
る
。
そ
れ
は
寧
ろ
顕
微
鏡
と
共
に
寝
食
し
、
僻
書
の
中

に
埋
ま
る
學
究
を
思
ひ
出
す
の
が
普
通
で
あ
ら
う
。
然
し
僕
は
ま
さ
し
<
-
音
楽
學
徒
の

名
を
捧
げ
た
い
。
緊
張
し
た
顔
、
員
摯
な
態
度
、
園
閥
と
し
て
の
秩
序
、
お
A

日
本
昔

楽
界
の
中
堅
健
全
な
り
と
僕
の
第
一
印
象
は
こ
れ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

藝
術
の
根
底
に
流
れ
る
道
徳
的
な
る
も
の
、
ひ
ら
め
き
と
で
も
い
は
う
か
、
と
に
角

〔

マ

マ

〕

健
賓
さ
こ
そ
何
に
も
ま
し
て
第
一
義
な
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
中
に
一
切
の
可
能
性
が

含
ま
れ
て
ゐ
よ
う
。

(
-
―
-
)
 

東
京
音
楽
學

校
演
奏
會
を
聰
い
て

札
師
専
攻
科

浦

隆

治

全
我
的
表
現
…
…
こ
れ
は
演
奏
其
も
〔
の
〕
に
就
て
の
僕
の
純
髄
的
感
想
で
あ
る
。

よ

<
-
音
楽
は
慰
安
だ
と
い
ふ
。
然
し
僕
に
は
箪
な
る
慰
安
と
し
て
聰
く
こ
と
を
許
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
全
く
員
剣
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
満
場
水
を
う

っ
た
や
う
な
静
け
さ
、
唯
純
粋
に
一
音
楽
と
共
に
純
て
の
人
の
心
が
流
れ
る
の
で
あ
ら

う
。
全
生
命
を
打
ち
こ
ん
で
の
表
現
は
、
又
人
々
の
全
生
命
に
喰
ひ
込
む
も
の
で
あ
る

事
を
つ
く
人
＼
感
じ
た
の
で
あ
る
。

（

四

）

レ
コ
ー
ド
で
管
絃
楽
を
聴
い
て
ゐ
る
も
の
に
と
つ
て
は
、
本
格
的
に
指
揮
者
を
通
じ

て
の
生
々
し
い
も
の
〔
を
〕
聘
き
得
た
事
は
大
い
な
る
感
激
で
あ
っ
た
。
指
揮
者
の
タ
ク

卜
棒
の
先
よ
り
―音
楽
が
奏
で
ら
れ
る
様
に
全
員
が
―
つ
の
藝
術
を
活
か
す
こ
と
、
そ
れ

こ
そ
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
あ
ら
う
。

サ
ク
ン
タ
ラ
序
曲
は
開
會
前
解
説
を
見
て
お
い
た
の
で
、

音
楽
の
流
る
A

と
共
に
、

夢
の
如
く
そ
の
物
語
の
展
開
す
る
の
を
感
じ
た
。
ア
ル
ル
の
女
は
割
合
に
人
に
知
ら
れ

て
ゐ
る
為
も
あ
ら
う
が
、
楽
器
の
組
合
せ
が
賓
に
効
果
的
で
、
と
て
も
面
白
く
聴
か
れ

た。
正
直
の
所
大
方
の
聘
衆
は

モ
ツ
ア
ル
ト
の
交
臨
曲
を
味
へ
た
か
ど
う
か
疑
問

で
あ

る
。
そ
れ
は
か
う
し
た
大
規
模
の
曲
に
封
す
る
一
音
楽
的
訓
練
を
鰹
て
ゐ
な
い
し
、
又
交

響
曲
そ
の
も
の
に
封
す
る
理
解
が
な
い
か
ら
で
あ
ら
う
。
然
し
か
う
し
た
領
域
に
進
む

、
、
、
、

き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
を
僕
等
は
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。

僕
は
コ
ー
ラ
ス
の
員
の
美
し
さ
と
い
ふ
よ
り
も
、
コ
ー
ラ
ス
は
人
槃
の
楽
器
を
超
越

し
た
楽
器
と
し
て
の
合
奏
で
あ
る
と
い
ふ
様
な
感
に
打
た
れ
た
。
そ
れ
は
人
の
槃
と
は

感
ぜ
ら
れ
な
い
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
も
つ
て
ゐ
る
。
百
有
餘
の
一
っ
―
つ
の
槃
が

か
く
も
統
一
さ
れ
て
―
つ
の
立
競
的
―
音
楽
を
表
現
し
得
る
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
全
員
に

流
れ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
コ
ー
ラ
ス
の
各
人
は
全
匿
を
す
ま
さ
れ
た
耳
に

よ
っ
て
聴
く
と
共
に
又
全
恒
の
中
に
於
け
る
自
分
の
槃
を
聴
き
分
け
る
の
で
あ
ら
う
、

あ
の
ま
と
ま
っ
た
美
し
さ
は
、
自
分
の
竪
を
全
證
の
中
に
う
ち
こ
ん
で
、
全
閥
と
し
て

の
表
現
を
す
ま
さ
れ
た
耳
に
よ
っ
て
聴
き
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ら
う
と
、
僕
等

が
コ
ー
ラ
ス
を
す
る
時
の
よ
い
参
考
に
な

っ
た
。

全
恒
の
立
場
に
立

つ
も
の
は
指
揮
者

で
あ
る
と
い
ふ
も
の
A

矢
張
コ
ー
ラ
ス
各
員
に
さ
う
し
た
態
度
は
根
本
的
に
必
要
で
あ
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る
事
を
つ
く
／

r＼
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
浅
野
先
生
の
獨
唱
は
全
部
日
本
も
の
で
あ

り
、
マ
リ
ヤ
ト
ル
氏
の
西
洋
も
の
に
封
照
し
て
、
各
々
そ
の
特
徴
の
あ
る
と
い
ふ
こ
と

を
大
方
の
人
々
は
感
じ
た
事
で
あ
ら
う
。

日
本
女
性
の
静
的
、

奥
ゆ
か
し
さ
と
西
洋
婦
人
の
動
的
、
感
情
的
表
現
と
い
ふ
こ
と

は
、
＿
音
楽
に
も
あ
ら
は
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
勿
論
そ
れ
は
歌
ふ
も
の
に
も
依
る
の
で
一

般
的
に
そ
う
い
ふ
事
は
出
来
な
い
と
思
ふ
け
れ
ど
も
。

井
口
氏
の
ピ
ア
ノ
演
奏
は
快
技
と
か
紳
技
と
か
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
深
刻
と
い
ふ
方

が
あ
た
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
は
れ
た
。
僕
が
最
も
心
の
感
激
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。

テ
ク
ニ
ッ
ク
の
す
べ
て
を
征
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
事
と
、
そ
の
蒻
術
を

最
も
深
刻
に
表
現
す
る
と
い
ふ
事
と
は
、
別
々
の
も
の
で
あ
る
や
う
だ
け
れ
ど
も
、
而

も
そ
の
二
つ
は
本
質
的
に
離
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
一
を
も
鋏
く
こ
と
は
出
来
な

い
。
井
口
氏
の
演
奏
は
、
五
旭
胆
も
精
神
も
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
幸
日
も
凡
て
全
我
に
よ
っ
て
統

一
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
最
も
深
刻
で
あ
り
な
が
ら
、
然
か
も
自
然
な
流
れ

で
あ
る
。
誇
張
の
如
く
で
誇
張
で
な
い
、
一
如
の
境
地
あ
る
の
み
で
あ
る
。

（

五

）

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
通
す
と
、
凌
野
先
生
の
獨
唱
を
の
ぞ
い
て
は
全
部
外
國
作
品
で
あ

る
と
い
ふ
事
を
見
て
、
僕
は
少
な
か
ら
ず
淋
し
さ
を
感
じ
た
。
所
謂
西
洋
式
音
楽
が
入

つ
て
よ
り
歴
史
末
だ
新
し
い
と
し
て
も
、
他
の
文
化
は
堂
々
と
肩
を
並
べ
て
ゐ
る
の

に
、
國
民
音
楽
と
し
て
の
獨
自
性
と
偉
大
さ
を
備
へ
て
ゐ
る
日
本
作
家
の
作
品
が
。
フ
ロ

グ
ラ
ム
の
中
に
見
出
さ
れ
な
い
と
い
ふ
事
ー
—
|
こ
の
演
奏
會
は
特
別
と
し
て
も
ー
ー
ー
は

國
民
と
し
て
誰
し
も
が
開
心
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
ら
う
。
勿
論
蒻
術
に

園
境
な
く
、
偉
大
な
も
の
は
偉
大
な
の
で
あ
る
か
ら
僕
等
が
西
洋
作
品
を
鑑
賞
し
研
究

す
る
事
は
大
い
に
必
要
な
事
で
あ
る
。
然
し
そ
こ
に
は
國
民
音
楽
の
獨
自
性
を
建
設
し

や
う
と
い
ふ
根
強
さ
が
心
の
奥
底
に
流
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
に
最
近
＿
音
楽

熱
盛
に
な
っ
た
と
い
ふ
も
の
A‘

員
の
藝
術
性
を
備
へ
な
い
俗
悪
な
も
の
A

胤
脈
の
観

が
あ
る
に
於
て
は
、
園
民
の
正
し
い
一
音
楽
を
建
設
す
る
と
い
ふ
事
は
、
＿
音
楽
の
人
性
に

及
ぼ
す
影
薯
の
大
な
る
を
思
へ
ば
思
ふ
程
、
國
家
的
立
場
に
於
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
と
思
ふ
。

ヽ

第
九

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

協
奏
曲

ピ

ア

J
 

昭
和
九
年
十
月
二
十
日

イ
短
調

伴

奏

山

崎

イ

ク

酒

多

田

鶴

子

伴

奏

牙

一
楽
章
…
…
…
•
•
•
ベ

リ

ォ

だ

原
好

獨

奏

ノ
ー
ク
タ
ー
ン
（
我
が
歓
び
）
…
…
…
…
•
•
•
…
…
シ
ョ
パ

ワ
ル
ッ
菱
卜
長
調
作
品
七
十
の
一
…
…
•
•
•
シ

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

和

敦

授

千

葉

第
七
十
七
回
学
友
会
演
奏
会

第
七
十
七
回
學
友
會
演
奏
會

十
月
二
十
日
（
土
）
午
後
一
時
半
開
演

ヨ

ノぐ

ン／

ン
1
1
リ
ス
ト

八

千

代

10
五
~
1
0七
頁
）

そ
し
て
こ
の
先
達
を
以
て
自
ら
任
じ
、
日
本
國
民
―音
楽
の
偉
大
な
獨
自
性
を
建
設
す

る
中
堅
と
な
る
も
の
こ
そ
、
官
立
東
京
音
楽
學
校
の
最
大
使
命
で
あ
る
事
を
深
く
感
じ

た
の
で
あ
る
。

今
回
わ
ざ
／
＼
札
幌
の
我
々
の
為
に
多
大
の
撥
牲
を
彿
つ
て
御
出
で
下
さ
っ
た
東
京

＿
音
楽
學
校
の
皆
々
様
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
特
に
こ

の
事
に
つ
い

て
御
奮
闘
下
さ
ら
ん
事
を
切
望
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

（
『
＿
音
架
』
譲
友
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、

東
京
―
音
楽
學
校
の
大
演
奏
會

全
員
百
六
十
名
愈
々
あ
す
記
念
會
館
で

本
社
後
援
東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
會
は
屡
報
の
如
く
二
十
六
日
午
後
六
時
よ
り
記
念
會

館
に
開
催
、
同
校
の
乗
杉
校
長
引
率
の
百
六
十
名
の
楽
人
た
ち
の
合
唱
及
び
管
絃
楽
を

大
塚
淳
敦
授
指
揮
に
よ
り
演
奏
さ
る
A

〔
後
略
〕

（
『
秋
田
魁
新
報
』
昭
和
九
年
九
月
二
十
六
日
）
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八、 六、 四、

全
楽
章

ソ
ナ
タ
イ
長
調
作
品
舟
の
一
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

井

直

弘

井

助

敦

授

P
R
O
G
R
A
M
M
 

ピ

ア

ノ

輻

Ri

c
h
a
r
d
 S
t

r
a
u
s
sー
F
ei
e
r

一古
雁田

グ
ラ
ン
ド
ボ
ロ
ネ
ー
ズ

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ヨ

ノミ

ン

ブ
リ
ラ
ン
テ

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ‘
/
 

ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ピ

ア

ノ

獨

奏

置

作
品
廿
一

指
揮
ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

管
絃
業
及
合
唱
東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部
及
生
徒

〔
同
じ
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
三
十
日
奏
楽
堂
に
て
行
な
わ
れ
た
o

]

〔
原
資
料
横
組
〕

日

智

恵

子

I
I
l
．
ア
ル
。
フ
ス
交
響
曲
作
品
六
四
番

お
休
み
な
さ
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

道
し
る
べ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ユ

ベ

ル

ト

ユ

ベ

ル

ト

伴

奏

内

田

茉

莉

子

七
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

II
．
十
六
竪
部
無
伴
奏
混
竪
合
唱

l

、
夕
（
シ
ル
レ
ル
詩
）

二
、
聖
歌
（
リ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
詩
）

二
曲

作
品
三
四
番

多

田

不

（
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
學
に
腺
る
）

百
四
番
…
…
…
…
リ

ペ
ト
ラ
ル
カ
の
ソ
ネ
ッ
ト

〔

マ

マ

〕

。
フ
レ
リ
ュ
ー
デ
イ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
ド
ゥ
ビ

ュ

ッ

シ

ー

ー
．
交
響
楽
詩
〔
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
〕

作
品
三

0
番

ス

卜

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作

＿
―
-
曲
（
本
邦
初
演
）

ピ

ア

ノ

獨

奏

本

田

キ

ク

工

曲

目

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
ア
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
タ
…
…
…
…
ヴ
ィ

ユ

タ

ン

リ
ヒ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
誕
生
七
十
年
記
念
演
奏

伴

奏

田

愛
ホ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
リ

|

【

休

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

北

中
) 1 1 

庸

利

夫郎

憩
】
—
|

協
奏
曲

第

ス

卜

會
場

音

楽

演

奏

曲

目

第
ニ
ピ
ア
ノ

日
比
谷
公
會
堂

田

邊澤

證

子

昭
和
九
年
十
月
舟
一
日
（
水
曜
日
）
仔
鱈
豆
疇
叶
疇
疇

ピ

ア

ノ

獨

奏

大

ノ‘

lレ

ベ

ル

ト

胡
桃
の
樹
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

糸
紡
ぎ
の
グ
レ
ッ
チ
ヘ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ユ ユ

マ

ン

（
竺
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
八
九

l
九

0
頁

）

昭
和
九
年
＋
月
三
十
日
、
三
十
一
日

第
七
十
二
回
定
期
演
奏
会

東
京
一
音
楽
學
校
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昭和9年10月31日， R.シュト ラウス作曲 〈十六墨部無伴奏混墜合唱〉，日比谷公会堂にて

W
 
e
r
k
e
 v
o
n
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.
 St
r
a
u
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s
 (
g

e
b
o
r
e
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(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
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n
 J
a
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a
n
)
 

V
"
A
l
s
o
 
s
p
r
a
c
h
 Z
a
r
at
h
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r
a
 !^
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T
o
n
di
c
ht

u
n
g
 frei
 

n
a
c
h
 
Fr•N

ie
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filr 
g
r
o
s
s
e
s
 
O
r
c
h
e
st

e
r
 O
p
.
 

3
0
.
 

Z
w
ei

 

G
e
s
a
ng

e
 f
u
r
 1
6
 st
i

m

m
i

g

e
n
 g
e
mi
s
c
ht

e
n
 

C
h
o
r
 a
 c
a
p
p
e
l
l
a
.
 O
p
.
 34
.
 

1•Der 

A
b
e
n
d
 (Schiller) 

2•H

ymne 

(

R

licker
t
)
 

Ei

n
e
 A
l
p
e
n
si
n
f
o
ni
e
 O
p
.
 64
.
 

L
ei
t

u
n
g
:
 K
l
a
u
s
 P
r
i
n
g
s
h
ei
m
 

O
r
c
h
e
st

er 
u
n
d
 C
h
o
r
 d
e
r
 k
ai
s
erli
c
h
en
 M
usi
k
a
k
a
d
e
mi
e
 z
u
 

ー．

交

響
楽
詩

〔ツ

ア
ラ
ッ
ス
ト

ラ
は
か
く
言

へ
り
〕

（
ニ
ー
チ
ェ

の
哲
學
に
腺
る
）
作
品
三

0
番

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作

（
一
八
九
六
年
）

ツ
ア

ラ
ッ
ス
ト
ラ
の
名
は
ペ
ル

シ
ャ
の
拝
火
敦
の
開
祖
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
の
名
に
因
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
哲
人
ニ
ー
チ
ェ

は

〔
ツ
ア

ラ
ッ
ス
ト
ラ
は
か
く
言

へ
り
〕
の
表
題
の

も
と
に
叙
事
詩
の
形
式
で
彼
の
哲
學
を
述
べ
た
。
こ
の
著
の
内
容
が
詩
的
迫

力

を

以

て
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

の
思
想
に
影
響
し
、
ニ
ー
チ
ェ
に
心
酔
す
る
や
う
に
な
っ
た
結
果

が
交
響
楽
的
瞑
想
と
な
り
、
此
曲
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
は
三
十
歳
に
し
て
彼
の
故
郷
と
故
郷
の
湖
と
を
後
に
し
て
山
に
隠

れ
、
孤
獨
と
瞑
想
に
親
し
み
、
十
年
の
間
思
想
を
練
つ
て
倦
む
こ
と
が
な
か

っ
た
が
、

遂
に
山
を
下
り
人
間
を
啓
蒙
す
べ
く
市
井
に
現
は
れ
た
。
ニ

ー
チ
ェ
の
著
述
に
於
て
第

一
部
は
創
造
的
な
英
雄
卸
ち
超
人

U
e
b
er
m
en
sc
h
の
思
想
を
強
調
し、

あ
ら
ゆ
る
債

値
の
轄
換
を
説
く
、
第
二
部
に
於
て
は
古
い
償
値
を
支
持
す
る
人
々
を
裁
き
、
第
三
部

に
於
て
は
永
久
回
饉
の
思
想
、第
四
部
に
於
て
は
超
人
の
思
想
が
完
全
な
力
を
持

つ
て
、

キ
リ

ス
ト
敦
的
薔
道
徳
を
慮
断
す
る
。
か
く
て
此

一
巻
は
十
九
世
紀
末
の
浚
落
的
文
化

と
道
徳
に
反
抗
し
て
大
地
か
ら
根
本
的
力
を
以
て
生
れ
出
づ
る
超
人
と
強
者
の
文
化
建

I
I
I
.
 

I
I
.
 

F 

1
8
6
4
)
 

T
o
ki
o
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R．シュトラウス誕生七十年記念演奏会に際し，

作曲者より K.プリングスハイムに送られてき

た彼のサイン入りの写真

設
を
謳
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
い
つ
の
間
に
か
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
も
老
翁
と
な

つ
て
ゐ
た
。

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
彼
の
純
譜
に
註
記
し
て
ゐ
る
よ
う
に
〔
自
由
に
ニ
ー
チ
ェ
に
従
っ

て
〕
f
rei

n
a
c
h
 N
i

e
tz
s
c
h
e
と
記
し
、
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
の
哲
學
書
に
従
っ
て
忠
買

に
作
曲
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
純
譜
に
は
所
々
に
標
題
が
書
き
込
ま
れ
て
ゐ
る
が
、

楽
章
の
福
分
は
勿
論
な
い
。
以
下
〔
〕
内
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
自
身
の
記
入
標
題
。

楽
曲
は
山
を
降
り
る
前
、
早
朝
昇
る
太
陽
に
向
つ
て
、
汝
偉
大
な
る
星
よ
と
叫
ぶ
壮

大
な
情
景
に
始
り
、
自
然
の
主
題
と
呼
ば
れ
る

c
g
C

が
、
ハ
長
調
で
奏
さ
れ
る
。
次

に
〔
古
き
世
界
に
住
む
人
々
に
つ
い
て
〕
の
部
分
に
於
て
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
は
超
人
の

哲
學
を
説
く
。
そ
れ
に
封
し
て
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
聖
歌
の
〔
C
r
e
d
o

及
び

M
a
g
ni
f
i
c
a
t〕

が
敦
會
―音
楽
的
に
出
て
来
る
。
そ
し
て
管
絃
楽
は
〔
偉
大
な
る
憧
憬
に

つ
い
て
〕
に
移

り
、
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
の
言
っ
た
よ
う
に
、
海
も
静
ま
り
我
に
聰
従
す
る
よ
う
に
荒
々

し
く
歌
ふ
。
〔
歓
喜
と
情
熱
に
つ
い
て
〕
が
次
に
来
る
が
、
そ
こ
に
は
満
足
も
安
息
も

な
く
〔
墳
墓
の
歌
〕
に
移
る
。
次
は
〔
科
學
に
つ
い
て
〕
で
あ
っ
て
、

一
音
楽
に
於
け
る

最
も
科
學
的
な
フ
ー
ゲ
を
全
昔
階
的
に
又
半
昔
階
的
に
自
然
の
主
題
や
憧
憬
の
主
題
を

織
ま
ぜ
て
展
開
す
る
。
そ
し
て
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
は
人
間
と
自
然
の
神
秘
的
な
開
聯
を
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S
e
n
k
e
 d
e
n
 W
a
g
e
n
 hi
n
a
b
 ! 

Si
e
h
e
,
 w

e
r
 a
u
s
 d
e
s
 
M
e
e
r
s
 k
r
y
st
allner 
W
o
g
e
 

卜

N
a
c
h
 ei
n
e
m
 G
e
m
a
l
d
e
.
 

D
e
r
 A
b
e
n
d
 (
S
c
hi
ller) 

解
か
う
と
す
る
。
狂
人
の
如
く
叫
け
ん
だ
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
は
死
人
の
如
く
倒
れ
て
後

〔
快
復
期
の
患
者
〕
の
楽
章
に
来
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
言
ふ
ー
最
早
説
く
な
、
庭
園
の
如

＜
汝
を
待
つ
世
界
に
出
て
行
け
。
歌
へ
る
鳥
の
も
と
へ
。
歌
は
病
者
に
よ
し
。
健
康
者

に
し
て
語
り
得
べ
し
と
。
次
の
〔
舞
踏
の
歌
〕
は
か
う
で
あ
る
。
ー
或
る
夜
ツ
ア
ラ
ッ

ス
ト
ラ
は
弟
子
と
共
に
森
に
行
き
、
泉
を
求
め
て
不
思
議
に
も
牧
場
に
出
た
。
そ
こ
で

乙
女
等
が
舞
踏
し
て
ゐ
た
。
彼
を
見
つ
け
て
中
止
し
た
乙
女
等
に
彼
は
舞
踏
を
績
け
る

よ
う
に
と
説
く
。
曲
が
や
が
て
静
か
に
な
つ
て
最
後
の
〔
夜
の
歌
〕
の
主
題
が
現
は
れ

る
。
そ
れ
は
夜
だ
—

す
べ
て
の
愛
の
歌
は
呼
び
起
さ
れ
る
。
わ
が
心
も
亦
愛
す
る
も
の

の
歌
で
あ
る
と
歌
ふ
。
そ
し
て
そ
れ
が
〔
夜
の
さ
す
ら
ひ
人
の
歌
〕
と
な
り
、
夜
は
書

よ
り
深
遠
で
あ
り
、
永
遠
を
慕
ふ
喜
び
で
あ
る
と
歌
ふ
。
員
夜
中
の
鐘
の
音
は
十
二
時

を
報
じ
る
。
漸
次
消
え
う
せ
る
よ
う
に
。
此
楽
曲
の
最
後
は

H
d
u
r

の
高
昔
部
不
協

和
絃
と
チ
ェ
ロ
、
バ
ス
が
低
音
部
で
自
然
の
主
題
を
奏
し
て
終
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
封
し
て
ハ
ン
ス
リ
ッ
ク
「
此
の
世
の
謎
は
解
け
な
か

っ
た
」
と
評
し
た
。

I
I
．
十
六
竪
部
無
伴
奏
混
竪
合
唱
曲作

品
三
四
番
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作

此
合
唱
曲
は
「
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
」
の
直
後
作
曲
さ
れ
た
も
の
で

A
n
th
e
m

と
稲

し
得
べ
く
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ
ノ
ー
ル
、
バ
ス
が
各
々
四
部
に
分
れ
た
十
六
槃

無
伴
奏
の
多
槃
合
唱
曲
で
あ
る
。
そ
の
優
れ
た
封
位
法
的
作
曲
手
法
を
以
て
人
槃
の
紳

秘
を
餘
す
所
な
く
表
現
し
て
ゐ
る
。
そ
の
楽
風
は
多
墜
楽
全
盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の

作
曲
家
ラ
ッ
ソ
や
カ
ル
ダ
ラ
を
思
は
せ
る
所
が
あ
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
二
曲
共
難
曲

で
あ
る
が
、
田
「
夕
」
は
典
雅
優
美
と
も
云
ふ
可
く
、
②
「
聖
歌
」
は
デ
イ
シ
ラ
ン
ビ

ッ
ク
で
批
美
の
中
に
熱
情
的
な
所
が
あ
る
。
以
下
原
詩
と
繹
詞
を
掲
ぐ
゜
ー
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Lieblich lachelnd dir winkt ! Erkennt dein Herz sie? 
Rascher fliegen die Rosse, 

Tethys, die gottliche, winkt. 
Schnell vom W agen herab in ihre Arme 
Springt der Fuhrer, den Zaum ergreift Cupido, 

Stille halten die Rosse, 
Trinken die kilhlende Flut. 

An dem Himmel herauf mit leisen Schritte 

Kommt die duftende Nacht ; ihr folgt die silsse 
Liebe. Ruhet und liebet ! 

Phoebus, der liebende, ruht. 

W enn der Strom des Verderbens braust 
細 ersGemauer 
Irdischer Lust, 
Du, von der Arche des Herrn behaust, 
Trau dem Steuer, 
0 grlime dich nicht ! 

Zwar bedenklich ist unser Gang, 
Wohin wir uns wenden, 

Kein Ziel zu sehn ; 
Aber ein jeder Weg, wie lang, 
Muss einst enden, 
0 grlime dich nicht ! 

t
I
8
 

撰
記
祉
嵌
如
誤
擬

e品
智

2
 

Hymne (Rilckert) 

垢
N

膝

Jakob! Dein verlorener Sohn 
kehret wieder, 
0 grame dich nicht ! 
Die Erhorung von Gottes Thron 
Steigt hernieder, 
0 grame dich nicht ! 

Dieses traurige Herz wird einst 
Ruh'geniessen, 
0 sei nicht betrtibt ! 
Jede Thrane, welche du weinst, 
wird zerfliessen, 
0 grame dich nicht ! 

Wenn zur harrenden Erdenbraut 
Mit Liebkosen 
Der Fruhling kehrt, 

Wird der Nachtigall Nest gebaut 
Unter Rosen, 
0 grame dich nicht ! 

Dass du der Sterne heimliches Thun 
Siehst nicht freier, 
0 hadre du nicht ; 

W eltgeheimnisse wollen ruhn 
Unterm Schleier, 
0 grame dich nicht ! 

匿 匡
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I
I
I
．
ア
ル
。
フ
ス
交
書
曲

作
品
六
四
番
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
(
-
九
―
一
ー
一
五
年
）

交
響
曲
〔
伊
太
利
よ
り
〕
の
作
曲
以
来
自
然
美
の
表
現
を
し
な
か
っ
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
が
、
一
九
一
五
年
突
如
こ
の
雄
大
な
る
ア
ル
。フ
ス
交
響
曲
を
猿
表
し
た
。
こ
の
交
響

曲
作
曲
の
ス
ケ
ッ
チ
は
既
に
一
九
―
一
年
か
ら
始
め
ら
れ
て
ゐ
た
と
云
ふ
。
ア
ル
。
フ
ス

の
美
し
い
別
荘
に
幾
年
か
夏
を
暮
し
た
彼
の
作
曲
で
あ
る
。
「
縮
よ
り
も
美
し
い
表
現

を
以
て
」
田
園
交
響
曲
を
書
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
曲
意
圏
に
従
ひ
、
而
も
近
代

管
絃
楽
法
の
最
も
優
れ
た
技
巧
を
以
て
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
自
然
美
を
描
高
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
曲
の
解
説
は
簡
箪
で
あ
る
。

純
譜
に
書
き
込
ま
れ
た
標
題
的
説
明
を
列

記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
足
れ
り
と
思
ふ
。
＇
~

1
.
「
夜
」
ー
明
け
や
ら
ぬ
夜
の
描
寓
に
曲
は
始
る
。
（
参
照
主
題
表
中
）
1
|
4

2
.
「
日
の
出
」
ー
雄
大
な
る
暁
の
情
景
。

3
.
「
登
山
」
ー
や
が
て
遜
に
猥
の
ホ
ル
ン
が
響
き

4
.
「
森
林
帯
に
入
る
」
ー

5
.
「
流
に
浩
ひ
て
歩
む
」
ー
漸
次
瀧
の
手日
は
近
づ
く
。

6
.
「
瀑
布
」
ー

7
.
「
花
疾
＜
草
原
」
ー
に
出
る
。

8
.
「
山
の
牧
場
」
—
を
過
ぎ
て
や
が
て

9
.
「
叢
林
灌
木
帯
に
入
り
邪
路
を
行
く
」
ー

1
0
.
「
氷
河
の
上
」
ー

30 25 
a I 
I 29 
b 

〔
原
資
料
横
組
〕
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a 

5
—

8 

待
望
の
地
上
の
花
嫁
に
春
立
ち
か
へ
り
甘
く
さ
A

や
け
ば

に
ぞ

巣
を
螢
ま
ん
。
お
A

悲
し
む
勿
れ
！

星
々
の
秘
め
た
る
作
業
を
な
れ
は
知
ら
ず
と
い
へ
ど
か
こ
つ
勿
れ
！

覆
ひ
て
世
の
紳
秘
は
憩
は
ん
と
す
。
お
A

悲
し
む
勿
れ
！

（

マ

マ

）

世
の
歓
楽
の
壁
を
超
え
へ
破
壊
の
奔
流
狂
ひ
な
ば
汝
、
紳
の
御
船
に
宿
り
船

舵
に
た
よ
れ
。
お
A

悲
し
む
勿
れ
！

ま
こ
と
我
等
の
道
は
た
め
ら
ひ
て
行
末
も
さ
だ
か
な
ら
ね
ど

が
て
達
せ
ん
お
A

悲
し
む
勿
れ
！

遠
き
道
々
も
や

面
を

鶯
は
バ
ラ
の
か
げ

1
1
.
「
危
瞼
な
る
瞬
間
」
ー

1
2
.
「
山
頂
」

1

1
3
.
「
幻
想
」
ー

14.「
雲
霧
立
ち
の
ぼ
り
」
ー

1
5
.
「
太
陽
は
漸
次
か
く
れ
る
」
ー

1
6
.
「
悲
し
き
幻
想
」

ー

1
7
.
「
嵐
の
前
の
静
け
さ
」
ー

1
8
.
「
雷
雨
と
嵐
」
ー
直
ち
に
「
下
山
」

1

1
9
.
「
日
浚
」
ー

2
0
.
「
夜
」
ー

〔
追
記
〕

ア
ル
。
フ
ス
交
響
曲
の
演
奏
は
管
絃
楽
の
大
規
模
と
演
奏
櫂
の
問
題
に
よ
り
、
欧
洲
に

於
て
も
敷
多
行
は
れ
る
も
の
で
な
い
。
今
回
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
誕
生
七

0
年
紀
念
演
奏
に

際
し
、
作
曲
者
よ
り
指
揮
者
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
宛
寓
箕
を
送
つ
て
来
た
厚
意
を
こ

こ
に
附
記
す
。
（
こ
の
冊
子
最
初
の
寓
員
参
照）

尚
〔
ツ
ァ
ラ
ッ
ス
ト
ラ
〕
及
び
〔
ア
ル
。
フ
ス
交
響
曲
〕
の
楽
譜
は
、
南
葵
音
楽
圏
書

館
所
蔵
の
も
の
で
こ
A

に
同
館
の
厚
意
を
謝
す
。

〔
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
〕
主
題
表
中
主
な
る
も
の

1

自
然
の
主
題

3

古
き
世
の
人
々

3
b
、

6

憧
憬
の
主
題

7
|
9
歓
喜
と
熱
情

11ー

1
2
墳
墓
の
歌

1
4
ー
1
7
科
學
に
就
い
て

1
9
C
|
2
0
舞
踏
の
歌

2
4
b
夜
曲

2
5
夜
の
さ
す
ら
ひ
人
の
歌

〔
注
意
ア
ル
。
フ
ス
交
響
曲
の
主
題
名
番
琥
は
本
文
中
に
あ
り
〕

59 52 47 47 46 43 43 39 31 30 
I a a I I c 
58 I I 42 38 I 

51 45 e 
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田

解
説
並
二
繹
詞

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
記
念
演
奏

リ
ヒ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
誕
生
七
十
年
を
記
念
し
て
上
野
音
楽
學
校
が
、
嘗

て
本
邦
に
お
い
て
演
奏
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
大
曲
三
曲
（
そ
の
内
二
つ
が
管
絃
楽
曲
で
、

「
ツ
ア
ラ
ッ
ウ
ス
ト
ラ
」
と
「
ア
ル
。
フ
ス
交
審
曲
」
他
が
無
伴
奏
合
唱
曲
で
「
夕
」
と

「
聖
歌
」
）
を
初
演
し
た
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
等
の
楽
曲
の
演
奏
上
の
出
来
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
兎
に
角
、
管
絃
楽

曲
に
就
て
い
へ
ば
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
音
楽
が
純
閥
に
非
常
に
演
奏
至
難
で
あ
り
、
泰
西

の
諸
管
絃
楽
曲
中
で
も
最
難
の
部
類
に
屡
す
る
こ
と
は
周
知
の
事
賓
で
あ
る
。
し
か

も
、
今
回
の
二
曲
の
如
き
は
そ
の
内
で
も
特
に
難
澁
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
が

満
足
に
演
奏
さ
れ
た
ら
、
世
界
第
一
流
の
腕
前
を
有
つ
管
絃
園
だ
と
い
ひ
得
る
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
上
野
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
そ
れ
が
出
来
る
だ
ら
う
か
。
こ
A

の
管
絃

卜

ウ

〔
原
資
料
横
組
〕

田
代

晴

宏 弘郎

波

睛

幅
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園
の
現
朕
で
は
、
こ
れ
等
の
難
曲
を
こ
な
せ
る
力
に
不
足
し
て
ゐ
る
こ
と
が
明
白
だ
と

想
ふ
。
然
る
に
、
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
今
回
勇
敢
に
も
そ
れ
に
直
面
し
て
行
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
む
し
ろ
こ
A

で
は
、
今
回
の
演
奏
者
諸
氏
並
に
指
揮
者
。
フ

リ
ン
グ
ス
ハ

イ
ム
氏
の
決
死
的
努
力
を
桐
揚
し
た
い
。
ど
う
考
へ
た
つ
て
本
常
に
は
出
来
つ
こ
な

い

も
の
を
、
兎
に
角
よ
く
も
あ
れ
だ
け
纏
め
た
と
想
ふ
。
或
る
意
味
で
は
、
む
し
ろ
豫
想

以
上
の
成
績
だ
っ
た
と
い
つ
て
も
差
支
無
い
。
（
例
へ
ば
、
「
ツ
ア
ラ
ッ
ウ
ス
ト
ラ
」
は

そ
れ
だ
。
）

し
か
し
、

厳
格
に
い
へ
ば
、
雨
曲
と
も
決
し
て
完
全
で
は
無
く
、
む
し
ろ
、
不
完
全

に
近
い
の
だ
。
あ
れ
で
は
、
唯
だ
上
皮
が
ど
う
に
か
纏
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
に
過
ぎ
ず
、

内
面
的
な
ま
た
難
澁
な
と
こ
ろ
に
な
る
と
、
混
沌
に
近
い
の
で
あ
る
。
殊
に
、
細
か
い

音
が
全
閥
茫
漠
と
な
り
、
音
―
つ
が
明
確
を
鋏
く
の
み
な
ら
ず
、
リ
ズ
ム
さ
へ
掴
め
ぬ

こ
と
が
隈
々
あ
り
、
そ
の
他
、

管
楽
器
（
殊
に
ホ
ル
ン
）
の
音
の
吹
き
初
め
の
不
正

確
、
絃
楽
器
の
音
の
不
安
定
（
今
回
ボ
ラ
ッ
ク
氏
不
成
績
）
等
演
奏
上
の
細
か
い
過
失

を
敷
へ
上
げ
れ
ば
枚
畢
に
暇
が
な
い
。

そ
こ
で
私
は
想
ふ
。
音
楽
學
校
の
如
き
保
守
的
態
度
を
必
要
と
し
、
し
か
も
技
術
の

練
磨
を
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
斯
様
な
無
理
を
断
行
し
、
不
可
能
事
を
楽
員
諸
氏
に

強
ひ
て
何
故
か
れ
等
を
困
ら
せ
る
の
か
。
若
し
、
斯
様
な
傾
向
が
績
け
ば
、
こ
A

の
管

絃
園
の
技
術
は
、
将
来
恐
ら
く
向
上
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
反
封
に
低
下

す
る
だ
ら
う
。

こ
れ
で
は
學
校
の
主
旨
、
本
義
に
反
す
る
と
想
ふ
。
私
は
こ
れ
を
機
會

に
學
校
嘗
局
者
に
熟
考
を
促
す
の
で
あ
る
。
（
野
村
光

一）

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
九
年
十
一
月
二
日
）

伊
庭
孝
氏
日
＜
ー
~
此
の
日
の
演
奏
會
の
批
評
は
「
東
日
」
に
掲
げ
ら
れ
た
野
村
氏

の
批
評
が
訓
戒
的
で
嘗
を
得
た
も
の
で
あ
っ
て
我
々
は
元
よ
り
其
の
批
評
の
趣
旨
に
賛

成
で
あ
る
、

強
ひ
て
批
評
す
れ
ば
、
第
一
の
管
絃
楽
「
ツ
ア
ラ
ツ
ウ
ス
ト
ラ
」
は
音
楽
學
校
の
演

奏
と
し
て
は
近
来
上
出
来
の
部
で
あ
っ
た
と
云
ひ
得
る
（
そ
れ
ほ
ど
我
々
は
音
楽
學
校

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
低
く
評
債
し
て
ゐ
る
）
。。フ

リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
指
揮
も
、
い

つ
も
に
似
ず
弛
緩
し
た
と
こ
ろ
を
見
せ
ず
、
す
こ
ぶ
る
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ル

―
―
―
―
頁
）

ン
な
ど
の
音
の
動
揺
は
致
し
方
な
い
と
し
て
チ
ェ
ロ
の
合
奏
圃
が
封
位
を
演
奏
す
る
と

こ
ろ
に
ア
カ
デ
ミ
イ
と
し
て
は
、
も
つ
と
正
確
な
演
奏
が
要
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
二
に
無
伴
奏
合
唱
は
、
曲
が
難
か
し
い
と
云
へ
ば
そ
れ
き
り
だ
が
、
あ
の
ミ
ゼ
ラ

ブ
ル
な
槃
は
一
体
何
事
で
あ
る
か
。
あ
れ
が
磐
と
云
へ
る
な
ら
、
世
の
中
に
槃
で
な
い

も
の
は
無
い
。
素
人
よ
り
ま
づ
い
と
云
ふ
言
葉
が
あ
る
が
、
ど
ん
な
素
人
の
合
唱
園
で

も
巧
拙
は
別
と
し
て
、
も
少
し
槃
ら
し
い
盤
を
出
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。

第
三
の
管
絃
楽
「
ア
ル
。
フ
ス
交
響
曲
」
は
聞
く
も
無
残
な
失
敗
で
、
此
れ
は
自
他
共

に
認
め
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
敢
え
て
此
れ
に
批
難
を
加
へ
る
必
要
も
あ
る
ま
い
。

た
ゞ
此
の
演
奏
が
途
中
で
中
止
さ
れ
ず
に
終
り
ま
で
辿
り
着
い
た
の
が
不
思
議
な
位
で

あ
る
。
純
体
に
常
夜
の
ボ
ー
ラ
ッ
ク
氏
の
演
奏
は
ソ
ロ
及
コ
ン
サ
ー
ト

・
マ
ス
タ
ー
と

し
て
の
貫
緑
に
鋏
け
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
。
「
ツ
ア
ラ
ツ
ウ
ス

ト
ラ
」
や
「
ア
ル

。
フ
ス

交
響
曲
」
の
演
奏
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
・
マ
ス

タ
ー
の
他
に
優
秀
な
る
ソ
ロ

イ
ス
ト
を
委

鳴
す
る
の
が
通
常
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

（
『
月
刊
架
譜
』
第
二
十
三
巻
第
十
二
号
、
昭
和
九
年
十
二
月
、

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

祭

大

田

黒

元

雄

ド
イ
ツ
楽
壇
の
巨
匠
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
誕
生
七
十
年
を
記
念
す
る
た

め
に
、
十
月
―
―
―
十
日
の
晩
、
ド
イ
ツ
と
の
交
換
放
送
が
音
楽
學
校
生
徒
の
合
唱
に
よ
っ

て
行
は
れ
た
の
は
新
聞
で
御
承
知
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
で
そ
の
日
の
午
後
に
は

上
野
で
、
翌
日
の
晩
は
日
比
谷
で
、
大
規
模
な
記
念
演
奏
會
が
催
さ
れ
た
。
曲
目
は
交

響
詩
「
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
如
是
説
」
、
「
ア
ル
。
フ
ス
交
響
曲
」
並
び
に
十
六
部
無
伴
奏
混

槃
合
唱
曲
二
つ
—
|
「
夕
」
及
び
「

聖
歌
」
か
ら
成
つ
て
ゐ
た
。

こ
れ
は
外
観
か
ら
い
へ
ば
甚
だ
堂
々
た
る
曲
目
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の

曲
は
ど
れ
も
今
の
と
こ
ろ
日
本
人
に
は
む
づ
か
し
過
ぎ
る
。
指
揮
者
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ

ム
が
な
ぜ
か
う
い
ふ
曲
ば
か
り
を
選
ん
だ
の
か
私
は
知
ら
な
い
。
ま
さ
か
立
派
に
演
奏

が
出
来
る
と
信
じ
た
わ
け
で
は
な
か
ら
う
。
さ
う
す
れ
ば
日
本
人
の
伎
個
を
買
被
り
過

ぎ
て
ゐ
る
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
は
不
完
全
な
が
ら
も
こ
の
巨
匠
の
大
作
を
日
本
人
に

紹
介
し
て
置
き
た
い
と
考
へ
た
た
め
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
事
賓
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の

努
力
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
の
に
ち
が
ひ
な
い
。
と
は
い
へ
そ
の
努
力
は
す
こ
し
く
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國
際
的
に
第
一
歩

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
誕
生
七
十
年
記
念
演
奏
會

前
夜
伯
林
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
楽
堂
か
ら
遥
々
送
ら
れ
た
老
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
若
々

し
い
竪
が
我
々
の
耳
の
底
に
い
ま
だ
残
っ
て
ゐ
る
三
十
一
日
夜
、
東
京
音
楽
學
校
の
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
誕
生
七
十
年
記
念
の
演
奏
會
が
日
比
谷
公
會
堂
に
開
催
さ
れ
た
。

曲
目
は
「
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
」
「
ア
ル
。
フ
ス
交
響
曲
」
及
び
十
六
部
無
伴
奏
混
槃
合

（
『
セ
ル
パ
ン
』
昭
和
九
年
十
二
月
号
、
七
三
頁
）

無
駄
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
「
ア
ル
。
フ
ス
交
響
曲
」
の
や
う
な
キ
ネ
オ
ラ
マ
め

い
た
凡
作
を
演
奏
す
る
た
め
に
猥
り
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
だ
け
で
な
く
百
人
の
人
間
が

苦
榮
し
た
と
い
ふ
こ
と
が
私
に
は
無
駄
と
し
か
思
は
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
れ
は
成

功
の
絶
頂
に
到
達
し
た
作
曲
家
が
自
分
の
槃
望
を
た
の
ん
で
行
っ
た
悪
趣
味
な
道
楽
の

一
種
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
音
楽
製
作
上
の
あ
ら
ゆ
る
熟
練
が
見
出
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
寧
ろ
離
れ
業
と
稲
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
藝
術
上
の
債
値
に
は
富
ん
で
ゐ
な

い
。
百
箇
の
楽
器
が
作
り
出
す
音
響
の
渦
巻
の
中
に
溺
れ
な
が
ら
も
一
向
ほ
ん
た
う
の

感
激
を
典
へ
ら
れ
な
い
の
は
、
敢
て
私
ば
か
り
で
は
な
か
ら
う
。
も
と
よ
り
こ
の
曲
に

も
美
し
い
瞬
間
は
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
概
し
て
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
以
前
の
作
品
の
う

ち
に
我
々
に
典
へ
た
も
の
A

ヴ
ア
リ
エ
エ
シ
ョ
ン
と
い
は
る
べ
き
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

事
賓
殆
ど
す
べ
て
の
批
評
家
の
認
め
て
ゐ
る
や
う
に
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ほ
ど
自
己
の
到
逹

し
た
高
所
か
ら
次
第
に
低
下
し
た
作
曲
家
は
珍
ら
し
い
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
こ
の
「
ア

ル
。
フ
ス
交
認
曲
」
が
彼
の
低
下
を
明
ら
か
に
印
づ
け
て
ゐ
る
こ
と
は
疑
ひ
も
な
い
。

音
楽
學
校
の
管
絃
楽
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の
手
に
負
へ
な
い
怪
物
に
向
つ
て
悪
載

苦
闘
し
た
揚
句
、
満
身
に
創
洟
を
蒙
り
な
が
ら
も
ど
う
に
か
こ
れ
を
退
治
し
た
。
生
徒

の
合
唱
も
ま
た
そ
の
感
が
深
か
っ
た
。
何
し
ろ
百
六
十
人
の
歌
ひ
手
が
並
ん
で
ゐ
た

が
、
人
員
の
不
足
の
た
め
に
い
は
ば
案
山
子
が
か
な
り
混
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

甚
だ
ボ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
十
六
部
の
厄
介
な
代
物
を
う
ま
く
う
た
へ
な
か
っ
た
の
は
止

む
を
得
ま
い
。
但
、
遠
く
ベ
ル
リ
ン
で
ぼ
ん
や
り
に
し
ろ
こ
の
合
唱
を
聴
い
た
老
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
は
恐
ら
く
演
奏
の
巧
拙
な
ど
は
問
題
と
し
ず
に
よ
ろ
こ
び
と
満
足
と
を
感
じ

た
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
。

唱
「
夕
」
「
聖
歌
」
等
で
、
こ
の
歴
史
的
催
し
に
ふ
さ
は
し
い
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
代
表

的
作
品
。

前
二
者
は
近
代
管
絃
楽
の
最
高
の
技
巧
を
要
し
、
後
者
は
竪
の
交
響
曲
と
も
い
ふ
べ

き
至
難
の
合
唱
曲
で
あ
る
。
こ
の
曲
目
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
記
念
の
意
味
で
適
切
な
も

の
で
あ
る
が
、
完
全
な
演
奏
と
い
ふ
貼
か
ら
見
れ
ば
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
授
の
端
麗

直
裁
な
指
揮
棒
を
も
つ
て
し
て
も
、
現
在
の
上
野
の
能
力
に
は
些
か
荷
が
勝
ち
過
ぎ

る。
籠
甕
的
効
果
を
十
二
分
に
生
か
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
ア
ル
。
フ
ス
交
響
曲
で
は
、
特
に
其
感

を
深
め
た
。
ツ
ア
ラ
ッ
ス
ト
ラ
は
獨
奏
者
の
解
繹
に
基
く
と
思
は
れ
る
獨
奏
提
琴
の
奇

妙
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
除
け
ば
、
各
架
器
部
と
も
力
量
の
程
度
か
ら
来
る
ぎ
こ
ち
な
さ
も

全
閥
的
な
強
い
把
握
の
中
に
埋
め
ら
れ
る
こ
と
の
出
来
た
の
は
幸
で
あ
る
。
合
唱
は
前

夜
の
放
送
に
勝
る
も
の
で
な
か
っ
た
が
多
音
の
効
果
を
こ
な
し
た
貼
を
買
ふ
。

管
絃
楽
園
と
合
唱
園
は
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
指
導
下
に
最
上
の
努
力
を
盛
し

た
。
彼
等
の
血
の
滲
む
精
進
は
老
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ヘ
の
最
上
の
贈
物
で
あ
り
、
聴
衆
に

大
き
な
感
銘
を
輿
へ
る
源
泉
で
あ
っ
た
。

こ
の
祭
典
的
催
し
が
前
夜
の
交
換
放
送
と
共
に
わ
が
洋
楽
の
過
去
五
十
年
に
亙
る
苦

闘
の
歴
史
に
輝
か
し
い
園
際
的
な
一
頁
を
書
込
ん
だ
こ
と
は
疑
な
い
。
（
山
根
銀
二
）

（『東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
九
年
十
一
月
二
日
）

音
楽
學
校
の
演
奏
會
に
難
く
せ

例
の
。
フ
ラ
ー
ゲ
氏

日
本
の
音
楽
閥
係
者
を
著
作
櫂
問
題
で
盛
に
い
ぢ
め
て
ゐ
る
「
萬
國
著
作
家
作
曲
家

及
び
―
音
楽
出
版
業
者
協
會
」
の
東
洋
代
理
人
。
フ
ラ
ー
ゲ
氏
が
、
今
度
は
廿
八
日
東
京
昔

楽
學
校
（
代
表
者
同
校
々
長
乗
杉
嘉
壽
氏
）
を
相
手
取
り
東
京
地
方
裁
判
所
へ
「
著
作

櫂
確
認
」
の
訴
訟
を
提
起
し
た
、
理
由
は
。
フ
ラ
ー
ゲ
氏
は
故
グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
ラ
ー
の

作
曲
に
か
A

る
一
切
の
櫂
利
を
西
暦

一
九
二
九
年
に
獲
得
し
た
が
、
一
音
楽
學
校
は
昨
年

二
月
十
七
日
、
同
十
月
舟
一
日
の
雨
回
、
日
比
谷
公
會
堂
の
演
奏
會
に
無
断
で
演
奏
し

原
告
よ
り
反
省
を
求
め
た
の
に
何
等
誠
意
を
示
さ
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
〔
ヽ
〕
東
京
昔

楽
學
校
教
授
萩
原
英
一
氏
は
語
る
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演

奏
一
、
管

ノ‘ 口 イ

お
う
雲
雀
（
邦
語
）

夢

（
邦
語
）

綸
書
一
と
彫
刻
（
邦
語
）

二

、

混

槃

合

唱
絃

楽
劇
『
サ
ク
ン
タ
ラ
姫
』
序
曲

｛
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

高

野

辰

之

作

歌

シ

ュ

ー

マ

ン

i佐

藤

誠

賓

歌曲

／一•一

高フ

野ツ

辰ク

之ス

學
校
を
代
表
し
て
は
申
さ
れ
ぬ
が
私
個
人
と
し
て
の
意
見
は
。
フ
ラ
ー
ゲ
氏
が
條
約
等

を
尊
重
し
て
正
式
の
手
績
き
を
と
つ
て
の
訴
訟
な
ら
ば
學
校
と
い
へ
ど
も
す
げ
な
く

一
蹴
す
る
繹
に
は
行
く
ま
い
が
、
藪
か
ら
棒
に
出
ら
れ
て
は
困
り
も
の
だ
、
一
音
楽
と

い
ふ
も
の
は
國
家
的
に
廣
く
研
究
す
る
も
の
で
他
國
の
名
曲
を
演
奏
し
て
鑑
賞
研
究

す
る
の
は
音
楽
家
の
義
務
だ
、
ソ
ウ
や
た
ら
に
訴
訟
を
起
さ
れ
て
は
手
も
足
も
出
な

＞
 

昭
和
九
年
＋
一
月
十
日

出
張
演
奏
（
横
浜
）

作作作作

歌曲

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
年
一
月
二
十
九
日
）

ゴ

ー

ル

ド

マ

ル

ク

作

曲

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
管
絃
楽
園

東
京
音
楽
學
校
生
徒
合
唱
園

曲

目
（
査
夜
共
）

楽

主

催

横

濱

高

商

學

友

會

後
援
横
濱
高
＿
商
同
窓
會

所
開
港
記
念
横
濱
會
館

開
校
十
週
年
記
念
訳
賀
大
演
奏
會

午
後
一
時
半
開
演

時
昭
和
九
年
十
一
月
十
日
（
土
）
｛
午
後
六
時
半
開
演

…
休四

、
管

ロ イ

五
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

さ

ま

よ

ひ

人

楽

ア
ル
ル
の
女
第
二
組
曲

憩
…絃

指

揮

者

大

伴

奏

者

豊

壻塚

323 

昇 淳

第 1章

管
絃
楽

合

唱
獨
唱
者

六
、
管
絃
楽
付
獨
唱
及
合
唱

魔

王

の

娘

デ
ン
マ
ー
ク
の
博
説
に
撼
る
バ
ラ
ー
ド

ソ
。
フ
ラ
ノ
槙
田
都
馬
子

ア

ル

ト

青

木

博

子

バ

リ

ト

ー

ン

伊

藤

武

雄

東
京
―音
楽
學
校
生
徒
管
絃
楽
園

東
京
音
楽
學
校
生
徒
合
唱
園

ガ

デ

作

曲

マ

リ

ア

卜

lレ

歌
劇
「
ウ
ン
デ
イ
ー
ネ
」
中
よ
り
ウ
ン
デ
イ
ー
ネ
の
ア
リ
ア

ロ

ル

ツ

イ

ン

グ

作

曲

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

曲

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

東
京
音
楽
學
校
生
徒
管
絃
楽
園

ビ

ゼ

作

曲

井

ロ

基

成

、
管
絃
楽
付

ピ

ア

ノ

獨

奏

協
奏
曲
作
品
五
八
第
四
番
卜
長
調
第
一
楽
章

昭和 2年～12年(1927~1937)



山
田
流
等
曲

等

二
、
御
代
萬
歳

吉

丸

一

昌

作

歌

今

井

慶

松

作

曲

籠

山

き

み

染
谷
喜
久
子

中
野
み
ね
子

高

橋

つ

や

大

網

静

子

講

師

三
絃
中
能
島
欣
一

尺

八

飯

倉

一

男

唄

長

唄

二

、

秋

色

種

十
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

（
弘
化
二
年
）
三
味
線 絃

壽

子

奥

平

紀

子

三
宅
富
美
子

昭
和
九
年
十
一
月
十
七
日

選
科
邦
楽
演
奏
会

東

京

音

楽

學

校

木
下
美
知
子

朝

田

静

江

水

田

婦

美

岩
井
千
恵
子

昭
和
九
年
十
一
月
二
十
四
日

第
一
回

十
七
絃

尺

八

打

物

補

導

吉

住

小

三

郎

杉

本

金

太

郎

長

唄

科

職

員

生

徒

一

同

第
一
回
上
野
児
童
音
楽
学
園
演
奏
会

上
野
兒
童
音
楽
學
園
演
奏
會
曲
目

昭
和
九
年
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時
半
開
演

高

草

幹

子

高

橋

淑

子

加
藤
千
枝
子

択

殻

ト

シ

片

山

静

子

片

柳

澄

子

鈴
木
家
壽
子

笹
島
津
多
子

紳
田
智
恵
子

原

清

子

桂

百

合

子

尾

澤

綾

小

出

正

江

上
調
子
嘱
虹

唄

長

六
、
曙敦

授
講
師

講
師

高

野

辰

之

作

歌作

曲

吉
住
小
三
郎

杉
本
金
太
郎

唄

生
田
流
箪
曲

一

、

夕

顔

（

古

曲

）

等

葛

原

文

子

手

島

利

子

淡
原
志
嘉
子

田
中
壽
満
子

丸

山

サ

ク

講
師

講
師

藤壻小岩

江田野崎

多今照節

恵子子子

絃

高

草

幹

子

乾

チ

ヱ

古

川

太

郎

上
津
原
孝
一

吉田別乾磯西井山浅

井中府 山松丸下田

仲梅幸チ安千正愛正

子子子ヱ子代枝子恵

唄
二
部

生
田
流
第
曲

五

、

秋

韻

敦
授
高
野
辰
之
作
歌

講
師
宮
城
道
雄
作
曲

唄
一
部

林丸岸西井浅田加磯山山西葛芹牧

田山本垣丸原中藤山下本松原川瀬
志壽千

登サ貞ヱ正嘉満枝安愛敏千文愛敷

美ク子イ枝子子子子子子代子子江

上

野

恵

子

高

橋

淑

子

別

府

幸

子

嘱

託

第
二
等
牧
瀬
喜
代
子

田

中

梅

子

吉

井

仲

子

麟

疇

：

ぃ

手

島

利

子

第
一
等

第2部

味
線

於
東
京
＿
音
楽
學
校
奏
楽
堂

選

科

邦

楽

演

奏

曲

目

昭
和
九
年
十
一
月
十
七
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
開
場

午
後
一
時
半
開
演

長

唄

唄

四

、

綱

館

大
商
摩
絃
太
夫
作
曲

（
明
治
二
年
）

休

憩

（

十

分

）

河

合

君

子

木
場
満
佐
子

須
藤
喜
美
江

三
宅
ひ
ろ
子

若

林

房

子

服

部

梅

子

染
谷
喜
久
子

中

山

岬

大

槻

静

川
口

露

子

常志磯中梶高杉伊小高
川賀部島 岡山東山橋

伍禰：菊疇な重澄
子子生子江子枝つ子子
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7

．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
部
合
奏

ソ
ナ
チ
ネ
作
品
五
五
ノ
六
…
•
…
…
…
•
•
ク
ー
ラ
ウ

．
 

S
o
n
at
m
e
 ;
 o
p
.
 

5

5

 
N
r
.
 

6
………………………•……

••Kuhlau 

年

イ
、
楽
し
い
船
人
…
…
…
…
…
…
…
•
•
グ
ラ
ー
ハ
ム

(
G
r
a
h
a
m
)

ロ
、
オ
ー
ル
ド
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
ジ
ョ
ー
…
…
…
…
…
•
•
フ
オ
ス
タ
ー(
F
o
s
t
e
r
)

年

矢

島

三

保

子

1
3
．

齊

唱

ロイ、、

おた

年

櫻

ア
ン
ダ
ン
テ

イ、

(
A
n
d
a
nt
e
)
…

水

車

ロ、

(
Di
e
Miihle):・

…
 

ハ
イ
ド
ン

…
…
…
…
H
ay
d
n
 

ェ
ン
ゼ
ン

…•
••••••… 

..... J
e
n
s
e
n
 

12
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

6

ピ

ア

ノ

獨

奏 け
手

が

玉

年

原

イ
、
三

ロ
、
冬

景才

色女

り

11
．

齊

唱

5

．
齊

唱

年

桃

年

桃

組

ジ
グ
エ
ッ
テ

イ、

(
Gi
g

u
et
t

e
)

モ

ス

ロ

ー

ズ

ワ

ル

ッ

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

ロ、

(
M
o
s
s
R
o
s
e
 
Wal

tz)
………………••…………

•C
. 

S
c
h
u
b
e
rt
 

嵐
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ
ン
リ
ー
、
ウ
エ
バ
ー

(
T
h
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S
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y 

W
e
b
e
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ゞ
ツ
、

ノ

ノ

B
a
c
h
 

1
0
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

4
ピ

ア

ノ

獨

奏

年

倉

成

和

子

イ

、

兒

島

高

徳

ロ

、

進

水

式

イ、

霜

ロ

、

村

の

鍛

冶

屋

3
．
齊

唱

年

梅

獨

奏

ソ
ナ
タ
（
―
-
長
調
、

第

一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
、
コ
ン
、
ブ
リ
オ
）
…
…
ハ
イ
ド
ン

S
o
n
at
e
;
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n
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'
d
u
r
 I
 

S
at
z
.
 Al

l
e
g
r
o
 
c
o
n
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2

．

ピ

ア

ノ

イ

、

近

江

八

ロ

、

祝

ひ

1
．

齊

唱 會
場

フ°

日 景

東
塞
音
楽
學
校
奏
架
堂

ロ

グ

ラ

ム

組

年

菊

池

琴

子

年

梅

組

桃

組

9
．
齊

（
子
供
の
生
活
）
よ
り
作
品
六
十
二
…
…
…
•
•
…
…
•
テ
オ
ド
ル
、
ク
ー
ラ
ッ
ク

(
A
u
s
 "K
i

n
d
e
r
l
e
b
e
n"
)
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p
.
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(
T
h
e
o
d
o
r
 K
u
l
l
a
k
)
 

お
話
（
昔
々
お
姫
様
が
居
ま
し
た
）

イ、

K
l
ei
n
e
E
r
z
a
h
l
u
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(
E
s
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a
r
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n
m
a
l
 ei
n
e
 P
ri
n
z
e
s
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柱
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計
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(
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e
W
a
n
d
u
h
r
)
 

子
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歌

ハ、
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e
g
e
n
h
e
d
c
h
e
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芝
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の

舞

踏
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、

(
T
a
n
z
c
h
e
n
1
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 F
r
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e
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大
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兵
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ホ
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(
G
r
o
s
s
e
P
a
r
a
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e
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唱

8
．

ピ

ア
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獨
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憩

年

梅

組

定

譴
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年

川

島

久

子

組

年

長

谷

川

久

子
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．
合

ト
長
調
ソ
ナ
タ

に
、
春

は
、
清

い
、
山
う
ぐ
ひ
す

菫
(
-
―
一
部
合
唱
）

昭
和
九
年
十
二
月
一
日
選
科
洋
楽
演
奏
会

昭
和
九
年
十
二
月
一
日
（
士
曜
日
）
午
後
一
時
半
開
演

選

科
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徒

洋

築

演

奏

曲
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ピ
ア
ノ
獨
奏
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淳郎 朗朝
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年 年

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

作

増

田

正

―――-‘ 

ピ
ア
ノ
獨
奏

吉

田

雅

子

舟
人
陸
に
饂
り
て

秋

は

往
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古

屋

千

里

ろ

、

紡

ぎ

内

田

英

ロ
マ
ン
ス

ヘ
長
調

一
、
女
盤
三
部
合
唱

-

l

、

選

科

女

生

徒

横

第
一
楽
章
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作亨

田

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
戴
冠
式
）
二
長
調

東

京

音

楽

學

校

奥

山

信

重

ー

休

g
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舌’

ソ
ナ
タ

富

本

ホ
短
調

ッ

ト

乍
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組

桃

組

櫻

組

ハ
ウ
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フ
ト
マ
ン
作
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…

…
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…
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作

歌

ホ

ウ

ソ
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曲

ロ
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憧
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の
夢
（
一
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部
合
唱
）
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
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総
院
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龍
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〔
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資
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仁
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ア
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子
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初

タ

ラ
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テ

ラ

ヘ

ル
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ー
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懇
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・
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ゴ
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品
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…
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七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ノ

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

作
品
九
〇

九
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
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、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ピ
ア
ノ
獨
奏

ァ
ン
ダ
ン
テ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

フ
ォ
ル
レ
ッ
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第
二
楽
章
…

・
・
・
フ
ー

第
二
、
三
楽
章
…
シベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

作
品
五
〇
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
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ヘ
長
調
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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ー
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ヴ
ェ
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ル
ッ
シ
ュ
マ
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ル
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ョ

ン
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唱
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友
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ワ
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ツ

シ
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14
．

ピ

ア
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奏

中

野

富

貴

子
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―
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、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
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コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
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ピ
ア
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獨
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品
十
八
•
•
…
…
…
…
…
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森

留
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子

昭和の東京音楽学校篇

イ
、
朝
日
は
昇
り
ぬ

ロ

、

秋

の

山

イ
短
調
第
一
楽
章
…
•
…
•
…
…
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作

秋

葉

き

よ
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ピ
協
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ホ

短
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ア

ノ

ピ

ア
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奏

伴

奏
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田

茉

莉

子

鈴

木

共

子

一
四
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ヴ
ァ
イ
オ
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ン
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奏
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ツ
ェ
ル
ト

ピ
ア

ノ
獨
奏

ハ
ン
ガ
リ
ヤ
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昭
和
九
年
十
二
月
八
日

第

一
楽
章
・
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ラ
。
フ
ソ
デ
ー

第
七
十
八
回
学
友
会
演
奏
会

泉
の
邊
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
リ

黒
人
の
踊
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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、
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フ
ラ
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菫
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
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…
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捧
呈
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…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
シ

ス
ケ
ル
ツ
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奏
ロ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

四
、
ソ
。
フ
ラ
ノ

獨

唱

ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
作

「懸
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歌
」

よ
り
一
二
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ド
ゥ
ヴ
ル
ヂ
ヤ
ー
ク

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

ト
ッ
カ
ー

タ

七
、
メ

ッ
ゾ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

歌
劇
「
オ
デ
イ
ッ
ソ
イ
ス
」
よ
り

•
•
…
…
…
…

…
•

•
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

、

フ

獨

奏

演

奏

會

用

練

習

曲

愛

イ

長

調

…
…
…
リ

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

ヘ
長
調
作
品
八
一
楽
章
…
…
…
グ

+
、
管
絃
楽
付
獨
唱
及
合
唱

合
唱
及
管
絃
楽

』
日才

諏
詩
曲
「
魔
王
の
娘
」
丁
抹
の
博
説
に
よ
る
…
…
ガ

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
九

0
~九
一
頁
）

昭
和
九
年
十
二
月
九
日

第
七
十
九
回
学
友
会
演
奏
会

第
七
十
九
回
學
友
會
演
奏
會

十
二
月
九
日
（
日
）
午
後
一
時
半
開
演

井

上

知

伴

奏

谷

康

子 子

デ

ン

揮

塚

師

内

藤

輝

°、

ョ

ノ

子

ノミ

リ

ト

ン

月

胤

ユ

マ

ン

ア

Jレ

卜

大秋加

藤

子

ツ

ア

ル

ト

ソ

。

フ

ラ

ノ

田

美
講直梅

代

子

伴

奏

内

藤

瑞
喜

久

子

桐會

員

手

塚

枝

ソ
ナ
タ

リ

ヒ

コ

ツ

卜

ピ

ア

ノ

横 古

山

田

鶴

ス

卜

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

澤

滋

野

野

村

f

r
ヽ

ワ

第
七
十
八
回
學
友
會
演
奏
會

十
二
月
八
日
（
土
）
午
後
一
時
半
開
演

第

ス

卜

八
、
ピ

ア

J
 

谷

康

子

Jレ

ツ

フ

合

唱

指

揮

大

塚

講

師作

伴
奏

原

ペ
ネ
ロ
ー
ペ
の
詠
唱

高

子

六
番

リ

ス

卜

百

崎

佐
郁

乃

子

書

上

俊

子

一
短
調

ノヽ

ハ
長
調
…
…
…
…
バ
ッ
ハ
11
ブ

ゾ

ー

前

田

朴

夫

六、

オ
ル
ゲ
ル

|

【

休

ピ

ア

ノ

獨

奏

憩
】
ー
|

中

村

マ
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ラ
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獨
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協

奏

曲
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五

イ
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調
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ヴ
ァ
イ
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リ
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奏

ア
レ
グ
ロ
ド
ウ
コ
ン
セ
ー
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伴
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楽
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…
…
…
モ

,
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野

照
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ツ

ア

ル

ト

田

久
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1

永
遠
の
安
息
を
奥
へ
給
ヘ
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一
八
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年
五
月
二
二
日
詩
人
マ
ン
ツ
オ
ー
ニ
の
一
週
年
忌
の
為
め
に
）

ウ
エ
ル
デ
イ
作
曲

興

作
品
四
十
六
…
シ

宇
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ョ

ノ

ン

追

躊

蒲
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獨
唱
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合
唱
並
管
絃
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曲

|

【
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六
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ア

ノ

獨

奏
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泉
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憩
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ボ
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會
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奏
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谷
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堂

昭
和
九
年
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月
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六
日
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日
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日
）
午
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時
開
場

午
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七
時
開
演

工

Jレ

デ

ィ

昭
和
九
年
十
二
月
十
六
日
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ア

ル

ト

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
十
五
号
、
昭
和
十
年
三
月
、
九
l

l

九
二
頁
）

第
七
十
三
回
定
期
演
奏
会

伴
奏

田

四
、
バ

乙
女
の
歎
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
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女
の
願
ひ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ア

ノ

獨

奏

奏
鳴
曲
愛
ホ
長
調
作
品
舟
一
の
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獨

唱

ス

太
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楽
章
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

寸ふ植

尾

護
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靡
詩
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「
魔
王
の
娘
」
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…
…
…
…
…
…
…
…
・
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ガ

丁
抹
の
博
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に
よ
る

デ
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揮

塚
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田

ノミ

リ

ト

ン
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ノミ

ン
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藤
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ユ

ベ

ル

ト
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フ

ラ

ノ

稲會

田

美
講直梅

代

子

伴

奏

山

本

フ

r
r
ヽ

ト
ッ
カ
ー
タ

二
、
ソ
。
フ
ラ
／
獨
唱

合
唱
及
管
絃
楽

松

田

卜

シ

オ
ル
ゲ
ル

一
短
調
…
…
…
…
バ
ッ
ハ
1
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タ
ウ
ジ
ッ
ヒ
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、

ビ

ア

／

獨

奏

山

崎

イ
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耶
蘇
降
誕
祭
の
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…
…
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…
…
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…
…
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澤
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昭和の東京音楽学校篇

ヒ 操
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昭和 9年12月16日， ヴェルディ作曲〈追稿蒲撤曲〉， 日比谷公会堂にて
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徒
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ム
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追
疇
禰
撒
曲
（
ミ
ッ
サ
・
ダ
・
レ
ク
ィ
エ
ム
）

ウ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲

レ
ク
イ
エ
ム
は
鎮
魂
曲
と
も
繹
す
が
、
原
名
は

M
issa
d
a
 R
e
q
u
ie
m

と
云
ひ
死

者
の
為
め
の
追
疇
ミ
サ
で
あ
る
。
即
天
主
敦
々
會
で
毎
年
十
一
月
二
日
に
行
ふ
死
者
の

霊
魂
を
記
念
す
る
ミ
サ
聖
祭
に
行
は
れ
る
ミ
サ
で
あ
る
。
又
葬
儀
法
事
等
に
も
レ
ク
イ

エ
ム
は
行
は
れ
る
。

演
奏
さ
れ
る
此
曲
も
亦
追
諸
ミ
サ
で
あ
つ
て
、
ウ
ェ
ル
デ
ィ
の
友
人
で
詩
人

A
l
e
s
s
a
n
d
r
o
 M
a
n
z
o
n
i
の
一
週
年
忌
の
為
め
に
作
曲
さ
れ
た
。
作
曲
さ
れ
る
ま
で
の

事
質
は
か
う
で
あ
る
。
一
八
六
八
年
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
歿
し
た
後
伊
太
利
の
有
名
な
作
曲

家
十
三
人
が
協
力
し
て
ロ
ッ
シ
ー
ニ
追
躊
の
一
大
ミ
サ
曲
を
作
曲
す
る
こ
と
に
な
り
、

ウ
ェ
ル
デ
ィ
は
終
誦

L
ib
e
r
a
m
e
を
受
持
っ
た
。
こ
の
仕
事
は
多
敷
の
作
曲
家
間
の

統
一
を
峡
き
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
が
、
ウ
ェ
ル
デ
ィ
は
自
分
の
作
曲
部
分
を
完
成
し

た
。
所
が
こ
の
立
派
な

L
ib
e
r
a
m
e
を
見
た
ミ
ラ
ノ
の

S
ign
o
r
M
a
z
z
u
c
a
to
が
切

に
全
曲
作
曲
を
慾
憩
し
た
。
間
も
無
く
一
八
七
三
年
五
月
二
十
二
日
に
マ
ン
ツ
ォ
ー
ニ

が
歿
し
た
の
で
、
ウ
ェ
ル
デ
ィ
は
感
激
の
餘
り
翌
年
の
一
週
年
忌
迄
に
レ
ク
イ
エ
ム
全

曲
の
作
曲
を
決
心
し
、
そ
し
て
完
成
し
た
の
が
こ
の
曲
で
あ
っ
て
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
為

め
に
曾
つ
て
作
曲
し
た

L
ib
e
r
a
m
e

は
勿
論
そ
の
ま
A

こ
の
曲
の
終
曲
と
し
て
使
用

` ° 
L
u
x
 ret
e
r
n
a
 

Li

b
e
r
a
 m
e
 

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
初
演
は
マ
ン
ツ
ォ
ー
ニ
の
一
週
年
忌
追
疇
祭

一
八
七
四
年
に
ミ
ラ

ノ
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
寺
に
於
て
作
曲
者
自
身
の
指
揮
に
よ
り
管
絃
楽
附
大
合
唱
で
歌
は

れ
た
。幾

多
の
華
麗
な
歌
劇
を
世
に
送
っ
た
ウ
ェ
ル
デ
ィ
も
ロ
ッ
シ
ー
ニ
と
同
様
に
晩
年
宗

数
音
楽
の
作
曲
を
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
歌
劇
作
曲
の
場
合
と
は
違
っ
た
手
法
と
感
情
と

を
以
て
作
曲
し
て
ゐ
る
。
特
に
封
位
法
、
フ
ー
ゲ
等
の
優
れ
た
才
能
を
、
彼
は
始
め
て

世
に
示
し
た
。
元
来
ロ
ッ
シ
ー
ニ
や
ウ
ェ
ル
デ
ィ
の
宗
敦
楽
が
歌
劇
的
だ
と
よ
く
批
評

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
南
欧
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
敦
楽
は
北
欧
の
も
の
に
比
し
て
逝
に

明
る
く
、
且
つ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。
暗
い
下
向
き
の
も
の
A

み
が
宗
敦
楽
で
は

な
い
。
こ
の
意
味
に
於
て
こ
の
曲
が
近
世
南
欧
宗
敦
楽
の
代
表
曲
で
あ
る
こ
と
に
異
論

は
な
い
。
叉
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ル
リ
オ
ス
等
の
レ
ク
イ
エ
ム
と
は
そ

の
性
質
を
異
に
し
、
尚
歌
詞
の
取
扱
ひ
及
癸
章
の
敷
も
亦
異
る
。

①
ー
死
者
の
震
魂
に
永
遠
の
安
息

(
R
e
q
u
ie
m
a
e
te
r
n
a
)

を
典
へ
給
へ
と
静
か
に

祈
る
入
祭
誦
（
イ
ン
ト
ロ
イ
ッ
ス
）
で
始
ま
る
、
そ
し
て
紳
に
讃
美
を
捧
ぐ
と
云
ふ
歌

詞
は
合
唱
が
無
伴
奏
の
フ
ー
ゲ
で
歌
ひ
、
後
に
ミ
サ
の
本
文
、
「
主
憐
み
給
へ
」

K
y
r
ie

ele
is
o
n

が
四
部
獨
唱
で
歌
は
れ
る
。
こ
の
楽
章
は
先
づ
死
者
の
冥
揺
を
祈
る
の
で
あ

る。
図
ー
「
怒
の
日
」

D
ies
ir
a
e

は
合
唱
、
獨
唱
で
、
レ
ク
イ
エ
ム
の
主
證
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
通
常
ミ
サ
の
「
稗
の
榮
光
」

G
l
o
r
ia
と
「
信
経
」

C
r
e
d
0
の
代
り
に
、

死
者
の
ミ
サ
即
レ
ク
イ
エ
ム
で
は
必
ず
こ
の
デ
ィ
エ
ス
・
イ
レ
が
来
る
の
で
あ
る
。

〔
怒
の
日
〕
は
公
審
判
の
意
味
で
、
世
の
終
局
と
判
官
の
出
現
を
叙
し
、
こ
の
世
の
罪

人
が
神
の
裁
き
を
受
け
ん
と
す
る
恐
し
い
情
景
を
描
く
。
こ
の
ラ
テ
ン
文
は
ア
ッ
シ
ジ

の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
侶
友
な
る
ト
ー
マ
ス
の
作
詞
で
あ
る
。
恐
怖
と
激
動
と
哀
願
と

の
宗
敦
感
情
を
表
現
し
、
一
音
楽
は
最
も
ド
ラ
マ
テ
イ
ッ
ク
に
あ
っ
か
は
れ
て
ゐ
る
。
最

後
の
審
判
に
死
者
を
呼
び
集
め
る
「
奇
し
き
剛
夙
の
一
音
」

T
u
b
a
m
ir
u
m

が
響
い
た

り
、
「
か
A

る
時
不
幸
な
る
わ
れ
は
何
に
を
か
言
は
ん

」

Q
u
id

s
u
m
 
m
iser 
tu
n
e
 

d
ic
tu
r
u
s

の
悲
痛
な
感
情
を
歌
っ
た
り
、
「
恐
る
可
き
威
厳
を
具
ふ
る

王
よ
」

R
e
x

tr
e
m
e
n
d
a
e
 
m
aj
es
ta
ti
s

に
於
て
ク
リ
ス
ト
に
す
が
ら
う
と
呼
び
か
け
、
又
有
名
な

句
「
慈
悲
深
き
イ
エ
ス
よ
思
ひ
出
さ
せ
給
へ

L
R
e
c
o
r
d
a
r
e
J
 e
s
u
 pi
e

や
「
主
は
マ

第 2部 昭和の東京音楽学校篇 330 



グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
を
赦
し
」
Q
u
i
M
a
r
ia
m
 a
b
s
o
l
v
ist
i
等
の
美
し
い
や
さ
し
い
獨
唱

が
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
し
て
最
も
哀
願
的
な
「
涙
な
が
ら
の
そ
の
日
よ
」

L
a
c
ry
m
o
s
a

d
ies illa
の
獨
唱
が
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
聖
歌
風
に
あ
ら
は
れ
る
。
尚
こ
の
楽
章
に
は
絶
え

ず
「
怒
の
日
L

D
ies
irae

の
激
動
が
時
折
合
唱
に
よ
っ
て
人
の
心
を
不
安
に
す
る
の

で
あ
る
が
、
最
後
に
又
「
永
遠
の
安
息
を
彼
等
に
輿
へ
給
へ
」
と
歌
ひ
ア
ー
メ
ン
で
終

る。
⑧
ー
奉
献
。
饉
約
時
代
の
博
統
を
う
け
、
新
約
の
祭
典
に
至
っ
て
も
犠
牲
を
捧
げ
、

そ
れ
を
後
に
屠
る
塞
別
の
式
が
あ
っ
た
。
後
に
は
主
の
御
降
誕
に
際
し
東
國
の
博
士
等

が
捧
げ
も
の
を
し
た
例
に
な
ら
ひ
ミ
サ
聖
祭
に
要
す
る
。
ハ
ン
、
葡
萄
酒
そ
の
他
の
供
物

を
さ
A

げ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
十
世
紀
以
後
に
至
り
信
徒
は
金
錢
の
み
を
献
げ
る
よ

う
に
愛
化
し
た
。
そ
れ
も
今
日
で
は
死
者
の
為
め
の
ミ
サ
・
ダ
・
レ
ク
イ
エ
ム
の
際
に

の
み
行
は
れ
る
習
慣
と
な
つ
て
遺
つ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。
奉
献
は
上
記
の
式
中
に
唱

へ
る
聖
句
で
あ
る
。
尚
奉
献
の
際
聖
歌
隊
が
歌
ふ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
四
世
紀
頃
聖
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
命
に
よ
る
。

此
楽
章
は
全
部
四
部
獨
唱
で
歌
は
れ
る
。
前
楽
章
に
比
し
て
静
か
な
明
る
さ
と
神
々

し
さ
を
も
つ
。
「
死
せ
る
凡
て
の
信
者
の
震
魂
を
地
獄
の
刑
罰
と
深
き
淵
よ
り
救
ひ
給

へ」

L
ib
e
r
a
a
n
im
a
s
の
主
要
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
歌
い
又

「主
よ
我
等
は
讃
美
し
つ
A

汝

に
供
物
と
祈
願
と
を
献
ぐ
」

H
o
s
ti
as
e
t
 pr
e
c
e
s
 ti
b
i,
 Do

m
in
e
,
 la

u
d
is
 offer
irnus 

の
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
歌
ふ
。

④
I

聖
な
る
哉
。
稗
は
堂
そ
の
も
の
、
神
の
無
限
聖
を
讃
美
す
る
の
が
此
の
聖
句
で

あ
る
。
聖
哉

S
a
n
c
tu
s

は
三
度
繰
り
返
し
唱
ず
る
も
の
で
、
讃
美
の
竪
に
は
荘
重
味

が
含
ま
れ
る
可
き
で
あ
る
。
合
唱
は
二
重
合
唱
即
八
部
唱
で
、
フ
ー
ゲ
で
書
か
れ
て
ゐ

る
。
「
い
と
高
き
所
に
オ
ザ
ン
ナ
」

H
o
s
a
n
n
a
in
 excels
is
 !
及
び
「
訳
せ
ら
れ
給
へ
」

B
e
n
e
d
ic
tu
s
は
こ
の
楽
章
で
皆
歌
は
れ
る
。
オ
ザ
ン
ナ
と
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
我
等

を
救
ひ
給
へ
」
の
意
味
で
あ
っ
た
。

⑤
ー
紳
恙
誦
。
こ
の
楽
章
は
獨
唱
と
合
唱
か
ら
な
る
。
先
づ
女
竪
二
部
獨
唱
が
オ
ク

タ
ー
ヴ
の
一
音
程
で
「
世
の
罪
を
除
き
給
ふ
紳
の
恙
（
小
羊
）
よ
」

A
g
n
u
s
D
e
i
を
歌

ひ
ま
す
。
本
来
こ
の
祈
疇
文
は
司
祭
が
聖
櫃
拝
領
前
に
三
回
唱
へ
る
も
の
で
あ
る
。
レ

ク
イ
エ
ム
の
場
合
に
は
「
我
等
を
憐
み
給
へ
」

M
iserere
n
o
b
is

の
代
り
に
「
彼
等

乗

杉

嘉

ク
ラ
ウ
ス
・

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

大

塚

淳

内

藤

清

五

闘
係
管
絃
楽
部
員

ロ
ベ
ル
ト
・

ボ
ル
ラ
ッ
ク

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

井

上

武

雄

黒

澤

良

輝

兎

束

龍

夫

栗

原

大

治

大

岡

運

英

輻

井

巖

松

浦

き

み

よ

桂

平

太

清

水

澄

者

海
軍
々
築
嫁
榮
長

東
京
昔
榮
學
校
長

指

揮

副

指

揮

者

壽

に
平
和
を
輿
へ
給
へ
」

D
o
n
a
e
is
 r
e
q
u
ie
m
と
云
ふ
。

⑲
ー
永
遠
の
光
明
。
こ
の
章
は
ウ
ェ
ル
デ
ィ
が
特
別
に
獨
立
さ
せ
た
。
メ
ゾ
ソ
。
フ
ラ

J
、
テ
ノ
ー
ル
、
バ
ス
の
三
部
獨
唱
で
歌
は
れ
る
。
主
よ
、
永
遠
の
光
明
を
彼
等
の
上

に
照
し
、
永
遠
の
安
息
を
彼
等
に
輿
へ
給
へ
と
再
び
死
者
の
追
躊
を
な
す
の
で
あ
る
。

切
ー
終
唱
、

L
ib
e
r
a
m
e
 (
我
を
赦
し
給
へ
）
。
此
の
終
楽
章
は
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
と

合
唱
と
か
ら
な
る
。
こ
の
終
章
は
第
二
楽
章
「
怒
の
日
」
と
共
に
追
薩
ミ
サ
曲
に
は
な

く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
最
初
に
ソ
。
フ
ラ
ノ
が

「
主
よ
、
永
久
の
死
よ
り
赦
し
給

へ」

L
ib
e
r
a
m
e
,
 D

o
m
in
e
,
 de
 m
o
r
te
 a
e
te
r
n
a
.
と
祈
諸
調
で
唱
へ
る
の
に
始
ま

る
。
し
か
し

D
ies
irae

の
句
と
共
に
そ
の
驚
畏
の
＿
音
楽
が
も
う

一
度
現
は
れ
る
が
、

「
永
遠
の
安
息
を
」

R
eq
u
ie
m

a
e
te
r
n
a
m
の
無
伴
奏
合
唱
に
移
り
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
祈

躊
調
を
経
て
合
唱
は
テ
ン
ボ
を
早
め
て

L
ib
e
r
a
m
e

を
フ
ー
ゲ
で
歌
ふ
の
で
あ
る
。

最
後
は
静
か
に
死
者
の
巽
幅
を
祈
つ
て
こ
の
追
藤
弾
撒
曲
は
終
る
。

〔
歌
詞
お
よ
び
譜
例
は
省
略
。
〕

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

荒 岩 渡石松平小水蜂鳥末川田 疋 岡

木本邊黒田戸宮口谷居吉上中
碩山 富

幹政二十龍幸 つ雄 貴小温

枝蔵健郎蔵也繁麿龍な二淳子枝彦

田 見
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）

岸
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矢
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夫
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)
洲
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宋
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ー

バ

（

＂

）

犬

伏

清

テ

イ

ン

パ

ー

ニ

（

＂

）

白

紳

次

二

太

鼓

（

＂

）

仙

波

睛

幅

十

四

日

十

三

日
十

二

日

昭
和
十
年

一

月

十

一

日

月 日 土 金

八
十
八
名

等
曲
生
田
流
十
六
、

昭
和
十
年

l

月
十
一
日
ー
十
四
日

邦

楽

演

奏

旅

行

豫

定

表

大
阪
朝
日
新
聞
社
社
會
事
業
部
主
催

午

後

八

時

三

十

分

午

後

一

時

三

十

分

よ

り

午

前

七

時

三

十

分

二
十
五
名

同

七

時

三

十

分

同

九

時

十

五

分

午

前

九

時

よ

り

同

十

一

時

同同

六

時

三

十

分

よ

り

十

時

同

九

時

よ

り

午

後

一

時

三

十

分

よ

り

午

前

七

時

0
四

分

゜
邦
楽
演
奏
旅
行

約
二
時
間

約
二
時
間

大

阪

闊

着

旅

館

｛

闘

疇

詞

享

一

に

て

休

息

館

に

交

渉

中

市

内

見

學

旅

館

に

戻

り

て

一

同

畳

食

演

奏

「

畳

の

部

」

朝

日

會

館

に

於

て

會

場

に

て

一

同

夕

食

（

會

場

横

朝

日

ビ

ル

）

演

奏

「

夜

の

部

」

朝

日

會

館

に

於

て

天

満

橋

よ

り

京

阪

電

車

一

大

阪

装

｛

に

て

一

同

京

都

に

向

ふ

京

都

着

（

三

條

大

橋

下

車

）

旅

館

に

宿

泊

松

吉

旅

館

京
都
市
御
幸
町
三
條
（
新
京
極
附
近
）

電
話
本
局
（
三
、
一
三
三
三
、
一
三
四
）

市

内

見

學

旅

館

に

戻

り

て

一

同

畳

食oo山
公
園
内

畢

頂

會

館

に

於

て

演

奏右
終
了
後
自
由
行
動

旅

館

に

集

合

紳
戸
仕
立
二
、
京
都
騨
猿

三
等
急
行

第

十

六

列

車

参
加
職
員
及
生
徒
敷
（
豫
定
）

職

員

内

學

校

長

、

監

督

職

員

三

、

技

術

職

員

二

十

一

、

生

徒

内

長

唄

科

六

十

、

能

楽

科

十

二

、

紳
戸
行
二
、

三
等
急
行

第

十

五

列

車

東
京
騨
狡

東

京

輝

着

解

散

大
阪
、
京
都
雨
市
に
於
て

〔
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
明
細
な
し
〕
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牧
瀬
嘱
託

一
、
演
奏
旅
行
二
闘
ス
ル
一
切
ノ
費
用
ハ
嘗
校
支
辮
ト
ス
。

二
、
参
加
者
ハ
父
兄
ノ
承
諾
ヲ
得
タ
ル
者
ト
ス
。

三
、
大
阪
、
京
都
等
ノ
親
戚
、
知
人
宅
二
宿
泊
希
望
ノ
者
及
ビ
饂
途
園
證
卜
分
離
ノ
行

動
ヲ
採
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
保
證
人
連
署
ヲ
以
テ
本
月
二
十
日
迄
二
届
出
デ
、
豫
メ

許
可
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
。

四
、
雨
市
見
學
ハ
園
髄
ニ
テ
観
光
自
動
車
ヲ
用
フ
豫
定
。
但
シ
他
二
用
事
ア
ル
モ
ノ
ハ

園
閥
不
参
加
ノ
旨
ヲ
本
月
二
十
日
迄
二
居
出
デ
ノ
コ
ト
。

五
、
園
髄
行
動
ヨ
リ
分
離
ス
ル
者
ノ
其
後
二
於
ケ
ル
費
用
ハ
一
切
富
人
ノ
支
辮
ト
ス
。

六
、
平
生
身
罷
虚
弱
ナ
ル
モ
ノ
ハ
為
念
各
自
瞥
師
ノ
診
断
ヲ
受
ク
ル
ヲ
可
ト
ス
。

七
、
旅
行
中
ハ
ス
ベ
テ
監
督
者
並
職
員
ノ
命
に
従
フ
モ
ノ
ト
ス
。

其
他
詳
細
ニ
ッ
キ
テ
ハ
追
テ
申
渡
ス
。

昭
和
九
年
十
二
月
七
日

参
加
職
員

乗
杉
學
校
長

高

野

教

授

馨

敦

授

観
世
講
師
嶋
澤
嘱
託

吉
住
講
師
吉
住
秀
嘱
託

靡

讐

鈴

木

鴫

託

宮
城
講
師

高
橋
書
記
安
田
事
務
員

坂
井
嘱
託
清
水
嘱
託

石
村
曝
託
丹
猜
嘱
託

杉
本
鴫
託
馬
場
鴫
託

外
二
長
唄
囃
子
方
四
名

築
曲
楽
器
掛
二
名

注

意

事

項

゜
柏
木
嘱
託

大

阪

市

北

匿

中

ノ

島

朝

日

會

館

書

夜

二

回

演

奏

會

場

｛

京

都

市

智

恩

院

境

内

華

頂

會

館

豊

一

回

〔
手
書
き
〕

佐
藤
鴫
託

以

上

ソ

ナ

タ

ト

長

調

：子保

I 

ル登健
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イ井谷

夕治芳

リ郎朗

谷

達

夫

ユ

ー

マ

ン

五
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

昭
和
十
年
二
月
九
日

第
八
十
回
學
友
會
演
奏
會

二
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時

田
中
伸
枝
助
敦
授
の
鱈
朝
披
露
演
奏

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

黒

伴

奏

金

ソ
ナ
タ
全
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
コ

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

第
八
十
回
学
友
会
演
奏
会

ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

第 1章

倉

辻

多

恵

子

志

賀

登

喜

第

一

架

章

…

…

…

…

…

…

…

…

グ

リ

ー

ク

秋

月

直

胤

伴

奏

植

田

穣

あ
く
れ
ば
、
君
が
お
も
か
げ
、
猷
身
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

六

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

水

謝
肉
祭
作
品
九
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

七
、
メ
ッ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

田

中

助

敦

授

伴

奏

高

折

敦

授

ラ

ル

ゴ

、

ロ

デ

リ

ン

ダ

中

の

ラ

ル

ゴ

…

…

…

…

…

…

ヘ

ン

デ

ル

五
月
の
夜
、
我
が
懇
は
緑
、
日
曜
日
の
朝
に
、
使
命
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ヽ↑ ー

伴

奏

今

シ
ャ
コ
ン
ヌ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ

九
、
セ
ロ
獨
奏

ヘ
長
調

阿

伴

奏

金

全
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

ソ
ナ
タ

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

愛

ホ

長

調

松

尾

千

代

子

第

ニ

ピ

ア

ノ

シ

ロ

タ

敦

師

第

二

、

三

楽

章

…

…

ウ

エ

ー

バ

ー

二、

セ
ロ
獨
奏

レ子蒻

リ登亘

ソ

ナ

タ

ト

短

調

喜

田

遷

吉

伴

奏

山

田

和

男

第

一

、

二

業

章

…

…

…

…

…

…

タ

ル

テ

イ

ニ

於
本
校

昭和 2年～12年 (1927~1937)



昭和10年2月16日，マーラー作曲〈第三交聾曲〉，指揮 K．プリングスハイム，日比谷公会堂にて

第

三

交

響

曲

・ニ

短

調

ア
ル
ト
獨
唱
・
女
槃
合
唱

・
兒
童
合
唱
附

（
本
邦
初
演
）

グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
レ
ル
作

音
楽
だ
よ
り

◇
東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
は
第
八
十
回
演
奏
會
を
九
日
午
後
一
時
か
ら
上
野
公

園
同
校
奏
架
堂
で
開
催
す
る
が
過
般
イ
タ
リ
ー
か
ら
饉
朝
し
た
田
中
宣
子
女

史
も
初
獨
唱
を
試
み
る

昭
和
十
年
二
月
十
六
日
第
七
十
四
回
定
期
演
奏
会

午
後
六
時
開
場

午
後
七
時
開
演

昭
和
十
年
二
月
十
六
日
（
土
曜
日
）

會
場
日
比
谷
公
會
堂

昔

架

演

奏

曲

目

ーニ、
1

0
、

ピ
ア
ノ
獨
奏

グ
ラ
ン
ド
ソ
ナ
タ

一
＝
二
頁
）

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
年
二
月
九
日
）

東
京
一
音
楽
學
校

ロ
短
調

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
十
六
号
、
昭
和
十
年
十
二
月
、

永

全
榮
章
…
…
…
…
リ

ス井

ト進

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

ピ
ア
ノ
獨
奏

一
長
調
作
品
六

藤

第
ニ

ピ

ア

ノ

シ

ヘ
短
調
作
品
ニ
―
第
三
架
章
…
シ

―
-
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

田

中

富

貴

子

伴

奏

蔭

山

英

子

第
―
-
‘-――柴章
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
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第
六
楽
章

第
二
楽
章

第
三
楽
章

第
四
楽
章

第
五
楽
章

（
休
憩

第
一
部
後
）

G
U
S
T
 A

V

 M
A
H
L
E
R
 

D
ri
t
t

e
 S
y
m
p
h
o
ni
e
 
i

n
 d'moll f
u
r
 g
rosses 
O
r
c
h
e
st

er,
 

Alt,Solo
,
 Fr

a
u
e
n
c
h
o
r
 u
n
d
 K
n
a
b
e
n
c
h
o
r
.
 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

E
r
st
e
 A
bt
heilung
:

 

1•Kra

ftig

. 

Z
w
ei
t

e
 A
bt

h
ei
l
u
ng
:

 

2
.
 T
e
m
p
o
 di
 

M
e
n
u
e
t
t
o
 

3
.
 

C
o
m
o
d
o
,
 Sc

h
e
r
z
a
n
d
o
 

第

第

一

楽

章

力

強

く

第

P
R
O
G
R
A
M
M
 

部 部

管
絃
架

平

原

壽

恵

子

上
野
兒
童
音
楽
學
園
兒
童

東

京

音

楽

學

校

生

徒

東
京
一
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

〔原
資
料
横
組
〕

ア
ル
ト
獨
唱

兒

童

合

唱

女

槃

合

唱

指
揮
ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

メ
ヌ
エ
ッ
ト
の
テ
ム
ポ
に
て

安
氣
に
、
諧
諒
的
に

甚
だ
緩
く
、
紳
秘
的
に
（
ア
ル
ト
獨
唱
）

快
活
な
テ
ム
ボ
と
果
断
な
表
現
を
以
て

（
ア
ル
ト
獨
唱
・
女
竪
合
唱
・
兒
童
合
唱
）

緩
く
、
静
か
に

S
e
h
r
 l
a
n
g
s
a
m
,
 M

i

st
eri
o
s
o
 
(Alt'Solo) 

L
u
st

i

g

 
i

m
 T
e
m
p
o
 u
n
d
 k
e
c
k
 i
m
 A
u
s
d
r
u
c
k
 

(
A
lt
'Solo
,
 Fr

a
u
e
n
1
1
u
n
d
 K
n
a
b
e
n
c
h
o
r
)
 

6
.
 L
a
n
g
s
a
m
,
 Ru

h
e
v
o
l
l
.
 

(
P
a
u
s
e
 n
a
c
h
 d
e
r
 erst
e
n
 A
bt
heilung
)

 

L
ei
t

u
ng

 

:
 

K
l
a
u
s
 P
ri
ng

s
h
ei
m
 

Alt,Solo: 
S
u
e
k
o
 H
i

r
a
h
a
r
a
 

K
n
a
b
e
n
c
h
o
r
:
 Ueno• 

J
i
d
o
 
• 

O
n
g
a
k
u
g
a
k
u
e
n
 

O
r
c
h
e
st

er 
u
n
d
 C
h
o
r
 d
er 
K
ai
serli
c
he
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

z
u
 T
o
ki
o
 

グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
レ
ル
作

第

三

交

響

曲

・
ニ

短
調

山
楽
曲
の
成
立
年
代
|

|

一
八
九
五
年
八
月
か
ら
初
秋
に
か
け
て
最
初
の
楽
想
を
記
録
す
る
ス
ケ
ッ
チ
が
あ

る
。
そ
れ
も
ま
だ
第
二
交
響
曲
完
成
前
の
こ
と
で
あ

っ
て
、

第
二
か
ら
第
三
に
猿
展
す

る
詩
的
楽
想
の
内
面
的
聯
闘
の
あ
る
こ
と
か
ら
考
へ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
そ
し
て
第

〔

マ

マ

〕

二
の
完
成
後
、
一
八
九
六
年
の
夏
に
全
勢
力
を
傾
注
し
て
第
三
の
作
曲
に
浚
頭
し
た
こ

と
は
、

常
時

A
n
n
a

M
ildenburg
に
宛
て
た
幾
通
か
の
手
紙
の
中
に
細
々
と
書
い

て
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
楽
曲
形
式
も
楽
章
の
敷
も
順
位
も
完
成
ま
で
に
は
幾
度
か
愛

化
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
完
成
後
出
版
さ
れ
た
の
が
一

八
九
八
年
で
あ
る
が
、

全
楽
章

の
演
奏
は
行
は
れ
ず
、
其
年
ワ
イ
ン
ガ
ル
ト
ナ
ー
が
ベ
ル
リ
ン
で
第
二
、
第
三
楽
章
を

演
奏
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

全
楽
章
の
初
演
は
一
九

0
二
年
、
ク
レ
ー
フ
ェ
ル
ド
に

開
催
さ
れ
た
全
獨
逸
―
音
楽
協
會
大
會
の
際
に
行
は
れ
多
大
の
賞
讃
を
博
し
た
。

図

楽
曲
の
形
式
|
|

全
曲
は
二
部
に
分
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
一
部
は
即
第
一
楽
章
の
み
で、

全
曲
を
通
じ

て
最
も
主
要
な
楽
章
で
あ
る
。
そ
の
演
奏
時
間
も
約
四
十
五
分
を
要
す
る
最
も
長
い
楽

演

奏

曲

解

説

01 心．． 
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章
で
あ
る
。
形
式
は
古
典
的
交
響
曲
第
一
楽
章
の
規
範
を
脱
し
、
詩
的
楽
想
に
従
っ
て

敷
個
の
主
要
主
題
が
展
開
し
、
二
短
調
、
四
分
の
四
拍
子
を
基
調
と
す
る
。

第
二
部
は
五
楽
章
に
分
け
ら
れ
て
あ
る
。
こ
の
五
楽
章
は
第
一
部
に
比
し
て
皆
演
奏

時
間
は
短
か

い
。
そ
し
て
終
り
の
三
楽
章
は
殆
ん
ど
休
息
な
し
に
演
奏
さ
れ
従
っ

て
前

二
楽
章
は
、
こ
の
第
三
交
響
曲
全
閥
か
ら
見
て
間
奏
曲
と
も
言
は
れ
る
の

で
あ
る
。
こ

の
や
う
な
例
を
第
七
交
響
曲
で
間
奏
さ
れ
る

二
つ
の
夜
曲
に
も
見
ら
れ
る
。
全
楽
曲
は

次
の
や
う
に
直
分
さ
れ
る
。

第
一
部

第

一
楽
章

（
二
短
調
、
川
拍
子
）

間

奏

曲

｛

讐

闘

言

麟

叩

6
蝉

冥

第
二
部

獨

唱

第

四

楽

章

（二

長
調
、

212拍
子
）

一麟
鱈
｛
讐
闘
直
心
襲

尚
こ
の
第
三
交
響
曲
が
マ
ー
レ
ル
の
交
響
曲
中
、
最
も
長
い
も
の
で
あ
る
事
を
附
記

し
て
置
く
。

③

楽

曲

の
内
容
I

一
八
九
六
年
六
月
及
び
七
月
頃
に
楽
曲
の
内
容
に
つ
い
て

A
n
n
a

M
ildenburg
に

書
き
送
っ
た
マ
ー

レ
ル

の
手
紙
を
見
る
に
、
彼
は
詩
的
楽
想
の
標
題
を
胸
中
に
置
い

て

作
曲
し
て
ゐ
た
こ
と
が
分
か
る
。

又
残
存
し
て
ゐ
る
各
榮
章
の
作
曲
下
書
き
楽
譜
に
も

明
か
に
標
題
を
書
き
込
ん
で
ゐ
る
。

し
か
し
完
成
後
出
版
に
際
し
て
は
こ
れ
等
の
標
題

は
全
部
取
去
つ
て
し
ま
っ
た
。
最
初
の
下
書
き
に
は
楽
曲
名
を
「
置
夏
の
夜
の
夢
」

（
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
劇
詩
と
は
闘
係
な
し
）
と
し
、
各
楽
章
に
は
次
の
様
な
書
き
込

み
が
あ
る
。

1
．
森
は
何
に
を
物
語
る
か
。

2
．
夕
闇
は
何
に
を
物
語
る
か
。

3
．
愛

は
何
に
を
物
語
る
か
。
4
．
牧
場
の
花
は
何
に
を
物
語
る
か
。

5
．
杜
鴎
は
何
に
を
物

語
る
か
。
6
．
子
供
は
何
に
を
物
語
る
か
。
ー
以
上
の
標
題
は
そ
の
後
愛
化
し
順
位
も

愛
つ
て
、
第
二
の
下
書
き
に
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
、
一

歩
一
歩
完
成
の
姿
を
取
っ
て

ゐ
る
°

|
1
．

夏
は
行
進
す
る
。

2
．
森
は
何
に
を
物
語
る
か
。

3
．
愛
は
何
に
を
物

語
る
か

(
A
d
agio
)

。
4
．
夕
闇
は
何
に
を
物
語
る
か
（
絃
楽
器
の
み
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
）

5
．
牧
場
の
花
は
何
に
を
物
語
る
か
。

6
．
杜
鵜
は
何
に
を
物
語
る
か
。

7
．
子
供
は

何
に
を
物
語
る
か
。
—

了
八
九
六
年
七
月
下
旬
の
手
紙
を
見
る
と
、
更
に
完
成
の
姿
を
と

つ
て
来
た
こ
と
が

書
い
て
あ
る
。
要
す
る
に
第
三
交
響
曲
の
詩
想
は
第
二
交
響
曲
に
表
現
さ
れ
な
か

っ
た

も
の
で
、
太
古
の
人
間
に
慮
光

(
U
r
l
ic
h
t
)
が
輝
き
、
復
活
の
幅
昔
に
浴
さ
せ
た
詩
的

内
容
を
も
つ
第
二
の
後
を
う
け
て
、
第
三
交
響
曲
は
人
の
世
界
を
描
く
。
し
か
し
マ
ー

レ
ル
の
場
合
は
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
の
標
題
楽
と
は
相
違
し
て
、

原
稿
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
標

題
は
輩
な
る
詩
的
楽
想
の
標
識
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
故
に
完
成
後
に
は
標
題
を
取
去
つ
て

ゐ
る
。
狂
詩
的
幻
想
家
マ
ー
レ
ル
の
楽
想
に
は
か
A

る
標
識
の
あ
っ
た
事
賞
を
知
つ
て

解
説
の
一
助
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

第
一
楽
章
—
マ
ー
レ
ル
は
遂
に
次
の
や
う
な
楽
想
に
到
達
し
た

。

「

パ
ン
の
紳
の
覺

醒
、
ー
バ

ッ
ク
ス
の
行
進
、
ー
夏
は
行
進
す
る
」
と
云
ふ
標
題
を
原
稿
に
か
い
て
あ

る
。
即
こ
の
楽
章
で
復
活
後
の
自
然
の
生
活
を
表
現
し
や
う
と
し
た
。
そ
れ
を
ギ
リ
シ

ヤ
の
パ
ン
の
紳
に
喩
へ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
又
そ
れ
を
置
夏
の
行
進
に
表
象
し
て
、

生
命
の
休
み
な
き
憧
憬
と
襖
憐
と
躍
進
と
を
描
い
て
ゐ
る
。
最
初
に
吹
奏
さ
れ
る
ホ
ル

ン
八
本
の
齊
奏
は
力
強
く
、
確
固
た
る
生
命
に
充
渦
し
て
ゐ
る
。
や
が
て
オ
ー
ボ
ー
に

よ
っ
て
先
づ
奏
さ
れ
る
柔
か
い
感
じ
の
主
題
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ワ
ル
ツ
に
も
現
れ
た
民

謡
調
で
あ
る
。
し
か
し
曲
は
安
息
の
感
じ
を
興
へ
ず
に
複
雑
な
楽
想
の
奔
流
に
従
っ
て

行
進
し
、
や
が
て
チ
ェ
ロ
と
バ
ス
で
マ
ー
チ
風
に
な
っ
て
行
き
、
ホ
ル
ン
の
齊
奏
に
よ

る
マ
ー
チ
風
の
主
題
が

こ
の
楽
章
の
終
り
を
飾
る
の
で
あ
る
。

第
二
楽
章
—

メ
ヌ
エ
ッ
ト

の
テ
ム
ボ
を
以
て
優
美
な
楽
想
を
表
現
し
た
も
の
で

あ

る
。
こ
の
楽
章
に
は
「
牧
場
の
花
は
何
に
を
物
語
る
か
」
と
云
ふ
標
題
が
つ

い
て

ゐ

た
。
牧
歌
調
の
間
奏
曲
と
言
へ
よ
う
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
が
あ
っ
た
り
し
て
美
し
い

楽
章
で
あ
る
。

第
三
楽
章
ー
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
曲
調
で
、
四
分
の
二
拍
子
、
八
分
の
六
拍
子
を
以
て
活

活
と
し
た
主
題
が
活
躍
す
る
。
マ
ー
レ
ル
は
「
森
の
動
物
は
何
に
を
物
語
る
か
」
と
書

い
た
。
そ
し
て
森
の
中
を
行
く
騨
路
の
馬
車
の
ラ
ッ
パ
が
響
く
、
そ
れ
も
民
謡
調
を
取

り
入
れ
て
、
馬
車
は
人
々
の
笑
竪
や
話
磐
を
乗
せ
た
ま
A

去
つ
て
行
く
。
こ
の
第
三
楽

章
も
間
奏
曲
と
見
て
い
A

0

第
四
楽
章
ー
ア
ル
ト
獨
唱
で
あ
る
。
マ

ー
レ

ル
は
「
人
は
何
に
を
物
語
る
か
」
と
書

い
て
、
常
時
の
思
想
界
を
風
靡
し
た
ニ
ー
チ
ェ

の
「
ツ
ア
ラ
ト
ウ
ー
ス
ト
ラ
は
か
く
言
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へ
り
」
中
の
夜
の
歌
を
藉
り
て
歌
詞
と
し
た
。
テ
ム
ボ
は
非
常
に
緩
く
、
紳
秘
的
に
、

且
つ
弱
昔
を
以
て
と
注
意
書
が
さ
れ
て
あ
る
通
り
、
楽
曲
は
箕
夜
中
の
感
じ
を
う
つ

す
。
ホ
ル
ン
の
音
と
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
低
音
と
チ
ェ
ロ
の
七
連
―
音
符

(
d
|
a
)

は

夜
の
深
さ
の
氣
分
を
充
分
に
表
現
し
て
ゐ
る
。

ぉ
A

人
間
よ
！
心
せ
よ
！

深
き
＝
県
夜
中
は
何
に
を
語
る
！

わ
れ
は
眠
れ
り
！

わ
れ
は
深
き
夢
よ
り
目
覺
む
！

世
は
深
し
！

而
し
て
冥
書
よ
り
更
に
深
く
思
は
る
！

ぉ
A

人
間
よ
！

汝
が
哀
愁
は
深
し
！

悦
楽
は
慎
悩
よ
り
更
に
深
し
！

哀
愁
は
言
ふ
、
ー
去
れ
、
と

さ
れ
ど
悦
楽
の
す
べ
て
は
永
遠
を
欲
し

深
き
、
深
き
永
遠
と
な
る
可
し
！

第
五
楽
章
—
前
楽
章
か
ら
引
績
き
演
奏
さ
れ
る
。
こ
の
楽
章
で
は
ア
ル
ト
獨
唱
、
女

槃
合
唱
、
兒
童
合
唱
が
参
加
し
て
ゐ
る
。
「
天
使
は
何
に
を
物
語
る
か
」
と
マ
ー
レ
ル

は
書
い
た
。
マ
ー
レ
ル
の
詩
想
は
ク
リ
ス
ト
敦
的
要
素
を
デ
イ
オ
ニ
ソ
ス
的
詩
の
中
に

こ
A

で
初
め
て
匂
は
せ
た
の
で
あ
る
。
大
立
に
響
き
渡
る
鐘
の
昔
と
共
に
兒
童
合
唱
は

二
部
で
歌
ひ
出
す
。
歌
詞
は
マ
ー
レ
ル
の
好
き
な
童
謡
集
「
子
供
の
魔
笛
」

(
D
e
s

K
n
a
b
e
n
 W
u
n
d
e
r
h
o
r
n
)
か
ら
と
つ
て
来
て
ゐ
る
。

ビ
ン
ー
バ
ン
、
ビ
ン
ー
バ
ン
、
ビ
ン
ー
バ
ン

三
人
の
天
使
は
妙
な
る
歌
を
う
た
ひ
ま
し
た
、

そ
れ
は
嬉
し
さ
う
に
天
上
で
響
き
ま
し
た
。

天
使
達
は
悦
ば
し
げ
に
ペ
テ
ロ
を
讃
美
し
ま
し
た
。

ペ
テ
ロ
が
罪
か
ら
ゆ
る
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
主
イ
エ
ス
が
食
卓
に
つ
き

十
二
の
使
徒
と
夕
餡
を
共
に
し
た
時

乗

杉

嘉

旨

者

ク

ラ

ウ

ス

・

オ

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

海

軍

々

築

隊

楽

長

内

藤

清

五

闘
係
管
絃
楽
部
員

ロ
ベ
ル
ト
・

ボ
ル
ラ
ッ
ク

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

上

武

雄

澤

良

輝

束

龍

夫

東
京
昔
榮
學
校
長

揮

兎黒井

壽

福岡清桂松幅大栗

井見水 浦井岡原

直温 平 ： 運大

弘彦澄太よ巖英治

主
イ
エ
ス
は
こ
う
言
は
れ
ま
し
た
ー
ど
う
し
て
立
つ
て
ゐ
る
の
、

見
れ
ば
汝
（
ペ
テ
ロ
）
は
泣
い
て
ゐ
る
ね
、
と
。

「
お
A

、
わ
た
し
は
泣
い
て
は
な
ら
ぬ
、
慈
悲
深
き
紳
様
よ
！

わ
た
し
は
十
戒
を
犯
し
ま
し
た

わ
た
し
は
痛
ま
し
く
も
泣
き
ま
す

紳
よ
来
た
れ
、
そ
し
て
憐
み
給
へ
」

「
汝
は
十
戒
を
犯
し
た
か

脆
い
て
紳
に
祈
れ

常
に
神
を
愛
せ
よ
、

し
か
ら
ば
天
の
悦
び
に
達
せ
ん
」

紳
の
悦
び
は
き
よ
き
國
、

紳
の
悦
び
は
は
て
し
な
し
、

誹
の
悦
び
は
ペ
テ
ロ
に
輿
へ
ら
れ
た

イ
エ
ス
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
は
幸
福
に
。

第
六
楽
章
ー
こ
の
楽
章
に
封
し
て
マ
ー
レ
ル
は
「
神
は
何
に
を
語
る
か
」
或
は
「
紳

の
愛
は
何
に
を
語
る
か
」
と
書
い
た
。
紳
の
永
遠
の
愛
は
貴
く
美
し
く
何
に
を
語
る
か

を
表
現
し
た
の
が
こ
の
終
章
で
あ
る
。
即
マ
ー
レ
ル
の
手
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
交

響
楽
は
自
然
生
活
表
現
か
ら
始
め
ら
れ
て
、
紳
の
愛
に
ま
で
到
達
し
よ
う
と
す
る
彼
の

詩
想
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
残
さ
れ
た
詩
的
楽
想
は
第
四
交
響
曲
で
表
現
し

て
ゐ
る
。
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ヴ

ィ

オ

＿フ

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

榎 平平増 松 伊 岡 大 藤杉簗 田荒岩多岩渡松平小水蜂鳥末川古鈴田

：井 田：村藤田塚田；瀬村木崎久本邊田戸］口谷居吉上i睾木：

四保 一重純二 経谷道五幹吉 政 十龍 幸 つ雄 滋 共 貴 小

郎喜 忠郎利三郎淳秋夫夫郎枝三興蔵健蔵也繁麿龍な二淳野子子枝

疋

田

オオフフハ コ
グ 1 リ
リボ I ユリ ト
ツ 1 ピl ユ I ラ
シ・ ボット
ュイコ バ
ホン 1 ロトプ ス
l ̂ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ン芭 ＂ II II 海 II II II 海、 、、、、、、、
原植宮坂加平幅山本山城片中 小 深 阿 安 盛 淡 呉 沖 岡 小 酒 平 市 細 喜 北

口加ス田 ： 倉 村原 海保部 口野 泰 不野 1睾 井井］］谷田；

ミ和兵 正政善 幸勝常次可貞 保士正 遷 ニ
レ 心

子男衛 勇 志治次健明三七 郎 止一弘悌三 春 秋吉郎

セ

口

功
田 本賀

逸正富軍正

山 家

男穣博郎治蔵平男

ES
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
（
海
）
内
又

蔵

(

"

)

塚

本

章

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
（
＂
）
佐
々
木
武

中

藪

外

ク

言

げ

万

い

芦

遺

金

野

安

蔵

フ

ア

ゴ

ッ

ト

片

山

頴

太

郎

金

子

登

（

海

）

藤

井

武

(
”
)
佐
々
木

賢
一

コ
ン
ト
ラ

フ
ア
ゴ

ッ
ト
（
＂
）
木
戸

全

一

ホ
ル
ン
（
＂
）

椿

原

良

作

永

田

晴

（

海

）

江

口

綱

明

(
"
)
高
橋
澤
五
郎

(
"
)

簗

田

甚

市

(

"

)

尾

形

良

治

(

”

)

鹿

倉

丑

松

伊

藤

善

十

郎

ト
ロ
ン
バ
ー
（
海
）
堀
本

賢

夫

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

問
題
の
マ
ー
ラ
ー
の
名
作

東
京
音
楽
學
校
が
演
奏

田

版
櫂
問
題
を
よ
そ
に （海）

幅

永

信

正

(
"
)
海

上

學

小

林

安

八

ボ
ス

ト
ホ
ー
ン

（
海
）
美
谷
島

久

雄

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
（
＂
）
岸
川
鯖
雄

(

"

)

矢

野

昌

夫

（
＂
）
西
村
昌
次

(
"
)
洲
之
内
宋
馬

ト

ウ

ー

バ

（

＂

）

犬

伏

清

テ
イ
ン
パ

ー
ニ
（
＂
）
白
紳
次
二

梶

原

壽

男

大
太
鼓

・
ル
ー
テ
（
海
）
大
澤

午

郎

小
チ
琵
直
ベ
ル
（
＂
）
仙
波
睛
幅

グ
ロ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
（
＂）

。ヒ
ー
ル
・
ベ
ッ
ケ
ン
太

ト
リ
ア
ン
ゲ
ル
(
”
)
柳

タ
ム
タ
ム

・

日

ベ

ッ

ケ

ン

オ

タ
ン
ブ
リ
ン

・

ベ
ッ
ケ
ン

解
説
並

二
繹
詞

西

〔原
資
料
横
組
〕

東
京
音
楽
學
校
は
―
―
月
十
六
日
夜
七
時
か
ら
日
比
谷
公
會
堂
で
春
季
演
奏
會
を
開
催

し
、
例
の
。
フ
ラ
ー
ゲ
博
士
の
版
椛

問
題
を

惹
起
し
て
ゐ
る
グ
ス
タ

フ
・
マ
ー
ラ
ー
の
名
作
「
第
三
交
響
曲

二
短
調
」

遠

藤
J 11 

潤

木澤田

俊薦

宏 夫覺弘
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架
壇
の
一
問
題

東
京
昔
榮
學
校
の
現
在
の
演
奏
方
針
に
就
て

兒
童
合
唱
園

上
野
の
東
京
―
音
楽
學
校
に
あ
る
「
上
野
兒
童
―音
楽
〔
學
〕
園
」
で
は
、
こ
の
ご
ろ
一
日

お
き
に
、
二
百
人
あ
ま
り
の
小
學
校
の
生
徒
を
集
め
て
、
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
が
棒

を
ふ
つ
て
合
唱
の
練
習
を
し
て
ゐ
る
、
し
か
も
文
句
は
ド
イ
ツ
語
、
一
雨
日
中
に
は
管
絃

楽
ま
で

つ
い
て
や
る
と
い

ふ
話
、
珍
し
い
こ
と
だ
と
思

っ
て
き
い
て
み
た
ら
、
こ
の
十

六
日
の
午
後
七
時
か
ら
、
日
比
谷
公
會
堂
で
行
は
れ
る
グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
レ
ル
の
「
第

三
交
響
曲
」
の
演
奏
會
に
出
る
練
習
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
、
マ
ー
レ
ル
の
「
第
三

交
響
曲
」
は
本
邦
で
は
初
め
て
今
度
演
奏
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
そ
れ
よ
り
も
二
百
人
も

の
兒
童
が
、
か
う
し
た
世
界
的
な
交
響
曲
に
出
演
し
て
合
唱
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
日

本
で
は
恐
ら
く
今
度
が
は
じ
め
で
は
な
い
の
か
と
い
は
れ
て
ゐ
る
、
そ
の
た
め
兒
童
昔

楽
〔
學
〕
園
の
先
生
た
ち
も
一
生
懸
命
で
猛
練
習

初
め
は
と
て
も
見
込
み
が
な
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
も
の
に
な
り
さ

う
に
な
つ
て
来
ま
し
た

と
、
先
生
た
ち
は
喜
ん
で
ゐ
た

（上）

＿
音
楽
學
校
の
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
が
指
揮
さ
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
會
が
、

以
前
か
ら
音
楽
の
批
評
家
や
ま
た
＿
音
楽
の
専
門
家
の
あ
ひ
だ
に
は
勿
論
、
一
般
聴
衆
の

あ
ひ
だ
で
も
、
と
か
く
種
々
な
議
論
が
あ
り
、
ま
た
非
難
や
疑
問
や
が
出
て
ゐ
る
、
そ

二
百
人
が
猛
練
習

全
曲
演
奏
を
行
ふ
こ
と
に
な
り
飽
迄
。
フ
ラ
ー
ゲ
封
東
京
＿
音
楽
學
校
の
紛
争
が
深
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
こ
の
曲
の
演
奏
に
は
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の

指
揮
の
下
に
ア
ル
ト
獨
唱
の
平
原
壽
恵
子
、
上
野
兒
童
音
楽
學
園
生
徒
の
合
唱

圃
及
び
同
校
の
女
槃
合
唱
園
管
絃
楽
園
百
五
十
餘
名
の
多
敷
が
出
演
す
る

（
『
東
京
毎
日
新
聞
』
昭
和
十
年
二
月
二
日
）

（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
年
二
月
七
日
）

11
牛

山

れ
か
ら
ひ
い
て
＿
音
楽
學
校
の
現
在
の
や
り
方
に
封
す
る
疑
問
な
ど
も
、
大
ぶ
ん
世
間
に

は
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
丁
度
十
六
日
の
晩
に
ま
た
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
指

揮
で
、
本
邦
初
演
と
い
ふ
マ
ー
ラ
ー
の
「
第
三
交
響
曲
」
を
音
楽
學
校
で
演
奏
し
た
の

を
機
會
に
一
音
楽
評
論
家
（
大
田
黒
元
雄
、
牛
山
充
、
増
澤
健
美
、
山
根
銀
二
、
墜
入
龍

輔
、
須
永
克
己
、
野
村
光
一
）

諸
氏
の
意
見
を
聞
く
、
最
初
に
十
六
日
夜
の
マ
ー
ラ
ー

の
「
第
三
交
響
曲
」
の
批
評
：
・
…

マ
ー
ラ
ー
の
演
奏

何
て
い
っ
た
ら
い
A

の
か
な
、
兎
に
角
今
夜
の
演
奏
で
は
子
供
の
合
唱
が
一
ば
ん
う

ま
か
っ
た
ね
、
第
一
に
子
供
は
う
れ
し
さ
う
だ
っ
た
、
大
人
は
仕
方
な
し
に
や
つ
て
ゐ

る
や
う
だ
っ
た
が
、
大
盟
今
の
一
音
楽
學
校
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
力
で
は
マ
ー
ラ
ー
の
あ

ん
な
曲
な
ん
か
や
る
の
は
無
理
だ
よ
、
満
足
に
出
来
な
い
こ
と
は
は
じ
ま
り
か
ら
わ
か

つ
て
る
、
だ
か
ら
考
へ
や
う
に
よ
れ
ば
あ
れ
だ
け
や
れ
ば
大
出
来
だ
と
も
い
へ
る
、
そ

れ
に
今
度
の
マ
ー
ラ
ー
の
曲
は
子
供
の
合
唱
が
使
へ
る
ん
で
わ
ざ
／
＼
や
っ
た
ん
だ
ら

う
、
興
行
債
値
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
大
裳
り
だ

1
1
甕

入

亀

輔

大
田
黒
氏
の
い
っ
た
「
子
供
が
一
番
う
ま
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
嘗
夜
の
演
奏
を

一
番
ピ
シ
ツ
と
い
ひ
常
て
A

ゐ
る
こ
と
だ
ら
う
。
そ
れ
ほ
ど
演
奏
全
謄
は
サ
ク
莫
た
る

感
じ
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
上
野
の
演
奏
そ
れ
自
身
か
ら
だ
け
見
れ
ば
嘗
夜
の

は
ま
あ
よ
い
方
で
あ
る
と
い
へ
る
か
も
知
れ
な
い
、
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
指
揮
が

冗
長
な
感
じ
が
す
る
と
い
ふ
、
そ
の
問
題
は
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
曲
に
封
す
る
解

繹
に
あ
る
の
だ
、
具
閥
的
な
例
を
あ
げ
る
と
い
ふ
こ
と
は
演
奏
の
時
に
あ
げ
る
よ
り
ほ

か
に
な
く
て
今
こ
A

で
は
ち
よ
っ
と
困
難
だ
が
、
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
と
い
ふ
人
は
い

は
ゞ
重
箱
の
隅
を
楊
子
で
つ
A

く
や
う
な
解
繹
を
す
る
、
だ
か
ら
聞
く
は
う
は
石
段
を

―
っ
―
つ
敷
へ
て
の
ぼ
ら
せ
ら
れ
る
や
う
な
た
ま
ら
な
さ
を
感
じ
る
、
さ
う
い
ふ
黙
で

か
れ
の
解
繹
は
敦
壇
的
解
繹
で
演
奏
的
解
繹
と
は
云
へ
な
い

充

も
し
ど
う
し
て
も
マ
ー
ラ
ー
の
「
第
三
交
響
曲
」
を
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
要

が
あ
つ
て
や
っ
た
と
し
た
ら
、
今
の
上
野
の
力
で
は
あ
れ
以
上
に
は
出
来
な
い
、
そ
れ

1
1
大
田
黒
元
雄
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ーヽ'’

マ
ー
ラ
ー
の
演
奏
績（
 

僕
は
こ
の
曲
の
他
の
演
奏
は
知
ら
な
い
が
、
楽
譜
を
見
て
僕
の
考
へ
を
纏
め
て
い
ヘ

ば
、
こ
の
曲
が
適
営
な
も
の
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
は
別
と
し
て
（
そ
の
貼
に
つ
い
て

は
後
に
述
べ
る
）
現
在
の
管
絃
楽
園
の
能
力
を
考
慮
に
入
れ
て
見
れ
ば
相
嘗
に
よ
く
や

っ
た
と
い
つ
て
い
A

と
思
ふ
。
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
が
短
時
間
に
こ
れ
ま
で
纏
め
た
榮

力
は
買
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
マ

ー
ラ
ー
の
交
聾
曲
は
一
髄
に
わ
れ
／
＼
日
本
人
に

（中）

1
1
山
根

銀

大
田
黒
氏
に
僕
が
い
は
う
と
想
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
先
に
い
は
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

は
兎
に
角
、
整
つ
て
ゐ
た
の
は
第
二
楽
章
以
下
だ
。
僕
は
楽
譜
を
持
つ
て
行
っ
た
が
、

第
二
楽
章
以
下
は
テ
ン
ボ
も
は
つ
き
り
出
て
ゐ
た
。
け
れ
ど
も
、
矢
張
り
、
。
フ
リ
ン
グ

ス
ハ
イ
ム
氏
の
指
揮
は
、
全
盟
に
非
常
に
冗
長
な
感
じ
が
す
る
。
結
局
、
上
野
の
冗
長

な
演
奏
の
責
任
は
、
指
揮
者
に
あ
る
。
今
度
の
演
奏
な
ど
は
上
野
そ
れ
自
身
の
演
奏
と

し
た
ら
割
合
に
良
い
出
来
だ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
。

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
年
二
月
十
九
日
）

11
増
澤

健

美

か
ら
例
に
よ
っ
て
テ
ン
ボ
が
の
び
て
ゐ
た
、
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
と
い
ふ
人
は
い
つ
も

テ
ン
ポ
が
の
び
る
人
だ
が
、
第
一
こ
の
マ
ー
ラ
ー
の
曲
が
長
い
の
に
、
そ
の
上
テ
ン
ポ

が
の
び
た
の
で
は
た
ま
ら
な
い

私
は
こ
の
演
奏
の
ラ
ヂ
オ
中
繊
の
世
話
を
し
て
ゐ
た
の
で
會
場
で
通
し
て
聴
く
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
、
部
分
的
に
聴
い
た
範
園
で
は
前
日
の
純
練
習
よ
り
も
良
か
つ

た
、
＿
音
楽
學
校
の
管
絃
楽
と
し
て
は
上
の
部
の
演
奏
に
風
す
る
と
考
へ
ま
す
、
中
繊
の

部
分
で
は
す
で
に
金
屍
管
楽
器
が
疲
れ
て
ゐ
ま
し
た
、
獨
唱
と
合
唱
と
は
割
合
良
く
入

り
ま
し
た
、
第
六
楽
章
の
尻
切
れ
に
な
っ
た
の
は
お
氣
の
毒
で
し
た
が
、
あ
れ
く
ら
ゐ

の
と
こ
ろ
が
却
つ
て
無
難
だ
っ
た
し
退
屈
し
な
い
で
清
ん
だ
繹
で
せ
う
、
曲
の
一
部
で

す
が
最
も
一
般
に
興
味
あ
る
部
分
は
あ
の
邊
で
せ
う

1
1
須

永

克

己

1
1
堕

入

編

輔

も
か
な
り
特
異
的
な
存
在
で
非
常
に
面
白
い
個
所
も
あ
る
が
ま
た
聞
い
て
ゐ
て
興
味
の

無
い
不
可
解
な
個
所
が
多
い
の
で
唯
感
じ
だ
け
で
演
奏
の
可
否
を
議
論
す
る
の
は
か
な

り
危
険
が
伴
ふ
と
い
ふ
事
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
楽
章
は
他
に
比
し
て
難

し
い
割
に
よ
く
出
来
て
る
。
他
は
次
第
に
緊
張
が
弛
ん
だ
観
が
あ
る
。
疲
れ
た
せ
ゐ
も

あ
ら
う
が
曲
想
に
も
よ
る
の
だ
ら
う
。
終
り
の
部
分
は
マ
ー
ラ
ー
特
有
の
冗
長
さ
を
も

つ
て
ゐ
る
の
で
聘
衆
は
つ
い
て
行
け
な
い
。
こ
れ
は
指
揮
者
も
さ
う

い
つ
て
ゐ
る
。
各

パ
ー
ト
に
つ
い
て
い
へ
ば
僕
は
純
じ
て
管
楽
器
が
よ
く
や
っ
た
と
思
ふ
。
ト
ロ
ン
ボ
ン

も
よ
か
っ
た
。
曲
が
長
く
重
い
の
で
こ
の
指
揮
者
が
ベ
ル
リ
ン
の
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
二
度
こ
の
曲
を
や
っ
た
時
に
も
ト
ロ
ン
ボ
ン
は
非
常
に
参
つ
て
ゐ
た
さ
う
だ
。
絃
は

不
揃
ひ
の
個
所
が
余
り
に
目
に
つ
い
た
が
ハ
ー
。
フ
は
速
成
な
さ
う
だ
が
よ
く
や
つ
て
ゐ

た
の
に
は
感
服
し
た
。
女
磐

コ
ー
ラ
ス
に
つ
い
て
は
別
に
い
ふ
べ
き
事
も
な
い
。
兒
童

の
コ
ー
ラ
ス
は
成
功
で
あ
る
。

昔

楽

行

政

の

問

題

演
奏
が
悪
い
と
い
ふ
事
は
、
そ
の
演
奏
園
閥
の
組
織
に
鋏
陥
の
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
ゐ
る
。
即
ち
演
奏
さ
れ
る
楽
曲
と
演
奏
園
閥
と
の
間
の
矛
盾
が
演
奏
を
し
て
斯
る
結

果
に
終
ら
し
め
た
と
い
ふ
事
が
い
へ
る
ん
で
は
な
い
か
。
こ
の
事
は
演
奏
だ
け
を
聞
い

て
ゐ
る
睦
衆
の

一
人
で
あ
る
わ
れ
／
＼
で
も
そ
れ
が
わ
か
る
の
だ
か
ら
、
學
校
の
内
部

で
は
嘗
然
そ
れ
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
の
所
、
敢
て
こ
の
や
う
な
事
を
す

る
、
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
音
楽
學
校
の
管
絃
楽
演
奏
は
、
わ
れ
わ
れ
が
指
摘
す

る
ま
で
も
な
く
敦
育
上
の
立
場
か
ら
出
猿
し
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
斯
る
楽
曲
を

選
ん
だ
と
い
ふ
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
た
め
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
自
ら
順
序
と
い
ふ

も
の
が
あ
っ
て
、
古
典
曲
や
浪
漫
派
の
も
の
を
殆
ど
ま
だ
や
つ
て
ゐ
な
い
今
日
、
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
や
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
、
マ
ー
ラ
ー
等
を
敢
て
出
す
必
要
は
な
い
だ
ら
う
。
や
っ

て
悪
い
と
い
ふ
事
は
勿
論
な
い
が
、
管
絃
楽
曲
は
無
敷
に
あ
る
の
だ
か
ら
學
校
掌
局
と

し
た
な
ら
ば
、
絃
楽
部
學
生
達
の
勉
強
に
な
る
も
の
、
い
は
ゆ
る
血
と
な
り
肉
と
な
る

も
の
を
や
っ
た
方
が
良
い
ぢ
あ
な
い
か
と
考
へ
る
。
楽
曲
選
定
に
闘
し
て
は
増
澤
君
や

山
根
君
の
提
案
の
や
う
に
一
年
の
。
フ
ラ
ン
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
事
に
賛
成
だ
。
楽
曲

選
定
は
委
員
が
あ
っ
て
定
め
る
の
が
立
前
だ
さ
う
だ
が
、
大
閥
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
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マ
ー
ラ
ー
（
及
ビ
近
代
曲
）
を
音
楽
學
校
の
演
奏
し
て
良
い
理
由

一
＿
音
楽
愛
好
青
年
よ
り

二
月
十
六
日
に
行
は
れ
た
東
京
音
楽
學
校
演
會
マ
ー
ラ
ー
第
三
交
響
楽
に
封
し
て
都

下
音
楽
批
評
家
と
稲
す
る
人
々
が
殆
全
部
悪
意
に
満
ち
た
嘲
笑
的
羨
望
的
批
評
を
な
し

た
。
一
音
楽
愛
好
青
年
に
過
ぎ
ぬ
私
は
彼
等
に
甚
し
く
嫌
悪
を
覺
え
た
。
彼
等
の
論
ず

〔

マ

マ

〕

る
（
？
）
所
は
厳
瞑
不
遜
か
音
楽
不
感
症
の
言
で
あ
る
。
或
は
文
化
的
敦
養
の
甚
だ
低

い
反
動
の
著
し
い
も
の
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
一
、
彼
等
が
第
一
に
マ
ー
ラ
ー
（
及
び
近
代
曲
）
を
演
奏
す
る
の
不
可
と
す
る
所

は
そ
の
演
奏
の
不
手
際
な
こ
と
で
あ
る
、
し
か
も
そ
れ
大
部
分
指
揮
者
の
責
任
と
第
し

て
い
る
。
し
か
し
彼
指
揮
者
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
就
任
以
前
の
上
野
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
比
す
れ
ば
現
今
の
成
績
が
如
何
に
優
れ
た
も
の
に
な
っ
た
か
は
明
白
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
彼
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の
誇
り
と
し
て
も
い
A

、
上
野
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

短
年
月
の
内
に
外
國
一
流
の
も
の
と
同
等
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
そ
の
上
彼

讀

者

欄

の
意
志
ら
し
い
と
い
ふ
事
だ
が
そ
の
場
合
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
は
上
野
の
演
奏
史
か

ら
現
在
の
日
本
の
音
楽
界
の
レ
ヴ
ェ
ル
、
上
野
の
教
育
朕
態
等
を
考
慮
し
て
選
曲
さ
る

べ
き
で
あ
る
。
氏
は
指
揮
者
で
あ
る
と
共
に
敦
授
と
し
て
の
敦
育
者
で
も
あ
る
の
だ
か

ら
。
し
か
し
今
日
ま
で
の
氏
の
選
曲
を
見
て
ゐ
る
と
、
敦
育
者
と
い
ふ
よ
り
は
職
業
管

絃
楽
園
の
指
揮
者
の
態
度
で
あ
る
。
本
邦
初
演
と
か
、
大
曲
と
か
い
ふ
看
板
を
か
A

げ

る
興
行
的
な
感
じ
を
抱
か
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
氏
だ
け
を
責
め
る
わ
け
に
は
ゆ

か
な
い
。
校
長
で
あ
る
乗
杉
氏
が
箪
な
る
學
校
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
一
音
楽
そ

れ
自
身
を
知
つ
て
も
ら
ひ
た
い
と
思
ふ
。
指
揮
者
の
選
定
す
る
楽
曲
へ
最
後
の
認
可
を

興
へ
る
の
は
校
長
の
櫂
限
な
の
だ
か
ら
、
と
い
つ
て
直
ぐ
に
は
音
楽
が
わ
か
る
も
の
で

は
な
い
か
ら
、
ま
づ
民
間
の
人
々
の
意
見
を
聞
い
て
上
野
の
音
楽
學
校
と
い
ふ
も
の
を

客
観
視
す
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
學
校
内
で
は
本
賞
の
心
あ
る
意
見
と
い

ふ
も
の
は
聞
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
。

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
年
二
月
二
十
日
）

は
困
難
な
げ
ん
楽
器
部
の
編
成
替
へ
さ
へ
し
た
。
更
に
以
上
の
改
善
の
望
し
い
こ
と
言

ふ
ま
で
も
な
い
。
（
専
屡
管
楽
器
等
）

第
二
、
彼
が
演
奏
し
た
も
の
で
自
分
の
記
憶
に
あ
る
も
の

0
バ
ッ
ハ
、
ピ
ア
ノ
四
豪
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
。
シ
ュ
ト
ラ
イ
〔
ヒ
〕
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

0
モ
ツ
ア
ル
ト
（
マ
リ
ア
ト
ル
獨
唱
）
（
學
内
有
料
）

0
ハ
イ
ド
ン
（
ウ
ー
ハ
ー
。
フ
エ
ニ
ッ
ヒ
同
）
？

0
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン

第
九
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
、
第
五
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
學
内
有
料
）

グ
ロ
ー
セ
、
フ
ー
グ
（
學
内
有
料
）

0
ブ
ラ
ー
ム
ス
交
響
曲
。
ド
イ
ツ
レ
ク
エ
ム
、

〇
ワ
グ
ナ
ー
ロ
ー
ヘ
ン
グ
リ
ー
ン
（
一
幕
）

0
ブ
ル
ク
ナ
ー
交
響
曲

0
ヴ
ェ
ル
デ
イ
ー
レ
ク
エ
ム

0
シ
ュ
ト
ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
、
詩
編
交
響
曲

0
マ
ー
ラ
）
第
三
、
第
二
も
う
一
っ
交
響
曲

〔

マ

マ

〕

0
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ア
ル
。
フ
ス
交
響
曲
、
ツ
ア
ラ
ス
ト
ラ
コ
ー
ラ
ス

等
で
古
典
に
か
た
よ
ら
ず
、
近
代
に
偏
せ
ず
ア
カ
デ
ミ
ー
と
し
て
最
も
掌
を
得
た
も
の

で
あ
る
、
た
ま
た
ま
昨
年
秋
よ
り
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
〔
ヽ
〕
ヴ
ェ
ル
デ
イ
、
マ
ー
ラ
ー
が

績
い
た
か
ら
と
云
つ
て
、
騒
ぐ
の
は
近
視
的
で
あ
る
。

第
三
、
彼
等
の
言
を
聞
い
て
い
る
と
音
楽
學
校
は
古
典
曲
の
み
を
や
つ
て
い
れ
ば
い

い
か
の
や
う
に
響
く
〔
゜
〕
こ
れ
が
先
に
私
が
彼
等
を
反
動
だ
と
呼
ん
だ
理
由
で
あ
る
、

い
つ
の
時
代
に
も
反
動
は
古
典
の
み
を
推
奨
す
る
、
こ
れ
は
一
っ
に
彼
等
の
蜀
し
て
い

る
社
會
制
約
と
次
に
は
そ
れ
か
ら
由
来
す
る
、
彼
等
近
代
曲
不
感
症
に
よ
る
も
の
で
あ

る
、
し
か
も
古
典
曲
の
古
典
と
し
て
、
債
値
は
そ
れ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
産
物
た
る
、

近
代
曲
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
一
層
理
解
を
深
め
ら
る
る
も
の
で
あ
る
、
近
代
曲
を

演
奏
す
る
こ
と
が
即
古
典
曲
を
軽
視
す
る
も
の
た
り
と
す
る
彼
等
は
徹
底
的
に
誤
つ
て

〔

マ

マ

〕

い
る
。
我
々
の
音
楽
に
封
す
る
封
度
は
、
要
約
す
れ
ば
更
に
狡
展
的
な
も
の
、
即
我
々

の
生
活
を
向
上
さ
す
音
楽
を
作
り
出
す
こ
と
＇
~
或
は
観
照
す
る
こ
と
ー
—
ー
に
あ
る
。

こ
の
た
め
に
古
典
曲
も
近
代
曲
も
一
列
に
演
奏
観
照
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
四
、
に
手
に
餘
る
大
曲
を
や
る
と
の
非
難
。
し
か
し
こ
れ
は
程
度
問
題
で
あ
っ
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て
、
常
に
自
分
の
力
彙
以
内
の
も
の
を
や

つ
て
い
て
は
何
等
進
歩
は
な
い
筈
で
あ
る
、

一
歩
一
歩
と
所
謂
手
に
餘
る
も
の
を
克
服
し
て
行
く
こ
と
に
よ
り
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
園
は

技
術
的
に
も
情
操
的
に
も
進
歩
す
る
。

第
五
、
昨
秋
九
月
よ
り
新
響
等
が
ベ
ー
ト
フ
エ
ン
の
み
を
や
つ
て
い
る
や
う
な
時
に

あ
た
り
、
音
楽
學
校
が
ヴ
ェ
ル
デ
イ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
マ
ー
ラ
ー
近
代
曲
を
演
奏
す

る
と
云
ふ
こ
と
、
は
非
常
に
意
味
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。
（
進
歩
的
に
動
か
ね
ば
な
ら

ぬ
民
間
圃
燈
が
古
典
的
ば
か
り
や
つ
て
い
る
と
き
、
多
大
な
困
難
に
打
勝
つ
て
近
代
曲

を
積
極
的
に
や
る
方
針
は
非
常
に
進
歩
的
で
あ
り
我
々
が
感
謝
す
る
所
だ
）

第
六
、
ま
し
て
今
回
マ
ー
ラ
ー
の
如
き
大
曲
は
上
野
音
楽
學
校
の
そ
し
き
〔
を
〕
も
っ

て
し
た
か
ら
こ
そ
出
来
た
の
で
あ
る
、
（
殊
に
兒
童
コ
ー
ラ
ス
等
）

第
七
、
興
行
的
債
値
を
ね
ら
つ
て
云
々
は
、
全
く
彼
等
の
そ
ね
み
心
と
し
か
と
れ

ぬ
、
（
も
し
音
楽
學
校
が
古
典
曲
ば
か
り
や
つ
て
い
た
ら
彼
等
は
無
能
呼
り
に
す
る
だ

ら
う
）
一
歩
ゆ
ず
つ
て
た
と
へ
さ
う
と
し
て
も
今
日
の
日
本
に
お
い
て
、
マ
ー
ラ
ー
の

弟
子
た
る
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
に
よ
り
マ
ー
ラ
ー
の
第
三
交
響
曲
の
聞
け
る
の
を
我
々

デ
イ
レ
ッ
タ
ン
ト
は
甚
だ
幸
輻
と
思
ふ
、
ド
イ
ツ
に
於
て
す
ら
か
A

る
幸
揺
は
餘
り
得

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
れ
な
い
、
作
曲
家
の
内
的
精
紳
活
動
に
直
接
燭
れ
た
弟
子
に
よ
っ
て
そ
の
曲
の
演
奏

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

さ
れ
る
の
こ
そ
最
も
の
ぞ
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
、
た
と
へ
些
細
な
演
奏
上
の
訣
貼

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
あ
っ
た
と
し
て
も
彼
指
揮
者
が
端
的
に
燭
れ
得
た
作
曲
者
の
藝
術
的
感
興
を
表
現
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

得
る
黙
に
お
い
て
得
難
い
債
値
あ
る
も
の
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

大
髄
以
上
に
て
論
じ
終
っ
た
が
、
某
氏
は
常
夜
鰭
途
一
聴
衆
の
洩
し
た
感
激
の
言
葉

を
と
ら
へ
て
、
こ
れ
を
嘲
笑
し
て
い
る
が
、
か
A

る
こ
と
は
そ
の
批
評
家
の
素
養
を
示

す
こ
と
〔
に
〕
は
な
ら
ず
、
か
へ
つ
て
彼
自
身
の
敦
養
の
如
何
に
低
い
か
を
表
は
す
も
の

だ
、
嘗
夜
の
第
三
楽
章
を
き
い
て
感
激
し
得
な
い
と
す
れ
ば
某
氏
こ
そ
音
楽
不
感
症
で

あ
る
、
素
人
す
ら
が
持
つ
感
受
性
を
す
ら
彼
は
持
つ
て
い
な
い
こ
と
を
暴
露
し
て
い
る

と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
我
々
は
も
っ
と
具
眼
の
批
評
家
を
待
望
す
る
、
そ
し
て
彼
等
の

置
に
高
い
音
楽
的
敦
養
に
よ
っ
て
、
我
々
デ
イ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
指
導
さ
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
望
む
。

（
コ
音
楽
評
論
』
第
三
巻
第
六
号
、
昭
和
十
年
四
月
、
五
七
ー
五
八
頁
）

四、 三
、
ピ
ア
／
獨
奏
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

二、 ．
 
ヽ

昭
和
十
年
三
月
二
十
二
日

卒
業
式

昭
和
十
年
―
―
一
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）
午
後
一
時
開
始

卒

業

證

書
授
輿
式
順
序

一
、
國
歌
「
君
が
代
」
奉
唱

二
、
卒
業
證
書
並
賞
品
授
呉

三

、

學

校

長

告

辮

四

、

文

部

大

臣

祝

辮

五
、
卒
業
生
穂
代
謝
辮

六

、

卒

業

演

奏曲

a

タ
ベ
の
歌
（
作
品
三
一
•
第
一
）

b

高
嶺
の
桂
（
中
村
秋
香
詞
）
…
…

ソ
。
フ
ラ
／
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…

．．． 
師
範
科
卒
業

合
ミ
ニ
ョ
ン
の
歌
「
君
知
る
や
チ
ト
ロ
ー
ネ
の
花
咲
く
國
」
…
リ

ホ
短
調
協
奏
曲
（
作
品
十
一
•
第
二
楽
章
）
…
…
…
…
…
…
シ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒

業

歌
劇
「
ア
イ
ー
ダ
」
中
の
詠
唱
「
勝
ち
て
還
れ
」
…
…
•
…
・
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作

匈
牙
利
幻
想
曲

目

…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業

•
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

六
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

a

幼
き
頃
を
空
し
く
懐
ひ
て
（
作
品
六
三
•
第
八
）
•
…
•
•
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

秋 谷

月 ョ
゜
9ヽ
,
 

ス

直

胤

リ

ス

ト

作
ン

作

稲

田

美

代

子

成

田

し

な

子
康

卜

乍
｛
 

小

寺

き

よ

ト
ウ
ル
ン
ク
作

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

東
京
昔
榮
學
校

日
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
卒
業
生

n
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十

六

、

十

五

、 十
三
、

十

二

、

九、
ピ

ア

ノ

獨

奏

イ

長

調

協

奏

曲

リ

ス

ト

乍

rー

2．
長

b
 

＇ ノ‘

唄

段

愛

口

短

調

協

奏

曲

（

作

品

二

三

・

第

三

楽

章

）

…

…

…

チ

ャ

イ

コ

ウ

ス

キ

ー

作

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

・

カ

。

フ

リ

ー

ス

（

作

品

十

一

）

…

…

…

…

・

・

・

ヴ

ィ

ュ

ー

タ

ン

作

ー

休

憩

・

十

分

ー

ー

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

…

…

+

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

．

．

．

 

師

範

科

卒

業

…
…
•
•
•
本
科
卒
業

ヘ
短
調
協
奏
曲
（
作
品
二
•
第
三
楽
章
）
…
…
…
…
…
…
…
ア
レ
ン
ス
キ
ー
作

十
一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

ホ
短
調
協
奏
曲
（
作
品
六
四
•
第
二
、
第
三
楽
章
）
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

本

科

卒

業

「

オ

デ

ィ

ッ

ソ

イ

ス

」

（

作

品

四

一

）

ペ

ネ

ロ

ー

ペ

の

悲

し

み

…

…

…

…

…

…

…

…

…

本

科

卒

業

中

村

ノ‘

マ

塩

井

シ

ヲ

リ

歌

劇

「

ワ

ッ

フ

ェ

ン

シ

ュ

ミ

ー

ド

」

中

の

マ

リ

ー

の

詠

唱

…

ロ

ル

ツ

ィ

ン

グ

作

百

崎

佐

乃

子

ト

短

調

協

奏

曲

（

作

品

ニ

ニ

・

第

三

楽

章

）

…

…

…

…

…

サ

ン

・

サ

ー

ン

ス

作

十
四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業
多
久
興

ニ
短
調
協
奏
曲
（
第
一
、
第
二
楽
章
）
…
…
…
…
…
•
…
…
•
•
ヴ
ィ
ュ
ー
タ
ン
作

メ
ッ
ツ
オ
・
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

…

ブ

ル

ッ

フ

作

生

越

千

枝

子

元

緑

花

見

踊

鈴

木

共

子

山

田

和

男

歌

劇

「

タ

ン

ホ

イ

ゼ

ル

」

中

の

エ

リ

ザ

ベ

ー

ト

の

祈

り

…

ワ

ー

グ

ネ

ル

作

竹

内

幸

古

澤

滋

野

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
•
…
…
…
…
…
•

…

本

科

卒

業

石

田

恵

子

h

な
つ
か
し
き
わ
が
女
王
（
作
品
三
ニ
・
第
九
）
…
…
•
•
•
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

ー

．

等

ー

．

混

整

合

唱

フ

a．
鎗

書

一

と

彫

刻

（

邦

語

）

…

…

…

…

…

…

｛

高

a．
春

の

曲

曲
第

一

部

洋

榮

（

東

京

音

榮

學

校

生

徒

演

奏

）

せ

ん

か

ん

昭

和

十

年

四

月

十

六

日

日

邁

交

羅

演

奏

会

昭

和

十

年

四

月

十

六

日

（

火

曜

日

）

午

後

一

時

半

開

演

會

場

東
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3
．
ピ
ア

ノ
協
奏
曲

・
ニ

短

調

2
．
敦
會
カ
ン
タ
ー
テ
・
第
五
十

l
．
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲

・
第
ニ

・
ヘ

長

調

曲

目

バ
ッ

ハ
誕
生
二
百
五
十
年
記
念
演
奏

セ
ロ
、

ピ
ア
ノ
ニ

重

奏

ソ
ナ
タ
・
ホ
短
調
•

第
一
楽
章
：
•
•
…
…

…
…

…

…
•
•
ブ
ラ

ー

昭
和
十
年
六
月
十
五
日

第
七
十
五
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
年
六
月
十
五
日
（
土
曜
日
）
午
後
七
時
開
演

會
場
日
比
谷
公
會
堂

音

楽

演

奏

曲

目

ト
ラ
ム
ペ

ー
ト
、

フ
ル
ー
ト
、

絃
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

管
絃
楽
附
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

「
神
を
讃
へ
よ
」

東
京
一
音
楽
學
校

オ
ー
ボ
ェ

、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、

合

唱

指

揮

大

塚

講

師

ピ
ア
ノ ロ

P) p 卜

W
e
r
k
e
 v
o
n
 J
o
h
a
n
n
 S
e
b
a
st
i

a
n
 B
a
c
h
 (
1
6
8
5
|
1
7
5
0
)
 

Z
w
ei
t

es 
B
r
a
n
d
e
n
b
u
rg
i

s
c
h
e
s
 
K
o
n
z
e
rt

 
i

n
 F
'
d
u
r
 

f

日

T
r
o
mp
et
e,
F
l
ot
e,
 Ob

o
e,
 Vi

ol
i

n
e
 u
n
d
 St
rei
chorchest
er 

K
i

r
c
h
e
n
k
a
nt
at
e
 N
r.
 

5
1.
,,
J
a
u
c
h
z
et
 

G
ott i
n
 allen L
a
n
d
e
n
^
c
 

日
r
ci
n
e
 S
o
p
r
a
n
st
i

m
m
e
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
er 

K
o
n
z
e
rt

 
i

n
 d
,
m
o
l
l
 

B
a
c
h
,
F
ei
er 

管
絃
業
及
合
唱
二
果
京
一
音
楽
學
校

ト
ラ
ム

ペ
ー
ト
こ

海

學

オ

ー

ボ

ェ

こ

孜

郎

ソ
。
フ
ラ
ノ獨
唱
~
マ
リ
ア

・
ト
ル

ピ

ア

ノ

獨

奏

益

堂

増

昇

ソ

プ

ラ

ノ

り

浅

野

千

鶴

子

ル

ト

ニ

齋

藤

英

子

ス

＂

伊

藤

武

雄

4

、
ノ ァ

メ
ッ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
こ
田

ル
了
木

テ

ノ

上
逸

ル

ト

？

山

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＂
井

フ

指

揮

獨

奏

・

獨

日
日n
 

ム

ス

作

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

1

0
、

セ

森

直

英

井

口

助

敦

授

い
、
わ
れ
を
悩
ま
し
給
ふ
な
・

ろ
、
も
し
汝
を
愛
す
る
な
ら
ば
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ペ

ボ

ノ

ン

チ

ー

ニ

作

〔

マ

マ

〕

ル

ゴ

レ

ー

ゼ

作

（
全
曲
本
邦
初
演
）

管
絃
楽
附

合
唱
・
獨
唱

5
．
聖
母
讃
歌
（
マ
グ

ニ
フ
ィ
カ
ー
ト
）

九、

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

隈

部

壽

子

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
ハ
長
調
•

第
一
楽
章

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ヒ
編
作

ー
—
休
憩
ー
ー
_

八、

ピ

ア

ノ

獨

奏

松

井

螢

4
．
大
管
絃
楽
の
為
め
の

「
前
奏
曲
と
フ
ー
ゲ
」
愛
ホ
長
調

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
ト
長
調
•
第
一
癸
章
…
…
·
…
…
・
・
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
作

絃
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
附

〔原
資
料
横
組
〕

中

伸

枝

下

保

上 ロ
武正

雄男
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切 ← 

S
o
li
st
e
n
:
 

T
r
o
m
p
et
e
 :
 M
.
 

K
ai

j

o
 

F
l
ot
e
 :
 M•Yamaguch

i 

O
b
o
e
:
 

I. 
B
a
n
 

V
i

oli
n
e
:
 T
.
 

I
n
o
u
e
 

S
o
p
r
a
n
:
 M
a
ri

a
 T
o
l
l
 

K
l
a
vi
e
r
:
 
N
.
 
T
o
y
o
m
a
s
u
 

S
o
p
r
a
n
:
 
C
.
 

A
s
a
n
o
 

M
e
z
z
o
s
o
p
r
a
n
:
 
N
.
 

T
a
n
a
k
a
 

A
lt: 

H
.
 

S
ait
o
 

T
e
n
o
r
:
 

T
.
 

K
in
o
s
hit
a
 

B
a
s
s
:
 T
.
 Ito
 

O
r
c
h
e
s
te
r
 
u
n
d
 C
h
o
r
 d
e
r
 k
a
ise
rlic
h
e
n
 M
u
s
ik
a
k
a
d
e
m
ie
 

z
u
 T
o
ki
o
 

バ
ッ
ハ
誕
生
二
百
五
十
年
記
念
演
奏
會

曲
目
解
説
（
全
曲
バ
ッ
ハ
作
）

ー
．
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏

曲

・
第
ニ
・
ヘ
長
調

此
種
の
同
名
の
協
奏
曲
は
全
部
で
六
曲
あ
る
。

ケ
ー
テ
ン
時
代
（
一
七
一
七
ー
ニ

三
）
に
音
楽
愛
好
者
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
侯
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ル
ー
ド
ヴ

ィ
ヒ
の
為
め
に
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
・
コ
ン
ツ
ェ
ル

ト
の
名
稲
が
附
さ
れ

て
あ
る
。

L
e
itu
n
g
 :
 K
l
a
u
s
 P
rin
g
s
h
eim
 

f
u
r
 K
l
a
vi
e
r
 
u
n
d
 S
t

r
ei
c
h
o
r
c
h
e
st
e
r
 

P
r
a
l
u
di
u

m

 u
n
d
 F
 u
g
e
 i
n
 E
s
-d
u
r
 

宮
r
g
rosses 
O
r
c
h
e
ste
r
 
g
e
s
etzt
 v
o
n
 A
r
n
o
l
d
 S
c
h
o
n
b
e
rg
 

|
I、
a
u
s
e
1

M
a
g
nifi
c
at
 

f

u
r
 5,s
ti
m

m
ig
e
n
 C
h
o
r,
 5
 Soli 
u
n
d
 O
r
c
h
e
s
te
r
 

(
A
l
l
e
 
W
e
r
k
e
 z
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

第
二
協
奏
曲
は
獨
奏
部
に
ト
ロ
ム
バ
、
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
ェ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

選
ん
で
ゐ
る
。
他
の
協
奏
曲
と
同
様
に

C
o
n
c
e
r
to
g
ross0

の
形
式
を
以
て
作
曲
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
近
代
の
協
奏
曲
と
は
そ
の
性
質
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
即
絃
楽

及
二
豪
の

C
e
m
b
a
l
o
(

P

ia
n
o
代
用
）
は
獨
奏
部
と
常
に
協
力
し
、
全
奏

(
T
u
tti)

の
場
合
は
勿
論
、
他
の
場
合
に
於
て
も
箪
な
る
伴
奏
の
み
を
な
す
の
で
は
な
い
。
獨
奏

部
は
時
折
全
奏
と
離
れ
て
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。
二
斎
の

チ
ェ
ム
バ
ロ
の
中
第
一
は
全

奏
は
勿
論
獨
奏
部
を
も
伴
奏
し
、
第
二
は
全
奏
の
場
合
の
み
に
伴
奏
さ
れ
る
。

バ
ッ
ハ
協
奏
曲
の
形
式
は
三
楽
章

（急
速
ー

緩
徐
—
最
急
速
）
か
ら
成
立
す
る
の
を

常
と
し
、
獨
奏
部
と
全
奏
と
は

R
o
n
d
0
形
式
を
と
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は

V
ivaldi
の

協
奏
曲
の
手
法
で
あ
っ
て
バ
ッ
ハ
が
そ
れ
に
腺
つ
て
ゐ
る
と
言
は
れ
る
。

第
一
楽
章
は
明
快
な

Alle
g
r0
二
分
の
二
拍
子
で
、
箪
純
な

V
ivald
i
の
形
式
を
と

り
、
二
つ
の
主
題
を
基
礎
と
し
て
ゐ
る
（
参
照
楽
譜
1
、2
)

第
二
楽
章
は

A
n
d
a
n
te

四
分
の
三
拍
子
で
絃
楽
全
奏
部
は
な
く
、
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
ェ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

三
重
奏
と
チ
ェ
ム
バ
ロ
第
一
と
だ
け
で
奏
さ
れ
る
。
二
短
調
の
憂
愁
な
情
緒
を
表
現
し

て
ゐ
る
。
そ
の
中
に
一
音
楽
史
で
云
ふ
マ
ン

ハ
イ
ム
衆
派
の
歎
息
を
既
に
き
く
こ
と
が
出

〔

マ

マ

〕

来
る
。
形
式
は
歌
謡
調
で
あ
っ
て
、
ス
カ
ラ
ッ
テ
ィ
の
緩
徐
楽
章
の
影
響
を
見
る
。

（
参
照
楽
譜
3
、

4

)

最
後
の
第
三
楽
章
は

Alleg
ro
assa
i
四
分
の
二
拍
子
で
、

急

速
で
快
活
な
表
現
を
な
し
、
ト
ラ
ム
ペ
ー
ト
が
活
躍
す
る
獨
奏
部
間
に
フ
ー
ゲ
の
手
法

が
使
用
さ
れ
、

全
奏
部
は
比
較
的
伴
奏
的
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
（参
照
楽
譜
5

)

n
．
敦
會
カ
ン
タ
ー
テ
・
第
五
十
一

「
神
を
讃

へ
よ
」

元
来
バ
ッ
ハ
は
輻
昔
敦
會
の
儀
式
の
為
め
に
多
く
の
宗
敦
楽
を
作
曲
し
た
。
そ
の
中

で
最
も
カ
ン
タ
ー
テ
が
多
い
。
嘗
時
敦
會
に
於
て
は
ミ
ッ
サ
の

K
y
r
ie
,
G
l
o
ria
,
 

C
r
e
d
0
等
の
後
に
カ
ン
タ
ー
テ
が
歌
は
れ
た
。
バ
ッ
ハ
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
時
代
（
一
七

二
三
ー
五
0

)

に
は
ト
ー
マ
ス
敦
會
と
ニ
コ
ラ
ス
敦
會
で
毎
日
曜
交
互
に
カ
ン
タ
ー
テ

を
演
奏
し
た
と
博
え
ら
れ
る
。
敦
會
カ
ン
タ
ー
テ
は
一
七

0
四
ー
四
四
年
間
に
二

0
0

曲
以
上
作
曲
さ
れ
て
ゐ
る
。
多
く
は
合
唱
を
伴
ふ
が
、
こ
A

に
歌
は
れ
る
の
は
ソ
ロ
・

カ
ン
タ
ー
テ
で
あ
る
。
形
式
は
通
常

R
e
cit
a
ti
v
o
-
A
ria-
R
e
cit
a
ti
v
o
|
A
r
ia

で

あ
る
が
こ
の
曲
は

A
r
ia
|
R
e
c
it
ati
v
o
|
A
r
ia-
C
h
o
r
a
l
(Solo)
と
な
っ
て
ゐ
る
。
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此
曲
は
絃
楽
伴
奏
に
ト
ラ
ム
ペ
ー
ト
が
加
は
る
。
此
様
の
例
は
バ
ッ
ハ
の
作
中
N
o
.

5
1
,

5
9
,

9
0

の
三
曲
し
か
な
い
。

此
カ
ン
タ
ー
テ
第
五
十
一
「
全
地
の
も
の
紳
を
讃
へ
よ
」
は
五
旬
祭
後
第
十
五
日
曜

日
に
歌
は
れ
る
が
、
其
他
の
日
に
歌
は
れ
て
も
い
A

と
あ
る
。

ア
リ
ア
~

全
地
の
も
の
紳
を
讃
へ
よ
！

天
と
地
に
あ
る
す
べ
て
の
造
ら
れ
た
る
も
の
は

紳
の
榮
光
を
讃
ふ
可
し
。

め
ぐ
み
深
き
紳
に
吾
等
も
亦
感
謝
せ
ん
。

そ
は
吾
等
苦
難
の
と
き
常
に
救
ひ
給
ひ
た
れ
ば
な
り
。

全
地
の
も
の
紳
を
讃
へ
よ
！

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
~

吾
等
御
堂
に
祈
ら
ん
ー
そ
こ
に
紳
の
榮
光
や
ど
り

紳
の
ま
こ
と
は
日
ご
と
新
し
く
訳
輻
さ
る
。

吾
等
の
為
め
に
な
し
給
ひ
し
紳
を
讃
へ
ん
。

紳
の
奇
蹟
は
あ
ら
た
か
に
し
て
語
り
つ
く
せ
ざ
れ
ど

吾
等
の
感
謝
は
稗
こ
れ
を
う
け
ん
。

ア
リ
ア
~

至
高
至
善
の
紳
よ
！

あ
し
た
あ
し
た
に
新
な
る
慈
悲
を
た
れ
給
へ
。

吾
等
は
紳
の
子
と
呼
ば
る
A

が
故
に

敬
虔
な
る
生
活
を
以
て
紳
の
め
ぐ
み
に
こ
た
へ
ん
。

コ
ラ
ー
ル
＂

願
は
く
は
聖
父
と
聖
子
と
聖
震
に
榮
光
あ
ら
ん
こ
と
を
。

吾
等
紳
を
信
ず
る
こ
と
堅
固
に

箕
心
も
て
紳
の
意
に
従
ひ

心
情
も
意
志
も
稗
に
抵
れ
る
が
故
に

誹
ま
す
ま
す
吾
等
を
め
ぐ
み
給
は
ん
と
す
。

紳
に
讃
美
の
歌
を
さ
A

げ
ん
ー
ア
ー
メ
ン
！

rn．
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
・
ニ
短
調

こ
の
曲
の
成
立
年
代
は
確
定
し
兼
ね
る
が
、
恐
ら
く
ラ
イ
。
フ
チ
ヒ
時
代
の
も
の
で
あ

ら
う
と
云
ふ
。
バ
ッ
ハ
は
ピ
ア
ノ
の
第
め
の
協
奏
曲
を
完
成
し
そ
の
結
果
一
七
三

0
年

前
後
か
ら
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
が
流
行
し
だ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
、
グ

ロ
ッ
ソ
の
形
式
か
ら
漸
次
近
世
風
の
獨
奏
楽
器
の
為
め
の
協
奏
曲
が
成
立
す
る
傾
向
を

導
い
た
。
但
し
三
楽
章
（
急
速
調
ー
緩
徐
調
—
最
急
速
調
）
の
形
式
は
V
iv
a
l
diに
腺

っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
尚
ラ
イ
。
フ
チ
ヒ
時
代
に
彼
は
多
く
の
先
輩
、
例
ヘ

ば

C
o
r
e
l
l
i,
T
o
r
e
l
l
i,
 V

iv
a
l
d
i
等
の
絃
楽
協
奏
曲
を
ピ
ア
ノ
に
編
作
し
演
奏
し
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
等
の
中
の
も
の
が
バ
ッ
ハ
風
に
編
作
さ
れ
た
る
が
故
に
、
後
世
バ
ッ

ハ
の
作
と
稲
さ
れ
る
に
至
っ
た
曲
も
あ
る
。
こ
の
二
短
調
協
奏
曲
も
原
作
は

V
iv
a
l
d
i

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
で
あ
る
と
云
ふ
説
が
相
常
根
捩
を
以
て
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
。

常
時
は
恐
ら

vC
e
m
b
a
l
0
を
以
て
こ
の
曲
を
獨
奏
し
た
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
昔
域

が
比
較
的
せ
ま
い
か
ら
で
あ
り
、
又
絃
楽
伴
奏
部
に
は
、
他
に
も
う
一
豪
の

C
e
m
b
a
l
o

が
参
加
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
バ
ッ
ハ
の
時
代
に
は
協
奏
曲
な
ど
は
時
と
場
合
で
種

種
な
る
演
奏
法
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
現
今
で
も
此
曲
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
に
な
つ
て
ゐ
る
も
の
も
残
っ
て
ゐ
る
し
、
又
二
豪
の
ピ
ア
ノ
曲
に
も
な
つ
て
ゐ
る
。

I
V
．
大
管
絃
架
の
為
め
の

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ヒ
編
作

原
曲
は
パ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
の
曲
で
あ
る
。
バ
ッ
ハ
が
オ
ル
ガ
ン
奏
者
と
し
て
常
時
第

一
人
者
で
あ
っ
た
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
幾
多
の
オ
ル
ガ
ン
名
曲
を
残
し
た
。
こ
の

曲
も
そ
の
―
つ
で
あ
る
。

P
r
a
l
u
d
iu
m
(
前
奏
曲
）
は
十
七
世
紀
末
葉
か
ら
器
楽
曲
の
序

奏
に
つ
け
ら
れ
て
来
た
。
オ
ル
ガ
ン
曲
の
場
合
は
寺
院
の
儀
式
の
始
ま
る
前
に
コ
ラ
ー

ル
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
幻
想
曲
風
に
自
由
演
奏
す
る
習
慣
だ
し
、
後
に
は
ピ
ア
ノ
奏
者
も

曲
の
演
奏
前
に
自
由
演
奏
を
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
を

P
r
a
l
u
d
ie
r
e
n
と
か

P
h
a
nt
a
s
ie
r
e
n

と
か
稲
さ
れ
る
。
こ
の
曲
の
前
奏
曲
（
四
分
の
四
拍
子
）
は
フ
ー
ゲ
に
つ
け
ら
れ
た
も

の
で
、

参
照
楽
譜
(

1

、
2
、
3

)

の
如
き
旋
律
を
基
礎
と
し
て
奏
さ
れ
る
。
フ
ー
ゲ

吾
等
心
よ
り
信
ぜ
ん
、

ア
レ
ル
イ
ア
ー
・

「
前
奏
曲
と
フ
ー
ゲ
」
菱
ホ
長
調

し
か
ら
ば
達
し
得
べ
し
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「
天
使
い
ひ
け
る
は
、
マ
リ
ア
よ
憚
る
A

勿
れ
、
爾
は
神
よ
り
恵
を
得
た
り
。
爾
卒
て

男
子
を
生
ん
、
其
名
を
イ
エ
ス
と
名
べ
し
…
…
」
（
路
加
博
一
、
三
十
ー
三
十
一
）
こ

の
受
胎
告
知
後
マ
リ
ア
が
神
に
感
謝
す
る
の
が
こ
の
讃
歌
で
あ
る
。
聖
母
マ
リ
ア
を
讃

美
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
こ
の
楽
曲
の
用
ゐ
た
歌
詞
は
路
加
博
第
一
章
四
十
六
ー

五
十
五
節
の
感
謝
の
詞
で
あ
る
。

バ
ッ
ハ
は
聖
母
讃
歌
を
三
曲
作
っ
て
ゐ
る
。
第
一
は
ソ
。
フ
ラ
／
獨
唱
の
曲
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
十
九
世
紀
中
に
紛
失
し
て
歴
史
家
は
現
今
も
尚
探
索
中
で
あ
る
。
第
二
は

獨
文
歌
詞
に
作
曲
し
た
獨
唱
・
合
唱
の
曲
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
全
集
版
に
あ
る
。
し
か
し

そ
の
出
来
は
第
三
の
ラ
テ
ン
文
歌
詞
に
作
曲
し
た
今
回
演
奏
の
も
の
に
比
し
て
劣
る
。

元
来
バ
ッ
ハ
は
ル
ー
テ
ル
の
新
敦
精
神
を
持
っ
た
敬
虔
な
る
信
者
で
あ
っ
た
が
、
嘗

時
ド
イ
ツ
敦
會
に
於
て
は
ラ
テ
ン
語
歌
詞
の
聖
歌
を
歌
ふ
事
も
許
さ
れ
、
ミ
ッ
サ
は
勿

論
の
事
、
マ
リ
ア
の
讃
歌
も
敦
會
儀
式
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
現
今
日
本
の
新

敦
派
敦
會
の
人
々
に
は
奇
異
な
現
象
で
あ
ら
う
。
但
し
儀
式
の
方
法
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の

そ
れ
と
は
異
つ
て
ゐ
て
、
比
較
的
時
間
は
短
か
く
輩
純
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
質
が
、
大

訳
日
用
聖
楽
曲
を
除
い
た
他
の
宗
敦
曲
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
聖
母
讃
歌
も
四
十
分
以
内

で
演
奏
さ
れ
、

全
曲
休
止
な
し
に
通
さ
れ
、
よ
く
ま
と
ま
っ
た
楽
曲
で
あ
る
か
ら
、
演

奏
會
用
に
隈
々
演
奏
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
日
本
で
全
曲
通
し
て
演
奏
す
る
こ
と
は
今
回

が
初
め
て
で
あ
る
。

こ
の
曲
の
初
演
は
恐
ら
く
ラ
イ
。
フ
チ
ヒ
で
一
七
二
三
年
耶
蘇
降
誕
祭
の
夕
の
祈
躊
式

の
際
歌
は
れ
た
も
の
で
あ
る
と
歴
史
家
は
云
ふ
。
こ
の
曲
の
原
稿
は
現
今
尚
ベ
ル
リ
ン

國
立
圏
書
館
に
保
存
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
表
題
に
は

M
a
g
n
ifi
c
at
a
 d
u
e
 S
o
p
r
a
n
i,
 

＞
．
聖
母
讃
歌

(
M
a
g
ni
f
i
c
at
)

は
五
竪
で
あ

っ
て
最
初
に
二
分
の
四
拍
子
で
主
題
が
奏
さ
れ
（
楽
譜
4
参
照
）
、

次
に

四
分
の
六
拍
子
で
副
旋
律
が
テ
ム
ボ
を
速
め
て
出
て
来
る
。
そ
れ
が
終
る
と
八
分
の
十

二
拍
子
で
副
主
題
が
現
は
れ
、
主
題
も
参
加
し
て
曲
は
牡
大
な
感
じ
を
以
て
終
る
。

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ヒ
(
-
八
七
四
ー
）
は
こ
の
崇
高
な
オ
ル
ガ
ン
曲
を
大
管
絃
楽
曲
に

編
作
し
て
、
大
。
ハ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
の
も
つ
雄
大
な
力
強
さ
と
、＿
音
色
と
を
巧
み
に
表
現

し
て
ゐ
る
。
こ
の
編
作
の
出
版
は
一
九
二
九
年
で
あ
る
。

A
lto
,
 Te

n
o
r
e
,
 Ba

s
s
o
,
 

3
 
T
r
o
m
b
e
,
 T

y
m
p
a
n
i,
 2
 
T
r
a
v
e
r
s
i,
 

2
 
H
a
u
tb
o
is,
 

2
 

V
iolin
ì

Viola 
e
 C
o
n
ti
n
u
o
 d
i
 
J
.
 S
.
 Ba

c
h
.
と
あ
る
。
今
回
の
演
奏
は

S
tr
a
u
b
e

編
の
楽
譜
を
使
用
し
た
°

・

先
づ
楽
曲
は
天
使
達
の
説
輻
の
磐
と
歓
喜
の
情
を
表
現
す
る
と
云
は
れ
る
管
絃
楽
の

前
奏
で
始
ま
り
、
歌
詞
の
内
容
に
従
ひ
合
唱
、
獨
唱
、
重
唱
が
巧
み
に
織
り
込
ま
れ
て

行
く
。

‘

1
．
序
奏
並
合
唱
ょ
我
心
主
を
崇
め

2
．
メ
ッ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
ニ
衣
震
は
わ
が
救
主
な
る
紳
を
喜
ぶ

3
．
ソ
。
フ
ラ
ノ
：
是
そ
の
使
女
の
卑
微
を
も
春
顧
た
ま
ふ
が
故
な
り
、
今
よ

り
の
ち
萬
世
ま
で
も
我
を
揺
な
る
者
と
稲
べ
し

4

．

合

唱

入

寓

世

ま

で

も

）

5
．
バ
ス
＂
そ
れ
櫂
能
を
有
た
ま
へ
る
者
わ
れ
に
大
な
る
事
を
成
せ

り
、
其
名
は
聖

6
．
重
唱
（
ア
ル
ト
、
テ
ノ
ー
ル
）
：
そ
の
衿
悼
は
世
々
か
れ
を
畏
る
A

者
に
及
ば
ん

7
．

合

唱

社

夫

腎

の

力

を

狡

し

て

、

心

の

畷

る

者

を

散

し

8
．
テ
ノ
ー
ル
こ
櫂
柄
あ
る
者
を
位
よ
り
下
し
、
卑
賤
者
を
皐
げ

9
．
ア
ル
ト
；
飢
た
る
者
を
美
食
に
飽
せ
、
富
る
者
を
徒
＜
返
ら
せ
給

ふ。

1
0．
重
唱
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
ー
、
I
I、
ア
ル
ト
）
~
〔
御
衿
位
を
忘
れ
給
は
ず
、
そ
の
僕
イ

ス
ラ
ヱ
ル
を
扶
持
た
ま
へ
り
〕

唱
~
〔
我
等
の
祖
先
に
曰
ひ
し
如
く
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
も
そ
の

子
孫
に
も
世
々
に
限
り
な
く
及
し
給
は
ん
〕

唱
~
〔
願
は
く
は
聖
父
と
聖
子
と
聖
簗
に
榮
光
あ
ら
ん
こ
と
を
、

始
め
に
あ
り
し
如
く
、
今
も
、
何
時
も
世
々
に
至
る
ま

で

、

亜

孟

！

〕

註
る
聖
句
は
路
加
偲
一
、
四
十
四
ー
五
十
五
に
墟
っ
た
。
但
五
十
四
ー
五
十
五
節
は
ラ
テ
ン
文
と

そ
の
順
序
を
異
に
し
、
且
つ
終
り
に
Glor
ia
P
atri… 
．．
 

の
祈
講
文
が
附
加
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

ラ
テ
ン
文
に
墟
つ
て
繹
出
し
た
。
〔
〕
内
が
そ
れ
で
あ
る
。

1
2
．
合

1
1
．
合

〔
原
資
料
横
組
〕
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第 海指學
一 軍
ヴ々
ァ闘架揮校
イ 隊
ォ係築
リ管長者長
ン絃

楽
岩 渡石松平小水蜂鳥末川田疋揺 岡 清 桂 松 幅 大 栗 兎 黒 井 口 部 内 フ ゜ を 乗

本邊： 田戸；口谷居吉上；田井見水平：：井岡原束澤上｀員藤i丑

政 二＋龍 幸 つ 雄 貴 小 直 温 み 運大龍良武ラ ・ 清ハ・嘉
ツィ

蔵健 郎蔵也繁麿龍な二淳子枝弘彦澄太よ巖英治夫輝雄ク 五ム

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

壽

セ

ロ

ヴ

ィ

オ

ラ

倉 阿 安盛浅呉沖岡小酒平市細喜北榎平平増伊岡大藤杉簗田荒岩多

田保部口野泰不野澤井井］［ 谷 田 ； ：井田：藤田塚田；瀬村木崎

幸勝常次可貞 保志正遷二四保 ー純二 罷谷道五幹吉久

高健明三七郎止一弘悌三春秋吉郎郎喜忠郎三郎淳秋夫夫郎枝三興
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コフバク Es オオフ フ
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フト クリラリボ I ユ
アラ ゴラ リツ 1 ヒ° I ユ
ゴ・ ッネリ ネ ネシ・ ボツト ］ ラ
ッ ッツッュイ コ バ
ト トトトトホン I ロ ト ス

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ l ̂ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 
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藤 木 佐金片金柳佐中塚宮原石松坂加 平山荒揺山城片 小深黒

井 戸 々 子 山 野 澤 々 藪本本 井谷 賀山田井家口：倉原海杭

全:-J :安弾木 功信 逸正富秀三軍正兵 政善

武 ー一 登郎蔵覺武外章博男夫穣郎治蔵一郎平男衛勇治次亘

オ チ

ェ

ン

バ

ロ

チ

ェ

レ

ス

タ

解

説

並

二

諏

詞

ホ

Jレ

Jレ

ガ

ン

遠

藤

宏

〔原
資
料
横
組
〕

ハヒ゜グシ大テト トト ト
1口ロ太イ ロ Fロ
ルツホ鼓ンウ ントン ロ

l i多ベン・パ 、ロバ ン
リシツ・ル l ホン I バ
ァュケ I I 

プンン テニ バ ン I I ン

ゲ^＾ ^  ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^  ^ ^ ^ ^  Jレ 91 海 11 19 19 19 99 9I 海 99 19 II 海芭
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箕山遠水横本加太仙西白犬洲西矢岸海小幅堀高江永椿

見谷山加藤田波川雁車伏之村野川上林永本橋口

ス 内 澤
ミ 泰 睛潤次 宋 昌 昌 鰊 安 信 賢 五 綱
レ

雄男子夫鶴子同弘幅ーニ清馬次夫雄學八正夫郎明晴作

篠田

俊和豊達田

田 原

良

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
年
六
月
十
八
日
）

豊
増
氏
の
快
演

六

月

十

五

日

夜

、

日

比

谷

公

會

堂

。

こ

れ

ま

で

マ

ー

ラ

ー

、

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

等

の

近

代

大

曲

で

人

目

を

釜

動

し

て

ゐ

た

上

野

音

楽

學

校

は

、

今

回

バ

ッ

ハ

誕

生

二

百

五

十

年

を

機

と

し

て

大

楽

聖

の

作

品

の

み

を

も

つ

て

演

奏

會

を

催

し

た

。

こ

れ

は

直

に

燒

倖

だ

と

い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。

何

故

な

ら

ば

同

校

は

早

晩

バ

ッ

ハ

（

と

い

ふ

よ

り

は

純

然

た

る

古

典

）

に

戻

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

運

命

に

逢

着

し

て

ゐ

た

か

ら

で

あ

る

。

従

っ

て

今

回

の

生

誕

記

念

は

む

し

ろ

そ

の

機

會

を

早

め

た

の

で

あ

っ

て

、

即

ち

、

そ

れ

は

管

絃

楽

演

奏

の

基

礎

立

直

し

に

闘

す

る

最

も

閥

裁

の

良

い

口

質

を

奥

へ

た

こ

と

に

な

る

か

ら

で

あ

る

。

兎

に

角

、

バ

ッ

ハ

に

復

鱚

し

た

以

上

曲

目

は

、

従

来

の

コ

ケ

お

ど

し

の

名

残

り

を

止

め

た

シ

ヱ

ー

ン

ベ

ル

ヒ

編

作

に

撼

る

「

前

奏

曲

と

フ

ー

ゲ

L

一

曲

を

除

い

て

他

の

純

て

皆

現

在

の

上

野

の

演

奏

を

改

善

す

る

に

最

も

相

應

し

い

も

の

で

あ

っ

た

の

が

嬉

し

か

つ

た

。
然

し

、

こ

れ

等

の

楽

曲

は

必

ず

し

も

、

完

全

な

出

来

で

無

か

っ

た

こ

と

も

事

質

で

あ

っ

た

。

例

へ

ば

、

マ

ー

ラ

］

な

ど

と

は

比

較

に

な

ら

ぬ

合

奏

組

織

の

簡

明

な

バ

ッ

ハ

の

絃

楽

合

奏

を

聴

く

時

、

わ

れ

／

＼

は

こ

れ

だ

け

組

織

の

明

確

な

る

も

の

に

お

い

て

、

そ

し

て

勘

く

と

も

マ

ー

ラ

ー

、

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

よ

り

は

遥

に

無

理

の

無

い

本

筋

の

合

奏

に

お

い

て

す

ら

、

如

何

に

こ

A
の

園

櫃

が

そ

れ

を

完

全

に

消

化

し

切

れ

ず

に

ゐ

る

か

ゞ

明

瞭

に

解

る

か

ら

で

あ

る

。

け

れ

ど

も

、

ま

た

そ

の

不

消

化

の

度

合

は

マ

ー

ラ

ー

な

ど

と

は

全

く

相

違

し

、

相

常

の

と

こ

ろ

ま

で

は

十

分

こ

な

し

て

そ

の

責

を

償

つ

て

ゐ

た

。

演

奏

中

出

色

の

出

来

は

豊

増

昇

氏

の

ピ

ア

ノ

協

奏

曲

獨

奏

で

あ

る

。

必

ず

し

も

今

回

完

璧

と

は

い

ひ

難

い

ま

で

も

、

質

に

稽

讃

に

債

す

る

も

の

で

、

氏

の

わ

が

洋

琴

界

へ

の

出

現

は

、

斯

道

に

最

高

の

牧

穫

の

―

つ

を

加

へ

た

特

筆

に

足

る

も

の

だ

っ

た

。

シ

ヱ

ー

ン

ベ

ル

ヒ

編

曲

演

奏

は

愚

業

。

最

後

の

「

聖

母

讃

歌

」

は

効

果

の

不

足

が

あ

る

が

そ

の

っ

A
ま

し

い

演

奏

振

り

に

は

感

服

す

る

。

須

ら

く

音

楽

學

校

の

演

奏

會

は

今

後

こ

の

調

子

で

行

は

る

べ

き

だ

。

（

野

村

光

一

）

〔批

評〕昔
楽
學
校
の
バ
ッ
ハ
演
奏
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ヒ＂
台
只 高

小 猜

鍛

冶

野

連

吟

小江笠年

林見原生

ハ潤ふ

ナ子じ

五

年

生

ツ
レ
照
山
英
雄

五

年

生

五

年

生

シ
テ
島
崎
敬
夫
ヮ
キ
小
磯
東

五

服檜有石岩年

部山吉原淵生

榮源哲清

二陸ーニ士
五

安久鳥津赤年

田堡居越松生

忠翌健辰精
義郎治秋治

五

田北宮中闘松年

村的ll西野井生

茂芭榮拌武定

次郎造夫夫之

二

平池善閥年

繋田塁澤生
ヌ青笛枝涼
オ枝子子

三

笠中本千新年
原村戸葉村生
婦由

ふ美富信紀
じ子士子子

三

中大江船小服年

村和見田林部生

ミ美潤多ハ登

ツ疾子嘉ナ和

一
、
混
竪
合
唱

日
本
古
話

獨
逸
民
謡

會

生
…
…
…
…
…
…
…
…
言ィ

人

大

塚

講

師

二

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

木

本

紀

代

子

ソ
ナ
タ
嬰
へ
長
調
作
品
七
十
八
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
一
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ
カ
ン
タ
ビ
ー
レ

第
二
架
章
ア
レ
グ
ロ
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

春

の

蒲

狩

指

揮

時

衣

一
年
生

中

村

篤

雄

小
川
保
之
助

小

島

芳

正

昭
和
十
年
六
月
二
十
二
日

第
八
十
二
回
学
友
会
演
奏
会

第
八
十
二
回
學
友
會
演
奏
會

昭
和
十
年
六
月
廿
二
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

連

経

政

吟

鞍

馬

天

狗

熊

坂

嘱

託

島

澤

啓

次

二

年

生

二

年

生

シ
テ
鈴
木
敬
子
ヮ
キ
丸
山
里
子

嘱

託

武

田

太

加

志

八

嘱

託

大

西

信

弘

砂

素陥
四

年

生

ツ
レ
檜
常
太
郎

四

年

生

シ
テ
高
橋
榮

番

組

四

年

生

四

年

生

中

道

孝

雄

豊

田

秀

夫

四

年

生

熊

倉

操

一

郎

郷

郭

太

郎

ワ

キ

萩

原

敏

雄

藤

沼

忠

重

清

水

郁

三

ワ

キ

ツ

レ

是

永

重

市

中

原

徳

一

窪

野

博

商

ワ

キ

ッ

レ

丸

山

信

男

荻

島

雄

三

伊

藤

雄

蔵

島段仕

昭
和
十
年
六
月
十
六
日
春
季
能
楽
演
奏
会

昭
和
十
年
六
月
十
六
日
（
第
三
日
曜
日
）
竺
疇
疇
詞
”
”

會
場
牛
込
匿
新
小

川

町

観

世
會
能
架
堂

能

架

科

春

季

演

奏

番

組

東

京

昔

渠

學

校

土

網

之
笠

之

段

蜘

連

舞 吟

獨

託

坂

井

昔

次

郎

嘱

託

藤

波

順

三

郎

講

師

観

世

左

近

二

年

生

頼
光
榎
本
誠
一

二

年

生

ト
モ
高
居
善
治

二

年

生

胡

蝶

明

石

勇

二

年

生

二

年

生

シ
テ
小
林
善
兵
衛
ヮ
キ
瀬
尾
三
郎

潔員

そ
中茨窪和久松櫛小木三

村田田雷塁原泉月年
誠勝義克太雄秀佐生

二行之饒已郎次雄渡三

佐綾小前小伊小小木中年

藤部山弱田藤儡池村村生

俊英置道周之正末篤

彦猪衛吾好蔵助雄治雄＝

輻齋徳田工大安小大青年

島藤江中一石藤島塚沼生

季政梅菊林光芳金寂

茂夫次作松平二正平謀
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ブ
ル
レ
ス
ケ

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ー
ル
ニ
ド
ラ
イ

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

八、

管
絃
架

今

井

治

郎

第

ニ

ピ

ア

ノ

ン

ロ

タ

敦

師

〔

マ

マ

〕

ニ
短
調
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
リ
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

會

指

揮

大

歌
劇
「
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
テ
ル
」
序
曲
…
…
…
…
…
…
ロ

（『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
六
号
、
昭
和
十
年
十
二
月
、
一
三
二
頁
）

昭
和
十
年
六
月
二
十
八
日
！
三
十
日
演
奏
旅
行
（
新
潟
）

l

行
百
五
十
名
東
京
音
楽
學
校
生
徒
来
港

新
潟
高
女
記
念
音
楽
會
出
演

新
潟
高
等
女
學
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
行
事
の
黙
巻
と
も
い
ふ
東
京
昔
榮

い

よ

わ

た

學
校
大
演
奏
會
は
愈
々
今
二
十
九
日
午
後
二
時
午
後
六
時
半
か
ら
と
二
回
に
亘

つ
て
開
催
さ
れ
る
が
本
邦
楽
壇
の
最
高
櫂
威
だ
け
に
普
通
音
架
會
と
異
る
人
氣

を
呼
び
前
景
氣
よ
く
學
生
卒
業
生
の
一
行
百
六
十
一
名
は
大
塚
、
永
井
、
槙
田

作
品
四
十
七

ツ塚

シ講

二師員

伴

奏

ブ小松

ル田浦

ツ雪君

フ江代

喜

伴

奏

山

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
第
一
番
イ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
バ

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

四
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

井

上

知

子

伴

奏

谷

康

子

岩
上
の
牧
人
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

五

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

高

橋

英

子

ソ
ナ
タ
嬰
へ
短
調
作
品
十
一
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン

第
一
楽
章
イ
ン
ト
ロ
ダ
チ
オ
ー
ネ
ウ
ン
ポ

コ
ア
ダ
ヂ
オ

ア
レ
グ
ロ
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

田田
ッ
和遷

ハ男吉

氏
等
十
名
の
職
員
に
引
率
さ
れ

て
二
十
九
日
午
前
七
時
三
十
五
分
着
列
車
で
来

港
し
た

一
、
管
絃
率

歌
劇
「
自
由
射
手
」
序
曲

二
、
混
槃
合
唱

イ
、
春
の
禰
生

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

イ
、
ガ
ボ
オ
ッ
ト

四
、
管
絃
榮
附
獨
唱
及
合
唱

歌
劇
「
お
蝶
夫
人
」
よ
り

イ
、
睛
れ
た
る
日

ロ
、
夜
の
船
唄

▲
休

五
、
管
絃
榮

歌
劇
「
ウ
イ
ル
ヘ
〔
ル
〕
ム
テ
ル
」
序
曲

六
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

イ
、
月
口
、
子
守
唄
ハ
、
明
く
れ
ば

七
、
合
唱
及
管
絃
架

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
中
の
大
行
進
曲

昭
和
十
年
七
月
二
十
三
日

第
八
十
三
回
学
友
会
演
奏
会

第
八
十
三
回
學
友
會
演
奏
會

昭
和
十
年
七
月
廿
三
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分

憩

口
ヽ

ロ
、
夢

マ
ヅ
ル
カ

ハ
、
猟
人

（
『
新
潟
新
聞
』
昭
和
十
年
六
月
三
十
日
）

二

、

献

身

ハ
、
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

横
田
都
馬
子

永
井

一
、
火
の
踊
り

槙
田
都
馬
子 進
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六、 五、

第
三
架
章

第
四
槃
章

八
、
絃
楽
四
重
奏

絃
第第榮
ニー四
架楽重
章章奏

曲
アメクスア
レヌワケレ作
グエジルグ品
ロッ ツロ十

トアオ八
レマのセヴ第第

アグア四 ヰニー
レレンノ オヴヴ
グツダンハロラアアス
レトン短 イイイ
ッテ タ調 オオル
ト ンi リリヴ

スト； ンンア
ケ：ン
ルベ盛増松岡
ツ 1 ク
オ トロ田田見ワ

1 尚ル
ヴ悦一十温テ
ェッ
ン知郎蔵彦卜

初

一
、
混
竪
合
唱

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

山

ヘ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
よ
り

四

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

三

ペ
ト
ラ
ル
カ
の
ソ
ネ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
リ

グ
ノ
ー
メ
ン
ラ
イ
ゲ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
リ山

内

秀

子

伴

奏

堀

直

子

伯
爵
夫
人
の
詠
唱
…
モ
ツ
ア
ル
ト

エ
ル
ザ
の
詠
唱
…
…
ヴ
ア
グ
ナ
ー

會

田

高

伴
奏
。
フ
リ
ン
ク
ス
ハ
イ
ム
敦
師

コ
ー
ル
ニ
ド
ラ
イ
作
品
四
十
七
•
…
…
…
…
…
•
•
ブ
ル
ッ
フ

親

愛

の

言

葉

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

カ

サ

ド

清

水

澄

伴

奏

黒

澤

愛

子

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
第
二
番
二

短
調
…
…
…
…
…
ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー

第
一
架
章
ア
レ
ク
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

1

0
、

ソヒ゜徒ワ
第ナア イ
ータノ歩ラ
楽獨ス
章ホ奏旅
長 の

テプアヴ調 戸歌
］レダイ ： ： 
マスヂヴ作 ； ； 

テオア品 ： ： 
ウイ ］百
ンシエチ九 i i 
トモスヱ； i i 

プマ l i i 
ス： ； ； 
イノ； ： ：伴

ボン li i奏
ト： i i 
ロベ横ヴヴ山國

｀山
I I田

;: 

―
一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

渡

邊

ヒ

ア

ノ

永

井

゜

ソ

ナ

タ

ハ

短

調

作

品

四

十

五

…

…

…

…

…

…

…

グ

リ

ー

第

一

架

章

ア

レ

グ

ロ

モ

ル

ト

エ

ア

パ

シ

ョ

ナ

ー

ト

（『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
六
号
、
昭
和
十
年
十
二
月
、
一
三
二

l
一
三
三
頁
）

昭
和
十
年
十
月
十
三
日
第
七
十
六
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
年
十
月
十
三
日
（
日
曜
日
）
叶
鱈
5
詞
”
疇

日
比
谷
公
會
堂

I
.
「
ダ
ン
テ
の
神
曲
に
櫨
る
」
交
響
曲
…
…
…
…
…
リ

I
I
．
管
絃
榮
協
奏
曲

演

東

京

音

楽

學

校

ハ
長
調
・
作
品
三
二
…
…
…
…
…
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
作
曲

ー

休

憩

I

本

邦

初

演

(

1

)

地

獄

篇

(

2

)

煉
獄
篇
ー
讃
歌
（
兒
童
合
唱
附
）

ス

ト

作

曲

會
場

昔

渠

演

奏

曲

目

セ
ロ
獨
奏

歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
よ
り

歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
よ
り

上

ト

ミ
ス

ト

ス

ト

ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

ク進健

第 2部

、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

高

木

清

伴

奏

三

宅

洋

一

郎

ヴ
ア
レ
ン
テ
イ
ン
の
詠
唱
…
グ
ノ
ー

二
、
。
ヒ
ア
ノ
獨
奏

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

第
二
柴
草

第
三
架
章

ヨ口

パ華

ン子

日

本

古

陥

春

獨

逸

民

謡

狩

の

會

員

指

揮

大

塚

講

師

蒲

生

…

…

…

…

…

…

…

…

信

時

潔

人

九
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

ヴ
ア
リ
ア
テ
イ
オ
ー
ネ
ン

オオ田枝

ルル和一

フフ男郎
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I
I
.
 

「

十
九
世
紀
中
葉
に
於
け
る
標
題
―音
楽
作
曲
の
傾
向
は
リ
ス
ト
と
ワ
ー
グ
ネ
ル
に
最
も

I
I
I
.
 

ト

乍,1 

1
.
「
ダ
ン
テ
の
神
曲
に
腺
る
」
交
響
曲

リ

ス

P
R
O
G
R
A
M
M
 

E
i

n
e
 S
y
mp
h
o
ni

e
 z
u
 D
a
nt

e
s
 
D
i

vi
n
a
 C
o
m
m
e
di
a
 

Ftir 
grosses 
O
r
c
h
e
st
er 
u
n
d
 K
i

n
d
e
r
c
h
0
1
 

F
r
a
n
z
 

1

)

 

Inferno 

2

)

 

P
u
r
g
at
ori
o
ー
マ
f
a
g
ni:
f
i

c
at

(
Ki
n
d
e
r
c
h
o
r
)
 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

|
P
a
u
s
e
1
 

K
o
n
z
e
rt

 

f

u
r
 O
r
c
h
e
st

e
r
 i
n
 C
,
d
u
r
 O
p
.
 

3
2
.
 

K
l
a
u
s
 P
ri
n
g
s
h
ei
m
 

(
U
 rauffiihrung
)

 

V
o
r
sp
i

el 
z
u
,,
D
i

e
 M
ei
st
ersi
n
g
e
r
 v
o
n
 N
iirnberĝ

 ̂

R
i

c
h
a
r
d
 W
a
g
n
e
r
 

L
ei

 t

u
ng
 :
 K
l
a
u
s
 P
ri

n
g
s
h
ei

m
 

O
r
c
h
e
st

er 
d
e
r
 K
ai
serli
c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

z
u
 T
o
ki
o
 

K
i

n
d
e
r
c
h
o
r
:
 Ue
n
o
 J
i

d
o
 O
n
g
a
k
u
g
a
k
u
e
n
 

合管指

絃

唱楽 揮

L
i

szt
 

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

上
野
兒
童
一
音
楽
學
園
兒
童

〔原
資
料
横
組
〕

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

m.
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
の
平
民
歌
手
」
序
奏
…
…
ワ
ー
グ
ネ
ル
作
曲

認
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
リ
ス
ト
は
器
楽
、
特
に
管
絃
楽
を
以
て
詩
的
意
味
内
容
の
表
現

に
努
力
し
、
多
く
の
交
響
楽
詩
を
作
曲
し
た
。
従
つ
て
表
現
内
容
の
偏
重
は
純
器
楽
曲

形
式
を
無
視
し
て
ゐ
る
為
め
に
、
楽
曲
の
解
説
が
必
要
と
な
る
。
即
標
題
の
意
味
内
容
を

先
づ
知
つ
て
、
楽
曲
を
鑑
賞
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
交
響
楽
詩
も
亦
同
様
で
あ
る
。

ダ
ン
テ
は
中
世
末
期
、
初
期
文
藝
復
興
期
に
於
け
る
伊
太
利
フ
ロ
レ
ン
ス
の
大
詩
人

で
あ
っ
た
事
は
人
も
よ
く
知
る
所
で
あ
る
。彼
の
大
詩
篇「
帥
曲
」
Di

vi
na
C
o
m
m
e
di

a
 

は
晩
年
の
作
、
即
流
浪
時
代
の
作
で
、
三
部
に
分
れ
て
ゐ
る
。
第
一
部
は
地
獄
篇

Inferno
で
一
三

0
0
|
0八
年
に
完
成
、
第
二
部
は
煉
獄
篇

P
u
r
g
atori
0

で
一
三

一
三
年
に
完
成
し
て
ゐ
る
。
第
三
部
は
天
國
篇
で
あ
る
が
こ
れ
は
ダ
ン
テ
の
死
後
遺
稿

と
し
て
猿
見
さ
れ
た
。
ダ
ン
テ
は
こ
の
大
詩
篇
の
中
で
死
し
た
る
不
朽
の
懸
人
ベ
ア
ト

リ
ー
チ
ェ
の
崇
高
な
姿
に
自
己
を
天
國
へ
と
導
か
せ
て
ゐ
る
。

リ
ス
ト
は
こ
の
交
響
楽
詩
を
二
大
楽
章
に
分
け
、
第
一
楽
章
を
地
獄
篇
と
し
、
第
二

楽
章
を
煉
獄
篇
と
し
、
そ
の
最
後
に
宗
敦
的
讃
歌

M
a
g
ni
f
i

cat
を
附
し
て
、
天
國
ヘ

の
旅
立
ち
を
思
は
せ
て
ゐ
る
。
但
し
天
國
篇
は
作
曲
し
て
ゐ
な
い
。
第
一
歌
は
、
人
生

の
路
、
半
ば
に
し
て
正
し
き
行
く
手
を
喪
ひ
、
小
暗
き
林
の
な
か
に
あ
る
ダ
ン
テ
自
身

の
姿
を
歌
ひ
出
す
。
こ
の
谷
間
の
林
か
ら
出
や
う
と
す
る
と
三
悪
を
象
徴
す
る
三
頭
の

猛
獣
に
出
合
ふ
。
そ
こ
へ
人
智
の
シ
ム
ボ
ル
で
あ
る
ヴ
ィ
ル
ジ
リ
オ
が
出
現
し
て
彼
を

救
ふ
。
古
代
ロ
ー
マ
の
詩
人
ヴ
ィ
ル
ジ
リ
オ
は
ダ
ン
テ
の
崇
拝
す
る
所
で
あ
っ
て
、
彼

に
伴
は
れ
つ
A

、
地
獄
と
煉
獄
と
を
遍
歴
す
る
の
が
こ
の
大
詩
篇
の
筋
で
あ
る
。
ダ
ン

テ
の
描
く
地
獄
は
大
き
な
奈
落
で
地
球
の
中
心
に
あ
る
。
こ
れ
を
閉
す
地
殻
の
頂
上
に

は
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
が
あ
る
の
で
あ
る
。
地
球
は
罪
人
の
軽
重
に
従
っ
て
種
々
な
る
朕
態

を
現
出
し
、
人
の
世
の
罪
を
深
刻
に
描
窟
し
て
ゐ
る
。
第
二
部
の
煉
獄
は
園
錐
欣
を
な

し
た
高
い
山
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
山
は
麓
程
峻
し
く
な
っ
て
ゐ
て
、
七

悪
を
犯
し
た
も
の
が
最
初
ゐ
る
。
こ
れ
等
は
漸
次
登
り
つ
A

、
清
め
ら
れ
ん
と
準
備
し

て
ゐ
る
。
頂
上
に
近
づ
く
に
従
っ
て
清
浮
と
な
り
、
永
遠
の
硯
幅
へ
導
か
れ
て
行
く
。

こ
の
高
山
の
頂
上
が
即
地
上
楽
園
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
ダ
ン
テ
は
や
が
て
ヴ
ィ
ル
ジ
リ

オ
に
伴
は
れ
て
頂
上
に
達
す
る
と
、
天
使
に
護
ら
れ
た
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
が
天
國
か
ら

現
は
れ
る
。
こ
の
時
案
内
者
ヴ
ィ
ル
ジ
リ
オ
は
消
え
去
っ
た
。
レ
ー
テ
河
の
水
に
浸
さ

れ
て
ダ
ン
テ
は
先
づ
浮
め
ら
れ
、
エ
ウ
ノ
エ
河
に
浸
さ
れ
て
生
前
の
善
行
を
想
ひ
起
し
、
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ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
作
(
-
九
三
四
）

合
唱
歌
詞

か
く
し
て
清
浮
な
身
と
な
っ
て
ダ
ン
テ
は
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
に
導
か
れ
て
共
に
天
國
ヘ

旅
立
つ
。
天
國
の
七
天
に
は
生
前
善
き
生
活
を
螢
ん
で
ゐ
た
魂
が
凱
歌
を
奏
し
て
ゐ

る
。
逝
に
恒
星
天
に
は
キ
リ
ス
ト
と
聖
母
マ
リ
ア
の
姿
が
見
え
る
。
此
曲
の
最
後
の
合

唱
讃
歌
は
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
聖
歌
調
を
な
し
、
清
浮
の
身
と
な
つ
て
天
國
に
旅
立
つ
姿
を

讃
美
す
る
か
の
や
う
で
あ
る
。

M
ag
ni
f
i

cat
 

a
ni
m
a
 m
e
a
 D
o
mi
n
u
m
 

et
 

exsultavi
t
 

sp
i

ri
t

us m
e
u
s
 i
n
 D
e
o
 salt

ali 
m
e
o
.
 

H
o
s
a
n
n
a
!
 Halleluj

a
 !
 

わ
が
魂
、
主
を
崇
め
奉
る

わ
が
こ
A

ろ
、
救
主
に
て
在
す
稗
に
由
り
て
喜
に
堪
へ
ず

オ
ザ
ン
ナ
ー
・
ア
レ
ル
イ
ア
ー
・

2
．
管
絃
架
協
奏
曲
・
ハ
長
調
・
作
品
三
二

乗
杉
學
校
長
並
東
京
―
音
楽
學
校
に
献
ず

こ
の
作
品
は
大
き
な
目
的
に
達
し
よ
う
と
し
た
―
つ
の
習
作
で
あ
り
、
そ
れ
は
又
日

本
の
一
音
楽
界
に
於
け
る
す
べ
て
の
努
力
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
日
本
音
楽
の
直

感
と
博
統
と
又
西
欧
＿
音
楽
の
形
式
と
表
現
と
の
正
掌
な
る
且
又
未
来
あ
る
綜
合
化
を
目

的
と
し
た
試
作
な
の
で
あ
る
。
―
つ
の
新
ら
し
い
藝
術
は
東
西
文
化
の
潮
が
相
交
流
す

る
と
こ
ろ
に
興
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
新
し
い
日
本
の
藝
術
こ
そ
は
日
本
の
藝
術
家
に

附
典
さ
れ
た
創
造
的
な
も
の
で
あ
る
。
西
洋
の
一
音
楽
家
に
し
て
多
分
な
し
得
る
こ
と

は
、
日
本
の
新
し
い
藝
術
家
に
歩
み
得
る
路
を
知
ら
し
め
、
試
み
と
例
を
示
し
つ
A

、

確
質
な
路
を
先
行
す
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。

こ
の
交
響
楽
的
制
作
の
第
一
主
題
（
参
照
楽
譜
2

)

は
「
日
本
的
」
で
あ
る
。
即
日

〔

マ

マ

〕

本
の
半
昔
程
の
無
い
五
段
音
階
の
上
を
動
い
て
居
る
。
そ
れ
は
日
本
的
性
質
を
有
し
て

居
る
が
、
し
か
し
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
即
日
本
の
土
地
の
上
に
、
日
本

の
風
景
の
中
に
、
そ
の
雰
園
氣
の
う
ち
に
得
た
純
日
本
的
な
も
の
が
こ
の
主
題
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
丁
度
海
邊
の
鯨
波
の
う
ち
に
景
色
を
よ
り
よ
く
描
か
う
と
す
る
よ
う
に
、
こ

の
交
響
楽
的
制
作
の
主
な
る
旋
律
的
題
材
を
日
本
的
な
も
の
に
得
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

元
来
日
本
の
旋
律
を
西
洋
音
楽
的
に
正
確
に
和
竪
づ
け
る

こ
と
は
、
即
西
洋
の
機
能

的
和
竪
學
の
基
礎
原
理
に
饉
せ
し
め
る
こ
と
は
矛
盾
し
て
ゐ
る
よ
う
で
あ
り
、
尚
又
す

べ
て
の
日
本
―
音
楽
の
箪
一
性
は
模
倣
的
封
位
法
の
厳
格
な
作
曲
規
則
と
は
調
和
し
な
い

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
旋
律
の
も
つ
潜
在
的
意
味
の
う
ち
に
入
り
込
ん
で
、
正
し
く

言
へ
ば
、
和
槃
的
分
解
の
結
果
そ
の
旋
律
に
存
在
す
る
性
質
を
又
如
何
な
る
性
質
の
中

に
そ
の
旋
律
が
存
在
す
る
か
を
明
瞭
に
閥
験
し
て
見
る
と
必
ず
し
も
さ
う
で
は
な
い
。

虐
が
目
下
日
本
の
作
曲
家
も
亦
西
洋
の
作
曲
家
も
、
日
本
の
旋
律
に
は
不
定
な
所
謂
不

覇
束
的
な
和
絃
昔
を
添
飾
す
る
の
を
通
例
と
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
そ
の
印
象
派
的
手
法

は
臆
病
な
為
め
も
あ
っ
て
か
、
旋
律
の
和
墜
的
性
質
を
傷
け
、
そ
れ
を
明
瞭
に
す
る
所

か
寧
覆
滅
し
て
仕
舞
ふ
。
し
か
し
私
は
時
折
勉
強
の
目
的
で
〔
ヽ
〕
日
本
の
か
く
の
如
き

〔

マ

マ

〕

旋
律
又
は
「
日
本
的
主
題
」
を
正
確
に
復
―
音
楽
的
形
の
封
象
に
試
み
て
見
て
、
日
本
的
主

題
が
復
音
楽
の
主
導
者
と
し
て
又
誘
導
力
と
し
て
効
果
あ
る
黙
を
見
出
し
、
尚
又
法
式

的
な
フ
ー
ゲ
の
過
程
で
こ
の
主
導
者
で
あ
る
日
本
的
主
題
を
厳
格
に
試
み
て
見
た
結

果
、
必
ず
し
も
東
洋
的
な
も
の
と
西
洋
的
な
も
の
A

融
合
は
不
可
能
で
な
い
と
信
じ
た
。

そ
こ
で
私
は
日
本
的
主
題
の
取
扱
ひ
方
を
バ
ッ
ハ
の
精
紳
で
や
っ
て
見
た
の
が
、
こ
の

曲
の
最
初
の
主
要
楽
部
で
あ
る
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
イ
や
。
フ
チ
ー
ニ
の
取
扱
ひ
方
で
は
な
い
。

私
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
の
形
式
は
、
基
礎
的
に
は
慣
例
的
な
「
ソ
ナ
ー
タ
形
式
」
で
あ

つ
て
、
交
響
曲
の
第
一
楽
章
の
や
う
に
、
「
提
示
部
、
展
開
部
、
反
覆
部
（
並
に
終
楽

旬
）
」
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
中
間
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
或
は
ス
ケ
ル
ツ
オ
を
も

っ
た
多
楽
章
か
ら
な
る
作
品
の
構
想
が
、
こ
の
私
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
の
中
に
一
緒
に
取

容
ら
れ
又
楽
想
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

全
謄
の
約
三
分
の
二
に
富
る
五
百
小
節
か
ら
な
る

展
開
部
は
更
に
又
―
―
一
部
か
ら
成
立
す
る
。

1

但
し
長
く
績
く
フ
ー
ゲ
の
そ
の
第
一
部

だ
け
が
勿
論
厳
格
な
展
開
部
の
特
性
を
保
つ
。
第
二
部
は
先
行
部
と
闘
聯
の
な
い
新
し

い
主
題
（
参
照
楽
譜
3

)

で
獨
特
な
愛
奏
楽
節
を
狡
展
さ
せ
、
第
三
部
は
ス
ケ
ル
ツ
ォ

〔

マ

マ

〕

風
（
参
照
楽
譜
4

)

の
形
式
を
と
り
、
こ
れ
は
復
フ
ー
ゲ
で
主
要
楽
句
が
再
現
す
る
と

共
に
展
開
部
の
作
業
を
再
び
始
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
構
造
と
形
式
的
統
一
は

調
昔
闘
係
に
よ
っ
て
明
瞭
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
主
要
調
―
音
は
ハ
長
調
で
、
此
曲
の
最
初

の
下
降
的
音
階
と
三
和
音
を
上
昇
す
る
剛
夙
の
昔
か
ら
な
る

ア
ウ
フ
タ
ク
ト
の
動
機

第2部 昭和の東京音楽学校篇 360 
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一
八
六
五
年
初
演
の

「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ソ
ル
デ
」
の
楽
劇
の
中
に
＿
音
楽
と
詩
の
綜

合
的
表
現
を
な
し
、
引
績
き
「
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
輪
」
の
連
作
に
綜
合
藝
術
的
努
力

を
績
け
て
ゐ
た
ワ
ー
グ
ネ
ル
は
、
一
八
六
八
年
六
月
こ
の
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
の
平

民
歌
手
」
を
初
演
し
た
。
し
か
も
こ
れ
は
歌
劇
的
要
素
に
富
み
、
純
粋
―
音
楽
美
が
喜
歌

劇
の
内
容
に
巧
み
に
部
し
て
ゐ
る
。

ワ
ー
グ
ネ
ル
は
こ
の
歌
劇
の
中
で
、
十
五
世
紀
頃
の
獨
逸
の
民
間
音
楽
詩
人
、

M
ei
st
e
r
si
n
g
e
r

を
題
材
に
し
て
ゐ
る
。
主
役
に
靴
屋
の
親
方
で
音
楽
詩
人
で
あ
っ
た

ハ
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
を
出
し
、
嘗
時
の
庶
民
階
級
を
描
寓
し
、
諧
諒
を
加
味
し
て
ゐ

る
。
圃
熟
し
た
作
曲
技
巧
、
特
に
巧
み
な
封
位
法
を
用
ゐ
て
、
楽
劇
と
し
て
又
同
時
に

歌
劇
と
し
て
充
分
な
る
効
果
を
あ
げ
て
ゐ
る
。
こ
の
前
奏
曲
に
は
劇
中
の
種
々
な
る
主

3
．
歌
劇
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
の
平
民
歌
手
」
の
前
奏
曲

ワ
ー
グ
ネ
ル
作

（
参
照
楽
譜
1

)

の
中
に
明
示
さ
れ
る
。
尚
こ
の
調
昔
は
最
初
の
四
十
四
小
節
間
確
保

さ
れ
、

純
譜
の
最
初
の
頁
の
全
昔
昔
階
的
形
は
、

半
昔
階
的
昔
を
す
こ
し
も
交
へ
て
居

な
い
程
で
あ
る
。
こ
の
ハ
長
調
は
又
愛
奏
部
の
基
礎
調
昔
で
も
あ
る
。
そ
れ
が
為
め
に

こ
の
愛
奏
部
が
幾
分
獨
立
楽
節
的
意
味
を
強
め
て
ゐ
る
よ
う
に
も
見
え
る
で
あ
ら
う
。

更
に
楽
想
上
か
ら
見
る
と
、
1

主
要
主
題
と
そ
れ
に
附
随
し
た
展
開
部
分
に
封
立

し
て
、

相
封
楽
部
が
現
は
れ
る
。
即
新
古
典
的
に
封
す
る
浪
漫
的
と
も
云
へ
よ
う
。
第

一
主
題
を
新
古
典
的
領
域
に
置
い
た
が
、
相
封
楽
部
で
あ
る
愛
奏
部
が
浪
漫
的
だ
と
云

ふ
意
味
は
、
浪
漫
主
義
の
多
意
、
多
彩
な
表
現
の
限
り
無
き
愛
化
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。
或
は
「
表
現
主
義
的
」
に
詩
を
編
み
、
或
は
「
印
象
主
義
的
」
に
薄
れ
、
そ
の
閃

光
を
捉
へ
ん
と
は
す
る
。
即
愛
奏
部
は
主
題
と
八
愛
奏
か
ら
な
り
、
複
雑
な
表
現
を
な

す
の
で
あ
る
。
管
絃
楽
的
手
法
は
こ
の
愛
奏
部
に
於
て
近
代
管
絃
楽
の
あ
ら
ゆ
る
表
現

を
謳
使
し
て
見
た
。
そ
こ
で
管
絃
楽
の
為
め
の
協
奏
曲
と
云
ふ
標
題
を
こ
の
曲
に
奥
へ

る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
解
説

〔
此
曲
の
記
念
出
版
の
序
文
よ
り
抜
幸
〕

導
動
機
（
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
ー
フ
）
を
充
分
謳
使
し
て
、
劇
全
髄
の
表
現
を
先
づ
以
て
観

客
に
印
象
づ
け
る
の
で
あ
る
。

参
照
楽
譜
山
—
平
民
歌
手
の
主
題
。
②
ー
エ
ー
フ
ア
に
封
す
る
ワ
ル
テ
ル
の
愛
の
主

題
。

③
ー
行
進
主
題
。
山
ー
平
民
歌
手
等
の
集
合
。
⑤
—
ワ
ル
テ
ル
の
憧
憬
。
⑥
ー
ワ

ル
テ
ル
の
歌
合
戦
に
於
け
る
愛
の
歌
。

mー
ワ
ル
テ
ル
の
懇
仇
ベ
ッ
ク
メ
ッ
セ
ル
の

歌
。
⑧
ー
以
上
の
三
主
要
主
題
の
組
合
せ
を
封
位
法
的
に
あ
っ
か
っ
た
も
の
。

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

學

校

乗

杉

嘉

ク
ラ
ウ
ス
・

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

指

揮

者

海

軍

々

楽

隊

柴

長

内

藤

清

五

閥
係
管
絃
楽
部
員

ロ
ベ
ル
ト
・

ポ
ラ
ッ
ク

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

井

上

武

雄

黒

澤

良

輝

兎

束

龍

夫

栗

原

大

治

大

岡

運

英

幅

井

巖

松

浦

き

み

よ

桂

平

太

清

水

澄

岡

見

温

彦

輻

井

直

弘

疋

田

小

枝

田

中

富

貴

子

多

久

興

岩

崎

吉

三

川

上

淳

末

吉

雄

二

長

壽

ヴ

ィ

オ

ラ

榎平平 増伊岡大藤杉田簗細荒岩渡石松平小水蜂鳥

：井田：藤田塚田；村瀬谷 木 本 邊 ： 田 戸 ： 口 谷 居

四保 ー純二 経谷五道正幹政 二＋ 龍 幸 つ

郎喜忠郎三郎淳秋雄郎夫秋枝蔵健郎蔵也繁麿龍な
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グ
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木
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海
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E
S
ク
ラ
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ネ
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海
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塚
本
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ス

ク
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リ

ネ
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ト

金

野

安
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フ
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ゴ
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ト

片
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金

子

登

フ
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（
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木
戸
全
一

コ
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ホ

ル

ン

（

＂
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椿

原

良

作

永

田

睛

（

海

）

江

口

綱

明

（
＂
）
高
橋
澤
五
郎

ト

ロ

ン

バ

ー

（

＂

）

海

上

學

（
＂
）
幅
永
信
正

（
＂
）
堀
本
賢
夫

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
（
＂
）
岸
川
鰊
雄

（
＂
）
佐
藤
俊
助

（
＂
）
洲
之
内
宋
馬

ト

ウ

ー

バ

（

＂

）

犬

伏

清

テ
イ
ン
パ
ー
ニ
（
＂
）
白
紳
次
二

大

太

鼓

（

＂

）

大

澤

午

郎

小

太

鼓
（
＂
）
仙
波
睛
輻

グ
ロ
ッ
ケ
ン
シ
ュ

ピ
ー
ル
・
ホ
ル
ッ
ト
ロ
ン
メ
ル

(
"
)
太
田

ト
リ
ア
ン
グ
ル
（
＂
）
柳
澤
弾

ッ
ケ
ン
（
＂
）
藤
井

ホ
ー
ン
（
＂
）
鹿
倉
丑

ム
（
＂
）
簗
田
甚

加

藤

敬

加

藤

泰

山

田

和

豊

壻

ピ ハ
ー
。
フ
・
。
ヒ
ア
ノ

ノ‘ 夕

ム

ァ
夕

ノ プ

昇男同子市 松 武 覺 弘

＂
管
絃
楽
協
奏
曲
“

オ

ル

ガ

ン

チ

ェ

レ

ス

タ

ハ
長
調

ヒ
曰才

作
品 揮

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

第 2部

〔
原
資
料
横
組
〕

東

京

昔

榮

學

校

管

絃

榮

部

プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
作
曲

一
九
三
四
年
夏
の
作
で
「
日
本
的
」
主
題
を
主
要
主
題
と
し
、
副
主
題
は
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
だ
と
作
曲
者
自
身
は
言
っ
て
ゐ
る
。

こ
の
「
日
本
的
主
題
」
は
従
来
日
本
に
あ
っ
た
メ
ロ
デ
イ
ー
で
は
な
く
、
作
曲
者
自

身
に
浮
ん
だ
も
の
で
、
こ
れ
を
巧
に
フ
ー
ゲ
で
展
開
し
て
行
く
。

副
主
題
は
八
つ
の
愛
奏
曲
に
狡
展
し
さ
ら
に
ス
ケ
ル
ツ
オ
風
な
楽
節
を
経
て
二
個
の

主
要
主
題
の
短
か
い
反
覆
部
の
後
曲
は
終
る
。
全
髄
は
一
楽
章
か
ら
な
る
ソ
ナ
タ
形

式
か
ら
な
り
、

交
薔
楽
的
様
式
を
も
っ
た
「
管
絃
楽
の
為
め
の
協
奏
曲
」
と
命
名
さ

れ
て
ゐ
る
。
管
絃
楽
編
成
は
日
本
に
お
い
て
目
下
可
能
な
る
最
大
な
も
の
で
あ
る
。

今
回
作
曲
者
自
身
指
揮
し
、
は
じ
め
て
演
奏
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（『時
事
新
報
』
昭
和
十
年
十
月
十
三
日
）

明
か
に
失
敗

昔
架
學
校
秋
季
演
奏
會
を
聰
＜

十
三
日
の
東
京
音
楽
學
校
の
秋
季
演
奏
會
に
は
リ
ス
ト
の
ダ
ン
テ
交
響
曲
、
指
揮
者

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
作
「
管
絃
楽
の
た
め
の
協
奏
曲
」
ワ
グ
ナ
ー
の
「
名
歌
手
」
の
序

曲
が
演
奏
さ
れ
た
。

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
協
奏
曲
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
博
統
の
中
に
成
育
し
た
作
曲
技

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

管
絃
架
日
比
谷
公
會
堂
か
ら
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十
月
十
三
日
夜
公
會
堂
に
於
て
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
指
揮
の
も
と
に
東
京
音
楽
學

校
演
奏
會
が
行
は
れ
た
。
演
奏
は
か
な
り
の
熱
を
以
て
行
は
れ
て
居
た
に
も
拘
ら
ず
、

常
に
混
嵐
を
惹
起
し
て
居
た
。
各
々
の
絃
楽
群
が
そ
れ
ぞ
れ
に
纏
つ
て
居
ら
ず
、
殊
に

緩
か
な
テ
ム
ボ
に
な
る
と
そ
の
不
揃
ひ
が
著
し
く
目
立
つ
て
来
る
。
殆
ど
各
人
が
自
分

の
テ
ン
ボ
に
従
っ
て
演
奏
し
て
居
る
が
如
き
感
を
抱
か
し
め
る
。
叉
管
楽
部
に
於
け
る

絃
榮
群
の
混
羅
が
目
立
つ

東
京
昔
榮
學
校
演
奏
會
を
聰
＜

術
の
諸
々
の
手
段
を
應
用
し
て
日
本
的
情
緒
を
表
現
す
る
と
い
ふ
全
く
野
心
的
な
仕
事

で
あ
る
。
日
本
風
な
主
題
が
バ
ッ
ハ
的
な
精
紳
に
よ
っ
て
演
繹
さ
れ
、
全
体
と
し
て
は

飽
く
ま
で
日
本
風
の
氣
分
を
醸
成
し
つ
A

同
時
に
ワ
グ
ナ
ー
、
マ
ー
ラ
ー
、
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
な
ど
が
融
然
と
復
活
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
行
き
方

は
全
く
新
し
い
試
み
で
あ
り
、
そ
れ
に
傾
注
さ
れ
た
封
位
法
的
並
に
管
絃
楽
的
技
巧
の

並
々
な
ら
ぬ
手
腕
は
、
わ
が
作
曲
界
に
射
す
る
い

A示
唆
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
楽
想
が

如
何
に
「
日
本
的
」
で
あ
っ
て
も
、
日
本
音
楽
し
か
嗜
ま
な
い
一
般
の
人
に
は
主
題
の

様
々
に
虞
理
さ
れ
て
行
く
過
程
は
飲
込
み
難
い
で
あ
ら
う
し
、
一
方
既
に
西
欧
音
楽
に

十
分
密
着
し
て
ゐ
る
人
達
に
は
主
題
自
身
が
物
足
り
な
く
、
そ
れ
に
こ
だ
は
る
曲
相
が

ま
だ
る
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
た
。
此
虚
に
西
欧
的
な
も
の
と
日
本

的
な
も
の
A

「
綜
合
」
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
輩
な
る
作
曲
技
巧
上
で
は
な
く
、
も
っ

と
掘
り
下
げ
た
文
化
史
的
な
意
味
に
お
け
る
問
題
が
な
ほ
残
る
の
で
は
な
い
か
。
理
想

の
欣
態
は
雨
者
の
要
素
で
こ
の
程
度
に
判
然
と
識
別
し
得
る
も
の
に
止
ら
な
い
で
そ
の

何
れ
も
が
止
揚
さ
れ
盛
し
た
饒
の
も
の
な
の
で
あ
ら
う
。
な
ほ
演
奏
に
つ
い
て
い
ヘ

ば
、
そ
の
全
く
特
性
的
な
複
雑
極
ま
る
リ
ズ
ム
が
掌
夜
は
十
分
に
生
き
な
か
っ
た
の
が

惜
し
ま
れ
る
。

リ
ス
ト
の
ダ
ン
テ
交
響
曲
は
よ
く
演
奏
さ
れ
た
。
が
わ
れ
／
＼
に
と
つ
て
は
作
品
自

体
が
餘
り
冗
長
で
あ
る
。
兒
童
コ
ー
ラ
ス
は
大
い
に
よ
い
。
最
後
の
ワ
グ
ナ
ー
の
名
歌

手
は
平
板
な
印
象
を
受
け
た
。
（
山
根
銀
二
）

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
年
十
月
十
五
日
）

音
の
不
安
定
及
び
間
違
ひ
は
協
和
々
音
を
不
協
和
化
す
る
。

か
う
し
た
管
絃
楽
と
し
て
の
基
本
的
問
題
が
、
常
に
改
善
さ
れ
ず
に
居
る
事
に
は
何

等
か
の
原
因
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
が
、
こ
の
映
黙
矯
正
の
た
め
に
指
揮
者
並
に

管
絃
部
員
の
諸
君
に
、
深
い
反
省
と
科
學
的
研
究
と
を
切
望
し
て
止
ま
な
い
。

曲
目
第
一
リ
ス
ト
作
「
ダ
ン
テ
」
交
響
曲
に
お
い
て
示
さ
れ
た
兒
童
合
唱
の
一
段
の

進
歩
は
愉
快
で
あ
っ
た
。
あ
の
場
合
兒
童
合
唱
は
、
睦
衆
に
取
っ
て
天
國
の
救
ひ
で
あ

っ
た
ら
う
。
最
後
の
ワ
グ
ネ
ル
作
「
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
の
序
曲
〔
が
曲
〕
目
中
比

較
的
よ
く
纏
つ
て
居
た
。

曲
目
第
二
に
於
て
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
は
作
曲
者
と
し
て
登
場
し
た
。
氏
の
疲
表

し
た
曲
は
管
絃
楽
の
為
の
協
奏
曲
ハ
長
調
（
作
品
三
二
）
で
、
作
曲
自
身
は
種
々
の
興

味
あ
る
韻
を
含
ん
で
居
り
技
巧
的
に
も
面
白
い
部
分
が
あ
っ
た
。

氏
は
序
文
の
他
の
個
所
で
今
日
の
作
曲
家
の
任
務
を
「
自
己
の
性
格
に
適
合
す
る
様

式
を
鎧
上
げ
る
こ
と
」
に
認
め
て
居
り
、
こ
れ
を
果
す
為
に
は
種
々
の
異
つ
た
様
式
を

唯
輩
に
混
合
す
る
事
で
は
遂
行
さ
れ
な
い
と
云
つ
て
居
る
。

し
か
し
質
際
に
こ
の
曲
の
上
に
表
れ
て
居
る
結
果
は
、
氏
の
綜
合
と
は
混
合
に
他
な

ら
ぬ
事
が
示
さ
れ
て
居
る
。
卸
ち
所
謂
日
本
的
主
題
五
音
々
階
主
題
を
基
調
に
し
こ
れ

を
技
巧
的
に
虐
理
し
た
に
過
ぎ
ぬ
。

こ
の
曲
に
見
ら
れ
る
如
き
作
曲
上
の
意
圏
は
既
に
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
等
に
よ
っ
て
試
み

ら
れ
た
所
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
音
楽
は
吾
々
の
参
考
に
こ
そ
な
れ
吾
々
を
先
行
し
吾

吾
の
進
路
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

吾
々
の
新
し
い
音
楽
は
、
吾
々
の
血
と
熱
と
理
知
か
ら
生
れ
出
る
の
で
あ
っ
て
、
箪

な
る
エ
ト
ラ
ン
ヂ
エ
ー
の
印
象
の
内
か
ら
生
れ
出
る
も
の
で
は
な
い
。
（
諸
井
三
郎
）

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
年
十
月
十
五
日
）

兒
童
音
楽
園
の
演
奏
會

東
京
＿
音
楽
學
校
内
に
上
野
兒
童
―
音
楽
園
が
併
置
せ
ら
れ
て
よ
り
二
年
非
常
な
進
境
を

示
し
昨
夕
七
時
日
比
谷
公
會
堂
に
於
て
ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
の
指
揮
で

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部
と
共
に
出
演
し
そ
の
進
境
の
め
ざ
ま
し
さ
に
、
立
錐
の
餘
地
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昭
和
十
年
＋
月
十
四
日
ー
ニ
十
四
日

福
岡
ー
長
崎
ー
佐
賀
ー
熊
本
）

廷

疇

地

方

演

奏

旅

行

演
奏
曲
目
（
不
同
順
）

合
唱
及
管
絃
楽

序
曲
「
コ
リ
オ
ラ
ン
」
作
品
六
ニ

組
曲
「
ジ
ー
グ
ル
ド
・
ヨ
ル
サ
ル
フ
ァ
ー
ル
」

一、

序
曲
「
王
の
廣
間
に
て
」

二
、
間
奏
曲
「
ボ
ル
ギ
ル
ド
の
夢
」

三

、

宣

誓

行

進

曲

一
、
管
絃
架
附
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

一
、
管
絃
楽
附
獨
唱
及
合
唱

歌
劇
「
お
蝶
夫
人
」
よ
り

·
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
。
フ
ッ
チ
ー
ニ
作

B
 

A 一
、

管

絃

楽

岩

伴

奏

指

揮

木

歌
劇
「
自
由
射
手
L

中
の
ア
ガ
ー
テ
の
詠
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ウ
エ
ー
ベ
ル
作
曲

一
、
管
絃
榮
附
ピ
ア
ノ
獨
奏

口

基

成

川

碧

協
奏
曲
第
五
、
愛
ホ
長
調
・
作
品
七
―
―
―

ア
レ
グ
ロ
、
ア
ダ
ヂ
オ
、
ロ
ン
ド
・
。
フ
レ
ス
ト 伴

奏
指
揮

伴
奏
指
揮

指

揮

下

保

谷

廣

子

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

系圃井 横

田

都

馬

子

木

保

脊軋

下 リ

ー

な
き
迄
に
つ
め
か
け
た
聘
衆
一
同
は
我
を
わ
す
れ
て
拍
手
を
送
っ
た

（
『
都
新
聞
』
昭
和
十
年
十
月
十
四
日
）

演
奏
旅
行
（
鳥
取
ー
松
江
ー
山
ロ
ー

東
京
昔
榮
學
校
合
唱
園
並
生
徒
管
絃
楽
園

川

碧

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

グ

ヒ

作

、。

l

ヒ
ア
ノ

A 一
、
室

内

ト
リ
オ
と
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱 チ

ピ
工

ア

ノ

山

田

和

男

ア
メ
リ
カ

黒
人
の
歌
調
に
猿
る
ス
ケ
ッ
チ
ニ
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

…
…
…
…

•
…
…

•
•
チ
ャ
ォ
ー
ル
ス
・
グ
リ
ッ
フ
ィ
ス
作

レ
ン
ト
エ
マ
エ
ス
ト
ー
ソ

ア
レ
グ
ロ
ヂ
オ
コ
ー
ソ

一
、
古
フ
ラ
ン
ス
舞
曲
ギ
ャ
ボ
ッ
ト
…

•

…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ボ
ー
シ
ョ
ン
編

二
、
古
英
國
民
謡
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ポ
ー
シ
ョ
ン
編

三
、
卵
を
産
ん
だ
七
面
鳥
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ボ
ー
シ
ョ
ン
編

ヴ

イ

オ

ロ ―フ

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

盛増松

田

尚
勝

ロ 田

十

岡

見

温

郎蔵彦

a

阿

蘇

（

林

古

埃

詞

）

…

…

…

信

h
-

―
―
歌
曲
：
·
…
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ラ

一

、

ニ

コ

レ

ッ

ト

―
-
、
極
楽
の
美
し
い
三
蒻
鳥

三

、

ロ

ン

ド

C

や
せ
人
を
喘
ふ
歌
（
大
伴
家
持
詞
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
信
時
潔
作

秋

の

落

葉

（

竹

友

藻
風
詞
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
下
純
院
一
作

榮
（
絃
楽
四
重
奏
）

d. 

ベ時

潔
作

ル
作

第2部

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
の

歌
合
戦
序
奏
・
大
行
進
曲
と
合
唱
•
•
…
…
•

一
、
混

整
合
唱
（
無
伴
奏
）

指

揮

木

下

保

ワ
ー
グ
ネ
ル
作

晴
れ
た
る
日
に
（
獨
唱
）

夜
の
船
唄
（
ハ
ン
ミ
ン
グ
・
コ
ー
ラ
ス
）

一
、
合
唱
附
管
絃
榮

指

揮

木

下

保
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C. b. a. 一
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
・
チ
ェ
ロ
獨
奏

a. ヽ c. b. a. ヽ b. a. 

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

美
し
き
少
女
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヂ
ヨ
ル
ダ
ー
ニ
作

即

興

曲

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

夜
曲
•
愛
ホ
長
調
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
パ
ン
作

伴 チ

シ

ョ

伴

奏

山

田

勝和

男

ス
レ
イ
カ

h

小

夜

曲

…

ニ
デ竺
懇
匹
芦
尉
）
一
（
北
見
し
ほ
子
詞
）
•
…
•
…
…
…
…
•
平
井
保
喜
作

九
十
九
里
濱

輻
岡
市

山
口
市

松
江
市

日 明

盛

口

ピ
ア
ノ
伴
奏

工
工

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作

鳥
取
市

テ

山

田

男

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ビ
ア
ノ
ト
リ
オ
ニ
長
調
作
品
七

0
ノ一

第

一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

英
國
民
謡
三
曲
（
ト
リ
オ
伴
奏
）
…
…
…
…
•

一
、
ロ
ツ
ホ
ナ
ガ
ー
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
）

二
、
落
日
作
品
一

0
八

第
二
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
）

三
、
兵
士
の
歌
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
）

小
夜
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

水
の
上
に
て
歌
ふ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

光
の
歌
（
蒲
原
有
明
詞
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
下
純
院
一
作

横

田

都

馬

子
且手

演
奏
地

フ
ル
ー
ト
助
奏

會
場
・
開
演
時
間
・
旅
館

大

演

奏

月

日

開

演

時

刻

畳

後―-‘-―
10

十
月
十
五
日
（
火
）
一
夜
後
七
、

0
0

萱

後―-、
0
0

十
月
十
六
日
（
水
）
一
夜
後
六
‘
-
―
-
0

畳

後
――-、
0
0

十
月
十
七
日
（
祭
）
一
夜
後
七
、

0
0

豊

璽
、
0
0

十
月
十
八
日
（
金
）
一
夜
後
七
、

0
0

館

遣

hi
 

ソ
。
フ
ラ
ノ ロ

ホ

山

口

正

男

a. 

岩

奏

永

井

廣

進

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

谷

子

d. 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

コ
ン
ブ
リ
オベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
編

c. 

谷

松

浦

き

み

よ

安

部
岩

廣幸

子

b. 

明

a. 一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

分會

場

戎

座

戎

座

市
公
會
堂

市
公
會
堂

高
商
講
堂

高
商
講
堂

大
博
劇
場

大
博
劇
場

ヘ

分旅
一
／
崎
ホ

鳥

取

ホ

テ

皆
美
館
、
大
橋
館

富

田

旅

館

湯
田
町
松
田
屋
旅
館

温

泉

旅

館

丸

館

朝

館

は

夕
…
•
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
コ

松

田

十

Jレ Jレ

だ
ぶ
つ
い
た
田
舎
婦
人
帽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ク
ー
プ
ラ
ン
作

田
舎
囃
子
・
組
曲
「
六
つ
の
舞
踊
」
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
信
時
潔
作

〔

マ

マ

〕

火
祭
の
踊
り
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
デ
・
フ
ァ
イ
ア
作

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

永

井

進

シ

ャ

コ

ン

ヌ

・

ニ

短

調

バ

ッ

ハ

原

作

・

ブ

ゾ

ー

ニ

編

a

夜
曲
・
嬰
へ
長
調
・
作
品
一
五
•
第
二
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ョ
パ
ン
作

b

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
•

愛
イ
長
調
・
作
品
五
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ョ

゜

ハ
ン
作

d

沈
め
る
寺
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・ド
ビ
ュ
ッ
シ
イ
作

火
祭
の
踊
り
·
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
・
デ
・
フ
ァ
イ
ア
作

蔵

マ
ン
ミ
ー
の
子
守
唄
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ル
ド
ル
フ
キ
ュ
ー
ル
ー
作

ハ
ン
ス
キ
イ
編
作

山

田

和

男
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書後――-、
0
0

十
月
十
九
日
（
土
）
一
夜
後
七
、

0
0

十
月
二
十
日
（
日
）
査
後
―
-
、
0
0

十
月
廿
一
日
（
月
）
―
[
口
[
]
]

夜
後
六
‘
一
―
1
0

十
月
二
十
二
日
（
火
）
午
後
一
部
J
演
奏
者
ヲ
大
分
縣
女
師
校
二
於
ケ
ル
演
奏

會
二
分
遣
シ
テ
獨
唱
獨
奏
及
絃
楽
四
重
奏
ヲ
行
フ
。

（
『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
六
号
、
昭
和
十
年
十
二
月
、
一
四

0
l
一
四
三
頁
）

東
京
昔
楽
學
校
の
大
演
奏
園
来
る

来
月
鳥
取
市
で
公
演

鳥
取
音
楽
協
會
で
は
地
方
楽
壇
の
秋
の
ト
ッ
。
フ
を
切
つ
て
東
京
―
音
楽
學
校
演

え
び
す

奏
園
を
招
聘
し
来
る
十
月
十
五
日
午
後
七
時
か
ら
鳥
取
市
戎
座
で
大
演
奏
會
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
同
演
奏
園
は
同
校
職
員
、
生
徒
、
卒
業
生
百
五
十

餘
名
の
大
楽
園
で
本
市
空
前
の
大
―
音
楽
會
で
あ
り
早
く
も
こ
の
快
ニ
ュ
ー
ス
に

一
音
楽
同
好
者
達
を
驚
喜
せ
し
め
て
ゐ
る
。
會
員
券
は
一
般
一
圃
五
十
錢
、
中
等

學
生
七
十
錢
〔
ヽ
〕
小
學
生
三
十
錢
で
あ
る

（
『
松
陽
新
報
』
昭
和
十
年
九
月
四
日
）

音
楽
學
校
大
演
奏
會
前
景
氣
頗
る
盛
ん

前
賣
券
は
十
四
日
限
り

既
報
、
来
る
十
六
日
午
後
六
時
半
よ
り
松
江
市
公
會
堂
に
於
て
本
社
後
援
の

備

考
熊
本
市

佐
賀
市

長
崎
市

旭旭高縣新南南
女立公
講第會

座座堂一堂座座

研

屋

本

店

大
賓
館
、
長
崎
會
館

輻

島

屋

旅

館

も
と
に
開
く
東
京
―
音
楽
學
校
大
演
奏
園
一
行
の
演
奏
大
會
は
松
江
空
前
の
こ
と

と
て
非
常
に
期
待
さ
れ
て
居
る
が
参
聰
希
望
者
に
疲
賣
の
會
員
券
は
随

つ
て
甚

だ
し
く
賣
れ
足
速
く
来
る
十
四
日
を
以
て
前
賣
取
扱
ひ
を
打
ち
き
る
こ
と
A

決

定
し
た
が
、
座
席
の
都
合
上
十
四
日
以
前
に
締
切
る
こ
と
A

な
る
で
あ
ら
う
と

尚
市
内
疲
賣
所
は
次
の
十
一
箇
所
だ
か
ら
最
寄
り
に
て
至
急
購
入
さ
る
A

様
主

催
者
は
希
望
し
て
を
る

尚
十
五
日
以
後
は
元
慣
に
復
し
割
引
を
行
は
ず
指
定
席
券
は
常
日
會
場
に
て

疲
賣
又
普
通
席
券
、
學
生
券
は
引
き
績
き
各
販
賣
店
に
て
嘗
日
ま
で
猿
賣
す
る

筈
で
あ
る

（
『
松
陽
新
報
』
昭
和
十
年
十
月
十
二
日
）

け
ふ
華
か
に
水
郷
入
り

東
京
＿
音
楽
學
校
演
奏
園
一
行

歓
び
の
乗
杉
校
長

蘭
秋
の
山
陰
―
音
楽
界
に
絶
大
な
期
待
を
も
つ
て
迎
へ
ら
れ
た
東
京
―
音
楽
學
校

乗
杉
校
長
以
下
職
員
生
徒
よ
り
な
る
一
大
楽
園
は
十
六
日
午
前
十
一
時
松
江
騨

着
列
車
に
て
来
松
し
た
。
華
や
か
な
一
行
乗
杉
校
長
以
下
職
員
二
十
名
男
女
生

徒
百
四
十
七
名
は
折
柄
明
朗
に
澄
み
渡
る
水
都
松
江
に
第
一
歩
を
嬉
々
と
し
て

印
し
市
バ
ス
に
分
乗
し
て
夫
々
宿
含
に
向
ひ
松
江
新
大
橋
の
上
よ
り
見
は
ろ
か

し

ん

ぢ

こ

す
鏡
の
や
う
に
照
り
映
ふ
宍
道
湖
か
ら
、
大
橋
川
の
風
光
に
讃
嘆
の
竪
を
放
ち

み
な
み
く
わ
ん

っ
A

職
員
は
皆
美
館
に
、
男
生
徒
は
大
橋
館
に
、
女
生
徒
は
富
田
旅
館
に
夫
々

落
着
い
た
、
乗
杉
校
長
は
久
し
ぶ
り
に
踏
む
松
江
の
土
に
な
っ
か
し
さ
を
溢
ら

ふ
く
む
ら

せ
な
が
ら
出
迎
へ
の
揺
邑
知
事
、
酒
井
學
務
部
長
等
を
始
め
と
し
て
地
方
の
有

志
松
江
―
音
楽
研
究
會
員
、
東
京
音
楽
學
校
々
友
、
本
社
記
者
等
に
園
ま
れ
な
が

第 2部 昭和の東京音楽学校篇 368 



前
年
松
江
高
等
學
校
に
ゐ
た
閥
係
か
ら
こ
の
土
地
は
ま
こ
と
に
な
つ
か
し

い
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
悉
く
に
深
い
印
象
が
あ
る
。
明
罪
極
り
な
い
所
謂

山
紫
水
明
の
松
江
に
始
め
て
来
る
職
員
生
徒
が
今
回
の
一
行
の
大
部
分
で
あ

る
が
い
づ
れ
も
こ
の
美
し
い
自
然
に
は
讃
歎
す
る
で
せ
う

と
語
り
つ

A

限
り
な
い
歓
び
を
微
笑
に
包
ん
で
ゐ
た
、
一
行
は
宿
舎
に
落
着
い

い
と
ま

て
少
憩
す
る
暇
も
な
く
早
く
も
午
後
二
時
よ
り
松
江
市
公
會
堂
に
お
い
て
市
内

各
中
等
學
校
生
徒
の
為
に
開
く
演
奏
會
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
た

（
『
松
陽
新
報
』
昭
和
十
年
十
月
十
七
日
）

叩
―
音
楽
學
校
の
一
行

け
ふ
書
＿
夜
幅
岡
市
に
て
演
奏

東
京
上
野
音
楽
學
校
の
中
國
九
州
出
張
演
奏
圏
百
五
十
名
の
一
行
は
乗
杉
同

校
長
以
下
同
校
敦
官
附
添
ひ
去
る
十
四
日
東
京
疲
、
十
五
日
鳥
取
市
、
十
六
日

松
江
市
、
十
七
日
山
口
市
の
演
奏
を
終
へ
十
八
日
午
前
八
時
四
十
三
分
山
口
疲
、

午
後
一
時
四
十
二
分
同
校
卒
業
生
の
園
橙
で
あ
る
同
竪
會
輻
岡
縣
支
部
、
揺
岡

市
敦
育
會
の
人
々
に
迎
へ
ら
れ
賑
々
し
く
博
多
騨
着
、
直
に
騨
前
旅
館
丸
明
館

朝
日
館
に
入
っ
た
が
、
着
早
々
午
後
三
時
か
ら
大
博
劇
場
に
於
て
書
の
大
演
奏

會
開
催
、
幅
岡
市
内
外
各
女
學
校
を
始
め
同
場
内
立
錐
の
餘
地
な
き
大
聰
衆
裡

に
既
報
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
約
二
時
間
の
演
奏
を
な
し
、
教
育
音
楽
の
豪
華
を

示
し
て
大
盛
況
を
極
め
た
が
更
に
今
夜
七
時
か
ら
夜
の
大
演
奏
會
を
同
劇
場
に

開
催
の
筈
で
あ
る

ら

（『
揺
岡
日
日
新
聞
』
昭
和
十
年
十
月
十
九
日
〔
十
八
日
夕
刊
〕
）

長

唄

五

勤

進

帳

長

唄

科

生

徒

十

八

名

369 

休

憩
（
十
分
間
）

第 1章

等
曲
山
田
流

（

甲

）

春

の

歌

中
能
島
欣
一
作
曲

（
乙
）
闘
の
こ
な
た

高

野

辰

之

作

詞

作
曲

今

井

慶

松

中
能
島
欣
一

講

師

中

能

島

欣

一
外

等
曲
科
山
田
流
生
徒
六
名

四
長

唄四

季

山

姥

等
曲
生
田
流

二

花

園葛
原
し
げ
る
作
詞

宮

城

道

雄

作

曲

冨小

士袖

太曾

鼓我

能
楽
観
世
流

連

吟

昭
和
十
年
十
一
月
二
日

等
曲
科
生
田
流
生
徒
十
五
名

長

唄

科

生

徒

十

四

名

等
曲
科
山
田
流
生
徒
九
名

能

楽

科

女

生

徒

十

七

名

能

楽

科

男

生

徒

十

九

名

選
科
邦
楽
演
奏
会

一

時

開

場

一
時
半
開
演

昭
和
十
年
十
一
月
二
日
（
土
曜
日
）
午
後

會
場
東
京
音
楽
學
校
奏
楽
堂

選

科

邦

楽

演

奏

曲

目

東

京

音

楽

學

校

昭和 2年～12年 (1927~1937)



ヘ
長
調

愛
奏
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
乍
,
1
 

秋

葉

き

よ

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

山

本

壽

賀

子

ア
チ
ス
と
ガ
ラ
テ
ア

ヘ

ン

デ

レ

乍

l

I

ー

ヽ 一
、
女
竪

三

部

合

唱

い
、
高
嶺
の
桂
•
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

ろ

、

祈

躊

…

…

…

…

ハ

ウ

。

フ

ト

マ

ン

作

は
、
迎
春
賦
…
•
…
…
•
•
シ
ュ
ン
作

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

迫

本

月

子

ホ
短
調

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
第
八
番
・
第
一
楽
章
）
•
…
•
•
ロ

作

薫

葉

r 
ー、マ
プ＼~ス

マ

昭
和
十
年
十
一
月
九
日
秋
季
選
科
洋
楽
演
奏
会

昭
和
十
年
十
一
月
九
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
半
開
演

會
場
本
校
奏
楽
堂

選
科
生
徒
洋
楽
演
奏
曲
目

東
京
一
音
楽
學
校

長
七

楠

一

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

〔

マ

マ

〕

歌
劇
「
椿
姫
」
中
の
「
ヂ
ェ
ル
モ
ン
ト
の
ア
ー
リ
エ
」
…
…
ヴ

ル

デ

イ

作

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
第
一
番
・
第
一
、
二
楽
章
）
・
…
…
…
・
・
ゴ
ル
タ
ー
マ
ン
作

ロ
ン
ド
カ
。
フ
リ
チ
オ
ー
ゾ

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
齊
奏

三
十
二
の
愛
奏
曲

一
、
女

槃

二

重

唱

秋
葉
き
よ
、
蓋
葉
ス
マ
、
井
戸
治
枝

岡
田
澄
子
、
梶
原
御
代
子
、
龍
井
静
枝

重

松

仁

子

、

戸

澤

禰

生

、

中

川

純

揺
島
す
み
、
皆
川
百
合
子

…

…

…

…

…

…

…

‘

、

ッ

ヽ

乍

ノ

ノ

ー

l

…
…
…
…
…
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
イ
作

…
…
…
…
…
…
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
イ
作

い
、
シ
シ
リ
ア
ー
ノ
（
作
品
七
八
）
…
…
…
…
フ

ろ
、
エ
レ
ジ
ー
（
作
品
二
四
）
…
…
•
…
…
…
…
…
…
:
同

ソ
プ
ラ
ノ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

板

寺

徳

石

川

子

直
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作

i

明

本

京

静

詞

ろ
、
わ
が
君
来
ま
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
叩
和
い
扉

京 I

、
、
士
吾

V

女

し

ア

ル

ト

淑

マ

ピ

ア

ノ

獨

奏

兒

島

壽

子

女

生

徒

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

．
 

ヽ

ォ・

レ

上作

'
 ヽ

セ

ロ

獨

奏女

中

山

動

流

浪

の

~
 

ヽ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

鶴

田

,,, 

ョ

、
、
レ

V

J
 

ろ
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

レ

の

薫

高

野

辰

之

作

詞
限
作
曲

吉
住
小
三
じ

稀
音
家
六
四
艮

第 2部

休

憩

十

分

講
師

講
師

吉
住
生
―
よ
5

補
導

杉
本
金
太
良

（
稀
音
家
六
四
郎
）

長
唄
科
職
員
生
徒
百
十
名

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

山

田

み

ち

唄

第
曲
生
田
流

六

那

須

典

一高
野
辰
之
作
詞

宮
城
道
雄
作
曲

講

師

宮

城

道

雄

外

等
曲
科
生
田
流
生
徒
六
名

ヽ

セ

口

獨

奏

石

川

正

生
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五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

コ
ン
ツ
ヱ
ル
ト
第
三
番

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

六

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

齋

藤

ひ

で

厳
格
な
る
愛
奏
曲
作
品
五
四
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

半
昔
階
的
幻
想
曲
と
フ
ー
ガ

ヘ
短
調

田

邊

證

子

一
短
調
…
…
…
…
バ
ッ
ハ
ー
フ
ソ
ー
ニ

ソ
ナ
ー
タ
・
ヘ
長
調
•
第
一
榮
章

(Sonat
e
 F
 D
u
r,
 1. Sat
z

)

 

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

713
 

(Mozart
)

 

口

大

森

方

子

第1章

高

橋

喜

美

第

ニ

ピ

ア

ノ

シ

ロ

タ

敦

師

ハ
短
調
作
品
三
七
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

コ
ン
フ
リ
オ

イ

部

ン邊末

マデ千義
r 

ス3ル世子

昭
和
十
年
＋
＿
月
十
六
日
第
八
十
四
回
学
友
会
演
奏
会

第
八
十
四
回
學
友
會
演
奏
會

昭
和
十
年
十
一
月
十
六
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

一

、

混

整

合

唱

指

揮

木

下

助

敦

授

阿

蘇

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

信

時

潔

痩
人
を
喘
ふ
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
”

秋

の

落

葉

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

下

結

院

l

二

、

ピ

ア

／

獨

奏

小

田

野

豊

子

ソ
ナ
タ
愛
ホ
長
調
作
品
八
一
ノ

A
（
告
別
）
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
二
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
エ
ス
。
フ
レ
シ
ボ
（
不
在
）

第
三
楽
章
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
シ
マ
メ
ン
テ
（
再
會
）

三

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

堀

直

子

ペ

ト

ラ

ル

カ

の

ソ

ネ

ッ

ト

百

四

番

ホ

長

調

…

…

リ

ス

ト

ト
ッ
カ
ー
タ
嬰
ハ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ド
ウ
ビ
ュ
ッ
シ
ー

四
、
メ
ツ
ヅ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

徳

伴

奏

渡

泣
く
が
ま
A

に
「
リ
ナ
ル
ド
」
よ
り
…
…
…
…
…
…
ヘ

シ
ト
ロ
ン
の
花
疾
＜
國
を
知
る
や
「
ミ
ー
ー
ヨ
ン
」
よ
り
…
ト

會
場

年

昭和2年～12年 (1927~1937)

（『
昔
架
』
皐
友
會
、
第
十
六
号
、
昭
和
十
年
十
二
月
、

コ
ン
ツ
ヱ
ル
ト
ヘ
短
調

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
ニ
―
•
第
一
楽
章
）
・
・
・
シ

合
唱
指
揮

大

塚

講

ョ

ノミ

ン

師作

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

藤

田

晴

子

イ
短
調

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
第
七
番
）
…
…
…
…
…
…
…
ロ

デ

作

2

ピ

ア

ノ

獨

奏 第

1

唱

歌

齊

昭
和
十
年
十
一
月
三
十
日

第
二
回

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

松

田

十

蔵

ピ

ア

ノ

金

子

登

ソ
ナ
タ
菱
ホ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ツ
ア
ル
ト

第
一
楽
章
ラ
ル
ゴ
ー
ア
レ
グ
ロ

疇
二
謬
謬
”
]
-
ア

九

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

渡

邊

千

世

ソ
ナ
タ
ヘ
短
調
作
品
五
七
（
熱
情
）
〔
·
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
〕

第

二

楽

章

ア

ン

ダ

ン

テ

コ

ン

モ

ー

ト

第

三

楽

章

ア

レ

グ

ロ

マ

ノ

ン

ト

ロ

ッ

ポ

+
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

志

第

ニ

ピ

ア

ノ

シ

作
品
二
…
…
…
…
…
…
ア

マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

第
二
回
上
野
児
童
音
楽
学
園
演
奏
会

上
野
兒
童
音
楽
學
園
演
奏
會
曲
目

午
後
一
時
三
十
分
開
演

午
後
三
時
四
十
五
分
終
演

昭
和
十
年
十
一
月
三
十
日
（
土
曜
日
）

東
京
音
楽
學
校
奏
楽
堂

東
京
下
谷
固
上
野
公
園

日
日n
 

牧
場
の
朝
（
新
訂
尋
常
小
學
唱
歌
第
四
學
年
用
）

廣
瀬
中
佐
（
新
訂
尋
常
小
學
唱
歌
第
四
學
年
用
）

三
年
生

賀

登

喜

ロ

タ

敦

師

レ
ン
ス
キ
ー

一
三
三
i

l

三
四
頁
）



4

ピ

ア

ノ

獨

奏

ソ
ナ
テ
ィ
ー
ネ
・
ハ
長
調
•
第
一
築
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
作
曲

(
S
o
n
at
i

n
e
 C
 D
u
r
,
 1. S

at

z) 

(
C
l
e
m
e
nt
i

)

 

三
年
生

杉

村

千

枝

子

3

ピ

ア

ノ

獨

奏

年

生

砂

原

美

智

子

「昭和10年11月30日， 上野兒童昔楽學園演奏會に於ける愛ら しきトリオ。ハイドンの『三重奏

曲ハ長調』の第二榮章を弾いたのであるが 何とその微笑ましきことよである。」（『月刊榮譜』

第25巻第 1号，昭和11年 1月）

10 

イ

第

牧

場

の

秋

四
部
合
奏

部

年

生

ァ
ン
・
サ
ー
ン
作
曲

(
S
ai
nt
,
S
a
e
n
s
)
 

二

宮

龍

雄

作

歌

9

唱

歌
森
の
中
に
て
目
覺
む
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
プ
ル
ク
ミ
ュ
ラ
ー
作
曲

(
E
r
w
a
c
h
e
n
 i
m
 W
a
l
d
)
 

(
B
u
r
g
m
i
i
l
l
e
r
)
 

績

ぎ
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ル
ク
ミ
ュ
ラ
ー
作
曲

(
Sp
i

n
n
e
r
li
e
d
)
 

(
B
u
r
g
m
i
i
l
l
e
r
)
 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
重
奏

ソ
ナ
ー
タ
・
ト
短
調
•

第
二
榮
章
ア
ル
レ
グ
ロ

(
S
o
n
at
e
 g
 M

o
l
l
,
 2
.
 

S
at
z
,
 A

l
l
e
gr
o

)

 

主
題
「
あ
A

お
母
さ
ん
お
話
し
て
上
げ
ま
せ
う
」
の
愛
奏
曲
よ
り
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

(
A
u
s
 1
2
 V
a
ri
at
i

o
n
e
n
 u
b
e
r
,,
A
h
 
!
 

v
o
u
s
 di
r
ai
,
j

e
,
 M

a
m
a
n
."
)
 
(
M
o
z
a
rt
)

 

主
題
及
愛
奏
曲
一
・
三

・
七
・

八
・
十
・
十

l

．
十
二
番

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

二
部
合
唱

（

休

憩

二

十

分

）

年

8

ピ

ア

ノ

獨

奏

三
年
生

子
守
歌
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
・
・
サ
ン
ガ
ー
作
曲
ア
ウ
ア
ー
編
曲

(
Li
l
t

le 
S
l
e
e
p
y
 
H
e
a
d
)
 

(
S
a
n
g
e
r
,
A
u
e
r
)
 

服

部

ツ

ュ

口

牧

歌

調

(
P
a
st
rale) 

郭

公

…

(
L
e
 C
o
u
c
o
u
)
 

イ

ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
作
曲
タ
ウ
ズ
ィ
ヒ
編
曲

(
S
c
a
r
l
at
t
i

,
T
a
u
si
g

)

 

カ

ン

作

曲

(
D
a
q
ui
n

)

 

7

ピ

ア

ノ

獨

奏

三
年
生

畑

京

子

ソ
ナ
ー
タ

・
ト

長
調
•

第
一
榮
章

(
S
o
n
at
e
 G
 D
u
r
,
 1. 

S
at
z) 

部

ハ

イ

ド

ウ

ン

作

曲

2

(
H
ay
d
n
)

第

6

ピ

ア

ノ

獨

奏

三
年
生

大

ハ

イ

ド

ウ

ン

作

曲

(
H
ay
d
n
)
 

秀

和

子

5
 

口 イ

雷雷
山角

梨田

恵み

美は

子る

昭和の東京音楽学校篇 372 



17 

唱

歌

―
―
一
部
合
唱

年

1

0
、

1
6

ピ

ア

ノ

獨

奏

三
年
生

競
奏
曲
・
ニ
長
調
•
第
三
榮
章
ロ
ン
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ハ
イ
ド
ウ
ン
作
曲

(
K
lavi

e
r
,
K
o
n
z
e
rt
 
D
 D
u
r
,
 

3
.
 S

at
z
,
 Ro

n
d
o
)
 

(
H
a
y
d
n
)
 

流
浪
の
民
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

(

Z

i

g

e
u
n
e
r
l
e
b
e
n
)
 

(
S
c
h
u
m
a
n
n
)
 

石

倉

小

三

郎

作

歌

〔原
資
料
横
組
〕

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

協
奏
曲
ホ
短
調

第
一
楽
章

九
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ポ
ロ
ネ
ー
ズ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

手

塚

レ
オ
／
ー
レ
の
カ
バ
テ
イ
ナ
「
ト
ラ
バ
ト
ー
レ
」
よ
り
…
ヴ
ェ

森

本

千

鶴

子

三
年
生

獨
逸
舞
踊
曲
集
よ
り
一
・
ニ
・
三
・
六
・
七
・
十
二
番
及
終
曲
…
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
作
曲

(
A
u
s
 d
e
n
 d
e
ut
s
c
h
e
n
 T
ii
n
z
e
n
)
 

(
B
e
et
h
o
v
e
n
)
 

七、

バ

ス

獨

唱

佐

竹

隆

治

失
へ
る
美
し
き
日
よ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

｝

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

／

マ

ン

夜

毎

夢

に

自

由

思

想

‘

、

1
5

ピ

ア

ノ

獨

奏

山

邊兒川

幸

峰善壽千

下

子

セ

口

一

年

生

渡

吉

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ピ

ア

ノ

三
年
生

三
年
生

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

田

フ
ァ
ン
タ
ヂ
ア
ア
パ
シ
ョ
ナ
ー
タ
…
…
…
…
…
…
ヴ

可堀

八

榮代

ハ

イ

ド

ウ

ン

作

曲

(
H
a
y
合
）

14 

三
年
生

ソ
ナ
ー
タ
・
ヘ
長
調
•
第
一
榮
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
・
・
ク

(
S
o
n
at
e
 F
 D
u
r
,
 1. S

at
z) 

三
年
生

ソ
ナ
ー
タ
・
ト

長
調
・

作
品
第
四
九
番
の
ニ
・
第
一
築
章
：

…
…
•

ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
作
曲

(
S
o
n
at
e
 G
 D
u
r
,
 O
p
.
 

4
9
 N
r
.
 

2
,
 

1. 
S
at
z) 

(
B
e
et
h
o
v
e
n
)
 

三
年
生

ソ
ナ
ー
タ
・
ト
短
調
・
作
品
第
四
九
番
の
一
•

第
二
榮
章
…
…
…
ベ

ー
ト
ー
フ
ェ
ン
作
曲

(
S
o
n
at
e
 g
 M
o
l
l
,
 Op
.
 

4
9
 N
r
.
 

1
,
 

2
.
 S

at
z) 

(
B
e
et
h
o
v
e
n
)
 

ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
セ
ロ
三
重
奏

三
重
奏
曲
ハ
長
調

(
K
l
a
vi
e
r
'
T
ri

o
 C
 D
u
r
)
 

第
二
築
章
（
2
.

S
at
z

)

 

認

ピ

ア

ノ

獨

奏

織

田

安

子

昭
和
十
年
十
二
月
七
日

第
八
十
五
回
學
友
會
演
奏
會

昭
和
十
年
十
二
月
七
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

一

、

吹

奏

楽

指

揮

萩

原

敦

授

序
曲
「
ヱ
グ
モ
ン
ト
」
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
重
奏

四
、

複
協
奏
曲

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

三
二
菱
奏
曲

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

第
三
協
奏
曲

第
一
楽
章

ハ
短
調

一
短
調

1
2

ピ

ア

ノ

獨

奏

菊

地

る

り

子

ー

ラ

オ

作

曲

(
K
u
h
l
a
u
)
 

1
1

ピ

ア

ノ

獨

奏

志

立

満

喜

子

ロ

儀
典
行
進
曲

(
P
r
o
c
e
s
si
o
n
a
l
 M
a
r
c
h
)
 

ル
ト
ン
作
曲
ア
ウ
ア
ー
編
曲

(
B
e
rt
o
n
,
A
u
e
r
)
 

田

中

作
品
六
一
…
…
…
シ
ョ

第
八
十
五
回
学
友
会
演
奏
会

ユ

パ弘

373 

ン子

第 1章

村

五

郎

ユ

ー

タ

ン

ユ

マ
ン

鷲

崎

良

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
山

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
清

全
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
バ天

田

昭

ハ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

麗
し
の
五
月
に

我
が
涙
よ
り

お
前
の
眼
に
見
入
る
時

輝
し
き
夏
の
あ
し
た

一
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
•
•
シ

村

瀬

由

紀

子

作
品
―
―
一
七
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

瀬

崎

美

登

利

作
品
十
一
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ョ
パ
ン

瑞

枝

ル
デ
イ

野内
ッ
保妙

ハ子子

昭和 2年～12年 (1927~1937)



吹

第
ニ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
ニ
短
調

第
一
榮
章
ア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

伴

奏

志

賀

登

喜

ス

ポ

ア

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

武

内

百

合

子

ピ

ア

ノ

獨

奏

ソ
ナ
タ
セ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
為
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ド
ゥ
ビ
ュ
ッ
シ
ー

前
奏
曲小

夜
曲
と
終
曲

ロ
ン
ド

ハ
長
調

井

) I l 

都

作
品
七
三
•
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ョ

パ

ン

ピ

ア

ノ

助

敦

授

第
ニ
ピ
ア
ノ

渡小

邊

枝

セ
ロ

ピ

ア

ノ

重

奏

静文

セ

ロ

倉

井

口

田

高

野

田

子

昭

和

十

年

十

二

月

八

日

東

京

音

楽

學

校

學

友

會

第

八

十

六

回

學

友

會

演

奏

會

昭

和

十

年

十

二

月

八

日

（

日

）

午

後

一

時

三

十

分

工
グ
モ
ン
ト
序
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
一
ピ
ア
ノ

伴

奏

山

崎

生

子

ガ
ブ
リ
ー
レ
の
詠
唱
”
夜
螢
“
よ
り
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル

ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

奏

楽

指

揮

萩

原

敦

授

ソ

プ

ラ

／

獨

唱

酒

多

田

鶴

子

曲

目

第

ニ

ピ

ア

ノ

シ

ロ

タ

敦

師

さ
す
ら
ひ
人
幻
想
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
ー
リ
ス
ト

第
二
榮
章
ア
ダ
ジ
オ

第
三
榮
章
。
フ
レ
ス
ト

第
四
榮
章
ア
レ
グ
ロ

ピ

ア

ノ

獨

奏

内

藤

輝

子

第

八

十

六

回

学

友

会

演

奏

会

ー

休

憩

ー

エ
ロ
イ
カ

一

四

、

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

吉

賓
石
の
歌
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
グ

一
五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

第

三

協

奏

曲

婁
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ハ
長
調

大

澤

春

子

作
品
三
六
…
…
…
…
…
…
。
フ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

ピ

ア

ノ

獨

奏

小

田

雪

江

成

和

子

ノ

ー

伴

奏

二

宮

正

明

フ
ィ
リ
ッ
。
フ
王
の
詠
唱
「
ド
ン
カ
ル
ロ
ス
」
よ
り
…
…
…
…
・
・
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

第2部

3‘ 9, 

ス

獨

唱

村

尾

護

郎

ー

ニ

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

細

協
奏
曲
卜
短
調
作
品
三
七
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

第

一

、

二

楽

章

―

―

―

-

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

藪

船
唄
作
品
六
十
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ヨ田

ノサ曾

ン子

第

ニ

ピ

ア

ノ

萩

原

教

授

n
ン
ツ
ェ
ル
ト
ニ
短

調

作

品
十
五
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス

第

一
築
章
マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

ル谷

ツ正

フ秋

ピ

ア

ノ

獨

奏

宮

正

明

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ
ト
長
調

第

一

楽

章

伴

奏

渡

邊

千

世

マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
詠
唱
「
新
敦
徒
」
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル

昭和の東京音楽学校篇

三

宅

洋

一

郎

作
品
三
七
…
…
…
…
…
…
…
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

奥

田

智

重

子

374 



第

ニ

ピ

ア

ノ

シ

ロ

タ

敦

師

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

愛
ホ
長
調

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
リ
ス
ト

第
一
架
章
ア
レ
グ
ロ
マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

第
二
築
章
ク
ワ
ジ
ア
ダ
ヂ
オ

第
三
榮
章
ア
レ
グ
レ
ッ
ト

w

生

二
日
に
亘
る
冬
の
大
演
奏
會
で
、
ピ
ア
ノ
に
し
て
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
し
て
も
歌
に

し
て
も
各
非
常
に
優
秀
な
成
績
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
は
何
を
物
語
る
か
？
ー
疑
も
な

く
所
謂
技
術
の
進
歩
と
共
に
一
音
楽
的
包
容
力
の
進
歩
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
…
…
然
し
そ

れ
が
日
本
の
音
楽
界
に
何
を
齋
す
か
？
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
シ
ョ
パ
ン
を
よ
く
弾
き
、

シ
ュ
ー
マ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
を
よ
く
歌
ふ
だ
け
で
演
奏
家
の
役
目
は
終
っ
た
の
だ
ら
う

か
？勿

論
古
典
（
現
代
―
音
楽
に
封
し
て
い
ふ
）
の
深
い
研
究
は
常
に
必
要
で
あ
る
、
古
典

の
よ
い
演
奏
に
よ
っ
て
大
衆
の
耳
を
養
ふ
事
は
重
要
で
あ
る
。
然
し
現
代
の
我
々
の
生

ピ

ア

鰻
耳
麟
學
友
會
演
奏
會
所
感

J
 

海
上
に
て

我
等
坊
ひ
ぬ

小
舟
に
て

獨

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

伴

奏

中

村

ハ

マ

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
ホ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

第
二
榮
章
ア
ン
ダ
ン
テ

第
三
榮
章
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ
ー
ア
レ
グ
ロ
モ
ル
ト

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

奏

バ

リ

ト

ン

獨

唱

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

内

藤

〔
原
資
料
横
組
〕

喜

久

疋

田

小

枝
” 

伴
奏
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
師

ラ

ー

ム

ス

”
 

賓

井

鳥
に
敦
ふ

ス

卜

置

子

ソ
。
フ
ラ
ノ
詠
唱
、
合
唱
、
合
唱

第

部
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合
唱
、
コ
ン
ト
ラ
ル
ト
詠
唱
、
合
唱
、
合
唱
、
合
唱
、
テ
ノ
ー
ル
宣
叙
調
、
詠
唱
と
宜
叙

調
、
ソ
。
フ
ラ
／
詠
唱
、
合
唱
、
バ
ス
詠
唱
、
テ
ノ
ー
ル
宣
叙
調
と
詠
唱
、
合
唱
ハ
レ
ル
ヤ

第1章

第

部

序
曲
、
テ
／
ー
ル
小
詠
唱
と
詠
唱
、
合
唱
、
バ
ス
宣
叙
調
と
詠
唱
、
合
唱
、

ル
ト
宜
叙
調
と
詠
唱
、
合
唱
、
バ
ス
宜
叙
調
と
詠
唱
、
合
唱
、
牧
歌
調
、
ソ
。
フ
ラ
／
宜

叙
調
、
合
唱
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
詠
唱
、
コ
ン
ト
ラ
ル
ト
宣
叙
調
と
詠
唱
、
合
唱

救

世

主

部

ヘ
ン
デ
ル
誕
生
二
百
五
十
年
記
念

演

奏

聖

諏

曲

第

曲

目

昭
和
十
年
十
二
月
十
四
日
第
七
十
七
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
年
十
二
月
十
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
七
時
開
演

會
場
日
比
谷
公
會
堂

昔

楽

演

奏

曲

目

一
三
五
頁
）

活
感
情
か
ら
生
れ
た
一
音
楽
が
、
現
代
を
呼
吸
し
て
ゐ
る
我
々
に
最
も
直
接
な
ひ
ゞ
き
を

持
つ
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。
演
奏
家
も
古
典
の
演
奏
の
み
を
以
て
事
終
れ
り
と
せ
ず
、
更

に
そ
の
＿
音
楽
的
包
容
力
を
現
代
＿
音
楽
に
迄
撰
め
、
世
界
の
一
音
楽
の
歩
み
の
中
に
於
け
る

日
本
の
一
音
楽
の
道
を
認
識
し
て
、
作
曲
家
と
協
力
し
て
新
し
い
創
造
！
演
奏
も
創
造

で
あ
る
|
ー
—
を
し
て
行
く事
が
演
奏
家
の
最
も
重
大
な
役
目
で
は
な
い
だ
ら
う
か
？

我
々
は
我
々
の
歌
を
歌
は
う
で
は
な
い
か
！

（
『
＿
音
楽
』
墨
友
會
、
第
十
六
号
、
昭
和
十
年
十
二
月
、

東
京
一
音
楽
學
校コ

ン
ト
ラ

昭和2年～12年 (1927~1937)



都

馬

子

藤

静

子

田

睦

陸

本

秀

次

合

唱

二

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

管
絃
楽
二
東
京
一
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

獨

コ
ン
ト
ラ
ル
ト

唱
~

テ

ノ

ー

3‘ ノ

ス Jレ

of
 

橋 柴 齋 横

t

h
e
 
b
i

rt
h
 

ソ
。
フ
ラ
ノ

〔原
資
料
横
組
〕

I
n
 c
o
m
m
e
m
o
r
at
1
0
n
 of
 
t

h
e
 2
5
0t

h
 a
n
ni
v
e
r
s
a
r
y
 

of
 

G
.F•Handel 

(
1
6
8
5ー

1
7
5
9
)

T
H
E
 M
E
S
S
I
A
H
 

A
 
S
a
c
r
e
d
 O
r
at
o
r
i
o
 

P
a
rt

 

t

h
e
 F
i

rst
 

Si
n
f
o
ni
a
 ;
 Te
n
o
r
 :
 A
ri
o
s
o
 a
n
d
 
A
i

r
 ;
 Ch
o
r
u
s
 ;
 Ba
s
s
 :
 Re
ci
t

at
i

v
o
 

a
n
d
 
A
i

r; 
C
h
o
r
u
s
;
 
C
o
nt

ralt

o
:
 
R
e
ci
t
.
 

a
n
d
 
A
i

r; 
C
h
o
r
u
s
;
 
B
a
s
s
 :
 

R
e
ci
t
.
 

a
n
d
 A
i

r; 
C
h
o
r
u
s
;
 
Pi
sa: 
P
a
st

oral 
S
y
m
p
h
o
ny
;
 
S
o
p
r
a
n
o
:
 

R
e
ci
t
.
;
 

C
h
o
r
u
s
 ;
 Sop
r
a
n
o
 :
 
A
i

r
 ;
 Co
nt

ralto :
 Re
ci
t
.
 

a
n
d
 A
i

r
 ;
 Ch
o
r
u
s
 

(Int
e
r
v
al) 

P
a
rt
 
t

h
e
 S
e
c
o
n
d
 

C
h
o
r
u
s
;
 
C
o
nt
ralt
o
:
 A
i

r
;
 
C
h
o
r
u
s
;
 Ch
o
r
u
s
;
 
C
h
o
r
u
s
 ;
 Te
n
o
r
:
 

R
e
ci
t

.
,
 

A
i

r
 a
n
d
 
R
e
ci
t
.
 ;
 

S
o
p
r
a
n
o
 :
 Ai
r
 ;
 Ch
o
r
u
s
 ;
 Ba
s
s
 :
 Air; 

T
e
n
o
r
:
 
R
e
ci
t
.
 

a
n
d
 A
i

r; 
C
h
o
r
u
s
 

P
a
rt
 
t

h
e
 T
hi
r
d
 

S
op
r
a
n
o
 :
 Ai

r; 
C
h
o
r
u
s
 ;
 Ch
o
r
u
s
 

U
n
d
e
r
 t
h
e
 di
re
ct
i

o
n
 of
 

G
.
 
Fr•Handel 

(
一
六
八
五
ー
一
七
五
九
）
は
人
も
知
る
如

v
B
a
c
h
と
共
に
十

八
世
紀
前
半
に
於
け
る
楽
聖
で
あ
る
。
生
地
は
獨
逸
の

Halle
で
あ
っ
た
。
前
半
生
は

オ
ペ
ラ
に
没
頭
し
て
ゐ
た
が
不
遇
で
あ
っ
た
。
後
英
國
に
移
住
し
て
王
室
そ
の
他
か
ら

多
大
の
援
助
を
う
け
て
漸
く
そ
の
箕
債
を
疲
揮
し
得
た
。
特
に
後
半
生
は
オ
ラ
ト
リ
オ

（
紳
事
劇
或
は
聖
輝
曲
と
鐸
す
）
の
作
曲
に
専
心
努
力
し
て
多
く
の
傑
作
を
残
し
て
ゐ

る
。
そ
の
中
今
回
演
奏
す
る

T
h
e
M
e
s
si
a
h
救
世
主
が
最
も
有
名
で
あ
る
。

作
曲
年
代
と
歌
詞
ー

一
八
四
一
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
作
曲
し
出
し
て
ゐ
る
。
第

一
部
は
八
月
二
十
八
日

に
完
成
、
第
二
部
は
九
月
六
日
に
、

第
三
部
は
九
月
十
二
日
に
完
成
し
て
ゐ
る
。
楽
器

編
成
の
純
譜
は

二
日
後
の
十
四
日
に
完
成
さ
れ
た
。
そ
の
純
譜
は
正
窯
版
で
ブ
ラ
イ
ト

コ
。フ
か
ら
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
。
歌
詞
は
全
部
藷
約
新
約
聖
書
か
ら
輯
録
さ
れ
て
ゐ
て、

そ
れ
は
ヘ
ン
デ
ル
の
友
人

Charl
es
J
 en
n
e
n
s

に
よ
る
と
稲
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
賓

は
J
ennens
の
秘
書
の
牧
師

Pooly
の
仕
事
で
あ
る
と
云
ふ
説
も
あ
る
。
又
ク
レ
ッ

チ
ュ
マ
ー
ル
は
こ
れ
等
の
説
と
反
針
に
、
ヘ
ン
デ
ル
自
身
が
オ
ラ
ト
リ
オ
の
全
構
造
を

音
楽
的
に
考
へ

た
上
で
、
ジ
ェ
ン
ネ
ン
ス
と
相
談
し
て
歌
詞
を
編
輯
し
た
の
で
あ
ら
う

と
言
っ
て
ゐ
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
テ
キ
ス
ト
を
手
に
し
て
か
ら
、
二
十
三
日
間
で
こ

の
大
作
を
完
成
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
時

ヘ
ン
デ
ル
は
五
十
六
歳

で
あ

っ
た
。
T
h
e

M
e
s
si
a
h
の
曲
名
も
彼
自
身
が
つ
け
た
の
で
あ
る
。

曲

説

ヘ
ン
デ
ル
作
曲
・
聖
諏

曲

「
救
世
主
」

目

解

田

指
揮
~
ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

K
l
a
u
s
 P
ri
n
g
s
h
ei
m
 

S
o
l
oi

st
s
:
 

S
o
p
r
a
n
o
 
T
s
u
m
a
k
o
 M
a
ki
t

a
 

C
o
nt

ralto 
S
hi
z
u
k
o
 S
ai
t

o
 

T
e
n
o
r
 

M
ut
su
m
u
 S
hi

b
at
a
 

B
a
s
s
 

H
i

d
ej
i
 

H
a
s
hi
m
ot
o
 

C
h
o
r
u
s
 a
n
d
 O
r
c
h
e
st
r
a
 

of
 
t

h
e
 T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
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初
演
そ
の
他
ー
~

常
時
ロ
ン
ド
ン
の
オ
ペ
ラ
マ
ネ
ヂ
ヤ
ー
と
封
立
闘
係
に
あ
っ
て
、
至
急
に
ロ
ン
ド
ン

で
初
演
が
出
来
な
か
っ
た
彼
は
、

翌
年
四
月
ダ
ブ

リ
ン
で
初
演
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
次

の
事
情
に
よ
る。

ー
作
曲
完
成
後
デ
ポ
ン
シ
ャ
イ
ア
ー
の
公
爵
に
招
か
れ
て
、
一
八
四

一
年
の
冬
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
ダ
ブ
リ
ン
市
で
定
期
連
績
演
奏
會
を
開
催
し
た
。
こ

の
演
奏
會
の
最
後
に
オ
ラ
ト
リ
オ
救
世
主
を
初
演
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
こ
の
市
の

雨
敦
會
の
合
唱
隊
が
出
演
し
、
獨
唱
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
伴
っ
た

S
i

g

n
o
r
a

A
 voli
0

と

M
r
s
.
 Ci

b
b
e
r
が
主
要
な
役
割
を
つ
と
め
た
。
一
七
四
―
―
年
四
月
十
三
日
の
正
午
十
二

時
か
ら
ダ
ブ
リ
ン
市
の
楽
堂
で
開
演
し
た
の
で
あ
る
。
慈
善
演
奏
會
の
名
目
な
の
で
常

時
と
し
て
は
破
格
の
聴
衆
七

0
0人
が
集
っ
た
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

C
i

b
b
e
r

夫
人
が

第
二
部
の

コ
ン
ト
ラ
ル
ト
詠
唱

H
e

w
a
s
 
d
e
sp
i

s
e
d
 
(
彼
は
侮
ら
れ
て
、
人
に
す
て

ら
れ
、
イ
ザ
ヤ
書
五
十
三
章
三
節
）
を
歌
ひ
終
っ
た
時

D
r
•
D
e
l
a
n

y

は
•

'W
o
m
e
n

,

for
 th
i

s
 b
e
 all t
h
y
 si
n
s
 
forg

i

v
e
n
 !"
と
叩
『
ん
だ
と
記
録
さ
れ
て
あ
る
。

こ
の
曲
は
ヘ
ン
デ
ル
の
歿
年
ま
で
、
十
八
年
間
に
三
十
四
回
演
奏
さ
れ
た
。

し
か
し

こ
れ
等
生
前
の
演
奏
は
彼
の
傑
作
の
置
償
を
装
揮
す
る
に
は
ス
ケ
ー
ル
が
貧
弱
で
あ

っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
所
が
一
七
八
四
年
に
ヘ
ン
デ
ル
歿
後
の
記
念
演
奏
が
ロ
ン
ド
ン
の

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
大
寺
院
で
行
は
れ
た
際
此
曲
が
立
派
に
演
奏
さ
れ
た
。
全
合
唱

は
二
六
七
人
で
、
全
管
絃
楽
は
二
四
二
人

(
Vl.
I. 4
0
;
 
V
l. 
I

I. 
4
7
 ;
 T
e
n
o
r
s
 2
6
;
 
O
b
.
 

I. 
1
3
 ;
 O

b
.
 I

L
 1
3
 ;
 Fl. 
6
 ;
 C

e
l
l
0
2
1
 ;
 Ba
s
s
 
1
5
 ;
 Ba

s
s
o
o
n
 
2
6
 ;
 D

o
u
b
l
e
 

B
a
s
s
o
o
n
 1
 ;
 T
r
u
m
p
et
 

1
2
 ;
 T

r
o
m
b
o
n
 6
 ;
 H

o
r
n
 1
2
 ;
 Ti
n
p
a
ni
 

3
 ;
 D

o
u
b
l
e
 

K
e
t
t
l
e
d
r
u
m
 
1
)
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
き
演
奏
が
英
闊
で
行
は
れ
て
ゐ
た
為
め
に
、

ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
―音楽
に
歿
頭
し
て
ゐ
た
ハ
イ
ド
ン
が
渡
英
し
た
際
、
ヘ
ン
デ
ル
の
オ

ラ
ト
リ
オ
を
聴
い
て
多
大
の
感
銘
を
う
け
た
の
も
無
理
も
な
い
。
ハ
イ
ド
ン
の
オ
ラ
ト

リ
オ
「
天
地
創
造
」
も

「
四
季
」
も
共
に
ヘ
ン
デ
ル
の
影
醤
で
作
曲
さ
れ
た
と

言

ヘ

る。
「
救
世
主
」
の
楽
譜
と
今
回
の
演
奏
ー
ー
＇

十
八
世
紀
後
半
に
英
國
で
出
版
さ
れ
た
純
譜
だ
け
で
も
敷
種
あ
る
。

モ
ー
ツ
ア
ル
ト

が
編
曲
し
た
も
の
も
そ
の
一
種
で
あ
る
。
現
今

一
般
の
演
奏
で
は
、
こ
の
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
版
が
多
く
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
近
世
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成
に
適
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
少
し
手
を
入
れ
過
ぎ

て
ゐ
る
観
が
あ
る
。

勿
論
十
八
世
紀
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
絃
の
部
分
に
管
（
特
に
フ

ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
ー
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
等
）
を
臨
時
混
入
し
て
奏
す
る
事
は
賞
然
行
は
れ

た
で
あ
ら
う
か
ら
、
ブ
ラ
イ
ト
コ
。
フ
版
全
集
の
ク
リ
ー
サ
ン
デ
ル
編
で
は
種
々
な
る
細

工
が
し
て
あ
る
。
何
版
で
演
奏
す
る
か
に
つ

い
て
は
相
嘗
歴
史
的
に
は
困
難
な
問
題
で

あ
る
の
で
、
本
校
の
演
奏
は
遂
に
原
曲
に
忠
質
な
管
絃
楽
編
成
で
行
ふ
こ
と
と
し
、
チ

エ
ム
バ
ロ

は
ピ
ア
／
で
奏
し
、
ク
リ
ー
サ
ン
デ
ル
版
に
従
ひ
、
尚
英
國
ノ
ベ
ロ
版
の
。
フ

ラ
ウ
ト
及
ベ
ス
ト
編
を
参
照
し
た
。
但
し
全
曲
の
演
奏
は
長
時
間
を
要
す

る

の

で

第

二
、
第
三
部
に
於
て
幾
分
省
略
演
奏
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
止
む
を
得
な
い
。

「
救
世
主
」
の
構
造
と
内
容
I

元
来
オ
ラ
ト
リ
オ
は
中
世
末
期
の
宗
教
劇
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
寺
院

な
ど
で
や
る
一
音
楽
の
な
い
紳
事
劇
で
あ

っ
た
。
一
音
楽
を
伴
っ
た
宗
敦
劇
は
十
六
世
紀
の

末
葉
ロ
ー
マ
で
最
初
に
行
は
れ
た
。
オ
ペ
ラ
の
起
源
と
同
時
代
で
あ
る
が
オ
ペ
ラ
の
影

響
で
生
れ
た
と
も
一
音
楽
史
家
は
説
く
。
少
く
と
も
十
七
世
紀
初
期
の
オ
ペ
ラ
の
隆
盛
に

影
響
さ
れ
て
、
そ
の
形
式
も
ほ
ゞ
同
様
な
傾
向
を
示
し
つ
A

、
劇
を
伴

っ
た
り
又
音
楽
の

み
で
あ
っ
た
り
し
て
、
狡
達
し
て
来
た
事
は
確
で
あ
る
。

十
七
世
紀
の
オ
ラ
ト
リ
オ
は

主
と
し
て
伊
太
利
に
於
て
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
晉
敦
的
で
あ
っ
て
、
構
造
は
二
部

に
分
れ
て
ゐ
た
。

ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
は
殆
ん
ど
全
部
が
三
部
に
分
れ
て
ゐ
る
。

三
部
か
ら
な
る
オ
ラ
ト
リ
オ
は
ヘ
ン
デ
ル
の
創
意
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
嘗
時
の
歌
劇
が

―
―
一
部
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
形
式
を
流
用
し
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
一
音
楽
的
表
現
の
最

も
妥
鴬
な
形
式
で
あ
る
と
彼
が
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
且
つ
伊
太
利
風
オ
ラ
ト
リ
オ

で
、
合
唱
、
獨
唱
、
重
唱
を
種
々
混
ぜ
て
作
曲
し
て
ゐ
る
の
に
反
し
て
、
ヘ
ン
デ
ル
は

合
唱
と
獨
唱
と
か
ら
成
立
さ
せ
た
。
而
も
全
櫃
は
よ
き
均
齊
を
保
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
表

現
は
、
潤
唱
の
宣
叙
調
と
詠
唱
と
合
唱
と
に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ト
リ
オ
の
内
容
を
内
面
的

に
展
開
し
て
行
き
、
オ
ペ
ラ
に
於
け
る
劇
的
表
現
は
避
け
て
ゐ
る
。

而
も
そ
の
精
神
は

新
敦
的
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で

「
救
世
主
」
の
三
部
を
見
れ
ば
、
第
一
部
は
1

こ
の
世
に
救
世
主
キ
リ

ス
ト
の
来
る

こ
と

の
待
望
を
表
現
し、

暗
黒
に
迷
へ
る
民
に
降
誕
の
豫
言
を
な
す
（
参

照
楽
譜
5
、
9
、
1

0

)

。
パ
ス
ト
ラ
ー
ル
、
シ
ム
ホ
ニ
ー
は
牧
歌
調
で
、
ベ
テ
レ
ヘ
ム
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口

こ

｀

』

9J

心

)

j-

」

、

]

ー

「

「

＇

吐

『

一

1
•
『

r

g
,
t
o

hi
m
、
b
e
u
n
'
s
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m
,
 
t

h
at
 

si
t
t

c
l
h
 up

'
o
n
 l
h
e
 
t

h
r
o
n
e
,
 a
n
d
 u
n
,
t

o
 
t

h
.e
 
L
a
m
b
 

ふ

f

.
h
o
"

「

・

「

じ

―

[

'

[

「

「

:
9

間
9

1

m

e

n

、

叫

-
m
g
 

i

v

1

e
t

h
 

叫l

ヽ

呈匝

の
野
の
羊
か
い
に
告
げ
る
天
使
の
歌
と
も
思
へ
る
（
参
照
楽
譜
1

1

)

。
天
使
の
お
告
の

あ
っ
た
後
、
合
唱
は
「
い
と
高
き
と
こ
ろ
に
榮
光
紳
に
あ
れ
G
l
o
r
y

to
 
G
o
d
 i

n
 th
e
 

h
i

g

h
e
s
t
」
を
朗
か
に
歌
ふ
（
参
照
楽
譜
1
2
)
。
第
一
部
は
主
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
を
歌
っ

て
終
る
（
参
照
楽
譜
1
5
)
。
第
二
部
は
主
の
苦
難
と
十
字
架
上
の
キ
リ
ス
ト
を
歌
ひ
（
参

照
楽
譜
1
7

、
1

8

)

そ
の
昇
天
を
讃
美
す
る
（
参
照
楽
譜
2

3

)

。
そ
し
て
最
後
に
幅
昔
博

播
と
そ
の
勝
利
が
ハ
レ
ル
ヤ
合
唱
（
参
照
楽
譜
2

6

)

に
よ
っ
て
高
ら
か
に
歌
は
れ
る
の

で
あ
る
。
第
一

1

一
部
は
主
の
敦
義
の
至
高
な
る
置
理
で
あ
る

こ
と
の
宣
揚
で
あ

っ
て
、
紳

の
質
在
、
震
魂
不
滅
、
復
活
、
永
遠
の
幸
輻
に
開
す
る
信
仰
の
装
露
を
歌
ふ
の
で
あ

る。

1
〔
歌
詞
省
略
〕

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

乗

杉

嘉

ク
ラ
ウ
ス
・

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

内

藤

清

五

開
係
管
絃
楽
部
員

ロ
ベ
ル
ト
・

ボ
ラ
ッ
ク

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

井

上

武

雄

黒

澤

良

輝

兎

束

龍

夫

栗

原

大

治

大

岡

運

英

幅

井

巖

松

浦

き

み

よ

桂

平

清

水
岡

見

温

幅

井

直上谷

指海
軍
々
榮
隊
架
長

蜂川

龍淳弘彦澄太

揮 校

者

學

長

壽

ヴ

イ

オ

ラ

平平増松伊岡藤杉多岩荒石渡平松水小鳥

田村藤田田山 本木黒邊戸田口宮居
尚 長久碩 山

一重純二続谷 政幹二 龍十幸 つ

喜忠郎利三郎秋夫興蔵枝郎健也蔵麿繁

田井

保
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東
京
＿
音
楽
學
校
が
十
四
日
夜
日
比
谷
で
ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
「
メ
シ
ア
」
を
全

セ

身
に
泌
み
ぬ

十
二
月
十
六
日

聖
諏
曲
「
メ
シ
ア
」

唐

端

勝

（
『
月
刊
榮
譜
』
第
二
十
五
巻
第
二
号
、
昭
和
十
一
年
二
月
、

洋
楽
係

月

8

時

ー

8
時

40
分

1
1
東
京
音
楽
學
校
演
奏
室
よ
り
中
繊
II

獨

唱

ソ

。

フ

ラ

ノ

横

田

都

馬

子

ア

ル

ト

睦

陸

ベ

ー

ス

橋

本

秀

次

合

唱

京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部
指
揮

聖
謬
曲
「
メ
シ
ア
」
抜
幸

ロ

一
三
五
頁
）

ヘ
ン
デ
ル
作
曲

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

齋
藤
静
子

東
京
音
楽
學
校
生
徒

聖
諏
曲

J
O
A
K
 

昭
和
十
年
十
二
月
十
六
日
ラ
ジ
オ
放
送

洋
楽
放
送
記
録

コ
ン

卜

ラ

バ
ス

＾ ^ ^ " "海、一、ノツ

藤小深 阿安盛淡沖小酒平

原原海保部口野不澤井井

寅政善 幸勝常可 保

夫治次健明三七止弘悌三

解 才

Jレ

ト
ロ

ホ オ

Jレ

ボ

説

テ
ナ
ー

柴
田

管

絃

楽

東

城

多

又

兵

衛

ー

（

海

）

坂

逸

郎

（

＂

）

原

功

男

ン
（
＂
）
簗
田
甚
市

永

田

睛

ン

バ

ー

（

海

）

幅

永

信

正

（
＂
）
堀
本
賢
夫

テ
イ
ン
パ
ー
ニ
（
＂
）
白
稗
次
ニ

チ

ェ

ン

バ

ロ

山

田

和

男

ガ

ン

箕

篠

俊

雄

遠

藤

宏

〔原
資
料
横
組
〕

X X 

だ
か
ら
演
奏
す
る
方
に
し
て
も
彼
等
基
督
敦
園
民
の
如
く
宗
敦
的
情
熱
を
感
ず
る

こ

と
は
あ
り
得
ま
い
、
身
の
入
り
切
ら
ぬ
演
奏
を
す
る
の
は
掌
り
前
で
あ
る
、
徒
ら
に
空

虚
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
大
佛
の
如
き
危
大
感
の
み
を
呉
へ
る
、
大
多
敷
の
わ
れ
ノ
＼
に

於
て
オ
ラ
ト
リ
オ
を
聞
く
こ
と
は
智
的
興
味
あ
る
ひ
は
好
奇
心
か
ら
は
る
か
に
距
つ
て

は
ゐ
な
い
、
こ
の
オ
ラ
ト
リ
オ
と
い
ふ
形
式
は
近
代
に
及
ん
で
餘
程
巷
へ
下
り
て
来
て

ゐ
る
の
で
い
く
ら
か
取
り
つ
く
島
が
あ
る
が
ヘ
ン
デ
ル
の
如
く
古
い
の
は
い
け
な
い
、

こ
れ
は
名
だ
A

る
大
伽
藍
で
儀
式
と
し
て
演
奏
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う

放
送
に
は
全
曲
よ
り
合
唱
五
曲
〔
ヽ
〕
ソ
。
フ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ
ナ
ー
、
バ
ス
獨
唱

一
曲
づ
A

九
曲
が
提
ば
れ
た
が
、
日
本
で
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
ゐ
る
「
ハ
レ
ル
ヤ
コ

ー
ラ
ス
」

が
や
は
り
、
最
も
コ

ー
ラ
ス
ら
し
い
力
に
満
ち
て
ゐ
る
、
聞
き
慣
れ
て
ゐ

る
せ
い
か
も
知
れ
な
い
、
演
奏
は
日
本
で
一
寸
こ
れ
以
上
の
も
の
は
臨
時
編
成
に
で

も
し
な
い
と
望
め
な
い
の
だ
ら
う

こ
の
日
第
二
の
方
で
七
時
半
か
ら
舟
分
津
川
主
一
氏
が
名
曲
鑑
賞
講
座
で
や
は
り
こ

の
「
メ
シ
ア
」
の
こ
と
を
解
説
し
て
を
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
同
時
放
送
で
あ
り
度
か
つ

た
、
尤
も
第
一
の
方
は
こ
の
時
間
講
演
で
「
メ
シ
ア
」
の
聴
者
に
は
さ
し
て
不
都
合
で

X 

ヘ
ン
デ
ル
の
「
メ
シ
ア
」
は
古
今
の
傑
作
で
あ
る
、
し
か
し
こ
れ
は
基
督
敦
國

の
、
最
も
基
督
敦
的
な
一
音
楽
で
あ
る
、
基
督
敦
國
の
文
藝
縮
畳
、
そ
れ
に
＿
音
楽
は
非

基
督
敦
國
民
の
絶
封
に
理
解
し
得
な
い
あ
る
秘
密
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、

特
に
こ
の
オ
ラ
ト
リ
オ
は
極
め
て
わ
れ
／
＼
東
邦
人
に
縁
の
遠
い
も
の
で
あ
る
、
こ

の
基
督
敦
的
信
仰
生
活
に
裏
打
ち
さ
れ
て
生
き
て
ゐ
る
宗
敦
―
音
楽
が
全
然
そ
の
博
統

の
な
い
國
に
移
し
聞
か
さ
れ
て
は
、
殆
ん
ど
色
あ
せ
た
見
す
ぼ
ら
し
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
ふ
、
只
＿
音
楽
的
構
造
の
牡
大
に
打
た
れ
る
に
過
ぎ
ま
い
、
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ

の
大
伽
藍
に
打
た
れ
る
の
と
揮
ば
な
い
、
む
し
ろ
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
の
方
が
七
塔
伽

藍
を
連
想
し
得
て
近
か
ら
う

X 

曲
演
奏
し
た
翌
々
日
、
上
野
の
演
奏
室
か
ら
九
曲
抜
幸
の
四
十
分
間
が
放
送
さ
れ
た
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君
が
代

日

比

谷

公

會

堂

に

銃

後

な

か

っ

た

か

も

知

れ

な

い

が

、

聰

敷

輩

位

二

百

万

と

い

ふ

か

ら

そ

う

簡

輩

に

も

言

ひ

切

れ

な

い

尚

演

奏

場

は

東

京

で

最

も

昔

の

効

果

の

悪

い

ホ

ー

ル

の

―

つ

で

あ

っ

た

が

、

こ

れ

な

ん

か

も

困

り

も

の

で

あ

る

、

機

械

の

力

で

少

し

助

け

る

の

も

便

法

だ

ら

う

、

そ

れ

か

ら

一

日

置

い

て

二

度

演

奏

す

る

等

無

駄

を

し

な

い

で

、

昔

の

よ

く

通

る

ホ

ー

ル

で

演

奏

が

あ

っ

た

の

な

ら

蠍

管

に

で

で

も

好

き

な

所

を

取

っ

て

来

て

そ

れ

を

再

製

す

る

様

に

し

た

り

、

生

に

こ

だ

は

る

必

要

は

な

い

昭

和

十

年

十

二

月

二

十

＿

日

銃

後

奉

仕

演

奏

会

東

京

―

音

楽

學

校

銃

後

奉

仕

演

奏

會

東

京

―

音

楽

學

校

で

は

、

薔

騰

廿

一

日

（

土

）

七

時

、

奉

仕

演

奏

會

を

管

絃

楽

部

員

の

演

奏

で

開

催

、

指

揮

は

マ

ン

フ

レ

ッ

ト

・

グ

ル

リ

ッ

ト

氏

、

倉

田

高

（

チ

ェ

ロ

）

、

内

藤

輝

子

（

ピ

ア

ノ

）

雨

氏

が

獨

奏

に

常

り

、

曲

目

は

一

、

管

絃

楽

ベ

ル

リ

オ

ー

ズ

作

序

曲

「

ベ

ン

ヴ

ヱ

ヌ

ー

ト

・

チ

ェ

リ

ー

ニ

」

二

、

チ

ェ

ロ

獨

奏

コ

レ

リ

作

バ

ゼ

レ

ー

ル

編

ア

ダ

ー

ヂ

オ

、

ヴ

ィ

ヴ

ァ

ル

デ

イ

作

ダ

ン

デ

ロ

ー

編

協

奏

曲

二

長

調

（

作

品

三

第

九

）

三

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

シ

ョ

。

ハ

ン

作

協

奏

曲

へ

短

調

（

作

品

ニ

―

)

四

、

管

絃

楽

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

序

曲

「

レ

オ

ノ

ー

レ

」

第

三

（

作

品

七

二

）

X 

（
『
都
新
聞
』
昭
和
十
年
十
二
月
十
八
日
）

（『
＿
音
築
新
聞
』
一
九
三
号
、
昭
和
十
一
年
一
月
新
年
上
旬
号
、
ニ
ニ
頁
）

ソ
ナ
タ

ピ

ア

ノ

獨

菱

ホ

長

調

昭

和

十

一

年

二

月

八

日

第

八

十

七

回

学

友

会

演

奏

会

昭

和

十

一

年

二

月

八

日

（

土

）

三

つ

の

歌

曲

1
．

ニ

コ

レ

ッ

ト

2
．

極

楽

の

美

し

い

三

梵

鳥

3

ロ

ン

ド

志

作

品

十

ノ

三

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

卜

慕

ふ

御

名

「

リ

ゴ

レ

ッ

ト

」

よ

り

協

奏

曲

ホ

短

調

…

…

ア
レ
グ
ロ
—
モ
デ
ラ
ー
ト
ー
—
ー
ボ
コ

メ

ツ

オ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱
1
．

い

た

ま

し

き

我

が

憐

み

に

…

2

．
お
や
す
み
！
…
•
…
…
…
…
…
•
•

3
．

薔

薇

は

嘆

く

作

品

八

一

ノ

a

奏

會

澤

幸

子

ロ

タ

数

師

リ

ー

ク

ピ

ア

ノ

獨

奏

獨

奏

千

葉

八

千

代

伴

．． 
：奏.. 

．． 

フ山

ラロ

”” 
ン華

ツ子

中

尾

規

子

ピ
ウ

奏

三

・：・・・・・・リ

レ

ン

ト

第

ニ

ピ

ア

ノ

シ

協
奏
曲
イ
短
調
作
品
十
六
…
…
…
…
…
…
•
グ

ア

レ

グ

ロ

モ

ル

ト

モ

デ

ラ

ー

ト

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

伴

ン 宅

ド洋

ネー

ル郎

チ

工

口

里
‘‘‘‘ 

閲

伴

奏

木

…

ヴ

工本

ル紀
蔵

デ代

イ子

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

大

ソ
ナ
タ。フ

ニ

長

調レ

ス

ピ

ア

ノ

獨

奏

混

盤

合

唱

第

八

十

七

回

樹 ―フ

下

ヴ

コ

J糸 工

チ
Jレ

亘 工
子

指

揮

木

下

助

敦

授
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主
題
と
愛
奏
曲

〔原
資
料
横
組
〕

(
『
l

音
柴
』
芦
子
友
會
、
第
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
二
月
、
一
八

0
頁

）

昭
和
十
一
年
二
月
十
五
日

第
七
十
八
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
一
年
二
月
十
五
日
（
土
曜
日
）
午
後
六
時
開
場

午
後
七
時
開
演

會

場

日

比
谷
公
會
堂

＿
音
楽
演

奏

曲

目

管

絃

ヘ
長
調
作
品

•
…
…
…
•
…
・
・
・
・
・
・

・
・
：
安

東

京

音

楽

學

校

部

幸

明

楽

指

揮

安

部

幸

明

F 

（
本
邦
初
演
）

P
R
O
G
R
A
M
M
 

S
y

mp
h
o
ni
e
 i
n
 A
'
d
u
r
 

J

o
s
e
p
h
 

(
N
e
u
 h
e
r
a
u
sg
eg
e
b
e
n
 v
o
n
 L
u
d
wi
g
 
L
a
n
d
s
h
of
f
)
 

A
l
l
e
g
ro c
o
n
 sp
i

ri
t

o
 

管

揮

ピ
ア
ノ
獨
奏

絃

楽

指

ハ
ン
ガ
リ
ア
幻
想
曲

第

ニ

ピ

ア

ノ

シ

:
;
•
…
…
•
•
•
…
•
リ

ロ

スタ

敦

ト師

III 

荘
重
に
、
紳
秘
的
に

ス
ケ
ル
ツ
ォ

ア
ダ
ー
ヂ
ォ

第

九

交

響

曲

・

ニ

短

調

ピ

ア

ノ

獨

奏

角

倉

美

禰

子

ー

休

憩

I

ス
ペ
イ
ン
交
響
曲

伴

奏

一
短

調

作

品
二
…
…

二―フ

宮

正

明

ロ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

岩

崎

吉

第

ニ

ピ

ア

ノ

シ

......... ,:, ........... ―フ

（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥

四

八
二
）

ア
ル
レ
グ
ロ

ァ
ン
ダ
ン
テ

ア
ル
レ
グ
ロ
ー
ア
ン
ダ
ン
テ

ィ
ノ
・
カ
ン
タ
ビ
ー
レ
ー
ア
ル
レ
グ
ロ

協

奏

曲

…ヽ

ア
レ
ク
ラ
メ
ン
ト

ロ

タ

数

師

ヴ

ェ

ル

ピ

伴

奏

山

エ
ル
ザ
の
夢
「

ロ
ー
エ

ン
グ
リ
ン
」
よ
り
…
…
…
…
…
・
・・ヴ

獨

ァ

ノ

奏

山

本

フ

f

r
ヽ

（
本
邦
初
演
）

I
l．
ピ
ア
ノ
協

奏
曲

•

愛
ホ
長
調

本

フ

ミ

ア

グ

ナ

ー

ソ

。

フ

ラ

／

獨

唱

松

田

ト

シ

ラ
ル
ゴ

協

奏

曲

ホ

長

調

ア

レ

グ

口

伴

奏

黒

ノゞ

........

..

..

.... 

澤

ッ
愛

ハ子

（
ル
ー
ド
ウ
ィ
ヒ

ラ
ン
ツ
ホ
フ
新
編
）

ア
ル
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
ス
ピ
リ
ー
ト

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

メ
ヌ
エ
ッ
ト
・
ア

ル
レ
グ
レ
ッ

ト

フ
ィ
ナ
ー
レ
・

。フ

レ
ス
ト

好

和

ー
．
交

響

曲
・
イ
長
調

井

基

成

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

〔原
資
料
横
組
〕

口

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
作
曲

H
a
y
d
n
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ハ
イ
ド
ウ
ン
作
曲

8
 

3
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昭和11年 2月15日， プルックナー作曲〈第九交四曲〉

， 

ペ
5

ヽ4^
x
^
,
 
.. 9

.
 た~

 

..... ̂
O: ........ J
 .. 9:
‘
,

拿

•
9
9
.
,
.
‘

演奏曲解説表紙影絵「天國についたプルックネル」。この絵についての説明は，プルッ クナー

の〈第九交密曲〉の解説文中にある
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ハ
イ
ド
ウ
ン
作
曲

交

響

曲
・
イ

長

調

曲

目

解

説

I
I
I
.
 

I
I
.
 

L
a
r
g
o
 

M
i

n
u
ett
o
.
 Al

l
e
g
r
ett
o
 

F
i

n
a
l
e
.
 Pr

e
st
o
 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

K
o
n
z
e
rt
 
i

n
 E
s
'
d
u
r
 

W
.
 
A
.
 Mo

z
a
rt
 

苔
r
P
ia
n
o
f
o
rte
 m
it 
O
r
c
h
e
ster (K

.'V•No

. 
4
8
2
)
 

A
l
l
e
g
r
o
 

A
n
d
a
nt
e
 

A
l
l
eg
r
o
|
A
n
d
a
nti
n
o
 c
a
nta
bil
e
|
A
l
l
eg
r
o
 

-

P
a
u
s
e
1
 

d
,
m
o
l
l
 

N
e
u
nt
e
 S
y
m
p
h
o
ni
e
 i
n
 

(

U

氏
a
s
s
u
ng
)

F
 eierlic
h
.
 M

isterio
s
o
 

S
c
h
e
r
z
o
 

A
d
a
gi
o
 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

L
eit
u
ng
:
 

K
l
a
u
s
 P
rin
g
s
h
eim
 

S
o
list: 
M
oto
n
a
ri
 Ig
u
c
hi
 (
K
l
a
vier) 

O
r
c
h
ester 
d
e
r
 K
aiserlic
h
e
n
 M
u
sik
a
k
a
d
e
mie
 

z
u
 T
o
ki
o
 

A

nt
o
n
 B
r
u
c
k
n
e
r
 

久
し
く
忘
れ
ら
れ
て
ゐ
た

こ
の
小
交
響
曲
は
、
一
九
三
一
年

L
u
d
wig
L
a
n
d
s
h
off 

に
よ
り
研
究
さ
れ
新
し
く
編
纂
出
版
さ
れ
る
に
至
り
、
こ
A

に
一
五

0
年
ぶ
り
で
世

に
出
た
。
こ
の
小
交
響
曲
は

一
七
七
八
年
の
ブ
ラ
イ
ト
コ
フ

の
目
録
増
補
第
十
二
輯
に

I
V
 S
in
fo
n
ie
 d
e
 G
ius
.
 H

ay
d
n
と
し
て
そ
の
存
在
が
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
し
、
マ

ン
デ
イ
ツ
ェ
ウ
ス
キ
ー
編
ハ
イ
ド
ウ
ン
全
集
本
（
ブ
ラ
イ
ト
コ
フ
出
版
）
に
も
交
響
曲

第
六
四
と
し
て
主
題
が
引
照
さ
れ
て
ゐ
る
。
尚
又
一
八

0
五
年
十
二
月
作
製
の
ハ
イ
ド

ウ
ン
自
作
曲
目
録
（
自
筆
）
中
に
も
交
響
曲
第
四
八
番
と
し
て
こ

の
曲
が
記
入
さ
れ
て

あ
る
。
そ
の
作
風
か
ら
も
推
論
し
て
ハ
イ
ド
ウ
ン
の
自
作
曲
で
あ
る
事
は
確
認
さ
れ
得

る。作
曲
の
年
代
—
一
七
七
八
年
の
目
録
に
記
載
さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以

前
の
作
曲
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
ラ
ン
ツ
ホ
フ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
の

作
風
か
ら
考
へ
て
、
そ
の
年
よ
り
二
、
三
年
前
の
作
で
あ
り
、
E
s
terh
azy
公
に
奉
仕

（
一
七
六
一
ー
九
0

)

し
て
ゐ
た
間
の
作
曲
で
あ
る
と
云
ふ
。
宮
廷
室
内
交
聾
楽
の
作

は
大
閥
小
規
模
で
あ
る
が
、
こ
の
曲
も
亦
ニ
オ
ー
ボ
ェ
、
ニ
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
ニ
ホ
ル

ン
、
そ
の
他
は
絃
楽
器
の
編
成
で
あ
る
。

〔

マ

マ

〕

ラ
ン
ツ
ホ
フ
は
巴
里
レ
デ
ュ
ッ
ク
出
版
の
ハ
イ
ド
ウ
ン
交
響
曲
集

（
純
譜
古
版
本
）

の
珍
本
と
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
出
版
の
部
分
譜
（
同
じ
く
古
版
）
か
ら
新
し
く
研
究

編
纂
し
た
の
で
、

編
者
の
筆
は
殆
ん
ど
加
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

尚
英
國
出
版
の
パ
ー
ト
に
は

T
h
e
fa
v
o
u
r
it
e
 S
in
fo
n
ie
 as
 perfo
r
m
e
d
 at
 th
e
 

N
o
b
ility
's
 C
o
n
c
ert
 fo
r
 a
 G
r
a
n
d
 O
r
c
h
e
s
tre
.
 

N
o
.
 

7
,

と
あ
っ
て
ハ
イ
ド
ウ
ン

の
第
一
回
渡
英
頃
の
出
版
で
あ
る
ら
し
い
。

第
一
楽
章
ー

イ
長
調
•
四
分
の
四
拍
子
・
急
速
調
で
あ
る
。
楽
想
は
明
る
い
。
楽
曲

構
成
は
小
ソ
ナ
ー
タ
形
式
を
と
り
、
主
要
主
題
（
参
照
楽
譜
1

)

に
劉
し
て

副

主

題

〔

マ

マ

〕

（楽
譜
2

)

が
均
齋
を
得
つ
。
こ
の
提
示
部
の
反
覆
の
後
短
か
い
展
開
部
が
あ
っ
て
再

び
提
示
部
を
反
覆
し
、
氣
の
き
い
た
コ
ー
ダ
で
終
る
（
楽
譜
3

)

第
二
衆
章
ー
五
度
に

移
調
さ
れ
二
長
調
で
書
か
れ
、
四
分
の
三
拍
子
•
最
緩
徐
調
の
歌
謡
形
式
で
あ
る
（
楽

譜
4
)

第
三
楽
章
ー

メ
ヌ
エ
ッ

ト
と
ト
リ
オ

か
ら
な
る

、
イ
長
調
•
四
分
の
三
拍
子

、

ア
レ
グ
レ

ッ
ト
で
あ
る
。
こ
の
楽
章
は
い
か
に
も
ハ
イ
ド
ウ
ン
風
で
あ
る
と
編
者
は
云

つ
て
ゐ
る
。
特
に
ト
リ
オ
が

オ
ー
ス
ト
リ
ア
風

L
i

ndler
舞
曲
調
で
あ
る
こ
と
は
注

目
す
べ
き
で
あ
る
（
楽
譜
6

)

第
四
楽
章
ー
イ
長
調

・ニ
分
の
二
拍
子

・
急
速
調
で

あ
る
。
こ
の
楽
章
は
上
品
な
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
主
題
を
反
覆
す
る
ロ
ン
ド
で
あ
っ
て
、

六
小
節
か
ら
な
る
主
題
（
楽
譜
7

)

は
リ
ヅ
ム
に
愛
化
を
見
せ
て
如
何
に
も
典
雅
で
快

適
で
あ
る
。
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こ
の
曲
は
今
か
ら
三
十
年
前
本
校
外
人
敦
師
ハ
イ
ド
リ
ヒ
が
ュ
ン
ケ
ル
氏
の
指
揮
で

一
九

0
五
年
に
本
校
で
初
演
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
以
来
管
絃
楽
伴
奏
で
は
一
度
も
演
奏
さ

れ
な
か
っ
た
。

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
種
々
な
る
楽
器
の
為
め
に
五
十
曲
程
協
奏
曲
を
書
い
て
ゐ
る
。
そ

の
中
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
は
全
集
本
所
載
の
も
の
だ
け
で
も
二
十
八
曲
あ
る
。
愛
ホ
長
調
は

三
曲
あ
っ
て
、
今
回
演
奏
の
曲
は
ケ
ッ
ヘ
ル
編
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲
目
録
番
琥
四
八
二

に
掌
る
。

作
曲
年
代
と
初
演
—
こ
の
曲
は
一
般
に
一
七
八
五
年
十
二
月
十
六
日
ウ
ィ
ー
ン
に
於

て
作
曲
さ
れ
た
と
し
て
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ベ
ル
リ
ン
國
立
圏
書
館
に
保
管
さ
れ
て
ゐ
る

原
稿
に
は

D
i

W
o
l
f
g
a
n
g
o
 A
m
a
d
e
o
 M
o
z
a
r
t
 Vi
e
n
n
a
 I
i
 

1
8
 
di

 

D
e
c
.
 

1
7
8
5

と

あ
っ
て
日
附
に
僅
な
差
が
あ
る
。
全
曲
は
原
稿
五
七
葉
―
―
四
頁
に
書
か
れ
て
ゐ
る
。

作
曲
の
目
的
は
一
七
八
六
年
の
復
活
祭
前
齋
戒
期
の
慈
善
音
楽
會
の
為
め
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
初
演
の
際
は
大
成
功
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
為
め
に
第
二
楽
章
は
再
演
さ
せ

ら
れ
た
と
言
ふ
。

楽
曲
の
形
式
と
内
容
ー
全
曲
は
純
器
楽
の
絶
封
―
音
楽
で
あ
っ
て
、
何
等
標
題
的
説
明

は
不
必
要
で
あ
る
。
三
楽
章
か
ら
な
る
協
奏
曲
形
式
は
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
創
意
で
あ

り
、
バ
ッ
ハ
が
こ
の
形
式
で
ピ
ア
ノ
の
為
め
に
最
初
の
協
奏
曲
を
書
い
て
以
来
、
マ
ン

ハ
イ
ム
癸
派
に
よ
っ
て
そ
の
形
式
が
狡
達
し
て
行
っ
た
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
よ
っ
て

初
め
て
獨
奏
部
と
管
絃
楽
全
奏
部
及
伴
奏
の
よ
き
均
齊
を
も
つ
近
世
協
奏
曲
の
基
礎
が

つ
く
ら
れ
た
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
第
一
楽
章
は
急
速
調
で
あ
る
が
荘
重
味
を
失

は
ず
、
第
二
楽
章
は
緩
徐
調
の
歌
謡
形
式
を
以
て
書
か
れ
、
獨
奏
部
は
愛
奏
的
で
装
飾

昔
符
が
豊
に
使
用
さ
れ
、
第
三
楽
章
は
大
概
ロ
ン
ド
の
急
速
調
で
快
適
な
楽
想
を
表
現

す
る
の
を
常
と
す
る
。
こ
の
様
な
美
的
統
一
を
も
っ
た
協
奏
曲
形
式
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
に
も
大
閻
織
承
さ
れ
た
。
尚
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
あ
る
協
奏
曲
に
、
ト
ラ
ム
ペ
ー
ト
と

（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
四
八
二
）

カ
デ
ン
ツ
ア
ご
フ
ゾ
ー
ニ
作

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
•

愛
ホ
長
調

太
鼓
を
使
用
し
て
、
強
い
表
現
を
行
っ
た
黙
も
一
音
楽
史
上
注
目
に
債
す
る
。
こ
の
曲
の

管
絃
楽
編
成
は
、
―
フ
リ
ュ
ー
ト
、
ニ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ニ
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
ニ
ホ
ル

ン
、
ニ
ト
ラ
ム
ペ
ー
ト
、
テ
イ
ム
パ
ー
ニ
及
絃
で
あ
る
。

第
一
楽
章
ー
愛
ホ
長
調

・
四
分
の
四
拍
子
、
ア
ル
レ
グ
ロ
で
あ
る
。
多
く
の
モ

ー
ツ

ァ
ル
ト

の
協
奏
曲
と
同
様
に
、
管
絃
全
奏
部
が
提
示
部
を
先
づ
堂
々
と
演
奏
す
る
。
こ

の
楽
章
は
快
適
で
は
あ
る
が
幾
分
荘
重
な
古
典
的
第
一
楽
章
の
性
質
を
具

備
し
て
ゐ

る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
父

L
e
op
old
M
o
z
a
r
t
に
書
き
送
っ
た
手
紙
の
中
に
「
こ
の
協

奏
曲
の
氣
分
は
荘
重
で
充
賓
し
て
ゐ
ま
す
」
と
あ
る
。
主
要
主
題
（
楽
譜
1

)

の
力
強

い
表
現
に
次
い
で
、
斐
口
長
調
の
副
主
題
（
楽
譜
2

)

が
来
る
。
低
昔
絃
楽
器
で
先
づ

そ
の
前
句
が
奏
さ
れ
、
後
句
は
フ
リ
ュ
ー
ト
と
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
軽
快
に
動
い
て

行
く
。
こ
の
主
副
主
題
が
中
心
と
な
り
、
猥
奏
部
は
大
概
幾
分
愛
奏
的
に
動
く
。
そ
し

て
第
一
楽
章
は
ソ
ナ
ー
タ
形
式
で
提
示
部
、
展
開
部
、
反
覆
部
を
奏
し
、
ピ
ア
ノ
の
カ

デ
ン
ツ
ア
の
後
終
楽
句
で
結
ば
れ
る
。
第
二
楽
章
ー
ハ
短
調
・
八
分
の
三
拍
子
、
ア
ン

ダ
ン
テ
で
あ
る
。
こ
の
楽
章
は
歌
謡
形
式
で
書
か
れ
、
獨
奏
部
は
美
し
い
愛
奏
を
な

す
。
先
づ
最
初
の
歌
謡
調
は
絃
楽
で
奏
さ
れ
、
憂
愁
な
而
も
優
雅
な
楽
想
を
た
ゞ
よ
は

せ
る
（
楽
譜
3

)

そ
れ
が
ピ
ア
ノ
の
獨
奏
部
で
愛
奏
さ
れ
、
次
に
第
二
の
歌
謡
調
が
愛

ホ
長
調
で
管
楽
器
に
よ
っ
て
美
し
く
吹
奏
さ
れ
（
楽
譜
4

)

又
ピ
ア
ノ
愛
奏
部
が
績

き
、
次
に
ハ
長
調
に
膊
じ
、
再
び
ハ
短
調
に
反
つ
て
全
奏
部
は
第
一
歌
謡
調
を
強
く
愛

奏
す
る
。
績
い
て
第
二
歌
謡
調
を
再
度
美
し
く
愛
奏
し
て
弱
昔
で
終
る
。
第
三
楽
章
—

愛
ホ
長
調
・
八
分
の
六
拍
子
、
ア
ル
レ
グ
ロ
で
あ
る
。
形
式
は
ロ
ン
ド
で
あ
っ
て
、
主

題
（
楽
譜
5

)

は
軽
快
に
、
典
雅
に
、
先
づ
ピ
ア
ノ
で
奏
さ
れ
る
。
獨
奏
部
、
全
奏
部

は
交
互
に
こ
の
主
題
を
展
開
演
奏
し
、
や
が
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
副
主
題
が
愛
口
長
調

で
吹
奏
さ
れ
（
楽
譜
6

)

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
フ
リ
ュ
ー
ト
が
装
飾
昔
符
の
多
い
後
句
を
軽

快
に
吹
奏
す
る
。
中
途
（
楽
譜
7

)

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
入
っ
た
り
す
る
が
こ
の
主
副
主
題

が
ロ
ン
ド
の
中
心
で
あ
る
。
終
に
ア
ン
ダ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
楽
節
（
楽
譜
8

)

が
歌
謡
調

で
美
し
く
挿
入
さ
れ
て
愛
化
を
見
せ
、
再
び
急
速
調
ロ
ン
ド
の
本
櫃
に
反
つ
て
曲
を
終

る
。
こ
の
第
三
楽
章
に
は
短
か
い
カ
デ
ン
ツ
が
二
回
奏
さ
れ
る
。
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表
紙
影
像
書
〔
本
巻
二
八
三
頁
に
掲
載
〕
ー
「
天
國
に
着
い
た
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
」
は
オ

ッ
ト
、
ベ
ー
レ
ル
の
書
一
で
あ
る
。

天
使
に
伴
は
れ
た
彼
は
七
十
二
歳
の
地
上
の
生
活

を
終
つ
て
今
や
天
闊
に
着
い
た
。
天
使
は
奏
楽
し
て
彼
を
歓
迎
し
て
ゐ
る
。
楽
聖
達

〔

マ

マ

〕

は
彼
を
出
迎
へ
て
ゐ
る
。
交
友
リ
ス
ト
と
ワ
ー
グ
ネ
ル
は
最
先
き
に
彼
を
待
っ
。
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
マ
ン
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
階
段
上
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
、
ヘ

ン
デ
ル
が
待
っ
。
バ
ッ
ハ
は
オ
ル
ガ
ン
を
奏
い
て
彼
の
来
着
を
祝
し
て
ゐ
る
。
そ
の

他
の
楽
聖
達
は
誤
者
の
推
断
を
ま

つ。

ア
ン
ト
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
は
一
八
二
四
年
に
生
れ
、
一
八
九
六
年
十
月
十
一
日
ウ

ィ
ー
ン
で
歿
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の
一
音
楽
院
の
敬
授
や
オ
ー
ス
ト
リ
ー
帝
室
オ
ル
ガ
ン
奏

者
の
榮
職
に
あ
り
、
後
ウ
ィ
ー
ン
大
學
の
敦
師
を
も
し
て
ゐ
た
一
代
の
作
曲
家
で
あ
っ

た
。
彼
は
古
典
的
作
曲
家
と
し
て
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
と
共
に
新
古
典
派
の
巨
匠
と
考
へ
ら

れ
、
交
響
楽
作
曲
家
と
し
て
不
朽
の
作
を
残
し
て
ゐ
る
。

ワ
ー
グ
ネ
ル
と
の
交
友
も
人

の
知
る
如
く
有
名
な
も
の
で
、
ワ
ー
グ
ネ
ル
か
ら
の
影
響
も
多
大
に
蒙

っ
た
が
、
遂
に

劇
＿
音
楽
の
方
面
に
向
は
ず
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
行
き
方
を
し
た
為
め
に
、
楽
壇
華
か
で

あ
っ
た
十
九
世
紀
後
半
期
に
於
て
は
地
味
過
ぎ
た
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
の
音
楽
界
が

あ
ま
り
彼
を
理
解
し
得
な
い
こ
と
も
致
し
方
が
な
い
で
あ
ら
う
。
欧
洲
に
於
て
も
彼
の

交
響
曲
中
第
四
、
第
七
、
第
八
、
第
九
は
時
々
演
奏
さ
れ
て
ゐ
る
よ
う
で
あ
る
。

第
九
交
響
曲
作
曲
年
代
ー
一
八
九
六
年
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
が
歿
し
た
時
第
九
交
響
曲

の
三
楽
章
が
完
成
さ
れ
て
遺
さ
れ
て
あ
り
、
第
四
楽
章
即
終
楽
章
は
末
完
成
の
ま
A

で

あ
っ
た
こ
と
が
装
見
さ
れ
た
。
此
交
響
曲
は
そ
れ
故
未
完
成
交
響
曲
と
稲
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
。
そ
の
第
九
交
醤
曲
は
そ
の
後
ウ
ィ
ー
ン
の
圏
書
館
に
原
稿
の
ま
A

保
管
さ
れ

て
ゐ
た
が
、
幾
分
手
を
加
へ
て
出
版
さ
れ
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
演
奏
す

る
楽
譜
は
新
に
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
協
會
編
纂
の
原
譜
の
ま
A

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
交
響

曲
の
第
一
楽
章
は
一
八
八
九
年
の
春
に
着
手
さ
れ
、
一
八
九
一
年
四
月
か
ら
十
月
の
間

に
管
絃
楽
編
成
を
終
つ
て
ゐ
る
し
、
第
二
楽
章
の
ス
ケ
ル
ツ
オ
は
一
八
九
四
年
二
月
十

五
日
に
完
成
し
、
ト
リ
オ
は
そ
の
一
年
前
一
八
九
三
年
二
月
二
十
七
日
に
完
成
し
て
ゐ

ア
ン
ト
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
作
曲

第

九

交

響

曲

・

ニ

短

調

る
。
第
三
楽
章
は
一
八
九
四
年
十
月
三
十
一
日
に
完
成
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
終
楽
章
は

遂
に
未
完
成
の
ま
A

彼
は
此
の
世
を
去
っ
た
。
思
へ
ば
老
年
の
彼
は
、
此
曲
の
為
め
に

約
七
、
八
年
間
老
衰
と
戦
ひ
乍
ら
も
作
曲
に
従
事
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
八
九
一

年
純
指
揮
者

M
.Balli

ng
に
宛
た
手
紙
に
は
、
「
目
下
作
曲
に
従
事
し
て
ゐ
る
第
九
交

響
曲
は
そ
の
す
べ
て
の
ス
ケ
ッ
チ
を
終
っ
た
。

H
a
n
s
Ri
c
ht
e
r

は
ロ
ン
ド
ン
で
こ
れ

を
演
奏
し
て
く
れ
る
約
束
で
あ
る
」
と
書
い
て
あ
る
。

楽
曲
形
式
と
内
容
|
ー
全
曲
は
四
楽
章
か
ら
な
る
豫
定
で
あ
っ
た
。
第
八
交
響
曲
と

同
様
に
ア
ダ
ヂ
オ
の
楽
章
は
ス
ケ
ル
ツ
オ
と
入
換
つ
て
第
三
楽
章
に
な
り
、
ス
ケ
ル
ツ

オ
が
第
二
楽
章
に
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
交
響
曲
全
曲
に
流
れ
る
楽
想
は
、
晩
年
の
宗
敦

観
念
で
あ
る
。
第
一
楽
章
—
二
短
調
、
二
分
の
二
拍
子
、
古
典
的
ソ
ナ
ー
タ
形
式
で
か

か
れ
、
荘
重
に
、
神
脳
的
に
と
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
は
生
涯
を

通
じ
て
此
曲
に
於
て
最
も
荘
重
味
を
表
現
し
た
。
八
本
の
ホ
ル
ン
が
吹
奏
す
る
最
初
の

楽
旬
は
主
要
主
題
で
は
な
く
序
奏
主
題
（
楽
譜
1

)

で
あ
る
。

盲
人
が
紳
を
視
る
や
う

な
感
じ
の
主
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
績
い
て
稗
秘
的
な
楽
旬
（
楽
譜
2

)

が
奏
さ
れ
、
序

奏
部
を
終
つ
て
や
が
て
主
要
主
題
は
最
強
昔
全
奏
で
一
齋
に
紳
の
全
能
の
感
じ
で
表
現

す
る
（
楽
譜
3

)

第
二
主
題
（
楽
譜
4

)

は
幾
分
ゆ
る
や
か
に
、
四
分
の
四
拍
子
、
イ

長
調
を
以
て
奏
さ
れ
、
長
短
雨
調
が
交
互
に
出
て
、
美
し
い
オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
風
景
を

思
は
せ
る
、
故
郷
の
感
じ
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
ゐ
る
。
作
曲
者
は
時
折
、
天
の
光
を
暗

示
さ
へ
も
す
る
、
第
三
の
主
題
（
楽
譜
5

)

は
二
短
調
に
反
り
、
憂
愁
な
感
じ
で
あ

る
。
以
上
の
三
主
題
が
こ
の
第
一
楽
章
の
中
心
を
な
し
て
構
成
さ
れ
、
展
開
部
、
反
覆

部
、
が
あ
っ
て
、
古
典
的
形
式
を
形
づ
く
る
。

第
二
楽
章
ー
ス
ケ
ル
ツ
オ
と
ト
リ
オ
で
あ
っ
て
、
急
速
調
の
快
適
な
間
奏
曲
と
言

ふ
。
重
た
い
氣
持
か
ら
の
開
放
、

賓
在
世
界
を
超
越
し
た
天
界
の
お
伽
噺
と
評
さ
れ
て

ゐ
る
。
種
々
な
る
多
彩
な
要
素
が
そ
こ
に
あ
る
。
新
し
い
和
昔
、
フ
リ
ュ
ー
ト
の
跳
躍

的
な
楽
節
、
夢
み
る
フ
ア
ゴ
ッ
ト
、
シ
ョ
パ
ン
風
な
速
い
パ
ッ
セ
ー
ヂ
、
テ
イ
ム
パ
ニ

ー
の
主
題
的
獨
奏
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
風
な
躍
動
、

歓
喜
と
笑
竪
、
ー
こ
れ
等
は
ブ
ル
ッ

ク
ネ
ル
ら
し
く
な
い
感
じ
を
奥
へ
る
が
、
し
か
し
誰
が
こ
ん
な
手
ぎ
は
の
い
A

作
を
な

し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
ス
ケ
ル
ツ
オ
第
一
、
第
二
主
題
は
（
楽
譜
6
、
7

)

か
ら
成
立

し、

a
+
b
+
a
の
形
式
を
と
り
、
ト
リ
オ
は
嬰
へ
長
調
・
八
分
の
三
拍
子
、
急
速
調
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で
、
第
一
主
題
は
フ
リ
ュ

ー
ト
の
跳
躍
（
楽
譜
8

)

で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
幾
分
静
か

な
第
二
主
題
（
楽
譜
9

)

と
い
A

封
照
を
な
し
、
こ
れ
を

C
と
d
と
す
れ
ば
、
ト
リ
オ

は
C
+
d
+
C
+
d
+
C
+
d
+
C
の
形
式
と
な
り
、
最
後
に
ス
ケ
ル
ツ
オ
を
反
覆
し

て
終
る
。

第
三
楽
章
ー
交
響
曲
に
於
け
る
最
緩
徐
調
ア
ダ
ー
ヂ
オ
は
多
く
の
場
合
第
一
楽
章
の

後
に
来
る
戦
の
後
の
静
け
さ
で
あ
る
が
、
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
は
こ
の
第
九
に
於
て
は
第
三

楽
章
と
な
し
、
自
ら

A
b
s
c
hi
e
d
v
o
m
 L
e
b
e
n

「
現
世
へ
の
告
別
」
と
名
づ
け
て
宗

教
的
観
念
を
多
分
に
盛
つ
て
ゐ
る
。
死
の
憧
憬
、
復
活
の
信
仰
、
罪
の
告
白
を
、
カ
ト

リ
ッ
ク
的
宗
数
信
念
を
以
て
作
曲
し
て
ゐ
る
。
老
衰
の
境
に
入
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
は

ひ
た
す
ら
死
後
の
世
界
を
夢
み
て
ゐ
る
。
こ
の
楽
章
は
自
由
な
ス
ケ
ル
ツ
オ
に
比
し
て

人
生
の
長
い
行
路
者
の
歌
で
あ
る
。
神
の
慈
悲
を
願
ふ
心
で
、
淋
し
い
一
音
楽
を
つ
ゞ
け

て
ゐ
る
。
第
一
の
主
題
群
（
楽
譜
1
0
、

1
1
)

は
暗
い
氣
持
で
奏
さ
れ
、
ト
ラ
ム
ペ
ー
ト

の
叫
び
の
後
所
謂
「
現
世
へ
の
告
別
」
と
云
ふ
楽
節
（
絃
が
ト
レ
モ
ロ
を
奏
す
る
部

分
）
を
終
る
と
、
昔
楽
は
第
二
の
主
題
群
（
楽
語
1
2
、
認
）
に
移
り
、
こ
A

は
「
思
ひ

出
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
憧
憬
的
な
愛
イ
長
調
及
愛
卜
長
調
で
奏
さ
れ
る
。
我
々
は
こ
の

部
分
の
形
を
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
交
細笠
曲
の
ア
ダ
ー
ヂ
オ
に
比
べ
て
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
一
八
九
四
年
ベ
ル
リ
ン
か
ら
の
饉
途
、
ブ
ル
ッ
ク
ネ
ル
は
か
う
書
い
て
ゐ
る

—
「
自
分
の
一
生
も
終
る
…
…

最
後
の
音
楽

、

告
別
の
歌
で
あ
り
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
は

流
れ
て
や
ま
ぬ
。
第
二
主
題
は
私
の
思
出
の
故
郷
、
過
ぎ
た
る
す
べ
て
の
も
の
へ
の
懐

し
い
憧
憬
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
漸
次
高
―音
に
の
ぼ
つ
て
行
く
あ
た
り
は
、
若
き

日
の
思
ひ
出
と
言
ひ
た
い
」
と
。
上
記
の
第
一

、
第
二
主
題
群
が
展
開
さ
れ
て
後
、
楽

想
は
漸
次
紳
の
光
明
を
索
め
て
明
る
く
な
り
（
楽
譜
1

4

)

第
二

主
題
が
再
び
現
は
れ
る

時
は
、
三
十
年
前
の
作
二
長
調
ミ
ッ
サ
曲
中
の

m
i

s
e
r
e
r
e

n
o
bi
s

「
わ
れ
等
を
憐
み

給
へ
」
の
合
唱
を
思
は
せ
る
。
最
後
は
低
昔
最
弱
磐
で
静
か
に
終
る
。
ダ
ン
テ
の
昇
天

の
一
音
楽
の
や
う
に
天
國
の
光
に
満
ち
て
ゐ
る
。

第
四
楽
章
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
？

幾
分
書
き
の
こ
さ
れ
て
ゐ
る
が
末
完
成
の
ま
A

彼
は

世
を
去
っ
た
。
晩
年
の
彼
の
宗
敦
的
心
境
は
、
こ
の
第
三
楽
章
で
證
き
て
ゐ
る
。
形
式

的
に
は
未
完
成
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
三
楽
章
で
完
成
さ
れ
て
ゐ
る
と
言
へ
る
。
一

九

0
三
年
二
月
十

l

日
の
此
交
響
曲
初
演
に
嘗
つ

て
、
生
前
彼
と
交
友
の
あ
っ
た
指
揮
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ニ

ヴ

ァ

イ

オ

リ
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乗

杉

嘉

ク

ラ
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・

。

フ

リ
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グ
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ハ

イ

ム

揮

海

軍

々

癸

隊

榮

長

内

藤

清

五

開
係
管
絃
楽
部
員

ロ

ベ

ル

ト

・

ポ

ラ

ッ

ク

第

一

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

井

上

武

雄

黒

澤

良

輝

兎

束

龍

夫

栗
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大
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幅
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浦

き
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宮
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田

長

ロ

者

F
e
r
di

n
a
n
d
L
o
w
e
は
、
彼
の
作

T
e
D
e
u
m
 (
紳
の
讃
歌
）
を
第
四
楽
章
の
如
く

に
附
加
へ
て
演
奏
し
た
。
ま
こ
と
に
嘗
を
得
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ニ
キ
ッ
シ
ュ
は
こ
の

第
九
と

T
e
D
e
u
m
の
間
に
三
十
分
間
の
休
憩
を
必
ず
置
い
て
演
奏
し
た
と
云
ふ
。
但

し
今
回
の
演
奏
に
は
テ
・
デ
ウ
ム
を
省
略
す
る
。

東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
會

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
初
演

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

楽

評

昔

クオフ コ
ラ リン
リ＇ト
ネ ボュ ラ
ッ I バ

ト 1 ト ス
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郎
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〔
前
略
〕

こ
の
良
心
的
な
貼
に
於
て
は
、
東
京
―
音
楽
學
校
の
演
奏
會
に
於
て
甚
し
い
映
如
を
見

る
。
吾
々
は
常
に
そ
の
演
奏
會
に
於
て
、
學
校
営
局
者
の
政
策
的
何
物
か
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
て
来
て
居
る
。
唯
一
の
官
立
―音
楽
學
校
に
し
て
、
あ
の
不
統
一
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
拾
年
一
日
の
如
く
吾
々
の
前
に
立
た
し
め
て
、
尚
改
め
て
行
く
氣
配
さ
へ
も
見
せ
て

l

ヶ
月
の
一
音
楽
會
か
ら

宮

淳

六
・
・
東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
會
は
、
二
月
十
五
日
夜
日
比
谷
公
會
堂
に
お
い
て
。
フ
リ
ン
グ

ス
ハ
イ
ム
氏
指
揮
の
下
に
井
口
基
成
氏
を
獨
奏
者
と
し
て
行
は
れ
た
。

曲
目
第
一
部
は
ハ
イ
ド
ン
作
交
響
曲
イ
長
調
と
、
モ
ツ
ア
ル
ト
作
ピ
ア
／
協
奏
曲
愛

ホ
長
調
で
あ
り
、
第
二
部
に
お
い
て
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
第
九
交
響
曲
二
短
調
が
初
演

せ
ら
れ
た
。

女
・
・
上
野
の
演
奏
は
常
に
澄
剌
と
し
た
生
彩
を
欠
い
て
居
る
、
そ
れ
は
管
絃
楽
部
員
の

組
成
か
ら
も
、
指
揮
者
の
解
繹
か
ら
も
、
又
上
野
の
敦
育
方
針
全
帽
か
ら
も
来
る
の
で

あ
ら
う
が
、
我
々
は
十
年
一
日
の
如
く
生
氣
な
き
演
奏
を
聞
い
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ハ
イ
ド
ン
、
モ
ツ
ア
ル
ト
の
如
き
純
古
典
に
お
い
て
は
一
音
の
美
し
さ
が
何
よ
り
も
ま

づ
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
第
一
要
件
に
於
て
欠
け
て
居
る
以
上
そ
の
演
奏
は
到
底
或
る

水
準
以
上
に
出
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
井
口
氏
の
モ
ツ
ア
ル
ト
に
於
て
は
第
三
楽

章
が
比
較
的
よ
か
っ
た
。
氏
の
演
奏
に
お
け
る
問
題
は
タ
ッ
チ
で
あ
る
。

＊
…
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
で
は
私
は
最
初
の
出
に
お
い
て
既
に
驚
か
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ピ
ア

ニ
シ
モ
で
な
く
し
て
メ
ツ
オ
フ
ォ
ル
テ
で
あ
っ
た
。
曲
全
髄
に
表
現
力
學
上
の
弾
力
性

が
余
り
に
も
欠
け
過
ぎ
て
居
る
。
管
楽
器
殊
に
金
隔
管
の
拙
劣
さ
は
後
期
ロ
マ
ン
テ
イ

ク
以
後
の
一
音
楽
に
お
い
て
致
命
的
欠
陥
で
あ
る
。

勿
論
現
在
の
管
絃
榮
の
技
術
で
は
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
交
響
楽
に
盛
ら
れ
た
複
雑
な
動

機
の
疲
展
的
構
成
は
表
現
さ
れ
る
べ
く
も
な
い
。
斯
様
な
演
奏
を
以
て
し
て
尚
何
等

か
の
感
銘
を
得
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
作
曲
者
の
偉
大
さ
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
る
。

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
一
年
二
月
十
七
日
）

居
な
い
常
局
者
は
何
等
―
音
楽
を
理
解
し
て
居
な
い
か
、
一
音
楽
的
良
心
に
か
け
て
居
る
も

の
A

よ
う
に
吾
々
に
は
映
ず
る
。

今
回
の
演
奏
に
於
て
も
、
演
奏
そ
の
も
の
を
云
々
し
た
な
ら
ば
、
上
野
の
自
負
を
も

つ
て
し
て
は
到
底
公
衆
の
前
に
疲
表
出
来
る
種
類
の
も
の
で
は
な
い
。
輩
に
官
立
の
押

し
を
持
つ
て
行
は
れ
て
居
る
だ
け
で
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
を
一
般
に
知
ら
し
め
た
と

云
ふ
事
を
わ
ず
か
に
み
と
め
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
演
奏
に
於
け
る
、
本
質
的

な
事
で
は
な
く
、
か
A

る
拙
劣
な
演
奏
を
持
つ
て
し
て
も
尚
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
は
吾
々
を

楽
し
ま
せ
た
と
云
ふ
事
に
と
ゞ
ま
る
、
が
、
こ
れ
は
決
し
て
正
し
く
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
を

吾
々
に
博
へ
た
と
云
ふ
事
に
は
な
ら
な
い
。

其
他
の
曲
に
於
て
は
、
更
め
て
こ
A

に
云
々
す
る
必
要
も
感
じ
な
い
。
そ
れ
は
演
奏

會
に
出
す
程
に
は
出
来
て
居
な
い
。
た
ゞ
、
ソ
リ
ス
ト
の
井
口
氏
に
封
し
て
多
少
お
氣

の
毒
に
思
ふ
。
け
れ
共
、
氏
に
於
て
も
、
氏
の
デ
ビ
ュ
ー
嘗
時
の
如
き
感
銘
を
あ
た
ヘ

る
よ
う
な
演
奏
を
、
近
頃
、
吾
々
に
示
し
て
居
な
い
事
を
遺
憾
に
思
ふ
。
諸
家
の
指
摘

し
て
居
る
如
く
タ
ッ
チ
に
封
し
て
充
分
考
慮
さ
れ
た
ら
と
思
ふ
。

吾
々
は
今
回
、
貴
志
氏
の
如
き
指
揮
者
を
得
た
事
に
よ
っ
て
、
交
響
楽
運
動
に
、
一

層
の
生
彩
を
加
へ
得
た
事
と
、
上
野
に
於
て
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー
各
自
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
す
る
事
に
封
す
る
自
覺
に
よ
る
統
一
と
、
営
局
者
の
一
音
楽
的
覺
醒
を
待
つ
事

と
し
て
、
最
後
に
筆
者
の
未
熟
か
ら
充
分
に
問
題
を
、
問
題
と
し
て
取
り
出
し
得
ず
、

又
甚
だ
杜
撰
な
一
文
に
な
っ
た
事
を
お
詫
び
し
て
置
き
た
い
。

（
『
昔
榮
世
界
』
＿
音
榮
世
界
社
、
第
八
巻
第
三
号
、
昭
和
十

l

年
三
月
、

ラ
ヂ
オ
月
評

寧
ろ
オ
ペ
レ
ッ
ト
を

〔
前
略
〕

二
月
十
五
日
、
又
上
野
の
演
奏
會
の
中
繊
が
あ
っ
た
。
日
本
初
演
に
先
づ
注
目
し
、

プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
授
指
揮
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
『
第
九
交
響
曲
』
そ
れ
か
ら
、
第

一
、
第
二
楽
章
の
み
中
繊
と
云
ふ
の
を
見
て
び
つ
く
り
し
た
。
何
度
も
云
ふ
事
だ
が
、

千

葉

利

江

一
三
六
i

l

三
八
頁
）
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一

、

。

ヒ 二
、
卒

三
、
學

四
、
卒

五
、
螢

六
、
演

ソ

ナ

ー

タ

ア

J

歌

「

君

代

」

奉

業

證

書

授長

告
穂

代

謝

光

齋

業
の

生
園

獨ニ
長
調
作
品
第
二
十
八
番
…
…
•
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
フ
ェ
ン
作
曲

曲

奏

目

一

、

國

奏 唱辮僻呉唱

中

野

富

貴

子

一

盟

沈

退

し

た

上

野

の

管

絃

楽

が

、

二

十

世

紀

の

作

品

を

、

一

音

楽

に

な

ら

な

い

管

で

聴

か

せ

る

と

云

ふ

温

習

會

的

な

も

の

を

、

何

故

全

日

本

の

ラ

ヂ

オ

聴

取

者

が

競

か

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

ん

の

だ

ら

う

。

が

、

一

歩

譲

つ

て

演

奏

は

完

全

無

鋏

と

す

る

。

そ

の

上

野

に

若

し

啓

蒙

し

て

頂

く

為

め

の

中

繊

な

ら

、

第

二

楽

章

迄

な

ん

て

中

途

半

端

な

も

の

に

す

る

ん

だ

ら

う

。

そ

こ

迄

云

へ

ば

、

こ

れ

か

ら

先

き

は

協

會

と

上

野

が

共

々

理

由

を

述

べ

た

て

る

所

で

、

雨

方

で

自

己

辮

護

を

す

る

ん

だ

か

ら

こ

っ

ち

の

知

っ

た

所

で

な

い

が

、

た

と

へ

半

端

で

も

、

ブ

ル

ッ

ク

ナ

ー

の

判

る

演

奏

だ

け

は

何

と

か

し

て

や

つ

て

貰

ひ

た

か

っ

た

。

そ

れ

で

こ

そ

、

一

月

五

十

錢

の

聴

取

料

を

彿

つ

て

ゐ

る

の

だ

。

（
『
昔
架
世
界
』

昔
榮
世
界
社
、
第
八
巻
第
三
号
、
昭
和
十
一
年
三
月
、
一
三
九
l

l

四
三
頁
）

上
野
児
童
音
楽
学
園
第
一
回
卒
業
式

上

野

兒

童

一
音
楽
學
園

卒
業
證
書
授
呉
式
順
序

（

昭

和

十

一

年

三

月

十

八

日

午

後

四

時

三

十

分

開

始

）

三

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

サ

ラ

バ

ン

ダ

・

コ

ン

・

パ

ル

テ

ィ

ー

テ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

バ

ハ

作

曲

仰

げ

ば

尊

し

上

野

の

東

京

昔

楽

學

校

内

に

昭

和

八

年

六

月

か

ら

開

設

さ

れ

た

上

野

兒

童

音

楽

學

園

の

第

一

回

卒

業

式

は

十

八

日

午

後

四

時

半

か

ら

同

校

奏

楽

堂

で

行

は

れ

た

〔

ヽ

〕

「

君

が

五
、
唱

『
上
野
』
を
巣
立
つ
＿
音
楽
家
の
雛
鳥

天
才
少
年
少
女
の
一
群

歌

卒

業

生

が

四、

ピ
ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

競

奏

曲

獨

ア

ノ

奏

原

イ

短

調

（

第

一

楽

章

）

…

ヴ

ィ

ヴ

ァ

ル

デ

ィ

作

曲

定

可

兒

幸

壽

榮

昭
和
十
一
年
三
月
十
八
日

贔

紅

疇

卒

業

證

書

授

呉

式

二

、

バ

ラ

ー

デ

ピ

ア

ノ

獨

奏

,
'
/
 

ラ

イ

ン

ベ

ル

ガ

ー

作

曲

島

久

同 繊 子

昭和11年3月18日，上野児童音楽学園

第一回卒業式で演奏する可兒幸壽榮

（『東京日日新聞』昭和11年3月19日）
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昭和11年3月18日，上野児童音楽学園第一回卒業式で〈仰げば尊し〉を歌う児童たち

（『報知新聞』昭和11年3月19日）

大

人

も

舌

を

巻

く

見

事
な
演
奏

兒
童
音
楽
學
園
第
一
回
卒
業
式

代
」
奉
唱
、

卒
業
證
書
授
興
、
乗
杉
學
園
長
告
僻
、
卒
業
生
純
代
倉
成
和
子
さ
ん
の
謝

僻
、
「
螢
の
光
」
の
齊
唱
の
後
、
演
奏
に
移
り
卒
業
生
七
十
四
名
の
う
ち
か
ら
選
ば
れ

四
人
が

…
演
奏

し
た
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
の
「
ソ
ナ
タ
、
二
長
調
作
品
第
廿
八
番
」

を
ビ
ア
ノ
獨
奏
し
た
中
野
富
貴
子
さ
ん
(
-
―
―
-
)
は
本
郷
昭
和
尋
常
小
學
校
の
五
年
生
、
お

父
さ
ん
の
中
野
幸
蔵
さ
ん
は
小
田
炭
破
會
社
の
重
役
、
ラ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
作
曲
「
バ
ラ

ー
デ
」
の
ピ
ア
ノ
猥
奏
を
し
た
川
島
久
子
さ
ん
(

-

B

)

は
女
高
師
付
邸
尋
常
小
學
校
の
五

年
生
で
、
同
校
訓
導
を
し
て
ゐ
る
川
島
次
郎
さ
ん
の
次
女
、
ヴ
イ
ヴ
ァ
ル
デ
イ
作
曲

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
競
奏
曲
イ
短
調
（
第
一
楽
章
）
」
獨
奏
の
可
兒
幸
壽
榮
さ
ん
(
-
g
)
は
横

濱
市
鶴
見
憚
生
変
東
台
小
學
校
六
年
生
で
毎
日
學
校
の
授
業
を
す
ま
せ
た
後
、
上
野
の

同
校
へ
休
ま
ず
通

つ
て
そ
の
熱
心
さ
に
先
生
を
駕
か
し
、
至
難
と
さ
れ
た
ヴ
イ
ヴ
ァ
ル

デ
イ
の
競
奏
曲
を
見
事
弾
き
こ
な
し
た
、
原
定
織
さ
ん
(

-

B

)

は
杉
並
幅
桃
井
第
二
小
學

校
六
年
生

…
女
子
の
中
に
混

つ
て
バ
ハ
作
曲
「
サ
ラ
バ
ン
ダ
・
コ
ン
・
パ
ル
テ
イ
ー
テ
」
を

ピ
ア
ノ
で
獨
奏
し
た
、
い
づ
れ
も
大
人
も
及
ば
ぬ
出
来
ば
え
に
、
来
賓
父
兄
を
感
動
さ

せ
最
後
に
卒
業
生

一
同
に
よ
る
唱
歌
「
仰
げ
ば
尊
し
」
の
二
部
合
唱
が
あ

っ
て
同
五
時

四
十
分
閉
會
し
た

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
一
年
三
月
十
九
日
）

＿
音
楽
早
敦
育
が
叫
ば
れ
て
昭
和
八
年
上
野
―
音
楽
學
校
に
附
屡
創
立
さ
れ
た
兒
童
―
音
楽

學
園
第
一
回
卒
業
式
が
き
の
ふ
十
八
日
午
後
四
時
半
か
ら
同
校
奏
楽
堂
で
畢
げ
ら
れ

た
、
楽
壇
の
嘱
望
を
小
さ
い
肩
に
摺

つ
て
睛
れ
て
卒
業
す
る
小
さ
い
天
オ
は
男
子
合
唱

科
十
四
名
、
女
子
ピ
ア
ノ
科
五
十
九
名
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科
十
五
名
で
、
可
愛
い
『
螢

の
光
』
で
式
が
終
つ
て
後
、
睛
れ
の
卒
業
演
奏
會
が
開
か
れ
選
ば
れ
た
小
さ
い
音
楽
家

の
妙
技
は
並
居
る
大
人
逹
の
舌
を
ま
か
せ
て
し
ま
っ
た
、
〔
曲
目
省
略
〕

乗
杉
園
長
は
う
れ
し
さ
う
に
次
の
や
う
に
語
っ
た
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c. 

一
、
合

a
 

．
 

b
 

一
、
國
歌
「
君
が
代
」
奉
唱

―
-
、
卒
業
證
書
並
賞
品
授
呉

三

、

學

校

長

告

僻

四

、

文

部

大

臣

祝

辮

五

、

卒

業

生

穂

代

謝

辮

六
、
合
唱
「
仰
げ
ば
尊
し
」

七

、

卒

業

演

奏
曲

目

敦
授

リ

工

作

演
奏
會
の
曲
目
を
見
て
下
さ
い
、
こ
れ
が
十
年
前
だ
っ
た
ら
師
範
科
卒
業
生
で
も
む

づ
か
し
か
っ
た
も
の
ば
か
り
で
す
、
＿
音
楽
早
敦
育
の
持
論
が
賞
現
さ
れ
て
第
一
回
の

卒
業
生
で
す
が
三
年
間
に
示
し
た
兒
童
た
ち
の
進
歩
は
全
く
リ
マ
ー
カ
ブ
ル
で
す
、

し
か
し
ホ
ン
の
基
礎
的
訓
練
で
あ
っ
て
本
常
は
こ
れ
か
ら
で
す
、
豚
来
が
楽
し
み
で

な
り
ま
せ
ん

（
『
報
知
新
聞
』
昭
和
十
一
年
三
月
十
九
日
）

昭

和

十

一

年

三

月

二

十

二

日

卒

業

式

昭
和
十
一
年
三
月
二
十
二
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
開
始

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

東

京

一

音

楽

學

校

唱
（
無
伴
奏
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
卒

鏡
子
作
詞
作
曲

夜
の
讃
歌
：
…
…
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

知
ら
ぬ
旅
路
に
夜
は
来
り
て

（
ハ
イ
ネ
「
欝
郷
」
よ
り
）
·
…
•
•
本
科
卒
業
柏
木
俊
夫
作
曲

八
十
島
か
け
て
（
江
南
文
三
作
詞
）
…
•
…
…
…
・
・
下
純
院
一
作
曲

指

揮

澤

崎

定

之

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
師
範
科
卒
業

十
二
、

角

倉

美

禰

子

第
三
協
奏
曲
・
ハ
短
調
•
第
一
楽
章
：
·
…
…
…
•
•
•
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

b. a. C. 「
メ
フ
ィ
ス
ト
・
ワ
ル
ツ
」

協
奏
曲
・
ニ
短
調

…
…
…
…
師
範
科
卒
業

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
ア
リ
ア
「
ペ
ー
ル
・
ピ
エ
タ
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ル

ト

作

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
ヴ
ォ
ル
フ
作

耐

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

作

鶴

フ
ュ
ネ
ラ
イ
ユ
…

昭
和
十
一
年
五
月
九
日

十
七
絃

（口）

リ

ス

卜

乍
，ー

等
曲
（
生
田
流
）

五

川

聰

の

海
葛
原
し
げ
る
作
詞

宮
城
道
雄
作
曲

野
に
出
で
よ

麟

繹

麟

叩

揺

講
師

弓

宮

城

道

雄

嘱
託

等

一

部

牧

瀬

敷

江

外
生
徒
十
二
名

胡

+

、

ピ

ア

ノ

獨

奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
横

山

田

嘱
託

雙
一
部
牧
瀬
喜
代
子

嘱
託高

草

幹

子

研
究
生

田

中

梅

子

手

島

壽

子

外
生
徒
六
名

古

川

太

郎

外
生
徒
一
名

c. b. 

忍春夜

のの

休

憩

a. 

九
、
ソ
。
フ
ラ
ノ

獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
横

田

都

馬

子

交
響
的
愛
奏
曲

フ

ラ

ン

ク

作

長

唄

唄

片

山

静

子

岩

崎

節

子

四

連

獅

子

鈴

木

家

壽

子

文

久

元

年

二

代

目

杵

屋

勝

三

郎

作

曲

片

柳

澄

子

八、

ピ

ア

ノ

獨

橋

英

子

七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
田

協
奏
曲
・
ニ
長
調
・
作
品
三
五
•
第
一
楽
章
…
…
…
…
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
高

中

富

貴

子

等
曲
（
生
田
流
）

松

竹

梅

古

曲

等

手古

島川

利太

子郎

講
師

絃

宮

城

道

雄

啜
託牧

瀬
喜
代
子

嘱
託高

草

幹

子

三
味
線

中

山

岬

田

島

没

子

山

本

禎

子

中
村
富
美
子

嘱
託染

谷
喜
久
子

昭和2年～12年 (1927~1937)



室

ヴ
ィ
オ
ラ
と
ビ
ア
ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

内

楽

ピ

ア

ノ

ヴ

ィ

オ

ラ

作

品

十

一

の

四

…

ヒ

ン

デ

ミ

ッ

ト

井

口

助

岡

田

次

郎

敦

授

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

ツ

卜

作

石

橋

茂

子

五
、

ピ

ア

ノ

獨

奏

國

藤

ち

か

子

コ

ン

チ

ェ

ル

ト

第

三

ハ

短

調

ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
ブ
リ
オ

、

レ
ク

ー

ツ

ク

作

淑

第

ニ

ピ

ア

ノ

高

折

教

授

作
品
一
二
十
七
：
・
：
・
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

四
、

ア

ル

ト

獨

唱

石

川

淑

子

ピ

ア

／

獨

奏

山

梨

作
品
四
十
七
：
；
…
…
…
…
…
•
•
シ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ア
レ
グ
レ
ッ
ト

•
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

メ
ヌ
エ
ッ
ト

ア
ダ
ヂ
オ

l

ス
ケ
ル
ツ
ォ

ア
レ
グ
レ
ッ
ト
・
ア
ラ
・
ボ
ラ
ッ
カ

マ
ル
チ
ア
・
ア
レ
グ
ロ

ア
レ
グ
ロ
・
モ
ル
ト

子

三

、

ピ
ソ
ナ
タ
・
ト
長
調
・
作
品
三
一
ノ
―
•
第
一
楽
章
：
・
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

歌
劇
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
中
の

「
あ
A

吾
百
合
姫
を
失
ひ
ぬ
」
…
…
…
…
…
…

ソ
ナ
タ
・
イ
長
調
・
作
品
ニ
ノ
ニ
•
第
四
楽
章
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

コ
ン
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
・
ホ
短
調
•
第
一
楽
章
…
·
…
•
•
ジ

ア

ノ

獨

奏

大

塚

明

子

ソ
ナ
タ
・
ニ
長
調
•
第
一
及
第
二
楽
章
…
…
…
…
…
…
ヘ

ン

デ

ル

作

ゞ

パ
ッ
サ
カ
リ
ア
・
ハ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
冗

二

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

梶

原

御

代

子

セ
レ
ナ
ー
デ

マ
ル
チ
ア

ア
ダ
ヂ
オ

工

ルツ

ナ
,Iヽ

I 

編作

一
長
調
作
品
八

ア
レ
グ
ロ

一

、

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

御

供

；？ 

め

チ

工

口

多

久

榎

本

長

四

安

部

幸

明

ヴ

ィ

オ

ラ

絃

楽

重

奏

郎興

東

京

一

音

楽

學

校

‘
、
ラ
ー
ド

ノ

獨
愛
イ
長
調

ヨ

ノミ

ン

第2部

ピ

ア

ノ

奏

富

永

瑠

璃

子

日

曜

の

朝

に

鶯

に

寄

す

” 

ブ田

―フ

伴

奏

中

立

江
ム

ス

ソ

。

フ

ラ

J

獨

唱

藤

島

紀

久

子

‘
、
ラ
ー
ド

ノ

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
二
月
、

昭和の東京音楽学校篇

ト
短
調

ピ

ア

ノ

獨

奏
作
品
二
十
三
…
…
…
…
•
…
…
…
•
•
シ

井

ヨ

／ぐ

ン

尻

櫻

子

昭

和

十

一

年

五

月

三

十

日

春

季

選

科

洋

楽

演

奏

会

昭

和

十

一

年

五

月

三

十

日

（

土

曜

日

）

午

後

一

時

半

開

演

會

場

本

校

奏

楽

堂

春

季

選

科

洋

楽

演

奏

曲

目 主
題
と
愛
奏
曲

フ
イ
ナ
ー
レ
（
愛
奏
曲
）

l

八
一
頁
）

〔
原
資
料
横
組
〕
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昭
和
十
一
年
六
月
十
三
日
（
土
）

ピ

ア

J

獨

奏

武

田

信

メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

伴

奏

山

口

華

子

中

尾

規

子

399 

第

八

十

九

回

昭
和
十
一
年
六
月
十
三
日

第
八
十
九
回
学
友
会
演
奏
会

メ
ヌ
エ
ッ
ト

ア
ン
ダ
ン
テ

モ
ル
ト

カ
ン
タ
ビ
ー
レ

ア
レ
グ
ロ

第1章

テ
ー
マ
と
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
作
品
一
九
ノ
六
・
・
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作

ア
レ
グ
ロ

ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

ア
レ
グ
ロ

ァ
ッ
サ
イ

一
四
、

ピ

ア

ノ

獨

奏

吉

田

雅

子

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
ト
長
調
•
第
一
楽
章
…
…
…
…
・
・
・
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
ー
作

四
重
奏
曲

一
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ト
長
調
…
•
•
モ
ツ
ア
ル
ト
＝
『

9
「
ア
イ
[
リ

7

セ

ロ

盛増松岡

ロ田田見
尚

勝＿十温

三郎蔵彦

李

在

玉

イ
、
歌
劇
「
ジ
ョ
コ
ン
ダ
」
中
の
母
の
歌
…
…
…
ボ
ン
キ
ェ

ロ
、
日
曜
日
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
ブ
ラ
ー

ム
リ

ス，

作作

絃

楽

四

重

奏

シ
ル
ヴ
ァ
ン
、

幻
想
曲

ヘ
短
調

作
品
四
十
九
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ク
ワ
ル
テ
ッ
ト

ヨ

ノぐ

ン

ー
ニ
、

メ
ッ
ツ
ォ
・
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

石

津

嶺

子

ピ

ア

ノ

獨

奏

田

中

立

江

ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
ー
・
ト
短
調
・
作
品
七
九
ノ
ニ
…
…
…
ブ
ラ
ー

ム

ス

作

．
 ヽ

ピ

ア

ノ

獨

奏

伊

藤

郁

子

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
師

ヴ
ア
ス
コ
ー
の
詠
唱
「
ア
フ
リ
カ
の
女
」
よ
り
…
…
…
…
マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ル

伴

奏

ソ
ナ
タ
・
ト
短
調
•
第
一
及
第
二
楽
章
…
…
…
…
…
へ

ン

デ

Jレ

作

テ

J

ル

獨

唱

柴

田

睦

陸

1

0
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
重
奏

第第
ニー

重秋

松葉

仁 き

子 よ

歌
劇
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
中
の
ミ
ミ
の
歌

゜

•
•
…
…
…
•
フ

ッ
チ

ー
作

井

ソ
ナ
タ
ニ
長
調
…
…
…
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ヘ

ア
ダ
ヂ
オ
ー
~
ア
レ
グ
ロ

ラ
ル
ゲ
ッ
ト
＇
~
ア
レ
グ
ロ

伴

奏

ン尻

デ櫻

ル子

九、

板

寺

／祐

ィ芯

近

藤

泉

ソ
ナ
タ
•
愛
口
長
調
・
作
品
ニ
ニ
•
第
一
楽
章
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ソ

プ

ラ

ノ

獨

唱

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

” 

八、

ピ

ア

ノ

獨

奏

保

田

百

合

子

春

の

誓

ひ

君
は
我
が
憩
ひ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ー
ー
休

憩
・
十

ソ
ナ
タ
・
ニ
長
調
•
第
一
楽
章
…
…
…
…
·
…
…
…
…
•
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

分

|

|

内

•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
シ
ュ

伴

奏

田

茉

莉

子

ベ

ル

ト

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

甕

七

、

ビ

ア

ノ

ニ

重

奏

第第
ニー

兒齋

島 藤

壽 晃

子子

カ
プ
リ
チ
オ
・
ブ
リ
ラ
ン
テ

田

順

第

ニ

ビ

ア

ノ

高

折

敦

授

作
品
二
十
二
…
•
…
…
…
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

昭和2年～12年 (1927~1937)



ラ
。
フ
ソ
デ
イ
ー

メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ロ
短
調

作
品
七
十
九

井

上

フ

f

r
r
 

ブ

ラ

ム

ス

。

ヒ

ア

ノ

獨

奏

稲

村

壽

子

作
品
八
十

…
…
ヘ

ア

歌
劇
「
ク
セ
ル
ク
セ
ス
」
よ
り
ラ
ル
ゴ

歌
劇
「
ア
ン
ナ
・
ボ
レ
ナ
」
中
の
ロ
マ
ン
ス
…

…
…
…
•
•
•
ド

二

ゼ

ッ

テ

イ

ン

ピ

ア

ノ

獨
奏
・
合
唱
及
管
絃
楽

コ
ー
ア
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
二
月
、

伴

奏

田

中

デ敦

ル授

ロ
ン
ド

Jレ

卜

獨

唱

登

坂

嘉

代

子

ソ

ナ

タ

イ

短

調

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

牧

野

敏

成

ソ
ナ
タ

ハ

長

調

ア
レ
グ
ロ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

昭
和
十
一
年
六
月
十
四
日
（
日
）

第

九

十

回

昭
和
十
一
年
六
月
十
四
日

作
品
八
十

ピ
ア
ノ
獨
奏
、
合
唱
及
管
絃
楽

コ
ー
ア
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

作
品
九
十
八
の
一

…

…

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

(『一
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
二
月
、

第
九
十
回
学
友
会
演
奏
会

ン

〔原
資
料
横
組
〕

一
八
二
頁
）

・
・
・
ラ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー

フ
ル
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
テ
イ
ネ
・
・
・

モ
デ
レ
l
|
ー
ー
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ォ
|
ー
—
ス
ケ
ル
ツ
ォ
I

ノ
チ
ュ
ル
ノ
ー
フ
ィ
ナ
ー
レ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

ア
ン
ダ
ン
テ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト

ア
レ
グ
ロ

ピ

ア

ノ

井

田

指

揮

今木

下

助

敦

鶴授

ク
ラ
イ
ス
レ
リ
ア
ー
ナ

作
品
十
六

ピ

ア

ノ

獨

奏

ア
ダ
ヂ
オ

ア
レ
グ
ロ

エ
ネ
ル
ヂ
コ

協
奏
曲
イ
短
調
作
品
五
十
四
•
…
·

ア
レ
グ
ロ
ア
フ
エ
ト
ユ
オ
ー
ソ

ピ

ア

ノ

指

揮
ピ

ア

ノ

ピ

ア

ノ

フ
ル
ー
ト

第
ニ
ピ
ア
ノ

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

今木

下

〔原
資
料
横
組
〕

井

助

一
八
三
頁
）

田 敦
ン

鶴授

モ

ツ

ア

ル

ト

黒

澤

愛

子

疋

田

小

枝

夕

ン

ス

マ

ン

山

田

和

男

山

ロ

正

男

…
…
…
シ

ユ

マ

ン

谷

康

子

第 2部

協

奏

曲

卜

短

調

ア
レ
グ
ロ

作
品
二
十
六

モ
デ
ラ
ー
ト

伴

奏

今

井

治

郎ブ

ル

ッ

フ

ピ

ア

ノ

獨

奏

悦

宇

佐

美

助

敦

授

シ

ュ

マ

ン

末

元

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

多

久

興

愛

す

る

濱

邊

扉

の

外

美
し
き
ル
ビ
ー
の
門

レ

ス

ヒ°

コ

ッ

ト

ギニ
子

昭和の東京音楽学校篇

歌

劇

「

ク

セ

ル

ク

セ

ス

」

よ

り

ラ

ル

ゴ

…

…

…

…

…

…

ヘ

デ

ル

聖
諜
曲
「
エ
リ
ャ
」
中
の
ア
リ
オ
ー
ゾ
：
·
…
·
…
…
…
…
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

ン

伴

奏

田

中

敦

グ

ル

ツ

ク 授

400 



鱚
螢
行
進
曲
ー
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
の
室
に
て
、
夕
の
歌
（
フ
ァ
ウ
ス
ト
）

I
宣
叙
調
（
フ

ア
ウ
ス
ト
と
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
）
—
宣
叙
調
と
ト
ゥ
ー
レ
の
王
の
歌
（
マ
ル
ガ
リ

ー
ト
）
ー
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
呪
誼
ー
鬼
火
の
踊
ー
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
小

第

部

ー
休
憩
ー
—

第

第
七
十
九
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
一
年
六
月
二
十
日
（
土
曜
日
）
午
後
七
時
開
演

會

場

日

比
谷
公
會
堂

一音

楽

演

奏

曲

目

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
作

東

京

音

楽

學

校

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
野
に
て
、
序
唱
（
フ
ァ
ウ
ス
ト
）
ー
農
夫
の
舞
踏
（
合
唱
）
ー
宣
叙
調

（
フ
ァ
ウ
ス
ト
）
ー
ハ
ン
ガ
リ
ー
行
進
曲
。

北
獨
逸
に
て
、
書
齋
に
於
け
る
フ
ァ
ウ
ス
ト
ー
復
活
祭
の
聖
歌
（
合
唱
）
ー
宣
叙
調

（フ

ア
ウ
ス
ト
と
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
）
ー
ラ
イ
。
フ
チ
ヒ
の
ア
ウ
エ
ル
バ
ハ
の
酒
倉
に
て
、

酒
宴
の
歌
（
合
唱
）
I

鼠
の
歌
（
ブ
ラ
ン
デ
ル
獨
唱
）
ー
フ
ー
ゲ
（
合
唱
）
—
宣
叙
調

と
蚤
の
歌

（
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
）
ー
エ
ル
ベ
河
畔
に
て
、
詠
唱
（
メ
フ
ィ
ス
ト
フ

エ
レ
ス
）
ー
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
夢
、
妖
精
の
合
唱

、

妖
精
の
舞
踏
—
宜
叙
調

（
フ
ァ
ウ
ス

ト
と
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
）
ー
兵
士
と
學
生
の
合
唱
。

夜
曲
と
鬼
火
の
合
唱
ー
ニ
重
唱
（
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
）

I
三
重
唱
（
マ
ル

ガ
リ
ー
ト
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
、
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
）
と
合
唱
。

獨
唱
ロ
マ
ン
ス
（
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
）
ー
大
自
然
へ
の
祈
願
（
フ
ァ
ウ
ス
ト
）
ー
宜
叙
調

と
撤
（
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
）
ー
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ

レ
ス
の
地
獄
行
と
農
婦
の
讃
美
歌
ー
パ
ン
デ
ー

モ
ニ
ウ
ム
、
魔
會
所
に
於
い
て
（
合
唱
）

ー
地
上
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
（
合
唱）

I

天
上
の
讃
歌
（
合
唱
）

ー
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
の
浮
化

（
天
使
の
合
唱
）
。

マ
ル
ガ
リ
ー
ト

フ
ア
ウ
ス
ト

（
メ
ッ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）
武
岡
鶴
代

ル
）
城
多
又
兵
衛

ン

）

伊

藤

武

雄

ス
）

秋

月

直

胤

P
r
o
g
r
a
m
m
e
 

L
a
 

D
a
m
n
at
i

o
n
 d
e
 F
a
u
st
 

に
g
e
n
d
e
d
r
a
m
at
i
q

u
e
 

M
u
si
q

u
e
 d
e
 

H
E
C
T
O
R
 B
E
R
L
I
O
N
 

(

O

p
.
 

2
4
)
 

P
r
e
mi
ざ

me

pa
rt
i

e

I
nt
r
o
d
u
ct
i

o
n
 (
F
a
u
st
)
-
R
o
n
d
e
 d
e
 p
a
y
s
a
n
s
 (
C
h
o
e
u
r
)
-
R
e
c
i
t
 (
F
a
u
st
)
 

|
M
a
r
c
h
e
 h
o
n
g
r
oi
se 
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部

兒
童
合
唱

合

唱

管

絃

楽

楽

學

園

兒

童

東

京

音

楽

學

校

生

徒

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

上

野

昔

ブ
ラ
ン
デ
ル

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

の

劫

罰
」

劇
的
物
語
・
作
品
二
四

（
本
邦
初
演
）

第

部

（バ

メ
フ
ィ
ス
ト
フ
エ
レ
ス
（
バ

獨指

唱揮
第

四

部

昭
和
十
一
年
六
月
二
十
日

（

テ

リ ノ

卜

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

〔原
資
料
横
組
〕

昭和2年～12年(1927~1937)



Dミ
u
m
.ざ
m
e

pa
r
葛

F
a
u
st,
 s

e
u
l
-
C
h
a
nt
 d
e
 la f
ete
 d
e
 P
a
q
u
e
s
 (
C
h
o
e
u
r
)
-
R
e
cit 
(
F
a
u
st
 

et
 

M
e
p
hist
o
p
h告
s
)—
C
h
o
e
u
rd
e
s
 
b
u
v
e
u
r
s
|
C
h
a
n
s
o
n
 
(
B
r
a
n
d
e
r
)
 

|
F
u
g
u
e
 
(
C
h
o
e
u
r
)
-
R
e
cit 

et
 c
h
a
n
s
o
n
 
(
M
e
p
h
isto
p
hel窃
）

-

A
ir

(
M
e
p
h
isto
p
hel窃
）

-
C
h
o
e
u
r
d
e
 G
n
o
m
e
s
 e
t
 d
e
 S
y
lp
h
e
s
|
B
a
l
l
et
 de
s
 

S
y
lp
h
e
s
|
R
e
cit 
(
F
a
u
st
 et
 M
ep
h
isto
p
h
e
l
e
s
)
-
Fin
a
l
e
 
(
C
h
o
e
u
r
s
 d
e
 

s
o
l
d
ats
 et
 d

'e
tu
dia
nts) 

|
E
nt
r'a
ct
e
|
 

T
r
oi
si
e
m
e
 P
a
rt
i

e
 

L
a
 R
etrait
e
|
Air
 (
F
a
u
st)
|
R
e
cit 
(
F
a
u
st
 et
 M
e
p
h
is
to
p
h
e
l窟
）
—

R
e
cit 
et
 C
h
a
n
s
o
n
 g
oth
iq
u
e
 (
M
a
r
g
u
e
rit
e
)
|
E
v
o
c
ati
o
n
 (
M
ep
h
isto, 

p
hel窃
）

-
M
e
n
u
et
d
e
s
 F
 ollets
|
S
e
r
e
n
a
d
e
 a
v
e
c
 
c
h
o
e
u
r
 
(
M
ep
h
isto, 

p
h
e
l
e
s
)
-
D
u
o
 (
M
a
r
g
u
e
rit
e
 et
 F
a
u
st)
|
T
rio
 (
M
a
r
g
u
e
rit
e
,
 F

a
u
st
 

et
 

M
e
p
hi
st
o
p
h
e
l
e
s
)
 

Q
ミ

a
m
.ざ
m
e

pa
rt
t
.e

R
o
m
a
n
c
e
 (
M
a
r
g
u
e
rit
e
)
|
I
n
v
o
c
ati
o
n
 a
 la 
n
atu
r
e
 
(
F
a
u
st)
|
R企
cit

et
 c
h
a
s
s
e
 
(
F
a
u
st
 et
 M
ep
h
isto
p
h
e
l
e
s
)
-
L
a
 
C
o
u
r
s
e
 
a
 l'A
bim
e
 

(
F
a
u
st,
 M

ep
h
isto
p
hel窃

et
C
h
o
e
u
r
)
|
P
a
n
d
e
m
o
niu
m
 (C
h
o
e
u
r
)
|
 

E
pi
l
o
g
u
e
 (
C
h
o
e
u
r
)
|
L
e
 C
iel 
(
C
h
o
e
u
r
)
|
Ap
o
th
e
o
s
e
 d
e
 M
a
r
g
u
e
rit
e
 

(
C
h
o
e
u
r
)
 

O
r
c
h
e
stre 
et
 c
h
o
e
u
r
s
 
s
o
u
s
 la 
d
irecti
o
n
 d
e
 

M•Klaus 

P
ri
n
g
s
h
ei
m
 

P
e
r
s
o
n
n
ag
es 

M
a
r
g
u
e
rit
e
 (
M
e
N
N
O
'
S
o
p
r
a
n
o
)
 

M
l
l
e
 T
s
u
r
u
y
o
 T
a
k
e
o
k
a
 

F
a
u
st
 (
T

go
r
)
 

M
.
 M

ata
b
ei
 K
it
a
 

M
ep
h
isto
p
hel窃

(
B
a
ry
t
o
n
)

M
.
 

T
a
k
e
o
 Ito
 

B
r
a
n
d
e
r
 (
B
a
s
s
e
)
 

M
.
 Na

ot
a
n
e
 
A
ki

z
u
ki

 

L
e
 C
h
o
e
u
r
 
et
 l'o
r
c
h
e
sti
e
 d
e
 l
'
A
c
a
d
e
mie
 im
p
eriale 
d
e
 m
u
siq
u
e
 

d
e
 T
o
k
y
o
 

L
e
 C
h
o
e
u
r
 
d
'e
n
f
a
nt
s
 d
e
 l'E
c
o
l
e
 d
e
 m
u
siq
u
e
 d

'e
n
f
a
nt
s
 d
e
 U
e
n
o
 

P
r
e
mie
r
e
 a
u
diti
o
n
 a
u
 J
a
p
o
n
 

ー 十
九
世
紀
の
中
頃
ま
で
に
佛
蘭
西
楽
派
の
巨
匠
と
し
て
自
他
共
に
許
し
た
の
は

H
e
ctor 
Berlioz 
(
一
八

0
三
ー
一
八
六
九
）
で
あ
る
。
浪
漫
的
精
紳
ー
特
に
情
熱
と

明
確
性
と
を
も
っ
た
藝
術
が
彼
の
魅
力
と
追
力
を
通
し
て
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
且
又
近

代
管
絃
楽
の
祖
と
賞
讃
さ
れ
て
ゐ
る
彼
は
、
卓
越
し
た
管
絃
楽
法
を
示
し
た
の
で
あ

る。

作
曲
の
動
機
、

曲

目

そ
の
年
代
及
び
上
演

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
が

G
o
eth
e
の
F
a
u
s
t
に
音
楽
的
感
銘
を
も
つ
て
ゐ
た
こ
と
は
若
い

頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
二
十
五
オ
の
時
即
一
八
二
九
年
に
O
p
.l

と
し
て
出
版
し
た

^̂
Hu
it 
scenes d
e
 F
a
u
s
t"
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
八
つ
の
場
面
」
と
云
ふ
一
種
の

C
a
ntata

風
の
楽
曲
が
最
初
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
八
年
後
一
八
四
六
年
に
再
び
狡
表
し
た
の

が
此
の

D
a
m
n
a
ti
o
n
d
e
 F
a
u
st
 O
p
.
 

2
4

で
あ
る
。
こ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
劫
罰
」

こ
そ
は
彼
の
傑
作
の
大
曲
で
あ
っ
て
、
彼
が
畢
生
の
努
力
を
は
ら
っ
た
會
心
の
作
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
若
年
の
作
「
フ
ア
ウ
ス
ト
の
八
つ
の
場
面
」
O
p
.l

は
出
来
得
る
限
り

湮
滅
す
る
や
う
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
作
品
第
一
は
現
今
珍
本
に
な
っ

て
ゐ
る
。

〔

マ

マ

〕

了
八
四
五
年
八
月
十
ー
十
二
日
に
彼
は
ボ
ー
ン
市
に
招
待
さ
れ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
銅
像
除
幕
式
祝
典
に
列
席
し
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

M
issa
s
o
l
e
m
n
is,
第
五
、

第
九
交
響
曲
、
第
五
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
（
リ
ス
ト
獨
奏
）
等
を
聰
い
て
、
感
激
の
中
に
巴

里
へ
饉
来
し
た
。
そ
し
て
新
し
い
創
作
慾
に
燃
え
て
ゐ
た
彼
は
、
若
年
の
作
の
フ
ァ
ウ

ス
ト
を
基
礎
と
し
て
更
に
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
に
於
け
る

F
a
u
s
t
一音
楽
を
作
曲
し
や
う
と

計
劃
し
な
が
ら
、
第
一
次
オ
ー
ス
ト
リ
ア
演
奏
旅
行
の
途
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
出
狡

前
に

G
a
u
d
o
n
niere
の
助
力
で
新
に
敷
場
面
を
増
加
書
き
加
へ
た
テ
キ
ス
ト
を
携
へ

て
行
っ
た
。

説

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
作

フ

ァ

ウ

ス

ト

の

劫

罰

作
品
二
四

ヵ牛舟
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ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
は
彼
の
回
想
録

M
含
10ir
e
s
で
次
の
や
う
に
書
い
て
ゐ
る
ー
「
自

分
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
ゲ
ー
テ
の
傑
作
の
翻
繹
で
も
な
く
又
模
倣
を
し
や
う
と
し
た
も

の
で
も
な
く
、
た
ゞ
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
か
ら
う
け
る
震
感
に
よ
り
、
音
楽
的
題

材
を
そ
の
中
か
ら
得
て
、
歌
詞
を
も
自
分
で
詩
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
或
は
又
楽
想

に
従
っ
て
逆
に
歌
詞
を
書
い
た
。
そ
し
て
他
の
作
で
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
感
激
を

以
て
作
曲
し
た
の
で
あ
る
。
自
分
は
至
る
所
で
、
い
か
な
る
時
で
も
作
曲
し
績
け

た
。
騨
路
の
馬
車
の
中
で
、
汽
車
の
中
で
、
汽
船
の
中
で
、
村
で
、
街
で
、
宿
屋

で
、
演
奏
會
の
為
め
幾
多
の
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
な
が
ら
も
作
曲
し
た
の
で
あ
る
。

P
a
s
s
a
u

の
宿
屋
で
、
最
初
の

F
a
u
s
t
の
獨
白

L
e
v
ieil 
h
iv
e
r
 a
 fait 
p
l
a
c
e
 

a
u
 p
r
in
te
m
p
s
 
(
冬
工
本
り
春
と
な
り
て
）
を
書
い
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
第
二
部
の

終
り
の

E
l
b
e

河
畔
の
場
面
を
か
い
た
。
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
獨
唱

V
oic
i

d
e
s
 
r
o
s
e
s
 
(こ
A

に
バ
ラ
の
花
あ
り
て
）
や
妖
精
の
舞
踊
は
一
夜
の
中
に
作
曲
し

た
し
、
又
ウ
ィ
ー
ン
に
於
て
第
一
部
の
終
り
の
ラ
コ
ッ
チ
ー
マ
ー
チ
（
ハ
ン
ガ
リ
ー

行
進
曲
）
の
主
題
を
か
い
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ペ
ス
ト
市
に
於
て
は
感
激
の
あ
ま
り

フ
ァ
ウ
ス
ト
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
ま
で
勝
手
に
引
出
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
貼
で
獨
逸
の

批
評
家
は
ゲ
ー
テ
の
原
作
を
勝
手
に
改
作
し
て
ゐ
る
と
難
じ
た
。

「
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

交
響
曲
に
於
て
も
私
は
自
由
に
作
曲
し
た
が
そ
れ
に

つ
い
て
は
彼
等
は
何
等
咎
め
て
ゐ
な
い
の
だ
。
ペ
ス
ト
市
で
は
あ
る
夜
街
を
紡
裡
つ

た
折
、
店
先
の
ガ
ス
・
ラ
ン
。
フ
の
光
で
、
學
生
の
歌
Ja
m
n
o
x
 s
tella
ta
 v
e
l
a
m
in
a
 

p
a
n
d
it 
(
い
ま
や
夜
は
星
の
衣
裳
を
う
ち
ひ
ろ
げ
）
を
か
い
た
。
佛
國
へ
の
峰
路
、

ル
ー
ア
ン
近
く
の
モ
ン
ト
ヴ
ィ
ー
ュ
男
邸
で
敷
日
を
送
っ
た
際
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
マ

ル
ガ
リ
ー
ト
の
二
重
唱

A
n
g
e
a
d
o
r
e
,
 d

o
n
t
 la 
celes
te
 im
a
g
e
：
・
（
崇
拝
す
る

天
使
の
潔
き
す
が
た
わ
が
魂
に
み
ち
）
を
書
い
た
。
あ
と
は

P
a
r
is
の
自
宅
で
、
或

は
カ
フ
ェ
ー
で
、
公
園
で
、
或
は
路
傍
の
標
石
に
腰
掛
け
て
ま
で
、
寸
暇
を
見
て
作

曲
し
た
。
大
閥
作
曲
を
終
つ
て
か
ら
、
各
部
の
連
結
を
つ
け
た
り
、
順
位
を
た
ゞ
し

た
り
し
て
か
ら
ス
コ
ア
を
書
き
上
げ
た
。
自
分
の
作
と
し
て
は
最
も
い
A

も
の
A

一

つ
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
…
…
」

回
想
録
に
よ
る
と
彼
は
マ
リ
ー
・
レ
チ
オ
と
共
に
一
八
四
五
年
十
月
二
十
二
日
P
a
r
is

を
出
猿
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
、
。
フ
ラ
ー
ハ
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
、
ブ
ル
ン
ス
ヴ

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
は

D
a
m
n
a
tio
n
d
e
 F
a
u
s
t
を
四
部
よ
り
な
る
L
念
e
n
d
e
と
銘
じ

て
ゐ
る
。
劇
的
物
語
曲
或
は
劇
的
謂
詩
曲
と
で
も
闘
さ
れ
る
。

C
a
n
ta
ta
と
も
考
へ
ら

れ
、
演
奏
用
の
オ
ペ
ラ

O
p
e
r
a
d
e
 c
o
n
c
e
r
t
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
ク
レ
ッ
チ
ュ
マ
ー

ル
は

W
e
l
t
l
ic
h
e
s
O
r
a
to
r
iu
m
 (
世
俗
的
オ
ラ
ト
リ
オ
）
と
稲
し
た
。
し
か
し
い
づ

れ
に
も
決
定
し
兼
ね
る
。
勿
論
上
演
に
適
し
た

O
p
e
r
a
で
は
な
い
。
近
年

O
p
e
r
a
と

し
て
上
演
し
た
こ
と
は
敷
多
あ
る
が
、
成
功
と
は
言
へ
な
か
っ
た
。

上
演
法
の
研
究
が

必
要
で
あ
ら
う
。
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
は
劇
的
奴
果
を
考
へ
乍
ら
作
曲
し
て
ゐ
る
の
で
は
な

く
、
劇
的
物
語
の
標
題
音
楽
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
多
く
の
音
楽
美
が
在

る
。
グ
ル
ッ
ク
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
オ
ペ
ラ
の
劇
的
質
と
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
リ
リ

カ
ル
な
美
と
を
併
有
し
た
も
の
が
こ
の
曲
の
本
質
と
も
言
へ

よ
う
。
形
式
的
に
は
又
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ド
ン
・
フ
ァ
ン
に
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
質
際
此
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
の

劫
罰
」
に
は
澄
劇
た
る
生
氣
、
優
美
な
楽
想
、

巨
大
な
精
稗
が
、
佛
國
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ

エ
ン
と
甜
さ
れ
た
彼
に
よ
っ
て
手
際
よ
く
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

管
絃
楽
法
は
そ
の
本
質
と
規
模
に
於
て
常
時
と
し
て
は
最
も
優
れ
た
、
而
も
斬
新

な
、
巨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
正
に
近
代
管
絃
楽
法
の
祖
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
あ

I
I
 

ィ
ッ
ク
等
の
演
奏
會
を
指
揮
し
て
、
翌
一
八
四
六
年
四
月
の
末
に

P
a
r
is
へ
饉
来
し
て

ゐ
る
。此

曲
の
初
演
は
一
八
四
六
年
十
二
月
六
日
に
巴
里
の
オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
で
部
分
的

に
演
奏
さ
れ
、
彼
自
身
指
揮
し
て
ゐ
る
。

し
か
し
罷
衆
の
敷
は
會
場
の
半
分
で
あ
り
、

第
二
回
が
同
月
二
十
日
に
行
は
れ
た
が
相
愛
ら
ず
聰
衆
は
更
に
減
じ
て
ゐ
た
。
初
演
の

際
の
嵩
譜
料
や
諸
彿
の
為
め
借
金
を
し
て
ゐ
た
。
彼
は
、
破
産
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た

の
で
、
翌
年
ロ
シ
ャ
ヘ
演
奏
旅
行
を
し
て
そ
の
穴
埋
め
を
行
っ
た
位
で
あ
っ
た
。
餡
途

。
フ
ロ
シ
ャ
王

F
r
ie
d
r
ic
h
W

il
h
e
l
m
 I
く
の
命
で
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
ベ
ル
リ
ン
で
演
奏

し
て
ゐ
る
が
、
批
評
家
は
こ
れ
が
置
債
を
認
め
な
か
っ
た
。
欧
洲

一
般
に
こ
の
曲
の
置

慣
が
認
め
ら
れ
た
の
は
一
八
七

O
I七
一
年
の
戦
季
の
後
で
あ
る
。
全
曲
の
最
初
の
演

奏
は
エ
ド
ウ
ア
ー
ル
・
コ
ロ
ン
ヌ
指
揮
の
も
と
に
一
八
七
七
年
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
歿
後

始
め
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。

楽
曲
の
形
式
と
内
容
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物
語
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
平
原
の
暁
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
場
面
は
ゲ
ー

テ
の
原
作
に
は
無
い
。

全
く
作
曲
者
ベ

ル
リ
オ
ー
ズ
自
身
の
改
作
で
あ
る
。

フ
ァ
ウ
ス

ト
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
迄
引
出
し
た
こ
と
に
封
し
て
は
獨
逸
の
批
評
家
が
嘗
時
非
難
し
た

こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し

l

音
楽
は
質
に
美
し
い
。
先
づ
平
原
の
暁
に
、
太
陽
の
さ

し
の
ぼ
る
情
景
（
楽
譜
1

)

の
中
に
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
そ
の
美
に
打
た
れ
乍
ら
最
初
の
モ

ノ
ロ
ー
グ
を
語
る
（
楽
譜
2

)

冬
去
り
春
と
な
れ
ば

若
や
か
に
自
然
は
甦
り

限
り
な
き
蒼
き
空
よ
り

輝
け
る
光
ふ
り
来
る

老
博
士
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
暁
の
光
に
浴
し
、
新
鮮
な
朝
風
に
吹
か
れ
乍
ら
大
自
然
の
美

に
打
た
れ
る
。
一
音
楽
は
朝
の
景
を
叙
し
、
鳥
の
槃
は
響
く
。
ホ
ル
ン
の
か
す
か
な
響
き

は
、
後
の
行
進
曲
を
暗
示
し
て
ゐ
る
。
自
然
の
静
寂
は
次
第
に
破
ら
れ
農
民
の
合
唱
と

舞
踏
（
楽
譜
3
、
4

)

が
始
ま
る
。

牧
人
は
畜
群
を
忘
れ
、
舞
踏
の
為
に
着
飾
り

野
花
と
リ
ボ
ン
は
彼
等
の
か
ざ
り
と
な
る。

菩
提
樹
の
か
げ
に
舞
ひ

、

躍
り
、
ト
ラ
ラ
ラ
ラ
ー
…
…
•

フ
ァ
ウ
ス
ト
は
こ
の
時
「
逢
に
き
こ
え
る
悦
び
の
槃
は
何
ん
だ
ら
う
？
お
A

そ
れ

は
田
舎
人
の
快
活
な
歌
と
舞
踏
だ
。
沈
ん
だ
わ
が
心
に
は
妬
ま
し
く
思
ふ
」
と
言
っ

て
、
若
々
し
い
彼
等
を
眺
め
て
ゐ
る
。
歌
と
踊
り
は
尚
績
く
。

農
民
の
合
唱
が
終
る
と
突
如
遥
に
軍
隊
の
ラ
ッ
パ
が
き

こ
え
て
く
る
。
フ
ァ
ウ
ス
ト

は
「
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
の
子
等
が
載
ひ
に
行
く
か
！

彼

等

の

瞳
と
彼
等
の
武
器

と
の
如

第

一
部

III

楽

曲

の

物

語

る
。
彼
は

W
a
g
n
e
r

の一
音
楽
を
殆
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
。
十
九
世
紀
後
半
の
作
曲
家

が
す
べ
て
ワ
ー
グ
ネ
ル
の
影
響
を
多
少
な
り
と
も
う
け
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
と
ま
で

言
は
れ
る
に
反
し
、

B
e
r
li
o
N
は
年
代
的
に
言
っ
て
も

W
a
g
n
e
r
の
先
輩
で
あ
っ
た
為

め
に
獨
自
性
に
富
ん
だ
彼
自
身
の
一
音
楽
を
書
き
得
た
の
で
あ
る
。

第

二

部

く
、
輝
や
か
し
く
、

勇
牡
に
や

つ
て
来
る
。

…
…
し
か
し
我
は
た
ゞ
冷
静
に
、
榮
餐
も

知
ら
ず
」
と
獨
白
を
す
る
。
か
く
し
て
＿音
楽
は
有
名
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
行
進
曲
（
楽
譜
5

)

を
奏
し
だ
す
。
あ
ら
ゆ
る
行
進
曲
に
於
て
こ
れ
程
勇
批
に
し
て
且
つ
藝
術
味
に
富
ん
だ

曲
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
第
二
部
は
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
書
齋
で
始
ま
る
。
丁
度
グ
ー
ノ
オ
の
歌
劇
第
一
幕
の

最
初
の
場
面
と
同
様
で
あ
る
。
静
か
な
ラ
ル
ゴ
ー
で
始
ま
り
、
老
博
士

フ
ァ
ウ
ス
ト
は

書
齋
の
机
に
向
ひ
、
第
二
の
獨
白
を
始
め
る
。
（
楽
譜
6

)

し
か
し
ゲ
ー
テ
の
原

作
に

あ
る
有
名
な

モ
ノ
ロ
ー
グ

H
a
b
e
 n
u
n
,
 ac

h
 !
 Ph
i
l
o
s
o
p
hi
e
,
 

J
 uri
st
e
rei
 

u
n
d
 M
e
di
zi
n
 

U
n
d
,
 lei

d
e
r
 !
 au
c
h
 T
h
e
o
log
i

e
 

D
u
r
c
h
a
u
s
 
st
u
di
ert

,
 

m
i

t

 

h
ei
s
s
e
m
 B
e
m
l
i
h
n
.
 

D
a
 st
e
h
'

i

c
h
 n
u
n
,
 

i

c
h
 a
r
m
e
r
 T
o
r
!
 

に
常
る
句
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
。
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
は
改
作
し
て
ゐ
る
1

悩
み
は
我
を
駆
り
て
楽
し
き
野
を
さ
ま
よ
へ
ど

悔
も
な
く
去
り
来
れ
り

わ
が
家
に
戻
れ
ば
ま
た
も
、
た
か
ぶ
れ
る
山
嶽
に

よ
ろ
こ
び
も
な
く
立
ち
向
ふ

な
や
ま
し
き
哉
星
な
き
夜
は

獣
し
て
暗
き
か
げ
を
し
き

か
な
し
み
は
い
や
ま
し
て
わ
が
心
に
迫
る

ぉ
A

大
地
よ
、
わ
れ
に
の
み
花
を
輿
へ
ざ
る
や

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ブ
的
な
フ
ァ
ウ
ス

ト
の
語
は
更
に
悲
痛
を
帯
び
、
わ
が
索
む
る
も
の

は
い
づ
こ
に
見
出
し
得
る
や
？
む
な
し
く
も
人
生
の
な
ぞ
を
解
し
得
ず
、
自
殺
を
計

ら
う
と
す
る
。
し
か
し
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
戦
慄
し
た
。

ぉ
A

杯
よ
、
久
し
く
も
あ
こ
が
れ
た
る
汝

来
れ
、
来
れ
、
高
貴
な
る
グ
ラ
ス

わ
れ
に
毒
を
注
ぎ
入
れ
よ
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彼
は
毒
杯
を
手
に
し
、
口
づ
け
た
時
、
寺
院
の
幻
想
が
前
面
の
壁
に
浮
び
、
復
活
祭

の
合
唱
が
き
こ
え
て
来
た
。

フ
ァ
ウ
ス
ト
「
な
ん
だ
ら
う
あ
の
一
音
楽
は
？
」

復
活
祭
の
合
唱

~

キ
リ
ス

ト
は

甦
へ
れ
り

痛
悼
の
塞
を
脱
し

天
國
の
門
に
昇
り
給
へ
り

キ
リ
ス
ト
の
子
、
わ
れ
等
地
上
に
残
れ
ど
も

わ
れ
等
を
も
召
し
給
ふ
可
し

ホ
ザ
ン
ナ
！
（
楽
譜
7

)

フ
ァ
ウ

ス
ト
は
尚
も
そ
の
幻
影
に
悲
痛
な
言
葉
を
の
べ
る
時
、
突
如
そ
こ
に
メ
フ

ィ

ス
ト
フ
ェ
レ
ス
が
立
ち
現
れ
て
、

メ
フ
ィ
ス
ト
~
お

A

純
箕
な
感
情
よ
、
神
の
子
よ
、
讃
め
ま
す
ぞ
、
博
士
！
復
活

祭
の
鐘
の
一
音
は
博
士
の
心
を
魅
し
て
、
鐘
の
音
よ
り
は
弱
く
し
ま
す

ぞ。

フ
ァ
ウ
ス
ト
ニ
君
は
誰
だ
！
…
…
名
を
言

へ
。

メ
フ
ィ
ス
ト
：
な
ぜ
だ
。
博
士
と
も
言
は
れ
る
君
が
、
軽
卒
に
物
を
き
く
も
の
だ
。

自
分
は
君
の
友
で
あ
り
、
慰
安
者
だ
。
君
の
憐
み
を
去

つ
て
や
ら

う
。
す
べ

て
を
輿
へ
て
や
る
ー
幸
揺
と
、
快
楽
と
、
夢
に
み
る
す
べ

て
の
も
の
ま
で
も

フ
ァ
ウ
ス
ト
~
悪
魔
よ
！
そ
れ
も
よ
し
。
何
ん
と
言
ふ
か
？

メ
フ
ィ
ス
ト
：
き
け
！
汝
の
目
、

汝
の
耳
を
迷
は
す
ぞ
。
埋
れ
腐
る
な
。
来
れ
！

立
て
よ
！
自
分
に
績
け
！
い
ざ
行
か
う
！
汝
の
哲
學
を
捨
て

て
、
世
の
中
を
勉
強
す
る
の
だ
。

彼
等
二
人
は
消
え
た
。
二
人
は
ラ
イ
。
フ
チ
ヒ
の
ア
ウ
エ
ル
バ
ハ
の
酒
倉

に

現

は

れ

る
。
酒
宴
の
歌
は
「
ラ
イ
ン
の
酒
を
も
う
一
杯
！
」
と
歌
ひ
出
す
。
面
白
げ
な
る
連
中

の
酒
宴
を
二
人
は
眺
め
る
。
「
こ
の
酒
と
歌
、
愉
快
な
人
生
！
…
…
」
と
彼
等
は
歌
ひ
績

け
る
（
楽
譜
8

)

。
そ
こ
で
ブ
ラ
ン
デ
ル
が
「
鼠
の
唄
」
を
歌
ふ
。
（
註
、
獨
文
に
稽
忠

質
な
る
を
以
て
森
鴎
外
繹
を
引
く
）

ブ
ラ
ン
デ
ル
芸
牡
鼠
が
穴
倉
に
巣
喰

つ
て

餌
は
脂
に
バ
タ
ば
か
り

ル
テ
ル
先
生
見
た
や
う
に

で
つ
ぶ
り
太
つ
て
し
ま
っ
た
。

そ
い
つ
に
お
さ
ん
が
毒
を
飼
っ
た
。

鼠
は
世
間
が
狭
う
な
っ
た
。

胸
に
懇
で
も
あ
る
や
う
に
。
（
楽
譜
9

)

合

唱

品

胸

に

懇

で

も

あ

る

や

う

に

ー

ブ
ラ
ン
デ
ル

の
歌
は
ま
だ
績
く
。
そ
の
一
歌
ご
と
に
合
唱
は
同
じ
文
句
を
愉
快
に
唱
和

し
て
行
く
。
そ
こ
で
ブ
ラ
ン
デ
ル
は

A
m
e
n
を
フ
ー
ゲ
で
歌
へ
と
言
ふ
。
男
槃
合
唱

で
績
い
て
歌
は
れ
る
「
ア
ー
メ
ン
・
フ
ー
ゲ
」

が
ま
た
有
名
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
フ

ー
ゲ
は
ブ
ラ
ン
デ
ル
の
歌
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
楽
譜
1

0

)

[

o

〕
メ
フ
ィ
ス
ト
フ

ェ
レ
ス

は
こ
の
合
唱
を
賞
め
て
、
今
度
は
自
分
が
一
っ
歌
つ
て
や
ら
う
と
言
ひ
、
有
名

な
「
蚤
の
歌
」
（
架
譜
1
1
)

を
歌
ふ
ー

昔
昔
王
が
ゐ
た

大
き
な
蚤
を
持
つ
て
ゐ
た

自
分
の
生
ま
せ
た
子
の
や
う
に

可
哀
が
つ
て
飼
つ
て
ゐ
た

或
時
服
屋
を
呼
ん
で
来
た

服
屋
が
早
速
遣

つ
て
来
た

「此
若
殿
の
召
す
や
う
な

上
衣
と
ず
ぼ
ん
の
寸
を
取
れ
」
（
鵡
外
繹
）

蚤
は
動
章
を
下
げ
て
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
宮
廷
の
貴
婦
人
ま
で
も
蟄
し
た
。
そ
れ

を
后
と
雖
も
潰
し
て
は
相
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス

は
「
己
達
な

ら
ば
す
ぐ
潰
す
」
と
歌
ふ
と
、
合
唱
が
そ
れ
に
唱
和
し
て
大
喜
び
で
あ
る
。
し
か
し
フ

ア
ウ
ス
ト
は
「
も
う
い
A

よ
、
も
つ
と
純
箕
な
悦
び
は
な
い
か
」
と
言
へ
ば
メ
フ
ィ
ス

ト
は
彼
を
伴
っ
て
消
え
る
。

エ
ル
ベ
河
畔
ー
場
面
は
愛
つ
て
エ
ル
ベ
河
畔
の
若
舛
の
上
に
、
老
博
士
フ
ァ
ウ
ス
ト

は
若
い
立
派
な
青
年
と
化
し
て
眠
つ
て
ゐ
る
。
バ
ラ
の
花
が
一
面
に
疾
い
て
ゐ
る
。
春

の
緑
は
も
え
立
つ
。
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス

は
若
々

し
い
フ
ァ
ウ
ス
ト

の
夢
を
更
に
楽
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海
に
臨
め
る
城
の
上
に
王
は
宴
を
催
し
つ

社
士
あ
ま
た
宮
の
う
ち
御
坐
の
下
に
集
ひ
け
り

し
く
さ
せ
や
う
と
し
て
妖
精
を
呼
ぶ
。
妖
精
達
は
眠
れ
る
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
廻
り
を
歌
ひ

舞
ふ
。
一
音
楽
は
美
し
く
魅
惑
的
で
あ
る
（
楽
譜
1

2

)

。
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
夢
の
中
に
マ
ル

ガ
リ
ー
ト
の
幻
影
を
見
る
。
「
妖
精
の
バ
レ
ー
」
は
そ
れ
に
績
い
て
舞
は
れ
る
。
こ
の

全
曲
を
通
じ
て
こ
の
場
面
は
最
も
華
麗
で
あ
る
（
楽
譜
1
3
、

1

4

)

。
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
突

如
夢
か
ら
醒
め
て
「
お
A

マ
ル
ガ
リ
ー
ト
！
何
ん
と
言
ふ
夢
だ
、
天
使
の
よ
う
な
幻

影
！
」
と
叫
ぶ
。
「
立
て
よ
、
共
に
行
け
！
夢
の
あ
と
で
箕
質
を
輿
へ
て
や
ら
う
」
と

メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
が
言
ふ
。
と
「
兵
士
の
合
唱
」
が
き
こ
え
て
来
た
（
楽
譜
1

5

)

。

そ
れ
に
績
い
て
「
學
生
の
合
唱
」
が
歌
は
れ
る
（
楽
譜
1

6

)

。
そ
し
て
雨
者
が
合
同
し

て
歌
は
れ
や
が
て
遠
く
へ
去
つ
て
行
く
。

第

三

部

マ
ル
ガ
リ
ー
ト
の
小
さ
い
清
げ
な
る
室
の
場
面
で
あ
る
。
時
刻
は
宵
。
最
初
軍
隊
の

鱚
螢
行
進
曲
が
き
こ
え
て
来
る
。
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
に
伴
は
れ
た
フ
ァ
ウ
ス
ト
は

獨
り
、
こ
の
室
の
中
に
あ
っ
て
静
か
に
夜
曲
を
歌
ふ
（
楽
譜
1
8
)
|

「
優
し
い
黄
昏
時
よ
、
好
く
来
て
く
れ
た
」
と
歌
ひ
出
し
て
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
に
封
す

る
愛
の
情
を
歌
ふ
。
「
彼
の
女
が
来
た
や
う
だ
、
か
く
れ
ろ
」
と
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ

ス
が
叫
ぶ
。
そ
こ
ヘ
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
が
ラ
ム
。
フ
を
持
つ
て
入
っ
て
来
る
。
一
音
楽
は
静
か

に
彼
の
女
の
心
を
描
き
（
楽
譜
1

9

)

、
「
昨
夜
夢
に
彼
を
見
た
。
美
し
い
お
方
で
あ
っ
た
。

こ
の
世
で
お
目
に
か
A

れ
る
か
し
ら
」
と
獨
り
つ
ぶ
や
き
、
や
が
て
有
名
な
「
ト
ゥ
ー

レ
の
王
の
物
語
」
（
楽
譜
2

0

)

を
歌
ふ
。
こ
れ
を
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
は
「
ゴ
テ
ィ
ー
ク
の

歌
」
と
稲
し
た
。
ー
（
鴫
外
繹
に
よ
る
）

マ
ル
ガ
リ
ー
ト
＂
昔
ト
ゥ
ー
レ
に
王
あ
り
き
盟
を
漁
へ
ぬ
此
君
に

妹
は
黄
金
の
杯
を
遺
し
て
ひ
と
り
み
ま
か
り
ぬ
。

こ
よ
な
き
賓
の
杯
を
乾
し
け
り
宴
の
度
毎
に

此
杯
ゆ
飲
む
酒
は
涙
を
さ
そ
う
酒
な
り
き
。

死
な
ん
日
近
く
な
り
し
時
國
の
縣
の
敷
々
を

世
嗣
の
君
に
譲
り
し
に
か
の
杯
は
留
め
置
き
ぬ
。

第

四

部
こ
れ
を
限
の
命
の
火
盛
れ
る
杯
飲
み
干
し
て
、

そ
の
杯
を
立
ち
な
が
ら
海
に
ぞ
王
は
投
げ
て
け
る
。

落
ち
て
傾
き
、
沈
み
行
く
杯
を
見
て
う
つ
む
き
ぬ
。

王
は
宴
の
果
て
て
よ
り
飲
ま
ず
な
り
に
き
雫
だ
に
。

尚
も
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
は

「昔
ト
ゥ
ー
レ
に
…
…
王
あ
り
き
…
…
盟
を
漁
へ
ぬ
…
…
」

と
歌
ひ
「
あ
A
!
」
と
た
め
息
を
す
る
。

そ
の
時
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
H

レ
ス
の
呪
咀
は
始
ま
る
（
楽
譜
2

1

)

ー
「
鬼
火
よ
、
出
て
来

い
。
お
前
の
力
を
か
り
る
ん
だ
。
早
く
！
早
く
！
乙
女
の
ま
は
り
を
舞
ふ
の
だ
！
」

や
が
て
有
名
な
「
鬼
火
の
ミ
ヌ
エ
ッ
ト
」
（
楽
譜
2

2

)

が
始
ま
る
。
こ
の
管
絃
楽
曲
は
、

全
曲
中
最
も
優
れ
た
部
分
の
―
つ
で
あ
る
。
郎
「
ハ
ン
ガ
リ

1
行
進
曲
」
「
妖
精
の
バ

レ
ー
」
と
共
に
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
劫
罰
」
中
の
三
名
曲
と
し
て
組
曲
に
し
て
従
来
演
奏

さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
「
小
夜
曲
」
が
歌
は
れ
る
。
伴
奏
は
絃
の
指
弧
奏

で
ギ
タ
ー
の
伴
奏
を
模
し
て
ゐ
る
（
楽
譜
2
3
)
|
「
懇
人
の
門
の
前
で
、
何
ん
で
そ
ん
な

に
待
っ
て
ゐ
る
？
」
鬼
火
も
喘
っ
た
「
ハ
ー
！
お
や
す
み
よ
、
懇
は
た
ゞ
陥
穿
だ
。
お

氣
を
つ
け
よ
。
…
…
！
」
鬼
火
は
消
え
た
。
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
は
眼
を
さ
ま
す
。
そ
こ
に

フ
ァ
ウ
ス
ト
が
立
つ
て

ゐ
た
。

二
人
は
幻
想
の
中
に
以
前
か
ら
知
り
合
ひ
で
あ
っ
た
こ

と
を
述
べ
合
ふ
。
こ
の
愛
の
二
重
唱
は
美
し
い
（
楽
譜
2

4

)

。
又
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス

が
登
場
し
て
三
重
唱
と
な
る
。
や
が
て
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
「
さ
ら
ば
、
ゆ
か
し
き
夜
よ
、

さ
ら
ば
愛
の
饗
宴
よ
」
と
静
か
に
歌
ふ
（
楽
譜
2

5

)

。
と
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
H

レ
ス
は
「
夜

明
だ
行
か
う
」
と
せ
き
立
て
る
。
外
か
ら
は
街
の
人
々
の
合
唱
が
聰
え
て
来
る
。

マ
ル
ガ
リ
ー
ト
の
室
。
彼
の
女
た
ゞ
ひ
と
り
、
夢
心
地
と
不
安
と
悩
み
の
中
に
歌

ふ
。
こ
の
場
面
は
ゲ
ー
テ
の
原
作
で
は
糸
車
に
椅
つ
て
歌
ふ
有
名
な
歌
で
、
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
も
「
糸
車
に
椅
れ
る
グ
レ
ー
チ
ヘ
ン
の
歌
」
と
し
て
作
曲
し
て
ゐ
る
。

心
の
落
著
無
く
な
り
て
、
胸
重
苦
し
く
な
り
に
け
り
。

尋
ぬ
と
も
、
そ
の
落
著
は
つ
ひ
に
饉
ら
じ
、
と
こ
し
へ
に
。
（
鴎
外
繹
）

こ
の
歌
は
佛
文
歌
詞
で
は
多
少
愛
へ
て
は
ゐ
る
が
大
櫃
同
様
で
あ
る
。

ロ
マ
ン
ス
と
か
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5
 

か
れ
て
あ
る
（
楽
譜
2

7

)

。
窓
邊
に
倍
れ
る
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
の
耳
に
、
軍
隊
の
饉
螢
行

進
曲
が
静
か
に
き
こ
え
て
来
て
、
合
唱
が
あ
る
。
し
か
し
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
や
っ
て
来
な

、。
場
面
は
愛
じ
て
、
森
と
洞
が
見
え
る
（
楽
譜
2

8

)

。
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
大
自
然
に
向
つ

て
歌
ふ
—

無
限
の
大
地
、
崇
高
に
し
て
神
秘
な
る
大
地
！

不
幸
な
る
我
心
に
汝
こ
そ
は
悦
び
を
輿
ふ
。

大
地
の
胸
に
わ
が
悲
し
み
を
な
げ
入
れ
て
、
再
生
を
こ
そ
願
は
ん
！

風
よ
吹
け
！
限
り
な
き
森
よ
、
叫
ベ
ー
・

岩
は
流
れ
落
ち
ょ
！

そ
こ
ヘ
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
は
岩
を
攀
登
つ
て
来
て

メ
フ
ィ
ス
ト
ニ
佼
の
天
井
に
箕
の
愛
の
星
が
見
つ
か
っ
た
か
い
？
：
．．．． 

フ
ァ
ウ
ス
ト
ふ
畔
か
に
し
ろ

メ
フ
ィ
ス
ト
ニ
可
憐
な
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
は
な
、
嬰
子
殺
し
で
死
の
宣
告
を
受
け
た
ぞ

フ
ァ
ウ
ス
ト
こ
凹
ん
と
！

メ
フ
ィ
ス
ト
？
森
で
は
撤
の
角
笛
が
き
こ
え
る
。

メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
は
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
劫
罰
の
下
る
こ
と
を
宣
告
す
る
。
そ
し
て

地
獄
か
ら
黒
馬
ウ
ォ
ル
テ
と
ヂ
ャ
ウ
ー
ル
を
呼
ぶ
。
二
人
は
こ
れ
に
跨
つ
て
地
獄
へ
馳

せ
る
。地

獄
落
ち
。
ー
管
絃
楽
は
こ
の
場
面
を
巧
み
に
描
寓
し
て
ゐ
る
（
楽
譜
2

9

)

。
オ
ー
ボ

ー
が
無
氣
味
な
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
吹
き
、
絃
楽
器
は
馬
の
疾
走
を
描
鴬
し
て
ゐ
る
。
こ
の

間
農
婦
と
そ
の
子
等
は
十
字
架
前
に
脆
い
て
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ナ
の
讃
美
歌
を
淋
し

く
歌
ふ
°

|

S
a
n
ct
a
 M
a
ri

a
,
 or
a
 p
ro 
n
o
bi

s
 

（
聖
母
マ
リ
ア
、
わ
れ
等
の
為
め
に
祈
り
給
へ
）

そ
の
時
十
字
架
は
倒
れ
、
彼
等
は
ア
ー
！
と
叫
び
を
あ
げ
る
。
地
獄
は
近
づ
く
。
恐

ろ
し
い
場
面
は
迫
る
。
怪
鳥
は
叫
ぶ
。

フ
ァ
ウ
ス
ト
は
お
の
A

V

o

「
地
獄
の
ラ
ッ
パ

よ
な
り
響
け
！
」
と
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
が
叫
べ
ば
彼
等
は
遂
に
地
獄
に
落
ち
込
ん

だ
。
そ
の
時
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
「
劫
罰
か
！
ア
ヽ
！
」
と
叫
び
、
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
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壽
来
れ
！
ー

ス
は
「
わ
が
勝
利
！
」
と
云
ふ
。

そ
こ
は
パ
ン
デ
ー
モ
ニ
ウ
ム
悪
魔
怪
物
の
集
つ
て
ゐ
る
所
で
あ
っ
た
。
一
音
楽
は
全
管

絃
の
恐
し
い
最
強
昔
で
奏
さ
れ
、
男
槃
合
唱
は
悪
魔
の
墜
を
模
す
。

「
地
上
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
は
運
命
の
恐
ろ
し
さ
を
告
げ
る
。
地
獄
の
朕
景
は
消
え
て
、

や
が
て
天
國
の
槃
は
き
こ
え
て
来
た
。
六
翼
の
天
使
は
天
帝
の
前
に
伏
し
て
ゐ
る
。
天

使
の
合
唱
は
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
の
昇
天
を
歌
ふ
（
楽
譜
3

0

)

゜
＿
音
楽
は
紳
々
し
く
、
清
ら

~
こ
、

ヵ

t
来
れ
！
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
、

地
上
の
罪
は
ぬ
ぐ
は
れ
た
り

ぉ
A

悦
び
給
ヘ

汝
は
す
で
に
救
は
れ
た
り

来
れ
！
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
！

學

校

長

乗

杉

嘉

ク
ラ
ウ
ス
・

プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

指

揮

者

海

軍

々

榮

隊

榮

長

内

藤

清

五

閥
係
管
絃
楽
部
員

ロ
ベ
ル
ト
・

ポ
ル
ラ
ッ
ク

第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

井

上

武

雄

黒

澤

良

輝

兎

束

龍

夫

栗

原

大

治

大

岡

運

英

輻

井

巖

西

川

満

枝

桂

平

太

松

浦

き

み

よ

岡

見

温

彦

清

水

万

紗

子

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
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春
か
ら
夏
へ
の
シ
ー
ズ
ン
を
回
顧
し
て
、
来
朝
名
手
の
群
が
日
本
楽
壇
に
残
し
て
行

っ
た
も
の
も
譜
分
大
き
か
っ
た
が
、
一
方
今
シ
ー
ズ
ン
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
注
意
す

べ
き
曲
の
初
演
が
少
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
も
非
常
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
む
し

ろ
我
々
に
と
つ
て
は
そ
の
方
が
よ
り
意
義
が
大
き
か
っ
た
と
も
言
へ
よ
う
。
何
故
か
な

ら
ば
名
手
の
藝
が
大
閥
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
吾
々
は
無
知
で
は
な
い

し
、
そ
れ
に
テ
イ
ー
ボ
ー
と
フ
ォ
イ
ヤ
ア
マ
ン
と
は
再
度
の
来
遊
で
も
あ
っ
た
。
け
れ

ど
も
、
楽
曲
の
初
演
、
し
か
も
重
大
な
名
曲
の
初
演
と
言
ふ
こ
と
は
現
在
の
我
々
に
封

し
て
は
自
ら
別
の
意
義
を
持
つ
。

言
葉
を
換
へ
て
言
ふ
な
ら
ば
、
演
奏
藝
術
の
面
で
の
西
洋
―音
楽
に
つ
い
て
は
我
々
は

先
づ
／
＼
一
通
り
の
こ
と
は
知
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
今
度
来
朝
し
た
名
手

達
が
見
せ
て
行
っ
た
範
園
の
藝
術
に
つ
い
て
な
ら
ば
、
特
別
全
く
異
っ
た
新
し
い
も
の

を
見
せ
て
貰
ふ
と
言
ふ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
併
し
、
創
作
藝
術
作
曲
の
面
に
構
築
さ
れ

て
ゐ
る
西
洋
―
音
楽
の
文
化
的
遺
産
の
全
貌
に
つ
い
て
は
我
々
は
ま
だ
／
＼
餘
り
に
未
知

な
物
を
持
ち
過
ぎ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（
そ
う
言
ふ
黙
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
イ
タ
リ

ー
・
オ
ペ
ラ
の
様
な
も
の
に
つ
い
て
考
へ
て
見
て
も
思
ひ
半
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
る

の
だ
。
例
へ
ば
日
劇
の
地
下
室
で
『
リ
ゴ
レ
ッ
ト
』
の
ト
ー
キ
ー
を
見
て
渇
を
薔
し
た

人
が
如
何
に
敷
多
か
っ
た
こ
と
か
。
）

以
上
の
様
な
意
味
で
、
名
作
と
か
、
或
ひ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
問
題
に
な
っ
た
作
品
と

意
義
多
か
っ
た
二
つ
の
初
演
曲

（
海
）
宵

テ
イ
ン
バ
ー
ニ
（
＂
）
岩

西

（
海
）
白

テ
イ
ン
パ
ー
ニ

小
太
鼓

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

紳 川 田 野

次 潤 重 輝

ニ ー 一 雄

長

谷

川

良

夫

テ
イ
ン
パ
ー
ニ
タ
｛
伊
藤
善
十
郎

タ
ム
ト
リ
ア
ン
ゲ

；

大

太

鼓

（

海

）

太

田

弘

ン
（
＂
）
佐
藤
武
庸

遠

藤

宏

〔
原
資
料
横
組
〕

解 ベ

説

並

欝

詞

ツ

ケ

か
の
初
演
は
、
あ
れ
ば
あ
る
程
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

二

今
シ
ー
ズ
ン
に
初
演
さ
れ
た
曲
の
う
ち
重
要
な
も
の
は
、
ヘ
ル
ベ
ル
ト
氏
が
新
響
の

定
期
で
指
揮
し
た
バ
ッ
ハ
の
編
作
曲
、
ク
シ
エ
ネ
ッ
ク
の
『
感
情
の
勝
利
』
と
コ
ダ
リ

ー
の
『
ハ
リ
ー
・
ヤ
ノ
ス
』
東
京
＿音
楽
學
校
が
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
指
揮
で
行
っ
た

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
『
フ
ア
ウ
ス
ト
の
劫
罰
』
の
全
曲
演
奏
〔
、
〕
新
響
定
期
の
齋
藤
秀
雄

氏
指
揮
の
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
の
『
叢
家
マ
チ
ス
』
ェ
ッ
ク
の
『
ゲ
オ
ル
ギ
ー
カ
』
な
ど
で

あ
っ
た
。

右
の
う
ち
エ
ッ
ク
は
小
品
を
三
曲
連
ね
た
軽
い
組
曲
で
あ
り
、
ク
シ
エ
ネ
ッ
ク
と
コ

ダ
リ
ー
も
同
じ
く
組
曲
で
あ
る
と
共
に
劇
的
＿音
楽
か
ら
の
編
作
で
あ
る
為
に
、
純
―
音
楽

的
な
重
さ
か
ら
言
へ
ば
矢
張
り
残
り
の
二
曲
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
と
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
と
が

最
も
大
物
で
あ
っ
た
。

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
『
フ
ア
ウ
ス
ト
の
劫
罰
』
は
こ
れ
一
曲
で
三
時
間
近
く
も
か
A

る

長
い
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
初
演
に
よ
っ
て
我
々
は
大
作
と
言
ふ
言
葉
の
持
つ
―
つ
の

面
を
目
の
あ
た
り
に
新
し
く
敦
へ
ら
れ
た
、
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

全
く
こ
の
曲
は
―
つ
の
不
思
議
で
あ
っ
た
。
部
分
々
々
を
と
れ
ば
質
に
つ
ま
ら
な
い

と
言
ひ
切
っ
て
し
ま
へ
る
様
な
曲
な
の
で
あ
る
。
事
賓
、
ク
ラ
ヴ
ィ
ア
・
ア
ウ
ス
ツ
ー

ク
な
ど
馬
鹿
々
々
し
く
弾
い
て
ゐ
る
の
が
い
や
に
な
る
の
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
は

近
代
管
絃
楽
法
の
父
と
は
言
は
れ
る
け
れ
ど
も
（
そ
し
て
そ
の
言
葉
は
勿
論
歴
史
的
に

は
全
く
正
し
い
に
違
ひ
な
い
の
だ
が
）
そ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
今
日
か
ら
見

れ
ば
別
に
何
の
愛
っ
た
魅
力
も
な
い
の
で
あ
る
。

虐
が
、
一
見
甚
だ
つ
ま
ら
な
い
か
の
様
な
そ
れ
ら
の
も
の
A

集
積
が
、
一
度
び
始
め

か
ら
通
し
て
舞
豪
の
上
に
演
出
さ
れ
る
と
二
時
間
何
十
分
の
間
、
絶
封
に
飽
き
さ
せ
な

い
の
で
あ
る
。
相
嘗
飽
き
っ
ぽ
い
睦
衆
を
さ
へ
飽
き
さ
せ
な
い
の
で
あ
る
。

陳
腐
な
和
竪
、
陳
腐
な
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
面
白
さ
う
で
も
な
い
メ
ロ
デ
イ

ー
、
さ
う
言
ふ
も
の
が
随
虞
に
不
思
議
な
力
を
以
つ
て
我
々
を
打
つ
て
来
る
の
で
あ
っ

た
。
ー
ー
要
す
る
に
、
そ
れ
が
『
大
作
』
と
言
ふ
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
曲
の
中
の
バ
レ
ー
・
シ
ー
ン
の
三
曲
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
行
進
曲
と
、
妖
精
の
舞

踊
、
鬼
火
の
踊
と
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
用
の
組
曲
と
し
て
別
に
獨
立
し
て
我
々
に
親
し
か
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六
月
二
十
日
の
晩
、
日
比
谷
公
會
堂
で
催
さ
れ
た
東
京
音
楽
學
校
の
演
奏
會
は
、
ベ

ル
リ
オ
ー
ズ
の
傑
作
「
フ
ア
ウ
ス
ト
の
劫
罰
」

全
曲
を
は
じ
め
て
日
本
の
聴
衆
に
紹
介

し
た
貼
で
た
し
か
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

指
揮
者
は
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
、

獨
唱
者
は
武
岡
鶴
代
、
城
多
又
兵
衛
、

伊
藤
武

雄
、
秋
月
直
胤
の

四
人
で
合
唱
及
び
管
絃
楽
の
ほ
か
に
、
上
野
音
楽
學
園
兒
童
の
合
唱

ま
で
出
演
し
た
。

演
奏
に
三
時
間
近
く
を
要
す
る
此
大
き
な
作
品
を
と
も
か
く
あ
れ
だ
け
に
纏
め
上
げ

る
に
は
指
揮
者
を
は
じ
め
と
し
て
出
演
者
全
部
が
な
か
／
＼
の
努
力
を
費
し
た
こ
と
に

相
違
な
い
。

し
か
も
う
れ
し
い
こ
と
に
は
い
つ
ぞ
や
「
ア
ル
。
フ
ス
交
霧
曲
」
な
ど
の
場
合
と
ち
が

つ
て
ま
さ
し
く
甲
斐
の
あ
る
努
力
で
あ
っ
た
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。

演
奏
そ
の
も
の
を
一
々
批
評
す
る
と
す
れ
ば
獨
唱
者
に

つ
い
て
も
ま
た
合
唱
や
管
絃

「
フ

ア
ウ
ス
ト
の
劫
罰
」
東
京
音
楽
學
校
演
奏
會
を
聴
い
て

っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
曲
も
全
曲
の
中
に
入
っ
て
演
奏
さ
れ
て
こ
そ
、
本
蓄
の
意
味
が
あ

る
の
で
あ
り
、

『
断
片
』
は
要
す
る
に
『
断
片
』
で
あ
っ
て
、
此
の
場
合
な
ど
は
全
曲

を
伺
ふ
よ
す
が
に
も
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
ま
こ
と
に
、
ベ
ル
リ

オ
ー
ズ
と
言
ふ
作
曲
家
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
日
本
に
そ
の
真
の
姿
を
紹
介
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
私
は
彼
の
『
幻
想
交
害
曲
』
と
言
ふ
も
の
に
は
餘
り
好
感
を
持
て
な

か
っ
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

質
は
私
の
考
へ
方
、
感
じ
方
に
誤
り
が
あ
っ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
？
と
言
ふ

こ
と
を
思
ひ
つ
い
た
。
そ
し
て
恐
ら
く
は
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
と

言
ふ
人
に
つ
い
て
は
文
字
の
上
で
紹
介
さ
れ

て
ゐ
た
虚
の
も
の
と
、

質
際
の

ベ
ル
リ
オ

ー
ズ
と

の
間
の
ず
れ
が
さ
せ
た
私
の
誤
り
で
あ

っ
た
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
今
や
私
は

本
賞
の
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
と
言
ふ
も
の
が
始
め
て
解
つ
た
様
な
氣
が
す
る
の
で
あ
る
。
『
幻

想
交
蓉
曲
』
も
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
『
フ
ア
ウ
ス
ト
の
劫
罰
』
初

演
の
お
蔭
な
の
で
あ
る
。

（
『
昔
榮
世
界
』
＿
音
楽
世
界
社
、
第
八
巻
第
八
号
、
昭
和
十
一
年
八
月
、
九
0
l九
二
頁
）

甲
斐
あ
り
し
努
力

楽
に
つ
い
て
も
多
く
の
欠
貼
が
指
摘
さ
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
け
れ
ど
そ
れ
は
概
し

て
勉
強
の
不
足
よ
り
も
質
力
の
不
足
か
ら
生
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
演
奏
者
た
ち
も

掌
然
氣
づ
い
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

た
と
へ
ば
日
本
の
男
の
墜
の
貧
し
さ
な
ど
を
今

更
責
め
た
と
こ
ろ
で
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
。

簡
輩
に
い
へ
ば
、

全
閥
と
し
て
の
演
奏
は
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
傑
作
の
美
し
さ
を
往
々

か
な
り
に
傷
け
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
も
な
ほ
そ
れ
は
會
場
内
の
あ
の
蒸
風
呂

の
や
う
な
暑
さ
に
も
拘
ら
ず
三
時
間
の
長
き
に
亘
つ
て
殆
ど
私
に
退
屈
を
感
じ
さ
せ
な

か
っ
た
。
こ
の
見
事
な
作
品
を
我
々
に
聴
か
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
封
し
て
私
は
出
演
者

す
べ
て
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

要
す
る
に
曲
の
選
定
が
今
回
の
催
し
を
音
楽
學
校
の
近
頃
の
演
奏
會
の
中
で
の
最
も

面
白
い
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
演
奏
を
聴
い
て
は
じ
め
て
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
冥

債
を
知

っ
た
人
た
ち
は
必
ず
す
く
な
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
（
大
田
黒
元
雄
）

（『東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
三
日
）

「
フ
ア
ウ
ス
ト
の
劫
罰
」

の
初
演

日
比
谷
公
會
堂
。

上
野
音
楽
學
校
が
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
名
作
「
フ
ア
ウ
ス
ト
の
劫

罰
」
の
本
邦
初
演
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
わ
が
楽
界
に
お
け
る
最
近
の
記
念
す
べ
き
出
来

事
で
あ
る
。
こ
の
稀
代
の
名
作
が
今
日
迄
わ
が
國
に
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
寧
ろ

遅
き
に
失
し
た
傾
き
が
あ
っ
て
、
少
く
と
も
有
能
な
合
唱
園
を
有
し
ま
た
従
来
多
く
の

大
曲
を
初
演
し
た
上
野
音
楽
學
校
で
あ
る
以
上
、
同
校
は
最
近
一
雨
年
に
初
演
狡
表
し

た
他
の
凡
て
の
難
曲
に
先
だ
っ
て
こ
の
曲
あ
た
り
を
演
じ
た
方
が
、
そ
の
奏
者
に
と
つ

て
も
ま
た
聴
者
に
と
つ
て
も
甚
だ
順
富
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
れ
は
兎
に
角
、
今
回
の
演
奏
は
上
野
と
し
て
は
近
来
の
出
来
で
あ
る
。
殊
に
、
指

揮
者
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
が
、
従
来
徒
に
難
曲
に
直
面
し
て
焦
躁
し
蕪
雑
な
指
揮
振

り
を
示
し
た
の
と
は
異
り
、
少
く
と
も
テ
ン
ボ
、
強
弱
に
締
り
の
あ
る
理
解
統
率
せ
る

い
は
ゆ
る
指
揮
者
ら
し
き
腕
前
を
痰
揮
し
た
こ
と
は
慶
賀
の
至
り
で
あ
っ
た
。
管
絃
園

ま
た
同
様
で
あ
る
。
唯
だ
獨
唱
者
側
は
振
は
ず
、
肝
腎
の
城
多
又
兵
衛
氏
の
フ
ア
ウ
ス

卜
頗
る
引
立
た
ず
、
伊
藤
武
雄
氏
の
メ
フ
ィ
ス
ト
役
柄
に
不
邁
任
を
示
し
、
獨
り
武
岡
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⑤

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

（
ト
ロ

ン
ボ
ン

獨

奏
）

④

春

の

醒

美
し
き
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
の
流
れ

眼

め

③

園

舞
マ

曲

グ

ネ

①

英

雄

行

進

②

序
主

催

所 時

曲 曲

夕

昭
和
十
一
年
六
月
二
十
六
日
！
二
十
八
日

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒

吹

奏

楽

演

奏

曲

目

指
揮

敦

授

萩

原

英

昭
和
十
一
年
六
月
二
十
六
日
（
金
）
午
後
七
時

大
阪
市
天
王
寺
公
園
―音
楽
堂

大

阪

市

長

門

美

保

ノゞ フ

ツ

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

作

ツ

演
奏
旅
行
（
大
阪
）

ノ‘

作

ブ

作

鶴
代
女
史
の
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
が
断
然
輝
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
合
唱
は
男
槃
悪
し

V
女
竪
が
殊
の
外
優
れ
て
ゐ
た
。
但
し
全
髄
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
猿
音
に
拙
劣

で
、
日
本
語
を
使
用
し
て
ゐ
る
か
の
如
き
感
が
あ
っ
た
。

要
す
る
に
今
回
は
上
野
と
し
て
最
近
に
お
け
る
好
調
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
質
だ

が
、
ま
た
必
ず
し
も
十
全
の
も
の
で
無
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
然
し
、
そ
れ

に
も
拘
は
ら
ず
楽
曲
の
持
つ
言
語
に
絶
し
た
麗
し
さ
、
素
睛
し
さ
は
、
私
を
し
て
曲
の

最
後
迄
無
限
の
興
味
を
覺
え
さ
せ
ず
に
措
か
な
か
っ
た
。
（
野
村
光
一
）

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十

一年
六
月
二
十
四
日
）

ビ

ン

デ

イ

ン

グ

作

國
歌
「
君

⑩

圃

（
ろ
）

ス
舞

が
ペ

曲
イ

オ

ー

ソ

レ

ミ

オ
代
」
奉
唱
（
起
立
）

ワ
ル
ド
ト
イ
フ
エ
ル
作

〔
原
資
料
横
組
〕

今
夏
の
開
西
洋
楽
壇
を
黙
倒
す
る
豪
華
版
東
京
＿音
楽
學
校
洋
榮
部
の
大
コ
ン
サ
ー
ト

が
二
十
六
日
夜
大
阪
天
王
寺
公
園
―
音
楽
堂
で
催
さ
れ
た
、
五
十
名
の
若
き
―音
楽
家
が
奏

ご
う

で
る
豪
宕
の
メ
ロ
ヂ
イ
が
堂
に
あ
ふ
れ
た
一

萬
の
聴
衆
を
酔
は
せ
た
の
ち
同
夜
の
主
催

大
阪
市
が
目
的
と
す
る
國
民
運
動
の
齊
唱

＂讚

へ
よ
皇
國
“
が
大
ら
か
に
奔
騰
し
て
午

後
九
時
す
ぎ
閉
會
し
た

な
ほ
二
十
七
、
二
十
八
雨
日
午
後
一
時
、
三
時
半
、
七
時
の
三
回
中
央
公
會
堂
で
同

校
敦
授
、
敦
官
、
男
女
洋
楽
部
學
生、

海
軍
腔
校
、
下
士
官
合
同
で
約
四
百
名
出
演

ン

カ

プ

ア

作

（
い
）

獨

唱

（

吹

奏

楽

伴

荒

城

の

月

瀧

廉

太

郎

作

奏
）

⑨

ソ

。

フ

―フ

J
 

長

門

美

保

（
フ
ル

卜

獨

奏

）

⑧

ア

ル

。

フ

ス

の

牧

童

モ

ラ

キ

乍
'ー

工

グ

モ

ン

ト

⑥

軍

隊

行

進

⑦

序

曲

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

曲

ー

▲

休

憩

▼

ー

（
ろ
）

ス
パ

二

ヨ

ラ

デ

イ

キ

ャ

ラ

作

〔

Vi

ncenzo
d
i
 

C
hi
ara〕

（
い
）

セ

レ

ナ

ー

デ

（
吹

奏

楽

伴

奏

）

ト

ス

テ

イ

ー

作
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昭和11年6月27,28日，大阪市中之島中央公会堂における演奏会の出演者。上部顔写真，左から秋月直胤，

長門美保，伊藤武雄，井口基成，城多又兵衛，武岡鶴代，高折宮次

（い）
（ろ）

カ愛

ム の

パ 夢

ネ第

ーフ

リ

ス

ト

リ

ス

ト

作作

曲曲

国

乙

ピ

ア

ノ

獨

奏

（い）
（ろ）

（は）

ヵ~楽美

の

乙

に

寄

や

の

木

山

し

す女

ジ

ョ

ル

ダ

ー

ニ

作

曲

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

曲

北

原

白

秋

作

詞

山

田

耕

搾

作

曲

助

敦

授

井

口

基

成

＿
甲
バ
リ
ト
ン
獨
唱
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

秋

月

直

胤

（い）
（ろ）

あ

か
は

が

り

vヽ

う

た

（
日
本
古
謡
）

（
日
本
古
謡
）

二
、
混

l

、
管

合

唱
管
絃
楽

指

揮

竪

の

部
（
中
等
學
校
園
盟
に
限
る
）

ク

ラ

ウ

ス。
フ
リ
ン
グ
ス

ハ
イ
ム

管

絃

楽

部

生

徒

會 日

場 時

（
出
演
者

昭
和
十
一
年
六
月
げ
竺
只
旦

書
の
部
竺
』
―
口
舟
綱
夜
の
部

大
阪
市
中
之
島
中
央
公
會
堂

四
0
0名
）

東
京
音
楽
學
校

東
京
音
楽
學
校

東
京
音
楽
學
校
敦
師

の
大
音
楽
會
が
公
開
さ
れ
る

午

後

七

時

開

演

書
絃

楽

歌

劇

「

ニ

ュ

ー

ル

ン

ベ

ル

グ

の

平

民

歌

手

」

の

前

奏

曲

合

唱

（

無

伴

奏
）

信

時

潔

作

曲

信

時

潔

作

曲

ワ

ー

グ

ネ

ル

作

曲

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
七
日
）
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昭和11年6月27,28日，演奏会場となった大阪市中之島中央公会堂

大阪市中之島中央公会堂前に勢揃い

415 第1章昭和2年～12年（1927~1937)



心 ー

ピアノ独奏 井口基成 バリ トン独唱秋月直胤

管弦楽付ビアノ 。独奏高折宮次，指揮 K．プリングスハイム

第2部昭和の東京音楽学校篇 416 



ウェーバー作曲歌劇「自由射手」より，アガーテの詠唱を歌う長門美保。客席手前の帽子の方は久溺宮妃殿下

管弦楽付合唱

417 第1章昭和2年～12年(1927~1937)



ベルリオーズ作曲「ファウストの劫罰」より，マルガレーテ役を歌う武岡鶴代（メゾソプラノ）

同じく，ファウスト役を歌う城多又兵衛（テノール）

第2部昭和の東京音楽学校篇 418 



同じく，メフィストフェレス役を

歌う伊藤武雄（バリトン）とブラ

ンデル役の秋月直胤（バス）

帰途につく（大阪駅にて）

419 第 1章昭和 2年～12年（1927~1937)
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東
京
音
楽
學
校
生
徒
四
百
人
出
演
の
大
―音
楽
會
は
二
十
七
日
午
後
三
時
半
か
ら
大
阪

中
央
公
會
堂
で
久
溺
宮
徳
彦
王
、
恭
仁
子
女
王
雨
殿
下
台
臨
の
も
と
に
盛
大
に
催
さ
れ

た
、
大
阪
で
の
公
開
は
質
に
十
五
年
ぶ
り
で
、
し
か
も
そ
の
敷
に
お
い
て
前
回
に
倍
す

る
豪
華
さ
で
あ
っ
た

國

荘
重
四
百
名
の
合
唱

き
の
ふ
書
夜
に
亙
つ
て
＿
音
楽
學
校
の
大
演
奏
會

フ
ア
ウ
ス
ト

メ
フ
イ
ス
ト

フ
エ
レ
ス

ブ
ラ
ン
デ
ル

（

バ

ス）

月

直

（

バ

リ

ト

ン

）

藤

武

（
テ
ノ

ル）

マ
ル
ガ
レ
ー
テ
（
メ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ

H
e
ct
o
r
B
凡

i
o
z
(18
0
3ー

6
9
)

作
詩
並
―
ー
作
曲

フ
ア
ウ
ス
ト
の
劫
罰

L
a
D
a
m
n
at
i

o
n
 d
e
 F
a
u
st

 

獨
唱
、
合
唱
、
管
絃
楽
の
為
め
の
劇
的
諏
詩
曲

獨
唱

秋伊城武

多

：鶴

胤雄衛代部

岡

全

四

夜

の

部

豆
13
麟

竺

言

コ

麟

雙

一

声

認

麟

）

歌
「
君
が
代
」
奉
唱
（
管
絃
楽
附
四
部
合
唱
）

四
甲
管
絃
楽
附
ピ
ア
ノ
獨
奏

ピ
ア
ノ
と
管
絃
楽
の
為
め
の

協
奏
楽
愛
へ
短
調
作
品
七
九

回
乙
管
絃
楽
附
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

歌
劇
「
自
由
射
手
」
中
の
ア
ガ
ー
テ
の
詠
唱

五

、

管

絃

楽

附

合

唱

聖
諄
曲
「
救
世
主
」
の
ハ
レ
ル
ヤ
合
唱

ウ
エ
ー
ベ
ル
作
曲

ウ
エ
ー
ベ
ル
作
曲

ヘ

ン

デ

ル

作

曲

長

門

美

保

敦

授

高

折

宮

次

1

唱

歌

齊

唱

尋

常

科

年

會
場
は
女
學
生
で
ぎ
つ
し
り
、
管
絃
楽
ワ
グ
ネ
ル
作
曲
の
歌
劇
「
ニ
ュ

ー
ル
ン
ベ
ル

グ
の
平
民
歌
手
」
に
は
じ
ま
り
無
伴
奏
混
槃
合
唱
「
い
ろ
は
う
た
」
「
あ
か
ゞ
り
」

に
つ
ゞ
い
て
秋
月
直
胤
氏
は
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ニ
作
曲
「
美
し
の
乙
女
」
ほ
か
二
曲
を
獨

唱
、
井
口
助
敦
授
は
リ
ス
ト
作
曲
の
「
愛
の
夢
」
「
カ
ム
。
ハ
ネ
ラ
」
を
ピ
ア
ノ
獨
奏

し
、
高
折
敦
授
の
管
絃
楽
付
ピ
ア
ノ
蜀
奏
、
長
門
美
保
さ
ん
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
な
ど

あ
つ
て
最
後
に
四
百
人
の
管
絃
楽
付
合
唱
ヘ
ン
デ
ル
の
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
は
満
場
を
全

＜
陶
酔
さ
せ
「
君
が
代
」
奉
唱
で
五
時
閉
會
し
た
、
つ
ゞ
い
て
夜
の
部
に
入
り
近
代

管
絃
楽
の
祗
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
が
畢
生
の
努
力
を
は
ら
っ
た
快
作
「
フ
ア
ウ
ス
ト
の
劫

罰
」
を
演
奏
、
ク
ラ
ウ
ス

・
。フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
氏
が
指
揮
、
武
岡
鶴
代
さ
ん
が
マ

ル
ガ
レ
ー
テ
、
城
多
又
兵
衛
氏
が
フ
ア
ウ
ス
ト
、
伊
藤
武
雄
氏
が
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
エ

レ
ス
、
秋
月
直
胤
氏
が
ブ
ラ
ン
デ
ル
と
な
つ
て
序
唱
よ
り
第
四
部
ま
で
我
國
に
お
け

る
初
演
と
し
て
多
く
の
感
銘
を
輿
ヘ

B
K
で
は
夜
七
時
半
か
ら
三
十
分
間
「
フ
ア
ウ
ス
ト
の
劫
罰
」
を
中
繊
放
送
し
た
、

な
ほ
二
十
八
日
も
同
じ
ブ
ロ
グ
ラ
ム
で
一
般
に
公
開
す
る

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
〔
大
阪
府
下
版
〕
、
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
八
日
）

昭
和
十
＿
年
＋
月
十
日

第
三
回
上
野
児
童
音
楽
学
園
演
奏
会

第
三
回
上
野
兒
童
―
音
楽
學
園
演
奏
會
曲
目

昭
和
十
一
年
十
月
十
日
（
土
曜
日
）

午

後

一

時

三

十

分

開

演

午
後
三
時
四
十
五
分
終
演

會

場

東

京

―音
楽
學
校
奏
楽
堂

東
京
下
谷
属
上
野
公
園
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ロイ

蓑 草

（

休

憩

）

摘
（
齊
唱
）

贔
（
二
聟
輪
唱
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
齊
奏

ソ
ナ
ー
タ
・
麦
口
長
調
•
第
一
榮
章

(
S
o
n
at
e
 B
-
d
u
r
 1. 
S
at
z
)
 

尋

常

科

（
兒
童
唱
歌
第
四
學
年
用
）

（
新
訂
商
等
小
學
唱
歌
第
二
學
年
用
）

プ
ー
レ
舞
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
バ

(Boum~e) 

尋

常

科

ッ

ハ

作

曲

(
B
a
c
h
)
 

年

7

唱

歌

年

5

ピ

4
 

1
5

唱

歌
ロ イ

合

昌
nド

マ
ッ
チ
ン
ギ
作
曲

(
M
a
z
zi
n
g
hi
)

 

尋

常

科

年

14

ピ

ア

ノ

獨

巨＂
台
月

坂

明

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

(
M
o
z
a
rt
)

 

6

ピ

ア

ノ

獨

奏

尋
常
科
三
年

鎗

田

直

子

421 第1章

ハ
イ
ド
ゥ
ン
作
曲

(
H
a
y
d
n
)
 

セ

ロ

同

高

橋

同

青

明

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ア

ノ

ニ

重

奏

3

ピ

ア

／

獨

奏

2

ピ

ア

ノ

獨

奏

ロイ

漁猿

ま

は

船し

尋
常
科
三
年

尋
常
科
三
年

尋
常
科
一
＿
一
年

メ
ヌ
エ
ッ
ト
…
…
…
…
…
•
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
パ
デ
レ
ウ
ス
キ
ー
作
曲

(
M
e
n
u
et
)

 

(
P
a
d
e
r
e
w
s
ky
)

 

健

競
奏
曲
・
イ
短
調
・
ア
レ
グ
ロ
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
・
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作
曲

(
K
o
n
z
e
rt
 
a
,
m
o
l
l
 A
l
l
e
gr
o

)

 

(
Vi
v
a
l
di
)

 

尋
常
科
三
年

水永

ソ
ナ
ー
タ
・
ニ
ツ
の
ピ
ア
ノ
の
為
の
へ
長
調
•
第
一
築
章
…
…
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

(
S
o
n
at
e
 f
u
r
 z
w
ei
 

K
l
a
vi
e
r
e
 F
,
d
u
r
 1. S
at
z
)
 

(
M
o
z
a
rt
)

 

谷戸

講春

師江

ピ

ア

ノ

加

木藤

柴

太彦房

13 

本

間

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

(
M
o
z
a
rt
)

 

合
兒
童
唱
歌
第
四
學
年
用
）

（
新
訂
尋
常
小
學
唱
歌
第
四
學
年
用
）

高

1
2

ピ

ア

ノ

獨

奏

俵

敏

子

野

美

知

無
言
歌
：
…
…
…
；
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

L
i

e
d
e
r
 o
h
n
e
 
W
 
o
rt
e
 

(
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
)
 

イ

作

品

六

十

ニ

ノ

六

（

春

の

歌

）

a
)
 
A
l
l
eg

r
e
tto
 g
r
a
zi
o
s
o
 o
p
.
 

62•Nr

. 

6
.
 (F

r
i
i
h
li
ng
sli
e
d
)
 

ロ
作
品
三
十
八
ノ
三

b
)
 
P
r
e
st
o
 e
 m
o
lt
o
 v
i

v
a
c
e
 o
p.
 3

8
.
 N

r
.
 3.
 

尋
常
科
―
―
一
年

タ
ラ
ン
テ
ラ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ
ル
ラ
ー
作
曲

(
T
a
r
a
nt
elle) 

(
H
e
l
l
e
r
)
 

尋
常
科
三
年

ツ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
デ
ュ
ー
ラ
ン
作
曲

(
D
u
r
a
n
d
)
 

尋
常
科
三
年

軍
隊
行
進
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

(
M
a
r
c
h
e
 M
i

li
t

ai
r
e
)
 

(
S
c
h
u
b
er
t
)
 

ソ
ナ
ー
タ
・
ニ
長
調
•
第
一
榮
章

(
S
o
n
at
e
 D
'
d
u
r
 1
st

.
 

S
at
z
)
 

奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

浦
の
あ
け
く
れ
（
三
部
合
唱
）

尋
常
科
三
年

ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
セ
ロ
三
重
奏

尋
常
科
三
年

ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
・
第
二
十
六
番
・
ハ
長
調

ア
ダ
ー
ヂ
オ
ー
ア
ル
レ
グ
ロ

(
K
l
a
vi
e
r
,
T
ri
o
 N
r
.2
6
 C
,
d
u
r
 A
d
ag
i

o
-
A
l
l
eg

r
o
.)
 

尋
常
科
三
年

タ
ラ
ン
テ
ラ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

(
T
a
r
a
nt
elle) 

(
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
)
 

紡

ぎ

歌

…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

(
Sp
i

n
n
e
r
li
e
d
)
 

(
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
)
 

吉
丸
一
昌
作
歌

〔
原
資
料
横
組
〕

1
1

ピ

ア

ノ

聯

弾

奥宮

村島

敏

ワ

レ
J
 

(
V
a
l
s
e
)
 

1
0

ピ

ア

ノ

獨

奏

坂

本

陽

子

長

谷

部

愛

子

9

ピ

ア

ノ

獨

奏

井

上

愛

子

昭和2年～12年(1927~1937)



大
人
連
耳
負
け

豆
ト
リ
オ
や
セ
ロ
少
年

兒
童
音
楽
學
園
素
敵
な
演
奏
會

昔
楽
家
の
揺
ら
ん
、
上
野
兒
童
―
音
楽
學
園
の
演
奏
會
は
十
日
午
後
一
時
半
か
ら
東
京

昔
楽
學
校
奏
楽
堂
で
開
い
た
、
未
来
の
楽
聖
の
卵
の
熱
演
は
十
二
三
の
可
憐
な
少
年
少

女
の
演
奏
と
は
と
て
も
思
は
れ
ぬ
程
の
見
事
さ
で
、
聞
入
る
先
輩
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
達
を
す
つ
か
り
魅
了
し
て
し
ま
っ
た

中
で
も
可
愛
ら
し
い
豆
ト
リ
オ
、

尋
常
科
三
年
高
橋
一
太
、

青
木
明
彦
、
加
藤
柴
房

三
君
の
三
重
奏
は
満
堂
の
人
氣
を
か
つ
さ
ら
っ
た
髄
だ
っ
た
が
小
さ
な
手
に
セ
ロ
の
大

昭和11年10月10日，上野児童音楽学園の演奏会と高橋一太（円内）

一
、
位ムH"

楽
演

奏

番

（

豊

之

部

）

（
観
世
流
）

組

昭
和
十
一
年
十
月
十
六
日
ー
十
八
日
演
奏
旅
行

（仙
台
ー
盛
岡
—
新
潟
）

時
昭
和
十
一

年
十
月
十
六
日
（
金
）
戸
疇
芦
麟

所

仙

憂
市
公
會
堂

東
京
一
音
楽
學
校
邦
楽
科
大
演
奏
會

催援

後 主

役
を
引
受
け
た
高
橋
君
は
非
常
時
日
本
を
背
負

つ
て
太
平
洋
の
ま
も
り
を

一
手
に
引
受

け
て
立
つ
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
高
橋
三
吉
大
将
の
質
兄
高
橋
豊
太
郎
氏
の
孫
で
、
僅
か

十
三
歳
の

少
年
で
あ
る
、
一
太
君
は
昨
年
夏
兒
童
―音
楽
學
園
尋
常
科
二
年
に
編
入
さ
れ
た
が
、

僅
か
一
年
あ
ま
り
の
間
に
先
生
の
小
澤
弘
敦
授
も
驚
く
程
の
進
境
を
示
し
、
嘗
日
も
ハ

イ
ド
ン

の
作
品
二
六
番
ハ
長
調
ア
ダ
ヂ
オ
ア
レ
グ
ロ
を
少
年
と
も
覺
え
ぬ
あ
ざ
や
か
な

運
指
で
立
派
に
ひ
き
こ
な
し
、
み
ん
な
を
ア
ッ
と
い
は
せ
た
も
の
だ
、
尋
常
科
屈
指
の

天
才
少
年
と
し
て
小
澤
敦
授
も
未
来
を
獨
望
し
て
ゐ
る

（
『
報
知
新
聞
』
昭
和
十
一
年
十
月
十
一
日
）

仙

豪

音

楽

協

會

仙

豪

市

學

務

課

宮

城

縣

敦

育

會

仙

豪

市

敦

育

會

市

内

各

女

學

校

東
京
日
日
新
聞
仙
豪
支
局

第2部 昭和の東京音楽学校篇 422 



二
、
長

一
、
能

四
、
長

三
、
等

二
、
長

唄
熊 忠 嵐

楽

仕 （
観
世
流
）

謡

坂度山
舞曲

（
夜
之
部
）

曲新

楠唄
稀吉高
昔
家住野の

六小辰

贔扉之薫
作作

曲歌

曲新

秋曲
宮高

＾ 城野の生

道辰 田

雄之韻賢包

作作

曲歌

（
乙
）
勧
進
帳

（
甲
）
鶴

唄
熊忠 嵐

仕 謡

編 坂度山
舞 曲

嘱地嘱嘱

託謡託託
能

藤楽清坂
科

波男水井
生

順徒太昔
＝＝賀次
面石志郎

詞

彗

疇

補

導

（
稀
昔
家
六
四
郎
）

長
唄
科
職
員
生
徒
約
六
十
名

能

楽

科

女

生

徒

八

名

〔
こ
の
あ
と
十
七
日
に
盛
岡
、
十
八
日
に
新
潟
で
ほ
ぼ
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
演
奏
さ
れ
た
。
〕

昭
和
十
一
年
十
月
十
七
日

第
八
十
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
一
年
十
月
十
七
日
（
土
曜
日
）
｛
仔
麟
5
麟
疇
”

會
場
日
比
谷
公
會
堂

昔

楽

演

奏

曲

目

敦教

授授

講

師

宮

城

道

雄

外
等
曲
科
職
員
生
徒
約
廿
名

四
、
長

嗜幸

住家堂

小六得
三四
郎郎知

作作

曲歌

百
夜
草
紳
田
祭

唄

村

義

一

外

（
吉
住
小
三
八
）

長

唄

科

男

生

徒

六

名

長

唄

科

女

生

徒

十

六

名

囃
子
望
月
太
左
吉
外
三
名

嘱
託

石

曲
（
生
田
流
）

（
甲
）
疇
秋
の
韻

謬
繹
疇
〗
岬

（
乙
）
疇
う
て
や
鼓

島

崎

藤

村

作

歌

宮

城

道

雄

作

曲

曲歌

嘱地嘱嘱

託謡託託
能

藤楽清坂
科

波男水井
生

順態太昔
ニニ賀次
郎名志郎

能

楽

科

女

生

徒

八

名

三
、
等

文

久

元

年

五

月

河

竹

其

水

作

歌

二
代
目
杵
屋
勝
三
郎
作
曲

（
乙
）
連
獅
子

（
甲
）
鞍
馬
山

敦敦

授授

講

師

宮

城

道

雄

外
等
曲
科
職
員
生
徒
約
廿
名

吉

住

秀

雄

外

（
吉
住
小
太
郎
）

長

唄

科

男

生

徒

六

名

長

唄

科

女

生

徒

十

六

名

囃
子
望
月
太
左
吉
外
三
名

補
導

吉
住
小
三
郎

杉
本
金
太
郎

（
稀
音
家
六
四
郎
）

長
唄
科
職
員
生
徒
約
六
十
名

囃
子
望
月
太
左
吉
外
三
名

東
京
音
楽
學
校

嘱
託
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ー
（
休

指
揮

絃
楽

合
唱

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

東

京

音

楽

學

校

生

徒
〔原
資
料
横
組
〕

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ロ
ベ
ル
ト
・
ポ
ラ
ッ
ク

蜀
奏
者
方
リ
ュ
ー
ト
I

山

口

正

男

”

I

I

揺

家

軍

平

廿
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
リ

序
曲
—
ル
ー
ル
ー
歌
謡
調
I

ー
リ
ゴ
ー
ド
ン
ー
歌
謡
調
n
ー

行
進
曲
と
。
ハ
ッ
ス
ピ
エ
ー
ー
ロ
ン
ド
ー
ブ
ー
レ

四
ツ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
為
め
の

1
．主
憐
み
給
ヘ

2
．
榮
光

憩）

ー

5

．
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
協
奏
曲

第
四
・
ト

長
調
…
…
…
•
•
•
バ

ア
レ
グ
ロ
ー
ア
ン
ダ
ン
テ
ー
。
フ
レ
ス
ト

3
．
信
鰹

4
．
無
伴
奏
混
槃
合
唱

蒲
撤
曲
「
ミ
サ
・
パ
ペ
・
マ
ル
チ
ェ
リ
」

パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
作

—
（
休
憩
）
ー

ア
レ
グ
ロ
ー
ラ
ル
ゴ
ー
ア
レ
グ
ロ

1．

多

久

興

獨
奏
者
｛
3
．

細

谷

正

秋

4 2 ．． 
喜岩

田崎

遷吉

協

奏

曲

3
 

宣
叙
調
ー
詠
唱
ー
宣
叙
調
ー
詠
唱
—
宜
叙
調
ー
詠
唱獨

唱

カ
ン
タ
ー
タ
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」

2

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
・
絃
楽
伴
奏

ー

．

絃

業

協

奏

ツ

ノ‘

5
．
紳
恙
誦

作
士：：：：：
に一

浅

野

千

鶴

子

作
品
三
•
第
十
・
ロ
短
調
…
•
•
…
…
…
…
•
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作

4
．
聖
な
る
哉 ラ

モ ユ

リ

作 作

p 仝 炉 じ 卜

L
ei
t

u
ng
:

 

K
l
a
u
s
 P
ri
ng

s
h
ei
m
 

J

e
a
n
,
B
ap
t

i

st
e
 L
u
l
l
y
 (
1
6
3
2ー
1
6
8
7
)

C
o
n
c
e
rt
o
 p
o
u
r
 O
r
c
h
e
st
re 
a
 c
o
r
d
e
s
 

O
u
v
e
rt

ureー

L
o
u
r
e
|
Ai
r
I
|
Ri
g

a
u
d
o
n
|
Ai
r
 II 

M
a
r
c
h
e
 et
 Passe

pi

ed|Rondeau|Bourn~e 

J

e
a
n
'
P
hi

l

i

p

p

e
 R
a
m
e
a
u
 (16
8
3ー

1
7
6
4
)

ペ

'O
r
p
h含
"
C
a
nt
at
e
 a
 u
n
e
 v
oi
x
 a
v
e
c
 
s
y
m
p
h
o
ni
e
 

R
e
ci
t

at
i
f

|

Ai
r
|
R含
i

t

at
i
f

|

Ai

r
g

raci
e
u
x
 

忽
ci
t

at
i
f

|

Ai

r
g

ai
 

S
o
p
r
a
n
,
S
o
l
o
 C
hi
z
u
k
o
 A
s
a
n
o
 

A
nt

o
ni
o
 Vi

v
a
l
di

 

(ca
.
 

1
6
8
0ー

1
7
4
1
)

C
o
n
c
e
r
t
o
 p
er 
quattro 
vi
oli
ni
 

O
p

.
 

3
,
 N

o
.
 

1
0
 

Alleg

r
o
|
L
a
rg

o
|
A
l
l
eg

ro 

I
 H
i

s
a
o
ki

 

O
h
n
o
 II 
Y
o
s
hi
z
o
 
I
w
a
s
a
ki

 

{
 
III 
M
a
s
a
a
ki

 

H
o
so
ya
 I
V
 S
e
n
ki
c
hi

 

K
i
t

a
 

V
i

oli
n'Soli

 

|
(
Pa
u
s
e
)ー

G
i

o
v
a
n
n
i
 
Pi
erlui

g

i

 
[
 

d
a
]
 
P
a
l
e
st

ri
n
a
 (
1
5
2
5ー
1
5
9
4
)

C
o
r
o
 a
 c
ap
p

ella 
"M

i

ssa 
P
ap

a
e
 Marcelli

"
 

K
y
ri
e
|
G
l
o
ri
a
|
C
r
e
d
o
 

S
a
n
ct

u
s
|
A
g
n
u
s
 D
ei
 

|
(
P
a
u
s
e
)ー

J

o
h
a
n
n
 S
e
b
a
st
i

a
n
 B
a
c
h
 (
1
6
8
5ー
1
7
5
0
)

B
r
a
n
d
e
n
b
u
rg
i

sches 
K
o
n
z
e
rt
 
N
r.
 

4
.
 G
 d
u
r
 

A
l
l
e
g
r
o
|
A
n
d
a
nt
e
|
P
r
e
st

o
 

V
i

oli
n'Solo 
R
o
b
e
rt
 
Pollak 

Flot

e
 I
 M
a
s
a
o
 Y
a
m
a
g
u
c
h
i
 

II 
G
u
n
p
ei
 

F
u
k
e
 

9
9
 

W
 
e
r
k
e
 
v
o
n
 Lully,
 Ra

m
e
a
u
 u
n
d
 Palestrina 

z
u
m
 erst
e
n
m
a
h
l
 i
n
 J
a
p
a
n
 

P
R
O
G
R
A
M
M
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今
回
演
奏
さ
れ
る
楽
曲
は
十
六
世
紀
の
無
伴
奏
大
合
唱
曲
と
し
て
、
最
も
代
表
的
な

パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
作
の
弾
撒
曲
と
一
七

0
0年
前
後
即
ロ
コ
コ
時
代
の
三
つ
の
コ
ン
チ

ェ
ル
ト
を
選
び
、
そ
れ
に
同
じ
く
ロ
コ
コ
時
代
の
ラ
モ
ー
作
獨
唱
カ
ン
タ
ー
タ
を
挿
入

し
た
。
こ
の
三
つ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
は
リ
ュ
リ
ー
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
、
バ
ッ
ハ
の
作

で
、
漿
達
史
的
に
順
次
演
奏
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
＿
音
楽
史
的
に
見
て
も
意
義
あ
る
演

奏
曲
目
で
あ
る
。

リ
ュ
リ
ー
（
一
六
三
ニ
ー
八
七
）
は
伊
太
利
人
L
u
l
l
i
で
あ
っ
た
が
、
十
二
歳
で
巴

里
に
来
り
後
佛
國
に
鯰
化
し
、
フ
ラ
ン
ス
流
に
名
を
書
き
改
め
た
。
佛
王
ル
イ
十
四
世

に
奉
仕
し
、
宮
廷
楽
長
並
に
作
曲
家
と
な
り
、
佛
國
歌
劇
の
基
礎
を
作
っ
た
人
で
あ

る
。
こ
の
協
奏
曲
は
作
の
年
代
も
そ
の
演
奏
も
不
明
で
あ
る
が
、
宮
廷
楽
部
で
室
内
楽

的
に
演
奏
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

こ
の
楽
曲
は
一
音
楽
史
家
E
r
n
st
M
o
h
r
に
よ
っ
て
、
巴
里
國
立
岡
書
館
蔵
の
楽
曲
原

稿
中
か
ら
狡
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
楽
譜
に
は
C
o
n
c
e
rt
d
e
 V
i

o
l
o
n
 et
 

H
a
ut
b
oi
s
 

d
o
n
n
e
 a
u
 s
o
up
e
 d
u
 R
oy
 le 

1
6
 j
a
n
vi
er 
1
7
0
7
 
p
ar 
la 
t

r
o
up
e
 d
e
 
p
et
i
t

s
 

V
i

olons et
 

H
a
ut
b
oi
s
 d
e
 sa 
M
aj

est
e
と
あ
っ
て
一
七

0
七
年
一
月
十
六
日
に
ル

イ
王
の
晩
餐
の
折
に
宮
廷
築
手
達
に
よ
っ
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
オ
ー
ボ
ー
と
で
演
奏

し
た
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
で
あ
る
。
但
し
こ
の
年
代
は
リ
ュ
リ
ー
の
歿
後
で
あ
る
か
ら
、
確

質
に
彼
の
作
で
あ
る
か
彼
の
子
の
作
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

嘗
時
の
絃
楽
は
オ
ー
ボ
ー
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
曲
も
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
楽
曲
に
し
て
は
高
昔
も
低
昔
も
な
く
、
大
閥
オ
ー
ボ
ー
で
奏
し
得
る
一音
域
で

書
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
楽
曲
は
序
曲
と
幾
曲
か
の
舞
曲
調
と
伊
太
利
風
歌
謡
調
と
を
組

合
せ
、
組
曲
の
形
式
を
も
つ
け
れ
ど
も
、
各
楽
章
が
一
定
昔
調
で
な
い
か
ら
組
曲
と
は

演

1
．

絃

楽

協

奏

曲

奏
序

言

曲

解

設

O
r
c
h
e
st
e
r
 
u
n
d
 C
h
o
r
 d
e
r
 k
ai
serlr.::hen 
M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

z
u
 T
o
ki
o
 

リ

ュ

リ

ー

乍，ー

3

四
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
為
め
の

協
奏
曲
・
作
品
―
―
一
の

一
〇

425 

稽
し
難
い
。
十
七
世
紀
後
半
に
行
は
れ
た
多
敷
の
小
楽
章
か
ら
な
る

c
a
m
e
r
a
や
P
a
rt
i
t

a
,
S
ui
t

e
,
 Or

c
h
e
st
ra,concert
o
,
 ~
$
1
の
S
e
r
e
n
a
d
e
な
ど
と

同
一
な
様
式
を
も
ち
、
楽
曲
形
式
の
決
定
し
な
い
過
渡
期
の
室
内
楽
と
考
へ
た
い
。
コ

ン
チ
ェ
ル
ト
と
稲
し
て
も
獨
奏
部
が
殆
ん
ど
出
て
来
な
い
の
で
あ
る
。

1. 
O
u
v
e
rt
u
r
e
 ;
 Ad
ag
i

0
4
/
4
|
A
l
l
eg
r
o
 3/4,
 F'

d
u
r
;
 2
.
 L

o
u
r
e
;
 Alleg

retto 

6/4,
 C

,
m
o
l
l
;
 3
.
 Ai
r
 I;
 

A
n
d
a
nt
e
 3
/
4
`
C
,
m
o
l
l
 ;
 4.
 Ri
g

a
u
d
o
n
 ;
 Alleg

ro 

2
/
2
,
 C

,
m
o
l
l
 ;
 
5
.
 A

i

r
 II 
;
 An
d
a
nt
e
 4/4,
 g-moll ;
 6.
 Ma

r
c
h
e
 et
 

P
a
s
s
ep
i

e
d
 

Alleg
ro 2
/
2
,
 A

n
d
a
nt
e
 3/8
,
 D'

d
u
r
 ;
 7.
 Ro

n
d
e
a
u
 ;
 T
e
mp
o
 di
 

M
e
n
u
e
t
t
o
 

3/4,
 g

-moll ;
 8.
 
Bourn~e 

;
 Alleg
r
o
 2
/
2
 
F
,
d
u
r
.
 

カ
ン
タ
ー
タ
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」

ラ

モ

S
o
n
at
a
 d
a
 

ー

作

ジ
ャ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
。
フ
・
ラ
モ
ー
（
一
六
八
―
―
-
|
―
七
六
四
）
は
リ
ュ
リ
ー
の
後
を

う
け
た
佛
國
歌
劇
の
大
作
曲
家
で
あ
り
、
又
近
世
和
槃
學
の
基
礎
を
確
立
し
た
理
論
家

で
も
あ
っ
た
こ
と
は
一
般
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
楽
曲
の
多
敷

及
び
今
回
演
奏
す
る
歌
曲
カ
ン
タ
ー
タ
の
類
も
作
曲
し
た
。
こ
の
歌
曲
は
ソ
ロ
・
カ
ン

タ
ー
タ
で
あ
っ
て
、
伊
太
利
風
カ
ン
タ
ー
タ
よ
り
は
更
に
歌
詞
の
も
つ
内
容
を
歌
ふ
よ

う
に
作
曲
さ
れ
て
ゐ
る
。
ラ
モ
ー
は
そ
の
宣
叙
調
を
も
メ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
に
作
っ
た
。
即

ち
叙
情
的
劇
的
に
作
ら
う
と
努
力
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
十
八
世
紀
後
半
期
の
ジ
ャ
ン

・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ッ
ソ
ー
の
音
楽
僻
典
に
は
「
カ
ン
タ
ー
タ
は
箪
純
な
室
内
楽
的
伴
奏

を
も
っ
た
小
さ
い
叙
情
詩
の
歌
曲
の
一
種
で
あ
る
。
通
常
三
つ
の
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
フ
と

同
敷
の
ア
リ
ア
か
ら
成
立
す
る
。
云
々
」
と
あ
る
。
佛
國
ソ
ロ
カ
ン
タ
ー
タ
の
作
風
は

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
フ
が
骨
組
で
、
ア
リ
ア
が
心
情
で
あ
る
。
こ
の
歌
曲
も
そ
の
形
式
に
従

つ
て
ゐ
て
、
美
し
い
優
雅
な
ロ
コ
コ
風
―音
楽
で
あ
る
。

こ
の
物
語
り
は
悲
し
い
ギ
リ
シ
ヤ
紳
話
に
腺
つ
て
ゐ
る
。
人
も
知
る
如
く
、
愛
妻
を

失
っ
た
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
（
オ
ル
フ
ェ
）
は
手
琴
の
妙
昔
の
力
に
よ
っ
て
地
獄
の
妖
魔
に

打
勝
ち
、
冥
府
に
亡
妻
オ
イ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
（
ユ
リ
デ
ィ
ー
ス
）
を
さ
が
し
得
て
連
戻

す
。
こ
の
カ
ン
タ
ー
タ
の
歌
詞
は
こ
A

か
ら
始
ま
る
。
以
下
繹
詞
参
照
。

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作

第 1章
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昭和 2年～12年 (1927~1937)



ア
ン
ト
ニ
オ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
は
、
一
六
八

0
年
頃
伊
太
利
ヴ
ェ
ニ
ス
に
生
れ
た

(

l

)
 

有
名
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
で
あ
る
。
そ
の
地
の
聖
マ
ル
コ
寺
の
楽
長
と
な
り
一
七
四

一
年
歿
し
て
ゐ
る
。
彼
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
形
式
は
、
前
時
代
か
ら
の
組
曲
、
ト
リ
オ
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
、
合
奏
用
ソ
ナ
タ
等
の
楽
章
を
純
化
し
て
、
三
楽
章
か
ら
な
る

c
o
n
c
e
r
to

g
r
o
s
s
0

を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
一

七
0
0年
頃
か
ら
こ
の
形
式
で
作
曲
し
、
一
七

一
四
年
頃
に
は
バ
ッ
ハ
も
彼
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
ピ
ア
ノ
に
編
曲
し
て

ゐ
る
し
、
又
彼

の
こ
の
優
れ
た
形
式
に
従
つ
て
作
曲
し
て
ゐ
る
。
即
第
一
楽
章
は
ア
レ
グ
ロ
、
第
二
楽

章
は
ア
ン
ダ
ン
テ
或
は
ア
ダ
ー
ヂ
ォ
、
第
三
楽
章
は
第

一
楽
章
よ
り
更
に
速
い
テ
ム
ボ

で
奏
す
る
と
云
ふ
形
式
で
あ
る
。
即
、

急
速
ー
緩
徐
ー
急
速
の
よ
き
封
比
を
も
っ
た
コ

ン
チ
ェ
ル
ト
形
式
で
あ
る
。
且
狽
奏
部
を
生
か
し
、
常
に
全
奏
部
と
よ
き
均
齊
を
保
た

し
め
て
ゐ
る
。

こ
の
楽
曲
は
一
七

0
0年
直
後
に
作
曲
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
正
確
な

年
代
は
不
明
で
あ
る
。
四
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
獨
奏
部
を
な
し
て
ゐ
る
が
、
勿
論
コ

ン
チ
ェ
ル
ト
グ
ロ
ッ
ソ
で
あ
っ
て
、
獨
奏
部
の
為
め
に
作
曲
さ
れ
た
感
の
あ
る
後
世
の

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
と
は
異
る
の
で
あ
る
。

第
一
楽
章
;
A
l
l
e
g
ro
,
 4/
 4
,

第
二
楽
章

"
L
a
r
g
o
,
L
a
r
g
h
e
tt
o
,
3
/
4
,
 

第
三
癸
章
;
A
l
l
e
g
ro
,
 6/

8
,

第
一
、
第
三
は
口
短
調
を
基
調
と
し
、
第
二
は
嬰
ヘ

長
調
が
基
調
で
あ
る
。

(

1

)

聖
マ
ル
コ
寺
で
は
見
習
い
で
あ
っ
た
。

パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
作

聖
曲
ミ
サ
は
天
主
敦
の
祭
典
中
最
重
要
な
る

ミ
サ
聖
祭
中
に
歌
は
れ
る
拉
典
語
の
歌

曲
で
あ
る
。
既
に
中
世
に
於
て
こ
の

ミ
サ
聖
文
は
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
聖
歌
に
よ
っ
て
唱
和

〔

マ

マ

〕

さ
れ
て
ゐ
た
が
、
十
四
世
紀
頃
か
ら
新
に
復
音
楽
的
に
各
部
が
作
曲
さ
れ
、
そ
れ
が
寺

院
の
聖
祭
中
で
合
唱
隊
に
よ
っ
て
歌
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
十
五
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル

ラ
ン
ド
楽
派
の
榮
え
た
頃
は
、
寺
院
内
の
大
合
唱
隊
が
オ
ル
ガ
ン
、
管
絃
打
楽
器
の

伴
奏
で
お
祭
り
騒
ぎ
の
演
奏
を
し
た
。
そ
し
て
長
時
間
に
亘
る
ミ
サ
聖
祭
中
に
時
折

K
y
r
ie
,
 Gl

o
r
ia
,
 Cr

e
d
o
,
 Sa

n
c
tu
s
,
 A

g
n
u
s
 D
e
i
の
音
楽
を
奏
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
五
楽
章
は
聖
典
中
重
要
な
聖
文
で
あ
り
、
冬
音
楽
に
し
て
見
れ
ば
、
各
々
異
れ
る

4
．
蒲
撒
曲
「
ミ
サ
・
パ
ペ
・
マ
ル
チ
ェ
リ
」

よ
き
美
的
封
比
を
な
す
の
で
あ
る
か
ら
、
聖
曲
ミ
サ
の
楽
章
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ

る
。
所
が
十
五
世
紀
後
半
期
に
な
っ
て
、
無
伴
奏
合
唱
の
形
式
で
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
楽

派
の
オ
ケ
ー
ゲ
ム
に
よ
っ
て
始
め
て
作
曲
さ
れ
、
漸
次
そ
の
作
曲
手
法
が
行
は
れ
出
し

〔

マ

マ

〕

た
。
そ
の
原
因
は
復
雑
な
も
の
か
ら
純
化
へ
の
傾
向
を
現
は
し
、
中
世
無
伴
奏
聖
歌
の

博
統
へ
鱚
ら
う
と
し
、
又
寺
院
の
経
済
的
理
由
で
箪
純
化
を
必
要
と
し
た
り
す
る
種
々

な
る
理
由
に
よ
る
。
特
に
十
六
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
諸
般
の
藝
術
と
共
に
ル
ネ
サ

ン

ス
の
古
典
的
大
成
が
雄
大
、
荘
重
、
統
一
、
純
化
の
傾
向
を
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
昔

楽
に
も
示
さ
れ
る
に
至
り
、
且
又
ル
ー
テ
ル
の
宗
敦
改
革
の
反
動
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
敦

會
内
に
も
浮
化
と
質
朴
へ
の
復
鱚
思
潮
が
充
満
し
て
来
た
。
か
A

る
時
代
に
ロ
ー
マ
に

あ
つ
て
宗
数
音
楽
の
作
曲
に
一
生
を
捧
げ
た
。
ハ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
は
、
無
伴
奏
合
唱
曲
を

多
く
作
曲
し
て
、
荘
重
、
雄
大
、
質
質
、
誹
秘
の
藝
術
的
昔
楽
を
世
に
示
し
た
。
置
に

古
今
無
比
の
合
唱
曲
を
多
く
残
し
た
の
で
あ
る
。
作
曲
手
法
は
優
れ
た
封
位
法
を
用

ゐ
、
主
と
し
て
六
槃
（
S
o
p
r
a
n
o
,
A
l
to
,
 Te

n
o
r
 I
,
 

II
,
 Ba

s
s
 I
,
 

II)
で
書
か
れ
て

ゐ
る
。
そ
し
て
主
旋
律
は
テ
ノ
ー
ル
部
に
置
く
と
云
ふ
博
統
的
作
曲
手
法
に
多
少
彼
も

従
っ
て
ゐ
る
が
、
或
は
低
昔
部
に
、
或
は
高
昔
部
に
定
旋
律
を
歌
は
せ
、
各
部
は
相
協

力
し
て
ゐ
る
。
尚
十
六
世
紀
末
葉
か
ら
起
っ
た
近
世
和
槃
的
傾
向
も
統
一
純
化
し
た
彼

の
楽
曲
の
中
に
そ
の
萌
芽
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

此
曲
の
作
曲
と
年
代
ー
ヂ
ョ
バ
ン
ニ
・
ピ
ェ
ル
ル
イ
ヂ
・
ダ
・
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ

（
一
五
二
五
年
或
一
五
二
六
年
—
一
五
九
四
年
）
が
、
ロ
ー
マ
敦
皇
證
拝
堂
C
a
p
p
e
l
l
a

S
is
ti
n
a
の
作
曲
家
と
し
て
又
サ

ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
寺
院
の
楽
長
と
し
て
、

敦
皇

P
iu
s

I
V
の
命
に
よ
り
、
歿
し
た
前
教
皇
の
為
め
に

ミ
サ
作
曲
を
始
め
た
の
が
一
五
六
二
年

で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
こ
の
曲
に
は
教
皇
の
名
が
つ
い
て
ゐ
る
。
但
し
音
楽
史
家
に
よ
れ

ば
そ
れ
以
前
か
ら
こ
の
ミ
サ
に
は
多
少
著
手
し
て
ゐ
た
ら
し
い
と
云
は
れ
る
の
で
あ

る
。
作
曲
完
成
後
多
少
お
く
れ
て
一
五
六
五
年
六
月
十
九
日
に
カ
ペ
ル
ラ
・
シ
ス
テ
ィ

ナ
で
最
初
に
歌
は
れ
た
。
ビ
ウ
ス
四
世
は
宗
敦
＿
音
楽
は
か
く
あ
る
可
し
と
云
ふ
布
告
を

出
し
た
程
感
銘
を
輿
へ
た
傑
作
で
あ
る
。
即
。
ハ

レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の
中
期
、
最
も
園
熟
し

た
時
代
の
作
で
あ
っ
て
、
彼
の
代
表
作
と
云
へ
る
。

ミ
サ
聖
祭
は
カ
ル

ワ
リ
オ
の
祭
の
再
現
を
意
味
し
、
主
の
受
難
、
復
活
、
昇
天
、
各

人
の
聖
寵
、

輻
音
を
意
味
し
、
又
我
等
に
最
後
の
晩
餐
を
想
起
さ
せ
、
聖
髄
の
秘
蹟
、
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ノミ

ッ

5
．
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
協
奏
曲
・
第
四
・
ト
長
調

ノ‘

作

拝
領
の
玄
義
の
記
念
と
し
、
又
そ
の
再
現
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
聖
祭
中
で
歌

は
れ
る
最
初
の
合
唱
は
ー
田
「
主
憐
み
給
へ
、
キ
リ
ス
ト
憐
み
給
へ
、
主
憐
み
給
へ
」

で
あ
る
。
罪
多
き
人
間
が
三
位
に
封
し
憐
み
を
乞
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
上
記
の
聖
文

は
各
々
三
回
づ
A

痛
悔
の
念
の
中
に
反
覆
さ
れ
る
。
②
「
榮
光
」
の
聖
歌
は
直
に
績
け

〔

マ

マ

〕

て
歌
は
れ
る
。
ベ
テ
レ
ヘ
ム
の
野
に
寝
た
る
牧
者
に
告
げ
た
天
使
の
歌
に
始
ま
り
、
キ

リ
ス
ト
の
誕
生
を
告
げ
、
次
に
讃
美
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
③
「
信
罷
」
は
三
二
五

年
小
亜
細
亜
の
ニ
ケ
ア
の
宗
敦
會
議
で
確
定
し
た
信
條
を
、
更
に
三
八
一
年
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ノ
ー
。
フ
ル
公
會
議
で
補
足
し
た
の
が
即
こ
の
信
鰹
で
あ
る
。
一
切
の
疑
問
を
排
し

て
信
仰
上
の
確
固
た
る
信
條
を
示
し
て
ゐ
る
。
作
曲
家
は
常
に
質
質
な
氣
持
ち
で
こ
の

楽
章
を
作
曲
し
て
ゐ
る
。
特
に
「
十
字
架
に
釘
付
け
ら
れ
云
々
」
の
條
は
深
刻
に
紳
秘

的
に
作
曲
さ
れ
る
。
や
が
て
奉
献
の
式
を
終
り
、
聖
別
の
式
に
う
つ
り
、
そ
し
て
山

「
聖
な
る
哉
」
が
歌
は
れ
る
。
神
の
無
限
聖
を
讃
美
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
鈴
を

鳴
ら
し
て
信
徒
に
ミ
サ
の
大
切
な
部
分
を
知
ら
せ
る
。
「
主
の
名
に
よ
り
て
来
れ
る
も

の
は
訳
せ
ら
れ
給
へ
」
の
後
半
部
は
祭
壇
上
に
キ
リ
ス
ト
が
降
下
さ
れ
た
の
を
祝
す
る

こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
聖
別
後
聖
髄
拝
領
の
式
に
移
る
。
聖
閥
の
分
割
を
終
る
と
司

祭
が
固
「
紳
恙
誦
」
を
唱
へ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
歌
ミ
サ
で
は
合
唱
さ
れ
る
。
今
回

は

A
g
n
u
sDe
i••…

•M
iserere 

n
o
bi
s
 (
我
等
を
憐
み
給
へ
）
の
前
半
を
省
略
し

「
我
等
に
平
和
を
興
へ
給
へ
」
の
後
半
を
歌
ふ
。
聖
閥
拝
領
の
近
づ
い
た
為
め
紳
と
平

和
を
保
つ
為
め
に
、
又
一
切
の
罪
を
除
き
去
る
犠
牲
の
必
要
の
為
め
、
紳
恙
誦
を
く
り

か
へ
し
痛
悔
の
偽
り
な
き
を
表
す
る
の
が
こ
の
部
分
で
あ
る
。
聖
閥
拝
領
後
ミ
サ
聖

祭
は
終
る
。
以
上
ミ
サ
曲
と
し
て
は
五
楽
章
か
ら
成
立
す
る
が
、
聖
祭
中
最
初
の

I
nt

roi
t

u
s
入叙示
誦
や

O
ff
ert
o
ri
 u
m
奉
献
な
ど
は
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
も
別
個
に
作
曲

し
た
も
の
が
あ
る

の
を
附
記
し
て
置
く
。

今
回
の
演
奏
は
原
譜
よ
り
短
三
度
低
く
移
調
し
た
も
の
を
歌
ふ
。
嘗
時
は
全
部
男
槃

で
歌
ふ
様
に
作
曲
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
現
今
混
槃
で
歌
ふ
に
は
多
少
の
移

調
は
常
に
行
は
れ
る
習
慣
に
な
つ
て
ゐ
る
。

此
種
の
同
名
の
協
奏
曲
は
全
部
で
六
曲
あ
る
。
バ
ッ
ハ
の
中
期
ケ
ー
テ
ン
公
に
奉
仕

し
て
ゐ
た
時
代
（
一
七
一
七
ー
ニ
三
）
の
作
で
、
音
楽
愛
好
者
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ン

ブ
ル
グ
侯
ク
リ
ス
チ
ア
ン
・
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
の
為
め
に
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

バ
ッ
ハ
の
中
期
こ
そ
は
最
も
室
内
器
楽
曲
が
作
曲
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
て
、
一
七
二
三

年
ラ
イ
。
フ
チ
ヒ
に
移
り
、
大
槃
楽
曲
の
作
曲
を
始
め
る
と
同
時
に
ロ
コ
コ
風
宮
廷
室
内

楽
と
縁
を
絶
つ
の
で
あ
る
。

こ
の
第
四
協
奏
曲
は
蜀
奏
部
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
フ
リ
ュ
ー
ト
ニ
本
と
が
奏
す
る
コ

ン
チ
ェ
ル
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
で
あ
る
。
チ
ェ
ム
バ
ロ
（
ピ
ア
ノ
代
用
）
は
常
に
獨
奏
部
と

協
力
し
、
絃
の
全
奏
部
も
勿
論
箪
な
る
伴
奏
で
は
な
く
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
協
奏
曲

と
同
様
に
獨
奏
部
と
よ
き
封
比
、
協
力
を
も
つ
て
ゐ
る
。
但
し
バ
ッ
ハ
は
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ

ィ
よ
り
も
更
に
獨
奏
部
を
活
躍
さ
せ
重
要
な
演
奏
を
さ
せ
て
ゐ
る
。
そ
の
貼
漸
次
十
八

世
紀
末
の
協
奏
曲
に
近
づ
く
こ
と
を
暗
示
し
て
ゐ
る
と
言
へ
よ
う
。
け
れ
ど
も
こ
の
第

二
楽
章
は
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
時
代
の
協
奏
曲
の
そ
れ
と
同
一
手
法
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。

全
閥
は
三
楽
章
か
ら
な
り
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
協
奏
曲
の
形
式
と
同
様
で
あ
り
、

急
速
ー
緩
徐
ー
最
急
速
の
よ
き
封
比
を
も
つ
。
但
し
第
三
楽
章
は
四
小
節
か
ら
な
る
主

題
を
以
て
優
れ
た
フ
ー
ゲ
で
書
か
れ
て
あ
る
。

I. 
A
l
l
e
g
ro ;
 
3

一8,
G
'
d
u
r
;
 II
.
 A

n
d
a
nt
e
;
 3

一4
,

e
,
m
o
l
l
 ;
 III. 
P
r
e
st
o
 ;
 2/
2
,
 

G
'
d
u
r
.
 

レ
シ
タ
テ
イ
フ
こ
美
し
い
歌
の
勝
ほ
こ
っ
た
魅
力
に
よ

っ
て
、
オ
ル
フ
エ
は
幽
冥
界
か

ら
彼
の
望
の
も
の
を
取
返
し
た
。
そ
し
て
ヴ
ェ
ヌ
ス
の
子
は
彼
の
勝

利
を
こ
の
餘
り
に
も
暗
い
道
か
ら
、
火
の
輝
き
の
方
へ
と
導
い
た
。

こ
の
幸
幅
な
人
間
に
唯
一
っ
の
楽
し
み
が
鋏
け
て
ゐ
た
1

即
ち
。
フ

リ
ュ
ト
ン
（
地
獄
の
紳
）
が
、
奇
妙
な
お
き
て
に
よ
っ
て
、
テ
ナ
ー

ル
の
ふ
も
と
へ
行
く
迄
は
愛
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
は
な
ら
な
い
と

禁
じ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
若
い
ア
ム
ー
ル
（
キ
ュ
ピ
ッ
ド
の

紳
）
達
か
ら
つ
か
は
さ
れ
た
一
人
の
陽
氣
な
従
者
が
、
こ
の
優
し
い

カ
ン
タ
ー
タ
「
オ
ル
フ
エ
」
（
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
）

（

繹

詞

）
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A. Vivaldi: Concert.o per 4 Violini 
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歌
に
よ
っ
て
彼
の
耐
へ
難
い
心
を
慰
め
よ
う
と
試
み
た
。

ァ
こ
ゃ
前
の
高
い
功
績
の
ひ
ゞ
き
に
よ
っ
て
天
地
は
常
に
鳴
り
ひ
ゞ
け
！

そ
し
て
今
か
ら
世
界
は
お
前
の
槃
の
勝
誇
っ
た
昔
に
従
へ
！

地
獄
は
そ
れ
に
つ
い
て
お
き
て
を
重
ん
ず
る
。
(

F
i

n
e
)
人
間
の
世

界
は
、
お
前
を
不
嘗
な
運
命
に
陥
れ
お
前
と
契
り
を
結
ん
だ
女
を
お

前
か
ら
奪
ふ
と
い
ふ
暴
行
に
封
し
て
償
ふ
事
を
知
っ
た
。

(
D
a
 c
a
po
)

 

レ
シ
タ
テ
イ
フ
~
け
れ
ど
も
ユ
リ
デ
イ
ス
の
み
を
思
ふ
彼
の
心
は
、
そ
の
限
界
が
間
近

に
来
て
ゐ
る
―
つ
の
楽
し
み
の
他
は
何
も
夢
見
な
い
。

や
め
よ
！
＇
~
彼
は
云
ふ
。
そ
の
様
な
空
虚
な
賞
讃
を
や
め
よ
！

優
し
い
ア
リ
ア
ニ
私
の
勝
利
の
證
人
に
は
私
を
燃
え
た
A

し
た
美
し
い
目
が
あ
る
の

だ。そ
れ
こ
そ
私
の
心
が
魅
せ
ら
れ
る
唯
一
の
債
値
、

る。

ア

リ

唯
一
の
榮
光
で
あ

心
惑
ひ
、

こ
の
誘
惑
的
な
考
へ
に
彼
は
動
か
さ
れ
、

る
は
げ
し
い
熱
情
に
遂
に
屈
し
て
了
ふ
。〔

マ

マ

〕

待
て
！
お
前
の
心
に
も
う
少
し
の
辛
棒
を
せ
よ
！

遂
に
事
終
れ
り
…
…
彼
の
目
は
ユ
リ
デ
イ
ス
の
目
を
見
て
了
っ
た

1

燃
え
た
つ
て
来

冥
界
を
去
ら
う
と
し
て
ゐ
た
地
獄
の
氣
ま
ぐ
れ
の
憐
れ
な
玩
弄
物

ー
ー
そ
れ
を
残
忍
な
手
が
再
び
死
人
の
世
界
へ
と
取
り
返
し
て
了

ふ。新
し
い
響
き
に
感
動
し
、
こ
の
不
幸
な
夫
は
メ
ヂ
ェ
ー
ル
（
地
獄
の

女
紳
）
の
心
を
柔
げ
よ
う
と
思
ふ
。

彼
女
は
耳
を
藉
さ
な
い
の
で
、
彼
の
嘆
息
と
後
悔
は
シ
テ
ー
ル
の
子

に
だ
け
し
か
聞
え
な
い
。

愛
よ
、
愛
よ
、
私
の
罪
を
作
っ
た
の
は
お
前
だ
。
そ
れ
を
償
ふ
の
も

お
前
の
筈
だ
！

お
前
が
私
を
た
っ
た
今
鼓
吹
し
た
情
炎
よ
、
私
の
愛
す
る
妻
は
そ
れ

の
犠
牲
で
あ
る
。

ぁ
A

9
・

そ
れ
を
償
ふ
為
に
地
獄
へ
飛
ん
で
行
け
！

こ
ん
な
正
賞
な
熱
情
の
為
に
地
獄
は
私
逹
を
ひ
き
離
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

愛
よ
、
愛
よ
、
私
の
罪
を
作
っ
た
の
は
お
前
だ
。

お
前
は
そ
れ
を
つ
ぐ
な
ふ
事
を
知
ら
な
い
の
か
？

レ
シ
タ
テ
イ
フ
こ
甲
斐
な
い
憾
み
！
…
…
す
べ
て
は
永
久
に
饂
る
事
な
く
彼
を
死
ぬ
程

の
苦
悩
の
中
に
打
捨
て
A

了
ふ
。

も
は
や
彼
が
愛
す
る
も
の
に
再
會
す
る
事
が
出
来
る
為
に
は
死
ぬ
よ

り
外
な
い
。

楽
し
い
ア
リ
ア
ニ
愛
に
於
け
る
唯
一
瞬
が
我
々
の
報
い
の
し
る
し
で
あ
る
。

時
に
は
人
は
ぼ
ん
や
り
し
て
こ
の
美
し
い
瞬
間
を
逸
す
る
こ
と
が
あ

る
け
れ
ど
も
愛
人
は
多
く
は
我
慢
し
き
れ
な
い
為
に
迷
ふ
も
の
で
あ

る。
(

F
i

n
e
)

悧
口
な
懇
人
は
、
彼
の
は
げ
し
い
望
を
も
常
に
抑
制
す
る
。

彼
は
一
心
に
彼
の
切
望
が
聰
容
れ
ら
る
べ
き
瞬
間
を
知
ら
う
と
努
力

す
る
。

彼
が
も
し
餘
り
に
早
く
幸
揺
を
望
ま
な
か
っ
た
ら
、

幸
幅
で
あ
っ
た
ら
う
に
1
・
(
D
a
c
a
po
)

 

學

校

長

乗

杉

嘉

指

揮

者

ク

ラ

ウ

ス

・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

海

軍
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榮

隊

榮

長

内

藤

清

五

閥
係
管
絃
楽
部
員

ロ
ベ
ル
ト
・

ボ
ラ
ッ
ク

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

上

武
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澤
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栗兎黒井

壽

大

岡

運

英

幅

井

巖

西

川

満

枝

桂

平

太

松

浦

き

み

よ

岡

見

温

彦

清

水

万

紗

子

疋

田

小

枝

幅

井

直

弘

（
繹
詞
渡
鏡
子
）

今
日
の
日
に
は
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昭
和
十
一
年
十
月
廿
四
日
（
土
）

第

九

十

一

回

昭
和
十
一
年
＋
月
二
十
四
日

村藤田

ヴ

ィ

オ

ラ

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
九
十
一
回
学
友
会
演
奏
会

松伊岡藤市喜小田細伊多荒岩渡石松水小末蜂川岩田

田］］田谷村谷藤 木本邊：田口霊吉谷上崎；

重純二経志遷芳五正 久幹政 二十幸 雄 吉貴

利三郎秋春吉 朗郎秋光興枝蔵健郎蔵麿繁二龍淳三子

解 ノミ セ

説

フ

リ

ュ

ー

ト

チ

ェ

ン

バ

ロ ス ロ

増

田

尚

一

郎

平

田

忠

平

井

保

喜

榎

本

長

四

郎

北

川

庸

二

郎

今

井

仁

平

井

保

三

酒

井

悌

小

澤

弘

沖

不

可

止

凌

野

常

七

盛

口

悦

知

安

部

幸

明

阿

保

健

城

多

又

兵

衛

今

村

消

ー

（

海

）

瀬

尾

正

登

(

”

)

藤

原

寅

夫

金

子

登

山

田

和

男

山

口

正

男

幅

家

軍

平

遠

藤

宏
〔
原
資
料
横
組
〕

ピ

ア

／

獨

奏

協

奏

曲

イ

短

調

作

品

五

十

四

ア
レ
グ
ロ
ア
フ
エ
ト
ユ
オ
ー
ソ

伴

奏

山

内

妙

子

グ渡

ル邊

ツ千

ク世

徳

末

義

子

折

数

授

ユ

セ

ッ

ク

堀

越

美

恵

子

シ

ユ

田

~
 

,_‘, 

敦

授
マ

ン

中

ピ

ア

ノ

獨

奏

小

幸

子

歌

の

絶

へ

間

甲
斐
な
き
小
夜
楽

ス

伴

奏

バ

リ

ト

ン

獨

唱

威

三

宅

洋

一

郎

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

ブ

ラ

ー

ム

磯

谷

ソ
ナ
タ
ヘ
短
調
（
熱
情
）
作
品
五
十
七

ア
レ
グ
ロ
ア
ッ
サ
イ

ピ

ア

ノ

獨

奏

柴

山

秀

子

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ア
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
タ

メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

·
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
ニ
ピ
ア
ノ

第
ニ
ピ
ア
ノ

高

協
奏
曲
卜
短
調
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ド

ア
レ
グ
ロ

歌
劇
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
中
の
詠
唱

（
イ
）
オ
イ
リ
デ
イ
ー
ケ
の
死
を
悼
み

（
口
）
あ
は
れ
、
再
び
オ
イ
リ
デ
イ
ー
ケ
を
失
ひ
ぬ 伴

奏

大

・ヴ

熊

子

ユ

ー

タ

ン

淑

華
麗
な
る
愛
奏
曲

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

清

野

保 パ

子

作
品
十

..................................... / 
ョ

ピ

ア

J

獨

奏

ン

沖

田

静

子
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ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

伴

奏

末

元

悦

子

伴

島

文

子

我

等

初

ひ

ぬ

三
つ
の

薔
薇
…

·
…
…
…
…
•
•

••
…
•

••
•
…
…
…
…
•
•
…
…

•
•L

お

つ

か

ひ

” ” 

武

信

…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…
•
プ
ラ
ー
ム
ス

奏

田

鈴

木

芳

枝

バ

ラ

ー

ド

菱

イ

長

調

作

品

四

七

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
；
・
‘
、
/

ョ

ン

ピ

ア

ノ

獨

奏

浦

パ 公

子

伴

渡

邊

千

世

歌
劇
「
ト
ラ
ヴ
ア
ト
ー
レ
」
中
の
レ
オ
ノ
ー
レ
の
詠
唱
•
…
…
・
・
ヴ
ェ
ル
デ
イ

合

唱

付

管

絃

楽

「

ア

テ

ン

の

陵

墟

」

行

進

曲

と

合

唱

昭
和
十
一
年
十
月
二
十
五
日

合

唱

付

管

絃

楽

「

ア

テ

ン

の

陵

墟

」

行

進

曲

と

合

唱

指

揮

〔
原
資
料
横
組
〕

（
『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
二
月
、

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

奥

田

智

重

子

木

下

助

敦

授

作
品
―
―
四
…
…
•
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
九
十
二
回
学
友
会
演
奏
会

第

九

十

二

回

昭
和
十
一
年
十
月
廿
五
日
（
日
）

l

八
四
頁
）

木

下

助

教

授

作

品

―

―

四

…

…

・

・

・

・

・

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

協

奏

曲

第

二

番

二

短

調

作

品

四

十

四

ア

ダ

ヂ

オ

・

マ

・

ノ

ン

ト

ロ

ッ

ポ

指

揮 奏

伴

奏

田

中

立

江

ブ

ル

ッ

フ

十
ー 第 日
月

忍日 程

濱

［ 
松

畠 午月‘’ IJ 
狡

三 ; g g C二）~ 
竺邑

濱東

松

凩， 
着

着 狡

市
會

公

會
場

堂

夜 演
． 

回 奏

昭
和
十
一
年
十
一
月
三
日
！
八
日

奈
良
ー
名
古
屋
）

〔
原
資
料
横
組
〕

（『＿
音
祭
』
皐
友
會
、
第
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
二
月
、
一
八
五
頁
）

演
奏
旅
行
（
浜
松
ー
彦
根
ー
和
歌
山
1

バ

ラ

ー

ド

と

ボ

ロ

ネ

ー

ズ

伴

奏

山
・

ヴ

華

子

ユ

ー

タ

ン 口

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

好

和

ソ

ナ

タ

ト

短

調

作

品

廿

二

出

来

る

限

り

速

＜

ー

ア

ン

ダ

ン

テ

イ

ー

ノ

非

常

に

速

く

且

つ

活

き

活

き

と

ー

。

フ

レ

ス

ト

シ

ユ

マ

ン

ピ

ア

ノ

獨

奏

木

村

晶

子

泣

け

、

泣

け

私

の

眼

よ

！

歌

劇

「

ル

、

伴

奏

堀

直

子

シ

ッ

ド

」

よ

り

マ

ス

ネ

第2部

ソ

。

フ

ラ

／

獨

唱

山

内

秀

子

ア

ベ

ッ

ク

愛

奏

曲

........................................ / 
ュ

マ

ン

ピ

ア

ノ

獨

作奏

品

森

瑶

子

厳

格

な

る

愛

奏

曲

作

品

五

四

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

昭 和 の 東 京 音 楽 学 校 篇

ピ

ア

ノ

獨

奏

太

田

綾

シ

ャ

コ

ン

ヌ

................................................... rノ

イ

タ

リ

432 



昭和11年11月3日～8日，演奏旅行出演者。円内左から， R．ポラック，木下保，浅野千鶴子，永井進，

金子登，生越千枝子

混

整

合

唱

指

揮

渡木

邊

千
下

世保

卜
ン

作 作

ピ

ア

ノ

獨

奏

序
曲
「
ル
ス
ラ
ン
と
ル
ド
ミ
ー
ラ
」
…
•
…
…
…
•
•

幻
想
即
興
曲
嬰
ハ
短
調
・
作
品
六
六
…
…
…
…

匈
牙
利
狂
詩
曲
第
十
・
ホ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
リ

（
和
歌
山
に
於
て
は
こ
の
獨
奏
を
除
く
）

ピ
ア
ノ
伴
奏

管

絃

楽

指

揮

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ポ
ラ
ッ
ク

” 第 ” 第 ” 第 ” 第 ” 

日

書

の

部

（
解

散
）

東

京

着

四
日
（
水
）

六
・――写

狡

縣

立

彦

根

着

高

等

女

學

校

縣
立
和
歌
山

雫竺

一回

午

前

七
・―
―
-
g
彦
根
猿

和
歌
山
（
城
東
線
経
由
阪
和
電
鐵
）

五

日

（

木

）

高

等

女

學

校

夜

一

回

”
―
-
・
―
―
―
立
東
和
歌
山
着

午

前

〈
・
O
六
東
和
歌
山
疲

四

日

畳

一
回

奈

良

（

和

歌

山

線
・開
西
本
線
鰹
由
）
縣
公
會
堂

六

日

（

金

）

夜

一

回”
―
-
•
立＿―
-
奈
良
着

午
前

2-g
奈

良

疲

五

日

市

公

會

堂

”

（
開
西
本
線

・
準
急
）

七

日

（

土

）

”

1

0
・翌

名

古

屋

着

午
後

ぃ(

1

3

)

午

前

／

／

」

〔
原
資
料
横
組
〕

彦

根

午
後

0
・
 1
――― 

彦

根

第

日

午
前

七
・
0

(

濱

松

シ

ス ョ
パ

グ

リ

ン

カ

作

生

越

千

枝

子

夜
一
回

畳

一
回
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交
響
曲
第
三
（
蘇
格
蘭
）
イ
短
調
・
作
品
五
六
…
…
…
•
…
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

管

絃

楽

指

揮

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ポ
ラ
ッ
ク

深

山

に

は

（

古

謡

）

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

:

信

時

潔

作

水

草

（

生

田

春

月

詞

）

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

下

穂

院

一

作

大

節

（

民

謡

）

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

信

時

潔

作

島

保

山

田

流

等

曲

一

花

三

題

（

古

今

集

よ

り

）

中
能
島
欣
一
作
曲

混

槃

合

唱

指

揮

木

下

観

世

流

囃

子

二

猜

衣

シ
ャ
コ
ン
ヌ

ニ
短
調
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
バ
ッ

ブ

ゾ

ー

邦
楽
科
及
選
科
生
徒

嘱
託

二
十
六
名

邦
楽
科
及
選
科
男
生
徒
四
十
五
名

笛

寺

井

三

千

雄

小
鼓

吉

田

雄

次

大

鼓

安

幅

春

雄

太

鼓

金

井

高

嘉

（
和
歌
山
に
て
聾
の
部
の
獨
奏
と
交
替
）

ハ

原

作
二
編

観

世

流

素

謡

一

土

蜘

ピ

ア

ノ

獨

奏

永

井

管

絃

楽

夜

の

郡

グ

リ

ン

カ

作
進

指

揮

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ラ
ッ
ク

會
場
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

邦

楽

演

奏

曲

目

井

指

揮

永木

下

進保

金

子

登

見
渡
せ
ば
（
古
今
集
よ
り
）
無
伴
奏
·
…
…
…
…
…
…
·
…
…
…
…
•
木
下
保
作

さ
く
ら
（
等
曲
集
よ
り
）
•
…
•
•
下
穂
院
一
作

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

夜
の
唄
·
…
…
…
…
…
•
•

愛
ら
し
き
蝶
…
…
…
…
…
…

平
城
山
（
北
見
志
ほ
子
詞
）

．．． 

ゆ
り
か
ご
（
平
井
保
喜
詞）

ピ
ア
ノ
獨
奏
・
合
唱
及
管
絃
楽

合
唱
幻
想
曲
・
作
品
八
0
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
作

國
歌
「
君
が
代
」
合
唱
（
管
絃
楽
伴
奏
）

序
曲
「
ル
ス
ラ
ン
と
ル
ド
ミ
ー
ラ
」

ビ
ア
ノ
伴
奏

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ン
ト
リ
ク
イ
ー
ド
作

•
ア
ン
ド
レ
・
カ
ム

。
フ
ラ
作

…
…
…
•
平
井
保
喜
作

”
 

ピ
ア
／
伴
奏

松

田

卜

シ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

昭
和
十
一
年
十
一
月
七
日

選

科

女

生

徒

十

七

名

ビ
ア
ノ
伴
奏

と
日才

揮

邦
楽
演
奏
会

一
時
開
場

一
時
半
開
演

昭
和
十
一
年
十
一
月
七
日
（
土
曜
日
）
午
後

木

下

歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
エ
ル
ザ
の
夢
…
…
…
・
・
・
・
ワ
グ
ネ
ル
作

唄
（
三
木
露
風
詞
）
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
山
田
耕
搾
作

白
月
（
三
木
露
風
詞
）
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
宮
原
禎
次

作

鐘
が
鳴
り
ま
す
（
北
原
白
秋
詞
）
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
山
田
耕
搾
作

合

唱

附

管

絃

楽

保

「
ア
テ
ン
の
腹
墟
」
中
の
行
進
曲
と
合
唱
・
作
品
―

一
四
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン

東

京

一音

楽

學

校

浅

野

千

鶴

子

生

越

千

枝

子
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長

唄

十

都

の

榮
中

内

蝶

二

作

詞

阻
作
曲

吉
住
小
―
―
―
~
p

稀
音
家
六
四
良

住

小

三

郎

本

金

太

郎

（
稀
音
家
六
四
郎
）

邦
楽
科
及
選
科
職
員
生
徒
約
百
名

敦敦

授授

杉 吉

生
田
流
等
曲

九

道

灌

（

合

奏
曲
）

謬
畔
言
謡

尺弓十唄等

i~ ［託
笙物三

胡絃

吉

田

睛

風

外

長

唄

八

時

雨

西

行

二
代
目
杵
屋
勝
三
郎
作
曲

山
田
流
等
曲

七

御

代

寓

歳

吉
丸
一
昌
作
詞

今
井
慶
松
作
曲

長

唄

六

竹

の

一

節

初
代
杵
屋
六
四
郎
作
曲

（
休
憩
十
分
）

五

生
田
流
等
曲

同

秋

の

言

の

葉

（

古

曲

）

g
喜
悦
の
波
と
花
と
（
等
三
重
奏
）

葛
原
し
げ
る
作
詞

宮
城
道
雄
作
曲

長
四

春

日

局
三
代
目
杵
屋
正
治
郎
作
曲

唄

三

絃

唄
、
等
、
尺
八

講

師

宮

城

道

雄

選

科

女

生

徒

十

二

名

講

師

中

能

欣

一

邦
楽
科
及
選
科
職
員
生
徒
十
八
名

島

邦
楽
科
及
選
科
男
生
徒

邦
楽
科
及
選
科
男
生
徒

選

科

職

員

生

徒

邦

楽

科

女

生

徒

邦
楽
科
及
選
科
職
員
生
徒

三
十
名

六

名

十

四

名

四 七

名 名

四
、
京
鹿
子
娘
道
成
寺

五

、

那

須

輿

市

六

、

勧

進

帳

主
催

會
場 昭

和
十
一
年
十
一
月
九
日
ー
＋
日
演
奏
旅
行
（
水
戸
）

縣

立

水

戸

高

等

女

學

校

、

市

立

水

戸

高

等

女

學

校

茨
城
會
館

二
、
天

曲

目

順

序

略

記

第
一
回
（
午
後
一
時
三
十
分
開
演
）

一

、

蒻

衣

能

楽

二

、

笠

之

段

仝

三

、

秋

の

韻

生

田

流

四

、

越

後

獅

子

長

唄

第
二
回
（
午
後
一
―
一
時
三
十
分
開
演
）

一

、

猜

衣

能

楽

二

、

笠

之

段

仝

三

、

闘

の

此

方

山

田

流

四

、

楠

の

薫

長

唄

第
三
回
（
午
後
六
時
三
十
分
開
演
）

l

、

小

袖

曾

我
冨

士

太

鼓

鼓坂

ヒヒ
ム日＂

―
―
-
‘
 

日

ぐ

ら

し
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五、 四、 二、 二、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
•
愛
ホ
長
調
•
第
一
楽
章

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ピ

ア

ノ

獨

奏

パ
ル
テ
ィ
ー
タ
・
ハ
短
調

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

ピ

ア

ノ

獨

奏

は
、
タ

ろ

、

秋

の

七
、
打
て
や
鼓

八
、
楠

薫

の

映 夜
…
…

い
、
あ
A

何

地

行

く

一
、
混

磐

合

唱

好

百

合

子

一
四
、

ピ

ア

ノ

獨

奏

原

幸

子

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

作

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
エ
チ
ュ
ー
ド
•
愛
二
長
調
•
…
…
•
•
リ

ス

卜

乍
'ー

大

岡

伊

津

子

一
三
、

ピ

ア

ノ

獨

奏

澤

田

百

合

子

ノゞ

ッ

ノ‘

作

荘

田

ひ

ろ

ロ
ン
ド
・
作
品
二
四
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ウ

l

―
-
、
女

磐

二

重

唱

メ
ッ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ

い
、
歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
中
の
…

微

風

に

寄

す

る

歌

ろ

、

嬉

し

朝

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

作

明

本

京

静

詞

…
…
…
…
…
…
…
…
i
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作

工

ベ

Jレ

作

大

島

静

江

ソ

フ ゜

―フ

ノ

板

寺

徳

澤

井

悦

子

、一・- -•- r・--

ナ中ク佐べ乙

ヮ藤い骨
I l 
夕誠ヴ三

工

民香 lレ質ン郎

ボ村

リ秋

謡詞作詞作詞

ッ
ク
作

五

十

嵐

橙

子

生

〔

第

一

回

の

二

と

三

の

間

に

「

楠

の

薫

」

、

第

二

回

の

二

と

三

の

間

に

「

越

後

獅

子

」

と

書

き

込

み
が
あ
る
。
〕

昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
秋
季
選
科
洋
楽
演
奏
会

昭
和
十
一
年
十
一
月
廿
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
半
開
演

會
場
本
校
奏
楽
堂

選

科

生

徒

洋

楽

演

奏

曲

目

〔

手

書

き

〕

東

京

一

音

楽

學

校

第
ニ
ピ
ア
ノ

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
ア
レ
グ
ロ
・
ト
短
調
…
…
…
·
…
•
•
ド
ウ
シ
ェ

徒

ヽ

ピ

ア

ノ

獨

奏

山

内

孝

子

フ
リ
ュ
ー
ト
獨
奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
イ
長
調
•
第
二
、
第
三
楽
章
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

1

0
、

吉

田

正

雄

ー

ー

休

憩

十

分

|

|

ロ
ン
ド
・
カ
。
フ
リ
チ
ォ
ー
ソ
・
作
品
一
四
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

九、

ピ

ア

ノ

獨

奏

津

島

菜

々

枝

ロ
ン
ド
・
ブ
リ
ル
ラ
ン
テ

ウ

エ

ー

ベ

ル

作

八、

ピ

ア

ノ

獨

奏

村

田

敏

子

第2部

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
第
一
番
・
作
品

・
・
・
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
作

七、

セ

ロ

獨

奏

石

川

正

生

ア
ン
ダ
ン
テ
・
ヘ
長
調
・
・
・

六、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

い
、
歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
中
の

伯
爵
夫
人
の
歌

ろ
、
歌
劇
「
ド
ン
ジ
ュ
ア
ン
」
中
の

ツ
ェ
リ
ー
ナ
の
歌

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

作

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

勺お
ィ芯

和

子
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宜

、

長

楠

の 唄

十

一

月

二

十

一

日

（

土

）

后

二

時

集

合

午

后

一

時

各

自

會

場

へ

一

、

観

世

流

謡

曲

嵐

二

、

山

田

流

等

曲

代

萬

唄

の 獅

御

三

、

長

越

後

四

、

生

田

流

等

曲

甲
、
打
て
や
つ
ゞ
み

乙
、
暁

演

薫 子

海

女

生

徒

四

十

名

宮

城

講

師外

十

二

名

修

了

生

十

二

名

歳

中

能

島

講

師

他

十

六

名

山 奏

會

日

割

昭

和

十

一

年

十

一

月

二

十

一

日

、

二

十

八

日

、

二

十

九

日

京

、

神

奈

川

）

邦

楽

合

唱

指

揮

大

塚

講

師

l

六

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
・
ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
ー
・

第
八

主

催

リ

一

五

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
ホ
短
調
•

第
一
楽
章
•
…
…
…
…
•
•
ロ

出

張

演

奏

（

東

女

生

徒

十

名

精

華

女

於

九

段

軍

人

會

館

高

ス

卜

乍
，ー

永

井

澄

子

廿

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ア
ン
。
フ
ロ
ン
。
フ
テ
ュ
・
作
品
六
六
・
・
・
シ

利

パ

ー、っ次
プご

作郎作

ョ

ン

右

終

了

後

正

午

狡

横

須

賀

市

浦

賀

町

縣

立

横

須

賀

高

女

二

至

リ

午

后

ノ

部

二

出

演

ス

ベ

キ

モ

ノ

ト

ス

〇

尚

出

猿

ハ

午

前

八

時

二

十

四

分

狡

二

付

八

時

マ

デ

ニ

集

合

ノ

コ

ト

妻後
の

八

薫景

主

催

神

奈

川

縣

立

横

須

賀

高

女

十

一

月

二

十

九

日

（

日

）

午

前

十

時

一

、

越

一

、

吾

二

、

楠

仝

十

名 五

名

獅

子

修

了

生

十

一

名

仝

於

横

濱

市

中

匿

立

野

主

催

紳

奈

I
l
縣

女

師

仝

剛

二

高

女

御

三

、

長

連

獅

四

、

生

田

流

第

曲

打
て
や
つ
ゞ
み

宮

城

講

師外

十

九

名

子

生

徒

十

名

唄

二

、

山

田

流

等

曲

代

萬

歳

中

能

島

講

師

外

十

六

名

田

村

十

一

月

二

十

八

日

（

土

）

后

三

時

半

集

合

午

后

二

時

一

、

観

世

流

仕

舞

生

徒

十

四

名

主

催

中

央

報

徳

會

於

上

野

本

校
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（

往

）

狡

車

着

騨

（

復

）

狡

車

后
四
時
廿
五
分

前
八
時
二
十
四
分

仝
九
時
三
十
三
分

横
須
賀
騨
着

横
須
賀
騨
猿

集
合
午
前
七
時
舟
分
東
京
騨
乗
車
口
待
合
室

人
員
貼
呼
ノ
上
園
證
券
購
入

等

曲

（

山

田

流

）

御

代

萬

歳

吉
丸
一
昌
作
歌

今
井
慶
松
作
曲

仕

舞

（

観

世

流

）

二

山

姥

中

能

島

欣

講

師

外
邦
楽
科
及
選
科
職
員
生
徒
十
八
名

観

世

左

近

敦

授

地

謡

邦

楽

科

職

員

生

徒

五

名

楠

薫

〔
二
十
九
日
当
日
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
下
段
を
参
照
。
〕

東
京
一
音
楽
學
校
邦
楽
科
出
演

謡
曲
（
観
世
流
素
謡
）

一

嵐

山
熊

坂

選

科

生

徒

十

名

邦

楽

科

及

選

科

生

徒

十

二

名

の

秋

韻

五

、

長

唄

吉

住

教

授

外

五

十

餘

名

窓

獅

四
、
生
田
流
等
曲

宮

城

講

師

外

十

七

名

紳
奈
川
縣
立
横
須
賀
高
等
女
學
校

學

友

同

二
、
山
田
流
等
曲

御

代

三
、
長

連

子

修
了
生
十
二
名

唄
萬

歳

中

能

島

講

師

外

十

六

名

笠

之

段

第
一
回
前
十
時

第
二
回
后
一
時
半

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

第
一
回
前
十
時

一
、
観
世
流
素
謡

嵐巨＂ム月

観
世
流
仕
舞

島

澤

嘱

託

外

四

名

坂 山

女
生
徒

男
生
徒

十
二
名

十

名

於
浦
賀
町
同
高
女

着

五

時

舟

四

分

東

京

騨

着

解

散

〇
能
楽
科
ノ
ミ
ハ
午
前
七
時
五
十
二
分
東
京
騨
猿
仝
九
時
十
五
分
横
須
賀
騨
着

ニ
付
嘗
日
午
前
七
時
二
十
分
迄
二
前
記
ノ
場
所
二
集
合
ノ

コ
ト
鱈
途
ハ
先

疲
饉
京
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

〇
饉
途
途
中
下
車
希
望
ノ
者
ハ
豫
メ
其
科
敦
官
二
申
出
ヅ
ベ
シ

昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
九
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時
開
演

會

場

紳

奈

川
縣
立
横
須
賀
高
等
女
學
校
講
堂

創
立
三
十
周
年
記
念

邦

楽

演

奏

曲

目

京

會會
〔手
書
き
〕
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邦
楽
醗
大
演
奏
會

東
京
音
楽
學
校
職
員
生
徒
が
出
演

四
日
名
公
會
堂
で
開
催

愛

知

縣

敦

育

會

で

は

邦

楽

普

及

の

た

め

に

上

野

の

東

京

音

楽

學

校

邦

楽

部

の

職

員

生

徒

百

五

十

余

名

を

招

い

て

能

楽

、

長

唄

、

等

曲

の

邦

楽

合

奏

大

演

奏

會

を

四

日

書

夜

ニ

回

名

古

屋

市

公

會

堂

に

催

す

こ

と

A
な

っ

た

出

演

は

日

本

第

一

流

の

大

家

々

元

で

能

楽

に

は

観

世

左

近

敦

授

、

長

唄

に

吉

住

小

三

郎

、

稀

昔

家

六

四

郎

雨

敦

授

、

箪

曲

に

は

中

能

島

欣

一

講

師

と

い

っ

た

顔

ぶ

れ

で

書

間

は

午

後

二

時

開

演

で

學

生

に

限

り

、

夜

間

は

午

後

六

時

よ

り

一

般

に

公

開

さ

れ

る

。

フ

ロ

グ

ラ

ム

は

能

楽

「

猜

衣

、

高

砂

、

清

鰹

」

等

曲

「

御

代

万

歳

、

う

て

や

鼓

」

長

唄

は

「

鞍

馬

山

、

越

後

獅

子

、

百

夜

草

紳

田

祭

」

と

い

ふ

素

睛

ら

し

い

も

の

で

會

員

昭
和
十
一
年
十
二
月
三
日
？
七
日
演
奏
旅
行
（
名
古
屋
ー
岐
阜
ー
宇
治
山

田

）

長

唄

六

楠

の

薫

高

野

辰

之

作

歌

随

作

曲

吉

住

小

三

k

稀
音
家
六
四
良

子

等

曲

（

生

田

流

）

五

岡

う

て

や

鼓

島
崎
藤
村
作
歌

宮

城

道

雄

作

曲

あ

き

の

ひ

び

き

g

秋

韻

高

野

辰

之

作

歌

宮

城

道

雄

作

曲

長

唄

四

越

後

獅

吉

住

小

三

郎

敦

授

外

邦

楽

科

及

選

科

職

員

生

徒

約

六

十

名

宮

城

道

雄

講

師

外

邦

楽

科

及

選

科

職

員

生

徒

十

八

名

生

田

流

等

曲

あ

き

の

ひ

び

き

五

、

秋

韻

高

野

辰

之

作

詞

宮

城

道

雄

作

曲

講

師

宮

城

道

雄

外

邦

楽

科

及

選

科

職

員

生

徒

十

九

名

長

唄

四

、

鶴

編

嘱

嘉

永

四

年

十

代

目

杵

屋

六

左

衛

門

作

曲

託

石

村

義

一

（

吉

住

小

三

八

）

外

邦

楽

科

及

選

科

職

員

生

徒

九

名

山

田

流

等

曲ヽ

犀

叩

碍

岡

康

小

三

郎

作

詞

中
能
島
欣
ー
作
曲

三

絃

講

師

中

能

島

欣

一

唄

、

等

邦

楽

科

及

選

科

職

員

生

徒

十

六

名

尺

八

飯

倉

豊

童

観

世

流

仕

舞

二

、

熊

坂

嘱

託

島

澤

啓

次

地

謡

嘱

託

藤

波

順

三

郎

外

邦

楽

科

及

選

科

生

徒

十

名

観

世

流

謡

曲

一

、

蒻

衣
（

畳

＼

第

一

回

：

自

午

後

零

時

半

昭

和

十

一

年

十

二

月

五

日

言

…

／

第

二

回

：

自

午

後

一

＿

一

時

｝

學

校

生

徒

の

み

夜

…

…

…

…

…

：

自

午

後

七

時

：

一

般

公

開

岐

阜

縣

敦

育

會

第
一
回
之
郡
）

日

時

宮

城

道

雄

講

師

外

邦

楽

科

及

選

科

職

員

生

徒

十

八

名

東
京
―
音
楽
學
校
邦
楽
公
演

邦

楽

大

演

奏

會

演

奏

曲

目

岐

阜

市

公

會

堂

場

所

選

科

研

究

生

修

了

者

十

二

名

券

一

般

は

一

円

と

一

円

五

十

錢

で

あ

る

（

『

新

愛

知

新

聞

』

昭

和

十

一

年

十

二

月

一

日

）

（

午

後

零

時

半

開

演

）

主

催

邦

楽

科

及

選

科

生

徒

二

十

二

名
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（
乙
）
う
て
や
鼓

島
崎
藤
村
作
詞

宮

城

道

雄

作

曲

生

田

流

等

曲

あ

き

の

ひ

び

き

五

、

（

甲

）

秋

響

高
野
辰
之
作
詞

宮

城

道

雄

作

曲

（

乙

）

連

獅

子

文
久
元
年
五
月
河
竹
其
水
作
詞

二
代
目
杵
屋
勝
三
郎
作
曲

講

師

宮

城

道

雄

外
邦
楽
科
及
選
科
職
員
生
徒
十
九
名

囃 囃

長

唄

四
、
（
甲
）
鞍
馬
山

安
政
三
年
杵
屋
勝
三
郎
作
曲

獨

吉

住

秀

雄

（

吉

住

小

太

郎

）

‘

外
邦
楽
科
及
選
科
職
員
生
徒
九
名

子

望

月

長

之

助

外

―

―

―

名

選
科
職
員
及
修
了
生
十
四
名

望

月

長

之

助

外

三

名

子 託

大
演
奏
會
の
幕

愈
よ
明
後
日
出
演
者
決
る

山

田

流

等

曲

、

御

代

萬

歳

吉
丸
一

昌
作

詞

今
井
慶

松

作

曲

長

唄
越

後

獅

文

化

八

年

九
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

子

山

姥

観

世

流

仕

舞

二

、

高

砂

清

鰹

瓢

疇

疇

疇

（

観

世

左

近

）

地

謡

嗅

託

藤

波

順

三

郎

外

邦

楽

科

生

徒

三

名

敦鵬

授託

選

科

職

員

及

修

了

生

十

四

名

囃

子

望

月

長

之

助

外

三

名

邦

築

科

生

徒

清

水

郁

三

地

謡

邦

榮
科
及
選
科
生
徒
十

一名

観
世
流
仕
舞

田

村

選

科

生

徒

丸

山

里

子

地

謡

選

科

生

徒

十

一

名

坂

観

世

流

謡

曲

一

、

梵

衣

（
午
後
七
時
開
演
）

邦
楽
科
及
選
科
生
徒
二
十
二
名

三

絃

講

師

中

能

島

欣

一

唄
、
等
邦
楽
科
及
選
科
職
員
生
徒
十
六
名

尺

八

飯

倉

豊

童

邦
楽
の
櫂
威
を
集
め

観
世
流
謡
曲

嵐ほ台

（
夜

〔
中
略
〕

の

部

）

長

唄

六

、

楠

の

薫

高

野

辰

之

作

詞

吉

住

小

三

暉

作

曲

稀
昔
家
六
四
艮

敦敦

授

吉

住

小

三

郎

授

杉

本

金

太

郎
（

稀

昔

家

六

四

郎

）

外
邦
楽
科
及
選
科
職
員
生
徒
約
五
十
名

山

長

唄

六
、
百
夜
草
紳
田
祭

幸

堂

得

知

作

詞作
曲

吉

住

小

三

郎

稀
昔
家
六
四
郎

邦

楽

科

及

選

科

生

徒

十

縣
敦
育
會
主
催
の
第
一
回
縣
下
女
子
中
等
學
校
聯
合
音
楽
大
會
並
に
東
京
音
楽
學
校

邦
楽
科
邦
楽
大
演
奏
會
は
い
よ
／
＼
六
日
縣
立
津
中
學
校
講
堂
で
華
々
し
く
開
催
す
る

が
、
こ
の
日
午
前
九
時
か
ら
先
づ
縣
下
女
子
中
等
學
校
聯
合
音
楽
大
會
に
よ
っ
て
茎
を

あ
け
、
午
後
二
時
か
ら
乗
杉
校
長
の
引
率
す
る
邦
楽
演
奏
會
に
移
り
縣
下
女
子
中
等
學

校
職
員
生
徒
に
公
開
、
午
後
五
時
舟
分
か
ら
一
般
に
公
開
、
七
日
は
午
後
一
時
半
か
ら

宇
治
山
田
市
第
二
世
界
館
で
同
様
邦
楽
演
奏
會
を
催
し
て
一
般
に
公
開
す
る

こ
と
に
な 名

選

科

生

徒

十

〔
他
に
、
次
の
曲
目
が
適
宜
、
さ
し
か
え
ら
れ
て
演
奏
さ
れ
た
。
〕

授

吉

住

小

三

郎

授

杉

本

金

太

郎
（

稀

昔

家

六

四

郎

）

外
邦
楽
科
及
選
科
職
員
生
徒
約
五
十
名

囃

子

望

月

長

之

助

外

四

名

敦敦

名
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本

あ
こ
が
れ
を
知
る
人
ぞ
の
み
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
チ
ャ
イ
n

フ
ス
キ
ー

ア

ル

ト

獨

唱

伴

奏

山

フ

f

r
ヽ

大

島

政

江

交
響
曲

モ

ル

ソ

ー

ド

コ

ン

セ

ー

ル

永

作

品

十

四

…

…

…

…

…

セ

伴

奏

］レ

井

ヴ

工進

管

絃

楽

指

揮

ボ

ラ

ッ

ク

教

師

チ

工

ロ

獨

奏

441 第 1章

細

井

琢

磨

協

奏

曲

イ

短

調

作

品

五

十

四
ア

レ

グ

ロ

ア

フ

エ

ト

ユ

オ

ー

ソ

シ

ユ

三

十

二

愛

奏

曲

ハ

短

調

シ

ロ

夕

マ 敦

ン 師

ピ

ア

ノ

獨

奏

井

上

千

賀

子

つ

て

ゐ

る

＿＇

〔

マ

マ

〕

こ

の

本

縣

未

曾

有

の

邦

楽

演

奏

大

會

の

出

演

者

は

乗

杉

校

長

を

は

じ

め

能

楽

、

琴

、

長

唄

な

ど

何

れ

も

斯

界

の

櫂

威

者

の

み

で

参

加

生

徒

全

部

で

百

三

十

九

名

の

多

敷

に

上

り

聰

衆

は

質

に

二

千

餘

名

と

い

ふ

盛

況

さ

で

あ

る

邦

楽

演

奏

参

加

者

の

主

な

る

者

は

左

の

通

り

決

っ

た

〔
中
略
〕

な

ほ

一

行

の

行

程

は

六

日

午

前

十

一

時

十

一

二

分

津

騨

着

で

来

縣

、

新

町

小

學

校

で

休

憩

後

、

午

後

一

時

二

十

分

か

ら

五

十

分

迄

乗

杉

校

長

の

講

演

が

あ

っ

て

午

後

二

時

か

ら

四

時

ま

で

第

一

回

（

畳

の

部

）

の

演

奏

を

行

ひ

、

同

五

時

半

か

ら

第

二

回

（

夜

の

部

）

う

に

く

わ

ん

の

演

奏

に

移

り

八

時

三

十

分

終

了

後

何

れ

も

参

急

で

宇

治

山

田

に

向

ひ

宇

仁

館

本

店

と

藤

屋

に

分

宿

、

第

二

日

は

午

前

八

時

か

ら

雨

宮

に

参

拝

、

紳

楽

奉

納

の

後

午

後

一

時

三

十

分

か

ら

四

時

ま

で

演

奏

し

て

同

七

時

十

六

分

山

田

騨

狡

で

饂

京

す

る

、

ま

た

吉

住

、

杉

本

雨

教

授

は

津

市

の

演

奏

會

終

了

後

六

日

午

後

十

時

二

分

津

騨

疲

で

鱚

京

の

豫

定

で

あ

る

昭
和
十
一
年
十
二
月
五
日

（

『

伊

勢

新

聞

』

昭

和

十

一

年

十

二

月

五

日

）

第

九

十

三

回

学

友

会

演

奏

会

第

九

十

三

回

昭
和
十
一
年
十
二
月
五
日
（
土
）

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

ピ

ア

ノ

獨

奏

山

ロ

華

子

協

奏

曲

第

五

ア

レ

グ

ロ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

韓

仁

河

作

品

五

十

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

奏

第

ニ

ピ

ア

ノ

第

ニ

ピ

ア

ノ

チ

ャ

イ

コ

フ

ス

キ

ー

黒

或
る
睛
れ
た
日
に
「
蝶
々
夫
人
」
よ
り
…
…
…
…
…
•
…
・
・
プ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

武
千

葉

八

イ
長
調
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
モ
ー
ツ

第

ニ

ピ

ア

ノ

第
三
イ
短
調
作
品
五
十
六
•
…
•
•
…
•
•
•
•
…
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

（

ス

コ

ッ

ト

ラ

ン

ド

）

ィ

ン

ト

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

と

ア

レ

グ

ロ

伴

奏

千

代

ア

ル

ト

内

百

合

子

伴

奏

澤

愛

子

ッ

チ

ニ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

衛

藤

美

津

代

協

奏

曲

イ

短

調

作

品

十

六ア

レ

グ

ロ

モ

ル

ト

モ

デ

ラ

ー

ト

グ 高

リ

ク

折

敦

授

ピ

ア

ノ

獨

奏

外

狩

仲

ハ

ン

ガ

リ

ア

幻

想

曲

リ

ス

シ

ロ

夕

敦

ト師

ピ

ア

ノ

獨

瀬

崎

美

登

利

ロ

マ

ン

ス

ヘ

長

調

伴

奏

吉

村

富

美

子

何

故

こ

？

,

9
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管 チ
序
曲
歌
劇
「
ル
ス
ラ
ン
と
ル
ド
ミ
ラ
」
…
…
•
•
…
…
…
…
•
グ

祈
工

絃

作
品
四
十
七

獨

奏
嬰
ハ
短
調

楽

リ

ン

力

指

揮

ポ

ラ

ッ

ク

敦

員

ス
ケ
ル
ツ
オ

作
品
三
十
九
…
…
•
…
…
…
•
•
シ

東
京
一
音
楽
學
校

ョ

ノミ

ン

ピ

ア

ノ

有

元

延

り

伴

奏

永

井ブ

ル

ツ

フ進

さ追不

疫

ー
ス
ケ
ル
ツ
オ
ア
ッ
サ
イ
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

ー
ア
ダ
ヂ
オ
カ
ン
タ
ビ
ー
レ

〔

マ

マ

〕

ー
ア
レ
グ
ロ
ゲ
リ
エ
ロ
と
フ
ィ
ナ
ー
レ

第

九

十

四

回

獨

諧
諒
的
菱
奏
曲

〔
原
資
料
横
組
〕

（
『
昔
架
』
學
友
會
、
第
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
二
月
、
一
八
六
頁
）

第
九
十
四
回
学
友
会
演
奏
会

奏
作
品
五
十
五
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ル

獨

唱

富

永

瑠

…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
•
•
コ
ル
ネ

獨ト
長
調
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ヘ

ホ
長
調
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
バ

ボ
ロ
ネ
ー
ズ

ホ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
リ

作
品
百
三
十
五

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

ゲ
ー
テ
詩
「
猷
詞
」
よ
り

蔵

瀬

崎

美

ミ
ラ
ー
」
よ
り
…
·
…
…
…
•
•
ヴ
ェ
ル

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

協
奏
曲
二
長
調
作
品
六
十
一

ア
レ
グ
ロ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ツ
ボ

（
カ
デ
ン
ツ
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
に
腺
る
）

助恵

美

子

三

年

生

〔
原
資
料
横
組
〕

（
『
一
音
楽
』
墨
友
會
、
第
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
二
月
、
一
八
七
頁
）

昭
和
十
一
年
十
二
月
十
九
日
第
八
十
一
回
定
期
演
奏
会

午

後

六

時

開

場

昭
和
十
一
年
十
二
月
十
九
日
（
土
曜
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ワ
ー
グ
ネ
ル
(
-
八
一
三
ー
一
八
八
三
）
が
劇
的
昔
楽
の
最
も
偉
大
な
る
作
家
で
あ

っ
た
こ
と
は
今
更
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
詩
人
で
あ
り
且
又
―
音
楽
家
で
あ
っ
た
彼
は
、
彼

の
全
作
品
の
作
詞
と
作
曲
を
行
っ
た
。
既
に
初
期
の
歌
劇
「
リ
エ
ン
ヂ
」
は
雄
大
な
ス

ケ
ー
ル
に
於
て
作
詞
作
曲
を
な
し
、

従
来
の
グ
ラ
ン
ド

・
オ
ペ
ラ
を
歴
倒
し
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
そ
の
後
に
績
く
劇
―
音
楽
は
漸
次
そ
の
様
式
に
劇
的
自
然
性
を
加
味
し
、
従

来
の
歌
劇
ら
し
さ
か
ら
遠
〔
の
〕
い
て
、
劇
詩
と
一
音
楽
の
融
合
に
漸
次
意
識
的
な
る
努
力

を
は
ら
っ
た
。「
さ
ま
よ
へ
る
和
蘭
陀
人
L

、
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
、
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」

ま
で
は
ワ
ー
グ
ネ
ル
も
習
慣
的
に
オ
ペ
ラ
と
稲
し
て
ゐ
た
が
、
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ソ

ル
デ
」
以
後
は
楽
劇
M
u
si
k
d
r
a
m
a

と
稲
し
た
。

一
八
四
八
年
の
春

「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」

を
完
成
し
た
年
、
ド
レ
ス
デ
ン
で
革
命
が

起
っ
た
。
宮
廷
歌
劇
場
の
指
揮
者
で
あ
っ
た
彼
も
そ
の
開
係
者
と
し
て
ス
イ
ス
に
亡
命

し
て
ゐ
る
。
こ
A

で
彼
は

「革
命
と
一音
楽
」
「
将
来
の
音
楽
」
コ
音
楽
と
劇
」
等
の
論
説

を
書
い
て
、
充
分
自
己
の
藝
術
的
内
省
を
行
ひ
、
理
想
の
質
現
を
期
し
た
。
即
詩
と
昔

楽
、
演
劇
と
歌
劇
の
融
合
統
一
を
充
分
考
へ
、
綜
合
藝
術
な
る
名
稲
の
も
と
に
、
詩
と

＿
音
楽
と
其
他
の
演
出
藝
術
の
す
べ
て
を
一
個
人
の
創
意
の
も
と
に
綜
合
的
に
創
作
す
る

を
最
高
の
理
想
と
考
へ
た
。
こ
れ
を
賓
現
に
う
つ
す
ま
で
に
敷
年
間
作
曲
も
せ
ず
、
思

索
と
作
詞
（
楽
劇
の
歌
詞
）
と
を
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
故
一
八
五
四
年
再
び
作
曲
に
着
手

し
て
以
後
の
楽
劇
に
は
、
合
唱
の
部
は
激
減
し
、
バ
レ
ー
的
場
面
は
全
く
消
去
り
、
ア

リ
ア
ら
し
さ
の
詠
唱
に
代
つ
て
、

言
葉
の
表
情
を
加
味
し
た
歌
調
が
歌
は
れ
、
レ
チ
ィ

タ
テ
ィ
ー
フ
は

S
p
r
a
c
h
m
e
l
o
di

e

と
愛
じ
て
ゐ
る
。
大
編
成
の
管
絃
楽
は
絶
え
ず
劇

詩
の
内
容
を
如
何
な
く
表
現
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
は
舞
踊
調
も
見
受
け
ら
れ
ず
、
歌
の

伴
奏
ら
し
さ
も
無
く
、
一
大
標
題
的
交
響
楽
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
尚
又
楽
劇
の

表
現
上
、
そ
の
適
確
性
と
統
一
の
為
め
主
導
動
機
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
ー
フ
を
使
用
し
て
ゐ

ワ
ー
グ
ネ
ル
と
楽
劇

楽
劇
「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」
と
「
神
々
の
黄
昏
」
よ
り
の
抜
幸

リ
ヒ
ア
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ネ
ル
作

「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
指
環
」

よ
り

演

奏

曲

解

説

る
。
出
現
人
物
、
物
象
、

事
件
、
抒
景
に
ふ
さ
は
し
い
主
題
的
楽
句
で
あ
っ
て
、
こ
れ

等
が
楽
劇
の
進
行
と
共
に
表
現
上
の
主
導
を
な
す
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
歌
劇
的
純
音

楽
美
は
な
く
な
つ
て
ゐ
る
の
は
や
む
を
得
ぬ
。
楽
劇
に
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
要
素
が
少
な

い
も
の
で
あ
る
。

今
回
演
奏
の
場
面
も
オ
ペ
ラ
的
で
な
く
、

交
響
楽
詩
的
で
あ
る
。
し
か
し
二
つ
の
楽

劇
「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」
と
「
稗
々
の
黄
昏
」
中
よ
り
最
も
有
名
な
部
分
を
抜
莱
し
て
演

奏
す
る
。
特
に
後
者
は
抜
莱
部
分
を
連
績
演
奏
し
て
全
曲
を
祐
彿
せ
し
め
た
い
と
思

ふ。

作
詩
作
曲
の
時
代

「
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
」
の
北
欧
古
諏
は
既
に
中
世
末
、
ミ
ン
ネ
詩
歌
人
に
よ
っ
て
詠
じ

〔

マ

マ

〕

ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
古
諏
を
題
材
に
し
て
ワ
ー
グ
ネ
ル
が
此
楽
劇
の
。
フ
ラ
ン
を
建
て
た

の
は
、
既
に
一
八
四
八
年
亡
命
の
年
に
始
ま
る
。
最
初
の
姿
は
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の

死
」
と
稲
さ
れ
た
憂
本
が
一
八
四
八
年
十
一
月
十
二
日
ー
ニ
十
八
日
の
間
に
作
詩
さ
れ

た
。
績
い
て

一
八
五
一
年
五
、
六
月
頃
「
若
き
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」
が
作
詩
さ
れ
た
。

後
「
ラ
イ
ン
の
黄
金
の
盗
難
」
が
作
詩
さ
れ
た
と
博
記
家
グ
ラ
ー
ゼ
ナ
ッ
。
フ
が
報
じ
て

ゐ
る
。
然
る
に
こ
の
古
諏
の
劇
化
は
大
が
A

り
で
あ
る
の
で
ワ
ー
グ
ネ
ル
は
漸
次
連
作

物
の
楽
劇
に
す
る
計
劃
を
建
て
、
一
八
五
二
年
に
は
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
死
」
に
改

〔

マ

マ

〕

訂
を
加
へ
「
神
々
の
黄
昏
」
と
銘
名
し
て
、
今
回
演
奏
す
る
最
初
の
序
奏
部
（
序
幕
）

を
附
加
し
た
。
そ
し
て
「
若
き
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」
を
同
年
改
作
し
て
輩
に
「
ジ
ー
ク

フ
リ
ー
ト
」
と
し
、

又
一
八
五
二
年
五
、
六
月
頃
に
は
「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」
を
作
詩

し
、
同
年
十
一
月
初
め
ま
で
に
最
初
の
「
ラ
イ
ン
の
黄
金
」
を
作
詩
し
て
ゐ
る
。
以
上

の
四
部
作
は
、
「
ラ
イ
ン
の
黄
金
」
「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」
「
神
々
の

黄
昏
」
の
順
序
と
し
、
一
八
五
三
年
二
月
原
稿
と
し
て
印
刷
に
附
し
た
。
そ
し
て
「
ラ

イ
ン
の
黄
金
」
は
四
部
作
の
猿
端
を
な
す
故
に
前
戯
と
な
し
「
前
夜
」
と
銘
じ
、
他
は

第
一
、
第
二
、
第
三
日
と
し
て
四
日
間
連
績
上
演
す
べ
き
理
想
を
示
し
た
。
そ
こ
で
又

こ
の
四
部
作
は
前
戯
を
含
む
三
部
作
と
も
稲
さ
れ
て
ゐ
る
。

作
曲
年
代
—
一
八
五
二
年
作
詩
の
完
了
後
着
手
さ
れ
第
一
の
「
ラ
イ
ン
の
黄
金
」
は

一
八
五
四
年
五
月
二
十
八
日
に
穂
譜
を
書
き
上
げ
て
ゐ
る
。
第
二
の

「
ワ
ル
キ
ュ
ー
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レ
」
は
一
八
五
四
年
六
月
か
ら
作
曲
に
着
手
さ
れ
、
一
八
五
六
年
四
月
の
末
に
穂
譜
を

完
成
し
て
ゐ
る
。
第
三
の
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」
は
一
八
五
六
年
九
月
二
十
二
日
か
ら

作
曲
着
手
、
次
年
は
そ
の
作
曲
に
努
力
し
、
第
二
幕
の
初
め
ま
で
完
成
し
た
が
、
そ
の

後
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ソ
ル
デ
」
及
び
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
の
平
民
歌
手
」
の
二
大

築
劇
の
作
曲
に
中
断
さ
れ
た
が
、
一
八
六
九
年
九
月
ス
イ
ス
の
湖
畔
ト
リ
ー
。
フ
シ
ェ
ン

で
完
成
し
、
翌
年
二
月
穂
譜
を
書
き
上
げ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
今
回
演
奏
す
る
「
稗
々
の

黄
昏
」
の
作
曲
は
一
八
六
九
年
十
月
に
。
フ
ラ
ン
を
得
、
一
八
七

O
I七
二
年
ま
で
作

曲
、
一
八
七
四
年
十
一
月
二
十
一
日
結
譜
を
書
き
上
げ
て
ゐ
る
。

初
演
年
代
ー
「
ラ
イ
ン
の
黄
金
」
一
八
六
九
年
九
月
二
十
六
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
宮
廷
劇

場
に
て
、
「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」
一
八
七

0
年
六
月
二
十
二
日
同
じ
劇
場
に
て
。
又
こ
の

連
作
の
全
部
の
初
演
は
一
八
七
六
年
八
月
十
三
、
十
四
、
十
六
、
十
七
日
、
ワ
ー
グ
ネ

ル
の
為
め
に
建
設
さ
れ
た
バ
イ
ロ
イ
ト
の
説
祭
劇
場
で
一
県
に
感
激
の
裡
に
催
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

作
詩
着
手
か
ら
作
曲
完
成
ま
で
質
に
二
十
五
年
を
要
し
た
の
が
こ
の
「
ニ
ー
ベ
ル
ン

ゲ
ン
の
指
環
」
の
大
作
で
あ
る
。

楽

劇

の

内

容

ラ
イ
ン
の
河
底
の
巖
上
に
貴
い
奇
蹟
の
黄
金
が
秘
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
三
人
の

水
精
の
姉
妹
が
日
夜
守
護
し
て
ゐ
る
。
彼
の
女
達
は
「
こ
の
ラ
イ
ン
の
黄
金
で
指
環
を

作
る
者
は
限
り
な
い
櫂
力
が
授
か
り
世
の
支
配
者
と
な
ら
う
。
け
れ
ど
も
そ
の
者
は
懇

愛
の
楽
し
み
を
あ
き
ら
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
歌
ふ
。
ニ
ー
ベ
ル
ン
ク
の

醜
い
小
人
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
こ
の
黄
金
を
奪
取
し
て
去
る
。
物
語
の
疲
端
は
か
く
の
如

く
、
四
部
作
は
こ
の
ラ
イ
ン
の
黄
金
を
廻
つ
て
、
紳
と
巨
人
と
英
雄
と
小
人
と
が
事
件

を
進
展
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
盗
ん
だ
黄
金
の

一
部
で
指
環
を
つ
く
る
。

大
紳
ウ
ォ

ー
タ
ン
は
奸
智
と
火
の
紳
ロ
ー
ゲ
と
共
に
地
上
に
降
つ
て
こ
れ
等
の
黄
金
を

取
戻
し
来
る
。
ア
ル
ベ
リ
ヒ
は
こ
の
指
環
に
死
の
呪
ひ
を
か
け
た
。

大
紳
の
巨
城
を
作
っ
た
巨
人
は
愛
の
女
紳
フ
レ
イ
ア
の
代
償
に
指
環
も
黄
金
も
持
去

っ
た
。
巨
人
は
こ
の
指
環
を
護
る
為
め
に
大
蛇
に
愛
身
し
よ
う
と
す
る
。
大
紳
ウ
ォ
ー

タ
ン
は
こ
の
呪
ひ
を
征
服
し
得
る
英
雄
を
生
む
可
き
人
間
を
創
造
し
や
う
と
考
へ
た
。

（
夜
、
廣
間
の
櫨
邊
に
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
は
た
ゞ
獨
り
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
不
思
議
に
も

ジ
ー
ク
リ
ン
デ
ヘ
の
愛
着
と
明
日
の
闘
季
の
際
の
剣
と
を
考
へ
て
ゐ
る
）

一
音
楽
は
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
2

)

の
リ
ヅ
ム
が
テ
イ
ム
。
ハ
ー
ニ
と

ホ
ル
ン
で
奏
さ
れ
、
剣
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
1

)

が
先
づ
低
い
ト
ラ
ム
ペ
ー
ト
で
奏

さ
れ
、
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
の
獨
詠
が
始
ま
る
。
ー

「
非
常
の
際
に
、
父
は
一
振
の
剣
を
約
束
し
た
。

武
器
を
侃
び
ず
に
、
か
た
き
の
家
に
落
込
ん
で
ゐ
る
。
…
…
そ
こ
で
喜
し
い
け
だ
か

い
女
を
見
た
。

心
は
惹
き
つ
け
ら
れ
る
。
…
…
」

愛
と
憤
怒
を
歌
ひ
つ
ゞ
け
ら
れ
る
間
に
愛
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
4

)

が
最
初
に
出

る
。
剣
は
い
づ
こ
と
歌
ふ
時
（
楽
譜
5

)

が
出
る
。
や
が

て
ア
ッ
シ
ュ
の
大
樹
の
幹
に

ぎ
フ
ぎ
フ
光
る
剣
を
猿
見
す
る
。
剣
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
1

)

は
盛
に
奏
さ
れ
る
。

櫨
の
火
は
消
え
た
。
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
氣
の
遠
く
な
る
飲
物
を
飲
ま
せ
て
ジ
ー
ク
リ
ン

デ
は
や
っ
て
来
る
。
二

人
の
會
話
は
始
ま
る
。
以
下
二
重
唱
（
主
と
し
て
封
話
的
で
あ

る
が
）
は
有
名
な
場
面
で
あ
る
。

「
お
客
人
9
•

お
や
す
み
？
」

「
誰
だ
、
忍
ん
で
来
た
の
は
？
」
…
…
に
始
ま
る
。
無
双
の
勇
士
に
し
て
始
め
て
引
抜

き
得
る
剣
の
話
を
ジ
ー
ク
リ
ン
デ
が
す
る
。
扉
が
自
然
に
開
き
春
の
夜
の
月
光
が
流
れ

込
む
。
有
名
な
春
の
歌
は
こ
A

で
始
ま
る
ー
（
楽
譜
8

)

冬
の
嵐
は
去
つ
て
歓
喜
の
月
が
入
っ
て
来
る
。

(

1

)

 

第

一

幕

第

三

場

ジ

ー

ク

ム

ン

ト

の

獨

詠

と

ジ
ー
ク
リ
ン
デ
と
の
重
唱

大
肺
ウ
ォ
ー
タ
ン
は
九
人
の
女
戦
士
逹
と
地
上
に
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
と
ジ
ー
ク
リ
ン
デ
の
男
女
の
子

供
を
作
っ
た
。
し
か
し
ジ
ー
ク
リ
ン
デ
は
不
幸
に
も
荒
男
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
妻
に
さ
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
第
一
幕
は
こ
の
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
住
家
の
場
面
で
あ
る
。
旅
人
と
し
て
知
ら
ず
に
こ
の
家
に
た

ど
り
つ
い
た
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
は
仇
敵
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
明
日
の
決
闘
を
約
束
す
る
。

「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」

か
く
し
て
「
ラ
イ
ン
の
黄
金
」
は
終
る。
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軟
か
な
光
の
う
ち
に
春
は
輝
く
…
…

ジ
ー
ク
ム
ン
ド
の
愛
の
歌
に
答
へ
て
、
ジ
ー
ク
リ
ン
デ
も
「
そ
な
た
は
春
よ
、
寒
さ
き

び
し
き
冬
に
憧
れ
し
春
」
と
愛
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
4

)

を
歌
ふ
。
ジ
ー
ク
ム
ン
ド

は
剣
を
引
抜
き
驚
喜
の
裡
に
二
人
は
月
光
の
中
を
森
に
隠
れ
去
つ
て
行
く
。

第
二
幕
。
ウ
ォ
ー
タ
ン
の
命
で
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
達
が
戦
備
を
な
し
、
二
人
の
罪
を
断
じ
ゃ
う
と
し

て
ゐ
る
。
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
彼
等
二
人
を
追
ふ
。
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
一
人
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
が
ウ
ォ

ー
タ
ン
の
意
に
そ
む
い
て
ジ
ー
ク
ム
ン
ド
に
加
勢
し
た
が
ウ
ォ
ー
タ
ン
の
槍
は
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
闘

ふ
ジ
ー
ク
ム
ン
ド
の
剣
を
打
落
し
、
ジ
ー
ク
ム
ン
ド
は
そ
の
場
に
刺
さ
れ
て
死
ぬ
が
、
フ
ン
デ
ィ
ン

グ
も
亦
ウ
ォ
ー
タ
ン
の
侮
蔑
の
言
葉
に
倒
れ
て
仕
舞
ふ
。
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
は
ジ
ー
ク
リ
ン
デ
を
助

け
、
ジ
ー
ク
ム
ン
ド
の
剣
の
折
れ
た
の
を
拾
つ
て
逃
げ
る
。
ウ
ォ
ー
タ
ン
は
彼
等
の
後
を
追
つ
て
行

く
。
第
三
幕
も
雷
雨
の
中
に
始
ま
り
、
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
逹
は
天
馬
を
馳
せ
て
ゐ
る
。
そ
こ
ヘ
ブ
リ
ュ

ン
ヒ
ル
デ
と
ジ
ー
ク
リ
ン
デ
が
や
つ
て
来
る
。
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
達
は
ジ
ー
ク
リ
ン
デ
を
大
蛇
と
な
っ

て
ラ
イ
ン
の
黄
金
を
護
つ
て
ゐ
る
巨
人
の
棲
む
森
へ
連
れ
て
行
っ
て
保
護
す
る
事
に
決
定
し
、
英
雄

ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
母
と
な
る
事
を
告
げ
剣
の
折
れ
を
渡
す
の
で
あ
る
。

ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
が
た
だ
一
人
ゐ
る
慮
ヘ
ウ
ォ
ー
タ
ン
が
た
ど
り
つ
き
、
罰
と
し
て
彼
の
女
の
肺

性
を
奪
ひ
山
頂
に
永
遠
の
眠
り
に
陥
ら
せ
、
最
初
に
彼
の
女
を
覺
醒
さ
せ
た
人
間
の
所
有
に
饉
す
る

事
を
申
渡
す
。
プ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
も
亦
大
誹
ウ
ォ
ー
タ
ン
の
希
望
す
る
英
雄
の
出
現
を
豫
言
し
て
眠

り
に
つ
く
。

昔
楽
は
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
1

0

)

や
眠
り
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜

1

1

)

を
奏
す
る
中
に
ウ
ォ
ー
タ
ン
の
獨
唱
が
あ
る
。

1

さ
ら
ば
、
わ
が
立
派
な
子
よ
、

わ
が
心
の
貴
い
誇
で
あ
る
汝

さ
ら
ば
、
さ
ら
ば
、
さ
ら
ば
ー

〔

マ

マ

〕

深
い
感
動
を
以
て
膝
ま
づ
き
、
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
を
抱
き
起
し
て
見
入
る
。
そ
し
て
永

遠
の
告
別
を
な
す
時
魔
の
火
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
1

2

)

が
奏
し
出
さ
れ
、
又
ジ
ー
ク

フ
リ
ー
ト
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
1
3
)

が
出
る
。
眠
り
の
モ
テ
ィ
ー
フ
、
運
命
の
モ
テ

ィ
ー
フ
（
楽
譜
1
6
)

等
主
題
の
出
現
多
く
、
槍
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
3

)

の
再
現
と

共
に
ウ
ォ
ー
タ
ン
は
火
の
紳
ロ
ー
ゲ
に
命
じ
魔
の
火
を
燃
上
ら
せ
る
。

燃
え
上
り
来
い
、
ゆ
ら
め
く
烙
よ

(

2

)

 

第
三
幕
•
第
三
場
ウ
ォ
ー
タ
ン
の
告
別
と
魔
の
火

燃
え
立
ち
て
わ
が
為
め
に
こ
の
岩
を
饒
り
燃
え
上
れ

ロ
ー
ゲ
よ
、
ロ
ー
ゲ
よ
此
の
方
へ
！

焙
は
ウ
ォ
ー
タ
ン
を
包
む
、
ウ
ォ
ー
タ
ン
は
槍
を
ふ
る
つ
て

わ
が
槍
先
に
怖
れ
る
も
の
は

こ
の
火
焔
を
渡
り
越
す
も
の
で
は
な
い
！

ウ
ォ
ー
タ
ン
は
火
焔
を
分
け
て
悠
然
と
去
り
て
幕
。

次
の
榮
劇
は
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」
で
あ
る
。
ジ
ー
ク
リ
ン
デ
は
英
雄
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
を
生
ん

で
直
ぐ
死
ん
だ
の
で
こ
れ
を
小
人
ミ
メ
が
森
の
中
で
育
て
る
。
怖
れ
を
知
ら
ぬ
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は

母
の
残
し
た
剣
の
折
れ
を
鍛
え
な
ほ
し
た
。
そ
し
て
そ
の
剣
を
以
て
大
蛇
フ
ァ
フ
ナ
ー
を
退
治
し
て

呪
の
か
A

つ
た
指
環
を
得
る
。
鳥
の
美
し
い
言
葉
に
従
っ
て
ブ
リ
ュ
ン

ヒ
ル
デ
の
眠
れ
る
虞
へ
導
か

れ
て
行
く
。
ウ
ォ
ー
タ
ン
は
誹
々

の
終
り
が
近
づ
い
た
事
を
悟
つ
て
淋
し
く
感
じ
て
ゐ
る
虞
ヘ
ジ
ー

ク
フ
リ
ー
ト
が
来
る
。
魔
の
火
を
渡
つ
て
行
か
う
と
す
る
彼
を
ウ
ォ
ー
タ
ン
は
槍
を
以
て
阻
ん
だ
が

一
撃
の
も
と
に
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
剣
で
折
ら
れ
て
仕
舞
ふ
。
英
雄
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
眠
れ
る
ブ

リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
に
接
吻
す
る
。
永
い
眠
り
か
ら
覺
醒
し
た
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
と
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は

愛
し
合
ふ
。
指
環
の
呪
ひ
は
又
も
作
用
し
て
、
悲
劇
は
更
に
新
し
く
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

「
神
々
の
黄
昏
」

序
奏
部
（
序
幕
）
と
三
幕
か
ら
な
る
。
今
回
の
演
奏
は
序
奏
部
の
大
部
分
と
第
一
幕

の
ハ
ー
ゲ
ン
の
歌
及
第
三
幕
、
第
二
場
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
死
の
場
面
と
第
三
場
幕

切
れ
全
部
で
あ
る
。

序
幕
、
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
岩
山
。
静
か
な
寂
し
い
夜
。
三
人
の
運
命
の
女
神
ノ
ル
ン

は
運
命
の
綱
を
織
り
乍
ら
物
語
る
。
運
命
の
女
稗
の

モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
2
1
)

三
人
の

母
智
慧
の
女
稗
エ
ル
ダ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
2

2

)

運
命
の

モ
テ
ィ
ー
フ
（
楽
譜
1
6
)

等
が
奏
さ
れ
る
間
に
静
か
に
幕
が
開
く
。
第
一
の
ノ
ル
ン
は
歌
ふ
ー
ア
ッ
シ

ュ
の
大
樹

の
物
語
り
、
そ
の
枝
で
ウ
ォ
ー
タ
ン
が
槍
の
柄
を
つ
く
っ
た
事
そ
の
根
よ
り
湧
く
智
慧

の
泉
が
涸
れ
て
、
大
樹
も
亦
枯
れ
た
と
云
ふ
話
を
。
そ
し
て
織
れ
る
綱
を
第
二
の
ノ

ル

ン
に
投
げ
渡
す
。
第
二
の
ノ
ル
ン
は
歌
ふ
ー
大
腑
な
一
人
の
英
雄
は

こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ン

の
槍
を
打
ち
折
っ
た
こ
と
。
そ
こ
で
大
紳
は
ワ
ル
ハ
ル
の
宮
殿
の
勇
士
達
に
大
樹
を
き

り
倒
さ
せ
た
と
云
ふ
事
を
。
運
命
の
綱
は
第
三
の
ノ
ル

ン
に
渡
る
。
第
三
の
ノ
ル
ン
は

歌
ふ
—
巨
人
の
築
い
た
城
に
は
大
樹
は
薪
と
な
っ
て
堆
み
重
ね
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に

火
で
も
つ
い
た
な
ら
、
永
遠
に
紳
々
の
終
焉
が
来
る
の
で
あ
る
と
豫
言
的
に
物
語
る
。
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尚
も
三
人
は
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
や
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
の
運
命
を
歌
ひ
つ
A

、
運
命
の
綱

は
各
人
に
渡
り
廻
つ
て
紡
で
ゐ
る
。
や
が
て
三
人
の
ノ
ル
ン
は
「
断
れ
た
、
断
れ
た
」

と
叫
び
、
智
慧
の
世
の
終
り
を
告
げ
、
「
母
の
所
へ
！
下
へ
行
か
う
」
言
っ
て
去
る
。

夜
は
明
け
た
。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
と
妻
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
は
出
て
来
る
。
彼
は
ラ
イ

ン
の
指
環
を
愛
の
し
る
し
に
と
妻
に
興
へ
る
。
妻
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
は
愛
馬
—
ワ
ル
キ

〔

マ

マ

〕

ュ
ー
レ
と
し
て
且
つ
て
天
馳
せ
た
愛
馬
を
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
に
輿
へ
る
。
彼
は
馬
に
跨

り
、
谷
間
に
馳
せ
下
つ
て
ラ
イ
ン
ヘ
と
急
ぐ
。
ホ
ル
ン
の
響
が
き
こ
え
る
。
そ
し
て
急

速
調
の
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
ラ
イ
ン
騎
行
」
が
始
ま
る
。
序
幕
は
終
る
。

こ
の
序
幕
で
は
「
ノ
ル
ン
」
（
楽
譜
2

3

)

「
ワ
ル
ハ
ル
」
(

7

)

「
槍
」
(

3

)

「
神
々
の

黄
昏
」
(

2

1

)

「
ロ
ー
ゲ
」
(

1

9

)

「
英
雄
」
(

6

)

「
剣
」
(

1

)

等
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
現

は
れ
る
。

第
一
幕
で
は
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
が
ラ
イ
ン
河
畔
ギ
ー
ビ
フ
ン
ゲ
ン
城
を
訪
ね
る
。
ハ
ー
ゲ
ン
と
グ

ン
タ
ー
の
義
兄
弟
が
住
ん
で
ゐ
て
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
に
魔
酒
を
飲
ま
せ
て
妻
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
を

も
忘
れ
さ
せ
た
。
グ
ン
タ
ー
は
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
を
妻
に
し
た
い
と
云
ふ
希
望
を
容
れ
て
、
ジ
ー
ク

フ
リ
ー
ト
は
グ
ン
タ
ー
を
船
に
の
せ
て
ラ
イ
ン
河
を
舟
行
す
る
。

「
ハ
ー
ゲ
ン
の
守
り
」
の
歌
は
こ
A

で
歌
は
れ
る
。
「
ハ
ー
ゲ
ン
の
モ
テ
ィ
ー
フ
」
(

3

5

)

と
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
ホ
ル
ン
」
(

2

9

)

が
醤
き
、
舟
を
見
送
り
乍
ら
、
ラ
イ
ン
の
畔

ギ
ー
ビ
フ
ン
ゲ
ン
城
を
守
る
歌
を
歌
ふ
。

此
慮
に
俺
は
腰
を
か
け
て
見
張
つ
て
ゐ
る

こ
の
屋
敷
を
番
し
て
ゐ
る
。

敵
か
ら
こ
の
廣
間
を
守
護
し
て
ゐ
る
。

ギ
ー
ビ
ヒ
王
の
息
子
を
ば
風
は
吹
き
送
つ
て
、
嫁
を
要
り
に
行
っ
て
ゐ
る
。

呪
ひ
は
依
然
と
し
て
悲
し
い
運
命
を
展
開
し
、
狩
の
催
の
酒
宴
の
席
で
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
背
部

の
弱
部
を
ハ
ー
ゲ
ン
の
槍
に
刺
れ
て
倒
れ
る
。
倒
れ
た
彼
は
正
し
い
意
識
に
立
鱚
っ
た
の
で
ブ
リ
ュ

ン
ヒ
ル
デ
に
射
す
る
愛
を
歌
つ
て
紹
命
し
た
。

「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
葬
送
楽
曲
」
（
第
三
幕
第
二
場
）
は
こ
A

で
始
ま
る
。
葬
送
曲

と
し
て
は
英
雄
の
最
後
を
悼
む
に
ふ
さ
は
し
い
、
荘
重
さ
を
表
現
す
る
。
既
に
夜
。
男

供
は
死
閥
を
屏
き
上
げ
、
葬
列
を
な
し
て
岩
山
の
上
を
行
く
。
霧
が
ラ
イ
ン
の
河
か
ら

湧
き
立
つ
て
月
は
雲
間
か
ら
輝
く
。
霧
が
舞
豪
を
と
ざ
す
と
ギ
ー
ビ
フ
ン
ゲ
ン
城
の
廣

長

幅大栗兎黒井

學

校

乗

杉

嘉

指

揮

者

ク

ラ

ウ

ス

・。フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

海

軍

々

築

隊

榮

長

内

藤

清

五

開
係
管
絃
楽
部
員

ロ
ベ
ル
ト
・

ボ
ラ
ッ
ク

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

上

武

雄

澤

良

輝

束

龍

夫

原

大

治

岡

運

英

井

巖

壽

間
の
場
面
と
な
る
。

「
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
の
終
唱
」
ー
さ
て
も
永
い
物
語
り
の
終
末
は
来
た
。
大
詰
の
場
面

は
ラ
イ
ン
河
畔
に
於
け
る
英
雄
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
火
葬
と
彼
の
女
の
歌
で
あ
る
。

〔

マ

マ

〕

「
薪
を
し
つ
か
り
と
、
あ
の
ラ
イ
ン
の
岸
の
所
に
堆
上
げ
て
呉
れ
！
さ
か
ん
に
明

る
く
、
火
は
燃
え
て
、
い
と
も
け
だ
か
い
勇
士
の
立
派
な
か
ら
だ
を
燒
か
ね
ば
な
ら

ぬ
…
…
」

歌
は
つ
ゞ
く
。
愛
馬
も
ひ
い
て
来
ら
せ
る
。
我
が
夫
、
無
双
の
勇
士
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト

の
讃
美
を
歌
ひ
つ
ゞ
け
る
。

「
怖
ろ
し
い
指
環
は
こ
の
身
が
握
る
。
そ
し
て
又
今
に
手
放
す
で
あ
ら
う
。
ラ
イ
ン
の

河
の
娘
達
よ
。
汝
等
の
箋
め
る
も
の
は
、
此
身
が
灰
と
な
つ
て
か
ら
取
る
が
い
A

0

こ
の
身
を
燒
く
火
に
よ
っ
て
、
指
環
の
呪
ひ
も
浮
め
ら
れ
や
う
…
…
」

薪
に
火
が
投
ぜ
ら
れ
、
烙
は
燃
え
あ
が
る
。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
火
葬
さ
れ
る
。
や

が
て
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
も
愛
馬
と
共
に
焙
の
中
に
馳
せ
入
る
。
あ
た
り
は
一
面
の
火
の

海
と
化
し
て
行
く
が
、
不
思
議
に
も
ラ
イ
ン
の
水
は
増
し
て
来
て
す
べ
て
を
水
中
に
吸

ひ
入
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
の
娘
は
指
環
を
高
く
さ
A

げ
て
喜
ぶ
間
に
火
焔
は

雲
間
に
移
つ
て
や
が
て
ワ
ル
ハ
ル
の
居
城
に
燃
え
上
つ
て
行
く
の
が
見
え
る
。
神
々
の

黄
昏
で
あ
る
。
焔
が
ワ
ル
ハ
ル
を
全
く
つ
A

ん
だ
時
幕
が
下
り
る
の
で
あ
る
。

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

西

川

満

枝

桂

平

太

松

浦

き

み

よ

岡

見

温

彦

清

水

万

紗

子

輻

井

直

弘

田

中

富

貴

子

多

久

興

岩

崎

吉

三

ll

上

淳

＇
ー
／蜂

谷

龍
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序
曲

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
（
海

）

金

野

安

蔵

バ
ス

フ
ア
ゴ
ッ
ト
(
”
)
片
山

頴

太

郎

金

子

登

（

海

）

藤

井

武

ホ

ル

ンh
‘w

)

尾

形

良

治

永

田

睛

（

海

）

簗

田

甚

市

(

”

)

鹿

倉

丑

松

ル
ト
ウ
ー
バ
(
”
)
高
橋
澤
五
郎

ホ
ル
ン
・
ワ
グ
ネ

（
＂
）
本
外

次

郎

(

”

)

尾

形

幸

男

(
”
)
伊

藤

清

ト
ラ
ン
ペ
ー
ト
(
”
)
海

上

學

(

”

)

厚

木

錬

一

昭
和
十
二
年
二
月
二
十
七
日
第
八
十
二
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
二
年
二
月
二
十
七
日
（
土
曜
日
）
｛
竺
鱈
豆
麟
”
”

會
場
日
比
谷
公
會
堂

音

楽

演

奏

曲

目

ー
．
管
絃
楽
「
小
組
曲
」
作
品
二
番

…
…
…
…
…
…
…
安

間
奏
曲
ー
ス
ケ
ル
ツ
オ

（
本
邦
初

演）

行
進
曲

（

海

）

堀

本

賢

夫

バ
ス
ト
ラ
ン
ペ
ー
ト

（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）
（
”
)
岸
川
鯖
雄

ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
(
”
)
小
田
桐
芳
雄

(

”

)

矢

野

昌

夫

(
”
)
後

藤

文

也

(
”
)
洞
口

賢

一

ト

ウ

ー

バ

(

”

)

櫛

山

義

孝

テ
イ
ン
パ
ー
ニ
(
”

)

白

紳

次

二

西

川

濶

一

グ
ロ
謬
《
ー
ル
（
海
）
太

田

弘

小

太

鼓

(

”

)

緑

川

清

ト

リ

ア

ン

グ

ル

鈴

木

正

三

遠

藤

宏

〔原
資
料
横
組
〕

I
I
．
管
絃
楽
の
為
め
の
古
諏
曲

「
黄
泉
の
白
鳥
」
作
品
二
二
番
の
第
三
…
…
…
…
…
ジ
ャ
ン
・
シ
ベ
リ
ウ
ス

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ン
獨
奏

解

東
京
一
音
楽
學
校

説

原

功

男

部

幸

明
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III. 

II. 
「 m 

第
七
交
響
曲
・
ホ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
レ
ル

ア
ダ
ー
ヂ
オ
—
ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
フ
ォ
コ

夜
曲
こ
I

レ
グ
ロ
・
モ
デ
ラ
ー
ト

幻
影
の
如
く
に
こ
流
動
的
に
し
か
も
急
が
ず
に

夜
曲
こ
I

ン
ダ
ン
テ
・
ア
モ
ロ
ー
ゾ

終
曲
ロ
ン
ド
こ
I

レ
グ
ロ
・
オ
ル
デ
ナ
リ
オ

（
本
邦
初
演
）

指

揮

管

絃

楽

P
R
O
G
R
A
M
M
 

K
l
ei
n
e
 S
ui
t

e
 flir 
O
r
c
h
e
st

e
r
,
 O

p
.
 

2
………•…

••Kome

i 

A
b
e
 

E
nt

rat
a
 Int

e
r
m
e
z
z
o
|
S
c
h
e
r
z
o
 M
a
r
ci
a
 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

D
e
r
 S
c
h
w
a
n
 
v
o
n
 Tuonela

………………•••J

ean 

Si
b
e
li
u
s
 

L
e
g
e
n
d
e
 fli
r
 O
r
c
h
e
st
er
,
0
p
.
 

2
2
,N
r.
 

3
 

E
n
g
l
i
s
c
h
e
s
 H
o
r
n
 S
o
l
o
 
I
s
a
o
 
H
a
r
a
 

ー

(
P
a
u
s
e
)
|

Si
e
b
e
nt

e
 S
y
m
p
h
o
ni
e
 i
n
 e
,
m
o
l
l
…

…

…

…

G
u
st

a
v
 

A
d
agi
o
|
A
l
l
eg
ro 
c
o
n
 f
u
o
c
o
 

N
a
c
ht
m
u
s
i
k
.
 
A
l
l
e
g
ro 
m
o
d
e
r
at
o
 

S
c
h
at

t

e
n
h
af
t
.
 

F
l
i
e
s
s
e
n
d
,
 ab

e
r
 ni
c
ht

 

schnell 

N
a
c
ht
m
u
s
i
k
.
 
A
n
d
a
nt
e
 a
m
o
r
o
s
o
 

R
o
n
d
o
 F
i

n
a
l
e
.
 Al

l
e
g
r
o
 
o
r
di
n
a
ri
o
 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

L
ei
t

u
n
g
:
 

K
l
a
u
s
 P
ri
n
g
s
h
ei
m
 

O
r
c
h
e
st

er 
d
e
r
 k
ai
serli
c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

ー

（

休

憩

）

ー

M
a
h
l
e
r
 

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

〔
原
資
料
横
組
〕

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

3
 

2

イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ

ー

エ
ン
ト
ラ
ー
タ
（
前
奏
曲
）

安

部

幸

明

作

小

組

小
組
曲
は
一
昨
年
(
-
九
三
五
年
）
の
春
作
曲
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
昨
年
春
。
フ
リ

ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
師
の
指
揮
で
、
上
海
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
園
が
初
演
し
た
。

曲
は
短
い
四
つ
の
楽
章
エ
ン
ト
ラ
ー
タ
、
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
、
マ

ル
チ
ア
よ
り
成
る
。
そ
し
て
調
子
は
各
章
と
も
イ
短
調
で
あ
る
。

使
用
楽
器
は
絃
楽
の
他
に
、
フ
リ
ュ
ー
ト
ニ
、
ピ
ッ
コ
ロ
一
（
三
番
フ
リ
ュ
ー
ト

に
）
、
オ
ー
ボ
ー
ニ
（
一
本
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
に
）
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ニ
、
バ

ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
一
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
ニ
（
一
本
は
コ
ン
ト
ラ
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
に
）
、
ホ
ル

ン
四
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ニ
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
三
、
バ
ス
ト
ゥ
ー
バ
一
、
グ
ロ
ッ
ケ
ン
シ

ュ
ピ
ー
ル
、
ク
シ
ロ
フ
ォ
ー
ン
及
び
打
楽
器
並
に
ハ
ー
。
フ
で
あ
る
。

ア
ン
ダ
ン
テ
・
マ
エ
ス
ト
ー
ソ
、
四
分
の
四
拍
子
で
先
づ
金
蜀
管
の
合
奏
に
よ
る
短

い
序
奏
の
後
（
楽
譜
1

)

、
ア
レ
グ
ロ
・
モ
デ
ラ
ー
ト
四
分
の
二
拍
子
と
な
り
、
フ
リ

ュ
ー
ト
の
伴
奏
に
乗
っ
て
、
八
小
節
の
主
題
が
(

2

)

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
並
に
、
フ
ァ
ゴ

ッ
ト
腸
の
楽
器
に
よ
っ
て
、
四
墜
に
そ
し
て
厳
格
に
、
フ
ガ
ー
ト

(
F
ug
at
o

)

さ
れ

る
。
こ
れ
が
終
る
と
短
い
ス
ト
レ
ッ
ト

(

S

t

ret
t
o

)

の
後
、
序
奏
の
主
題
が
現
は
れ

て
、
こ
の
楽
章
を
閉
じ
る
。

（
間
奏
曲
）

ア
ン
ダ
ン
テ
・
ア
ッ
サ
イ
、
四
分
の
四
拍
子
で
あ
る
。
主
題
は
常
に
最
低
昔
に
有
つ

て
、
他
の
竪
部
は
こ
れ
に
封
位
的
に
動
く
。

a
.
b
.
a
な
る
小
三
部
形
式

(
3
a
.

b

)

で
あ
っ
て
、
弱
昔
に
始
ま
り
強
―H日
に
至
り
直
に
ス
ケ
ル
ツ
ォ
に
入
る
。

ス
ケ
ル
ツ
ォ

ア
レ
グ
ロ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
、
四
分
の
三
拍
子
、
先
づ
絃
楽
器
に
出
現
す
る
主
題

(

4

)

が
、
色
々
の
楽
器
群
に
移
り
な
が
ら
、
痰
展
さ
れ
て
行
く
。
ト
リ
オ
(

5

)

は、

幾
分
遅
い
テ
ン
ボ
で
、
二
回
出
て
来
る
が
、
二
度
目
は
非
常
に
短
く
、
少
し
く
愛
化
さ

曲

z
u
 T
o
ki
o
 

451 第 1章 昭和 2年～12年 (1927~1937)



「
黄
泉
の

れ
て
居
る
。
そ
し
て
直
に
コ
ー
ダ
に
入
る
。

ア
レ
グ
ロ
、
四
分
の
二
拍
子
、
早
目
の
行
進
曲
で
あ
っ
て
、
複
合
三
部
形
式
で
あ

り
、
第
一
、
第
二
、
第
三
の
三
つ
の
部
分
に
分
け
得
る
。
第
一
部
は
小
三
部
形
式
（

a

.
b
.
a
)
で
、
ピ
ッ
コ
ロ
に
始
ま
る

a
の
主
題
と
、

全
合
奏
に
よ
る

b
の
主
題
と
、

オ
ー
ボ
ー
、
ク
シ
ロ
フ
ォ
ー
ン
に
よ
る

a
の
主
題
よ
り
な
る
。

(
6
a
.
b
)

第
二
部
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
フ
リ
ュ
ー
ト
に
て
奏
さ
れ
る
主
題
(

7

)

よ
り
疲
展
さ

れ、

第
三
部
は
第

一
部
と
殆
ん
ど
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
コ
ー
ダ
ー
に
入
り
、
そ
し

て

漸

次

弱

く

な

っ

て

終

る

と

も

な

く

終

る

。

（

作

曲

者

解

説

）

ジ
ャ
ン
・
シ
ベ
リ
ウ
ス
作

白
鳥
」

ジ
ャ
ン
・
シ
ベ
リ
ウ
ス
(
-
八
六
五
—
)
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
生
ん
だ
最
大
の
作

曲
家
で
あ
り
、
彼
の
幾
多
の
傑
作
が
諸
外
園
で
も
常
に
演
奏
さ
れ
る
。
獨
澳
に
遊
學
し

た
そ
の
影
醤
は
認
め
ら
れ
る
が
、
夙
に
北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
國
民
―音
楽
の
確
立
に
努
力

し
て
来
た
。
こ
の
交
響
楽
詩
「
黄
泉
の
白
鳥
」

も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
古
靡

「
カ
レ
バ

ラ
」
中
の
物
語
に
題
材
を
得
て
ゐ
る
。
作
の
年
代
は
一
八
九
三
年
で
あ
っ
て
、
初
演
後

直
に
有
名
に
な
っ
た
曲
で
あ
る
。

楽
曲
の
詩
的
内
容
ー
~
原
名
は
T
u
o
n
e
l
a
n
J

o
ut
sen
と
云
ふ
。
ト
ウ
オ
ネ
ラ
は
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
古
諏
の
黄
泉
の
國
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
大
き
な
洞
窟
が
あ
っ
て
、
死

者
が
そ
れ
に
達
す
る
ま
で
に
は
九
海
一
河
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
太
陽
の
光
は
な
く
、

霧
は
深
い
。
黒
い
波
の
う
ね

つ
て
ゐ
る
黄
泉
の
河
に
は

一
花
の
紳
聖
な
白
鳥
が
悲
し
げ

に
ま
た
厳
か
に
な
き
わ
た
る
（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ン
獨
奏
、
楽
譜
1
参
照
。
）
無
限

の
寂
莫
と
陰
鬱
と
は
絃
の
音
で
巧
み
に
美
し
く
描
か
れ
、
亡
き
魂
は
悲
し
み
、
白
鳥
は

更
に
な
き
わ
た
る
。

グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
レ
ル
作

第

七

交

響

曲

マ
ー
レ
ル
(
-
八
六
0
-
―
九
―
-
)
作
交
響
曲
は
既
に
本
校
定
期
演
奏
會
に
て
第

4
．

行

進

曲

二
、
第
一
―
-
、
第
五
、
第
六
交
響
曲
を
演
奏
し
た
。

作
曲
様
式
及
作
曲
年
代
1

第
七
交
響
曲
は
第
五
、
第
六
と
そ
の
様
式
に
於
て
類
似

を
な
し
、
純
器
楽
の
交
響
曲
で
あ
る
。
初
期
の
交
響
曲
は
そ
の
楽
想
を
「
子
供
の
魔

笛
」
か
ら
得
て
連
作
を
し
て
来
た
が
、
第
五
以
後
の
中
期
の
作
は
純
昔
楽
の
様
式
で
書

〔

マ

マ

〕

か
れ
て
ゐ
る
。
も
し
楽
曲
に
銘
名
し
得
る
と
す
れ
ば
第
六
交
響
曲
の
「
悲
牡
」
に
封
し

こ
の
第
七
交
響
曲
は
「
浪
漫
的
」
と
評
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
こ
の
曲
に
は
何
等

の
詩
的
表
現
を
し
た
標
題
楽
的
意
味
を
猿
見
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
中
間
の
三
榮
章
が

夜
曲
と
題
さ
れ
た
以
外
に
作
曲
者
の
つ
け
た
標
題
は
な
い
。

こ
の
交
響
曲
の
形
式
は
五
楽
章
か
ら
成
立
す
る
が
、
三
部
に
分
け
て
考
へ
ら
れ
る
。

第
一
部
~
第
一
楽
章
（
ソ
ナ
ー
タ
形
式
）

第
二
郎
{
[
口
[
i
l
影
:
[
く
に
）

第
四
楽
章
（
夜
曲
）

第
一
ー
一
部
~
第
五
楽
章
（
ロ
ン
ド
形
式
）

作
の
年
代
は
一
九

0
四
年
作
曲
に
着
手
さ
れ
、
一
九

0
八
年
に
出
版
さ
れ
た
。
初
演
は

同
年
。フ
ラ
ー
ハ
市
で
行
は
る
。
他
の
交
聾
曲
に
比
し
て
此
曲
の
演
奏
は
稀
で
あ
る
と
云

は
れ
て
ゐ
る
。

第
一
楽
章
（
ホ
短
調
、
ソ
ナ
ー
タ
形
式
）

最
初
に
相
嘗
長
い
導
入
楽
節
（
最
緩
徐
調
）
が
奏
さ
れ
て
、
や
が
て
主
要
部
の
巨
大

な
熱
情
的
な
急
速
調
に
入
る
の
で
あ
る
。
先
づ
導
入
楽
節
は
葬
送
曲
風
な
リ
ズ
ム
で
始

ま
り
、
テ
ノ
ー
ル
ホ
ル
ン
が
こ
の
楽
節
の
主
題
を
奏
す
る
と
、
木
管
と
ト
ラ
ム
ペ
ー
ト

が
そ
れ
を
う
け
る
（
参
照
楽
譜
1

)

。
そ
し
て
又
第
二
の
新
し
い
主
題
が
木
管
と
絃
と

で
奏
さ
れ
(

2

)

、
次
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
第
三
の
主
題
(

3

)

を
奏
し
、
提
示
部
の
主

要
楽
節
の
主
題
を
暗
示
し
て
第
一
楽
章
の
本
橙
急
速
調
（
ア
ラ
・
ブ
レ
ヴ
ェ
拍
節
）
に

入
る
の
で
あ
る
(

4

)

。
副
楽
節
は
絃
の
情
緒
的
な
美
し
い
主
題
（
5
）
に
始
ま
り
、
ホ

ル
ン
が
半
昔
階
的
に
助
奏
を
す
る
。
提
示
部
の
終
句
は
ト
ラ
ム
ペ
ー
ト
と
ホ
ル
ン
で
カ

強
く
奏
さ
れ
(

6

)

、
漿
展
部
に
移
つ
て
行
く
。
以
上
の
構
成
主
題
を
基
礎
と
し
、
作
曲

者
の
楽
想
は
純
粋
交
響
曲
の
自
由
な
展
開
を
な
し
、
や
が
て
提
示
部
の
反
覆
を
な
し
て

此
楽
章
を
終
る。
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第
二
楽
章
夜
曲
（
ハ
長
調
、
四
分
の
四
拍
子
）

マ
ー
レ
ル
は
此
楽
章
で
再
び
初
期
の
作
「
子
供
の
魔
笛
」
を
回
想
し
て
ゐ
る
。
即
行

進
曲
風
兵
士
の
歌
が
と
り
い
れ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
章
の
形
式
は
ロ
ン

ド
風
と
言
へ
る
。
先
づ
夜
の
シ
グ
ナ
ル
を
思
は
せ
る
ホ
ル
ン
の
年
日
は
、
第
六
交
響
曲
で

よ
く
使
用
し
た
長
短
雨
調
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
よ
っ
て
吹
奏
さ
れ
、
主
要
主
題
が
最
強
昔

の
静
ま
る
と
共
に
行
進
曲
風
に
奏
さ
れ
る
(

1

)

。
こ
の
主
題
に
封
應
し
て
低
昔
で
副
主

題
が
奏
さ
れ
(

2

)

、
そ
の
間
可
愛
ら
し
い
行
進
曲
風
リ
ヅ
ム
(

3

)

が
子
供
ぽ
い
元
氣
を

つ
け
て
く
れ
る
。
曲
は
第
一
の
ト
リ
オ
（
愛
イ
長
調
）
に
移
り
、
チ
ェ
ロ
が
そ
の
民
謡

調
の
主
題
を
歌
謡
形
式
で
奏
す
る
(

4

)

。
や
が
て
最
初
の
ホ
ル
ン
の
呼
應
が
静
か
に
奏

さ
れ
て
主
要
部
の
反
覆
が
あ
っ
た
後
、
第
ニ
ト
リ
オ
に
移
る
(

5

)

。
主
要
部
は
再
度
反

覆
さ
れ
終
楽
句
（
S
e
h
r

g
e
m
e
s
s
e
n

以
後
）
を
以
て
こ
の
第
一
の
夜
曲
は
静
か
に
鐘

の
音
で
終
る
の
で
あ
る
。

第
一
二
楽
章
、
幻
影
の
如
く
に
（
二
短
調
、
四
分
の
三
拍
子
）

流
動
的
に
し
か
も
急
が
ず
に
幻
影
の
如
く
に
奏
さ
れ
る
。
形
式
は
ス
ケ
ル
ツ
ォ
。
こ

の
楽
章
も
幻
想
的
な
夜
の
姿
を
描
く
。
幾
分
グ
ロ
テ
ス
ク
に
、
し
か
も
紳
秘
的
な
動
き

を
以
て
、
精
震
の
狩
撤
の
如
く
又
夢
み
る
ワ
ル
ツ
の
如
く
奏
さ
れ
る
。
ス
ケ
ル
ツ
ォ
は

主
題
（
1

．2
.
3
)
及
ワ
ル
ッ
風
な
副
主
題
（
4
）
か
ら
成
立
し
、
や
が
て
ト
リ
オ

の
楽
節
に
移
つ
て
オ
ー
ボ
ー
が
や
は
ら
か
く
主
題
(

5

)

を
吹
奏
す
る
。
ワ
ル
ッ
風
の

主
題
（
4
）
の
愛
形
（
6
）
が
封
應
的
に
奏
さ
れ
て
後
、
最
初
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
が
多
少

形
を
愛
へ
て
反
覆
さ
れ
て
幻
影
の
如
く
終
る
。

第
四
楽
章
夜
曲
（
へ
長
調
、
四
分
の
二
拍
子
）

「
夜
の
と
も
し
び
は
始
め
て
明
く
、
こ
A

に
愛
の
セ
レ
ナ
ー
デ
が
奏
さ
れ
る
。
精
震
は

皆
眠
り
、
月
は
輝
き
、
リ
ン
デ
の
花
は
疾
き
匂
ふ
。
詩
人
ア
イ
ヘ
ン
ド
ル
フ
の
『
箕
夏

の
童
話
情
緒
』
を
思
は
せ
る
」
ー
以
上
は
批
評
家
カ
ー
ル
・
ワ
イ
グ
ル
の
言
で
あ
る
。

こ
の
楽
章
に
は
マ
ン
ド
リ
ン
と
ギ
タ
ー
と
を
巧
み
に
使
用
し
て
小
夜
曲
の
感
じ
を
深
め

る
。
楽
曲
は
ソ
ロ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
始
ま
り
(

1

)

、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト

が
こ
れ
に
こ
た
へ

(

2

)

、
ハ
ー
。
フ
と
ギ
タ
ー
が
伴
奏
を
す
る
。
主
要
旋
律
は
ホ
ル
ン

に
、
次
に
オ
ー
ボ
ー
に
（
3
）
、
又
絃
に
(

4

)

よ
っ
て
奏
さ
れ
、
終
旬
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
第
一
、
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ
っ
て
歌
は
れ
る
(

5

)

。
新
し
い
リ
ヅ
ム
(

6

)

は

先
づ
ホ
ル
ン
に
奏
さ
れ
て
夜
曲
の
感
じ
を
強
め
、
や
が
て
愛
口
長
調
の
ト
リ
オ
に
移

り
、
チ
ェ
ロ
と
ホ
ル
ン
に
よ
っ
て
新
し
い
主
題
が
奏
さ
れ
る
の
で
あ
る
(

7

)

。
ト
リ
オ

の
中
間
楽
句
は
愛
ホ
短
調
で
情
熱
的
な
ア
ク
セ
ン
ト
に
氣
分
轄
換
が
起
る
が
、
ま
た
ヘ

長
調
に
移
つ
て
曲
想
は
静
か
に
な
り
、
こ
の
楽
章
の
主
要
部
を
反
覆
し
て
終
る
。

第
五
楽
章
ロ
ン
ド
（
ハ
長
調
、
四
分
の
四
拍
子
）

こ
の
終
楽
章
は
急
速
調
の
最
も
牡
大
な
且
快
活
な
楽
想
で
建
設
さ
れ
て
ゐ
る
。
マ

ー

〔

マ

マ

〕

レ
ル
の
名
づ
け
た
ロ
ン
ド
・
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
形
式
は
、
復
雑
な
愛
奏
曲
か
ら
成
立
し
て

ゐ
る
。
彼
の
最
も
愛
す
る
打
楽
器
を
多
種
類
使
用
し
、
大
管
絃
楽
編
成
で
終
始
堂
々
と

奏
さ
せ
て
行
く
。
最
初
力
強
く
テ
イ
ム
パ
ー
ニ
の
獨
奏
(

1

)

で
始
ま
る
。
ロ
ン
ド
の

主
要
主
題
（
2
）
は
先
づ
第
一
モ
テ
ィ
ー
フ
が
ト
ラ
ム
ペ
ー
ト
と
ホ
ル
ン
で
輝
か
し
く

奏
さ
れ
、
次
で
直
に
そ
の
第
ニ
モ
テ
ィ
ー
フ
が
絃
で
奏
さ
れ
る
。
第
三
の
モ
テ
ィ
ー
フ

(

3

)

及
び
力
強
い
リ
ヅ
ム
の
第
四
の
モ
テ
ィ
ー
フ
(

4

)

が
来
る
。
以
上
で
主
要
楽

節
を
終
り
愛
イ
長
調
の
第
一
副
楽
節
に
移
る
。
チ
ェ
ロ
で
始
ま
る
そ
の
主
題
は
一
―
一
部
歌

謡
形
式
の
田
舎
風
な
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
も
の
で
、
一
寸
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
ス
ケ
ル
ツ

ォ
を
思
は
せ
る
。
そ
し
て
再
び
ハ
長
調
の
高
潮
に
達
し
た
時
、
最
初
の
愛
奏
楽
節
（
6
）

が
始
ま
る
が
、
直
に
第
二
副
楽
節
の
主
題
(

7

)

が
木
管
で
混
入
し
て
奏
さ
れ
る
。
此

の
後
は
既
に
奏
さ
れ
た
主
題
群
の
種
々
な
る
愛
奏
が
多
様
な
る
姿
を
以
て
現
は
れ
て
来

て
、
リ
ヅ
ム
も
二
分
の
二
拍
子
二
分
の
三
拍
子
を
混
ぜ
、
幾
分
行
進
曲
風
の
推
移
を
も

見
せ
て
ゐ
る
。
最
後
に
最
初
の
テ
イ
ム
。
ハ
ー
ニ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
四
分
の
四
拍
子
、
ハ

長
調
で
最
強
音
に
た
A

か
れ
、
管
楽
器
が
堂
々
と
高
ら
か
に
吹
奏
し
出
し
て
コ
ー
ダ
が

始
ま
り
、
こ
の
長
い
第
七
交
響
曲
を
終
る
の
で
あ
る
。

學

校

長

乗

杉

嘉

壽
ク
ラ
ウ
ス
・

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

指

揮

者

海

軍

々

榮

隊

榮

長

内

藤

清

五

開
係
管
絃
楽
部
員

ロ
ベ
ル
ト
・

ボ
ラ
ッ
ク

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

上

武

雄

澤

良

輝

束

龍

夫

兎 黒井

栗

原

大

治

大

岡

運

英

幅

井

巖

西

川

満

枝

桂

平

太

松

浦

き

み

よ

岡

見

温

彦

清

水

万

紗

子
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閾
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ヴ

ィ

オ

ラ

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

平平増松伊岡大藤杉武倉三清田小細岩荒石松水小末蜂川岩多伊田

井田：村藤田塚田塁： ：好田村谷谷本木：田口霊吉谷上崎 藤；

保 一重純二 罷 谷 合 恵 金五芳正政幹二十幸 雄 吉久 貴

喜忠郎利三郎淳秋夫子子和吾郎朗秋蔵枝郎蔵麿繁二龍淳三興光子

フ フ ノ、キコ

リリ
ュ マト

ヒ.I, ユ I タンラ
ット ドバ
コ・ リス
口 ， ト プ 1ン・

＾ ^ ^ "海／/"海、..,,¥,_.I 一ヽ 、一 、一
鈴廣加山加加山岸今城常塚小 深 細 森 黒 岡 安 浅 盛 沖 小 酒 平 今 喜 北 榎

藤藤田本村：松本 原海井 1月野部野口不澤井井井田； ： 

正正正正泰敬和武清兵秀 政善琢― 貞幸常悦可 保 遷二四

三留治男 同 子 男 夫 一 衛 衛 高 治次磨也亘一明七知止弘悌三仁吉郎郎

コ
ン
ト
ラ
バ
ス

セ

ロ

木山賀 ロ

昭
和
十
二
年
三
月
六
日
出
張
演
奏
（
茨
城
県
立
古
河
高
等
女
学
校
）

選
科
能
楽
科
女
生
徒
出
張
演
奏
要
項

日
時
三
月
六
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
演
奏
開
始

場
所
茨
城
縣
立
古
河
高
等
女
學
校

曲

一

、

観

世

流

仕

舞

イ

、

吉

野

天

人

ホ 才 ピ

ツ

ボ コ

目

服

部

登

和

ロ
（
海
）
伴
在
主

ー

(

”

)

坂

逸

中

津

井

（

海

）

大

谷

博

ホ

ー

ン

(

”

)

原

功

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
(
”
)
斗
光
敏

中

藪

皓

（

海

）

柳

澤

禰

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
(
”
)
塚
本

エ
スク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
(
”
)
金
野
安
蔵

バ
ス

フ

ア

ゴ

ッ

ト

片

山

頴

太

郎

金

子

登

（

海

）

藤

井

武

フ
ア
ゴ
ッ
ト
(
”
)
佐
々
木
賢
一

コ
ン
ト
ラル

ン

(

”

)

尾

形

良

治

永

田

睛

（

海

）

簗

田

甚

市

(
”
)
高
橋
澤
五
郎 章覺應丸男幸質郎計

解

三
、
四
年
女
生
徒
（
十
一
名
）

遠

〔
原
資
料
横
組
〕

藤

宏

テ
ノ
ル
ホ
ル
ン
（
海
）
竹
田
原
帝
一

ト

ラ

ン

ペ

ー

ト

(

”

)

海

上

學

(

”

)

堀

本

賢

夫

(

”

)

厚

木

錬

一

ト

ロ

ン

ボ

ー

ン

(

”

)

岸

川

鰊

雄

(
”
)
小
田
桐
芳
雄

(

”

)

矢

野

昌

夫

ト

ウ

ー

バ

(

”

)

櫛

山

義

孝

テ

イ

ン

パ

ー

ニ

(

”

)

緑

川

清

大

太

鼓

西

川

濶

一

小
太
鼓
・
タ
ム
タ
ム
伊
藤
善
十
郎

ベ

ッ

ケ

ン

（

海

）

佐

藤

武

庸

ト

リ

ア

ン

グ

ル

丸

山

知

雄

ル

ー

テ

・

ク

ン

ブ

リ

ン

．

山

本

カ

ヘ
ル
デ
ン
ク
ロ
ッ
ケ
ン

グ

ロ

謬

5
ー
ル
（
海
）
太

ク
シ
ロ
ホ
ン
(
”
)
鹿

ベ
ル
・

説

倉

丑

松

田

弘
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ア

の
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曲

昭

和

十

二

年

三

月

十

八

日

贔

岬

□卒
業

證

書

授

呉

式

（
御
招
待
朕
並
順
序
）

卒

業

證

書

授

輿

式

順

序
（

昭

和

十

二

年

三

月

十

八

日

午

後

三

時

三

十

分

開

始

）

一
、
國
歌
「
君
が
代
」
奉
唱

一

、

卒

業

證

書

授

呉

三

、

學

園

長

告

僻

四

、

卒

業

生

穂

代

謝

穿

五

、

「

螢

光

」

齊

唱

六

、

演

奏

獨

奏

イ
タ
リ
ー
協
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
バ

―

-

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

村

二

、

観

世

流

素

謡

嵐

ロ

、

田

山

目

仝

丸

山

里

子

仝

邊

ハ

作

曲

渡
ッ

文

江

若

木

敏

子

上

野

兒

童

一

音

楽

學

園

（

十

一

名

）

（

十

二

名

）

上

野

児

童

音

楽

学

園

第

二

回

卒

業

式

〔手
書
き
〕

五
、
唱

四

、

三

、

セ ピ
仰

げ

ば

尊

し

（

二

部

合

唱

）

セ

ロ

の

天

才

少

年

上

野

兒

童

音

楽

學

園

の

白

眉

十

四

歳

の

高

橋

一

太

君大

曲

を

こ

な

す

腕

小

學

生

に

特

別

な

一

音

楽

英

オ

敦

育

を

行

っ

て

ゐ

る

東

京

―

音

楽

學

校

内

の

上

野

兒

童

昔

楽

學

園

尋

常

科

の

第

二

回

卒

業

式

は

十

八

日

午

後

一

―

一

時

半

か

ら

同

校

奏

楽

堂

で

行

は

れ

た

、

巣

立

つ

可

愛

い

六

十

八

人

の

少

年

槃

楽

家

や

少

女

ピ

ア

ニ

ス

ト

達

の

中

に

〔

マ

マ

〕

唯

一

人

ま

じ

つ

て

ゐ

る

少

年

セ

ロ

リ

ス

ト

高

橋

一

太

君

(

-

四

）

は

同

學

園

最

初

の

セ

ロ

専

攻

生

で

、

本

科

に

も

セ

ロ

専

攻

生

が

二

人

し

か

ゐ

な

い

折

柄

鋭

い

天

分

の

ひ

ら

め

き

を

見

せ

て

ゐ

る

高

橋

少

年

は

乗

杉

園

長

を

初

め

各

敦

授

達

の

間

で

そ

の

将

来

を

期

待

さ

れ

て

ゐ

る

、

卒

業

式

に

行

っ

た

高

橋

君

の

セ

ロ

獨

奏

ブ

レ

バ

ー

ル

作

曲

『

ソ

ナ

ー

タ

ヘ

長

調

第

一

楽

章

』

は

見

事

に

大

曲

を

こ

な

す

同

君

の

腕

前

を

示

し

た

高

橋

君

は

澁

谷

匡

原

宿

二

の

一

七

0
の

三

東

京

市

産

業

局

天

津

出

張

所

長

高

橋

鐵

雄

氏

（

＝

＝

仁

）

の

長

男

で

同

属

穏

原

小

學

校

の

六

年

を

一

週

間

後

に

は

卒

業

す

る

可

愛

い

坊

ち

ゃ

ん

だ

軍

事

参

議

官

高

橋

一

二

吉

海

軍

大

将

は

一

太

君

の

大

伯

父

さ

ん

に

嘗

つ

て

ゐ

る

、

い

つ

も

お

父

さ

ん

は

天

津

に

ゐ

る

の

で

一

太

君

は

お

祖

母

さ

ん

の

世

話

に

な

っ

て

ゐ

る

ソ

ナ

ー

タ

ロ

歌

尋

常

科

卒

業

生

一

同

ヘ

長

調

第

一

楽

章

…

…

…

…

…

・

・

・

ブ

レ

バ

ー

ル

作

曲

獨

奏

高

橋

幻
想
的
即
興
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ョ
パ
ー
ン
作
曲

ア

ノ

獨

奏

協

奏

曲

第

一

番

ア

レ

グ

ロ

ー

イ
短
調
：
…
…
…
…
…
…
…
•
ア
ッ
コ
レ
イ
作
曲

モ

デ

ラ

ー

ト

太

井

上

愛

子
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の
だ
が
、
先
月
下
旬
お
祗
父
さ
ん
の
豊
太
郎
翁
が
逝
去
し
た
た
め
お
父
さ
ん
も
今
東

京
に
錨
つ
て
居
り
十
八
日
の
演
奏
に
は
椅
子
か
ら
乗
出
し
て
聞
耳
を
立
て
A

ゐ
た

一
太
君
の
お
母
さ
ん
か
ほ
る
夫
人
（
＝＝四）
は
ハ
ワ
イ
生
れ
の
第
二
世
で
十
九
の
時
ま
で

竪
楽
を
や
つ
て
ゐ
た
が
、
一
太
君
も
そ
の
天
分
を
受
け
つ
い
で
、
幼
稚
園
の
頃
か
ら
一

人
で
に
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
さ
う
だ
、
七
つ
の
時
か
ら
正
式
に
ピ
ア
ノ
を
練
習
し
、
十
二

の
時
に
セ
ロ
を
始
め
、
兒
童
學
園
に
入
り

敦
務
嘱
託
小
澤
弘
氏
の
指
導
を
受
け
て
来
た

四
月
か
ら
は
引
績
き
高
等
科
に
進
む
か
中
學
は
獨
逸
協
會

へ
入
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ

る
、
お
父
さ
ん
も
『
こ
の
子
が
好
き
な
の
で
や
ら
さ
せ
て
居
り
ま
す
が
将
来
が
楽
し

み
で
す
』
と
未
来
の
カ
ザ
ル
ス
を
夢
み
て
ゐ
る
ら
し
か
っ
た
（
嵩
箕
は
高
橋
君
1
1
き

の
ふ
―
音
楽
學
校
で
窯
す
）

（
『
報
知
新
聞
』
昭
和
十
二
年
三
月
十
九
日
）

昭

和

十

二

年

三

月

二

十

二

日

卒

業

式

昭
和
十
二
年
三
月
二
十
二
日
（
月
曜
日
）
午
後
一
時
開
始

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

東

京

音

楽

學

校

昭和12年 3月18日，上野児童音楽学

園尋常科第二回卒業演奏でチェロを

演奏する高橋一太（14歳）（『報知新

聞』昭和12年3月19日）

歌
劇
「
セ
ヴ
ィ
ラ
の
理
髪
師
」
中
の
ロ
ジ
ー
ナ
の
詠
唱
…
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作

五
、
ビ
ア
ノ
獨
奏
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

ア
ベ
ッ
グ
愛
奏
曲
・
作
品
一
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン
作

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

本

科

卒

業

郎

協
奏
曲
・
イ
短
調
•
第
一
楽
章

四、

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

協
奏
曲
・
第
一
楽
章

市

JII 

秀

子

一
、
國
歌
「
君
が
代
」
奉
唱

二
、
卒
業
證
書
並
賞
品
授
呉

三

、

學

校

長

告

僻

四

、

文

部

大

臣

祝

僻

五

、

卒

業

生

穂

代

謝

僻

六
、
合
唱
「
仰
げ
ば
尊
し
」

七

、

卒

業

演

奏

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
師
範
科
卒
業

ト
短
調
・
作
品
ニ
ニ
・
第
一
楽
章
…
…
…
•
…
•
•
シ
ュ
ー
マ
ン
作

二
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

(
a
)歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
の
「
夕
星
の
歌
」
•
…
・
・
ワ
ー
グ
ネ
ル
作

(
b
)夜
と
夢
・
作
品
四
三
番
・
第
二
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

…
…
…
…
本
科
卒
業

…
…
…
•
…
•
•
本
科
卒
業
奥

田

智

重

子

…
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
作

七
、
ピ
ア
／
獨
奏
：
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
本
科
卒
業

主
題
と
愛
奏
曲
・
作
品
七
二
番
•
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…
•
グ
ラ
ヅ
ー
ノ
フ
作

田

村

五

山

口

華

子

ラ

ヴ

ェ

ル

作

堀

直

子

高

木

清

ソ
ナ
タ 曲

目

筒

井

秀

武
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十
一
、

(

a

)

自
作
主
題
に
腺
る
ピ
ア
ノ
愛
奏

曲

本

科

卒

業

西

川

潤

一

作

（
演
奏
者
山
田
和
男
）

(

b

)

自
作
主
題
に
操
る
ピ
ア
ノ
愛
奏
曲
本
科
卒
業
長
輿
恵
美
子
作

並

演

奏

ア
ル
ト
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
師
範
科
卒
業

(
a
)わ
が
懇
は
…
…
•
••
作
品
―
―
三
•
第
一

(
b
)憩
へ
わ
が
心
…
•
作
品
二
七
•
第
一

(
C
)執
心
…
…
…
作
品
一

0
•
第
一
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乍，ー

獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岡

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
イ
長
調
•
第
一
楽
章
…
…
…
…
…
•
•
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
三
好

ヽ

a
 
歌
劇
「
マ
ル
タ
」
中
の
民
謡
「
残
ん
の
薔
薇
」
…
…
…
フ
ロ
作

歌
劇
「
聯
隊
の
娘
」
中
の
マ
リ
エ
の
ロ
マ
ン
ツ
ェ
・
・
・
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
イ
作

オ
ル
ガ
ン
獨
奏
…
…
…
•
•
う
”…
…
…
•
…
…
…
…
…
·
荘

ス
ケ
ル
ツ
ォ
・
ニ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ギ

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
李

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
作
品
九
•
第
二
、
三
楽
章
…
…
…
•
•
•
ベ

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小

百

合

ソ
ナ
タ
・
作
品
二
七
の
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

即
興
曲
・
作
品
一
四
二
の
三
・
ア
ン
ダ
ン
テ
と
愛
奏
曲
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
飯

ロ

田

俊

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
ロ
短
調
•
第
二
楽
章
•
…
…
…
…
…
・
・
ゴ
ル
タ
ー
マ
ン
作

ソ
プ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
牧

ぉ
A

、
わ
が
親
し
き
人
よ
…
…
…
•
…
…
…
…
…
・
・
グ

小
夜
曲
…
…
•
し
●

ツ

獨
奏
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
畑

ァ
ベ
ッ
ク
愛
奏
曲
・
作
品
一

+
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
重

唄

河

合

君

子

須
藤
喜
美
江

木
場
満
佐
子

小

山

重

子

高

岡

欣

子

伊

東

な

っ

鵜
飼
喜
久
枝

同

五

、

ピ

ア

ノ

獨

林

慶

子

リ

オ

作
在

玉

Jレ

マ

ン

作

ロ
、
ひ
ぐ
ら
し

中
能
島
欣
一
作
曲

等

木

下

美

智

子

中
野
み
ね
子

中

山

き

よ

田

ひ

ろ

b. 

第2部

五

長
谷
川
イ
ネ

山
田
流
等
曲

イ

、

七

夕

中
能
島
松
仙
作
曲

講

師

絃
中
能
島
欣
一

敦
務
嘱
託

等

染

谷

喜

久

子

敦
務
嘱
託

等
古
澤
正
―
―
-

選
科
生
徒

大

網

静

子

同

三
宅
富
美
子

休

憩

卜

ウ

子

（

十

分

）

、。
ー

ヒ

ア

ノ

田

愛

子

指

揮

山

口

正

男

多
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仕
楽 楽

舞

観

世

流

田

、
能

村

仕

舞

二
、
能

賓

生

流

橋

辮

慶
素

一
、
能

十
一
、

楽

ピ

ア

ノ

謡

，
 

ヽ

選

科

生

徒

丸

山

里

子

選

科

生

徒

幸

堂

得

知

作

詞

限
作
曲

吉

住

小

三

じ

稀
昔
家
六
四
艮

八
、
生
田
流
第
曲

百
夜
草
神
田
祭

九
、
長

邦

榮

科

及

選

科

職

員

生

徒

唄

島
崎
藤
村
作
詞

宮
城
道
雄
作
曲

う

て

や

鼓

購

師

宮

城

道

雄

外

邦

楽

科

選

科

職

員

生

徒

高
野
辰
之
作
詞

宮
城
道
雄
作
曲

主
催

同

窓

會

音
詩
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ベ
リ
ウ
ス
作

指

揮

授

昭
和
十
二
年
六
月
三
日

l
七
日
演
奏
旅
行
（
福
井
ー
富
山
ー
新
潟
）

日
時
昭
和
十
二
年
六
月
七
日
午
後
七
時

會
場
長
岡
市
公
會
堂

賢

學

饂

邦

楽

大

演

奏

會

縣
立
長
岡
高
等
女
學
校

越

後

獅

子

七
、
生
田
流
築
曲

あ

き

の

ひ

ゞ

き

秋

韻

萩

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
バ
レ
ー
・
作
品
一

0
0
…
…
…
…
…
べ

原 リ

敦

作

獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
赤
川
富
美
子

ソ
ナ
タ
・
作
品
五
三
•
第
一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

番
外
、
吹
奏
楽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

い
…
…
•
本
校
生
徒
吹
奏
楽
園

オ

講

師

宮

城

道

雄

外

邦

楽

科

選

科

職

員

生

徒

選

科

研

究

生

修

了

者

六
、
長

唄

講

師

中

能

島

欣

一

外

邦

楽

科

選

科

職

員

生

徒

花
三
題
古
今
集
よ
り

中
能
島
欣
一
作
曲

五
、
山
田
流
等
曲

初
夏
の
印
象

中
能
島
欣
一
作
曲

講

師

中

能

島

欣

一

外

邦

楽

科

選

科

職

員

生

徒

観

世

流

熊

坂

四
、
山
田
流
等
曲

邦
築
科
生
徒

清

水

郁
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
奥
田
智
重
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
田
中
伸
枝

テ
ノ
ー
ル
（
揺
昔
史
家
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木
下
保

バ
リ
ト
ン
（
イ
エ
ス
）
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
賓
井
箕
一

バ

ス

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

村

尾

護

郎

兒
童
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
上
野
兒
童
昔
楽
學
園
兒
童

合

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

東

京

―

音

楽

學

校

生

徒

管
絃
楽
東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

獨
唱
者

ア

レ

ト

ー

（
本
邦
初
演
）

ソ
。
フ
ラ
ノ

指
揮
ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

第

部

（

休

憩

）

馬

太

（
馬
太
博
第
二
十
六
、
二
十
七
章
に
腺
る
受
難
楽
）

管
絃
楽
附
・
獨
唱
・
合
唱
曲

第

部

受

難

楽

ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
作

昭
和
十
二
年
六
月
十
九
日
第
八
十
三
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
二
年
六
月
十
九
日
（
土
曜
日
）
仔
鱈
贔
霜

會
場
日
比
谷
公
會
堂

音

楽

演

奏

曲

目

東
京
一
音
楽
學
校

ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
作

P
a
u
s
e
 n
a
c
h
 d
e
m
 erst
e
n
 Teil 

P
r
o
g
r
a
m
m
 

J

o
h
a
n
n
 S
e
b
a
sti
a
n
 B
a
c
h
's
 

P
a
s
s
1
o
n
s
m
u
si
k
 

N
a
c
h
 d
e
m
 E
v
a
n
g
e
liste
n
 M
att
h
a
u
s
 

I
n
 z
w
ei
 

T
ei
l
e
n
 

Z
u
r
n
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
 

L
eit
u
ng
:
 

K
l
a
u
s
 P
rin
g
s
h
eim
 

Soli
st
e
n
 

S
o
p
r
a
n
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
C
hie
k
o
 O
k
u
d
a
 

Al
t…………………………

•••Nobue 

T
a
n
a
k
a
 

T
e
n
o
r
 (
E
v
a
n
g
e
list
)
…
…
…
…
T
a
m
ots
u
 K
in
o
s
hit
a
 

B
a
r
y
rto
n
 
CJ esu)
…
…
…
…
…
S
hin
ic
hi
 T
 ak
a
r
ai
 

Bass

…………………•………

••Goro 

M
u
r
a
o
 

K
i

n
d
e
r
c
h
o
r
 :
 Ue
n
o
 
• 

J

i

d
o
 
• 

O
n
g
a
k
u
g
a
k
u
e
n
 

C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
ster 
d
e
r
 k
aiserlic
h
e
n
 M
u
sik
a
k
a
d
e
mie
 

z
u
 T
o
ki

o
 

馬
太
受
難
楽
解
説

受
難
楽

(Passi
o
n
'
m
u
si
k

)

は
キ
リ
ス
ト
受
難
を
叙
し
た
劇
的
表
現
に
富
ん
だ
宗
敦

楽
で
あ
る
。
十
五
世
紀
以
来
受
難
劇
が
行
は
れ
た
際
に
。
ハ
ッ
シ
ョ
ン
一
音
楽
の
基
礎
が
出

来
た
が
、
一
六

0
0年
頃
か
ら
受
難
楽
の
形
が
確
立
し
た
と
云
は
れ
る
。
最
初
は
カ
ン

タ
ー
タ
の
形
式
を
披
大
し
た
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
フ
、
ア
リ
ア
、
合
唱
の
交
互
連
績
の
形
式

を
と
り
、
十
七
世
紀
の
中
頃
の
獨
逸
―音
楽
家
シ
ュ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
受
難
楽
が
新
敦
的
な

立
派
な
一
音
楽
に
な
っ
た
。
オ
ラ
ト
リ
オ
と
共
に
劇
的
宗
数
楽
で
あ
っ
た
こ
の
パ
ッ
シ
ョ

ン
一
音
楽
は
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
更
に
深
い
表
現
を
も
っ
た
。
バ
ッ
ハ
は
ル
ー
テ
ル
の
新
敦

的
聖
歌
の
理
想
に
抽
る
聖
歌

(Choral)
を
十
四
曲
も
こ
の
受
難
楽
に
挿
入
し
て
新
敦
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的
信
仰
の
精
紳
を
歌
ふ
様
に
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
又
楽
曲
の
効
果
を
充
分
に
拳
げ
て
ゐ

る
。
但
し
コ
ラ
ー
ル
の
挿
入
は
十
七
世
紀
の
末
葉
に
既
に
行
は
れ
て
ゐ
た
が
。

本
来
こ
の
受
難
楽
の
歌
詞
は
馬
太
博
第
二
六
、
二
七
章
に
捩
っ
た
も
の
で
、
楽
曲
中

の
他
の
獨
唱
合
唱
の
歌
詞
は

P
i
c
a
n
d
e
r
の
筆
に
な
っ
た
。
勿
論
バ
ッ
ハ
の
考
へ
に
従

っ
て
楽
曲
各
部
(
N
o
.
1
|
7
8
)
の
順
位
が
組
立
て
ら
れ
聖
歌
挿
入
の
場
所
も
決
定
さ
れ

た
の
で
あ
る
と
云
ふ
。

作
の
年
代
と
演
奏
|
ー

歌
詞
は
一
七
二
八
年
に
出
来
、
そ
の
年
の
秋
か
ら
翌
年
に
か
け
て
作
曲
さ
れ
、
一
七

二
九
年
四
月
十
九
日
復
活
祭
前
の
聖
金
曜
日
に
、
ラ
イ
。
フ
チ
ヒ
の
聖
ト
ー
マ
ス
寺
で
、

午
後
一
時
十
五
分
か
ら
演
奏
さ
れ
た
の
が
初
演
で
あ
る
。
元
来
受
難
楽
は
儀
式
の
中
に

演
奏
さ
れ
る
も
の
で
、
聖
金
曜
日
の
午
後
一
時
十
五
分
に
先
づ
敦
會
の
鐘
が
鳴
り
、
一

時
四
十
五
分
か
ら
儀
式
が
始
ま
り
、
最
初
に
聖
歌
「
主
は
十
字
架
に
釘
〔
づ
け
〕
ら
れ
給

ふ
」
を
歌
ひ
、
後
受
難
楽
の
第
一
部
が
来
て
、
第
一
部
が
終
る
と
聖
歌
「
清
き
紳
の
子

羊
よ
」
が
歌
は
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
バ
ッ
ハ
は
こ
の
作
で
は
こ
の
聖
歌
を
特
に
第

一
部
の
最
初
の
合
唱
中
に
加
へ
て
ゐ
る
。
第
一
部
の
終
っ
た
後
説
敦
が
あ
り
、
そ
れ
か

ら
第
二
部
に
移
り
、
こ
れ
を
終
つ
て
又
聖
歌
な
ど
が
歌
は
れ
て
儀
式
が
終
了
す
る
の
で

あ
る
。
バ
ッ
ハ
の
作
は
い
つ
も
先
づ
聖
ト
ー
マ
ス
寺
で
初
演
さ
れ
て
か
ら
他
の
敦
會
で

演
奏
し
て
ゐ
る
。
こ
の
曲
が
演
奏
さ
れ
て
か
ら
バ
ッ
ハ
の
歿
年
（
一
七
五

0
年
）
ま
で

に
幾
度
か
演
奏
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
一
七
四

0
年
の
自
筆
原
稿
純
譜
（
ベ
ル
リ
ン
博

物
館
昔
楽
部
蔵
、
一
九
二
二
年
正
｛
烏
版
出
版
）
ま
で
に
は
多
少
改
作
さ
れ
た
さ
う
で
あ

る
。
歿
後
永
く
演
奏
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
約
百
年
を
経
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
ジ
ン
グ
ア
カ

デ
ミ
ー
で
若
い
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
に
よ
っ
て
復
活
演
奏
さ
れ
る
に
至
り
、
古
今
の
名

曲
が
再
び
世
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ

の

演

奏

法

I

バ
ッ
ハ
の
居
た
頃
の
聖
ト
ー
マ
ス
寺
に
は
。
ハ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
が
大
小
二
豪
あ
っ
た
。

西
側
の
端
に
大
オ
ル
ガ
ン
が
二
階
風
の
ギ
ア
ラ
リ
ー
に
あ
り
、
そ
こ
に
合
唱
隊
も
居
て

歌
っ
た
。
小
さ
い
オ
ル
ガ
ン
が
反
封
側
の
ギ
ア
ラ
リ
ー
に
一
六
三
九
年
以
来
移
さ
れ
て

あ
っ
た
。
こ
の
二
豪
の
オ
ル
ガ
ン
を
使
用
し
、
コ
ー
ラ
ス
を
二
組
に
分
け
て
歌
ふ
や
う

學

校

乗

杉

嘉

ク
ラ
ウ
ス
・

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

指

揮

海

軍

々

榮

隊

架

長

高

村

吉

一

開
係
管
絃
楽
部
員

第

一

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

井

上

武

雄

黒

澤

良

輝

栗

原

大

治

大

岡

運

英

輻

井

巖

西

川

満

枝

桂

平

太

者 長

壽

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

水岡兎三伊細田岩多松松

見束好藤谷；崎 田浦

幸 温 龍 正貴吉久＋： 
麿彦夫 和光秋子三興蔵よ

ロ

に
し
、
管
絃
楽
も
二
組
に
し
て
演
奏
し
、
別
に
チ
ェ
ム
バ
ロ
一
豪
も
置
い
て
あ
っ
た
の

で
こ
れ
も
使
用
し
た
。
か
く
の
如
き
編
成
を
以
て
こ
の
楽
曲
は
作
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
但
し
小
オ
ル
ガ
ン
は
一
七
四

0
年
以
後
寺
外
に
取
去
ら
れ
て
ゐ
る
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
二
組
に
別
れ
、
各
々
絃
楽
と
フ
リ
ュ
ー
ト
、
オ
ー
ボ
ー
、
チ
ェ
ム

バ
ロ
及
オ
ル
ガ
ン
で
演
奏
し
た
。
二
組
の
合
唱
は
バ
ッ
ハ
の
時
代
は
各
々
S
op
r
a
n
8
.
 

A

l

to 
6
.
 T

e
n
o
r
 8
.
 

B
a
s
s
 
11
で
歌
っ
た
と
記
録
に
あ
る
。
但
し
此
曲
に
は
獨
唱
者
は

各
合
唱
に
四
人
づ
A

要
求
さ
れ
、
そ
の
他
に
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
フ
を
歌
ふ
主
役
エ
ヴ
ァ
ン

ゲ
リ
ス
ト
（
揺
音
博
道
者
或
は
謳
音
史
家
）
、
イ
エ
ス
、
ユ
ダ
、
ペ
テ
ロ
等
が
選
ば
れ

た
。
或
は
第
一
合
唱
附
獨
唱
者
が
こ
れ
等
の
パ
ー
ト
を
歌
っ
た
。
現
今
の
演
奏
は
多
く

の
場
合
ソ
。
フ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ
ノ
ー
ル
、
バ
リ
ト
ン
、
バ
ス
で
全
曲
の
獨
唱
を
通
し

て
歌
ふ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
獨
唱
者
の
負
擢
は
相
嘗
重
い
。
特
に
テ
ノ
ー
ル
は
全
曲
を

ひ
き
し
め
て
、
朗
唱
的
に
楽
曲
を
運
ん
で
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ス
ト
の

役
を
歌
ふ
の
で
甚
だ
大
役
で
あ
る
。
其
上
バ
ッ
ハ
の
R
e
c
i
t
a
t
i
く
は
ヘ
ン
デ
ル
の
そ
れ

の
如
く
伊
太
利
風
の
歌
ひ
易
い
も
の
と
異
り
、
甚
し
く
歌
詞
の
意
味
に
即
し
て
劇
的
表

現
に
富
ん
で
ゐ
る
為
め
、
甚
だ
難
曲
で
あ
る
。

ブ
ラ
イ
ト
コ
フ
か
ら
は
別
に
全
管
楽
器
の
パ
ー
ト
も
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
今
回
本

校
で
は
原
曲
の
形
で
歴
史
的
に
演
奏
す
る
。
〔
歌
詞
省
略
〕
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解

説
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繹

詞

オ

lレ

チ

ェ

ン

バ

ロ
ガ

ン

才

遠

藤

宏

〔
原
資
料
横
組
〕

ボ

山

本

カ

ー

（

海

）

相

根

久

兵

衛

松

谷

穣

山

田

和

男

奥

耕

天田

オ
ー
ボ
ー

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ホ
ー
ン

中

津

井

質

山木家

フ

リ

ュ

ー

ト

コ
ン
ト
ラ
バ
ス

＾ ＾ ^ ^ 海／I II 海
‘‘‘‘-ノ廣鈴幅 山青常櫛今城深細森黒安浅盛沖小

野松山村多海井 1牙部野口 澤
又 不

正正軍正輝秀義清兵善琢― 幸 常 悦 可

留三平男男衛孝一衛次磨也亘明七知止弘

口

回
ズ
ラ
イ
カ

,
'
,
 

イ
ミ
ニ
ョ
ン

，＇
，
 

四

リ

ー

ド

バ
ラ
ー
デ

菱
イ
長
調
作
品
四
七

回
私
は
怨
ま
な
い

い
菩
提
樹

リ
ー
ド

ウ
イ
ー
ン
の
謝
肉
祭

昔

楽

時

評

「
馬
太
受
難
楽
」

作
品
二
六

昭
和
十
二
年
六
月
（
日
・
時
不
明
）

r-グ

シゲ

ュ

ー

テ

ー

ベ

ル

ト

r--̂――‘ 

シゲ

ュ

ー

テ

ー

ベ

レ

トー

シ

ヨ

ノミ

ン

r-・ 

シハ

ュ

1イ

マ

ンネ

ミ

ュ

ー

ラ

ー

｛

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

シ

ユ
村

前
週
及
び
前
々
週
に
は
思
惑
的
な
演
奏
會
が
相
嘗
あ
っ
た
が
、
そ
の
概
ね
は
期
待
外

れ
の
出
来
に
終
っ
た
や
う
だ
っ
た
。

■東
京
音
楽
學
校
に
よ
る
バ
ッ
ハ
の
「
馬
太
受
難
楽
」
（
＋
九
日
、
日
比
谷
）
は
、
合

唱
は
兎
に
角
、
蜀
唱
が
木
下
保
氏
を
除
い
て
他
は
振
は
ず
そ
の
上
、
管
絃
園
が
何
時
も

の
メ
ン
バ
ー
と
可
な
り
違
つ
て
ゐ
た
A

め
殊
更
悪
か
っ
た
。
な
ほ
こ
の
種
の
前
後
二
時

間
半
も
要
す
る
も
の
を
原
語
の
ま
A

で
演
ず
る
宗
敦
楽
は
、
内
容
の
文
學
的
側
面
が
異

國
人
に
了
解
さ
れ
ぬ
限
り
、
＿
音
楽
的
に
完
璧
な
演
奏
を
行
は
な
け
れ
ば
、
人
々
に
倦
怠

を
催
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

第
九
十
八
回
学
友
会
演
奏
会

〔
第
九
十
五
回
l
九
十
七
回
の
学
友
会
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
不
明
。
〕

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
二
年
六
月
三
十
日
）

野

光

マ

ン
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十

印
夜
曲

四

'豊

綿星

野

す

み

れ

津

田

子

（
本
・
ニ
）

(

”

.

”

)

 

田
（
出
演
者
）

中

恭
弓

夏 子

、マ小長 室

リ ． ＾
ア 捲
・倉 坂岡任
ト ＇敦 ＇
ル敦 ，敦講官
敦ツ
師授 、授師

第

九

交

審

曲

・

ニ

短

調

・

作

品

―

二

五

ロ
短
調

回
ピ
ア
ノ
の
為
に
よ
り
前
奏
曲

ド
ビ

ユ

ッ

シ

イ

ス

ガ

ン

バ

ー

テ

イ

絃
楽
四
重
奏

第
一
楽
章

第
二
楽
章

第
三
楽
章

第
四
楽
章

遁

走

曲

二

長

調

作

品

五

六

作
品
疲
表
三
つ
の
歌
曲

印

青

嶺

ろ

に

萬

葉

集

よ

り

回

鳥

暗

く

と

き

に

立

原

道

造

り
わ
か
れ
る
蓋

に

立

原

道

造

半
昔
階
的
幻
想
曲
と
遁
走
曲

り
歌
劇
「
魔
笛
」
よ
り
。
ハ
ミ
ナ
の
詠
唱

回
歌
劇
「
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
」
よ
り
ツ
ェ
ル
リ
ナ
の
詠
唱

二
つ
の
ピ
ア
ノ
曲

作
品
二
十

（
師
・
三
）

(

”

.

”

)

 

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
師
告
別
演
奏
會

モ
ツ
ア
ル
ト

ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

東
京
一
音
楽
學
校

シ
ル
レ
ル
作
「
歓
喜
の
頌
歌
」
に
寄
せ
た
る
終
末
合
唱
附

ア
レ
グ
ロ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ポ
・
ウ
ン
・
ポ
コ
・
マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

モ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

ア
ダ
ー
ヂ
ヨ
・
モ
ル
ト
・
エ
・
カ
ン
タ
ビ
ー
レ

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
終
末
合
唱

モ

ツ

ア

ル

ト

十

ア

リ

ア

昭
和
十
二
年
七
月
八
日
（
木
曜
日
）
午
後
七
時
開
場

午
後
八
時
開
演

會
場
輝
鱈
日
本
青
年
館

昔

楽

演

奏

曲

目

九

ノミ

ッ

ノ‘

安

部

幸

明

昭
和
十
二
年
七
月
八
日
ク
ラ
ウ
ス
・
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
教
師
告
別
演
奏

会

八 七

マ
ッ
ク
ス
・
レ
ー
ガ
ー

〔『東
京
音
架
學
校
第
九
十
八
回
學
友
會
演
奏
會
曲
目
解
説

森

子

フ
ィ
ナ
ー
レ

ア
ル
レ
グ
ロ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

（
本
・
三
）

（二つ

金蓋

瑶用

子

ス
ケ
ル
ツ
ォ

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

(

”

.

”

)

 

九

崎井

佳慶

子

ア
ル
レ
グ
ロ
・
エ
ネ
ル
ジ
ー
コ

ア
ン
ダ
ン
テ
・
コ
ン
・
モ
ー
ト

(

”

.

”

)

 

（
本
・
ニ
）

八

今

明

七

青

山

ま

さ

敦

信

時

講

宇

佐

美

敦

長

坂

敦

小

倉

教

第
二
琥
』
を
も
と
に
作
成
。
〕

箕

篠

授授授師授

六

ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
想
曲
第
十
二
番

第

二

番

ホ

短

調

六

四

重

園

五

フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト

五

野

村

奏幸

子

（
本
・
ニ
）

（
卒
業
生
）

（
本
・
三
）

山

田

敦

授
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Fi
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u
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K
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u
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 P
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n
g
s
h
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m
 

S
o
H
st
en: 
Y
o
s
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k
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 N
a
k
a
m
u
r
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S
o
p
r
a
n
)
 

S
u
e
k
o
 
Hi

r
a
h
a
r
a
 (
A
l
t
)
 

T
a
m
ot
s
u
 
Ki

n
o
s
hi
t

a
 (
T
e
n
o
r
)
 

T
a
k
e
o
 Ito 
(
B
a
ri
t

o
n
)
 

O
r
c
h
e
st

er 
u
n
d
 C
h
o
r
 d
e
r
 k
ai
serli
c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

z
u
 T
o
ki
o
 

（ア

ル
ト
）

ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
二
年
六
月
二
十
九
日
）

別
れ
の
交
響

楽

去
り
行
く
。
フ
敦
授
の
た
め
に

上
野
の
東
京
―
音
楽
學
校
の
指
揮
者
と
し
て
六
年
間
、
わ
が
音
楽
教
育
に
貢
献
し
た
ク

ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
教
授
は
既
報
の
通
り
来
る
八
月
末
日
限
り
で
任
期
滴

了
、
同
校
を
去
る
事
に
な
っ
た
が
乗
杉
校
長
を
は
じ
め
同
校
閥
係
者
は
同
敬
授
が

ナ
チ
ス
政
府
と
相
容
れ
ぬ
た
め
直
に
故
國
に
も
饉
れ
ぬ
事
情
に
同
情
し
、
同
敦

授
の
薫
陶
を
う
け
た
生
徒
一
同
の
名
に
於
い
て
来
る
七
月
七
日
（
午
後
二
時
東
京
―
音
楽

學
校
）
及
び
八
日
（
午
後
八
時
日
本
青
年
館
）
の
雨
日
に
わ
た
り
「
謝
恩
告
別
大
演
奏

會
」
を
開
催
、
特
に
全
校
生
徒
を
動
員
し
大
合
唱
圃
及
び
管
絃
楽
園
が
出
演
し
て
恩
師

の
最
後
の
タ
ク
ト
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
交
書
曲
」
を
演
奏
し
雨
日
の
全
牧
盆

を
す
べ
て
同
敦
授
に
贈
呈
す
る
事
に
決
定
し
た
、
こ
の
美
は
し
い
師
弟
愛
の
申
出
に
。
フ

リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
敦
授
は
い
た
く
感
激
し
懐
し
い
日
本
の
想
ひ
出
を
抱
い
て
今
秋
九

月
、
欧
米
に
一
音
楽
行
脚
の
旅
に
立
つ
事
に
な
っ
た

同
敦
授
は
巨
匠
グ
ス
タ

フ
・
マ
ラ
ー
の
最
高
弟
で
去
る
一
九
一
＿
二
年
九
月
東
京
昔
楽

學
校
に
指
揮
者
と
し
て
迎
へ
ら
れ
て
以
来
、
一

度
も
故
國
に
饉
ら
ず
―
音
楽
教
育
に
盛

し
、
特
に
マ
ラ
ー
の
交
響
楽
五
曲
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の

交
腐
楽
二
曲
、
リ
ス
ト
の
「
ダ
ン
テ
交
霧
楽
」
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
「
ア
ル
ペ
ン

交
響
楽
」
及
び
「
ツ
ア
ラ
ト
ウ
ス
ト
ラ
は
斯
く
語
り
き
」
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の

「
合
唱
交
響
楽
」
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
「
フ
ア
ウ
ス
ト
の
地
獄
落
ち
」
等
の
世
界
的
名

曲
を
い
づ
れ
も
日
本
で
初
演
指
揮
し
わ
が
楽
壇
に
盛
し
た
の
で
あ
っ
た

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
教
授
は
上
野
の
一
音
楽
學
校
で
長
男
ェ
リ
ッ
ク
君
と
仲
良
く
感
激

を
語
る

日
本
の
楽
し
い
思
出
は
一
生
忘
れ
な
い
で
せ
う
、
私
の
指
揮
演
奏
は
一
音
楽
學
校
の
大

演
奏
會
二
十
四
回
、
新
聾
の
大
演
奏
會
五
回
、
J
O
A
K
の
指
揮
演
奏
五
回
そ
の
他

図
際
放
送
や
小
演
奏
會
を
合
計
す
る
と
五
十
回
を
越
え
ま
す
、
ま
た
作
曲
學
の
弟
子

に
は
安
部
幸
明
、
尾
高
尚
志
雨
氏
が
傑
出
し
華
々
し
く
國
際
的
に
活
躍
し
て
ゐ
る
の

は
嬉
し
い
事
で
す
、
告
別
演
奏
會
に
は
私
の
日
本
の
最
後
の
タ
ク
ト
を
飾
る
た
め
精

魂
を
傾
け
ま
す

全
生
徒
が
大
＿
音
楽
會
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。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
を
送
る

音

楽

時

評

〔

上

〕

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
二
年
七
月
i
，日）

根

銀

日
本
を
去
る
。
フ
敦
授
の
送
別
演
奏
會
が
去
る
八
日
日
本
青
年
館
で
開
か
れ
た
。
曲
目

は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
交
響
曲
。
終
演
後
の
ア
ン
コ

ー
ル
の
場
面
は
未
だ
曾

つ
て

無
い
感
激
的
な
も
の
で
、
上
野
全
校
生
徒
か
ら
か
く
も
熾
烈
な
愛
惜
の
表
現
を
受
け
た

こ
と
は
、
在
京
六
年
を
通
じ
て
の
彼
の
最
大
の
喜
び
で
あ
ら
う
。

土
野
に
お
け
る
。
フ
氏
の
仕
事
の
―
つ
は
同
校
管
絃
楽
園
の
指
揮
で
あ
り
、
マ
ー
ラ
ー

の
弟
子
と
し
て
そ
の
交
響
曲
を
初
め
浪
漫
派
か
ら
古
典
に
わ
た
る
綿
て
の
一
音
楽
史
的
傑

作
を
紹
介
し
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
や
ク
ル
ト
・
ワ
イ
ル
の
如
き
現
代
作
曲
家
に
も

及
ん
で
ゐ
る
。
そ
の
中
に
は
幾
多
の
初
演
を
含
ん
で
を
り
、
楽
界
に
輿
へ
た
刺
戟
は
非

常
に
大
き
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
骨
の
折
れ
る
仕
事
は
上
野
の
管
絃
楽
園
の
能
力
の
範
園

内
で
最
上
の
成
果
を
牧
め
た
と
し
て
も
、
。
フ
氏
自
身
必
ず
し
も
十
分
の
満
足
を
得
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
藝
術
家
的
直
観
と
批
評
家
的
反
省
の
矛
盾
に
喘
い
で
ゐ

る
彼
の
複
雑
な
個
性
は
、
そ
の
中
で
十
二
分
に
は
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
と
私
は
思
ふ
。

藝
術
家
と
し
て
の
彼
の
仕
事
が
上
野
の
活
動
を
通
じ
て
現
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
―

つ
の

矛
盾
で
も
あ
っ
た
。

そ
れ
に
も
増
し
て
。
フ
氏
の
功
績
に
敷
へ
ら
れ
る
の
は
敦
室
の
内
外
に
亘
つ
て
行
は
れ

た
啓
蒙
的
な
仕
事
で
あ
る
。
上
野
と
い
ふ
擬
制
的
な
ア
カ
デ
ミ
ー
自
身
が
こ
の
啓
蒙
の

第
一
の
封
象
に
な
っ
た
事
は
皮
肉
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
そ
の
貼
に
お
い
て
彼
の
功
績

は
頗
る
大
き
い
。
上
野
の
管
絃
楽
に
封
し
て
力
量
以
上
の
仕
事
を
要
求
し
た
と
い
ふ
非

難
は
、
高
い
目
標
に
引
上
げ
ら
る
べ
き
上
野
自
髄
の
余
り
に
も
不
甲
斐
な
い
反
應
に
封

し
て
向
け
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
。
作
曲
の
師
と
し
て
の
功
績
は
そ
の

薫
陶
に
あ
づ
か
っ
た
若
い
作
曲
家
達
の
今
後
の
仕
事
の
う
ち
に
確
認
さ
れ
て
行
く
で
あ

ら
う
。全

髄
と
し
て
。
フ
氏
が
成
長
期
に
あ
る
我
が
楽
界
に
興
へ
た
影
響
は
、
色
々
の
意
味
で

莫
大
で
あ
る
。
か
れ
の
残
し
た
仕
事
は
永
久
に
我
々
の
う
ち
に
榮
え
て
行
く
で
あ
ら
う

．
と
私
は
確
信
す
る
。

山

五
、
混

四
、
管

二
、
長

ハ
、
春

の

争
号

ヽ
ヽ
、
~

ロ

あ

カ

カ

唄

・

舞

越

後

獅

三
、
第
獨
奏

子

第

七

回

世

界

教

育

会

議

参

列

者

招

待

演

奏

会

り
（
古
謡
、
紳
楽
歌
よ
り
）

下

純

覺

三

作

信

時

潔

作

唱
（
無
伴
奏
）

イ
、
深
山
に
は
（
古
謡
、
紳
楽
歌
よ
り
）

信

時

潔

作

墜

合

序
曲
「
レ
オ
ノ
ー
レ
」
第

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

絃

ー

休楽

憩

ー

|

獨

奏

並

原

作

管

絃

楽

編

作

助

数

授

下

敦

授

宮

穂城

覺道

雄

管
絃
楽
伴
奏

等
協
奏
曲
第
一
楽
章
（
初
演
）

高

一

、

能

楽

踊

舞

囃

子
砂

昭

和

十

二

年

八

月

一

日

東

京

音

楽

學

校

長

招

待

演

奏

曲

目

（舞
踊
）

杉

本

金

太

郎

（
稀
音
家
六
四
郎
）

外

生

徒

柳

壽

輔

外

花

敦

授
敬

授

観

世

清

久

（

観

世

左

近

）
外

昭

和

十

二

年

八

月

一

日

午

後

八

時

開

演

於

帝

劇

場

國
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上
野
學
友
會
の
「
自
由
射
手
」

高

透

十
月
二
十
三
日
日
比
谷
公
會
堂
で
東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
の
第
百
回
紀
念
演
奏
會
と

し
て
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
自
由
射
手
」
が
演
奏
さ
れ
た
。
こ
れ
は
こ
の
歌
劇
の
封
話
の
部

分
を
省
い
て
音
楽
の
部
分
の
全
部
を
演
奏
會
形
式
で
演
奏
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本

格
的
な
オ
ペ
ラ
の
施
設
も
な
く
て
か
う
い
ふ
も
の
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
聰
く
機
會
に
恵

ま
れ
な
い
楽
壇
に
於
て
は
、
兎
も
角
最
近
の
牧
穫
の

―
つ
に
敷

へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
ド
イ
ツ
浪
漫
歌
劇
の
祖
と
云
は
れ
る
が
、
こ
の
「
自
由
射
手
」
の
中

に
は
民
諦
風
な
非
常
に
素
朴
な
美
し
さ
が
あ
り
、
新
鮮
な
初
期
浪
漫
派
の
息
吹
き
が
感

じ
ら
れ
る
と
思
ふ
と
、
又
一
方
に
は
古
い
イ
タ
リ
ー
歌
劇
の
残
滓
を
臭
は
せ
る
「
槃
の

遊
び
」
と
い
っ
た
様
な
も
の
も
あ
り
、
又
非
常
に
明
瞭
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
前
燭
れ
す
る

箇
所
に
も
出
逢
ふ
。
こ
れ
ら
の
雑
多
の
分
子
が
統
一
し
つ
く
さ
れ
ず
に
我
々
の
前
に
示

さ
れ
、
種
々
の
問
題
を
投
げ
か
け
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
て
興
味
深
か
っ
た
。

演
奏
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
於
け
る
絃
な
ど
の
出
の
甚
だ
し
い
不
揃
ひ
や
ホ
ル
ン
の

大
き
な
ミ
ス
等
を
除
け
ば
、
大
盟
に
於
て
學
友
會
と
し
て
は
相
嘗
の
出
来
と
云
へ
よ

う
。
獨
唱
者
は
在
校
生
と
卒
業
生
の
若
手
で
か
た
め
ら
れ
て
ゐ
た
様
で
、
内
容
的
に
は

種
々
の
物
足
り
な
さ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
等
の
ス
テ
ー
ヂ
ず
れ
の
し
な
い
一
途
な

柳
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熱
意
と
い
ふ
も
の
は
買
つ
て
や
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
マ
ッ
ク
ス
の
柴
田
睦
陸
と
ア
ガ
ー

テ
の
山
内
秀
子
が
特
に
頑
張
り
を
見
せ
て
ゐ
た
。
柴
田
は
技
術
的
に
、
山
内
は
内
容
的

に
も
う
一
と
息
の
研
究
が
望
ま
し
い
。
キ
リ
ア
ン
と
オ
ッ
ト
カ
ー
ル
を
歌
っ
た
高
木
清

と
ク
ー
ノ
の
佐
竹
隆
治
は
す
な
ほ
な
歌
手
で
あ
る
が
槃
量
が
少
い
為
あ
の
場
所
と
あ
の

役
に
不
向
き
の
様
で
あ
っ
た
。
奥
田
智
重
子
の
エ
ン
ヘ
ン
は
比
較
的
適
役
で
あ
っ
た

が
、
歌
ひ
方
が
や
A

輻
薄
に
堕
す
る
嫌
が
あ
る
。
合
唱
は
概
し
て
美
し
く
ま
と
ま
つ
て

ゐ
た
。
男
槃
合
唱
は
少
々
貧
弱
だ
っ
た
が

l

。

全
恒
と
し
て
、
指
揮
者
の
解
繹
が
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ナ
ル
な
表
面
的
な
も
の
に
陥
ら

ず
に
も
つ
と
根
本
的
な
研
究
に
根
ざ
し
て
ゐ
た
な
ら
、
あ
の
園
閥
を
以
て
し
て
も
更
に

大
き
な
効
果
を
あ
げ
得
た
筈
で
あ
る
。
我
々
に
は
か
う
い
ふ
オ
ペ
ラ
の
分
野
に
も
ま
だ

多
く
の
學
ぶ
べ
き
も
の
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
。

（
『
一
音
楽
評
論
』
第
六
巻
第
十
二
号
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
、
五
八
ー
五
九
頁
）

第
百
回
記
念
演
奏
会
を
省
り
み
て

幾
多
の
曲
折
を
越
え
て
、
而
も
私
達
の
百
回
記
念
演
奏
會
は
末
曾
有
の
大
成
功
裡
に

終
り
を
遂
げ
た
。
嬉
し
い
と
か
、
何
と
か
云
ふ
喜
び
で
は
な
い
、
終
っ
た
あ
と
を
ふ
り

か
え
る
時
次
々
に
に
じ
み
出
る
も
の
は
、
只
血
の
様
な
愛
校
心
の
み
で
あ
る
。
私
達
は

而
し
、
燃
へ
さ
か
る
愛
校
心
の
烙
の
底
に
、
演
奏
閥
係
の
諸
先
生
の
御
助
力
と
、

會

長
、
理
事
長
、
雨
先
生
の
子
供
達
に
封
す
る
父
母
の
愛
情
と
、
全
て
表
に
出
な
い
、
底

積
の
犠
牲
的
御
榮
苦
の
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
を
痛
感
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

演
奏
が
終
つ
て
、
嵐
の
様
な
ア
ン
コ
ー
ル
の
中
に
、
ほ
て
っ
た
顔
を
輝
か
せ
て
立
つ

私
逹
の
前
で
、

會
長
乗
杉
學
校
長
の

リ
ー
ド
に
依
る
あ
の
熱
狂
的
な
「
學
友
會
萬
歳
」

を
思
ひ
起
す
時
、
保
田
の
合
宿
よ
り
の
苦
闘
が
あ
り
／
＼
と
眼
前
に
ち
ら
つ
く
の
を
何

う
す
る
事
も
出
来
な
い
。

私
は
今
、
あ
の
劇
的
に
ま
で
成
功
せ
し
め
た
第
百
回
記
念
演
奏
會
の
前
に
さ
か
の
ぼ

り
、
其
の
土
豪
と
な
っ
た
一
ケ
年
を
追
憶
し
た
い
。

昭
和
十
二
年
度
の
新
理
事
が
決
定
し
て
、
城
の
明
け
渡
し
が
終
つ
て
間
も
な
く
「
お

柴

田

睦

陸

いー・

ぃ
今
度
百
回
の
學
友
會
演
奏
會
は
俺
等
で
や
る
ん
だ
が
、
何
と
か
は
り
切
ら
う
ぢ

や
な
い
か
」
と
云
ふ
様
な
事
を
話
し
合
ふ
と
同
時
に
各
自
「
何
う
云
ふ
風
に
記
念
す
べ

き
か
？
」
と
云
ふ
具
糧
的
。
フ
ラ
ン
ま
で
考
へ
て
居
た
。
そ
し
て
、

機
會
あ
る
度
に
理
事

長
や
部
長
等
に
も
話
し
て
み
た
が
、
理
事
長
は
知
ら
ん
顔
さ
れ
る
し
、
部
長
は
こ
れ
は

又
氣
の
な
い
事
し
か
云
つ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
達
は
た
と
へ
外
部
に
於
け
る
演
奏

で
、
全
て
の
ホ
ー
ル
（
或
は
日
比
谷
、
又
は
青
年
館
）
が
駄
目
に
な
つ
て
も
、
本
嘗
に

記
念
出
来
る
様
な
も
の
を
や
り
た
い
と
願
ふ
氣
持
は
愛
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
私
達

の
大
閥
の
。
フ
ラ
ン
も
出
来
て
い
よ
／
＼
正
式
に
理
事
會
に
於
て
御
相
談
し
や
う
と
思
っ

た
時
、
そ
れ
こ
そ
宵
天
の
露
震
の
如
く
日
比
谷
公
會
堂
或
は
そ
れ
と
同
程
度
の
劇
場
に

於
て
、
オ
ペ
ラ
を
公
演
す
る
と
云
ふ
。
フ
ラ
ン
が
、
非
公
式
に
話
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
オ

ペ
ラ
公
演
は
學
校
に
於
け
る
多
年
の
懸
案
で
あ
る
、
そ
れ
を
先
づ
私
達
學
友
會
の
手
で

皮
切
る
と
は
何
と
云
ふ
幸
運
で
あ
ら
う
！
私
達
は
と
る
も
の
も
取
り
あ
え
ず
は
り
切

〔

マ

マ

]

っ
た
が
、
如
何
せ
ん
、
何
に
、
何
う
手
を
つ
け
て
好
い
の
か
も
分
ら
な
い
仕
末
で
あ
る
。

で
、
先
づ
演
奏
部
會
を
開
き
、
部
長
に
曲
目
及
其
。
フ
ラ
ン
を
聞
か
せ
て
戴
き
、
理
事
の

す
る
事
柄
に
つ
い
て
御
た
づ
ね
し
た
が
「
學
友
會
の
演
奏
會
で
は
あ
る
が
、
。
フ
ラ
ン
が

少
し
大
き
過
る
し
、
未
だ
君
達
の
す
る
事
は
な
い
か
ら
ー
」
と
の
御
話
で
、
せ
め

て、

豫
算
に
記
念
演
奏
會
費
を
計
上
し
、
一
っ
、
一
っ

‘
1
0
0
に
近
づ
く
學
友
會
演

奏
會
の
。
フ

ロ
グ
ラ
ム
を
な
が
め
て
時
を
待
っ
て
居
た
。

新
年
度
に
な
つ
て
か
ら
「
費
用
及
び
授
業
日
敷
の
閥
係
で
、
演
奏
會
形
式
に
依
る
演

奏
し
か
出
来
な
い
」
事
を
聞
か
さ
れ
、
新
鱚
朝
の
橋
本
先
生
が
指
揮
さ
れ
て
、
新
卒
業

生
を
主
謄
と
す
る
獨
唱
者
の
メ
ム
バ
ー
を
狡
表
さ
れ
ま
し
た
。

其
の
中
に
は
、
獨
唱
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
上
海
戦
線
に
於
て
、
不
遇
に
も
、
名

餐
の
戦
傷
を
な
さ
っ
た
、
伊
藤
武
雄
助
敦
授
も
居
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

土
曜
日
の
木
下
先
生
の
合
唱
授
業
に
は
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
」
の
勇
ま
し
い
合
唱
が
聞

え
始
め
、
橋
本
先
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
、
ホ
ル
ン
の
昔
が
強
く
聞
え
始
め
た
。

五
月
ー
六
月
ー
七
月
ー
|
と
而
し
、
合
唱
園
及
管
絃
楽
園
は
、
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
に

ば
か
り
か
A

つ
て
ゐ
る
程
閑
で
は
な
か
っ
た
。
八
月
一
日
帝
園
劇
場
で
演
奏
す
べ
き
萬

図
敦
育
會
議
代
表
招
待
の
曲
目
が
あ
る
。
合
唱
は
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
マ
ー
チ
や
、
大
島

節
に
土
曜
日
の
時
間
を
割
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
管
絃
楽
は
「
エ
グ
モ
ン
ト
の
序
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曲
」
や
「
琴
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
に
時
間
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
其
の
上

に
、
秋
に
豫
定
さ
れ
た
、
四
國
地
方
演
奏
旅
行
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
っ
た
。
「
フ
ラ
イ

シ
ュ
ッ
ツ
」
の
練
習
は
嘗
然
、
豫
定
の
。
フ
ラ
ン
を
終
ら
ず
し
て
夏
休
み
を
迎
へ
た
の
で

あ
る
。毎

年
九
月
一
日
か
ら
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
は
保
田
の
海
岸
に
合
宿
練
習
を
行
っ
て
ゐ
た

が
、
今
年
は
都
合
に
依
つ
て
中
止
す
る
事
に
な
つ
て
ゐ
た
が
、
日
米
競
技
に
出
演
の
計

叢
の
為
八
月
末
、
合
唱
、
管
絃
楽
園
の
招
集
が
行
は
れ
、
其
れ
に
績
い
て
、
中
止
の
豫

定
だ
っ
た
保
田
の
宿
含
に
、
管
絃
楽
園
及
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
の
獨
唱
者
が
行
く
事

に
な
っ
た
。
今
か
ら
考
へ
る
事
だ
が
、
あ
の
一
週
間
の
合
宿
練
習
が
な
か
っ
た
ら
恐
ら

く
、
あ
れ
程
の
成
功
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
ら
う
！

九
月
一
日
（
豫
定
を
繰
り
下
げ
て
）
朝
、
萬
歳
に
送
ら
れ
る
出
征
兵
士
と
共
に
雨
國

繹
を
立
ち
、
其
の
日
の
夜
に
は
早
速
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
の
序
曲
か
ら
練
習
が
始
め

ら
れ
た
。
獨
唱
者
は
、
佐
竹
氏
、

奥
田
（
千
）
氏
、
山
内
氏
、
僕
の
四
人
で
、
伊
藤
助
敦

授
は
一
日
一
一
日
遅
れ
て
来
ら
れ
る
事
に
な
っ
て
ゐ
た
。
高
木
氏
、
秋
月
氏
は
都
合
に
依

つ
て
、
最
初
か
ら
出
席
さ
れ
な
い
事
に
な

っ
て
ゐ
た
の
だ
が
、
管
絃
楽
園
の
方
は
物
凄

い
ハ
リ
切
り
方
で
淋
れ
た
保
田
海
岸
を
時
な
ら
ぬ
に
ぎ
は
い
に
驚
か
せ
た
事
で
あ
る
。

翌
日
か
ら
は
午
前
、
午
後
、
夜
と
三
回
づ
A

の
規
則
正
し
い
練
習
が
績
け
ら
れ
た
。

伊
藤
先
生
は
、
い
つ
来
ら
れ
る
ん
だ
ら
う
と
、
待
ち
つ
か
れ
た
或
日
、
午
前
中
の
練
習

を
終
へ
て
、
海
に
行
く
用
意
を
し
て
ゐ
る
時
、
山
下
先
生
や
、
澤
崎
先
生
の
居
ら
れ
る

方
で
何
と
な
く
ざ
わ
／
＼
し
い
氣
配
を
感
じ
た
の
で
、
何
だ
ら
う
と
そ
ば
ま
で
行
っ
て

見
る
と
「
伊
藤
先
生
が
召
集
を
受
け
て
、
麻
布
の
練
嫁
に
入
螢
な
さ
れ
る
」
と
云
ふ
の

で
あ
る
。

箕
に
名
春
の
事
で
あ
る
。
が
而
し
、
さ
し
あ
た
つ
て
「
先
生
の
や
ら
れ
る
役
は
何
う

な
る
ん
だ
ら
う
？
」
「
今
、
か
う
な
つ
て
、
二
十
三
日
に
出
来
る
の
か
し
ら
ん
？
」
等

と
云
ふ
心
配
が
浮
ん
で
来
る
の
を
何
う
す
る
事
も
出
来
な
か
っ
た
。

い
く
ら
心
配
し
て
も
、
僕
達
の
心
配
は
心
配
す
る
だ
け
で
あ
る
。
何
う
に
も
な
ら
な

い
事
で
、
や
る
事
を
や
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
仕
方
の
な
い
事
と
締
め
て
、
七
日
ま
で
、
さ

う
し
た
事
等
忘
れ
て
練
習
を
し
た
の
で
あ
る
が
、

饉
る
一
日
前
、
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
の

飛
行
機
が
三
豪
、
東
京
方
面
に
向
っ
た
」
と
か
、
何
ん
と
か
で
、
要
地
保
田
は
燈
火
管

制
が
し
か
れ
た
り
等
、
そ
う
し
た
薄
氣
味
悪
い
日
を
送
る
に
つ
け
、
伊
藤
先
生
の
事
が

思
ひ
出
さ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
思
ひ
出
の
練
習
を
豫
定
通
り
す
ま
せ
て
、

な
つ
か
し
い
東
京
に
饉
っ
た
の
は
、
七
日
の
午
後
、
も
う
す
ぐ
日
も
暮
れ
る
頃
だ
っ

た。
翌
八
日
、
伊
藤
先
生
は
、
祝
出
征
|
—
大
槃
楽
家
伊
藤
武
雄
君
と
云
ふ
大
き
な
旗

と
、
大
勢
の
人
々
に
送
ら
れ
て
、
一
人
、
営
門
を
く
ゞ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

い
よ
く
二
學
期
が
始
ま
っ
た
。
一
週
間
二
週
間
ー
何
虚
か
ら
と
も
な
＜
ー
生

徒
か
ら
ー
ー
|
管
絃
楽
園
か
ら
ー
「
来
月
ま
で
に
間
に
合
ふ
の
か
？
」
と
云
ふ
槃
が
し

て
来
だ
し
た
。
而
し
、
理
事
達
は
何
う
し
て
好
い
か
分
ら
な
い
、
「
ポ
ス
タ
ー
も
、
其

の
他
、
色
々
な
も
の
は
何
う
な
つ
て
る
ん
だ
ら
う
？
」
と
、
只
氣
を
も
む
だ
け
だ
っ

た
。
が
、
十
月
も
間
近
く
な
つ
て
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
解
説
、
切
符
ボ
ス
タ
ー
の
配

附
等
、
す
べ
て
今
ま
で
通
り
理
事
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
知
つ
て
、
理
事
室

は
俄
か
に
動
き
出
し
た
。
演
奏
會
ま
で
の
正
規
及
臨
時
練
習
時
間
の
打
合
せ
、
ボ
ス
タ

ー
の
圏
案
及
印
刷
店
と
の
交
渉
、
ボ
ス
タ
ー
と
同
時
に
出
す
臨
時
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
等
々

學
校
か
ら
の
饉
り
が
、
六
時
、
七
時
、
時
に
は
そ
れ
以
上
に
な
る
事
さ
へ
も
二
、
三

度
で
は
な
か
っ
た
ら
う
！

第
一
期
の
仕
事
を
終
へ
て
、
先
づ
、
ボ
ス
タ
ー
の
立
派
な
出
来
上
り
に
す
つ
か
り
氣

を
好
く
し
た
私
達
は
「
此
の
調
子
で
、
公
會
堂
を
満
員
に
す
る
ん
だ
」
と
ば
か
り
各
、

ク
ラ
ス
と
の
連
結
も
か
た
く
、
切
符
の
賣
上
げ
に
け
ん
め
い
だ
っ
た
。
各
楽
器
店
、
其

の
他
の
、
切
符
及
ボ
ス
タ
ー
の
配
布
、
生
徒
各
自
、
及
そ
の
つ
て
を
求
め
て
の
切
符
の

配
布
等
、
第
二
期
の
仕
事
も
終
っ
た
が
、
演
奏
の
方
は
、
や
っ
と
、
フ
イ
ナ
ー
レ
に
か

か
っ
た
ば
か
し
で
、
獨
唱
の
パ
ー
ト
は
ま
だ
や
つ
て
な
い
部
分
さ
へ
あ
っ
た
。

「
切
符
が
賣
れ
て
、
招
待
券
無
し
の
非
常
時
演
奏
會
で
満
員
に
な

っ
た
ら
、
そ
れ
だ

け
で
嬉
し
く
な
っ
て
、
唄
な
ん
か
知
ら
ん
間
に
唄
へ
ら
！
」
と
ば
か
り
に
、
ハ
リ
切
っ

て
は
居
る
が
、
一
週
間
前
に
な
っ
て
、
考
へ
た
時
冷
汗
が
出
る
思
ひ
が
し
た
事
で
あ

る。
而
し
、
合
唱
園
の
、
日
々
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
の
ハ
リ
切
り
方
は
物
凄
い
ば
か
り
だ

っ
た
。
學
校
の
合
唱
授
業
で
新
任
シ
ュ
ビ
ー
ガ
ー
敦
師
に
、
頭
か
ら
シ
ボ
ラ
レ
な
が
ら
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そ
れ
に
も
へ
こ
た
れ
ず
、
紳
鰹
衰
弱
的
合
唱
を
、
あ
れ
ま
で
に
仕
上
げ
た
忍
耐
は
、
橋

本
先
生
へ
の
感
謝
と
共
に
、
永
久
に
詑
録
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。

最
後
の
土
曜
日
の
純
練
習
に
、
や
っ
と
、
何
う
に
か
や
れ
る
自
信
を
も
つ
て
幾
分
落

ち
つ
い
た
氣
持
に
な
っ
た
時
、
切
符
の
賣
行
豫
想
は
、
合
計
一
千
枚
だ
っ
た
。
「
千
二

百
賣
れ
た
ら
成
功
で
、
千
五
百
も
出
た
ら
、
大
し
た
も
ん
だ
」
と
話
し
合
ひ
、
解
説
の

校
了
と
本
プ
ロ
の
原
稿
に
力
を
集
注
し
た
？
水
曜
日
遅
く
、
印
刷
屋
か
ら
出
来
か
A

り
の
解
説
を
も
つ
て
、
清
田
君
と
二
人
で
饉
る
時
、
只
嬉
し
い
氣
持
で
一
。
ハ
イ
だ
っ

た。
「
此
の
解
説
！
出
来
上
り
を
し
み
人
＼
見
る
時
任
に
あ
た
っ
た
清
田
君
の
喜
び
は

何
ん
な
で
あ
ら
う
！
」
新
橋
の
騨
の
近
く
で
、
喫
茶
店
の
テ
ー
ブ
ル
に
向
ひ
合
っ
て
、

さ
う
思
ひ
な
が
ら
、
清
田
君
の
顔
を
見
や
っ
た
時
、
イ
ン
ク
の
香
を
残
し
て
ゐ
る
箕
新

し
い
解
説
を
手
に
し
な
が
ら
、
嬉
し
さ
う
に
そ
れ
を
な
が
め
て
ゐ
た
ー
|
‘
〇

木
曜
日
の
練
習
に
は
早
く
も
束
に
な
っ
た
解
説
が
と
ゞ
い
て
来
た
。
全
曲
を
最
初
か

ら
通
し
て
、
演
奏
す
る
の
は
始
め
て
ゞ
あ
る
。
終
つ
て
、
五
時
過
ぎ
、
置
暗
な
上
野
公

園
を
鱚
る
時
は
、
も
う
す
つ
か
り
安
心
し
切
っ
た
氣
持
だ
っ
た
。
而
し
、
未
だ
。
フ
ロ
グ

ラ
ム
の
印
刷
が
残
っ
て
ゐ
る
。
「
そ
れ
も
き
っ
と
う
ま
く
出
来
る
だ
ら
う
！
」
さ
う
思

ひ
な
が
ら
疲
れ
て
饉
る
氣
持
は
言
葉
で
何
う
表
は
し
て
好
い
も
の
か
分
ら
な
い
。

金
曜
日
、
演
奏
會
を
翌
日
に
ひ
か
え
て
、
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
の
校
正
が
す
ん
だ
の

は
夜
、
七
時
半
頃
だ
っ
た
。
印
刷
屋
の
暗
い
電
氣
の
下
で
赤
イ
ン
ク
の
ペ
ン
を
置
き

「
す
ん
だ
！
こ
れ
で
、
残
っ
て
る
の
は
唄
ふ
だ
け
だ
！
」

感
激
し
た
氣
持
に
な
っ
た
時
、
清
田
は
「
よ
し
、
そ
れ
で
良
い
か
ら
早
く
鱚
つ
て
寝

ろ
！
」
と
、
せ
き
立
て
る
。
嬉
し
い
友
情
に
「
一
寸
一
パ
イ
や
り
て
エ
ー
な
」

等
、
冗

談
等
も
云
つ
て
み
る
の
だ
が

「
こ
れ
で
明
日
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
ら
、
よ
っ
ぽ
ど
運
が
悪
い
ん
だ
ー
・

全
て

は
0
•
K

だ
、
只
！
切
符
だ
け
！
若
し
、
が
ら
空
き
だ
っ
た
ら
、
オ
イ
、
何
う
し

や
う
！
」
や
は
り
氣
に
な
る
事
を
口
づ
さ
む
と
、

「
明
日
に
な
っ
て
み
な
き
や
分
ら
ん
ぢ
や
な
い
か
|
|
'
い
ー
よ
、
き
っ
と
、
一
ぱ
い

だ
か
ら
、
も
う
そ
ん
な
事
考
へ
る
な
！
」

と
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
。
仕
方
な
く
分
ら
な
い
氣
持
を
お
さ
へ
て
家
に
饉
り
床
に
つ

い
て
か
ら
は
、
隣
の
部
屋
で
寝
て
ゐ
る
子
供
の
寝
息
を
聞
き

っ
A

、

「
い
よ
／
＼
明
日
だ
！
…
…
又
、
長
い
間
を
心
配
し
績
け
な
が
ら
、
や
っ
と
此
虞
ま

で
に
仕
上
げ
た
橋
本
先
生
は
|
|
色
々
な
都
合
も
繰
り
合
せ

て
、
熱
心
に
練
習
を
績
け

て
下
さ
っ
た
卒
業
生
の
方
々
は
ー
|
そ
し
て
、
初
め
て
、
外
部
に
於
け
る
自
分
等
の
演

奏
會
と
し
て
、
成
功
を
祈
り
績
け
た
校
友
達
は
ー
」

．

そ
う
し
た
事
を
色
々
と
考
へ
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か
寝
て
し
ま
つ
て
ゐ
た
。

翌
土
曜
日
ー
|
私
達
に
と
つ
て
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
日
、
十
月
二
十
三
日
I

は
、
何
と
云
ふ
絶
好
の
晴
天
だ
っ
た
ら
う
1
•

あ
れ
程
心
配
し
合
っ
た
合
唱
は
、
ナ
で

に
完
全
に
ま
で
出
来
上
つ
て
練
習
無
し
で
あ
る
。
只
折
角
の
時
間
な
の
で
管
絃
楽
と
獨

唱
者
一
、
二
の
部
分
練
習
で
、
午
前
中
の
練
習
を
簡
輩
に
終
へ
、
各
自
は
夜
の
為
に
ハ

リ
切
っ
た
。

午
後
六
時
ー
ー
—
ス
テ
ー
ジ
の
用
意
と
少
し
の
練
習
を
終
つ
て
開
場
し
や
う
と
す
る
の

に
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
が
末
だ
来
な
い
。

扉
の
前
に
は
、
す
で
に
大
勢
の
人
が
来
て
ゐ
る
の
に
ー
|
—
電
話
を
か
け
れ
ば
「
づ
つ

と
前
に
家
を
出
た
」

と
云
ふ
、

清
田
君
達
と
、
あ
は
て
な
が
ら
、

食
堂
を
通
つ

て
表
に

出
て
み
る
と
、
顔
な
じ
み
の
印
刷
屋
の
小
憎
が
、
雄
々
と
自
轄
車
か
ら
荷
物
を
ほ
ど
い

て
ゐ
る
「
馬
鹿
野
郎
！
何
時
だ
と
思
っ
て
や
が
ん
だ
！
」
と
怒
鳴
り
な
が
ら
、
一
か

か
え
の
包
を
か
A

え
て
、
置
赤
に
な
つ
て
荷
物
を
入
口
に
運
び
、
つ
め
か
け
た
入
場
者

に
、
ほ
ど
く
間
も
な
く
手
渡
す
時
1

そ
れ
で
も
、
少
し
も
顔
な
氣
に
さ
へ
な
れ
ず
、

側
の
人
達
に
「
お
い
、
最
後
ま
で
氣
を
も
ま
せ
や
が
る
な
！
」
と
笑
ひ
合
っ
た
事
で
あ

る。
開
演
前
、
そ
つ
と
幕
を
開
け
て
客
席
を
見
る
と
、
三
陛
の
上
を
少
し
残
し
て
大
閥
一

ぱ
い
で
あ
る
。
「
も
う
こ
れ
で
入
ら
な
い
だ
ら
う
か
な
！
」
等
思
ひ
／
＼
す
る
内
、
い
よ

い
よ
開
幕
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。
後
ろ
の
人
達
と
顔
を
見
合
せ
「
は
り
切
ら
う
ぜ
！
」
と

小
竪
に
叫
べ
ば
、
一

様
に
手
を
振

つ
て
答
へ
て
く
れ
る
ー
ー
‘
忘
れ
る
事
の
出
来
る
感
激

だ
ら
う
か
？
や
が
て
幕
は
開
い
た
！

呼
！
證
を
し
て
椅
子
に
腰
を
下
し
、
譜
面
を
も
っ
た
ま
A

見
渡
し
た
客
席
は
…
…

こ
れ
程
の
感
激
を
今
ま
で
に
味
は
っ
た
事
が
あ
る
だ
ら
う
か
？
一
階
の
角
、
三
階
の

隅
ま
で
も
渦
員
で
あ
る
。
僕
が
若
し
、
も
少
し
餘
計
に
何
う
に
か
な
つ
て
ゐ
る
男
だ
っ
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遂
に
幕
は
閉
つ
て
後
を
向
く
と
、
呼
！
み
ん
な
は
一
様
に
こ
み
上
げ
る
喜
び
を
か

く
し
も
せ
ず
、
ほ
て
っ
た
顔
を
輝
か
せ
て
ゐ
る
。

僕
逹
の
、
永
久
に
記
念
さ
る
べ
き
一

0
0
の
演
奏
會
は
か
く
し
て
大
成
功
裡
に
終
つ

た
の
で
あ
る
。

過
去
一
ケ
年
の
苦
闘
も
、
全
て
楽
し
い
思
ひ
出
で
あ
る
。

が
っ
ち
り
組
み
合
っ
た
腕
と
腕
と
の
歴
力
は
、
全
て
の
起
り
得
る
悪
條
件
を
征
服
し

て
最
後
の
榮
冠
を
得
せ

し
め
た

の
で
あ
る
。
校
長
先
生
と
共
に
と
な
へ
た
萬
歳
こ
そ
、

踊
ら
ん
ば
か
り
に
手
を
打
つ
風
巻
先
生
の
姿
が
！

ヴ
ー
ハ
ー
先
生
の

た
ら
、
そ
の
場
で
「
東
京
音
楽
學
校
學
友
會
萬
歳
」
と
叫
ん
だ
ゞ
ら
う
！

「
唄
は
な
け
れ
ば
」
と
我
に
鱚
っ
た
の
は
序
曲
も
終
り
に
近
い
頃
だ
っ
た
。

素
睛
ら
し
い
序
曲
！
只
、

素
晴
ら
し
い
と
思
ふ
よ
り
他
に
思
ひ
は
起
ら
な
か

つ

た
。
序
曲
が
終
つ
て
、
汗
を
ふ
く
橋
本
先
生
を
一
寸
見
て
、
傍
の
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
兎
束
先
輩
と
、
多
先
輩
に
「
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
！
え
ら
い
は
り
切
り
方
で
…

... 」
と
さ
A

や
け
ば
、
多
さ
ん
と
共
に
う
な
づ
き
な
が
ら
兎
束
先
輩

「
こ
っ
ち
（
管
絃

楽
）
は
此
回
調
子
だ
か
ら
、
君
等
も
が
む
ば
れ
！
」
と
さ
A

や
い
て
く
れ
る
。

「勿
論
！

や
っ
A

け
ま
す
よ
」
と
答
へ
る
内
、
橋
本
先
生
の
タ
ク
ト
は
上
つ
て
、

傍
の
人
達
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
あ
ご
に
ー
~
そ
し
て
第
一
番
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
始
ま

っ
た
。一

幕
を
終
へ
て
ぞ
ろ
／
＼
と
四
人
が
楽
屋
に
入
れ
ば
、
澤
崎
先
生
が
、
す
つ
か
り
嬉

し
く
な
っ
た
顔
を
し
て
、
二
幕
か
ら
出
る
山
内
さ
ん
や
奥
田
さ
ん
と

一
緒
に
「
よ
か
つ

た
ぞ
！
」
と
か
「
成
功
だ
！
」
と
か
、
色
々

に
元
氣
づ
け
て
く
れ
る
。
何
回
と
な
く
、

獨
唱
者
の
指
導
に
自
分
の
時
間
を
特
に
割
い
て
、
熱
心
に
敦
へ
て
下
さ
っ
た
ヴ
ー
ハ
ー

先
生
が
、

急
ぎ
足
で
入
っ
て
来
ら
れ

「
オ
メ
デ
ト
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
と
喜
ん
で
く
れ
る
。

そ
う
し
た
事
！
勿
論
嬉
し
い
が
1

見
渡
す
限
り
の
満
員
の
様
は
1
・

僕
は
嬉
し

く
つ
て
ぢ
つ
と
し
て
居
れ
な

い
程
だ

っ
た
。

二

幕

ー

三

幕

|
ー
熱
狂
的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
、
合
唱
、
獨
唱
者
と
、
全
管
絃
の
最
高

〔

マ

マ

〕

強
昔
も
、
た
ま
り
か
ね
た
聰
集
の
、
わ
き
上
る
様
な
拍
手
の
中
に
か
き
消
さ
れ
て
終
つ

て
行
っ
た
。

見
え
る
！

や
っ
と

心
か
ら
ほ
と
ば
し
り
出
た
雄
叫
び
で
あ
る
。

僕
逹
の
學
友
會
！

會
長
の
下
に
、
理
事
長
、
部
長
の
下
に
、
そ
し
て
年
々
の
理
事
達
と
共
に
、
あ
の
感

激
を
忘
れ
ず
、
い
つ
ま
で
も
1

學
校
の
為
に
學
友
會
の
為
に
睦
み
合
っ
て
行
か
う
！

（
『
＿
音
榮
』
第
十
八
号
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
、
二

0
七
ー
ニ

ー
三
頁
）

昭
和
十
二
年
十
月
下
旬
演
奏
旅
行
（
島
根
）

東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
旅
行
園
来
高

秋
の
縣
下
楽
壇
飾
る
雄
篇

校
長
引
卒
の
百
六
十
名

梅
薫
る
如
月
を
迎
へ
て
縣
下
楽
界
も
漸
く
絢
爛
の
豪
華
交
響
譜
を
繰
り
展
げ
紀
元
の

佳
節
の
『
女
子
中
等
學
校
聯
合
―音
楽
大
會』

及
来
る
十
四
日
の
『
縣
下
小
學
兒
童
昔
楽

大
會
』
及
び
『
第
一
回
縣
下
兒
童
―音楽

コ
ン
ク
ー
ル
』
等
の
ソ
サ
イ
ア
テ
イ
は
別
項
記

載
の
通
り
で
あ
る
が
こ
A

に
錦
繍
の
秋
に
迎

へ
ら
れ
る
超
豪
華
陣
と
し
て
豫
ね
／
＼
同

好
昔
楽
人
の
噂
に
上
つ
て
ゐ
た
『
東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
旅
行
園
』
の
来
高
が
愈
よ
本
決

り
と
な
っ
た
期
日
は
『
上
野
の
秋
』
美
術
と
共
に
藝
術
的
香
額
郁
た
る
十
月
末
と
な
り

東
京
―
音
楽
學
校
長
乗
杉
嘉
壽
氏
自
ら
引
率
せ
る
一
行
百
六
十
名
に
上
る
豪
ス
タ
ッ

フ
で

そ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
本
邦
楽
壇
で
の
粋
と
猾
さ
れ
る
同
校
各
部
擢
嘗
の
教
授
及
び
又
日

日
の
研
鑽
に
藝
術
的
意
欲
に
溢
れ
る
同
校
生
徒
あ
り
以
上
オ
ー
ソ
リ
テ
イ
を
以
て
組
織

わ
た

の
管
絃
楽
園
及
び
器
楽
、
楽
槃
の
各
部
門
に
亘
つ
て
獨
唱
あ
り
獨
奏
あ
り
合
唱
齊
唱
に

至
る
迄
文
字
通
り
の
本
格
的
―
音
楽
完
璧
陣
で
あ
る
。
然
し
て
此
の
演
奏
旅
行
園
は
毎
年

各
方
面
に
お
い
て
色
々
噂
さ
れ
て
ゐ
た
が
何
れ
も
多
大
の
経
費
と
種
々
の
事
情
に
て
賞

現
を
見
ず
幾
多
の
フ
ァ
ン
を
失
望
さ
せ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
同
演
奏
園
の
本
来
趣
旨
が

ー
過
ぐ
る
日
『
上
野
の
門
』
を
出
で
て
遠
く
各
地
方
の
諸
學
校
に
数
鞭
を
と
り
つ
A

あ

る
校
友
薔
交
温
め
且
地
方
楽
壇
へ
の
意
義
あ
る
指
導
と
研
究
心
を
鞭
鞘
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
た
め
に
今
回
万
難
を
排
し
て
質
現
を
見
る
に
至
っ
た
も
の
で
本
年
度
縣
下
楽
壇
行

事
中
最
大
の
も
の
と
し
て
早
く
も
一
音
楽
愛
好
家
の
期
待
大
な
る
も
の
が
あ
る

（
『
松
陽
新
報
』
昭
和
十
二
年
二
月
十
一
日
）
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〔『東
京
＿
音
築
學
校
第

一
〇
一
回
學
友
會
演
奏
會
曲
目
解
説

九 八 七 ＇ ノ‘ 五 四

獨
唱歌

劇
「
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
よ
り

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
小
詠
唱
「
夢
に
在
ら
ん
」

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

イ

短

調

作

品

一

〇

組
曲

ピ
ア
ノ
獨
奏

交
響
愛
奏
曲

作

品

一

ピ
ア
ノ
獨
奏

ピ
ア
ノ
協
奏
曲

ピ
ア
／
獨
奏

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
番

獨
唱魔

王

ヘ
短
調

オ
ル
ゲ
ル
ト
ッ
カ
ー
タ

ピ
ア
ノ
獨
奏

ピ
ア
ノ
協
奏
曲

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
鳴
曲

愛

口

短

調

作

品

イ

短

調

昭

和

十

二

年

十

月

（

日

時

不

明

）

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

作

品

一
短
調

一
長
調

作

品

五

四

第
五
琥
』
を
も
と
に
作
成
。
〕

フ

ラ

ン

ク

山
田
流
等
曲

七

岡

康

砧

岡
康
小
三
郎
原
曲

敦

授

中

能

島

欣

一

外

職
員
及
邦
楽
科
並
選
科
生
徒

九
名

憩
I

末

冗

悦

子

＇ ノ‘

乙

、

花

園

（

築
二
重
奏
）

葛
原

し
げ
る
作
詞

宮

城

道

雄

作

曲

ー

休

選

科

生

徒

十

五

名

ジ
ン
デ
ィ
ン
グ

邦

楽

科

生

徒

十

名

山

内

妙

子

生
田
流
等
曲

甲
、
さ
む
し
ろ
（
古
曲
）

グ

ノ

選

科

五

年

生

徒

十

八

名

富

永

治

子

長

唄

五

紅

葉

詣

安
政
六
年

杵
屋
三
郎
助
作
曲

シ

ョ

丸

田

パ克

ン 子

山
田
流
等
曲

四

花

三

題

（

古

今

集
よ
り
）

中

能

島

欣

作

曲

隔

託

古

澤

正

三

外

邦

楽

科

及

選

科

生

徒

十

二

名

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

ア
レ
ン
ス
キ
ー

浦

公

子

兒

矢

野

康

子

バ
ッ
ハ
（
ブ
ゾ
ー
ニ
編
）孝

大

淵

賓
生
流
連
吟

ニ

橋

辮

慶

観
世
流
連
吟

三

八

島

ヘ

ン

デ

Jレ

第
l

o

―

回

学

友

会

演

奏

会

佐

藤

第

一

楽

章

シ

ュ

ー

マ

ン

渡

邊

暁

雄

英

子

観
世
流
連
吟

一

熊

野

昭

和

十

二

年

十

一

月

六

日

邦

楽

演

奏

会

昭

和

十

二

年

十

一

月

六

日

（

土

曜

日

）

午

後

一

時

開

場

一

時

半

開

演

會

場

東

京

―

音

楽

學

校

奏

楽

堂

邦

楽

演

奏

曲

目

東

京

一

音

楽

學

校

選

科

四

、

玉

年

女

生

徒

十

三

名

選

科

四
、

五

年

男

生

徒

十

九

名

選

科

一

年

男

生

徒

六

名
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)

 

ト
ッ
カ
ー
タ

F
r
e
s
c
o
b
a
l
di
'
C
a
s
s
a
d
o
 ・
 To
c
c
at
a
 

ー
．
兒
童
並
男
盤
合
唱
・
管
絃
楽
伴
奏

會

目

中

内

蝶

二

作

詞

吉

住

小

三

碑

作

曲

稀
音
家
六
四
良

ピ

ア

ノ

伴

奏

今

井

治

郎

フ
レ
ス
コ
バ
ル
デ
ィ
ー
カ
ッ
サ
ー
ド
作

2

．
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獨
奏
：
·
：
·
…
…
•
•
R
o
m
a
nD
u
k
s
o
n
 
ド

ウ

ク

ソ

ン

聖
繹
曲
「
ユ
ダ
ス
・
マ
ッ
カ
ベ
ウ
ス
」
中
の

行
進
曲
と
凱
旋
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

H
a
n
d
e
l
 :
 Ma
r
s
c
h
 u
n
d
 C
h
o
r
 a
u
s
 d
e
m
 O
r
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o
ri
u
m
 

"
J

u
d
a
s
 M
a
c
c
a
b
a
u
s"
 

ヘ

．．．．．．．．．．．． 
白

日オ

ン

デ

ル

作

揮

澤

崎

定

之

昭
和
十
二
年
＋
l

月
八
日
銃
後
奉
仕
演
奏
会

午
後
六
時
開
場

昭
和
十
二
年
十
一
月
八
日
（
月
曜
日
）
｛
午
後
七
時
開
演

會
場
日
比
谷
公
會
堂

襲

演

奏

曲

東
京
一
音
楽
學
校

長

唄

-
0
千

代

見

草

疇

碑

鱈

砕

言

疇

補

導

職
員
及
邦
楽
科
誼
選
科
生
徒
約
百
名

生
田
流
等
曲

九

秋

｀
韻

高

野

辰

之

作

詞

宮

城

道

雄

作

曲

長

唄

八

今

様

小

鍛

冶

十
一
世
稀
音
家
照
海
作
詞
作
曲

敦

授

宮

城

道

雄

外

職
員
及
邦
楽
科
誼
選
科
生
徒
二
十
六
名

邦

楽

科

生

徒

六

名

3
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(
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e
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b
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タ
ゴ
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•
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•
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…
…
・
・
ボ
ル
ド
ウ
ス
キ
ー
作

P
o
l
d
o
v
s
ki
:

 

T
a
n
g
o
 

ン

メ
ロ
デ
ィ
ー
：
·
…
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
グ

G
l
u
c
k
:
 
M
e
l
o
di

e
 

メ
ヌ
エ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
イ
作

D
e
b
u
s
s
y
"
M
e
n
u
et

 

ス
ペ
イ
ン
舞
曲
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
グ
ラ
ナ
ド
ス
作

G
r
a
n
a
d
o
s
"
S
p
a
ni
s
h
 D
a
n
c
e
 

土
蜂
の
飛
行
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
…
•
リ
ム
ス
キ
ー
コ
ル
サ
コ
フ
作

R
i

m
s
k
y,
K
o
r
s
a
k
o
w
:
 T
h
e
 fl
i
g

ht
 

of
 

T
h
e
 B
u
m
b
l
e
 

テ
ノ
ー
ル
獨
唱
：
·
…
•
•
•
…
…
…
…
…

…
…
…
…
・木

ピ

ア

ノ

伴

奏

井

基

成

歌
劇
「
愛
の
魔
薬
」
中
の
ネ
モ
リ
ー
ノ
の
詠
唱
•
…
・
・
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
作

D
o
ni
zet
t
i
:
 

R
o
m
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n
c
e
 d
e
s
 N
e
m
o
ri
n
o
 a
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s
 d
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 O
p
er 

'̂Li
e
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r
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n
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ト
ス
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第
三
幕
・

カ
ヴ
ァ
ラ
ド
ッ
シ
の
詠
唱
「
星
も
光
り
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」
…
…
…
…
。
フ
チ
ー

P
u
c
ci
ni
:

 

S
o
l
o
 di
 

C
a
v
a
r
a
d
o
s
si

 

"T
o
s
c
a
," 
A
t

t

o
 III. 

4
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
A
l
e
x
a
n
d
e
r
M
o
g
ui
l
e
w
s
ky
 

ピ
ア
ノ
伴
奏

永

井

進

モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー

ヘ
ン
デ
ル
の
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に
捩
る

パ
ッ
サ
カ
リ
ア
…
…
•
…
•
ハ
ル
ボ
ル
セ
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モ
ギ
レ
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ス
キ
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作

H
a
l
v
o
r
s
e
n
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M
o
g
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l
e
w
s
ky
 :
 Pa
s
s
a
c
a
g
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 th
e
m
e
 b
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H
a
n
d
e
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シ
リ
エ
ン
ヌ
…
マ
リ
ア
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ア
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ォ
ン
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パ
ラ
デ
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M
a
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h
e
r
e
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a
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a
r
a
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7
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9
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1
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 Si
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ソ
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r
g
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o
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u
i
l
e
w
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；
・
・
・
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b
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A
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ル

ッ

ク

作
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＼
相
富
程
度
に
満
足
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
の
政
府
に
依
つ
て
派
遣
せ
ら
れ
て
来
た
指
揮
者
は
、
視
覺
的
に
有
利
な
條
件
を
ま
こ

と
に
嬰
富
に
持
つ
て
ゐ
る
。
長
大
な
艦
幹
。
血
色
の
好
い
紅
顔
、
キ
ビ
／
＼
し
た
動

作
、
派
手
な
身
振
り
。
そ
れ
か
ら
、
彼
は
指
揮
棒
を
用
ひ
な
い
、
恰
も
ト
ー
キ
ー
に
登

國

歌

君

が

代
獨
唱

8

．
獨
唱
・
混
磐
合
唱

・

管
絃
楽
…
•

•
…

…
…
•
•
…
·
指

美
し
き
エ
レ
ン
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ブ

M
a
x
 B
r
u
c
h
 :
 Sc
h
o
n
 E
l
l
e
n
,
0
p.
2
4
 

長

坂

好

子

高

木

清

第2部

ル

ッ

フ

作

(

C

)

 

(

b

)

 

管

絃

楽

東

京

一

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

ソ
。
フ
ラ
ノ

‘
、
リ
ト
ン

ノ
揮

橋

本

國

彦

〔
マ
ご

前
奏
曲
・
嬰
卜
短
調
：
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
ラ
ク
マ
ニ
ノ
フ
作

R
a
c
h
m
a
ni
noff: 
P
r
e
l
u
d
e
,
 

g

i

s,moll 

ウ
ィ
ー
ン
の
夜
會

…
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ー
グ
リ
ュ
ン
フ
ェ
ル
ド

J

o
h
.
 St
r
a
u
s
s
-
Grilnfeld: 
S
oi
r
e
e
 
d
e
 V
i

e
n
n
e
 

・
 

(
K
o
n
z
e
rt
p

a
r
ap
h
r
a
s
e
 
U
b
e
r
 W
a
l
t
z
e
r
m
ot
i

v
e
 v
o
n
 J
o
h
.
 

St
r
a
u
s
s
)
 

昭和の東京音楽学校篇 480 



場
せ
る
ス
ト
コ
フ
ス
キ
ー
の
様
に
質
に
華
麗
で
あ
る
。
熱
狂
的
に
随
喜
の
叫
び
磐
を
皐

げ
て
ゐ
る
女
生
徒
達
に
交
つ

て
ゐ
て
、

賞
は
私
も
少
々
茫
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
第

二
の
、
そ
し
て
も
つ
と
箕
面
目
な
期
待
に
つ
い
て
語
る
な
ら
ば
、
と
も
か
く
上
野
が
そ

の
管
絃
楽
演
奏
に
於
て
今
度
程
藪
術
ら
し
い
演
奏
を
や
り
得
た
事
は
、
私
の
記
憶
す
る

限
り
は
末
だ
か
つ
て
無
か
っ
た
事
で
あ
る
。

一
例
を
學
げ
る
な
ら
ば
、
幾
つ
か
の
楽
器

が
あ
る
タ
ク
ト
で
一
緒
に
出
る
様
な
場
合
に
、
大
髄
に
於
て
キ
ッ
カ
リ
と
揃
つ
て
氣
持

好
く
テ
ム
ボ
正
し
く
出
る
事
は
上
野
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
得
意
で
は
な
く
て
、
恰
も
競

馬
の
ゴ
ー
ル
の
如
く
ド
カ
／
＼
ツ
と
ば
か
り
各
自
が
思
ひ
の
ま
A

に
出
る
事
に
妙
を
得

て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
所
が

シ
ュ
ヰ
ー
ガ
ー
教
授
に
依
つ
て
上
野
獨
特
の
得
意
は
封
ぜ
ら

れ
て
、
一
般
に
ど
こ
で
も
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
行
ふ
如
き
や
り
方
を
行
ふ
様
に
強
ひ
ら
れ

た
。
名
物
が
一
っ
減
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
惜
し
む
に
嘗
ら
な
い
。
年
に
ニ
―
―
―

回
づ
つ
我
々
の
藝
術
的
欲
望
に
封
し
て
途
方
も
な
い
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
し
た
不
快
の
感
を

投
げ
返
す
上
野
の
管
絃
楽
園
の
習
慣
が
、
或
は
シ
ュ
ヰ
ー
ガ
ー
に
依
つ
て
消
滅
せ
し
め

ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
の
期
待
が
生
れ
た
事
は
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
っ
た
。

演
ぜ
ら
れ
た
曲
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ハ
フ
ナ
ー
交
響
曲
で
あ
っ
た
。
一
年
前
演
ぜ
ら

れ
た
、
新
響
定
期
に
於
け
る
ロ
ー
ゼ
ン
シ
ュ
ー
ト
ッ
ク
氏
の
名
演
の
記
憶
は
未
だ
我
々

の
記
憶
か
ら
消
え
去
ら
な
い
、
そ
れ
と
今
度
の
と
は
比
較
す
べ
く
も
な
い
の
は
勿
論
の

事
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
第
一
楽
章
は
、
な
か
／
＼
の
好
い
出
来
で
あ
っ
た
。
強

弱
の
愛
化
も
相
嘗
に
よ
く
つ
き
、
モ
ー
テ
イ
ヴ
や
楽
節
も
よ
く
浮
き
出
さ
れ
、
曲
の
骨

格
は
し
ツ
か
り
と
把
握
さ
れ
て
ゐ
た
。
二
、
三
楽
章
は
凡
庸
で
面
白
味
少
く
、
四
楽
章

は
演
奏
の
混
槻
が
遂
に
救
ひ
が
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

全
閥
と
し
て
後
に
な
る
程
悪

か
っ
た
の
は
惜
し
む
べ
き
だ
が
是
非
も
な
い
で
あ
ら
う
。

併
し
な
が
ら
、
之
だ
け
の
事
で
は
彼
の
指
揮
者
と
し
て
の
真
の
力
籠
を
う
か
ゞ
ふ
べ

く
も
な
く
、
我
々
の
批
判
の
封
象
と
も
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
我
々
は
シ
ュ
ヰ
ー
ガ

ー
が
一
指
揮
者
と
し
て
一
夜
の
曲
目
を
編
成
し
て
我
々
の
前
に
登
場
し
て
来
る
の
を
楽

し
み
つ
A

待
っ
て
ゐ
た
。
そ
の
時
新
聞
に
報
ぜ
ら
れ
た
の
は
編
成
さ
れ
た
曲
目
で
は
な

く
て
、
彼
が
職
を
僻
し
て
饉
國
す
る
と
云
ふ
報
道
で
あ
っ
た
。
理
由
と
し
て
新
聞
の
報

ず
る
所
は
、
彼
が
や
つ
て
来
て
見
て
上
野
が
如
何
に
一音
楽
的
に
低
劣
で
あ
る
か
に
驚
い

た
事
こ
の
朕
態
を
脱
却
す
る
為
に
と
る
べ
き
方
法
と
し
て
學
校
嘗
局
に
具
申
し
た
意
見

が
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
事
等
で
あ
る
。
誰
だ
っ
て
一
個
の
指
揮
者
と
し
て
あ
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
押
し
つ
け
ら
れ
責
任
を
負
は
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
何
は
と
も
あ
れ
そ
れ
を

根
本
的
に
叩
き
直
す
事
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
何
も
出
来
な
い
と
思
は
な
い
わ
け
に
は
行

く
ま
い
。
（
前
任
者。フ

リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

敦
授
と
て
も
彼
も
藝
術
家
で
あ
る
限
り
一
度

は
そ
れ
に
思
ひ
到
っ
た
に
違
ひ
な
い
。
所
が
こ
れ
を
達
成
し
得
ず
に
放
り
出
し
、
そ
れ

以
来
そ
の
事
は
す
て
A

省
み
な
い
ま
A

に
徒
ら
に
難
澁
な
曲
の
演
奏
を
積
み
重
ね
て
行

っ
た
事
は
明
か
な
敗
北
で
あ
り
無
責
任
で
あ
っ
た
。）
所
が
之
に
封
す
る
校
長
乗
杉
氏

の
談
話
な
る
も
の
は
新
聞
に
表
れ
た
所
に
よ
る
限
り
ま
こ
と
に
呆
れ
返
っ
た
官
僚
的
詭

癖
で
あ
り
、
ど
ん
な
人
で
も
之
れ
程
あ
っ
か
ま
し
く
は
な
れ
ま
い
と
思
は
れ
る
程
の
も

の
で
あ
る
。
そ
の
云
ふ
所
は
次
の
二
黙
に
饉
す
る
。
シ
ュ
ヰ
ー
ガ
ー
氏
が
自
己
の
友
人

間
に
何
か
不
平
を
持
ち
ま
は
つ
て
ゐ
る
事
は
知
つ
て
ゐ
る
が
自
分
直
接
に
申
出
が
な
い

か
ら
問
題
に
す
る
必
要
が
な
い
事
、
職
を
僻
す
る
と
云
ふ
事
は
日
本
人
の
敦
師
だ
け
が

出
来
る
事
で
、
契
約
に
よ
っ
て
束
縛
さ
れ
て
ゐ
る
外
人
敦
師
は
自
分
が
承
認
し
な
い
限

り
何
も
出
来
な
い
筈
で
あ
る
事
。
第

一
、
不
満
が
他
で
洩
ら
さ
れ
、
自
分
直
接
に
博
ヘ

ら
れ
な
か
っ
た
と
云
ふ
様
な
事
は
、
問
題
の
本
質
で
な
い
の
で
あ
っ
て
、
要
は
意
見
そ

の
も
の
で
あ
り
、
意
見
の
内
容
で
あ
る
學
校
の
鋏
陥
な
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
其
の
様

な
事
に
つ
い
て
意
見
が
存
在
す
る
事
を
知
っ
た
な
ら
ば
何
等
か
の
方
法
で
そ
れ
を
知
り

そ
れ
を
生
か
す
こ
と
こ
そ
が
一
音
楽
の
事
は
何
に
も
知
ら
ず
に
一
音
楽
學
校
長
の
職
を
塞
い

で
ゐ
る
者
の
営
然
の
義
務
で
あ
る
。
第
二
に
、
一
片
の
法
律
的
契
約
を
盾
に
文
化
と
文

化
に
携
は
る
人
間
へ
の
か
や
う
な
個
喝
は
何
た
る
事
か
。
一
髄
彼
は
一
旦
あ
の
様
に
意

志
表
示
を
行
っ
た
相
手
を
一
枚
の
契
約
書
で
金
縛
り
に
し
よ
う
と
本
氣
に
考
へ
て
ゐ
る

の
で
あ
ら
う
か
。
そ
し
て
そ
の
、
熱
意
の
代
り
に
不
満
を
胸
に
蔵
し
た
外
人
の
下
に
、

自
分
が
責
任
を
以
て
人
か
ら
托
さ
れ
た
子
弟
を
學
ば
し
め
る
つ
も
り
で
ゐ
る
の
で
あ
ら

う
か
。
そ
の
様
な
事
も
、
や
れ
A

ば
や
つ
て
見
る
も
好
か
ら
う
が
、
人
々
は
そ
の
様
な

事
を
獣
認
し
な
い
で
あ
ら
う
。

昔
楽
學
校
は
基
礎
敦
育
を
や
る
所
で
あ
る
か
ら
し
か
人
＼
の
作
品
は
演
奏
さ
る
べ
き

で
は
な
い
、
と
云
ふ
風
に
規
定
し
て
考
へ
を
め
る
事
は
危
瞼
で
あ
ら
う
。

曲
目
に
ヴ
ァ

ラ
エ
テ
ィ
が
多
い
コ
ト
は
結
構
な
事
な
の
で
あ
る
。
餘
り
演
奏
さ
れ
な
い

曲

の

上

演

も
、
そ
れ
が
大
し
て
意
味
な
い
事
な
ら
ば
別
だ
が
、
も
し
そ
れ
に
あ
る
程
度
以
上
の
藝
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賓
生
流
舞
囃
子

山

姥

観
世
流
謡
曲
同
謳

猜

衣

田前

地
謡

田巻

太大小笛

鼓鼓鼓

嘱

忠利託

茂夫金亀森三

嘱
託

闊
託

嘱
託

シ

テ

講

師

賓

春

惣井

林費加
右重生

生藤俊良九

英秀衛 重

谷生

貧

き誓
寛雄治門雄朗馬郎名

術
的
意
義
が
考
へ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
上
演
そ
の
事
は
歓
迎
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

非
難
さ
る
べ
き
は
基
礎
敦
育
の
鋏
陥
そ
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
世
の
中
に
は
基
礎
敦

〔

マ

マ

〕

育
と
絶
封
的
に
相
互
排
反
す
る
藝
術
作
品
な
ん
と
云
ふ
も
の
は
存
在
し
な
い
で
あ
ら

う
。
た
ゞ
あ
る
作
品
を
消
化
し
そ
こ
か
ら
自
分
の
為
の
榮
養
を
吸
牧
す
る
為
に
は
そ
の

作
品
を
受
取
る
者
自
身
に
そ
の
事
を
可
能
な
ら
し
む
る
素
地
が
必
要
で
あ
る
。
上
野
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
マ
ー
ラ
ー
を
輿
へ
る
事
は
或
は
算
術
を
學
ぶ
べ
き
生
徒
に
應
用
力
學

の
問
題
を
興
へ
る
に
等
し
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
こ
の
問
題
は
微
積
分
を
學
ん
だ
學
生
に

輿
へ
て
こ
そ
彼
の
敷
學
的
基
礎
と
し
て
の
微
積
分
の
力
量
も
強
化
さ
れ
た
で
あ
ら
う
の

に
。
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
教
授
へ
の
批
判
も
か
A

る
観
黙
か
ら
な
さ
れ
る
事
が
必
要
で

な
か
ら
う
か
。
基
礎
敦
育
機
開
と
し
て
矛
盾
を
起
さ
ぬ
或
る
曲
目
を
何
等
か
設
定
し
て

か
A

ら
う
と
す
る
意
見
は
、
上
野
を
昔
の
枯
燥
見
る
に
堪
へ
な
い
沈
滞
と
荒
蕪
に
再
び

追
ひ
込
む
結
果
に
導
か
ぬ
と
も
限
ら
な
い
。
戒
心
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
思
ふ
。

（
『
＿
音
楽
評
論
』
第
六
巻
第
十
二
号
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
、
六
マ
~
六
三
頁
）

昭
和
十
二
年
＋
＿
月
十
六
日
銃
後
奉
仕
邦
楽
演
奏
会

五
時
開
場

昭
和
十
二
年
十
一
月
十
六
日
（
火
曜
日
）
午
後
五
時
半
開
演

會
場
日
比
谷
公
會
堂

謬

邦

楽

演

奏

會

曲

目

東
京
一
音
楽
學
校

邦
楽
科
及
選
科
生
徒
拉
選
科
修
了
生

＇ ノ‘ 五

（
乙
）
古
戦
場
の
月

葛

原

し
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る

作

歌

宮

城

道
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作
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歌
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覧

記

疇
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等
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ピ
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作
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穂
院
一
（
管
絃
榮
）
編
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赦
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啜
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啜嘱啜数
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子
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子
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科
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選
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徒
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四
十
名

数

授

宮

嘱

託

黒

長
唄

曙

託

佐

藤

房

子

隅

託

東

壽

子

柏
木
ゆ
き

啜

託

染
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分
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0
四
回
学
友
会
演
奏
会

伴

奏

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

豊

田

春

恵

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

プ
レ
ス
ト

イ
、
聖
霊
降
臨
節
の
歌

ロ
、
歌
劇
「
魔
笛
」
よ
り
。
ハミ
ナ
の
詠
唱
…
…
•
•
…
…
…
…
•
モ

11
あ
A

9
・
喜
び
は
露
と
消
え
て
“

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ

ア
ル
レ
グ
ロ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

モ
デ
ラ
ー
ト

イ
、
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
の
墓
…
•
…
…
•
•

ロ
、
辻
音
楽
師
…
…
…

ハ
、
夕
映
へ
の
中
に

富

永

瑠

璃

子

…

…
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ン
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ー
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ア
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ボ
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シ
ュ
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ル
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第
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ノ
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一
番
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調
作
品
四
十

ス
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ツ
ア
ン
ド
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サ
ム
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ン
と
ダ
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」

よ
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…
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心
は
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TOKIO ONGAKUGAKKO GAKUYUKAI 

Sonntag, Dec. 12. 1937 nachmittags 1 ½ Uhr. 
104. SCHULER-KONZERT 

DER MUSIKAKADEMIE ZU TOKIO 

PROGRAMM 

尻

M. Nagata 
Begl. Y. Mishuku 

Arie der Elvira aus der "Die Puritaner"……Bellini 

Klavier Solo T. Sasaki 
II Klavier F. Yamamoto 

Op. 25........................... Mendelssohn 

Y. Sirao 
Begl. Y. Yamanasi 

Arie der Dalila aus der "Samson et Dalila"... C. Saint-Saens 
"Mon c知 urs'ouvre a ta voix" 

Klavier Solo 
II Klavier 

K. Suzuki 
F. Yamamoto 

H. Toyoda 
Begl. R. Tominaga 

a. Arie aus der "Pfingst Kanta ta"....…........Bach 
"Mein gla u big es Herze." 
Arie der Pamina aus der h

 

Oper "Zauberflote" 
............ Mozart 

"Ach ! Ich flihl's, es ist verschwunden." 

Violine und Klavier Violine S. Kondo 

Klavier T. Tanaka 

Sonate fur Violine und Klavier A-dur………Franck 
Allegretto ben moderato 

Allegro 
Ben moderato (Recitativo-Fantasie) 

Allegretto poco mosso 
T. Isogai 

Beg!. K. Kawaguti 
a. Anakreons Grabe................................. Wolf 
b. Der Musikant....................................... Wolf 
C. Im Abendrot.... • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •.... • •.......... • •..... ・ •. • •..... ・ •... • •.... • • • •......Schubert 

Klavier Solo H. Sibayama 
II Klavier Prof L. Sirota 

Konzert Es-dur Op. 32.............................. Weber 
Adagio 

Rondo Presto 

Sopran Solo 

Bariton Solo 

Pause 

K. Fujisima 
Begl. T. Tanaka 

Konzert-Arie Op. 65.................................... Beethoven 
"Ah! Perfido" 

Klavier Solo J. Kann 
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昭
和
十
二
年
の
概
評

演

奏

界

回

顧

本
年
上
半
期
（
一
月
ー
八
月
）
の
演
奏
會
綿
敷
は
二
百
以
上
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が
、

其
中
私
が
参
聰
し
、
手
許
に
曲
目
の
あ
る
も
の
百
九
十
六
に
就
て
回
顧
の
一
瞥
を
投
げ

て
見
る
と
、
経
清
的
成
功
如
何
は
別
と
し
、

藝
術
的
牧
穫
の
貼
に
於
て
は
非
常
時
の
磐

が
高
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
先
づ
好
成
績
を
皐
げ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ら
う
。音

楽
學
校
の
演
奏
中
注
意
す
べ
き
も
の
は
二
月
二
十
五
日
の
夜
日
比
谷
に
於
け
る
武

蔵
野
の
「
バ
ッ
ハ
の
夕
」
、
東
洋
の
ア
。
フ
ト
作
歌
劇
「
雪
姫
」
（
三
月
十
九
日
夜
）
、
グ

ル
ッ
ク
作
歌
劇
「
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
」
（
四
月
十
五
日
の
夜
日
比
谷
）
、
上
野
の
マ
ー
ラ
ー

の
第
七
（
二
月
二
十
七
日
同
所
）
、
バ
ッ
ハ
の
「
馬
太
博
に
よ
る
受
難
楽
」
日
本
初
演

〔

マ

マ

〕

（
六
月
十
九
日
同
所
）
、
獨
唱
者
奥
田
智
恵
子
、
齋
藤
静
子
、
木
下
保
、

賓
井
置

一、

村
尾
護
郎
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
九
番
、
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

送

別

公

演

（
七
月
八
日
夜
日
本
青
年
館
）
獨
唱
者
、
中
村
淑
子
、
平
原
壽
恵
子
、
木
下
保
、
伊
藤

武
雄
（
以
上
指
揮
者
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
）
、
第
五
回
世
界
敦
育
會
議
各
園
代
表
招
待

昔
楽
舞
踊
公
演
（
八
月
一
日
夜
帝
國
劇
場
）
指
揮
橋
本
國
彦
等
で
あ
る
。

上
半
期
は
斯
く
の
如
く
内
外
楽
人
の
活
動
に
よ
っ
て
各
方
面
に
重
要
な
記
録
が
作
ら

れ
た
が
、
九
月
以
降
の
後
半
期
は
約
束
さ
れ
て
ゐ
た
外
國
名
家
の
来
朝
が
解
約
取
消
さ

れ
、
我
楽
人
達
も
周
園
に
氣
兼
ね
し
て
疲
表
演
奏
を
差
控
え
る
に
至
っ
た
の
で
、
大
正

十
二
年
の
大
震
火
災
後
の
楽
壇
に
亜
ぐ
寂
蓼
の
中
に
シ
ー
ズ
ン
は
更
け
て
行
き
、

一
音
楽

會
に
も
非
常
時
色
が
著
し
く
反
映
さ
れ
て
九
月
二
十
九
日
の
夜
の
國
民
音
楽
協
會
主
催

「
軍
歌
献
納
の
夕
」
、
（
新
作
軍
歌
十
一
二
曲
）
、
十
月
十
九
日
の
夜
日
比
谷
公
會
堂
に
於
け

る
東
京
市
主
催
、
愛
國
昔
楽
聯
盟
の

「
新
軍
歌
猿
表
」
（
十
三
曲
）
が
開
か
れ
、
東
京

昔
楽
學
校
も
學
友
會
の
第
百
回
演
奏
會
記
念
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
歌
劇
「
魔
弾
の
射
手
」
の

牛

山

充
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演
奏
會
形
式
に
よ
る
公
演
（
十
月
二
十
三
日
夜
同
所
）
を
銃
後
奉
仕
と
唱
へ
て
行
ふ
と

云
ふ
や
う
に
な
り
、
純
藝
術
家
的
活
動
と
し
て
の
演
奏
は
激
減
し
た
。

（
『
昔
榮
評
論
』

第
六
巻
第
十
二
号
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
、
四
三
l
四
七
頁
）
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